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職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

28001 個人 その他 ３０代 女性 私は「原発ゼロシナリオ」に賛成です。 私は「原発ゼロシナリオ」に賛成です。原発再稼働には断固反対します。原発はもう不要です。今こそ日本の高い技術をよい方向に役立てるチャンスです。風力発電、太陽光発電、水力発電な
どを選ぶ権利を私たち国民に与えてください。将来を担う子供たちのために、原発と核廃棄物の代わりに安全で再生可能なエネルギーにシフトしていきましょう。

28002 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発20～25％のシナリオを指示します。今後の安定
的な電気量確保の為、化石燃料は物量的限度並びに
略輸入に頼るコスト高、又、ガス排出による地球温暖
化の元凶である

原発20～25％のシナリオを指示します。理由、化石燃料は物量的限度並びに略輸入に頼るコスト高、又、ガス排出による地球温暖化の元凶
又、クリーンエネルギーはコスト跳ね上がり国が必要とする需要量も産めない、企業の製品製造にかかわる消費電気量もとても賄いきれない
従って日本経済は沈没してしまう、この状況を新規安全管理受けた原発で安定的電気量を確保していくしかない。

28003 法人・団
体等

会社員・
公務員

６０代 男性 産業基盤を支える電気エネルギーはコストにおいて大
きな位置づけであり、国内産業をどう成長させるかと
いう総合的な観点で議論すべきである。安全性を確
保しつつ原発を継続し次期エネルギーへの転換を図
るべき。

当機構が関連するプラスチック業界は海外勢の安価な製品の攻勢によりコスト競争で劣勢であり、海外に生産拠点を移行している。また安価な海外製プラスチック製品は安全性、信頼性の点
で国民生活に悪影響をおよぼしており、特に食生活・乳幼児製品では懸念が大きい。　電気エネルギーのコストが上がれば、更に国内産業メーカーは海外進出を進めざるを得なくなり、安価な
低品質海外製品が国内で流通することになる。国内産業の衰退による雇用の不安定から特に若年層への影響は深刻にならざるを得ない。このような点から安価な電気エネルギーの確保は必
須であり、安価な代替エネルギーの開発は国内政策として進めるべきである。しかしながら
そう簡単に安価代替エネルギーが手に入る状況でない現状では、安全性を最優先にして原発による電気エネルギーを推進せざるを得ないと考える。
心情的な議論で国の方向性を間違え、取り返しがつかない政策とならないことを切に祈るばかりである。

28004 個人 家事専
業

３０代 女性 この世の中に原子力発電所は必要ありません。 ３月１１日に原発事故が起きてから、誰かすぐ側まで接近して中を確認できますか。
事故の経過や原因を誰が１００％実証できますか。
目に見えない害を十分な測定器無しで測る事が出来ますか・・・

これだけ危険でコントロールできないものを停止せず、それどころか新たに作り輸出までしようとしているなんて、どれだけ人間は奢った生き物なのだろうとおもいます。
確実にコントロールできないものは存在するべきではない、それが理由です。
子供たちがのびのび暮らせる世界よりも利権が大事ですか。

わたしはちょうどそろそろ子供が欲しいなと思い始めていました。
でも３月１１日以降迷っています。
もっと若い娘さんたちはもっともっと悩むだろうし、実際に産めない身体になってしまう方も出てくると思います。

どうか、何が本当に大切なのかを理解してください。

28005 個人 自営業 ２０代 男性 私は「原発ゼロシナリオ」を支持します。
クリーンな火力発電の推進、小規模水力発電の社会
的な整備、火力や風力などのクリーンエネルギーへ
の優遇的支援策、それによる技術の革新によって原
発を無くしていきます

昨年の震災及び津波があり、その映像をテレビで見て恐怖に身が震えました。しかしそれにさらに追い討ちをかけたのが福島原発の事故でした。
常に風向きをチェックし、遠く離れたここ長野にいてさえ故郷を捨てるという選択を頭に入れて逃げる準備をしていたあの時の気持ちを決して忘れることはないでしょう。そして今現在、故郷に帰
ることが出来ない福島県の一部の方々の気持ちを考えると胸が締め付けられるような気持ちです。
このような事故があった直後、政府や保安員の会見が繰り返されましたが、今振り返ってみても、人々の不安を和らげるために事実を隠蔽し、将来的な脱原発の議論の芽を摘もうとやっきに
なっていたということがはっきりと現れていました。
そしてその後の大飯原発の再開を含めた原発行政のやり方、委員会の人事などを見ていても、原発に関する既得権益の保護、脱原発の阻止、原発存続への議論誘導などの姿勢がはっきりと
現れています。
他国にも多大な迷惑をかけてしまった福島原発の事故の反省を生かして、国全体が二度と原発事故が起こさない、ということを大前提に動いていくことがもはやこの国の義務であるということは
疑いの余地がありません。それなのに国民を馬鹿にし、騙すようなやり方によって原発存続(しかも人災を引き起こした要因となった原子力ムラの構造を改善していく努力が全くできていない状
態で)へと世論を誘導していくやり方には強い遺憾を覚えます。
実際、原発が必要であるという根拠もかなり疑問です。
当面の電力確保という面では確かに必要なこともあるでしょう。(しかし原発の分の電力が無くても十分補えると考えられます)ただしそれは当面に限ってです。クリーンエネルギーへのシフト政策
(補助・助成)によって、国内の企業の技術力の革新も期待でき、ある意味では内需の拡大をもたらすでしょう。
また、すでにある技術を生かすことも出来ます。小水力発電はその典型と考えており、今の技術でも相当な電力を生み出すことが可能です。ただし今現在その障壁となっているのは申し込みな
どの手続きの複雑さや、許可が下りないことです。これを簡略化させ許可を通りやすくしていくのは、もはや当然のことなのではないでしょうか？その上での原発が必要なのかの議論なはずで
す。
また、今後アメリカから輸入されるであろうオイルシェイルガスや、日本で確立され世界でも注目されている石炭を使ったクリーンな火力発電もどんどん使っていっていいはずです。これらが考慮
されれば電力が足りないなどという発想にはならないでしょう。
確かに問題はあります。CO2の排出や電気料金の高騰の問題です。しかし、原発自体が直接海を温めるという代物なことを考えると、まだ火力発電のほうに分があがりそうですし、電気料金に
関してはそもそも廃炉費用や、揚水発電を加味されないで算出されている原発の"安さ"というものがおかしいのです。
廃炉の時期というのは、原発を続けていくにしろやめるにしろ来るのです。その莫大な費用を負担するのはどっちにしろ国民です。時期の問題でしかありません。
　ここまで色々述べましたが、私が一番大事に思っていることを書きます。「二度と原発事故をおこさない。故郷を汚さない」です。もし事故が絶対に起こらない原発があるのだとしたら存続は許
容できます。しかし実際はどうでしょうか？
地震大国の日本で、3/11の地震を予知できない日本で、原発が安全だとは全くいえません。福島の原発が地震によって既に破壊されていてはいなかったともいえません。何も定かなことはない
のです。
しかも原子力ムラの構造は、事故後も決定的に変わることはありませんでした。あれだけのことが起こったのに変える事ができなかったのです。あの事故は人災だとされたのに…。
上記のことを考えると日本に原発を扱う資格はないでしょう。
もし、日本がどうしても原発を扱いたい、と考えるなら、人事を含め原発をとりまく「全て」の決定的な変革と地震を見据えた原発技術の革新が必要です。今の原発では無理です。ということはど
ちらにしろすべて廃炉にしなくてはなりませんね。

28006 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 （１）国家のエネルギー戦略につき原発にのみ焦点を
当てることは不適切。
（２）選択肢について議論をするための定量的情報が
皆無。
（３）福島事故の対応のことを考えているのか疑問。

（１）国家のエネルギー戦略、環境戦略を、原発の比率を前提に考えることは、間違っているのではないでしょうか。そもそも、国家として、どのような姿を2030年あるいは2050年に描き出している
のでしょうか。その姿なしに、それに対応する原発の割合のみ議論することはナンセンスであると考えます。極端な例を言えば、2050年頃には、日本は移民の方々を今の日本人と同じだけの人
数受け入れた社会を想定した場合、原発ゼロ％はもはやあり得ません。一方、移民政策は今まで通りで、国民の数はさらに減少速度が加速し、2080年頃には国内市場のみでは企業は生き残
れない縮小社会を想定する場合であれば、それに備えるという意味も含めてゼロ％もあるかもしれません。政府としてどのような日本国を想定されているのでしょうか。
（２）また、原発割合と、2030年という数字だけは具体性のある数字ですが、それを議論するための情報がまったく具体的な数字が示されていません。たとえば、足元を見られて諸外国よりも高
い石油・天然ガスを買わされ続ける場合（現状が既にそうなっています）の国富の海外流出は2030年までにどの程度でその後はどうなり、それによる財政状況や国社会保障などがどのように
なって、など2030年以降の社会を想定するためのデータを示してください。現状のパブコメ、イメージできめてくれ、と言っているのと同じに思われます。
（３）東電福島原発事故により、日本ならびに日本人は、低線量による慢性・長期被ばく影響調査とともに、廃炉・破損燃料処分において、22世紀まで原子力に関わり続けると決まったわけです。
福島の住民の方々の平穏な生活を取り戻し、安全な廃炉・廃棄物処分を実現するための、費用と、それに対するPassionをもった人材（必要な人の数は1人や2人ではないことは自明ですし、
Passionや責任感がない人に原子力に関わって欲しいですか？）を22世紀まで維持し続けなければならないと理解をしている人が考えた選択肢とは、まったく思えません。私はだからゼロはあり
えないとは言いません。ゼロでもOKです。（１）から（３）までを示したうえでゼロが合理的かどうかを判断できるようにして欲しいと言っているわけです。
以上。

28007 個人 その他 ４０代 男性 日本は原子力発電の危険を身にしみました。制御しき
れない発電からはただちに廃炉して撤退すべきです。

人類の科学的到達点からは原子力を制御できない。また、環境的にも国民生活の面からも失う基盤が大きすぎます。福島の住民の不安と悲しみを思えば、すべての原発の廃炉・事業からの撤
退を決断すべきです。世界を見れば、原子力発電が発電量に占める割合は自然エネルギーの１６パーセントに比べ、２．６パーセントというではありませんか。一日も早く自然エネルギーに火事
を着ることがこの分野での将来のリーダーたる技術的蓄積を可能にします。

28008 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は即時全廃すべきです。 原発の安全性をどんなに高めたとしても活断層がうごけばひとたまりもありません。また、古い原発では金属疲労から爆発すると言われています。こんなに危険のものを孫の命と引き換えるわ
けにはいきません。ですから原発は即時全廃してください。

28009 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢において、1番を選
択します。

原子力が化石燃料による発電より低コストとありますが、廃炉に向けた処理費用を考えると必ずしも低コストとは言えないのではないでしょうか。
また将来の廃炉処理に対する放射能漏れへの不安感もぬぐえず、使用済み燃料棒の最終処理方法も決まってない状況で、今後も原子力発電所を増やして発電し続けることに疑問と違和感を
かなり感じています。

地震国日本において100％安全な立地場所はないと思います。
一旦事故が起きた時の甚大な被害状況や、影響、それにかかる莫大な処理費用についても無視してはいけません。
福島第一原子力発電所での大事故を経験した日本はその経験から学ばなければなりません。

原子力ムラと揶揄されるような推進する側の立場の人々が今までしてきたような、自分のほうに都合の悪い事例や可能性について見ないふり、見えないふり、聞こえないふりはあまりにもお粗
末で愚かな姿と言えます。
そしてそのような者たちの意見に従い政府も一緒に原子力を推し進めるのはあまりに国民不在の政策と言わざるおえないです。

政府は現在、将来すべてを見通し、あらゆる可能性を考えながら本当に国民のためになるエネルギー政策を推し進めるべきではないでしょうか。
狭い国土をこれ以上汚すことのないように正しい選択をしてほしいと願うばかりです。

28010 個人 家事専
業

６０代 女性 多重の防護により絶対安全と言われた原発が過酷事
故を起こし、未だに収束していない現状から考えて、
原発ゼロにすべきだと考える。
子供たちに負の遺産を残すので、せめて脱原発の道
筋だけでもつけたいと思う。

福島のような事故が起こる可能性をゼロにするには、すべての原発を止めて、福島の事故の原因を究明することが第一。車でも事故を起こせば同じ条件で同じ車を動かすことは考えられませ
ん。
日本中に活断層が走り、いま、地震の活動期を迎えていることを考えると、当面は節電しつつ火力に頼り、同時に自然エネルギーの開発に務め、拙速ではなく問題点も見極め解決の目処を立
てた上で比率を高めるべきべきではないか。

28011 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」は原発ゼロしか
ありません。

原子力を人間が管理できないことが福島原発事故で明らかになりました。広島、そして今度は福島でも、平和に暮らしていた人を一瞬にして不幸にしてしまいました。福島県内はもとより、県外
でも放射能の人体への影響、食品の安全性に不安をかかえる方がたくさんいます。県外に6万人を超える方が避難しています。
それに、福島原発の危険な状態はまだ続いており、放射能は漏れ、汚染し続けています。事故は収束していないのです。
三度このようなことが起こらないよう、原発ゼロ宣言をし、原発の廃炉と自然エネルギーへの転換に向かうのが真っ当な政府の判断です。

28012 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオの選択を希望します 1.原子力発電に伴う放射性廃棄物の問題が解決されておらず、原発を動かすほど問題が深刻になることがすでに判っている。

2.私の実家は福島県福島市で、原発事故による被害を身を持って体験しました。時間がたっても除染がすすまない現実が、原発を推進してきた政策の誤りを示していると思います。しかも健康
にたいする影響はまだ結果が出ず、出たときには対応できない、しかも誰も責任をとらないことが予測できます。

3.少なくとも発送電分離をすすめ、自分で電力を選ぶ自由を確保して欲しいと思います。

4.原子力発電所で働く作業員の健康被害について、継続的な調査と結果の公表を求めます。

5.ゼロシナリオを選択した場合の経済への影響が論議されていますが、水や空気、食べ物の安全と比べたら許容できる問題たと思います。

28013 個人 家事専
業

５０代 女性 政府は、0シナリオを選んでください。 日本国民として、納税者として、私は原発０シナリオを選びます。
どうか政府は私の、０シナリオを選んだ人たちの声を無視しないでください。

「フクシマ」という言葉が世界に負の財産としてもう認識されてしまいました。
私は残念でなりません。
今こそ、日本は原発依存をやめて自然エネルギーへのシフトチェンジをするということを世界にも宣言するべきです。
そうすることのみが、福島県民や日本国民の心情的安定、経済的発展につながると思います。

どうか日本国民として誇れる政策をお願いします。

28014 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力エネルギーの将来性について議論する上で、
元電力中央研究所理事の服部禎男氏が提唱している
「超小型原子炉」についても、評価・検討をするべきで
はないでしょうか。

現在の原子力エネルギーに対する反対意見の背景には、現行の原子力発電の技術的な不安や、制御可能性に対する懸念、それとともに将来的な廃炉や廃棄物の問題、平和利用への心配と
いったものがあると思います。服部氏が提唱している「超小型原子炉」の技術によると、これらの懸念がほとんど解消されるとされています。服部氏は電力中央研究所の理事もされた方ですか
ら、科学的な裏付けに基づくものと推察されます。今後の原子力エネルギーのあり方を議論するうえでは、現状の技術や方式に捉われずに、新しい技術の可能性も検討項目に含めて議論をし
ないと、誤った結論にたどりつく恐れがあります。残念ながら、「超小型原子炉」については国民の間に情報が不足していると思いますので、政府として、あるいは政府が指名する第三者機関に
よって、服部氏の提唱する「超小型原子炉」の評価を実施し、国民に公表いただくことを希望します。

28015 個人 無職 ５０代 女性 原発反対 原発事故原因究明（真実の究明）もなされていないなか、原発再稼動することの非常識さ。誰のための原発か、命を削ってまで推進するエネルギー政策を見直し、即刻、代替エネルギーへ転換
すべきです。
原発推進において日本が従属してきた米国でさえ政策転換しています。先進国で日本だけ何故それができないのか、既得権にしがみついた人々のために国民の命を危険にさらす政府なんて

28016 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持。国民の経済的負担は覚悟して
いるが、その前に日本全体のエネルギーの使い方を
見直すべき。コンビニや自販機などの規制により、発
電量を少なくできるのではないだろうか。

私はゼロシナリオを支持します。

原発はそれ自体が危険な発電方法であり、ひとたび事故が起これば環境や人間に多大な負担や危険を与えるものだからです。それだけではなく、事故によって政治はもちろん、経済も大きく混
乱します。また、原発ゴミの処理問題に対しても疑問です。そういった問題を多くはらんでいる原発に対して必要性を全く感じません。

ゼロシナリオに伴う経済的負担は覚悟しています。
しかし、その前にこれまでの日本のエネルギー消費のしかたを見直すべきだと考えます。今の世の中はあまりにも豊かで快適すぎないでしょうか。同じ豊かさ、快適さを求めるから電力が足りな
くなるのではないでしょうか。

例えばコンビニ。24時間営業ではなく、当初のように7時から23時までの営業でもいいのではないかと思います。あるいは、24時間営業にする店舗を持ち回り制にする方法でもいいと思います。
全国規模で行えば多大な電力節約になると思います。法律でそのように規制はできないでしょうか？

自動販売機も街を歩いていて、こんなに数が必要なのか疑問に思うことのひとつです。飲料会社に自販機の設置数を何パーセントか削減するように規制をかけることもできるのではないかと思
います。

これ以外にも考えればいろいろと電力消費を少なくする手立てはあると思います。病院など、夜も電気が必要な場合もありますが、なくても済むものは極力しかも全国的に無駄を減らしていく方
法を政治的に考えていかなくてはいけない時期だと考えます。

28017 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
再稼働を反対いたします。また、現状以上の原発建設
も反対いたします。

福島の惨状を報道で見るにつけ、完璧な安全は現在の技術レベルでは不可能であったとした考えられません。大阪在住ですので、大飯原発の再稼働についても反対いたします。何卒ご検討
のほど、よろしくお願いいたします。

28018 個人 家事専
業

３０代 女性 原発推進必須！原発をなくすことは国民の安全な生
活を放棄することではないかと思います。世論はすっ
かり脱原発となっていますので、それがどれだけ危険
なことかを説明すべきです。

原発をなくすことは国防面でも不安です。原発がなくなり一番喜ぶのは近隣国ではないでしょうか。また、コストもかかり、経済面でも不安です。火力発電での健康被害も有り得ることを発表して
欲しいです。熱中症でたくさんの人がなくなっています。安定した電気の供給はもはや必要です。



28019 個人 自営業 ５０代 男性 論点はどんな社会を目指すかが最重要かつ討論の
対象とすべき。「原子力の安全確保と将来リスクの低
減」を最優先し、15シナリオは最大許容比率とすべ
き。時空を超えた放射能汚染コストを評価すべき。ゼ
ロを目指す。

　原発事故を受けてエネルギー選択の見直しに取り組み、これまでよりも公共一般の関与を高めようとする姿勢は評価でき、政権交代がなければ不可能だったかもしれない。しかし残念なこと
に、アプローチと公共参加プロセスには大いに疑問があり、是非とも軌道修正のうえ継続していただきたい。

・アプローチに関する提言
1）論点の設定の問題：「意見が分かれる論点」としてベストミックスの問題に焦点を当てているが、これでは原発事故の教訓が活かされていない。生命や安全性よりも経済を優先させてきたこと
や一部の人々に過大な犠牲を強いてきたことを真摯に反省し、また、原子力の問題はエネルギー問題にとどまらず時間・空間を超えて社会のあらゆる側面に影響を及ぼすことであるという認識
の下、今後どのような社会を目指すかといった倫理や社会正義の視点を含めたもっと大きな価値観の見直し・創造の中にエネルギー選択の問題を位置づけるべき。特に、未来の世代にとって
どのような負担が伴うかという世代間正義の問題が欠落している。

2）選択肢のフレームワーク設定の問題： 3シナリオは、原発の比率をなるべく現状維持とするか(20～25シナリオ)、0にするか（ゼロシナリオ）、その中間として既存原発に運転制限40年をあては
めた場合の比率（15シナリオ）となっている。しかし、2030年での20～25シナリオはほぼ現状維持であり「原発依存度を可能な限り減らす」という大前提と矛盾し、ゼロシナリオに対置させることで
15シナリオに誘導したいという思惑があるのでないかと疑われても仕方ない。せいぜいのところ15シナリオは最大許容比率として扱い、既存原発を減らすという具体的なシナリオを描いていくの
が本筋である
。
3）選択の「視点」の問題：原発事故の教訓を受けて、「原子力の安全確保と将来リスクの低減」の視点を他の視点よりも優先して上位に位置づけるべきである。環境の視点は、地球温暖化問題
に留めるべきではなく、今も拡散し続けている放射能汚染が時空を超えて大気・土壌・水等のあらゆる環境、ひいては人間のあらゆる生活に影響が及ぶこと、大きなリスクや負の遺産を未来の
世代に負わせることにもっと深く掘り下げて検討すべき。「コストの抑制・空洞化防止の視点」は、「原子力の安全確保と将来リスクの低減」とトレードオフの関係として扱われるのではなく、「原子
力の安全確保と将来リスクの低減」に優先して取り組む際に伴うコストをグリーン経済やその他の産業構造転換をはかっていきながら最小限にしていくかという位置づけにすべき。ここでも放射
能汚染による様々な生態的・社会的・経済的・文化的コストをきちんと評価する必要がある。

・公共一般の意見の反映・意思決定プロセスに関する提言
　各地での意見聴取会や討論型世論調査といった試みをせっかくされているのであるから、意思決定プロセスを市民参加型へと転換していく良い機会にしていただきたい。そして、討論の内容
もシナリオに終始せず、原発事故の教訓をひとりひとりがどのように活かしていくかという観点からよりよい社会・生き方を話し合う契機にしたい。すなわち、生命や安全性よりも経済を優先させ
てきたことや一部の人々に過大な犠牲を強いてきたことを真摯に反省し、また、原子力の問題はエネルギー問題にとどまらず時間・空間を超えて社会のあらゆる側面に影響を及ぼすことである
という認識の下、今後どのような社会を目指すかといった倫理や社会正義の視点を含めたもっと大きな価値観の見直し・創造の中にエネルギー選択の問題を位置づけ、特に、未来の世代に
とってどのような負担が伴うかという世代間正義の問題について討議を深めていく。

・原発の比率に関する提言
　原発事故により、よりよい生き方や社会のあり方よりも経済成長を優先させることにより現在の世代の一部、そして特に未来の世代に大きな負の遺産を残し、それが何を意味するのかが明白
となった。今こそ原発ゼロを目指す決断をすることが事故を起こしてしまった私たち世代の責任である。

28020 個人 法人等 ６０代 男性 全原発再稼働反対
原発はゼロにする

経営者が利益をあげるための原発はいらない
事故があって苦しむのは一般の国民である

28021 個人 自営業 ４０代 男性 原発を止めることは、動かすことよりもリスクが高い。
将来の子どもたちのためには、原発を維持することは
必要である。
エネルギー安全保障上のリスクは、原発事故のリスク
を上回る。

原発事故により国民が冷静な感情を持てなくなっている。放射線に対する恐怖感がその主たる理由であるが、現実には事故を起こした敷地内以外の放射線濃度は高くなく、人体に影響するこ
とはない。しかし、そういった科学的に正しい事実は広がることはなく、恐怖心だけが広がって、国民の怒りにつながっている。

放射線の専門家はインターネットなどで激しいバッシングを受けて、意見を出せない状況だ。下手をすると命の危険を感じる部分もあるだろう。一方で、放射線に対する恐怖を煽るような、決して
専門的知識の高くない方々は大人気で、メディアに頻繁に出ている。結果として放射線が危ないものであとの認識が広がり、除染費用がかさみ、人々の不安感を増す結果になっている。

いま、必要なのは、これまで長く研究してきた科学者に、正しい情報を出してもらい、人々の啓発活動を行うことだろう。現在は安全より、むしろ安心のためにお金を使うことになっているが、心理
的なもののコストは無限にかかるのでどこかで歯止めをかけなければいけない。除染よりも、放射線教育の方が大切だ。

将来の原発を減らすかだが、現在稼動できる原発と、かなり建設が進んでいる大間などは稼動すべきだ。そうでないと年間３兆円ものコスト負担が延々と次世代の子どもたちにかかってしまう。
またエネルギー安全保障上も重大な問題だ。エネルギーが確保できなくなるリスクは原発リスクより大きく、国民に与える影響も原発事故の比ではない。

経済的な問題も深刻である。例えばGDPが2％圧縮すれば、必ず自殺者数が増える。これは数千人単位の死亡者数の増加になり、しかも生産世代の人間が失われることで、社会全体にもたら
す損失は極めて大きい。

国民全体の幸福のことを考えれば、原発を動かし、経済を維持することは必要である。現在ある原発を使い、改良を重ねること、稼働率を上げることで、発電の40％程度を原発で行うということ
が現実的だと思われる。

28022 個人 無職 ５０代 男性 　原子力エネルギーの利用は直ちに全廃し、安全な
廃炉作業の為の研究を進め実行に移し、併せて全国
５４基の原発サイトの使用済核燃料など高濃度放射
性廃棄物を安全に保管する施設建設に全力で取り組
むべきである。

　現在の日本は地震の活動期に入ったと見られている。今後遠くない時期に、全国のどこかの原発の近くで大地震が起こることは必定である。原発は耐震性を確保しているから安全であるとい
う主張は、新潟県中越地震での柏崎刈羽原発と３・１１地震の東電福島第一・第二、東海第二、女川原発等で破綻が明確に証明された。更に、ひとたび原発大事故が起きると取り返しがつかな
い被害が生ずることも証明された。また、今回の福島第一原発事故で放出された放射性物質は、季節風の関係でかなりの部分が太平洋方向に放出された。これは幸運なことで、少し季節が遅
れていれば日本国の相当広範囲が高濃度の汚染地域になってしまったはずである。そのようになっていたら、日本国という国家そのものの存続が困難になっていたであろう。また、その時には
全世界に経済的な悪影響を与え、世界大恐慌の引き金を引いてしまったであろう。
　福島第一原発の事故では更に使用済み燃料の危険性も表面化してしまった。それ以前は原発さえ安全であれば、原子力発電には余り問題がないように喧伝されていたが、それも虚偽であ
り、原子炉以上に使用済み核燃料も危険であることが明白になったのである。この使用済み燃料の安全な長期的な保管も原発の安全確保以上に難しい問題である。原発内使用済み燃料プー
ルは、上層階に設置され、地震に対して極めて脆弱であることが証明された。このことは今後の大地震が発生する前に、地震に対してより強靭な保管施設を作り、大至急其処に移送する必要
性を強力に示している。
　また、核燃料再処理は直ちに停止すべきである。プルトニウムも必要ないし、高速増殖炉も永久に完成しないしその必要性も皆無である。六箇所村の再処理施設は、本格操業すれば、施設
自体が強力に汚染され、その後の解体撤去に天文学的費用を要することは必定である。
　核反応は、人類の技術では制御できないことは相当以前から明白であった。化学反応の世界で生きている人類に核反応は制御できないのである。今回の３・１１で明白になった、核開発の不
毛性を素直に認め、直ちに国家の方針を転換すべきである。其れは、不名誉ではなく、国家存続のための名誉ある方針転換である。

28023 個人 自営業 ４０代 男性 即時原発ゼロに！ 福島第一原発の事故原因も確定できず、放射性廃棄物の処理方法も未定のまま、耐震性、立地の安全性に疑問のある日本の原発を動かしてはならない。すくなくとも冷温停止であれば大災
害時も水素爆発～メルトダウンに至るまで多少の時間的余裕と対策を講じる手段の多様性が見込める。即時に原発すべての停止と廃炉決定を！　政府や役人の言うことは、誰ももう信じてい
ない。美しい日本の風土を汚染し、将来の日本の人々に永遠に近い時間、廃棄物の処理と保管を押し付ける原発の推進者、黙認者は真の国賊であり、売国奴である。

28024 個人 学生 １０代以
下

男性 (3)20～25 シナリオ　を推奨しようと思います。 原子力発電所は、
(1)健康の観点
(2)国防の観点
(3)経済の観点
などから必要だと思います。
(1)については、夏や冬などの極端な(たとえば夏なら４２℃や、冬なら－１０℃など。)気温の日、ただでさえ、今年計測を開始した5月28日以降の熱中症による救急搬送者数は2万0041人という
データがあるのに、ここに原子力発電をやめて、停電になったとしたら、大変な数の人が倒れ、死んでしまうでしょう。ですから必要です。
(2)は、中国などによってシーレーンが封鎖されたり、あるいは尖閣諸島が占領されたとしたら、石油などは日本に入ってきにくくなります。このとき、甚大なエネルギー不足になり、防衛の機能は
停止、数少ないエネルギーを作る場所も水力や太陽光では効率が悪くてだめです。ここに攻め込まれたり、ミサイルを撃ち込まれでもしたら、一巻の終わりです。
(3)は、計画停電もしくは電気不足による大停電がおきたとき、産業や金融などの経済をになうものの一部を止めなくてはいけません。これによる経済損失は甚大でしょう。

28025 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロ、即廃炉を求めます。人命よりも経済優先が
ありえない。

今回の事故で露呈したのは、国および政治家・官僚・報道期間のあり方に非常に不満が蓄積されております。
市民が選んだ政治家が市民に対し事故を隠蔽するという事実。
信じてしまった一般市民。中国・北朝鮮を批判しますが、中国・北朝鮮と同レベルである事が露呈
してしまった今、何も信用する事ができません。

元々、使用済み燃料の最終処分すら解決も出来ていない発電機を稼働させる事事態が狂気の沙汰
であり、地震の国日本には完全に不向きの発電装置。
一般市民には見えない一部の人間の利益をもたらすための発電機であるのは明確になった。

自然エネルギーですべての電力が賄えるのは分かっています。
ただ、エネルギーという膨大な利益を生む産業で、ある一部の人間に利益が回らなくなる事が危惧
されているだけなのは露呈しています。

原発ゼロ、廃炉。　即、実行を求める。

28026 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 大変重要課題です。提示選択肢の中からでは判断出
来かねます。臓器移植法の改正案検討時を思い起こ
します。こうなる前に、もっと多く各団体や企業、世論
や国民の意見を聴取し幅広い意見の中から検討して
頂きたい。

１、各団体や地域・業種による各企業の立場や環境が有り、個人でも同じように家族や勤務先・地域によって置かれた立場が違えば、意見や意思も違います。

２、まずは、１で各方面の意見や考えを幅広く聞く事から始め、全ての意見を汲み取り排除する事無く、提案の中を１０以内位に集約し検討を進める。

３、前段に述べた様に、全ての意見を生かすのがベースでは有りますが、各団体や企業、地域や個人の個々の既得権益や自己保身には成らない様に集約する。

４、根本的な考えとして、日本国。　更には、地球環境を守り将来の人類（子供たち）の未来を考えて判断して頂きたい。　ここを外さないで判断を！
地球　その中の日本　その中の私たち国民が安全に暮らせる事が１番です。

５、それでは、今困るから！　だから、とりあえずはこうしておこう～
　　の様に、暫定措置で決着しそのまま継続されていってしまう様な、曖昧な結論を出さないで頂きたい。　目の前のリスクだけ回避して、将来に大きな付けを払わせ内で欲しい。　国債や増税
論は改正や改善で済む場合もあるが、本件は命に係る問題で有る事を念頭に考えや発言を願いたい。

６、諸外国との比較や検討も必要では有るが、環境や立場も違うので、発電の割合で原発が７０％以上でも成り立っている国が有るから　とか、０％でも出来ている国が有るとか　　単純な判断
は出来ません。　日本の様な多数の大陸プレート上に居る、活火山や休火山が有る国でも大丈夫なのか？　逆に、風力や火力、その他の化石燃料や代替エネルギーでも本当に可能なのか？
など、各方面の意見やデータを聴取・精査しながら、広く検討して欲しい。

７、全ての人が、自分・家族・親類縁者・勤務先・取引先等々、大切であり重要な物が有ると思います。　しかし、今の自分の立場だけで考えるのでは無く、日本国　ひいては地球環境の事を考
えた上で、本当にこれからどうなって欲しいか？　将来にこれで良かったと思える。　未来の人類から良かったと思われる様な結論を導いて頂くよう、切に願います。

個人の意見としては、理想は「ゼロシナリオ」です！

但し、地球温暖化問題（ＣＯ２の排出）も考えなくては成りません。

人類成らず、地球のあらゆる動植物を守るのも、、人類に課せられた課題だと思います。　これまでにしてきた人類が起こした様々な環境破壊や資源消費など反省を基に、検討して頂ければ幸
いです。

28027 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロ以外にはありえません。 選択肢では、原発事故の可能性と被害の想定はされておりません。福島第一原発事故の被害に対しては全くといってよいほど補償できておりません。経済性からも、国民の福祉からも、日本に
原発を建設したことが間違いであったと認めるべきです。個人的にも、原発事故によって2000万円以上の損失と、人間関係の分断を経験しています。

原発のある日本には将来が見えません。また、日本は自然エネルギーの豊かな国です。太陽光・風力以外にも利用できる自然エネルギーは沢山あります。石油依存を減らす技術も今後進展
の余地がおおいにあるはずです。

次の大地震は、明日来てもおかしくはない状況で、大地震が来れば原発事故は高い確率で発生します。もう一度原発事故があれば、日本は終わりかもしれません。このような状況では地に足
を下ろして生活ができません。日本は自然豊かで、勤勉な国民の住む、素晴らしい国だったのに・・、ということになりかねません。



28029 個人 無職 ４０代 男性 討論型世論調査の開催地拡大 討論型世論調査開催地をエネルギー・環境の選択肢に関する意見聴取会と最低でも
同数カ所、できれば持った数の場所で開催できないか。

28030 個人 法人等 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。３０年と言わず、再稼働
してしまった原発も即刻止め、できるだけ早く全ての原
発を廃炉にして下さい。

安全な原発など存在しません。経済と人の命（人だけではありません、全ての生き物や自然についても同様です）を天秤にかけること自体間違いです。ほんの一時の発展だけの為に、数世代に
渡り影響を及ぼす放射能汚染のリスクを抱えることになります。核廃棄物については、数千年・数万年もの長い年月を管理できるとはとうてい思えず、この点からはリスクではなく、汚染はどこか
の時点で必ず発生してしまうと考えられます。子孫にそんなものをこれ以上残してはなりません。
また、再生可能エネルギー産業での雇用や、経済伸長を考えるべきです。今さえ良ければ。。の視点しかもっていない経済界や官僚の言いなりになるのではなく、もっと根源的な視点で判断さ
れることをお願いします。

28031 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロを目指す以外の選択肢はこの地震大国日本
にはあり得ない。

2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢だが、地震大国日本に54基もの原発を造ってしまい、「トイレ無きマンション」解消の目途も立たぬまま、あの福島原発事故を経験しても尚、懲
りずに「安全神話」に執着すること自体が大きな問題であり、原発ゼロを目指す以外の選択肢はこの地震大国日本にはあり得ない。

28032 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持いたします（原発0％）。安全性が
確保されない現時点の再稼動を反対します。また、自
然エネルギーを利活用する早急な技術向上及び普及
に関する財政面と法での国の支援を強く望みます。

ゼロシナリオ（原発0％）を支持する理由として、安全性が確保されていない状態のままで、原発を稼動することは国民の生命と財産、国土において著しい汚染損失をこうむる可能性がありま
す。どんなに安全を前提としても、上記のリスクを抱えたままで再稼動を進めることは国民の安全を保障する上で許されません。また、代替エネルギーとして自然エネルギーを有効活用する技
術向上及び普及に関する国の予算配分と法的なサポートを強く強く望みます。また、再稼動に関する是非は、国民の意見を十分に聞くことのできるシステムをしっかりと構築願います。

28033 個人 無職 ６０代 女性 すぐに廃炉にし将来を考える。 福島の人々の放射能内部被曝に胸が痛みます。終戦後いまだに原爆の後遺症に悩まされている人が多数おられることを考えると、これから何十年このことで悩み続けなければならないので
しょうか？特に子供たちの甲状腺異常が出ているというニュースを見ると胸が締め付けられます。原爆の被害を知っている日本人がこんなに原発を作ったことに驚かされますし、輸出もしてい
る。何も解決しないうちに安全宣言をだし再稼働させる、悪魔に魂を売った人々は許せません。一刻も早く廃炉にし、人々が健康に暮らせる様処置すべきです。

28035 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 電力不足を理由に原発を再稼働した政府は、国民を
だましたのではないですか？これ以上原発を稼働さ
せることは、将来世代へ押し付ける経済的な負の遺
産が増えることになります。一日も早く廃炉を進めて
いただきたい。

猛暑が続いていますが、今のところ懸念された電力不足による停電の危機はありません。大飯原発の３号機を再稼働する前にも関西で猛暑日がありましたが、原発ゼロの状態でも電力は足り
ていました。「電力不足」と「経済への悪影響」は再稼働を肯定するための脅しだったのでしょうか？

原発の再稼働は、福島第一原発でのような事故のリスクを背負うことになるだけでなく、将来の世代に押し付けることになる核廃棄物をさらに増やすという、勝手極まりない行為だと思います。
現在の電気料金を下げるために原発を稼働し、核廃棄物の処理やいずれ進めなくてはいけない廃炉にかかる膨大な費用は、将来の世代に払わせるのですか？福島原発事故の処理と賠償の
費用に莫大な公的資金が投入されています。これも将来の世代への借金です。

私たちの世代はすでに上の世代が残した負の遺産である国債や年金問題、道路や橋の修繕費、公共施設の維持費など、先を見据えない政策によって背負わされている借金があります。それ
にさらに上乗せして将来にツケを回すのはやめていただきたい。

官僚や政治家は、かわいい自分の子どもや孫には遺産を残し、人の子どもや孫には借金を残しても平気なのかと、そんな悲しい思いになります。

原発は一日も早く停止、廃炉に向けて動き出すべきです。原発の恩恵を被った世代が、自分たちの責任で少しでも廃炉作業を進めることが将来世代へせめてもの償いだと思います。

内閣府のみなさま、自分の子どもに誇れる仕事をしてください。切にお願いします。

28036 個人 無職 ４０代 女性 地球のため、こどもたちの将来のために、原発０を指
示します。

福島の原発、使用済み核燃料の問題も解決できていないままに、再稼働させるとは信じられません。唯一の被爆国なのにこんなことでいいのでしょうか。日本人として恥ずかしいです。大人たち
の利害のことばかり考えないでください。こどもたちの未来を壊すことはその国の衰退を意味します。
今こそ国民が心を一つにして、原子力、火力に代わるクリーンエネルギーを作り出すことに力を注ぐべきではないでしょうか。
例えば遊休地を利用した太陽光発電を国が援助するなど。海岸沿いの塩田跡地などは日照時間が長いのに全く利用されていない土地が多大にあります。企業とのプロジェクトで、太陽光で発
電させながら工場を動かす、電気が余れば売却するなど考える余地はまだまだあると思います。
頭を切り換えて、何が何でも原発を推進させようとしないでください。

28037 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオです。 あまりにリスクが大きい原子力発電。日本の技術なら新しい危険のない方向にいけるはずです。私たち多くの命を天秤にかける選択ではない方向を望みます。

28038 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発全面廃止を支持します。できるだけ早く全ての原
発を停止・撤廃するべきで、これは現在の日本国の最
優先事項。また世界に先駆けて日本がクリーンエネル
ギー経済のモデルになればいいと思います。

難しいことは解らない。でも原発はもう必要ない。天災は人知を超える。
必ずまた事故は起こる。
そのたび国土が、地球が、汚染され生命の危機にさらされるのだけは避けなければならない。
人の暮らしあっての電力だ。
安くて便利、イコール「真の意味で人間を豊かにすること」だとは考えない。

ただし「エネルギー・環境に関する選択肢」の「ゼロシナリオ」が本当に最善策なのか疑問。
もっと国民に広くわかりやすく説明し、また、負担を少しでも少なくする方向・方法を見つけるべき。納得出来る範囲ならば、ある程度は腹を括れる。
また「貧乏人いじめ」になってはらない。経済的負担は電気の使用量のみを基準とするのでなく、経済的に裕福な方々は負担を大きくするべき。

28039 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。
事故を絶対に防ぐ技術がない現在。地震国の日本で
は、福島第一原発のような事故が起こる可能性大。早
期にゼロにすべき。

「ゼロシナリオ」を支持します。
今夏、連日30度を超える真夏日が続いても電気はなんとか足りている。
大飯原発を再稼働させた関西電力では、原発を再稼働させた途端に、火力発電所を数基止めているほど、余裕があるようです。
また、太陽光発電、風量発電などのクリーンエネルギーについては、ドイツなどの先進事例をみても、日本も官民が協力して積極推進し取り組んでいけば、代替エネルギーとしての役割は果た
せる。
太陽光発電、風量発電のほかにも、天然ガス、シェールガスなど、石油に代わる燃料をつかった火力発電の割合ももっと増やせはず。
それらを、組み合わせれば、2030年を待たずして、原発をゼロにすることは充分に可能と考えます。
日本国民として、国土がこれ以上汚染され、我々国民が住むことのできない状態になることを、経済やエネルギー政策よりも、最優先させてなければならないことは自明のことです。住めない国
土における、経済の安定はありえません。
経済界の偉い人や政治家は、国家の基盤である国土というものをどう考えているのでしょうか。

28040 個人 無職 ５０代 男性 原発即時停止依存率0% 原発がなくても電気は足りています
命を脅かす原発による電力は要りません
すでに膨大な量の使用済み核燃料をこれからどう処理するのですか？
そのめども立たないのに、さらに死の灰を造り続けることがいかに無謀で、愚かで、結果的に未来への先送りは許されません
放射能汚染は国境を越えて世界に広がります
日本だけの問題では済みません
自然を破壊する原発ではなく、自然を育むエネルギー政策に転換することが日本のみならず世界を救うことになります
核の平和利用など妄想です
核は核兵器で戦争道具に過ぎません
核エネルギーで出る熱量の３分の２を海に捨てている効率の悪い発電方式は時代遅れです
海を温めることで環境破壊を加速します
放射能による海洋汚染と同時に海水温上昇を引き起こします
いかなる理由があれ、原発は持続可能なエネルギーとはなりません
早くその事に気がつき、政策転換しなければ日本はお終いです

私は以下の理由により原発ゼロ案を支持します。
１．原発事故は極めて深刻な災害をもたらす
　東電福島原発事故により今なお16万人以上の人々が避難生活を余儀なくされ、働く場所を奪われ、水産・農業にも多大な犠牲をもたらし、先行きの不安のために自殺された方もいる。
被曝した子供たちも将来に不安を残している。放射能汚染地域復興の見通しも立っていない。
避難により双葉病院などの患者さん数十人の方々が亡くなられた。
このように原発がいったん事故を起こすと、他の事故・災害に比べて影響の大きさ・深さ・長期性は比較にならないほど大きく、国の存続にかかわる悲惨な結果をもたらす。

２．政府・電力会社に実質的な反省が無く人災再発の可能性が高い
地震国で活断層が縦横無尽に走っている日本は原発事故発生の可能性が極めて高い。
しかも、政府・電力会社が一体になって、「福島原発事故は人災」との事故解析を無視し、根本原因への対策をハード、ソフト両面共におろそかにしたままで「安全性を確認した」として大飯原発
を再稼働した。
あの程度のストレステストを以て「安全性を確認した」とするのは、政府・電力会社に福島事故に対する実質的な反省が無いことの証である。
また、独立規制委員会が設置される予定だが人選、発言からは従来の馴れ合い体質を克服できるとは考え難く電力会社に免罪符を与えるための組織としか思えない。
福島原発事故のような人災を再発させないためには、上記のような原発関係機関・組織の体質を根本的に改善することが不可欠であるが、残念ながらその可能性は殆ど望むことができず、福
島同様の人災を再発させる可能性が極めて高い。

３．原発が無くとも発電能力は十分にある
大飯原発は電力不足解消を理由に再開されたが、実際には関電は原発再開と同時に火力発電8基を停止した。
火力発電８基の発電供給量合計は384万kw、大飯原発３号機・４号機の合計能力は236万KW、要するに原発を再開した分以上に火力発電を停止した。
これは大飯原発再開は電力不足解消のためではなく、見かけ上の経費節減と何が何でも最低１基は再稼働させたいという電力会社と政府の思惑によるものであるということを証明している。
この夏、国全体の瞬間電力不足は５％との見積もりがあった。関電並みの不足水増しをやっているとすると、明らかに電力供給能力は十分にある。
また電気事業連のデーターを見ると原発をすべて止めても、実質的には1990年時点の発電能力は確保できる。
「原発を止めると戦後直後の生活に戻る」「ロウソクだけの生活に戻る」と言うのは間違いであって、電力会社を初めとする原子力関係者の脅し文句でしかない。

更に、原発を止めると電力料金が高くなると言われているが、これも次の2点を考えると誤りであることが分かる。
　(1)　立命大学大島堅一教授によると電力9社の有価証券報告書総覧を元に1970年から2007年の発電コスト平均値を計算すると原子力は8.64円/kWhで、火力の9.80円/kWhよりは少し安いと
いう程度である。
　しかも電源ごとの発電量当たり財政支出単価（技術開発と立地対策の合計、1970～2007年平均）をみると、火力と一般水力がともに0.1円/kWhなのに対して原子力は2.05円/kWhにもなってい
る。これを加味すると原発は他に比べむしろ高いことが分かる。
　(2)　現在の原発発電コストには廃炉費用・使用済み核燃料処理費用をある過程のもとに折り込んであるが、その根拠となる廃炉方法・処理方法は全く見通しが立っておらず実質コストは遥か
に高くなることが予想される。また今回の事故に対応した安全強化対策費用や立地地域範囲基準が見直しによる地域対策費の増加なども今後予想される。
原発が安いというのは安全神話と同様の安価神話でしかない。

４．廃棄物対策不在、核武装の懸念
使用済み核燃料の処理方法については未だに曖昧なままである、
原発がフル稼働すると一基当たり毎年50トンの使用済み核燃料が発生するという、しかもこの使用済み燃料の放射能は使用前に比べて取り出し直後は1億倍と言われている。
トイレの無いマンションを買う人はいない、このまま原発を続けると、私達は糞尿どころではない危険なゴミを後世に押し付けることになる。

このように問題だらけで、しかもコストの高い原発を政府は電力会社の言うままに、あるいは寧ろ鼓舞し、時には国民をだましながら建設を続けてきた、しかも事故の後も不必要にもかかわらず
何故に再稼働を強行するのだろうか。
私としては信じたくないのだが、何人かの政治家の言動および今回の原子力基本法に唐突に書き加えられた「安全保障に資する」の文言などを考え合わせると、原発廃棄物を核武装に利用し
たい勢力の思惑が大きな力となって原子力ムラを創り育て今日に至っているのではないかとの懸念を否定することはできない。

以上の理由から、私は中途半端に原発を残すのではなく、2030年といわず可及的速やかに原発ゼロを実現すべきと考える。

言うまでもなく石油資源枯渇・温暖化対策を考えると火力発電への依存度も下げる必要がある。
そのためには再生エネルギーの技術開発が極めて重要で原発関連の研究開発費は廃炉・使用済み核燃料処分・除染関連に絞り従来の半額以下に絞りこみ、残りは全て再生可能エネルギー
開発に振り向けることもこの機会に提案したい。

28028 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロ案を支持します
1.原発事故は深刻な災害をもたらす
2.政府・電力会社に実質的な反省が無く人災再発の
可能性が高い
3.原発ゼロでも発電能力は十分
4.廃棄物対策不在、核武装の懸念

全ての原発を即座に廃炉にすべき理由あれこれ

１．安全性の観点から
　福島第一原子力発電所の爆発事故以来、原発の安全性についての疑念は強まる一方です。とりわけ福島第一原発の事故原因が明らかにされない以上、原発を容認する立場の方々が何を
言われようと信じる事は出来ないというのが健全な市民の判断というものかと思います。この事故によって汚染された地域の除汚の目処はおろか、福島第一原発の事故処理（放射性物質の継
続的な環境への放出の終息）すらままならない中での原発の運転はとてもではありませんが容認できるものではありません。
　一方、原発は事故が生じなくても継続して管理する事の困難な高レベル放射性廃棄物を産出し続けるという点でも運転の継続を容認できるものではありません。原発の運転を容認する立場
の人々は高レベル放射性廃棄物の管理について、硝子固化体にして深層地層処分すれば安全に管理できると言われますが、オルキルオトについての報告をみてもその可能性は絶望的に低
いと考えざるを得ません。まして地質学的に見ても極めて「動的な」日本列島にそのような施設を作る事は不可能であると考えます。管理不能な放射性廃棄物の産出を即時に停止するために
も、全ての原発を廃炉にすべきです。

２．発電事業の経営の観点から
　原子力発電が低コストであるという論拠もまた「神話」であったことが明らかになりました。廃炉にかかる費用の積み立てや上述のような事故に備えた保険料の高騰、高レベル放射性廃棄物
の管理にかかる費用などを勘案すれば、原子炉を使った発電は今後ますます割高になることが明らかです。
　このことは今後の電力事業の自由化の論議と併せて考えたときに大きな意味を持ってきます。小規模発電施設の普及が進むにつれて、高コストの原発は発電事業者にとって経営的に大きな
重荷になってくることは明らかでしょう。発電のコストの問題もそうですが、一般家庭が地域の小規模事業者との契約に切り替えたとき、比較的大量かつ安定的な電力を必要とするのは産業分
野の需要に偏ってくる事は明らかで、その場合には原発に対する電力需要も必然的に低下する事は当然の事です。原発を抱えた発電事業者の経営体力は極端に悪化する事でしょう。
　そうなってから廃炉しようとしても、経営的に廃炉の経費が捻出できないという事態も予測されます。その場合は色の費用を誰が負担するのか。一国民としては事業者の費用の肩代わりは御
免被りたい。現在の電力会社に経営体力のあるうちに原発の廃炉を責任を持って行っていただく事が必要です。そしてその時期は今しかないということです。

３．将来のエネルギー資源確保の観点から
　今日のペースでウランを消費し続けると、ウラン資源は60年で枯渇すると予測されています。これは将来の人類にとって非常に大きな問題となります。特に今後宇宙開発を進めていく場合に、
太陽系内資源探査、太陽系外の深宇宙探査などが必要です。その際に宇宙空間で使用できるエネルギーは限られています。特に太陽系外の深宇宙探査を行う場合には太陽光が届かないと
ころでの作業になるわけで、ウランを使用した原子力電池がほぼ唯一の選択肢とならざるを得ないということです。将来の人類にとってこうした調査が死活的な問題となるのは現在の科学的知
見からも明らかですが、その際に21世紀の人間が発電のためにウラン燃料を枯渇させてしまったのでは遠い子孫の世代に対して弁明の余地がありません。ウラン資源は現在の財界人が考え
るよりはるかに人類にとっては貴重なものなのです。
　電力を生産する手段が他に存在する以上、将来の人類にとって貴重なウランを浪費する事は許されません。即時に全ての原発を廃炉にするべき十分な理由となります。

４．国際平和の観点から
　日本は被爆国です。国是として非核三原則を有しています。にもかかわらず、原子力発電所の存在を「潜在的核保有能力」と絡めて肯定する議論が一部の政治家の間で行われている事は
由々しき事態であるといわざるを得ません。他国から無用の疑念を抱かれる事は、平和立国・貿易立国を旨としてきた日本国にとって何よりも避けるべき事態であるといえます。この点からも原
発は即座に全廃するべきであるといえます。

　以上主に４点から全原発を廃炉にするべきであると意見いたします。

28034 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は全ての原子力発電所を即時に停止し、かつ廃炉
にするべきであると考えております。その理由を安全
性・経営・エネルギー資源の保全および国際平和の４
点から意見いたします。



28041 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します 小さい子供がいますし、命の危険を感じながら生活していきたく
ありません。

子供の未来のことをもっと考えてください！！！！！！！！！！

28042 個人 その他 ４０代 男性 原発をこのまま維持して再稼働することに異議を唱え
ます。同時に自然エネルギーの推進を強く要望します

大飯原発再稼働を端に発して毎週何十万人という市民が直接政治的要望を訴えているという大衆の良心をまず感じて頂きたいと思います。明日の日本を憂う民衆の意志は明らかに脱原発で
す。同時に世界最高水準と言われる地熱エネルギー技術を生かすなどして日本の持ち味を生かした自然エネルギーへの移行がこれからの課題だと信じております。

28043 個人 無職 ６０代 男性 (3)のゼロシナリオが妥当と考えます。 １．たまたま福島原発を地震と津波が襲い、最悪の原発事故を起こしたとはい　　え、福島第一原発以外の原発も、地震や津波の影響をうける場所に立地し　　ており、同様の事故が起きる可
能性がある。

２．使用済み核燃料の処理システムがない。再処理の段階で放射能漏れが起き　　ることが懸念される。再処理をしても「核のゴミ」は残る。いずれにせ　　　よ、捨てるか埋めるかしかない。狭
い日本に埋める場所はない。海外に持　　って行って埋めてもらうというのはもってのほか。

３．廃炉にすべき。原発技術は廃炉技術に生かしてほしい。廃炉にも巨額の費　　用が掛かるが、立地地域のマンパワーを活用する形で、地元に財政的な助　　けになるのではないか。

４．原発を推進するあまり、政府は自然再生エネルギーの開発に力を注いでこ　　なかったのではないか。日本は、核に頼らなくても、太陽光、風力、潮　　　力、地熱などエネルギー資源が豊富
である。技術的にもその利用の道は開　　かれている。

５．福島県民の苦しみを忘れてはならない。またその苦しみを再び国民に与え　　てはならない。一刻も早く再稼働は放棄し、廃炉への道を国民に示すべき　　だ。

28044 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオに賛成。原発の事故多発が歴史の現
実。安全が確立できていない以上全原発の廃炉を進
め、自然エネルギーの促進を図る。自然エネルギー
構築に向けて財政も最大限シフト。

　新聞掲載のパブコメ要綱に「原発からグリーンへ」「エネルギー構造の大転換」などの文言がある。そのためには人災といわれる福島事故の教訓を含めて、自然エネルギーへの施策充実が必
要である。以下、具体的に原発施策への意見を述べます。
　
１、自然エネルギーの早期実現のために、発送電分離を実現し、現在貧弱な送電網の広域充実強化に努める。
（仮に消費税増税で予算に余裕が出るのなら、高速道路ではなく、将来性緊急性のあるこちらに充当する。。
・自然エネルギーは地産地消、地元雇用にも貢献。また蓄電池や
スマートグリッドの研究開発の充実。
・北海道の風力発電適地の電力を東京や東北でも使える。
・余った電力は原発同様揚水発電に活用。
・広域送電網充実で大停電阻止。

２、政府が「原発からグリーン」とか４０年原発廃炉というのなら、廃炉の工程表（費用と年数）を示してください。１基約５００億円で４０年で処分終了と何かで見ましたが。

３、使用済み燃料の再処理・核燃料サイクルからの撤退を今夏には決断してください。。
・高速増殖炉「もんじゅ」巨費を投じても事故続き
・再処理より地中に埋める「直接処分」の方が費用は２分の１

４、トイレなきマンションと批判されてきた状況は今も同じ。
使用済み燃料の処理方法や処分地を早く示してください。
将来世代にすでに大きな負担がかかっています。消費税以上にこちらにこそ決断力が肝要です。

５、原発を国民とともに考えたいのなら、関連情報を全面的に公開してください。
・特に東電の事故直後のテレビ会議の映像をどんなやりとりがあったのか全面公開するように国政調査権など行使して実現してください。
・パブコメを求めるなら、やらせの起きないように公平にやってください。

６．原子力規制委員長に田中俊一氏を推薦すべきではありません。福島事故を反省し除染にも尽力したということだけれども。
客観的には原発ムラの一員であったことは事実だし、責任をとるとは、関連する役職につかないことを言うのだと思う。

28045 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 全シナリオで再エネ、省エネ、コジェネ目標が過大
ゼロシナリオは現実性のない選択肢。ストーブ販売禁
止など消費者・生活者の視点が欠落
石油を分散型・自立型エネに位置付け、エネ間の公
平な競争促進が重要

(1)全てのシナリオにおいて、再生可能エネルギー、省エネルギー、コジェネの目標（比率）が過大となっている。発電コストの大幅な上昇と系統安定化コストの追加負担、省エネの強化などによ
り、企業経営のみならずマクロ経済への悪影響、国際競争力の弱体化や生産拠点の海外移転など日本経済への深刻な悪影響が懸念される。
(2)とりわけゼロシナリオでは、CO2排出削減を重視するあまり、累積100兆円もの省エネ投資に加えて、規制的措置によるエネルギー利用設備・機器の強制的な入れ換えなど、他のシナリオに
比べて、より多くの経済的負担を強いる対策となっている。GDPへのマイナス影響も大きく、国内生産・雇用などへの悪影響を懸念する以前の問題として、現実性の有る選択肢とは言えない。総
合資源エネルギー調査会の場でも、このような強制的措置の是非は議論すら行われておらず、極めて唐突感が強い。
(3)さらに、ゼロシナリオでは、石油に関して、重油ボイラの原則禁止、寒冷地を中心に国民の幅広い層に利用されているストーブの販売禁止、中心市街地へのガソリン車等の乗り入れ制限な
ど、国民生活を厳しく制限する対策が挙げられており、消費者・生活者の視点が欠落したシナリオとなっている。このような対策が実施された場合、国民の健全な生活を営む権利を奪うだけでな
く、石油の需要減少とともに石油のサプライチェーンは毀損・縮小し、東日本大震災で被災直後の安全・安心を守った唯一のエネルギーであった石油の緊急時対応力は弱体化する。この結果、
今後のエネルギー政策の最重要課題である「国内災害への対応を含めたエネルギー安全保障」の確保を脅かすことは間違いなく、将来の国益を損ないかねない問題の多いシナリオと言わざ
るを得ない。
(4)政府の成長戦略との整合性を確保し、再生可能エネルギー、省エネルギー、コジェネなど、実現可能性に裏打ちされた目標を再設定するとともに、エネルギー政策の最重要課題である「国内
災害への対応を含むエネルギー安全保障」の確保を最優先に、経済成長と地球温暖化対策など環境との両立を目指したエネルギー政策の構築に向けて、改めて検討すべきである。
(5)石油業界としては、昨年の東日本大震災の経験を踏まえて、利便性・可搬性・貯蔵性などエネルギー特性に優れ、緊急時対応力の強い石油を分散型・自立型エネルギーとして位置付け、石
油の高効率・有効利用を促進すること、さらに、国民負担の軽減（消費者利益の拡大）に向けて、石油・ガス・電気などエネルギー間の公平な競争を促進することが重要と考えている。また、今
後、電源構成における原発依存度が低減し再生可能エネルギーの導入が拡大する中で、電力の安定供給対策のためには、予備力を含めた供給力として石油火力を供給安定型電源（バック
アップ電源）に位置付けること、その緊急時対応力を確保するため、平時より一定の石油火力を稼働させることも重要である。最後に、エネルギーシステムの改革にあたっては、電力システム改
革と同様に、ガス事業の規制改革に関する検討会の設置と速やかな検討開始を要望する。

28046 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ 原発のような危険で、廃棄物の処理が不完全で、更に事故の賠償を含めたらすごくくコストが高い発電はもういりません。

ただちに廃炉にして、安全な再生可能エネルギーに
シフトして下さい。

28047 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発0%に賛成です。 脱原発に賛成です。核のごみを未来に残してしまうことになるのは、今の技術ではどうすることもできないようですが、原発を動かしてさらにゴミを増やすなど、あまりにも無責任です。15～25%原
発案に関しては、さらに増設することになりそうですが、あり得ません。クリーンエネルギーの開発にもっと時間とお金を割いてください。

28048 個人 自営業 ８０代以
上

女性 原発ゼロのシナリオ1を支持します。未来を担う子ども
たちが安全に生きるために原発はいりません

＊　8月6日、ヒロシマの平和記念式典をテレビでみています。被爆67年を経た今日も苦しんでいる方がおられることに心が痛みます。原爆と原発は違うという人もいますが放射能にはちがいは
ありません。福島では除染が進まず外遊びができない
子どもが沢山います。職を失い故郷を離れざるをえない多くの人がいます。このような方たちの悲しみ，苦しみを再稼働に踏み切った政府は分かっているのでしょうか。

＊再生可能エネルギーの開発，研究に政府として充分に助成していただきたい。日本の科学技術は必ずや新技術を開発することが出来ると信じます。

＊政府ははっきりと原発ゼロを宣言し，そのために国民の理解と協力を誠心誠意
語り続けて頂きたい。経済界の脅しに屈することなく。

＊私たちの生活は、生命が基本です。経済の言葉で語る政府ではなく、生命の言葉で語る政府を求めているのです。

以上のことから、原発ゼロに賛成します。

28049 個人 家事専
業

６０代 女性 原発を即刻全て廃止にして欲しいです。後世に危険な
ものをこれ以上残さないで欲しいです。この危険なも
のの処分を何とか知恵を絞って始末して欲しいです。

使用済み核燃料の処分が地下深く沈めるという方法しか無いという現状では、増やし続けることは絶対に止めるべきだと考えます。又、今回の災害でこれから再度起きる可能性のある事故の
対処が人間がコントロール出来ないことが分かり、あまりにも危険です。特に地震や火山の噴火などが想定される狭い日本は住む所が無くなります。私は理想かもしれませんが、世界中で原発
をなるべく早く廃止することを望みます。勿論地球上から核廃絶を望みます。日本は核の危険性を世界にもっと強く訴えるべきだと思います。又脱原発で環境にやさしい代替エネルギー確保、
省エネ対策も人類の知恵で進められると思います。そういうことで原発は即刻廃止を希望します。

28050 個人 自営業 ５０代 男性 原発は放射性廃棄物の処理が地球環境に長期的な
負担を掛けるからだけでなく、体内被曝の危険が明ら
かになった以上、他の公害問題と同じように全廃以外
の選択はない。

今回の福島原発の事故は予想しない大地震があったから、予想しない津波があったからということからして現在の原発の建設において予想できないことは考慮されていない事を示している。し
かし人間が予想できないことは時たま起きるものだ、であれば予想できないことで、全国はもちろん世界規模で被害が出てしまうようなエネルギー源は選択肢にもならない。
さらに、日本は水俣病に代表される公害物質排出源を全廃してきた世界に誇るべき歴史があるが、チェルノブイリ事故で明確になった浮遊放射性物質による体内被曝の危険性を考えれば、原
発は明らかな公害物質排出源である。したがって原発は全廃以外の選択肢は無く、政治はいかに早く原発全廃を実現するかだけを目標に国の行動計画を決定すればよい。

28051 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 １、ゼロシナリオを支持しない方は、ご自宅近くに、原発および放射性廃棄物貯蔵施設の建設に賛成出来ますか、多分大反対でしょう。
２、国を挙げて再生エネルギーの研究に人も金も投入すれば、日本人の英知をもってすれば１０年以内に再生エネルギー＋化石燃料で１００％達成可能と思考します。
３、電気料金は二倍になっても、今話題の消費税に比すれば問題は少ないと思考します。ただし、産業用は、外国企業等との競争力の点もあり検討の余地あり。
４、いわゆる＜原子力村の科学者？＞も思考を脱原発または放射性廃棄物の無害化を指向するならば積極的に活用すべきと思考します。

いずれにしても、「経済よりも、命が大事」です。

28052 個人 無職 ６０代 女性 ３つのシナリオにかんし
１．ゼロシナリオを支持します。

１．原発事故の後、真っ先に頭をよぎったのは３０年ほど前ＴＶでさかんに
当時の中曽根首相が「原発は安全なんです」と言っていたしたり顔でした。
地震国のわが国において決して安全なものではなかったことが「ゼロシナリオ」
支持の理由。

２．原発使用の核物質は何万年にもわたって放射性物質を減衰しなければならないことから、人類が扱える機能とは考えられない。

３．国民を欺き「原発村」で自身の利益だけを求め、そのあげく国民に多大な損害をあたえる結果となった原発はただちに間違いであったことを認めるべき。

４．たかが電気のために子孫が安心して暮らして行く権利を奪うことはならない。事故前に全電力の１/３を占めていた原発発電量であればそれぞれの生活で
使用電力を１/３減らしましょう。

28053 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は０にすべきだと思います。 福島の事故はまだ解決していません。いつ終わり、元のようになるのか分かりません。わたしは千葉県に住んでいますが、茨城にも原発が立地されており、もし、大きな地震や津波が起こった
場合パニックになると思います。また、原発なくても、今の暮らしを省エネルギー推進の生活パターンに変えていけば暮らしていけると思います。

28054 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電は即時にやめるべきです。深川市の医師
の方の意見書によると、すでに35%の子どもたちに、
放射線による健康被害の兆候が出ています。原子力
発電所を稼働すれば、必ず放射線による健康被害が
起こります。

福島第一原子力発電所のメルト・ダウン事故から1年4カ月が経ちました。今でも福島県および近隣の方たちは、健康と生活に不安を抱えながら生活しています。

チェルノブイリ事故報告を読むと、低線量の放射線でも、健康に悪影響を与えています。また放射線の健康への影響はガンだけではなく、抵抗力の低下等から、感染性疾患、皮膚疾患、循環器
疾患、呼吸器疾患、神経感覚器疾患、神経系疾患、消化器疾患等様々な症状が出ています。チェルノブイリが特別なのではなく、今後日本でも同じような健康被害が多発すると予測されます。
私たちはチェルノブイリから学ばなければなりません。

原子力発電所は人が作るシステムですから、人為的なミスは避けられません。さらに事前の準備・対策が及ばない自然災害が発生しました。結果起きてはならない苛酷な事故になってしまいま
した。原子力発電所で一旦事故が起きたら人の手に負えないことが福島第一原子力発電所の事故で明らかになりました。地震が多発する日本では今後も同じような災害が起こるでしょう。原子
力発電所の危険性は以前と同じであり、対策もまだ十分に立てられていません。絶対的に安全なシステムを作ることは不可能です。

原子力発電所に掛かった費用には、発電コストに含まれてない、立地のためのコスト、核燃料の処理費用等があり、今回の賠償費用もすべて計算に入れると、大変高い費用を国民に強いてい
ます。

また平常時でも、原発の定期点検中の作業には、労働者に対し強い放射線量の被爆が避けられない工程があると報告されています。労働者の命や健康に影響があることを黙認しての原子力
発電所稼働は人道的に許されることではありません。

以上のことを考え、将来の日本国民、子どもたちに、健康被害や高いコストを負担させてしまう原子力発電は即座に中止するべきです。法律の問題、制度の問題、関係各団体の利益を圧迫す
ること等原子力発電所廃炉には多くのハードルがあることは容易に推察できます。しかしそのことを乗り越えて、将来に悔いを残さないように、大飯原発の再稼働中止をそしてすべての原子力
発電を止めることを強く要請します。

28055 個人 その他 ７０代 男性 原発は維持すべき。削減すれば核抑止力もなくす。エ
ネルギー安全保障上も化石燃料に依存となり危険で
ある。経済競争力を維持し、国民の生活を守るため
も、これ以上の電力料金値上げは避けるべきである。

（１）核抑止力として国防上、原発は維持すべき。
　　中国は、すでに日本の主要都市に核ミサイルの標準を当てていると言われて　いる。
　　原発削減すれば技術者が流出し、いざという時の核兵器製造能力による核抑　止力もなくす。
（２）エネルギー安全保障上も原発は維持すべき。
　　　中東情勢不安定な中ホルムズ海峡封鎖の危険がある。そんな時に化石燃料　　に依存となれば、石油が日本に入ってこなくなる危険がある。
　　いざという時の電力維持のため原発は維持すべき。
（３経済競争力を維持し、国民の生活を守るため
　　現在の電力供給維持できなければ、企業の生産力低下し、企業は海外に流出　　し日本のＧＤＰ低下、国際競争力低下を招き、企業倒産続出、失業者続出　　　し、自殺者も増大が予想され
る。
　　　また節電、停電により、熱中症の死者や健康被害拡大が予想される。
　　　これら被害は原発の放射線被害よりも大と予想される。

　以上より、原発は維持すべき。
28056 個人 無職 ６０代 男性 原発は出来るだけ早くゼロにする方向で対処すべき

現実的に考える必要があり、廃炉、原発の安全、核の
ゴミの等の技術力の継続、強化は必要、その為の人
材も必要になる。
危険な原発（浜岡原発）早急に廃炉を。

１、今後20年でゼロにする為の他のエネルギー利用進めるべき。
　　燃料電池、バイオエネルギー、石炭、ガス効率有効利用、蓄　　電池技術改良、省エネ商品の開発等を急ぐべき。
　　再生エネルギーだけでは現実的べなく、無理ではないか。

２、原発の技術力の維持、人材は当分の間必用である

28057 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。日本国のために、原
発ゼロを目指すべきです。

原発は、事故を起こした場合、長期間広範囲に渡って甚大な被害をもたらします。それは、日本国自体が国として機能しなくなるほどの被害です。いかに原発技術が高いとはいえ、人工物であ
る限り、事故を起こすリスクはゼロではありません。放射能を無毒化する技術が開発されない限り、原子力を人間が制御することはできません。日本国の存続のため、原発ゼロを目指すべきで
す。

28058 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 シナリオ「２０～２５」は原発維持する論点から支持で
きるが、電気料金大幅上昇は電力多消費の電炉業に
は死活問題で廃業勧告に等しいと言える。電炉業継
続には低廉・安定的な電力エネルギーの供給が不可
欠。

２０３０年度の電気料金は、最大で２．１倍となっているが、これを電炉業に当てはめ足元の実績を踏まえると、電気料金の負担増額は経常利益の約２．６倍となる。こうなれば、電炉業の経営が
成り立つ範囲を大きく越え、電炉業は廃業せざるを得ないと言えます。これまで電炉業は夜間傾斜操業をしてきており、エネルギーの平準化に寄与してきましたが、電炉業が成り立たなくなるこ
とは、日本のリサイクル産業の崩壊に繋がり、かつ、電炉業だけでなく、多くの「ものづくり産業」が壊滅的な影響を受け衰退、もしくは海外移転し、「国民の生活」「雇用」は維持できなくなります。
全ての選択肢で、グリーンシフトが２５～３５％というのは技術的に無理があり、物理的に非現実的なことだと思います。国策を論じる際に未完成な技術に頼ろうとするのは無責任だと感じます。
是非、低廉かつ安定的な電力エネルギーの供給体制の施策をお願い致します。



28059 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 提案では2030年頃から顕在化が予想される化石燃料
資源の供給減少が考慮されてない。その時に原発は
基幹エネルギー源として必須となろう。安全性の高い
核融合エネルギーを一刻も早く実現し代替させるべき
である。

日本の最終エネルギー消費形態で電気の占める割合は２４％であり、提案されているシナリオはその内で原発の占める６％分をどうするかという議論に過ぎない。

最終エネルギー消費形態の５０％は石油であり、都市ガスと石炭と合わせれば７２％に及ぶ。これら化石燃料資源の供給ピークは正に2030年頃と予測され、それ以降供給は急激に減少してい
く。

従って“2030年までにやっておかなくてはならない最重要課題”は「化石燃料資源依存からの脱却」と「代替エネルギー源の開発」である。

このためには、運輸・産業分野におけるエネルギー消費形態を電気に変えると同時に、発電能力の大幅な増強が必要である。
再生エネルギーはもちろんのこと原子力も新型エネルギーも含め、化石燃料を用いないありとあらゆるエネルギー源を総動員しなくてはならない状況が予想されるが、提案されたシナリオでは
これらの観点は全く含まれていない。

再生エネルギーは基幹エネルギー源としては難がある。
従って原子力については、今その比率を云々するのではなく、基幹エネルギー源として依存するためにいかに安全性を高められるかという評価をすべきである。併せて最終処分方法の決定を
早急に行うべきである。
そして基幹エネルギー源としてより安全性が高く高レベル放射性廃棄物を出さない、かつ燃料資源が豊富な「核融合エネルギー」を一刻も早く実現させ代替させるべきである。

28060 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロ、もしくは削減によって日本経済の成長を阻
害し、失業者の増加を招く「３つの選択肢」に強く反対
をします。

原子力発電は震災前以上の比率を維持すべきであると考えます。新エネルギーの研究開発はもちろん大切ですが、太陽光発電や風力発電への性急なシフトは国民への経済的負荷が過大に
なるばかりでなく、その不安定性をカバーするために結果的に化石燃料への依存度を高め、我が国のエネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがあります。
世界的には新興国の経済成長に伴う資源獲得競争の激化が見込まれる中、資源小国の日本としては、高速増殖炉の実用化を視野に入れた原子力の活用は依然、必要不可欠です。震災後も
世界の趨勢は原子力発電の導入・維持・拡大であり、脱原発を決定した国はほんの少数に過ぎません。我が国は福島の事故を教訓に原発の安全技術を高め、原子力による電力供給システム
を継続・発展させていくべきです。

28061 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します 原発はいりません
原発は廃止してください。

このままでは日本はダメになってしまう。
子供たちにつけを背負わせないよう今、考えなくてはいけないです。

28062 個人 自営業 ５０代 女性 原発は即刻廃止すべきです。 福島原発の事故で多くの放射能が大気ないに放出されて以来、未だに関東以北は放射線の高い地域に居住を余儀なくされています。そればかりか多くの食料品、米野菜はもちろん、あらゆる
加工食品、そして海洋汚染による魚貝類、による内部被ばくを全国民が強いられています。日本の未来をいや日本だけではなく世界の未来を真剣に思うのであれば、絶対にこんな危険な原発
は即刻廃止し、かつ海外にも輸出すべきではないと考えます。よって原発は０％いりません。

28063 個人 学生 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオを選びます。」 原発はとても危険だと思います。

福島の原発事故があって、取り返しのつかないどうしようもない状況になっているのに、原発は大丈夫だ（安心・安全だ）という慢心だという考えがあるのではないでしょうか。

便利さと引き換えに、人間のみならず他の生命を、何十年、何百年と脅かすような選択肢は、理性がある人間なら、選ばないと思います。

また、政府や電力会社等の当事者だけではなく、私たち国民一人ひとりにも責任があります。

経済至上主義のもとで、自分たちの利害を優先させてしまうような社会の仕組みというか考え方が当たり前となっているのではないでしょうか。

私たちが一生懸命になって行っている活動そのものが地球環境を破壊に導いているならとても情けないことです。

私たちが行っている活動そのものが、自分（達）の利益にだけのものなのか、自分のためにも周りのため（他の生命）にも役に立っているのかを問い直す必要があると思います。

電気は、私たち一人ひとりが使用しています。
使いたい放題、使ってしまえば、その帳尻を合わせるために、どこかに負担がかかってしまい、原発ゼロも夢となってしまいます。

私たち一人ひとりも快適な生活を追及してエネルギーを大量消費するのではなく、必要最低限の生活でエネルギーを無駄に使わないライフスタイルを目指すべきです。

地球環境の破壊を極力抑えた生き方をすることで、私たちも他の生命も次の世代の生命も幸せに生活することができるのではないでしょうか。

28064 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％案を支持します 2030年ではなく、もっと早い時期の原発０％を実現していただくようお願いします。

原発ゼロでよく問題として挙げられるものを5点に絞って、私の意見を述べます。

（１）盛夏等に家庭用・産業用の電力需要を供給が賄えるかの電力ピーク問題

　→この夏はすでに猛暑日が続いていますが、電力不足は起っていません。

（２）自然エネルギー導入及び火力発電依存による生活・産業に於ける電力コスト問題

　→原発のコストには廃炉や使用済み燃料の費用が入っていないため、低コストとは言い切れません。逆に自然エネルギーを導入することで雇用も増え、化石燃料やウラン輸入は不要で、太
陽と人手があれば電気が作れます。自然エネルギーは社会的コストを安くすると言えます。

　また、市場経済は原発を有する電力会社には未来がないと思っています。廃炉費用、放射性廃棄物処理費用を考慮したら、電力会社は事実上破綻状態です。債務超過を防ぐために、大飯原
発を再稼動した関西電力株は、思惑とは逆に、額面割れ５００円近くまで落ち込んでいます。原発がコストに見合わず企業経営を圧迫するということを市場が突きつけていると思います。

（３）火力発電依存による化石燃料輸入量・単価増大による貿易赤字拡大
（４）化石燃料を安定的に輸入できるかのエネルギー安全保障問題

　→動力を部分的に自然エネルギーに切り替えることによって石油、天然ガスの価格は抑えることが出来ます。化石燃料を使い続けることはずっと輸入を続けるということです。自然エネルギー
は大きな金額の輸出産業になる可能性を秘めており日本がエネルギーを輸入だけに頼る経済構造を変えていくことにつながります。

（５）一部の不安定な自然エネルギーに関する安定供給問題

　→すでに優秀な燃料電池･蓄電池の開発はなされており、国策で進めれば大量生産と配備、コストダウンは飛躍的に進むはずです。
　

ここ５年間で、原発に関係した地震が３件起きています。2030年まで無事故の保証は誰にもできません。事故が起きても誰も責任の取り様がありません。それは、進行中の福島原発事故を見れ
ば子どもにも分かります。

28066 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 あれだけの事故とその影響を目の当たりにして、誰もが「もうダメだ、日本は終わりだ」と思ったはず、と同時にもしまだ復活のチャンスがあるならそれこそ「日本は変わらなきゃいけない！」と
思ったはずです。ところがなんとか急場を乗り切り普段とかわらぬ時間が流れはじめるとその事を忘れてしまいます。絶対に忘れてはいけない事故だったのです。野田首相が核安全保障サミッ
トで演説した「想定外を想定する」との言葉、それは現実は人間の想定より上に必ず事故の可能性が存在する、つまり必ず事故は起こるという事に他なりません。まさにその通りです。どんなに
安全に対して議論してみたところで「事故は必ず起きる」という前提に立てば結論は明らかです。一度事故が起きてしまうとそれに対処する能力があまりに脆弱な私達はそんな技術（原発）を
使ってはいけないのです。
ゼロを目標とするにしても2030年までというのは厳しいという意見がある事も承知しております。それに関しては、あと18年という中途半端なタイムリミットを設定してゼロシナリオを難しいと論じ
る事自体に疑問を感じます。年数を考慮して専門家が刻んだ数値より、「ゼロにする」という明確な方向性が今一番必要です。
そしてその目標に向かって必死に、節電、自然エネルギーの開発に取り組んで行く事が正しい姿勢です。日本（世界）は変わらなければいけないのです。

28067 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます いつどこで人智をこえた災害がおきるかわからない日本で、完全に制御できない原子力を維持し続けるのは、国をあげて保有する核爆弾を危険な状態にさらしつづけようという方針と同じです。
経済の空洞化よりも、健康ですごせる環境を維持し続ける事こそこの日本が選択するべき道です。

28068 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロを一刻も早く。運転するだけで大量の放射性
廃棄物を生み出し、その処理方法すら決まっていない
原発です。脱原発を決め、その方法をみんなで考えて
いきましょぅ。

原発ゼロへのシナリオを一刻も早く作ってください。人間の力で制御することのできない原発を、知らない間にこんなにも大量に作らせてしまったことを、次の世代に申し訳なく思います。ひとた
ご事故が起これば故郷を失っていまう原発。事故がなくても、運転するだけで大量の放射性廃棄物を生み出してしまう原発。その放射性廃棄物の処理方法すら決まっていないまま、原発を継続
しようとしている人がいることが信じられません。まず脱原発を決定しましょう。そして、その実現のための方法をみんなで考えていきましょう。

28069 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 自然災害や人為的ミス、テロを考えれば絶対の安全
は無い。原子量力発電所の事故は被害が甚大で、元
に戻すにも長い年月が必要。可能な限り早く全廃すべ
き。１０年程度のソフトランディングと国有化を検討す
べき。

　自然災害や人為的ミス、テロ等を考えれば絶対の安全は無いと思います。ましてや地震の多い日本ではなおさらです。よって、確率論の議論にならざるを得なく、確率論の議論としては、原子
量力発電所の事故は、あまりにも被害が甚大で、元の状態に戻すにも長い年月が必要になります。私たちの子孫にも係る問題となります。
　また、今回の事故は、まだ運が良かったとも思えます。あの事故の際、全員が福島第一原発から避難しても、不思議はありませんでしたし、そうだったとしてもそれらの人たちを誰も非難できな
かったと思います。
　以上のことより、基本的には原子力発電は可能な限り早く停止すべきと考えます。今回ご提示いただいた表２を見る限りでは、マクロ的にはそれほど大きな負担ではないと思います。しかしな
がら、地域経済や関連企業、雇用等、ミクロ的には大きな変化が伴いますので、ソフトランディングの考えは必要と思いますし、それを何年と見るかの議論も必要と思います。私的には、１０年程
度の期間をもって、比較的影響を少なく全廃するための方法を考えてほしいと思います。
　民間に原子力発電所の安全管理をまかせて大丈夫でしょうか。営利目的の企業において、安全対策も費用対効果で議論されがちです。株主を前にして赤字を覚悟してまで少ない確率の安全
に対する投資を行うとは思えません。国営化することも考えてはいかがでしょうか。

28070 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発＝０％ 経済活動は国民の幸せに基づき行われるべき！
無知から行われた行為の代償はあまりにも大きい

28071 個人 自営業 ３０代 女性 <原発ゼロシナリオ>　を選びます。時期は2030年まで
でなく、即時。今すぐにです。

　<原発ゼロシナリオ>を選びます。時期は、2030年まででなく、即時にゼロ。です。

　エネルギー選択肢に関する有識者審議会の議論を拝見しておりました。「脱原発依存の為の議論の場」であるにもかかわらず、議論の過程は、「原発推進」の意図が見えました。
　最終的な提案も、<15、20～25％>＝「原発依存、温存かそれ以上」というあきらかに原発推進への　＜恣意的な選択肢＞　が2つも入っている。これは、そもそも議論の前提からしておかしい。

　内容に関して言えば、％というあいまいな選択肢にも問題がある。少なくとも「15％だと、どの原発を何年動かすことになる。20～25％だと新設もする。」といった、具体的なことが記されていな
いシナリオでは、公正な議論を導かない。

　％ではなく、<どんな目標のもとに、どんな過程を経て、どんな方向にどう進んで行く>といった、明確な具体性を持ったシナリオが欲しい。
　重要な徹底した「省エネ」のプランと実践も希望します。「省エネ」は日本の得意分野として、海外への技術見本にもなるはずです。

　「原発ゼロシナリオ」に舵を切って、徹底的な省エネ、発送電分離と地域分散型再生可能エネルギーの推進（交付金に頼らない原発立地自治体の方向転換サポートを含む）、総括原価方式の
見直し、原発の迅速着実な廃炉計画…　など山積みの課題に対する着実な進展を、国民の大半が期待しております。

以上、ありがとうございました。

　

20-25シナリオ賛成
言いたいことは、大きく分けてふたつあります。ひとつめは、原子力発電が将来の日本にとって重要かつ必須の電力である。ふたつめは、３つの選択肢に共通なことですが、再生可能エネル
ギー比率25~35%導入の実現可能性です。
まず、原子力発電ですが、福島の事故では大惨事を引き起こし、今も多くの方が避難生活を余儀なくされています。この事故を教訓にして、また事故を詳細に検証し、リスクを極力排除した安
心・安全な原発を開発することが被爆国であり福島を経験した日本の責務だと思っています。
原発が必要な理由は、さきほど申し上げた「経済性」「エネルギーセキュリティと安定供給」「温暖化防止」の３つのことを同時に満足する最大公約数として原発をベース電源に位置付ける必要が
あると考えます。もちろん、安全・安心な原発システムの確立が大前提にありますが。
他の電力源をみますと、まずは「再生可能エネルギー」ですが、特に太陽光と風力です。これらは無理のない範囲で導入が拡大していく分には、大賛成です。無理のないという意味は、ふたつ
あって、ひとつは、電力の安定供給を乱さないこと、もうひとつは、電力料金の上昇が事業者や家計の負担にならないことです。
電気料金も、7月からの固定価格買い取り制度で買い取り金額が電力料金に上乗せされます。この固定価格買い取り制度は、例えば太陽光の場合、１ｋWｈ42円で20年、電力会社が買い続け
てくれるという制度です。一般家庭の電気代は、１ｋWh20円前後ですから、倍以上の買取価格になっています。現状事業者が絶対損をしない制度になっています。このため、多くの参入が見込
まれますが、枠の上限がないため、急激な電力価格の上昇が危惧されます。
ドイツやスペインでは、この固定価格買い取り制度のため、自然エネルギーの導入がここ２から3年で急速に進みましたが、電力価格も高騰したため制度の廃止や見直しが検討されています。
つぎに、「火力発電」ですが、起動停止が容易で建設コストも比較的安価であるため、今までの日本の経済成長を支えてきた電力です。火力発電は、エネルギーセキュリティと温暖化防止の観
点から問題があります。
　火力発電の燃料は、石油と石炭と天然ガスでほとんどすべてを海外からの輸入に頼っています。また、これらの燃料は限りある資源であることは言うまでもありません。政治的に輸出を抑えら
れたらアウトです。また、石炭火力は、安価で容易な発電ということで途上国での急速な増加が想定され、資源の奪い合いになることが危惧されます。
　また、火力発電は、CO2の大量排出源であるため温暖化が課題視されています。石炭火力の場合、排出されたCO2を分離貯蔵する所謂、CCSという技術の開発が進行中でありますが、日本
では実用化のめどが立っていません。
　したがって、火力発電も無理のない燃料の購入条件すなわち電気料金の大幅な値上げに繋がらないような範囲で、また、CO2排出も極力増やさないような条件での導入量を考える必要があ
ります。
　一方、原子力発電ですが、経済性、エネルギーセキュリティと安定供給、地球温暖化防止の観点からベース電源としては欠かすことができないものと考えます。原子力の燃料であるウランも
60-70年程度の埋蔵量といわれていますが今後中国やインドのような途上国が原発の建設を増加させると枯渇が早まる恐れがあります。解決手段として、長年、日本が開発を進めている高速
増殖炉があります。高速増殖炉では、使用済み核燃料も有効に使用できるので、今の軽水炉の約100倍ウランが有効に使用できます。子供たちのために将来もものづくりを中心にして豊かな国
をつくっていくためには、現状程度の原子力発電を維持しつつ、高速増殖炉の開発を急ぐべきだと考えます。
安全・安心の原発システムの確立が前提条件ですが、必ずしも絶対安全なシステムというものはあり得ないと私自身、思っています。極力リスクを低減し、残ったリスクをいかに許容するか、あ
るいは、原発がゼロになった場合のリスクと総合的に判断して原発の維持を決定すべきだと思います。原発がゼロになった場合のリスクは、温暖化のリスクです。放射能のリスクとは本質的に
異なりますが、温暖化のリスクは世界規模になるということを良く考える必要があります。
安全・安心の原発システムの確立は、日本の国内だけでなく、世界全体の電力需要緩和に貢献できるものと考えています。中国・インド等の新興国は、原発を増やすことを表明しています。世
界のためにも、日本で原発を維持し、安全・安心の原発システムを開発していくことは重要で、これは輸出産業の振興という観点からも非常に重要なことだと思っています。安全・安心の原発シ
ステムや高速増殖炉は開発できれば、一朝一夕で中国や韓国がまねができるような技術ではありません。原子力産業を基軸とした将来の日本の成長につながるものだと確信しています。
再生可能エネルギー比率25~35%導入の実現可能性についてですが、太陽光は、1000万から１２００万戸の家の屋根に設置。１０００万戸は設置可能な家のほぼすべてということです。１２００万
戸はではどうするかというと強度の弱い家に補強して載せることが前提になっています。２０３０年時点での話です。たぶん強度の弱い家というのは、私もそうなるのですが、高齢者が住んでい
る築３０年以上の家が想定されます。いつ死ぬかわからない高齢者が補強してまで太陽光を導入するでしょうか？
また、風力発電では、東京都の面積の１．６～２．２倍の面積が必要とのことです。全くイメージできませんが、これらの数値は現実的なのでしょうか？
　全面的賛成でなく、再生可能エネルギーの導入比率や省エネ比率、実態に即した実現可能性のある数値に今後、改める必要があると思っています。
また、実態に即した定期的なエネルギー構成の見直しも必要であると考えています。

28065 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 これからも日本がものづくり立国として、中国・インド
等の新興国と競争していくためには、安定した電力が
必要になる。また、輸出産業としても安全な原子力が
今後重要になることから原子力継続の意思表明必
要。



28072 個人 法人等 ４０代 男性 「早期に原発ゼロ」を目指す 　これからは出来るだけ早期に発電量に占める原子力発電の割合をゼロに近づけていくべきだと考えます。

　原発を無くした場合、ＣＯ２が増加するかもしれないが、ＣＯ２が増加したからといってその事が環境に与える影響は未だ明確にはなっていないと思います。ＣＯ２をあまり増加させない技術開
発を推進すべきです。万一温暖化への影響があるとしても原発を維持使用した場合の膨大なリスクとは比べ物にならないほど小さいです。
　核廃棄物処理について、高速増殖炉や核燃料リサイクルなどは必要性がなく論外です。

　燃料費のため国民の経済的負担が増えるにしても、原発使用の膨大なリスクを勘案すれば受け入れなければならないし、我が国の強力な経済力はここでこそ使い時です。また、この夏の電
力需給状況を見ればそれほど化石燃料への移行を増やさずとも電力は足りているのは明白です。
　さらに、現段階、つまり原子力発電をほぼ停止している盛夏においてさえ様々な努力で電力需給が大問題になっていない状況です。脱原発エネルギーの開発はこれからであり、今後いっそう
日本の技術力を注力していけばそれなりの発電量が見込めます。この点からも原子力発電は不必要です。

　大震災を経験した日本だけが世界の中で脱原発を推進するにごく自然な流れであり、それは世界にも通用しえます。そしてエントロピー増大に向かうしかない歴史の中のひとつのよりよい転
換点の一契機とこの機会を捉える事が重要なことであり、この国のこの世代に偶然与えられたチャンスとも考えることができます。

　国力の衰退をもたらしかねない岐路です。右肩上がりでない社会にさしかかった時、強制的に抑えるのかビジョンを示して共感を広げて行くか。いずれにしても国内の緊張や不満をもたらすで
しょうが、個人的にはある程度は受け入れなければならないとは思います。

　ひとつだけ注意点として、これまで培ってきた原子力関係の技術力をもって世界に、特に近隣アジア諸国への優位性を保ち指導的立場に立ち続けることも大事なことです。近隣国が他国に悪
影響を及ぼすような核利用を進めるのを平和的に阻止するためです。発電に比べれば小規模である実験研究施設や機関の維持、いや拡大は大いに賛成です。

　この国民的議論の場をせっかく作っていただいてますが、もっとＰＲすべきだと思います。テレビやインターネットのポータルサイトを利用、新聞や国民へのダイレクトメールでもよいのではない
でしょうか。知らない人がかなり多いです。

28073 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます
放射能の危険性を知って、まだ動かない？
あなたたちの目は節穴か？？
私たちの未来を考えてくれよ、大人たち！！
あなたたちの死んだ後に、原発を処理するのは誰なのか？？
知っているのかウランの半減期を！！
もはや、私たちに想像出来る長さではないだろう。

28075 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ ただちに廃炉にし、安心安全な再生可能エネルギーにシフトして下さい

28076 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオしか考えられません 福島第一のようなシビアアクシデントが発生しても、誰も責任をとろうとしないし、ひとたび汚染されたら、事故前の環境を取り戻すことは、実施質的に不可能だから。
また、使用済み核燃料の処理方法など、重要な問題についても暫定的な見切り発車を行っており、未来につけを回し、大きな禍根を残すことになるからです。

28077 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択する。国による強固な行動を
望む。原発は一定期間ゼロ稼動状態になったが各方
面の努力により何とか乗り越えられたことも事実であ
る。原発依存から引き返すギリギリのチャンスと言え
る。

【意見】原発問題は国家一大事であり、利益優先の電力会社や、稼働による補助金目当ての立地自治体及び停電リスクを回避したい経団連の考えに翻弄されることなく国の将来をしっかり見
据えて国が主導権をもって原発ゼロを達成すべきである。
(1)自然エネルギー発電に段階的に移行する方針を明確に示すこと。当然原発の新設はやらない。やれない。
(2)移行に当たって経済影響等やむを得ない場合に限り期間限定で原発の再稼働を認める事も可。
(3)処理済燃料の処理法、廃炉に関する技術開発は電力会社から切り離し、国が専門技術者を組織化し直轄で進めること。
【理由】・電力会社は膨大な設備投資をしておりそれを活用して収入をえようとする。営利企業としては当然だが。国の態度が中途半端ならあらゆる圧力を使って原発推進を推し進めようとする
だろう。
・原発立地自治体も自らの雇用及び補助金確保を優先する態度である。首長の言動は数キロしか離れていない隣接県の住民にとって同じ国民とは思えない。
・近い将来には人類が原子力を制御できるようにはならない。技術の進歩があっても事故の原因であるヒューマンエラーは無くならないから。
・電力会社を中心とする原発推進派は「隠蔽」「やらせ」を平然と続ける等、感覚が完全にマヒしているとしか思えない。
・九経連会長（九電会長）は、2012年7月20日に新聞に「再稼働を一刻も早く」と語り、同28日には日本で最も危険と言われている玄海1号機に「十分健全」と保安院が報告した。これに玄海町首
長は「歓迎」とコメントした。人類の手に負えない魔物なのに。

28078 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は全廃し廃炉に。
今後原発は不要。

原発は時代遅れである。
これからは自然エネルギーの時代。

28079 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は即廃止を希望します。 経済的な利益ではなく、生命の方が大切。制御できない原発はリスクが大きすぎるから。

28080 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 私は　原子力発電所の再稼働に反対し　ゼロシナリオ
を支持致します。

２０１１年　に体感した巨大地震の恐怖は　未だに続いてます。
そしてあの日以来、いつまた同規模、それ以上の地震、災害がおきても何の不思議でもありません。

原子力発電所のある土地の直下に活断層ある事が明確。
ほとんどの原子力発電所の施設の老朽化も進んでいる。
そして東京電力のずさんな管理体制。

原子力発電所が安全でない事はハッキリしていてそれでも継続させると言う事は、目前に火柱が立っている所に薪を背負って破滅に向かい進んでいるとしか思えない。
かたくなに経済再生と経済復興には従来通りのエネルギーが必要というが
それが原子力発電によって発生するエネルギーでなければならない理由はない。

自然エネルギー、再生可能エネルギーに移行し比率を上げる為に必要な負担なら
受け入れる準備、意識改革は　出来ている。

原子力発電所2030年に原発0ではなく、直ちに即刻、原発0を希望します。

28081 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオ支持します。原発は即停止を。快適な省
エネと自然エネルギー利用を拡大する政策をどんど
ん実施して下さい。温暖化対策も先送りできません。
石炭利用増を避け、燃費向上やガスシフトを促してく
ださい。

 １）原発での事故発生は、今後もゼロにできると確約できない
 ２）万が一原発で過酷事故が発生すれば、社会的、経済的、環境的に重大で広範囲な不可逆的被害を及ぼす
 ３）原発以外にも、発電の手段は存在する

これらの点から、私は、ゼロシナリオを支持し、原発利用の即時停止を求めます。

また、快適な省エネと自然エネルギー利用を拡大する政策もどんどん実施して下さい。
建物の断熱性を高めたり、空調や照明を省エネ性能の高いものへの買い替えを促したり、電力ピーク時間以外は料金を例外なく割り引くなど、政策によって快適に行える省エネはまだまだあり
ます。
自然エネルギーの利用が早期に適切に拡大するよう、自然エネルギーの接続義務や優先接続を徹底することや、非常に煩雑とされる事務手続きの改善も求めます。

加えて、温暖化対策も先送りにはできません。いつ事故が起きるかわからず、事故が起きれば再稼働できるかもわからない原発を、有効な温暖化対策とするのは合理的でありません。一度排
出された二酸化炭素は、回収することは非常に困難です。放射性物質と同じです。短期的な視点で石炭火力の利用を増やすのではなく、燃費の劣る石炭火力発電所を高効率のガス火力発電
に切り替えを促進してください。

豊かな国土と元気な国民あってこその国家だと思います。これからも安心して暮らせる日本であってほしいと思います。
28082 個人 会社員・

公務員
５０代 男性 ０％しか考えられない。(1)福島は、人類が原子力をコ

ントロールできないことを示した。(2)再稼働の決定は、
原子力行政と政治への不信感を決定的なものにし
た。(3)節電と代替エネルギーで解決すべき。

(1)チェルノブイリ・スリーマイル・福島の大事故は、どんなに注意しても事故は不可避であり、いったん事故が起これば取り返しがつかないことを表しています。原子力発電を続けようとする他国
の考えはどうあれ、日本の選択はこれ以外に考えられません。
(2)１）もともと地震大国で断層も多い日本では危険性は免れないと考えます。他国と比べてこのリスクは高いと考えますが、まともな説明を見たことがありません。２）再稼働の決定は、科学性が
全く見られず、政治的にも滑稽な判断と考えます。私は、これで日本が原子力を操る資格の無い国であることを確信しました。福島の原因究明もされていない。例えば現場の人の判断ができて
いたのかとか、政府・東電の対応はどうするべきだったのかなどの検証がされていない。だから再び事故が起こった場合に、対応できないと考えます。　３）福島原子炉の処理ができるのか、福
島が再び住める土地にするにはどうしたら良いのか、福島県民の健康をどうやって守るのか、そこに日本の科学力・技術力を集中して投入するべきです。
(3)電力不足は、夏場のほんの数日のピークがカギなのでしょう。何割も不足しているならものの言い方を考えますが、「危険なことはしない」という思想が大切です。電力不足＝再稼働必要とい
う考え方は、原子力発電にしがみつく業界・財界の宣伝としか思えません。
(4)原子力発電の輸出もやめてください。

28084 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は必要だと思います。
より安全な原発システムをつくっていく方向へ、政府
は勇気をもって「決める政治」を行うべきです。

原発は必要だと思います。
自然エネルギーはまだ原発以上の電力を安定的に供給できないうえ、火力発電で代替するのでは、化石燃料への過度の依存からの脱却という、オイルショック混乱の教訓を捨てることになると
思います。何より、原発事故による死者は出ていないにも関わらず、節電による熱中症被害(死亡者も出ています)や産業空洞化の影響の方が深刻です。
より安全な原発システムをつくっていく方向へ、政府は勇気をもって「決める政治」を行うべきです。

原発事故後にも関わらず、世界各国で日本メーカーへの原発受注依頼があると聞きます。トルコも東南アジア各国にも、日本の安全な原発を輸出していくべきです。

そもそも昨年の福島第一原子力発電所の事故によって、原発を使うという選択肢など既に無くなっているはずです。したがって、あたかも３つの選択肢があるかのような問題の立て方自体、国
民を愚弄しているとしか思えません。
（２ページ目）
避難生活を余儀なくされているのは、避難指示区域の8.6万人だけではありません。もっとたくさんの人々が、放射能から逃れるためにバラバラにされています。避難生活をしている人が、避難
指示区域だけであるかのように、わざと過小に示し、作為的です。
（３ページ目）
「東電福島原発事故の反省を踏まえた原発依存度低減に向けたエネルギー・環境構造への転換」などとと書きながら、反省の弁など一つも書いていない。福島の原発事故は、原発立地自治体
に大量のカネをばらまき、安全神話を大合唱し、国民を騙し続けてきた結果、発生したもので、明らかに人災です。これを振り返らずして、よく「反省を踏まえた」などと言えると思います。
（４ページ目）
「エネルギー・環境会議は、この３つのシナリオに関して国民的議論を開始し、その上で、エネルギー選択、それと表裏一体の地球温暖化国内対策に関して責任を持って結論を出す。」と書いて
いますが、このようなふざけた選択肢を出してくる「エネルギー・環境会議」なるものが、勝手に結論を出すことは絶対に許せません。やらせの意見聴取会などで、原発を続ける方向に議論を誘
導し、原子力ムラを温存するための結論を出そうとしているとしか思えません。
（５ページ目）
「シナリオを検証するに当たり踏まえるべき視点」と書いておきながら、今なお苦しみを強制している福島原発事故とそこに至らせた原子力ムラの犯罪について、まったく踏まえていないのは犯
罪の上塗りです。まずやるべきことは、原子力ムラの主要人物を裁判にかけ、罪を問うこと。原子力ムラの人脈、金脈、財団・企業・組織をすべて徹底的に解体することです。これをしなければ、
未来の議論など何も始められません。
（６ページ目）
「原子力平和利用国としての責任」の記述は決定的な誤りです。日本は「原子力平和利用を止めた国としての責任」を世界に対して負っているのです。

経団連の言いなりにはならないで下さい。経団連は日本の将来や国民のことなど、これっぽっちも考えていません。自らの利益のこと、しかも短期的な未来の利益のことしか考えていません。原
発が無くなれば企業が海外に出て行き、日本は空洞化するなどと脅迫していますが、そもそも、グローバル化や日本の少子高齢化などの流れの中で、日本の企業が海外に出ていくことは、経
団連にとって既定路線なのです。そうしなければ生き残れないから出て行こうとしているのです。経団連が脱原発に反対しているのは、ただただ原子力ムラを守り、そこから出てくる利益をまだ
まだじゃぶっていたいだけだからです。こんな輩の言うことに絶対に耳を貸さないで欲しいです。

7/31の日経新聞に、ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）のジェフ・イメルト最高経営責任者（ＣＥＯ）が、原子力発電が他のエネルギーと比較して相対的にコスト高になっていると指摘し「（経済的に）正
当化するのが非常に難しい」と語ったと掲載されています。イメルト氏は「天然ガスが非常に安くなり、いずれかの時点で経済原則が効いてくる」と述べて、原発が経済的に見合わなくなる可能性
を示唆し、「世界の多くの国が（天然）ガスと、風力か太陽光の組み合わせに向かっている」と述べています。原子炉メーカー世界大手の一角を占めるＧＥでさえ、原発が経済的に見合わないと
言っているのです。
なぜ、こんなものを続ける必要があるのでしょうか。

直ちに、原発をゼロにして下さい。それ以外に選択肢はありません。

28074 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「なるべく早期」ではなく、直ちに、今すぐ、原発をゼロ
にすべき。大飯原発を直ちに止め、現在停止中の原
発も再稼働せず、全原発を廃炉にすべき。これ以外に
選択肢は無い。

より良い未来を実現するために、
科学技術の発達を止める事はできないでしょう。

東日本大震災が引き起こした
現在進行形の福島第一原子力発電所の惨事は、
平和利用できるはずだった原子力が、
人間には制御不可能なモノであるらしい
ということを今更のように痛感しました。

誰もが便利で快適に生活できる社会の構築は、
電力の利用無しでは成し遂げられません。

しかし、
自然の猛威に晒されることの多い日本において、
限りなく制御不可能と思われる
原子力によるエネルギー生産は、
選択すべきではないと思います。

環境汚染と破壊を招かない、
安全で安心な生活。

政府には、
そういう社会を実現出来できる
エネルギー政策を求めます。

少なくとも原子力発電は、
ちっともクリーンではありませんでした。

私は被爆者二世です。

28083 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力利用　反対



28085 個人 無職 ６０代 男性
　ゼロシナリオを選びます。

　ゼロシナリオを選びます。

　福島第一原子力発電所の惨状から明らかになったように、重大事故が発生した場合には、原子力発電は制御不可能な未完成な技術です。その影響により、15万人を越える人々が故郷を
失ってしまうという深刻さを考えるならば、直ちに原発への依存を停止すべきものと考えます。

　重大事故の発生確率は小さいかもしれませんが、ゼロではないのです。つまり、明日起きる可能性もあるということです。運転の継続は、一種の賭けのようなものです。国民の命を賭けの対象
とするような政策は直ちに止めるべきです。

28086 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本のエネルギー政策について人間の生きていく世
界を残すために

　私は、原子力発電を利用した電力の確保には反対です。政府は、今後も原子力の利用による電力の供給を考えているように思えて仕方がありません。
　どうして、福島原子力災害の事故原因が究明されないまま、大飯原発を稼働させたのか理解に苦しみます。大量の放射能をばらまき続けている福島の事故は、「原子力むら」に見られるよう
に利権のるつぼという資本主義の欠陥が生み出した世紀の大犯罪と思います。これから、放射能により被爆し癌などの病気が発症する人が数多く出てくると思います。広島・長崎・第五福竜
丸・ＪＯＣと歴史が証明をしています。結婚をしたくても結婚ができない人、結婚して子供ができても、孫・子野代まで不安は続くことなど被爆者の苦しみは、半永久的につづくのです。野田総理は
本日広島の平和記念式典で、「福島の人たちが一刻も早く帰宅できるように除洗作業等を行う」と挨拶をしました。線量の高い所は、チェルノブイリのように永久進入禁止区域となります。ダメな
ものはダメです。帰れません。このようなこからすれば、東京電力は電気料金値上げではなく原子力発電を止めることが、罪の償いではないかと思います。
　全国の原子力発電所には使用済み核燃料をはじめとする核ののゴミが、大量に処理できず残っています。完全に放射能や有毒物質を除去できる科学技術の発展させしょりをし、このように恐
ろしい原子力発電は止めるべきです。
　電力の不足は、クリーンなエネルギー発電に切り替えていくべきです。原子力発電に頼らないエネルギー転換をしていくべきだと考えます。電力供給のピーク時には太陽光発電による全国
ネットワークを作り、太陽が出ない地域にはこのネットワークで、供給をするシステムを節電も含めた国の政策として、実施していくべきです。

28087 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロしか未来はありえません。 直ちに止めても廃炉や使用済み燃料棒などの処理問題が何十年何百年かかり、震災が起こればまた甚大な被害の危険性があるというのに、これ以上原発を存続させることはありえない。原
発がなくても混乱は起きない、やっていけることを隠さないでください。今の政府の動きは、戦争に勝てないことがわかっていながら戦争を止められないで国民に甚大な被害を与えた当時と同じ
ではないか。国民の安全・安心を第一に考えるのが政府の仕事なはず。きちんと民意を汲み取ってください。

28088 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支援します。 放射能問い梅に見えないが身体に影響し、その結果がいつ洞出るのかもわからない、さらに原発稼動に夜「書くのごみ処理が未解決なこと、また今回の事故で故郷を失ってしまったという現実
は、コストが云々などということとは引き換えにならないことだと思います。出来るだけ早く再生エネルギーを拡充させ、原発０の社会にしてほしいと思います。

28089 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択すべき ”原発からグリーンへ”と政府が掲げるなら、当然”原発ゼロシナリオ”が出発点になるべきです。”１５シナリオ”は４０年廃炉による自然減であり、現状維持ということ。”２０－２５シナリオ”は原発
の新増設や運転期間の延期がなければ成り立たない。つまり”ゼロシナリオ”以外はまやかしです。原発をゼロにすることが前提の議論でなければ意味がありません。電気が足りる、足りない
はその次の話です。同じく規制委員会は廃炉委員会でなければなりません。一番大切なのは我々の命です。大飯原発を動かす決断をした政府は、国民の命は二の次という考え方を表明したこ
とになります。東電の原発事故により、地域社会が崩壊し、自然の恵みが失われた福島県民の犠牲を無駄にしているとしか言えません。放射性廃棄物も人間の手に負えないし、そもそもこんな
に地震の多い国に原発を作ることが間違いだったことを、いいかげんに認めてください。今やらなければ手遅れになります。子供達の未来はありません。日本国民の声に耳を傾けてください。

28091 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。ただし、2030年まで
ではなく、停止中の原発を再起動させないことにより、
もっと早い時点で原発ゼロと希望します。

　原子力発電は、安全性が担保できないことが、今回の事故で明白となった。元々、ウラン採掘時の被爆から、濃縮ウラン作成に伴う放射性廃棄物の処理、発電後の核廃棄物処理の問題、ま
た原発メンテナンス時の被爆が言われていた。日本においても、原燃による人形峠での放射性残土の不法廃棄・放置があり、六ヶ所村の施設も計画通り稼働しないため核廃棄物の処理が出
来ていない。核廃棄物は、福島第一原発の4号機のように原発施設内に積置、または地中深く埋めるしか手立てがない状態である。また原発本体も、１００年に一度の地震津波で崩壊し、未だ
冷温停止状態に至っておらず、原子の力を制御できていない。さらに、原発の各部分は40年を耐用年数として制作されており、40年を越えての運転は、危険リスクが非常に高くなる。
　以上のことから、原発依存をゼロとすることが、国民また地球規模での安全のために最善の選択と思う。エネルギー資源の比率に関しては、原発ゼロを絶対方針として考えるのが適当であ
る。一時的には化石燃料に頼ることになっても、シェールガスの利用技術の改良、最終的には再生可能エネルギー依存への変換を政策とし、太陽光発電や風力発電への積極的奨励（助成金
よりも減税が有効と思う）、発電電力の買い上げ制度の充実や送電施設の拡充など、出来ることはたくさんあると思う。また、関東では節電意識がとても高くなったのを実感するし、非常時でも世
界の賞賛を集める程冷静な国民の知性をもっと信じて良いと思う。一部の原子力関係者以外の国民は、原発を恐れ、将来を担う子供達の健康と安全を考えて、節電にも、再生可能エネルギー
の開発や設置に、出来る限りの協力を惜しまない姿勢と思う。政府は効果的な施策を持って、脱原発へシフトしてほしいと、私は希求している。

28092 個人 自営業 ４０代 男性 原発０にしてはいけない。 徐々に原発比率を小さくすることは必要と思われますが、いきなり０にしてはいけない。代替エネルギーが確保されるまで、ある程度の稼働は許容すべき。
国防やエネルギー政策面でも０はありえない。

判断を誤ると、この国は守れませんよ。

28093 個人 家事専
業

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 実家が避難区域外ですが福島で、現在は県外に住んでいますが、家族がまだ福島に住んでいます。外部被ばく、内部被ばくのリスクを避けるため生活に様々な影響が出ています。その影響は
大きく、また私は妊娠中で福島に戻っているため胎児への影響が心配です。このような経験を他の方には誰一人してほしくないし、するべきじゃありません。原発のリスクや責任を完璧に背負う
ことができないのだから、今すぐ全ての原発を廃止して欲しいです。何も命には変えられないのは、みんな知っているはずです。資本経済の求める利益と人々の命を計りにかけたら、答えは明
らかです。なんのための経済活動、誰のための政府なのかを忘れないで下さい。
政府が賢い選択をしてくれるように心から祈ります。お腹の中の赤ちゃんが安心して暮らせる日本になりますように。

28094 個人 その他 ７０代 女性 (1)原発０％を選択します。 　人間として、何より大切にしなくてはならないのは「いのち」です。終息すらできない現状で再稼働はあり得ません。次世代のために愛情豊かな地球を目指すべきです。為政者は民の声を聞く
責務があります。

28095 個人 無職 ３０代 男性 原発0をめざし、古い原子炉から廃炉作業に入るべき 放射性廃棄物の最終処分場も決めずに稼働させている今の状態が異常です。
さらに最終処分場においても10万年も管理できるとはとても思えません。

また、不足電力については火力発電所を増強すべきと考えます。
その燃料は輸入に頼るのではなく
日本海側に眠っている良質のメタンハイドレートの開発を迅速に進め、
日本の自前資源で賄うのが最良と考えます。

28096 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 地震国である我が国においてエネルギー源として原
発は明らかに不適切で国民の生命・財産を損なうリス
クを見過ごすことはできない。政府主導による脱原発
スキームを確立して早期に原発依存度ゼロを目指す
べきである。

このたびのような事態を招いてしまったのは、国家運営の失敗であり軌道修正のために一時的な国民負担の増大は已む得ないと考える。政府主導による脱原発スキームを確立して早期に原
発依存度ゼロを目指すべきである。具体的には不良資産としての原発部門の切り離しと処分（国民負担による痛みを伴う）。発送電分離による電力市場の自由化と競争による既存電力会社の
経営の健全化などを実施すべきである。エネルギー源としては、短期・中期的にはLNG（液化天然ガス）、石油、石炭などの化石燃料を我が国の産業界の持つ高度な環境対応技術を駆使して、
その柱とすべきである。長期的には地熱・水力・洋上風力・太陽熱・太陽光などのいわゆる再生可能エネルギーを段階的にその割合を増やしていくのが望ましい。また長期的なエネルギー戦略
としては中東の石油産出国において大規模太陽熱プラントを用い空中窒素固定法により生成した液化アンモニアを液体燃料として従来のLNGインフラを置換する形でのエネルギーサイクルな
ども取り組むべきである。

28097 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25%シナリオを支持します。
早急に安全性の確認された原発を再稼動し、エネル
ギーによる経済負担を緩和していくべきと考えます。

・わが国はエネルギー資源をほとんど輸入に頼っており、今後の形が大きく変化することはない。
・その中で原価の高い、ガス、石油エネルギーを大量に輸入し続けることは貿易赤字を拡大させ、国の経済力を疲弊させる大きな要因となる。
・また、再生可能エネルギーについては、供給力が安定せず、大量に生産することが不可能である。さらに大半の発電方式が天候に左右されるものであり、発電ができない時間帯については、
火力発電に頼らざるを得なくならないことから、その導入効果は疑問である。
・また再生可能エネルギーの大量導入による「国民への負担増」についても疑問である。負担が増えれば国内経済が減速することになり、景気後退による雇用の減少が起こり、結局日本の豊
かさは失われていくこことなる。
・後世までエネルギーによる負担増を残さないため、出来る限り安価な原価のエネルギーを大量に活用していくことは現世の我々の責務である。
・またCO2の増加も課題である。折角原発の増加により減少し始めたCO2も、この度の火力発電所の稼動増で増加に移行している。放射能による汚染は一時的なものであるが、温暖化となると
何世代にも渡って影響が出てくるものである。この観点からもCO2削減に貢献する原発はある程度の割合で重要な位置づけにあると思われる。
・従って、今回の福島原発の事故を受けて、旧式の原子力発電所については、安全性が確保されないものは「廃炉しそのままか新型の炉に更新」するか「安全性向上の改良工事」を実施し、早
急に稼動させることによりエネルギー輸入による貿易赤字を改善させ、電気料金の値上げを抑えるべきである。また新型の原発については早急に再稼動すべきである。
・原発事故があり、感情的には原発に対しては「否定的」な意見が多いと思うが、冷静に考えて後世の世代の幸福を考えるならば、20～25%シナリオが妥当と考えます。

28098 個人 その他 ６０代 女性 　これからのエネルギーを選択できる私たちは、現在
の自分の暮らしを維持するためというのではなく、長
い将来にわたる環境そして地球そのものを安全に次
世代に渡していかなければと思う。

　これまでも各地の原発で事故があったことは報道されていたが、それを
さほど気にもとめてこなかった自身に忸怩たる思いです。
　原発によるエネルギーは、使いたくありません。
　一旦事故が起きたら、どういうことになるか、今回の福島でよくわかりました。
　私は中学校の社会科教師をしていましたが、アメリカのスリーマイル島の事故のときも、チェルノブイリの事故のときも、政府の「日本の原発は安全」という報道に首をかしげました。でもその安
全神話を半ば信じていました。間違いでした。
　
　中小企業の方が電気料金値上げをされたら国内ではやっていけないというのは理解できますが、だからといってあとの処理さえできない危険なものをこれ以上使い続けることは許されないの
ではないでしょうか。

　なのに再稼働がされてしまいました。政府はこれからの道筋を数字をはっきりと入れて明らかにしてほしい、そう考えます。

　原発ありき、再稼働ありき、では、私たちは国への意欲をなくしてしまいそうです。

28099 個人 自営業 ７０代 男性 脱原発すべきです。 「許された危険」という観念が車や鉄道の存在についていわれますが、危険が大きすぎるのに対し有用性としてそれしかなく不可欠というものではない。原発によるある意味効率的な発電による
電力が得られない困難もこの余りにも到達していない技術を見過ごして存続させることを許す理由には到底なり得ない

原発は安全神話の中で存在してきた。
しかしおよそ「安全」とは対局にあることが判明した。
いま、ストレステストなどという安全確認方法が推進派によって操業再開のために用いられているが、「安全」は「まあ大丈夫そうだ」であってはならないところ日本の原発の実情はまったくその
域にもないもので危険きわまりない。

ストレステストだけではない事前対策のほか、ひとたび事故が起きたら直ちに完全な処置をすることが出来るかがきわめて重要であるが、いまの技術ではこれが不可能であることがまさに証明
されているところであり、このことは何人も否定はもとより弁明の余地もないところである。

28100 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 将来の子供のために。

28101 個人 自営業 ５０代 男性 即時に原発比率をゼロにすべきであると考えます。 現時点でも原発への依存は必要ありません。
ただちに原発比率をゼロにして，全原発を廃炉とすべきです。
そのうえで，今後可能な限り再生可能エネルギーに移行を進めていくべきであると考えます。

28102 個人 家事専
業

４０代 女性 ２０－２５％シナリオを支持する。
但し、再生可能エネルギーの比率２５％～３０％は、
極めて実現困難であり
最大でも１０％とし、差の１５％～２０％は、火力発電
でまかなうべき。

２０－２５％シナリオを支持する。
福島第一原子力発電所事故（以下、事故）が与えた影響は極めて大きく、被害者への補償は迅速かつ的確に行われるべきであるが、２０３０年の日本のエネルギーのあり方とは完全に切り離し
て考えなければならない。
当然、事故の原因は今後も継続して調査する必要があり、その要因となった事象、特に津波への対策については可能な限り速やかに行わなければならない。
現時点の電力各社原子力発電所においては、既に緊急安全対策を実施しており、東日本大震災と同様の地震、津波が襲っても、同様の事象は発生しないことが技術的に確認されている。ま
た、緊急安全対策のみならず、中長期的な安全対策の計画・実施も適宜なされており、既存の原子力プラントはすぐにでも再稼働すべきである。
再稼働の前提となる（法的にはなんらの根拠も無い）立地自治体の同意については、国が責任を持って自治体の説得にあたり、同意を取得しなければならない。
今後速やかに既設プラントを再稼働させ、新規プラントの建設、また老朽発電所のリプレースについても積極的に取り組みを進め、国として、原子力発電所の積極的な利用に基づいた、電力の
安定・安価な供給を継続していく必要がある。
決して、事故による被害のみを情緒的・過大にとらえて、長期的なエネルギー政策を考えてはならない。

原子力２０－２５％シナリオにおける、再生可能エネルギーの比率２５％～３０％は、極めて実現困難である。これは最大でも１０％とし、差の１５％～２０％は、火力発電でまかなうべき。
再生可能エネルギーの導入にはまだ技術的に解決すべき課題が多くあり、固定価格買取制度等、法制度によって強引に導入拡大しようとしても、エネルギー密度の低さ（すなわちコストの高
さ）、周波数・電圧の不安定さ、それゆえのバックアップ火力の増強、系統費用の増強などは、現時点では解決が不可能である。
これを承知の上でもなお、再生可能エネルギーの急激な導入拡大を図るということは、国民の負担を急増させ、ごく一部の新規事業者のみを潤し、風車・太陽光パネル等購入のため国富を国
外に流出させるという地獄のような光景が待ち受けていることは、想像に難くない。
併せて、国際公約たる温室効果ガス排出削減目標マイナス２５％は速やかに撤回し、これ以上、クレジット購入等で国富を流出させるべきではない。
クレジット購入に当てる費用は、福島の復興支援に使わなくてはならない。

国においては、国民の意見を広く聴くことは大切ではあるが、一時の情緒、感情に流されることのない、賢明で冷静な判断をされることを切に願う。
賢明で冷静な国民の多数は、デモ等に行かず、大声で根拠のない主張を繰り返すようなこともしない。

そもそも昨年の福島第一原子力発電所の事故によって、原発を使うという選択肢など既に無くなっているはずです。したがって、あたかも３つの選択肢があるかのような問題の立て方自体、国
民を愚弄しているとしか思えません。
（２ページ目）
避難生活を余儀なくされているのは、避難指示区域の8.6万人だけではありません。もっとたくさんの人々が、放射能から逃れるためにバラバラにされています。避難生活をしている人が、避難
指示区域だけであるかのように、わざと過小に示し、作為的です。
（３ページ目）
「東電福島原発事故の反省を踏まえた原発依存度低減に向けたエネルギー・環境構造への転換」などとと書きながら、反省の弁など一つも書いていない。福島の原発事故は、原発立地自治体
に大量のカネをばらまき、安全神話を大合唱し、国民を騙し続けてきた結果、発生したもので、明らかに人災です。これを振り返らずして、よく「反省を踏まえた」などと言えると思います。
（４ページ目）
「エネルギー・環境会議は、この３つのシナリオに関して国民的議論を開始し、その上で、エネルギー選択、それと表裏一体の地球温暖化国内対策に関して責任を持って結論を出す。」と書いて
いますが、このようなふざけた選択肢を出してくる「エネルギー・環境会議」なるものが、勝手に結論を出すことは絶対に許せません。やらせの意見聴取会などで、原発を続ける方向に議論を誘
導し、原子力ムラを温存するための結論を出そうとしているとしか思えません。
（５ページ目）
「シナリオを検証するに当たり踏まえるべき視点」と書いておきながら、今なお苦しみを強制している福島原発事故とそこに至らせた原子力ムラの犯罪について、まったく踏まえていないのは犯
罪の上塗りです。まずやるべきことは、原子力ムラの主要人物を裁判にかけ、罪を問うこと。原子力ムラの人脈、金脈、財団・企業・組織をすべて徹底的に解体することです。これをしなければ、
未来の議論など何も始められません。
（６ページ目）
「原子力平和利用国としての責任」の記述は決定的な誤りです。日本は「原子力平和利用を止めた国としての責任」を世界に対して負っているのです。

経団連の言いなりにはならないで下さい。経団連は日本の将来や国民のことなど、これっぽっちも考えていません。自らの利益のこと、しかも短期的な未来の利益のことしか考えていません。原
発が無くなれば企業が海外に出て行き、日本は空洞化するなどと脅迫していますが、そもそも、グローバル化や日本の少子高齢化などの流れの中で、日本の企業が海外に出ていくことは、経
団連にとって既定路線なのです。そうしなければ生き残れないから出て行こうとしているのです。経団連が脱原発に反対しているのは、ただただ原子力ムラを守り、そこから出てくる利益をまだ
まだじゃぶっていたいだけだからです。こんな輩の言うことに絶対に耳を貸さないで欲しいです。

7/31の日経新聞に、ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）のジェフ・イメルト最高経営責任者（ＣＥＯ）が、原子力発電が他のエネルギーと比較して相対的にコスト高になっていると指摘し「（経済的に）正
当化するのが非常に難しい」と語ったと掲載されています。イメルト氏は「天然ガスが非常に安くなり、いずれかの時点で経済原則が効いてくる」と述べて、原発が経済的に見合わなくなる可能性
を示唆し、「世界の多くの国が（天然）ガスと、風力か太陽光の組み合わせに向かっている」と述べています。原子炉メーカー世界大手の一角を占めるＧＥでさえ、原発が経済的に見合わないと
言っているのです。
なぜ、こんなものを続ける必要があるのでしょうか。

直ちに、原発をゼロにして下さい。それ以外に選択肢はありません。

28090 個人 家事専
業

４０代 女性 直ちに、原発をゼロにすべき！
大飯原発を直ちに止め、現在停止中の原発も再稼働
せず、全原発を今すぐにでも廃炉にすべき！
これ以外に選択肢はありません！



28103 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 化石資源を燃料として使わず原料として永くリサイク
ルすべき。自然エネルギーやあらゆる生命活動も全
て太陽からの放射（線）エネルギーに由来する。原子
力エネルギーから全てが生まれている事実を勇敢に
理解すべき。

化石資源をエネルギー源として使用する比率をできるだけ下げ、リサイクル資源として将来に残す必要は論を待たないが、いわゆる風力や太陽光等の自然エネルギーが何に由来するかを考え
ると太陽で起こっている核融合反応の原子力エネルギーに他ならない。実際、宇宙飛行士や航空機乗務員は多量の放射線被爆をしており、これが太陽の恵みの正体である。地球上の生物は
誕生以来、太陽からの放射(線)エネルギーを転換・利用して生命活動を維持しており、放射線エネルギーなしには存在できない。この真実を見ずに、表面的な発電所種別毎の依存度何％が適
当かの議論に終始するのは、恐いもの、理解しづらいものには目を背けて、解ることだけで話をつけて早く安心したい、という国民や指導者の安直さ勇気のなさを感じる。人類が宇宙に進出した
際には核融合(原子力)が唯一のエネルギー源となる。太陽の恵みを含め、全宇宙のエネルギーが原子力由来であるという真実に目を背けず、未来を拓く勇気を持つべきである。

28104 個人 学生 ２０代 男性 私は提示された選択肢からゼロシナリオを支持しま
す。ゼロシナリオは温暖化対策について不十分である
と考えます。追加的な施策を盛り込むことで脱原発と
温暖化防止を備えたシナリオへと発展させることを望
みます。

私は提示された選択肢からゼロシナリオを支持します。
原発はこれまでの電力供給に大きな役割を担ってきたことは重々承知しております。化石燃料からの脱却と温暖化回避を考えるとこれからも必要かと思っておりました。しかし今回の福島第一
原発事故とその対応を考えると、電力供給はおろか私たちの生活を不安にさせるそのものであります。今回の震災の経験を活かし、順次原発から脱却していくことが必要であり、日本国という
経済大国が脱原発に取組むことはとても意義のある姿勢であると思います。その際には、40年廃炉もひとつ参考にしていただきたく思います。40年で廃炉することを決定して頂き、十分に安全
対策をとって頂ければ、再稼働をすることもやむを得ないと思います。原発が40年廃炉になるその日まで我慢します。
原発から脱却していく一方で再生可能エネルギーの普及を十分に促進していただきたく思います。ゆくゆくは再生可能エネルギーと省エネによりほぼ全ての電力供給をまかなえるようにしてい
ただきたいです。脱原発と温暖化防止の為であれば、現在の「豊かさ」を多少失っても構いません。
エネルギーは何かを達成するための手段に過ぎませんでしたが、今や供給源を何にするかによって未来に希望を描けるかどうかとなりました。原発は発電時だけでなく、廃炉にしてからもまた
とても大変です。使用済み核燃料をどうするのか。世界を見てもまだその処理方法が確立していません。どうかこれ以上未来に負の遺産を増やさないでいただきたい、そのためにこれ以上原発
に頼ること無い計画を示していただきたく思います。
一方でゼロシナリオでは温暖化対策について不十分であると考えます。追加的な施策を盛り込むことで脱原発と温暖化防止を備えたシナリオへと発展させることを望みます。そのために家庭を
始め事業所、企業、各主体に対する規制を強化していくことも必要かと思います。脱原発と温暖化防止対策を充実して頂き、日本を真の環境立国にしていただきたく思います。
また今回のパブリックコメントの収集方法について最後に意見させて頂きます。今回のパブリックコメントの収集はあまりに急で、7月から一ヶ月少ししかない期間は短すぎました。議論の決定が
急がれる内容とはいえ、2030年という未来の計画を決定するにあたってはもう少し必要な期間、意見収集方法を考案すべきだったのではないでしょうか。例えば、インターネットだけでなくテレビ
のCMなどマスコミを通じた広報はできたのではないでしょうか。今回の反省を必ず次回に生かしていただきたく思います。
パブリックコメントはどのように政策に反映されるかは明確に記載されていません。ただ反映されることを信じて、私は今このパブリックコメントを書くとともに、自主的な勉強会を開催します。忙し
い中でも頑張っております。国民の意見と真摯に向き合っていただけることを願っております。
以上です。よろしくお願い致します。

28105 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 　原発に頼らなくても、というか、頼らない方が健康にも環境にも、長い目で見たら経済的にも良いことは前から言われてきていましたが、今回の震災でやっと分かったでしょう。実際、原発がなく
てもやっていけることも分かったでしょう。原発を推進したいのは、経済効率を健康問題や環境問題よりも優先したい人たちだけです。でも、これも分かりきったことですが、原発は核のゴミなど、
高くつくんですけどね。

　火力発電は、ゴミとして多く出ているプラスチックを原料にすれば、石油に頼らなくて済む。とする物理学者がいます。しっかり高温で燃焼すれば、最終的に水と二酸化炭素に分かれるそうで
す。「二酸化炭素が増えると温暖化」というのは、謝りと指摘する学者もおいます。地球は昔から、１０万年の寒冷期、１万年の温暖化を繰り返しています。さらに今、温暖化が進んでいるのは。
汚れた空気が天を覆って、暖かい空気が宇宙へ逃げていけないからです。大気汚染の改善を急ぎましょう。

　また、プラスチックを燃やす際、家庭で使われいてる添加物入りのラップなどは、高温でも低温でも有害物質が出ます。なので、無添加のラップを使うことなどを法律で義務付ける必要がありま
す。

　今まであるものでも、原発の代わりにエネルギーを生み出すものはいくらでもあります。あとは、無駄遣いに気を配れれば、原発ゼロでもやっていけます。

28106 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はゼロを希望します。 人間がコントロールできない核の怖さを震災で思い知りました。
なお、このアンケートの周知も足りない気がしますし、
アンケートのHP上の場所がわかりにくいです。
それと、このアンケートに原発関係者が関われるのはおかしいと
思いますので、その見極めもできないのはいかがなものかと
思います。

28107 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「即、原発０」を目指すべき。どのシナリオでも不確定
要素が多い。ならば、判断するポイントは「原発の危
険」と「エネルギー確保を含む経済の不安定さ」との比
較のみ。今こそ、未来を選び取る意志を示したい。

「２０３０年に原発０」ではなく、「即、原発０」を目指すべき。
討論型世論調査で提示されている資料を読んでも、けっきょくのところ、どのシナリオにしても、未来のことのため不確定要素が多いことがわかる。であるならば、判断するポイントは「原発の危
険」と「エネルギー確保を含む経済の不安定さ」との比較に絞るべき。前者は後者とは比べものにならないほどのリスク。けっきょくはどういう未来を選び取るのか、の意志の問題だ。

28108 個人 その他 ６０代 男性 原発比率２０～２５％を支持します。
再生可能エネルギーに力を入れるべきですが，この１
０年を振り返ってみてもどれだけ適用拡大できたで
しょうか。２０３０年の再生可能比率の実現可能性が
見えません。

地球温暖化であれだけ、ＣＯ２削減を叫びながら、一体どうなっているのですか。原子力がなくなれば、化石燃料に依存する比率が増えるのは明らかです。
エネルギーセキュリティ、化石資源保護の観点の議論が置き去りにされています。

28109 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)ゼロシナリオ
を選択します。即時廃止を求めます。

原子力発電はクリーンなエネルギーでもなく、発電にかかる金額も、事故が起こった時に膨大な賠償などにかかる費用が含まれずに、安価と言っているだけでした。

他の国の何倍も払って天然ガスを買ったりせず、適正な価格で日本がかえば、火力などでも問題ないはずです。自然エネルギーならもっと良いでしょう。地熱も日本は使えるはずです。

こうして福島原発の重大な事故を起こしてしまった日本は今こそ、脱原発を世界に宣言すべきと考えます。

よって即時原発廃止を強く求めます。

28110 個人 無職 ６０代 男性 「ゼロ」シナリオに賛成。ただし、再生エネルギー導入
にあたっては自然環境等に配慮して行う。

人間が制御不能となる恐れがあり、かつ2030年以前に実現すべき。代替としては、再生エネルギー技術が自然環境に影響を及ぼさない技術が完成するまでは天然ガスで対応。太陽光、風力、
地熱の利用拡充は自然環境、地域経済・社会等の問題点を早急に解決する必要がある。また、廃炉のための人材の確保と使用済み核燃料の処理は優先課題となる。電気料金の値上げはや
むなし。

28111 個人 家事専
業

６０代 女性 原発新設無し４０年廃炉が約束されるのであればの
選択肢２、１５％のシナリオもいけると思いますがそう
でないのなら、選択肢１のゼロのシナリオを支持しま
す。

他にどんな理由があろうとも、これ以上、放射能を出し続ける「使用済み核燃料」を増やすわけにはいきません。今の時代の人が責任を取れない物質に対して、何を言わんかです。国やそこに
関わる人たちはＣＯ２にあれだけ、ヒステリックになったのに、放射能より経済だという根拠がわかりません。経済は何を目標にするかで違う回り方をします。基本の衣食住がきちんとしてれば、
人間は暮らせるし必ず回っていきます。原発はその生まれ方、維持の仕方、管理の仕方全てにわたって暴力的な機械です。もうここから離れる時期に来ています。国の防衛のためにも技術を
残すために必要と言ってる意見を聞きましたが、戦争が怖いからそれを阻止するために地球や、人間、生き物の生存権を奪ってもいいのか、経済や政治をゲームのように考えている感じがして
非常に残念です。

28112 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢
「即刻、原発０」を主張します。当然「2030年も原発ゼ
ロ」です。

いつどこで大地震が起きてもおかしくない国土で、原
発を運転するべきではない。

　「残余のリスク」が認められ、それに対し『合理的に実行可能な限り小さくするための努力が払われるべきである』と述べられているが、いったい、どうやってそのリスクに対応し、事故を防ぐの
か。具体性が無く、いつまでに何をしようとしているのか全くわからない。もし明日、防ぎきれない災害事故が起きたら、どうなるのか。
　2030年までにではなく、即刻、原発ゼロを主張します。
　
　事故が起きたら取り返しのつかない原発に頼るのではなく、政府は、再生可能エネルギーの開発・推進にもっともっと力を入れるべきだ。
　もし、もう一度、原発事故が起きたら、日本は終わりだ。
　電気が不足すると経済発展に悪影響が云々と議論する前に、事故が起きたら経済発展どころの話ではないことを想像するべきだ。
　
　一生、これ以上、放射能汚染を心配しながら生きていくのは、絶対にいやだ。

28113 個人 学生 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。 「原子力は安全であるという大前提が大きく揺らいだ」ばかりではなく、東京電力が実質国有化されたことにより、電力会社は原子力のリスクを負担することができず決して安価なエネルギーで
はないことが明らかになりました。従って、ゼロシナリオが最善の選択です。

エネルギー選択の４つの視点についての意見
(1)ゼロシナリオには規制と経済的負担を強いるとしていますが、他のシナリオに必要な原子力の安全確保にかかるコストは示されていません。妥当なコストを提示することができるのでしょう
か?
(2)エネルギー安全保障については、国内のエネルギー資源(尖閣諸島近海に埋蔵される原油、太平洋と日本海に発見されたメタンハイドレード、南関東のガス田など)を増産・開発することに
よって強化をはかるべきです。
(3)地球温暖化問題へは、ゼロシナリオで挙げている省エネルギーやCO2削減対策、天然ガスシフトを実施し貢献するべきです。これは原子力をある程度維持すれば不要になると言うものでは
ありません。
(4)国内のエネルギー資源を開発しコストを抑制していくべきです。エネルギーミックスを転換した結果、産業や雇用が空洞化するかは疑問です。新たに創出される分野もあるはずです。原子力
に関しても廃炉や放射性廃棄物の処理といった分野が必要になります。

原子力の安全確保が不十分、避難に利用できない精度のスピーディ、ベント時の放射線フィルタが設置されていない、免震重要等が設置されていないなどの現状では、即刻原発停止を求めた
いです。

28114 個人 自営業 ７０代 男性 ２０３０年における3つのシナリオについてはすべて反
対です。
原発は直ちに止めて廃炉にし脱原発を達成すべきで
す、そして２０３０年には化石燃料からも脱却して自然
エネルギー１００％の経済社会にすべきです。

まず原子力の安全確保とよく言われますが、人間の作り上げたものに絶対安全
と云うものはありません、飛行機・鉄道・自動車・等々全て事故の連続です、
原発の事故は放射能によって自然界の空気・水・海・山・川・等全てを汚染して人類が生存出来なくなりますので絶対安全でなければいけませんが人間社会に絶対はあり得ないのですから、原
発からは直ちに脱却すべきです。
次に全ての化石燃料はおおよそ５０年から１００年で全て枯渇すると云われていますが地球に埋没している資源は果たして人間だけの所有物でしょうか、私は地球上に生存する全ての生き物
が恩恵を受けるものであると思います、又今を生きる人間だけが資源全てを使い果たしてよいものでしょうか、１００年先に生きる人間（その他の生物も含めて）には何もなくなってしまいます、又
地球に埋没している資源を全て掘りつくせば地球の生態系を壊し大きな自然破壊につながり、大きな自然災害を引き起こし、人類が地球上に生存出来なくなります、そういった事を考えると一
日も早く化石燃料からも脱却して自然エネルギーに転換すべきです、又１００年先に生きる人は当然自然エネルギーで生きていかなければいけないのです、”不完全な劣等動物である人間”（エ
リック・ホッファー）が自然界を制御できるなどとと考えるのは大きな間違いです
人間は自然の手の上で生きる一動物です、他の動物より優れた生き物であると考えるのは傲慢な驕りです、自然界は偉大なものです、自然に対しては従順になるべきです、未来を生きる子供
たちに残すべき一番大きな財産は美しい自然です、いつまでも経済成長ばかり考えていないで生き物が生存してゆく事が一番大切なことであると気ずくべきです、資源の奪い合いが、多くの戦
争を引き起こしてきました、もう資源の奪い合いはやめて平和な地球にしましょう。

28115 個人 その他 ５０代 男性 原発０％を支持、時期は２０３０年でなくて即時撤廃 火力を停止し、恒久電源も防潮堤も免震棟もない大飯原発を再稼働した事は国民を危険にさらしている。そして猛暑でも稼働中原発は東電０、全国２基です。原発０で日本経済は成り立つ。省
エネと脱原発で先進国になる時です。

福島原発で国民が故郷を失い、膨大な国土が汚染された。電力のためにはあまりにも大きすぎ犠牲だ。それでも学者も東電も政治家も誰も責任をとらない。もう二度と悲惨な事故を起こさない
ために、原発０％即時撤廃しかない。

（削除）
ＨＰ　http://www.nakayama-lab.com/essay/atm.html

28116 個人 家事専
業

６０代 女性 商業用原子炉をすべて止めることを求めます。核廃
棄物の処理・核燃料リサイクル・最終核廃棄物の処理
の技術が未完成のままで続けることは、将来の人類・
地球上の生命体に対する危機を呼び起こし、文明を
破壊する。

　核燃料廃棄物（核のゴミ）の処理、核燃料リサイクルの技術、最終核廃棄物の処分の問題についての技術が未完成であるということは、原子力発電そのものの技術が未完成であるということ
です。自然災害等に対する原子炉の安全性に多くの疑問が生じている現在ですが、それ以前の問題として、蓄積し続ける「核のゴミ」の処理ができない以上、商業用原子炉はすべて無くすべき
であり、それしかないはずです。
　今後の「核のゴミ」等の処理・処分等の研究と、商業用の原子炉の稼働問題をゴッチャにして、すべての商業用の原子力発電を止めることを否定する主張がありますが、それは問題を誤魔化
しているに過ぎない主張であると思います。
　まず、必要なことは、未完成技術であるにもかかわらず、実用化されてしまった原子力発電を止めることを決断する必要があるということです。「核のゴミ」を地球上に残しているということは、
「赤字国債」を孫の代まで残して、若い世代に負担をかけるという問題どころではない、人類、地球の生命体全体の将来に対する重大な問題であるはずです。まず、原子力発電によるエネル
ギー政策・経済政策を止めて下さい。
　そもそも原子炉の研究は、軍事用のプルトニウムの生産を目的としたプルトニウム原子炉から始まったもので、この原子炉を動かす度に、冷却用の水が大量に必要で、ここから大量の水蒸気
が生ずるので、これを使ってタービンを回せば、発電できるということに気が付いたところから、原子力発電をいう技術が生まれたのだという歴史を辿るならば、「核のゴミ処理」についての何の
対策もないまま、「原発」技術が発展してきてしまった理由が理解できます。もともとは、核廃棄物ではなく、核兵器原料生産物だったわけですから。
　根本的なところから、原子力発電をいう技術を考え直さなければならない、自然災害に対する安全性だけを検討すればよいということではないと認識するに至りました。

28117 個人 自営業 ３０代 男性 原発は速やかにゼロとすべき。
しかも、２０３０年までなどと悠長なことを言わず、即刻
ゼロにすべき。

万が一事故があれば、あまりに被害が大きく、取り返しのつかないことになってしまう。
倫理的にも、もはや原発は持つべきでないことが明らかだと思う。
また、事故がなくても、被曝労働の問題が不可避である。
したがって、即刻ゼロにすべきである。

28118 個人 無職 ５０代 女性 原発はすべて即時廃炉にしてください。 フクシマの事故によって、日本は日本国内だけではなく、世界中に迷惑をかけています。また、原発がなくても電力が足りている、国民の生活は困らないということは、多くの人が知るところで
す。何故、今更、原発が必要なのでしょうか？
困るのは電力会社と政府だけですよね。国民が反対している中、原発の再稼働をするという暴挙、政府の汚さが良く分かります。これは民主主義ではありません。政府と一部の国民だけが得を
するだけです。原発の方がコストが安いとか、嘘ばかりついてきて、責任を取ろうとしない。フクシマはまだ終わっていません。これ以上、原発に頼って世界に恥を晒す気ですか。放射能によっ
て、どれだけの人々が困っているか考えてみてください。

28119 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原原発はいりません」
「原発は即刻廃止して下さい」

ゼロシナリオです。

岐阜を福島のようにしたくないから。

28120 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
原発に、絶対的は安全性は「絶対」にないと思います。そのことが、絶対に言えることだと思います。
人が作ったもので、絶対なものがない限り、最も大きな被害を与え、日本のみならず、世界中の人々にも、甚大な被害を与える原発は、絶対持つべきではないと思います。命を守ることこそが、
絶対に大切なことであって、それ以外のことは、最大の努力を傾けることによって、乗り越えていく覚悟をするしかないと思います。
大きな犠牲があるかもしれませんし、その為の道は遠いかもしれませんが、その道こそ、私達がこれから、忍耐と努力によって、時には犠牲を払いながら求めていかなければならないことだと思
うのです。国民の多くも、おそらくその覚悟はできているのではないでしょうか。たしかに、目先に生じる多くの問題点はあると思いますが、例えば、「節電」一つをとっても、今まで考えられないほ
どの一致した国民の思いが伝わってきますし、反映されていると思います。日本人は、本当に大切なこと、やらなければならないと思ったことには、現象的な、或いは表面的な苦痛を乗り越えて
も、できる力を本来持っているのではないでしょうか。国民の協力と新しい技術、技術革新によって、原子力ではない方法での発電に向かう覚悟をすべきだと思います。
原発は、ただ稼働させているときだけの問題だけではなく、維持する上でも、又、燃料の廃棄物の処理の上でも、そして又廃炉にするにあたっても、莫大な費用がかかります。長い目でみれば、
それらの費用と国民の子々孫々までの安全性を考えるならば、ここでこそ政府も国民も一丸となって危うい砂上の楼閣のような原発への依存をなくすべきだと思います。
国にとって、一番大切なことは、国民の命を、そして子々孫々まで日本国土の安全を保障していくことではないでしょうか。子や孫を持つ一市民として、その先に続く者達への健康と安全を願わ
ずにはいられません。

28121 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 日本にある原発とりあえず全部止めてから、解決策を
見いだしてほしいです。
　

　地震から１年５ヶ月たっても問題は何も解決していません。日々流れ出る放射能に子ども達が一番最初に犯され、苦しんでいます。電力会社は、福嶋原発事故の調査結果も何も明らかになっ
ていないのに、大飯原発の再稼働を強行し、日本国文を恐怖のどん底に落とし込んでいます。日本はどうなるのでしょうか。本当に恐ろしいです。とにかく日本にある原発とりあえず全部止めて
から、解決策を見いだしてほしいです。
再稼働されて大飯原発は、マグニチュ－ド７．８の地震でげんぱつそのものが爆発してしまうそうです。
それに、瓦礫処理の問題も、経産省では、「福嶋でだけで『奇形児』が生まれたら、原発が原因とされるが、瓦礫処理を全国に回せば、全国で『奇形児』が生まれたら大丈夫という話が平然とさ
れていると聞いています。、国や国会は、国民を何と考えているのでしょうか？本当に恐ろしいことです。国民の立場に立って、全国の原発を即座中止して、安全な日本にして下さい。



28122 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロを支持します。 日本が温暖化対策や生物多様性といったグローバルイシューに真摯に取組み、環境貢献先進国となる日が来ることを渇望しています。
自然と自然とともにあったかつての日本を敬い、国として威厳と誇りを持ってこれからの日本を築いていけないのでしょうか？
どうかもう一度国民の本当の声が届き、100年後の子供たちへ胸を張れる選択が行われますように。

28123 個人 法人等 ７０代 男性 選択肢(1)原発ゼロを支持します。今後の新エネ、省エ
ネ技術の開発、産業構造やライフスタイルの転換・変
革を考慮すると、原発ゼロを２０３０年より前倒しで達
成できると考える。

選択肢(1)ゼロシナリオを支持します。
しかし、選択肢は事前に定められた3種しかなく問題です。国の進むべき道を決める重要な案件でありのにも拘らず、2030年に至るまでのロードマップも示されておらず、選択肢をこの3種類にし
た理由も明らかではありません。緊急を要する事案である事は理解しますが、もっと時間をかけて(例えば1年程度）専門家や民間からのアイディアや英知を結集した議論をした上でシナリオを
設定し、国民の同意を得るべきです。先ずシナリオありきでは問題です。根拠やロードマップがあいまいなままにシナリオを設定しても画餅に終わってしまいます。福島の事故で明らかなように
原発は一度事故が起きれば他の発電法とは異なり、短期間の収束は出来ず、非常に長期間の対応が必要となり、影響は広範囲に及びます。もし、もう一度同様な事故が起きれば影響は全土
に及び、日本は信用を失い農産物に限らず、工業製品、技術であっても国際市場での価値を失い、国としての存続すら危ぶまれます。また、原発コストは安いとされますが、バックエンド費用等
まだ明らかになっていない費用を考えれば安価なエネルギーとは言えません、人間が開発したもので絶対に安全と言う物は存在しません。特に日本のような全土が地震地帯と言っても過言で
はない国では原発は絶対に排除されるべきものです。原発ゼロと温室効果ガス排出量２５％減の両立を２０３０年より早く達成する事も可能と考えます。その為には新ネルギー、省エネ技術、二
酸化炭素の固定化や積極的利用(例えば高効率光合成)等の徹底した研究開発、ライフスタイルの変革に関して人、金、物の大規模な注入、教育の場での徹底した教育(理論及び実践)が必要
です。先進国の責務として、物を大量に消費し使い捨てる生活から脱却し、もっと本質的な豊かさを求めるパラダイムに変換すべきです。シナリオの説明で、２０３０年に至るもエネルギー需要
(電力消費)が殆ど変わらない仮説は納得できません。省エネ技術や機器の進歩、産業構造の変化、ライフスタイルの変革等を考えればエネルギー総需要量、温室ガス排出量は大幅に減少で
きる筈です。シナリオ設定はこれらの要素に踏み込んだ仮説を踏まえて行われるべきです。電力料アップが産業の空洞化を招くとされますが、それ以前により安い人件費、土地代、税金の国で
同じ物を作れば競合に勝てず、日本国内での生産が立ち行かなくなるのは必然であり、電力料アップが空洞化の原因とは言えません。日本も良い物を大量に安く作り、販売する産業構造から
知恵を売る産業(必ずしも先端産業だけではなく、観光業や世界に通用する職人技等も含む)に主軸を移すべきです。その為には企業経営者、国民の意識改革が重要です。今回のエネルギー
政策の転換はまたとないチャンスであり、日本人の知恵と、感性と美意識を結集すれば世界一安全で暮らしやすい国となり、一流国の物質的なリーダーではなく、豊かな国として世界のリー
ダーになり得ると考えます。エネルギー政策は単にエネルギーの需給/バランス、温室効果ガスの排出量を考慮して立てるのではなく、産業構造やライフスタイルの積極的な変革を考慮し、そ
の時点時点でのあるべき姿、達成すべき事項を明確にしたロードマップを作り、国民全体での議論を通じ、日本の、日本国民の選択を決定すべきです。

28124 個人 その他 ３０代 女性 原発依存度は２０３０年で１５％。
１１月末までに泊原発を再稼働を。
再生可能エネルギー開発および省電力技術への投
資実用化に向けた政策を。
古い原発は早期廃炉に。

･原発依存度は２０３０年で１５％
･再生可能エネルギー開発および省電力技術への投資実用化に向けた政策を
リスク分散という意味でも、原発依存度をゼロにするのは危険である。一方で、今回の事故をきっかけに、原発依存を減らす方向での民意が広がっている。これを機に、エネルギーの利用の仕
方そのものの考え方を国民あげて変革するととともに、原発･火力以外の発電方法の開発に十分な投資と実用化に向けた政策を推し進めるべきである。

･北海道では、１１月末までに泊原発を再稼働を
現状の北海道では、電気なしに暖房を行うことができる世帯はごく一部であり、北海道の冬に電力不足が逼迫すれば、多くの道民に健康･生命の危機が発生しうる。このため、大飯原発再稼働
と同様の措置を泊原発に対して行い、１１月末までの再稼働を望む。一方で、北海道での冬の暖房は暑すぎるという事実もあるため、道民への冬の省エネ教育の徹底も必要である。

･古い原発は早期廃炉に。
現存する原発の中での安全性についてのランキングを行い公表するとともに、安全性が低いものから順に廃炉を行う。

28125 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択すべきである。 安全が保障されないことが証明された原子力発電を稼働させ続けるリスク、ゼロシナリオを選択し、将来有望な新技術へ投資を行い環境技術において世界をリードするメリットを勘案し、ゼロシ
ナリオを選択すべきであると考えます。

28126 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。

未だをもって、福島原発の本当の収束が見られない
ため。

もしすでに、事故が起きてすぐにでも収束していたのであれば、原発ゼロシナリオを選ばなくても良いかな、と思ったかもしれません。

しかし、まだまだ福島原発からはかなりの数値の放射性物質が世界中に拡散されています。
日本の子供たちだけでなく、世界中の子供たちを危機にさらしているのです。

原発以外にも色々な発電の手段はあるはずです。
むしろ原発のおかげでもっと費用が安くなる部分があるのでは？

まずは自然エネルギーで発電する方法などを考え、実践するのが先ではないでしょうか。
太陽、風力、水力発電など色々あります。

節電なども色々考えていけると思います。
人材をもっと掘り下げていくことができるのではないでしょうか。

現在の福島の作業員の方々もどんどん被ばく量が大きくなり、先日はニュースで被曝値をさげるために鉛のケースに入れるように、という指示があったとかいうのを見ました。
そこまでしないと確保できない作業員が今後どんどん減っていきます。

技術大国としてもっと色々な事ができると信じています。

28127 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ選択の道しか他にはない 目に見えいない放射能を、科学の力では制御することすらできないので、ゼロシナリオに１票です。
放射線量が高くて地元に戻れなくなった、
高濃度セシウム等による食品廃棄、
東日本大震災による福島原発事故が原因であることは明白です。
健康被害はまだありません（報道されていません）が、今の段階ではゼロシナリオしかありません。

28128 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 即刻、原発の稼働をやめてもらいたい リスクの大きい原子力発電を、地震が頻発する日本で稼働することの危険性が明白となった今、なぜいたずらに原子力発電の延命をはかるのか理解できない。即刻、代替エネルギーの開発に
舵をとるべきだ。今まさに決断する時である。

28129 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は震災前を維持すべき。少なくとも２０～２５％以
上が必要である。

資源の少ない日本が経済を維持・発展させるためには電力エネルギーは不可欠。

現状では原発に代わるエネルギーでは、電力は不足する。又は増加しない。

原発を止めるのではなく、安全性を高めるための努力、技術革新を図ればよいだけのこと。

代替エネルギーの開発も同時にやることについては反対ではない。

28130 個人 無職 ６０代 男性 管理不能な原発はゼロにする。現在の科学では過
去、現在、未来の全ての原発がこれに当たる。得られ
ない電気は使わない。食えない時代に我慢したよう
に。電気が作れなければ消費を減らすのみ。無駄は
沢山ある。

過去には原発は管理可能と公表されてきた。それゆえ、多くの地方村が褒美ほしさに誘致してきた。そんな褒美を電力消費者の多くは今回初めて知った。
今日、管理不能が露呈した。褒美もなかった諸費者は料金及び税金の値上げ、環境及び安全の破壊で苦しむ未来が確実である。原因は原発が管理不能であるからというだけである。管理不
能なものは他にもある。しかし、それらは、時間と地域が限定的である。放射能もセシウム半減期、運よく立地県のみの被害と考えれば限定的という人もいる。しかし、時間は一人の健康人生相
当、加えて世代を超えての影響、そして運良くなければ地域はほぼ無限である。被害の度合を無視した比較はできず、今回の事件を不運では処理できない所以がある。ここに被害を与える量
を考えて加算すれば、すくなくとも地域生物全滅、再生不能となる。原発というこれだけの危険物を後世の人に残す権利は現在の我々にない。生物は子孫の繁栄に寄与することで生きることを
許される。祖先は皆、子孫の繁栄、幸福を願って死んでいる。現在人が自分の繁栄のためだけに生きることは許されない。電気がなければ使わなければ良い。日本では姨捨山もあった。食べら
れなければ食べないようにした。そして、食べる努力をし、その犠牲者の恩に報いた。石炭、石油、電気とエネルギーを変えてきたが、それは全て安全を基本としている。安全エネルギーがどの
程度であるか分かれば、その中で生活し、必要ならばエネルギーを増す努力をする。過去にエネルギー不足のために戦争をしたような愚かなことはしてはいけない。不足を盾に非安全、悪を正
当化してはいけない。電気不足で他国の産業にまけるという人もいう。もっと負けれている国もあり、今でも決して幸せな人ばかりではない。他国に勝つとの名目で行った悪は数えきれない。国
家・国民主義よりも全人類主義平和・幸福主義で良い。格差はどこの国でも２％の大裕福人と９８％の貧民とに向かっている。日本はそこまでグローバルにならなくとも、９０％の中流でよい。過
去にはそれを達成したし、それで良しとしていた。物、金は得たものを使うのであって、ないものを使うのではない。電気がないというなら、電気の無駄遣いはあまりある。テレビ他の電波事業は
不要不急の「騒ぎ」の垂れ流しである。その垂れ流しを不要不急の人が見ている。これが見せかけの繁栄を築き、垂れ流し側が２％の大裕福人を生み出し、不要不急な人は当然９８％になり、
やがては憲法の生存権と他人の善意にたよる。真夏真冬の冷暖房や暗闇の防犯灯、道路灯の削減など善意者の犠牲は行うが、非善意者の行動は違法でないとの理由からか行われない。善
意者の事故や事件は新聞の三面記事に載っても当事者の我慢で終わる。（商店・公共施設内の立ち歩き者、夜間の事故・犯罪の増加は善意行動の副作用である。）今一度、何が必要か、何を
工夫すべきかを考えて電気を使う。そして安全でない原発はやめて、安全なエネルギーを作り出す。安易に原発が安全との嘘にだまされて他の安全なエネルギーへの努力をしなかったことを
恥じて、研究しよう。だまされずに原発と同じ時間、金を掛けて研究していればきっと良いものが出来ていた、すくなくとも今始めた環境エネルギーはもっと発達していた。だました奴には罰を、与
えるのが法治国家である。そして、努力した人には褒美を与えるのが人類社会である。世界には新エネルギーを解決できる優秀な人間は沢山いる。安全とだましたのが悪い、今度はだましなし
で研究しよう。安全を開発者に保証し、人類に安心を保証するためにも、原発をやめて、すぐ最終処理に入るべきである。

28131 個人 家事専
業

７０代 女性 さまざまな事情があるでしょうが、やはり最終的には
「脱原発へ」の道をと思います。

ここまで便利な生活（３０年前にはなかった）、文明の利器。おかげで快適に暮らし、なおかつ昔は亡くなったはずの病人も助けられています。それは確かにすばらしいことです。そういう化学の
進歩は大切なのかもしれませんが、一方、「電気がなくてはそういう生活を維持できない。原発でなくては「安価な」電力が得られない、と決めつけるのはいかがなものでしょうか？４０年前に、
「絶対安全」と国民を騙して、原子力の平和利用を始めた日本。国民もほとんどが疑いも持たず享受してきたのです。だから私たちも同罪です。子や孫やその後の子孫に対して地獄を残すこと
になりました。廃炉にするのも大変。使用済みの燃料を処分することもできない。このまま増え続けます。そしたらどうなるのか。少子化対策なんて無意味です。我が家の子供たちは子供を作る
ことを控えています。だって、可哀想だからと。孫に会えないわたしたち夫婦ですが、仕方ありません。もう福島の子供たちに癌の兆候が出始めていますよね。
政府は、いまさら後には引けず、つっぱっていくのでしょうか。原子村の方たちの利益も考えませんとね。でも、なんとかして少しずつでも原発を減らし、自然エネルギーの開発に力を入れてみて
いただけませんか？何十年後、何百年後の人たちのために。勿論、日本だけでなく世界中の国々にも呼びかけていただきたいです。
金よりもたいせつな、人命を守ってください。

28132 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ　を選ぶ。しかも即時。
原発は　0％以外ない。

原発ゼロシナリオ　を選ぶ。しかも即時。
原発は　0％以外ない。
この％（パーセンテージ）自体の質問が「誘導」であるから。
0％以外、つまり15％の稼働率であっても、福島第二やその他の原発が存続可能になるから。

この様な質問は、
重要な事柄、具体例を出さずに行われる。この事自体に、政府に対する不信、怒りを感じております。

28133 個人 無職 ７０代 男性 1 1

28134 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 地震大国の日本において、原子力推進ありきで1900年代から2000年前半に建築された原発を今後も稼動させ続けるリスクは何ものにも換えられないと考えます。
したがって、原発は撤廃し、代替エネルギーへシフトを行うべきと考えます。

28135 個人 学生 ２０代 男性 原発は現在必要な不可欠なエネルギーとされている
が将来的にはなくなるのが望ましい

今現在も原発は大飯原発のみで日本全国賄えていることを考えなければならない。
つまり日本の電力需要は従来過剰供給に陥っていたわけであってある程度の予備電源を残したとしても原発抜きで達成することは十分可能な数字である。
つまり政府としては火力発電の中でも温室効果ガス排出の少ない天然ガスを原料とする発電所を
関電管内に数か所新設し、それらが稼働を始め次第全ての原発を止めて廃炉を始めるのが望ましい。
北陸・中国電力は原子力発電を用いずともすでにエネルギーの安定供給が実現できている段階であるため、すべての原発を速やかに廃炉開始することが可能であり、北海道・四国・東京・九
州電力は予備電力の側面で不備が生じないように火力発電所を1～2か所程度新設する。
その間に原子力発電は古くて稼働してない発電所から順番に廃炉作業を開始していくのが望ましい。
20年後には原子力発電所の数は０にはならないがすべて廃炉作業に入っている段階
となれば経済や電力需給に大きな影響を与えずに原発０が実現できると考える。

28136 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年時点での原子力発電の割合をゼロシナリオと
していただきたいです。

東日本大震災では、原子力の危険性が露呈したのみではなく、廃棄物の処理問題なども周知のものとなりました。
「災害に上限はない」が、東日本大震災以降の日本の災害対策の前提であるのならば、それにより発生するリスクは最小限に抑える努力をすべきと考えます。
原子力発電に反対なのではなく、現段階で原子力に頼る危険性を感じております。
原子力の研究は引き続き行うべきとも考えていますが、その安全性と廃棄物の処理問題が解決するまでは、リスクを考慮して、ゼロと言わざるを得ません。

28137 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発ゼロシナリオを選択します。 国民に嘘の収束宣言をし、「自分が責任を取る」と虚言を吐く「ドジョウ大人」に日本を預けられない。

日本は火山国。安全性の低い原発稼働は、広島、長崎の悲劇を再び日本人の手で日本人に過ちを犯すことになる。

28138 個人 その他 ５０代 男性 原発はいりません。 福島原発事故が起きた日本だからこそ、人類がコントロールできない原発の廃止を表明し実行すべきだ。

28139 個人 自営業 ３０代 男性 脱原発 放射能の危険性、使用済み核燃料の処理の問題を考えると、原子力発電はやめた方がいいと思います。

28140 個人 その他 ５０代 女性 原発は、絶対必要であり、削減してもならないし、なく
してもならないと思います。

この夏の暑い中で、電気代を節約して自分の命をなくす人のなんと多い事でしょう。冷房を使っていない商店街に行きますが、暑くて汗が吹き出るので商品選びもそこそこに帰っています。買い
物客がいません。暑い商店街には人気がなくなっていってます。倒産件数は増えませんか？自殺者は増えませんか？原発なくし、暑さのため、身体を壊したり、命を失ったりしていく人が増えて
ます。涙は流れないのでしょうか？
原発反対の人は、冷房使っていませんか？節約しなくても電気代が払え、環境の整った家に住む豊かな生活ができる人が、原発反対してますか？
その人たち、自分たちの直接的に目には見えないけど、隠れた殺人者ですよ。

28141 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 0% たしかに原発は電気をうみだします。
でも、それ以上に危ないものを半永久的にうみだしつづけます。
私は子どもたちに胸を張って原発をお願いしますとはいえないし、子どもたちにのこしたくない。

だから、原発0%という意見です。

28142 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 完全なゼロシナリオに賛成する。すみやかにすべて
の原子力発電所を停止し、再生可能な自然エネル
ギーを中軸に据えたエネルギー政策に転換するべき
である。

２０１１年３月１１日の福島第一原子力発電所の事故については、原因が定かではない。津波による全電源喪失が原因であると主張する意見、それ以前に地震の揺れが原因であると主張する
意見、さまざまである。しかしながら地震か津波のいずれか、自然災害が想定を超えた時に大きな事故が発生することは共通する。これによってもたらされた被害は甚大で、私の知人を含めて
数多くの周辺住民が住まいや財産を失い、地域コミュニティーが破壊され、悲観して命を絶つものも少なくない。狭い国土に数多くの原子力発電所が立地し、その狭い国土が地震の活動期を迎
え、大半の原子力発電所が津波の脅威にさらされるであろう立地にあることは、福島に類した被害が発生する可能性が国土全体に放置されているといっても過言ではない。
原子力は夢のエネルギーであると同時に、兵器ともなる危険な技術であり、広島・長崎・ビキニでの軍事による放射線被害の実体験を持つ日本は、兵器でもありエネルギーでもある原子力から
脱却し、国土にあふれるキャパシティーの大きい再生可能自然エネルギーに軸足を移し、その技術を世界をリードするものに高めていくべきである。
速やかにすべての原子力発電所を停止し、原子力発電にかかる研究の成果も活用しつつ、再生可能自然エネルギーの技術開発にまい進するべきと考える。
それこそが世界に大きな衝撃を与え、地域を破壊し、地域住民に多くの困難をもたらした福島第一原発事故を発生させた日本、世界で最初の被爆国である日本、諸外国が羨望を送る科学技術
大国である日本が取るべき選択である。

28143 個人 その他 ３０代 男性 千年後の安定エネルギー供給を目指す。
安全を完全確保し、原発100％を目指す。
化石燃料は未来に残す。
再生可能エネルギーの大規模展開は、環境への影響
を精査必要。
新エネルギー源を開発研究。

個人情報保護に関する記述が見当たらないため、匿名でのコメントとなります。
悪しからずご了承ください。



28144 個人 無職 ７０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 火山国日本の地理的要因に目をつぶり、原発増設し、使用済み核燃料の最終処理、または最終処分も先が見えない状態。毎年膨大な税金が投入されている現実を変えなければならない。

放射能から出るいろんなものの半減期が子供・孫世代に及ぶ影響を考えると恐ろしい。

28145 個人 法人等 ４０代 女性 　2030年までに、原発依存を０パーセントにすることが
必要だと考えます。

　原子力発電が抱え持つリスクを考えた時、ゼロにする方向でエネルギー政策を考えることが必要だと思います。
　経済や市民生活への影響を考慮した、という理由で再稼働が行われましたが、事故の際の対策も不十分なまま、まさに見切り発車だったことにも、日本では安全に原発を扱えない国であるこ
とを見せつけられたと感じました。
　「持続可能な社会」を考えた時、再生可能エネルギーを積極的に導入していくべきです。再生可能エネルギーへの切り替えは、住民の安全・安心だけでなく、地域興しや日本の産業の新たな
「売り」へとつながる道であることにも注目してほしい。
　

28146 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 原発をなくすことは、日本の生命をなくすことと同じと
思います。

その理由；
　　代替えエネルギーがあまりにも脆弱です。まだまだ開発途上。

　　　原子力技術を保持することは、国の防衛政策としては、必須のことであります。

　　他国が原爆等を保持することをやめない限り、これを維持し、国際的な発言力をもたなければ、他国から全然相手にされません。

　　もし、中東からの原油輸入が不可能という場合の、リスク管理について真剣な配慮がなされていない。

　　　お祭り気分で、原発反対を叫ぶことは、マスコミ受けをねらう、自己の主張に過ぎない。国民のことより、自分を優先した考えであります。

　　または、中国の北朝鮮の口車にのせられた、売国的な、洗脳された考えといわざるを得ません。

　　原発をなくすことを考えるより、いまは、国防を第一とする優先順位を
掲げることこそが、国民の一番のぞんでいることであります。
　

28147 個人 自営業 ３０代 女性 私は(1)番の原発０パーセントを希望します。 私は(1)番の原発０パーセントを希望します。

理由はなぜ、こんなに人々を苦しめお金のかかるものに依存して暮らしていかなければいけないのか政府の考え方に納得できないからです。

なぜ、危険を承知で原発を動かそうとするのですか？

自分の親が子供が原発で将来家や土地、ふるさとを失う。
放射能に侵され幼い命が次々と奪われる。

原発があるだけでこれ以上の不幸が素人の私にも想像できる。
なのに政府が知らないわけがない。
今だけのことを考えないで国の代表、国民の代表として笑顔で暮らせる日本になるために力を出してください。

本当に大事なもののために戦ってください。
そうでないと本当にみんな日本を捨てる時が来ると思います。
国際社会からも日本は捨てられ、国民からも捨てられる。

そうなった責任は将来の政治家ではない。
今のあなた方にあるのです。

28148 個人 その他 ４０代 女性 原発依存度ゼロシナリオを支持します。
また、再生エネルギーの信頼度を高める方向へ予算
配分を希望します。

人災であった福島原発の事故以前に開催された資源エネルギー省主催の公開シンポジウム（2010年東京商工会議所）に参加しました。
質疑応答の時間が全く設定されていないことに驚きを感じましたが、「リスクを折り込み済みの原子力発電である」という原発事故以前の日本のエネルギー政策の方向性の把握を踏まえて、長
期優良住宅認定の自宅を新築しました。
設計段階でのハウスメーカーとの協議の結果、個人宅で設置できる既存の太陽光発電システムは投資費用に鑑みてメンテナンス費用および故障リスクが長期的にみて採算が合わないであろ
うという理由で、自宅でのエネルギー再生の可能性は排除しました。
紫外線90パーセントカットのペアガラスを用いてかつ自然光の取り入れの多い設計にしましたので、現在、日没まで自宅では照明（LED電球のみ）を点けることは皆無です。ハウスメーカーの言
う「現在の主流（2年前）」に従い60Aの契約にしていますが、今夏の猛暑に際しても吹き抜けがあり壁の少ない設計にしましたので実質的には30Aほどでブレーカーが落ちることはないように思
います。
原発事故が人災であることが明らかになった以上、原発依存度はゼロを目指すべきだと考えます。人間の作るいかなるシステム（工作物や人的組織など）に完全はありません。
戸建住宅に限らず集合住宅に関しても、建築デザインや建築資材一つ一つにまだまだ世界的視野に立って観ても投資の対象になり得る技術が日本にはあります。その関連研究や技術研鑽に
優先的に予算配分をすべきだと考えます。国内のエネルギー消費は国民の目先の生活よりも産業関連分野に優先的に配備していただきたく思います。
消費一方の生活様式と長期優良住宅の概念の齟齬にも目を向けて実質的にGNHの高い社会を志向する施策を強く希望します。

28149 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 エネルギー政策は、原発に頼らない 福島の事故と今だ、終息もせず、福島だけにとどまらず、東北関東の広範囲に渡る汚染が広がるなか、原発再稼働は許されません。
また、使用済み燃料の処分方法も確立していないのに、このまま、原子力にたよることはあまりにも無責任です。まず、きちんと、福島を処理させ、東電に捜査をいれ、責任をとらせ、そこから、
原発再稼働の、議論をすべき。国民を欺くのもいいかげんにしてください。 当面は火力でやっていくしかありません。電気代が高くなる!?
原発の処理費のがよほど、高くつきます。大飯原発もトラブル続きですね。早く止めてください。大飯動かしたあと、火力発電所、8個位止めたそうですね。電気、余ってますね、電力が足りない
から、安全性も確認できないが動かしますといった野田さん、嘘だったんですね。

28150 個人 その他 ５０代 女性 原発は、絶対反対。即、全てを廃炉にすべき。解決
策・安全確認など　ありえないと思っている。

原発を稼働する、ということは、いくら地震対策・津波対策を講じても、放射性廃棄物は常に出ている。これについての対策など「無い！」と思っている。いくら、地中奥深く埋めたとしても、地球の
１００年後２００年後を保証できます？自然を甘く見ていませんか？原発現場の　一番危険な部署で、総理は１日中いることはできます？
広島市内のスーパーマーケットでは　東北や長野・関東などの野菜は、いくら安くてもいつも売れ残っています。それに対して　地元の野菜コーナーは　少々高くても皆買ってます。２年前では考
えられないくらいの変化です。

皆、わかっているんです。売り場に並んでいても、その安全基準は信用できないと。東北の方々には　本当に気の毒で申し訳ないと思います。でも、自分の、家族の健康が最優先なのです。

悲しい時代になってしまいました。
オスプレイにしても、安全確認できるまで飛ばない・・でなく、確認できるまで日本に受け入れない！ではありませんか？
日本国民は　馬鹿ではありませんよ。

28151 個人 その他 ３０代 女性 原発反対！日本の未来に原子力発電所は必要な
い！永久廃炉に向けた判断を今すぐに考えて動いて
下さい！

原爆投下され、放射能汚染、被曝の恐ろしさを経験し、チェルノブイリ以上の事故を経験している日本。世界の手本となるべく日本となる為に、日本の未来を守為に、子どもたちの健康と未来と
命を守る為に、大飯原発再稼働及び、日本の原発全ての再稼働に反対します。

28152 個人 その他 ４０代 男性 　「より積極的な原発０％案」を支持する。
　再稼働中の大飯原発も含め、すべての原発を即座
に停止・廃炉にすべきである。高速増殖炉もんじゅや
核燃サイクルも即時廃止。

　「より積極的な原発０％案」を支持する。
　再稼働中の大飯原発も含め、すべての原発を即座に停止・廃炉にすべきである。高速増殖炉もんじゅや核燃サイクルも即時廃止。

　昨年に続き、本年も十分に電力は足りている。原発は不要であることは、実証された。多くの原子炉が活断層の上にあり、危険極まりない。即座に廃止すべきである。全国での意見聴取会で
も、７割近くの人々が「原発０％案」を支持した。
　福島に至っては、ほぼ全員が「原発０％案」を支持している現実を政府、電力会社、国会議員は良く考えるべきだ。２０１１年３月１１日の東京電力原発人災以降、何も問題が解決していないに
もかかわらず、冷温停止「状態」宣言し、野田首相の責任で大飯原発を再稼働するなど、福島で被災・被曝した人々に失礼極まりない行為を繰り返している。いまもそこで苦しんでいる人々が居
るのにもかかわらずである。まず、議論の前提は、全原発廃炉・核燃サイクル廃止であり、それが議論の出発点であるべきだ。

　非常時だけでなく、恒常的に労働者を被曝させなければ原子力発電は成り立たない。しかも、それは電力会社の幹部ではなく、下請けや孫請けの弱い労働者である。「たかが電気のため
に」、このような誰かの被曝という犠牲でしか成り立たないような発電方式を選択することは誤っている。

　省エネに努め、今ある電力でわれわれは十分に心豊かに暮らせる。『暗闇の思想』に学ぶべきだし、『浪費なき成長』は可能である。

28153 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発はもう必要ないです。福島の事故後、すぐに原発
ゼロを目指すとしたドイツのように、すぐに日本も動き
出せなかったのは残念です。でも今からでも遅くな
い。これから原発ゼロを目指しましょう。

福島の事故で本当の安心なんて、原発を持つ国ではあり得ないと感じました。安全を目指すなら原発ゼロ。これ以外にあり得ないと思います。

28154 個人 自営業 ３０代 男性 日本の経済成長のために電力供給が不足してはなら
ない。また、国防の観点から原発開発および稼動は
捨ててはならない。2030年の原発比率は５０％程度で
どうか。

2030年はたった18年後ですから、代替エネルギーで技術開発、インフラ開発、社会構造まで変えてしまうには時間が不足していると思う。

また、それまでの間、情緒的で論理的でない原発危険説に基づき、代替エネルギーを推進した場合、電力コスト高になるのは当然のことなら、他国の事例で既に失敗と決まっている太陽や風力
による電力供給は、原発による電力供給に並ぶどころか下回る結果となると思われる。

日本はGDP３位になり、2位になった中国は経済力、軍事力を背景にして、他国への威嚇を続けている。

日本の経済力を発展させることはそうした権威主義国家への牽制となる。日本の経済力は3番目でいいというあきらめは政治の堕落であると思う。

日本の国防力は憲法九条に縛られ、たいへん不安定である。米軍撤退の危機の現状、原発開発をストップすれば、外交における核オプションを自ら放棄するということになる。

日本は唯一、過去に実際に原爆を使用された国であり、核の決定的な力を身をもって知っている国でもある。だからこそ、核抑止力を持つことは国際社会に対して、なんらひけをとることはな
い。

アンチ原発、アンチ核の情緒的言論になびくことなく、現実的かつ発展的な政策を実行することが、日本が世界のリーダーとして民主主義を広げていくことにつながると思う。

28155 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は全て即時停止し、廃炉にむけて歩むべ
きである

原子力発電の安全性が信頼できないことは、このたびの震災において明確に露呈した。事故が起きたときのリスク、放射性廃棄物の処理の問題等を考えてもまったく実用可能の技術ではな
い。原発で働いている人の健康を著しく犠牲にして運用されており、憲法違反は明白である。事故が起きた時の犠牲、費用の巨額さを考えればコスト的にも不合理であることは明白である。これ
らの理由から原発は即時停止し、廃炉へと歩むべきである。ただし、解決すべき諸問題に対応するため原子力の技術の維持・向上は継続して行う必要はある。

28156 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 自然との共存。自然の力を頂いた安全でクリーンなエ
ネルギーを目指すべき！
即原発ゼロは難しいかもしれないが。原発はいりませ
ん。
他国に原発を売るのも反対です。
放射能の怖さは十分分かっているはず。

自然との共存。自然の力を頂いた安全でクリーンなエネルギーを目指すべき！
即原発ゼロは難しいかもしれないが。原発はいりません。
他国に原発を売るのも反対です。
放射能の怖さは十分分かっているはず。

28157 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度を基準、(1)ゼロシナリオを推進してくださ
い。

原子力発電に頼らない自然エネルギーの開発に力を注いでください。

28158 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 原発事故が発生する可能性がゼロでないので即刻廃止してほしい。
安全な代替エネルギー開発を早急に行うべき。

28159 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロの社会を目指すべきです。
早急にそのための工程表を作成してください。
再稼働なんて論外です。
再生可能エネルギーへの転換に全力をあげてくださ
い。

福島の現実をどう受け止めているのか、政府の方々の頭の角に少しでも苦しみ続けている人々に対する思いやりがあるのか疑問を感じます。
これ以上、日本の国土を汚染させてはならない。
誰かの幸せが誰かの不幸の上に成り立つなんて、なんと醜いことか。
制御できないシステムは機械的なことだけではない。
それを管理し、動かす人たち、つまり科学者、政治家、監督官庁、事業者に全くなかったことが露呈した。
これからも期待できないと考えています。原子力発電は未来永劫にわたり負の遺産を作り続けている。
電力を原子力発電に依存してはいけない。

28160 個人 自営業 ７０代 男性 原発は即刻、全て廃止すべきです。もちろん全ての再
稼動に反対です。

福島の事故が示すごとく、危険を回避する有効手段はありません。地震国の日本では危険度がきわめて高いのは言うまでも無い。本質的な点では、放射性廃棄物を保存する技術は確立して
いないし、経済性からしても、今後期待できないし、身近に保存することを許容する住民は居ないはずです。他人に危険を押し付けて、電気を享受する構造は唾棄すべきものです。代替エネル
ギー開発により多くの予算を集中投入することにより、原発無しのエネルギー政策を遂行することは、可能です。そのための経済的負担は、応分に自分たちで負担するつもりです。

28161 個人 その他 ４０代 男性 原発は０（ゼロ）にして下さい。
拡大が可能な『自然エネルギー』に能力を使っていた
だきたい。
『自然エネルギー』を支持します。

原発の『ゼロ　シナリオ』を支持します。

今後どこかで３．１１のような事が発生したら
どこかの原子力発電所も福島原発のようなことになる可能性は高い。
残念ながら日本の国土は狭い。そのたびにその国土が何十年か又は永遠に
使用できなくなるのは、どう考えても納得ができません。

　溜まり続ける放射性廃棄物はどうするのでしょうか？
未来の人たちの知恵に解決を託すつもりなら、
それもどう考えても納得ができません。

　『自然エネルギー』は拡大が可能は『エネルギー』と聞きました。
『自然エネルギー』に能力を使っていただきたい。
何に対しても問題は発生しますが、
この『パブリックコメント』を書く事も無いし
原発のような、取り返しがつかなくなる
最大の問題は避けられるのではないでしょうか。

28162 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 脱原発はみんなの願いであり、未来の子どもたちを守
られる唯一の方法です。大地震が10年以内に相当な
確立で首都を襲うことが分かっているのです。すぐに
全原発を止めるべきです。

未来の子どもたちのために、今大人ができることはそのことです。原子力ムラの利益を守るのか、子どもたちの未来を守るのか、政府ははっきりしてほしい。11都市の聴取会でも、「2030年では
遅すぎる」「いますぐ原発廃炉を」と言う声が圧倒的です。６７％が「ゼロ」選択です。予想以上だったことでしょう。もう無視できません。政策にはっきりと反映して下さい。それができないなら、す
ぐに政権をおりてください。必要ありません。よろしくお願いします。



28163 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 私は「(1)ゼロシナリオ」を選択します。 (1)ゼロシナリオを選択します。
原発はすぐにいらない。
それで計画停電でも構わない。
自分の息子たちの世代が大きく育っていく未来に負の遺産（今後気の遠くなる期間管理しなくてはいけない使用済み燃料や事故後原発処理）はいらない。
原発ゼロはひいてはこの国の今後の安全安心につながる。
今の状態では、妊娠出産すら躊躇する。

28164 個人 無職 ４０代 男性 原発は将来0にするべき。 核リサイタルも確立していない上に地震大国と呼ばれている日本に原発を置くこと自体異常。
他の発電技術を発展させていく事が国際的に見ても日本が進むすべき道だと思う。
軍事的に見ても核抑止目的など無意味な時代。
オスプレイみたいな危険な機体を配備する度胸が有るなら、もっと確実な兵器でもアメリカから買った方がマシだ。

28165 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 すべての原子力発電所の即時停止と廃炉を求めま
す。

福島原発事故による被害が甚大かつ未救済であること。
福島原発事故に関する重要な事実情報が、行政はじめ
ＮＨＫ他のメディアから速やかに提供されず、
むしろ隠蔽されていると感じられるから。

28166 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいらない。再稼働反対。いつまで利権にこだ
わっているんですか。

国民の命と健康を優先してほしい。

28167 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「ゼロシナリオ」を強く支持します！原発なくても必要
な電力は賄えます。原発に安全対策を強化しても大
災害の前には無力です。一度事故が起きたら日本中
放射能まみれ。そんな危険な原発は断固お断り！

「ゼロシナリオ」を指示する理由。
原発は危なすぎるから。原発ゼロでも電力は賄えるから。

大飯原発を再稼働した替わりに、火力発電３か所を停止したんですってね？
やっぱり原発がなくても、十分に電力は賄えるってことですよね？

東京電力福島第一原発の事故は、原発がいくら安全対策を強化しても、人智を超えた巨大な自然災害の前では、全くの無力だということを証明しました。

チェルノブイリ事故の後、２６年たった今でも、子どもの心臓病、甲状腺がん、奇形児、障害児などが沢山生まれていることをご存知ですか？日本でそういう子どもをもっと増やしたいのですか？
放射能汚染は、人間、動物、植物などこの地球上に生きる全ての生き物の命を破壊します。そんな権利、人間にありますか？

日本は地震大国です。このまま原発を稼働しつづけたら、また福島のような大事故が起こるでしょう。

そんな危険がいっぱいの原発は、要りません。
人間と原子力は共存できません。

原発ゼロでも暮らしていける、そういうシナリオを考えましょうよ。

28168 個人 自営業 ５０代 女性 2030年までの日本のエネルギーのあり方について。

「原発ゼロ」シナリオを選びます。

即刻廃止に向けて全力を尽くすべきです。

東京電力福島原発事故はひとたび原発事故が起こると、多大な被害と将来永続して放射能汚染に脅かされるという事実をはっきりと示しました。
これ以上の事故があった場合は、日本は壊滅です。
安全上の保証のないままに老朽化している原発の運転を続行することは、国民の命を危険にさらすことに他なりません。
野田総理は「自分が責任を取る」と、まったく実現不可能な無責任発言をしていますが、誰も責任の取れない問題をかかえる原発は即刻廃止。できるだけこれ以上の事故、汚染が進まないよう
な管理に徹底的に務めるべきです。

28169 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は0%を目指してエネルギー政策を立て直すべき
だと考えます。現存する原発は全て停止し、安全に処
理する予算を作るよう検討がされるべきです。

地震のリスクがある日本では原発はリスクが高すぎることは福島が示しています。54地域が全て福島になる可能性もあるのです。トイレの無いマンションにこの先も依存することは不可能です。
六ヶ所村、もんじゅの計画も即時停止し、無駄なお金をかけずにその分を未来の安全のために使ってください。そんな転換ができない政府に税金を上げられても信用できません。代替エネル
ギーの促進に知力、経済力を注ぐことは、将来日本が世界から信用されるために必要不可欠と考えます。

28170 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発は0にすべきです。「原発比率ゼロに。核燃料サ
イクル政策に関して、使用済核燃料を直接処分する」
を支持しますが「なるべく早期に」ではなく、現在稼働
していない原発は再稼働しないことを望みます。

国民とくに庶民はバカでした。福島の事故を目の当たりにするまで、こんなに多くの原発が稼働していることに気が付きませんでした。原発は一度事故が起こると広範囲に人が住めない地域を
作ります。原発が多数ある地域ではもっと悲惨であると思われます。被害は一国にとどまらないことはチェルノブイリの事故からも明らかです。地震多発国で今後も大規模な地震が想定されて
いる国にはあってはならない施設なのではないか？
電力会社は、産業界と一緒に電力をふんだんに使用することを勧め、オール電化住宅、たくさんの家電、便利なシステム、季節外の食物、などとふんだんに電力を使うことを勧めてきました。庶
民はその宣伝に乗って、便利な生活に飛びついてきました。
福島の事故後、はからずも原発稼働0を迎えて、節電を経験することになりました。その結果家庭生活ではたとえ数時間の停電があっても支障がないと感じています。今夏はまだ計画停電の期
間中にありますが、幸い実施されていません。家庭にはまだまだ工夫の余地はあります。本当に原発が必要だったのかどうか庶民感覚では疑問があります。
原発0シナリオ以外の2案は、燃料の購入費用が大きいことと安定した電力の供給ができないことで原発を残すべきと読めます。しかし原発の処理、核燃料の処理費用を先送りしているとも見え
ます。また、事故は考慮されているのでしょうか？結局事故による補償等が莫大にかかることや住めない土地を作ることは考慮されているのでしょうか？安全神話を引き継ぐのでしょうか？「平
和」な核利用はないと確信しました。

今後の暮らしについて一庶民として考えました。
1．限りある電力は、配分を考える･･･製造業などの産業、医療・福祉を最優先にする。
2．産業界は自然エネルギー有効利用の技術開発と、さらなる節電技術開発に努める。
3．一般家庭や施設に太陽光パネルの設置を義務づける･･･新築は必ず、既築は可能な場合は取り付ける。そのための補助をつける。電力会社の買取の有無はどちらでも良い。バッテリーで
蓄電できれば夜間もある程度賄えると思う。
4．家庭をはじめ国民はさらなる節電を行う･･･電気には限りがあると意識する。生活の仕方を考え直す。地産地消も一つ。調理の工夫や外食産業利用も有効。
5．在宅療養している患者さんが停電で困らないような仕組みを作る･･･配電やバッテリーの工夫、収容する施設の準備など。
6．電気代金の上昇はある程度やむを得ないが電力会社は情報開示をきちんと行う･･･資源の少ない国としては燃料費がかかるのは承知している。
7．当然新たな原発は作らない。核燃料処理技術の確立と廃炉処理を進める。
8．日本の原発を扱う産業は、原発の新設ではなく処理技術の確立にシフトし、ドイツの産業のように原発から手を引いても成り立つよう構造を見直す。
以上を考えましたが、まだまだ生活では工夫の余地はあると感じています。
今後日本を支える子供たちのために、地震のたびに不安を抱えなくて済む世の中を残さなければなりません。福島事故の責任は過去数十年の原発政策と経済の発展のため安全と言われて許
してきた国民にもあるのではないかと思います。未来の責任は今の決定者にあります。禍根は残さないでください。

28171 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 即日、原発をゼロにしてほしい！ 地震や津波が頻発する日本列島に、原発を作るのはあまりに危険です。
2030年といわず、今すぐ原発をゼロにすべきです。
安心して暮らせる社会、原発マネーにより人々が分断されない社会をのぞみます。

28172 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオに沿った政策で進める。 私たち人間自身が作ったにも関わらず制御できない、そして、制御できなくなると地球上の全生物の生存を脅かす絶大な影響を及ぼす原子力発電は、できる限り早急にやめるべき。
当面の不便や経済的負担は、将来のために、国を挙げて事業者も個人も引き受ける。

ただ、今後幾世代にもわたって責任を引き継いで核廃棄物を安全に管理していく必要があるので、原子力関連の研究や技術者は今までどおり育成・支援していかなければならない。

28173 個人 家事専
業

５０代 女性 「原発20-25シナリオ」を選択します。 今はまだ自然エネルギー等の原発以外のエネルギーだけでは電力を十分に供給できないため、すぐに原発をなくしてしまえば電力不足で生活が不便になるだけではなく、経済にまで大きなダ
メージを与えてしまい、ますます不況が長引く原因になってしまうため、すぐに原発をなくすことには反対します。
また、国防の面でも、中国や北朝鮮の最近の動きをみると原発の技術力というのは日本にとって失くしてはいけないものではないかと思います。

28174 個人 その他 ５０代 男性 科学の進歩には失敗や犠牲も有り得る。今回の重要
な問題を有効に使い、安全な原発を開発する足がか
りにするべきである。
反対し否定することは簡単である。重要なのは、将来
に向けて研究を続けることである。

現在の原発が、安全性において問題があることが証明された。開発から数十年、まだまだオープンに扱うには未熟すぎるという事であろう。核エネルギーは専門分野ではないので、今回の事故
に介在している問題点に関しての多くは分からないが、想像以上に扱いにくいエネルギー源であることは身に染みて理解した感である。
現在多くの人々が反対論を唱えているが、しかしこの事故だけで原発の全てを否定することは有り得ないことである。確かに多くの犠牲が払われ、今回犠牲となった方々にはご同情申し上げ
る。しかし、多くの科学技術がそうであったように、どのような分野であっても進歩に犠牲が払われるのは、やむを得ないことだと考える。犠牲に対して同情し嘆いてばかりいては、進歩は望めな
い。
恐らく今回の事故の最大の問題点は、核エネルギーを甘く見ていたという事であろう。原発を量産するには、核エネルギーに対してまだまだ未熟であったという事である。まだ量産の段階ではな
く、慎重に試験を続けるべきものだったということだ。
しかし、今回その事が十分に証明され、良い研究材料が提供されたと思う。恐らくここから得られるデータは世界中の原発に対しても有効な知見となると思うし、そうするべきでもある。
困難と危険に対して、反対し否定することは簡単である。しかし本当に重要なのは、将来に向けて研究を続けることである。１００年後２００年後を見据える事である。政府は％だけを取り上げて
議論しているが、それは無意味だ。今はもう一回スタートラインに立つべき時であろう。
その意味では、一旦は原発ゼロとするべき時だが、電力不足も重要な社会問題である以上、安全性の確率の高い地域での限定的な使用はやむを得まい。
しかし最も重要なのは、現在の原発の問題点を徹底的に検証し、将来、東京の中心に建設しても大丈夫という程に安全が確保されるまで研究を続け、安心なクリーンエネルギーとして世界中に
迎えられるように国家規模でのバックアップを行うことである。是非、将来の安全な核エネルギーを目指して欲しい。

28175 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロシナリオを選びます」 「原発ゼロシナリオを選びます」
＜理由＞(1)我が国のように火山帯が縦横に走り、地震の巣とも言えるところでは、原発のような危険リスクが極めて高い発電は行うべきではない。外国では地震が起こり得るところには原発は
建設されていない。それだけ原発は危険を伴うからである。たとえ安全性が確保されたからと言っても、人間が行う以上、数十年～百数十年ごとに巨大地震が起こる我が国では、今回のような
事故が起こらないとは断言できない。事故が起こってしまってから、計算外の巨大地震・津波であったから仕方がなかったではすまされない問題である。原発事故は絶対にあってはならない。二
度と福島の人たちの苦しみは繰り返してはならない。(2)原発（それに伴うもんじゅ、再処理工場も含め）ほど巨額な費用を伴う発電はない。そこまでして選択すべき理由はない。(3)原発は海水温
水器と言われるほど海水を温め、しかも、再処理工場では稼働したら、放射能を海にたれ流すようになっているという。環境汚染の被害は甚大となる。(4)原発稼働に伴って必然的に出てくる放
射能の燃えカス（死の灰）の処理・管理について、どのようにして行うのか。国が管理に関して責任を持つのは三百年と聞く。その後、どうなるのか。この重大な問題について、確たる良策もなく、
原発を稼働し続けるのは間違っている。
＜意見＞国は再生可能エネルギーによる発電に舵を切るべきである。政府が方針を出しさすれば、日本人の英知によって、様々な電力を生み出す方策が考え出され、電力は十分に賄えるとこ
ろまでもっていけるだろう。ソーラーパネルによる発電一つとっても、もと安価で効率がよく、しかも安く蓄電でき、誰もが当たり前に設置できるように普及させていくべきである。再生可能エネル
ギーに舵を切ることは新たな産業と雇用を生み出し、その経済効果は大である。

28176 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロに向けての取り組み まず、原発の必要性について。そもそも原発は電気が足りないためにできたものではなく、戦争の影響、核を保有することが国としての価値、などから生まれたものです。日本は平和をうたって
いるのです。ですので、戦争の延長のような原発についての必要性をエネルギーの問題だけではなく議論すべきだと思います。また、放射能の影響が不確かな要素が大きいのも事実です。国
民への悪影響はまさに運試しのように感じます。そんなものを作ることは一刻も早くやめていただきたいと思います。
原発の廃炉への道は、マナーの国、日本から世界へ発信しましょう。後片付けのできる素晴らしい国民性を大切にしてください。
そして、今後のエネルギー問題についてどのように対策を考えて行くか、ですが、それは自然エネルギーへの転換、日本全体での消費電力の削減、の二点について考えて行く必要があると感
じます。まず、自然エネルギーへの転換についてですが、様々な企業や個人がアイデアをたくさん出してきています。そういった人たちと連携を図りシステムを構築してください。また、消費電力
の削減では、何でも便利になる風潮を少しずつ変えていくこと、自然の大切さについて国全体で議論していくこと、が重要になると思います。政治と自然がもっと近くならなければなりません。よ
ろしくお願いします。

28177 個人 自営業 ７０代 女性 即原発廃止、他のエネルギーに切り替える 脱原発依存が2030年を目安としていることに大きな疑問を感じます。この度の事故で安全な原発というものはあり得ず、一旦事故が起ってしまえば、その収集をつけることは殆ど不可能であり、
福島のみならず東日本の多くの国民が被爆を余儀なくされていることは世界の知るところです。地震の活動期に入ったとされるこの日本にとって国の存続を優先させるならば、即原発廃止以外
あり得ないと思います。現に大飯原発以外の原発が全部止まっていても、懸念されたような大きな支障はありません。電力は足りています。経済の為に原発が必要とされる向きには、国が滅び
てしまって何の為の経済かと問いたいと思います。廃炉技術の開発、安定した自然エネルギーの開発など、経済を発展させるものは視点さえ変えればいくつもあるでしょう。いままで通りの工業
輸出国日本では、原発事故の処理の悪さで世界の評判を落としている現在、とてもやって行けないと思います。まずは、国の根本方針を見定め、即脱原発の方角を打ち出すこと、これが日本の
存続できる唯一の道と考えます。しっかりとした即脱原発の方針を打ち出し、新しい技術の開発への着手することにより、失った世界への信用を時間をかけて取り戻さない限り日本の経済の発
展などは望めません。3.11で全ては変わってしまったのです。考え方の根本的な転換が求められていると思います。

28178 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発全面撤退を支持いたします 20年前、原発の危険性について学びました。
その時恐れていた状況が、まさに起こってしまいました。

廃棄方法が確立していない以上、なんとなく使用し続けるのは、
大変危険です。

人間がなぜ子供を持つのか。その命としての根本を、否定するような
行為が、この原発推進だと考えます。

利権で潤ったとしても、一時です。その代償として払うものは、あまりに
大きい。

とにかく、事故は起こってしまいました。
大事な国土の一部は、もう使えないのです。

このことを重く重く受け止め、広島長崎を経験して、原爆にＮＯを貫いて
きたように、今度は原発にＮＯといい、次世代技術開発に力を入れ、
また技術大国として世界に尊敬される国を目指すべきだと思います。

28179 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオ 自然との共存。自然の力を利用した安全でクリーンなエネルギーを使用する。
即、ゼロは難しいかもしれないが、、、
ましてや他国に原発を売るのはなんなんでしょうか！

28180 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発依存率を０にすべきです。 地震国にたくさんの原発を設置したことに無頓着であったことを申し訳なく思っている。NHKスペシャルで「メルトダウンの連鎖」を見た。想定外のことになすすべもない現場。一番驚いたのは、事
故に対する準備のアメリカとの
違いです。事故は起こるものとして準備しているとのこと、福島を受けて更に
強化している。日本は何も形にしないまま大飯原発を再稼働した。国を信じられず、希望を持てない。
仮に、安全対策をしたとしても廃棄物の処理はどうするのか。たかが電気のために、恐怖と隣り合わせに生活しろというのか。福島が何も活かされていない。

28181 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 私の住む千葉は古富士の噴火による火山灰のみならず、２万５先年前に噴火した鹿児島の姶良山の火山灰からも成り立っていることを千葉県房総風土記の丘の資料館で知りました。そして鹿
子島湾はこの噴火によってできたカルデラであることも知りました。関東まで灰で覆われてしまうほどの噴火、もしこの時に原発があったら、とても人間がコントロールできるものではないでしょ
う。今私たちが生きていられるのも、この当時原発がなかったおかげです。火山が噴火する頻度、規模はまだ未知数のことが多いのです。千年、二千年の単位ではないかもしれませんが、遠い
将来、同規模以上の噴火の起こる可能性は払拭できるものではありません。自然災害に備えることは大切ですが、人間が備えきれないことがおきるのが地球です。大災害がおきて甚大な被害
が生じても、放射線汚染がなければまた立ち直れる、そうやって、今日の私たちの暮らしがあるのです。子孫のために原発はなくすべきだと考えます。



28182 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。 １．原発の運転は直ちに全てを停止すべきである。
　発電設備の維持並びに運転の継続によって増え続ける核廃棄物の処分技術は　確立されておらず、長期にわたって安全に保管できる保証もない。
　原発を安全に維持・運用する技術は確立されていない。また、自然災害によ　放射能の拡散事故を防ぐ手だても得られていない。
　核兵器の洗礼を浴びた我が国が放射能災害を繰り返すこと、また、その危険　を次世代に先送りすることは許されない。
２．原発による電力の供給はコスト面できわめて不利であり、これを国民に負担させることには反対である。
　原子力発電にかかる総合コストは正しく評価・公表されていない。膨大な地　元対策費用や、先の見えない廃棄物処理費用など、すべてのイニシャル並び　にランニングコストを総合すれば、
他の発電方法に優越するものではない。
　税金にせよ、電力料金にせよ、この負担を我々国民に負担させることには賛　成できない。
３．我が国を現在のような「原発大国」に仕立てた責任の所在を究明する機関を確立せよ。
　経済・産業・政治等々、すべての分野における下手人を明確にし、しかるべ　き責任を負担させる必要がある。

28183 個人 無職 ６０代 女性 全ての原発即廃炉にしろ。 なぜって？電力は元々大昔から余っていて要らないからです。

お前達の利権の為だけに造られた原発で、人が殺されているのです（被曝作業員達は一体どうなった？？）

これ以上犠牲者を増やすな！！！！！

もう福島の繰り返しはたくさんだ！！！ふざけるな！！！！
これ以上日本を、そして地球や他の国を、環境を、被曝させるな！！！

全ての原発は、不必要なので、即廃炉にしなさい！！！
赤字が出ようが出まいが、国民の知った事では無い！これまで散々
甘い汁を吸ってきたのだから、つけを、今、払いなさい。

全て廃炉にしなさい！！

28184 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
原発が無くても国民が生活出来ている実態がそれを
証明しています。

2012年夏、連日の猛暑でも電気が足りなくなったという報道は聞いていません。
これが示す通り、原発が無くても日本では生活が可能です。

現状の節電対策が十分効果を発揮してるのは間違いなく、今後も国民が率先して節電をしていくことは重要ですが、日本に原発が必要ないのは明白です。

又、原発を稼働すれば放射性廃棄物が発生します。
今までの放射性廃棄物は、国民が望んできた結果の末発生させてきた致し方ないところではありますが、現状、ほぼ日本の原発がいくつかを除いて稼働されていない事実を鑑みれば、今後は
発生させないようにする事が容易に可能です。

何万年もの間、放射性廃棄物を管理、維持出来ないだろうということは、誰の目にも明らかであるのに、それを自らの子供達に託すということは、無責任にもほどがあります。
一体、なぜ何世代もの関係のない子供たちに、現代の放射性廃棄物を扱わせなくてはならないのでしょう。

しかもその理由は自分たちの都合のためときています。

もはや、楽をして生きる時代ではないのです。
多少なりとも誰もが痛みを伴って、手に手を取り、協力して生きていくことが求められています。

今の世代の国民は、一人一人が未来の子供たちの為に残すもの、残してはいけないものを問わなければならない世代なのです。

28185 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
2030年にゼロ。
いつ巨大地震などで事故が起きるかわからないの
で、即ゼロをベースに。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。

28186 個人 家事専
業

３０代 女性 「即刻」原発依存０パーセントを求めます 原発事故により、福島県を中心に多くの人々が不安の中日々を過ごしています。
「健康に生きていけるのか」「子供は生めるのか」「この食べ物は安全なのだろうか」そんなことを考えて暮らすことは、まるで戦争中のような危機感を感じます。
その原因は人間が作った原発であり、原発は発電のための手段のひとつにしか過ぎません。
電気が、原発がなけりゃ、経済が発展しないから日本はダメになると言いますが、私たち国民はこの事故と震災を受けて、価値観を変えています。
今までは物質的・経済的な豊かさを重視してきましたが、それらのもろさを今回痛感しました。大切なのは人の命です。人とのあたたかい、昔ながらのつながりです。
長い歴史から見たら、電気なんてつい最近出来たもの。それがそんなに大切なのでしょうか。自然の摂理にしたがって生きること、これが普通のことです。
人間の欲を満たすためだけの原発。何万年も地球の環境を壊し続ける原子力。
そんなものにしがみついてはいけない。扱いきれる訳がない。
今すぐに原子力発電から撤退することを求めます。
再稼働を進める労力とお金を、新エネルギーの開発に向けてください。
もんじゅはあるだけで危険と赤字がふくらみます。すぐに廃炉を求めます。

28187 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の原子力発電の依存度は 0% がよい。 政府・原子力学会・発電会社・メーカー（日立・東芝）いずれも、原子力発電を安全に運転する責任を負えない。しかも災害が多い我が国で原子力発電が安全に運転できるとは思えない。福島で
の事故に対する反省や分析が十分になされておらず、また、事故調査委員会（国会・政府・民間）の報告書が完成したにも関わらず、国会はこれらの報告書について議論する気も無い。過去の
原子力発電に対する行政の無責任さこそが、今回の事故に繋がる第一原因であるにも関わらず、そのことを見て見ぬ振りをし、国会や選挙での争点にならないようにしている。つまり国会・政
府には、原子力発電の事故の原因・対策を真摯に考える意欲と能力が無い。このような無責任体制で、原子力発電を続けることはできないと考え、2030年の原子力発電の依存度は 0% がよい
とした。

28188 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 電気 福島の原発事故で命や生活を脅かす事が明らかになりました。
それでも原発をやめないと言うのは異常です。
人の命が何よりも大切で尊い事を忘れたなら思い出して欲しい。
その為に原発以外の安全で安価なエネルギーをつくる事が
日本人なら簡単に色々なアイデアで生みだせる。
それを個人で選択できるものにして欲しい。
強く願います。

28189 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択したいのですが、15シナリオを選
択します。

　日本はこれまで原子力爆弾による被害を受けた唯一の国です。そしてその影響の罪深さを多くの国民が体験してきました。例え平和目的でつくられたものであったとしても、万一の時に同じ被
害をもたらすものを受け入れるべきではありません。我が国は一刻も早く、この国だけではなく他国の原子力施設を全廃することを目標に掲げるべきではないでしょうか。そのことを考えるとゼロ
シナリオを選択することが自然です。
　ただし、我が国の立場や考え方が世界で理解されていないだけではなく、この国においてさえも共有されてはいません。まず、我が国の、国内だけではなく国際的な原子力エネルギーへの依
存の削減に向けた、基本方針を確立し、それに則った戦略を策定するべきです。ゼロシナリオはあまりに議論の余地もなく、個人的にはいたずらに対立を生み、真に望む目的が達成できない気
がします。それならば、大きな目的に向かった途上として15シナリオを選択したいと思います。
　2030年に我が国が達成すべき目標は最終的なものではないでしょう。それなら、その先の目的を明確にすることが最優先であり、原子力エネルギーの依存度を下げることはその副次的なこと
と考えます。

28190 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを選択します これまでの原発推進政策には、ずっと不安をもっていました。「もしも」を予期することは大切で、その不安がぬぐいきれなかった思いがありました。
今回の東北大震災で「予想」もしなかった事態といわれていますが、「完全」でない場合の対処は準備されるべきことであるべきにもかかわらず、その対応は後手であったように思います。
どこを、何を信用していいのかわからない情報で多くの人が混乱し、日本中が不安に陥りました。
二度とこのようなことがないようにするには「ゼロシナリオ」しかないと私は思います。ゼロシナリオに向けた、国民への周知に国を挙げてとりくんでいただきたいと思います。

28191 個人 その他 ６０代 男性 原発依存、ゼロシナリオ ドイツが、やると宣言しているのに、日本がどうしてできないのか。
東電や政府が、原発存続させたくていろいろへりくつを言っているのにすぎない。
なんとしても、（たとえコストがかかるとしても）
原発はゼロにしなければならない。
国民の安全のため。
コストが高くなるのがなんだというんだ。
日本の国民と日本という国のためだぞ。

28192 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を0％にするゼロシナリオを選択し、地球温暖化
対策も目標通り進めるべきである。

原爆とは制御のきかなくなった“原子力発電”だといわれています。つまり、原爆と原子力発電のしくみは基本的に同じなのです。だから、原爆が日本にとっていや人類にとって決定的な害があ
るから、廃絶しなければならないと思っているのと同じ理由で原発も廃止しなければならないと思います。
原発の安全神話の誤りは、福島原発事故で住民の多くの犠牲を払って証明されました。もう二度と起こしてはならない事故です。しかし、政府は750万人以上の国民の声を無視して大飯原発を
再稼働しました。
私は原発を0(ゼロ)にすべきであり、地球温暖化対策も追及すべきだと思います。

28193 個人 原発ゼロにするべきです。
私達は、既に後世に甚大な負の遺産を残してしまいました。

今直ちに廃止を決定して動き始めたとしても、
核燃料は半永久的に放射能を出し続けるため、
それでもなお将来的に大きなリスクが残ります。

理由は、地球は対流するマグマの塊だからです。
人類の歴史は浅いので認識されづらいですが、未来永劫陸地である土地は無いはずでは？

今ある陸地も絶えず変化していて、世界的にいつ何時
福島と同じような事故が起こっても不思議ではありません。

また、軍事的に言っても、たとえ自国が核放棄していても
原発があれば同じことです。
核を搭載されていないミサイルでも、原発を狙えば
最大のダメージを与えられるでしょう。

他のエネルギーで、たとえ大爆発などの事故が起きたとしても
土地自体が何百年も使用できなくなるようなことはありません。

ロシアのように広い土地でも大問題となりました。
他国に多大な迷惑もかけましたね。
残念なことですが、健康被害は今後10年以内に
チェルノブイリと同等の結果が発覚していくことでしょう。

狭い日本に、万が一の事故が起こったときに広範囲の土地を使い物にできなくするリスクは取れないはずです。
また、国家が国民に重大な健康被害を与える権限も無いはずです。

二酸化炭素をセーブすることについては、
国としてぜひ推奨していただきたいことがあります。

それは、日本人の健康を守ることにも繋がります。
国の保証制度の存続に希望をつなげるかもしれません。

日本はいつの間にか、ガン大国となってしまいました。
この原因は日本人の食生活と密接につながっています。

肉、そして魚、乳製品の摂取量がここ何十年かで劇的に増えているからです。

そもそも人類は、類人猿の食物を見ても分かるように、
植物を食べることで不自由なく生きて行けます。
これが最も負担のない食生活です。

そして草食動物を見て分かるように、
肉を食べて肉になるわけではありません。

肉は最終的に体の中でアミノ酸に分解されるまで人間は利用できません。
そこに至るまでに多大なエネルギーを消費します。
（人間の活動で最大のエネルギーを取られるのが消化活動です。）
一方で、フルーツなどには最初からアミノ酸が大量に含まれているのです。

また、人間のすべての活動は酵素によって司られています。
代謝酵素と消化酵素は同じものから分化されます。

原発ゼロシナリオを支持します。

代替エネルギーのテクノロジーについて詳しくないの
で
方向性をまず決めることが重要と認識。

炭素をセーブすることについては意見があります。

自営業 ５０代 女性



28194 個人 自営業 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を前提に、政策を進めるべきだと
考えます。日本は、広島、長崎、福島と合計３度の被
爆／被曝した国として、脱原発とクリーンエネルギー
を推進する世界のリーダーになる責務があると思いま
す。

　「原発ゼロシナリオ」に向けて、段階的に現在稼働する原子力発電所を廃炉にして、使用済み核燃料などの放射性廃棄物をしかるべき手法で保管、処分していく。これらの廃棄物が安全とさ
れるまでには途方もない年月がかかりますが、後世にも引き継がれるような（２度と原発が稼働されることがないよう）、法律や対策が必要だと考えられます。
　また、根本的な問題として、日本の対米依存の関係を見直す必要があると考えます。日本のエネルギー、産業、防衛など日本の国益に関わることは、日本が決めるべきことであって、米国とも
対等な関係性を築くことが求められます。現在の日本が抱える問題の多くは、戦後政策のゆがみが原因であり、対米依存を見直すこと以外に改善の突破口は見つからないと思います。

人間が生きている間に作れる酵素は限界があり、年々残高が減っていきます。
自分の中にある酵素を使うのをなるべく減らして、
食物から酵素を摂り入れることには多大な意義があります。

酵素は47・5℃で壊れてしまうので、
植物に含まれている大量の酵素を摂り入れるために、生の植物の摂取は必須です。

人間が、習慣的に植物以外の、
消化に酵素とエネルギーを大量に消耗する動物性蛋白質を摂ることで、

・毎日体内で発生する癌細胞を死滅させる免疫機構の働き
・取り入れてしまった有害物質、発生した毒素を排出すること

これらの健康維持のために必要なエネルギーが行き渡らず、病気になります。

また、鶏・牛・豚は人間より体温が高いため、これらの動物の油は
人の体内で固まり、血管を詰まらす原因となります。

健康に影響のない動物性たんぱく質の割合は、
全食品の5％以内と言われています。
食べるなとまでは言いませんが、この割合を意識するべきです。

ところが、日本人の食生活は明らかに肉食に傾いています。
ご馳走といえば、肉！そして魚！
野菜はそれらのツマ程度、フルーツは食べないし市販の100%ジュースも
酵素の壊れてしまっている濃縮還元ジュースが大半です。

栄養学の根本が間違っています。
その結果として病気が増えています。
正しい栄養学の知識を政府が推奨して浸透させるべきです。

そして、世界的にこれらの知識を共有して食生活が改善されれば…。

・家畜は二酸化炭素を大量排出することが問題になっているが、
その影響が少なくなる。
・農業が盛んになれば酸素の供給が増える。
なかでもフルーツの摂取増大により果樹栽培が増えれば環境にとっても尚良し。

老人社会となっていく中で、国の健康保険制度が危うくなっていくはずです。
日本では病気になってから対処する流れとなっていますが、
病気にならないための予防医療に尽力すると良い循環が生まれると思います。



28196 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 私たちが選択できるのは、原発依存を2030年までの
なるべく早期に0％にするゼロシナリオ以外にありま
せん。

大規模な地震がいつ起こるかかわらない日本で、安全な原発はありません。　また、将来のある大切な子供たちにこれ以上、原発を押し付けることはできません。
だから、ゼロシナリオです。

28197 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 稼働中の原発の即時停止と即時廃炉，停止中の原発
の即時廃炉を求めます。

原発がひとたび事故を起こせば国土を汚し，多くの国民が路頭に迷うことが福島事故で明らかになりました。地震国日本で，次の事故を防ぐことはソフト面でもハード面でも困難なことも，また明
らかです。一部の人間が原発で得てきた利益ははき出させましょう。その上で，あまねく国民が生き残っていくために，多少は不都合な暮らしになっても，その不都合に貧富の差なく甘んじるべ
きです。私たちは福島後を生きているのではありません。次の福島の前にかろうじて息をつなげているのです。残された時間はあまりありません。原発の即時廃炉を求めます。

28198 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 生活クラブ生活協同組合・神奈川は、省エネルギー・
再生可能エネルギーの促進を実践することともに、
2030年までに原発に頼らない社会とする「ゼロシナリ
オ」を強く支持することを表明します。

生活クラブ生活協同組合・神奈川は、省エネルギー・再生可能エネルギーの促進を実践することともに、2030年までに原発に頼らない社会とする「ゼロシナリオ」を強く支持することを表明しま
す。

28199 個人 その他 ６０代 女性 原発依存度、ゼロシナリオを選択します。 地震国日本では、どの地域においても原発が安全とは全く言えません。
世界で唯一、原爆を経験し、その悲惨さはわかっているはずではないのですか？
ドイツでは原発廃止を決定しました。日本でもエネルギーの代替えは必ずできる国民と思います。
民主党のみならず、国民が良く分からないうちに原発を導入した自民党にも責任はあります。
今こそ原発を廃絶することによって、世界の安全を率先して示すべきかと思います。
今夏の猛暑でも電力は国民の力によって足りているのに、なぜ原発を推進しなければいけないのか？
代替えエネルギーの開発を推奨しこそすれ、原発を選択していくなど、もってのほかです。

28200 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 熱需要も含めた一次エネルギー供給全体について十
分な議論と検討が必要。コジェネの電源構成比１５％
を実現するための具体的施策の検討が必要。全ての
選択肢において天然ガスの利用拡大を明確に織り込
むべき。

(1)エネルギー全体についての十分な議論・検討
我が国のエネルギー選択について議論する際には、電力需要だけでなく熱需要も含めた「エネルギー全体の２０３０年の需給構造のあり姿」が重要であり、この点について十分に議論・検討す
るべき。

（理由）
提示された「エネルギー・環境に関する選択肢」では、総合資源エネルギー調査会や中央環境審議会等での議論を踏まえ、「２０３０年における電源構成」が３つの選択シナリオに分かりやすく
まとめられている。一方、我が国のエネルギー選択について議論する際には、電力需要だけでなく、エネルギーの残り半分を占める熱需要も含めた「エネルギー全体の２０３０年の需給構造の
あり姿」をどうするかも重要であり、一次エネルギー供給について「３Ｅ＋Ｓ」にどう対応するかの十分な議論と検討が必要である。

(2)コジェネ１５％に向けた具体的施策
コジェネについて電源構成比１５％を実現するための具体的施策が必要不可欠である。

（理由）
全ての選択肢においてコジェネを全電力量の１５％まで拡大することや、家庭用燃料電池を５３０万台（全世帯の1割）普及させることが明記され、分散型エネルギーシステムの構築を実現する
ための方向性が示されたことは高く評価する。一方、コジェネについては、同様に高い導入目標が設定されている再生可能エネルギーとは異なり、導入を後押しする法律や施策の検討が進ん
でいない。コジェネについても電源構成比１５％を実現するための具体的施策が必要不可欠である。

(3)天然ガスの利用拡大
「３Ｅ＋Ｓ」を実現する現実的なエネルギーミックスの解として、全ての選択肢において化石燃料内の天然ガスの利用拡大（天然ガスシフト）を明確に織り込むべき。

（理由）
「３E＋S」を実現するためには化石燃料の一層の有効利用を図っていくことが重要である。天然ガスは化石燃料の中で最もＣＯ２排出量が少ないことに加え、シェールガス等非在来型ガスの開
発による供給拡大も期待される。現実的なエネルギーミックスの解として、全ての選択肢において天然ガスの利用拡大を明確に織り込むべき。産業部門における天然ガスへの燃料転換、ガス
空調の導入拡大、自動車燃料としての天然ガス利用等により省エネや省ＣＯ２、電力ピークカット等に貢献することができる。

28201 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロを望む。
再稼働しないでできるだけ早く原発ゼロにする。
再生可能エネルギーへのシフトを強力にすすめる・

　原発が危険きわまりないものであることが、福島第一原発の事故で明らかになった。
また、事故があったとき人間の手に負えないこともわかった。直ちに原発ゼロにする必要がある。そうでないと安心して暮らせない。
　また、火力に対する再生可能エネルギーの比率をもっと高める方策も検討して欲しい。

28202 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力比率20~25％を支持する。技術力に立脚し製造
業で外貨を稼ぎ資源・食料を輸入する国家としてエネ
ルギー安定供給は最重要であり、安全確保を前提に
原子力を含むエネルギー・ミックスを構築すべき。

日本のエネルギー自給率は4%、食料自給率は40％に過ぎない。一方、日本は、電力エネルギーを活用しつつ優れた工業製品を製造し、それを輸出することで外貨を稼ぎエネルギー・資源・食
料を輸入して、国民の生活を支えてきた。電力の安定供給はその礎であり、電力供給が崩れることはこの輸出/輸入のサイクルの崩壊につながり、ひいては、エネルギー危機、食料危機につな
がる。福島事故が発生したものの、これを機会と捉え改革を重ねることで安全確保は可能と考えており、原子力をエネルギー・ミックスに織り込むべきである。

なお、福島事故、特に爆発に至る経緯や国民からの信頼の失墜は、明らかに電力会社および規制当局の「マネジメントの欠如」が原因であり、原子力運営組織および規制当局には大きな意識
改革、文化改革が必要である。

新興国の発展に伴い、石油・ガスの需要増加は自明だ。中国の一人当たりGDPが日本並みになったらどれくらいのエネルギーが必要か。中国の今の車の数は1億台。これが日本の車所有率
（7500万台/1.27億人）になったら、中国には7.7億台の車が溢れることになる。しかも中国人にとって車はステータスなので、省エネカーより派手なアメ車タイプの車が好きと理解する。どれだけ
の化石燃料が消費されるのか。

原子力比率0%は、再生可能エネルギーへの依存が大きすぎで、現実性はない。再生可能エネルギーの将来性について現時点での判断は難しく、賭けのような政策はとるべきでない。比率15％
では、将来の原子炉新設はほとんど含まれてないと考えており、2030年以降の原子力比率低下が懸念される。またこれでは若い人材の関心を惹くとは思えない。

世界3位のGDP 500兆円、 年間電力量 1,000TWh (≒ 仏国＋ドイツ)、 しかし電力輸入もできない小さな島国に1.27億人の人口をもつ日本。それが生き延びるには原子力なしではありえない。

28203 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発事故の甚大な被害・・・徹底した安全対策の強
化によってリスクを最小化」となっているが、安全対策
費用、経済への影響、国民就労・所得への影響分析
等に欠落。原発削減に国策誘導はおかしい。

「原発事故の甚大な被害や地震国の現実を直視し、徹底した安全対策の強化によってリスクを最小化する」となっている。
しかし、この点に直視して、安全対策にどの程度の費用を要する丁寧に説明し分析する必要がある。
また、日本は付加価値を高める加工貿易で経済が成り立っている。2％経済伸び率を前提にして、原発削減率がどのように経済に影響するのかを丁寧に説明する必要がある。
その際、企業の海外流出への影響やそれに伴って、国民の就労機会の減少や所得に及ぼす分析なども併せて行い、政府は丁寧な説明が必要。
現状では原発を削減することが、至上命令になっているようで、国民を思想教育しているようにしか見えない。
管総理の時期も原発の依存度を高めるといっていたはず。
原発の安全性向上をもっと正面からとらえて、どこまでやる必要があるのか分析が必要であるが、全くこの点について欠落している。
将来とも日本国民が安心して暮らせる国を構築するための検討分析を明示していないことが危惧される。
また、感情的な議論が風潮となっているが、将来に向けて冷静な判断が必要。

28204 個人 自営業 ６０代 男性 原発の０％を支持する。　自然災害や人間のミスに
よって事故は起きることを前提としなければならない。
事故が起きたときに長い将来にわたって悪影響の残
る原発は稼働すべきでないし、廃炉にすべきだ。

原発の０％を支持する。
自然災害や人間のミスによって事故は起きることを前提としなければならないと考えるので事故が起きたときに長い将来にわたって悪影響の残る原発は廃炉にすべきだ。

１. 核廃棄物の処理方法も確立されていないのにこれ以上廃棄物を増やすな。 このままでは将来の人々に過大な負担を負わせることになる。

２. 福島の事故ではいまだに故郷に帰れない人々がいる。除染作業の方法も確立されていない。事故のあった原子炉の状態も詳しく分かっていない。除染あるいは廃炉作業に従事する人たち
の健康状態もしっかり管理されていない。

３. 原発は事故を起こせば多くの被害者を出すだけでなく住めなくなる土地が出てくる。また事故がなくても核廃棄物の処理によっても結果的に国土をけずっていることと同じだ。

他にもたくさんあるが主に以上の理由から原発は稼働すべきではないし、廃炉の方向で国は考えて欲しい。

28205 個人 自営業 ６０代 女性 原発０シナリオを選択。重大事故を回避できず、放出
する放射能を無毒化する技術ももたず、使用済みの
核燃料の処理方法も知らない人間がその場の利便さ
で原子力を使うことは傲慢以外の何者でもありませ
ん。

　1987年に、環境と人権をテーマとする雑誌「オイコス」を発刊し、最初の号から原発の持つ危険性について発信してきました。
　広島や長崎で使われた原子爆弾と根っこは同じことを隠しつつ、原子力発電所の増設に次ぐ増設を続ける政府と原子力産業のあり方に大きな懸念を抱き、まやかしの発展と豊かさに対して
オルタナティブな生き方の紹介をしてきました。
　今、若い人たちが、自分たちの将来について真剣に考え、脱原発の大きなうねりを作り出していることに少しばかりの希望を見いだしています。
　古い世代の、もの、金だけを豊かさと勘違いしてきた生き残りが、性懲りもなく、あたかも原子力を利用しなければ国の未来がないような戯言を言っているのを聞くとその無責任さに腹が立ちま
す。チェルノブイリ、そして福島の教訓を生かし、子どもたちが安心して暮らしていくことのできる将来を今回の原発０シナリオでつくっていきたいと念じています。

28206 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発再稼働絶対反対。 世界で唯一の被爆国として、これ以上、原子力の力を借りてはいけないと思っています。すべての原子力発電所の即時停止を望みます。今日は、広島に原爆が投下された日です。そのときの
痛みを忘れ、原子力発電所を作ってしまった日本。さらに、福島での事故を引き起こしています。同じ過ちを繰り返してはならないのです。

28207 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。これからの将来を原
発抜きでしっかり考えて欲しい。

人が自分で解消できないものをつくる事は人道に反する。絶対にしてはいけない事と思います。

28208 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ｢ゼロシナリオを支持します｣ 原子炉発電の安全に問題があります。また、使用済み核燃料の処理を考えると現在の人類の知恵では処理することはできません。未来の人にこの危険な物を任せるには無責任です。
火力発電を極力減らし、自然エネルギーをもっと増やす努力はできると思います。

28209 個人 無職 ４０代 女性 2030年までの原子力発電によるエネルギー依存率
0％（ゼロシナリオ）を強く希望します。

東日本大震災および福島第一原発事故以前より、原子力発電所にエネルギー源を依存することに反対でした。たとえ必要だったとしても54基も建設して動かす合理的な理由がどこにあるのだ
ろうか、と思っていました。特に、原子力発電所からの核廃棄物の処理について非常に懸念を抱いていました。数万年もの間、その毒性が消えない物質を積み上げていくという非文明的な行為
です。
今回の原発事故を受け、核と放射能の恐ろしさを改めて感じ、16万人という多くの人の故郷を奪った事故の責任も原因も明らかにしようとしないまま、経済的な理由のみで納得のいく安全対策
もせず再稼働に踏み切ったこの国のしくみに深く失望しています。事故が起きた福島第一原発の状況も今後安全に廃炉作業を完了するまで数十年かかる、と言われています。その作業にこれ
から取り組まなければならない方々も被曝が避けられない。原子力発電を見直す理由はそれだけで十分ではないでしょうか。
代替エネルギーの技術はもうあります。この技術が大きな産業に成長してコストを下げ、国内の消費エネルギーに対応できるようになる、私はそういう社会で暮らしたいです。せめて、そういった
道筋ができた世の中を希望しています。どうか、お願いいたします。

28210 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 いずれのシナリオも選択できない。
３つの選択肢は、経済に及ぼす影響や実現性など問
題点が多い。
今後の日本の国民生活と産業の死活を制するエネル
ギー政策の決定は、時間をかけて慎重な検討が必要
である。

いずれのシナリオも、発電コストが大きく上昇する試算となっている。加えて、再生可能エネルギーの発電比率が大きく設定されているが、その実現性と安定的な電力の供給については、十分
な説明もなく疑問が残る。
上記の問題点は、多くの産業の生産や雇用、国際競争力にマイナスの影響を与え、ひいては国民生活にも多大の悪影響を及ぼすことがが予想される。
昨今の国際情勢における日本の国力の相対的低下やデフレ状態にある国内経済を思うと、エネルギーミックスの性急な転換による産業の国際競争力低下や国民の生活レベルへの悪影響は
避けなければならない。
活発な国民的議論を展開するとともに、日本の国力の回復にも配慮した選択が必要である。

28211 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発依存ゼロシナリオ希望します。
各地域での自然エネルギー発電システム設置をする
べきだと思います。

原発使用後の廃棄物処理の問題が解決していなく、安全性も確実でない発電所は必要ないと思います。
汚染した土壌、水、空気をきれいにすることに国のお金を使用してほしいと思います。

28212 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを選択する。 原発の比率でみれば、ゼロシナリオしかなく、地震多発国の日本では、ゼロシナリオ以外に国民のいのちと健康を守るシナリオはない。しかし、ゼロシナリオを選べば地球温暖化対策の放棄を
選ぶことにもなる。脱原発と地球温暖化対策は両立できる。ゼロシナリオとあわせて、今後のエネルギー政策の基本に国民のいのちと健康を守ることを明確にすべきであり、その道筋を示すべ
きである。

■明確な脱原発を
三案のうち、「原発ゼロ」のシナリオを支持します。
今後のエネルギーを考える上で、まず原子力という人間がコントロールしきれない、危険な要素を、徹底して排除すべきと考えます。
事故直後、政府がエネルギー基本計画の見直しと、脱原発の方針を明らかにしたことは、きわめて重要な事であったと、評価いたします。
しかしながら、その後の再評価に向けたプロセスの中で、脱原発はおろか、再稼働、また新規増設を視野に入れた議論が再度現実化してしまったのは、誠に遺憾の極みです。
一方的に電力不足をあおる産業界の言い分や、原子力政策に依存して企業活動を続けてきた、大手電力会社の都合に左右され、目の前の、また一部の利権のために、国家百年の計を誤るこ
とは、まさに恥ずべき事です。
このような国に、誰が誇りを持てましょうか。
原発があれほどの事故を起こすまで、日本人は己の愚かな行ないに気が付かなかったのか、否、あれほどの事故を起こしても、まだ己を顧みることができない人々だったのか。後世の歴史は、
その愚かさを笑い、また私たちの子孫たちは、そのことを恥に思うでしょう。またその父祖たちを恨みに思うかもしれません。
電力が足りなくなり、産業が打撃を受けたらどうするのだ、と言う方がおられます。しかし、その方々に問いたい、今一度、東海道沿岸を津波が襲ったら、志賀原発の活断層が動いたら、どうする
か。誰が、どう、その責任を取るのか。今、国と、国民が、何を大事にすべきか、を全身で考えねばならぬ時と考えます。
危険は原発の再稼働を排除し、一刻も早い廃炉を目指すとともに、間違えても新規増設のような事の無いように、他の2案を排除し、「原発ゼロ」のシナリオを支持したいと考えます。

■地球温暖化対策の実施を
原発と同じく、地球温暖化の対策についても、強く追加の施策を望みます。
この問題は、原発のそれと同じく、子々孫々に酷な影響を及ぼすことが懸念される問題です。その影響が、100%の確実性が無いとはいえ、世界の科学者たちが90%以上の確率でその事象を確
実視し、異常気象などの悪影響を指摘している点を、我が国としても看過するべきではありません。
また、温暖化の防止につながる、自然エネルギー開発と拡充は、原発への依存度を下げるのみならず、国家の今後の経済的な躍進の柱としても、期待すべきものです。国連の温暖化防止会
議では、中国政府などが温暖化防止の義務を負うことを避けようと、議論を混乱させていると聞きますが、一方で、すでに同国は世界一の風力発電大国となり、安価な太陽光パネルなどの生
産・販売でも、世界的なシェアを占めるようになっております。石油・石炭を多く使うことが、経済発展である、という幻想の底を知りながら、こうした新興国は、明らかに次世代を見据えた、経済
の躍進に力を入れています。
古い考え方と、過去の経済大国としての無意味な矜持が、日本という国をどれほど遅れた、孤立した国にしようとしているか、このエネルギーの問題は如実に語っていると考えます。
原発をやめ、石油や石炭に依存せず、自然エネルギーにシフトする。
それは、困難なことかもしれません。しかし、技術大国と国民の勤勉を誇る我が国であればこそ、この難関に挑み、世界に堂々とその成果を提示すべきではないでしょうか。そのためのサポート
を、国は全力ですべきではないでしょうか。
それを実現してこそ、真の震災、そして経済の復興と、世界に国々へのかくれない貢献が可能となります。そうあってこそ、日本人は、この国に生まれたことへの誇りを、手に入れることができる
のではないでしょうか。

■未来のための政策を
既存の経済構造の中で、既得権益を占めている老人たちで占められた、経済関連の大団体の意見が、今こうしたエネルギーや未来をめぐる議論を、大きく、強く、阻害しています。
誰のために、何をすべき国家であるのか、政策であるのか、そして、何を今最優先でするべきなのか。それが分からぬ、迷走を続ける国で、大人になってゆく子供たちは、不幸です。原発や温暖
化といった、父祖の犯した過ちの重荷を背負わされ、希望の無い社会で生きることを、誰が望むでしょうか。
私たちとて、そのような事を望みはいたしません。幼い子を持つ親として、将来に禍根を残すような政策の決定はしてほしくありません。
どうか前向きな、そして国民が自国に誇りを持てるような、未来に向けた国造りの実現を、お願いいたします。

28195 個人 法人等 ３０代 男性 「原発ゼロ」シナリオを支持します。
また同時に、地球温暖化の防止についても、より積極
的な取り組みを、国として進めていただくよう、強く希
望いたします。



28213 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ支持します。原発は即停止を。

快適な省エネと自然エネルギー利用を拡大する政策
をどんどん実施して下さい。温暖化対策も先送りしな
いでください。

１）原発のリスクは大きすぎる

２）原発以外にも、発電の手段は存在する

３）原発以外の発電方法の方が、経済は発展する。

これらの点から、私は、ゼロシナリオを支持し、原発利用の即時停止を求めます。

28214 個人 自営業 ６０代 男性 私は原子力発電を震災前の比率以上にするべきだと
考えております。
選択肢に、震災前比率以上、が無いのはおかしい。
原子力発電０パがあるのなら
原子力発電１００パの選択肢を設けるべき。設問に欠
陥あり。

原子力発電は、管理さえしっかりやれば、火力、水力、その他自然エネノギーと比較しても、とても効率的で安価である。原子力発電の比率を下げる考えがありますが、私は震災前の比率以上
にするべきだと考えております。日本経済の成長のために、原子力発電は、不可欠のものと考えます。
技術立国の日本としては、高速増殖炉の実用化に、もっと資金投下すべきである。隣国、中国では海岸線に200基の原発を、これから建設する計画がありますが、国内の原発反対の方々は、
日本の原発には反対で、中国の原発には賛成なのでしょうか。
今回の震災で、放射能による死者が0だったことからも、そろそろ放射能恐怖症から脱却し、冷静な対応をするべきであります。

28215 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します 安心して平和に暮らせる未来のために、「原発ゼロシナリオ」を強く希望します。
広島、長崎、原爆の被爆国である日本こそ、率先して原発ゼロにふみ出さなければならないと思います。
命は何にも代えられません。
本当の豊かさ、ということを、今一度考え直さなければならない時がきているのではないでしょうか。

28216 個人 パート・
アルバイ

５０代 女性 原発は直ちに廃止すべきです。 人類は核と共存できません。経済と命を天秤にかけるのはナンセンスとしか言いようがありません。

28217 個人 無職 ２０代 女性 原発０％を支持、時期は２０３０年でなくて即時撤廃。 原発事故から一年以上経過しているにも関わらず、福島原発の事故処理、補償が何も解決されていない現在、これ以上原発に依存する環境には賛成できない。

水力、火力等原発以外の方法で十分電力が賄えるのに、事故時のリスクが高く、維持費も高額な原発を使う必要はない。核を保有しないと憲法で唱えている国が原子力に頼るのはおかしい。

28218 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 シナリオゼロに賛成。
・エネルギーの使用量を２５％削減すればよいこと。

・国は、命よりお金が大事な経済界の意見を多く聞くべきではない。国民の意見を聞くべきだ。
・経済が最優先ではない。
・エネルギーの２５％削減は難しくない。自販機をやめる。コンビニは初心に戻り、７時から１１時までの営業にし、冷蔵庫は売れる分だけを冷やす。
・商店の明るさはヨーロッパ並みの明るさに規制する。特にパチンコ屋、ゲームセンター、銀行、ショッピングセンター。こんなに明々にしておいて、日本は、乾いた雑巾を絞るような節電をしたと
は言えない。
・エコポイント政策は、ＴＶが５０Ｖ、冷蔵庫が５００Ｌ、エアコンが１家に３台となり、屋外器から６０度の風をだす。エコポイントは地球温暖化につながった。エコポイントはエネルギー増大につな
がった。
・ゼロエネルギーハウスも同じ方向である。見直すべきだ。
・窓を開けなくなった日本の住宅はおかしい。国の政策だ。
・軒がなく、窓を少なくする方向に向かわせた、長期優良住宅政策を見直し、
窓を開ける家づくりにシフトすべきだ。
・電気をものすごく使うリニアーモーターカーは計画中止を

28219 個人 自営業 ４０代 女性 3つの選択肢から選ぶこと自体に満足できないが、あ
えて選ぶならゼロシナリオとなる。

これだけの過酷事故を経験し、その処理もいまだできていない状態では、原子力は使うべきではないと思う。もし使いたいのなら、質の伴う安全保障が必須だが、今の人類の英知ではその段階
に到達する見込みはない。３つの選択肢から選ぶと仮定するのなら、ゼロシナリオしかない。ゼロシナリオのみが「最終的には再生可能エネルギーと化石燃料からなるエネルギー構成に」と明
言されている。増設となる20～25シナリオは、原子力への依存度をさげるという基本方針に根本的姿勢がそぐわない。15シナリオは曖昧な点に問題がある。原発増設をしないで、既存のものを
廃炉にすることで緩やかに依存率を下げると明言してあれば賛成するが、このような決まってしまえばどうにでもできる案には賛成できない。再生可能エネルギーに移行する準備が整わないま
まゼロにするという考えは乱暴に思えるが、以上の点から３つの選択肢のなかではゼロを選ぶしか安心できる方法がない。

28220 個人 無職 ５０代 女性 原発比率０％を選択する。 　次の事故が起これば、　人類の未来はない。地震活動期に入った日本列島の、活断層の上に建設されている原発がどれほど危険か、考えてみてほしい。目標が決まれば、日本人はやり抜く
力を持っている。
　提言には、将来の人口構成と、製造業の規模、省電力の技術革新が考慮されていないスマートグリッドや料金値上げで国民の更なる省電力努力、送電ロスの解消を見込んでいない。また、
代替エネルギー（燃料電池、小規模揚水発電、振動発電）などの促進には触れていない。このままでは日本は新産業革命からも取り残されてしまう。

28221 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今すぐ全ての原発から燃料を抜いて廃炉にして下さ
い

フクイチの事故により安全な食品が手に入れ難くなっているのに、この上さらなる事故のリスクは負いたくありません。
核物質は一か所に封じ込めるのが原則のはずが、瓦礫によって全国に拡散されて国土が汚染されるのが我慢出来ません。
即刻廃炉にして、核燃料はアメリカにでも上げて下さい。

28222 個人 その他 ６０代 男性 現状維持以上の原発を支持します。 エネルギー資源のない日本にとっての原発反対は自分の首を絞める行為です。
福島原発も冷静に判断すれば地震に対しては安全に停止しました。津波による電源確保がおぼつかなかっただけで今後浜岡原発並みの津波対策をすれば問題ないと考えます。
電気を節約しながら日本の発展もなく、生活も苦しくなり世界から遅れるだけです。
放射能汚染も広島の原爆の時でさえ2週間後には市電が動いたと聞いております。ましてや福島で放射能汚染で亡くなった話も聞きません。対策が遅れて死んだ方が多いのではないでしょう
か。
医療関係、ハイテク関係など原子力開発の恩恵も理解しなくてはなりません。以上のことで今一段安全向上をめざし技術開発を進め発展途上国にも安全な原発を供給するべきです。

28223 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 国家の基本戦略とも言えるエネルギー政策に関して、
そもそも国民一般の考え方を聞くことに違和感を感じ
る。ここ、20～30年では、原子力は不可欠な基幹電源
であると考える。

国家の基本戦略とも言えるエネルギー政策に関して、そもそも国民一般の考え方を聞くことに違和感を感じる。専門家が集まり、現在の福島事故後における一時的な感情などに左右されない
長期的・戦略的・科学的な視点イにより議論・方針決定されるべき問題だと考える。エネルギーに関しては、自然エネルギーが過大評価され過ぎで、例えば、太陽光発電では、その稼働率は年
間10%程度しか期待できないことなどが欠落している。ここ、20～30年では、原子力は不可欠な基幹電源であり、推進すべき。また、電気は、需要と供給が１：１かつ、需要の変動に対する予備
力が不可欠の特殊な商品であり、発送電を分離することには弊害が多い。

28224 個人 家事専
業

６０代 女性 原発はすぐにゼロにすべきです。 地震によって福島原発の事故が起きました。１００％安全ではなかったことが、証明された。活断層の連動により、より大規模な地震が起きると科学者が忠告している中、なぜ再稼動するのか！
今が全ての原発を中止するチャンスなのです。原発は必要ありません。

28225 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。経団連米倉会長の発言、原発を巡る一連の野田首相の言動、３．１１以降の東京電力の対応、大手マスコミの報道姿勢などをみると、この日本で原子力発電を
行うことには無理があることは多くの人の納得することでしょう。われわれの、政府、東京電力に対する不信感は亢進するばかりです。国に対する信頼は地に墜ちました。この日本で原子力発
電を行うことはできません。

28226 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロのロ－ドマップの確立を支持いたします。 ・国家の財政の付けを次の世代に残さない政策と同様、それ以上に、原発による核廃棄物である負の遺産を子供や孫の世代に残すべきではない。
日本の、世界の自然をこれ以上破壊せずに、次の世代に残すことが、我々の責務であると確信いたします。
・3.11福島の事故で人生をズタズタにされた多くの人々が現在も苦しんでいます。原発は、一度事故を起こしてしまっては、自動車/航空機事故/製造プラント等、他の事故とは比べ物のならない
位のリスクを抱えています。
政府は、福島の事故を教訓に速やかに原発ゼロのロ－ドマップを作成、実行に舵をとるべきであると考えます。
・良識のある国民の多くは、そのための不便さ等は、甘受すると考えます。
どうか、ドイツのように英断し、世界に日本の良識を発信していただくことを切にお願いするものです。

28228 個人 自営業 ３０代 男性 日本の原子力発電所は全廃止してください。
原発比率は０％です。

地震が続く日本の国土に現在の人類の技術力で原子力を使用するのは不可能と考えます。

国土を、これからの人間(子供達)を汚染させてまで原子力を利用するのは単純に国益に反すると考えます。
また、本来は福島事故の快復が土壌面、被ばく等にまつまる精神面、対策に関しての責任面、それらすべてが途上であるのに全停止されていない現在のディレクティングも非常に問題です。

28229 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度０％を希望します。 福島第一原発の事故を受けて、原発はひとたび事故がおこるととりかえしのつかない事態を引き起こすことが明らかになりました。放射能による健康被害、農作物・海産物への周辺地域に限ら
ない風評被害、周辺の市町村への影響や家族離散などの事態も深刻です。
「地震大国日本」でこの先も安全に原発を運用していく保証はどこにもありません。地熱・水力・風力・バイオマスなど様々な自然再生エネルギーを利用し、一定の節電もしていけば、日本の電
力をまかなっていくことは十分可能です。
フクシマでの事故を教訓に、二度とこんな事態を招かないためには、いまこそ「原発依存度０％」の道へ踏み出し、大きく方向転換することが必要だと思います。
これから、結婚し、子どもを産み、育てる若い世代、そしてその子どもたちの代まで安心して暮らせる日本を希望します。それが、今を生きている私たちができる次世代への責任だと強く思いま
す。「原発ゼロ」の日本を。

28230 個人 無職 ７０代 女性 すべての原発は速やかに廃炉にすべきです。必要な
電力は、原発なしでも得られます。

　起こしてはならない事故を引き起こし、福島の人たちに多大な苦しみを与え、日本中を不安に陥れ、地球環境を放射能で汚染した事実があるのですから、原発廃止は当然です。
　私の故郷はフクシマです。
１年以上たった今も、原発事故の収束は見えず、福島の苦しみは終わりません。
避難地域の圏外でも、「マイクロシーベルト」が日常語になり、人々は不安を抱えて暮らしています。
　どれほどの安全対策をとったとしても、地震国日本で原発事故をなくすことはできません。原発をなくすことが、唯一、最も確実な対策です。
　たとえ大事故がなかったとしても、原発を運転すれば、確実に放射性廃棄物は増え続けます。これを孫子の代に残すことも罪悪です。
　再稼働など狂気の沙汰です。
「再稼働を止め、できる限り速やかにすべての原発を廃炉にする」、そこから始めるべきだと思います。

28231 個人 その他 ６０代 女性 原子力発電所は一日も早く全廃にするべきです この小さな日本の国を地図で見ると海岸線は原子力発電所に囲まれています。逃げようがないのです。政府は原子力発電所が危険を発した時手立てを持たないまま増やし続けてきました。な
ぜでしょう。核の廃棄物は外国に持って行ったり埋めたりして解決してはならないものです。再処理などという幻想を持たず現実的に考えましょう。
電気が足りないなどという言葉を使わないで欲しいです。2011年の3月以後も私は電気を使えています。あの計画停電はパフォーマンスだったとしか思えません。
私たちは知恵のある日本人です、原子力発電を止め、自然を生かした、未来にも世界にも誇れるエネルギーを提示していきましょう

28232 法人・団
体等

自営業 ４０代 男性 原発は直ちに廃炉にし、火力とガスコンバインでまか
なう。

リスクマネージメントの徹底。
取り返しのつかない行動、政策、戦略はしてはならない。
放射能は人間では無毒化できない。

28233 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを求める。
すべての原発をすぐに停止し、省エネ拡大、自然エネ
ルギー導入強化をおこなうとともに、石炭火力ではな
く天然ガスをエネルギーシフト過渡期の橋渡しとして
選択すべきである。

ゼロシナリオを支持します。
大飯原発をはじめ全ての原発の再稼働反対です。

社会や環境・経済の持続可能性を考えれば、すべての原発をすぐに停止し、省エネ拡大、自然エネルギー導入強化をおこなうとともに、石炭火力ではなく天然ガスをエネルギーシフト過渡期の
橋渡しとして選択すべきである。

東日本大震災は1000年に一度の災害と言われ、福島第一原発事故は電力会社によって『想定外』と認識された。
しかし、1000年に一度だろうが『想定外』だろうが、事実として原発災害は発生し、広大な国土が放射能に汚染され、16万人以上が現在も避難を強いられ、その多くが帰郷も叶わず、除染・賠償
費用の国民負担は今後も長く続いていく。

日本に暮らす私たちは、もう一度同様のことが起こる可能性を否定できない
原発で深刻な事故が発生することは否定できない。
。
福島第一原発事故が明らかにしたこの２つの教訓のもとに考えれば、地震国の日本で今後も原発を使用していくことはありえない。

28234 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロ」を目指すべきだと考えます。 事故が起きた時の代償はあまりにも大きく、使用済み燃料の保管も含め、安全対策の杜撰さが証明された今、他に選択肢があるとは思えません。
もしも核武装という観点で原発を肯定するというのであれば、それはそれできちんと議論すべきです。
国益を考えても、再生可能エネルギーの開発に世界中が投資している今、このまま遅れをとっていることの方が、未来の日本のためにならない。私はそう考えます。

＜原子力発電を廃止すべきと思う理由＞
・事故は100％起きない事はない。
・事故が起きたら影響が地理的と業種的に広範囲、長期間に及び経済的損失が多すぎるが、保険が効かない。
・事故が起きたら住めなくなる場所が出る。
・事故が起きるたびに電気料金が上がり、税金が使われる。
・今回事故が起きた発電所では、死者は出ないが、非難した人の中には生活環境が変わり自殺する人がいた。
・温室効果ガスを減らして地球温暖化を防ぐ為に原発が有利でしたが、原発は事故が起きると、放射能汚染が起こるので
地球温暖化より深刻な環境破壊を起こすので、環境保護の観点からも原発を廃止すべきです。

東北地方太平洋沖地震前は、東北地方は西に移動していたが、地震後東に移動しているので、今まで動かなかった断層が動きやすくなっているようですので、2030年ではなく、できるだけ早く
原子力発電は廃止すべきです。

原発、核燃料製造設備などで発生する放射性廃棄物を何百年と管理する施設の維持費も原発発電原価に含まれているのか疑問です。

＜現在より深い井戸を掘る地熱発電技術採用＞
原発に変わる発電方法の中で、太陽光発電は電力会社に売電できる法律ができたので、民間会社にまかせればいいと思いますが、日本は火山が多いので火山が噴火して火山灰なので、ソー
ラー発電の発電量が少なくなった時に、他の発電で補えるように、ソーラー以外の発電に余力を持たせるべきだと思います。
地熱、波力発電は技術的にまだ改良の余地があるので、政府が支援すべきだと思います。

日本で、地熱を利用しようとすると近隣の温泉に影響がでると不安になる人が多いので、現在とは違う方法を開発するべきだと思います。
オーストラリアのクーパー盆地では、40社を超えるベンチャー企業が従来の２倍、地下4,000ｍを超える深さの井戸を掘っているそうです。(NHK番組「ｻｲｴﾝｽ　ZERO」2009/8/15放送より)
日本でも地下4,000ｍを超える井戸を掘る技術開発を行って頂きたいです。
また、これから日本で開発すると2030年には間に合わないと思いますので、
オーストラリアのベンチャー企業を買収したほうが早いと思います。

＜夏場の電力ピーク問題改善方法＞
現在夏場の需要をどう乗り切るかが課題の電力問題を抱えていますが、電力ﾋﾟｰｸの問題は自然災害が多い日本では今後も発生すると思います。

これを解消する為に消費電力１KW/H以上の電気製品を対象に、キャパシタなど交換不要のバッテリーを内臓させて、夜間充電し、ピーク時間帯は充電した電力を使用する機能を持たせるよう
に義務化すればこの問題を解決できると思います。

＜計画停電方法の改善提案＞
計画停電では地区ごとに行っていますが、送電方法を変えて、建物の用途ごとに停電できるようにするべきです。例えば、娯楽施設→役所関係→病院の順番。
建物の中では設備ごとに停電していく、例えば空調関係→照明関係の順番。
また、一般家庭では、契約電力に関係なく電力不足時強制的に一世帯10Aを超えるとﾌﾞﾚｰｶが切れるようにするなど
すれば、日常生活に影響が少なくなると思います。

28227 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を2030年より早く実現希望。地下4,000
ｍを超える井戸を掘る地熱発電技術の採用。夏場の
電力ピーク問題改善方法。計画停電方法の改善提
案。



28235 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電への依存は0%にすることを望みます。 日本は地震の多い国です。今後、東日本大震災級の地震は日本のどこで起こってもおかしくないと言われています。今までも原発は安全だと言われながらも、昨年の3月11日に大災害が起こり
ました。また、新聞などでもたびたび取り上げられるとおり、既得権益を守るために電力の無駄遣いやロスが多くあるようですので、それをきちんと整備すれば、言われるほど電力不足ではない
のではないかと思います。
日本は原爆の投下も受け、放射能の怖さは身にしみて分かっているはずです。その恐怖を次世代に引き継がないためにも、原発への依存は0%を目指すことを望みます。

28236 個人 無職 ７０代 女性 現状維持の支持 今年のような暑い夏にエアコンを使えなくなるような将来は考えられません。
次のエネルギー確保までは安易に原発を減らさないで貰いたいと思います。

28237 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発ゼロシナリオを選択します
理由は簡単です「命より大切なものはないから」

福島第一原子力発電所事故が未だに収束していない、誰も明確な責任を取っていない（取ろうとしていない）このような状態であるにも関わらず、原子力を推進していこうという動きに恐怖と怒り
を覚えます。
日本国民であることを誇れる、そんな国にしたい。

28238 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 事故が起これば、長い期間環境を破壊し、放射性廃
棄物を何万年も保存しなくてはならない。後の世代に
危険と恐怖を押し付けてはいけない。

自然災害も大型化し、何が起こるかわからない今、今度原発事故があれば日本の未来はもうない。廃炉にするのも時間がかかり、その間にも放射性廃棄物は、どんどん増え続けるのだから、
一日も早く、全原発は、即時廃炉にし、電力を自由化し、自然エネルギーを推し進めていかないと未来はないと思います。その為に、生活のレべルを落としてもかまわない。また核の無力化の
研究も、やっていってほしい。核と人類は共存できない。核で金儲けをしてはいけない。

28239 個人 自営業 ５０代 男性 原発はゼロにするのは当然ですが、いかに廃炉でき
るか、その計画が欲しい

とにかくあってはならないものが原発です。
ゼロにするのは当然ですが、その計画が欲しい。
廃炉計画です。
停めるだけではなんにもなりません。

各電力会社も自然エネルギー発電に本腰を入れるべきです。
それしか生き残る方法はありません。

28240 個人 その他 ６０代 男性 選択肢は０％、との意見です。
(1)原発は必要悪でもない、　(2)核廃棄物保管の準備
なし、(3)被ばく労働不可避は人命無視、(4)核兵器へ
の転用の恐れを除去できない、(5)原発なしで必要電
力が賄えない、とは思えない

１）政府準備の選択肢には無理があるが、政府のテーブルで答えれば、「２０３０年の原発依存率は、０％」とすべきである。

２）理由
(1)原発は危険で、万一事故が起きたら、その被害は途方もなく甚大です。チェルノブイリ原発事故で政府が発表したのは「日本の原発とチェルノブイリとは方法が違い、日本（の原発はチェルノ
ブイリよりはるかに安全で）ではあのような事故は考えられない」というものでした。福島原発事故は地震、津波によるもので、チェルノブイリとは異なる理由で大惨事となりましたが、原発は危険
であり、できれば使わない方が良い、という受け止め方を否定する人はいないと思います。原発は悪だが必要、という考え方が最も私が理解できる原発推進の意見です。それでは、原発は是が
非でも必要か？答えは、日本が必要とする電力量と発電能力を比較すれば明らかです。火力発電を使えば、原発０でも電力は不足しない。結果的に福島事故後に証明されたことです。問題は
コストや地球温暖化とのかねあいですが、原発ナシでは達成されない、との証明がされていません。関西電力の大飯原発再稼働は夏場の電力不足を理由とされましたが、本当に不足するのか
怪しいと思っています。

(2)原発から排出される放射能ゴミの再処理は六ヶ所村で準備されていることは知っていますが（この核燃サイクルも問題あり）、最終的処分場はいまだ準備されない状況です。国内のどの地域
自治体も受け入れを表明していません。これが「原発はトイレなきマンション」と呼ばれる理由です。核のゴミは今や全国原発の敷地内と六ヶ所村に集められ、あふれようとしている有様です。こ
の核廃棄物は未来の子供に託すしかないのは、耐えられない。

(3)福島原発事故でも（少し昔は東海村ＪＣＯ事故）報道される、原発敷地内の労働は常に被ばくする労働現場です。このような非人間的な労働が不可避である原発は非人間的な工場をいう以
外ない。このような労働現場はなくすべきである。

(4)原発はもともとは核爆弾の原料を作るために作られて経緯がある。日本のプルトニウム保有は他国への脅威で、核爆弾保有への道が常に開かれていることになる。名実ともに平和な国とな
るためには原子爆弾の原料の生産につながる原発を保有すべきではない。

(5)水力、地熱、風力発電、バイオマスなど再生可能エネルギー開発に力を注ぐことで２０３０年以前に原発ゼロとなる社内の実現は可能だと考えています。もっと開発予算を自然エネルギー開
発に回せば（原発への予算は物凄い。核燃、もんじゅもやめれば物凄い予算を自然ｴﾅﾙｷﾞｰ開発に使えて、原発ゼロが5年以内にも見えてくるのではないでしょうか。

最後に原発規制庁の人事について、原子力村出身者を外すよう、強く求めます。

以上

28241 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 いきなり原発をなくす場合に想定されるリスクを全て
出したうえで話合うべき。耐えなければならない経済
的負担やダメージを国民全員がしっかり受け止める覚
悟を持った上でどうするか語り合うべきだ。

「原発」事故が起こった以上、誰もが原発を廃止すきだと考えるのは当然です。しかし、いつの時点で無くすかについて、明確に議論をされているとは思えません。それぞれ自分のイメージに基
づいて「廃止」「推進」を語っているだけのように感じます。「未来のこどもたちのために今すぐ廃止を」と訴えている母親は、もしかして廃止によって産業の空洞化が進むとともに、スペイン並みの
50%を超える失業率がもたらされ自分のこどもの就職が見つからない、といったリスクもすべて受け入れる覚悟をしているとは思えません。自身の家族に経済的負担が強いられることになる、と
は想定していないのではないでしょうか。また、再生可能エネルギーの明るい面ばかりが取りざたされていますが、完全普及に至るまでに国民が強いられる負担(電力料金への跳ね返り、不安
定な供給をバックアップするために火力発電所が必要となることなど)の情報、言い方を変えれば「原発」をどれくらいの時間をかけてなくしていくかを検討するための判断材料が提示されていな
いように思います。
今すぐ原発をなくせと叫んでいる人の大半は、原発を今すぐ無くしても、これまでとなんら変わらない生活が送れるし、かりにそうならないとしたら、それは電力会社の経営努力が足りない、とし
か考えていないように感じます。
あくまで予想の話でよいので、想定されるリスクについても多くの情報を提供すべきだと考えます。

28242 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 安全だなんて何の根拠もありません。将来のこと、子どもへの影響を考えると悲しくなる一方です。

28243 個人 無職 ６０代 男性 0シナリオを選ぶ。理由は、使用済み燃料の最終処分
法の合意がない、枯渇する燃料より再生可能エネル
ギーに注力すべき、目前のコストを気にする電力会
社、財界の意向はtime scheduleで考慮すればよい。

今回の3シナリオは、原発を後進国へ輸出し、その使用済み燃料を六カ所村で再処理するサイクルを考えている現政権の思惑から出来ている。使用済み燃料の再処理、処分の問題は、少子高
齢化、赤字国債による財政破綻と同様、早くから、いずれ行き詰まることが明らかとされていたのに、これまでの政権が逃避して来たものである。その点では、目前の利益にとらわれる財界と同
じレベルでしかない。長期的視点に立って、社会、経済活動を誘導するのが、政府の役割である。

28244 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。 原発０パーセントを支持し、今すぐ原発をゼロにする。その理由は人間の御しがたい原発はいらないからです。福島の事故後の現状を誰一人未だに見た人がないという恐ろしい現実・従って終
息の見通しも付かない現実・これでは今の日本では原発を導入する資格がないということになります。

今原発推進を唱えている人は、原発を知ろうとしない人か知らされていない人だと思います。導入時にすべてを人々に明らかにしなぜもっと慎重に事を運ばなかったのか！もう隠すのはやめて
ほしい。核燃料廃棄物の恐ろしさをもっと国民に広くしらせてほしい。そうすればほぼ１００％の人が原発ゼロを支持すると思います。

28245 個人 無職 ６０代 女性 すべての原発は直ちに廃止すること。 物事に絶対安全ということはありません。
飛行機は、基準に従い安全に設計され、製造されて、訓練を受けたパイロットが操縦しています。
それでも墜落や着陸失敗等々の飛行機事故が生じます。
ただし、飛行機事故があっても次の事情から事故後も飛行機は公共交通機関として機能してきました。
　イ、事故被害が（下記の原発被害と比較し被害の程度、被害範囲、被害の継続性等にお
　　　いて）限定的といえること。
　ロ、飛行機と同機能の代替交通機関がないこと。
　ハ、安全基準は世界的に承認されていること。
このような事情から、飛行機は事故があってもなくなることはなく、再発防止を講じることによって、事故後も飛行することが許されてきました。
ところが、原発事故については、飛行機事故とはまった様相を異にします。
　イ、原発の安全基準が不透明であること。
　　　何が安全であるか、安全基準はどうあるべきか分かっていません。
　　　このような安全基準が不透明な原発は、速やかに廃止すべきです。
　ロ、事故被害の甚大性
　　　例え、安全基準が明確になったとしても、事故が発生しないことを保証するものではありません。
 （地震･津波、隕石の落下、飛行機の墜落、ミサイル攻撃、操作ミス、設計エラー、保守の不備、材料の腐食等々によって、事故はありえます。絶対安全とはいえません）
　　　事故が、一度生じた場合には、３．１１に見るようにその被害は甚大で、広範囲にかつ子々孫々にまでその影響は続きます。（被害の程度、被害範囲、被害の継続性等）
　　　飛行機事故とは相違し、速やかに原発は廃止すべきです。
　ハ、代替の発電方式
　　　われわれは、もともと原発以外の発電方式を持っています。原発に代わる発電方式はたくさんあります。
　　　代替の発電方式があるわけで、リスクが大きい原発は速やかに廃止すべきです。
　ニ、核のごみ処理
　　　使用済み核燃料の扱い技術が確立できていません。危険な核のごみがたまるばかりです。
　　　飛行機事故とはまったく異質の危険を有する原発は直ちに廃止すべきです。

28246 個人 学生 ２０代 男性 より安全な原発を研究開発すべきという主張により、
原発15シナリオ及び20～25シナリオを支持します。

戦争に負けたら武力を無くしてしまうのではなく、二度と負けぬような武力にする策を取る。原発が事故ったら原発を無くしてしまうのではなく、二度と事故らぬようなより強固な原発を作る策を取
る。日本の原発技術力は世界に誇る水準であり、これより後も原発を推進し続け、より安全な原発を目指していくべきである。

28247 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発、反原発、嫌原発はそれぞれ違う。 事故前には既に「原発依存度」が全体の発電量の3割を超えていた。

事故により“放射能”への恐怖から世論が一斉に「反原発」へ傾いたが、既に3割を超える発電量を担っていた原発に代わるエネルギーの確保には「新たな負担」が発し、その負担は当然“利用
者”に圧し掛かってくる。

負担増への不安や電力の供給減による生産の不安定化がもたらす経済の低迷は、震災復興を目指す我が国の将来に“足枷”になりこそすれ、“成長”を支持することは有り得ない。

が、現実に「原発の暴走」を“完全に”コントロールする術を持たない以上、再びの「悲劇」への不安は決して拭い切れることはない。

双方に与えるインパクトを最小限に抑えるには、「感情的な“反原発”」、「イデオロギーによる“嫌原発”」はバランサーとしての役割以外に期待しない。

今後は徐々に「原発依存度」を抑え、代替エネルギーの開発と普及に軸足を置き換える。

同時に「完璧な原子力のコントロール」を確立する研究は継続し、将来に“より多くの選択肢”を維持する努力をするべきと考える。

理想で言えば2030年までに「原発依存度」を“０％”にすることが望ましいが、現実的には「努力目標」にしかならないだろう。

しかし、諦めてしまう理由もない。

「努力目標」としての“０％”を支持する。

28248 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 男性 原発０シナリオを支持します。
自然災害多い日本に原発は危険です。
使用済み核燃料の問題も解決していません。
このつけを後世の人達に残すことはできません。
自然エネルギーの開発を進めて下さい。

原発はすべて廃炉にして下さい。
いまだ福島では16万人の人々が避難しています。
この狭い国土に54機の原発など、そら恐ろしいことです。

今回の福島事故では、この国も電力会社も国民の安全への対応が出来ず、国も電力会社も原発を持つ資格かないことが証明されました。

これから、自然エネルギーの開発に力を注ぎ新しい産業を起こし世界のエネルギー開発に貢献することが我が国の役割と考えます。
安心して暮らせる日本にして下さい。

28249 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオ派の一人です その時代に生きる人たちの生活や企業や世界との関係は大事であるが、本当の意味で長い目で見て行動し、例え今の時代に痛みが伴ってでも変えて行きたい。
６月のTVでメタンハイドレートの事を知った人は多いハズ！！

28250 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はゼロシナリオを支持します。 原発はこれ以上絶対に増やしてほしくありません。
福島原発の問題が起こるまで、楽観的に考えすぎていました。いま、3ヶ月の乳児を抱えており、余計に影響が心配されます。

28251 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。
自然災害多い日本に原発は危険です。
使用済み核燃料の問題も解決していません。
このつけを後世の人達に残すことはできません。
自然エネルギーの開発を進めて下さい。

原発はすべて廃炉にして下さい。
いまだ福島では16万人の人々が避難しています。
この狭い国土に54機の原発など、そら恐ろしいことです。

今回の福島事故では、この国も電力会社も国民の安全への対応が出来ず、国も電力会社も原発を持つ資格かないことが証明されました。

これから、自然エネルギーの開発に力を注ぎ新しい産業を起こし世界のエネルギー開発に貢献することが我が国の役割と考えます。
安心して暮らせる日本にして下さい。

28252 個人 無職 ７０代 男性 原発は全廃せよ。 一度暴れ出したら人の力では全くコントロール出来ないものを
ビクビクしながら使用するようなことはやめろ。
広島、長崎で落とされた原爆、こんどは福島に落とされた、いや落としたのだ
日本の政官なんちゅうのはクズばかりだ、政官人よ福島にすんでみろ。
まだまだ日本全国いたるところで電気を無駄使いしている。政官人の私利私欲に国民は翻弄されている。



28253 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します 2011年3月11日の東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故を経験し、原子力というものの本当の恐ろしさ、そして我々国民に伝えられていなかった真実、また我々が想像して
いた安全神話が実は全く存在しなかったという事を痛感しました。

東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故を経験した我々の国は、世界に向けて様々な方法で事実を伝えるべきだと思いました。そして我々の国が率先して今後のエネル
ギー政策を大きく転換し、今後このような事故が決して起きない世界にしなければなりません。
経済の壁は厚いし、簡単に実現する問題ではないのかも知れませんが、今がその大きなチャンスだと思います。

３つのシナリオの中から選ぶというならゼロシナリオしか考えられません。

歴史の中で、今の時代に生きる日本人が同じ過ちを繰り返すことなく、大きく成長したいと思います。
よろしくお願いします。

28254 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張

《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》
大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。2年程度の計画停電も受け入れよう。ただし、病人、
被介護者、子供、老人は守らなければならない。

28255 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発依存度は、必ずゼロにしてほしい。
また、ＣＯ２削減もできるエネルギー政策を実現して欲
しい。

原発事故で避難をしてきた方々からは、健康に対する色々な不安を聞きます。現在の政府の安全基準を、全く信頼できません。
今回の事故において、原子力発電を、私達がコントロールできないことは明らかです。人の健康、未来、安心できる暮らしと引き換えにしていいものなど何もないと思います。

原子力発電に絡む、様々な利権があるのだろうと思います。
しかし、今、そこから勇気をもって脱出すべき時です。
きちんと、国民の声を聞いて下さい。
電力需要、供給等についても、分かりやすく、正しい情報を国民に開示してください。

28256 個人 その他 ６０代 男性 2030年には原発比率をゼロにすることを努力目標と
するべき。経済活動の維持や活性化は必要だが、そ
れには国民の安全と健康な生活が100％保障される
ことが大前提。原発の絶対的な安全はあり得ない。

1　2030年における原発比率として0％とすることに賛成。
　1）国の経済が成り立つためには国民が安全に、そして健康的な生活を送れることが絶対条件と思料。政府及び経済界が原発存続を重視する背景は、原発廃止によって国の経済が崩壊する
という懸念に基づいているが、原発の安全性が100％保証できない現状では、福島第一原発事故を上回る大事故が起こらない保証はどこにもなく、一朝大事故が起こった場合には経済どころ
か国が無くなってしまう懸念さえある。
　2）今までの政府や電力事業者の対応ぶりを見ていると、そのいい加減さにあきれてしまう。事故調査の報告書が出そろったというのに、その内容に関する議論さえせず不都合なことはすべて
覆い隠そうという政府の姿勢では、たとえ原発の安全性が声高に強調され続けても不信が募るばかりでその根拠が全く見えず、一刻も早い原発ゼロ社会への移行を心底から願わざるを得な
い。
　3）核燃料の再処理が、今の状況を見ている限り何の問題もなく順調に成功を収めるとはとても思えず、使用済み燃料が増加の一途を辿ることになる。地下何百メートルであろうとも、手におえ
ない危険性をもった核燃料を保管しつづけることは人類に対する背信行為であり、とても容認することはできない。
2　将来の原発をどうするといった議論からははずれるが、「自分の責任で」大飯原発再稼働を決めた野田首相の常識に言葉では表せない不信をもつ。多くの国民が疑問を投げかけているよう
に、もし大飯原発で今回の福島と同じような、またはそれ以上の重大事故が起こった場合、どのように「責任」をとられるのか、是非ともお伺いしたいものである。また、福島原発事故では幸いに
して事故を直接的な原因として亡くなった方はいないようであるが、将来大飯原発で起こるかもしれない事故が原因で多くの死亡者が出た場合には、首相は殺人者になる、少なくとも未必の故
意には問われことになるであろうが、そのようなことも考えられたのであろうか。
3　今回このようにパブリックコメントの形で民意を問われるのは結構だが、どのような意見が出て、それがどのように集約されるのかを公表し、原発政策にきちんと反映させてもらいたい。民主
主義を「装っ」た形ばかりのものにならないように心から願う。

28257 個人 無職 ３０代 女性 原発は稼動するべきだと思います。稼動数は今までと
同じか、更に増やしてもいいと思います。原発の停止
をすると景気の減速だけでなく、核兵器保有国に対す
る対抗策が一つ減ると思います。

原発は稼動するべきです。エネルギーの自国の確保だけではなく、原発の技術が核兵器製造の技術にも繋がると聞きます。決して原発を手放すべきではありません。
　沖縄の米軍基地をどのようにするか解決できていない上、中国は尖閣諸島に明らかに領土的野心をもっています。原発を日本が手放し、日米同盟が破綻し、中国に核兵器で脅されたら、現
在の日本はどう対応するのでしょうか？
　「日本が何もしなければ、中国や他の国が日本に戦争を仕掛けてくるはずがない」と言う意見も聞く事がありますが、チベットは中国に何もしていないのに、武力により侵略されました。日本が
何もしなくても、相手国にとって日本を乗っ取る事が自国の利益に繋がると思えば、遠慮なく侵略に来るでしょう。核兵器保有国に対する対抗策としても、原発は手放してはいけません。
　反原発の方たちは他のエネルギーでどうやって電気を作るかは考えますが、核兵器保有国に対する対抗策をきちんと考える方は皆無です。原発の問題を政治的な問題だと気づいていない
方も沢山いるようです。ですが、エネルギー確保や安全保障は明らかに政治的問題です。
　せめて、脱原発を考えるなら、電気をどう賄うかだけでなく、核兵器保有国に対しての対抗策も考えて初めて、対案を考えたと言えると思います。

28258 個人 学生 １０代以
下

男性 絶対に原発０％ ぼくたち子どもたちにとって、安心・安全な未来のために、危険な原発は絶対に反対です。

28259 個人 自営業 ４０代 男性 私は提示された３つの選択肢の中では、原発エネル
ギー比率0％が望ましいと考えます。ただ、それは
2030年に0％になればいいというのではなく、現在稼
動中のものも含めて、再稼動させないことを望みま
す。

私は提示された３つの選択肢の中では、2030年時点での原発エネルギー比率は0％が望ましいと考えています。その最大の理由は、福島第一原発事故の事故原因の分析およびそれにもとづ
いた安全対策が十分になされないまま、当面の電気が足りないとか経済成長に歯止めがかかるという短期的・経済的な理由で原発を再稼動させることは許されないと考えるからです。そういう
意味では、2030年時点で比率が0％になっていればいいということではなく、現在稼動している２基を含め、再稼動させない、つまり現時点ですみやかに比率を0％にすることを望みます。もう１
つ大きな理由は、仮に福島の事故がなかったとしても、放射性廃棄物の処理については「こうすれば絶対に安全」という方策は今のところなく、未来の世代にツケを残すような政策は絶対に認め
られないというものです。放射能は完全に無害化するまで10万年以上かかると言われていますが、誰もそんな先まで責任を持てる人はいないわけで、原発を廃止するだけでなく、そもそもウラ
ンの採掘自体を即時やめるべきだと考えます。よしんば原発が完全に安全と言い切れるような技術や放射性物質および廃棄物が完全に安全に採掘・管理できると言い切れるような技術が将来
的に開発されたとしても、その研究・開発・運営には途方もない額のお金がかかるわけであり、そういう危険な技術に国民の大切な血税を投資するよりは、よりクリーンで安全で将来性のある再
生可能エネルギー関連の技術開発に投資した方がよほど、効率がいいと考えます。日本は再エネ・省エネ分野では世界的に見ても高い技術力をすでに保有しており、その分野に国をあげて取
り組めば、エネルギー分野で世界のトップランナーになれる可能性は十分にあります。第２次世界大戦の時の日本をはじめ、戦争という手段に訴える国の多くはエネルギー需要が自国の資源
ではまかなえないことが背景にありますが、再エネ・省エネの分野において秀でることができれば、長年叶わなかったエネルギー自給の道も開かれると思います。ウランにしてもその埋蔵量は
限界があり、しかもその多くは外国の土地の下に眠っています。そういう意味で、原子力はあらゆる意味において持続可能なエネルギーではなく、それだけの危険性を犯してまで投資する価値
のないものだと考えます。

28260 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオです。核のゴミの行く場もないのに即刻
原発ストップです。
原発の安全性の確認もしっかりなされず、再稼働は
もってのほかです。

フクシマ以降、何が問われているのか。今もって原発事故で苦しめられている人は多いはずです。少しの不便でもいいのです。原発やめて、大地に根を下ろした生活ができるように子々孫々に
自然を残すのが大切です。

28261 個人 自営業 ６０代 女性 原発0シナリオに賛成です。理由は人間のやることに
100%の安全はあり得ない(だから事故が起きた)。兎に
角使用済み核燃料の処理が未解決。私たち節電と再
生可能エネルギーの利用、前向きに頑張ります。

　皆ができることを少しずつやって、ちょっと我慢して節電をすれば、原発のない社会が必ず出来ます。二度と福島が起きてはならないし、まだ終わっていないことを肝に銘じなくてはいけない。
福島原発の安全はまだまだ確立されていないのに、過去形で語られることに大いに疑問を感じます。
放射能と塩で荒らされた大地はメガソーラー基地として利益を地元に還元できるとよいなと思います。住民の方には本当にお気の毒ですが、全国の休耕地への移住など生きがいのある対応を
望みます。

　ところで、我が家は屋根に5.5キロの太陽光発電パネルを乗せ、庭に東京ガスのエネファームを設置して2年になります。3.11の前から原発がいやで、設置費用の元が取れなくても良いと思い
実行したのですが、本当に節電に役に立っています。 太陽光パネルの下の部屋はこの暑い夏でもエアコン不要というおまけ迄つきました。白熱灯をLEDに変え、故障した冷蔵庫を省エネタイプ
にしました。家庭でできることがあればいくらでもチャレンジしたいと思います。そう思っている人はたくさんいる筈です。
　お金が必要なら消費税いくら上げても良いので原発やめて下さい。

28263 個人 無職 ６０代 男性 国全体において、原子力発電所（原発）による電力エ
ネルギー供給はただちにゼロにしていただきたい。危
険きわまりない原発をすべてやめ、ただちに国の根本
政策を再生可能エネルギーに全面的に替える決断を
せよ。

国全体において、原子力発電所（原発）による電力エネルギー供給はただちにゼロにしていただきたい。理由として(1)そもそも、原発によって生じる使用済み核燃料（死の灰）を処分する方法が
ない。政府はこのことに対する責任ある回答ができないでいる。これほど国民の現在と将来にとって危険なことはない。(2)現在、使用済み核燃料はそれぞれの原発の貯蔵プールに貯蔵されて
いるが、あと数年で満杯になる原発も少なくない。使用済み核燃料の貯蔵プールも冷却し続けることが必要であり、地震や津波でそれができなくなったときは再び、福島第一原発事故と同様の
事故が起こる。(3)現在国内にある原発５４基のうち、運転開始から４０年を超えた原発が３基、３０～４０年経過した原発が１６基ある。世界の原発で廃炉にした平均年数は２２年であるにも拘わ
らず、この使用年数の長さも危険きわまりない。このことに対する責任ある回答も政府からは、ない。(3)国内の再生可能エネルギーの潜在能力は５４基ある原発の約４０倍あることを政府・環境
省自らが発表している。なぜ、国の根本政策を再生可能エネルギーに全面的に替える決断をしないのか。どう考えても納得できない。

28264 個人 その他 ７０代 男性 全世界的には更に原子力の平和利用は推進され、技
術もどんどん進歩をしていくだろう、今回不幸にも事故
が起きたからと、原発からすべて撤退することは国力
の衰退に繋がってしまう。
原発20～25を支持

科学技術の進歩には、多少のリスクはつきものであり
事故があったからと、何十年蓄積した技術をやめてしまうことは、たいへん危険なことだと思う、資源が枯渇することが目に見えていて、自然エネルギーが現状
見通しが立たない中、新興国は原発の設置をどんどんするめるであろう、結果的に電力量が飛び抜けて高い日本から脱出し産業構造の空洞化を招くだろう。
声高に脱原発を訴える一部のマスコミ特にテレビメディアは電力の足らない13～16時は放送を自粛するべき。

28265 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の比率は０％にすべきである。 原発の比率は０％にすべきである。

28266 個人 家事専
業

７０代 女性 ０シナリオで進めるべき
それも早い段階で原発を止めるべき

世界的にみても原発の及ぼすデメリットは避けられず子々孫々への影響を考えると（現代の責任）一日でも早く原発は止めるべき　　安全安心のエネルギーの開発を望みます

28267 個人 その他 ５０代 男性 (1)原子力発電のゼロを選択します。
(2)再生可能エネルギーを普及させるべきです。
(3)脱原発の民意を国策に反映させるべきです。
(4)破綻した核燃料サイクル政策は即刻中止すべきで
す。

(1)原子力発電のゼロを選択します。
ただし2030年を待つ必要はありません。速やかな廃炉を強く希望します。事故持の被害の規模と深刻さ、大地震のリスク、放射性廃棄物の管理など、原子力発電はあまりにも大きな問題を抱え
ています。すみやかにゼロにすべきです。
(2)再生可能エネルギーを普及させるべきです。
再生可能エネルギーは世界的に急成長をしています。国策を大きく転換し、これまで取り組んでこなかった再生可能エネルギーの活用に向けた調査や研究、投資を行なうべきです。原子力に
つぎ込んでいる巨額の費用を振り向ければ急成長は可能です。
(3)脱原発の民意を国策に反映させるべきです。
脱原発の運動をおこなっているのは特殊な人々ではなく普通の国民です。脱原発はすでに国民的な運動になっています。この民意を国策に反映させるべきです。
(4)破綻した核燃料サイクル政策は即刻中止すべきです。
３つの選択肢のなかに核燃料サイクル政策のあり方までが含まれているのは非常に不適切です。再処理と高速増殖炉による核燃料サイクルは破綻しており、即刻中止すべきです。

原発は即廃炉にすべきである
福島第一原発事故ではメルトダウンし核燃料がどこにあるかすらわからない。冷却も仮設的に行っている。事故は収束していないし、再度巨大地震等の大災害に見舞われる恐れもある。その
場合は再び放射性物質が外部に大量に放出される危険性がある。このような状態は、廃炉・解体を完了するまで何十年間も続くのである。圧力容器からメルトスルーしたと思われる溶融した核
燃料を取り出す方法も未知のことであり、人類史上初めての経験なのである。スリーマイル島原発事故は核燃料が圧力容器の中にあったが取り出すまで１１年要している。チェルノブイリでは
石棺で覆うしか方法はなく現在に至っているのである。
今回の福島第一原発は、原発というものの「効用とリスク」が著しく見合っていないことを、多大な被害を生み出して実証した。今回の過酷事故の被害は計算できないくらいのものである。壊れな
い機械はない。例えば航空機の墜落事故や、阪神淡路大震災の際の神戸製鋼所の溶鉱炉破壊事故は一過性である。このような、後始末が容易に出来る事故とは、原発の過酷事故は根本的
に異なるのである。大量に放出された放射能は「除染」できず「移染」するしかなく、数十年に渡って国民・国土に悪影響をもたらすのである。壊れた原発はどこが壊れているのか、核燃料はどう
なっているのか、人間が近寄れないため、推測に基づいて事故収束活動を行っているに過ぎないのである。
また福島第一原発4号路の燃料プールは依然として最も高い危険性を有している。事故の結果、使用済燃料棒の保管・燃料プールのリスクも高いことも実証された。

資源量の少ないウラン燃料の有効利用と、廃棄物を少なくするための核燃料サイクルも、その要となる高速中性子原発炉（日本では「もんじゅ」）は欧米も実現を諦め、日本の技術を持ってして
もその安全な稼働は見通せていない。もんじゅは熱媒体としてナトリウムという極めて不安定な物質を使う技術である。高速中性子原発炉は極めて危険な原発である。

原発は大量の核廃棄物生みだし、その始末が出来ない「トイレのないマンション」と云われてきたようである。減衰を待つしかなく放射能をなくする技術は現実的にない。従って使用済核燃料の
始末は、半減期最長の核種を考量すると100万年お守りをする必要があると云われている。今のところ密閉して地下深く埋める方法しか見あたらない。しかし100万年ともなるとこの間大規模な
地殻変動も起こるであろうし、その間人類は存在しているかどうもわからないが、本当に厄介なものを生み出してしまったと思う。

再稼働させ寿命が来たものを徐々に廃炉にしていくというやり方は、原発の過酷事故を考えると得策ではない。大災害に見舞われて、例えば制御棒の自動挿入がうまくいかない事もあり得るの
である。また再稼働すれば更に核廃棄物を増やす事になる。
制御棒を挿入して、冷温停止状態になっている原発を再稼働させず廃炉に持っていくべきである。そして燃料プールの燃料棒を可及的速やかに、より安全な圧力容器等の性能に匹敵する保管
施設を作って保管すべきである。

原発立地地域の雇用・経済の問題もあるが、ある意味「原発マネー」という麻薬を飲んでいたようなものであり、地元の人々には辛いかも知れないがこの麻薬症状から抜け出さなければならな
い。当面の地元の利害と未来にわたる国民全体の利害を考量すると、選択は自明である。

また、原発の効用は電気を作るだけである。原発の発電コストは従来の云われていた数字よりも著しく高い事が判明した。地球温暖化問題で原発が二酸化炭素を排出しないクリーンなエネル
ギーだと宣伝されてきたが、人類にとって放射能汚染というより深刻な問題を引き起こすものであることもはっきりした。
発電は他の代替手段がある。政府の資料によれば原発以外の発電設備を稼働させれば、必要な電力供給は可能である。石油・石炭・ガス等にシフトした場合、仮に電気料金が上がる事は覚
悟できる。しかも電力会社の総括原価方式を改め、発送電の分離等の政策を実行していけばもっとコストダウンは可能であるかもしれない。企業が電力供給や電力価格の上昇による国際競争
力の悪化を懸念しているようであるが、そうであれば、そのような企業には優先して電力を供給し、価格のアップ分を国民が負担しても構わない。
一方、国民、企業は電気の使い過ぎを改め節電を図り、且つ国も積極的に支援して省電技術を開発すべきである。これで繋ぎつつ持続可能なエネルギーへのシフトを進めていくべきである。
原発問題、エネルギー政策問題は、今後どうしていくかは全国民が利害当事者であり、その判断を仰ぐ必要がある。国民の命と健康、国土の保全が第一に優先されるべきであって、これをない
がしろにした原発・エネルギー政策であってはならない。

以上の考えにより、政府は即刻原発廃炉に政策の舵をきるべきである。以上

28262 個人 自営業 ６０代 男性 再稼働させた大飯原発の停止を含めて直ちに全ての
原発を再稼働させることなく廃炉にすること。２０３０年
までの間に過酷事故を起こすリスクがありもう一度福
島のレベルの事故を起こしたら日本人と郷土は破滅
である。



28269 個人 家事専
業

２０代 女性 原発依存度は「0」にすべき。「2030年」までではなく、
即刻停止を。

もし明日にでも地震が、津波がきたらどうなるのか。
人的ミスでの事故の可能性はないのか。
福島第一原発の事故もまだ収束していない。
すべての原発を「即刻」停止すべきである。

28271 個人 自営業 ４０代 女性 ０パーセントでお願いしたい。 既得権益があってなかなか難しいことは理解できるけれど、経済だけで考えていいものとは思えない。私達国民がだまされていたことを強く感じる。だまされていた自分たちが悪いのだが、もう
二度とだまされないように安直に政府にまかせるつもりはない。

28272 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発に代わる代替エネルギーを開発しながら、電力
事情を勘案しつつ、将来的にはゼロを目指す。

狭い国土の中で、一度事故が起きたら、広範囲に影響をもたらす原発はないに超したことがない。ただし、現状ですぐ止めるのは経済活動にも大きな悪影響があり、現実的ではない。将来的な
原発廃止をロードマップの最終目的に据えて、代替エネルギーの開発に力を入れる。それができれば、世界にも輸出できるし、新たな雇用も生まれる。

28273 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の「ゼロシナリオ」を要求します。 原発と人類は共存できない。今回の福島原発のような事故が起きると、その被害は甚大である。CO2の排出問題どころか取り返しのつかない、事故になることが明白なのは誰の目から見ても
明らかである。技術者は絶対事故は起きないと信じて設計し、原発を進めてきたと思うが、過去の事例も含めて「絶対に事故は起きない」と云うことはありえない。原発の事故は絶対あってはな
らない事故だが、その「絶対ではない」ことならば、原発の稼働はすぐにでも止めるべきです。責任の取りようのない事態に対して、無責任に「私が責任を取ります」などと言うべきではない。政治
家は「国民の命を守る」こと以上大事な役割があるのだろうか。「国民の命を守る」為、原発はすぐにでも「ゼロ」にすべき。
　私たちは、文明の発展とともに、人類を危機に追いやっている。便利な生活のあり方に、少し我慢をし、有能な知恵を「脱原発」「脱炭素社会」の為に活かしてほしいと思います。

28274 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 人類の生命をおびやかす原発は絶対に再稼働をしな
いでほしい。できるだけ早く日本国内の原子力発電所
をすべて廃止してほしい。３つの選択肢から選べと言
うなら「2030年までに原発ゼロのシナリオ」を選ぶ。

日本は持続可能な社会を目指してほしい。福島原発事故の諸問題が明らかでないのに、再稼働を決定したのは誠に遺憾。すぐに止めてほしい。また政府が提示した今回の３シナリオには偏り
を感じる。たとえば省エネを１割しか見ていないこと。日本人の知恵をもってすればさらなる省エネは実現できる。政府はそのための政策を導入すべき。また自然エネルギーの導入見込みが甘
い。地産地消となる再生可能エネルギーを中心としたエネルギー政策を推進すべき。それから核燃料サイクル問題についても国民からの意見を取り入れてほしい。またこれほど大切な問題を
あまりに早期に決めようとすることに疑問を感じる。政府はほんとうに日本、そして地球の現在と未来を考えているのでしょうか？
日本のすべての原子力発電所を一刻も早く廃止してください。今後の建設はあり得ません。

28275 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギーの選択肢は原発0%で！ ２０３０年までに0%を支持します。というより電力足りていると思うので、すぐにでも原発0%でいいと思います。
日本は勿論、世界中を汚してしまう原発はもう使ってはいけないと思います。
地球を大切にするなら一番の公害になる放射能を出し続ける原発は使うべきではありません。

私は、島根原発のお膝元である島根県松江市の出身者です。
子どもの頃から何度か島根原発を訪れ、「安全神話」の根拠について聞かされて育ちました。
しかし、全ての根拠は、電力会社や国が『想定した条件下であること』が前提。
福島の原発事故のように、『想定した条件』から外れた事態が起これば、制御不能になってしまうということです。

水や風、火といったエネルギーとは異なり、制御を失った原子力エネルギーは全世界をも危険に陥れます。
ひとたび放射能汚染されてしまえば、地球は「死の星」となってしまいます。

世界で唯一の被爆国である日本が、その汚染源になるような事態は絶対にあってはならないと思います。

原子力が生み出すエネルギーは、資源の乏しい日本にとって貴重なものです。
しかし、原子力エネルギーに代わるエネルギー源が無い訳ではありません。
事実、原発を全機停止していた状態でも、電力供給率が90％を超える事態にはならなかった。

それに加え、現在日本のエネルギー割合のうち、自然エネルギーが占める割合はわずか９％。

その一番の原因は、特定の電力会社がエネルギー網を独占し、せっかく生み出された自然エネルギーを有効活用できていないからです。

もし、民間企業や地方自治体等が取り組んでいる「自然エネルギー」をエネルギー網に組み込むことができれば、全エネルギーのうち６割近くを賄えるという試算も出ています。

また、省エネ努力についても、まだまだ余力が残っていると思います。

東日本大震災の直後には自粛されていたネオンや屋外照明は、いつの間にか元の状態に戻っています。
たまに首都圏へ出かけると、地下鉄の通路にまで空調が使われ、百貨店に入ると肌寒いほどの冷房がかけられていることに驚きます。

地方の弱小スーパーが必死に冷房温度を下げて節電していますが、彼らが節電した以上の電力を、首都圏では湯水のように使い捨てているじゃないですか。

国会や霞ヶ関のビル内でも、それと同様に国民が節約したエネルギーを浪費しているように思えてなりません。（そうでなければ、背広を着て仕事なんてできるはずありませんから。）

首都圏の商業施設が本腰を入れて省エネを行ったら、それだけでもかなりに節電効果が出るはずではありませんか？

自然エネルギーの有効利用と、さらに推し進めた省エネ努力を行えば、原子力エネルギーに頼らなくても産業を圧迫するような事態にはならないと考えます。

今、政府が取り組むべきことは、特定電力会社に関わる利権を守ることではなく、全国をつなぐエネルギー網を確率し、自然エネルギーの組み込み率を向上させることです。

原子力発電に関わる人々が、あたかも今すぐに失業するような言い方をする方もいますが、１つの原子炉を廃炉にするまでには４０年という時間が必要です。
今、原子力発電所で働いている人々の職場が失われることにはならないと思います。

見えない未来を人質に国民の不安を煽り立てるのは止めてください。

この国の未来のために、この星の未来のために、建設的で実りのあるエネルギー政策を打ち出して頂きたい。

霞ヶ関を支える方々は、日本最高レベルの頭脳集団のはず。
その頭脳を正しく活かして下さることを切に願っています。

28268 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します

28270 個人 自営業 ３０代 男性 私は、原発依存度をゼロまで下げる脱原発に賛成で
ある。
現在大飯原発が再稼動しているが、全国の原発も含
め廃炉に向けて進むべきである。原発稼動の安全性
が担保されておらず、かつ、必要性がないからであ
る。

１）原子力の安全確保と将来リスクの低減
まず、福島原発の事故の理由が断定されていない。
賠償問題などで大きな負担となることは理解できるが、
電力会社側の情報開示が少なく、事故の原因特定が進んでいないため、
電力会社や政府が言うシナリオが信頼できない。
電力会社は政府とともに、情報開示を進め国民の信頼を回復すべきである。
原発が安全であれば、都心にでも作られるべきである。
消費地と原発立地が違うことは、リスクと便益が不公平である。

ウランをプルトニウムに換えて利用する核燃料サイクル計画も破綻しており、一刻も早く、もんじゅのような１兆円というコストをかけ、リスクだけ膨らませてきた高速増殖炉という設備を止めるべ
きである。
もし、仮に原発を少しでも残して行くのであれば、核廃棄物の処理を技術的にも社会的にも解決してからであると考える。
また、天然資源の枯渇ということを考えてみても、ウランより石炭のほうが、埋蔵量が多いことが証明されている。

２）エネルギー安全保障の強化
代替エネルギーについて議論されているが、
火力、水力以外の天然ガスやメタンハイドレードなどの資源を最優先して、開発すべきである。
技術の海外輸出などで、世界でも高い技術の原発に依存する気持ちは分かるが、自国で甚大な事故を起こした以上、原発の危険性を世界に訴えるべきである。
ヨーロッパでも原発廃止、もしくは低減で動き、日本での原発導入の契機となったアメリカでも原発政策見直されており、原発を新しく作る計画はストップしている。世界的に原発は見直されてい
る。

３）地球温暖化問題解決への貢献
原発は「発電時」に二酸化炭素排出ゼロというロジックであり、ウランを採掘、運搬すること、原発施設を作ることについては、当然のように二酸化炭素を排出する。
原発稼動と、地球温暖化が必ずしも比例するものという証拠がない。
原発ゼロとした上で、地球温暖化問題へは取り組まなければいけない問題である。
原発をゼロとした時と、１５のときでは、２０３０年の温室効果ガス排出削減が変わらない。また、２０～２５でも２％しか変わらず、原発停止は影響が大きいとはいえない。

４）コストの抑制、空洞化防止

廃炉コストが電力会社にとって大きな負担となることは明確であるが、
将来世代に渡る原発があることのリスク（被爆、今回の震災、テロなど）を考えれば、
廃炉が最善である。

原発を止めた時の国民の負担も、資料１４ページの表２国立環境研究所等のから、
月１０００円程度の負担増となっており、受け入れやすいものとなっている。

原発のための夜間動かす揚水発電も無駄が多く、
総合的に見れば、火力や水力に比べ、コストが高くなっている。

産業の空洞化について、海外移転による電気料金のメリットがどれくらいあるかによるが、かなり不透明な話であり、海外移転までして得られる効用は少ないと思われる。
どの国へ移転するかは不明としても、電力の安い新興国に移転するのであれば、電力不足や停電という意味では、はるかにリスクがある。

５）まとめ
これまで、電力業界は、市場競争がなく原発を作れば作るほど電気料金が値上げできて、儲かる仕組みでしたが、電力自由化も進めなければ原発依存症は改善されない。
３兆円とも言われる原子力産業が膨れ上がってしまっている以上、利権構造が崩しにくいのであるが、新エネルギーでの雇用創出や廃炉に向けた放射能、核廃棄物処理も含め、早急に原発停
止に向け、進むべきである。



28277 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 「回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用する核燃料サイクル政策と組み合わせることにより、準国産電源としての原子力発電の優位性がさらに高まる。」とありますが、少なくとも再処理
に関しては、高速増殖炉もんじゅの相次ぐ事故に見られるように、技術開発の見通しがまったく立っておらず、フランスやアメリカでも開発を中止せざるをえなかった代物です。また、埋設処分に
ついても以後数万年にわたって核のゴミを押しつけるものであり、原子力発電の優位性などといえるものではありません。

にもかかわらずゼロシナリオ以外の２つの選択肢は、原子力発電の新増設を見込んだものとなっており（15シナリオでは明記されてませんが）、認めることはできません。

28278 個人 家事専
業

５０代 女性 原発はゼロにしないといけないと思います。 これだけ膨大な国民の犠牲と膨大な税金をつぎこんで後何年、何十年，何百年かかるかわからない原発処理を考えても，原発が安全でコストが安いなんて信じられません。地球環境だって、破
壊しています。水力、風力，地熱，などのエネルギーも原発にかけて来たコストを持ってすれば，技術だって向上するんじゃないですか？どう考えても，原発を続ける意味が理解できませんね。

28279 個人 無職 ４０代 女性 2030年を待たずに原子力発電、プルサーマル、再処
理施設からの永久的な撤退を国策として決定してほし
いです。

再生可能エネルギー35%は目標が低いですし、火力
発電もさらに技術革新が必要。

地震国である日本は原子力発電を導入するべきでなかったのです、他のどんな国であろうと導入すべきではないのです、輸出にも反対です。

原発と核兵器に関わる事はどの国でも嘘と隠蔽、誤魔化し、印象操作ばかりです、そうしないと稼動出来ないからです。

それは身勝手な欲望と恐怖を取り込んで成長してきたのです。

結果、倫理と人道に反する原子力という”悪魔的な闇”が日本の深いところまで入り込んでしまいました。

国は今までの間違いを認めて国の仕組みを変えるくらい根本的な改革を行う必要があります。

憲法に原発廃止の条文を入れてほしいです。

原子力につぎ込んだお金の無駄使いのせいで、ここ二十年の不況の一因があるのです。

幸いにも日本には広い海があります、技術力がありますし地熱資源も豊富です。

そもそも海上風力発電の研究さえ今まで碌に行われてこなかったのがおかしかったのです。

海の底にも資源があるのです。それを守ることは大切です。

安全保障上も原子力発電施設はいりません、標的になるリスクが拡大するだけです。

無責任な隣国の核ビジネスを意識しすぎて道を踏み誤らないように祈るのみです。

海外に対しては除染技術や放射線防護の技術、廃炉の方法、被爆者に対する医療支援等出来ることは沢山あります。

たとえ政権が何度変わろうと、上記のことをぶれることなく世界に示してほしいものです。

28280 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電に頼るのは　危険です。
いまはまだ大丈夫　　なんて　考えないで　停止しま
しょう。

　この地球に残してはいけないもの　原子力発電により　発生した産物は
無にすることは　できないのです。
　
広島　、長崎に　原子力爆弾を落とされているのに
こんな　怖いものはないのに、、。電気を製造するのに原子力発電を　用いるのは　大変危険です。

28281 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電は近い将来にゼロとすべきです。原発の
かけるコストをすべて太陽エネルギーや地熱、風力と
いった代替エネルギーにかけて、そちらを優先すべき
です。

原子力発電は近い将来にゼロとすべきです。今回の福島第一原発の事故をみても取り返しのつかない事故になります。また使用済み核燃料の問題も解決していないままに、原発を続けること
はどう考えても合理的ではありません。

たとえ当面のコストが高くなっても、代替エネルギーにシフトすべきです。原発のかけるコスト（原発のある自治体が受け取っていたお金）をすべて太陽エネルギーや地熱、風力といった代替エネ
ルギーにかけて、そちらを優先すべきです。

個人的には、できるだけ近いうちに太陽光パネルをつけて、電力の自給自足を目指しています。

28282 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 1.ゼロシナリオを選択します。
気持ちは今すぐ”ゼロ”にしてもらいたいです。

地震の活動期に入った今、しっかりとした安全対策も取られないままの
再稼働は博打そのものです。

原子力発電所には絶対安全はありません。

原発を全て廃炉にし現在の火力発電を熱効率（４０％アップ）の
良いコンパインドサイクルにしただけで、二酸化炭素の排出量は
現在よりも下がりますし、燃料費も４０％ぐらい下げる事が
できます。

スマートメータを取り付ける事により電力消費も下げれます！
電力会社は売り上げが下がる事を理由に導入を今まで反対
してきました。

今後は原発よりも、日本周辺に埋蔵されているメタンハイドレード
を燃料として使用できれば、日本の自給率も上がり、輸入に
頼るウランよりも国家安全保障の面からの向上も期待できます。

もし、今度は西日本で原発事故が起きた場合、日本は国家として成立
しなくなると思います！
国民のため、日本の未来の為、すぐに全原発の廃炉に向けた政策を
取るべきだと思います。

私は即時ゼロを訴えます。

28283 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発稼働による電力の安定供給なくしては、GDPの上
昇はおろか、日本の将来さへ危ういことをもっと具体
的に国民が理解できるよう、負担金額や雇用の喪失
について、政府は国民に本当の説明すべきである。

私は製造業に携わっているが、今のこの世の中で、電気なくして製造出来るものがあるのだろうか。現状でも日本の電気代は独占企業によって世界屈指の高さである。これに、今後はクリーン
を声高かに主張する再生可能エネルギーの買取料金が上乗せされるのだ。政治家は自分に都合の悪い説明は一切しないし、評論家もわが身保身で今後の国民の負担増が分かっていても、
原発推進派と思われるのがいやで、その負担の大きさについて発言は行わない。
政府は「電気料金の負担は増えるが、その分はGDPが上昇するから、吸収できる」と架空のGDP成長率で国民をだましている。本当の政治家が本当に日本の将来を考えるのなら、原発を早期
に稼働させ、低廉で安定的な電力供給を行って、将来の日本の発展、空洞化の回避、雇用の確保に導くべきである。選択肢では原発稼働率20～25％を支持するが、実際はそれ以上を必要と
するを支持する。以上。

28284 個人 無職 ５０代 女性 原発は０％に 原発は０％に、を選びます。
・放射能のために故郷を追われ、幸せを奪われる人があってはならない。
・人間に制御不能なものを作り出してはならない。原子力エネルギーは核兵器をつくるためのもの。平和利用は今の技術では不可能。
・地震をおこさないようにはできない以上、原発はやめて、被害を最小限にすべき。
・福島であのような事故があったにもかかわらず、以前と何も変わらないなどということは納得できない。首都圏だったらどうなのか。福島だからいいとでもいうのか。
・原発なしでやっていけるよう、知恵を出し合い、力を結集すべき時だと思う。政府はその方針を明確にし、必要な制度を整え、推進していってほしい。

28285 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発は即廃炉。原発はいりません。 福島第一原子力発電所の甚大なる事故を見て、そのあまりに大きな被害に、いまだに解決を見ないどころか、いつ解決するかも分からないという、どう考えても、人の能力を遥かに超えて、危
険な原子力による発電を、出来るだけ早くなくし、放射線廃棄物なぞという、100万年も保管しなければならいゴミを出さない、安心安全なエネルギーへの転換を求めます。

28286 個人 無職 ４０代 女性 脱原発　エネルギー0シナリオ
原子力発電に頼らないフリーエネルギーの技術開発
に力を入れるべき。

福島第一原子力発電所の事故で、原子力発電の危険性は十分わかったはずだと思います。安全性や技術的な事が確立しているとはとても思えず、そんな状況で原子力発電を推し進める事は
考えられません。何か起きてから考えようでは済まされない事です。また、原子力発電に必要となるウラン輸入による環境汚染問題、使用後の核燃料ゴミ問題など、どこがクリーンなエネルギー
なのでしょか？人類が幸せに暮らすために必要なのはお金と公害に塗れた地球ではなく、外で思い切り新鮮な空気を吸う事が出来る緑豊かな自然のある地球だと思います。

28276 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 条件付きで１５シナリオ支持。再生可能エネルギーの
拡充に対しては未知の環境負荷を懸念。品質に依存
しない高効率な火力、排水/廃熱/上下水道等の既存
余剰エネルギーの再利用に集中して投資するべきと
考えます

理想論ではゼロシナリオベースに、廃炉技術の検証及び原子力技術維持等の為、福島廃炉までは商用稼働炉を最低１基、実験炉を最低３基残す必要があると考える
最も異論の大きいのが再生可能エネルギーです

▼各シナリオに共通する問題点
1.再生可能エネルギーは本当に「再生可能」なのか
風力、地熱、海流力利用、及び浮体式発電は、地球循環系への影響が未知数
温暖化の原因も未だにCO2起源説と、CO2変動は自然変動とし他の原因を指摘する説が錯綜しており、定量解析データもモデルも未成熟。従って、カオス理論に於ける下記影響は現時点の技
術では検証不可能
1-1.風/海カエネルギーは温暖化を越える大気変動を引き起こしかねないが未検証。カオス理論とスパコン発展を待つ必要あり
1-2.マントル対流は研究が未成熟であり、地熱発電による悪影響は不透明
上記いずれも科学的知見のレベルとしては原発推進当時と同程度しか無い
1-3.リスク範囲
原発被害は局所的だが、地熱は大規模地震リスクがあり、風/海力は気候変動による世界規模の食糧不足、経済減退＝紛争激化を招きかねない
2.浮体式太陽光/風力施設は、津波災害時に東北震災時の津波被害にて発生した防波堤以上の凶器になるリスクが強い。海流の力は技術的問題として継続的に災害時にも維持可能な材料
が存在せず、アンカーは信頼しかねる
3.原子力技術の継承
原子力の依存度を下げるのであれば、既存の５４基＋建設中４基の廃炉を行う必要があり、原子力工学の更なる発展と、廃炉技術、廃棄物処理技術の確立に到る人材登用が必要
3.太陽光パネル廃棄技術が未確立→原発以上の廃棄物問題が予想される＝再利用技術の目途が立つまでは慎重に拡大すべき
4.社会影響
電力消費は産業利用が７割を越えるが、鉄鋼炉をはじめ加工機の電力消費は非常に大きいだけでなく、医療機関も含め一次的でも停電を起こせば、政府試算を遥かに上回る産業活動への打
撃が容易に予測される。これらは構造上、省エネがほぼ不可能。省エネ可能な新技術が開発されたとしても、設備交換の時期からして普及に最低１５年は必要
過去に例を見ない格差是正、中層所得層の拡充とセーフティネットの整備が無ければ、国内産業自体が市場縮小による深刻な就職難をもたらすと危惧する

▼解決策の具体提案
1.廃熱/排水利用
1-1.工場/家庭廃熱利用
1-2.工場/家庭排水力利用
1-3.インフラ上の余剰圧力差利用
工場廃熱、家庭排熱に対して、アルバック理工株式会社をはじめ理論上９０度以上の廃熱があれば発電可能な小型発電装置を開発中。川崎市をはじめ上下水道の余剰圧力を利用した発電、
或いは農業用水を利用した東洋ゼンマイの小型水力発電機など、工場/家庭用の排水/廃熱を利用した再利用エネルギー(造語)の分野を拡充、支援すべき
ＦＩＴも必要だが、この分野に特化し事業計画に対するハードルをかなり下げたハイリスクを許容するベンチャーキャピタル設立など、資金的な開発支援も必須
2.コンバインドサイクル推進
3.IGCCの開発加速
低CO2石炭火力は、現時点では高品質瀝青炭が必要だが、IGCC(石炭ガス化複合発電)は褐炭などの低品質石炭利用が実証済み、実用化が急がれる
緊急時は国産も利用できるだけでなく、調達リスクを極端に下げることが可能、CO2排出量も単位エネルギーあたりでコンバインドサイクルよりは悪いがほぼ同等、エネルギー安全戦略の観点
でもIGCCへの公的支援は必須
4.原子力工学組織の人員多様化
原子力施設運営には原子力物理学、プラント工学のみならず、リスク設計工学、災害工学、実験物理学、放射性医療の専門分野が複合的に必要になる
福島原発のSR弁をはじめとする安全弁の設計不良(中小企業勤務の私から見ても、初歩的な設計不良)を考慮すると、環境要件、品質保証、基本構造検討の照査、性能試験要件に不備あり
これを解決する為に、これまで以上に広い分野の研究者、専門家、現場技術者を雇用し、再検証する必要がある
5.核融合炉開発
反応抑制が必要な核分裂炉と異なり、積極的に反応可能な状態を作らなければならない核融合炉は、安全性の点では火力発電とほぼ同等(放射性物質の存在及び高エネルギー状態を維持
する必要のある炉構造がリスク要因)の為、日本の原子力物理学として、宇宙開発と同様、産業と引直結の科学技術として注力すべき
核燃料サイクルも同様でやや実現の望みは薄いかもしれないが、「突然の発想の飛躍」による飛躍的な発展、現在存在する問題の過去に誰も発想しなかった根本解決(特に近年の材料工学の
発展は顕著)があり得る。高速増殖炉にしても、Naに代わる冷却材の発見まで継続を望む
6.原子力工学者確保
廃炉後も失業せずに済むようなセーフティネットの制定は５年以内に行わねば若い原子力工学者減少は今後特に顕著に進む。この対策への道筋を提起することが政府に求められる

▼結論
ゼロシナリオは２０３０年に於ける最善前提における獲得目標と位置づけるべきと判断
１５シナリオも、再生可能エネルギーと天然ガス市場の不安定化、更に再建が急がれる日本政府財政状況から考慮すれば、かなりの困難を伴う
しかし、現時点での原子力関係者の言動と人事では不信感を払拭できず、更に現制度と各党意思決定制度旧態化の為、判断と意思決定に時間がかかる政治システムとなっている為、決定と
体制構築には大いに時間がかかり、時間の経過と共に世論が不信は高まる為、世論の信頼回復は現実的に困難
現行エネルギー基本計画が最も現実的と認識するが、対世論として１５シナリオが最も現実的な妥結点と考える

▼最後に
根拠を省略した故、疑念等多くあるかと思います。会社員の為、質問への返信にお時間を戴く可能性が高い点は平にご容赦ください。
今後とも大局的/長期的視点に立った判断をお願いします。



28287 個人 無職 ２０代 女性 原発反対！！ゼロ原発！！！ この小さい日本に原発など一基もいらない！！！

原発反対！！

あれだけの大事故！福島原発の事故でわかったように、原発は安全ではない！

日本や世界の人々の命を危険にさらすもの！！そんなものいらない！！

28288 個人 その他 ５０代 女性 ０パーセントにするべきです。日本だけでなく地球を破
壊してしまうからです。

福島の原発事故から謙虚に学んでほしいと思います。いまだに福島に帰れず避難している人が１６万人もいると聞いています。心が痛みます。
１年５か月経てもいまだに事故の原因さえわかっていないではありませんか。
地震国の日本での原発はあり得ない！…　子供たちの未来も奪ってしまうのでしょうか。
自然が豊富な日本国で、自然エネルギーを利用できないことはないと思います。人間の命を大切にするそんな政策で進んでほしい。

28289 個人 学生 ２０代 女性 ３つのシナリオで選ぶのであれば、ゼロシナリオがよ
い。

処理できないものをつくるべきでない。

28290 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロを選択します。
なお、「2030年に原発0」ではなく「即時、原発0」とした
い。

福島第一原発の事故原因分析すらできていない状態での再稼動や他国への原発輸出は世界へ顔向けできない。
廃棄物処理方法が確立できないものは使うべきではない。広島～長崎～福島と、これ以上日本が核の実験場を引き受けることはない。
国家とは真に国民を守るものであってほしい。

28291 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ０％シナリオ
(1)人類は原子力を制御できない
(2)地震、津波などの自然の脅威に対して、人類はいく
ら対策をたてても太刀打ちできない
(3)被爆をしてDNAが損傷されると、本人だけでなく子
孫にも影響が出る

国民の命や安全を守ることこそが、国家、政府の役割ではないのですか。今回の東日本大震災と、そのあとに続いた福島原子力発電所の事故から、何を学んだのですか。
　どれだけ莫大な予算を費やして建設してきた防波堤でさえ、いとも簡単に津波は乗り越えたか。原発事故を起こした後、政府や東京電力、全世界の知能を結集しても、メルトダウンや放射能
漏れを防げなかったこと。そして、今現在も福島の上空の放射線量が、他の地域より高いこと。東京、横浜にもホットスポットが点在し、静岡のお茶からも放射線が検出されたこと。
どれ一つを考えても、原子力発電所を安全に運転できる能力を、人類は持っていないと断言できる。地震大国日本では、なおさらである。
　チェルノブイリ事故後、4－5年後から子どもの甲状腺がんが増加したのは、事実である。そして、当時被ばくした子どもが成人し、妊娠可能年齢になり、生まれた子どもに遺伝子異常が原因と
おもわれる奇形児が多数生まれている。「福島原発事故で直接死亡した人は一人もいない」と発言した中部電力社員がいたが、原発事故の影響は、今後何十年も、世代を超えて出てくる可能
性がある。
　太陽光発電、風力発電、再生可能エネルギー産業に予算を費やして、どんどん雇用も創出すべきである。
　8月6日、15時現在、電力はいっぱい余っている。この夏、原子力がないと、大規模停電がおきると言っていたのは、やはり大飯原子力発電所を再起動させるための、脅迫だったんですね。

28292 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日銀が50兆円程紙幣を増刷し、その資金で再生可能
エネルギーを普及させる

　再生可能エネルギーは、そのエネルギー源が無料である。つまり今までは捨てていたエネルギーを電力として有効活用するものである。
　このように今まで捨てていたエネルギーから電力を得る場合、デフレ圧力が高まると考えられる。
　なぜなら今まで何も無かった所から経済的価値を持った財である電力が生じるから。
　この為、再生可能エネルギーを普及させるにはデフレ圧力に対抗してインフレ圧力を高める資金調達方法が望まれる。
　このようなインフレ圧力を高める資金調達方法のうち最も効率が良いと思われるのが、日銀による紙幣の増刷である。
　もちろんいきなり50兆円も増刷すれば弊害も大きいだろうから、年間5兆円を10年かけて増刷して行く。
　（但し5兆円は現在の物価水準に対してであり、物価が上昇すればそれに応じて補正する）
　問題は紙幣を増刷すれば日銀のバランスシート上の負債が増えるので、増刷分は日銀による再生可能エネルギーへの出資という形にして日銀の負債が増えるのを抑える。

28293 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所に全く頼らない日本にしたい 微量な放射能が人に与える影響に１００％害があるとは言い切れないそうだが、人を不安にさせノイローゼにさせ社会を不安定にさせるにはごく微量で十分に影響がある。
特に２０代がもつ不安は大きい。
この不況で社会を絶望視している彼らに追い打ちをかけるようなものだ。
子どもたちに精神的にも明るい未来を与えたい。
原子力発電所撤廃にどれだけの費用がかかろうが日本が破産しようが、即時撤廃すべきだ。
そうしてくれたほうが、まだ将来に期待がもてる。

28294 個人 無職 ４０代 女性 原発はいりません。 結局高いものにつくからです。

28296 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島第一原発ほどの多大な犠牲を払っても、なお原発を推進するなど考えられない。
地震大国の日本で原発に依存し続けるなど危険極まりないのに、そのリスクを国が無視し続けるのであれば、日本国民の安全は誰が保障してくれるのか。
国民のためを思うならば、全ての原発を即時停止してもらいたい。

28297 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオ

原発はいりません。

(1)ゼロシナリオ

原発はいりません。

将来につけがまわるからです。

28298 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 原発のリスクを抱えてまでの電力はいりません。もっと自然と共存した生き方がしたいです。

28299 個人 学生 １０代以
下

男性 (1)ゼロシナリオ

原発はいりません。

(1)ゼロシナリオ

原発はいりません。

将来につけがまわるからです。

28300 個人 その他 ３０代 女性 原発の安全性確保が不可能と証明された以上、多大
なるリスクを抱えて運用することは許されません。私
の前には8ヶ月の娘がおり親として未来のリスク軽減
を考えればゼロシナリオを実現し原発は撤廃すべきと
考えます。

今、私の前には8ヶ月の娘が居ます。2030年にはまだ成人していないこの子の未来を思うと、それまでの間に3.11同様、それ以上の災害そして原発事故のような事が身に降りかかることがない
よう、親として未来のリスク軽減を考えればゼロシナリオを選択し原発は撤廃すべき、と考えます。
現在稼働している原発の安全性確保が第一であった訳ですが、不幸にも今回の3.11で想定外が起こる国であることが証明されてしまいました。安全性確保が不可能であり、多大なるリスクを抱
えて運用することは許されないと考えます。
リスクを限りなくゼロとすることができない場合は、止める勇気と未来への希望を繋いでください。
どのような職業でも基本は同じだと思いますが、私は薬剤師として働いています。医療事故が起こらないようリスク管理を行う事の重要性を日々考え、働きます。原子力発電はあまりにもリスク
が多く、その恐ろしさは何か起こった時に人間の目に見えず、人間の力で手に負えない点です。今回の事故でその事が証明されました。
再生可能エネルギーも現在発展途上の技術分野であり、新たな技術開発に力を注ぐ事で、5年先には現在の試算よりもより安価に利用が可能となるような国策を期待します。日本の技術力を
結集して、原子力発電を撤廃し、過去の遺産でもある核廃棄物処理の方法を開発し、未来に極力負担を残さない方法を世界に先駆けて率先して開発し、その技能を提供して世界の原子力発
電も減らす方向へ誘っていくことが出来ることを強く望みます。
原発依存度の低減は、2012年8月現時点でほとんどの原発が停止中のまま乗り切れている事から、不可能ではない事も証明されています。今後は現在再稼働中の原発を停止する事でゼロと
し、ゼロシナリオを継続させるチャレンジからスタートすれば良いと考えます。

28301 個人 無職 ６０代 女性 速やかに全原発を廃炉にする 1　地震大国の日本に生命の危険を侵し、国民の生活を根本から覆す危険が明ら　かな原発はいらない。
2　経済界は経済の発展だけを考え、原発の現状維持さらなる原発を増設しよう　としているが、日本が敗戦から立ち直ったように、原発ゼロベースをもとに再　生可能エネルギーによる発展を
経済界挙げて考えてもらいたい。
3　現在の福島原発がどのような形で廃炉に向かうか誰にもわからない。すべて　自分たちの孫やひ孫の世代に責任を押し付けることになっている。こんな無責　任な政府はない！野田総理は
原発は収束に向かったと無責任なことを話した　　が、こんな話に「はい、そうですね」と納得できる国民がどこにいるのか不思　議である。
4　多くの福島県民は避難民ではなく「難民」となり、ふるさとに一生帰ること　のできない人が多数いる。原発が安全だという保障があれば、経団連ビルや国　会議事堂、総理官邸の近くに原発
をつくればよい。

28302 個人 自営業 ２０代 女性 原発はいりません。 原発は必要ありません。

28303 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 子どもたちの未来のために、地球の未来のために、原子力発電は撤廃されるべきと考えます。

28304 個人 無職 ４０代 男性 絶対原発ゼロ １）今回の原発ゼロでも電力不足にならなかったことが実証された。
２）平時でも操作ミスや誤作動などにより放射能漏れが起きている。
３）原発周辺の住民はガン罹患率が高いというデータがある。
　　原子力の発展にともないガン罹患率も上昇している。
４）仮に原発を安全強化したとしても、使用済核燃料や放射性廃棄物の処分コストがバカに高すぎる。
５）日本海に面している原発が多く仮想敵国に攻撃されやすい所に立地しているため安全保障上問題がある。

以上、国際情勢に左右されない、輸入品ではない純国産の地熱、水力（マイクロ、中小水力も含む）を中心に重点投資すべきである。

28305 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全原発の即時停止、即時廃炉を希望します。 ４０～６０年程度の稼働で数万年も廃棄物を管理するなんて異常です。
再稼働し、耐用年数を延ばして発電をしてもいずれ廃炉しなければならない運命です。その時には当然廃炉の費用がかかることは判っていることですよね。と、言うことは当然廃炉のための費
用は計算されていると思います。
その費用を先に使うだけですから即廃炉も可能なはずです。
これ以上国民を苦しめることはやめてください。

28306 個人 学生 ２０代 男性 2030年に原発依存度をゼロにするほどの覚悟は国民
にはない。環境規制を厳しくても、15シナリオが省エネ
達成可能な範囲。15シナリオ、2050年に原発依存度
ゼロを目標とすべき。

　日本のエネルギー政策は中東の石油依存からの脱却を試みたもののあまりうまくいかず、原子力発電とそれを補完する石炭火力発電、石炭・石油よりは温室効果ガス等が少ない天然ガスに
頼っている。化石燃料の燃焼に伴う地球温暖化や酸性雨などの環境破壊だけでなく、福島第一原子力発電所の事故により原子力発電が人間の生存に対して脅威であることが再確認された以
上、特定の人に負担を押し付ける現在のエネルギー供給の在り方を見直す必要がある。その手段の一つとして再生可能エネルギーが考えられるが、原子力発電を導入した時のように産業振
興と結びつけて対応すると、導入地域に新たな負担を押し付けることになりかねない。どんな技術にも負の側面は存在するので、地域社会の特性を生かして、利益との公正なバランスに配慮す
る必要がある。
　日本のエネルギー政策はこれまで産業への安定・安価なエネルギー供給が中心であった。製造工程製品の省エネルギー化により産業部門のエネルギー消費は抑制されたが、モータリゼー
ションの進行、電化製品の増加・大型化、産業のサービス化等を背景に家庭・運輸・業務部門のエネルギー消費は増加した。われわれの生活は生産者によって影響される面もあるが、消費者
の行動をみて生産者が供給するという相互作用に成り立っており、その過程で生じるエネルギーに対する責任は生産者だけではなく消費者にもある。
　環境問題は因果関係が複雑であり、原因の実証や未来予測には不確実性が伴う。そのため、環境問題に取り組もうという意識を持ちにくいが、事後的な対策では不可能な場合が多い。ゆえ
に、環境対策を行うことが利益にならなければ企業は積極的に取組まないし、規制の導入には合意が得られにくい。環境問題が社会の副産物である以上、いっそうの省エネルギー化を進める
には、環境問題への意識だけを動機とするのではなく、節約のそのものが楽しみであるなど動機が多様であるほうが取組みやすい。規制を強化するだけでなく、環境に配慮する企業や消費者
に対して支援することで、われわれひとりひとりの環境問題に対する意識も変わるのではないか。
　原子力発電自体はあまり二酸化炭素を排出しないが、出力の調整が困難なため、電力需要の時間変動にあわせた火力発電との組み合わせでしか動けず、二酸化炭素排出量の削減にはあ
まりならない。さらに、原子力発電所から出る排水が近海の海水温を上昇させていたことが今回の原発停止により明らかになるなどクリーンなエネルギーとは言い難い。福島第一原子力発電所
事故で判明したように、原子力事故は一度発生すると不可逆的かつ破壊的な影響をもたらす。原子力事故により死亡する確率は自動車事故や航空機事故より統計的には少ないが、原子力事
故は予兆を察知して避けるという選択の余地がない以上、人間は本能的にリスクに過敏にならざるを得ない。ゆえに、原子力事故のようないつ起きるかわからないようなリスクを正しく見積もる
ことは、専門家の間でも意見の分かれるところであり、メディアがどう報道するかによって、判断が変わってくる。

28295 個人 自営業 ３０代 男性 １、より効率的な発送電体制の確立
２、電力事業監督省庁
３、原子力災害への対応領域とコスト
４、最終処分場問題

１、より効率的な発送電体制の確立
電力会社同士の情報、物資、電力の融通が円滑に進むような体制への再構築を考慮すべきである。電力連系設備や発電所内インフラの規格統一なども考えられる。
これは原子力災害時における対応力の向上に深く結びつくものでもある。

各電力会社間での調整が不可能と言うのであれば、国による積極的な介入も考慮すべきであろう。それには監督官庁の強化刷新も必要。次項に記す。
より効率的な電力供給体制こそが、省エネルギーに繋がるのではないだろうか。

２、電力事業監督省庁を独立させる
現在の経済産業省は通産省時代から我が国のエネルギー政策を導いてきた。だが、その時代の経済性優先のエネルギー政策が、今日の世情に合う物なのか。
発電方式の決定、推進の過程で問題は無かったのか。
輸入資源や未確立の技術に、将来の電力を託すことに問題はなかったのか。

より技術的な観点に沿って発電方式を検討・開発することは、国が担うべき役目である。その責務は企業が担える物でも、担って良いものでも無い。
電力が人の生活に欠かせないものであるなら、一時的な経済事情や政治情勢に簡単に左右されない立場におくべきである。過去の清算をした上で。

３、原子力災害への対応領域とそれに関わるコストの設定を明確にする
原発立地周辺自治体の避難計画の再考を、各地が個別に進めるのか、それとも国の主導のもとで進めるのか。責任の所在を明確にすべきである。
計画内容についても、存続廃炉の線引きをしてから決めるのではなく、むしろ避難計画や除染等の実現性とコストを、各炉の存廃選択の決め手とすべきである。

現在の政府の姿勢は、「事故を起こさない」という事を強調するばかりで、避難計画の立案や、原発の存廃の意見集約を進めるべき各自治体が、立案や意見集約そのものを躊躇する事態を招
いている。

４、最終処分場問題の先送りをやめる
高速増殖炉の実現性が限りなく望み薄となった今、原発の有無に関わらず避けて通れない問題であるならば、話し合うべきはこの事からである。
最終処分に必要な各種コストが、今後の原発の動向によって、どのように変化するのかを明示することも重要である。

一部では今回の被災地である福島を処分場にするような動きも見受けられる。
しかし、福島は原子力災害からの一日も早い復興のシンボルとすべき土地であり、他所原発の核廃棄物を持ち込むような事は厳に慎むべきである。
そのような事は原子力事業への更なる不信感しか生まないものと考える。

以上の様な考察をするに、原子力のパーセンテージで電力政策の未来を問うような不毛な事をする前に、より具体的な電力体制、発電方式、危機管理体制、なにより最終処分場の立地につい
て話し合い、決める事が先であると提案します。



28307 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発の比率は「ゼロ」にするべき 原発は、取り返しのつかない事故被害を発生させ、事故がない間も、人々の被曝労働を必要とする。私たちが福島第一原発の事故に誠実に向き合うなら、原発の比率は「ゼロ」以外にありえな
い。

また、原発に代わる自然エネルギーの推進にあたっても「中央集権型」ではなく、あくまで「地方分権型」の政策・制度をつくるべき。再びここで中央集権型のエネルギー政策・制度構築を進めれ
ば、今後、何世代にもわたる「地方の苦しみ」が再び生み出されてしまう。そうした地方の苦しみを利用するエネルギー政策が、まさしく原発だったのではないか？

今こそ、日本のエネルギー政策の転換を。
28308 個人 無職 ６０代 女性 便利な暮しのつけを次世代に押し付けない。地震国

での原発は不安。再処理しない。再生可能エネル
ギーにシフトし、電力自由化や発送電分離を進める。
福島原発事故の被害者の苦悩を想う時、０シナリオを
選択する。

ゼロシナリオに賛成します。
今すぐ大飯原発を止めて、他の原発の再稼働はしないことを要望します。
私たち大人は今まで便利で快適な暮らしを追求してきた。そのつけはすべて子どもや孫世代、更にその先の世代へと押し付けてしまう。子どもたちへのつけをなるべく減らしていくべきです。未
来ある子どもたちが安心して健やかに成長し夢や希望を持てる国であってほしい。大飯再稼働にゴーサインを出した野田首相に真の国民を守る姿勢、特に子どもを守る愛情が感じられない。
地震が頻発する国土に原発があること自体がそもそもおかしかったことは、福島原発事故で国民のだれもが気付かされたことです。安全神話が崩れた今、国民は不安を抱えていて、心から幸
せと思える国でなくなった。
核燃料サイクル問題からみると、ゼロシナリオのみが再処理中止になっている。
使用済み核燃料の保管容量の空きは後3割となってしまっている。このまま運転を続ければ保管場所も無くなる。再処理しないで直接処分する方が数兆円も経済的で、危険なもんじゅや再処理
工場も動かす必要性はなくなる。平和憲法を持つわが国は核兵器の物質であるプルトニウムを絶対に保有してはならない。
省エネや再生可能エネルギーにシフトする事をためらわずに取り込むことが大事で、経済的な負担はやむを得ないと考える。しかし、電力自由化や発送電分離を大胆に進めることで、国民の負
担は軽くなっていくものと推測しています。
福島の原発事故は国に大きな損失を与え、これからの復興や賠償に数十兆円または数百兆円の費用がかかると言われています。そのような大きな経済的な損失を抱え、そのうえでまた再稼
働して事故が起きてはもう日本国は完全に破たんです。事故の要因は地震・津波のみならず、人的ミスもありうることを念頭に入れればもうゼロシナリオしか考えられません。
最後に福島の被害者の方々の命を削る日々の苦しみを想うとき絶対にゼロシナリオへの選択しかありません。「国民の命が何よりの大事」という姿勢を政府は積極的に見せてください。

28309 個人 自営業 ６０代 男性 なるべく早く、できれば今すぐ原発を廃炉にすべき。 いつ、日本のどこで起こっても不思議でない巨大地震津波と、それに起因する原発災害の甚大さ(どころではなく国の破局、破滅)を想定すれば選択肢は全原発の廃炉しかない。

28310 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の再稼動は反対です。 原発の再稼動は、今後の電気使用量の増加や現状維持が大前提ですが、あの福島の原発事故のほんの一時期だけ都会のネオンや企業の電気が消えました。
それがあっという間に、田舎の我々からすれば、「なくてもいい電気」のために今後、起こりうる可能性がある原発事故の恐怖におびえなければなりません。
私の住む岐阜県も、すぐ隣の福井県にある原発の100キロ圏内に入ります。
自分たちや子供、孫がこの土地で幸せに暮らしていけるためには、原発再稼動ではなく、電気使用量の削減を国民に最優先で、政府が進めるべきであると思います。政治家やそれに取り巻く
票や金が、再稼動をあおっているとしか、一般国民は思えません。
そうでなければ、はっきり野田首相の口から具体的な、再稼動の必要性を説明して頂きたい。

28311 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 　原発は０％にしてください。
　今回の原発事故で命を失い、いまだもとの生活に戻
れない方々が多数います。その事故の真相究明もせ
ず、かつ電力会社や国も責任の所在があいまいなま
までの再稼働はありえません。

＜意見の理由＞

　今回示された「選択肢」はそれぞれ2030 年の発電電力量における原子力発電の割合を軸に選択にするというものになっています。
　ゼロシナリオでは地球温暖化対策の放棄を選ぶことになるようになっています。しかしこれだけの大きな被害を引き起こした原発を容認することは命を二の次にして経済最優先とすることにほ
かなりません。

　エネルギー問題は重大ではありますが、基本的には国民の命を守ることを明確にするべきです。
　
　さらに原発はクリーンエネルギーといえず、CO2を大量に発生させることが実証されています。原発がCO2を削減できるのは欺瞞でしかありません。

　必要なことは脱原発と地球温暖化対策は両立することを国として提示することです。省エネルギー政策の強化と再生可能エネルギー（太陽光、風力、バイオマス、地熱、中小水力など）への転
換で新たな経済発展が可能となります。

　最後に東電や国により情報が隠ぺいされたままでの、白紙委任を求めるやり方は最悪です。その隠ぺい体質が第２・第３の事故を生む温床になります。本当に日本の未来を検証するのであ
れば、情報はしっかり開示することが必要であることを申し添えて、私の意見とさせていただきます。

28312 個人 無職 ６０代 男性 福島第一原発の真の事故原因が究明されない限り、
全ての原発の再稼働は絶対にするべきではありませ
ん。

各機関の事故調査結果が出ていますが、真の事故原因は究明されておりません。特に東電の事故原因とする「想定外の津波」と言うのは、一流企業の回答としては余りにもお粗末で自分も被
害者との立場が見え見えです。超優秀な人材を擁した会社が真摯な姿勢で出した回答とは思われません。普通の民間企業でも問題が発生した時は、真の原因は何か、二度と発生させない為
にはどうすれば良いかということを突き詰めます。東電はその程度の当たり前の事もしようとしておりません。津波以外の原因で又事故が起こった時には、再度想定外という言葉を使うのでしょ
うか。絶対安全と国民を信じ込ませていた原発で事故は現実に起こってしまったのです。そもそも絶対安全ということは、あり得ないことであり、今回の事故でそれは証明されました。原発はひと
たび事故が起こってしまうと、取り返しのつかない大きな苦しみを国民に背負わせることとなります。二度と同じ過ちを犯さない為には、真の事故原因を究明することは不可避の事と認識するべ
きです。

　事故の賠償は、東電がするにしても国がするにしても、結局は国民が負担することになります。事故を起こした責任者（必ずいる筈）は、国民に対して謝罪し、罪を償わなければなりません。東
電も国も罪をなすり合っている気がします。このような状態では又事故が起こり、誰も罪を償わず不幸になる国民が出るだけと思われます。

28313 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発０シナリオを選びます。 日本は自分だけの事を考えるのではなくて、世界の事を考えて行かないとならないと思います。

28315 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の依存度はゼロに、そして速やかに廃棄するた
めの英知を結集するべきだと思います。

選択する余地も無く、原発は無くすべきだと思います。
現在の科学と地球規模の環境を踏まえると、事故だけでなく、廃棄物や使用済み燃料の処分も不可能であり、現段階であれ数年後であれ、人間が放射能を利用することなど考えられません。

チェルノブイリや福島で被曝した子どもたちや、今なお眼に見えない放射能におびえ、生きる希望を失った方々もたくさんおられると聞きます。

まず、そういった方々を救済し、２度と核による悲惨な惨事を犯してはいけないと思います。

経済的にどうかはわかりませんが、そもそも原子力(核)という選択肢は無いものだと考えるべきです。

日本人だからこそ、原発や核兵器には、キッパリNo！と態度を示し、世界中に核の恐ろしさを伝える義務のほうが重要なのではないでしょうか?

原発の再稼働も、新たな建設も、維持することにも明確に反対します。

代わって自然エネルギーの太陽や水力、地熱、バイオマス等々の研究発展こそに力を注ぐべきだと思います。

28316 個人 無職 ７０代 男性 原発は直ちに廃止すべきです。 原発はどんなに安全策を講じても事故は起きます。しかも現在の原発を稼働させているシステムは情報公開が不十分で透明性に欠け、事故の際の対応が十分にできていません。福島第一原
発事故の真の原因がまだ判っておらず、事故の刑事責任を誰もとっていません。すでに溜まっている使用済み燃料や再稼働によって生じる使用済み燃料の処理方法が確定していません。これ
以上危険物を増やしてはいけません。原発がないとローソクの生活になるというような主張は第三者による明確な証明が必要です。
２０３０年の原発比率０％以外の選択肢はどの原発を稼働させるのか具体的に示して一つ一つ検証する必要がありますが、それが明確になっていません。
まずは理念として原発０を国として打ち出すべきです。
安全保障のために原発を稼働させるという意見は国民的な議論の対象になっていません。これは将来原爆を所有するかどうかの議論になると思います。
国民の側も従来の経済中心の生活態度を見直し、電力をなるべく使わない生活を追求すべきです。産業界も電力をなるべく使わない知恵を出すべきです。

28317 個人 家事専
業

６０代 女性 原発反対！ 福島第一原発事故の収束、解決策も定かでない現在、大飯原発の再稼働などはあり得ない状況なのに　再稼働をしている事に疑問を感じています。　基本的に原発ゼロのエネルギ－政策を
希望します！

28318 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存ゼロ。そして、即時廃炉。 ◇福島原発事故の原因究明が終わっていないいま、既存原発を「安全が確保された」などとして、大飯原発再稼働させたことは無責任すぎる。

◇原発事故を起こした組織、特に保安院が反省や謝罪もなく、旧態のまま存続して原発に係わっていることは、「ドロボーに戸締りをさせる」がごとく、安心安全には程遠い。

◇たかが電気である。経済性より、何よりも人命尊重を優先すべき。

◇原発は無くても電力は足りている。むしろ、無頓着に電力を消費してきた国民生活や経済機構を改めるべき。

◇使用済み核廃棄物の安全処理ができない以上、原発の運転による廃棄物は増え続けるだけ。そして、将来その処理や原子炉の維持･廃棄にかかる経費は原発が産み出す経済性よりも遥
かに大きい。原発電力は決して低コストではない。目先の経済より長期的エネルギー政策を策定することが政府のミッションである。

◇即刻廃炉にすれば、再生可能エネルギー開発拡大への勢いが増す。

28319 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 世界唯一の被爆国であり非核三原則を持つ日本で、しかも地震大国の日本で、原子力発電に頼ることは、矛盾しています。現に福島第一のようにコントロール不能になる可能性は他の原発で
も多いにありうるでしょう。

大都市のネオン、ライトアップは異常です。コンビニも7-23時で十分だと思います。便利さを追い求めたらきりがありません。人間の欲は足ることを知らないからです。最近ではデパートも年中無
休で営業しています。企業も遅くまで従業員に残業させてます。テレビも夜通し何か放送しています。無駄な電気が消費されているばかりか、労働者はゆっくり体を休めることも、家族と団らんす
ることも、十分ではありません。

電気が有り余るほど供給され、私達がそれを好きなだけ使えば使うほど、人間の心は廃れていくように感じます。国民が幸せであるために経済大国である必要はありません。

28314 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ２０３０年を待つことなく、脱原発（原発依存０％）に向
け早急な対策を望む

以下のポイントにより、即時の脱原発政策を望む

(1)原発は次世代に負の遺産を残す
　・原子炉から排出される放射性廃棄物の処理が確立されていないまま、大量の廃棄物を出し続けている。
　・自分たちの世代で解決できない危険な廃棄物処理を次世代に押し付ける権利は現世代には無い。
　・次世代の人たちは、原発エネルギーの取得と引き換えに、安全な処理方法が確立されない放射性廃棄物を受け入れるだろうか？
　・原発の電気より、安全できれいな郷土を残すべきだと思う。

(2)原発の絶対の安全はあり得ない
　・「電力の最大消費地である東京に原発を作るのが最も効率的である」ことは何度も言われてきたが実現できていない。原発の安全性を語る人はこの理由を説明しなければならない。
　・何事にも絶対はあり得ない（絶対は神の世界）のであり、人はどこかで妥協することになる。絶対的な安全に近づけば幾何級数的にコストが増大する。
　・理論的に安全な装置でも、その運用は人間であり、間違いの危険性は無くならない。テロなどの人災も考慮すれば危険要素は少なくない。

(3)原発は安い電気なのか？
　・原発の長いライフサイクルを見通したコスト計算をすべきである。廃炉処理、使用済み燃料棒処理、放射性廃棄物処理を含めてコスト計算をしなければ安価な電気とは言えない。
　・核燃料のウランは無尽蔵にあるわけではない中国は世界中でウランに手を伸ばしていると聞きます。ウランも有限であるという情報はあまり公になっていないが、原子力推進に不利な情報
も公表すべきだと思う。

(4)不透明な専門家集団（いわゆる原子力村）への不安と不信
　・国の重要インフラであるエネルギーを、ごく一部の原子力専門家だけに委ねるのは、危険であり避けるべきである。
　・「原子力も分からない素人は黙ってろ」では、シビリアンコントロールが利かず、原子力村の横暴暴走を止められない恐れがある。
　・原発の危険性を唱える学者の意見を封殺するような電力会社、原子力村を信用することはできない。

(5)グりーン政策、クリーンエネルギーに切り替えるチャンス
　・国策として再生可能エネルギーを推進し、この分野の先進国を目指す。
　・グリーン政策を推進し、省エネ技術の先進国を目指す。
　・新たな方針は、沈滞する日本の内需拡大につながり、日本の技術力を高揚させる。

以上



28320 個人 家事専
業

３０代 女性 子供達の未来に安全で安心な未来を！ 日本は脱原発するべきです。
福島へ帰れない人達、無理矢理返して安全を偽装しても
いずれ解ります。また第二第三の福島第一事故が原発を
不安定な要素ばかりのまま、ごり押しで再稼働し続ける限り。

うちには今生まれたばかりの子供が居ます。
その子達が大きくなり、今の私達みたいに負の遺産を
残され苦労して脱原発に向かう今の状態を、同じ不安で
心配な気持ちを感じて欲しくないからです。

今の政府やエネルギーを牛耳っている方々は全然
国民の不安や望みを叶えては居ません。逆に向かって
邁進している様にしか見えません。 国民は見ています。
国民の子供達はちゃんとそれを親達に聞かされ
学習させられて大きくなりますよ？

 今国が変わってくれればまだ間に合います。

しばらくは火力などに頑張って貰いつつ、自然エネルギー
やメタンなど、地熱発電、波のエネルギーを利用したもの
などに切り替えて、そちらを発達させて欲しいです。
日本が世界の最初に脱原発するべきです。
その技術を輸出でも十分やれると思います。

全くリスクが無いものなど存在しません。
でも原発のリスクに比べるものは何もないと思います。
人間が誰もどうにも出来ない技術なんて無いものと
同じなんです。

28321 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は今すぐにゼロにすべきです ３つのシナリオに書かれているが、ゼロにすることが必要かと思う。それは原子力が安全であるという絶対的根拠がないからである。それは福島第一原発事故で見られるように、一旦事故が起
きると規模にもよるが、収束するまでにかなりの時間がかかることにも見られる。福島原発のまわりの住人は何十年も自宅に変えることすらできないでいること。原発がなければダメだと言って
も、その前に人間がおかしくなってしまう可能性がある以上、原発はゼロにすべきである。このパブコメの説明には２０３０年にどうするのかとあるが、大飯原発の再稼働は、福島第一原発事故
の反省や教訓をいかすということでは、全くというほど考えられていない。今すぐに原発ゼロに向けて取り組むべき問題であること。

28322 個人 自営業 ３０代 男性 ２０３０年には原子力発電をゼロとするべきである。
２０３０年という先の段階ではなく現時点も原子力発電
による発電がなくとも受給に問題がないと思われるの
で、現時点で原子力発電を直ちに廃止するべきであ
る。

原子力発電には、福島第一原子力発電所のごとく、一旦事故が起これば地域のコミュニティーが根こそぎ破壊され日常の暮らしを一瞬にして奪うものであるから、これに対する補償として巨額
の金銭を税金で賄わなければならないだけではなく、被ばくによる健康被害の可能性も否定できず、国民の生命・身体・財産に多大な危険をもたらすものであり、これを許容することはできな
い。
事故原因についても未だ解明されていないが、地震国で大規模津波や大地震が想定される中、原子力発電所を稼働させれば、再び同様の事故が起こりうる上、今回の事故については防ごうと
していれば防ぐことができた可能性すらあるものであり、すべては経済界優先で考えられてきたものである。
百歩譲って被害賠償を賄えるだけの保険に加入することを電力会社に課すとともに、国も無限の連帯責任を負う法改正を行った上であるならば、まだ再稼働の余地があるかも知れないが、現
状はそれすら行っていない状態であり、一時的な再稼働も許容できない。
電力会社のデータを前提としても、ピーク時における発電能力に欠けるのみであるため、電力会社以外の発電供給能力を調査し供給にあてることや節電等で停電リスクについては十分対応可
能と思われる。
したがって、意見の趣旨のとおり、原子力発電は直ちに廃止すべきである。

28323 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は今後も最低でも東日本大震災以前レベルは必
要です。国家としてのエネルギー政策と国防戦略上重
要なマターであることを国民は認識すべきです。

脱原発を訴えている方々は本当に国民の豊かな生活を守る責任をお持ちでしょうか？原発に替わるエネルギー源は今すぐにつくりだせると断言できるのでしたら是非提言して見せてください。
そこまで主張できますか？私は責任ある提言として、現在のエネルギー源は原発が最も安定したものであり、今後も安全性を高める努力を進めていくことがより良い方策と考えます。放射能汚
染の危険性がマスコミ等により騒がれていますが、それは行きすぎた洗脳報道であり、国民は騙されてはなりません。専門的知識に基づいた意見にも耳を傾けて何が正しいのかを自ら考えて
みてください。そうすれば正しい判断が得られるはずです。日本の原発技術は世界一と言われています。日本の、そして世界の繁栄のために間違った選択をしないことを祈ります。また、今原発
稼働率が低くされ、替わりに火力発電等の比率が高い状態です。もし、いまイランが石油の輸出をやめたり、ペルシャ湾を封鎖したらどうなるのでしょうか？また、中国が東シナ海を抑えてしまっ
たらどうなるのでしょうか？国際情勢が非常に不安定な中にあり、今すぐにでもエネルギー危機に襲われる可能性が高いことも忘れてはなりません。
さらに、原発は国際平和を脅かす中国や北朝鮮に対しての核抑止力になっていることをもあらためて認識すべきです。原発があるということは、いつでも核開発ができることを意味しており、相
手国に対しての核使用を抑える力が働いているのです。以上のことから、原発は平和のためにも推進すべきです。

28324 個人 パート・
アルバイ

２０代 女性 原発０シナリオを選びます。 　　もっと省工ネの取り組みを進めて下さい。

28325 個人 無職 ６０代 男性 原発依存度は「ゼロ」にするべきである。
「安全に運転」されたとしても、その廃棄物は万年の
オーダーで残すしかない。
必要なエネルギーは、再生可能のものでまかないう
る。

【結論】原発依存度は、ただちに「ゼロ」とし、あわせて、計画的に安全に、全原発を廃棄するべきである。
【理由】(1)、人類はいまだに核エネルギーをコントロールできない。「百歩譲って」今後は原子炉が安全に運転できたとしても、放射性廃棄物は万年のオーダーで残していくしかない。そんな技術
は本質的に使用不可能である。
(2)、福島原発が人災であることは国会事故調が結論付けた。それにもかかわらず事故の原因をつくった人々が、原発を運転しつつあるなどは、まったく異常なことである。
(3)、大飯原発の再稼動では、政府が決めた「暫定措置」すら実行したうえではなく、計画も具体的でない。ただちに停止するべきである。
(4)、現実に必要なエネルギーは、再生可能なものでまかないうる。これまで核エネルギーの開発に投下されてきた莫大な資金（関連地域への投資を含む）のことを考えれば、再生可能エネル
ギーの実用のための開発はじゅうぶん必要な速度で可能である。
(5)、同時に、大量生産・大量浪費・大量廃棄で「われ亡き後に洪水は来たれ」という社会・経済システムも、克服していくべきである。それによって、人類の必要とするエネルギー総量を、人類に
とってコントロール可能な範囲に抑制するべきである。
(6)、「ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ」を体験した日本こそ、核兵器も原発も廃棄するためにイニシアティブを発揮するべきである。
以上

28326 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
福島の悲劇を考えたらそれ以外考えられない。

福島の事故を考えたら、いくらコストが安く済むと言っても、人間らしい生活には変えられない。

28327 個人 その他 ５０代 女性 ・原発を０にする ・福島第一原発１号機２号機の廃炉は決まっており、また、建設から４０年経過している原子炉が多い中、もうこれ以上原発に依存するエネルギー政策に反対です。巨大地震がいつ発生するか
分からない日本列島の上で安全な原発なんてあり得ません。
・将来の子どもたちのに、もうこれ以上原発のゴミを押しつけることは出来ません。危険な、そして核兵器の材料であるプルトニウムはいりません。だから｢０シナリオ」です。

28328 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 原発稼働に反対します 日本のエネルギーシステムを変えるチャンスです

28329 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロ」を要望します。
再稼働した大飯原発の停止措置を直ちにとってくださ
い。
絶対の安全も命より大事なものもありません。事故が
起きてからでは遅いのです。フクシマの教訓を生かし
て下さい。

電力が足りないのであれば、いかなる節電要請にも応えます。行き過ぎたエアコンの冷え、明るすぎる店内。まだまだ　節電できると考えます。知恵と工夫で原発ゼロでも　快適に暮らせます。
何よりも命や未来・美しい国土を失いたくありません。若い人たち子どもたちの未来を想像してください。切にお願いいたします。

28331 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオ 原発は、絶対に廃止すべきです。
フクシマの悲劇を繰り返してはならない。

28332 個人 無職 ６０代 男性 2030を待たず原発ゼロシナリオを選ぶ。
１．日本においては、地球温暖化より原発事故のリス
クが大
２．原発の発電コストの有利性はなくなっている
３．太陽光発電は日本の国を背負えない。

３案から選べということであれば原発ゼロシナリオになります。ただ2030年に規定したり、原発の稼働と地球温暖化を絡ませてしまっているところに議論をややこしくしていると感じます。

１．地震・津波がある国の原発の危険性と地球規模の温暖化の危険性を日本の国として比較したとき、明らかに前者が危険度大であり、このことはここ何十年間変わらないと思われる。福島原
発事故は人災であり、予備電源を多重化しても完全ということはない。さらに事故後新しく原子力に優秀な人材が集まるとは思えず、安全操業上のレベル低下はやむを得ないだろう。したがって
2030年時点ではまず原発ゼロとする帰結となります。

２．それでも電気料金は下げる必要があります。事故後の原発の全面停止で原発の設備稼働率が大幅に下がっており（将来も含めた平均稼働率も下がることになる、特に沸騰水型は）、事故
処理・保障も考えると、効率改善がさらに期待できる石炭・LNG発電より発電コストがはっきりと有利であるとは考えられない。したがって原子力の新設は事故リスクを考えると到底考えられな
い。またシェールガスの実用化で他の化石燃料、市場CO2価格も安定化する可能性も大である。

３．東電関内のみでの税金投入を減らすことが肝要である。電気料金値上げで解決するのは不可能ではないかと思う。解決のためには発送電を分離し、送電部門を売却し独立・民間化する必
要がある。あわせて発電自由化で競合させ電力コストを下げねば家庭・企業とも困ることになる。ただし民間の参入者はリスクをカバーできないので、政府の保証がない限り原子力は行わない
（現状、米国も同じ）。そのため化石燃料発電が増えるが、それでも電気料金は下げられるはずである。

４．自然エネルギー発電を20％以上に上げるのは無理がある。年間発電効率が10数％からして設備ｋWは大きくフルに発電したときは、スマートグリットを導入しても対応は非常に難しい。かな
りの費用追加で発電拠点に蓄電池が必要になることを議論の中に含める必要がある。また、太陽光発電は、ドイツ・スペイン・アメリカではこれ以上進まぬ状況にある。差別化技術でもなく現地
メーカーは中国メーカーにやられ破綻状態、日本も同じ道を歩むように思われる（すでにシャープの同部門も苦しくなってきている･･･）。

 ５．CO2による地球温暖化は、シミュレーションの結果であって実際に証明されているわけではない。現実だとしても、海水面上昇は津波に比べるものではなく時間的に対応できること、食料増
産につながること、伝染病は日本では問題にならないこと、海に囲まれた日本ではリスクは最後に及ぶことから日本としての戦略的な主張をすべきであろう。すなわち「地球環境に対し原発事
故の害の方が大ゆえ、国民の意向もあって原発をまず一掃した。その結果一時的にCO2は増えたが、今後削減を大幅に進めてゆく」。国としては今までの政策から逸脱することになるが、日本
の将来を考えたら背に腹は代えられないのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

28333 個人 その他 ８０代以
上

女性 　（１）０パーセント　を選択。
広島・長崎・福島、もう十分です。
爆弾も平和利用も同じ被害を受けます。
２０３０年と言わず、今すぐ、原発比率０パーセントに
取り組んでください。

左記

28334 個人 家事専
業

６０代 女性 危険な原発を地球からなくしたい ずさんな管理で多くの人の人生を狂わせ　放射能をまきちらし
こんな危険なものをなくしたい

28335 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオを強く支持します。 ゼロシナリオを選ぶ理由は、このままではまたそう遠くない将来、原発事故がおこるだろうと危惧するからです。大飯原発の３，４号機再稼動をごり押ししたように、このままずるずると３つ目、４
つ目の原子炉運転再開をもくろんでいるのでしょうが、また大きな事故が起こると思います。こんどは多分、地震とか津波ではなく、また何か‘想定外’の要因で。幸いそのような事故が起こらなく
ても、すでに山とたまっている放射性廃燃料の処理をどうするのかの目処は全く立っていません。地中埋設処分といっても場所を見つけるのはまず無理でしょうし、これから何百年、何千年とい
う間の管理、検査をどのような形でやっていくのか、コストは計り知れません。私達の世代の目先の利益と利便の追求の為に、これから何世代にもわたっての日本に住む人達にその負担を押し
付けるのは余りにも傲慢です。

日本は原発を全て廃炉にし、廃炉技術の確立を急ぐべきだと思います。原発の輸出よりも、廃炉技術の確立をめざして、これを輸出するということのほうがより世界に役立つと思います。

大飯原発再稼動に抗議するのは、毎金曜日に官邸前に集まる人達だけではありません。報道を読み、見ながらデモの人達に声援を送り、テレビの前で参加している人達が大勢居る筈で、私も
その一人です。

再度、ゼロシナリオを強く押します。その選択の中にしか日本の未来は無いと思います。

野田佳彦様　及び「原子力ムラ」の皆様へ

地震大国である日本に原発が林立している - 恐ろしいことです。
なぜなら、この地震の巣窟の上に原発が存在する限り、遅かれ早かれ過酷事故は再び起こるに違いないからです。
再び過酷事故が起こってしまえば、日本は地獄と化すでしょう。

放射能を五感で感じることが出来れば、3.11以降、日本は既に地獄の入り口にいることを実感するのではないでしょうか。

自然のパワーは人智を超えています。対策を講じれば安全が確保できるなどと考えるのは人間の驕りです。

核廃棄物の処理も問題です。

あなたは核廃棄物を数十万年もの間、安全に管理できると本気で思っているのでしょうか。

今までそうだったように、これからも安全で皆に納得してもらえて、誰も犠牲にしない保管方法や保管場所を見いだすことは出来ないでしょう。

それにも拘らず、核廃棄物をせっせと増やし続けることで甘い汁を吸い、結局は有無を言わさず、この厄介で危険極まりないゴミを子孫に押し付け、自分たちは知らん顔をしてあの世に行ってし
まう - なんと卑怯な行為でしょう。

「子孫」の中にはあなたの子孫もいるのです。
自分の子孫のことに思いを馳せることなく、ひたすら原発利権にしがみつき、甘い汁を吸い続けようとする - おぞましい光景です。

発電コストが安い?
原発がないと電力が不足する?
安全を確認した?から再稼働する?

自分の欲望を満たすために、徒党を組み人々を欺くのはもうやめてください。

この地球上の生きとし生けるものが、永久に、放射能に怯えずに生きていくことが出来るよう、切に、切に願っています。

以上

28330 個人 無職 ６０代 男性 地球上の全ての生きとし生けるもの為に、今、世界中
に存在する全ての原発は速やかに廃炉にすべきで
す。原発に絡む利権にしがみついている、名もあり、
お金もあり、地位もある方々、どうか目を覚ましてくだ
さい。



28336 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 再稼働の前提として経済成長を考えるのは間違いで
ある。
新しいエネルギー政策の方向は国民が決める。
処理できないものを子孫に残してはいけない。
再稼働よりも福島の完全な処理と原因究明が先であ
る。

経済成長：日本は今後人口減少に向かうし、今のように資源を使った成長を全世界が続ければ、いずれ資源の枯渇を招く。従って新しい世界のあり方を構築する必要があり、そこでは「福島」を
前提として考えなければいけない。そして日本は「福島」の反省に立って、新しいモデルを作って世界に示す義務がある。どの程度海と大地を汚したか、誰も想像も出来ないほどのことをしたの
だから。政府の発表より外国の集計の方が遙かに信頼できると多くの国民が思っていることを忘れないで欲しい。自分たちに都合の良い数字を信じ込むことは、「起こってはいけないから、事故
は起きない」とした安全神話と同じである。
国民による決定：原発に関する方向性を国に提示してもらう必要は無い。それでも15％に誘導しようとした公聴会で出た7割の脱原発の意見を無視することは民主主義に反することも理解して
欲しい。今回の福島を踏まえて国民が自分たちの方向性を決めるべきで有り、その結果に沿った政策を出すのが政府･官僚の仕事である。我々は政府･官僚が隠している細かい数字は知りよ
うがないから、我々に対案をすぐに出せというのは間違いである。対案を要求するのであれば事細かに、真摯に質問に答えデータを出して頂ければ対案を作っても良い。いずれにしても決定は
国民がするから、それに従って頂きたい。案を3つ出して真ん中に誘導しようとするのは姑息で、原発に関しては（即時～数年内の）廃炉か否かが問題である。
核廃棄物：多分ご存じと思うが、核廃棄物は数分から数万年の半減期を待って自然に減る以外に処理する術は無い。除染しても、その汚染物は処理しようが無い。小出先生は「移染」と表現し
ているが、こちらが正しい。原発が有る限り核廃棄物が積み重なり、将来はそれらを保管するプールを冷やすために原発を作るというおぞましい光景も浮かんでくる。将来の日本にこのような物
質を山のように残して今の繁栄を楽しむのは人間の道に反している。今の日本で半永久的に安全に処理できるのなら速やかに案を示して欲しい。
福島の究明：福島がどの様にしてメルトダウンに至ったか実は誰も知らない。原子炉内には誰も入れないし、実地検証をしていないから。従って、様々な調査報告書も想像か何らかの思惑で書
かれている。これらを究明しない限り「再稼働」という話はあり得ない。にもかかわらず政権は大飯で再稼働を始めたが、そこでは活断層の存在が強く疑われている。いくつもの原発が周囲の問
題提起を押し切って作られており、その反省に立って今後の原発の扱いを決めるべきである。政府は少なくとも経済を心配する地元に対しては廃炉事業で向こう数十年は仕事があることを早急
に伝えたうえで、国民にあらゆる情報を提供し、判断を仰ぐべきである。
原子力安全委員会には飯田哲也氏や京大の小出先生を入れる事でその信頼性も高まる。政府の決断が必要である。
以上の問題点から、日本は脱原発を選択すべきで有り、「福島」の究明までに今ある全ての原発は40年の耐用年数を迎えるであろうから、このまま稼働せずに廃炉作業に向かうのが正しい道
と考える。

28337 個人 無職 ６０代 女性 原発はゼロをめざすべきです。 以前から危険性が指摘されていましたが、政府も学者もごまかしてきました。福島原発事故で国民の前に明らかになったにもかかわらず、野田首相の「再稼働」は許せません。再稼働は、大企
業のためのものです。自然エネルギーを国として本格的に取り組むべきです。国民はまじめに節電しているのです。

28338 個人 無職 ７０代 女性 ・2030年のエネルギー・環境に関する原発依存度につ
いて
⇒　原発0％
　　すべての原発をすみやかに廃炉にするべきです。

　福島原発事故も収束していない状態で、日本は、現在も空や海に放射能を放出し続けている。そういう状況で、大飯原発の再稼動は許されない。
　広島・長崎・ビキニと三度も被爆を体験した日本が、原子力という見えないキケン（放射能）をエネルギーとして利用したことが間違いだった。
　地震国日本は、すべての原発をすみやかに廃炉にするべきです。
　使用済み核燃料や放射性廃棄物の最終処分の問題も白紙状態であり、被爆国である日本は、原発から直ちに決別すべきときです。

28339 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロ　すぐに全原発を停止、核燃料サイクルと再
処理を中止する。

福島第一原発事故では、福島県をはじめ東北、関東の広い地域を放射能で汚染し
ました。汚染された大地はもう元にはもどりません。再び、このような事故を起
こすことは、絶対に許されません。原発は即時停止し、残された核廃棄物、およ
び原発施設の後始末を開始すべきです。

28340 個人 家事専
業

６０代 女性 2030年までの日本のエネルギーのあり方には
「原発ゼロのシナリオ」を選びます。

原発は事故が起きた場合のリスクがあまりに大きすぎます。地震国である日本は世界のどの国よりも原発は適していない。科学技術万能の考え方を改め、人間の力の及ばない領域があること
を認めなければならないと思います。原発を人間がコントロールできると考えるのは間違っています。自然の力を侮ってはいけない。原発に関しては知れば知るほど問題が多いことがわかりま
す。使用済み燃料の最終的処理方法がわかっていないのに、核のゴミをどんどん増やしてゆくのは犯罪的です。負の遺産を子供たち、またその子供たちに残していっていいのでしょうか。原発
なしでやってゆける道をめざすべきです。いわゆる原子力むらと呼ばれているシステムを変えてください。電力の独占体制をやめてください。省エネルギーやコジェネに取り組んでください。

28341 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 政治への信頼性の回復、代替エネルギー開発への全
国民の意識集中が目標。不動の原発ゼロ目標を設
定。1機毎の安全性評価、予算配分、工程表管理、新
社会システムの提示等徹底した情報公開。

国土も狭く地震国日本では原発の絶対的な安全性を担保することは不可能に近い。一方、化石燃料も無限とはいえず、全て輸入に依存する日本ではそのコストをコントロールできない。自然エ
ネルギーの電力への転嫁が未だ1%というのは、第二次大戦にまで導いた愚を再度犯してきた証左である。僅か2年前には原発開発促進が国策であり、温暖化ガスが低減可能と諸手をあげて
賛美すらしていたのである。無知、怠慢、無責任な我々国民全てに責任の一端はあると認識せざるを得ない。しかし、今は過去の責任追及に時間をかけている余裕はない。一部犠牲を覚悟な
がらも代替エネルギーの開発に集中する意識改革を推進すべき時期と考える。
　では如何にして意識を図っていくべきなのであろうか？今回の国民の動向を聞いて意思決定をするという自信喪失状態ではそのパワーは生まれてこない。
　まず第一に今後の何世紀に亘っての国の方向を決めて行こうとする最大の政策課題であるとの認識に政治の中枢が意識を改革し発想の起点とすべきと考える。それを国民に示し政治の信
頼を回復させるには、犠牲を明示する一方、代替エネルギー開発、新たな低エネ社会システムの構築に大胆な予算配分をすべきである。不幸にして実験の場は東北にある。政治の信頼を回
復し、将来への希望が感じ取れる大胆さを示すことが出発点になる。
　第二には企業経営者、生活者一人一人にコストの分担を要求すべきである。
何機かの原発の再稼働をお願いし、高コストの化石燃料を輸入してでもより快適さを要求し、企業は利益を追求するのであれば、高いリスクのある基盤の上での生活を余儀なくさせる人々の犠
牲への対価としても当然であろう。これは対価として金をばらまいた過去の発想とは異なるものである。
　第三には情報の開示である。原子力、原発といった狭い領域の情報は今や不信感もあり重要性は低くなっていると考えられる。むしろ、低エネ社会を可能とする様々な歴史、社会、文化に関
する世界各国、人々の価値観に関する情報である。
　日本は自然に恵まれ、自然と共存する自然志向の高い国民である。目的、目標を与えられると共同歩調をとる指向性もある。これを悪用してきたのが、これまでの政治家である。国民はだま
せても自然はだませない。日本の独立性を保つには食とエネルギー生産は絶対に不可欠である。小手先の政策はもはや通用しないことを認識していただきたい

28342 個人 学生 ２０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。
原子力発電が日本、そして世界に与えた負の影響は計り知れない。
専門書などを何冊か読んだが、原子力発電が非効率で危険で、非経済的であることは十分理解した。
私は大学生だが、これ以上私たちの下の世代を苦しめるような真似をしないでいただきたい。
原子力発電は国の恥であると断言する。

28343 個人 無職 ７０代 男性 即時、原発の撤廃。 読売新聞などの記者後、フリージャーナリストとして言論活動を行っていて、それに基づいての主張。現役記者時代から原発反対を唱えており、今回の福島事故にての主張ではない。
福島の事故は原因究明がなされず、反省もないままの推進回帰という暴挙だ。許されることではない。今、一たび同様の事態を迎えれば、日本列島は壊滅の事態を迎える。電力だ、景気だとい
うレベルの問題ではない。日本人が生きるか死ぬかの瀬戸際にあることを認識すべきだ。
マスメディアに勤めていて、思うのはメディアは真実を伝えていない。政官財学に加えて、メディアもその一角を占めるに至っている。原発村の一員に「報」が大きく加担しているのだ。
マスメディアは大きく、世論に凌駕されてしまった。毎週金曜日の官邸包囲デモを見ても、それがわかる。
その意味で、当局はこのパブコメを重要視してほしい。

28344 個人 無職 ６０代 男性 現在、日本に存在、または計画中の原子力発電設備
は可及的速やか（１ヵ年以内）に稼働を停止・廃棄す
る。代替は、既存あるいは新規開発の自然エネル
ギーシステムを実用化、不足分は現存の火力発電で
カバーする。

現在の人類が現実に使用している全ての「エネルギー」には、無駄な使用が非常に多く存在していると考える。自然界に存在する各種の「エネルギー」の使用と開発の余地はまだまだ多く残さ
れている。
個々の人間、組織、システムがエネルギー源の転換を開発、実施、拡大することの余地は巨大なもの（量）が存在し、新規開発・実用化の可能性は非常に大きいものが存在している。

28345 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱・原発依存を死守して頂きたい。それには0％決断
しかないと思います。今なお福島の方たちが被ばくに
不安を抱き続けているます。国は、そういった国民の
不安を払しょくする役割を担っているのではないでしょ
うか。

稼働率3パターンの選択にともなう説明をもっと丁寧に行うべきではないでしょうか。専門家の話や、マスコミ報道を聞いて、0％以外は、原発を増やすことになることを知りました。　脱・原発依存
を口にした政府がなぜその選択肢を入れるのか、理解に苦しみます。
原発に依存しなければ、どういう道が考えられるのか、それを国民にも問いながら、答えを見つけていきたい。
永い将来にわたって命を脅かす原発、人間の力でコントロールできない原発は、ゼロにするべきです。

28346 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー政策について 簡潔に。
原子力発電は撤退してください。
福島で、世界規模の事故が起きました。
水も空気も土壌も放射性物質で汚染されています。
これ以上の汚染をしないためにも、国民の健康のためにも、世界各国の皆さんに迷惑をかけないためにも、原子力発電を撤退してください。
以上です。

28347 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は早急になくすべきです。
将来的にゼロではなく今すぐなくすべきです。

原発維持・推進の主な主張は、「電気代がもっと上がる」「経済面に悪影響」「代替自然エネルギーが間に合わない」などそんなことと命を比べられてはたまりません。福島での大事故はいまだに
収束のめどさえたっていないこと、一度過酷事故が起きればコントロール不能となり、深刻な事態をまねくこと、生命やくらしを犠牲にするリスクを背負い続けてまで、莫大な予算をつぎ込んで原
発に固執し続ける意味がどこにあるのかわかりません。
いま大事なことは、政府に「原発ゼロ」を決断させ、再生可能な自然エネルギーへの転換を本気ですすめることです。海外では、日本が開発した自然エネルギーがかなり使われています。なぜ
それが日本でできないのか？
将来の子供たちの為にも原発はなくすべきです。

28348 個人 自営業 ６０代 男性 原発を撤廃し、早急に再生可能エネルギーに変換す
ることが必要。国民の健康・生命・財産を脅かすことが
原発事故で証明されたのだから、即時原発撤廃に舵
を切る必要があります。国民はそう願っています。

原発事故で原発が地震国日本には不適な発電システムであることが証明されました。それと、原発を撤廃しても我が国の電力の手当は何とかなることも、猛暑の夏に証明されました。後、残る
のは、原発利権を享受しているいわゆる【原子力ムラ】のソフトランディングの仕方だろうと考えます。それならば、太陽光発電などの再生可能エネルギーに対して、早めに利権構造を構築して、
【原子力ムラ】が再生可能エネルギー事業に、引っ越せるような政策を実行すればよいと考えます。

28349 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発「ゼロ」を強く求めます。すべては、健康な命とそ
れを育む自然があってこそです。経済活動もしかり。
原発は、永い将来に渡ってまで、それを根底から脅か
し、奪ってしまうもの。人との共存は不可能です。

　広島出身の私は、「原発に何かあったら、大変なことになる。」・・・ということは、以前から漠然と感じていた。そして、不幸なことに現に起きてしまった。
　核分裂というおよそ人の制御できないモンスターを動かすのに、まさかこれほど何も策を講じていなかったとは、驚き呆れた。その上、現に起こってしまった福島をまるでなにもなかったのよう
に、「これまで通り」を続けようとする政府のやり方には、怒りさえ感じる。
　「国民の生活を大切」に思うのなら、「生活」の前にそれをする「人の命」を想ってほしい。
　「いのち」それを育む「自然」なくして、なにができるというのだろう？
　
　今、原発がなくても電気は足りていることが証明されている。なのに、なぜ、まだ１５％、またはそれ以上という選択肢あげること自体、私にはとても違和感がある。

　政府には、目先の経済のことでなく、５０年後１００年後の日本の姿を想像してほしい。

　このままでは、国土は使用済み核燃料で覆われ、放射性物質と共存せざるを得ず、青ざめた顔であえいでいる人ばかりの日本になってしまう、それほどの恐怖感があります。

　
28350 個人 自営業 ５０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見

原発ゼロを選択するが、2030年ではなく、できる限り
早くゼロにして欲しい

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見と理由
・原発ゼロを選択するが、2030年ではなく、できる限り早くゼロにして欲しい
・地震の多い日本には原発は向かない
・増え続ける核廃棄物をどうするのかがわかっていない
・絶対に事故は起きないということはないと今回よくわかった

28351 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を0にするゼロシナリオを支持する。原発の事故
リスクは確率で論じるべきではなく被害の規模で論じ
られなければならない。このような未確立、不完全な
技術で営業運転を行うべきではない。

　現在の原子力技術では、一旦生じた事故の制御が不可能であり、過酷事故を完全に防ぐことはできない。このような過酷事故を前提とするならば、事故リスクは確率で論じられるべきではな
く、事故の規模でそのリスクが社会的に容認できるか否かを論じるべきである。一瞬で数十万人にも及ぶ被害を引き起こす可能性のある技術は、不完全な技術と言う外はない。仮に核分裂を
エネルギー政策に応用するにしても、核分裂生成物が安定同位元素か、極めて短半減期元素に分裂させることができるなど、万が一事故が起きても早期に収拾できるレベルまで技術を高めて
おく必要があるが、数十年程度で到達できる技術水準ではない。2030年にむけてゼロシナリオを支持する。
　同シナリオの中で経済的負担が、再生エネ・省エネ・ガスシフトにより重くなるとしているが、原発の廃炉・燃料処分コスト等を無視しており、原発のライフサイクルコストが前者らより低いという
のは甚だ疑問だ。また、低効率製品の規制がゼロシナリオのみに強く課されるとしているのは作為的誘導であり、どのシナリオに対しても省エネ政策の必要性は独立した課題であるべきだ。
　識者コメントに原子力被害に対する国民の反応を「感情的」と表現しているものがあったが、見識を疑う。破綻した技術に固執することこそ感情的である。

28352 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持します 今回の福島原発事故で　自然には想定外の事を起こす力があることが実証されました。事故があるまでは原発の恐ろしさは　漠然としたものでしたが　目に見えないものの恐ろしさを再認識し
ました。すでに取り返しのつかない誤ちを起こしてしまいましたが　これからできることは　この世の中から原発をなくすこと以外にないと思います。どんなに節電を強いられようと　電気料金が高
くなろうと一日も早く　原発をなくすこと希望します。

28353 個人 自営業 ６０代 男性 原発一基で一日に核分裂されるウランの量は３kg、原
爆のウランの量は８百g、実に原爆３個分を毎日核分
裂せて、その３０％の熱量でお湯を作ってタービンを
回し、海水をものすごい勢いで暖めているのが原発
だ。

概要に述べたことだけでなく、ウランの採掘から原発の維持管理、核廃棄物の保管管理全ての過程で被曝が起ることは絶対に避けられない。とてつもない犠牲の上に成り立っているのが原子
力産業であることは明白だ。プルトニウム234の半減期は人類が農耕生活を始めてから現在に至る年月、１万２千年（約４００世代）のほぼ２倍の長さである。原子炉とは、恐らく数十年（福島の
融解した炉心が実際にどういう状態なのか判明するまでに数十年あるいは百年以上掛かると言われている）もたてば確実に世界中の原子炉自体が巨大な放射性廃棄物となり，我々が、我々
の子孫が住み続けなければならないこの小さな惑星上に少なくとも数十万年のオーダーで完全に隔離しなければならなくなる存在なのだ。しかも、その廃棄場所はその候補地すら見つかって
いないのだ。カリフォルニア州よりも小さな日本に原発がアメリカ合衆国の半分近く建設されてきた異常性を座視することは許されない。しかも、日本は地震の巣窟である、その地震の巣窟の上
に耐震性もなにもないアメリカ製の原子炉が乱立しているのだ。建設途中の原発の写真を見た事があるだろうか、かつてアインシュタインは言った、知恵を持った愚か者達は作り上げる施設を
より複雑に、より巨大なものにする傾向が有る。１ワットも電気を作らずただただ冷却のためにもの凄い電力を消費し続けて来た世界が既に危険であるがために断念した高速増殖炉（ふざけた
名前のもんじゅやふげん、およそ仏教の菩薩や如来の名前を使用する理由も根拠も無い－非人間的施設である）を想起せよ。ナトリウムという金属は水と接触すると激しく反応し発火や爆発を
起こす、そんな危険極まりない物質で炉心を冷やしているのが破綻が見えたリサイクル施設である。これから起る事は置き場所も、処理方法も無い高濃度汚染物質や核廃棄物がそして副産物
としてのプルトニウムがどっかどっか溜まっていくだけなのだ。何の根拠も無いストレステストなる欺瞞的手法で安全性を騙り、事故の当事者である電力会社や経産省の原子力不安院や無能集
団原子力安全宣伝委員会の出鱈目委員長、そして電離放射線のでの字も理解していない政治家が産業界や電力会社の要請で焦りまくっておっぱじめた再稼働。電力はたりないどころか余っ
ている事が分かってしまうのがよっぽど怖かったのだろう。今回の福島の原子炉も最初に地震で致命的な損傷が起きたことはもう隠すことが出来なくなっている。数千本の大小様々なパイプ、そ
の管が格納容器をの冷却や致命的な事故をを辛うじて起こさせないのに絶対必要な部品なのだ。神戸の地震や山形の内陸の地震の加速度をご存知か？ひとたび、原発の真下の活断層が動
けば、全ての原発のパイプはいとも簡単に引きちぎられ、引きちぎられたパイプからは原子炉を冷やすための水が噴き出して全てが終るのだ。これは起るかも知れない事象ではなく、福島の原
子炉で実際に一年前に起ってしまった事象ではないか。４つのプレートが互いに潜り込む世界でも稀な地殻構造の上にのっかているこの島国は地震と火山のデパートだ。例えば、ニュージーラ
ンド、やアイスランド、インドネシアやフィリピンの様に地熱エネルギーをいますぐに実用化して始めるべきだ。温泉協会が反対しようがこれは直ちにはじめるべきことの一つだ。とてつもない危険
を犯してウランやプルトニウムを核分裂させてお湯を暖めて（７０％は結局冷ますためだけに海水をとてつもない勢いで暖めながら温排水として捨てているのだ）いる間に、この島国の地下には
いくらでも地球が暖めてくれた熱水が余ある程そこら中から沸き出しているではないか。原子力を推進したい連中は早くから環境省や通産省が一緒になって地熱エネルギーを開発することを阻
んで来た。理由はたった一つ、儲からないからである。原子力村を構成する産学共同体は巨大な利潤を生む産業としての原子力を脅かす地熱エネルギーの開発，研究を血眼で阻止して来た
のだ。一人の医師として、妻子ある一人の人間として原子力の利用に真剣に否を宣言する！原子炉だけでなく、今この時点で世界中には約２千発の核兵器が数分以内に発射準備が整う状態
にある。自らそうすること選んだ一握りの者達が、あらゆる者が生まれながらに持つ核なしで生きる権利を脅かす権利を主張している。遺伝子ー我々の細胞を形成する基本構造であるDNAは
数ミリエレクトロンボルトという極めて弱い力で結合している、内部被爆とはそれらの細胞の真横にセシウムなどの電離放射線を発生する物質が体内に入り、細胞の真横で数百万エレクトロン
ボルトという桁違いのエネルギーを放出しながら人間の人生の何千倍の長きに渡って細胞を傷付け続ける可能性のことを言っているのだ。核分裂と核融合などという事象は恒星に帰属するも
のである。人類が地上で行うべき事ではない。

28354 個人 学生 ２０代 男性 原発を早く再稼働させるために、専門家の意見を聞き
ながら国会で原発安全基準を早く作成すべき。
日本の未来のために、経済・環境・政治要素を考えな
がら原発を利用してほしい。

私は原発を廃止することには大反対です。
チェルノブイリ・スリーマイル島・福島の事故のように、悲惨な事故が起きてもそれを上回るメリットが原子力発電にはあるからです。
今後、途上国の発展・中国のさらなる台頭によって日本のエネルギー供給を化石燃料に頼ることには無理があります。それを自然エネルギーで補えばいいという考えをする人もいますが、自然
エネルギーは現在のところ日本のエネルギー需要を満たすには十分な力がありません。やはり、原子力発電は日本には不可欠です。
原子力発電所の早期再稼働のために国、特に国会を主体として原子力発電所の安全基準を早く作ってほしいです。しかし、国会議員の大多数は原子力の専門家ではないでしょうから、やはり
原子力・放射線の専門家の意見を多く取り入れるべきです。
また、原発を稼働させないことによる日本の経済損失の試算や、原発事故による経済損失（人が事故で死ぬことによる労働力喪失も含めて）の試算がないことも問題と思われます。
最近では国会議員が反原発デモに参加している様子が報道されていますが、そんなあきれたことを暇があるのなら、原発を廃止したほうがいいという合理的理由を示してもらいたいものです。
また、火力発電による二酸化炭素排出問題も最近は報道されていません。原子力発電所が環境を破壊しないとは言いませんし、自然エネルギーだって環境への悪影響がゼロではありません。
しかし、火力発電所の二酸化炭素放出は明らかに環境を破壊しています。
また、原子力を手放すということは韓国・北朝鮮・中国への「いざとなったら核兵器を作り出すことができる」というカードを失うことにもつながりかねません。これを失えば、外交交渉で日本に不
利な状況が生まれ、最終的に日本の国益を損ないかねません。
以上より、政府・国会には経済・環境・政治的要素などを総合的に考慮して原発の依存度を決めていただきたいです。
本の国益や今の若者・子どもたちの未来を損なうようなことだけは決してしないでほしいです。



28355 個人 自営業 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 技術大国日本が未曾有の大震災とはいえ、福島第一原発の事故を防げず、その後の原子力政策、自己対策も不透明で信頼性回復に足るようなアクションは一切とられていません。

そうした中で海外からの日本の原発産業への信頼感は揺らぎ、低くなる一方で、原発離れが国際的なトレンドになってきているのは無視できない事実です。

もっと自然エネルギーを推進してください。国民、世界が求めていない原発に固執する理由がわかりません。日本の企業の技術力があれば、効率のいい自然エネルギー発生・逐電・送電のイノ
ベーションは必ず達成できるはずです。そこに国としての支援を注いでください。エネルギー問題は世界の問題です。かならず大きな輸出産業に成長すると思います。

28356 個人 その他 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。それも、即刻、ただちに原
発をゼロにすべきです。

　福島第一原発の事故はいまだに収束していません。溶け落ちた核燃料が、いまどこでどうなっているのか、それすらわからない状況です。事故原因は不明な部分が多く（情報の隠蔽も疑われ
る）、真の意味で究明されていません。
　にもかかわらず国は、地震や津波に対する備えなど最低限なされるべき過酷事故対策すら置き去りにしたまま大飯原発を再稼動し、いままた原子力規制委員会人事でも、これまで原発を推
進してきた「原子力ムラ」の人間を起用しようとしています。
　これは福島の悲劇を教訓とし、二度と同じ過ちを繰り返さない、という姿勢とは真逆のものであり、福島および周辺地域の被災者をあからさまに愚弄し、傷つけるものです。このような恥ずべき
国の姿勢には激しい憤りを覚えるし、到底許せるものではありません。
　３．１１以降、日本は地震の活動期に入ったとする専門家の意見があります。もし、原発立地エリアを巨大地震が襲ったらどうなるのか？　大飯はほんとうに大丈夫なのか？　その他の停止し
ている原発は大丈夫なのか？　たとえ停止していても、ひとたび巨大地震が襲えば、未曾有の危機に直面することは、福島第一４号機が証明しています。あの燃料プールが崩落したら……。考
えるだけでも怖気が走ります。
　原発には核廃棄物の処理の問題などほかにも難問が山積です。事故の補償コストなども考えれば、そもそも経済的に成立しないのは明らかです。それでも進めるというのであれば、潜在的な
核抑止力など別の目論見があるとしか思えず、それこそ大問題です。
　いまや、いつ、どこで巨大地震が起こってもおかしくありません。今日という日が平穏に過ぎたのは奇跡と感謝し、即刻、原発ゼロを実現すべきです。２０３０年などとても待てないし、待つべき
ではありません。

28357 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2012年８月６日、広島被ばくの日に　今すぐ全原発停
止　廃炉へ　１秒でも今この時を人間らしく生きていき
たい

２０３０年では、息子が２４歳、娘が１９歳になってしまいます。地震活動が活発になっている今、あと１８年も原発を使う根拠がわかりません。

福島の苦しみに寄り添いもせず、事故の総括もままならない状態での、再稼働。この侮辱、国家への恨みを忘れません。こんなに日本が嫌いになったことはありません。

野田総理は、人として、人間らしく生きるために、再稼働は必要と国民に伝えました。その理屈がまったくわかりません。原発をとめたら、人間らしい暮らしをできなくなるのでしょうか。

人間は核をコントロールできないということを、苦しみを持ってだ私たちは学びました。それなのに、なぜ、また、原子力で電気を得ようとするのか、倫理的な根拠がありません。人間として生きて
いく根本原理に反します。「共存の道はない」ことはあきらかです。

即刻、全原発を停止し、廃炉にすべきです。

28358 個人 その他 ６０代 男性 エネルギー・環境の選択について 私は年金で暮らす６４歳の爺さんです。

原子力発電は反対です。

すぐに原子力発電はやめてください。

28359 個人 学生 ４０代 男性 原子炉は、全廃が妥当だと思う。

まだ、大震災や思わぬ事故に対応できる能力はな
い。

海外では、推進しているところもまだあるが、地震や津波などの自然災害がほとんどないところである。

日本のように地震の多い地域で原発をもつことは、世界的に見ても、信じられないことだと思う。リスクが高すぎる。

電力不足になって、社会が停滞するリスクと、原発事故のリスクは比べ物にならない。

28360 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発０シナリオ
稼働中の原発を即停止し即時全基廃炉とする。既に
発生している使用済み核燃料及び放射性廃棄物の最
終処分問題を解決させること。

広島原爆より６７年しても未だに放射能による死者が生じているし長崎でも連なっている。さらに福島原発事故による被災者住人だけでなく復旧工事関係者にも放射線による被爆被害がでてい
る。過去スリーマイル島およびチェルノブイリ原発事故そして福島原発事故を通じて”原発は制御出来ない”ことを世界中の人々が学んだ。だから子供たちの未来を守る為に負の遺伝子を相続
しない為に”原発とは共存出来ない”と言う。即時地震活断層上の原発を廃炉し全基廃炉して国中が放射性物質に汚染されない様にいや世界中が汚染させない為に行動する。更なる省エネと
再生エネを研究しよう。

28361 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発反対 福島の事故があり、日本だけでなく地球を汚し、自然を破壊し、これからも未知の恐怖を与え続けるのに、一部の人間の利益だけのために国民の声、心からの願いを無視する政府に怒りを感じ
ます。
信念と勇気を思い出して欲しいです。
地震は必ずおこります。事故後、責任をとっても遅いんです。どのように責任をとるのですか？そもそも、責任なんてとれません。意味もありません。
ひとりの人として、心をもって考えて欲しいです。

28362 個人 その他 ５０代 女性 原発はゼロにする。ゼロシナリオしかありません。同
時にこのシナリオでは、温暖化対策目標が非常に低
い。もっと、強化すべきです。１５シナリオも２０～２５シ
ナリオも、原発に依存でだめ。

「国民的討論」の方法について、異議があります。６月末に公開、８月半ばまで終了では、国民の多くが知らない間に終了する危惧があるます。十分な時間をかけるために、期間を延長するべき
です。
　３つのシナリオから選択となるとゼロシナリオしかありません。選択肢では、いつまでに原発をゼロにするのか、書いてありません。できるだけ早く0％を実現することが必要です。
　３つのシナリオとも省エネがたった１割です。もっと、大幅削減が必要です。
　１５シナリオは、２０１０年の原発割合26％からすると減って見えるが、既設の原発を原価償却終了の４０年間フル活動で運転、福島第二原発を含めた現在の原発を動かし続け、建て替えや新
設による原子炉の建設の可能性も含んでいて、原発温存につながり、反対です。
　２０～２５シナリオは、「原子力発電の新設、更新が必要になる。核燃料サイクル政策については、再処理。直接処理がありえる」とあるように、原発推進です。このような、シナリオは、福島原
発事故から、何を学んだのかといわざるをえません。世界から失笑をうけることは明らかです。
　

28363 個人 自営業 ４０代 女性 絶対！断固！即刻！０％！！！
２０３０年では遅い！！！

今現在でも、安全に処理する方法が確立されておらず、
最終処分先が決まらない核廃棄物が既に大量にある。
そんな厄介物をこれ以上増やしてはいけません！
“トイレのないマンション”など有り得ない！
のちの世代にこれ以上負の遺産を残す事は、この様に発達した社会として
これ以上ないと言っていい程の恥ずべき行いです。

なぜ選択肢が３つしかないのですか？
なぜ２０３０年の中で選ばなければならないのですか？？

ただちに廃炉しても、何十年もの年月がかかる大事業なのに１８年も
経ってから始めようとするのはばかげています。

政府・電力会社は、今すぐにでも原発依存を止め、国をあげて、経済界、産業界が、自然エネルギー開発を推進できる様、速やかなる法改正や特別措置をとるなど最大限のバックアップを図る
べきと考えます。

私は１００％自然エネルギーで発電された真の安全な電力を選べるならば、月に千円や二千円電気代が上がってもそちらを使います。

産業の空洞化などと言って、人の命と同等に並べるのは
間違っていると思います。

一番大切なのは、“命”です。
産業も経済も、“健康な人”ありきです。

核は人間の手に負える物質ではありません。
取り扱う人間というものが、完全ではないからです。

28364 個人 無職 ６０代 女性 　ゼロシナリオを宣言すべきである。それが原発など
という代物を産業の米といわれる電力エネルギーに
採用してしまい、福島第一の事故をおこしてしまった
日本国が人類全てに対して取る、反省態度の第一歩
である。

　ゼロシナリオを選択すべき！
今日、６日は広島に、９日は長崎に原爆が投下され、人類初の核による虐殺が行われ、日本人として生きる（た）者なら、過去、現在、未来に関わらずそれがどのようなものなのか、理解してきた
（すべき）はずである。
　今、私は平和利用に使うのなら、許されるということで種々、疑念は持ちながらも核発電に関心を強く持たなかった自分の愚かさが悔やまれてならない。東海村の事故の時も杜撰な取扱いに
よる全くの人災だということで誤魔化されて、いつしか納得した自分に腹が立つ。
　思えば使用済み核燃料は地球の何処に持って行くのだろう？除染した土や木の葉さえ持って行く所がないのに‥
　私たちはしばらくしたら、この世にはいなくなるけれど、後に生まれて来る人たちはどうなるのだろうか。汚染された地球で苦しみながら、生き続けなければならないのである。原発などという危
険なものを現在の勝手な欲求のために使用してはいけないと思う。
　エネルギーの選択は再生可能エネルギーへの道を迷わず突き進むべきである。
　一刻も早く、原発ゼロの日本にすべきである。政府は原発ゼロシナリオを進むべきである。

28365 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 人間には制御できない原子力発電なんて馬鹿げている．
こんな国では子供を産むことすら恐ろしい．
2030年とは言わずもっと早く，今すぐに再稼働などやめて，即刻廃炉を決定して欲しい．
毎週の国民の叫びを無視するような総理にも即刻やめて頂きたい．
誰もあなたを支持していません．
企業や経済界の方を向いた政治は今すぐやめるべきです．

28366 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 これからの日本のエネルギーをどうするか。
もちろん、原子力で作る電気はいりません。
原子力は、あまりにもリスクが大きすぎます。命を懸け
て、電気を使う必要がどこにあるでしょか。

東京電力福島第一原子力発電所の事故を起こしても尚、原子力を動かしたい人々がいます。
「命よりも、経済が大事」な人々。

命より、電気が大事という考え方が理解できません。
電気が足りないから、原子力を動かさざるを得ないという意見もありますが
まず、どうしたいいか、どうするべきかを話、決めるのが大事ではありませんか。

電気が足りないから、危険だけど仕方ないから動かす、ではなくて
今ある電力で快適に暮らすには、どうしたらよいか、を考えましょう。

土・水・空気・海を汚染させてしまった日本。世界に対しても、取り返しの付かないことをしています。これ以上、地球を汚染するのはやめましょう。
私たちは、元にもどす方法を知らないのですから。

そして、私たちはその土、その水、その空気、その海の恵みによって生きることができているのです。
これ以上、破壊するのはやめましょう。それは、自爆に等しい行為です。

28367 個人 無職 ７０代 男性 可及的速やかに原発を廃止し、再生可能エネルギー
に国を上げて置き換えるべきと考える。同時に国策に
よる一層の省エネ促進を図り、温暖化問題に対処す
る。

１．原発廃止の論拠
・原発のリスクは計り知れない
　天災や想定外の事故により引き起こされる原発事故の最　悪のストーリーは、そのスケールにおいて、福島の事故　を遥かに凌ぐものであり、現状の国体では、いったんそ　れが起きれば日
本の政治、経済の麻痺は避けられない。
・安全神話は有り得ない。
　　原発は人間が作った機械である以上、想定外の原因で　　故障は起こるものと考えるべき。
・使用済み燃料の処理について未だ技術的に確率されてい　ない。例え、どんなに地下深くに埋めても、何十万年の　内には、地殻変動など、何が起きるか分からない。

２．再生可能エネルギーへの転換、温暖化問題への対応
　・原発エネルギーの代わりに、風力、地熱、太陽光、波　　力、バイオマス、等の再生可能（自然）エネルギーへ　　の転換を行い、火力依存度も下げて、温暖化問題への　　対応を同時に行う。
　・これらの転換は国家総動員で実施し、国民もエネルギ　　ー使用の抑制等、覚悟を決める。

３．その他
　・原発廃止は日本にとって（世界にとっても）喫緊の問　　題であり、経済成長などの論議とは、問題判断の土俵　　が異なる。（経団連の主張の如く「経済成長戦略あ
　　りき」ではない。）
・世界へ原発廃止を訴える。日本が得意としている代替エ　ネルギー開発の技術を世界にも広める。

28368 個人 その他 ４０代 女性 原発を1日も早く廃止にしてください 1度の原発事故がその後数十年に渡り人々の生活と健康を脅かすことは、チェルノブイリ事故がすでに示しています。これまで日本では「安全」と言われてきたことがそうでなかったことが明らか
になりました。これからも日本国内のどこでも地震が起きてもおかしくありません。そのような中で原発を動かすのは、正気とは思えません。また、事故がなくても原発からは日々微量の放射能
が出ます。電気よりも、経済よりも、何よりも大切なのは人々の健康と命です。それらを脅かす原発は、1日も早く廃止にしてください。広島・長崎の経験をした日本は、原発を廃止し、今度こそ世
界の見本となるべきです。

28369 個人 その他 ７０代 男性 ０％シナリオに向け早急に計画を立てるべき 　今日は67年前に広島に原爆が炸裂して大悲劇が始まった忘れることの出来ない日です。
　昨年3.11は原爆、水爆が福島地域で炸裂したと同様の悲劇が始まりました。いまだ、被災者の生活は滅茶苦茶にされたままです。原発の安全神話は推進者によって作為的にばら撒かれまし
たが、全くでたらめでした。この姿勢を何ら反省しないまま、大飯原発再稼動は許せません。
　原発が発電すればするほど、燃えかすの放射性廃棄物が溜まっていくばかりで10万年、20万年先まで危険な放射能を出し続けます。核燃料再生工場は完全に破綻しています。政府、原発推
進者が見通しもないのに税金の無駄遣いで進めているだけ。
　原発に変わる発電、特に、自然エネルギーの未活用部分を現在の技術を駆使して発電を増やす措置に大転換し、原発ゼロへスタートを切るべきです。原発を止めれば、核兵器に化けるプル
トニウムも発生しません。このようなエネルギー政策を実行してこそ、安全安心で平和な地球を取り戻すことが出来ます。
　もちろん電気、エネルギーの無駄遣い社会を低エネルギー社会へ転換していくことも必要です。
　　以上
2012.8.6

28370 個人 無職 ６０代 男性 シナリオゼロを支持します。 3・11以前原発は多少危険ではあるが、日本の技術を持って安全に運転管理が出来ていると思っていました。したがって、民主党政権の原発50％推進を支持してきました。福島原発事故以来考
えが変わりました。(1)政府が積極的に節電を指導すること。(2)再生可能エネルギー推進に資金を投入するべきです。脱原発の為には電療料金の値上げにも協力します。
　

28371 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 (1)のゼロシナリオです。放射性物質の最終処理法も
わからないまま、人類はむやみに核を扱ってはいけな
いと思います。

核の恐ろしさを福島が再び教えてくれました。平和利用だとかクリーンだとか国はいろいろ言いますが、あの原爆以来、人類は核をどう扱っていいのか決められないまま現在に至っていると思い
ます。そんなもので電気を作らないで。大飯原発も大丈夫というけれど、大丈夫の対策を決めただけで、実施するのはこれからだと聞いています。そこに金を使うなら、廃炉にするためとか、他
のエネルギー転換の費用にするべきです。



28372 個人 学生 １０代以
下

男性 原発は要らない！再生可能エネルギーにシフトすべ
き！

早急に原発をなくせとは言わない。だが、少しずつ原発をなくしていって欲しい。具体的な安全策も出さず再稼働なんて許さない。この地震源である日本に原発を置くこと自体間違っている。そし
て、東電、政府の言うデマがこの国をおかしくしている。きちんとした情報を国民に伝えて欲しい。
原発は何もいいことを生むまない！ただそれだけだ。

振動力発電、太陽光発電、地熱発電など再生可能エネルギーにはあるが振動力発電がいいと思っている。振動力発電の良さについては本を読めばわかる。コストの問題もあるが、それも政府
の全面的な補助があれば問題ないであろう。”脱原発”のためである。

最後に福島から何を学んだのか。それだけを言いたい。第二の福島をあなた達は作りたいのか？自分たちさえ儲けれればそれでいいのか？未来の子供がどうなろうと。自分は絶対にそれを許
さない。

以上です。

28373 個人 自営業 ５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選びます。 (1)ゼロシナリオを選びます。その理由は原子力発電は処理不可能な核のゴミによって、人類の歴史からすれば未来永劫といってよいような、人類が滅んでしまってさえのちにも地球をすべての
生命体に汚染、危険をまき散らし続けるという、これ以上はないというべき犯罪的行為であるからです。
また日本が原子力発電を続けることは、処理不可能な核のゴミによって諸外国やあらゆる生命の共通の財産である大地や海を汚すことを意味し、日本国民のみならず、全世界の人々と国家か
ら刑事訴追を受けるに値する犯罪です。
そのような行為を続けることは子々孫々に対する許されざる罪を犯すことであり、即時止めることが人の道において当然かつ唯一の選択です。
原子力発電に変わって地熱発電ほかの自然エネルギーを開発することが日本社会の再生や夢を持った未来にとって必要不可欠であると考えます。

28374 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます
北海道の泊原発で福島のような事故が起きた場合は、北海道全域が農業・水産・観光等　壊滅的被害と被るだけではなく、風評被害など、道民も避難生活を長期間にわたり強いられることにな
ります。
節電には耐えられますが、放射能被害には耐えられません。

28375 個人 その他 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオ　を選びます。
この中であればこれです。

即座のゼロシナリオを求めます。

3つの案の中からなので(1)のゼロシナリオを選びますが、既に地震の活動期に入っていることもあり、全ての原発は稼動させるべきではありません。

福島第一原発の事故は収束しているとは言えません。
それなのに大飯原発を再稼動させているのはおかしいと思います。
また、ゼロシナリオが採用されたとしても2030年まで日本で原発が稼動することは反対です。

もんじゅや六ヶ所村再処理工場についても多大な維持費の為、多くの税金が使われ、たいへんな危険を伴うこのような施設は即座に廃止にしていただきたいです。

福島の事故を冷静に見ればわかると思いますが、原発を稼動させて経済活動を優先させるべきではありません。優先すべきは自然との共存であり、その上で国民の生活が成り立ちます。
福一事故により、様々な理由により生活が困難な人々が後を断ちません。自殺した人、仕事を失った人、家族と離れなければならなくなった人・・・きりがありません。その理由は原発が動かず
に電力供給が足りなかったからではありません。原発から出た放射性物質によって多くの人が苦しい思いをしているのです。また、今後は健康被害もさらに表面化してくることと思います。

後世まで地球に負荷をかけるような原発からのエネルギーはいりません。

もう、「世界経済に追いつけないから、取り残されるから」という言葉は必要なりません。追いつく必要も取り残されるという意識も持つ必要もありません。そんな競争したいのは誰なのでしょう
か？

もともと日本は本来国土的に大変恵まれていました。
それを自分たちで壊していっているようなものです。
日本の中で回るお金をわざわざ外資に回す必要はないと思います。
原発をなくして、国民の命を本気で最優先させてほしいです。

28376 個人 自営業 ３０代 男性 補償金含め膨大な額に膨れ上がっている原子力の予
算を研究目的のみに限定し、浮いた分を代替エネル
ギーの研究と実用化、追加燃料分の確保に充てるべ
きである。

いわゆる「原子力利権」の存在がすべての元凶。
福島の事故の際の東電の対応を見るに、組織の上層部にリスク管理は期待できない。
他の電力会社も同様の態度が見られるので、代替エネルギーは関係なく、原発は即刻全停止すべきである。
このままでは子孫に誇れる日本の大地を残せない可能性がある。

28377 個人 その他 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択すべきです。2030年までにと言
わず、できるだけ早期に「原発ゼロ」にしてください。ま
た、2030年にはどうしてもむずかしくても、できる限り
早い時期に「ゼロ」にすべきです。

　福島原発事故は多くの住民の基本的人権を奪いました。住むところを選択できることも憲法で保障された人権だと思います。
　また、政府は国民の安全保障を確立する責任があります。国防・外交以外でも食品・環境などなど、将来にわたって、リスクを最小限にすることが「安全保障」と言えると思います。
　子どもたちに不安な日本を押しつけないでください。
　そのためには、国民・企業に対して、もっとできることを訴えるべきだと思います。環境問題も最近はあまり議論されていないように感じます。私は、現政権は国民ひとりひとりを大切にすると考
え、支持してきました。消費税増税も、社会保障をきちんと制度を充実してくれるはずだと信頼してきました。
　国民のことを考えているのであれば、政府は福島事故を教訓にし、省エネを推進することとあわせて、代替エネルギーの確立が可能な限り、原発は「ゼロ」にすべきです。

28378 個人 無職 ５０代 男性 原発はいらない。
全原発を即刻廃炉にすべきだと思う。

地震多発国の日本に、原子力発電は最もふさわしくない発電方法だと思う。
日本人に原発がコントロールできないことは、福島第一の事故が証明した。
もう一度原発事故が起きたら日本は本当に沈む。

28379 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 原子力発電は、即時、全廃してください。 使用済み核燃料と核廃棄物で生物が生存できなくなります。原発に未来の展望はない。即刻廃止するべきです。

28380 法人・団
体等

会社員・
公務員

２０代 男性 日本の原子力発電には反対です 日本にとって原子力発電は価格、ＣＯ２排出量の面から考えて最も効率的なエネルギー選択だと思いますが、原発事故のリスクを考えると効率よりも現時点では国民の安心と信用を得ることが
先決だと思います。

28381 個人 自営業 ５０代 男性 原発０％を支持します。
即時撤廃すべきと考えます。

原発を維持していくと、放射性廃棄物の処分や管理に長い年月と莫大なコストがかかります。このようなものを後世に残してはならない。
原発は事故が起これば収束に数十年もかり、被害も甚大で想像を絶するものである。
日本は火山・地震列島で、この不安定な地盤の上での原発運転継続は危険すぎると思います。

28382 個人 自営業 ２０代 女性 私はゼロシナリオです。原発によるエネルギー確保は
してほしくない。

私は宮城県出身です。福島第一原発の事故をきに世界のエネルギー確保に関して、やはり原発はいらないと思いました。今日は広島に原爆が投下された日です。いまだに、原子力における健
康被害が続いています。今まで暮らして来た土地を離れ心細い生活をてしている人たちが周りには沢山います。そのような生活のリスクを抱えたエネルギーに頼る必要はないと思います。原子
力に関して全てが分かりきっていないままに開発し増幅させて行くなんておかしいと思います。私達国民一人一人が需要家として、あるいはエネルギー生産者として、新しいエネルギー、再生エ
ネルギーを模索して行きたい。しかしながら、現日本にある原子力エネルギーに歯止めをかけるだけの優秀な人材の確保も、重要かつ急務であると思います。今の日本で原子力工学に興味を
持ち職業として手に付けようと思う若者はどれだけいるか。かなり、厳しいと思います。私達、そして政府は原発に変わり地球温暖化防止になりうる新しいエネルギーを開発すると共に、原発歯
止めの原子力工学にたける人材の育成と確保をして行くべきなのだと思います。原発はいらないと思います。

28383 個人 家事専
業

４０代 女性 １．ゼロシナリオを選択します。 現在の日本の政治力・技術力では原子力を安全に使うことが出来ないことを福島の事故で確信しました。

28384 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 (1)２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を選択しま
す

　脱原発への政策転換を求めます。再生可能エネルギーを活用し、「(1)ゼロシナリオ」を基本に制度の設計を進めて下さい。事故が起こった場合、責任が取れないことが明らかになった以上、
原発依存は考えられません。
　また、地震や台風など自然災害が多い日本では、安全に「絶対」はないと考えます。自然エネルギーへの早期転換を考えるべきです。「(1)ゼロシナリオ」の他に私たちの安全を確保する道は
ありません。

28385 個人 家事専
業

４０代 女性 日本に原発は、必要。 放射能で亡くなった方はいませんが、電力不足(節電など)で熱中症になる方、亡くなられる方もいます。

中国・韓国が原発を増やしているのに、どうして日本ではと思います。

脱原発で喜ぶのは、中国・北朝鮮ではないですか。

反原発運動をされているのは、工作員や左翼活動家などが主ではないですか。

これは、マスコミや一部の反日の方の思惑ではないですか。

そもそも福島の事故は、人災でしょ。



28387 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「即時0%」を選択すべきだと思います。当初は規制等
で省エネ対応をしつつ、再生可能エネルギーへの切り
替えを促していくのが良いと思います。

人がやることである以上、間違いは避けられない。つまり事故は必ず起こるものだということを、このたびの東日本大震災や福島原発の事故で改めて実感しました。ゆえに今後も原子力発電所
の事故は必ず起こるのだということ。また日本は地震も多い国なので、その危険性はさらに大きなものであると言わざるを得ない。その事故は明日かもしれない。その危険を少しでも早く解消す
るべきだと思います。

28388 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 性急過ぎる原発廃炉に反対です。 本題の通り、性急な廃炉に反対です。
法律上核が認められない現状で、諸外国に対する核ミサイルの標的の抑止力となっているものが、日米安保条約と原子力の技術だと思います。
昨今の日米の関係の悪化や米国内の政局の不安定さを鑑みてもいつまでも米軍頼りにはできないと感じます。
そこへきて、原子力の放棄は平和を愛さない諸外国からは格好の標的に見えるでしょう。
原子力の放棄は私たち国民の生命と財産を無為に差し出しているようなものと思えてなりません。
しかしながら、やはり自然界にそう長く在って良いものとも思えません。
やはり、長い目で見たらば、原発廃炉をしていかなければならないと思います。
しかし、それは今ではなく、自国内での安定したエネルギー供給量と、防衛能力に目処が立ってからだと強く感じ、またそれを強く望みます。

28389 個人 無職 ３０代 男性 日本国民は大規模災害により新たな価値観を求め始
めたが、未だどこにも到達していない。その一因はエ
ネルギー供給源への不安であり、安心できる政策の
提示が必要である。

２０１１年３月１１日、我々日本国民のあらゆる価値観が崩壊した。
主に津波という自然災害と原発事故という人災により、我々、特に被災者は日常を追われ、新たな価値観を求めてさまようことになったが、未だどこにも到達していない。
もう幻となった被災前の一部の人間によってコントロールされた価値観は受け入れられない。
特にそれはエネルギー政策に言えることは多くの国民が知ることだ。
不思議なことだ。なぜ今になっても原発を推進できる国民がいるのか。もちろん仕方なく推進を選んでいる方々も多いのだろうが。
私は再生可能エネルギー推進を指示します。

もちろんはじめから原発分を全て再生可能エネルギーに置き換えろというものではない。
天然ガスタービン発電の導入、老朽化発電所への置き換えによる環境アセスメントの簡素化。それが第一歩ではないか。そのためにもロシアとの外交を頑張ってもらい、アメリカのシェールガス
を使えるように頑張ってもらいたい。
太陽光発電と風力発電においては被災地にモデル事業とそれに伴う雇用の創出を促し、広く投資を受け入れるような更なる法整備が必要だ。
地熱発電においては、森林破壊や河川汚濁を回避できる大規模地熱発電の技術革新を促し、また国立公園法の見直しも必要だろう。

エネルギー政策の提示とともに、国民が安心できる新たな価値観を示してもらいたい。

28390 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 電発事故が発生し、放射線物質の漏洩が始まったとき、今の技術ではコントロールできない。その技術開発に予算を使うのは良いが、原発稼働には反対である。

28391 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオ脱原発に賛成です。
WWFの100%自然エネルギー案など、もっと別の案も検
討するべきです。
生命を脅かすようなエネルギーは必要ないです。

今回の福島の原発事故で、便利さが優先すべき事ではないと国民はわかりました。
国は国民を守らずに何を守りたいんでしょうか？
国民が危険にさらされるのを防がないと国の意味はありません。
まして国民をないがしろにして政策を決めていけば、ますます信用はなくなります。誠実な態度で向かい合ってください。人間として考えてください。
国民の本当の願いに耳を傾けてほしい。
本当に良い国に生まれたと誇りをもてる日本になってほしい。
日本は豊かな国です。電力が不足してもいいではないですか。脱原発で定期的に停電になるとしても国民は納得するでしょう。問題はきちんと話し合う事、嘘をつかないこと。必要なら国民投票
しても良いと思います。
どうか、経済だけを求めず、国民の安全を最優先してください。国民のことを考える政府であってほしい。ここれからの事を考えていきましょう。未来の為に。

28392 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 ２度の被爆経験国として、死の灰を生むもの（核兵器、原発）を持たずにその恐ろしさを世界に知らせるべき任務があると思います。　又、私が福島原発の事故が起こるまで、原発の安全神話を
結果的に信じていた事は、孫達と若い世代の命に対しての責任を強く感じます。　その為、毎日の生活でこれから先、どんなにエネルギー使用を我慢しても、電力不足で我慢しなければならな
い事がある場合を予想しても、この先原発の稼働に賛成するわけにはゆきません。

28393 個人 自営業 ３０代 女性 2030年原発ゼロシナリオ推進です。2030年と言わず、
今すぐ改革を！ここから世界における日本のイメージ
が変わるはずです。クールジャパンは政府から！

原発ゼロを目指すのに、どれくらいの時間とお金がかかるのか、どんな自然エネルギーがどれだけ必要なのか、細かいことはわかりません。しかし、エネルギー改革・環境問題への取り組み、
今先進国が向かうべき道は明確です。ドイツにできて日本にできないはずがない。決められない、世界のフォロワーである日本のイメージを変えれば、経済発展だって見込めると思います。PR
という職業に就いている私から見ると、日本のブランディングやアピールの下手さは外交にも言えること。コスプレやオタク文化だけがクールジャパンで本当にいいのでしょうか。クールジャパン
は、断固とした態度の政治家の方々が率先して作っていってほしいと思います。

28394 個人 自営業 ４０代 男性 できるかぎり速やかに原発への依存度を0にすべき。
明確に原発依存0%を示すことで、新たな経済へのかじ
取りが可能になると思う。
危険な使用済み核燃料は再利用を考えず速やかに
直接処分すべき。

原子力政策の見直しは、今後も原発事故は起きうるとの認識に立ったものであろう。
ありえないとされた重大な原発事故が起きた。新たな安全対策は絶対を保証するものではない。
ならば、できるかぎり速やかに原発への依存度を0%にするのが当然。

示された原発0%シナリオは、思ったほど15%案、25%案からかけ離れたものではなかった。十分に可能なものに思える。

安全神話の上に立った原発依存の経済論理はもはや成り立たない。
国土を失い人の営みをそこなっては経済そのものが意味をなさない。
明確に原発依存0%を示すことで、新たな経済へのかじ取りが可能になると思う。

また、今回プールに保管された使用済み核燃料がいかに危険なものかが明らかとなった。速やかに直接処分の方法を確立すべき。

28395 個人 無職 ８０代以
上

男性 ３．１１巨大地震と大津波による福島第一原子力発電
所の爆発、と放射能の汚染により莫大な被害をもたら
した。この原子力発電を早期に全廃にしてほしい。

終戦の年の８月６日と９日に原子力爆弾により広島と長崎県が甚大な被害と放射能により多くの人が後遺症で苦しんでおり、毎年広島、長崎ではこの記念日
に核兵器を無くし平和を祈念して野田総理も平和への誓いを新たに挨拶をしているが、原子力、核のことを真剣に考えているのだろうか？
オバマ大統領は３年前「核兵器のない世界」の実現へ米国は行動する責任があると明言している。
被爆国の日本で、戦後、平和建設に邁進しているときになぜ原子力発電を始めたのか、地震大国の日本なら当然放射能の危険のある原子力発電は絶対にやるべきではない。　ロシヤのチエ
ルノブイリ原子力発電所の爆発による放射能の被害はまだ記憶に新しいものだが、そればかりではなく、ベトナムに原子力発電の売り込みを図るとはとんでもないことだ。
北朝鮮が長距離弾道ミサイルの発射実験をを行い北朝鮮の核とミサイルの脅威は増すばかりだが、日本は被爆国とはいえ米国の核の傘に頼らざるを得ない。
しかし、　核の脅威のある国内で原子力発電を早期に辞めて自然エネルギー対策を講じて電力不足を補えるような政策を強力に進めてもらいたい。

28396 個人 無職 ８０代以
上

女性 原発０％ 福島原発事故が実証しているように、地震大国日本での原発建設は危険。そもそも原子力の利用にようって、その放射能が生命体を脅かすことが避けられない。

28397 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 脱原発 地震国なので、原発の危険性が大きすぎる。方法論として、時間制限を設けて（何年以内に）、段階的に原発の利用率を下げて、最終的に０％にするようにする。その間に、自然発電、火力発
電を確保する。

28398 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力20～25％と再処理路線を支持。過大な輸入燃
料依存は国家として危険、エネルギーの多様性を維
持することが平和の維持につながると考える。過去の
戦争はエネルギー争奪が原因という事実を忘れるな。

福島事故から十分に学ぶことが必要で、それにより国内事故の防止はもとより世界に増殖する原子力の安全確保への貢献も可能となると思います。最終廃棄物の処分問題は、その処分場立
地がポイントですが、処分に必要な費用の積み立ては発電時に完了していることを踏まえれば、将来世代に少なくとも金銭的な負担を先送りしているわけではなく、地元の理解を得ることにじっ
くり時間をかけて取り組めばよい問題であり、逆にそれが最も近道であると考えます。現に、海外諸国はそうしながら原子力を推進しています。

再処理路線に対しては、日本が固執すると韓国などの再処理に正当性を与えてしまうという批判がありますが、的外れです。逆に、総合エネ調基本問題委員会でも意見が出ていたように、日本
が再処理から撤退すれば東アジアの某国は安心して核武装ができるという見方もあります。

28399 個人 法人等 ５０代 男性 原発ゼロのシナリオに賛成です。 福島の第1原発事故の事態をみると、原発の安全性は全く保障されないのではないでしょうか。使用済み燃料の処理問題も解決されていないわけですから、国民全体で、エネルギーのあり方を
議論していくべきです。長野県でも水力発電やソーラーなどの取り組みもされています。国全体で、原発に頼らないエネルギ-政策を考えていきましょう。

28400 個人 無職 ６０代 男性 2030年時点のエネルギーと環境でゼロシナリオ案を
支持します

東日本大震災による福島第一原子力発電所事故で取り返しのつかない事態が発生しました。地元住民のみなさんは避難生活を余儀なくされ、将来の見通しもたっていません。ひとたび原発事
故に遭えば生活が一変し、改めて事故時の怖さを印象づけました。
代替エネルギー確保の問題からいっぺんに原発を廃止するのは現実的ではありませんが、徐々になくて早い段階で稼働ゼロにすべきだと思います。
事故の当事者である東京電力の対応も許せません。原因を地震や津波のせいにして責任を認めようとしないからです。事故時のテレビ会議映像も全面的に公開して、国民を納得させるべきで
す。

28401 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 この地震多発国日本において、原発を再稼働せず
0％にすることを求めます。

子供たちの未来を守るためにも
1.ゼロシナリオ以外の選択肢はありません。

私は原発を再稼働せず、0％にすることを求めます。

私たちは被爆国として、放射能の恐ろしさを知っていながら、福島原発事故という人災により放射能汚染を拡大し、多くの人たちの健康を脅かしまったことをはじ、今後エネルギー政策の基本に
国民のいのちと健康を守ることを明確に掲げ、すべての国民が安全で安心して生活できるようにすべきだと思います。

地震や津波は決して避けられない自然現象であるのだから、原発を再稼働すればこの地震多発国である日本で福島のような事故は必ずまた起きるでしょう。安全を考えるなら、子供たちの未
来を守るなら、日本国内のすべての原発を動かすべきではないと思います。

よって今回提示された3つのシナリオでは

1.0％にする（ゼロシナリオ）

以外の選択肢はないと考えます。

原発はクリーンエネルギーではなくCO2を大量に発生させています。脱原発と地球温暖化対策を両立し、太陽光、風力、バイオマス、地熱、水力などの100％再生可能なエネルギー利用の開発
とともに100％再生エネルギーにむけた大胆な政策転換が必要不可欠であると思います。

1・原発再稼動なしの原発ゼロ、と書くとシナリオ外と判断され集計から外されることを恐れ?ゼロシナリオとしました。
野田首相は6/8の再稼働記者会見で「国民の生活を守るために、大飯原発を再起動すべきだ」と言いました。
「国民の生活を守るため」に最も大切なことは何ですか。国民の命ではないのですか。経済より命が優先されるべきは自明の理です。
「安全性を確認した」と言っていますが、免震事務棟やベントフィルター設備等の猶予期間を認めたりしている限り「安全性を確認した」とは言えないはずです。国際的な安全基準（IAEA）すら満
足しないでなぜ「安全性を確認した」といえるのですか。
福島第１原発を襲った震度６強以上の地震が起こることも充分考えられます。
「暫定的な新安全基準」程度の対策で「福島のような事故は起さない」と言うのは決意表明に過ぎません、決意で事故は防げません。
7/5の国会事故調報告書が事故の直接原因を津波に限定すべきではないとしているように、今だに事故原因は確定しておりません。
「暫定的な新安全基準」は字義通り「暫定」である以上、これによる安全対策は安全性を保障できるような代物ではありません。
大飯原発敷地内の「Ｆ―６断層」は「活断層の可能性」を指摘され再調査をせざるを得なくなっているではありませんか。
原子力安全委員会や保安院や電力会社の信用は地に落ちているのです。
こんな状態で安心せよと言うのでは国民侮辱です。
「国民の生活を守るため」と言うなら原発再稼動をやめることが最初の第一歩です。

「原子力発電を今止めてしまっては、また止めたままでは、日本の社会は立ち行かない」とも言いました。
なぜ「立ち行かない」のですか。
「突発的な停電が起これば、命の危険にさらされる人も出ます」とは大袈裟な物言いです。昨年、停電で死者が出ましたか？
昨年の福島第１原発事故直後も夏のピーク時も東電管内では、計画停電や節電で乗り切ったではないですか。
自治体等を中心に周到な事前準備をしておけば東電の時以上に困難は乗り切り易いはずです。
困難を乗り越え、それを達成するよう国民をリードするのが政治の役目ではないのですか。国民も企業も節電し、協力したではないですか。
それとも再稼動させないと関電が債務超過になってしまうからですか。
債務超過が自己努力では回避できないというなら、一時国有化するしかないでしょう。
債権者や株主は困るかもしれませんが、多くの国民は納得するでしょう。
「働く場がなくなってしまう人もいます」、「日本の社会は立ち行かない。」なんて、まるで国民に対する脅しです。

2・原発は決して安全でもクリーンでも安価でもないことがわかってしまいました。
「安全神話」は崩壊しました。大地や川や海を汚して何がクリーンですか。
昨年12月発表の政府試算コストですら原発8.9～11円/kWh、と石炭火力9.5円やLNG火力10.7円並みになってしまいました。
この原発コストでさえ事故費用や、放射性廃棄物の処理・管理費用の見方が安すぎると言う批判があります。
もはや原発の優位性は主張できなくなりました。
これ以上原発に固執するのはやめてください。CO2の削減問題は、省エネと再生可能エネルギーの急速な拡大、石炭からCO2排出が少ない天然ガスへの短期的燃料シフト、さらには発電以外
で発生するCO2を炭素税の導入等により削減していけば解決できると考えます。

3・地震大国日本における原発は、より危険です。
今、日本列島は地震活動期に入っていると言われています。
国会事故調報告書は事故の直接原因を津波に限定すべきではないとしています。
全電源喪失の原因が津波によると言えるかは疑問とし、津波原因説に異論を唱えています。
直接原因が地震となれば安全基準の全面見直しも必要になり、これまでの基準で作られている原発の安全性はさらに危うくなるはずです。
地震大国日本での原発は危険すぎて不適切であることを認めて脱原発に大きく舵を切ってください。

4・放射性廃棄物地層処分方法はまともな技術とは言えません。
地下深く隔離し、何万年にも亘って放射能が減衰するのを待つという放射性廃棄物地層処分方法はまともな処分方法と言えるでしょうか。
己の世代、または世代間で責任を共有できないような処分方法はまともな技術とは思えません。
わが世よければそれでよし、後は野となれ山となれ、に等しい考え方は倫理的に許されることではありません。
このようなやり方は後世に対する犯罪です。
己の世代では処理できないような放射性廃棄物をこれ以上出し続けることはもうやめてください。
我が世代が生み出した原発は我が世代でケリをつけるべきです。

5・見果てぬ夢「核燃料サイクル」から撤退し、全量直接処分を！
税金や電気料金からすでに何兆円も費やしながら見通しのつかない危険な「核燃料サイクル」から撤退すべきです。
原発を0にし、高速増殖炉｢もんじゅ｣の開発をやめれば、放射性廃棄物の再処理の必要性もなくなります。
全量直接処分でコストも安くなります。
「核燃料サイクル」に費やしていた国民のお金はすでに出してしまっている放射性廃棄物の安全な処理方法や原発からの撤退技術開発に回すべきです。

6・福島を返してください！ノーモアフクシマ！
今でも16万人以上の人が避難生活を余儀なくされています。その苦しみ、悲しみ、無念さ、を共有したいと思います。
もう一度申し上げます。優先すべきは命です。経済ではありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上

28386 個人 自営業 ６０代 男性 ?ゼロシナリオにして下さい。



28402 個人 その他 ４０代 女性 シナリオゼロを選択します。
理由は、核廃棄物を10万年も完全にすべての生命か
ら隔離し完璧にコントロールすることなど不可能だか
らです。

シナリオゼロを選択します。最速ですべての原発を停止してください。
安全性の問題はそれほど重視していません。確かに一旦事故があれば被害は甚大です。たくさんの人々が苦しんでいます。でも、せいぜい数十年～百数十年の問題です。それよりも、本質的
な問題は放射性廃棄物です。
どんな産業でも、そばにいるだけで致命的な影響を生物に与えるような廃棄物をだすようなものは許可されないはずです。なぜ電力会社だけが例外なのでしょう。いまこの瞬間も、関電の大飯
原発では核廃棄物が生産され続けています。それをどこに処分するのですか？　六ヶ所村はまもなくあふれます。次はどこですか？　そのめどさえたっていないのに、原発を動かす神経が理解
できません。
しかも、私はその無神経なアホの関電から電気を買うしか方法がないのです。選択の余地がない。ほかに電力会社があったら絶対ほかを選びますよ。あんな先見性のないアホな会社、ごめん
です。
二言目には停電するよ、病院困るよ、死人がでるよ、と言いますが、これは脅迫にほかなりません。日本が本当に技術先進国なら、絶対停電してはいけない病院などの施設には優先的に電力
を送るシステムをつくるのは簡単なはずです。スマートグリッドやらいうものがしきりと喧伝されています。それをやらないのは電力会社の怠慢です。病院を人質にとっているのです。
原発の安全神話は崩壊しました。原発の電気は安い。これは嘘だとわかりました。廃炉費用だっていまだにはっきりしません。燃料の優位性をいいますが、ウランだって国産でも無尽蔵でもな
い。ウランを採掘し、原子力燃料にする過程ではやっぱり二酸化炭素を排出するし、なにより労働者や周辺住民を危険にさらしています。
さらに一旦事故が起こればどうなるかはスリーマイル、チェルノブイリ、フクシマをみればわかります。チェルノブイリでは事態を収拾するために消防士が生命の危険をよく知らされないままに突
入させられました。フクシマでは、一般人が放射線量の多い地域をさまよわされました。病院で置き去りにされた患者がなくなり、地震・津波で動けなくなって、救助されたら助かっていた命が、た
またま原発に近かったためにむなしくなくなっていきました。
結局、政府も電力会社も、なんとかおさめたように取り繕っているけれども、あの事故に対して有力な対策をほとんどうてなかったことは自明です。その事実の検証もなく、原因の究明もなく、言
い訳に終始した報告書でお茶をにごすような電力会社に、どうして原発を再稼働する能力・資格があるでしょうか。
今後のエネルギー供給は、太陽光、風力、地熱、波力、小規模水力、など多様な再生可能エネルギー開発に、かつて原子力エネルギー開発にそそぎこんだと同じぐらいの資金、労力をまわして
ほしい。さらに普及を急いでほしいのは蓄電池です。真夏のある日の数時間の電力最大消費を保障するために、次々と原発が建設されました。この数時間、家庭での電力消費を蓄電池に頼れ
ば、必要発電量はぐっと減るでしょう。もちろん、いったん蓄電池が普及すれば、別にピーク時だけでなくても、いつでも使えます。一般に出回るようになればコストもさがるし、性能もよくなるで
しょう。
原発がなくなることで困る人がいる。かつての炭鉱労働者のように。けれど、原発は、将来数万年、10万年にわたる禍根をのこすものだということを認識してほしい。そのころには人類文明は滅
亡しているからもういい、と言いますか。放射線が悪影響を及ぼすのはなにも人間にだけではない。動物、植物、生きとし生けるものに影響を与えるのです。倫理的な罪悪です。
原発立地自治体に落ちる交付金は、国民の税金です。原発がないと食べていけないといわれる、その大変さには同情し、原発をひきうけて電力供給の一端をになってくれたことには感謝もしま
すが、その分国民が払った税金が自治体の懐にはいっているのです。同じようにこれといった産業がなく、過疎と高齢化がすすみ、かつ、原発がなく、関連の交付金なしに四苦八苦しながらが
んばっている自治体はいくらでもあります。原発城下町、でも、お殿様は裸だ！
いまこそ問題だらけの電力供給制度を見直し、ドラスティックに改革する好機ではありませんか。
いまこそ真に社会に貢献する企業に生まれ変わる好機ではありませんか。

力発電所 もう ま すぐ 全部 廃炉 ま う28403 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は0を目指すと政府が明確に宣言し、ロードマッ
プを公開して欲しい。発電事業を巨大独占企業から開
放し、再生可能エネルギーによる中小発電所のネット
ワークを作り、クリーンで文化的な社会を目指して欲し
い。

 原発については、新築および更新をやめ、耐用年数がきたものから速やかに廃炉にし、速やかに原発0社会を目指すべきだと考えます。
まずは政府がその方針を明確に宣言し、原発0にむけたロードマップを作成・公表していただきたいと思います。
 理由は大きく二点。
?事故が発生した場合に環境への多大かつ不可逆的影響があること
?核廃棄物の根本的な処理方法が確立しておらず、人類の歴史が終わって以降も危険な放射性廃棄物が地球に残されてしまうこと。
 
経済発展との二者択一論にした上で「原発0はありえない」とする識者が多くいらっしゃいますが、そもそも「発電」が独占企業による巨大な装置産業の下でなければできないのか、大きな疑問が
あります。現在、反原発運動を批判している人の多くが「それでは今の利権構造が崩れてしまうから」原発は必要だと言っているようにしか見えませんし、今の政府もそういう人の考えに影響さ
れて、この非常時に及んでも従来のエネルギー政策を転換できずにいるように見えます。
 素人考えですが、かつてコンピューターが巨大なホストコンピューターからパーソナルコンピューターのネットワークになったように、電力も地域の小規模な発電所のネットワークによって供給さ
れても良いのではないでしょうか？
 反原発は反電力ではありません。小規模で再生可能エネルギーを中心にした発電所を巨大電力資本と違う形で作り、それらがネットワークして電力を融通しあうことで、現在以上の文化的な生
活は送れるものと考えます。

28404 個人 学生 １０代以
下

女性 原発は絶対に必要です。 原発がなくなると、私たちの未来もなくなると思います。

28405 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「ゼロシナリオ」
（この案の数値目標は変更の余地があると思いま
す。）

　昨年の福島原発事故以来、我が家では省エネを強化し、約10～20％の節電効果が得られました。無駄な電気使用を抑えるのはもちろん、省エネ家電に買い替える等、設備投資もしました。
太陽光発電等、個人でも出来ることがもっとあると思い、自治体に協力願えないかと、江戸川区にもリクエストをしてきました。自宅の緑を増やしました。6m平米から10m平米に。
それも、ただ原発依存度を減らしたいが為です。

家庭でも努力はできます。企業も努力できます。国も努力していただきたい。
その努力を具体的に国民に伝えてください。

　原発事故で日本は甚大な被害を受けました。
地震が原因、津波が原因と様々言われますが、1つ確実なのは「原発の事故により人・自然・土地・動植物が失われた」ということ。
これらは簡単に取り返せません。
福島にキズが付きました。「福島出身」「福島産」福島○○と付くだけでアレルギー反応です。
原発事故は日本から福島を奪いました。
そこに暮らしていた人々の生活・思い出『故郷』を失いました。
こんなことは万が一にもあってはなりません。
二度と日本をキズつけないでください。

28406 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所はやめたほうが良いと思います。今日、
広島に原爆が落とされた日。
忘れかけていた福島の事故の記憶がよみがえりゾ
クッとしました。

原子力を人間がコントロールできているとは、とても思えません。

28407 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 なにより人類の未来に危険しか残さない原発はいらな
い。核のゴミはどうするの？子供たちやこの先の人類
が安全な生活が出来てこその未来なのに、景気だと
か、経済とかの問題ではない。原発は０ゼロにしよ
う！！

日本の科学者や研究者の総力を結集して、民間の原発以外のエネルギーへの方向転換の力を集めて、競いあわせれば、きっと原発なしの日本に世界の模範になれると思う。まず、政府が原
発をやめると宣言し、知恵を集める時期がきていると思う。

28408 個人 その他 ３０代 女性 原発完全撤廃を希望します。 原発事故が二度とおきないようにすることは不可能です。原子力発電は日常生活をおくる中で、リスクがあるため（廃棄物処理や事故の処理、問題がありすぎる）

28409 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 ゼロシナリオを選びます 私たちは原爆と原発を違うものとして見てきました。でも、違ったのです。同じものだったのです。被ばく国日本が原発に手を染めるべきではなかったのです。今までなんの思いもなく「電気」を
使っていたことを反省しています。原子力という人類が制御できないものを使うべきではなかったのです。かといって今すぐにすべてを廃炉にしても、廃棄物は出て、その放射能を長きにわたり
保管しておかなければならないのです。気の遠くなるような消滅期（１０万年）をどのようにして人類に害を及ぼさないように保管できるのでしょうか。
今、日本の国土の上に建っている原発は地雷のようなものです。いつ、誰（自然も含めて）が、どこで爆発させるかわからないのです。これから先の電力のことを言われていますが、そういうのを
工夫するのは日本人の得意分野なのではないでしょうか？今でこそ世界のシェアを外国に譲ってしまいましたが、日本こそ太陽光発電の今を作ったのです。日本の得意分野の技術的な工夫や
知恵をフル稼働して、再生可能性エネルギーを日本中に広げてエネルギーの地産池消を実現して原発に頼らなくても良いゼロシナリオになるように願います。
また、国民も多少の不便は忍び、自ら創意工夫して節電に努め、電気の垂れ流しは止めましょう。安全・安心なエネルギーを選びましょう。
「放射能汚染」は日本だけのものではなく世界中に迷惑をかけるものです。人類の未来のためにも原発はゼロにするべきと思います。

28410 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 土を汚し空気を汚し、人の絆を壊し、人の命を脅かす原子力発電はもういりません。
原発ゼロシナリオを選択します！

28412 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロには絶対反対! 原発反対の人は絶対に電気を使わないで欲しい！日本の繁栄を支えるには、原発50％は必用です！

28413 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年には原発0%にする案に賛成です。放射性廃棄
物の処理に困難が予想され、それらの地球上の生命
への影響が心配されるばかりか、処理、管理にどのく
らいのコストと年数が必要か未知数なので。

全世界のどの国も、放射性廃棄物の処理、管理をどのように行うか分かっていない。
有力に思われるものは地中深くに埋めることらしいが、半減期の長い放射性物質は数百年以上
管理が必要と言われています。このような放射性物質は現在は非放射化する技術はなく、
原理的にも将来に渡って非放射化は実現不可能と思われます。
　放射性物質が大気や地表にまきちらされた時の被害は、汚染された地域を長期にわたって
立ち入り禁止にすることや、大気に流されて広い地域の汚染をもたらします。
　これは国民の財産を奪っていることに等しいことです。人生で働ける時間は約40年です。
この40年の中で、家や土地、農地、漁場を奪うようなことはあってはなりません。
　言い方によっては戦争よりも始末が悪い。戦争ならば奪ったやつがいるのは明白です。
しかし、（今回も）原発事故での放射能での影響で家や職場を追われた人は、誰によって
追いやられたのでしょうか。いまもって、戻る戻れないの苦渋の悩みを続けているひとが
います。こんは国民を作ってはいけません。
　日本は、原発を潔くやめて高い電力でも自然エネルギーの推進に向かうべきです。それを、
誇りに思う国民になりたいと思うし、国も誇りに思ってほしいと思います。
　したがって、早急に自然エネルギー開発の促進に向けた研究開発を国として取り組むべきだと
思います。

28414 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。　自然エネルギーの推進を本気で進めて下さい。　そして、地域分散型エネルギー供給を進めるよう、電力システム（発送電の分離）を断固、実行してください。

28415 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオを選択する。
ただし、できるだけ速やかに原発ゼロ社会を実現すべ
きであり、再生エネルギー及び省エネルギーの普及
拡大、技術革新に国をあげて取り組むべきである。

１　放射性物質は未だに人類が処理できない猛毒物質であり、その影響ははるか　遠い子孫にまで及ぶ。これ以上、放射性物質を増加させて地球を汚染し、国民　の健康に悪影響を与えるべ
きではない。また、将来の世代に残す「負の遺産」　を増やすべきではない。
２　原発事故は他の事故と違って、その被害は取り返しのつかないものとなる。　科学技術において100％の安全が担保できない以上、一日も早く原発から撤退　すべきである。
３　日本は世界的に見ても地震発生頻度の極めて高い地域である。他国と較べて　も事故危険リスクが高い。
４　「原発依存」政策のなかで、再生可能エネルギーの開発・普及がおろそかに　され、省エネルギーも技術革新と国民的取り組みが後回しにされてきた。原発　に依存しない持続可能な社会を
創っていくためにも、再生エネルギーへの転換　と省エネルギー・節電対策の強化に国民の英知を結集するとともに、送電網や　連系線の拡充などの社会資本整備に国として重点的に取り組
むべきである。
　　同時に、電力消費拡大にインセンティブの働く現行の総括原価方式を改め、　電力自由化や発送電分離など電力システムの抜本的改革を進めること。
５　放射性物質の処理は国民の健康に直結する課題であることから、廃炉技術や　高レベル放射性廃棄物処分技術については、国が責任を持って開発に当たるこ　と。

28416 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを支持する 原発は即刻すべてを廃炉にすべきである。
その理由は
１．原発を安全に速やかに停止する技術が確立されていない。
２．原発から出る廃棄物の処理技術が確立されていない。
３．原発が事故を起こした場合それに対する技術が確立されていない。
４．原発が故障し放射能が周辺地域に放出された場合それを無害化処理する技術が確立されていない。
５．原発が爆発し周辺地域が放射能に汚染され住むことが出来なくなった場合、国土の狭い日本国では代わりに住む場所を確保することがきわめて困難である。
以上諸々の技術、方策が未確立の原子力発電はまだ未完成の発電システムであり稼働させるべきシステムではない。
原発を廃止し万一電力が足りなく成った場合は節電に努め被害を最小限にとどめる協力は惜しまない。

私は原発の電気を使いたくありません。原子力発電はいざ事故を起こした時に、どんな発電方法よりもリスクが高く、経済的にも回収不可能であることが福島第一の事故によってハッキリしまし
た。事故を起こした企業、推進してきた政府が責任を問われることなく存続・保護される事態は異常です。これがまかり通る原子力発電は、国民にとってリスクが高すぎる。地震大国にこれだけ
の原発を増設した政府の責任は大きい。ゼロシナリオ以外に道は有り得ないです。
(1)日本は今後、人口が減少する。企業の生産・製造量においても省電力の技術は進む余地がある。電力拡充の必要はない。減らす方向が適正。
(2)電力発電と送電網の自由化を即刻進めてください。そうすることで業界が停滞しないようにしてください。電力を選ぶ自由、自由競争ができるようにすること。
(3)東京電力の国有化はできるだけ早期に期限を切ってやめてください。馴れ合いの温床を作らないでください。電力会社の刑事責任を問い、解体すること。法治国家として当然。
(4)事故が起きた場合の責任の所在・責任の取り方を明らかにしてください。再稼動の前にすべきことが為されていないと感じます。今後、事故が起きたら「想定外でした」では済まない。法律に
明文化すること。
(5)上記理由により、大飯原発は即刻停止してください。順番を間違えています。
(6)電力の地産地消を進めてください。遠方へ送電する方法は今や旧式です。都市においても新しい技術を開発・導入し、電力をつくりだすこと。自然エネルギーや新しい発電へ投資をして、国
際的にも一歩先を目指して進むこと。誰かの犠牲の上に成り立つ電力を改めて、安全性を追い求めていくことが、日本の独自性を作り、雇用を創出する。
(7)同様に、電力の依存度における原発はゼロとするが、廃炉の技術・廃棄物を安全に保存する技術とシステム、除染の技術、被ばく対策・医療について、一定の技術者と予算を確保し、世界を
リードできる技術と人材を育てること。必ず世界で必要とする技術・人材となる。そして、世界と連携してください。核の平和利用はこの世にはないことがわかっていますが、核廃絶であれば宇宙
開発と同じく国際協力が可能。
(8)使用済燃料棒や高濃度の核廃棄物等は一箇所に集めてください。震災瓦礫も同様です。いずれ人口が減り、時間が経てば施設の維持は経費もかさばるし、老朽化して困難になる。（運営管
理に関しては国内外からアドバイザーを招き、第３者機関を入れる）
(9)核燃料の再処理・再利用は有り得ない。この分野からは撤退してください。
(10)京都議定書の根拠に疑問があります。見直しをかけ、一旦、離脱したほうがよい。
(11)節電コンテストでも発電コンテストでもよいが、創意工夫で楽しんで乗り切ることを、企業や地方自治体、個人へ呼びかけてはどうか？まだまだ新しい発想を楽しんでいく余地がある分野だと
思う。
(12)事故を起こすまでの流れ、事故移行の流れを踏まえたうえで2030年以降をどうするかについて考え続ける、議論し続ける必要がある。電力に限らずエネルギー問題について、国民一人一
人の考えを成熟させていくための時間と教育が必要。事故調の報告書や日本の歴史、原発が作られ増設された背景など公正に情報を提供し、全国民が共有したうえで議論を重ねること。学校
教育に組み込むこと。
原発はもう十分すぎるほど日本にあり、これから膨大な時間とお金をかけていのちを削って付き合っていかねばならない状況です。エネルギーはただの道具に過ぎないのに、日本人はこの道
具に死ぬまで使われる身になってしまった。このことはもう変えようがない。この事実を踏まえた上でどういう生活を望み、どういう生活を選択・創造していくか、自分の力で選び取れるような教育
が本当の意味で重要。
(13)原発がゼロになった場合の原発の立地する地元の不安は分かる。それは電力会社も同じ。私たちと同じ普通の人々だからそれは共感する。しかし、原発の危険を隠し、利益の先食いをし
て、子供たちの未来の分まで先食いしたことは許されることではない。現在、ふるさとを失い、避難生活を余儀なくされている人すべて（自主避難を含め）の償いを国全体で行い、そのうえで原発
にかかわる人のこれからも考えること。
(14)自然エネルギーを増やしていくほど一般家庭の料金があがるシステムはナンセンス。電力を地産地消し、発送電を自由化し自由競争に任せるだけで十分。促進付加金がどういう使われ方
をしているのかわからないまま集められるのは納得がいかない。被ばくを強要した上に成り立つ電力にお金が流れ込むのは、電力利用者として不安。
(14)ここ神奈川の私の周辺でも、もっと西へ、あるいは国外へ移住していった方々がいます（個人的な知り合いだけでも１０組以上）。若手の農家は不安を抱えながらいます。対策も自腹で、大
変な負担です。行政は何もしてくれないので、市内の土壌の放射能汚染を有志で測りました。その数値をどう考えるか、自分たちはどうするか、家族で話し合いを続けています。今まで環境汚染
の賠償問題を見てきましたが、彼らの想いが重なります。デモの後ろにはたくさんの人の思いがあるのです。目に見える数だけではないのです。
最後に･･･国家戦力室のHPの文書と各地の聴取会（福島も含め）を拝見しました。毎日時間を決めてコツコツみました。国民的議論にはまったく届かない公報の仕方に疑問はあるが、無駄にし
たくなかった。私も当事者であり、ただ、批判して終わる大人にはなりたくなかった。私たちは既に沢山のものを失った。チェルノブイリの事故があったとき私は子どもでした。周りのなにもしてくれ
ない大人たちに疑問をもちました。そのことを忘れることなく、今日まで来ました。今のこどもたちに大人や社会はどんな風に見えているのか。ゼロシナリオに限らず、いろんなかたの意見、大変
参考になりました。おそらく、当事者であることに気が付いていない人がまだまだたくさんおられます。立場を分けることなく、皆で考えていく努力と具体策が必要。

28411 個人 家事専
業

４０代 女性 ２０３０年までに原発ゼロを達成したい。



28417 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオしかありえません。 被爆県長崎の市民として、被爆２世として、これ以上の放射能による被害者を出さないためにも、未来の子供たちに不安を残さないためにも、原発はやめてください。福島の原発事故は人災で
す。電力会社や政府は誰が責任を取るのですか？
未曾有の地震による天災だ、総理の責任だ、保安院の責任だと、誰も責任をとれないではないですか。責任取れないものを、なぜ早々と再稼動するのですか。
　今すぐにでも、原発ゼロに出来るはずです。その方向に知恵を絞ってください。クリーンエネルギーはいくらでも開発できるはずです。今まで、その開発を阻止してきたのは、原発推進のための
一勢力ではないのですか？
　原子力の利用はあきらめるべきです。よろしくお願いしますよ。

28418 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します！ 福島の事故がなんら収束していない、できないことを考えるにつけ、
原発はいらない。
これしかない。
核廃棄物の問題も山積み。
地震も活動期に入っている。
続ける理由などない。

28419 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 今すぐ原発をなくして!！
福島の事故があってからどんなに不安な毎日を過ごしたことか。
子どもへの影響、生活の仕方、対策など様々な所で政府は私たちに即座に
対応してくれなかった。そして直ちに影響はない。と発表。それは、いずれなにがどうなるのか予想出来てないと私には思えた。ここまでの事故はチェルノブイリを参考にするしかない。しかし、日
本政府はすべてにおいて規制を緩和した。
許せない。福島県の人を避難させなかった。ひどすぎる。そんな国が原発を利用し続けるのはおかしい。まだ、福島のことは終わってない。これからも続いていく。
原発がないとやってけないならそれをどうするのか考えるのが国の仕事なんじゃないのかと思う。だって電気使ってるくせに。って書き込みをみるが、選ぶことができる制度もない、勝手に東電を
利用するしかないのが現状だ。
電気会社も携帯会社の様に選べればいいと思う。

危険な原発、対応出来ない国。即原発ゼロにすべきだ!！

28420 個人 自営業 ４０代 男性 原発０％に賛成します。
原子力に頼らないエネルギー政策が絶対に必要で
す。

しかしながら、このような重大な決定次項を、
このような地味な手法で意見収集したつもりにするとは、
国民をバカにしています。

そうとも知らず、見て見ぬ振りをしている
国民も最低だと思いますが。

国民投票ができる国になるように、
なんらかの行動を起こそうと考えています。
　

28421 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロを支持します。国は、出来るだけ早く原子力
発電所をすべて廃止し、再生可能エネルギーを中心
としたエネルギー政策に転換し、省エネの技術革新と
意識改革によって安全で安定したエネルギー政策の
確立を！

その理由
(1)福島原発事故は甚大な被害と経済的損失をもたらしました。同時に事故の収束の困難さ、回復不能な側面も明らかにしました。原発周辺の住民は自分の意思とは関係なく暮らしていた土地
を離れざるを得なくなり、家も財産も仕事も失いました。こんなひどいことは二度と起こしてはなりません。(2)原子力関係者は今回の事故の原因を「想定外のレベルの自然災害が発生した」ため
と主張しています。したがって自分たちには法的な責任はないといいたいのでしょうが、大切なことは、安全を担保するために実施した安全施策を超える自然災害が起きたということであって、
今後も同じような想定外の災害が発生する可能性があるということこそ学びとらなくてはいけないと思います。(3)一旦事故が起きると人の手に負えないほどの被害をもたらすような原子力発電
施設は人々の暮らしの中では共存することが出来ないものであることがわかったのですから、別の安全なエネルギーに代替えすることが必要であり、それこそが福島原発事故を将来に生かす
道だと考えるものです。(4)再生可能エネルギーを積極的に導入すると同時に、省エネの技術革新と意識改革によって総使用電力の抑制も視野にいれた新しいエネルギー政策が求められてい
ると考えます。

28422 個人 自営業 ２０代 女性 選択肢の中では「ゼロシナリオ」ですが、再生可能エ
ネルギーの利用促進と省エネ技術の活用をもっと積
極的に推進する第4のシナリオを希望します。

選択肢の中では「ゼロシナリオ」しかありえません。福島第一原発での事故で、あれだけの犠牲を生みました。気をつければ済む話ではありません。原子力発電がある限り、あのような惨事は
繰り返されます。自然災害だけでなく、テロの危険性もあります。

それだけでなく、原発は通常時でさえ、多くの犠牲を生んでいます。原料のウランを採掘する現場で働かされている人々が被曝しています。ウラン採掘のために貴重な自然環境が破壊されてい
ます。使い終わった核燃料を安全にしまっておける場所もありません。地下深くに埋める案などもありますが、数万年後まで安全を保障などできません。

ゆえに、一刻も早く、原発をゼロにしてほしいです。

しかし、政府で提案されている「ゼロシナリオ」では、化石燃料への依存が多く、再生可能エネルギーの普及割合と省エネの割合が十分でないと思います。すでに技術は存在しています。他国
の状況を見ても、2030年までに再生可能エネルギーは６割程度に引き上げることが可能です。

したがって、原発をゼロとし、再生可能エネルギーの普及と省エネ技術の拡大を通じて平和的で持続可能なエネルギー政策を目指す第４のシナリオを指示します。

28423 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。更に言えば即時にす
べての原発の運転停止を希望します。

３つのシナリオの中では原発ゼロシナリオを支持します。
もう一つ選択肢があればと思ったのが、30年待たずに即時にすべての原発の運転停止、廃炉にすることです。
地震と津波も心配ですが、これ以上処理方法がはっきりしない廃棄物を増やしながら原発を稼働し続けることがこの国のためになるとは思いません。
問題を先送りしているだけのように感じてしまいます。

痛みを伴う消費税増税を進めるのであれば、同じく今は痛みがあっても将来のために脱原発を進めて頂きたいと思います。

28424 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。でも２０３０年では遅
すぎます。大飯原発をただちに停止し廃炉に。再生可
能エネルギーに本腰を入れれば電力の低コストは実
現できます。

日本はもう巨大地震周期に突入しました。浜岡原発から、ただちに廃炉に向けて全燃料棒を移動してください。そして大飯原発を即刻停止しその他の全ての原発を順次廃炉にしてください。一
度暴走したら人智では消せない原子の火は燃やしてはいけないのです。人間には核を制御できません。最終処理も確立していない原発を稼働させたこと自体が間違いです。これ以上使用済み
核廃棄物を増やさないでください。すべての原発をただちに停止し廃炉にしてください。再生可能エネルギーに本気で予算を投入すれば電力の低コスト化は実現できます。なかでも地熱発電は
すでに技術も確立され、他国での稼働実績もあります。地熱発電はいったん稼働してしまえば低コストの電力を安定して提供できます。原発は、事故を起こさなくても、人間をはじめ動植物のＤ
ＮＡを破壊し修復不能にする放射線をばらまきながら稼働しています。原発は、今回の事故をみれば低コストでないのは明らかです。賠償金だけでなく廃炉に巨額の費用がかかります。日本経
済を疲弊させないためにも即刻、原発を停止してください。明日から原発ゼロを始めること支持します。また、もんじゅこそ廃炉にしなければ原発の連鎖は止まりません。日本国民の未来を守る
ためにすべての原発を停止し廃炉してください。

28425 個人 自営業 ５０代 男性 政府は　未来の日本国民の為　感情論を排除し　正し
く技術的に安全性　経済性を論議し方向性を決める
べきだ。感情論からは無いも生まれない。

例えば　旅客機が市街地に墜落し　住人乗客が多数犠牲に成ったとしても　国内の旅客機　全て運行停止に　したりはしないはずです。
今回の原子力発電所の事故では　定期点検までは運行しても良いが点検終了後の運行は簡単には認めない。と言っている。違うでしょ　所旅客機なら速やかに全機緊急に点検し運行するよう
指示が成されるはず　事故機と同型機が運行禁止に成っても　違う機種やましてや多メーカー製の飛行機まで運航禁止に成るなど　考えられない。
今回の事故なら　GE製MAK１型のみ事故原因の対策が取れるまで運転停止　他の機種は電源全喪失時のハード　ソフト両面のトラブルシューティング確認を持って速やかに運転するのが　正
しい　やり方だ。現状を見れば明らかに感情論に流されている。
特に原子力発電反対派は　感情論で動いている。
感情論からは何も生まれない事を　認識してもらわないと　日本の未来わ無い。
今回の事故では　政府の発表もマスコミの報道も無知の一言で片付けられる。
原子炉建屋の爆発もライブで見ていた私は画像から直ちに水素爆発だと判断出来た。と同時に下手打ったなと思った。（私が現場に勤務して居ればここまでならずに終息出来ると言う事）

28426 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。

３０年で原発ゼロではなく、即時原発ゼロを強く望みま
す。

私の妹一家は、昨年福島県田村市で原発事故に見舞われました。
当初は、政府の支持に従い、目張りをした自宅に不安を抱えながら待機しておりましたが、３号機の水素爆発で受けた恐怖は計り知れないものでした。
その日、自分たちに何かあったら一人遺される神戸に住む娘を頼むという死をも覚悟したメールが妹から届き、胸を締め付けられました。
その数日後、必死で調達したガソリンで最初に若夫婦、次に認知症の姑を連れて妹夫婦が福島を脱出して相模原に逃げてきました。
途中で、福島ナンバーに露骨に嫌悪感を示されながらガソリンスタンドで洗車、着ていた衣類は全て脱ぎ、何十にも梱包して捨てての非難でした。
今となっては、過剰の反応だったのかどうかさえ分かりませんが、情報が錯綜する中での恐怖の行動で、同じ地域の中には放射能が風にのって流れていく方向に避難した方もいたのです。
幸い、妹一家は今は自宅に戻って暮らしていますが、線量計を携え、自宅周辺や畑の除染をしながらの不安と隣り合わせの暮らしです。
取り返しがつかないという言葉がありますが、原発はひとたび事故を起こしたら、まさに取り返しのつかないシステムなのだと思い知りました。
エネルギー問題や経済問題で、原発ゼロなど不可能という考えもありますが、はじめに原発ありきの議論ではなく、現在東京電力の管内では実現しているように原発に頼らない、頼れない社会
を前提に、政治主導で議論を進めていただきたいです。
３・１１以前、さほど真剣に節電もせず、原発に対して全く無知無関心であった自分への次自戒もこめ、原発ゼロシナリオを強く要望します。

28427 個人 その他 ３０代 男性 私は原発ゼロの社会を望みます。 原発技術を正しく合理的に使えない、使ったことのない日本社会では原発を続けるのはどう考えても無理。
国民の覚悟を伴った選択が求められる原発政策を、一部の専門家や技術者が決めるべきではない。
原発を動かしたいなら国民投票を行うべきだ。

28428 個人 自営業 ６０代 男性 日本に技術が無かったと全世界に露呈したことが大
問題。
原発０％で成り立つ技術開発で、世界の先頭に立つ
べきである。

福島事故の前から、廃炉や使用済み核燃料の処理コストを入れると、本当にコストは安いのか？との疑問を持っていた。
福島事故を通じて、その上に、技術の弱さが露呈され、とてもまともに扱える代物ではないと恐ろしさを感じる。
現時点では、電力会社、技術者、学者、役人が何を言っても、技術の裏ずけが感じられず、これ以上、技術が進歩するとの期待も持てない。
日本の技術がこれほど駄目だったのかと、全世界に恥をさらした責任は重い。
他の産業にも、そのような眼が向けられることが予想され、電力不足での産業空洞化どころか、このままでは、技術不足によるの産業空洞化が加速されるだろう。
原発事故の収束や原子力発電の後処理に対する技術を真っ先に開発すると全世界に宣言し、早やかに実行することが技術立国日本の生きる道である。
同時に、日本の国家、国民が全力を上げて、原発０、再生可能エネルギーの開発、省エネ技術の開発を宣言し、世界の技術の先頭に立つべきである。

28429 個人 家事専
業

３０代 女性 オーストラリアに住んでいる日本人です。日本に住ん
でいない者が意見をいう身分ではないかもしれないで
すが、デモにも参加できないのでメールします。
原発反対です。今変わらずにいつ変るのでしょうか？

原発反対です。もちろん色んな弊害が伴うのは理解できます。まだ経済成長する必要性はあるのでしょうか？世界は次の段階にきています。現に多くの先進国は不況です。一度原発に頼らず
にやってみて、試行錯誤したらいいんです。急がず少しずつなくす方向で動く、問題がおきいたらその都度解決策を考え実行する。無責任なように聞こえますが、誰も未来のことは分からないわ
けですから。日本には問題を解決する力があると確信してます。

28430 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０％を希望します。 この夏のように暑くどうしても今必要な分は期限を区切って運転し、ゆくゆくは０％、メタンハイドレードなどの自前でまかなえるエネルギーの開発を急務にお願いしたい。

28431 個人 家事専
業

７０代 女性 原子力発電二頼らない　エネルギー政策への転換を
進める　「ゼロシナリオ」を支持します。

先ず、地震国の日本に原発を設置することが誤りでした。安全が１００％保障されない限り、絶対設置するべきではないと思う。人命を一番に考慮した電力政策をお願いします。

28432 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。太陽熱の有効利用を
もっとすすめるだけで、かなり、電気消費量が削減で
きます。

原発ゼロシナリオを選びます。エネルギー減は多岐にわたります。
　熱は熱として利用する。雪氷などの冷却作用の利用、地下の気温の利用など。太陽熱の温水利用による給湯を、最大限すすめる。暖房にも使う。あらゆる建物・駐車場に、夏の間太陽の熱を
遮るすだれ・寒冷紗・つる性植物などを設置・撤去しやすくする。
　スポーツは、冷暖房にたよるのは、健康づくりに矛盾する。暑い季節は早朝、夜間などにやれる範囲でやる。ウインタースポーツは寒い季節に寒いところでやる。
　冷暖房は最低限に。夏は半そでの開襟シャツが正装ということで、徹底する。テレビなどのアナウンサーや司会者なども、半そで開襟の衣装とする。
衣類のメーカーが涼しくみえる服を作るのでなく、本当に涼しい生地やデザインを競争で開発する。温水便座の適切な使用。自販機の温度管理や、立地を工夫する。それだけでも、相当削減で
きる。まだまだ徹底されていない。
　電気製品の販売店でも１年を通じて、店頭の電気製品を原則つけっぱなしにしない、などできる余地はまだまだある。
　地域特性に合った、きめ細かな、省エネと、自然エネルギーの組み合わせで、地域の雇用がうまれて、本来の豊かで安全、子孫にツケををまわさない社会が作れると思います。

28433 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギービジネスとして、日本のアイデンティティを
確立する。

現状の事業分野の状況から考えると、原発をいきなり全て停止・破棄というわけに行かないのが現実だと思います。今まで原発によって様々な恩恵が受けていた状況あるわけで、震災があっ
て、初めて今、世に問う状況に至ったわけです。
ですが、現在、様々な事業分野で、世界から一歩も二歩も後退し、そして日本のお家芸であった分野ですら中国・韓国・そしてアジア諸国に奪われているかもしくは後塵を排しております。そし
て、世界と同じ分野で戦うには、ある意味「神風アタック」に近いものではないでしょうか？

だからこそ今、一度、日本のリ・スタートを考えるべきと考えます。（今回の震災以後の状況は、戦後の日本の状況と同じです。）
日本に求められているのは、「パーソナルな個性」であり、「オリジナリティ」です。
過去、日本の歴史は、何度となく自然と戦い、何度も繰り返していくうちに自然と共存共栄を図りながら、歴史を築いてきた国です。
「知識と知恵」。そういったものをうまく活用しながら、繁栄を築いてきたのです。しかしながら、今の日本には、「知識」はあっても、「知恵」を有効化には消極的になっています。

日本には、自然と戦う「知恵」が過去ありました。その「知恵」をエネルギーとして、様々な文化を築き上げました。
「知恵」を掘り下げて、新しい文化を作り上げる。今の日本に求めらているのはそこにあります。「原発」というエネルギー資源は「知識」の結集です。
しかし、「自然」との共存共栄を図る文化は、「知恵」の結集です。

日本が、あらためて世界に誇れる国になるためには、そこにオリジナリティがあり、パ－ソナリティーが発揮されることで、アイデンティティが確立できるのでは、ないでしょうか？

28434 個人 家事専
業

５０代 女性 地震大国であり、原発を動かしそれを監視すべき組
織、人達を信用できないので
原発はゼロ、即廃炉を強く望みます。
節電と再生可能エネルギーへの変換。それをもって世
界をリードする。

日本は地震大国であるということ。
原発保有国でこれほど地震発生率の高い国はないと思います。それは既に３．１１の地震で証明されました。多くの専門家がこれからの地震発生を告知しています。

原発を動かし、監視している人たちへの不信。
今までも、これからも電力会社に「物を言えない」経産省、政府（政治家）、原子力ムラの構図、力関係が改善されるとは思えないし、電力会社の原発稼働に対する不利な意見、データを聞こうと
しない受け入れない姿勢が変わるとも思えないからです。それと事故以降の電力会社、経産省、政府（政治家）、原子力ムラの人たちの責任のなすり合い、対応を見る限りそれらの人たちを信
用できません。「責任をとる」と言われても放射能の飛散、長い期間の影響に対して「責任」はとりようがないのです。

節電と再生可能エネルギー。
外国へ旅行し感じることは日本ほど昼間から証明を明るく付けている国はないと実感します。夜も同じ、防犯上必要とはいえ夜も明るすぎと感じます。
その他、冬場の暖房、夏場の冷房、自販機、トイレの手の乾燥機、テレビ局の装飾証明等、あげればきりがないほどサービスという名のもとに過剰に電気が使われています。削れる電力は沢山
あります。電力会社にとって電気は商品たくさん売って、使ってもらいたいのでしょう。
最近、我が家もソーラー発電を始めました。太陽からエネルギーがこんなにもらえるとは想像、期待以上でした。
原発に投入する税金を自然エネルギーへの普及へ使って下さい。企業、家庭が自分で使うエネルギーを自分たちで作りだせると確信しました。幸い日本は海に囲まれ、風、水も豊富です。日照
時間も長く地熱もある。使わないのはもったいないです。

再生可能エネルギーで世界をリードする。
２度の被爆、福島の事故を経験しているからこそ世界への説得力を持っていると思います。日本の技術、勤勉さは世界中から信用されているのですから、これからは原発輸入ではなく再生可能
エネルギーの分野で世界に出て行くべきです。
そしてそれがきっと核廃絶へとつながる。３度被爆を経験した国の進むべき道だと思います。



28435 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について 　島根県は全国で唯一、県都市である松江市に原発施設が存在します。
市の中心部からわずか１０kmの場所に位置し、福島第一原発事故のように自然災害や事故が生じれば多くの人が危険にさらされた上に、県都機能を失います。
　既存の１，２号機の再稼動、新たな３号機の稼動、更にはプルサーマル計画の実施は断じて許す事はできません。
　そのため、早期の脱原発社会の実現に向けて、「(1)ゼロシナリオ」しかないと思います。
　

28436 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロ・シナリオ支持。ただちに原子力による発電をあ
きらめ、全ての原発について速やかに廃炉作業に取
りかかってください。

　真夏の東京で原発が不要であることが日々証明されています。原子力が「安い」発電ではないことも証明されました。
　１００年先を見据えて今方向を切り替える時です。福島の事故の究明と原発から生み出される放射性廃棄物処理の問題を解決することに全力をつくすべきです。そのためにこそ予算と英知を
結集してください。
　脱原発を国際的に押し進め、地球上から人類と共存できぬ核の脅威を減らす働きかけを日本が率先して進めてください。温暖化対策には何よりも省エネを推奨し、自然エネルギーへの切り替
えにはこれまで原発に費やして来た公費を使って、補助金などの振興策を立ててください。

28437 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 ゼロシナリオを選びます。 ●フクシマの事故が起こり、収束していないいま、ゼロシナリオしかありえません。2030年などではなく「今すぐ」です。この３択の設定もフクシマの現実から考えると腑に落ちません。またこの選
択肢から外されている「もんじゅ」や「六ヶ所再処理工場」も国民的議論に含めるべきです。
パブコメの期間も短く国民的議論を短縮しています。

●再生可能エネルギーの開発や導入に、いま原子力に使っている国民の税金を投入すれば、日本では素晴らしい成果があがり、エネルギー政策の将来だけではなく、雇用にも輸出にも、そし
て日本の世界からの信頼、信用にも明るい未来が開けることでしょう。

28438 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本のブランド価値を下げてしまった事故を生じた原
発からは撤退すべき

(1)ゼロシナリオを選択すべきだ。

なぜならば、福島第一原子力発電所の事故により多大な国家の損失を生じてしまったことを考えねばならない。
海外からの旅客の減少、農産物の輸出の減少・・・風評被害ということばで解決しようとしているが、それは間違っている。解決にはならない。日本人であっても福島県産と書かれた食品を敢え
て選択したくない。
そして狭い国土に立ち入れないエリアを生んでしまったことも忘れてはならない。
これは海外でのイメージも同様であり、福島＝日本という理解につながる。
つまり日本、いや民間の力で築いた日本というブランド価値を著しく落としてしまった。これは補償とかそういう問題ではない。これはどんなに力説したところで理解されるものでない。
　
そのような国家の損失を孕んだ原発に依存するという選択はあり得ない。
日本の国土にあったエネルギー政策を1日も早く進めるべきだと思う。

28439 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオが良いと思います。 原子力は、核廃棄物の最終処分ができるかすら不透明なので、これ以上核廃棄物を増やさないほうがよいと思います。ので、原子力発電所は廃炉にするのがよいと思います。これからは、地
熱発電や新しい石炭での発電などの環境にも良いものを使用していき、日本海のメタンハイドレートやオーランチオキトリウムなどの、日本自前のエネルギーを確保する研究開発してほしいと
思います。

28440 個人 その他 ５０代 男性 　３つの選択肢から選ぶならば「０％」のシナリオにな
ります。
　が、即時原発０％を求めます。

　政府は「脱原発依存の基本方針」（内閣総理大臣の広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式あいさつ，平成24年8月6日）にあるわけですから、2030年に何パーセント原発に依存するかで
はなく、何年を目標に原発をゼロにするかというシナリオを策定すべきであると考えます。
　シナリオの策定に当たっては、旧来のシステムを温存して国民の負担・社会的負担を過大に表現する今回のようなシナリオではなく、いかにシステムを変革して短時間にローコストで脱原発を
達成し得るかを真に表現するものであるべきです。
　原発はいまの日本にとって負の遺産です。この原発システムをつくりあげて甘い汁を吸ってきた世代ならびにセクターが責任を持って、かつ世代間・セクター間の公正な費用分担を持って、一
刻でも速く脱原発を達成し、将来の世代の負担を最小限にすべきであると考えます。
　持続可能な社会に暮らすことは基本的人権であると考えます。日本における法体系に、このことが速やかに適切に位置づけられ効力を持つことを願っています。この観点から、脱原発はもち
ろんのこと、再生可能エネルギー100%を目ざし、その道筋を示すべきと考えます。そして、原発は即時ゼロとして、その取組みの起点とすることを求めます。
　以上。

28441 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即脱原発、電力は足りている 処理に何世代にも及ぶ事、コストも実は火力よりもかかっている事、有事の時
そこに攻撃されたら壊滅的な被害になる！

原発が動かなければ電力が足りない等という嘘はやめてもらいたい！

28442 個人 その他 ６０代 男性 ｢トイレのないマンション」と言われるように、処理でき
ない使用済み核燃料が出てしまう危険な原発は、すぐ
にゼロにすべきです。

「安全神話」によって、その危険性を国民に知らせないままつくってきた国、電力会社は、今回の原発事故の深い反省をし、その犠牲はあまのにも多いことを自覚し、とりかえしのつかないことに
なってしまったことから、原発はただちになくし、安全なエネルギーへの転換を早急にすすめるべきです。
「安全第一」のために、原発はなくすのがあたりまえです。

28443 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 現状の再生エネルギーの開発スピード、電力安定供
給の不確実性を考えると、中長期的な原発依存度は
「20～25％」を選択せざるを得ない。

当社は産業機械製造業である。企業活動が以下に安定的に維持することができるかが判断基準となる。今回出された2030年度原発依存度「0％」「15％」「20～25％」の選択肢の中では、「20～
25％」を選択する。基本的に原発に依存しない状況が生み出されれば当然それに越したことはない。しかし現実的に技術革新や再生エネルギー導入による中長期のエネルギー供給の充足の
実現性はきわめて不透明であり、現在の火力発電、水力発電、太陽光発電などでの電力需要では懸念を払拭できないと考える。そのため原発依存度「0％」「15％」では企業の生産活動が安定
的に維持することは難しいと判断する。ゆえに中長期的な原発依存度としては、「20～25％」を選択せざるを得ない。

28444 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 「ゼロシナリオ」を基本として考えることを求めます。将
来に渡って、日本国民はもとより世界全体の安全を守
るため原子力発電に頼らないエネルギー政策への転
換を求めます。

　原発ゼロを求める論拠は、いったん事故が発生した場合のリスクが非常に大きい上に、原子力発電の安全性が十分に担保されていないこと。使用済核燃料の適切且つ有効な処理方法がい
まだ確立されておらず、非常に長期に渡る将来へのつけを残すことになること。また国土が狭く、地震が頻発する日本では更にリスクを増大させていることです。
　「エネルギー・環境に関する選択肢」では、原子力の安全確保、エネルギー安全保障の強化、地球温暖化問題解決への貢献、コストの抑制、空洞化防止の4つの視点が並列で提起されていま
すが、前提は、原発および核廃棄物に関する安全性の確保であるべきです。また、事故が起きたときの経済的影響は、今回の福島原発の事故が示すように甚大なものなります。そのことも踏ま
えて、原発に頼らないエネルギー政策への転換という方向性は明確にすべきものと考えます。
　私たちは、可能な限り早期に、原発に頼らないエネルギー政策を実現する立場から、三つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」を基本に考えることを求めます。

28445 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します！ もう二度と福島の事故の恐怖と、その後の恐怖の日々を体験したくありません。まだ何も解決していないし、被爆の被害はこれから出るでしょう。恐らく今は誰も断言できない未知の領域に日本
の人々はおかれているのです。
LNGを利用した効率の良い火力発電を新設して増やし、発送電で競争の原理を取り入れて価格を抑えるべきです。
その間に再生可能エネルギーを増やしていくべきで、そもそもウランは採掘の時点から危険な物質です。しかも有限のエネルギーであります。
電力会社らが貯め込んだ核燃料と各処理施設と原発をゼロにすることを望みます。それを破棄することが電力会社やそれに関連する企業などに影響を与えることは容易に想像できます。だが
それを守るために日本のすべての人々、いや、世界の人々の命を危険にさらすことなど、狂気の沙汰です。
原発の再稼働など決してせずにただちに原発を廃炉に向けて動いてほしい。

28447 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発0%
いますぐ即時に。全ての原発を廃炉の方向で。

再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。美しい地球も守りたいです。
・既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

28448 個人 家事専
業

７０代 女性 原発が止まることには反対します。 原発が止まるということは、昔がえりを強制されるということです。経済成長には、安定的な電力供給である原発は絶対に必要です。中国等がさらなる原発を増設しようとしている時に、情緒的
な原発反対には、絶対に反対します。
原発事故での死者はなくても、電力停止、停電での死者が沢山でていることからみても、原発のさらなる稼働を望みます。

28449 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 『原発ゼロシナリオ』を支持します。

　まだ福島の原発事故が完全に解決しない中での再稼働は、どう考えても危険すぎます。そもそも海に囲まれた島国であり、地震列島の日本での原発利用はリスクが大きすぎると思います。

　またたとえ解決したとしても、原発稼働によって出る『核のゴミ』は半永久的に残り、その影響を未来の子供たちに置いていくというのは間違っているのではないでしょうか？自分さえよければ
それでいいのでしょうか？

　同じお金と時間を掛けるのであれば、人や環境に負荷の少ない自然エネルギーの開発や推進、また省エネでも心豊かに生活できる工夫などを考えていくのが、国としての姿勢であるべきであ
り、そういう日本であってほしいと切に思います。

28450 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はいらないです。 子供がいるし、孫がみられるかもわからない年齢。　でも、あの世に逝っても、現状維持であったならば、成仏できない。　清志郎は、予言者、大好きなシンガーだった。　あのような活動をしてい
る時は、しらけていた。　ようやく、彼が訴えていきたかった事が、わかってきた。　いらないよ、原発。

28451 個人 無職 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
福島原発の事故があった以上、原発は不完全なシステムであり、その危険は広範囲にわたり、何世代にも影響を及ぼすものと考えます。今後、全ての原発を廃炉。一切原発は作らない、という
方向で政府は動いて欲しい。

28452 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 私の父は、東京電力に勤務していました。既に定年退職をしているものの、手厚い福利厚生の恩恵に預かり、会社自体を非難するわけではありません。

原発関係勤務者の職の問題も考慮する背景があることを感じますが、自然エネルギーへシフトする段階が来ているのだと思います。国民全体が一丸となった昨年の状況を見れば、省エネがま
だまだ出来る余地があるはずです。

過剰供給は決して必要ではありません。
使用済み核燃料など付随する問題もあり、原発の無い生活が「当たり前」になる方が、先の地球を考えても有益だと考えます。

28453 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 再生可能エネルギーへの依存度を20％以上とするモ
デルは、実現不可能な「絵に描いた餅」ではないで
しょうか。

政府が示す、2030年の原発依存度を「0％」「15％」「20～25％」とする三つの案のいずれを採用しても、再生可能エネルギーへの依存度を、現在の10％から35％へ引き上げるというものです
が、これは運用上、実現不可能な「絵に描いた餅」ではないでしょうか。
平均稼働率でいうと、風力発電や太陽光発電は、約20％。仮にその割合を全体の20％に上げるとしたら、「能力的には100％」の設備が必要となります。風の強い日、太陽の照り付けが強い日
などは、稼働率が70％まで上がるかもしれないし、翌日には、天候が思わしくなく稼働率が10％台まで下がることだってあることでしょう。このように稼働率に60％もの振幅があれば、バッファー
処理が大変困難で、揚水発電や電池でもキャパシティがオーバーすることになり、余った電気の取り扱い、その制御は大変困難な状況に陥ります。再生可能エネルギーへの依存度が20％以上
という選択肢は現実にはありえないのではないでしょうか。やはり、原発、特に原子炉の安全性技術の向上により、原発依存度を下げないという選択肢は外してはいけないと思います。東芝・米
ウエスチングハウス連合の新型炉である「AP1000」は、仮に福島第一原発と同じ状況になっても最後まで自力で冷却できるという設計で、中国やアメリカで採用されると聞いています。現実的な
エネルギー政策で、国民経済と国民生活を守ってほしいと願います。

28454 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 強いて選択するならば、ゼロシナリオとします。
もはや、原子力発電は必要ない事が国民の協力に
よって証明されています。

地震大国と呼ばれる日本では、原子力発電を推進すべきでなかった事が、今回の原発事故ではっきりと認識できました。また、事故後の対応も政府としてきちんと行えず、国民とその生活を守
る事ができませんでした。
今後は負の遺産とも言える原発を廃止し、かつ地球温暖化も防止する事ができるプランを即時実行すべきと考えます。将来この世界で生きる子供達のために、今こそ決断する時です。
また、原発が停止している期間であっても、国民の節電により乗り越えることができると証明されました。今後一切の原発再稼働はさせず、二酸化炭素排出量の少ない発電の開発と利用に転
換するべきだと考えます。

28455 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発反対 原発は人間の力では制御できない。

３月１１日以前においては、国民の原発に対する意識は希薄であったと思われま

す。それは次の点に大きな理由があります。

政府・マスコミ・産業界・専門の学者・官庁・電力会社・等が一体となって、

　　　　原発は日本の発展に欠かせない

　　　　原発の安全は確保されている

　　　　原発のコストは安価である

　　　　原発は地球に優しい

なんと空々しい美辞麗句を並べたことか、その結果、かなりの国民は信じたので

はないでしょうか。

　福島第一原発の事故以後は、国民は知りました。

　　　　今までに語られたの言葉の軽さ

　　　　内容の不真面目さ、事実の誤認、等の嘘を。

　　　　原子力ムラの結束力の出鱈目さ

　　　　安全神話のによる人災

今こそ神が日本の将来のエネルギーのあり方について考え直す絶好の機会を

与えてくてたと信じるべきです。

原発に依存しない日本、地球を実現しなければなりません。

28446 個人 無職 ７０代 男性 ２０３０年を待たずに、「即時」「原発・零」にすべきで
す。



28456 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本の将来、世界の将来を考えるのであればゼロシ
ナリオの策定を明日にでも行い、原発ゼロを実現しよ
う。

原発が完全に止まっても日本の経済活動がとまったわけではありません。原発がないと、停電になるといっていることも本当でなかったようですし。そこでなぜまた動かさなければならなかった
のかが理解できません。
全世界にこれほどまでに多くの被害を出した原発をまた動すとは理性にたっているとは思えません。
このたびの事故を教訓に、未来に向けて新たなエネルギーを模索する一歩とするべきです。

私にはこどもがおり、今後長く汚染された土と水とともに生きなければなりません。
原発にはそもそも懐疑的でしたが、疑問や疑念や反対という気持ちだけで、言葉や行動で示しきれ手いませんでした。世の中を変える力にできなかった、してこなかったことに今は本当に後悔し
ています。

この後悔をもう繰り返したくはありませんのでゼロシナリオを家族、周りの人と一緒に進めていくつもりです。

繰り返しますが、ゼロシナリオを速やかに策定し実行しましょう。
28457 個人 会社員・

公務員
５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく「直ちに、原発0」を主張しま

す。
大飯原発、志賀原発、敦賀原発のほぼすべての原発直下に活断層がある。多くの地震学者は「巨大地震サイクルに入った」との見解。再び事故が起これば日本は再起不能に。何より生命を守
ることが何より大切で第一優先である。

放射能の人体ひいては地球全体への影響を考えれば、直ちに廃炉とすべきは子供でも分かる判断です。福島でもわかるように自然は人智を遥かに超えており、災害に想定はありません。ゆえ
に原発は即刻廃止とすべきです。

28458 個人 その他 ３０代 女性 原子力発電所は即刻全廃炉
小コミュニティーでの自然エネ発電＆供給
発電、電力の自由化

原子力発電所は即刻全廃炉にしてください。
１５年以内に廃炉だとか、ましてや３０年以内には廃炉、だとかは、
現役として今、政府やらで、特に幹部として働かれてる方、
自分たちの居る間には「廃炉する気がナイ」のだとしか思えません。
そんな呑気なことは言ってられる状況ではない。
自然エネも、太陽光だけ国政として推すのではなく、
（不安定かつ、スペインでの政策失敗の例もある）
今ある火力をうまく使いながら、その間に、
小コニュニティーで、小水力、地熱、太陽、波力
で発電できる仕組みに、全力をあげて貰いたい。
そしたら、火力からも脱却できる。
電力、発電の国有は、やめてください。
送電線を解放してください。

28459 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 脱原発に向け、時間をかけて、進むべき方向を定める
べき。
しかし、日本の産業の躍進は、強力なエネルギーが
あってこそ、資源の無い国での原発の貢献度は認め
るべきです。事故時の東電・政府の対応は非常に残
念。

今回の事故については、新聞・ＴＶニュース等で知りましたが、あまりにもヒステリックで一方向性の報道姿勢にはウンザリでした。
もっと前向きで、次期エネルギーを提案する様な報道姿勢があってはと思います。
原発に替わる次期エネルギー政策を推進する方向を我々が提言しなかった事も、あまりにも無責任であったかとも反省しております。
尚、原発回避の方向を謳うのであれば、自身で出来る「省エネルギー」の努力をすべきと考えますが、如何でしょうか・・・

28460 個人 学生 １０代以
下

男性 原発０ 原発はいらない。　自然エネルギーで代用する。

28461 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 地震大国日本では「ゼロシナリオ」でしょう。 絶対安全な原発はありえないから

28462 個人 その他 ６０代 男性 (1)ゼロ％を選択します。
再稼働は許しません。温暖化対策は先送りしないこ
と。自然再生エネルギーへの転換を一日も早く実現す
ること。パブコメの期間を延長せよ。

次世代への責務と考える。

28463 個人 家事専
業

７０代 女性 ｢原発ゼロシナリオを選びます」 ｢原発ゼロシナリオを選びます」
自然エネルギーの推進を真剣に進めて下さい
発送電を分離し、地域分散型のエネルギー供給体制を、政策課題のトップに置き、真剣に推進して下さい

28464 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電、電力の30％（従来通り） 再生可能エネルギーの容量及びコスト、火力燃料費CO2問題から見て
原子力の安全性（耐震、津波対策等）早期に国は確認し再稼働（特にPWRは
安全性高い）すべき（もったいない）。

電力会社社員を意見聴取会でシャットアウトしたのは、遺憾、一国民。

28465 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 即時、原発ゼロシナリオ 地域分散型での自然エネルギーを今すぐに、
推進。
原発規制委員会の人事等についても、国民に意見を
聞くべきだと思います。

28466 個人 学生 ３０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。原発に頼らない社会を
築いていくことを望みます。

　バブル絶頂の1980年代後半、私はまだ１０代でしたが経済成長だけでは本当の「豊さ」が享受できないと教わりました。『豊かさとは何か』といった新書が注目され、経済成長を遂げたはずの
日本で、「豊か」ではない現実が浮き彫りになったと大人たちは議論していました。そしてまもなく、バブルが崩壊し、「豊かさ」そのものが幻想であったかのような不況の時代が訪れました。
　それから２０年以上経ち、私も大人となりましたが、私たちの日本社会は過去の栄光にすがるかのように、いまだに高度経済成長・バルブ期の幻想に囚われていると感じることがしばしばあり
ます。大飯原発の再稼働もそうした幻想と無縁ではないでしょう。産業や成長といった言葉が無条件で肯定的に受け入れられ、日本の経済成長を支えることこそが正論のように語られます。「日
本再生」といったときの、「再」は何を指しているのでしょうか。
　「経済によって救われる命がある」、「電気がないと失われてしまう命がある」といった意見が必ずありますが、しかし本当に日本の原子力政策は弱者を守るものとしてあるのでしょうか。より俯
瞰的な視点に立てば、原発はむしろ格差社会を作り出す構図のなかにあると思います。そもそも世界屈指の経済大国でなければ、命をないがしろにしている事になるのでしょうか。
　いまからどれほどの経済成長が望め、それがどれほどの「豊かさ」を私たちの社会にもたらしてくれるのかが分かりません。私たちの社会はいま、経済といった呪縛から解かれ、新しい未来を
見据える必要があると思います。日本は本当に自然が美しく、世界でも稀な平和で安全な国だと思います。日本の美しい大地と、水と、空、そしてコミュニティーの再生を目指し、後世に残してい
きたいです。原発は産業などと天秤にかける問題ではないとさえ思います。まず生命を大事にする社会であってほしいです。私は日本国民として原発のない社会を望みます。

28467 個人 家事専
業

６０代 女性
今すぐにゼロ％に向けて行動を。
地球が地震活動期に入った今、今すぐにゼロ％に向
けた対策を考えなければならない。また、本来、核廃
棄物の処理が解決できない段階での原発の稼働は
許されないことだ。

「エネルギー・環境に関する選択肢」について私は今すぐにゼロ％に向けて行動を始めなければならないと考えます。

一つは、地球が地震活動期に入り、日本がその活動地帯に位置することを考えると、日本で生活している者、国土、風土、文化、すべてを含めた国全体が、待ったなしの非常に危険な状況にあ
ることを明確に自覚しなければなりません。

地震以外にもう一つ決定的な理由は、廃棄物の処理が解決できていない段階で、原発を開始するということは、将来世代に対して、あるいは将来の日本に対して、どう申し開きもできない重大
な罪悪を犯すことだからです。現在の目の前の一瞬の利益（と見えるもの）のために、将来の悲惨に目をつぶるのは正常な大人の判断ではありません。

28468 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 これからの社会を背負っていく20代の一人として、ゼ
ロシナリオをを強く希望します

理由は以下の3点です。
(1)「将来世代へのつけしか残さない原子力発電はいち早く止めて欲しい」
使用済みの核燃料の処分方法すら確立されておらず、地中深く使用済み核燃料を保管し、放射能が自然に無くなるのを待つにしても何万年も行わなければならないのに、原発を動かし続け、
更に使用済み核燃料を増やしていくことはとてもナンセンスだと思います。更に、福島第一原子力発電所の事故によって、原子力発電所で大規模な事故が起こるとその後処理にも何十年もか
かることが分かっています。これら使用済み核燃料の保管と、事故が起きた際の対応については、全て将来世代へのつけでしか無く、これから日本社会を支えていかなければない若者の一人
として、一刻も早く原子力発電所を動かしたり、新設したりするエネルギー政策は止めていただきたいと考えます。

(2)「日本で福島第一原子力発電所のような事故が起こらないという確信が持てない」
百歩譲って、原子力発電所を動かしたとして、私には福島第一原子力発電所のような事故が今後起こらないと言う確信が持てず、原子力発電所が動いている中では安心して生活できません。
技術的な問題もあるかと思われますが、なによりいわゆる“原子力ムラ”によって、安全を担保するための規制が骨抜きになってしまっているのはとても問題だと思います。国会東京電力福島原
子力発電所事故調査委員会の報告書でも、今回の事故は人災であったとされています。いくら技術が素晴しくてしっかり安全性を確保したものであっても、それを扱う人が、組織がしっかりして
いないように思えてなりません。

(3)「再生可能エネルギーによる日本経済の再活性化に期待したい」
今経済が低迷し、閉塞感が蔓延している日本において、再生可能エネルギーを発展させていくことが、その閉塞感を打破するきっかけになるのではないかと考えます。というのも、今まで政府が
原子力発電関係に裂いていた予算が多額すぎたために、再生可能エネルギーへの予算が抑えられてしまっていたと思われるからです。原子力発電関係予算の中には、様々な立地自治体へ
の補助金や、研究機関への資金提供等様々有り、原子力発電の安全性や効率性を向上してきたと思われます、しかし、今回の事故をもって、それらがまったくの嘘で、信頼に足るものでもの安
全に資するものでもなかったように思えてなりません。ただただ安全神話を作り上げるために多額の予算が計上され、なんの新たな発展も日本経済にもたらしていなかったようにしか思えませ
ん。この様に、一部の限られた業界に多くの予算を割くことこそ新たな産業発展の可能性を妨げ、経済の活性化に歯止めをかけているのではないでしょうか。もし仮に、原子力発電関係予算を7
割でも半分でも再生可能エネルギー普及関係予算に振り返るだけでも、再生可能エネルギーの発展は目を見張るものになり、雇用も増え、経済の形も変わり、新たなエネルギー政策の中で新
たな未来の展望が望め、今の日本の閉塞感を打破してくれるものと考えております。

28469 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 再稼働はせず、国内にある原発はすぐに廃炉にするべき。
核の安全利用と言っていたけど結局できず、一度の失敗でここまで甚大な被害を生んでしまう原発はいりません。
子供たちの健康、未来のために、こんなにもリスクの高いものは、日本には必要ありません。
省エネルギー政策、自然エネルギー比率を上げることで、原発依存分はカバーできると考えます。
私は原発をゼロにしてくれるなら、クーラー28度などの多少の不便も良いと思っています。
それくらい原発はいりません。

28470 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 将来的には原子力依存をゼロにすることが望ましいと
思います。地域社会で再生可能エネルギーによる発
電を促進し、地産地消の電力供給体制が少しでも拡
大できるようにして欲しいと思います。

巨大地震等により原子力発電所で施設内破損や停電といった事故が起きた場合、現在の危機管理体制ではコントロールできないように見受けられます。また、報道では既存の原子力発電所
の一部で、地質調査の不備が指摘されていたにもかかわらず再稼働に至った経緯もあり、政府が示した安全保障も信用できなくなりました。一度事故を起こしたら、計り知れない環境破壊を起
こし、国民の身体をも蝕むことを今回の福島第一原子力発電の事故により理解できました。また、原子力発電に依存する限り、使用済み核燃料を数万年単位で保管することも伴います。保管す
る場所も方法もなく、原子力発電に依存し続けることは倫理的に間違っていると思います。よって、将来的には原子力依存をゼロにすることが理想だと思います。
しかし、原子力発電所を廃炉とした場合、国や自治体は巨額の不良債権を抱え込むことになり、日本経済は崩壊する恐れもあると指摘されています。非常に難しい問題ですが、国民の命と環
境保護を天秤にかけたら、原子力依存をゼロにする以外ないと考えています。
不足するエネルギーについては、再生可能エネルギーに依存できるように国や政府が主導し、国策として取り組んで欲しいと思います。

28471 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電所は全部即刻停止するべきです。選択は
0％です。

1.　使用済み燃料を処理する事ができない事を分かっていながら続けるのはおか　　しい事です。
2.　一旦事故が起きたら元素は自然の法則によって動きます。一旦拡散した放射　　性元素の回収は不可能です。人類の手に負えない技術は中止するべきです。
3.　技術に100％安全はありえません。100万回に1回でも事故が起きた場合人　　間の手に終えるならば良いでしょうが、手に負えないことは今回の事故で証　　明されました。
4.　従来の原発比率が30％と言われますが、定期点検を考慮すると26％位が従　　来の稼働率でしょう。事故が起こって福島第一が廃炉になる事を考えればパ　　ブリックコメントの選択は適当
ではありません。
5.　大飯原発が再稼動するまでは原発0％で間に合っていました。それなのに選　　択をする必要はありません。
6.　電気は充分に間に合っています。関西電力は現状で毎日300～400万Kw余っ　　ています。大飯原発2基の発電は236Kwです。つまり大飯の必要はないとい　　うことです。
7.　化石燃料を使うと高くなると言いますが、民間のPPSは全て火力です。その　　電力の方が安いのです。おかしい事です。
8.　発電時の電気への変換効率を考えると原発の方が悪いです。
　　　　　原子力　　30％
　　　　　火力　　　最高58％
　　つまり環境への負担は火力の方が良い事になります。
9.　発電コストは原料ウランの製造・原子炉の製造から廃炉まで計算に入れるべ　　きです。
10.　結論として即刻中止、0％にして廃炉作業で雇用を生み出しましょう。

28472 個人 学生 ２０代 男性 偏ったエネルギー戦略には大きなリスクが付随する。
現状では再生可能エネルギーに対して検証が不十分
で、その利用の可否を決定できる状況ではない。故
に、当面はバランスの良いエネルギー戦略を目指す
べきである。

人間が文明生活を送る上で、最も重要なものの1つはエネルギーです。従って、何世代、何十世代先でも人間が文明生活を送るのであれば、エネルギーの確保が必要となります。現在、私たち
は今現在のエネルギー状況と20年先の方針を巡って議論を交わしていますが、この議論は遠い将来にも大きな影響を与えるものであることは自明です。故に、私たちは化石燃料の枯渇など中
長期的なエネルギー問題も考慮して議論する必要があると考えています。
以上の観点から、「『現在は』化石燃料が安価で手に入るから、原子力発電を即時撤廃し火力発電で電力を賄い、化石燃料の枯渇後には自然エネルギーを100%で運用する。」という方向性は
余りにビジョンが短期的で中長期的なリスク(具体的には、化石燃料の急騰(円安を含む)、自然エネルギー運用の障害)に対し脆弱であると考えます。同様に、「原子力発電比率0%を前提とした
偏ったエネルギー開発」もまた中長期的なリスクを抱えているものであると考えています。何故ならば、原子力発電比率0%かつ再生可能エネルギー比率を引き上げるという方向性に対しては、
再生可能エネルギーが送電網の中で十分に能力を発揮できるかの検証を十分に行わないまま、その能力を余りに過大評価し、また、再生可能エネルギーの有するリスクからは目を逸らしてい
る印象を受けます。具体的には、再生可能エネルギーは事故リスクと持続可能性の観点から非常に有用性がありながらも、その不安定性から現行のグリッドにそのまま配電することが難しいと
いう特長を持っていると考えています。とりわけ、私達の社会はクラウドコンピューティングのようなネットワーク社会に舵をとっており、電力の不安定化の与える影響が益々大きなものになりつ
つあると考えています。そのため、再生可能エネルギーを基幹電力として使用するためには蓄電技術などの電力安定化技術が不可欠であり、この開発のためにはまだまだ技術的な課題が多
く、「再生可能エネルギーが本当に活用できるのか？」という問いに対して十分に答えていないと考えています。一方で、原子力発電にはこれまで日本国内の消費電力の30%を継続的に供給し
てきたこと、また、高速増殖炉の技術的な見通し(安全性の課題を除く)を得ており、数千年間は電力の供給に貢献できる見通しがあることなど確実性の観点で他の発電方法よりも優れた点があ
る原子力の発電比率を0%に下げることでその技術は失われ、再生可能エネルギーの実用化が失敗したとしても原子力発電を利用することができなくなるというリスクがあります。
　以上の観点から総合的に今後のエネルギー政策を考えると、「長期的観点から再生可能エネルギーの実用化に向けた検証を進めながらも、核燃料サイクルについての技術開発、原子力発
電の安全性向上を進め、あらゆる電源を一定の割合で利用しながら技術の育成を促進する。」という方針で、あらゆるリスクに対しても柔軟な対応をとれる状態を維持しながら、再生可能エネル
ギーに向けられた問に対する回答を待つ。また、その後の最適な発電比率はその時の再生可能エネルギーや蓄電技術の能力を参考にし、その時の国民が再度国民的議論を交わし決定す
る。という方向性が現実的かつ最もリスクを小さく抑えることのできる方向性ではないかと考えています。

28473 個人 自営業 ６０代 女性 経済は何のためにあるのか。人間が生きるためだ。そ
の人間を殺し、不幸にする原発に経済性を求めるの
は矛盾している。
原発推進を唱える者は自らが福島事故現場で高線量
を浴び、死の恐怖と闘いながら働けるのか。

原発はなくても電力不足で困らない。困るのは電力会社のみだ。
そのことを隠蔽しようとしても、もう無理だ。国民はもう知っている。
経団連と官僚と政治家は一人の人間に戻り、真剣に孫、子の時代を考えよ。
そうすれば国民の声も聞こえよう。

28474 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロを求める。省エネや自然エネルギーを導入
強化し天然ガスの利用を推進し放射能のゴミを増やさ
ないよう原発は全廃すべき。使用済み核燃料の再処
理はしないことを求める。

人間が処理できない放射性廃棄物は自然の循環に戻せない最悪のゴミ。そんなものを出し続ける原発を未来の子どもたちに残すような無責任なことはできない。放射能汚染に脅かされない未
来を子や孫に残すために声を上げ続けていきます。安全な自然エネルギーを地域から生み出し活性化につなげていきたいです。



28475 個人 法人等 ３０代 男性 核兵器による唯一の被爆国、そして、福島原発の事
故を教訓とし、世界を牽引する自然エネルギー国とし
て生まれ変わるための、ゼロシナリオを求めます。

　日本は、核兵器による唯一の被爆国でありながら、これまで核兵器保有国に対し廃絶に向けた働きかけを行ってきたかと言うと、米国の核の傘で守られてきたのが現実であり、核兵器廃絶に
付与したと言えない。その上、地下資源に乏しいことを理由に、核の平和的利用は可能と、被爆で苦しむ被害者や遺族、また核兵器や原発の危険性を指摘し反対する人々の声を無視し、効率
を優先し安全を後回しにした施策を進めてきたと思います。そのことは、福島第1原発での事故により鮮明化され、更には先進諸外国やアジア周辺国からも信頼を失う新たな要因を生み出した
と考えます。
　海外の国々からも「日本は良くやった」と手本となれるよう、そして信頼を回復させるためにも、自然エネルギーを主とする技術開発に尽力することが求められているのではないでしょうか。日
本は戦後、ものづくりを活かし復興してきた経緯もあります。世界に先駆け、自然エネルギー技術を確立させるとともに、それを基とする国内産業の更なる発展と景気回復に付与するエネル
ギー施策を確立していただくことを強く求めます。
　また、巷では「自然エネルギーでは電力需給は賄えない」と反対する人たちもいます。しかし、それが出来るように努力なくして達成はできません。携帯電話をはじめ、IT技術の進歩は、20年前
には考えきれないほどに進歩しています。政治主導を発揮し、産業界に刺激を与え、そして国民にも安全優先を意識させることで、この先20年で夢を現実にすることは可能だと考えます。その
決意を政治に期待します

28476 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 原子力をエネルギー源とすることをやめ、再生可能エ
ネルギーに即時に転換するべき

経済的には、原子力は一部に財が集中し国全体の経済を潤す効果はない。再生可能エネルギーに転換することで、多くの雇用を生むため経済効果はかなり大きい。とくに、家庭での太陽光発
電などは貯蓄されている財を廻す効果が大きいので、補助金や買い上げを現在よりも増やして活性化して欲しい。そうすることでより多くのお金を動かすことができ、日本再生のための原動力と
なる。日本には利用可能な自然エネルギーが豊富にあり、これを利用する事でより大きな生産につなげることができる。さらにはおそらく１５年以内に迫っている東南海の震災に対応するために
も、原発を止め、自然エネルギーの利用を進めることはとても重要な緊急の課題と考えている。
電力の安定供給について不安の声もあるかも知れないが、原発があると電源電圧は大きく変動する。商用電源の電圧が１０％以上も上下することがあり、電気をためることが大きな課題となっ
ている。自然エネルギーもためることができないと思われているが、原発と比較してそう大きな問題はない。なぜなら使い切れなくなった場合は発電しないことができる。原発はエネルギーを捨
てることが困難になると爆発するが、自然エネルギーではそういう心配はない。
国の経済と安全のためにも、今すぐ原発を停止して自然エネルギーに夜再生可能な発電に切り換えるべきだ。そしてそれを国が精度として保証する必要がある。２０年など短い期間ではなく、５
０年程度の先を見て行く必要があると考えている。

28477 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 何年後といわずに全原発即廃炉にしてほしいくらいです。
人の住めない土地にして、被ばくさせ、すべてをボロボロにする原発はいらない。
子供達に被ばく、放射能の無い未来を。
よろしくお願いします。

28478 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 原発が稼働する限り増え続ける放射性廃棄物、定期的なメンテナンスのたびに被爆の危険にさらされる作業員、いまだ私たちの手に負えない原発という産物をこれ以上増やすことはもっての
ほか、現存する原発を廃炉にしてゆくことを願います。これからの日本、そして地球に暮らす子供たちのために負の遺産を残したくありません。
日本の原発がなくなっても他の国の原発はなくならないなら意味がないというひともいます。そうでしょうか。少しでも汚染を食い止めること、時間を稼ぐことは地球に生きるすべての生物にとって
意味のあることだと信じます。

28479 個人 その他 ７０代 女性 (1)原発ゼロ

再稼働は絶対に反対です。自然エネルギーを基幹エ
ネルギーとし、推進してください。

人として愛情豊かで、いのちを大切にする生き方の基本は、放射能、原発の命を脅かす危険なものはうけいれては　なりません。
日に日に増える国民の不安は官邸を取り巻く人の膨れ具合で明白です。
子や孫の命を危機に曝さないでください。

28480 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 0％を希望します。 電気や経済よりも命やその土地そのものに住めなくなることの方が損失が大きいと考えるためです。原発はもう新しく作ってはいけないし、今ある原発も即廃炉にすべきです。

28481 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電の今後について 1.そもそも原発の廃棄物処理もまともに出来ない中、いかにも廃棄物は地中埋設すれば絶対安全であるかのようなコマ－シャルを流し原発を推進してきたことが間違いだと思う、少し国民を馬
鹿ししている。
2.しかし現状を冷静に判断すると原発をすぐ全廃することは難しいと思うので、最初に想定した40年と云う原発の耐用年数を姑息に伸ばす事なく順次廃炉にしていくべきだと考る。
3.福島原発事故による保証のあり方もはっきりせず（保証といっても以前の生活を全てもとに戻すことわ絶対できないが）、事故の原因究明及び後処理のめども立たない中、国民に原発及びエ
ネルギ－に対する将来の展望を説明することもなく再稼働する・・・・・・・訳がわからん。
4.電気料コストは原発が一番安いといわれているが、コスト算定の基準となる原発の廃炉に対する費用は適切なのか（今まで経験がないと思うが）、どんなに安全に注意しても事故はおきるも
の一度事故が起きた時の費用はどのように算定されそれが本当に適正なのか原発による電気料コストの算定にも疑問がのこる。
5.電力会社は民間企業でありながら、金を使えば使うほど利益がでる、こうゆう馬鹿な仕組みを作った政治家にあきれはてる。停電を起こさない事が絶対条件であるとはいえ、ありえないシステ
ムだと思う・・・・・・・・・全電力会社の金の流れを全て正確にチェックできたいたとは到底思えない。
6.送電事業を分離した上で、基本的に原発は順次廃炉することとし、その費用を再生エネルギ－に振り向け、原発廃止後の自治体の雇用促進と地域振興に役立てるべきである。

28482 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電を続けることは、将来の子どもたちにどう
することもできない危険な放射能を残すことです。子
どもたちに核のない未来を築くことが私たちの使命で
す。そのためには「ゼロシナリオ」しかありません。

３．１１の福島第一原発で汚染された地域には未だに住民は帰れず、今もなお各地で基準値を超える放射性セシウムが検出されています。「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に
むけ、最大限の努力をすべきです。そのことが、新しい日本の経済成長にも寄与するはずです。
また、節電はもちろんのこと、サマータイム導入、ランチタイムのフレックス制導入など、企業と一緒になった取り組みで、原発を稼働させずに電力不足にならずにすむはずです。大飯原発の再
稼働は日本人として信じられない決断です。

安全で安心に暮らせる日本を取り戻すべきです。

28483 個人 その他 ５０代 男性 地震国日本で原発を動かしていくことに不安を覚えま
す。原発からの危険性から私たちの命と美しい日本を
守るには「ゼロシナリオ」しか選択肢はありません。

原発を動かせば動かすほど、使用済み核燃料は発生します。その処理方法は全く確立しておらず、処分場所さえ決まっていません。日本が核のゴミ捨て場になることは明らかです。核と人類は
共存できないことは、67年たった今でも放射能で苦しむ原爆被害者の方々おられること、ＪＣＯ事故で2人の命がなくなったことからも明らかであり、被爆国日本としては原発依存の仕組みから脱
原発へと勇気を持ち、進むことがます。また、原発に依存することで、自然エネルギーの開発が遅れ、いつまでたっても持続可能で平和な社会は築けません。未だもって収束さえしない福島原
発の事故の実態を直視し、多くの国民の想いに答えるためにも、政府は「原発ゼロ」を選択すべきと考えます。

28484 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 日本のような地震や津波の多発する国に原子力発電所を設置することは、大変危険である事がさまざまな調査からわかってきています。一度事故が起こればとりかえしがつかないということを
昨年の福島の事故で思い知りました。とにかく原発は危険すぎるのです。

それと同時に、原発を稼働させなくても、日本の現状のエネルギーはきちんとまかなえることも、この一年で立証されました。

いまこそ知恵を出し合って、原発より危険の少ない新しいエネルギー開発に力を注ぐべきです。原発ゼロのための法整備を強く望みます。

28485 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 電力の安定的な供給や環境保全の観点からも原子
力は必要であると思います。原発の安全性が確認で
きたものから再稼働していくことが、経済発展の第１
歩であると思います。

電気料金の値上げが経済の妨げになってはいけない。火力発電を主体としたエネルギーミックスでは経済の低迷になり、中小企業の倒産や大企業も海外移転など、経済が活性化していかな
いと思います。

28486 個人 無職 ６０代 男性 原発は即時廃止 安全を保証できない。また原子力発電のコスト計算には、原料生成時の廃棄物処理また使用済み核燃料の処分費用は含まれていない。核のゴミを作り続ける電力会社は死の商人よりもたち
が悪い。

28487 個人 法人等 ６０代 男性 核の巨人と倫理なき幼児たちの世界は滅びます。 今日は8月6日です。広島に原爆が投下されて67年が経ちました。一瞬にして数万人の人々が犠牲となったこの日本、その国が「平和目的 無公害」をうたった原発で、福島をはじめ多くの人々が
流民と放浪の生活を余儀なくされております。
そして、唯一の被爆国が世界へそのセシウム汚染を海に垂れ流したのです。
明治維新、そして日露戦争後、一等国となった日本はそののぼせ上がった高慢な態度を、終戦ですべてをなくし、そこから経済と言う名のもとで大国へとノシアガリ
この大震災と原発事故で再度第2の終戦をむかえたのです。
日本が率先して、原発反対を世界へ向けて配信しているのは、政府ではなく
毎週 総理官邸を囲む、日本人の「心のデモ」です。
本当に日本人が立ち上がったのです。原発をなくしましょう。倫理の幼児でjはなく、倫理の国として。それが国民の心ですから。

28488 個人 無職 ５０代 男性 自然エネルギー活用の研究を加速し、速やかに原発
ゼロにすべき。

福島の例を見ても、原発は事故の収束が不可能。現在も放射線のせいで福島は死の町になってしまった。将来想定外の事故により日本が死の国土にならないためにも原発はゼロにすべし。

28489 個人 家事専
業

３０代 女性 原発即刻停止。即刻廃炉手続き開始 利権だらけの原発を、国民は不要なばかりか未来を脅かすものでしかない。

子どもの未来を本気で考えられるのであれば、自ずと次世代エネルギーに
転換できる。

経済よりも命。
命がなければ何もできない。

お腹を痛めたことがないから、出産経験がない男の考えることだから、
今の政策は稚拙でならない。

何のために、この世に生きているのか。
自分の母親を泣かせるためなのか。

原発『０』にすべし

このパブコメが、形式的なもので終わらないことを願う。

28490 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロをのぞみます。大飯原発の即時停止を求め
ます

原発は、そこから出される燃料の１００％の処理が出来るものではありません。また、日本では多くの活断層があり、またいつ大規模な地震が起きるとも限りません。特に大飯原発では、もし事
故になった時に半径３０キロ圏の住民の避難策も打ち出されていません。そのような状況で危険な原発を動かすべきではないと思います。私は多少不便な生活を強いられても、危険のない自
然エネルギーの活用を望みます。原発に係るお金は自然エネルギーの開発に使って欲しいです。原発に関わる労働者の雇用もその方向で確保して欲しいです。

28491 個人 家事専
業

５０代 女性 出来るだけ早い時期に原発をゼロにしてほしい。原子
力政策に使う予算で自然エネルギー利用の研究など
を進め、地球環境にやさしいエネルギーを開発してほ
しい。

　今春、初孫が生まれました。母乳で育てているため、食品にとても気を使っていて、見守る私たちもつらくなります。これからは、離乳食が始まるので、さらに大変になるでしょう。「そんなに気に
しなくても大丈夫では？」と思ったりもしますが、わが子を守り、不安なものは遠ざけようという姿勢は、子育て中の親なら当たり前とも思えます。どうしてこんなことになったのか。
　私は、原発事故が起きるまで、「日本は、被爆国で核の脅威は十分認識しているし、危険性を十分認識して研究開発してきたのだから、原発は安全。電力が必要なのだから原発が存在するの
もやむを得ない」と思っていました。しかし、自然の力の前で、安全神話は見事に崩壊し、人間の力では制御できないものであることが明らかになりました。安易に安全を信じていた自分が情け
なくなりました。
　安全に廃炉を進めても、何十年もかかるといいます。次世代にそして人類に負の遺産を残さないために、エネルギー政策を変換し、速やかに原発ゼロへのシナリオを開始してほしいと強く願
います。

28492 個人 無職 ７０代 男性 総べての原子力発電所は即刻廃炉にすべし そもそも人類と原発からでる放射能とは共存できない。
地震大国の我が国は、どこの原発の近く巨大地震が起こるかわからず、放射能が放出されればその被害は甚大でしょう。放射性廃棄物を出し続ける原発がある限り、国民の生命や安全は守
ることができないと考えます。今日は広島に原爆が投下された日、今でも苦しむ被爆者をこれ以上出してはならないとおもいます。

28493 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見「2030
年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は即座に再生可能エネルギー開発に尽力すべ
き》

現在稼動中の原発は大飯のみ。しかも稼動停止した火力発電６機で賄える事実を踏まえれば原発ゼロは即可能。今後は大飯も含め速やかに廃炉にとりかかり。同時に再生可能エネルギー比
率を着実に増やす。この様な政策が国民に活力を与え、放射能の危険からも開放される。

28494 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 　これまで原発はCO2を排出しない、環境にやさしい電源として認識しておりました。チェルノブイリの事故のときも、反原発の運動が少しブームになりましたが、次第に熱が冷めていきました。日
本の安全技術は世界最高レベルで、あのような事故は日本では起こりえないのだと思っていました。
　しかし福島第一原子力発電所の事故が起こってみると、日本の安全技術は最高レベルでも何でもないことがわかりました。日本で地震や津波等の災害の可能性は低くはないし、福島の事故
のようなことがまた起きてしまえば、国土がますます汚染されてしまいます。核廃棄物の問題もあります。
　日本はこれから人口も減りますし、省エネ技術も発達しているので、省エネと再生可能エネルギーだけでやっていけると思います。
　

28495 個人 法人等 ５０代 女性 原発反対 子供達が将来安心して生活できるように。

28496 個人 自営業 ４０代 女性 今後の原発について 大飯原発を即刻停止し、今後その他の原発も

二度と動かさないで下さい。

津波ではなく、東北地震のために福島原発が損傷し、

例を見ないほど多量の放射性物質が

いまだ日本各地に撒き散らされていることを、

しっかりと公表してください。



28497 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はリスクが余りにも大き過ぎる。我々の世代だけ
でなく、今後、何百世代にも亘って負の遺産を残すも
のである等の理由により、脱原発をすみやかに達成
する「ゼロシナリオ」を選択すべきです。

(1)「原発震災」を二度と起こしてはならない
日本の国土面積は地球の０．３パーセントしかありませんが、地球の全地震のおよそ１割が日本で発生しています。こうした日本で５０基もの原発が存在するという信じられない事実の前に、国
民を守るべき政府や、電力会社はこれまで「安全神話」を振りまいてきました。これまで、地震が発生したときの原発の危険性については十分に警告が出されてきたにもかかわらず、そうした警
告に耳を貸さず、事故や災害の想定を過小評価してきたこと、また本来とるべき対策を怠ってきたことが、今回の福島第一原発事故の最大の原因であることは誰の目にも明らかです。まさにそ
れは「原発震災」という「人災」となりました。東日本大震災の規模がたとえ１０００年に一度の確率のものであったとしても、深刻な事態を経験した日本国民は、「原発震災」を二度と起こしてはな
らないという決意を固めるべきです。

(2)利益は推進側が得てリスク負担を国民に押し付けることはもはや許されない
原発は地域への交付金や放射性廃棄物処理、事故対策などの費用に加え、事故があった時の補償金なども「経済費用」として計算に入れなければならない構造となっており、そのコストは適
切に算定され社会的に公開されるべきです。未だ収束の目途も立てられない福島第一原発の事故がもたらした損害は、莫大なものとなっています。そしてその後始末は、結局のところ国民負担
として押し付けられようとしています。福島第一原発の事故は、このような理不尽な構造をまかり通らせてきたことを明るみにしました。利益は推進側の関係者が得て、リスク負担を社会全体や
国民に押し付けることはもはや許されるものではありません。

(3)目先の利害を求めて負の遺産を将来に残すべきでない
政府はこれまで、核燃料サイクル事業の確立に向けて何兆円もの費用をかけてきましたが、事故や故障が繰り返され、未だに完成の目処は立っていません。それどころか福島第一原発の事故
を受けて、前提となる原子力発電そのものに多くの国民が反対する事態となっています。核燃料サイクル事業の破綻は明らかです。高速増殖炉もんじゅを廃止するとともに、六ヶ所再処理工場
でこれ以上の試験や運転を即刻中止することを強く求めるものです。原発を動かすことで生み出される放射性廃棄物の処理は、世界のどの国も解決の方針を持ち得ていません。福島第一原発
の事故は、人類と原発は共存できないことを明らかにしました。現代社会は、目先の利害を求めて負の遺産を将来に残すべきでないということを深刻に反省すべきです。

(4)重大事故に直面して適切な対処ができなかった政府に原発の管理は任せられない
福島第一原発の事故が発生した直後、放射能影響予測についても各国がいち早くシュミレーションする中、当事国の日本は何の情報も発信しませんでした。SPEEDI〈緊急時迅速放射能影響予
測ネットワークシステム〉は活用されることはありませんでした。最大限の努力をして国民の命を守ろうとする姿勢が日本政府にはありませんでした。進みつつある事故調査は、このような事実
を明らかにしています。根拠のないあいまいな情報に、私たち国民は何を信じ、どう身を守れば良いのかわからず、政府への不信は募るばかりでした。当事者である電力会社は、独占事業であ
ることに胡座をかき、不適切な癒着や献金問題、やらせメール問題を引き起こしています。今回の事故においてこのような実体が明らかになり、国民が事実を知るきっかけになりました。このよ
うな利権構造を解体もせず、重大事故に直面して適切な対処ができなかった政府に、原発の管理は任せられるはずもありません。

以上の理由から、一刻も早く脱原発を達成する「ゼロシナリオ」しか選択肢はないと、強く確信するものです。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

28498 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電０％を支持します。 福島原子力発電所の惨状は地震大国日本にはとても受け入れられないことが
実証されました。日本は唯一の被爆国として原子爆弾廃止と原子力発電廃炉を今すぐに行動に移すべきです。

28499 個人 その他 ６０代 女性 地震国日本に、原発は立地不可能。資源問題からみ
ても、再生可能エネルギーを研究、シフトすることが将
来世代への責任を果たすことになる。

日本のどこに立地しようとも、地震を免れるところはない。また、海の近くという制約から津波にしても然り。ウラン鉱石も有限な資源であり、また使用済み燃料の保管方法も未確定。

28500 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロについて ３・１１の東京電力福島原発事故で明らかになったように、原発は非常に危険性が高く、長期に渡って被害が明らかです。

核と人類は共存できないことを改めて確認しなければなりません。

これから日本はゼロシナリオを進め、代替エネルギーを開発し、世界をリードしていく必要があります。

28501 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロ・再生可能エネルギーの普及で真の日本再
生をはかるべき

原発ゼロ％を目標とすべき。放射性廃棄物の処理は現在に至るも一次処理さえままならず、最終処分は計画さえできていないではないか。つまり、今後数十年で放射性廃棄物の処理を行うこ
とは、不可能であると判断できる。核燃料リサイクルも、同様に数十年での実現は不可能であるし、プルトニウムの兵器転用の危険が常にぬぐえない。こんな現状は先延ばしにできないので、
原発は速やかにやめるべきである。
現在稼働中・待機中の原子炉は、廃炉にするのに100年はかかるだろう。福島の破壊された原子炉は、処分するのに何年かかるか、見通しさえつかないではないか。チェルノブイリをみれば、
破壊された原子炉の処分がいかに困難かは容易に理解できる。こんなものを今後も利用したり、ましてや新たに作ることを計画すること自体が、国家100年の計を誤ることである。
再生可能エネルギーの普及は日本の産業構造を変え、閉塞したエネルギー・経済状態を打開する強力なバネになり、真の日本再生につながる。イノベーションによる経済振興とは、そういうも
のであり、原子力や送発電一体の電力供給はすでに過去の遺物の技術である。
政府は、国民の多数意見に率直に従うべきで、一部財界やマスコミ、および”原子力ムラ”の少数意見を尊重するような状況にはない。

28502 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電依存率　0％の「ゼロシナリオ」に賛同いた
します。

　私は子供のころから、原子力は人間の手におえるものではないと考えてきました。ですから、三重県での中部電力の芦浜での原子力発電の計画が、なくなったときにはとても安心しました。し
かし、各地では原子力発電所が稼働し、私たちの生活を脅かし、ついには福島の事故がおきました。あの土地に人が再び安心して暮らすことはできるのでしょうか。できないと思います。なぜな
ら、人の手におえない怪物だからです。それを放置したまま、また稼働し始めています。こちらを向いてすまぬといっても、あちらを向いて、再稼働とはなんとひどいのでしょう。私たちはどれだけ
電力を使わぬ努力をしたのでしょう。まだまだしていません。電気がたらなくなるとの脅しはしないでください。恐ろしさを隠さないでください。冷房ひとつとってみてもまだまだ寒すぎる建物はおお
くあります。もっと企業努力をしましょう。今日の暑さをがまんして、私たちのずっと続く暮らしを守りましょう。電力が足らないから作るのではなく、いまある電力でできる暮らしを考えましょう。
　福島の今にもっと目を向けましょう。私達や子孫が愛せる国になるように、すべての原発という怪物と廃棄物がなくなるまで、声をあげ続けます。子供たちにも怪物がいなくなるくにをめざすよ
う、教え続けます。

28503 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 福島第一の事故は政府の見解とは違い、いまだ現在進行で事故が続いていて収束していないと考えています。

もし福島で再び大きな地震があった場合にはさらに大規模な放射性物質による汚染が起き、人も近づくことができなくなり収束不能になる懸念を持っています。

今回の事故により、安全な原発はない。核エネルギーはまだ人間の手中にある技術ではない。廃炉も核廃棄物の処理も技術的に完成していない。ということがはっきりとわかりました。

多少のCO2排出が多くなってでも、多額の開発費を投じてでも早急に脱原発をし、天然ガス、地熱へ移行するべきと考えます。

現在の再稼働の基準、原発規制委員会の人事もおおきな憤りを感じます。

28504 個人 家事専
業

４０代 女性 日本国内の原発をただちに停止し、原発に依存しな
い社会を追求することを
求めます。

広島は今日、６７回目の原爆の日を迎えました。
原爆と原発のしくみは同じです。原発が事故を起こせば、世界は放射能に
汚染されてしまいます。
母親として、ヒロシマの悲しみ、福島の苦しみ。これ以上、子どもたちに
負の遺産として原発と依存する恐怖を残すことはあまりにも無責任です。
私たちは、電気を消費し、便利で豊かな社会を当たり前としてきました。
原発をすべて停めると、今までのような生活はむずかしくなるかもしれ
ません。でも、いのちに代えられるものはありません。多少の不便も
受け入れる覚悟をもった母親たちの思いを聞いてください。

28505 個人 無職 ６０代 女性 安全な原発とは? 原発からの有害な廃棄物は永久的に残るのではないですか。地球を徐々に放射能汚染している原発。放射能汚染の解決が出来ないままでの「安全な原発」とはどういう「安全」なのでしょうか。
広島と長崎の原爆で放射能の怖ろしさを眼にした日本だからこそ世界の各国に先駆け脱原発に進むべきだ思います。

28506 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の新設反対。再稼動反対。40年を超えての条件
付稼動も反対。

　２月１４日の朝日新聞で、北海道電力が泊原発の廃炉作業に関する説明会の席上で、「原発に限らず、全ての科学的工作物に１００％の安全などありえない。さまざまな事象や事例・可能性
などを総合的に検討した上で、安全か否かを判断するしかない」という旨の発言をした、という記事が載っていた。
　これを「開き直りだ」として批判する声もあったが、言っていること自体は間違ってはいない。間違っているのは「だから原発も１００％の安全は担保出来なくても仕方ない」としている部分だ。
　本来であれば「だから原発はダメ」と考えるべきものだろう。原発というのは、100％安全・絶対安全でなければならないものだ。それが担保出来ないというのだから、だから原発は作るべきでは
ない、再稼動させるべきではない、という判断をすべきである。
　北海道電力の言っていることは（恐らく他の電力会社もこれと同じことを言うと思うが）まるきり逆であり、詭弁だ。
　
　政府は、経済活動に不安をきたす云々と言っているが、福島だけでも、事故後1年以上経過した現在でも、いつになったら収束するかわからない状況であるのに、万が一にも、これ以上事故が
起これば、「経済活動に不安」どころの話ではなくなる。日本という国の存亡に関わってくると言っても過言ではあるまい。
　
　野田総理は「万一の時には政府の責任で対処する」などと言っているが、では、具体的にどう対処するのかについての言及は何もない。あえて答えを求めても、恐らくは「仮定の話は出来な
い」という返事しか返ってこないだろう。しかし、事故そのものに対しても、被害者への賠償にしても、環境汚染の処理にしても、何一つ対処できていないことは、これまた現状が証明している。
　
　この問題に限らず、政治家が「責任を取る」といったところで、言葉で謝罪するか、せいぜいが役職、あるいは議員を辞任するくらいで、被害を受けた国民の不利益を具体的に回復させたこと
などありはしないし、出来るものでもない。そもそも、「責任を取る」といっている、この民主党政権が、実際に次に事故が起きる時まで続いているとは思えない。今の政権運営を見れば、続いて
いないと考えるほうが普通だ。まして、昨年12月の段階で終息宣言を出すような政権の言うことである。原発問題に限らず、マニフェストの大半を実行しない政権の言うことである。続いていられ
ては困る政権でもある。その政権に「政府の責任で」と言われても何の保証にもなりはしない。

　何より重大なのは、事故があれば元の状態に戻すのはまず不可能であることだ。あるレベルまでは、あるいはある一部の地域は元に戻るかもしれないが、被災地域（ほぼ東日本全域、あるい
はそれ以上か）全域が元通りになることはない。それが原発事故であり、しかも、原発が安全でもなければ、事故の確率だってン百年に一度などでないのは事実が証明している。

28507 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 ｢ゼロシナリオ｣を選択し、早期の脱原発をめざすべき
です。

　島根県は、県庁がある松江市に原発があります。
　万が一の事故が生じれば、多くの人々が危険にさらされ、県都機能は失われます。
　｢ゼロシナリオ｣を選択し、早期の脱原発をめざすべきです。

28508 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

原爆を広島や長崎に落とされ、それでも核の力に頼って、原発を作り福島で事故。いまだに収拾がつかない中、再稼働？？おかしいでしょう？　世界に向けて謝らなければいけないし、汚してし
まった地球は何万年もかけてしか元に戻せないんです。世界に誇れるエネルギー政策を打ち出すべき。即刻原発の輸出もやめるべき。再生エネルギー、次世代エネルギーを追求し、原発ゼロ
を宣言出来れば日本もすてたもんじゃない。そうしなければいけない責任がある。もし、経済的にどうしても稼働しなければいけないのなら、そうきちんと国民に説明をし、２０３０年には原発ゼロ
を宣言してください。原発で使用した核廃棄物はどうするんですか？何万年も有害な放射能を発しつづけるんです。目を覚ましてください。

1.原発と他の発電装置の安全性
-1原発も火力発電も、水力発電も他の発電もどれも絶対安全とは言えない。
　絶対安全な機械、装置、設備などこの世に存在しないのです。
-2大きな事故が発生した際に、事故の拡大を防ぐことが他の発電方式に比べ
　原発の方が難しい。原子力が人間の制御能力の範囲を超えています。
-3何より事故発生時に人智を尽くしても事故を収束出来なくなった際の被害
　の厳しさは原発が全ての発電装置の中で群を抜いています。
-4人命に関わる最悪の事態を想定すると、他の方式より原発を採用する理由
　は有り得ません。
-5原発の危険性はテロの恰好のターゲットにもなり得る点にも有ります。

2.人命と豊かな生活
-1産業の発展維持、国民の豊かな生活維持、或いは原子力技術発展のため原発を継続すべきとの意見には、極端に言えば人命より豊かさが大切との考
　え方のように聞こえます。
-2いずれは原発廃止するも当面は原発を継続せざるを得ないとの意見にも大事故なんてそんなに続いて発生するものではない、それより当面の豊かな生活を守らねばとの考え方が滲み出て
いるようです。
-3事故は何時起こるか誰も確言出来ません。
　事故が発生すると人は人命第一と言います。事故が発生する前から人命第一と言って下さい。

3.原発廃止に伴って発生するデメリット
-1電力不足、節電、計画停電など
　（1）今夏の予想では、電力不足が大きいものとは思えません。
　（2）原発を即廃止する方針なら当面の節電、計画停電は国民は受け入れると思います。
　（3）どうしても電力不足が続くなら、休止中火力、水力などの再稼働、
　　　場合によっては火力、水力等の新設を国内広く検討し早く設備出来る地区に新設しその電力を国内の不足地区に融通します。
-2原発廃止による雇用の問題
　（1）当面は廃炉作業での雇用継続とします。
　（2）近将来的には原発の有る地区に再生可能エネルギー発電所を新設して、原発雇用に置き換えます。
-3電気料金の値上げ
　（1）原発の方が火力より安いというのも原発の安全神話よりのもので、
　　　今回の大事故を踏まえての損害賠償、補償を加味すると原発は安い
　　　との神話は疑問と言えます。
　（2）原発を従来通り継続しても賠償、補償の観点から電気料金の値上げ
　　　になると考えます。
　（3）結果的には原発廃止、継続に関わらず電気料金の値上げになります。　　　その程度の差は判りませんが大差が有るとは思えません。
　（4）国民に対して本当に明朗な納得出来る会計報告が有れば、認められると思いますが、便乗値上げ的な手法では反発されます。
　（5）一方電力業界のオープン化を少しでも早く実施することが合わせて
　　　求められます。これによって値下げへの期待を持ちます。
-4原子力技術の維持と発展
　（1）原発の廃止により日本の原子力技術の低下が心配との意見が有りますが、逆に原子力技術の維持発展のために、危険な原発を存続させるのでしょうか？既存原子力村の人々、組織を
守りたい理由ではないとは
　　　思いますが。
　（2）また原子力技術とは原発だときめつけられるものでしょうか？
　　　必要な原子力技術は今後とも発展させていくのは当然と思います。

　（3）将来の原子力技術発展のために商業的原発以外の実験的施設が有ってもよいのではないかと思います。
　

28509 個人 無職 ６０代 男性 原発は即廃止と決断して下さい。
同時に原発廃止に伴って発生するデメリットに対する
対策を即計画しそれを実行して下さい。



28510 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電への依存を無くし、０％になるよう早急に
取り組んでください。送電線は自由化すべきです。事
故や放射能拡散、代替エネルギーの選択肢等、情報
は操作することなく、正確にありのままを公表してくだ
さい。

　日頃の政府公報は、原子力による発電無くしては、発電量が不足し、産業が衰退するとか生活に支障をきたすなどの面ばかり取り上げられ、危険面について言及したりないように感じます。
　設置から廃棄まで考えると、原子力発電は最もコストが高いと思われます。福島のように事故時の危険や被害を考えると、原子力を使い続ける事は人類の破滅を早めることを意味すると思い
ます。
　また福島のような原子力発電所の事故があれば、日本は人が住めない国になってしまいます。被爆や放射能の拡散により、人間はもちろん、山の幸海の幸農作物が汚染され、何も食せない
不毛の土地になってしまいます。住めない土地に産業も生活も関係ありません。
　最優先で取り組むべきことは、原子力発電をやめることだと考えます。

　そして、代替エネルギーや自家発電の売買を促進させる為に、電力会社の寡占状態である送電線を自由にしてください。東京電力の不始末で一企業である電力会社が国有化されるのなら、
電力会社の送電線も国有財産と考え、フリーにするべきだと思います。

　また情報はありのまま正確に迅速に公表してください。テレビ、新聞、公報など全国民にわかるように努めて下さい。現在はネットがあり、日本で隠しても外国から情報が入ってきます。隠蔽
は、政府への不信感を招き、国民の不安を募らせるだけです。

　いま多くの方が、原発反対のデモ等の活動を行い、訴えています。その声を真摯に受け止め、回答をして下さい。
28511 法人・団

体等
法人等 法人等 法人等 　原発依存は考えられません。 　脱原発への政策転換を求めます。

　再生可能エネルギーを活用し、｢(1)ゼロシナリオ｣を基本に制度の設計を進めてください。
　事故が起こった場合、責任が取れないことが明らかになった以上、原発依存は考えられません。

28512 個人 無職 ６０代 男性 私は、ゼロシナリオを推挙しますが、その前に、「人類
にとって規定不可能なリスク」を有する原発の廃止／
継続について、国民が徹底的に議論しその決定が他
の全ての議論や行動の前提となるべきであると考え
ます。

パブリックコメント聴取の機会が設定されたことに対し、謝意を表します。
是非とも、国民の意見を反映した計画を作成し、実行して頂きたい。

エネルギー・環境に関する3つの選択肢の中では、ゼロシナリオに一票を投じる者です。が、強く以下のことを主張致します。
私は、「エネルギー・環境会議」がまとめた「エネルギー・環境に関する選択肢」には、重大な議論の欠落があると考えます。福島第1原発事故が示す最も重要な事実を見落としていると思うから
です。
それは、福島第1原発事故によって、原子力発電が “人類にとって規定不可能なリスク”を抱えるとてつもない危険な事業であることが、国民の前に明白となったことです。そして、この重大な事
実に対して、どう理解しどう向き合うのかがいまだ十分に議論されておらず、日本国民の総意としての、原子力発電に対する基本姿勢が明確に確認されていません。
今回の事故による被害の大きさを考えると、何よりも先ず原発に対する国民の考えを再確認すべきです。国民の総意が反映されない原発計画は、一切無意味であると考えるからです。
つまり、予測不可能・計測不可能・収拾不可能という規定不可能な事故が現実に起きてしまった現在、何故このような事故が起きたかを究明することも大事ですが、一体この責任を誰かが取れ
るのかという現実を、国民が十分に認識する必要があります。その上で、今後誰も責任を取らなくても原発を進めるのか・誰も責任を取れないなら中止するのか、国民の基本合意を明確にする
ことが先決です。ここが全ての出発点であると考えます。
何年までに原発をゼロにするとか、エネルギーミックス比率を何％にするとか等の実行計画案は、その後の議論であるべきです。

この最も基本的な問いに対して私は以下の意見を持っています。
規定不可能なリスクがあるという事は、結局誰も責任を取れないということです。誰も責任をとれない事業は、もはや事業ではありません。原子力発電は、とてつもない膨大なエネルギーを扱う
ものであり、一旦事故が起きた場合、人間の制御は不可能となり取り返しの付かない被害を社会にもたらす事業です。原子力発電のリスクは、他のいかなる産業のリスクとも到底同一視できる
ものではなく、全く異質であり次元の異なるものです。
この事実を、すべての原発の議論の出発点として理解する必要があると思います。誰も責任を取れないような国家的事業は、絶対選択してはいけないと考えます。

私は、原子力発電が未来永劫“規定不可能なリスク”をもち続けるかどうかは分りません。規定可能な範囲で研究を続けることには反対はしません。ただし、現時点のような、既得権益者が明確
な安全の裏付けもないまま・責任も取れないまま、「大丈夫だ」と叫んで進めることだけは絶対に赦してはならないと考えます。
地震国・火山国・海に囲まれた国、この日本で、規定不可能なリスクを持つ原子力発電を進めることは、国を滅ぼす行為だと考えます。

以上。

28513 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します！！！ 原発ゼロシナリオを選択します！！！

原発は100％安全ではない、制御出来る代物ではない、と東日本大震災で証明されたからです。
そして、原発に代わる新世代エネルギーへ切り替えることを切望します。
新分野の開発によって、技術、経済、雇用などの活性化に繋がることを切望します。
今までの方法がこれからも有効だとは、とても思えないのです。
だから今、やり方を変えるべきです。

28514 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 車でも四十年乗り続ける人がいないのに、国民に大きな影響を与える原子炉が四十年以上使われるのは道理にかなわない。新設なんてもってのほか。その予算は稼動中の原子炉のパイプ、
ポンプ、ボルトなどの各部品の点検、交換に！
まず、関西電力管轄外で何の問題もなくこの夏がすごせたら、各原子炉は廃炉にするべき。
放射能汚染とその影響については未知の部分がある。漁師の父が獲ってくる魚を毎日食べているが、検査されていないのでとても不安。影響も今後何年に渡って受け続けるのか、詳しく調査を
続ける必要がある。それを怠り再稼動に走る政府には強い嫌悪感と不信感しか受けない。国民の命が尊いのなら、新しいエネルギー政策に日本の技術を発展させて世界を引っ張っていく前向
きな未来像を描いて証明して欲しい。

28516 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本の安全保障上、原子力、火力、水力など全ての
発電手段を全て持つべき。

私は原発関連になんの利権も関係もなく、原発容認の考え方だが、 これ以上脱原発や原発ゼロの声が大きくなると原発推進に向かうだろう。

電気を得るために、原子力の他に主要なところで、火力、水力、風力、太陽光等があるが、火力発電は中東情勢により供給が不安定であるし、
特に最近は中国がアフリカへの援助により石油資源を一手に握ろうと 画策している。
化石燃料を燃やすために環境汚染、地球温暖化への影響も大きい。

そういえば京都議定書はどうなったのだろうか？

水力も、雨不足によりダムが枯渇すれば、飲み水だけではなく発電も安定供給は難しくなる。
風力や太陽光が安定供給できないのは言うまでもないだろう。

いま、世界ではドンパチだけが戦争ではなく、すでにエネルギー争奪戦という名前の戦争は始まっている。

そういう状況で、発電は、あらゆる手段をすべて持っていることが安全保障上も肝要だ。

特に、日本が唯一安定的に発電できる原子力発電の手段を無くそう、というのは、瀕死の患者からチューブを外すのに等しい愚行だと思う。

先の大震災において原子力発電に関わる政府、東電などのデタラメで 多くの国民が不審に陥っているのは理解できるが、大震災以前の日本は まがりなりにも原子力を制御してきたのだ。
それだけではなく、世界的に見ると、かなり高い技術力と管理レベルを 保持しておりインドなど他国へ輸出するほどだ、という事実も評価 すべきだと思う。

世界の人口の1/4を占める中国人・・・これが最近まぐろを食べるようになり、日本から高級なまぐろが消えた。
サバも食べるようになり、日本は中国に買い負けして、サバさえも 中国に持っていかれている。

その中国では最近自家用車の保有率が上がっており、中東の石油も中国が 日本よりも高く買う傾向にあり、やがて日本に回ってくる石油は激減するだろう。

気がついたら中国は日本の喉もとに匕首を突きつけた状態でYESかNOを迫る事態になっていないとも限らない。

28517 個人 無職 ７０代 男性 ０％にすること 原子力の被爆国であり、大地震や津波火山の国であり、近隣に北朝鮮があるなど、わが国の原子力の事故対策は世界一の完璧さが必要であり、それが出来ていない現在、原子力発電は０％
にするべきである。

28518 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 人間は原子力を取り扱えないということが、原爆でも
原発事故でも身にしみて解った。原子力に注いでいる
労力とお金を再生可能エネルギーにシフトすればいい
だけなのでは？唯一の被爆国として政府の英断を期
待します。

私は広島で生まれ育ちました。

当然のように周囲には「原発反対」の大人が多くいました。

それは悲しい記憶がそうさせるんだと、感情論だと思い、
私自身は「平和利用なら原子力もいいのでは。二酸化炭素もでないし」
と考えていました。

しかし、今回の原発事故で
「原子力は人類が取り扱えるものではない」とようやく解りました。

原子力に注いでいる労力とお金を、再生可能エネルギーにシフトすればいいだけなのではないかと思います。

唯一の被爆国として、政府の英断を期待します。

原発依存率ゼロ％、ゼロシナリオを選択します。

【理由１】原発事故の前後で、原発関係者の安全意識に何らの変化も見られないこと。

　福島第一原発の事故で、10万人以上の方々がその土地を追われ、数百万人の住民が現在もレントゲン室と同じレベルのところで暮らしている。3基が一度にメルトダウンするという、過去に例
のない世界最悪の原発事故。政府の事故調査報告書によれば、直接の原因は原発事業者である東京電力の不作為と不適切な対処によるものだ。つまり、少なくとも2号機と3号機は、現場の
適切な対処によってメルトダウンを免れることができた、ということ。この様子は、実際にメルトダウンを免れた福島第二原発との対処の差として、克明に報告されている。
　しかしこれを、現場の作業員のせいだけにしてはいけない。原発事業者が来予防措置として行わなければならないシビアアクシデントに対する訓練は、殆ど行われていない。安全神話をベー
スにした、経営陣の犯罪的な不作為と言える。このような状態を平然と見逃してきた原子力規制機関(保安院)の罪も、重い。
　これだけの事態を踏まえれば、安全基準を大幅に見直し、そのための対処を施し、シビアアクシデントに対する訓練を含む教育を見直し、広域の住民を巻き込んだ避難訓練を実施するなど、
原発を動かす前にやらなければならない安全対策が山ほどあるのは当然。それにも関わらず、政府と原発事業者は、何の安全対策もとらず、事故の原因にも触れず、以前と同じように原発を
動かしてしまった。驚いた、本当に。そして猛烈に腹が立った。
　国民の生命を守るのが第一義の政府が、事もあろうに率先して国民を見捨てた……。
　ああ、原発はもう動かしては駄目だ、そう強く思った。あれだけの事故を目の当たりにしても、原発事業者と原子力規制機関と政府は、安全意識を全く変えていないのだ。
　元々私は、原発の新設はしないけれど、既存の原発は動かし、40年で順番に廃炉になっていけば、最終的にゼロになるという、政府案にはない7%位の案だった。しかしこの案には、大前提が
ある。事故を教訓にして、安全対策を徹底すること。しかし政府は、この点については、徹底して無視を決め込んでいる。
　政府の事故調査報告書の418頁には、こうある。『行政と事業者がなすべきことは、分析によって浮かび上がった対策の不備や欠陥について改善策を講じていくことであるが、すぐに全ての欠
陥の「穴」を塞ぐのは困難であろう。その場合、残された対策とその問題点を公表し、今後どう対処していくべきかを規制関係機関と関係自治体が地域の住民と議論して、共働で次善の策を絞り
出すという取組が重要となるだろう。そのような地域の住民の視点に立った災害の捉え方と安全への取組が定着して初めて、この国に真の安全で安心できる社会を創造することができると言え
よう』
　政府の報告書が、住民への透明性と住民との共働を求めているのに、政府自身がそれを全く無視している。

【理由２】原発シナリオは経済的な負担が最も重く、産業の空洞化を招く。

　政府のゼロシナリオでは、化石燃料への依存が高くなって、コスト負担が最も重くなると説明されている。しかし、重要な観点が欠落している。再び事故が起こる可能性を全く考慮していない。
政府のシナリオ自体が、安全神話でできている。15%または25%の原発邁進シナリオの場合、事故のコストを計上する必要がある。前述した通り、政府も事業者も、全く安全神話から抜け出るつ
もりはないようなので、事故が起こる前提は必須。もう一度原発事故が起きたら、日本は、物理的にも、経済的にも、決定的に潰れる。
　そして、今後安全対策に莫大なコストがかかる上に、火力発電にも水力発電にも計上されている損害保険のコストが原発には計上されていない。これも考慮すると、経済性の点ではもう考え
るまでもなく、原発など選択したら生活が成り立たなくなる。
　どのシナリオを選択しても、高くつくことに変わりはない。ならば、何を基準にするのか。安くなる可能性のあるシナリオはどれか、を考えるべき。原発が含まれていると、安くなりようがないが、
再生可能エネルギーは、いずれ安くなる。

【理由３】原発を止めないと、地球温暖化が止まらない。

　原発はCO2を排出しないクリーンエネルギーと言われてきた。しかし、電力会社は今｢『発電時に』CO2が発生しない｣とわざわざ限定するようになった。ウラン燃料を作る過程で、大量のCO2を
発生させているからだ。そして、1秒間に70トンの海水を引き込んで、その温度を7度上げてまた海へもどす、ということをやっているのが原発(1機あたり)。こんなに猛烈な勢いで海を温め続ける
原発の、一体どこがクリーンエネルギーなのだろう。原発を止めないと、地球温暖化を止めることもできない。
　加えて、CO2なら植物が吸収してくれるが、放射性物質は誰も吸収してくれない。事故がなくても、原発はいつも放射能を吐き出し続けている。2007年度の1年間に、泊原発だけで、ヨウ素131
は12万ベクレル、トリチウムは27兆べクレル、外部に放出している。もし再処理工場を動かせば、原発100基分の放射性物質を常時吐き出す。

【理由４】15%シナリオは、原発を新設するシナリオだから。

　15%シナリオでは、少なくとも島根3号機と大間原発の2基を新設することが前提になっている。新設をしない、というシナリオではない。また2030年以降のことは後で決めることになっているの
で、ずっと15%のままの可能性もある。それに、高速増殖炉や再処理工場を動かことにもなっている。
　原発の新設だけは、絶対に認められない。

28515 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存率ゼロ％、ゼロシナリオを選択します。
原発依存からの、速やかな脱却を求めます。
他の2つの選択肢は、あり得ません。



28519 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電は今すぐ中止を希望します。
２０３０年の原発依存度は、０％です。

原子力発電は今すぐ中止を希望します。

日本が、このような事態になっても、原子力発電をつづける理由がわかりません。

一番大事なのは、命です。

わかりきったことを、忘れていませんか？
誰のため、何のために政治家になられたのですか？

私は、今までのエネルギー政策は、間違っていた事に気が付きました。

私は、子供の未来に責任があります。
節電には、最大限の努力をします。
そして、声をあげます。

政治家の方達は、正気を取り戻して下さい。

あなた達の善意を信じます。

原子力発電を続けても、平和にはなり得ません。

28520 個人 学生 ２０代 女性 原発0のシナリオを望みます。 電気よりもみんなの健康が大切だと思います。そしてまだまだ節電出来るところがあると思うし、違う自然エネルギーに移行してほしいです。お金もかからないで絶対出来るはずたと思います。
原発のお金の分そっちにまわしてほしいです。

28521 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を選びます 福島原発も収束していない、誰も責任をとっていない、働く人が被爆する。安全性も確認できていない、そんな原発をこの地震大国で動かすことはまったくもってありえません。今の汚染は日本
国民だけではなく海外の人々へもいい迷惑です。まだ、対応が納得いくのであれば考える余地があったかもしれませんが隠すだけの政府の対応にがっかりというかびっくりしました。原発を即時
止め廃炉にしてください。

28522 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は、非常に危険なので、反対。他の方法
で発電すべきだし、最低限必要な電気で生活できるよ
うにすべきだ。

　今回、地震と津波で放射能がばらまかれた。確率は低くても大きな被害を伴うことが分かった。
　苦労して建てた家に帰れなかったり、知らぬ間に被曝していたり。今は一見大丈夫そうな状況なのに将来に大きな不安を抱えて生活している人たちがいる。自分と家族に当てはめてみても、
もし同じ状況になったら、北陸の原発が事故を起こしたら、今の場所には住めない。福島の状況をみると、「安全」は絵空事だったとしか言いようがない。地震国日本には、原発は危険すぎる。
大金をかける意味もない。
　原発を即時停止し、国民に健康で安全な生活を保障することこそ、原発事故を起こした我が国の政治家、政府、企業が為すべきことだ。その反省が生かされてないのは、国民として非常に悲
しく辛い。国家は国民を守る立場ではないのか。政治は、政府は、我々を守る立場ではないのか。広島の原爆の犠牲者が、福島の被爆を心配しているとのこと。原爆と原発は同じだったと気づ
いたとのこと。日本の歴史で、また被曝者を出してしまったことは悲しいことだ。
　雨後の虹を見つけ、青空に浮かぶ雲の白さに喜び、夕焼けの美しさに感傷的になる。平和で、生きていることを喜べるこの幸せを、子々孫々に残したい。いや、残さなくてはいけない。
　だから、原発はいらない。

28523 個人 その他 ４０代 男性 セ?ロシナリオ 2012/8/6現在、発電用原子炉は2基が稼働するのみで電力会社の供給能力が低下している。電力不足に対して自動車関連産業は内部留保を活用した設備投資、生産設備の低消費電力化、
自動化推進、生産性向上で対応しており、生産力の低下は起っていない。自動車関連以外の産業も省エネ技術開発、設備投資、生産性向上で対応できると考える。

長期的に日本の製造業は円高進行により収益が悪化して、空洞化は避けられない。円高を活かした投資立国に産業構造を変えて行かざるを得ない。投資立国となれば、電力消費は抑制され
る。

以上、短期的にも長期的にも原子力発電は不要と考える。
28524 個人 無職 ６０代 男性 １．原発は撤廃すべき。

２．エネルギー源が不足というのは間違っている。
３．「原子力は安全で、平和利用をする」という、耳に
やさしく聞こえるこの言葉、こんな事故の後ではむなし
い。

　(1)そもそも、原子力は制御が不可能な危険なもの。
　(2)特に自然界に存在しないプルトニウムのようなものを作り出すこと自体
　　が、危険極まりない。長期間にわたって処理もできないものを、作らない
　　でいただきたい。
　(3)エネルギーが不足するというのは、間違いです。原発がなくてもやってい
　　ける。よく小出氏の意見を分析してください。

ここまで書いていて虚しくなりました。
本当はこのパブリックコメントやらも、正しく反映されるのでしょうか。それほど、今のあなた方は信頼がおけないと私は思います。
この集計をする方、その上の方、そしてその上の方、原子力安全委員会の方、そして政治家の方、みなさんのみ同じ世界に住んでおられるのだと。

だから、あなた方をのぞく多くの国民は政治に、お役人に、お偉い組織の方々、権力のある方々の進める日本に失望と絶望を感じているのだろうと思います。今の子供たち、未来を支えてもら
わないといけない子供たちに、胸を張って正しい行いをしている、といえる人があなた方の中にどれほどいらっしゃいますか。

給料のために子供たちの未来には目をつぶっているのではないですか。
今の政治のドタバタをみていても、情けなくて仕方がありません。

もう汚染された土地には住めないし、この汚染は今後何十年なくならないのですか！こんなことをおこした張本人は誰なんでしょうか。誰が責任を取ったのでしょうか。
政治家の皆さん、官僚の皆さん　その家族の方々、特にお子様、原発1km以内の土地に住むという人はいますか。
目に見えず、味も、においもなく、即効性で死なないからといって、また原発を稼働する神経を疑います。

と、ここまで書いて、また暗澹とした気持ちになります。
前向きに考えましょう。あなたがたはきっと間違った方向をただそうとしてくださっているのだと。原発事故の中に飛び込んでいく方々なのだと。一緒に放射能を浴びてくださる方々なのだと。己の
体や家族を犠牲にしてくださる方々なのだと。何年かのち、日本が生き残っているとしたら、あの時に亡くなった方々は、尊い犠牲になったのだと歴史に刻まれるであろうことを。

孫たちに伝えたい。
皆様が正しい方向に行動されますように願ってやみません！！

28525 個人 自営業 ４０代 男性 原発０社会の一刻も早い実現を求める。人間の作っ
た機械は必ず壊れるのが道理。事故原因は自然災害
が原因とは限らない。悪意を持って原発を計画的破
壊しようと攻撃した時、日本の国土、歴史、文化、社会
は壊滅する。

　電気はあると便利であり、今や現代生活に欠く事ができないものではあるが、そもそも電気を使い過ぎ。生活を見直さないと行けない。その電源となる発電手段は、事故が起き放射能汚染が
広がった場合の重大さ、悲惨さを思えば、原子力発電に拘る必要は無いのは明らか。以下の通り３つに理由から原子力発電に反対します。
　１、これは、あってはならない最悪な事態の想像であると前置するが、もし、戦争行為、あるいはテロ行為による破壊行動が、複数個所の原子力発電所を標的とし、しかも同時に狙われたらど
うなるだろう。戦争においてはいつの時代も相手国の国力を落とすための戦略攻撃として橋や鉄道、工場などを破壊するのは常だ。発電所もしかり。あるいは少人数のテロ組織であっても常識
を逸脱した「悪意」があったならば、原子力発電所は人為的に事故へと導ける。原発を制御不能にさえすれば大規模な事故を誘発でき、結果には核攻撃受けたのと同じくらい甚大な被害を受け
ることになる。広大な地域で長期間人が住めなくなってしまう。
それに引き換え、地熱発電、太陽光発電、などの再生可能エネルギーの発電所の
場合はどうか。たとえ攻撃されて破壊されたとしても一時的に電源を失うかもしれないが、再建、復興は容易く、原発のように子孫に対して重大な問題を残さなくてすむ。
　２、原発の必要性の理由として「クリーンで温暖化を抑制する」と政府と電力会社は宣伝するが「嘘」である。太陽光（熱）で生み出された再生可能エネルギー以外で、人間が人為的に生み出
す熱は結局、温暖化を促進させている。

　３、発電にともなって増え続ける放射能廃棄物問題も重大だ。問題を未来の子孫たちに先送りしてはいけない。

　以上、原子力発電に見切りを着ける決断こそが、人類の文明というものだと確信する。

28526 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオに賛成します。 原子力発電所が存続する限り、災害・人災などによる事故が生じた場合、チェルノブイリの事故や東日本大震災で生じた福島第一原発でもわかるように、対策の取りようもなく放射能の影響の
影響は付近に住む住民に限らず、狭い島国である日本では放射能の影響のない場所へ逃れることは不可能である。
また、エネルギー政策を化石燃料に頼るよりも、再生可能エネルギーへのシフトを行うべく、モノづくり大国である日本の研究・開発能力を存分に発揮できるよう政府が大々的に支援する旨を国
民に分かりやすく説くことができれば、国民も税金を上げることも厭わないと思われる。
日本の再生エネルギー開発への大きなかじ取りは、国内のエネルギー問題の枠を超えてここ数年続いている世界的不況に対しても、貢献できるのではないかと期待できる。
そして、私は現在、まだ子供を持ってはいないが、将来持つべき子供が安心して暮らせる原子力発電所のない国にするべく、働きかけを続けていきたいと思う。
以上のことから、日本の将来を考えれば、ゼロシナリオが当然の選択であると思います。

28527 個人 無職 ６０代 男性 節電ではなくすべて電気に頼らない生活。
テレビで東電は「でんこちゃん」がこたつの電気の消し
忘れのようなコマーシャルを放映していました。電気
にに頼らない依存しない生活を政府は国民に訴えて
こなかった。

東電は電気を使え使え東電が潤うからの方針で電気を作ってきました。出来る限り電気に頼らない依存しない生活に変える方向にエネルギー（思考力）を傾注する事で電気に頼らない生活が
出来る。
テレビの呼び電気・自動ドアー・電気釜・自動ゲート・自動シャッター・その他数々の無駄な電気を構造的に以前の様にな原点に返り手動ドアー・ガス釜等々便利をはぶき昭和の５０年代に戻す
ことにより原発に頼らない自然エネルギー（水力発電）と僅かな火力発電で国民生活を変えるのです、原子力学者の頭の良い知識を地道な風力発電や波浪発電等々の研究を推奨し変更させ
る、また冬の豪雪をただ捨てる事無く自治体で雪を圧雪して倉庫に保管し夏の冷房用として販売するとか電気に依存しない生活に国民の考え方を変えることにより頭に良い日本人は色々の発
明や発想の転換により電気に頼らない生活に変える事が出来と思います。

28528 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発とは共生できず、経済的にもペイできない。被災
で大規模な水道施設、ガス施設、ガソリンなどの流通
システムが、実にもろいものだと実感した。原発は全
廃し、省エネ・省資源の社会システムを構築するべき
だ。

2011年3月11日の被災以来、電気・水道・ガス・ガソリン等のライフラインのあり方で現実に大変な苦労をした。私の住む多賀城市は、かつては市内・近郊の井水、河川からの取水で上水道をま
かなったが、使用水量の増加に対し仙塩広域水道事業で、遠く七ヶ宿ダムから導水した。今回この大規模な導水施設が要所要所で壊れて、復旧にも長い時間がかかった。また下水道処理施
設も、大規模化・集中化で、未だに完全な復旧はしていない。上水道では、塩釜市は以前からの独自の水源を今も確保しているため、水道の復旧は大変早かった。
電気、ガス、ガソリンなども流通網が大規模・効率化を追求したため、今回の災害では、復旧に大変時間がかかった。以上のように大規模化は、冗長性にかけており、効率化も度が過ぎると、重
要部分の支障で機能が簡単にマヒしてしまう。
コミュニティ単位で、適正な規模の、柔軟に対応できる仕組みを再構築すべきだ。
被災直後は、福島第1原発の炉心溶融、放射性物質の環境への汚染、女川原発などの事故直前の状態に置かれた危険な状態が、私たちが知らないままに同時進行していた。当面の緊急対
応に毎日追われている状態だから、正確な情報はない。原発周辺、福島県内の状況はもっとひどいものだったろう。原発は、日本のような狭い国土、人口密度の国では、本来立地できないもの
だ。
災害時のコントロールも確立されていないし、何よりも放射性廃棄物、使用済み核燃料の処理ができないでいる。莫大な費用をかけて研究、建設が進められているが、間に合わない。たった１
つの原発事故（原子炉４基分だが）でさえ、これほど莫大な被害、莫大な事故処理費用、莫大な労力と時間がかかってしまう。これ以上のコスト負担は、日本経済の重荷になるだけである。
とにかく、引き返すなら早い方がいい。今から引き返して、自然エネルギーを中心に、これまでとは違う省エネ社会をつくっていく方が良い。投資・成長も、その方向にした方が将来ずっと伸びる
はずである。

28529 個人 家事専
業

６０代 女性 福島の原発事故以前から脱原発を訴えています。原
発にかける頭脳とお金を再生可能エネルギーの開発
に注ぎ込んでください。

大飯原発を再稼動しなくても関西電力の電気は足りていると聞きました。電力不足ならそれなりのデータをを開示せよ。

安全神話は完全に覆されています。人類の手に負えない「負のエネルギー」に日本の未来はない。

アメリカのGEのトップも原発に経済的効果を説明するのは困難であるとコメントしている。

28530 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電は全廃すべきです。速やかに原子力発電
を「０」とすべきです。

原子力技術に完全に安全はありえません。’想定外’のことは起こります。
自然の力は巨大です。人間がすべて制御できると考えるのは尊大すぎます。
人間がいつ何時’ポカ’をするかもしれません。原子力が事故を起こしたら
回復できない状況が出ます。テロで事故が起きたらどうするのでしょうか？
人間が住めない地域が広がります。
　産業の発展、経済の発展などと言っていられない状況が出ます。
　もう１度原発事故を日本が起こしたら日本は世界の鼻つまみ者になるでしょう。近隣諸国、地域に放射能がばらまかれたら日本はどう責任を取れるのでしょうか？日本の製品、産物を買ってく
れなくなるでしょう。そもそも日本で生産できなくなる可能性もあります。住めなくなる可能性もあります。
　それでも、’経済成長を’と言っていられるのでしょうか？

28531 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電力の安定供給と再生可能エネルギーの開発につい
て

電力の安定供給は大変に大事な事と思います。しかし、原子力発電所の怖さもあります。そこで、提案です。原子力発電所を再稼働し、まず当面の電力を確保し、再生可能エネルギーの発電
量に従って、原子力発電所を廃止して行くのはどうでしょうか？再生可能エネルギーの推進を図りながら、原子力発電所を減らしていく、国民が再生可能エネルギーを伸ばせば、原子力発電所
が減る。分かりやすいと思いませんか。以上提案します。

28532 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望 放射性廃棄物の処理の問題。
原発事故による、環境や人間に与えるリスクが大きいため。

28533 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島原発の事故の大きさ、また、拡散した放射能によ
る被害の大きさを考えれば原発ゼロを目指すべきで
ある。

今までは、原発は身近な事とは感じていなかった。しかし、昨年の事故以降、福島で『立ち入り禁止区域』は出来る、各地の食品の摂取制限は起こる。終いには、都内でも放射能による汚染が
見つかる状況。こんな事が、各地で起こったらどうする積もりなのだろう！『絶対安全』なんて無い事は、今回の震災で分かったのではないだろうか。それでも『絶対安全』と言えるなら、『東京湾』
で原発を新設出来るかどうか国民に信を問いてみたらいいではないか。それで信任されるならば、仕方ない。

28534 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 事故が起こるまで原発が安全だというコマーシャルしか聞いてこなかった。不便をみんなで分かち合ってでもいい。危険と隣り合わせのエネルギーに依存するのはもうたくさんだ。

28535 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。外国のエネルギー政策や
実績を参考にしたり、国民の意見を集めて、人間がコ
ントロールできるエネルギーを使って生きて行く方法を
模索するべきです。

私はゼロシナリオを支持します。事故が収束しておらず、環境が放射性物質で汚染され続けている今、食料品の「国産」という言葉はもはや信用が失われました。外国のエネルギー政策や実績
を参考にしたり、もっと国民の意見を集めて、多少の不便が生まれても、人間がコントロールできるエネルギーを使って生きて行く方法を模索するべきです。
理由は、「万が一」の事故が起こり、対応ができなかった、電力会社への不信感があります。一つの電力会社がほぼ独占して電気を販売をしている状態に今まで何の疑問も持たなかった事がと
ても異常な事だと気づきました。国民の意見を集める開かれた機会をもっと増やしてください。

28536 個人 学生 ２０代 女性 国民が、原子力発電所の危険性を正確に認知してい
るように感じることができない。故に、今後同じことが
他の原子力発電所で起こった時に同じことが起きると
予測されるため、ゼロシステムを支持する。

まず、原子力発電所は大震災が起こった時に本当に耐えられるのか。日本という国は、地震大国である。日本の中で絶対に自信が起こらないという場所は存在していない。原子力発電所の立
地に関しても、浜松や福井の原発銀座などは、断層の上、つまりいつ何時自身が来てもおかしくない土地に建てられている。原発銀座で事故が起こった時には、近畿の水瓶である琵琶湖の汚
染が懸念されている。そのことを、原発建設時にわれわれ国民に教えていたのか。
もし、事故が起こったとき、その事故の責任は国がとるのか事業者が取るのか。私たち国民を一体なんだと思っているのか。確かに、私も理系の大学を卒業しているため、日本の技術は素晴ら
しいものがあると思うが、日本の技術と自然の恐ろしさならば、自然の恐ろしさの方がよっぽど上位に位置すると考える。日本の技術が素晴らしいから事故は起きないと本当に言えるのか。それ
は言えないと思う。なぜならば、私たち人間が間違うことを防ぐことができないからである。ヒューマンエラーを予防するための処置は本当にとられているのかというと、原発の保守点検を行って
いるのはわれわれ人間であること、今回の原発事故の時に日本のロボットは活躍できなかったことから、ヒューマンエラーの予防措置はとられていないと結論付けつことができる。
福島の人たちは農業や漁業で生計を営んでいた人が多く、とても豊かな自然があった土地柄である。湧水を使って生活していた人たちも多く存在する。湧水と水が山から湧き出ているものであ
るため、山全体を除染する必要があるが、国家としての判断は人間の生活している数ｍの場所しか除染しないというものであった。その湧水を使って生活している人たちの生活はどのように保
証するつもりなのかをはっきり聞かせてほしい。見殺しにしろというように感じられるのは気のせいだろうか。
そもそも、防ぐことができない地震が多発する国家である日本に原発を立てたのはなぜなのだ。日本の技術が自然に勝てると思っているのならば、地震を防いでみたらどうでしょうか。
他の原子力発電所で同じことが起きた場合は、その土地に住んでいる国民も見捨てるのでしょう。私たちの故郷を遠慮なく奪うのでしょう。福島の人たちの故郷を奪ったわけですから。除染すれ
ば本当に大丈夫なのでしょうか。
他の原子力発電所で今回のように制御不能や原発の暴走などが起きた場合、やはり同じことが起きるようにしか感じられない。
故に、原子力発電所からの発電量がゼロになるゼロシステムを支持します。



28537 個人 家事専
業

５０代 女性 即刻、全ての原発の廃炉を希望します。将来再び震
災が起こる可能性があり、福島の事故は、未だに解
明されてません。原発は人間の力では制御できない
ものであり、生命を脅かし、安価どころか大変高くつく
ものです。

福島第一原発事故以来、たくさんのことを学び、原発が非常に恐ろしいものであることがわかりました。また利権の為にそれを推し進めてきた人達、たかる
人達の存在、それによって差別社会を生み出している構図というのも知りました。

原発は、多くの英知を以ってしても不完全なものであり、危険極まりないものであることは誰の目にも明らかになりました。地震国日本においては更にその危険性が高まることも周知の事実であ
り、一刻も早く廃炉にしていかなければならないと思います。それは、一先進国として、未来永劫の世界を想定しての良識ある英断になると思います。

その上で、日本の高い省エネの技術を更に高めていき、豊かな自然を生かし、夫々の地域に相応しい様々な再生可能なエネルギーの活用を考えていけば良いと思います。その為には、まず電
力の自由化、送配電分離は不可欠です。
シナリオでは、この点が不明瞭です。また、省エネ、再生可能エネルギーについての見積もりも大変低く見積もられていると思います。

今年３月の産総研の歌川氏の講演会では、エネルギーのうち有効利用しているのは1/3程度で、残りは熱として捨てており、今ある優れた省エネ技術を全発電所、工場、ビルに普及することに
より大変な効果が生まれるとのことでした。

これまで2兆4000億円もの予算を投じ、一日の維持費が5500万円もかけながら、出力合計は僅か28万キロワットという高速増殖炉”もんじゅ”への無駄遣いは最たるものですが、とにかく大変高
くつく、そして一旦事故が起きれば生命を脅かし、たくさんの被爆者を出し、その賠償も想像を絶するような金額を要する原発を止め、それらへの投資分を全発電所、工場、ビル等への省エネの
為の費用(補助金もありうる）に当てたら良いと思います。

また、同講演会では、風力発電は将来的に4兆kwh以上（洋上）、2兆kwh以上
（陸上）の電力が生み出すことができ、風力だけでも、日本の消費電力1兆kwhの6倍以上の導入可能性があるとのことでした。大きな雇用も生みます。
労働者は、被爆の危険のない、安心して働ける人達であり、大きな地域の活性化に繋がります。

アメリカや経済界にばかり目を向け、被爆を余儀なくされた福島の人達に未だにほとんど賠償もせず、電力は足りているにも関わらず、足りないと国民を
脅し、地層的にも危険だと解って来た原発を再稼働させる政治家達は、この
「国民的議論」を機会に、真に国民の声を聞き、国民の為の政治するべきです。

既に格差社会は大きく広がりつつあります。経済が大事と言っても、一部の大企業が潤い、大多数の中小企業が苦しい状況では意味がありません。弱い
者を助けるのが政治の役割であり、昨年来言われている”絆”を実現していく
ものだと思います。

28538 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は０％に。地球温暖化でも、シーラカンスみたい
に、生き延びていく生物はある。遺伝子そのものを壊
せば地球生命体の回復力もなくなる。ロボットですら１
時間で破壊される原子炉内部の今の現実をみすえる
べき。

　原発は昔から、大反対。「安全だというなら、東京都心につくったら」と３０年前から言い続けてきた。地球温暖化が進んだとしても、生き延びていく生命体はあるはず。環境変化に耐えてきた生
きた化石がある。地球そのものが冷える可能性だってある。
　怖いのは、遺伝子を傷つけ、変化し、地球本来の回復力さえなくしてしまうこと。ロボットですら原子炉内部で、１時間で壊れてしまう現実をもっと真剣に考えるべき。事故は収束していない。今
後さらにどんなトラブルがおこるかはかりしれない。誰も近づけないコントロール不能を認識すべき。生きているうちに、あの地域の古墳群をみられるだろうか？事故がなければあの年、行く予
定だった。
　予算を自然エネルギーにまわせば、日本の科学力でどうにかなるはず。方向を修正すべき。燃やすゴミから電気はつくれないの？？
　生活スタイルも変える必要あり。ご飯たくにも、ストーブにもトイレにも電気はいらない。身の丈にあった使い方を考え始めた。経済発展に電気は必要と経団連はいうが、１９７０年代からうなぎ
のぼりに５倍も使っているグラフをみると、不景気といいつつも電気はもうけていた。不景気があるのはなぜ？？決して経済とは比例していない。中学生でもわかる事。
　真のリーダーと世界に誇れる日本をつくりたい。
　事故の前日３月１０日、渡された公民の指導案は、地球温暖化にからめて原発推進の内容。「やってもいいけど生徒にきかれたら反対の立場」といったらしなくていいと。指導案作成者は「原
発推進の立場」だからと。ちなみに彼は優秀な研究員で名が通っている。学校にここまで食い込んでいるのかと唖然とした。「事故があると怖い」とチェルノブイリの事を授業中話した事、そのも
のが日本で本当におこってしまった。福島の声をきくべき。
　政策転換すべき。自民党のしりぬぐいをしている感じ。これが自民党ならもっとさっさと再稼働していただろう。若い細野さん、枝のさん、つぶされずによく頑張っている。鳩山さん、大株主なん
だからデモではなくて、株主として動いたら？経団連に顔はきかないの？？？

28539 個人 法人等 ４０代 男性 持続可能な社会の実現のためには、原子力発電は即
時廃止すべき。
理由は、原発は、未来の世代にゴミだけを渡たし、処
理技術も確立しておらず、１万年以上管理できる保証
もないものだからである。

持続可能な社会の実現のためには、原子力発電は即時廃止すべきです。
理由は以下の通りです。
１）日本政府も持続可能な社会の実現を目指していますが、このためには世代間と世代内の不公平の解消という考え方が不可欠ですが、原子力発電は世代間の不公平の象徴です。現在の私
たちが得るエネルギーのために、未来の世代は核廃棄物という危険なゴミだけを渡されるのです。このような不公平があって良いはずがありません。

２）技術が確立していない現状で、利用することは危険です。廃棄物の貯蔵施設は建設されていません。設計もされていません。設計のための研究も終わっていません。貯蔵施設を建設するた
めに好適な立地条件（自然の条件）の場所も確定していません。このような状況でどんどん廃棄物だけがたまっていくのは危険物を野積みにし続けているのと同じです。

３）仮に処分施設が作られたとしても、誰が１万年以上の長きにわたってそれを安全に管理できるのでしょうか。日本の人口はどんどん減っています。管理に関わる人材も投入すべき資金も不
足してくるのは目に見えています。

４）原子力発電所の事故に起因する災害は、取り返しのつかない規模で悪影響を与えることがはっきりしました。これに対応するための安全対策を考えつつ開発や使用を継続するよりも、より安
全度の高いものに変えていくことが必要ではないでしょうか。「原子力発電所は絶対に安全である」といってきたこれまでの話がもし本当だとすれば、これ以上原発の安全度は高まらないことに
なります。また、これが嘘であれば「今後は安全に操業できる」という話をされても信用はできません。こういう状況で、心配しながら施設を稼働させ続けるよりも、安心に対するコストを払ったつ
もりで、多少高くついても安心して暮らせる社会を作る方が良いのではないでしょうか。

５）原発をなくすと3割の電気が不足するという懸念がありますが、それならみんなで安心のために3割の節電をすれば良いだけです。無駄に明るい照明を落とし、必要のないレベルに床や壁を
磨き上げるのをやめるだけでもかなりの節電になるでしょう（暗くすれば汚れも目立たないので、四六時中掃除をする必要もなくなります）。既に、節電や自家発電などで電力不足に対応する必
要があるという意識は国民なのなかに芽吹いています。日本国民の底力に期待してほしいです。そういうところから新たな技術を生み出してきた日本人ですから、必ずや乗り切れると思います。

28540 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます！
2030年ではなく、即時ゼロに！

使用済み核燃料、誰が責任を持って10万年も保管できるのでしょう？
放射能の心配をせずに、子どもたちやその先の世代が安心して暮らせる国にしてください。
お金よりもいのちが大事。
美しい福島を返してください。

28541 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 0% 即廃炉を希望します。

28542 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を強く求めます！

福島原発事故が起こっても誰も責任を取れない・取ら
ない原発はいりません。

原発の大事故を起こした国が、全く反省しないで、
安全、国民の命よりも、経済を優先し、
断層調査をしないまま大飯原発再稼動をしたのは信じられません。

このままでは、2度目の原発事故を起こすのではないか
非常に危惧しております。

原発いらない！

28543 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロを希望します ひとたび事故が起きた時、制御出来ず、福島のような人の住めない街を生み出す、エネルギーなんて絶対必要ありません。使用済み燃料棒の捨て場所に手を挙げる自治体だって日本中探し
てもあるわけがない。そんな根本的な問題を先送りにしたまま、ごみを出し続けている原発はすべて廃炉にすべきです。

28544 個人 法人等 ４０代 女性 原発に関する意見について、３つのシナリオを提示す
ること自体がおかしいのではないか。

3.11東北大震災での福島原発の惨事に、国民は様々な「原発反対」運動を行っています。原発があるがために、住む家さえ失い、帰れずにいる国民がいるという方のことを思うと、原発は完全
になくさなければなりません。
もはや安全神話は完全に崩れているのですから、原発に代わる自然エネルギーの開発を早急に進め、電力供給を見直してください。

28545 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。2030年までといわず、一
刻も早く脱原発を実現してほしい。

たとえ100パーセント安全に稼動できたとしても、核廃棄物無害化の技術が開発されないかぎり、原発は動かすべきではないと考えます。

一時の利便性のために、無害化に100万年かかるともされる核のゴミをつくりだしているかと思うと、将来世代への罪悪感で胸が苦しくなります。
こんな苦痛を国民に味わわせないでほしい。

政府が方針を示し、相応の予算を組んで取り組めば、クリーンエネルギーへの転換はそれほど難しくはないはずです。

国民が誇りに思える決断を、政府がしてくれることを信じています。

28546 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 エネルギー・環境に関する選択肢はゼロシナリオしか
ありえません！

今回の福島第一原発の事故により、故郷を奪われ、仕事もなくし、家族をばらばらにされ、そしてこの先じわじわと健康が蝕まれていく。
日本人は過去に広島、長崎に原爆が落とされ、放射能の恐ろしさを世界中の誰よりもわかっていたはずです。
本当ならその恐ろしさを世界中の人々に伝え、放射能から一番遠い存在でいなければならないと思います。
それなのにまだ原発を稼働し、日本国民だけではなく世界中の人々を放射能の恐怖に陥れようとすることは許されません。
我々が進むべき方向はゼロシナリオ！
世界中の人々が安心して生活できる道を選択するよう求めます。

28547 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発直ちに０へ」
選択肢は「２０３０年までに０」しかありませんが即刻廃
炉にすべきだと思います。

１．原子力発電は人道的でないこと。
　原料となる資源を得るのにその地元の人、労働者が被爆している。
　原子力施設を維持管理するための労働者が被爆している。

２．原子力発電はシステムとして確立されていないこと。
　高濃度の放射性物質である使用済み核燃料を無害にする技術はない。
　「トイレのないマンション」であり、われわれの後の世代に負の遺産を押し付けることになる。

３．原子力発電はリスク高であること。
　福島の事故をみれば明らか。いまだ収束していないばかりか４号機が倒壊する怖れもある。
　地震大国の日本で福島のような事故が起これば日本は滅びる。

４．原子力発電はコスト高であること。
　廃炉、使用済み核燃料、事故対策、事故後の補償・・・
　どれをとっても原子力発電がコスト高（上限知らず）であることは明らか。

28548 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロ。
30年以内にと言われていますが、出来る限り早くゼロ
になることを希望します。

目の前の利益を優先することで、多くのものを犠牲にしてきた今までの歴史を絶つには、ゼロシナリオしか有り得ない。
原発ゼロの社会で、より良いエネルギーのあり方を考えましょう。

28549 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロにしていただきたい。 政府、行政、原発関連企業の方々、日本列島から日本国民が居られなくなったらと想定すれば考えも変わってくるのではと切望します。日本という故郷を無くさないためにもお願いします。

28550 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 １番の「ゼロシナリオ」を選択します。国内に建つすべ
ての原子力発電所の営業・稼働停止およびそれらの
原子炉の速やかなる廃炉を求めます。六ヶ所村再処
理工場ともんじゅの稼働中止も強く求めます。

発電所が安全な施設かどうかが問題なのでは、もはやありません。
原子力発電所というものの存在を、もう許してはならないのです。
命の源たる大地と海を、原発事故によって、地球規模で汚染してしまった私たち日本人には、既存の原子力施設を謹んでひとつずつ片づけていく以外に、地球上の生物に許してもらう道はない
と考えます。

「化石燃料である石油や石炭を掘り出しそれを燃料に発電するのは環境破壊だが原子力発電はクリーンだ」。そんな阿呆な理屈が通らないことは、もう日本人は痛いほど思い知らされました。
原子力発電がクリーンでないのは、「事故が起こったら放射能が漏れるから」ではありません。
普通に稼働されるだけで、そこには「核のゴミ」が蓄積されます。とりあえず「蓋をして見なかったことにしておく」おつもりのようですが、いったい、いつまで先送りするのですか。おそらく政府のみ
なさん、与野党の偉い人たち、誰も真面目に考えてはいらっしゃらないでしょう？
普通に稼働されるだけで、近海の水温を上昇させていることも、ご存じないはずはありませんよね。古来棲んでいた貝や魚はとうの昔に姿を消し、すっかり生態系が変わってしまった、美しかっ
た日本の海。それは長期間の変化であるため、地球温暖化という隠れ蓑がうまく使われて、超ド級温海機である原子力発電所が主犯であるということは、議論にすらなりません。あまりに悲しい
事実です。

私たちは古来海の恩恵を受けてきた民族なのに、その海を汚し続け、とうとう取り返しがつかないほどの大規模に放射性物質を撒き散らし、豊穣な太平洋を放射能で汚染しました。国家の方針
として原子力発電を進めてきた政府と、地震および津波襲来の万一の危険性を予見せず無策で老朽原発を放置してきた東京電力はじめ電力会社各社は、世界的に見ると犯罪者です。今回、
震災による無辜の犠牲があまりに多かったために世界は黙ってくれていますが、本来日本は世界中から断罪されなくてはなりません。

このうえは、速やかに、一分一秒でも早く原発ゼロを実現しなくてはなりません。
もう一度いいます。国家の方針として原子力発電を進めてきた政府と、地震および津波襲来の万一の危険性を予見せず無策で老朽原発を放置してきた東京電力はじめ電力会社各社は、世界
的に見ると犯罪者です。
罪を償ってください。日本人として要求します。

28551 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 【２０２０年までに原発ゼロと温暖化対策の強化を行う
第４の選択肢を希望】
原発ゼロと温暖化対策の両立は可能。日本の持つ技
術を総動員し、世界に席巻する技術大国を取り戻し、
世界をリードしていくことを望む。

■原子力はゼロを！
　原子力発電は安全だと聞かされ続けてきましたが、事故が起こり、想定外だったと繰り返すばかりで誰も責任を取りません。原子力発電に関する責任を明確にし、安全が確保される可能性が
あるのであれば議論の余地はありますが、現在の責任体制では誰も責任を取らない体制は同じです。安全も限られた情報の元に作り上げられたものであり、このままでは想定外が必ず起こり
ます。災害のみならず、ニューマンエラーでの事故も起こる可能性が高いと考えられます。原子力発電はゼロにする方向でお願いします。
■省エネ、再生可能エネルギー普及を！
　省エネや再生可能エネルギーの普及に日本の技術はとても優位性を持っています。省エネをやり尽くしたとされる産業界においても、中小企業は資金難等で省エネが普及しているわけでは
ありません。日本はまだまだ省エネを進める余地を沢山持っています。家庭においても住宅や暖房、車に関して、低炭素型に省エネルギーを推進する施策が沢山あるはずです。規制や税制優
遇など、誘導的施策を駆使し、低炭素型にするとともに、エネルギー自給率を上げる方向を目指すべきです。
　荒れ果てた山は、バイオマスエネルギーの宝庫です。海流や地熱、風力や小水力など、活かすことのできるエネルギーはまだまだ沢山あります。原子力エネルギー開発に多大につぎ込んだ
費用を考えれば、これらの技術を進めていくことにかける費用はあるはずです。放射性廃棄物の管理が発生する原子力は、管理コストが永遠とかかります。
■今こそ政策転換で世界のリーダーシップを！
　今こそ、政策転換を行い、世界にその低炭素型エネルギーを分けていくようなリーダーシップを日本に取っていただきたいです。唯一の被爆国日本が、原子力発電により被爆してしまったこと
は悲しいことです。それを乗り越え、今、転換の時期に来ています。日本は必ずできます。

28552 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギーの全体バランスの中で20%程度は維持す
べき。

再生可能エネルギーの拡大を政府が本気で導入推進するとしても、原発依存度0の現実性は低い。原発なしに拘らず、エネルギーの全体バランスの中で20%程度は維持すべき。

28553 個人 自営業 ５０代 男性 早急な原発の廃止には、断固反対である。当面は、
現在の原発政策を維持すべきである。

エネルギー政策は、国家の浮沈にかかわる重要な問題である。従って、慎重に議論されうるべき性質のものである。
原発は危険だという一時的な世論の盛り上がりに従って、早急に原発を廃止することには、断固反対である。そのような事態になれば、日本の電力需要が逼迫し、製造業を中心に日本の産業
界が、大変な危機的状態に陥ることは火を見るより明らかである。さらに、もしイスラムで動乱が起こり、石油の輸入がストップされるような事態になれば、電力コストが大幅に上昇し、国民生活
全体も大変なダメージを受けるであろう。又、原子力研究からの撤退は、日本の安全保障も危うくするものである。
従って、早急な原発廃止には、強く反対するものである。
少なくとも自然エネルギー等の代替エネルギー開発が十分に進むまでの間は（最低でも、１０年以上はかかるであろうが・・）、現在の原発を維持するべきである。
その間は、原発の安全性をさらに高め、慎重で効率的な運用を行う努力を、政府は行うべきである。



28554 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロ％シナリオを支持します。 1、原発が一旦事故を起こすと、取り返しがつかない事は福島原発事故が物語っています。原発は所詮、機械です。どんなに安全対策をとってもパーフェクトはあり得ません。パーフェクトでなけ
れば、動かしてはならないのが原発です。人災、自然災害、機械の劣化損傷、テロ等々、原発事故の脅威は測り知れません。こんな地震大国の島に54基もの原発を造った事自体が狂気の沙
汰です。福島第一原発の配管、機器類が地震で損傷した疑いは、現に色濃く残っています。また事故原因は地震、津波だけではありません。原発を人間がコントロールできると思うのは思い上
がりです。二度と故郷を奪われる人々を出したり、山河を放射能で汚すような事があってはなりません。
2、未だ使用済み核燃料の処理方法が解決できていません。例え使用済みであっても、危険極まりない物です。こんな物を、今を生きる我々の生活スタイル維持、我欲の為に、後世の人々に押
し付けるとは、何と間違った自分勝手なことでしょうか。原発を動かす限り、この核のゴミはたまり続けます。こんな事が、許されるはずがありません。　今すぐでも、こんなゴミを排出する原発は
止めなければなりません。
3、これまで、政府は原発の安全神話のもと、経済界、原子力村の言いなりに、原発関連予算は多額をつぎ込みながら、再生可能エネルギー開発や、省エネ技術開発などは、軽視してきたこと
は明らかです。原発関連予算を再生可能エネルギー開発、省エネ技術開発にシフトすれば、日本の技術力を持ってすれば、原発依存はゼロでも充分対応できるはずです。原発に依存しないエ
ネルギー政策に今こそ転換するのでなければ、事故の教訓は生かされません。

28555 個人 自営業 ３０代 女性 原発を稼働させなくても日本の電気はまかなえるとい
う事を明らかにしている学者の見解をなぜはっきりと
認めないのか。大企業と政治の癒着で日本人の未来
を真っ黒にする事はもう終わりにしてください。

私は日本にはいませんが、在仏の日本人有志と原子力発電の勉強会をしています。
このフクシマの悲劇はチェルノブイリの二の舞であるという事を考えると、日本の、被災地の明るい未来等など描けません。政府は、正しい見解を受け入れ、これ以上の悲劇を生まない為に原
発再稼働はすべきではないと思っています。

28556 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 浜岡原発の１０～２０km圏内在住の自動車部品関連
工場で働いている者です。浜岡原発はこの４０年間
まったく安全ですし地震対策もできています。いますぐ
すべての原発を再稼動してください。

昨年の計画停電による休日のシフトは非常に生活が乱され迷惑しました。また、原発停止のあおりで製造業は今後多大な悪影響を受け雇用を脅かされます

このままでは日本経済は終わりです。

日本の原発のことばかりいいますが、近隣の中国・韓国の原発は海岸線沿いに大量建設され続けています。万一それらの原発が事故になれば偏西風により日本に被害がきます。そちらのこと
は対策しないのですか？日本だけでは意味がありません。やはり、次世代エネルギー開発までの間、原発廃止ではなく安全性向上の研究に重点を置き、近隣国へもその安全な技術を移入す
べきです。

中国原発マップ：

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Chinamap.gif
28557 個人 会社員・

公務員
３０代 男性 原発依存ゼロシナリオ希望 福島の事故により原発安全神話は崩れ去りました。

これ以上事故は起こらないかもしれない。
でも、もしまた地震がおこり事故が起こったら？
予測出来ませんでしたでは済まないと思います。
未来永劫危険と隣り合わせで生きていくのはどうかと思います。
子供の未来の為にも新エネルギーの開発に全力を注ぐ時ではないでしょうか？
日本の為にも世界の為にも地球の為にもそうあってほしい。
そんな日本に暮らす日本人でありたいと切に願います！！

28558 個人 法人等 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ ３．１１以前より原発の原発利用の発電システム、その使用済み核燃料のゆくえなどに深い疑問をもっておりましたが、あの３．１１以降、積極的に原発のみならず様々なエネルギーについて調
べるようになり、原発による発電のあやうさや、原発マネーにむらがる浅ましい人々に関する情報も多く得て、電力に関してこのままのシステムはどう考えても国民の利益が中心ではないと考え
るに至りました。我々はエネルギーシフトする必要があります。人々の理解を得られないシステムは必ず崩壊するでしょう。福島のみならず、この国をたてなおすためにも原発を全て廃炉にもっ
ていくきちんとした計画を立てつつ太陽光、地熱等の自然のあるがままのエネルギーを利用できる発電システムを洗濯すべきです。

28559 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 即時に原発ゼロシナリオをお願いします 福島での原発事故で、私たちは学びました。
事故がないという前提のもとで動かされてきた原発に、その大前提がもう通用しないのだということを。
自然エネルギーの技術は日本が世界一なんだそうです！
いまこそ、その技術力を活用して、日本を世界にアピールするチャンスです。
恐ろしい原発は、即時ゼロにしてください。

28560 個人 無職 ７０代 女性 原子力発電からの撤退を要求します。再稼働なんて
絶対ダメです。

　沖縄にも沢山の子どもさんと避難して来た若いお母さんが居られます。フクシマはもう人が住めない地になっているのに、１年以上経っても救済がされないことに、この国はもう終わりじゃない
かと思います。家族がバラバラに居るような生活をさせて居るのはだれですか。
　チェルノヴイリの惨状は25年経っても放射能の放出がコンクリートで覆っても、漏れだして来て止められないので新たにコンクリートで覆い直す作業が計画されているとか。消防士さんや作業し
て亡くなった方々の遺骨を石棺から出して鉛の棺に移し替えるそうです。写真で見る障害を持って生まれてくる子どもや、奇形児たちの悲惨な姿、こんなこと、関係して来た沢山の高学歴の偉い
先生方はじめ省庁の官僚の方々も判っていた筈ですよね。安全だ安全だと言って騙し続けて来た罪を、誰一人責任とっていませんよね。一人一人の方々がご自分の関わって来たことの罪の大
きさを判っているのでしょうか？　どんな偉い方も、お金持ちも、命あるものは必ず死ぬ時が来ますよね。死ぬ時自分の人生を肯定できますか？　あの世であなたのお母さんに、立派に頑張って
生きたねとほめてもらえますか？
　国の基盤は一人一人の国民の支払う税金で成り立っているのではないですか。今日まで営々と税金を納め、法律を守り、社会を支えて来た納税者を大切にしないでこの国の未来があるので
すか？　身近なあなたの子どもさんやお孫さんに手渡す社会が原発の恐怖の下にないように、有能な力を最大限使って下さい。
　

28562 個人 無職 ３０代 女性 原子力に頼らない日本にしたいです。 核は、人の手におえないものだから。

28563 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原因究明もできていない状態で、原発を安心して稼動
することはできるない。５年程度は夏場のピークを避
けることに備えて、数年は畜エネを研究して欲しい。
リーフから電気を受給するのも良いと思う。ゼロシナリ
オ希望

　万一の事故になって、制御できないエネルギー源であるという結果を福イチの事故から得ており、原因究明もできていない状態で、原発を安心して稼動することはできるない。５年程度は夏場
のピークを避けることに備えて、数年は畜エネを研究して欲しい。リーフから電気を受給するのも良いと思う。ゼロシナリオ以外ありえない。

慶應義塾大学の武藤佳恭教授がマグマ熱発電を教えてくれました。地熱ではなくマグマ熱です。

　九州の阿蘇・桜島・新燃岳だけで日本の電気エネルギーを賄える熱エネルギーを得られるそうです。

　いずれにいたしましても、節電頑張ります。

28564 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電を復活させてください。不合理だと思いま
す。

原発の万が一の危険性と、化石燃料に移行するリスクと比較して、今の国際情勢を考えていったいどちらが一番いいことなのか、素人の私が見ても分かることです。
中東に戦争が起きない保証があるのでしょうか？
そうなれば、日本は立ち行かなくなるのではないでしょうか。
電力料金の値上げ、電力不足を国民に課してまでも原発を停める意味が分かりません。

インドのように大規模停電が日本に起きる経済リスクを政府は本気で考えているのでしょうか？

電気供給が当たり前になっている日本人の生活に今さら「三丁目の夕日」のような生活がいきなりできるはずがありません。

企業もCPUほか電力に支えられているので、全ての機関が大打撃を受けます。

企業も個人家庭も電力のない生活は考えられません。

あまりにも短絡発想で電力問題を動かし過ぎではないかと思います。

原子力発電が危険なら段階を経て次世代エネルギーに変えていくよりほかはないのではないでしょうか？いきなり停めるのは間違っていると思います。

政府が、次に地震が起きた時に責任を取りたくないから、一斉に止めているかの如くに感じています。
智恵がなさすぎます。

そもそも今回の原発事故は菅総理の過った対応によることが明らかになったのではないですか。

菅総理のように自分の人気だけに執着するのではなく、
自分の首をかけてでも国民の経済生活を守る英断のできる政府の対応を心から望みます。

28565 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 (1)ゼロシナリオ　を選択します。 (1)ゼロシナリオを選択する理由

１、原発に依存する期間が長くなればなるほど、燃料電池や自然エネルギー等の技術の進歩が遅れます。将来性のない原発に使っている予算は、早急に代替エネルギーの研究開発に振り分
けるべきです。
現在、燃料電池の技術、火力発電のクリーン度は、日本が世界のトップにいます。いつまでも原子力にこだわっていては、せっかくの日本の優位性がなくなってしまいます。

２、政府が原発ゼロの政策をはっきり打ち出すことで電力自由化が進みます。発送電分離をはじめとした電力自由化を行えば、もっともっと電力は効率化できるはずです。
制度上の理由だけで、非効率的な発電方法を続けて地球環境を悪化させることは罪悪とさえ思います。

３、日本は世界有数の地震国であり、そもそも原子力施設の建設に適していません。活断層のない場所を探すほど、逆に新たな活断層が見つかるといった状態です。このような土地であること
を知りながら原発を稼動させ、地震に起因する事故で外国に迷惑をかければ、日本の国際的信用はなくなるでしょう。再び事故を起こすことはあってはならないと思います。
しかも人口密度が高く、いったん事故が起きれば動きが取れなくなります。核廃棄物を貯蔵するのに適した場所もありません。大切な国土を守るために、一日も早く脱原発を成し遂げるべきで
す。

28566 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 「原発ゼロシナリオを選びます」
　　使用済み核燃料の最終処理の方法も手に入れる事が出来ない状況では人類
　　が使用すべきではない。

　　原発に関する補助金をすべて太陽光発電など、自然エネルギーに充てれば
　　価格も安くなりもっと普及するはず

　　今後原発推進する党には投票しない。

28567 個人 その他 ３０代 女性 脱原発ゼロシナリオ 野田決める
ゼロシナリオで
拍手喝采
(ぱちぱち)

28568 個人 自営業 ４０代 男性 原発とエネルギーについてですが、私は原発はもちろ
ん原油などもこの世からなくなってしまえば良いと思っ
ています。技術や文化の向上にブレーキはかかりま
すが、人間の向上に大きく役立つような気がしており
ます…

江戸中期～末期くらいの生活水準が理想でしょうか…現代は確かに便利で快適ですが代償があまりに多いような気がします。満足のハードルが上がり過ぎている、といった印象です。個人的
には米と味噌くらいあれば人間は幸せになるスキルを持っていると思います。豊かになるために資源を浪費し、地球の寿命を縮めるだけの行動は進化とはとても言えないと思います。電気も一
度大きくブレーキをかけてどのくらい皆さんが困るか試してみたら良いと思います。私も電気がなければ生きていけない業務をしておりますが、皆一斉に供給が途絶えるのであれば、問題ない
かと思います。あと瓦礫の分散ですがお金の匂いが各地でしております。汚染されたものを分散するのではなく、人を分散してください。瓦礫は私は受け入れ反対ですが、人は受け入れ大賛成
です。もちろん個人事業主ですので多くの人を面倒見る事はできませんが、私の見解では東北に人は住まない方が良いと思っております。郷土を離れるのは大変つらいと思いますが、その覚
悟を促す動きを国にやっていただきたいです。九州に技術者の募集があって、生活面でのフォローも考慮している人がいますよ…的なマッチング機能を国が持っていただけると我々もきちんと
その動きに応えたいと思います。起こってしまったことは仕方ないので、事故のことは東北でアクションを完結し、溢れた人たちを我々同胞がフォローすれば良いことだと思います。このまま進め
ば日本は無くなってしまいますが、少なくとも延命の努力は日本国民としての義務だと考えております。

28569 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選択する理由。(1)原発は、使用済み核燃料の問題が解決できていない。(2)原発は、労働者を被ばくさせて維持される。原発は被ばく労働の上で成り立っている問題。しか
も、下請けの労働者が差別を受け犠牲になっている。(3)原発は、事故が起こったら、取り返しのつかない被害が出る。(4)日本は地震国　現在、活動期を迎えている。(5)今の電力は中央集権
的。発送電分離を行い、地方分散型の地産地消のエネルギーを作る政策にすれば、雇用がうまれ、地域が活性化される。(6)福島の原発事故が原因もまだ究明できず、責任も問われない状態
である現在、日本の政府や電力会社、財界は全く信用できない。このまま原発が再稼働されれば、無反省のまま今の体制が維持される。　一度、ゼロシナリオに挑戦することで、日本の方向
を、経済第一主義から人間や自然を大切にする社会へ変えていくべき。原発ゼロの実現は、これからの日本を生きていく若者や子ども達への、大人の責任と強く思います。「コンクリートから人
へ」というスローガンを本物にしていきましょうよ。

　１．経済
　どの選択肢を選んでもコスト・GDPへの差はないとの試算が3つの研究機関から出ている。しかし、4つの機関の内、国家戦略室が選んだのがこの3つではなく4つめのRITEで、ゼロシナリオの
方が経済的負担増との試算が採用されており、ミスリードである。
　今こそ、目指す将来像を描き、それに向かうロードマップを策定し、バックキャスティング手法で年ごとの目標・施策を考えるべき。（それがないため京都議定書も紆余曲折）それにより初めてグ
リーン投資も理解できる。

　２．省エネとさらなる低炭素化
　どのシナリオも省エネ1割では時代も情勢も全く反映していない。この度の「節電」実績を認識すること。日本はエネルギーを使いすぎ（地球2.3個分）、資源やエネルギーは有限との事実を認識
し、被災地ともわかちあい、省エネルギーをさらに推進すべき。省エネ開発と実践により、さらなる低炭素化も充分可能。
　日本中の原発が止まっていても電気は充分足りていた。大飯の再稼働にあたっては関電は「夏の電力が足りないから再稼働するのではない」と明言、現に大飯再稼働後火力発電を止めてい
る。
　つまり省エネすると原発は必要ない。

　３．再生可能エネルギー　電力自由化、発送電分離
　これまで原発推進政策に傾倒し、再生可能エネルギー開発に比重を置いてこなかったため、その技術はあっという間に世界に追い越された。しかし充分にその能力はあるはず、原発に使って
いた予算を再生可能エネルギー開発に投資し、自然界（地上）に存在する自然エネルギーを効果的にさらに活用する道筋を作ること、発送電分離し、電力自由化し、総括原価方式もやめ、健全
な経済活動として電気を作って売ってほしい。それにより雇用も生まれる。

　４．放射能汚染
　フクシマ原発事故により、日本に住み続ける気がなくなった人はどれぐらいいるか調べたことがありますか。美しい自然も、水も大地も生きものも、全て放射能汚染されてしまった。
　原発は発電していても発電していなくても廃炉になっても放射能を作り続けます。放射能は有害です。現にフクシマの子ども達には多くの影響が出てきており、避難する人もあとを絶ちません。
5年後、10年後、さらに影響が出てくるでしょう。除染で放射能がなくならないことは明らか、出来る限り拡散させないことが命題なのにガレキの広域処理により原発内では厳重管理が必要な低
レベル放射性廃棄物より放射能汚染されているガレキ＝放射能をばらまく政策により、今汚染がほとんどない地域の子ども達にもヒバクを押しつけるようなもの、これでは子ども達がこれからも
ずっと健康で文化的な生活を送ることが出来ません。
原発は一刻も早くゼロにすべきです。
いのちあっての経済です。電気のためにいのちを脅かされる人がいることは容認できません。

電気がないと動かすことができない・止めることも廃棄物を管理し続けることもできない原発が温暖化対策にはならないことは明らかです。

私たち一人ひとりの貴重な意見が政策にどのように反映されるのかが明記されていないのは問題です。民主主義（多数決）の手法をとらないのはゼロシナリオを選ぶ人が多いからではと勘ぐり
たくなります。最終的に経済界の意向を汲んで首相以下政府が勝手に決めるということのないようお願いします。

28561 個人 その他 法人等 法人等 原発依存度を可能な限り減らすには、ゼロシナリオし
かありません。一刻も早くゼロに、放射能汚染も温暖
化もない持続可能な社会を子ども達に残すために
は、加えて省エネ・再エネ対策がさらに必要で、それ
は可能です。



28570 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発稼働に強く反対します。 　５月６日ETV特集 「世界から見た福島原発事故」 のスイス人ブルーノ・ペローさんのコメントを、政治家・官僚の皆様に是非とも聞いて頂きたいと思います。

　「全ての電源が shut out されても all 手動で冷却を続けられるシステムを、とっくの昔にスイスでは作り上げている。以前東京電力に、日本は地震大国であるし、是非とも同システムを導入す
べきだ、と強く勧めたのだが、その時日本人は ”ニコニコして” 言った。「我が国にはそのシステムは必要ありません。GEもそうは言っていないし。」 と。」
　外人達が日本人の馬鹿さ加減にいかに呆れているのかがわかると思います。番組を制作したNHKの方はそれがわかっているのに、政治に関わっている方々がそれを見ていないのでは意味
がありません。

　原発の安全管理など、日本人には無理なのではないでしょうか。
　日本の危機管理能力がお粗末である事例は今までにも多々あります。薬害エイズ、太平洋戦争、全て同じです。そして今回の福島原発事故に対する馬鹿げた対応。今回の原発事故はそもそ
も起きること自体を回避できたはずのものです。しかも、起きたあとの対応も、あまりにお粗末ではなかったでしょうか。西欧諸国と日本の危機管理能力には大人と子供ほどの差がある、と言わ
れているのはご存知でしょうか。

　太平洋ベルトのどこかで巨大地震が近々起こる、と多くの地震学者が警告しています。しかし、いつの時代も日本の政治は、日本の優秀な科学者の意見に耳を傾けず、馬鹿げた方向に迷走
していくのではないですか。
　自然エネルギー発電量が近いうちに急増して、今までの原発の発電量を上回るのも間近と言われているのに、今原発を稼働させて、そこに太平洋ベルトで巨大地震がおきたならば、原発がま
たもや破壊され、今度こそ日本全土が放射能にまみれて壊滅することは必定。しかも、活断層の真上にある原発を稼働させるなど、政府は何を考えているのでしょうか。

　皆さん、食べるものなくなりますよ！！

　福島原発事故を見た直後から、アメリカ・スイス・フランスなど多くの諸外国は、自国の原発の詳細な分析をして具体的に改良を検討しています。あるいは、スイスのように発電量の４０％を原
発に依存しているにもかかわらず、原発廃止の方向に大きく舵を切り直した国もあります。
　それに対し、当の日本では、無能な政治家やお役人達が、おざなりの”ストレステスト”をやって、「ストレステストが是か非か、いや是だ非だ」と非建設的な言い合いを繰り返しているだけでは
ないのですか。実質的な対策は誰も考えていないのではないでしょうか。それで、意味のない言い合い繰り返して一定の時間が経ったというだけで、「再稼働しましょう」という宣言を出しただけ
ではないでしょうか。
　太平洋戦争で、馬鹿な軍部の中枢部の少数の人達が「ちょっとやってみよう」などという
”のり”で、全く勝算のない戦いを決定し、大勢の国民が食べ物も機材も情報も全く与えられずに南の島で野垂れ死にさせられた、あるいは特攻で大勢の若者が無駄死にさせられた、あるいは
皆が馬鹿げた竹槍でアメリカに立ち向かえと言われた、戦況のラジオ放送は全て嘘でぬりかためられていた、原爆を落とされるまで日本軍が降伏をしなかったために多くの国民が悲惨な被爆を
した、あの日本人の馬鹿さ加減と、今回の福島原発事故の過ちは、全く同じであると考えます。日本人の隠蔽体質、根本的な対策を何も考えられない無能さ、その自分たちの無能さにも気がつ
かず一人前のつもりで実は意味のない会議をくりかえしているだけの政治。昔から変わらずに脈々と存在する、日本人のこれらの愚かさが、諸悪の根源であることがわからないのでしょうか。

28571 個人 無職 ７０代 男性 原子力依存度２０～２５の(3)案に賛成。百年後には化
石燃料は消尽。再生エネルギーに楽観は禁物。原発
の安全体制確立と新エネルギー開発を急ぐべき。

ドイツは２０５０年に再生エネルギー８０％を目指すが、自国生産よりは北海・バルト海の風力発電・サハラ砂漠の太陽光発電を予定する他力本願。日本には無理な話。原発はリスクあるも直ち
に廃止すれば、経済・社会・産業の面で国益を損なう。

28572 個人 無職 ６０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見：
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」にすべき。
同時に、政府は自然エネルギー比率を増やすスケ
ジュールを国民にしっかり示すべき。

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。
再び事故が起これば、日本は再起不能になる。大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。当然
原発ゼロを早急に実施すべき。この猛暑でも関電のでま宣伝と違い電力に余裕のあることが明らかになってきている。再稼動した原発を即時廃炉すべき。
再生可能エネルギー開発を妨害してきた電力業界いいなりの政府の姿勢は糾弾されるべきだ。原発ゼロを志向する中でこそ、新たな技術・雇用が生まれてくることはドイツの例でも明らかだ。
当面は原発ゼロを目指しつつ、中小企業、病人、被介護者、子供、老人などの弱者にしわ寄せが来ないよう工夫をする責務は電力業界・政府にある。いかなる妨害、デマ宣伝も通用しない。そ
れほど国民はバカではない。

28573 個人 家事専
業

４０代 女性 原発0にすることを決定し、それに向けて政策を作る
べきです

日本は広島長崎、第五福竜丸、そして福島第一の大事故を経験しました。あのような経験をしていながら、原発に数％でも依存する事は許容できません。
今ある原発の廃炉を実施し、新たに作らなければ徐々に減らし、依存度ゼロにできるはずです。

六ヶ所村の再処理工場や高速増殖炉もんじゅがあるというだけで、この地震国の日本に安心して子育てできる訳がありません。

原発ゼロを命懸けで政策としなければ、原子力で利益を貪る利権集団が、なし崩しに原発依存を高め、地震やテロや人為的事故により、いつか日本人は絶滅するでしょう。

政治家も官僚も、子孫をそんな目に合わせる権利はなく、責任を取れる人間はいません。公共心のない政治家も官僚も、国を滅ぼすだけです。人の心があるなら、今すぐゼロにならなくても、ゼ
ロに向かう道筋を描くべきです。

現在日本の権力の近くにいる人々全てに、人間として、子孫に対して正しい選択を要求します。

28574 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオ

即時撤廃！

即時撤廃希望。

再稼働反対。

破綻している核燃料サイクルの廃止。

子供たちに核のゴミを残してはいけない。

28575 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 家族を、子供達のこの先続く人生を、この国の笑顔を
守りたい！

原発をこのまま使い続けメリットがあるのは 一体どのような方達なのでしょう。利権を守る為 なぜ国民は犠牲にならなければならないのでしょうか。次に311クラスの地震が起こってから悔やむ
のでは手遅れです。国民を無視した原発推進はやめて下さい。

28576 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 日本国内の原発の、即時全廃を切望します
〈2030年ではなく、今すぐ原発ゼロへ〉

福島原発事故によって、生命活動に不可欠な「空気・水・土」が汚染された。
守るべきは安定的な発電ではなく、「空気・水・土」である。
2030年まで原発を維持する政策を転換し、国民を不安から解放すべき。

28577 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は無くすべきである。
そのために、消費エネルギーを減らすことと、再生可
能エネルギーの開発の２点を最重要な課題として、政
策に取り組むべきである。

　原子力発電は、核廃棄物として人類の手に負えない危険物を作り出すものとして、半世紀近く前（高校生時代）から反対してきている。当時は核融合反応は原料が無尽蔵に近い、きれいなエ
ネルギー源として期待できるものであった。
　自分は、原発をやめさせきれいなエネルギーを開発するため物理学者を目指した。物理学かには入学したものの、残念ながら研究者になる夢はかなわなかった。そして、半世紀近く経った
が、核融合は少しも見通しが立たず、原子力発電の危険性は少しも減っていない。手に負えないものは貯まるばかりで、地中深く埋めることしか手がなく、それは解決ではない。テロの危険にも
怯えなければならない。
　日本の技術力を持ってすれば、再生可能エネルギーの開発のほうがよほど大きな可能性があり、見通しが明るい。環境も破壊しない。
　早く原発から撤退しなければならない。

　そんなものに拘る姿勢は、企業の経済活動に肩入れしたもので、国民の生活や環境保護のことなど考えていないように見える。東電の隠蔽体質、電力会社から資金援助を受けた保安員など
の学者、自分のことしか考えていないものたちが動かしている原発など許されるわけがない。どんなことが起こっても守られる「安全」でなければならないはずが、「想定外」で片付けようとする。
許されないことだ。
　さらに、電気料金体系もおかしい。企業が、かかった経費をすべて商品（電気）の価格（料金）に、競争もなしに丸乗せできる、つまり、開発に好きなようにお金をかけられるところなど考えられ
ないだろう。
　そんな体質を放置してきたため、関西電力のように、資産の半分近くが原発関係のものになってしまい、原発を止めたらつぶれてしまう電力会社が出てきてしまうようになったのである。
　自民党政権の政策だったとはいえ、民主党も改めてはこなかった。
　国民は安心して生活できる政策を望んでいる。
　「そのために、活発な経済活動が必要だ」などと（企業の立場に立った）詭弁を弄さないでもらいたい。
　納得できる政策ならば、多少の料金値上げも仕方ないことだと思う。節電のための辛抱した生活も我慢できるでしょう。（もっとも、エアコンはもともと使っていないのでこれ以上の我慢をどこで
するか悩むところもあるが・・・）

28578 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
自然エネルギーにシフトして欲しいです。
自分が死んだあと、まだ生まれていない子が安心して生きていける
環境であってほしいです。
３１１のような事態になるかと思うと
わかっていて変えない政府がわかりません。
ひどいと思います。
税金上げる前にやることあるでしょう。

28579 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発の廃棄物を安全に処理できない。世界中にない。
地震国の日本には安全な場所などない。
原子力発電を進めようとしているヒト達は、金を儲けることを一番に考えている人々。
しかも、原発の危険な作業は、格差社会のなかで、仕事がないか、安い賃金の人が、仕方なくその作業をするようになっている。

28580 個人 家事専
業

６０代 女性 一刻も早く原発を止めてほしい。1番のゼロシナリオで
す。
日本政府が脱原発の方針をしっかりと示し、世界を原
発のない報告へ向かわせることが日本国憲法に則っ
た進む道だと思う。

１）ウランの採掘から核廃棄物の処理に至るまで放射能は漏れ続けている。
　　リサイクルも破たんしている。人間が扱うことができないものを使用し続　　けるのは将来に負の遺産を残すことになる。

２）原発は海を温め続けている。人間も自然の一員であることを忘れてはいけ　　ない。巡り巡って自滅する。

３）故郷を失い、健康被害をお越し、将来の不安を抱えて生きていくことを
　　引き換えにしてまで便利さを享受したいとは思わない。

４）太陽光をはじめとする自然エネルギーの開発、節電器具の開発などの
　　新たな産業に支援をしてほしい。
　　生産現場で働く人が世界に貢献いるという誇りをもって働けるように
　　方針を打ち出すべきである。

５）原発の費用は、電源開発費や処理費を含むと膨大である。費用をつぎ込ん　　で、人の不幸を招いている事業に税金を払いたくない。
　　３．１１が何を人間に知らせたのか、猛省すべきである。

６）「民主」「自由民主」といやしくも民主主義をうたっているなら、
　　国民の「原発はいやだ」という声をしっかりと生かすべきである。

28581 個人 自営業 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。 原発は、今回の福島の事故を見るまでもなく、リスクの多過ぎるエネルギー政策です。もし今後まったく事故が起こらなかったとしても、使用済み燃料の処理などをはじめ、今の人類には解決出
来ない問題が多過ぎます。海の幸・大地の恵、そして何より人々の心の汚染を次世代に残してしまう可能性の大きいエネルギーを、使うべきでは無いと思います。原発ゼロを、いずれ達する目
標というより、当然の事として今すぐスタートすべきと考えます。

28582 個人 学生 ２０代 女性 昨年甚大なる人災を引き起こしておきながら、関東地
域で苦しむ人を無視し、原発を推進しようなど、正気
の沙汰ではありません。直ちに再稼動を中止し、原発
依存から自然エネルギー開発へ変革の決断を下して
ください。

私の父の実家は福島の相馬市です。相馬市には、福島原子力発電所から大量に放出されている放射能にさらされながら、厳しい生活を強いられている人がたくさんいます。去年あれだけの人
災を引き起こしておきながら、福島で苦しむ人を無視し原子力発電所を再稼動、推進しようなど、正気の沙汰ではありません。今こそ直ちに再稼動を中止し、原子力発電の依存からから自然エ
ネルギーの開発へ、変革の決断をなすべきです。

ご存知のとおり、原発の燃料は1945年広島・長崎に落とされた原爆の原料で動き、当時人々を苦しめた放射能を常に放出し、何万年間も存在し続ける核廃棄物を出しながら稼動しています。

日本人が過去あれほど苦しめられてきた原子力に依存し、昨年莫大な人災を引き起こしておきながらも、まだ原子力に依存しようとは、日本人が歴史から何も学ばない愚かな人間だと世界に
知らしめることになります。日本人として恥ずかしいです。

是非ここで、健康の被害や危険性に悩ませられながら、日本で生活することに非常な不安を感じる大勢の市民の立場を考え、直ちに再稼動を中止し、原子力発電の依存からから自然エネル
ギーの開発へ、変革の決断を下してください。

28583 個人 自営業 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。これ以上の増設は絶対に
反対。再稼働しなくても、電気は十分足りるでしょう。

将来フクシマのような原発事故が再びあったとして今以上放射能に苦しめられることを考えたら、電気がなくて不便というくらいのほうがいいです。電気はこれだけしか作れません、というなら私
はそれに合わせて生活します。

28584 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3.11の福島原発事故で明らかになった原発の危険性
から私たちの命を守るには、「ゼロシナリオ」しかあり
ません。

原発を続けることは、将来の子どもたちにどうすることもできない危険な放射能を残すことです。使用済み核燃料をどうするかの技術も処分場所も不確定な中で、原発を動かしていくことはでき
ないと思います。地震国である日本では、近い将来、また大きな地震が想定されています。その中で原発の安全性を保つことは不可能でしょう。

28585 個人 家事専
業

３０代 男性 原発ゼロに向けて，エネルギー政策を進めてくださ
い。

福島の原発事故によって長年住み続けてきた土地を奪われ，たとえ土地に残り続けても内部被曝によって生死が決定づけられるような脅威にさらされているのに，今後も原子力発電を継続す
ることは，事故を引き起こしてしまった国では許されることではありません。断固として，原発を廃止し，それに替わるエネルギーに転換するよう求めます。

原発事故を受けて，本当に被害にあわれた人々のことを考えるならば，新たなエネルギー開発へ向けた努力は，多少の時間と労力はかかるにしてもぜひとも進められなければなりません。

例えば，日本の英知を結集すれば，例えば空気エンジンなどの実用化や，高温条件下で爆発するような水の燃料としての実用化が可能であり，それは過去の新聞などで紹介されてきたことで
す。
むしろ，そうした動きを阻んできたのが，原子力政策だということも，すでに国民の多くが知っていることです。

どうぞ，原発を廃止し，将来の日本の原動力となるエネルギーをつかみとっていただきたいと思います。
28586 法人・団

体等
会社員・
公務員

３０代 男性 (1)０％シナリオを強く希望します。自分の生まれ故郷
に住めなくなったフクシマの方々の立場にたつと、他
の選択肢はないと思います。

原発事故から１年半弱しか経過していない今、安易に再稼働を容認する理由がわかりません。

28587 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 私はゼロシナリオを選択します。
原子力発電は、これまで安全であり他の発電よりも安く発電を行うことができると東京電力は説明をしてきました。
しかし、福島原発の事故によりまったく安全でなく、また安価な発電方法ではないことが明確となりました。
これまで様々な再生可能エネルギーについての発明がされてきましたが、その多くが日本で実用化されることなく、他国で実用化がされ大きな成果を上げている状況を知りました。
電力は、私たちが生活するうえでなくてはならないものです。しかし、それを原子力発電に依存してゆくことは、すべての生命、文明、そして地球を破壊してゆくことになると思います。
今必要なことは、再生可能エネルギー（海上の風力発電や、地熱発電など）による発電ができるシステムを開発・実用化することです。
まず日本が変わることで、世界全体が変わってゆくための雛型になると考えます。
今だけの問題ではなく、これからの人々の命・地球のために原子力発電によるエネルギーは再生可能エネルギーへと変えてゆかなければいけないと考えます。



28588 個人 会社員・
公務員

５０代 男性  原発から出される核廃棄物の処分問題や老朽化す
る原発の処理方法が、未解決のまま、原発を稼働さ
せるのは後世に責任を負わせることになります。
　2030年ではなく、今すぐ全ての原発を廃炉にすべ
き。

　天災であろうと人災であろうと、一度原発事故が起きてしまえば、放射能汚染を食い止めることができない事実が明白になったこと。

　使用済の核廃棄物の行き先や処分についても解決しなければならない課題であるが、原発を稼働させれば核廃棄物を増やすだけであるから。

　節電や新エネルギー政策に国民全体で取り組むことは可能である。

　電力は公共性があり、全て国有化すべきである。

28589 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存率は即日0にすべき。できないと言うのであ
ればたとえ理解しがたい内容でも、もっと正直に国民
に説明すべき。現時点で説明されている理由の真偽
が疑わしい。

依存率が即日０にできない理由がわからない。関西も結局現時点で原発を稼動させなくてもまかなえたのではないか？こういう結果が国民に不信感を与えている。サンクコストばかり考えてい
るとしか思えない。原発代わりの案がとても乏しい。
火山大国なのになぜ地熱を有効利用しないのか？
環境がと言うのであればそれをクリアすることをなぜ考えないのか？
火力の燃料になる天然ガスも日本海近郊に多く眠っているのだからもっと国が国民に説明して開発を進めるべきではないか？
原発の推進よりそのほうが国民の理解は得れると思う。
もっと速やかにそして大胆な行動をとってもらいたい。
今こそクリーンエネルギーのみでもやっていけることを世界に向けて行動で示すべきだと思う。それが先進国日本の生きる道だと思う。

28590 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年ゼロを支持します。 国家を作っているのは国民です。
福島第1原発の事故はその国民に生物的・生理的に原子力を扱うことの嫌悪感を与えました。
このことに関する責任は重大かつ真摯に受け止めるべきです。
経済より生命という国民の声に耳を傾けない政府はもういらないと思えます。
つまり、2030年ゼロは当たり前として、即刻大飯の停止→廃炉を希望します。

28591 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択する。
また早期に核燃料の一切の輸入を停止すべきであ
る。

　国土を失ってまで優先すべき経済があるのか。人の手で制御できないものをこのまま使用するのは愚かしい。事故は起きることが前提であり、起きた時に対処が出来る範囲のものを人は使う
べきである。
　原発の利点はその発電コストの安さと見てはいるが、本当に安いのかも疑問である。「発電」のみを見れば確かに安いのかもしれないが、核廃棄物の維持管理、廃炉コスト、核燃料再処理研
究費、福島の事後処理全ては原発により生まれた無駄な費用であり、膨大すぎて計算すら出来ない。
　私も４人の子供を育てているが、この子達には日本という国に生まれたこと誇りを持て、未来は明るいということを言い続けている。しかし、刹那的な経済効果のみの利用価値しかなく、将来的
にはまったく利点を持たないどころか、負の遺産を残す原発を今の世代で止めなければ子供達に顔向けできない。
　電力は足らなければ使わなければ良い。これを愚かしいと考えるから前に進まない。何故使用する電力量が増え続けてきたのか、無駄に使われている電気の多さはこの震災で少しは勉強し
たはずである。自然エネルギー、火力水力等々、代替エネルギーの話はあるが、より電力を使わないで生活が出来る方法を検討し、利便性を求め続け怠惰になってしまった生活を見直せば、
もう少し健康的でより循環型で生産性の高い日本という国になるのではないか。

28592 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロのシナリオを支持しますが２０３０年では遅す
ぎます。すぐにでもゼロにすべきです。また、温暖化対
策はもっと強化するべきと考えます。北欧諸国を見習
いCO2削減をやれば日本で出来ないはずはないで
す。

福島であんな事故を起こしておいてまだ原発を動かしているなんて国際社会での恥さらしではないでしょうか。国を挙げて核・原発を廃絶し、さらに世界からなくすよう働きかけるのが日本の役
割と思います。
また、温暖化対策ですが、Co2削減の取り組みが甘すぎます。ヨーロッパのように１分以上のアイドリングを厳しく取り締まったり、バスやタクシーはすべてガソリン以外のエネルギーを使うなど、
やれることは山ほどあると思います。

28593 個人 自営業 ６０代 男性 シナリオ0％、国内の原発をすべて廃炉に！ 福島の原発事故は後世にまで放射能汚染という甚大な被害を及ぼした。しかもその汚染は未だ継続中であり、事故収束の見込みさえ立っていない。
このような状況の下で原発の再稼動などという暴挙を行った野田政権に対して断固として抗議する。
今すぐに全ての原子力発電を停止し、国内の原発をすべて廃炉に！

28594 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即刻ゼロに！2030年まで問題を保留にするべ
きではない。

福島の事故原因の究明が完全にはなされていないのに、他の原発は安全だとの主張は論理的に破たんしている。
断層のすぐ上に原発を建設した後で、活断層かどうか調べるなどという愚かな行政も論理的におかしい。
原発を止めることがそのまま経済の失速につながるという、経済第一主義の主張は人間として大切なものを売り渡している。
しかも、再度事故が起きた時には誰も責任を負わないこともすでに明らかだ。

そんな、考えれば子供でも分かるようなこれら愚かな選択を、若い世代は政界や経済界に対する不信感とともに見つめている。その意味で、形而上的にもその罪は大きい。

即刻原発を止めて考え直さない限り原発は、この国の若者の精神を病ませ、やがては事故によって国土を病ませる。

この国を愛する国民としてゼロ要求は、どの点から考えても正論だと私には思える。

28595 個人 家事専
業

３０代 女性 ・2030年時点でのエネルギー比率に関し、原子力依
存0％を強く希望します。
・日本の技術力なら、新しいエネルギーを軸とした産
業を構築できると信じます。

私は、2030年時点でのエネルギー比率に関し、原子力依存0％を強く希望します。
今後、日本は原発に頼らない国になるべきです。
新たなエネルギー産業を確立すべきだと思います。日本の、日本人の技術力や創造力ならそれができると信じています。自然エネルギーはもちろん、排熱など再生可能なエネルギーを活用す
れば、それは実現できるはずです。

また「経済成長」は、GDPだけでは測れないと思います。
国民の幸福度をもっと重視してほしいです。経済はもう成長の限界に達していると思います。物理的には満たされた日本、これからはより内面的に豊かな社会であることが重要ではないでしょう
か。

子供たちの未来のために、いまだからこそ日本の政策を大きく変えてほしい。
私はいま妊娠中ですが、このお腹の子が安心して暮らせるような社会、
持続可能な社会といえば聞こえはいいですが、どうか人間が子子孫孫まで安心して暮らしていける（生きていける）世界を目指してほしいと思います。

ある一部の誰かの既得権益のために、日本が世界が破滅、死滅するようなことのないよう、国民の声を聞き、どうかじっくり考えてほしいと思います。
国民は多くは皆、原発０％を望んでいます。

どうかよろしくお願いします。
28596 個人 会社員・

公務員
４０代 男性 エネルギー問題は人間の営みの根底に関わる問題。

狭い見方や拙速な判断で決定していいものではな
い。真っ当な議論すら許されない現在の空気の中で
はなおのこと触ってはいけないテーマだと考えます。

エネルギー問題は国防に直結する。日本においては石油は海外に依存するしかなく、そのリスクを回避する意味からも原発は推進されてきたはず。産業においても安定的な電力供給が品質、
生産性に大きく影響する。電力を弱めることは国としての“攻め”も“守り”もともに弱めるのである。そして現在の反原発の根拠は感情的な風説によるものでしかなく、犠牲者がいるわけでもな
く、日本の原発の信頼が損なわれたわけでもない（失われたどころか海外においては日本製原発への発注数が増えるなど信頼が深まっている）。原発を日本が失うリスクについてもきちんと議
論の土台にのせるべきである。現状、反原発をいう人々からは“攻め”と“守り”についてのリアルな代案は何も出ていない。国家は“攻め”も“守り”もなければ、存続が危うくなることをまず知ら
ねばなるまい。まして中国の支配下に入るなどは、ちょっと我慢した生活などという生易しいものではない。チベットやウイグルを見れば、また中国での反日教育を知れば、どのような未来が来
るかは容易に想像できる。先の大戦において植民地支配の終焉に道を開き、また戦後も奇跡の発展を遂げ、独自の高い文化を生み続ける日本への世界の期待は大きい。万一日本が沈めば
世界は大きな希望の灯を失うこととなる。混沌に拍車がかかるだろう。日本は行き詰まった世界に対し、牽引役となれる可能性のある国であり、またそうすべきだ。戦後の歪められた思想などで
滅びている場合ではないのだ。
民主党に政権を委ねたことはつくづく失敗であった。根本的な思想の誤り（国民全体）、政権を交代させた手法の誤り（マスコミ等）、政治判断・手法の誤り（特に外交、経済問題）など、多くの明
確な失敗事例が並んだ。これは不幸中の幸いである。それぞれについての検証を行い、よりよい判断を導き出し、少しでも早く実行していくことが望まれる。思い込みや偏見を持たなければ聞く
べき意見は何年も前から数多く出ている。幸福実現党はかつてより民主党の問題点を指摘しており、実際そのとおりに社会状況は推移している。幸福実現党の政策は傾聴に値するものであ
る。今、日本が、滅びに至る道を選ぶか、発展繁栄の道を選ぶかの岐路にあることを隠してはならない。フェアでオープンな議論の場を提供することが国の責務であろう。これまであまりにもミス
リードに過ぎた。日本の舵をとる人々がより正しく発展的な思いを持つことを期待する。

28597 個人 自営業 ４０代 女性 原発反対、ゼロシナリオを支持します。 被爆国日本としては、世界に先駆けて原発に変わるエネルギーを開発すべき。

原発は、安全面において、地震国日本にふさわしくない。

ゼロシナリオでは、どうして火力が65％も？ほかのエネルギー開発をやろうとする意志が全く見えない。自然エネルギー開発は日本ならできる。

福島原発の水素爆発による放射能漏れが今後どのような悪影響を生み出すかわからない中で、どうして今、原発再稼働なのか理解不能です。

28598 個人 その他 ６０代 男性 　ゼロシナリオ・・原発事故が国民の生命・財産を奪う
ものであることが実証された。この影響が広範囲であ
り、時間的にも将来まで及ぼすものであることが福島
の現状から明確である。

　選択肢の目的は２０３０年を目標にしているが、それまでは原発を稼働させるという経済中心主義で、国民の生存権を考えていない。まず、原発ゼロの方針を明確にし、そのために自然エネル
ギーの割合を考えて政策化すべきでありし、省エネ化も方針の中に取り込むべきであり、省エネ電気器具や電気製品、省エネ住宅の促進、電気使用量のムダ（ネオンの減量、テレビの２４時間
放送の改善、交通公共機関中心の交通政策への転換など）などを考えるべきである。その点ではリニア新幹線は安全性、地域社会が東京一極化による一層の衰退、電力の使用量が現行の３
倍になることが考えられ中止すべきである。
　福島第一原発の内部が一年経過してもわからないことをどう認識しているか疑問であり、今後のエネルギー政策の在り方は、日本の将来を総合的に考えることが基本であり、経済中心からの
転換、原発の輸出は中止すべきである。

28599 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発の即時停止・即時廃炉を強く望みます。たとえ廃炉への道のりが遠いとしても、その決定は即なされるべきだと考えます。

なぜなら、原発事故が起こると、＜国土の数キロメートル範囲内が永久に居住不能になり、数十キロメートル範囲内が数年から数十年立ち入り禁止になる＞ことが明らかになったからです。

今回の事故が引き起こした「間接被害」の甚大さを目の当たりにした今、「直接被害」のことだけ見ていても、それは無意味に近いと思います。

誤解を恐れずに、あえて言います。神戸には希望がありました。でも、福島の半径３キロメートル以内に、ほんとうに、希望はあるんでしょうか。「原発を残すべき」と主張する方は、これについ
て、なんと答えるんでしょうか。

以上が、私が原発ゼロシナリオを選択した理由です。

28600 個人 無職 ４０代 男性 脱（反）原発反対。
ストレステストをクリアした原発の早期再稼働を要望し
ます。

安定して発電出来るのは原発だけです。
火力は燃料を輸入に頼っている現状ですし、太陽光や風力等は自然条件に左右され過ぎてとても代替発電にはなり得ないと思います。
節電によって熱中症等で何人の人に被害を及ぼし続けるのでしょうか？
経済的にも工場等の運転が制限され景気もより悪化します。
原発を止めていれば安全と言う間違った風潮も問題です。
稼働していても、していなくても、リスクは同じです。
一刻も早い原発の再稼働を要望します。
１００％の安全なんて有り得ないんですから。

28601 個人 家事専
業

４０代 女性 稼働中（予定含む）の原発全廃を強く望みます。もちろ
ん、未来にわたり原発のない国を希望します。

福島の惨状を見聞するにつけ、原発の必要性を見出すことができません。未来の経済より、未来の命を大事にしてほしいです。

28602 個人 無職 ６０代 女性 人間が制御できない原発は直ちに廃止してください。 子供たちの未来、人間の命のために

28603 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする 広島県に生まれ、育ちました。原爆の話は小さい時から聞き、親戚には被爆した人もいます。
子供や孫の為にも、是非とも原発ゼロにして安心して住める日本にして欲しいです。

28604 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発２０－２５シナリオ」を指示します。
もっと言うと、５０％でもよいと考えています。

「原発２０－２５」を下回るのは、不効率で不経済です。ＣＯ２を減量するのが地球にとって喫緊の課題です。反対する人間は、日本人さえよければ、他国の人は関係ない、という立場です。それ
は利己主義・自己中心で独善的です。そもそも、日本のﾄﾖﾀ、日産など自動車メーカー、が市場が必要としていない無駄な自動車を『エコカー補助金・減税』など偏向した国策により、無理やり販
売したことにより、本来必要な量以上のエネルギーを消費してしまったところに、エネルギー政策の大失敗がありました。即、この政策を中止の上、乗用車メーカーを５＝＞２社に統廃合、人員５
０％をリストラし、無駄なエネルギー消費を無くす必要があります。

28605 個人 自営業 ５０代 女性 １.原発は計画的にすみやかに全廃止するべき。２.省
エネルギー、自然エネルギーの開発に力を入れる政
策へと変更して下さい。３.日本がリーダーシップを取っ
て、上記２点を他国にも広めるようにして下さい。

１：理由
　
　人類は、核廃棄物を処理する能力を持たないのに原発を作ってしまった事が最初から間違いだったと考えます。
　そして、何十年を経た現在でも、それは成し得ていません。
　現に、福島の原発が危険でなくなる日を私達は、何時、迎えることができるのでしょうか？
　コンクリートで覆っても、地中深く埋めても、核廃棄物を処理した事にはなりません。もしも、大地震と津波で日本が消えてしまったとしても、放射能は海の中から永久に垂れ流されます。
　自分で後始末のできない危険なものを使用する事は、完全な罪です。
　過去の間違いは、すみやかに訂正するべきです。

２：理由

　原発に代わるエネルギーを確保するために、省エネ、自然エネルギーの開発に力を入れて下さい。
　お金がかかるといいますが、原発のために費やした費用、原発の後処理のためにこれから費やす費用に比べれば、ずっと安いものでと思います。
　また、国内産業として、経済効果を引き上げる事となりますし、日本の先端技術と研究を駆使する事で、省エネ、自然エネルギー開発の先進国トップとなり、他国への技術輸出、指導により、
国益を上げる事を目指してください。

３：理由

　もしも、日本が今後、原発事故を二度と起こさないとしても、もしも、中国が沿岸部に原発を多数建設したとしたなら・・・。多数を作ったとしたなら、中国の管理体制では、必ずや事故を起こす事
は、想像に難くありません。そうなれば、日本も韓国も台湾も放射能でドップリと汚染されてしまいます。
　チェルノブイリや福島のように、人々が苦しむような事故は、世界中のどこでも起こってはなりません。その国だけの問題ではありません。
　福島で未曾有の事故を起こし、唯一、核爆弾の悲劇を経験した日本こそが、世界に、核の恐ろしさを伝え、ストップさせる事に、リーダーシップを取るべきです。

28606 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は、絶対に反対です。 原発は、将来の子供達に核廃棄物という重荷を背負わせ、福島の事故のように放射能で、綺麗な水や空気を汚染させます。
火力発電や、自然エネルギーでいいじゃないですか。原発のような奇形児やガンを誘発するエネルギーを、使うべきではないです。
今、国民は政府(野田首相、枝野経産省大臣ら)に、凄く怒っってます。今の悪政は日本の将来、子供達の未来を奪うから。
テレビや新聞でどんなに洗脳しようとしても無駄です。

28607 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発の再稼働を速やかに行ってほしい 原発ゼロ、もしくは削減によって日本経済の成長を阻害し、失業者の増加を招く2030年のエネルギー・環境に関する「3つの選択肢」(原発依存度を基準に、(1)原発ゼロシナリオ、(2)原発15％シ
ナリオ、(3)原発20～25％シナリオに強く反対いたします。

28608 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望します。 何よりも命が大切です。
普通に考えれば、ごく当たり前のことです。



28609 個人 自営業 ５０代 女性 選択肢として提示された3つのシナリオではなく、原発
はゼロにしつつ、温暖化対策目標を強化した第4のシ
ナリオを支持します。

福島原発事故では、多くの人が大変な被害に遭いました。その被害は、もはや単純にお金に換算し得るものではありません。ある人が、何年何十年もかけて築き上げて来た生活の基盤が、一
夜にして奪い去られました。そのようなエネルギーにこれからもずっと頼ることはできません。原発はなくしていかなくていかなければなりません。同時に、温暖化対策で日本が世界に貢献してい
くことは、日本経済にとっても重要です。

原発の比率だけを見れば、支持できるのは「ゼロシナリオ」しかありません。しかし、3つの選択肢はどれも温暖化対策の目標が不十分です。東京都で実施された節電の実績を見ても、震災前
の2010年の比較して、10～15％もの節電に成功しています。省エネ想定を見直し、原発はゼロにしつつ、温暖化対策も進めることができる選択肢を支持します。

28610 個人 自営業 ３０代 男性 原発0％にしていこうという考えを支持します。 放射能汚染された地域は、長い月日に渡って、元通りにはもどりません。そんな地域をこれ以上増やしてはいけないと思います。事故が起きたら取り返しのつかないことになってしまう、危うい
今の便利さより、大切な自然を守っていく方が断然必要だと思います。

28611 個人 自営業 ５０代 男性 選択肢として提示された3つのシナリオではなく、原発
はゼロにしつつ、温暖化対策目標を強化した第4のシ
ナリオを支持します。

福島原発事故では、多くの人が大変な被害に遭いました。その被害は、もはや単純にお金に換算し得るものではありません。ある人が、何年何十年もかけて築き上げて来た生活の基盤が、一
夜にして奪い去られました。そのようなエネルギーにこれからもずっと頼ることはできません。原発はなくしていかなくていかなければなりません。同時に、温暖化対策で日本が世界に貢献してい
くことは、日本経済にとっても重要です。

原発の比率だけを見れば、支持できるのは「ゼロシナリオ」しかありません。しかし、3つの選択肢はどれも温暖化対策の目標が不十分です。東京都で実施された節電の実績を見ても、震災前
の2010年の比較して、10～15％もの節電に成功しています。省エネ想定を見直し、原発はゼロにしつつ、温暖化対策も進めることができる選択肢を支持します。

28612 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は全て即時停止すべきである。電気を作るため
の道具としては、あまりにもリスクが大きすぎる。

原発は全て即時停止廃炉にすべきである。

福島の事故以前からそう思っていたが、あの事故がおこって確信した。
電気を作る道具としての原発は、万一の事故が起こった時の周辺環境に与える影響が、他の発電方法と比べるとあまりにも大きすぎる。

原発が無いと電気が足りなくなるという説も、この夏でデマであったと証明された。仮に逼迫するような事が今後予想されようとも、火力の増設などで賄えるはずである。

ましてや日本は世界唯一の被爆国である。その日本が、率先して原発を推進し、あげくの果ては事故を引き起こし、大量の放射性物質をばら撒き、世界中の人に迷惑を与えるとは、なんという
様なのだ。

原発には、
ストレステストや津波対策など無意味だ。フールプルーフの考え方を導入すれば、発電所は例え爆発したとしても、その被害を局所的最小限にしなければならない。

今の人類にとって、それは不可能なのです。

原子力を営業に利用することは、まだまだ早すぎる。
28613 個人 会社員・

公務員
３０代 女性 「核と人類は共存できない」

ゼロシナリオを採用すべきと考えます。
ノーモアヒロシマ、ノーモアナガサキと叫んで来た国なのに、フクシマという犠牲を出しました。
次の悲劇を待つことなく「核と人類は共存できない」と言う事実を受け入れるべきです。
電力が足りる足りないの問題ではありません。経済の問題でもありません。
これは倫理の問題です。
日常の暮らしが、今より不便で貧しくなるというなら、それを受け入れます。
未来に原発を残すことだけは、人としてしてはいけないと思います。

28614 個人 自営業 ４０代 女性 原発　ゼロ　選択です 今だ福島の原発が一つも終息していないのに、原発を稼働させると言う事が理解できません。
核廃棄物はどうするのですか？
これ以上日本を汚染しないで下さい。安心して食材を選べていた3.11前に戻して下さい。

28615 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択肢３案全てに共通することですが、再生エネル
ギーの比率が高すぎます。具体的な政策イメージを見
ても２０～２５シナリオでさえ実現不可能なレベルで
す。もう少し現実的な比率（１５％程度）で再検討すべ
きです。

選択肢３案全てに共通することですが、再生エネルギーの比率が高すぎます。３案全てで現在の２倍以上を設定されていますが、具体的な政策イメージを拝見しても２０～２５シナリオでさえ実
現不可能なレベルです。
あと２０年足らずで１０００万戸に太陽光パネルを設置し、風力発電のために東京都の１．６倍の土地を確保することは資金面・リソース面から不可能だと考えます。
計画通りにエネルギー転換が進まない場合は、足りない分を原子力・火力で埋めるしかなくなります。
無理のある計画を進めると、事故により原子力施設を新設することが難しい中で古い原発を期間延長して使用し続けることになりかねず、却って現在より危険な状況を招くことも考えられます。
このような無理な案を作られた背景には鳩山首相が宣言したＣＯ２の２５％削減宣言があると思われます。昨年の大震災及び原発事故により、既にその目標は達成不可能になっていると思わ
れます。
この際ＣＯ２削減についてはある程度妥協し、再生エネルギーの比率を最大でも１５％位にした上で、原発を少なくした分火力を増強する、もしくは原発の新設も含めて今現在の比率を当面継
続する、といった案を再検討してはいかがでしょうか。

28616 個人 無職 ６０代 女性 原子力発電をすぐやめるべきです。原子力作業者の
健康被害、事故による健康被害の大きさを考えるべき
です。事故を起こしたら数十年、数百年健康被害がで
ます。健康被害を過小評価すべきではありません。
　

　原視力発電所などで働く人の健康を犠牲の上に他の人が生活を楽しむなど許されません。「承知で働いて給与をもらっている（払っている）から良い。」とすのはあまりにも人道的ではありませ
ん。原子力関係で働かなくとも何か別の仕事があるはずです。為政者であれば国民の健康を害しない仕事を作るべきです。
　子供の将来、将来生まれてくる子供達の将来を考えるべきです。

28617 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギーの選択という意味 原発は二酸化炭素を出さないというが、地球温暖化の議論で二酸化炭素は確実に地球を温暖化してる主犯なのか。
議論はまずそこから入るべきでる。
国立天文台では太陽黒点、コロナの活動から、寒冷化も視野に入れてると発言している。
同じ国の機関でも、見解の一致が無い以上、何が温暖化の原因か決めるのはまず時期尚早だろう。

地球での人類、日本国民の永続的な発展を考えた時に二酸化炭素を持ち出す人も居るが、原発事故から出る放射能は人類の永続的発展を確実に阻害する。
そして、確実に人の住めなくなる空間を作り、地球の循環システムでは浄化出来ない物質を出し続ける。
そういう結果が出てしまい、目の前の現実がある中で、我々日本人が今何をすべきか。
脱原発の先頭に立ち、世界を次期エネルギーシステムに作り替えるリーダーになる事が大事なのではないだろうか？
今日本国民は怒っている。
連日起きるデモはその象徴だ。
不景気に震災、そして原発事故。
もう国民の臨界点は限界だろう。

国が国民を動かす時に必要なものは何か。
それは希望だ。
この国が原発を動かし続ける限り、国民は国家に希望を持たない。
国民から信頼される国になるには、今すぐ脱原発をして、次のエネルギー開発に進む事だ。

28618 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は速やかに０％にすべきです。
省エネや節電の技術は、まだ発展の余地があると思
うので、それも見越して電力の需要予測を見直すべき
です。

原発は速やかに（概ね１年以内に）、できれば直ちに０％にすべきです。

速やかに０％にするために、まずは節電を徹底することです。
その上で、電力が不足するなら、自然エネルギーを普及しできるだけ代替し、その上での不足分を、ガスタービンなど速やかに設置できる発電施設の新設により補うべきです。

また、電力会社は、将来の電力需要が、まだ増える予測をしていますが、正確なものでしょうか。経済成長と電力需要を単純に比例させていないでしょうか。需要予測の計算根拠を国民に明ら
かにし、評価を受け、より正確な需要予測にすべきです。

また、省エネや節電の技術は、まだ発展の余地があると思うので、当然、それも見越して電力の需要予測をすべきです。

日本政府は、成長分野の一つとして、省エネ・節電技術の開発や原発廃炉技術の開発に予算配分を増やすべきだと思います。

28619 個人 自営業 ３０代 女性 いつまでに原発を無くす、ではなく今すぐ無くすために
どうするかを考えてください。

今すぐなくすために、新しいエネルギーや節電計画を明確にして原発を起動ぜずともエネルギーが供給できる対策をとってほしい。

数値を曖昧にして単に「電気が足りない」という理由で再稼働されても納得いかない。どのくらい節電すれば再稼働しなくてもいいのか、無理なく節電するためにどうすればいいのか。を明確に
提示必須。

いざとなった時の為に公共施設に自家発電を配置、必要な民家にも配置。

そして国民の意志をしっかり受け止めて欲しい。
原発が動くくらいなら節電した方がまし。
火力を動かすためなら税金も利用していいと思うし、値上げも納得します。
ただし、決算は明確に。

そこを曖昧に出来る時代ではないことを承知していただきたい。
情報は流れるもの。隠すことはできません。

28620 個人 パート・
アルバイ

３０代 男性 原発ゼロシナリオを願います。 未だ処理できない危険な物質を使い、不完全な装置で、地震の多い地形の上にて発電をするのは、どう考えても危険すぎる。やめてください。

28621 個人 学生 １０代以
下

女性 「2030年までに」ではなく、「今すぐにも原発０」にしてく
ださい。
政府は放射線の心配のない未来を私達に保障してく
ださい。

これからも大きな地震が起こるといわれている日本では原発ではなく、もっと安全な自然エネルギーを利用した発電を増やしたほうが良いと思います。
放射線に怯えないで、私達が安心して生活できる日本をつくってください。

28622 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は即時、未来永劫、廃止すべきです。１５パーセ
ントも２５パーセントもあり得ません。ごまかしはやめ
なさい。
０パーセントです。即刻廃止以外あり得ません
全ての原発を即時廃炉にしてください。

原発は不要です。
ウラン採掘の時点から人を殺し続けている原発は人間として容認できません。
首相以下、利権に集り国民の命を犠牲にして利益を得ようとする者は恥を知るべきです。人間として最低です、子供に恥ずかしいと思いませんか？
原発は即時０にしてください。
電気は足りています。電力会社の資産を守るための詭弁であることを国民は知っています。国民はいつまでも騙され続けません。
デモの次の戦いは選挙です。
原発を存続させようという候補者に私たち女性はけして投票しません。現在の議員の原発への対応を国民は注意深く見ています。もう一度言います。国民は馬鹿ではありません。騙され続けた
りはしません。

28623 個人 その他 ４０代 男性 「原発廃止」の政策方針を採ること。原発に関わる経
営資源を以下の項目に配分すること。事故原因の追
及、被災者支援、原発労働者の雇用確保、除染及び
がれきの処理、地熱など自然エネルギー政策への転
換。

震災によって「核」は人類には扱いきれない代物であることが明白となった。核廃棄物の処理については、結局地中深くに閉じ込める以外合理的な方法が見つかっていない。「トイレのないマン
ション」の例えの通り、サイクルが成立していないエネルギーの使い方なのである。
　私は大学で地熱に関して若干研究した経験があるが、当時から地中深くにある「高温岩盤」よりエネルギーを抽出する研究は進められていた。しかし未だに具現化されなていない現状は極め
て残念である。日本は地震大国というハンディを背負っているが、その代わりに膨大な地熱エネルギーを有している。また、揚水発電、風力発電、海流を使った発電など、日本はこうした自然エ
ネルギーを開発、展開させるにふさわしい条件が豊かに存在する国であり、活かさない手はないと考える。
　原発が生み出す電気エネルギーにかかるコストは火力などに比べ安価とのデータがあるが、原発維持管理や核廃棄物処理にかかる費用等を考慮すればかなりコストがかかる。しかも今回の
ような事故が起きればその被害額と補償費用は莫大なものとなり、経済合理性の観点からももはや固執すべき生産手段ではない。
　よって今後は原発を廃止する政策を取り、原発に関連するこれまでに蓄積された原発に係る財政や予算を、以下の項目に配転するべきである。すなわち、事故原因の追及、被災者の目線に
叶う被災者救済・支援、原発廃棄に伴い原発労働者の雇用確保、原発に依存してきた自治体に対する原発以外の産業育成に対する国の支援、除染およびがれきの処理、自然エネルギー開
発、といったものに資源を集中させるべきだと考える。

28624 個人 自営業 ２０代 女性 エネルギー構造改革３つのシナリオについて。 エネルギー構造改革について３つのシナリオのうち、ゼロシナリオを支持しる。
大胆なエネルギー構造の改革と言うのならば、中途半端な他の選択肢はありえない。
現状を見る限り完全な安全はありえず、再生が可能なエネルギーとも思えない。
早期の原発比率ゼロを望む。

28625 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 3つのシナリオは反対です。
原発ゼロ　もっと自然エネルギーに力を費やすべきで
す。

なぜ原発を推進するのか意味がわかりません。
未だ福島の事故は完全に終わっていません。
二度とこの事故を起こさないために『安全に』といいますが安全なんて無いと思います。

自然エネルギーをもっと支援するべきだと思います。
太陽光発電にしたくても、金銭的な問題が有りなかなか手が出せません。
原発の補助金よりの、自然エネルギーに補助金を！！！！！！

今後産まれる子供たちの為に今やらなくてはいけないと思います。

未来の日本の為に。
小さな私の意見で、知識不足ではありますが、断固とし原発ゼロに賛成致します

28626 個人 無職 ３０代 男性 商業用原子力発電所はもう再び稼動させるべきでは
ない。これ以上、使用済み核燃料を作ってはならな
い。

使用済み核燃料の処理方法はどうなっているのでしょうか？再処理は危険度が高いので反対です。高速増殖炉は全く制御できる気がしません。地中直接埋設も反対です。原発内にある使用
済み燃料プールで半永久的に管理し冷却し続けなければならない使用済み核燃料を、これ以上もう産み出すべきではない。後世のために。これからの日本のために。技術的に原子力を廃棄ま
で含めて抑制することは極めて難しく、また、利害関係を持つ人間社会の社会システム的に原子力を抑制することは二律背反でありほぼ不可能である。これが福島第一原子力発電所の爆発に
よって明らかになった。



28627 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 日本の原子力発電について今後一切を「ゼロ」とする
ことをぼくは選択します。また、「廃炉」についての技
術の進歩と構築を今後の日本の選択肢として希望し
ます。

僕の原子力発電についての態度は以下のようなものです。
 
一）自然エネルギーに乏しい日本が頼ろうとしてきた（今でも頼りたい）側面は理解できる
二）しかし、この五十年で原子力発電を維持・開発する仕組みが既得権益化しすぎる一方、国民の選択の場が不在化し、「原子力発電を使い続けようとする」システムのみが拡大し、歪みすぎた
ように思える
三）使用済燃料について具体的かつ安全な解決策がない
四）この夏、東京電力の原子力発電が一切稼働していないのに供給が足りている（やりようはある）
五）電力供給と関係なく、原発を使わないと電力会社の利益が出せない収益システムへの不信感

つまるところ僕は原子力発電の技術的な有効性で語るのではなく（そもそもぼくには分からない）、「既得権益化によって、原子力発電を使い続けようとするシステムのみが拡大した日本行政と
企業では、災害があったときに被害が甚大である原子力発電を正しく運営できない」と思っています。屋根からぶら下がって窓ガラスを拭くときに、信用できない人に大切な命綱は預けるなって
ことですね。
 
薬物中毒者（既得権益者）が自分からクスリを止めるのはとっても難しい。一番効果的なのは「もうクスリやっちゃだめ！」と患者の前からクスリを取り上げることと、アフターフォローなはず。
だから、患者自身の是正を期待するのではなく、ぼくたちのような既得権益と関係ない国民が「原子力発電はもうダメ！」と選択肢を示すことが、いま必要な対応なのだろうと思っています。それ
で万が一、新しいエネルギー政策が決まったとしても、そのシステムはきっとまた既得権益の集団になるんだと思いますが、それはまた別の話。

ぼく個人としては「今までうやむやの中で使い続けてきた原子力発電を、本当にこれからも自分たちは選択するのか」という選択肢を国民レベルで決めるタイミングなのだろうと東日本大震災以
来の動きを理解しています。
その意味から、日本においては原子力発電について「ゼロ」とすることをぼくは選択します。「廃炉」についての技術の進歩と構築を今後の日本の選択肢として希望します。
 

28628 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０パーセント。
直ちに大飯原発を停止して二度と原発を起動させな
いでください。
原爆・福島原発事故、こんな体験をしながら原発稼動
賛成という人の気が知れません。

そんなに安全だというのなら、電力を大量消費する大都市に原子力発電所を建設したらいいんじゃないですか。
それができないのは、政治家も官僚も安全であると思っていない証拠です。

28629 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 使用後の処理、事故後の対処が出来ない原発を動かすべきではない。
発電には、もっといい方法があるはず。
人類を含めた未来の地球のために、目先の利益より、将来のことをもっと真剣に考える時です。

28630 個人 無職 ７０代 女性 原発0％ 未来に原発残しておちおち死ねない。
御先祖に合わせる顔がない。
いい国残して大往生したい。
それが私ら老人のする仕事。
2030年なんて待っていられない。
すぐ廃炉にしてください。

28631 個人 無職 ７０代 女性 私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。原発は、核反応
を利用していますが、人類はまだ核を安全にコント
ロールできる段階にはないと思います。

私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。
理由　(1)　原発は、貯蔵場所も処理方法も決まっていない、危険な使用済み核燃料を出し続けます。　(2)　原発は、高温の装置を海水で冷やすので、周辺の海水は水温が上がり、生態系に影
響し、気候温暖化の一原因になります。　(3)　東京電力福島第一原発の例で見られるように、原発は一度事故を起こすと放射能を周辺に長期にわたって放出し続け、人の住めない地域もでき
ます。　(4)　原発関係者が宣言する「安全」は、我田引水的な根拠が多く信用できません。運転中の原発周辺では、住民が常に事故の不安の中で生活することになります。　(5)　(1)～(4)は、私
たちの子孫や地球全体に大きな負担を強いることになり、それをわかっていてやめないのは、人間として許されることではないと考えます。　(6)　原発の技術や安全のために使われる膨大な資
金や知恵を、再生可能エネルギーや新しいエネルギーの開発、研究にまわしてください。

28632 法人・団
体等

法人等 ５０代 男性 政府が自国民の生命を軽視し、国民を侮辱するとは
思わなかった。
私は、エネルギー政策についての議論の前提を作る
ために全力を尽くしたい。

　福島で起きたことを知っているなら原発0（ゼロ）しか考えられないと思います。ただ、国民の生命よりGDPが大事だ、あるいは結局それが「国民」のためになるのだと主張する人がいるのは知っ
ています。
　しかし、現時点で政府が大飯原発を再稼働させたことについては本当に、本当に、本当に、絶対に許すことができません。理屈が通りません。物事には順序というものがあります。エネルギー
政策を議論する前には、事故原因の究明、反省、責任の所在の明確化の3つが前提になるはずです。それを一切無視して再稼働させる悪虐な行いが政府の手によって行なわれていることが信
じられません。
　政府が、ここまで自国民の生命を軽視し、全国民を侮辱するとは思いませんでした（しかも、その政府は自民党ではないのです。再稼働させてからパブリックコメントを求めるというのも信じられ
ません。意見を聞いたというアリバイ作りのためなのでしょうか？　原発の下に活断層が走っている可能性があることが分かっていながらストップさせないことも信じられません。信じられないこと
ばかりです。）

28633 個人 無職 ４０代 女性 １．ゼロシナリオを選択します １．ゼロシナリオを選択します

２０３０年までに、といわず今動いていないものは再稼動しない。
再稼動してしまった大飯原発も即刻停止、を主張します。

原発の安全神話は崩壊しました。
また、その後の検証も充分だとは言えません。

すべての原発をできるだけ早く廃止することを主張します。

28634 個人 自営業 ３０代 男性 3つのシナリオから選ぶなら１番の０シナリオです。
理由とおこなって頂きたい事は下記に書かせて頂きま
す。
今の情報では少し不透明すぎるかと思います。

先ず、止めて下さい。
それから、全ての正確な情報公開を行って頂きたく思います。(安全性、燃料代、処理にかかる費用、代替えエネルギー開発にかかる費用等)
前政権時に、表に出なかった事も含めてお願い致します。
その後、民間レベルとの情報の共有と運営方法を決定できる機関を設置して頂き
必要な分の原子力発電所を稼働させ、その間に電気料金をなるべく上げずに済む
対策を考えれば良いのではないのでしょうか？
震災、復興も含めてもう、世界的にみても『国会』レベルの問題ではなく『官民』が一緒になり『国』レベルで解決して行く問題かと思います。

28635 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 私たちの「ゼロシナリオの道」 地球のエネルギーを利用して生きている私たちは、みながしっかりと自分自身の今、将来、その先の未来を見据えて、真剣に話し合い、ライフスタイルを考え直し、努力を重ねていかなくてはな
りません。
今、ここで本気にならなければならないのです。
今回の原発被害は、私たち地球人への最終警告だと思っています。将来を担う子ども達、いえ、地球人のための選択は、ゼロシナリオしかないと考えます。

28636 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 「ゼロシナリオ」を基本として考えることを求めます。将
来にわたって、日本国民はもとより世界全体の安全を
守るため原子力発電に頼らないエネルギー政策への
転換を求めます。

原発ゼロを求める論拠は、いったん事故が発生した場合のリスクが非常に大きい上に、原子力発電の安全性が十分に担保されていないこと。使用済核燃料の適切且つ有効な処理方法がいま
だ確立されておらず、非常に長期に渡る将来へのつけを残すことになること。また国土が狭く、地震が頻発する日本では更にリスクを増大させていることです。

「エネルギー・環境に関する選択肢」では、原子力の安全確保、エネルギー安全保障の強化、地球温暖化問題解決への貢献、コストの抑制、空洞化防止の4つの視点が並列で提起されていま
すが、前提は、原発および廃棄物に関する安全性の確保であるべきです。
また、事故が起きたときの経済的影響は、今回の福島原発の事故が示すように甚大なものとなります。そのことも踏まえて、原発に頼らないエネルギー政策への転換という方向性は明確にすべ
きものと考えます。

私たちは、可能な限り早期に、原発に頼らないエネルギー政策を実現する立場から、三つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」を基本に考えることを求めます。2030年時点での長所短所を示し、
三つのシナリオの賛否を問うことも必要なことですが、原発ゼロへの方向性をはっきりさせた上で、更に議論を積み重ねることで、より具体的な「ゼロ」に向けたシナリオが作られ国民的合意が
進むものと確信しています。
　
また、エネルギー政策の検討を進めるにあたっては、省エネによる、電力量全体の削減を重要な柱にすえること。地球温暖化問題、エネルギー安全保障などの評価をするにあたっては、電力
以外の運輸部門の燃料などについても総合的な検討をおこなうことを求めます。

以上
28637 個人 無職 ６０代 男性 　原発ゼロ、それも即刻ただちにすべての原発を停止

し廃炉にする以外に日本の未来と子孫の生き残りは
ありえない。「原発１５パーセント」に誘導する小細工
をやめて脱原発を実行せよ。

　提起の仕方が「原発１５パーセント」シナリオに誘導する意図があからさまで、怒りを覚える。それでもあえて言うなら、「原発ゼロ」シナリオだけが唯一の脱原発シナリオである。「１５パーセン
ト」「２０－２５パーセント」は原発増設邁進の正気とは思えない選択肢である。原発ゼロ、それもただちにすべての原発を停止し、廃炉への手順を急ぐべきである。
　今わが国では、野田佳彦など人間の良心のかけらもない連中が原発の全面再稼働という血迷った愚行を画策し、田中俊一など罪深い者たちが新たな「原子力規制委員会」で新たな罪を犯そ
うとしている。「意見聴取会」では相変わらず電力会社との八百長を企て、ばれたらその部分だけを「是正」するという姑息さと卑劣さは許しがたい。
　日本のエネルギー政策を展望するには、福島原発事故の手のつけようのない
被害の大きさと、地震多発地帯である日本の地勢を大前提として考えなければならない。２つの前提は、日本で原発の稼働などありえないことを明らかにしている。
　３つの「シナリオ」からは小賢しい下心が透けて見える。「原発ゼロ」を一応は示しながら、ゼロにする期限を示していない。省エネの見込みを極端に低く見ている。自然エネルギーを導入する
見込みもまじめに考える気がない。地球温暖化と原発推進とを天秤にかけ、消費者を脅迫している。核燃料サイクルを放棄していない。電力会社の独占的利権を守ろうとしている。「ゼロ」シナ
リオを選択する者に、重い負担と厳しい規制を印象付けて脅している。
　ただちに原発を停止し廃炉に向けて英知を結集すること、気の遠くなるほどの年月を核廃棄物と付き合わなければならない子子孫孫に心から詫びて誠意をつくすこと、それ以外にどんな選択
肢があろうか。

28638 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を即刻停止していただきたい。 過去において巨大地震は連動して大きな地震を起こすことが知られている。
もう１度福島のような事が起これば日本には安全に住める場所がなくなる。
南海、東南海地震の危険性が言われてから久しいが、今回の地震でその危険が増した事は確かだと思う。原発が被害を受けるにしても止まっている状態での被害と稼働している状況での被害
は格段の差がある。
子供たちにこれ以上の負担をかけない為、原発の即刻の停止を希望する。

28639 個人 その他 ４０代 男性 1.ゼロシナリオを選びます １．ゼロシナリオを選びます

それ以外の選択はありえない。
ノーモアフクシマ

28640 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を望みます。
将来の子どもたちのために、これ以上原発の不安、核
廃棄物の恐怖を残さないために一切の原発を日本か
ら廃止して撤去することを要望します。

　原子力発電の技術は自然災害の脅威を考えた場合、あまりにも不完全であることは、東北大震災の津波被害からも明らかです。日本は、地震国、プレート沈み込みに蓄積されたエネルギー
は、近い将来解放され、東海地震、東南海地震、南海地震により大被害が出ることは誰の目にも疑いの余地はありません。大被害が出た場合、現在の原子力発電所は持ちこたえられるので
しょうか。残念ながら、いくら電力会社が弁解しようと、東京電力の福島原発の事前の対応、爆発時の対応、爆発後の対応、それと指導に当たったはずの政府の対応と批判続出で、時の総理大
臣であった菅さんでさえ、今になって反省の念を述べている始末です。あのとき、東京を含め東日本は、人の住めない土地になっていたって何の不思議はありませんでした。現在は、平穏を取
り戻したように見受けられますが、確実に海に陸に放射性物質がまき散らかされてしまいました。仮にこれが低濃度の放射性物質であったにせよ、環境中の生態濃縮、河川や海底の地形の形
状における放射線物質の高濃度化は、さけられません。これらが食物を通して体内に取り込まれ体内被曝が進むことが大変心配です。また、福島原発爆発時に大気中に放出された放射性物
質は風に乗り、多くの避難したはずの福島県民が呼吸により体内に取り込まれたことは、素人目に明らかです。長期にわたる体内被曝は、チェリノブイリの例を見るまでもなく、人体に相当のダ
メージを与えます。特に、年齢の低い子どもたちは、放射線に対する反応が何倍も高いため、将来、発ガンなどの健康被害を受けてしまいます。日本は、原子力発電所を建設するにはあまりに
も不安定な陸地に位置しています。原子力発電所のような一回の事故で国土が破滅的状況を迎えるような高リスクな建造物を地盤の詭弱な日本に作るわけにはいけません。そのことは、福島
原子力発電所が証明しました。これまで、日本が培ってきた原子力関連の技術は今こそ、破壊された福島原子力発電所の撤去、既存の老朽化した原子力発電所の解体、大量に保管されてし
まっている核廃棄物の処理に利用すべきです。日本から原子力発電所自体をゼロにすることをめざして進んでいかなければならない。

28641 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
原発を今後も使い続けることは、放射能汚染を広げることにつながり、非常に危険です。
再び取り返しのつかない状況になる前に、一刻も早く原発をゼロにして下さい。
便利さよりも、大量生産・大量消費よりも、節電につながるような社会システムづくりを進めて下さい。

28642 個人 無職 ３０代 男性 原発は、直ちに全て停止を望みます。 現在稼動中のおおい原発は、免震事務棟がありません。
オフサイトセンターも、海抜２ｍにあり、津波がきて事故となった場合、対策をする拠点がなくなります。しかも、原発の直下に活断層があるのなら、もってのほかです。
また、電力会社の動向からも、原発稼動ありきと感じられます。
例えば、太陽光発電は安定しないと主張されますが。発電量が少ない時は、消費電力が少なく、消費電力が大きくなる時に出力が大きくなるのが太陽光発電です。

関西電力管内で、２ｋｗの太陽光発電を400万世帯設置すると、関西電力の原子力発電を無くすことができます。稼動しているおおい原発３、４号機では、150万世帯程度の計算になります。
そちらを最優先にして対策すれば、全ての原発を廃止することは可能となります。

経済界が望むのは、「利益＝お金」です。
国民が望むのは、「命」です。
お金と、命とを天秤にかけるものではありません。
お金より命のほうが大切なのは明白ですから。

28643 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 求む！「原発ゼロ」

ゼロは安全だとわかる唯一の数字だから。

『原発ゼロシナリオ』を求めます。
ゼロは安全だとわかる唯一の数字だから。

東京に住んでいます。

僕は"原発事故による被害"にあっているのでしょうか？
わかりません。

原発からどれくらい離れれば安全なのでしょうか？
わかりません。

東京は人体には影響がない距離と言う人がいます。本当ですか？
わかりません。

全部わかりません。そのわからなさが怖くて仕方ありません。

この怖さも"原発事故による被害"と言えませんか？

『原発ゼロシナリオ』を求めます。
ゼロは安全だとわかる唯一の数字だから。

28644 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はいらない 生活を脅かすエネルギーはいらない。
命を脅かすエネルギーはいらない。
それ以上の理由はありません。
だからゼロ。



28645 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発０％を希望します。 原発０％を希望します。

28646 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 2030年では駄目です！！即廃止してください！！ 2030年に廃止ではなく、原発即廃止です！！
地球の異変に気づきませんか？
人間のエゴで地球がおかしくなり、今悲鳴を上げているじゃありませんか・・・。

原発を廃止しないと地震、洪水・・・自然災害は止まらないでしょうね。
もっと自然エネルギーに目を向けて早く切り替えるべきです。
そうしないと日本に住めなくなりますよ！！

早く目を覚まして下さい！！

東北の人達だけで終わると思わないでください！！

28648 個人 学生 １０代以
下

男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
いますぐにでも、原子力がなくなってほしいので、３つ
の中から、これをえらびました。

僕は、まだ１３歳なので原子力とか、エネルギーとかのこと知った口で言える立場ではありませんが、福島の原発事故によって福島の人たちは、自分の家へ帰ることができなく、ほかの町へ引っ
越しする人も出ました。もしも、福島に原発が無かったら震災の被害は出たかもしれませんが、わざわざ福島から出て行かなくてもよかったかもしれません。

28649 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発。ゼロシナリオを指示する。 福島の原発事故は想定外に起こってしまったものかもしれないが、原発の危険性や、放射能の恐ろしさは、現実のものとなった。これ以上、私たちが、そして、子どもたちが放射能の危険にさら
されることは、決してあるべきことではない。

28650 個人 学生 １０代以
下

男性 選択肢以外
震災によって故障した原発以外の全原発の早期再稼
働を求める。

原発による電力供給なしで、国を維持することはできない。

28651 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。一日も早い全原発の
廃止を望みます。

　私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。ただし提示されているような2030年までに脱原発を達成する案では遅すぎる。エネルギーを巡る議論は、論点がコストや経済的負担に偏りすぎていると
考えます。
　福島の事故を経験した後に、なお原発を動かし続けるという判断がありうるとは思いませんでした。今日の新聞でも、線量の計測をごまかし自分の被曝を隠して長年仕事を続けていた下請け
作業員が「自分みたいに命を削る人がいないと原発は動かない」と語っています。東京電力幹部の無責任さは誰の目にも明らかになり、再稼動を要求する他の電力会社にも公益事業にあるべ
きモラルが、少しも感じられません。さらに大きな震災が予想されるのに、なぜ、すすんで脱原発を表明する電力会社が一社もないのでしょう？　危機感がなく、道徳も合理的判断も崩壊してい
る。これは異常すぎる事態です。
「原子力の平和利用」とは、多くのものを犠牲にして、ひとえに原子力事業に関係する産・官・学・マスコミその他の共同体の利益を追求する体制でした。福島でおきていることは、その事実を国
民の常識にしてくれました。取り返しのつかない結果を見て、この後も原発が動き続ける恐怖を選択しなければならない理由はありません。ただちに原発の廃炉をすすめてください。

28652 個人 学生 ２０代 男性 私は原発35％以上必要だと思います
もちろん全機稼働です

現在、原発の安全性は保障されており、健康被害の可能性がないにもかかわらず国民の不安を煽るような報道がなされています。
政府も選挙で勝ち残ることしか考えておらず、福島原発の事故で死者がでていないことや、原発稼働をとめると経済に甚大なダメージを与えること、その結果経済苦による自殺者増加や節電の
煽りをうけエアコンがつかえずに熱射病で亡くなる方が増えることなどに考えがいたっていないようです。
自然エネルギーによる発電など実用化できていないものを大量に作って何をするつもりでしょうか？
この大国を指導する立場にある者であるならば、小手先の大衆迎合や責任回避をやめて、国民や国の将来を考えて決断し行動しなさい。

28653 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発０％にしてください。 原発は、廃棄物の処理ができません。
事故が起こると、取り返しがつきません。

28654 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発比率０％！深刻事故が起きるのは福島で立証さ
れたがそれを前提に運用しているか？否！『事故は
絶対起きない』との馬鹿げた神話は『福島のような事
故は絶対起きない』というもっと馬鹿げた神話に変
わっただけだ！

全ての原発が福島と同じ事故を起こす可能性があることを前提に運用した場合、コストは安いか？
放射能を撒き散らす原発にバッテリーを運搬する用意をして、３０キロ圏内全ての人が避難訓練をしなきゃなんだぞ！
「この原発は福島とは違う」だと、
その原発には思いもかけない人為ミスやテロ等の新たなリスクが襲いかかるだけだ。
「絶対安全」
が無理なことは分かっただろう？福島で勉強しただろう？

もう原発は終わりにしよう。
原子力を制御できると思ったのは幻想だったんだ。
もう目を覚まそう。

28655 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。

福島第一の事故を起こしてなお国内の原発を廃炉しないどころか、
再稼働させようという発想が信じられません。
地震の多い日本にあって原発を持ち続けること自体が、
国民を危険な状況に置いているということが、なぜ分からないのでしょう。

「地震や津波に対する安全対策を万全にすればいい」ですって？
とんでもない！
自然の力は人間の考えはるかに超えたものであったと、
昨年、いやというほど学んだじゃないですか。

原発が稼働し続ける限り、
私たち国民は放射線に脅かされ続けなければなりません。
いますぐ、ただちに、すべての原発を「廃炉」すべきです。

国民は怒っています。

28656 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 福島の惨事を繰り返さないため、１００％の安全はあ
り得ない事も考慮し、原発はできるだけ早く「ゼロ」に。
代替エネルギーの開発・拡充、省エネを推進、これら
の産業の発展を。負担が増えるのであれば受け入れ
ます。

未だ終息をみない東電福島原発事故は、住民に耐えがたい苦痛を与え、莫大な財産を棄損させ、広大な国土に汚染を残しました。この惨事を将来世代に二度と繰り返させないためにも、また、
地震・津波・テロなどのリスクに対し１００％の安全はあり得ない事も考慮し、原発はできるだけ早く「ゼロ」にすべきだと考えます。放射性廃棄物の最終処理も決まらないなか、今後の新設はもち
ろんすべきではありません。脱原発を達成すべく、代替エネルギーの開発・拡充(温室効果ガス削減にも資するように)、これまで以上の省エネルギーを推進し、この分野で世界をリードし、これら
の産業の発展にもつなげるべきだと考えます。国民として、このために負担が増えるのであれば受け入れるつもりです。

28657 個人 学生 ２０代 男性 「ゼロ」という選択肢を掲げたからには、政府は責任を
持って脱原発を実現しなければならない。自然エネル
ギーへの転換を全力で進めていってほしい。

このコメントを書いている方は間違いなくほとんどが原発ゼロの意見でしょう。2030年の時点で、ということは少なくとも原発を止めるにはあと18年かかる、という意味なのでしょうか。確かに今す
ぐにというのは難しい問題だと思います。火力発電で燃料を燃やし続けることも温暖化、資源の面からもよくないでしょう。ここまで続いてきたシステムを急に変えるのは大変なことだと思います。
また10~15％というシナリオは一部の地域の方々に負担を強いることになり、とても不公平なことだと思います。政府は脱原発を掲げ、自然エネルギーへ転換していく道筋を立て、国民にしっかり
と説明していかなければならないと思います。もちろん今後稼働する原発の安全性もです。2030年に原発ゼロ、絶対に実現させてください。

28658 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 原発について 原発はいらないです

28659 個人 家事専
業

６０代 女性 　いざというときに、人の力でコントロール不能になる
原発には反対です

　のだ総理は「私が責任をとります」いうけれど　福島の人たちに対して
どのように責任をとっているのでしょうか
　住み慣れた故郷に何十年も帰ることができない　原発に依存したエネルギー
施策には反対です

　「ドジョウ」発言には、国民の側にたった庶民的な淡い期待ももちました
が　オスプレイの件にしても　とても私たち庶民の立場に立っておられるよ
うには思えません

　岐阜県は、福井にある原発（大飯、高浜、美浜、敦賀等）の風を受ける地域です　福井の水晶浜からとばした風船が、２時間ほどでとんできました
原発事故のときにいち早く放射能の影響を受けることとなります　活断層の調査もすることなく再稼働させた大飯原発は　ただちに停止してください

28660 個人 その他 ６０代 男性 原発への依存は０％にし、原発は廃止すべきです。 　原発再稼働の理由を「電力不足」などとしていますが、そうならば当面火力発電の量を可能な限り増やしてもやむをえません。いったん事故が起きれば、取り返しのつかない甚大な被害が全
国に、世界に広がります。また、数千年、数万年後の人類と地球環境にまで破滅的な影響を与える核廃棄物などを地球上に残す権利など、私たちにはありません。
　進めるべき「研究」は、原発に依存しないでエネルギー・電力を生み出す方法や、つくり出してしまった放射性廃棄物を安全にコントロールする方法であるべきです。いかに“安全な”原発にす
るかではありません。
　「当面何々％で稼働するとか、何十年は依存する」などと言っている場合ではありません。巨大地震などの自然災害発生は、明日かもしれないし明後日かもしれません。脱原発をめざす政策
の実行に今すぐ取りかかるべきです。

28661 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発は即座にゼロを強く望む 原発がなければ経済は危ないと言うが、その根底にあるのは経済成長「神話」だと思う。そもそも、未来永劫、経済が成長することはあり得るのだろうか。大量生産・大量消費がなければ企業は
利益を上げることができない。物質があふれる社会の中、新たに物を購入してもらうには捨ててもらうしかない。それは環境にも負荷を掛ける。エネルギーがなくなるから原発を動かすのではな
く、少ないエネルギーで生活する新たな社会を作っていくべき。エネルギーの供給面のみを考えるだけでなく、社会のありようを考えるべき。仮に原発を利用するにしても、その議論が必要不可
欠で、私は原発をゼロにして新たな価値観で社会を築くべきだと考える。

28662 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを強く支持します。 ゼロシナリオを強く支持します。将来の日本のために、将来の私たち全ての子孫のために、もう二度と福島の原発と同様の悲惨なことで、たくさんの人びとがすべてを失わないため、いますぐ、
すべての原発の廃炉にむけて、決断してください。日本の若者が将来の日本に希望をもつために必要なのは、目先の原発地域の雇用ではなく、子供たちがマスクをせずに、戸外を走り回れて、
泥遊びができて、若いカップルが安心してこどもを産み、母乳を与えられる環境であり、また、地域の農業、漁業の生産物が安心して食される環境です。福島の原発の事故は人災です。このま
ま、原発の稼働を続ければ、また、次なる福島をうみ、全国の日本人および、日本に住むすべての人々に、絶望と悲しみをもたらします。 それでなくとも、おそろしく多い日本の自殺者の数も、よ
りいっそうふえることでしょう。日本の現政権が、真に国民の声をきくとこができるのか、いままでの利権やしがらみにしがみつくのか。 もう国民は、変われない政府を支持しないで、はっきりと、
NOといいつづけることでしょう。

28663 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「ゼロシナリオ」に賛成します。 地震の多い日本では、近い将来にまた東日本大震災のような大きな地震が想定されています。３．１１の福島原発事故で明らかになった原発の危険性から、原発は断固反対します。「ゼロシナ
リオ」の決定を強く希望します。

28664 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　エネルギーミックス議論について，現在の原子力発
電では安全確保が困難なので，廃止するゼロシナリ
オを提案します。不足する電力は新たな発電プラント
を造りエネルギー確保と被災地復興を行います。

　将来のエネルギーミックは，エネルギー自給率の向上及び安定供給，環境保全も含めた安全確保，東日本大震災の被災地復興の３つを同時に達成できるようにすべきと考えます。これを目
指す過程で生まれるであろう日本オリジナルの独創性の高い優れた技術を諸外国に輸出して，国際社会の中で科学立国として，さらに名誉ある地位を得るべきであろうと思います。
　具体的なエネルギーミックスについては，2060年には原子力50％，火力25％，再生可能エネルギー25％とします。この2060年の原子力は，放射能の危険性の低い核融合炉による発電です。
2060年までのおよそ50年間，我が国は英知を結集して核融合炉の実用化に向けた取組を進め，その実現のために研究を推進しなければなりません。
　しかし，核融合炉による発電が実現するまでの約50年の間，エネルギー不足の状態を放置するわけにはいきません。かと言って現在の核分裂炉による発電に依存することは，福島原発の事
故から明らかなように危険性が高すぎます。そこで，地震に強い新しいタイプの火力発電プラントを東日本大震災の被災地に集中させ，被災地復興とエネルギーの安定供給を同時に満足させ
るようにします。
　その新たな発電プラントとは，シェールガスやメタンハイドレードを燃やすタイプのものです。もちろんその火力発電プラントは，温室効果ガスを大気に放出しないシステムとし，プラントで発生
する余熱等は，農林水産業等に活用します。シェールガスやメタンハイドレード，輸入に頼らなくても我が国が自前でまかなえる可能性が高いエネルギー源です。
　このような歩みの中で潤沢な電力を確保するとともに，蓄電システムの小型化高性能化により，自動車等移動運輸手段の動力及び空調等を国家戦略としてオール電化を推進していきます。
これによって日本の一般国民が灯油やガソリンなどを買う必要性がなくなります。またこのシステムは，自然に優しく付加価値の高い，どの国でも，また誰もが必要とするものです。
　2060年頃の核融合による発電（原子力発電）の実用化は，被災地にあるシェールガスやメタンハイドレードの火力発電プラントをそのまま原子力発電プラントに移行させる形をとります。この向
こう50年間のエネルギー確保に向けた取組を，国がリーダーシップを発揮して，新技術の開発を行いながら進めることで，我が国の繁栄のみならず，広く国際平和と地球環境保全に貢献できる
ものと考えます。

私の祖母は福島県相馬郡飯舘村に住んでいます。
自然豊かで素晴らしい土地がありました。
祖父や伯父が生きていた頃は農業と酪農で生計をたてていました。
全て東日本大震災が、原子力発電所の事故が全てを台無しにしました。

ひとたび事故が起これば、とんでもない大惨事になる事を身を持って知りました。
政府は除染して帰村を目指していますが、事故の収束すらなされず現在も続く事故処理。
チェルノブイリの例をみても、人類は今のところ放射性物質に対する防御策を持ち合わせていません。

それなのに欺瞞だらけのストレステストに安全基準すらないのに再稼働。
誰がみてもおかしいことだらけです。

エネルギー政策に関していうなら、原子力発電はNO!
原子力発電所の即時廃炉。
電気が足りないといいますが、それは火力発電所とガスコンバインド発電所の増強することで補えるはずです。

その上で太陽光発電や風力発電、地熱発電所などの自然エネルギーへのシフトを図ればいいのです。

今、廃炉にすると負債が増えるから再稼働が必要らしいですが、お金をかける場所がそもそも間違っています。
GEですら原子力発電所はコストが高くつくという、ニュースを読みました。

原子力発電所は、コストが安いわけではなく、労働者の被曝。犠牲の上で成り立つものなのだからいりません。
子どもたちの未来に原子力発電所は必要ありません。

今まで意見をいう事をしてきませんでしたが、間違いに気づきました。
どうか、国民の大多数の意見をお聞きください。

原子力発電所にはただただ、NO!と意見します。

28647 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所は即時廃炉。 火力発電所とガスコンバ
インド発電所の増強。併せて自然エネルギーへのシフ
ト比率をあげる。



28665 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年度の原発依存0%を支持します 　福島の事故は天災でしょうか、人災でしょうか？
　今もなお避難している人々にとっては、つらく悲しい思いがぬぐい去れない毎日ではないかと推察します。

　私には、あまり難しいことは分かりません。
　しかし、日本の人々は、けっして福島の人々の思いを、軽率には扱わないと思います。
　だからこそ、経済的な損失は多少覚悟してでも、エネルギー政策の変換ができると思います。
　今、0％を目指さなければ、今後目指せるはずがありません。
　「今しかない！」と思います。

　そんな多くの人々の思いを、しっかりと受け止めてくれる行政をお願いしたいと思います。

28666 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します 原発再稼働が、経済の為、人々の安心出来る生活の為という言い訳のものになされましたが、その実、電力会社および原発周辺会社の利益の為、というのが明白になりました。
人間のやることに100%完全なものはありません。ならば、事故を起こしたら国土を失うような原発は即廃炉にすべき。第二のとフクシマを作ってはなりません。

28667 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原子力発電は危険すぎる。原発なしで生活していく術を検討すべき。放射能で人が入れない場所をこれ以上つくらないでほしい。美しい日本を子供、孫に引き継いでいきたい。

28668 個人 家事専
業

２０代 女性 脱原発。原発はゼロにしてください。 原発反対です。
原発をなくすと働くところがなくなるというかたがいらっしゃいますが、
新しいエネルギーを作る場所へ移動すればいいだけのことです。
未来のために、やめませんか？
原発を完全に扱いきれていない状況で、
原発を使うのはおかしいです。
他のエネルギーに今すぐ切り替えるべきです。

28669 個人 無職 ３０代 女性 原発はもちろんゼロ以外考えられません！1つが爆発
したことで、日本の全てが汚染されているのだから、
ゼロしかないです。

経済の問題などで原発が必要といっても、命がなくなったらまったく意味がありません。事故が収束しているという方は、原発の中で寝起きするくらいしてもらいたいです。もちろん、今の生活を
国民それぞれが見直して、不必要に消費する社会を変えていくことも必要となってくると思います。

28670 個人 その他 ３０代 女性 2030年時点での原発依存ゼロを支持します。 命のキケンをともなう原発はなくすべきです。再生可能エネルギーの導入を促進することを希望します。

28671 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は即刻全て停止して欲しい！ 多少この国が貧しくなったとしても、原発という危険な爆弾を抱えるよりは、
ずっといい。
３．１１で取り返しのつかない事故が起こり、子どもたちや未来の子供たちに
取り返しのつかない被害を与えた。原発には十分な安全対策がなされていないし、立地についても活断層の調査も含め、とても信頼できるものではない。

既得権益を守るのではなく、これからの子供たちとその未来を守るべき。

28672 個人 その他 ４０代 男性 原発はできるだけ早期に全廃すべき。 本邦のように地震国であり狭い国土しかない状況では、いったん問題が起きた時に逃げ場がない状況にもなりうると考える。それに対する対応をどれだけのコストを払って行うのか？その価値
はあるのか？立ち止まって考える時だと思う。

28673 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを強く希望します。 未だ終息していない原発爆発の悲惨な状況を見てもなお原発を利用する国の品格を疑います。損壊を免れ、一見何ともない自分の家に、放射能汚染のせいで帰れない人がどれだけいると思
うのですか。核廃棄物の処分についても何も問題は解決していません。ゴミ処理に困るようなものは普段の生活で使ったりしないのに、なぜゴミばかり生み出す物を、しかもそのゴミの処理方法
が決まっていないものを使い続けるのか、まったく理解に苦しみます。なぜ国レベルでこんなに単純明快なことが分からないのか憤りすら感じます。
しかも日本は世界で唯一原爆の恐ろしさをいやというほど味わった国です。その憎き核を平和利用という偽った安全性の名のもとに使い続けるなんて国民への裏切り以外何物でもありません。
ただちに原発はすべて廃炉にすべきです。
そして再生可能エネルギー、電気の自由化、早急に導入して下さい。
未来ある子供たちにこの国を引き渡すための最善の方法をぜひとも一生懸命考えてあげてください。

28674 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 大切な娘のために・・・原発なんていりません はじめての愛娘が生まれて１年半。
生まれた年に、あの未曾有の大震災がおきました。
娘が健やかに成長するために原発は必要でしょうか？
何のための原発ですか？
経済発展のため？？プライドのため？？
私は、普通の安全・安心がほしいです。
原発はいりません。不都合があるならみんなで共有し我慢します。
すくなくともわたしたち家族はそうします。

だからお願いです。
原発は廃炉にして、安全な日本でいてください。

28675 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 可及的速やかに、原発はゼロにし、全力で再生可能
エネルギーへの転換を進めるべきである。

◎地震列島である日本に原発はそもそも無理、あまりに危険すぎる。
◎廃棄物処理（核燃料サイクル）のメドが全く立っていない以上、全原発の停止は早ければ早いほどよい。
◎経済面からも、マクロに視ると、原発は大変コストが高いように思う。これまで多額を原発関連に投資して来たが、その幾分かを再生可能エネルギーの開発・増加に振り向けるべき。将来的な
産業構造・国際競争力のためにも。これが我が国に求められている喫緊の課題。
◎１５％シナリオは現状維持どころか、廃炉の問題を含めると原発増設を意味しそう。とても支持できない。２０％以上シナリオは論外。

28676 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電の安全性を確保し、再稼働可能なものか
ら再稼働しながら、経済情勢、太陽光・風力エネル
ギーの導入実績・予定、地球温暖化等を考慮した上
で、今後原子力発電をどうするかを3～5年毎に判断し
ていく。

(1)ゼロシナリオは、経済性を全く考慮せず、国民負担が大幅に増大すると思われ全く賛成できない。15シナリオは、太陽光・風力の導入の実現が困難と思われる。(太陽光パネルを設置可能な
戸建住宅すべてに設置予定等)また、家庭の電気代も、ゼロシナリオ、15シナリオ、20～25シナリオともほとんど差がないのはおかしい。
(2)太陽光発電が増えればCO2削減が期待できるが、発電量が増えれば増えるほど消費者の負担が増大する。電気料金の大幅値上げが消費を抑制し、景気を冷え込ませる。電気料金の大幅
値上げは、企業にも負担となり、企業業績の悪化にもつながり、産業の空洞化もますます増大すると思われる。
(3)選択枝が前提とする経済成長率は1%前後と政府が目指す実質2%に達していない。これでは、企業の国際競争力が低下し、国民の生活水準も低下、財政も逼迫し、財政再建も難しくなる。
以上の理由で、3つの選択枝から選ぶとすれば、「20～25シナリオ」となるが、意見の概要でも書いたように、結論をあまり急がず、現実的に可能な選択をしていくのが望ましい。

28677 個人 無職 ２０代 男性 2030年までに原発「０」に！！ 原発はもう使わない、当然だと思います。
未曽有の原発事故が起こり、今も苦しんでいる人々がいるのに、それを忘れたかのように大飯原発は再稼働され、国民の声は黙殺されています。
日本人がこれからもこの国土で生き続けていくのなら、子孫に継承していくのなら原発という危ういシステムを存続させていくのは、まったく将来を考えない自殺行為です。天災がいつどこで起こ
るか分からないのは、周知の事実です。いつ起こるか分からない危機に対して、考えられるリスクは少ないほうがいいに決まってます。
原発ゼロにしていくためには、政府、国民が一丸となって取り組まねば不可能だと思います。政府は原発ゼロ、そして使用済み核燃料の問題、再生可能エネルギーへの転換など様々な問題を
順序よく進めていかなければなりません。
そして日本国民もそれなりの覚悟が必要です。まず今までの生活を見直すこと。電気を使いたいだけ使う時代は終わりです。なるべく電気を使わない自然に対してローインパクトな生活を目指
すべきです。
戦後の大量生産、大量消費の生活を見直し、物質がもたらすまやかしの幸福に打ち勝つべきだと考えます。

28678 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発再稼働に賛成です。 原発再稼働に賛成です。
(1)原発はM９の地震に耐えました。問題は、人間の方です。今後は、日本の最高の技術力を駆使してより安全な原発とその運営をすべきです。
(2)経済面でも、今は原発以外の選択肢はありません。日本の経済と雇用を守るためには原発再稼働以外にはありません。
(3)国防面でも、原発を持っていることが、隣国に対しての安全の担保になります。

28679 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　原発ゼロシナリオを採用すべきです。これまでの原
発依存の状況から見て、他のシナリオは確実に骨抜
きになり、原発依存度を低くするという目的から必ず
遠ざかると考えます。目標はゼロ以外にはありえませ
ん。

　エネルギー政策を考えるにあたって原発の依存度を15%にするか、25%にするかなどという議論は荒唐無稽です。その時々の経営判断によって数値目標が形骸化するのは目に見えています。
現状では国も電力会社もこれまでどおり「原発使い放題」の昔に回帰したがっているようにしか見えませんのでなおさらです。国民から信用されていないという事実を直視してください。
　これもすべて立地交付金を始めとする公的資金の投入により、原発が電力会社にとって「おいしい」存在になっているがゆえに起こりうる事態であると考えます。国丸抱えの原発施策をやめな
ければ、これからも何も変わりません。
　とはいえ、単に公的資金を廃止し全てを電力会社の責任にするというのは、長年唯々諾々と国策に従ってきた電力会社にとって厳しすぎるうえ、国として無責任であると考えます。
　それゆえに、国としてまず「原発ゼロ」を国策として打ち出し、廃炉や各燃料棒の処理などのコスト負担も含めた明確な将来設計を、国民的議論を踏まえて策定しなければなりません。そのた
めにも、目標はゼロシナリオでなければなりません。

28680 個人 無職 ７０代 男性 原子力依存度　２０～２５％ 日本のエネルギーの現状、そして日本経済・家計負担より
最大限の安全を確保しつつ、その程度が望ましい

28681 個人 自営業 ６０代 女性 即刻、経済優先の原発を廃止し再生可能エネルギー
に向けるのが日本の使命です。

67年前の8月6日広島に原爆が落とされ14万人が被爆して亡くなりました。
父は市内で救援活動して被ばくし胃がん、胆のうがん、最後は肺がんを患い2年前に亡くなりました。被爆者手帳を交付してもらえた人のみで28万人以上がこれまで犠牲になってきている。2キ
ロ以遠の被爆者に認定されていない人や黒い雨に打たれて今尚原爆症に苦しむ人が日本中にいるのが現状です。
そして国からの補償も全くなされていません。

そんな中、３１１福島で原発事故が起こりました。世界中の空気や大地を汚染し、海洋を汚染して生態系を破壊しました。　事故が収束するまで数十年放射性廃棄物をまき散らし続けるのです。
東北から関東にかけて大地と空と海を汚し、食物や飲み水から私たちは吸収して内部被ばくを強いられるという不安を抱いています。
使用済み核燃料の置き場もなく日本中のプールに保管され続けている問題、もんじゅや六ヶ所村の核燃料サイクルの危険性と不採算性、被ばく労働を強いる雇用体制、すべてが行き詰ってい
る。そして活発化する地震と巨大津波の恐怖。原発はすでに破たんした産業である。

電力会社や原子炉メーカー、株主、金融機関などを守るために原発を稼働させるなんて広島・長崎で犠牲になった被爆者への冒涜に他ならない。　まさしく人は核とは共存できない。　即刻、経
済優先の原発を廃止し再生可能エネルギーに向けるのが日本の使命です。　私たちは無駄な電気を一杯使っています。
原発を廃止するなら何でも辛抱できます。　日本の将来、日本人を守るため
今すぐエネルギーの転換を英断することが切なる希望であり祈りです。合掌。

28682 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所いりません。０％でお願いします。 少しばかりの便利さや、経済的な豊かさと引き換えに、命をかける事は出来ません。自分ばかりか、子供たちの命まで売るような事は出来ません。

28683 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 私は選択肢１の「ゼロシナリオ」を支持します。 　人の手に余る災害が起こった時に、自然の力の前には人工の建造物など簡単に破壊されてしまいます。
福島の原発事故のような災厄を二度と起こさないように、原子力の使用を制限するべきだと思います。
現代の日本は電力を使いすぎです。個人も企業も、日本社会の一員として、節エネルギーを実行していくことが、私たちの後世への仕事だと思います。

28684 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 政府は早急にゼロシナリオを選択すべきだ。日本の
国民だけでなく、世界中に大きな脅威をあたえた事故
を再び引き起こしてはいけない。再生可能燃料の効
率の良い発電をさらに推し進め、未来にまで負の遺産
を残すな。

　原子力発電所（以後原発）は、両刃の刃である。大きな電力をえられる一方、人類に多大な脅威もあたえるものである。そして、安全神話は、もろくも崩れ去った。
　日本の世論だけでなく、世界中の人々が、今後の日本の動向を見守っている。そんな中、先を見据えることなく目先のコトだけにとらわれ、原発を再起動してしまったのは大きな間違いである。
これまでも、メガソーラー構想がありながら積極的にすすめられず、資金だけ無駄に投資して実質的な研究はすすめられてこなかった。再生可能燃料の開発はもっといろんなものが、国を挙げ
て進めてきていれば、できてきたはずである。
　それを原子力にたよってきたことにより、他国よりもそのあたりの開発は遅れをとってしまっている。特にドイツなど、国をあげてすすめてきたところにくらべれば、国民の意識もずいぶん違って
いる。
　大きな震災という転機をうけ、いまこそ「ゼロシナリオ」を選択し、世界に向けて大きく発信し、日本という国の力を世界中にアピールすべきである。今こそ世界に対し、日本の国力を世界に知ら
しめる絶好の機会ととらえるべきである。早急に政府は「ゼロシナリオ」を採択し、国をあげてすすめていくべきだ。

28685 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今の我が国にとって、原発は必要であり、点検が終
わったものから、速やかに再稼働すべきである。

原発停止による火力発電用燃料輸入による、国富の急激な減少、景気の更なる悪化、中東地域、中国、北朝鮮等の政情不安による石油、液化天然ガス等の輸入ルート途絶時のお手上げ状
態。こういったリスクに備えるためには、原子力発電を主要なエネルギー源に据えること以外に、道はないため。
原発事故そのものでは誰ひとりとして死者は出ていないし、今回の事故の放射線量ではこれからも死者は発生しない。。しかし電力不足による計画停電等によりエアコンの使用後差し控えたこ
とで起こり得る熱中症患者、死者の数は計り知れない数に上るであろう。

28686 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロ案に賛成。
既に破綻の核燃料再処理構想を前提にした選択あり
得ない。
ドイツに習い原発「出口戦略」に総力で取組むべき。
エネルギー効率向上／需要応答／電力自由化策に
ついても総力対応が必要。

２０３０年原発ゼロ案に賛成です。
日本国の総力をあげて、是非実現させてください。

理由は以下の二つです。

１.核燃料再処理構想は既に破綻しています。
そのことを明示しているのは、ゼロ案だけです。
我が国の大切な将来選択を、破綻している構想を前提にして進めることは出来ません。
２０３０年迄待っても、処理の出来ない危険な核のゴミを出し続けると言う選択肢は、国の将来設計上あってはならないものと考えます。

２.史上最悪の原発事故を経験した我が国は、ドイツを手本にしながら原発からの出口戦略に総力で取組むべきだと考えます。

再生可能エネルギーへのシフト割合だけを論点にするのではなく、火力発電を含めたエネルギー効率の向上策（供給側・需要側）についても論議を進めてください。

国民参加の強力なエネルギー政策となる筈の需要応答（デマンド・リスポンス）の実現に向けて、真剣に論議を進めてください。

電力自由化を推進する為の諸政策論議を、真剣に進めてください。
一方的に電力料金の値上げ通知を受けるのでなく、国民が選択出来る電力・エネルギー選択肢をとにかく増やしてください。

28687 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発０。即時実施。 核反応はビジネスに使ってはならない。その理由は、
1　核反応の暴走を止めることは出来ない。
2　核廃棄物（使用済み燃料）の処理技術がない。安全な置き場もない。
3　放射能の恐ろしさは他に較べるものがない。それは消すことができない。
4　放射能被害は地球レベルで極めて大きい。

28688 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
老朽化した原発を順次停止する形での安全かつ円滑
な脱原発を主張
《2030年原発依存10～13%を目標》

安全な廃炉方法が確立せず、処分場の問題も解決しない中で廃炉作業を急ぐことはリスクが高いと考えられます。
そこで、40年以上経過して老朽化した原子力発電所を順次停止・廃炉をしていきながら、処分場や廃炉方法の問題を並行して解決し、安全かつ円滑に脱原発を行うべきです。

また、今後は燃料費の高騰が考えられ、再生可能エネルギーについても現状では安定供給は不安があります。
そのため、急進的に脱原発を進めることは経済や生活へ大きな負担がかかると思われます。そういった観点でも、必要以上に急いだ脱原発は避けるべきです。

28689 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 ０％を求めます。 絶対の安全というものはあり得ません。万一でも事故が起こったときに人間の手で制御できないことは、昨年の事故で充分証明されています。自らコントロールできないものは、作るべきでない
のは当然です。原発はこれ以上作るべきではない。減らして行くべきです。それにはゼロの選択しかあり得ません。安全な自然エネルギーにシフトする、省エネの技術をさらに開発する、不便は
あっても生活を変えていく、新しい暮らしのあり方を社会全体で模索して行くべきです。リスクを全員で負うよりは、生活のレベルが落ちることも、経済的な負担が増えることも含めて、みんなで変
化を受け入れていきましょう。



28690 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオ【即刻！】 福島第一原発の４炉の中で、もっとも大量に放射性物質を放出した２号炉。
ベントの失敗によるものだということですが、その失敗の原因は
耐震度の低い細い配管の破損によるものだということが明らかになりつつあるようです。
科学の粋を集めたといわれる原発も、単純な配管のかたまり。
津波の被害なくしても、地震国であり活動期に入った日本で
もしまた地震被害で原発事故が起これば、ましてほとんどの原発が集中する
日本海側で起これば、日本は破滅です。

電気は大事です。ほしいです。でも原発の電気はもういらない。
今必要なのは、為政者の覚悟だけだと思います。

28691 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３案どれも反対します。原発依存度は少なくとも現状
維持を希望します。

安定供給が不確定な再生可能エネルギーに頼るなど、この国の経済ひいては国民の生活に大きく影響し、日本が沈没してしまいます。東日本大震災で福島の方々は大きな影響を受けてしま
いましたが、果たしてそれは自然災害、東京電力だけの責任だけとは考えられません。ただ責任を押しつけているだけのような気がします。ヒステリックな判断はやめ、科学的にしっかり検証し
て将来世代に引き次いでいける国にしてほしいと思います。
私は事故が起きた日本が、今こそ原発技術をあげて、安全を追求し、その情報や技術を世界に向け、牽引して行くことこそが求められていることだと考えています。政治は今の日本、将来の日
本をしっかり考え、国も国民も繁栄できるような決断してください。

28692 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を強く要望します。
２０３０年では遅すぎます。
即刻全原発を停止し、廃炉に向けた処置を求めます。

福島原発の事故で「原発の安全神話」は完全に崩れたことがわかりました。この狭い国土、火山列島の国、地震大国の日本に原発を稼動させるのはあまりにも愚かで、歴史に残ることになるで
しょう。使用済み核燃料をどう処理するのか、この問題だけだって困っている大きな負の遺産でしょう。原発をみんな海側に造っていますがテロ攻撃等があったらどうするのでしょうか。どう考え
ても問題です。原発再稼動は、絶対に許せません。政治的判断とは何でしょう。国民の大多数が反対する原発再稼働反対の声を聞いてください。

28694 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本の将来における、「エネルギー・環境における選
択肢」における、エネルギーを得るための原子力につ
いては、０％シナリオを採用すべきだと思います。

現状の原子力発電によって産み出される、核のゴミの安全な処理方法が確立されていないことが一番の理由です。核燃料のリサイクルも実現できていませんし、地中に埋めても、何万年もの
間監視し続けることは無理なことだと思います。
また、完全に制御できない技術を扱うことはその事業の従事者の生命を脅かすことに繋がり、今回のような福島第一原発の事故が起これば、また周辺の住民の生活を奪うことになり、大気中、
海中へ放出されてしまった放射性物質については誰も責任が取れないでしょう。そんな無責任なことを続けることは止めるべきだと思います。
以上の理由から０％シナリオを採用すべきだと思います。

28695 個人 家事専
業

６０代 女性 エネルギー政策の原発の比率を１のゼロ％が妥当と
考えるが、２０３０年までにではなく、即刻ゼロ％を求
める。福島原発事故の悲惨さを見た後では、原発と人
間は共存できないことを痛感した。

福島の原発事故の被害の大きさは、測りしれない。一度事故を起こせば、その空間的、時間的影響の大きさは甚大である。とくに子供の受ける健康被害は大きい。また、地震国日本ではあらゆ
る原発が危険でいつ事故を起こすかもしれない立地である。命を犠牲にしてまで、電気のために原発を持つ必要はなく自然エネルギーに変えてゆくべきである。

28696 個人 学生 １０代以
下

女性 (1)原発ゼロシナリオを選びます！！ (1)原発ゼロシナリオを選びます！！

福島原発事故が起きて放射能がばらまかれたせいで、福島県の幼稚園生・小学生・中学生・高校生は、事故が起きるまでは当たり前だった普通の生活が送れなくなりました。
福島県には何度も遊びに行ったことがあるので、とても悲しいです。

私は関東地方に住んでいますが、母はいつも食材を気にしていて、風の強い日にはマスクをするように！と口うるさく言っています。私たちに内部被ばくをさせたくないそうです。
私は将来病気になりたくないし、この日本でずっと生活していきたいです。

環境を汚し、人々の生活を壊してしまう原発はいらないです。

28697 個人 法人等 ５０代 女性 しいて選ぶなら０％の(1)ゼロシナリオです。 原発は「トイレなきマンション」と聞いたことがあります。子どもたちに負の遺産を残したくないです。フクシマが解決していないうちに原発を動かすことは考えられません。明日にでも０％にすると
いう、勇気ある選択で、どうか子どもたちの未来を守ってあげて下さい。

28698 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオしかありえません。 私の福島に住む友人の甥っ子姪っ子たちは、震災が起きて一年以上が経つ今でも、外で遊べない、海水浴、プールはもちろん入ることができません。彼らの子供時代の大切な思い出作りを
奪ったのは、経済優先できた、そしてあまりに無知すぎた私たち大人たちに原因があります。でも、今気づいて矛先をシフトすることはできると思うのです。原爆、原発の被害を受けた日本人が
脱原発を先導しないと、どこの国が代わりにやってくれるでしょうか。日本の、そして世界の未来を守るためにゼロシナリオは必須です。

28699 個人 学生 ３０代 女性 【ゼロシナリオ】原子力エネルギー発電の稼動を廃止
してください。

制御ができないエネルギー、国民や人々、
動植物、地球に脅威となる原子力はいりません。

私たちが今取り組まなければ子ども達の世代が
いづれ向き合わなければいけない負の遺産となります。

電力不足で生活に負担があってもいい。文句なんて言ってられません。

お願いします。撤廃してください。

************************************

これを読んで下さっている政府関係者の皆様へ。

東日本大震災の救援対応、復興支援、また福島発電所の
事故収束に向けてにご尽力くださり本当にありがとうございます。
被災地では今もな困難な状況が続いていると思います。

私は現在、イギリス・ロンドンの大学院で教育学を学ぶ在日韓国人3世です。

震災があった時はこちらイギリスよりただテレビで見守るしかなく無力感でいっぱいでした。ただ、震災直後から日本の忍耐強くそして日本中が連携しながら協力し復興を進めていく姿に、初め
て日本を愛する心から応援する気持ちが芽生えたのを覚えています。

原子力エネルギー問題、今、原子力を撤廃する方針を決めなれければ、
未来を担う子ども達の世代が、この制御不能のエネルギーの弊害を
大きく被ってしまいます。

電力不足、それに伴う経済状況の変化、私達の世代が背負う負担は覚悟しています。今私たちがゼロシナリオに向けて始めたら、子ども達世代が、私たちが行った視点の高さで環境にやさし
い新エネルギーの開発ができるのではないでしょうか。原子力エネルギーの撤廃、エネルギー問題の解決をさらに進んだ状況で子ども達世代にバトンを渡せるのではないでしょうか。

28700 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 基本的に原発ゼロシナリオを指示します。ただし、温
暖化ガス排出量の低減は他のシナリオほど厳しいも
のとする必要はありません。

原発はゼロとならざるを得ない。なぜなら、今後多くの原発は４０年という寿命を迎えるからだ。それを超えて運転したり、また新増設をすることには地域住民の同意が得られないだろう。今まで
同様に地域への補助金によって反対派を封じ込めようとすれば、最低でも原発から20km圏の住民を対象とせねばならず、場所によっては県を越えての補助金となる。これでは原発は非常にコ
ストのかかる発電となってしまう。また、寿命をすぎた原発の廃炉費用も莫大なものとなろう。原発が安価なエネルギーではないことはもはや明白である。原発の廃炉によって不足する電力はガ
ス・コンバイン火力などの熱効率のよい火力発電によって補うべきである。日本のガス火力発電技術は世界一であり、きわめて効率的な発電が可能である。中国などの火力発電に比べれば、
作り出すエネルギー対する排出する二酸化炭素量は少ないといえる。また、日本製家電製品の省エネ効果は中国製にくらべてきわめて高い。これほどに努力している我が国が二酸化炭素の
排出量を現状に比べて25％も低減しなければならない理由などない。二酸化炭素による温暖化説が仮に真実であるにせよ、危険な原発を動かしてまで二酸化炭素排出量の低減に努めなけれ
ばならない理由はない。

28701 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「2030年に原発0」というより
安心して暮らすため「即刻原発0」を主張します。

即刻全原発を停止してほしい。もんじゅや再処理はいうまでもありません。
(1)近づいただけで死んでしまう使用済み核燃料の100％安全な処理方法が見つかっていない。(2)事故があった場合被害が甚大すぎる。

28702 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発は可能な限り早期に全廃　日本にはゼロシナリ
オしか選択の余地はない。

福島の原発事故を経てなお原発を再稼動させるという選択肢はありえない。
福島のあの美しい山河を、そして日本を放射能汚染させてしまったのは誰か？
歴代の政府、東京電力、そして原発の恐ろしさを知ろうとしなかった国民だ。
だが、国民はいち早く、原発反対の声を上げ始め、その声は日増しに大きくなってきている。政府は国民の声に真摯に耳を傾けるべきだ。
そして、再生可能エネルギーへ産業構造の大転換を図るべきだ。
政府が大転換すれば、産業界は智慧をしぼり、日本は再生可能エネルギー産業の旗頭となるだろう。
明るい未来ある日本へと再生していけることだろう。

28703 個人 その他 ５０代 男性 原子力エネルギーの利用は、放射性廃棄物の無害化
が実現するまで凍結する必要があります。原子力発
電所の再稼動は一基も行わず、即座に原発ゼロを選
択するべきです。

原子力エネルギーの利用は、放射性廃棄物の無害化が実現するまで凍結する必要があります。原子力発電所の再稼動は一基も行わず、即座に原発ゼロを選択するべきです。
人類はいまだ核エネルギーを管理する技術を手に入れていません。いったん事故を起こせば、広範な地域が長期的に汚染され、生活も産業も共同体も再建できません。福島についで二度目
の事故が起きれば日本そのものが消滅する危機に直面しています。絶対に安全とはいえない原発は時期尚早です。
再生エネルギーの普及を国家的プロジェクトに位置づけ、一気に普及させなければなりません。

経済の問題の上に人命を置き、即原発ゼロを実現することを求めます。

28704 個人 自営業 ６０代 女性 原発に反対します。ただちに全ての原発を廃炉にする
決定をすべきです。（原発、今迄ありがとう、そして、ど
うか静かにお休み下さい。）

3.11地震による被害は甚大でした。しかし地震、津波だけの被害であれば私達は間違いなく復興できるのです。そこに原発、放射能汚染と云うものが入って来た時に、私達には殆ど手の打ちよ
うがないのです。
又、事故が起きなければ、安全が確認されれば再稼動を容認するのが政府の方針のようですが、原発の燃えかす、ゴミ、プルトニウムの処理はどうするのですか？。地中に埋めようが、海中に
放棄しようがそれは放射能を出し続けるのです。それらのゴミを安全だと云って、官邸の庭、宮廷の庭に埋める事が出来ますか？。人間には原子力は扱えないのです。それを悟るべきです。
孫、子の代に原子力のゴミを置いて行く事は断じて許されない事です。
そして自然エネルギー、再生可能エネルギーの開発にお金をかけるべきです。原子力に頼らないエネルギーを決意したら日本人は必ず新しいエネルギーを考える筈です。又電力も地産地消に
すべきで、小さな電力会社を作ったら良いのではないかと思う。

28705 個人 無職 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。

理由としては、現在の核廃棄物処理の技術は未完成で現在の原発からの核廃棄物処理をしても、何十年先までそれを保管しておく場所も確保できていない状態では、原発を可動させておくべ
きでない。それこそ、将来への核廃棄物の負担の押し付けなしでいける。そして、もっと再生可能なクリーンエネルギーへの研究・開発・投資の財政的負担については、これまでの原発関連予算
を振り替えていけば新たな財政的負担が大きく生まれなくて良いのではないだろうか？

最初に言っておくが、個人的には原発に依存せざるを得ないという考えである為、２０～２５シナリオに賛成である。

簡単にゼロシナリオと言う人は、こうは考えないのか？
「本当に２０年程度でゼロシナリオが可能であれば、今頃既にクリーンエネルギーに重点が置かれている」と。
そんな短期間（２０年程度）で実験、実証、商業と順を追って開発できると安易に考えている事が甚だ遺憾。

（当時の安易な良好シミュレーションを採用したが為に、今の年金問題が存在しているのに・・・・・）

勿論、ゼロシナリオにするのは理想である。しかし、今までにもクリーンエネルギー研究を行っており、未だに大規模に取り掛かれていない事実も知るべき。

今の日本で電力供給の不安定を感じないのは、ひとえに原発の賜物であると認める必要がある。

今の生活は電気を欠かせなくなっている。
反原発デモをニュース等で取り上げられているが、
それに参加している人は代替案をしっかりと持っているのか？
一時的な世間の流れで参加しているのではないか？
参加中だけでもスマートホンや携帯を操作しないと決めているのか？
参加中だけでも電力（もちろん電池を含む）を一切使わないと決めているのか？

忘れ去られているかもしれないが、東日本大震災が起こるまでは、原発によるこれほどの大規模被害は出ていないのも事実である。
過去に敷地内での被害というのは発生しているが・・・・・
（公表されていないだけかもしれないが、事故の隠蔽などどこでも起こりうるので追求はしない。）

また、東日本大震災の地震の直後、千葉のガスタンクが炎上したが、それはその後どのような対策を採ったのか？等、他にも追求するべき所は幾らでもある。

更に個人的には、東京電力では「沸騰水型原子炉」が主流と数年前に聞いたので、それも今回の事故の大きな要因と思っている。
関西電力のように「加圧水型原子炉」であれば、これほどの被害にはならなかったと思っている（沸騰水型と加圧水型の違いは各自勉強して頂きたい）。

また、原子力が必要以上に非難される理由に「目に見えない」「広島と長崎の両原爆」という事が大きく関わっていると思われる。
火であれば、近づけば熱いし何と言っても目に見える。

確かに原子力は何も知らずに扱ったり、扱い方を間違えればとんでもないことになるが、
それは何にでも言える事であろう。
身近なもので言うと、包丁やハサミ等の刃物なんかその最たるもの。

「原子力は危険だろ。火力にすればいいじゃない！」
という考えの人は直ちに二酸化炭素排出量を減らしてください。
未だに京都議定書の排出量削減を守れていないのに、更に助長する気ですか。

まとまりを欠いた文になったと思うが、以上。

28693 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０～２５シナリオを実行するしかない。ゼロシナリオを
目指すなら、それこそ世紀単位での計画が必要にな
る。



28706 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 2030年を待たずに、即時に全ての原発を廃炉にすべ
きです。

１，2030年段階の３つのシナリオは、それまでは福島と同様の深刻事故は起こらないことを前提に
　　しています。現状でも事故後のコントロールが不可能なのに、また、いつ福島の人々が故郷に
　　戻れるか誰にも分からないのに、このまま原発をそれまで稼働させるのでしょうか。
　　地震の活動期に入った日本列島、活断層の直下型地震が発生したとしても最悪の事態を回避で
　　政策であるべきです。
２，原発の廃棄物処理の見込みは全く立っていません。あと数年で使用済み燃料の保管場所も、不足
　　すると言われています。今後、50年、100年、千年、1万年の後生の人々に負の財産を押しつける
　　ことは許されないと考えます。彼らは私たちの選択を拒否も、抗議もできないのです。技術以前　　の道義的、倫理的問題です。
３，福島原発事故は、無自覚に私たちが使い、恩恵に浸ってきた「電気」を根本的に考え直し、反省
　　する契機になりました。これ以上の電気を使わない、節約する、生活のあり方を変えようとして
　　います。原発に頼らない再生可能エネルギーを、日本人の英知を注いで創り出していくことが、
　　事故を起こした日本が、世界に対する責任ではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

28707 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 0%を指示します。ただし、0～10％の選択肢があるなら
ば、段階的に廃炉をして無理がないような配慮があっ
てもよいと思います。ただ最終的には０％が望ましい
です。

シェールガスの価格も下がってきてることから、天然ガスでしばらく代替し、ガスコンバインドサイクルを活用することで、原発に頼らない体制は作れると考えます。また、会社の所持する自家発
電が増えてきていることも、電力供給量を考える上で参考にすべきではないでしょうか。
最新の原発なら安全との意見もありますが、人間のやることですので間違いがあります。金銭的な損失のことばかりを考え、劣化したものを使い続ければ、どんなに最新の機器でも事故につな
がる可能性はぬぐえません。何よりも１度事故が起きると取り返しがつかないような技術は使うべきではないです。
再利用には反対です。地震等により、漏れたときの危険が大きいからです。
使用済み核燃料を10万年安全に保存し続けることは、現実的ではありません。危険な使用済み燃料に囲まれ、劣化により漏れてくる危険に怯える、後の世代のことに思いをはせる必要があり
ます。
また、地熱発電は地震を誘発すると聞きました。そのことを考慮し、慎重に検討していただきたいです。
なお、自ら電気を選べるようにすることにより、国民の意思を電力供給者に反映できるよう、発送電分離を進めてください。

28708 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は再稼働せず、このまま廃止すべき
だ。
使用後の燃料処理方法が確立していない原子力発電
を継続するのは無責任だ。
省エネルギーおよび再生可能エネルギーの開発に力
を入れるべきである。

原子力発電所の再稼働はおこなわず、将来的にも原子力による発電は廃止すべきです。
その理由は、使用後の燃料処理の方法が確立していない原子力発電を今後もおこなっていくのは、現在及び未来の日本国民そして世界の人びとに対して無責任であると考えるからです。
短期的には、既存の火力・水力発電所などの電力および節電意識の啓蒙等で、電力消費に対応することは可能と考えます。
中長期的には、これまで原子力エネルギーの利用や開発に投入していた資金や労力などの資源を、省エネルギーおよび再生可能エネルギーの開発に振り向けていくことにより、原子力を活用
しなくても国民の生活水準を維持するのに十分な電力を生産することが十分可能であると考えます。

28709 個人 自営業 ３０代 女性 原発0シナリオを心から強く希望いたします。 大飯原発が再稼働された今、もし琵琶湖が汚れてしまったら
気持ちよく生きていけない。

これからの時代を生き抜くためにも、やはり自然エネルギーを推進して
子ども達に少しでも美しい自然を残したいと願っています。

このような機会を頂き、感謝いたしております。

28710 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度15％（2030年）に賛成 新規の原発建設は反対だが、今ある原発は寿命まで使うべきだ。
経済あっての国であり、貧困国になってしまっては国家が成り立たない。
原発ゼロという理想論は分るが、現状の経済を維持するには非現実的だ。

28711 個人 無職 ６０代 男性 原発エネルギーは漸減期間をおかずに０にすべきと
考えます。

いったん原発事故が起された際の甚大な被害は取り返しがつかないことを知りました。事故が起きた際の責任は私がとるという首相はあまりに軽すぎます。廃棄物処理の道筋も解決していま
せん。放射能物質の半減期と管理しようとする人類の歴史の時間軸とは同一線上にはのせられないのです。原発はまさに開けてはならないパンドラの箱でした。
しかし、電力会社は原発見学バスツアーなどを企画し、政府は学校教育を利用して安全神話をうえつけようと国民を洗脳してきました。猛省すべきです。
日本の英知を結集し原発に注ぎこんだ資金を手当すれば、原発に頼らないエネルギー供給は短期間で可能だと思います。おそらくキーワードは持続可能な自然エネルギー・地域の環境特性を
生かした地域的規模発電・省エネ知識集約型産業・自社発電比率の増加・大量消費生活への国民の意識変革などでしょう。国土の８割を占める森林資源の活用などもっと研究されるべきと思
います。
モラトリアムを設けると原子力村といわれている利権集団の台頭を許すだけです。また、原発立地に際して札束で地域住民の自由意思を麻痺させるやり方は止めるべきです。
政府は財政赤字に対しては子孫につけをまわすなと弁明しますが、原発についても同じことが言えるのではないですか。

28712 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０－２５％シナリオを選択する 日本のエネルギー事情を勘案した場合、原子力エネルギーをすぐに無視することはできない。原子力の無制限な使用は恐怖の対象となるが、大切なことはそれを安全に使用する努力を行うと
ともに確実に安全を担保するための仕組みを作ることである。
電力会社の隠蔽を直ちに罰し、開かれた原子力行政をそうしゅつすることを望む。

28713 個人 学生 ２０代 男性 原発0へ、原発の安全停止 震災による福島での事故が起こったことにより原子力発電のイメージは悪くなり、周辺住民に対する健康被害も周知の事実として広まっている。原子力に依存する選択をとるよりも、原子力を扱
わないで済む代かえエネルギーの開発を新規ビジネスととらえ国力を注いだ方がよいのではないでしょうか？

また、原子力依存をなくす方向とともに、被害に遭われた人への長い目で見た健康促進事業、放射能被害を最低限にするための対策（災害地からの移住援助を含める）、現状一番必要なので
は？

他国の原子炉も劣化すれば事故を起こす可能性が高くなり放射能漏れは進む。原子炉問題対策を先進して行うことが、日本としての国際的な立場をつくることにもなるのではないだろうか。
28714 個人 無職 ７０代 男性 原発に対する安全神話が完全に崩壊した今、保安技

術、環境技術両面で将来的
見通しが立たない原発からは一日も早く脱却し「原発
ゼロ」を目指すべきで、
ドイツの賢明且つ謙虚な判断に見習って欲しい。

１．保安技術面
（１）世界有数の地震国であるにもかかわらず、本質的な対応が全くなされて
　　　いない。仮に設計上はできたとしても発電コストが莫大になり、非現実
　　　的である。

（２）原発の運転に欠かせない「保守」は人海戦術に頼る面が絶大であり、当
　　　事者の放射線被爆を避けて通れない現実がある。
　　　このような「人的犠牲」を前提にすることは絶対許せない。

２．環境技術面
（１）日本のような人口密度の極めて高く、狭い国土で、しかも取り巻く海洋
　　　の食料資源に生活を依存している環境で、どうやって「原発の遺物」で
　　　ある廃棄物を処理するつもりなのか。この技術の確立の見通しが全くな
　　　いままで、原発を惰性運転するのは気狂い沙汰としか言いようがない。

（２）地震発生の可能性が殆どなく、しかも総合的な科学技術レベルの極めて
　　　高いドイツが何故原発を止める政治的決断をしたのか、冷静な高所から
　　　の政治判断が切に求められる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

28715 個人 無職 ７０代 男性 日本のエネルギー政策を脱「原発」、自然エネルギー
重視に、できるだけ早く切り替えてください。

　太陽光・熱、地熱、地表水、風、海流・潮汐と自然エネルギーに恵まれた国土を活かさず、原子力にばかり依存しようと無理な政策を続けてきた結果が、福島第一原発のメルト・ダウンです。こ
れは取り返しのつかない人災でした。
　今は災害に到ってなくとも、各原発に貯蔵された核廃棄物の処理が未だに未解決です。大地震が襲ったら、どうなるか、各原発と共に心配の種です。

28716 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギーに関する様々な方法がある中で原子力エ
ネルギーの位置づけをきちんと見直し、安全な社会作
りが必要と思う。

福島原発の事故が周囲の住民に与える危険な影響を真剣に考えていない事を強く感じる。特に電力会社、国の安全への認識の低さを特に感じ、多くの問題を抱えている。

28717 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。ただし原子力比率をゼロ
とする期限は可能な限り早期とします。また再生可能
エネルギーの比率を高め、節電技術を向上させること
により、化石燃料比率をシナリオより下げる努力を要
します。

自然災害のみならず、テロや操作ミスなどの人的災害による大事故の危険をはらむ原子力は、可能な限り早期にすべて廃炉にすべきと考えます。これにより、使用済み核燃料などの放射性廃
棄物が増え続けることも防ぎます。放射性廃棄物の処理については今後さらに議論が必要ですが、子供たちの将来と環境を考えれば、まず、その廃棄物を増やさないようにすること、つまり原
子力発電をやめることが先決でしょう。
原子力発電による発電量を補うには、再生可能エネルギーの開発・利用を促進します。再生可能エネルギーは、これまで、不安定で火力や原子力の代替とはなり得ないと言われてきました。し
かしそれは、原子力発電が優先されてきた結果のように見えます。
マイクロ水力発電やバイオマス発電などの小規模発電、それらと蓄電システムを結び、電力の安定供給を実現するスマートグリッドの研究も、より促進していく必要があるでしょう。省エネルギー
や節電技術と併せて、これらはコストを押し上げる要因と見るのではなく、チャレンジングな課題ととるべきです。
納税者の立場から言わせてもらえれば、核燃料サイクルなどという画餅に費やされた国家予算が、持続的なエネルギーの開発に投入されていたら、このような危機的な状況に陥ることはなかっ
たのではないか、という思いもあります。
選挙で代表を選ぶ現在の日本の間接民主制だけで、本当に民意が国策に反映され得るのか、疑問があります。パブリックコメントなどで表明された民意を確実に受け取り、エネルギー政策に
反映されることを望みます。

28718 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 電力として、安定供給源でも、信頼できる電力でもな
い、電気に高額の税金を使わないでください。

太陽電池での発電を、一軒一軒に設置したことで得られる、電圧値も電力量も不安定な電力、私は使いたくありません。
いつ停電してもおかしくないような、商品として不良品のような電力、私の税金でしかも高額な価格で買い取らないでください。
日本人は、風力や地力、火力、太陽光発電のデメリット、ベトナムや、安定した電力が得られない国の現状など、正しい知識が無いばかりか、試聴率や自分の取得の為の私欲の報道に踊らさ
れている一般人はおろか、世の中を動かす立場の人間が多すぎる。
原子力が100％良いとは思わないが、原子力推進する政策を行ってきた政党を支持してきた年長者達が居るから、2010年の電力供給の配分になっていたし、その分無駄にも電気を使える程、
誰もが困らない電気インフラが整備されていた。ガスのように、利益を考えた場所にしか整備しなくて良いものでは無いことを知っている人がどれほど居るでしょう。
電気を安心して使いたい人間で、日本に住むなら、原子力をなくせというのは無責任なわがままと同じだと考えます。
老朽化した火力発電で、限界を超して発電させて、事故が起きて誰かが負傷しても、そういう人間は原子力のように騒がないでしょう。自分や、自分の守りたい存在に害が及ばなければ良いと
考える、原子力を今まで安全に稼働させて、地震の際、残って対応した方々、今も対応している方々の事を考えられない人間が、電力を語れる程、物事を理解していないと思います。
目先の事だけ考えず、将来的な数字と、安心が得られるような投資に、税金を使ってください。

28719 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は０パーセントにするべきである。 　原発は、０パーセントにするべきである。
理由１．未だに福島第一原発の事故が実質的に終息していず、原発の事故で避難を余儀なくされている方が、まだ数多くいられること。
理由２．使用済み核燃料の処理方法が決まっていない。未来の人たちに、付けを残すことはできない。
理由３．地震多発地帯である日本、活断層が多くある日本に、事故が起きれば甚大な被害のあるものは、あってはならない。すぐ０パーセントにするべきだ。
　事故が起きて家や土地を捨て避難をしなくてはならないことが、自分に起きたらどうかという視点で、考えるべきである。そのような犠牲を払わなければならない社会は、間違っている。
　事故が起きれば、狭い日本では逃げるところもない。
電気が不足するなら、病院や介護施設など、どうしても必要な場所に優先して供給する工夫をすればよい。多少の不自由があっても、たかが電気のために子どもたちや私たちの命を危ない目
にあわせるわけにはいかない。
　野田首相は「国民の安全のため」大飯原発の再稼働をしたというが、安全のためなら原発を０にするべきである。
　経済界は原発の比率を多くするように意見を言っているが、事故が起きて人が被害を受けたら、経済も何もない。人があっての経済である。
　子どもたちの世代のためにも、勇気を持って原発０パーセントを選択するべきである。

28720 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発の安全神話が幻想であることが東日本大震災ではっきりした以上、原発は止めるべきである。目先の利益、今がよければいい　といった考え方は地球の存続を考えれば絶対に許されな
い。

何事もバランスが大切。エネルギーを取り出す技術があれば、それに対応した制御する技術があって当然なのになおざりにされてきた。これからは、科学の力を総結集して、原子力を無害化す
る技術を研究・開発すべきである。それができるまで、原発は稼動すべきではない。

28721 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロの日本を目指したいです。 原発ゼロの日本を未来の子供達に残してあげたい。

こんなに原発だらけの日本にしてしまったことを、申し訳なく思います。

きっと、どうせ、一人の意見なんてとか、どこが、誰がやっても政治は日本は
変わらない、という気持ちがあったのでしょう。

今、変わらないと、取り返しがつかないことになります。

日本だけでなく、地球を救うために、今、まず日本から代わるべきです。

世界のお手本になりましょう。

野田さん、今なら私たち国民は多少のことは我慢出来ます。

国民に向かって、具体的の目標を掲げてください。
原発ゼロのために、月に一度のno car day とか　週に一度は外食に、とか。

私たち国民を信頼して欲しい。

28722 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発即時停止 これだけ暑いのに停電しませんね。
デンキは足りています。
化石燃料代の高騰とおっしゃってますが、
他国の数倍の高い値段で買っていて、
さらに総括原価方式のため高く買った方が電力会社がもうかるので
安く買う努力はしない。
おかしいでしょ？

原発自体が安全だとしても、放射性廃棄物はどうするのですか？
なにもきまってません。
ツケを残さないとよくおっしゃいますが、
これほどのツケをのこす、さらにふやすことは平気というのは
総理、民主党は頭がおかしいとしか思えません。

これ以上廃棄物を増やすのは容認できません。



28723 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力に頼らないエネルギー政策を推進して欲しい 今すぐに原子力0％にしてほしい
2030までは待てません
長崎広島と同じことが日本に起こるかもしれないと思うと
過去の過ちから学んでいないと思います

28724 個人 その他 ３０代 女性 太陽光地熱風力などの自然エネルギーの開発を進め
て、原子力エネルギーは将来的にはゼロにするべき
です。原子力が人の手に負えないと明白になった以
上自然エネルギーの開発を政府主導で進めて行く事
を強く求めます。

　このたびの福島の事故で、いったん事故がおこれば、その責任はだれにもとることができないことが明らかになりました。放射能に汚染された環境や、食べ物や、水や、子供達。いっこうに除
染は進まないし、故郷をおわれた福島の人は、まだ避難生活を強いられたまま。関西に住んでいる私ですら、口にする食べ物には、常に放射能の心配がつきることがなく、放射能汚染の不安
は、日本国外にも広がっています。これは深刻な人権侵害といえる事態です。
　原発再稼働にあたって国が責任をもつ、といいますが、一度事故がおこればその責任はだれにもとることはできません。一度汚染された環境は、誰にももとにもどすことができないのです。そ
れなのに、責任をとるとは、いったいどういうことなのでしょうか。経済成長のためには原子力エネルギーは欠かせないという人は、確実に福島の事故が他人事だからに他なりません。原子力エ
ネルギー推進派の人たちは、現状にある福島の人たちを納得させることがはたしてできるのでしょうか。
　また、経済を優先し、人間の生きて行く上で最も大切な食べ物、水、環境を汚染して、得られるものは一体なんでしょうか。未来に残していくべきは、放射性廃棄物、原発ではなく、自然エネル
ギーによって支えられた安全な環境、食べ物、水ではないでしょうか。これがなくては人は生きてはいけないし、これさえあれば、人は生きていけます。

28725 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 全原発即刻廃炉に 　福島第一原発１号機はやはり地震による配管破損が原因で冷却不能に陥りメルトダウンへ、さらに水素爆発を起こしたことがほぼ確実であると知らされた。津波が来る前に取り返しのつかな
い状況になっていたのだと。東日本大震災後、三陸海岸の地形が海側に引っ張られた形になってしまったとのこと。元に戻ろうとする力によりまた大きな地盤移動が起こり得るのだと。2000年以
降地穀大変動時代に入ってしまった現在、日本中活断層無しの地域なぞありはしない。もう止めよう。地球を汚すのは。いや地球上の命を弄ぶのは。
　“核”は、人間では制御出来ない、と日本に於いて改めて明白となった今、今後原発をゼロにする事がわれわれの選択すべき唯一の生き方であると確信する。

28726 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 原発0％シナリオを支持します。 今回の福島第1原発事故で改めて思い知らされました。

自然再生エネルギー（地熱）　　　１５％
同上　　　　　　　（水力全般）　１５％
同上　　　　　　　（太陽光）　　　５％
同上　　　　　　　（風力）　　　　５％
従来型火力　　　　　　　　　　　２５％
新型火力　　　　　　　　　　　　３５％

28727 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を望みます。 今の子供たちの、そのまた子供たちへ安心して住める場所を残したいです。

28728 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを希望します。
福島の原発事故の見通しもたたないまま、これ以上
原発を使うのはとても危険なことだと思います。

３．１１以来明らかに大きな地震の回数が増えている中、海沿いに立つ日本の原発が稼動し続けることは、将来の日本のために良くありません。

日本には世界に誇る技術力があるので、その技術を風力、地熱、火力、水力にそそぎ、原発の雇用を他のエネルギー開発に持っていけるようにして頂きたいと思います。

28729 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオ 2030年よりもっと早く原発比率をゼロにして核燃料や放射性廃棄物の発生を抑制してほしい。

総原価方式の見直し、発送電分離の決定あらゆる方法でコストダウンし家庭や会社の電気代アップをしないでほしい

原発再稼働反対します。

28730 個人 自営業 ３０代 男性 原発政策に関して 福島の爆発を見てまだ原発を動かす？
頭沸いてるのか？
東北そのものが失われたんだぞ．
百害あって一理もないものをこれ以上動かすなアホンダラが．
だいたい俺らが直接選んだ訳でもない野田やら細野とかいう奴が好き勝手この国を汚染しておいて，10年以内での廃炉？
それは40年廃炉とどう違うのかね？
いいか「即時廃炉」以外あり得ない．お前らにはまともな思考能力がないのか？
死刑が当然の原発戦犯には全員その命でもって償いをさせるので覚悟せよ．
それが国民の民意である．

28731 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 日本全国に存在する全ての原子力発電所にフル稼働
を強く要請します。

原子力発電は危険があるのはよく分かりますが、性急な新エネルギーへの転換は、電力料金が数倍に跳ね上がり、国民の生活が困窮するのは火を見るより明らかです。
また、防衛面からも原子力を持っているだけで、覇権主義国家の中華人民共和国、朝鮮民主主義人民共和国への抑止力になります。
原子力発電所を止めることばかりスポットが当たっていますが、原子力発電所を災害から守れるように強くするという選択肢もあるはずです。

どうか、国民の目線で物事を考えて、国会で採決をしていただきたいです。

28732 個人 家事専
業

４０代 女性 ２０３０年よりも早く、いますぐにでも原発は無くしてくだ
さい。(1)ゼロベース　を支持します。

原発の安全性と、事故に対する対応が信頼できません。

この夏に向けて無理やり安全でない原発を動かしたことも、推進している方々の無責任さを際立てています。

28733 個人 その他 ５０代 女性 2030年原発比率は0を支持。政府は本腰を入れて再
生可能エネルギー開発に尽力すべき。

エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

むしろ「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」くらいでなければ遅きに失する。事故を起こさないようにすると言えば許されるレベルの問題ではない。先延ばしの期限を設け、いざという時に
責任を取れるかどうかもわからない、存命かどうかもわからない為政者によるやり逃げはこれ以上許されない。

28734 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

100害有って1利無し。

太陽光パネルの技術が日本は世界一の時代もありましたが、政府の舵取りのミスにより今ではそのことを知らない人が圧倒的に増えています。

日本の技術を世界に広げるためにも、まず日本の屋根をすべて太陽光パネルの義務化をするべきだと思います。

28735 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原爆の放射能による健康被害も、未だに「初めて明らかになる」ことがあるという事実を考えると、放射能に「絶対の安全」などというものはないと思います。たとえ経済面で多少の犠牲を払うとし
ても、HIROSHIMA、NAGASAKI、FUKUSHIMA　を経験した日本が、「放射能による健康被害を今後一人も出さないために、原発ゼロを目指す」と明確に宣言することは、世界から認められる尊い
決断ではないかと思います。
原子力関連の開発につぎ込まれてきた税金を、自然エネルギー開発の研究助成として配分して欲しい。自然エネルギーの面での産学連携を推進して頂きたいです。
子どもを安心して育てられない社会で、どんなに「少子化対策」をしても意味がありません。「想定外」のことが起こりうるという事実、「取り返しがつかない」ことが起こったという事実を謙虚に受け
止めるなら、原発ゼロ以外の選択肢はあり得ないと思います。

28736 個人 自営業 ４０代 男性 原発は研究段階 原発はいまだ研究段階のレベルの為、安全度の高い自然エネルギーの研究予算と実践を増やす方が望ましい。
地震多発地帯の日本列島には原発は合わず問題があれば影響が大き過ぎるのがその理由。

28737 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「すぐ原発0にする！(2030年ではなく即0)」
泊原発停止から大飯原発再稼働までの間、原発0で
電力は足りていた。
地震活動期に入った現在、地域丸ごと住めなくなる危
険を冒し原発を動かす必要はない。

本年5月の北海道電力泊原子力発電所停止から、7月の関西電力大飯原子力発電所再稼働までの間、現実に原発0で電力は足りていた。
また、大飯原発再稼働後に、関電は火力発電所を止めている。
つまり、原発を動かさなくとも、電力は足りていると言うことだ。

となれば、残るはコスト・リスクの問題となる。

コストについては、東京電力の値上げ申請にも見られるとおり、ドルと円の交換レートが円安方向に設定されていたり、天然ガス購入価格が市場価格よりも高く設定されていたりと、火力が高コ
ストとなるような計算をし、原子力が有利に働くように誘導している面がある。
また、原子力発電のコストには、今回の東京電力福島第一原子力発電所事故に伴い、長期にわたり居住できなくなる地域の人々への補償費用などが含まれておらず、さらなる費用負担も懸念
される。

リスクについては、火力発電による二酸化炭素等の温室効果ガス排出が一時期騒がれたが、この温暖化・二酸化炭素主犯説がほぼ否定されつつある現在、大きな問題とはならない。
逆に、原子力発電については、現在地震の活動期に入っていることや、発電所付近にある活断層の過小評価などを考え合わせると、福島第一原発のような事故が再び起こってもおかしくない
状況となっている。ひとたび事故が起これば、福島第一原発周辺のように何十年という単位で人が住めなくなる地域が出現する。

現状でも電力は足りているのに、地震による原発事故のリスクを冒してまで、原発を動かす必要はないと考える。すぐに原発は停止すべきだ。

ただし、火力など既存の発電施設も老朽化が進むため、今後のことを考えていく必要がある。
最終的には【大きい発電所でまとめて作り、遠距離送電】をやめ、【使うところでエネルギーを作る】形へとシフトするが、
当面は、
　・天然ガスを利用したガスコンバインド発電を増やす。
　・国立公園用地も含む地熱発電所の設置。
　・風力発電、太陽光発電の普及。
将来的には、
　・下水管や用水路などを活用した小水力発電。
　・エネファームなど、燃料電池の普及。
など、エネルギーの地産地消の方向へと舵を切っていく必要がある。

28738 個人 家事専
業

３０代 女性 今すぐは難しくとも、原発はゼロを目指すべきだと思
います！！
少なくとも新規原発は造るべきではないと思います。

電力のことを考えて、原発依存を減らす方向に動いた時に
電気料金が上がるのはいたしかた無い事でしょうが、
ならば電力会社はもう国営化として、人事も一掃して欲しいです。
全くの新体制でできないでしょうか？

地球温暖化も同時に考えなくては行けない課題。（こちらも待ったなし）

原発の問題を原発のみで考えるのではなく、原発事故が引き起こした事柄全てを
ふまえながら、クリーンエネルギーをどう使っていくか、震災のガレキ処理の影響などなど、被災された方々やこれからを生きて行く子供達に希望のある未来を
選択させて下さい！！

国民に意見を求めるならば、こっそりやるのではなく、
もっともっとTVCMや新聞広告などで意見を仰ぐべきです。

28739 個人 無職 ７０代 男性 原発は０パーセントにすべきである。 (1)原発は、事故を防ぐ手立てがないことがはっきりわかった。他の事故と違って、原発はひとたび事故が起これば取り返しのつかないものになってしまう。（福島第一原発事故に続き、どこか一
つでも他の原発が事故を起こせば、日本はもうどうなるか想像しよう。）
(2)事故は必ず起こるものである。人間のミスや自然災害（日本は地震国、いつどこで大きな地震が起こるか分からない。）
(3)使用済み核燃料の処理方法が決まっていない。未来の子供たちの社会は、どうなるのだろう。子供たちにつけを残さないことが、大人の責任ではないのか。
(4)政府・官僚・政治家・学者（一部の御用学者）・マスコミ（一部のマスコミ）は、真実を伝えていないのではないか。国民一人一人の命を大切にしてほしい。
(5)再生可能エネルギーに力を入れることが、日本の経済のためには必要だと思う。
(6)節電をするなど生活様式を変える取り組みをするべきである。

ただちに原発は０パーセントにするべきだ。すべての原発の再稼働を止め、原発の新設・増設もしない。六ケ所やもんじゅなどの核燃料サイクルは、やめるべきである。

28740 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します 制御不能な技術に固執しないでもっと安全な自然エネルギーをどうやったら
いまの生活を維持しながら普及していけるかを、原発に使う予算を使って研究を
すすめていってほしいです。

使用済みの核燃料も地中にうめてその先が見通しがたってないなんて
同考えてもおかしいと思います。もっと何百年、何千年も先のことまで
考えるべきだと思います。

原発を輸出することもやめるべきです。経済優先でなく安心してくらせることを
優先に考えて欲しいです。

自然エネルギーを普及させたもっと安全であかるい未来になるように
政府には脱原発を決断してほしいです。

28741 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 経済成長、エネルギーコストの検討の前にきちんと検
証を

今後　労働力人口が減っていくに従い日本の経済成長は鈍化していくことでしょう。だから、電気やエネルギーをガバガバ使うような成長産業が出てくることも考えにくいと思います。とにかく、今
回の原発の検証が終わらないうちに再稼働と言うのは全く訳がわからない。国はよく「数値目標」と仰いますので、エネルギーのコストについては是非、きちんと説明して頂きたいです。

28742 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は本当に優れた発電方法ですか？ 「原子力発電は非常にコストが安く、自然エネルギーによる発電はコストが高い」
と言われていいますが、本当に正しいと言えるのでしょうか？
原子力の発するエネルギー量は、他とは比較にならない力を持っているので
単純な発電コストは安くなると思いますが
原発を設置するにあたって、多額の税金が交付金等として自治体に支払わています。
また、核廃棄物の最終処分場は未だに決定していません。

最終処分場がないと言うことは、原発の発電コストは完結したとは言えません。
電力会社が民間企業であるのに、民間管理の原発に多額の税金が投入されているのであれば
この最終処分と投入された税金もコストと算出するべきです。

原子力発電をすぐれた発電方法として、再起動するのであれば
最終処分場の設置と、投入される税金による利権構造を解体した上で
他の発電方法と比較検討するべきだと思います。



28743 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 脱原発、原発は即刻0稼働、すべて廃炉にすべき。 私は今まで原子力発電や、放射能処理問題について、無関心でした。

しかし今回の事故をうけ、自らの生活範囲でも放射線量が高い数値で計測された事で、その不安を肌で感じ、目に見えぬ放射線の恐ろしさや、原子力発電システムそのものに違和感を覚えま
した。

政府は、これまで安全の一点張りで原子力システムを押し進めてきましたが、それは何世代先へも続く長い年月を費やす使用済み燃料の処理問題や、ウランの調達際に生じた健康被害や、大
量の残土処理問題を国民に分かる方で、公表謝罪せずに、無視軽視し、なんら解決方法も見いだせないまま、ただ目先の利益に向かって強引に押し進めた愚策であった思います。

日本は、今回の事故をきっかけに、新たな発電システムの開発と、目先の利益に踊らされない本当の豊かさを、国際社会に表明する素晴らしいチャンスを得たと思っています。

唯一の被爆国日本だからこそ、世界に発信しなくてはいけない脱原発政策。

このささやかな意見が誰かの目にとまり、核の恐怖に怯える事の無い、本当に豊な日本を、そして世界を、未来の子供達に贈る事ができますように。

平成24年8月6日　（削除）

28744 個人 家事専
業

４０代 女性 ２０３０年までに原子力依存度を　(1)０％　にすること
を切実に希望します。

もはや原子力は人間の手に負えるものではないと証明されたと思います。
したがって、依存度を０％にするしか、放射能からいついかなる時も安全であると安心して暮らすことはできないと思います。
０％に反対する人は「日本経済が壊滅状態になってしまう」と言いますが、「人」あっての経済ではないでしょうか？
経済を第一に心配する人は、自分はどこか放射能からの安全地帯にいて、他人が放射能にさらされても平気・・・そんな感覚でいらっしゃるように感じます。

日本人は乏しい資源の中でも、これまで創意工夫で経済発展を成し遂げ、暮らしてきました。
原子力に代わる自然エネルギーなどの代替エネルギー研究に、今こそ研究予算費用をつぎ込んで、何としても原子力依存度０％でも国民が生活していけるように、一丸となって邁進するべきだ
と思います。

現在は、最初から原子力ありきで、自然エネルギーなど、不安定な自然まかせでは絶対に無理だと決めつけているから、出来ないだけだと思います。

出来なければ日本沈没・・・それくらいの覚悟をもって、研究に情熱と費用をかけてみる。
だめなら、その時は全国的に全国民が計画的停電の常態化を受け入れる。
ただ、それだけだと思います。

原子力にはもう、絶対に反対です。
一度汚染されてしまったら、除染しても、その汚物はどこにも消えてはくれないのですから。
そんな汚物をこれ以上発生させたくありません。

原子力依存度をすみやかに０％にして下さい。
全ての原子力発電所をすべて、一刻も早く廃炉にして下さい。
以上です。

28745 個人 無職 ５０代 女性 国民が原発に反対し、政府も脱原発を指向すると言っ
ているのだから原発は０％以外ありえない。

最も基本的な視点から言って、主権者の国民の大多数が原発によるエネルギー政策に与しないのだから、為政者はその声を政策に反映させるべき。野田首相も広島の原爆忌で脱原発を指向
すると言った。現実的に即実現はできないにしても、できるだけ早く誠意をもって、原発０％実現に向けて動くべき。国民があっての国であり、国家なくして経済成長などというのは無意味な茶番
でしかない。国の存続の根幹に係わる原発はなくしていかなければならない。
今回募集したパブリックコメントの集計結果を情報操作なくありのままを公開してもらいたい。

28746 個人 その他 ５０代 男性 原子力発電は０％
人為的に無毒化、無害化する方法がない放射性物質
を作り出し、子供や孫たちに押し付けるような行為
は、経済とかエネルギーの安定供給とか言う前に、生
命への義務としてあってはならない。

　人間の生命の継続があって初めて、社会生活とか、経済活動とか、エネルギーの安定供給とか、都市文明の要素が語られるのであって、その逆はない。経済活動が一番大事だから、原子力
発電所を動かすというのは、生命よりも金銭が大事といっている。生命は、連続することが必須。続かない命などは考えることもできない。生命より経済を優先させる理由を、どんな人間も言って
はならないし、持つことも許されない。

28747 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロを望みます。 何よりも大切なものは経済ではなく人の命です。
また、きちんと処理できない核廃棄物を後の世代に残すことは
許されないと思います。

28748 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 自分は、ゼロシナリオに賛成です。 日本人は、原発がなくて電気が足りなくなってもなんとか出来る脳力があります。現に、なくても生活出来てます。

なので、原発ゼロに大賛成です。

28749 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 ゼロシナリオを希望します。
世界のどの国を探しても、地震が多発する地域で、海
沿いに原発を建てている国はありません。

福島の事故で、原発は危険でとてもお金もかかることとわかったので、太陽光、地熱などほかのエネルギーへ移行することを希望します。

28750 個人 学生 １０代以
下

女性 原発でない安全な電気を使って生活したい
不安な思いをしたくない

放射能を気にしたりしながら生活をしたくない
大人になった時にふつうに暮らしたいと思う
原発でこれ以上苦しむ人がいたら嫌だ

28751 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。２０年後という中長期的な
スパンではどういう社会にしたいのかという価値観を
強く押し出す必要があります。そうした意味でも「原発
はゼロ」にすべきです。

ゼロシナリオを支持します。
再生エネエルギー産業という新たな分野を開拓することで経済発展の起爆剤とするいい機会だと思います。日本経済が低迷している一つの要因に、もはや斜陽産業になった自動車や電化製
品を開発途上国と競って作り続けていることにあると思います。旧い産業界は発言力を持っているかもしれませんが、その構造を変え、新たな産業構造を作り出すことが必要でしょう。
また、人口が減少していき、今以上に過疎、過密の格差が激しくなるとすると、中央集権的にエネルギーを供給する社会よりも、分散型エネルギー社会の方が効率がよいのではないでしょうか。
そのような時代に、２０世紀型の重厚長大産業の象徴であるような原子力発電所はそぐわないでしょう。
２０年後という中長期的なスパンでは現状を前提とした仮定はあまり意味が無りません。むしろどういう社会にしたいのかという価値観を強く押し出す必要があります。そうした意味でも「原発は
ゼロ」にすべきです。１５シナリオというどこか妥協案めいたものでは目標にはなりえません。

28752 個人 その他 ５０代 男性 日弁連のエネルギー政策に関する意見書の採用を求
めます。
1.原発の新増設は行わないこと。2.もんじゅ、六ヶ所の
核燃料サイクルは廃止すること。3.遅くとも10年以内
に全ての原子炉を廃炉とすること。

すなわち2030年段階ではすべての原子炉が廃炉とされ０％となることを求めます。原発０％は可能な限り前倒しすべき。理由は日弁連意見書を参照下さい。
なお、現在停止中の原発再稼働については少なくとも、福島事故の原因に関する知見に踏まえた安全体制の確立および地域住民の合意と国民大多数の理解を前提とすべきです。この点に関
しては連合の新エネルギー政策案を参照下さい。すでに再稼働された大飯3-4号機はこの条件を満たしているとは到底みなせませんので直ちに停止することを求めます。

28753 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。速やかに原発の運転を停
止、国内すべての原発を廃炉にしてください。これ以
上将来の子供たちに原子力のリスクを与えないでくだ
さい。

ゼロシナリオを支持します。速やかに原発の運転を停止、国内すべての原発を廃炉にしてください。これ以上将来の子供たちに原子力のリスクを与えないでください。
人間の行為に間違いはつきものです。福島を見てわかるように、原発ではその間違いに伴うリスクが大きすぎます。そのため、私はゼロシナリオを支持します。

28754 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢について。 2030年に0%はもちろんの事、即時全廃を支持します。福島のような事故が起こると国家として取り返しがつかない。経済よりも未来に安全を届けることを願います。

28755 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ支持 原発はゼロにする方向で考えるべきだと思う。
たとえ電気代が上がったり、国民の負担が増えようと
原発以外のエネルギー（特に自然エネルギー）にシフトすべき。

戦後、原発を推進していく裏には戦争などに対する思惑が合ったと思うが
すでに処理しきれないほどの原発の廃棄物があるのでもう十分ではないか。
これ以上新しく原発を作る必要も無いし、原発が無くとも日本の電力が
まかなえるとわかった今となっては、ゼロに向かうほか無い。

国民が自由にエネルギーを選択できるようになれば
原発以外のエネルギー産業も生まれるし
その地域の人たちの健康や命を脅かす必要も無い。

少子化が進み、人口も減っていくのに
ここまで原発にこだわる理由が理解できない。

家電もどんどん省エネルギー化が進み、さらに原発の意味は無くなっていくだろう。

原発に依存する地域の雇用なども踏まえ、しっかりとエネルギーシフトを考えてもらいたい。

未来の子供達、地球のために。

28756 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 原子力は人間の手に負えるものではありません。
一度事故を起こしたら、もう取り返しがつきません。
そのことを福島の事故で目の当たりにしました。
そのような大きなリスクを負っているエネルギーを選択することは、
あまりにも不合理です。
世界でも有数の地震国、そして技術立国の日本だからこその
エネルギー対策があるはずです。
それを原子力ではない方法で模索し、実現していくことが
日本の未来をつくっていくと考えます。
事故があった今、すぐにでも方向を転換することができなければ、
また再び大きな事故を起こし、ほんとに取り返しのできない被害を
世界にもたらすと思います。
いまこそ、いますぐ原発ゼロをこの国は選択すべきです。

28757 個人 家事専
業

３０代 女性 原発に頼らない社会を目標に掲げ、新しい国づくりを
目指したい。

私はただの主婦です。二人の子供の母です。子供たちに美しく、安全な日本を引き渡せそうもなく、申し訳ない気持ちの毎日です。事故以来、炊飯器や掃除機を捨てました。不自由はありませ
ん。自然エネルギーについて、子供たちと考え学んでいます。勉強会への参加、川崎のメガソーラー見学、愛知県豊田市での取り組みについてのガイドツアーの参加、などまずは根本から生活
をみなおしています。母として、子供が新しい価値観とアイディアの中で生きていけるよう、日々心がけて子育てしています。でも、勉強していくうちに、いますぐに自然エネルギーだけで生活する
ことは、無理があることもわかりました。メガソーラー見学であれだけ広い土地で発電しても、微々たる世帯数の電力しかまかなうことができないのかと、正直ショックでした。ただの主婦なので、
難しいことはわかりません。でも、やはり原子力は日本には向かない。自然災害には勝てない。１００％はあり得ない。思い切って国が原発に頼らないと、かじをきりなおしてほしい。失敗を教訓
にして、子供が目標や希望をもてるように、私たち大人が踏ん張るときだと思う。私たちの祖父母、両親が戦後の復興を支えてくれた。最近、新東名のパーキングエリアで、夕焼けに染まった風
力発電の光景を見た。日本の風土、気候にあったエネルギーで、スマートグリッドを実現させたい。新しい町づくりが至る所で始まり、活気ある日本となるよう、願わずにはいられなかった。今の
この気持ちが生みの苦しみであってほしいものです。どうか、原発に頼らない社会を目指しましょう。政治家の方々も、党や派閥をこえて、日本のことを一番に考えていただきたい。

28759 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 脱原発シナリオ、原発０でお願いします。 子供達の未来の為に、地球の未来の為に。

＜原発ゼロは、我が国の衰退を助長し、ますます若者が働けない日本になる。＞

・企業は世界的に見て６重苦（円高・高い法人税率・自由貿易協定の遅れ・強い温室効果ガス規制・製造業の派遣禁止・に加え電力不足）といわれる世の中で、とくに製造業は雇用を守るどころ
か工場閉鎖、リストラを行い、海外に活路を見出そうとしている。
　このことから製造業の第一線で活躍すべき若者の働く機会・場所が減少し、失業率が増大している現状を冷静に直視すべきである。

・原発事故は非常に不幸な出来事で、なんとしても最新の知見、技術をもとに安全確保を最優先にして速やかに再稼働を行い、国民生活、産業の安定を図るとともに、将来に向けて原子力・火
力・水力を中核に再生可能エネルギーを組み合わせ、徐々に最適なエネルギーバランスを構築する必要がある。
　何事も一極集中はリスクを伴うもので、とくに一次エネルギーの大半を輸入に頼る我が国ではカントリーリスクを考慮し、可能な限り政情の安定した民主的な国から確保するなど多様な調達手
段を講じるとともに、準国産エネルギーといわれる原子力を重視することはエネルギー安全保障上、国家として極めてて重要である。

・福島の方々があらゆる面で原発ゼロを発信されるのは当然である。
　しかし、日本全国が脱原発のセンセーショナルな声に踊らされ感情的・情緒的に声が大きいほどいかにも多数の正論、民意のような錯覚に陥っている。
　ひと昔ふた昔前のサイレント・マジョリティと言われた時代から、昨今は科学的、客観的な主張より派手な活動ほどポピュリズムに迎合し誤ったうねりになることを強く警戒すべきである。
　このことは政府のＰＲの仕方が複雑で、脱原発派のﾏｽｺﾐ・政治家・学者・文化人たちが科学的、客観的なスタンスをおろそかにして素人受けのするセンセーショナルな行動を活発化しているこ
とに起因していると感じている。

・我が国は、欧州など大陸に立地せず電力融通の困難性、環境規制の厳しさ、自己資源を持たず大きく世界に依存するエネルギー安全問題、地球温暖化対策の厳しさを忘れ、あるいは世界各
国、なかでも隣国の鉄道事故処理に例を見るまでもなく安全思想軽視国家の原発政策を忘れ、グローバルな視点が欠如した原発ゼロ論法がいかにも国家・国民のあるべき姿のような錯誤を国
民に植え付ける行動は悲しいものです。また、原子力技術先進国として世界に貢献すべき道を放棄する無責任な国家となり得ます。
　それでなくとも低成長～マイナス成長の少子高齢化社会で、夢を追い続けて原発ゼロ・再生可能エネルギー万能と唱えていれば国家が繁栄し、国民の幸せにつながるような錯覚を与え続け
る風潮が我が国を衰退に追い込むことは十分懸念される。

・世の中100％安全なものは管理を誤れば家電製品にも自動車にも身近な生活の周りには何一つなく、とくに原発は巨大技術の集積ゆえに常に最新の科学的技術・知見を検討、採用し、最良
のコントロールを行って初めて安全が保たれるものであり、ソーラー・風力・地熱発電などコストと長所・短所を考慮し、最適なエネルギーバランスを構築すべきである。

・正に震災から日本を立ち上がらせ、少子高齢化社会における社会保障の確立のため安定した経済成長を図り、エネルギー問題に関する科学的、客観的な討論が必要な時期にあたり、政府
はもとより識者の方々は発電システム、エネルギー問題に関する長所・短所を科学的、客観的に分かりやすく丁寧にアピールしていただき、単に感情的で拙速な原発ゼロ主張一辺倒でない冷
静な展開が進展することを強く願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

28758 個人 無職 ７０代 男性 1.企業が６重苦の中、工場閉鎖、リストラで海外進出
し若者の失業増大中　　2.原発は安全確保を前提に
再稼働必要
3.政府は、エネルギー問題のＰＲを分かりやすく工夫
説明し、感情的な論争を避けるべき



28760 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ２０３０年、原発がゼロであることを祈っています。 原発が何よりクリーンなエネルギー、ＣＯ２も排出しない、地球温暖化防止に貢献などなど、テレビでも盛んにコマーシャルが流れていました。
安全だと自信たっぷりに言いながら、設置するのは過疎の町。お金で人心を惑わせることも許せません。
原発の怖さもさることながら、冷却水として使われる膨大な量の海水が，お湯となって排出されて、海の環境が破壊されないことなどあり得ません。人は何の権利があって、自然に対してそんな
暴挙に出るんでしょうか。
今回のように、ひとたび事故が起きれば、ここまでの被害が出るというのに、なぜ懲りないのでしょうか。利権のためとも聞きますが、私にはこうなってからの莫大な費用をも凌ぐ者があるのか
と，不思議です。自分たちのふるさとそのものを奪い取られた人たちの悲しみ、痛みをどうか我がことと受け止めてください。

28761 個人 無職 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します 全力で再生可能エネルギーの普及を推進してください。
ガスコバインドサイクルなどでつなぎ、原発を一刻も早く全廃炉に。

28762 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオでお願いします。 もう事故が起こらない保証はどこにもないです。
人々がまた再び、心身共に更なる傷を抱えて暮らさなくてはならない国に、世界になってしまうのは嫌です。

28763 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする 「ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにしてほしいです」
未来にこれ以上、使用済み核燃料のごみを増やしてほしくないです。
事故が起きたらどうするの、という不安で、平和に安全に暮らすことを脅かされたくないです。
原発を動かすお金があるなら、それをもっと省エネルギーや自然エネルギーの開発に使って欲しいです。
地域分散型のエネルギーや発送電分離への取り組みを進めることによってイノベーションが起きた方が、今の原発を維持するよりも、経済が発展する可能性があると思います。

28764 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はこれまで通り稼動すべきです。マスコミのあの
騒ぎ方は何でしょう？専門家によれば今回の福島原
発の事故による放射能は全く問題ないそうですよね。
誰にそそのかされてアレほどのデモになるのでしょう
か。

先ほど２１：１５頃自宅近所で停電がありました。東京電力に確認したら、原発を止めている事とは関係はなく何かの事故ではないかとのことでした。同じ区内の知り合いの家は停電はなかった
ようなので、今回は原発停止が原因ではなさそうですが、原発を止めるということは、こういうことが頻繁に起こるのだなと身に染みました。火力発電は石油。当然電気代の値上げ。この９月から
値上げですよね。福島原発の修復までの間というなら我慢はできます。昔返りで電気代値上げは勘弁してください。そうなると当然給料も昔返りするから。夏場なので冷蔵庫が止まるのは困り
ます。パソコンなどを使用している最中に電気が止まればプログラムが記録されず破棄されることもあります。現代に生活する中で電気は絶対に無くてはならないものです。安定して膨大なのに
安価に電力が生み出せる原発は、本当に人類の叡智の賜物。今、パトカーが数台家の前を通っています。おそらく急な停電で事故がおきたのだろうと主人と話しております。車やバイクは信号
や街灯が頼りです。急に暗くなり、信号機が消えたら当然事故は起こるでしょう。お願いですのでこのような停電を頻繁に引き起こすであろう原発停止を即座に中止し原発稼動へ急いでくださ
い。マスコミや世論はよくわからないヒステリックな感情で我を忘れ、冷静さを失い、原発がなくなることがどういうことなのかが、想像できないようです。政府の方々の良識ある判断をここで問い
たいと思います。日本のマスコミの在り方が偏向しそれに国民が気がつかずに影響されているとしたら。民主主義的な多数決は命取りになる。まあ、しかしそのマスコミによってあなた方も与党
にのし上がったのですね。本当に日本は八方塞り。映画「オールウェイズ三丁目の夕日」は涼しい映画館で懐かしむから感動するので、実際にあのような時代に戻ったからといって人々は幸福
になりません。時代が違いすぎる。世界情勢もあの頃とは違う。日本だけ懐かしい昔に返るのは本当に命取り。前へ進むしかない。人生も、国家も。まだまだ日本は頂点には達していなかった。
まだまだ発展途上だった。それを引き返そうとするから問題が大きくこじれてしまう。政治に携わる方は常に先見の明。これがないと自覚して今すぐ辞めて頂きたい。昔帰りはだれも望んでいま
せん。感情で国を動かそうとするのは辞めてください。政治は大勢の人々の運命がかかっている事をもっと自覚し、自分の思い込みを外してください。今のような時代は少数派の意見の中に正
しい道があります参考になさってください。マスコミを動かしこれ以上は国民に迷惑をかけないでほしい。

28765 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存度を０％にする。しかもできるだけ早く。これ
以上、核物質を増やさないためにあらゆる努力するべ
きです。

電気を作る方法として原発は危険すぎます。
ありえない事故はすでに起きました。安全など有りません。自然災害は想定を超えないと言い切れないし、ソモソモ安全を確率の問題にすべきではないでしょう。
さらに３．１１以後の成り行きを見たものとしては、対応の不誠実さに驚かされました。マズ、スピーディーや、アメリカ軍の風のデーターｰが避難にいかされなかった。２０１１年３月４月５月の放
射線データーが宮城県と福島県で測定されなかった。どうしてなのか。きわめて不信感がつのります。さらに国の決定はいつも利権側に組しています。脱原発を言い出した菅首相をやめさせる
ためのマスコミのキャンペーンは組織されていたし、鉢呂さんを辞めさせたやり方は、吐き気がするほど馬鹿げている。これでは社会に誠実さを求められなくなります。
原発に変わるエネルギーは風力、太陽光、シェールガスによるガスコンパインドサイクル発電などいろいろ有ります。
福島の放射線管理地区に発電のためのプラントを作り、地域産業の基礎を作りましょう。セシウム、ストロンチウムは半減期３０年ほど、プルトニウムは２万４千年、ウラン２３８が４５億年。低線
量内部被曝の影響に不安が有りますが、電気なら農産物、海産物とちがい、フクシマ産ということで買い控え等の風評被害を招くこともないでしょう。又カネで縛られている原発立地地にも福島
と同じような地場産業を育て、補助金漬けから自立できる産業の育成をするための自主性と自立を妨げない法律を作るべきです。原発は即時停止です。

28766 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は維持。もしくは今まで以上に稼働すべき。 まず、電気の安定供給が第一。クーラーをきかせないで亡くなったお年寄りが
何人いるか。脱・原発で人を殺しているではないか。まったく本末転倒。あの、千年に一度の大地震で原発で亡くなったとの公式発表(一般人)はなかった。もっと研究して世界一安全なエネル
ギー供給を開発すべき。また、国防上
原発が稼働していることによって、日本に核弾頭の照準を合わせている国に核兵器転用も可能だぞとメッセージを送るべき。国民の生命と財産を守るのが政治の仕事でしょうが。真に国民の命
を守る政治を考えて頂きたい。

28767 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年の原発依存０％「ゼロシナリオ」を選択しま
す。

世論調査では、国民の８割以上が脱原発を望んでいることが明らかになっています。「核と人類は共存できない」という考えのもと、原子力政策推進から再生エネルギーの促進、省エネルギー
推進への政策転換を求めていきたいと思います。それが「ゼロシナリオ」を選択した理由です。

28768 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発を減らして一番困る人は、節電と言われてそのま
ま正直にクーラーを我慢するお年寄りの人です。熱中
症になるまで自分の症状を自覚できないからです。今
の日本はお年寄りのすみにくい国になっています。

原発で死んだという人のニュースはまだ聞きません。しかし今年になって何人の人が熱中症で亡くなったのでしょうか。この現実に対してのお考えをお聞きしたいです。

28769 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする事を強
く希望します。

　東京に住む子供を持つ親です。3.11以来確実に空間線量は、以前より高くなり
毎日の食べ物からも微量には内部被曝を受けている状態です。
　ましてや、福島や線量の高い地域に住んでいる方は、もっとその影響を受けていると思います。
　これから，5年後10年後子供達にどのような健康被害が出るのか大変不安です。
　日本の未来の子供達が、このような状況にさらされている事、親がそのような不安を抱えながら生活するような日本の社会でいいのでしょうか？
　もし原発を一つでも稼働していくのであれば、その不安はもっと増大します。
　日本という国に希望を持つ事は出来なくなります。

　ただちに、原発はゼロを日本だけでなく世界に宣言してほしいです。

28770 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は、一定の比率で必要。３つの選択肢で
検討して良いのか。日本がここまで成長してきたのは
物づくりの技術、知識があったから。福島を検証し、世
界に誇れる原子力発電を世界の平和利用に活用す
べき

確かに福島の原子力発電は電力会社、国が反省すべき。国は電力会社を一人悪者にしているが国の反省はどこにあるのか。管のようにデモ行進に参加するなどあり得ない。その前に、国の
責任も明確にすべき。

エネルギーに対する意見
国はもっと責任をもって、３つの選択肢についてメリット、デメリットを説明すべき。ＴＶ局（マスコミ）は将来に無責任で視聴率が取れればよい（おもしろおかしく）報道をしているが国は将来に責任
を持たないといけないはず。電気料金の値上げについても一般家庭の平均的な値上げ額を言うのではなく、企業がどの程度値上げされるのか、国民（社員）にどのような悪影響があるのかもっ
と説明すべき。このままでは、日本の物づくりは海外に流出することは間違いない。将来にわたって、子供たちが元気に希望をもって働ける国であってほしい。原子力０％を訴える国会議員のみ
なさん選挙の為だけではないですよね。国の将来に責任を持っていますか？国民がみなあなた方のような給料はもらっていません。

意見公聴会について
全国各地で国民の意見を聞くと、意見公聴会が開かれてますが本当に意味があるのでしょうか。あの場に出てくるのは反原発グル―プが組織的に参加していると思うのですが。それらのヤジ
を真に受けやり方を変える政府は本当に無責任だと思います。大衆迎合の政治で本当にこの国は良くなるのでしょうか。もっと、真剣に議論ができる環境（国、マスコミ）がないとこの国はどうな
るのでしょうか。

28771 個人 学生 １０代以
下

男性 １．ゼロシナリオを選びます １．ゼロシナリオを選びます

安全性の確実視できない原発は廃止すべき。
できるだけ早く

28772 個人 自営業 ５０代 男性 未来の現実の為に健全で豊かな選択と読み間違えな
い想定を希望します

今、私たちの生きる現実とは、遠い祖先や私たちが思い夢描き、選択や想定した、答えではないでしょうか
福祉なのような、どうもがいても変えようのない現実を経験して
今私たちにできる事は、この現実を踏まえて、厳しくも健全で豊かな、選択と読み間違えのない想定ではないのでしょうか
ゆえに未来の現実の為に今の原発は、ゼロにして行けたらと、思っています

28773 個人 学生 １０代以
下

男性 １．ゼロシナリオ １．ゼロシナリオがいいです

原発はいりません。

28775 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ０シナリオを希望します。福島の事故が収束していな
いのに、安全性に問題があるまま原発を動かすことに
は反対です。

原発には安全性において不安があります。
一人の人間が事故の責任をとれるはずがないことは、誰でも知っています。
他の選択肢がある以上、原発をエネルギー源にしない方法を考えるべきです。
再稼動や、原発の輸出は絶対にすべきではありません。
電力の自由化をすれば、国民が何を望んでいるかわかるはずです。
時代は常に変化しており、エネルギー問題も例外ではありません。過去に決定したことにこだわらず、柔軟に対応する必要があります。
原発を推進する為に使ってきた資金や人材を他のエネルギー開発にまわすことが必要なのです。
広島に原爆が落とされた日である今日、原発のない世界が実現することを強く希望致します。

28776 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。 　安全な運用及び、廃炉の手順が確立されるまで、原発の稼働を行うべきでは無いと考えております。事故の関係者たちは、口を揃えて、「想定外」と発言しおりました。確かに、誰がこのような
驚異的な震災は起こると、誰が予想したできたでしょうか。しかし、地震は現実に起こったのです。私たちは、この現実から学ばなければいけません。今の、原発の再稼働ありきの政府の運用
は、無責任としか言いようがありません。問題の先送りによる負の連鎖を断って、今、この瞬間に日本が先頭に立って変わらなければ、世界を変える事はできません。
　人類の立場に立って、日本のみならず、世界のエネルギー問題に目を向けて、再生可能エネルギーの開発の推進を切望します。

28777 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 可及的速やかにすべて原発を停止し廃炉手順に入る
べき。国民への節電協力と電力需給調査を厳正かつ
公開で行い、今後の電力供給手法の検討を加えるべ
き。被爆国で原発事故を起こした今こそ核を考えるべ
き。

人類あるいはすべての生物にとって、核分裂や核融合による莫大なエネルギー取得には、余りにも膨大（地球規模かつ地球誕生からの年単位）のリスクがあること。

これまでの日本の世論の多くは、なぜ核兵器は否定するが原子力発電は肯定するのでしょうか？
核の平和利用というが、原発が存在することが、例えばテロリストによる航空機や敵対国の通常兵器などで原発を狙われたことを考えると、自爆核兵器を持っているになります。

一刻も早く脱原発・脱核に進まなければなりません。
今実施しても廃炉まで何十年かかるのでしょうか？このことを今国民的結論を出すべきです。
そして、日本人の選択を世界に発信するべきです。大事故を起こした国の責任であると考えます。

28778 個人 自営業 ４０代 男性 原発は要らない 何故３.１１の様な日本にとって壊滅的あと再び再稼働させるのでしょうか？

電力は足りてる。そして活断層となる地に原子力発電所を立てて危険じゃないのでしょうか。

放射能を撒き散らし電力会社は責任取れず負担は国民に再び回ってくるのもおかしいと思います。

新エネルギーを進めて原発は全機廃炉にして下さい。

山形県酒田市の太陽建築研究所の井山武司氏は自給自足の太陽建築を30年以上も前からは提案しています。日本の設計士はエネルギーを考慮した設計はほとんどされていないように思わ
れます。近年は太陽光パネルなどもかなり普及してきていますが、それらはアクティブシステムです。その前に、設計デザインそのもので自然エネルギーを取得できることができればとても効果
があると思います。井山氏はゼロエネルギーの建築設計技術をもっています。日本の多くの設計士がこれを学ぶべきです。設計士の多くが太陽の軌跡もわからず、見た目のカッコ良さを重視し
て設計している感じを受けます。これでは、エネルギーの多くを浪費する建築において、エネルギーの問題を解決することはできないと思うのです。
以下に、井山氏の意見の一部を掲載します。

我々が使っているエネルギーのほとんどは、生活を快適にするためのもので、暖冷房、採光、そして移動のための自動車などがありますが、そこにかなりのエネルギーが使われています。日本
の２００７年度のエネルギー使用は産業４６％民生３１％交通２３％であり、建築は最大のエネルギーを使用しており、全体の４０％を占めています。４０％のうち、１０％は建物を作る時のエネル
ギー、残りの３０％は生活の維持のためのエネルギーです。
　私は、これを、太陽エネルギーの活用に切り替えれば、問題なく、きれいに解決できると考えています。建物がエネルギーをつくることができるのです。
建築は太陽エネルギーのコントローラーです。パッシブソーラーシステムが重要です。私はこれを基に、太陽建築に取り組んできて、現在は、東北の日本海側でゼロ光熱費を達成し、ゼロエネ
ルギーも可能なところまできています。
　大地と大空(の水)と太陽で生活できる家の計画を提案します。
日本と世界中の標準的な家族（5～6人）のための最小限に近い規模・コストの快適な住居の設計を、世界標準として広めていけば、エネルギー問題は解決できると確信しています。
太陽建築の家が提供することは次の４点です。
１．快適（ 室温 夏＜26℃ 冬＞19℃  湿度 夏＜60％ 冬＞40％ ）
２．エネルギー自給（ 乗り物へも ）３．水の獲得と浄化　４．維持費ゼロ
　１と２は私が作るパッシブシステムすなわち直接熱取得暖房、躯体蓄冷冷房、自然採光を建築デザインと建築資材の選択組み合わせにより実現し、これに太陽熱温水、太陽光発電を併用す
ることで可能になります。家庭用蓄電池の使用も考えられます。４は日照が少なく自然条件の厳しい東北地方の日本海側で実証されています。このときの住居のエネルギー自給率は65%を超
え、この実証例を日照が多い太平洋側で実施すればエネルギー自給100%が実現することが明らかになっています。業務用建築については15年前にすでに東北地方日本海側でエネルギー自
給率75%を超える実績があります。３の水の獲得と浄化については、雨水を、中空糸膜によって浄化し使用できます。また汚水は過去において5ppmまで浄化した実績もあります。排水は合併浄
化槽を使った上、地表面から50ｃｍくらいにいる活発な土中バクテリアに処理してもらうシステムにします。
地域によって日照や雨量が違いますので、地域に応じた解決方法を選択します。たとえば、日本海側の日照不足によるエネルギー不足は風とバイオマスによってまかなええます。地域に設置
する風車がいいのではないでしょうか。水道については、雨量が統計的にわかっていますのでこれを基に貯蔵すれば、水不足の問題はなくなりますし、排水をそれぞれで処理できれば大掛りな
施設はいりません。
　太陽建築プロジェクトは、あらゆる国のあらゆる人が住むあらゆる建物に使える普遍的技術です。地球上のどこでも、有効であり、災害の問題も解決できます。其々がエネルギーを作って使う
分散システムであり、水の給排水についても、自分の敷地内で供給処理する循環型システムです。極論すれば、現在の街造りで存在している水道設備、下水設備、ガス管、そして電線までが
不要になり、より自由な街造りが可能になります。

人類の最古最大のエネルギー技術が日本で忘れ去られ活用されていないことが最大の課題です。再生可能エネルギーの源である太陽エネルギーからエネルギーを造り出す太陽建築は原発
不要の世界にします。これはまた地球温暖化防止にも大きな効果があります。
建築で最もエネルギーを必要とする暖房を太陽から直接受け取る
ダイレクトゲインパッシブソーラーシステムは日本でほとんどまったくといって良いほど知られていません。この実施を基本にして建築を組み立てれば、建築のエネルギー自給は可能になりま
す。

大地と大空(の水)と太陽で生活できる家・建築の計画を提案します。

28774 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はゼロにし、その解決案として太陽エネルギーの
直接取得とコントロールを主とする建築設計技術を取
り入れてほしいと思います。山形県酒田市の井山武
司氏の設計技術を建築の法規に取り入れることを提
案します。



28779 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を止め、電力だけにとどまらず、化石燃料の割合
を出来るだけ減らす努力をし、なるべく早い段階で再
生可能エネルギーへの転換をしなければならない。こ
れからの、未来を考えるならゼロシナリオしかありえま
せん。

エネルギーの選択としては、ゼロシナリオしか考えられない。
まやかしや数値操作による誘導をやめましょう。（図のおかしいところもありますね。）いかにゼロシナリオが厳しいかはよくわかりますが、本当に可能な数字なのでしょうか。私は２０％増が限界
で、ゼロシナリオはありえない数字だけれど、ゼロシナリオをつくるためだけに出したのではないかと思われてなしません。（「エネルギー・環境に関する選択肢」を読めば読むほどそう感じま
す。）この数字がシナリオを書くためだけの数字なのであれば、このパブリックコメントは意味がないものであることは言うまでもありません。
また、この選択肢のおかしなところは、２０３０年で終わっているところで、そこからが大切なのではないでしょうか。感想はこのぐらいにしておきます。

まずは原発を止めることが大前提です。私は再稼働を反対しているわけではありません。２０３０年までの早い時期に止まればいいです。準備もできていない、今、すぐに止めなさいというのは
どうかと思いますが。２０～２５シナリオのように原発を使い続ける計画なのであれば、再稼働をさせないように積極的に取り組もうと思います。また、もんじゅについても、稼働させるのは絶対に
反対です。もんじゅを人間が制御しながら運転できると本当に思っているのですか。危険すぎます。むしろ、馬鹿げています。

さて、本題に入りましょう。あと１８年で本当に再生可能エネルギー比率を３５％まで上げられるのであれば、その後５０年上げ続ければ、２０８０年までには再生可能エネルギーの比率を１００％
まで上げられる計算になります。コスト面でも普及してくれば下がることが予想できますし、電力のエネルギー需給が全て再生可能エネルギーになるのであれば、電気代を２倍～３倍払ってもか
まわないと思います。企業は苦しいと思いますが、方向性をはっきり示しておき、企業が努力するとともに、政策をきちんと打ち出せば、解決できると思います。
また、本当に大切なのは、電力だけにとどまらず、すべてのエネルギーを如何に早く再生可能エネルギーへの転換をおこなうか、ということです。現在の原子力発電は総エネルギー量で考える
と１０％強で、再生可能エネルギーはほんの少し、８０数％が化石燃料という現状なので、この化石燃料を減らす努力が必要になります。そのためにも、ゼロシナリオが一番効果的であることは
計算してみればわかります。電力を全部再生可能エネルギーになるまでを考えると２０～２５％シナリオ一番かもしれませんが、その後の、他の化石燃料に依存している。特に輸送部門などを
再生可能エネルギーに転換していくことを考えると、ゼロシナリオしか考えられません。それから、筑波大学が研究している藻類のバイオマスエネルギーを早期実用化できるように、政策をもっ
て国がバックアップしていく体制も必要と考えます。

これからの地球の未来を真剣に考え、子孫に残そうではありませんか。ゼロシナリオ以外は「自分たちが死んだあとのことはどうなってもかまわない。」「地球を破壊してもかまわない。」と言って
いるようにしか思えません。このエネルギー問題は、その場しのぎでは上手くいかないことは分かっているはずです。経団連との関係もあるとは思いますが、勇気を持って、ゼロシナリオを選択
しましょう

ゼロシナリオの選択により、安全で安心なエネルギーを子孫に残しましょう。
28780 個人 学生 １０代以

下
女性 原発は必要ないと思う。 原発は事故があったりしたら、たくさんの人に被害もあるし、その場所に住めなくなったりするし、その土地に住めなくなったり、その土地の野菜とかが食べられなくなっちゃったりしてとても大きな

被害が出ると思うし、安心して暮らせなくなると思う。

だけど、風力発電とか太陽光発電とかで、自分の家の電力も作れると思うし、事故があっても自然に被害もないと思うし人間がその場所に住めなくなるなんてないと思う。

今福島の原発事故があって、福島に住めなくなっている人とかもいるし、家に住めないからペットとか家に置きっぱなしだったりしてほんとにひどいと思うし、ペットだけじゃなくて牛とか豚とかも置
き去りにされてほんとにかわいそうだと思った。

だから、原発なんて本当に必要ないと思う。

28781 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は即廃炉にすべきである。 １．原発は一度事故が起これば、国土や海洋が汚染されて、元に戻らない。
　　人間や動物にも甚大な被害を与える。
２．原発に関する情報が隠蔽されている。
３．原発を動かせば、動かすほど使用済み燃料が増え、それを処理する為に
　　莫大な税金を投入しなければならない。
４．原発を稼動させなくても、電気は足りている。無駄な原発を５４基も
　　作ったのは、全く国民の税金の無駄使い。

28782 個人 無職 ６０代 男性 原発依存ゼロをめざすべきと考えます。 原発依存ゼロをめざすべきと考えます。
その理由の第一は、福島事故の原因と責任の所在が明らかにされていないこと。
第二に、原発事故（放射線事故）は現在の科学技術では防御（制御）できないということが今回の福島事故ではっきりしたこと。第三に、いったん事故が起きれば放射線被害が末代まで及び更
に事故が起こらなくても使用済核燃料の処分や廃炉の方法など未確立の問題が大きすぎることです。原発をやめて自然エネルギーの導入に向けた政策転換をもとめます。

28783 個人 自営業 ５０代 男性 政府の原子力エネルギー維持、推進政策に対する反
対意見と、それに代わるエネルギー案。

原子力エネルギーは、国民にとって必要なものとは考えません。

その理由：原子力エネルギー政策に関しては、歴史的にも、科学的にもこれまで公に説明されてこなかった事実が多過ぎると思います。その誕生以来隠され続けてきた原子力政策の詳細が、６
０年を経て福島事故によってようやく露になったものと考えます。
政治的には、核の平和利用と、軍備につながる”安全保障”が表裏一体であること、また原子力政策が怪物的な利権構造となってしまっていること、科学的には放射能に対する技術が未熟であ
ること、このような理由で、原子力エネルギーには国民にとって負の影響力が大きすぎると考えます。

火力発電のさらなる研究、開発を提案します。

自然エネルギーの研究と並行し、なお国のエネルギー政策の大部分を支えるものとして火力エネルギーを考えます。条件として、発電技術の省エネルギー研究、長距離送電によるエネルギー
の損出の解決に向けた研究に国が、在野の研究者と電力会社をまとめながら進めてゆくことを勧めます。

トヨタ自動車をふくむ日本の自動車産業は安全で効率的そして安価な交通手段を提供しています。それを支えるのは、日本の技術者の不断の研究と、先を見ることのできる指導者の決断がこ
うした果実を生んだのです。
安全で効率的そして安価な生活手段としての電力が生まれないはずはありません。

28784 個人 自営業 ５０代 女性 ３つの選択肢のうち、ゼロシナリオを選択します。 　東日本大震災後の福島第1原発事故により、福島県のみならず東日本の広範囲に放射性物質による被害が広がりました。それにより、避難を余儀なくされた住民の方々はもとより、日本製品
が諸外国で輸入制限をされるなど日本全体が経済的・精神的打撃を蒙ることになりました。これまで電力資源として原子力に大きく頼ってきた日本のエネルギー政策は、大きく方向転換せざる
を得なくなりました。
　ゼロシナリオを選択した場合の経済に与える悪影響を経済界では懸念しているようです。「失われた20年」と呼ばれるように、残念ながらこの20年間はデフレ基調でした。経済界は、このデフレ
基調を終息させ、経済を活性化させるためには、使用電力量を制限することなく使えることが必要であり、そのためには原子力発電を維持していかなければならないと主張しています。しかし、
これまでの日本国内の農業を含めた様々な産業は、すでに行き詰まりを見せていました。このまま原子力発電を維持していったところで、画期的な経済打開策を見いだせないまま、20年が30年
になり40年になり…ということになってしまうことも十分考えられます。
　現状を見ると、大飯原発だけが再稼働した状態でも、計画停電を実施することなく、夏のピーク時期を乗り切ることが出来そうな状況です。もちろん冬場の消費電力量が大きい北海道などで
は、今冬、原発が再稼働しないと相当の節電が必要になりそうだということですが、案外原発ゼロでもやろうと思えばやれることに、多くの人が気付いています。7割以上の人がゼロシナリオに賛
成したというのも、この現実を考えた時に荒唐無稽な夢物語ではないと感じられるからではないでしょうか。
　ゼロシナリオの場合、化石燃料の輸入や再生可能エネルギーの導入によって電気代が高騰すること、それによって企業経営を圧迫すること、それは事実かもしれません。でも、そのような「コ
スト」と、自分が生まれ育った土地に一生住むことが出来なくなる「コスト」と、どちらが高いと言えるのでしょうか。自分が住んでいる土地に原発がないなら、それで良いのでしょうか。電力は過疎
地にある原発など、自分達の外部が生み出してくれるもので、湯水のようにジャブジャブ使ってもいいとでも言うのでしょうか。経済界は、電力を自分達の内部で作りだすものとして、原発に対し
て、もっと当事者意識を持って考えてほしいと思います。
　あの3･11があった時、日本は新しいパラダイムへと踏み出すことを余議なくされたという印象を持った方が多くいたはずです。ところが、それから1年半経ったいま、新しいパラダイムが切り開か
れるどころか、経済は停滞し、足踏み状態が続いています。あの日、TVから流れるあの光景を見て、心に誓ったあの決意はどこに行ってしまったのでしょうか。今までの仕組みに囚われていた
のでは、景気の浮上は望めません。新たなビジネスの展開をめざしてください。経済界には、過去に囚われない、将来を切り開く力を期待します。
　ゼロシナリオでは、太陽光発電に不適切な堅牢度に劣る住宅の建て替えやストーブの販売禁止など、さらなる負担を国民に強いることになり、それを懸念材料に挙げる識者もいます。しかし、
今回の「話そう“エネルギーと環境のみらい”のHPには、それらのデメリットは小さい文字でしか書かれておらず、どのぐらいの負担になるのかよく分からないまま、3つの選択肢から選ばざるを
得ません。金曜日の反原発デモに参加している人達も、どれだけこのことが分かっているのか甚だ疑問です。ゼロシナリオが賛成多数で選ばれたとしても、どのような段階を踏んで、どのような
施策をもって進められていくのかが不透明です。再生可能エネルギー比率を35％にするために、どれだけ開発に向けての障害があるのかを知りたいと強く思います。
　いま私が望むのは、私を含めたゼロシナリオを選択する国民に向けて、そこに至るまでの道筋を、政府がはっきりと示してほしいということです。国民にそれだけの覚悟があるのかどうか、そこ
まで固い意思で臨めるのかどうかを問いかけた上で、自らが選択したシナリオをやり遂げようと政府が決意し、そして経済界も含め国民が決意するように促してほしいのです。　ゼロシナリオに
向けての道筋を示す際には、もちろん15シナリオ、25～30シナリオの道筋も一緒に示さなければなりません。3つのシナリオすべての今後18年間の具体的なプロセスを提示して、ゼロシナリオに
向けて、経済界には奮起を、国民には決意を促してください。
　せっかく「国民的議論」という新しいやり方を試みたのです。議論だけでなく推進・運用についても新しい姿勢を示してください。よろしくお願いします。

28785 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ 福島第一原発の事故の生活環境への悪影響があまりにも大きいので、今後そのようなリスクを出来る限りすみやかになくすように取り組むべきだと思います。

28786 個人 その他 ２０代 女性 シナリオ０を選択します。 『エネルギー・環境に関する選択肢』を読む前は、なにがなんでもシナリオ０があたりまえだと思っていた。
『エネルギー・環境に関する選択肢』を読み、シナリオ１５を選ぶべきかかなり悩んだ。コストの問題、温暖化問題、それらの問題をふまえながらもスムーズにエネルギーの転換を行えるのは、や
はりシナリオ１５ではないのかと、さすがに０は厳しいのではないかと。
が、しかし、あの震災から約１年半、国民の意識はこんなにも変わって来ている。
まさか自分が政府に意見しようなんて考えもつかなかった、そんな私のような人たちがおそらく何千万といるだろう。
今回デモに参加した人たちはほとんど初めての人たちだろう。
たった一年半でこれだけの人々の意識が変わり、これだけ多くの人々が行動におこしている。
絶対にできると思うし、やらねばならない選択だと思う。
政府も必死になって具体的な方針を国民に呼びかけてほしい。
もしできなければわたしたち国民全員の責任である。
私たちの命は決して私たちだけのものではない。太古の昔から流れてきて、そしてまた未来へと引き継いでいかなければらない。私たちの一瞬の過ちでこの流れを濁すようなことはしてはいけ
ない。

28787 個人 家事専
業

４０代 女性 今後地震が絶対に来ないと思いますか？もう福島原
発の過ちは起こさないでください。日本の原発は即時
廃炉しかありません。どんなに高い防ちょう堤だって、
所詮自然の力には無力です。

放射能の影響で食べるものも困っており、子供の将来の健康面にもものすごく不安です。今原発をどうするか決めている我々大人は、結局核の廃棄物等すべて子供の世代に押しつけているわ
けであり、コントロール不可能の原子力はもうあきらめて、新たなエネルギー政策を、もっと早く、もっと多様に、多量に考えるのが先であります。

28788 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオに賛成です。
一つには、原発のリスクが大きいと考えるからです。

ゼロシナリオに賛成です。
私は技術者です。これまでの経験ではどれだけお金をかけても100%完全というものは出来ません。事故が発生する確率がある程度以下になれば、まあ腹をくくって「その時はその時」とあきらめ
る（考えないようにする）のが常です。
原発の場合は事故が起きた場合の地球に対する影響が大きすぎるように思います。
特に「事故が発生した場合は早急に対処をしなければいけないが、ある程度以上事事態が進展すると放射能が漏れ出し対策がとれなくなる」という点が難問だと思います。

今回の3つのシナリオに関する説明では、この原発事故のリスクに関しての評価が記述されていないようです。
事故の起きる確率、及びそれによる被害額、さらには金額では示せない、例えば地球環境に対する影響等も考慮されるべき（比較表に載せられるべき）だと思います。

28789 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即時廃止するべき 使用済み燃料の処分方法も確定できていないのに、原発を稼働させるべきでない。
地震国日本で絶対的な安全も確保できるわけもないのに原発を稼働させるべきではない。
安全対策もできていないのに大飯原発を再稼働させた無責任政権のもとで安全など確保できるわけもないから、再稼働させるべきではない。

28790 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 すべての原子力発電所をただちに停止し、廃炉にして
ください。

ふくしま・東北の現状をつぶさにみれば、なぜ再稼働できるのか、私にはわかりません。
このあと、福島のようなことがないとなぜいえるのでしょうか。
電力会社とそのぶらさがりにとっての未来は私の希望する未来ではありません。
被爆をふやさないために、希望する方々に保養施設の充実と移住とを認めてください。国際的にも問題とされている低被爆安全”物語”を流布するのはやめてください。どうぞ、普通の暮らしを
守ってください。

28791 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発依存度0%を望みます。 原発の怖さをこれほどのものだとは今まで認識していませんでした。
今回をいい機会と捉え、日本という国をなくさないでほしいです。
そして、島国という大変貴重な海に恵まれた国をこれ以上、
汚さないでもらいたいし、
これから生まれて来る子供たちのために豊かな日本を残してもらいたい。

28792 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率について、３つのシナリオのうちどれかとい
えば、２０～２５シナリオだが、本当はそれ以上でもよ
いと考える。

冷静に考えれば、福島第一原発での事故は、津波による最大波高を甘くみたことと旧式原発ゆえの冷却電源の設備への手当てが不十分だったことによるのではないか。事実、女川原発や福
島第二原発で事故は起きていない。また福島第一原発事故の放射能による直接の死者も出ていない。かつまた我が国の最新の原発技術は他国に輸出するに足るものである。さらに資源・エ
ネルギー安全保障の観点からみれば、化石燃料や天然ガスの輸入依存度を上げるわけにはいかない。まして、中国が我が国シーレーンを脅かすような軍拡を行ってきている。国民経済の視
点から見れば、デフレ不況にあるなかで火力発電燃料費増と再生エネルギー買取りによる、電気代高騰という家計への負担を強いられることは、全く受け入れられない。

28793 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今すぐ原発依存度は０にすべし。 私は昨年の原発事故後、家族で会議を重ね、結果として放射能のリスク低減には移住以外ないであろうとの結論に達し、横浜から北海道に移住しました（本当は原発のないオーストラリア等が
望ましいが現実的に無理）。　産業政策として電気がたくさん必要な事もわかっていますが原発が無くても暮らして往けると多くの人が思っています。　小さなところではスカイツリーにどうして電
気が要るの？　政府・内閣の広報機関と化した（と聞いています）私は持っていないテレビの放送は必要なの？テレビ放送を中止すれば多くの中小産業は海外に出て行かなくても救われます。
ラジオもパソコンも有りますので情報は入ります。　目が奪われないので仕事にも勉強にも熱が入ります。原発は今すぐゼロにして下さい。できるところは我慢します。　今こそ（垂れ流しと言わ
れないように）原発をなくすための立案・法案・方策・技術開発に多額の税金をつぎ込んで真剣に取り組んで下さい。それならば増税も我慢できるでしょう。

28794 個人 自営業 ６０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢について 何をおいてもまず即廃炉！
住民の「いのちと暮らし」を守らなければ
日本の将来はない。
たかが電気や経済の不確定要素などは
まず「いのちと暮らし」の前には微微たるものである。
ふるさとを追われ水や食料、人体までが
汚染される状況を政府は平然とみている。
こんな悲惨な事故は美しい日本にとって
かけがえのない希望を見事に打ち砕かれる
出来事だ。
もうこれ以上対策のない馬鹿げた事業は
やめなければいけない。



28795 個人 その他 ４０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持し、今すぐ原発をゼロにしてくだ
さい。すべての原発の即時廃炉を求めます。

いまだ福島第一原発の事故は収束していません。4号機の使用済み核燃料プールは傾き、野ざらしのままです。未使用の燃料棒を取り出すだけでも10年単位の時間がかかるに違いありませ
ん。さらに、内部にはがれきに埋まった燃料もあります。

事故の原因は、津波ではなく、地震そのものだということを国会事故調の報告書が示しています。なぜなら、現在ある原発は新しい耐震基準を満たしていません。なにより、活断層の上に建てら
れています。

こうした危険極まりない原発が、福島第一の４基以外にも、まだ50基もあります。再び過酷事故を起こして、第二のフクシマを繰り返したくありません。

過酷事故だけではなく、これまで長年被ばく労働が続けられてきました。多くの「小さな」事故が隠蔽されてきました。情報も閉ざされてきました。そして現在でも正しい情報開示はなされていませ
ん。

原発の事故により、東北・関東地方のみならず、濃淡の差はあれ日本の全国土が放射性物質により汚染されました。太平洋側の海洋は汚染されたのは言うまでもなく、このままゆくと、海洋汚
染は日本海側、遠くはアメリカ大陸まで広がってゆくことでしょう。

毎日放射性物質を気にしながら、外出し、食材を選び、マスクをして生活しています。こうした生活は、外部被ばくと内部被ばく、そして精神的なストレスを引き起こしています。

大飯原発を今すぐ止めてください。原発の再稼働をしないでください。発送電分離、自然エネルギーを推進してください。

お金よりも命が大切です。命がなくなれば、お金があっても意味がありません。

以上の理由から、私はすべての原発の即時廃止を求めます。

28796 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年ではなく、直ちに0へ 地震大国日本で、放射能
に怯えながら暮らしたくない。再生可能エネルギーへ
の転換を。日本は、核の恐ろしさを一番知っている。
広島、長崎、福島の人の気持ちになれば答は出てい
る。

そもそも、日本は電気を使い過ぎだと思います。夜が昼のように明るい国なんて珍しい。
人間が制御出来ない物（核）を使って電気を作っているなんておかしい。人の命を引き換えにしてまで、電気を使おうとは思わない。多少の不便はあったとしても、核に頼らずに生きていくべきだ
と思います。
自然豊かな日本は充分に再生可能エネルギーでやっていけるはずです。

28797 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2030年までに原発「ゼロ」ではなく、速やかに原発「ゼ
ロ」を希望します

福島原発の事故で、原発の恐ろしさを目の当たりにしています。事故は収束しておらず、使用済み核廃棄物処理の方法も確立されていないのに、原発に頼るエネルギー政策はあり得ません。
コストがかかっても安全なエネルギーの開発を急いでほしい。

28798 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　安全神話が崩れ去った今こそ、ゼロランドマインなら
ぬゼロニュークリアーリアクターへ進むべきである。航
空機事故ではないが、何かが起こってからでないと対
策ができないのが人間の英知の限界だと肝に命じる
べき。

　原子力政策を推進してきた大政治家中曽根康弘氏ですら、このたびの原子力発電所事故に対して「遺憾千万」としか言えなかった。古文書学や地質学、考古学から得られる知見を白眼視し
つつ、官僚ならぬ現場技術者に任せるだけで、安全対策を方向づけることをやってこなかった挙句に、何の総括もなかった。残念ながら政治家の限界が象徴的に現れていた発言と断ぜざるを
得ない。残念ながら氏は晩節を大いにけがした。
　有能であるとされる現場技術者はどうであろうか。安全対策において石橋を渡るがごとき政治的方向づけのないままに、独善的にやってきた挙句の事故であろう。秀才おばかと言われても返
す言葉があるまい。原子力に造詣が深い人たちは平均的日本人をはるかにしのぐ頭脳をお持ちであることは言うまでもない。しかし、これから新たな安全神話を構築することはやめていただき
たい。遺伝子工学が人間の複製に立ち入らないような、いわば一線が必要だと考える。原子力エネルギーの利用はこの一線を越えている。爆弾でなくとも、医療を除けば、いわゆる平和利用も
一線を越えていると考えたい。
　かつて、朝鮮半島や中国東北部は日本の生命線と言われた。しかし、当該地域に植民地を失っても、戦後日本は繁栄してやってこれた。繁栄してやってこれたというのは、特に産業界がやっ
てこれたということである。３．１１後の産業界は、ゼロニュークリアーリアクターでやっていくことを真剣に考えるべきだ。
　「除染」とか「中間貯蔵施設」という日本語に、既に放射能問題が解決不可能であることが表れている。除染は放射能が自然に消えてなくなるまでありえない。そして、核のゴミの最終処分場が
いったい日本のどこかにあるというのだろうか。「中間」とは「最終」の言い換えであろう。
　人間には分相応がある。日本を導いていくことが分相応な人々こそ、国を誤ってはならない。膨大な借金と残留放射能だけを残した享楽的な負の遺産世代と、後世の日本人に哄笑されないた
めにも。
　江戸時代的２世３世政治家も、高校時代にどれだけ成績が良かったか知らぬが、積み立て以上に何度も退職金をもらえる特権階級化した官僚の皆さんも、ここは真剣に日本の国のことを考
えていただきたい。
　原発事故ゼロはこれからもあり得ない。それならば、原発ゼロしか選択肢はない。核のゴミの最終処分場はあり得ない。それならば、原発ゼロしか選択肢はない。そして、ことに安全問題は政
治思想や党利党略とは切り離さなければならない。

28799 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持し即時廃炉を求めます。 日本に大打撃を与えたフクシマ、原発事故が起きても誰の責任も問わない不思議な国。

フクシマ原発、未だ汚染水との戦い、原子炉の解体は何時、まったく先が見えない。核を制御したつもりが核に翻弄されている。

稼働してはや４０年、４０年経っても放射性破棄物の処分場は未だない、日本中の原発は行き場のない使用済み核燃料の最終処分場と化している。もうすぐ満杯、その先は？

プレートの境目に位置する日本に大地震は付き物、原発立地は取り返しの付かない危険と同居。

こんな状況を考えた時、今こそ転換期と確信、日本の技術を信じ、太陽光・風力・波力・地熱・小規模水力等々の自然エネルギーで、電力と新しい産業・雇用を生み、安心して暮らせる日本を次
世代の子供たちに残すべく即時廃炉を求めるものです。

28800 個人 無職 ４０代 女性 ゼロシナリオを要望します。原子力発電は安全確保
が出来ていません。
即時廃止を求めます。再生可能エネルギーの導入、
省エネルギーの推進に
対して資源を集中し、化石燃料依存率を下げていくこ
とを望みます。

他の選択肢にある、核燃料サイクル・再処理は事実上、破綻しています。
また直接処分についても技術は完全ではなく、長い年数に渡り
厳重な管理を要します。ほとんど不可能であると考えます。

再生可能エネルギーの導入及び推進は、日本のみではなく世界的な問題です。
持続可能な社会の構築を目指し、総力をあげて取組むことで先進事例となり、
地球温暖化問題解決への貢献となることを望みます。

私たちは、子孫への責任を負っています。
福島の原子力発電事故は、現在を生きる私たちの大きな過ちです。
祖先から受け継ぎ、未来の子孫に託していく国土と海を、
取り返しがつかない程に汚しました。
周知の通り、現在は地震活動期に直面しています。
次の大地震まで、一刻の猶予もありません。
原子力発電を即時廃止し、子孫に健康で幸せに生きられる日本を残すことが、
最優先の課題と考えます。

28801 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度0%に賛成。
ただし、2030年までは待てません。
即時に原発依存度0％を！

原発は事故の際の被害が大きすぎます。
他の発電方法では事故の際にこれほど大きな悪影響を与えるものを想像することも困難です。
従って2030年といわず応急的な電源を確保してでも即時に原発を0にすることが必要と考えます（今年度の夏の東電を見ればそれは十分に可能と思われます）。
その後の電源についてはいきなり自然エネルギー中心社会を実現することは無理です（風力発電などは慌てて大規模にやれば却って自然破壊につながりかねない）ので火力(LNG+石炭)発電
所を建設して安定供給を確保し、その後に無理のないペースでの再生可能エネルギー導入（家庭の屋根への太陽光発電や小水力発電等）で環境負荷を低減してゆくことを追求すべきです。
そのときに2030年に再生可能エネルギー35%にこだわる必要はありません。
再生可能エネルギーの技術水準が低いまま無理に目標を達成すれば却って自然破壊を引き起こす可能性が大きいと考えます。
もちろん核燃料サイクルなどは無用の長物であることは言うまでもないことでもんじゅは即時に廃炉です。あまりに危険すぎます。

28802 個人 その他 ７０代 男性 脱原発の根本理念に元づき「エネルギー・環境環境
会議」3つのシナリオについて提言！！

東日本大震災による甚大な被害は人災です。日本列島は複数のプレートが折り重なり、近い将来に東南海、南海に大地震があると推測されております。そこで、政府の「エネルギー・環境に関
する選択肢」3つのシナリオについて、私なりの提言をいたします。
第一シナリオ：2015年までに、すべての原発を廃炉に決定する！
第二シナリオ：2020年までに、すべての原発のシャットダウン！
第三シナリオ：2030年までに、再生エネルギーを日本固有の資源（地熱・海底・風力・太陽熱）を活用して、原発に依存していた発電能力を断固として達成すべく国の威信をかけて達成すること
を要望します。

28803 個人 家事専
業

４０代 女性 ３つの選択肢から選択するとするならば、「２０～２５シ
ナリオ」。日本の原発事業には、国民からの多額な税
金が投入され続けて来た。安易な原発廃止は断固反
対。

政府は、危険と認知されている核エネルギーをあえて採用し、国民の血税を投入して来た深い意味を再認識し、強く発言するべきである。一つは、輸入に頼らずに自前で効率の良いエネルギー
調達がでること。一つは、世界的に核保有国が増え続ける中、日本の軍事的危機においては、すぐさま核は兵器に転用でき、それがまた戦争に巻き込まれないようにする抑止力ともなること。
また、今までの血税投入の採算性をも鑑み、可能な限り原発は利用するべきであること。そのことこそが真に国民のためとなることなのだ。今回のような大地震はそう起こるものではない。ま
た、日本の原発の安全性は世界に信頼されている。しかし、大前提に、緊急に効率の良い新エネルギーの開発が必要であることは忘れてはならないし、最大重要事項である。原発再稼働につ
いて強い政府の指導力を期待する。

28804 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 １、どんな技術を持っても解決できないものはすぐに
中止する。人の命は、何よりも優先されるべきである。
２、責任の所在の明確化と事故原因究明。

１、原発の事故のコントロールができず、避難に関しても取り残された地域やスピーディの情報を全く活用できなかった。現在まるで事故が終息したようにしているが、３０年先に本当に解決なん
てできるのか？除染にしても今から研究することもあり、２度と繰り返してはならない。自然をコントロールできないことを自覚すべきである。自然と共存する方が、コストはかからないはずであ
る。今回の対応で、なんと命が軽視されていることか。政府は国民の命を守るべきであるはずなのに・・。国民はそんなに馬鹿ではありません。情報を基に正しい判断する力はあります。集団パ
ニックになることはありません。今回の震災時で証明されたではありませんか。世界では、災害に乗じて略奪も起きていますが、日本人はどうですか。みんなで助け合い、どんな時でも助け合う
ことのできる国民です。なぜ、そんな国民の命を守る政策ができないのでしょうか？自分たちの利益のみを考えているとしか思いません。
私たちは、自然と共存し、自然に生かされていることを十分知りました。どんなに強くコンクリートで固めた堤防も役に立たないこともわかりました。一方で、木々が家を守ったこともわかりました。
コンクリートから人へという政策はどこへ行ったのでしょうか？堤防がないとだめだとの前提での説明、そしてそれを受けがたいと話せば、コストがかかると弁明する。選択できないような手法を
次々と提案してくる。おかしいです。原発は、いりません。自然エネルギーを利用できやすいように法的整備などどんどん進めてほしいです。例えば小水力発電は、もっと全国に広がるはずで
す。
２、２つの事故調が結果を出したことをどのように活用するかは、政治の力です。自民党は、今まで推進してきた党としての責任を取るべきであり、現政府は、その追求をすべきである。それが
ないと前に進めないではないか。全国で意見聴取会を行っているが、反映されなければ、何の意味があるのか、政治に不信感が募るのは必至だろう。原因究明をきちんと行うことが世界の手
本となり、世界の信頼を高めることになる。

28805 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します！地球温暖化をエネ
ルギー政策だけに頼ることなく今の農業のあり方を考
え直すことが温暖化を防ぐことにつながると思いま
す。

核と人類は共存できない、人類が造ったものを自分で制御できなくなった原子力エネルギーはもう地球上から必要ない。原発で儲かる電力会社、それを支持して得する企業、それらを良しとして
天下る国の官僚たち、みんな自分らの私腹を肥やすことしか考えていない。原爆投下から６７年経っても今なおガンや白血病におびえている広島の人々、3.11の事故以来ふるさとを奪われ、内
部被爆の恐怖におびえる子どもたち、今現在、お金持ちになったとしてもその会社や国を担う子どもたちの未来がなくては本末転倒である。この人々を元に戻し、原発に頼らない自然エネル
ギーで復興していくことができてこそ、日本の技術はすばらしいと世界から賞賛されるのではないだろうか？何一つ解決できていない今、原発を再稼動する日本を世界は笑いものにしているとし
か思えない。原発がなくても、日本には海がある、豊かな水資源がある。風も太陽も使って原発に頼らずにエネルギーは作成できるものと思う。

温暖化については二酸化炭素以外にも農作物に施肥する肥料から発生する亜酸化窒素ガスがオゾン層を破壊する要因であると米国、海洋大気局が発表した。このガスは二酸化炭素の310倍
の温暖化効果を持っているとのこと。日本の農業の農薬、肥料を多用するやり方を見直すことも必要では？これからの農業は無農薬、無肥料が先進で、地球を救う唯一の方策だと思う。

28806 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電所ゼロ 自然エネルギー利用を促進してください。

28807 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 すべての原発を即時停止し廃炉すべきである。 今の福島がすべてを物語っている。１年以上経っても事故の収束の目途すらたっていない。一度暴走したら手が付けられないようなものを扱うべきではない。そんな物に金と時間を費やすぐら
いなら、フリーエネルギーの開発に心血注いだほうがよっぽど儲かるのに･･･

28808 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロのシナリオを選びます。 　福島第一原発の手のつけられない惨状を見るにつけ、すべての原発を廃炉処分にすべきです。稼働させて、再び福島原発のような地震動による細管破断、津波による電源喪失が起き、放射
能汚染が広がったら日本の滅亡につながります。
　廃炉処理等に費用がかかろうとも、日本滅亡よりはるかに優れたシナリオ選択です。
　廃炉処理とともに、自然のエネルギーを有効活用できる施策に税金を投入すべきです。電力会社・政府が原発推進してきたその施策・政策をそっくり脱原発・自然エネルギーの活用に組み替
えるべきです。
　被曝線量を覆い隠し仕事をさせ、してきた原発労働者、しかも賃金を何重にもピンはねされ、命と健康を切り売りせざるを得ない実態も明らかとなりました。かような非人間的な労働を不可欠
に必要とする原子力発電所は今後不要である。

日本は世界唯一の被爆国として「原子力の平和利用」という名目（詭弁）で原子力発電所を導入してきたわけですが、わたしは昨年の東京電力福島第一原子力発電所の事故によりこの「原子
力の平和利用という挑戦」に完全に「敗北」したと思っています。
原発交付金等の恩恵もあったとはいえ「絶対に安全」という信頼のもとに、立地住民の方々は原発の建設を受け容れられたはずです。
いくら自然災害が発端とはいえ、想定できる安全対策を怠り、あらゆる局面でも事故対応力のなさを露呈し、甚大な被害を出してしまいました。
そして、日本では確実に廃炉にした実績もまだないという未完成な技術のまま、現場の作業員にあり得ないほどの被曝を強いながらも以前事故は収束してはいない状況です。
「絶対に安全」である約束を破ってしまった以上、そして、取り返しのつかない被害を出してしまった以上、いち電力会社の落ち度ではなく、国として国策としてもう再チャレンジは許されないと思
います。

このところ盛んになったデモや抗議の現場で年配の方がよく「いまの政府は戦時中のようだ」と口にされています。
敗戦濃厚なのをわかっていて国民を騙し続け甚大な犠牲者を出した。
もっと具体的にいうと、
原爆を二発も落とされるまで「負け」を認めることができなかった。
この言葉が意味するおそろしさ。重み。

もう二度と原発事故による犠牲を出してはなりません。
広島長崎に終わらず、放射能に苦しむ人びとを生んでしまった責任の大きさをもっと痛感してください。
もう一度言います。
「原発＝原子力の平和利用という挑戦」に ふくいちの事故により「完全に」 負けたのだから裸一貫から始めるときなのだと思います。
電力不足による経済後退も仕方ない、だって負けたのだから。
別の方法を探るしかない、始めるしかない。だって負けたのだから。
しかも、世界的に見ても原子力発電は後進エネルギーと言わざるを得ません。
そんな世界的な流れに逆行してまで、危険な賭けをしてまで、負の遺産を未来に残し続ける意味はありません。

わたしたちの幸せは、電力会社の経営状況のうえに成り立ってはいません。
送電線をわたしたちに返してください。
電力を人質に取られるような仕組みをなくしてください。

それでも電気が足りない、原発は必要だというのなら、まずは福島および隣接県の被害すべてに、ふくいちの事故前の基準に沿って、完全なる補償を実現させてからにしてください。
それが、「絶対に安全だから」とこの世界唯一の被爆国に原子力発電を受け容れさせた国の責任だと思います。
もちろん、そのほんとうの恐ろしさもよく知らずに恩恵を受け続けてきたわたしたちも、これから節電・省エネ・CO2削減に努め、いささか不便な生活でも工夫して乗り切る覚悟はあります。
若い世代には抵抗があるでしょうが、循環型の未来への「教育」として取り組んで戴きたいです。

いくら脱原発をかかげようが、原子炉も使用済み核燃料も放射性廃棄物もこれからずっと存在し続けます。
原子力規制委員会の人事は、「原子力発電は絶対に安全だ」とは一切信じられなくなった国民が納得のできるものにするべきだと思います。
国の一部が汚染されてしまっても、どうかわたしたちが誇れる国であってください。

28809 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ○ゼロシナリオを選択
○原子力発電所は即時廃炉
○電力の自由化
○代替エネルギーとして比較的低コストでCO2発生も
少ない天然ガス発電所の新設・増強
○国民が真に信頼できる原子力規制委員会の人事



28810 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 0パーセントのシナリオを指示します。 原発の事故がおきてこれだけ大きな被害がでてはじめて、多くの人々がこの危険な発電方法に関して真剣に考えだしました。

原発は安全で低コストと言われてきました。この先も原発を持ち続けるのなら、地震や津波、その他の事故を未然に防ぐために、また起こってしまった事故を拡大させないために、莫大な予算を
かけてあらかじめ多くの安全対策を取らなければなりません。今までもそうしてきたはずなのに、今回の地震では何もかもが「想定外」。オフサイトセンターも使うこともできず、スピーディーも役
に立ちませんでした。

いつまでも「夢のエネルギー」にしがみつくのはやめにして、現実をみませんか？核エネルギーを人間が思い通りに使うのは、無理なんだということをみとめてください。そして原発は早く廃炉に
して、安全対策に使ってきたお金を自然エネルギーの開発に使いましょうよ。

28811 個人 その他 ２０代 男性 原発0%にして下さい。即刻0%を要求します。 ・原発の様にコストの高い発電は無駄であるから。
・原発事故が収束してもいない（福島の方々への賠償や、避難が決まっていない、局所的なホットスポットの散見・密集）のに、他の原発を再稼働させることに関しては、普通に考えて国民の命
を軽視しているから。
・日本ではいつ地震があるかわからない。2007年の柏崎、2011年の福島と地震の被害が原発に及んでいるにも関わらず、稼働させておくことは非常に危険であると思われるため。
・核のゴミの処理方法が分からないまま、これ以上増やしていくことは、地震や自然災害の他、様々な形で未来の世代に負債を負わせることと考えるため。

28812 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発の使用を全面的に反対です。再稼動も反対で
す。お金の問題だけで、原発の問題を考えないで欲し
い。

原発の建設、運用、破棄の管理などすべての工程を含めると、天文学的な金額を使わなければならない。さらに、東日本大震災で人間の管理下では維持できない化け物だという事を全世界が
痛感したはずです。それなのに、お金の計算と貴方たち政治家と企業との癒着で原発の問題を取り扱って欲しくない。技術ある日本で、どうして自然エネルギーへの転換を率先して進めないの
か？あれだけ大きな事故が起きた後の建て直しを、しっかりと世界へ発信してほしいです。問題が起こった後の対処法で、国家の信頼、責任、運営方法などの評価を上げるチャンスでもあるの
に、何をやっているのですか？

28813 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 即刻、原発ゼロを希望します。 　原子力発電については、電力のことばかりが話題になるが、原子力発電は、発電とともに、不必要な放射性物質を多量に製造してしまうことにも目を向けてほしい。これらの放射性廃棄物は、
その半減期を考えると信じられない期間にわたる管理が必要となる。また、地震や津波などの自然災害による被害は復旧が可能であるが、今回の原発事故からもわかるように汚染された国土
は人が住めない状態になる。
　通常の機械設備は、エネルギー的に低い状態に持っていけば安定となるが、原
発は、常に冷却が必要であるため、かならず、外部からのエネルギーが必要となり、原発自体が不安定な状況のなかでの運転が強いられる。
　とにかく、自然放射性物質以外の放射性物質を多量に作ってしまう原発が人知を超えた技術であり、まだ、人類がコントロールできる技術ではない。仮に原発がコントロールされたとしても放
射性廃棄物は増加し、その処理ができない状況は生まれる。

28814 個人 その他 １０代以
下

男性 ぜんぶ今すぐ停止して廃炉 怖いから

28815 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発がなくても電気が足りることは明らかになりました。
危険な原発は即時廃炉にすべきです。
思い切って方向転換すべき時です。
過ちを認め国民の声に耳を傾けて下さい。

28816 個人 無職 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 理由として、
(1)我が国は世界の唯一の被爆国であり、福島原発事故を弐度起こさないために、ずべての原発を停止すべき。
(2)我が国の安全保障上の視点から見ても、原発は要らないのです。狭い国土に５０基以上の原発の存在実体、我が国の安全に脅威を齎します。事故のみならず、テロ防止策としても、原発は
危険な存在です。
(3)現行の電力システムを抜本的に改革し、緑の自然エネルギーに変更すべきである。
(4)コスト上にも、原発のリスクは最上位でありからです。
(5)もっとも重要なのは、我が国が原発を保持する真の理由は、核技術の保持と、いざとなると、核兵器を持たせるためであるにすぎないのです。誰ひとりもこの問題を避けて、電力不足を極端
に誇張し、電気料金の値上げを持ち出して、国民を脅かしているに見えます。

日本の明日のためにも、原発と核兵器は永遠に要らないのです。それだけではなく、世界に発信し、米国、英国、中国、フランスとロシアにも、核兵器の廃絶を強く訴えるべきである。

我が国に対して、中国は脅威ではなく、中国の共産党独裁政権が脅威であり、その危険な政権を倒す新中国人を育てるべきである。ちなみに、我が国は以前満州を倒した中国革命の父である
孫文を支援したように、思考方法を変えるべきである。

28817 個人 無職 ６０代 男性 脱原発を推し進める結果 日本社会・経済に過酷な悪
影響が現れるかもしれない。しかし、それでも原発事
故が再発し惨憺たる辛苦を舐めなくてはならないおび
ただしい人々が出てきてしまうよりはずっとましであ
る。

今直ちに原発を全て閉じたすると実に様々な深刻な問題が日本を襲ってくる可能性を否定できない。原油輸入量増大と価格高騰。諸物価の高騰。製造業拠点の海外流出（日本産業の空洞
化）。日本産業の国際競争力低下。日本経済の疲弊。国民生活の窮乏化。原発関連事業に従事する人々の生活保障。原発立地地域の経済困窮、・・・。そして これら問題のうち少なからぬも
のは我らの世代では解決不能で、ことによると孫の代まで尾を引く危険性だって否定しきれない。

しかし、それでも原発は存在してはならないと私は考える。なぜか。理由は簡単。

現在、福島の人々で原発事故が原因となり故郷を捨てざるをえなくなっている人々は１６万人ほどだそうだが、これだけの人たちが人生を台無しにされてしまったのである。避難民にはなってい
なくても、あの事故のせいで様々に辛苦を舐めている人たちはおびただしい数に上っている。このように不条理な出来事は二度と起こしてはならない。ではどうすれば良いか。原発を無くす以外
にはない。

なぜなら原発事故を完璧に封ずることなんぞ不可能だから。どんなに対策を講じようが知恵を結集したところで原発事故をゼロにする方法なんてある筈がない。福島原発事故の原因究明が完
璧になされたからといって他の原発の事故を完全に防げる筈もない。原発関連組織をどんなに工夫したところで、又そこに配置する陣容を適切なものにしたにしても駄目。何をどうしようが原発
事故は防ぎ切れない。そして一たび事故が起きてしまうと、手が付けられなくなってしまう。凄まじい数の人々の人生を破壊してしまう。場合によっては日本国土の少なからぬ面積を失うことに
だって繋がりうる。だから、とにかく可及的速やかに原発を廃止するしか手はない。

廃止したことによって発生する困難な諸問題 （冒頭に列記した諸問題） は脱原発の結論を出した後で検討すればよい。このプロセスを逆にすると駄目。つまり諸問題の検討 （脱原発がおよぼ
す社会・経済問題の検討。代替エネルギーの検討などなど） を先に実施し、その検討結果を踏まえてからその先をどうするか判断するなんて方法は駄目。そんな筋道を辿って事に臨んでいた
ならば結論は見えている。「やっぱり原発を無くすのは問題があり過ぎる」、「再開もやむなし」 といった結論が出てきてしまう危険性が誠に極めて高い。現に大飯原発再開がそのとおりの展開
になってしまった。

「原発はなくす」との結論を先ず置いて事に臨まなくてはならない。後にどんな困難が待ち受けているかを考える必要はない。そういった心配事は後で考えれば良い。今 心配しなくてはならない
のは、福島ような大参事を絶対に再発させてはならないという一点だけであるべきである。

28818 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は核燃料サイクルが確立できない以上、
発展させるべきものではない。漸進的に廃止を進める
べきである。

原子力発電は核燃料サイクルが事実上破綻しており、地方に不要な負担を掛けるだけのものとなっている。

また、地震国である日本でこれだけの原子力発電所が存在することは、あまりに震災にたいして不用意と言わざるを得ない。福島第一発電所が地震でダメージを受けたのか、それとも津波でダ
メージを受けたのかは、ある意味大きな問題ではない。東日本大震災でダメージを受けたことそのものが問題なのである。

一意見として、原子力発電所の漸進的廃止を求めるものである。

28819 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロ％シナリオを選びます。そのために国家をあ
げ再生可能エネルギー、天然ガス火力やコジェネレー
ションを推進すべきです。

このような選択肢で国民に質問すること自体、この国の政策決定に携わる方々が今起きていることの意味を理解していないのではないかとの疑いを抱かせます。
昨年3月に起こったこととは何だったか。政府も電力会社も専門家も、口を揃えて起こるはずがないと断言してきた過酷事故が４基同時に起き、莫大な住民の健康・財産・居住権、ひいては希望
と尊厳を奪ったのです。この事実をすでに忘れたとでもいうのでしょうか。

将来の原発依存度を論じるならまず、今起きている事故を収束させ、住民を不安から解放し、すべての責任者を訴追した上であらゆる被害を賠償すべきです。それによって初めて原発事故の
真のコストが算出できます。
同時に、福島第一原発事故の原因を徹底して究明し、国内50基の原子炉すべてについて同様の事故の可能性を（上辺だけのストレステストなどではなく）徹底検証すべきです。

そうして導かれた正確なリスクと、今回の事故の正確なコストを重ねることで、初めて原子力発電の経済的・人道的合理性を論じることができる。それをせずに「もうあんな事故はないはず」とい
う希望的観測に立って原発依存度を論じること自体、今現在被害に遭われている方々への最大の侮辱です。

もちろん、たとえ事故を起こさずとも、原発は日常的に労働者の被曝を必要とし、使用済み燃料や廃棄物は次世代への何万年にもわたる加害行為です。これらの犠牲もまた原発のコストに正し
く加算されなくてはなりません。

こうした厳格なコストとリスクの算定を抜きに０％以外の選択肢を語ることは、福島のような事故がまた起こりうることを前提に、その被害は（すなわち、現在の福島県民の苦難も）経済成長や、
電気を湯水のように使う持続不可能な生活のための、必要な犠牲だと言うことを意味します。
あなた方政策決定者はそのような傲慢な言葉を、組織の肩書きなしに一人の人間として、被害者に面と向かって言う勇気がありますか。

私たち国民は、私たちの基本的人権を守る任務のためにあなた方に権限を与えているのです。その任務を全うできないのであれば、私たちはそのような政府も官僚機構も拒絶します。

問われているのはあなた方です。もし皆さんが自らの任務を思い出し、原発なき未来への勇気ある一歩を踏み出すなら、私たち国民はそれを全力で支えるでしょう。

28820 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力エネルギー依存は0％以外になし。（政府の狙
いは真ん中の15％だろうがそうはいかない）そもそも
15％以外に一桁台を何故設けないのか？呆れてしま
う。

廃炉費用、もんじゅ維持費、再処理費用を計上した場合の原子力に対する莫大な税金投入を止めてガス関連、火力に変えるべき。電気料金が上がる云々は、今まで適当にやってきた国、電力
会社の情報だけでは納得できない。このコメントの集計も原発推進の電通がまとめるわけで、原子力ムラから2人選出の原子力規制委員会の決め方も納得できるわごない。国民を舐めるのも
たいがいにしろと言いたい。2030年に原発ゼロでも、子供達の未来を考えれば遅過ぎる。原発依存度を考える前にもんじゅ、再処理などを止めて、その税金の使い道を真摯に検討しないと現政
権は木っ端微塵に消えること時間の問題。原発ゼロ以外は国民は納得しない！

28821 個人 自営業 ７０代 男性 原発ゼロを選択。原発何％とか問うのは原発管理が
出来てからの話です。原発の事故の管理が出来な
い、福島第一の事故原因も解明できなくて再稼働を言
い出す政府政治家の神経が分からない。原発の怖さ
が分かってない。

原発ゼロ選択は当然。原発からエネルギーを何％とるかは原発管理が100％以上でき、過酷事故にも100％対応できることが前提です。政府は何を考えてるのか
正気の沙汰ではない。
福島第一の事故の解明が出来なくて原発管理はできません。原発が分かってないのです。東電の隠ぺいは目を覆いたくなります。未だにです。
東電（電力会社）は解体しなくて体質の改善はありません。
東電は隠ぺいするから事故の解明やりにくくなっている。客観情勢から東電の事故対応の拙さが際立ってます。
原発の基本設計から間違ってます。安全思想がない。ベントも分かってない。
水素も分かってない。復水器も分かってない。水冷式の発電機の給水が止まってたことも分かってない。計器るいが狂ってても分からない。メルトも分かってない。
漏れ出たデータから福島第一は地震で壊れたのが主因でしょう。津波は作業に影響した程度でしょう。
事故を隠すから対策が後手後手になるのです。電力会社に原発運転の資格はないのです。原発も地震国では安全安心はありません。
直ちに脱原発するのが国の未来を保障します。これ以上の放射能汚染は御免です。

28822 個人 その他 １０代以
下

女性 すべての原発を今すぐ停止し廃炉作業にとりかかる。 あんな怖いもの無くてもやっていけるから。

28823 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオ（即時）を支持します。 原発の再稼働はしないでください。原発比率をすぐにでもゼロにして、再生可能エネルギーの導入を推進するべきです。再生可能エネルギーを増やすことは、日本のエネルギー自給率を上げる
ことにつながります。

28824 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ。直ちに全ての原発の廃炉。科学に絶対
安全はない。今後世界の主流となる自然エネルギー
と天然ガスの開発に予算を配分し日本の技術力を高
め、省エネや自然エネルギー分野での雇用創出や輸
出を行うべき。

あらゆる技術にはリスクが伴うが、事故によってその地域のすべてが失われ、何世代にも渡って住むことができなくなるのは、原発事故のみである。他国が自然エネルギーに予算を向けていた
間に、日本は原発に依存し、自然エネルギー分野での技術開発に遅れをとってしまった。福島の事故により、世界では脱原発が一層進むだろう。今、これまで原発に配分していた予算を、自然
エネルギーや天然ガス発電の技術開発に向けるべきときである。被爆国日本は、自然エネルギーや省エネ技術で、世界のリーダーとなることができるはずである。原発は、弱者の健康や命の
犠牲の上に成り立っている。そのような犠牲をなくすためならば、自然エネルギーが普及するまでの間、多少の不便は覚悟している。

28825 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発は全廃を 原発はいりません。安心した日々が送れる方がずっといいです。将来的にではなく今すぐに全ての原発をなくしてください。これが私たちの子孫に対する責任です。

28826 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というものであり、政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべきと考えます。自然災害の予測見解
についても、津波の高さ対策に温暖化による海面上昇の影響は加えられているのか？北朝鮮のミサイルが原発を直撃したらどうするのか？想定外はいくらでもあると思います。
またプルトニウムの最終処分場さえも決まっていない状態で、近年の経済状態だけを問題にするのはいかがなことか‥‥これ以上原発に依存することはあってはならないと考えます。

28827 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存ゼロシナリオを選択します。
「現実的ではない」は通用しません。

私は、2030年の原発依存度ゼロシナリオを選択します。

原発推進あるいは原発容認のみなさんが口を揃えて言うのが、 「ゼロシナリオは現実的ではない」 である。

しかし考えてみてほしい。 もし16世紀、コペルニクスが地動説を唱える以前、「動いているのは空ではない、地球であ る」といったら。 もし19世紀末、ライト兄弟が飛行機を発明する以前、「いず
れ人は空を飛んで移動できるよ うになる」といったら。 もし明治維新がなされる以前、「日本から武士がいない世界がおとずれる」といったら。 もし1960年代の冷戦下に「ベルリンの壁は崩壊す
る」といったら。

おそらくほとんどの人は「そんなの現実的ではない」と言うだろう。

「現実」という積み木をいくら積み重ねても、未来は現れて来ない。 「夢」と「想像力」が未来を作るのだ。
28828 個人 無職 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを求めます。福島の事故後、原発の

コスト負担は一企業の枠内にないことは明確になって
います。問題を先送りせず、新しい（省）エネルギー事
業の確立を急ぐべきです。

原子力発電（以下、原発）は、事故が起こると膨大なコストがかかることがわかりました。被災者への賠償はもちろん、利用者にとっても事故後の処理費用などを価格に上乗せせざるを得ないこ
となどを考えると、とても現状で説明されているようなコストですむとは考えられません。ハイリーターンのためのハイリスクと言われても、リスクが大きすぎることは明確だと思います。
原発は、常に最大エネルギー（出力）で維持せざるを得ないが故に、常に最大コストを維持する必要があるという構造的欠陥を持っていると考えます。なおかつ、すぐに止められない。使えなく
なった原発や燃料の廃棄についても明確になっていないと考えます。
ここは早急に、お金のかかる（需給にかかわるコストの増減を行えない）原発の使用は止めないと、益々コストは大きくなるように思えます。ここは、一旦原発を停止し、早急に代替（省）エネル
ギー事業の確立を急ぐべきだと考えます。

28829 個人 無職 ４０代 女性 「０％」。「即刻０％」を希望します！！ あれだけの事故が起きたのにどうして原発が必要なのかまったくわかりません！
再稼働にも反対です！！！

28830 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　2030年原発の比率は、ゼロとすべきです。ただし、
東海地震の恐れのある浜岡原発は、ただちに廃炉に
してください。　また稼働して４０年経過した原発はた
だちに停止、廃炉にしてください。

　

　人類の技術では核燃料はいったん暴走すると全くコントロールできません。そして人々の家、生活、仕事、家族、経済活動など何もかもを破たんさせます。更に地球規模で放射能汚染を引き
起こします。
　猛毒のため市民に受けいられないため放射性廃棄物の保管場所がいまだに決まりません。また放射能がなくなるまで何万年も管理しなければ成らず、膨大なコストがかかります。
　地震の多発する日本の将来を考えると、危険な原発による電気供給は一切やめ１００％自然の再生可能エネルギーで電気を供給すべきだす。
　２０３０年までに原発の比率をゼロにして子供たちに放射能のない明るい未来を築いていきましょう。

28831 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は地球（特に日本）には必要ない。 原発を推進したい人は事故が起こった時に責任をとれるのか。福島原発は誰も責任を取っていない。政府も東電も推進（御用）学者も。責任もとれないのにえらそうに知ったようなことを言うな。
まず核のゴミの処理方法を研究せよ。それが確立してから原発を研究せよ。
福島原発が安全に収束してから次に進め。福島原発がまったく解決していないのに次に進むな。



28832 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。 　福島第１原子力発電所の事故以降に明らかにされた国の先送り政策では核廃棄物の処理は何十万年掛かっても出来ないと考えます。
　今すぐに原発再稼動に向けた行動を中止し、全ての原発を廃炉にすべきです。
広島・長崎・福島と放射能の恐怖や恐ろしさを経験している日本だから進むべき道があるのではないでしょうか。
　この国が率先して原発ゼロを提言し、世界中から原子力によるエネルギー供給を無くして欲しいと願います。
地球は一部の国の人のモノではありません。この星に住む全ての人と動植物の暮らしを互いに支えあう環境作りを推し進めてください。

　原発政策に使われる予算を、自然エネルギーの活用の為の技術開発や知恵を深めるための予算に切り替える姿勢を支持します。

28833 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つのシナリオの中で、ゼロシナリオを選択します。
原発は将来にかける負担が大きすぎること、廃棄物
の最終処理問題が全く解決できていないこと、自然エ
ネルギーの研究と推進が日本経済の大きな武器にな
る！

　2030年といわず、もっと早く積極的な原発廃止を訴えます。

　原発に限らず、人間が建設し、オペレーションするものに 100％安全ということはありえません。
自動車も飛行機も事故を起こすことが前提に様々なシステムが考えられています。原発だけが安全ということを訴える電力会社の意見は不自然です。
むしろ、安全でないが、万全を尽くすという謙虚な姿勢であるべきだし、もしそうあれば、世論はもっと原発に理解を示すはず。情報隠蔽を続ける電力会社に安全面で信頼を置くことはできない。
そういう原発を稼動し続けるのは、将来の我々人類に対して無責任だし、負担を増やす一方。今すぐにでも脱原発に向けて、大きく舵を切るべき。

　次に、核廃棄物の問題。初めて日本で原発が動き出してから３０数年。この間に核廃棄物の最終処理方法に目処をつけることはできなかった。これから先、画期的な方法が見つかるとは考え
にくい。これは原発を停止するほかに方法はないと強く思う。

　自然エネルギーは、日本の国民性、文化、地理的条件、経済的条件で考えても大きな将来性を感じる。
この分野に積極的に投資し、実用化を図ることで、停滞しがちな日本経済の起爆剤になる可能性がある。ＣＯ２の問題、電力供給の安定性、発電コストも、近い将来、原発を使用し続けるシナリ
オとそれほど変わらなくなると思う。政府が提示しているゼロシナリオは15％シナリオへ誘導するために自然エネルギーを過小評価していることは明らか。
国をあげて積極的に脱原発を図るべき。日本が経済的にも生き残る絶好のチャンスだと思う。

28834 個人 法人等 ５０代 女性 日本のこれからのエネルギーは、原子力発電依存か
ら脱して、地球温暖化にも配慮した再生可能エネル
ギーに切り換えるべきとであり、ゼロパーセントを目指
すべきと思います。

  昨年の東日本大震災起因して起きた原子力発電事故は、深刻なダメージを日本に、そして世界中に与えたと思います。技術大国日本にして原発事故を防げなかった事実は、核のコントロー
ルがいかに難しいかを証明したのです。
  放射線汚染により住む場所を追われ、原発事故難民となった人々を大量に作り出したことは、国民の安全な生活を守るという国の責任に違反しています。これから最低でも２０年近くは住めな
くなり、立ち入りすら自由には出来なくなる福島の人々苦しみに、胸の痛む毎日です。
  福島以外でも、食品や環境汚染に不安を抱く人々は多く、特に子供を持つ親たちに大きな不安を与えています。原子力発電はひとたび事故が起きれば深刻で甚大な影響を被るのですから、
コントロールできるはずという虚栄を捨てて、ドイツが選んだ道を日本も歩むべきと思います。
  東日本大震災が起きた時、民主党政権であったことは、日本のエネルギー政策を再考することを神様から託された課題であったと思います。〔自民党政権であったなら、いまだに脱原発を考え
ることはあり得なかったでしょう。）民主党がエネルギー政策を転換すれば、その果断な勇気に、政権交代した評価は永久に残ると思います。総理、閣僚の皆さん、どうぞ勇気を持って決断してく
ださい。

28835 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。原発のリスクや核燃
料の最終処分方法もまだ未定である事を考えると次
の世代、次の次の世代への負担が大きすぎます。取
り返しがつかなくなる前に、決断をするべきです。

原発ゼロシナリオを選択します。今回の事故は人災というべきものであり、どんなにシステムが安全になってもそれを使うのは人である以上、事故は必ずおきます。今の福島県や周辺の放射能
による国土や海、人への汚染を考えれば、原発の危険性は日本随一と言えます。
また、核燃料の最終処分方法、処分地もまだ未定である事を考えると原発を動かせば動かすほど次の世代、次の次の世代への負担が増えるばかりです。問題を先送りにして取り返しがつかな
くなる前に、決断をするべきです。

28836 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発反対。ゼロシナリオ賛成 子供に安全な未来を！

28837 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 2030年までに原発０シナリオを支持します。 2030年までに原発０シナリオを支持します。

28838 個人 自営業 ４０代 女性 ０シナリオの遂行を強く望みます。 本当の意見としては、2030年までにではなく、でいるだけ早くの段階＝今すぐに原発ゼロを目指す方向をとって頂きたいです。

今現在、関東では原発依存０となっていますが、全く何の不自由もありません。
そして関西では、大飯原発の再稼働が試行されましたが、伴って火力発電がそれ以上の割合で止められるという不可思議な現象となっています。

原発は無くても電力は足りています。

原発は、一度動かすと止める事がとても大変であると聞いています。
今、ほとんどの原発が停まっている時が原発をなくすチャンスだと思います。

原発を無くしては経済がまわらないと言う方がいらっしゃいます。
しかし、代替えのエネルギーに移行する事で需要が生まれ、研究も進み、経済は回っていくものと思います。
政府が先頭立って進む先を変えれば、しっかり道は出来ていくものです。

活断層だらけの日本列島に、原子力発電は本当に不向きです。
私は故郷を失いたくありません。

大飯原発も早急に再稼働撤廃し、原発ゼロを、強く強く望みます。

28839 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオ以外に選択肢はありません。原発
は地球全ての生命と共存できるエネルギーではあり
ません。原発に未来はありません。自分さえ良けれ
ば，楽ができれば、という時代は終わりました。

安全な原発などあり得ないという真実がやっと世界中の人々に知れ渡りました。省エネルギーをもっと進め、自然エネルギーへの投資を進め、ライフスタイルを改め、大量生産大量消費型の経
済から脱することでそれは必ず実現します。たかだか数十年のエネルギーのために一握りの人間たちが利権をむさぼり、そのために10万年の長きにわたって私たちの子孫に負の遺産を背負
わせることは、人道的に許されることではありません。唯一の脱原発シナリオは「０％」しかありません。「１５％」は原発温存シナリオ、「２０－２５％」は原発邁進シナリオです。「２０－２５％」は論
外としても「１５％」を選択しても世界の笑いものになるでしょう。もし政府が「１５％」に誘導しようとしているならば、国民を馬鹿にするのもほどほどにしていただきたい。原発なしでは経済が立ち
ゆかなくなり国民の負担が増大するという脅しもありますが、たしかに一時的にはそのようなこともあるかもしれません。しかし、そもそも日本は不況がすでに10年以上も続いているではありませ
んか。仮に何年かあるいは10年か20年かそのような状態が続くとしても、貧乏したとしても、安全な食料と水があればしのげます。その間に日本人の叡智を振り絞って効率の良い自然エネル
ギーの開発普及に死にものぐるいで取り組めばいい。子どもは大人の背中を見て育ちます。自分たちだけとりあえず楽ができればいいと原発を温存する大人と、子どもたちの未来を考えた選択
をする大人とどちらを見せたいか。答えは決まっています。宇宙物理学者のフリーマンダイソンもいうように人間は心に思い描いたことを必ず実現します（いいことも悪いことも，沢山これまで実
現してきました）。原発のない豊かな社会は実現可能です。日本人の叡智を結集して世界に新たな文明を提示しましょう。原発におびえながら生きるより、多少貧乏しながら笑って暮らすことが
真の幸せです。

28840 個人 パート・
アルバイ

５０代 女性 2030年までに原発０シナリオを支持します。 2030年までに原発０シナリオを支持します。

28841 個人 法人等 ６０代 男性 原発の早期廃炉
命を守る政策に転換すべき

日本は、被爆国です。その国が、自国の原発事故で被ばく民をつくっては絶対あってはならない。先端技術やもの作り立国を目指すのには、そんなにハードルが高いわけではないはずだ。国民
性をもってもどんな困難も乗り越えられるはずだ。政治決断ができないような人ばかりを国会に送った責任も我々にはあるが、今度こそ政治決断で原発はすぐやめるべきだ。
それこそが、国民の財産と命を守ることにつながる。3.11東日本大震災で何もかも無くしてしまった人たちを目にしている。しかし、故郷へ帰れないのは、原発事故である。科学技術は、自然をコ
ントロールできないということを証明してくれた。実際体験していない国会議員の方々、どうぞ政策を福島の地で創ることをはじめるべきだ。百聞は一見にしかずである。

28842 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを強く望みます 現在福島原発が今だに収束しないどころか、予断を許さない状況です。
にもかかわらず政府は停止している原発の再稼働を積極的に進めようとし
ついには大飯原発を再稼働させています。
また福島のような事故が発生すれば日本にはまともに住める場所を完全に失う事にもなりかねません。
事故を起こさない対策をすると言ってますが、結局は人間が作業を行うので完全に事故を抑えることは不可能に近いでしょう。
福島のような悲劇を繰り返さない為にも
現在稼働している大飯原発を即時停止し、稼働を停止している原発に関しては速やかに廃炉を行って下さい。

28843 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオの実現
を必ずお願いしたい。

原子力発電は核廃棄物の問題もありますし、リスクが多き過ぎると思います。
次世代に負の遺産を山盛り残す現状は改めなくてはいけないと思います。

国民はこれからまだまだ危険と隣合わせの放射能汚染と共に暮らして行かなければなりません。
福島原発も事故収束にはほど遠い状況です。
私の経営する会社では今、福島第一原発から７キロ地点で農業をやっていた若者がその生活の全てを人災によって奪われ、新しい暮らしを模索しつつ毎日働いています。
このような福島の人々を目にする度に、まずはこのような現状で原子力発電は行うべきではないと考えます。

具体的には省エネを推進し、自然エネルギーを促進しながら火力発電でやりくりして下さい。

28844 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発に頼らないエネルギー政策を 福島第一原発事故で原発は始末に負えないものだと実感しました。
また被ばく労働者なしでは成り立たない産業です。

誰かを犠牲にしながら進む社会ではない道を考えてください。

28845 個人 学生 １０代以
下

女性 原発なくしてください 原発なくしてください。

28846 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発15％って、そもそも推進のためのシナリオなんですか？現在が原発比率が8％なのでこれを15％にするっておかしいじゃないですか。
そろそろパブリックコメントを政治にできるだけ反映してほしいです。これは、何のための国民の意見を聞くものですか。

28847 個人 その他 １０代以
下

男性 原発なくして 放射線に汚された場所で僕は成長は元気におおきくなれるのだろうか？？？
子どもは実験されているのか？
安心して暮らせるはずの国に生まれて来たのに。。。

28848 個人 無職 ７０代 女性 ０シナリオ、原発をすぐに止めてください 政府の示す０シナリオしか選べないのはおかしいです。私はすぐに止め、全ての原発をすぐに全廃してほしいです。少しぐらい生活が不便にななったとしても、原発はない方がいい。子ども、孫
たち、子孫のためにも原発はすぐには色にしてください。野田さんは本当に子どもたちのことを考えているんですか。お金のことや、立場のことだけ考えているんじゃないのかと思ってしまいま
す。命が何よりも大切です、命さえあれば少々の辛抱はできます。立場の弱い人にしわ寄せがいかないようにしてください。原発をやめてもそれはできるはずです。お金持が問題です。

28849 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ％ありきではなく、日本の成長戦略に見合った現実的
なエネルギー政策の決定を望む。日本の発展を望
み、縮原発、自然エネルギーの導入を進めるとして
も、あえて選択するなら20～25シナリオ。

まず初めにことわっておきますが、私は電力会社社員ですが、その前に日本国民です。意見聴取会に会社としての意見を出すのはどうかと思いますが、今回の情報統制とも取られかねない政
府の対応には憤りを感じます。

私は縮原発と自然エネルギーの導入促進を図りつつ核燃料サイクルを確率することがもっとも現実的であり必要だと思います。0シナリオはあまりに希望的な想定が多過ぎ、かつこのたび示さ
れた成長戦略の数字を考えると、どうやってエネルギー消費量2010年比1割減を達成するのかまったく理解できません。1200万戸の家（家屋改修しつつ）にソーラーパネルを設置する費用は一
体どこから捻出するのですか？

自然エネルギー導入先進国であるドイツも自然エネルギー買取価格は下落の一途をたどっており、太陽光パネルメーカーも倒産しています。しかし、ドイツで失敗したことを日本で成功させるた
めの改善案は示されていません。また年々増え続ける電気代の上昇に日本経済が耐えられるとは到底思えません。

他国の事例を参考にするのは良いことだと思いますが、ドイツのように近隣諸国から電力融通を得られない我が国の特殊事情も考慮するべきではないでしょうか？

福島の方々の苦しみや原子力発電嫌悪の気持ちはわかりますが、初めから実現不可能と思えるようなシナリオをパブコメとして出すこと自体ナンセンスだと思います。まずはもっと現実的な取
り組みおよび予想されるトータル的な経済影響を示してください。

28850 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオ前提で、国民はこれからの数十年、放射
能のリスクと対峙して生活していかなければならな
い。

出来る限り速やかに原発は廃炉にすべきであり
放射性廃棄物の最終処理方法を決めなければいけません。
もちろん、新たに原発を建てることも輸出する事も許されません。
それだけ決定してもらえば、それまでの間、今ある原発はリスクを公表して利用したら良いと思われます。

自然エネルギーなり再生可能エネルギーは何も発電するものでなくていい筈です。
化石燃料の燃焼と電力ばかりに頼る生活から脱却すべきです。
ゼロシナリオで火力発電が大きくなるという設定は間違っています。まったく建設的でないし、脅しのようにも受け取れます。

放射性廃棄物処理の技術革新こそが人類の課題ではないでしょうか。

28851 個人 家事専
業

３０代 女性 一度事故を起こすと、周辺住民が生活の場を根こそ
ぎ失うだけでなく、多くの国民が不信感と不安を抱く事
となる原発は、早く廃止して欲しい。

浪江に住んでいた友人一家は、Ｆ１のためにご両親のいる愛知県に避難しています。
福島の白河には2人の娘さんをかかえた友人がいます。彼女は事故当時、二人目のお子さんを妊娠中、臨月を迎え、とても不安だと言っていました。白河は今も
線量が高いようですので、親子の不安はいかばかりか、胸が痛みます。

原発は安心、安全だと、根も葉も無いことを政府や電力会社は言い続けてきましたが、一度事故を起こすと、多くの人が生活の場を失い、人とのつながりを失う、リスクの固まりのようなモノで
す。

事故から1年半が経とうとしている現在に至っても、事故を起こした原発が安心できる状況ではない事を考えると、この狭く地震の多い日本において、５０基以上もの原発があるのは、次に同じよ
うな地震や津波、テロなどの危機的状況にどこかの原発がさらされたら、この国はどうなるのでしょうか。

住む場所を失い、危険のない農産物を生産する土地を失い、飲める水も失う。

原発が無いと、経済が立ちゆかなくなるという考えもあるでしょう。
でも、多くの国民が安心して生活するという、憲法に保障された権利をも失った国に、経済発展など出来るでしょうか。

少子高齢化が進む日本において、従来通りの経済発展は望むべくもありません。
新しい概念、発想でこの国を再建していく、いまは絶好のチャンスだと捉え、原発の廃止、自然エネルギーの積極的な開発を、世界に先駆けて行い、リードする立場へと移行していってほしいと
思います。

野田首相始め、多くの政治家は、自分自身や電力会社など、一部の人間の既得権を必死で守るために、がんばっているようにしか見えません。
原発ではなく、ご自身の少ない脳みそをこそフル稼働させ、原発の事故で苦しんでいる多くの東北人の気持ちに寄り添い、施策を行ってください。

原発はいりません。

28852 個人 無職 ６０代 男性 原発は商業運用ではなく、研究の段階。商業用の原
発は全面ストップを。

・原発の使用済燃料や発電の過程で生じる放射性物質の管理の方法が確定していません。こんな危険なものを「走りながら考える」のは間違っています。
・放射能漏れ、爆発などが生じた時の対応が確立していない。住民の避難や生活の保障などの方法も確立していません。
・ウランは国産できません。自給可能なエネルギー源として、太陽・地熱・波動や水流などの研究に予算や人材を集めることを求めます。



28853 個人 その他 ６０代 女性  

「原発ゼロシナリオを選択します」

多くの国民、狭い国土、4つのプレートと地下を走る無数の断層で出来ている日本列島、しかも今活動期に入った地球、どれをとっても日本は原発の立地に
は適しません。３１１以後の福一原発の事故により多くのことを学びました。
健康への限りない懸念。国土も失いました。天災、人災、大掛かりな機械の故障は想定不可能であること。一端起こしてしまえば人の一生ではとても償えない地球上の生物存続に関わる重大
なリスクを残す。これは化学兵器に似たりで、飛行機事故や車の事故とは次元が違います。原発がこのような取り返しのつかないリスクをかかえていることを初めて知りました。そして事故は想
定外に起こることも。起こらないという保障は誰も出来ないことをも。2度と起こしてはならないことはやめるのが解決法の最初の一歩です。

28854 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオ以外の選択肢はないと思います。 解決されていない問題が山ほど有る以上、ゼロシナリオを即刻実施すべきかと思います。
また隣国の原発事故でも日本に被害が及ぶ可能性が極めて高く、対外的にも脱原発を訴えるべきであり、その前提として、我が国のゼロシナリオは必須です。

28855 個人 家事専
業

６０代 女性 うかつにもわたくしも知人の多くも原子力発電所が日
本の至る所にあることを今回の福島原発の事故で
知った人が多い。今回の事故で原子力エネルギーの
恐怖を知り早期に自然エネルギーへの転換を望みま
す

昨年度の原発事故で故郷を捨てざるを得ない住民たち、農業も漁業も汚染され食糧も手に入らず、右往左往する国民。
たった1箇所の原子力発電所の事故で国の1/4が機能されなくなってしまった。まだ、事故の原因究明、住民たちへの補償問題、これから出てくるであろう、健康問題、すら解決策が不十分な中
で、活断層の問題がある、大飯原発の早期稼働があっという間に決定し国民は、国の進め方に納得できない事態となっている。

15％の原発なら良いとか、と言っている場合でしょうか、国の責任のなさに
原子力発電そのものに反対します。

学者、研究者、総力を挙げ安全なエネルギー開発を早期にｊすすめ、転換をはかっていくことを望みます。

次世代に美しい日本を、青い地球を残すために、原発反対！

28856 個人 法人等 ５０代 女性 日本のこれからのエネルギーは、原子力発電依存か
ら脱して、地球温暖化にも配慮した再生可能エネル
ギーに切り換えるべきとであり、ゼロパーセントを目指
すべきと思います。

  昨年の東日本大震災起因して起きた原子力発電事故は、深刻なダメージを日本に、そして世界中に与えたと思います。技術大国日本にして原発事故を防げなかった事実は、核のコントロー
ルがいかに難しいかを証明したのです。
  放射線汚染により住む場所を追われ、原発事故難民となった人々を大量に作り出したことは、国民の安全な生活を守るという国の責任に違反しています。これから最低でも２０年近くは住めな
くなり、立ち入りすら自由には出来なくなる福島の人々苦しみに、胸の痛む毎日です。
  福島以外でも、食品や環境汚染に不安を抱く人々は多く、特に子供を持つ親たちに大きな不安を与えています。原子力発電はひとたび事故が起きれば深刻で甚大な影響を被るのですから、
コントロールできるはずという虚栄を捨てて、ドイツが選んだ道を日本も歩むべきと思います。
  原発を止めた場合に、太陽光発電はじめ風力や水力発電、地熱発電など、考えられるだけの再生可能エネルギーを利用しましょう。省エネ技術もさらに高めていく費用が当然にあると思いま
す。私たちもより一層の省エネに努力したいと思います。
  東日本大震災が起きた時、民主党政権であったことは、日本のエネルギー政策を再考することを神様から託された課題であったと思います。〔自民党政権であったなら、いまだに脱原発を考え
ることはあり得なかったでしょう。菅前首相の対応に対して批判が大きいと聞きますが、私は菅首相であって良かったと思っています。）民主党がエネルギー政策を転換すれば、その果断な勇気
に、政権交代した評価は永久に残ると思います。総理、閣僚の皆さん、どうぞ勇気を持って決断してください。
  

28857 個人 自営業 ６０代 女性 日本が没落しないよう、冷静な対応を。今脱原発は危
険

私は今の時点で、原発を無くすことは危険だと思います。理由は世界平和のためです。アメリカやフランスは今までどうり核エネルギーを国の中心として持続していく方針で、中国などは原子力
発電を５００基にむけて建設するそうですし、韓国も日本海側に新しく８基ほど建設するとか。近隣の技術に劣る国が原発事故すれば放射能が日本に降ってきます。原発反対は中国や韓国でし
てもらいたいですね。日本で反対反対と騒ぐより日本は世界一安全な原子力発電技術を研究し、提供すべきだと思います。チェルノブイリは原子炉自体が完全に溶解し破壊されたので、福島と
は全く違っています。マスコミは原子力のリスクばかりを強調しすぎです。国の益々の発展のためにも、安全保障の面からも国家のエネルギー問題は感情に流されないことが大事だと思いま
す。それとある会社の労働組合の組合員の奥様に聞いた話ですが、原発反対のデモに参加できる人には東京までの旅費が出るとか。どこから出るんでしょうか。何か日本を貶めようとする
大きな力を感じて怖くなります。どうかわが国が益々発展しますように、早急な脱原発などばかげたことはしないで下さい。お願いいたします。

28858 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発はいらない　０％ 遠く離れているのに放射能による食材の汚染、何も悪いことをしていないのに、風評被害や作物や食肉の出荷制限など、その地に住む人だけの問題でないことは、十分わかった。これから結
婚・出産・子育てと考えているのに、今のままでは不安でたまらない。日本のどこに住んでも原発の事故が起これば、今回の福島と同じ様になる。少し、不自由でも安心して暮らせる環境をつ
くってほしいと思うし、それが私たちこれからの日本を創るものにとっての役割だとも考える。

28859 個人 学生 ２０代 女性 原発０％を望みます。 ・完全な処理の仕方が確立されていない危険な方法を取ってはならないと思います。火力や水力、再生エネルギーも確かにデメリットはありますが、原発のデメリットと危険性は比べものになり
ません。
・また原発の存在は人間の命を削ります。原発の労働者は、労働をするだけで被曝します。賃金を得る（生きる）ために病気のリスクを上げています。それはおかしいです。人に生きる尊厳があ
ることを前提とする憲法をもつ国においてあってはならないはずです。
・これから炉の老朽化が進み年々コストパフォーマンスが悪くなっていくであろう原発に投資することは、不合理で非効率的だと思います。

28860 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ支持、原発の即時稼働停止を求め
ます。

現時点で原発を稼働することによって出る核のゴミの最終処分のめどもたっていないのに、計画性も示せないのに、これ以上原発に頼った生活をつづけていくべきではない。
未来のこどもたちにこれ以上負の遺産を渡したくない。
福島の原発事故の後始末さえできていない、人類は原発をコントロールなどできない。

28861 個人 その他 ５０代 男性 2030年で原発の割合を0％ということ、それと即刻0％
にすることを支持します。

福島の原発の事故原因すら明確に出来ない状態でもあり、大飯原発の再開も安全性が本当に確保されているのかすらきちんと検証されていない中、さらに地震が頻発する中、私たち人類の
安全を守るためにも0％として欲しい。
さらに、使用済み核燃料の廃棄についても廃棄方法が確立されていないため、今までにかなりの放射性廃棄物がたまってきている。
これの処理について、後世の人に安易に任せるとしたらその責任は重大だと思う。今処理できないものは使用するべきでないと思う。
代替のエネルギーとして自然エネルギーの開発についても、核燃料再処理でかかる費用を早く回せるようにすべきであると思う。
さらに、天然ガスなどを使ったCO2の少ない燃料による火力発電や、メタンハイドレードの開発など早急に進めるべきであると思う。

28862 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオにするべき。
当然である。
福島の悲惨な結果を目の前にしてまでまだ原子力発
電所を動かそうというお偉い方は、まだカネのことしか
見えていないのか。
情報を隠蔽するのもたいがいにしろ。

左記。

28863 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオ 2030年までではなく、即時ゼロにすべきです。

原発は一度事故が起こったら、日本だけではなく地球までも破滅させかねない、危険極まりないものだと、今回の福島の事故で思い知るべきであり、地震大国でそのようなものを動かし続けるこ
とはナンセンスだと思うからです。
仮に、理論上完璧な原発の設計というものがあるとしても、それを作り、動かすのが人間である以上、必ずミスは起こります。“安全な原発”などというものはあり得ません。
そして、人間は放射能を最終的にコントロールする術を持っていないのであり、自然災害が、人間の想定の範囲内で起こる、そしてもう事故は起こらない、などとという考えも浅はかで傲慢です。

原発を継続とか新設するとかいう議論は、少なくとも総力をあげて一刻も早く福島の事故を完全に収束させ、被害に遭った方々を救済してから。
そして、放射性廃棄物を後世に残さず、完全に安全に処理する術を得てからすべきです。

表立ってはクリーンな電力などと嘘のアピールをされてきた原発ですが、実際は通常稼働するだけで作業員が被曝をし、海には温水を垂れ流すような発電所はそもそも作ってはいけなかったの
だと思います。
（そもそも原発の抱えるマイナス面は隠され続けており、知らない人も多いわけですから、本来はそれらをすべて白日の下にさらした上でコメントを求めるべきです。）

原発推進派が見ているものは、「経済・お金・利権」そして、もしかすると「核（兵器）」かもしれませんので、命を大事にする人とはいつまでも意見は平行線かもしれません。
（原発がないと電力不足になるというのも、稼働させたいが為の脅しであることも見えていますし、国も脅すばかりで、国策として電力を工面するような動きも見られないので、電力不足は推進の
理由にならないと思います）
いらないモノがあふれ、もっともっとを追求する時代はもう終わりですし、何より原発が無くなると経済がだめになる、とかいうのも貧困な発想だと思います。
「今までのような経済活動＝豊か」ではないはずです。

廃炉の技術確立、放射性廃棄物の安全な処理方法の開発、新しいエネルギー開発…など、やるべきことはいくらでもあるし、何より世界に先駆けて本当の豊かさを具現化し、それを世界へ伝播
していく新しい道へ、日本は舵を切るべきです。

28864 個人 その他 ５０代 男性 「ゼロシナリオ」しかない。理由＝１）人類は原発を制
御できない。２）廃棄物処理ができない。３）自然エネ
ルギーの利用。４）エネルギー教育。

結論＝ゼロシナリオしかありえない。原発はすべて停止し、その上で抜本的なエネルギー施策を立てるべきです。

理由＝
１）人類は原発を制御できない。福島の史上最悪の大事故に学べば、原子力を制御することはできず、放射線はこどもたちや人類の未来を破壊する。

２）原発で生まれる廃棄物の処理も世界の何処でもできていない。10万年たっても廃棄物の危険はなくならない。廃棄物が処理できないのなら、いかなる理由をたてたとしても原発の稼働はす
べきでない。

３）エネルギーをどうするのか。本気でエネルギー先進国のデンマークやドイツに学び、自然エネルギーに根本的に転換すべきである。デンマークではこの20年間で風力やバイオ、海流など原
発から自然エネルギーへの転換でエネルギー自給率を200％近くに上げていることは広く知られるところである。日本にはさらにソーラーの世界的に優れた技術もある。新たな産業としても日本
経済の再生の可能性をひらく。

４）「電気は使えば使うほどいい」という価値観を変え、文化として、適度に合理的に使うことにこそ高いという価値観を育成すべき。「原子力安全」キャンペーンのための教育をあらため、エネル
ギーと生活を見つめ真剣に考えるエネルギー教育にこそ力をそそぐべし。

28865 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ゼロシナリオをお願いします。 　原発が事故を起こすことでもたらされる危険性を考えると、これからは原発に頼らずに新たな取り組みが必要と考えます。だから、ゼロシナリオしかないと考えます。

28866 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「20～25」を支持。原発は資源の無い日本にとって他
国に頼らず自国で安定的に発電できる優れた技術。
国民を守る責任がある政府には、危機管理面も考え
た上で、日本を守る選択をお願いしたい。

政府の３つの案からの選択であれば「20～25」を支持します。エネルギーは複数の種類をバランス良く使用し、どれかに不具合が生じても、他の種類でカバーできるようにしておくことが危機管
理面からも重要だと思います。いま原発ゼロの風潮が高まっていますが、実際問題として、自然エネルギーの発電量は小さく不安定です。ですから現状では火力で補うことが現実的ですが、そ
れはエネルギーのほとんどを石油に頼ることと同じです。つまり、資源の無い日本では石油は外国から輸入するしかないため、エネルギーのほぼ全てを外国に依存することを意味します。そこ
で、石油を日本に運ぶルートであるシーレーンを他国に封鎖された場合、日本は兵糧攻めをされた状態となって死んでしまいます。理想ではなく現実として、悪意を持った他国は残念ながら存
在します。そのような事まで考えて国民を守る政策を行うのが政府の役目です。個人の発言としては原発ゼロと言う人が良い人のように見えるのですが、必ずしもそれが国としての責任を持っ
た正しい選択であるとは限りません。現時点において、原発は資源の無い日本であっても他国に頼らず自国で安定的に発電することが出来る優れた技術です。これを安易に手放してはならな
いと思います。政府には国民を守る責任があります。どうかマクロの視点を持って日本を守る選択をお願い致します。

28867 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3つの選択肢の中では、2030年にゼロを希望します。
可能であれば、すぐにでもゼロを希望します。理由
は、現在もこれから動くであろう原子力行政、原子力
ムラの方たちが一切信用に足りないから。

中間処理施設、最終処分場の問題が解決しないまま、ゴリ押ししている現状では国民の理解は得られないと思います。夏のピーク時の停電リスクより、期間限定で再稼働を容認したのは理解
できますが、あくまで安全性が確認されないままの暫定的な国民の理解です。では、安全性を確保できるのか？というと今の状態（専門家不在と言っても良い状態）では何年かかることやら…。
理想を言えば、安全性を確保した上で、その範囲でコントロールする技術をノウハウとして、日本で持っておきたいところですが、これも何年かかることやら…。現状の原発はすべて廃炉、リセッ
ト、ノウハウを結集する原子力開発施設に移行するべきではないかと思います。

28868 個人 その他 ４０代 女性 脱原発(ゼロシナリオ)です。もっと消費するエネルギー
を減らすための、国としての政策を毅然として打ち出
してほしい。

これほどコンクリートだらけにして、エアコン無しではいられない環境を作っておいて、「熱中症予防にはエアコンを」などと優しいふりしてエネルギー浪費を宣伝しているなんて、とても馬鹿げて
いるとしか思えない。もっと、根本的に、都市計画段階から緑を取り入れたり、建築条件を厳しくしたり、徹底した節電都市を目指すべきではないでしょうか。また、例えばフィリピンのように、暑い
夏には涼しいところに首都機能を移すくらいの、思い切った政策を考えなければ、どんな政策もうわべだけでしかないです。アメリカの意のままにならないためにも、自然エネルギー自給、その
ために原発を無くすのはもちろん、もっとトータルに省エネルギー政策を。

28869 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電の完全廃止
太陽エネルギーや風力エネルギー　水力エネルギー
の推進
自然エネルギーへ

原子力発電の危険性は　確実なものと分かった今
人への影響や環境の保護を考えれば　完全廃止とする

これほどに　被害や危険の可能性が高いものを　続ける意味がわかりません

原子力発電に　何故こだわるのか？
止められない理由があるのか？
本当に　原子力発電なしでは　電力が足りなくなるのか？
どこからか　圧力がかかっているのか？
原子力発電所の檻の中にいる日本！
原子力発電所を　爆破されたら…　どうするのか？

日本の技術があれば　自然エネルギーを　有効活用できるのではないのでしょうか？

今こそ！！　原子力発電を止める　最大のチャンス！！
止めるための　大義名分がある！！
今止めずして…　いつ？　止めると言うのか？

どうかどうか　お願いします
原子力発電を完全廃止してください

世の中の全ての人々が　安全で安心して幸せに過ごせますように…
原爆の日　この日に…
祈り願います

28870 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。原発再稼働反対、原発は
これ以上増やさない、動かない、減らす、なくしていく
べき。

あれだけの事故、これだけの人が死んで、「ことなかれ主義」で目の前の利益に目がくらみ、再稼働させるのはやめてください。ことはもう起きてます、見てみないフリをするのはやめてください。
なぜ、いま改善できること、対策が打てることを、どうしてさらに悪状況になってから、私たちの世代で解決しなければならないのでしょうか。今の私たちには力がないのに、どうして今なんとかす
る方向にもっていってくれないのですか。
将来、原発がなくなるべきなのは目に見えています。なぜ、いまこの絶好のタイミングで廃止しないのですか。
原子力は処理できない、処理できないのに使ってしまった過ちをなぜ認めないのですか。

将来、自分の孫や子世代が苦しむのはみたくない。
お願いだから、もうやめてください。

28871 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 15シナリオの選択を推し進めて欲しいと考えていま
す。

基本的には15シナリオの案に賛成ですが、下記の点に留意して15シナリオを実現して欲しいと考えています。

○ 再生可能エネルギーへの技術投資
省エネルギーに対する開発支援だけでなく、再生可能エネルギーの生産効率を上げる技術の研究等に対しても開発促進を行うための投資を行う。

○ 耐用年数を遵守した廃炉
耐用年数を超えて稼働させることがないよう、40年で必ず廃炉にする。



28872 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロを希望します。 なぜ、事故の対処方法も知らないのに、再稼働するのでしょうか。
反対している国民がこれほどいるのに、おかしいと思いませんか？
止めてください。

28873 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存を0（ゼロ）にすべきです。
日本は福島の事故を体験したからです。
原発をやめる機会だと思います。

この夏もほとんど原発なしで電力は足りています。
本当に電力不足解消のために再稼働したのか、怪しいと思っています。
原発を停止したままの九州電力は赤字だそうです。
そういう理由か、あるいは別の理由があるのでしょうか？

電力会社にとって火力発電は利益が低いことは理解できます。
原発の廃炉に莫大なお金がかかることも分かります。
原発を無くして、電力を自由化して、電力会社がきちんとリストラクションして、それでも電気料金が上がるのであれば、それは仕方がないと思います。

原発関連の産業や雇用もたくさんあるかと思います。原発を無くすと多くの方が失業するのかもしれません。しかし、そういった問題を解決するのが政治ではないのでしょうか？

再生可能エネルギーによる発電システムが整備されるまで、CO2増加の問題はあるかもしれません。しかし、地震や津波という天災により、こんな悲惨な事故が起きたのですから、国際的にも
それほど非難されることはないはずです。

日本は原発を即時に全廃する権利を持っていると思います。

しかも世界で唯一の被爆国です。

28874 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力に日本国民はおろか人類に未来はない、 無毒化する術もいまだなく、使用済み核燃料の危険性もありながら地震国日本ましてや地震活動期にいったい何処に保管場所があるのでしょうか、
自立国家であろうとするならば、今こそエネルギー政策の転換をするべきです。
過去に石炭から石油に舵をきったはずです、出来ないはずはないと考えます。

28875 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 福島の原発事故から　私たちが学んだ最大かつ皆無
のこと
それは　原発はいらないということ　すなわち原発依
存０％

将来の子どもたちに負の遺産を背負わせるわけには行きません。
また、民意は「原発NO！」なのではないでしょうか・・・

その民意を無視して、何が民主国家なのでしょう。

３つの選択肢などいりません。2030年の原発依存０％「ゼロシナリオ」こそが、唯一の脱原発の計画といえるものであり、将来の子どもたちの安全を保障できるシナリオであると考えます。

28876 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します！ 日本という国を、子どもたちの未来を守ることが政府のやるべきことではないでしょうか。
今日本人は、150年ぶりに国に対する「態度」を表現しています。真摯に受け止め、あるべき姿に日本を導いてください。
地熱など、省エネルギー政策を進めてよりよい国づくりを共に作ってください。

28877 個人 その他 ６０代 男性 ゼロ％にする（ゼロシナリオ）べきです 　福島事故にみられるように、巨大な原発事故が、再び起きないと言う保障がない限り、原発ゼロを目指すべきです。
　日本は、原発を設置するには世界一危険な、地震大国・津波大国・火山国です。原発は、一つも設置すべきではありません。
　原発の技術自体、放射線高濃度の廃棄物の、処理方法が、結局確立しておらず、今後も確立する目処がたっていないので、原発を稼働すればするほど、廃棄物が溜まり続け、何万年も危険
な状態で、保持せざるを得ないのは、子孫への、危険な負の遺産です。これ以上増やさない道として、原発ゼロを目指して、一基たりとも稼働させない、稼働は止める事が重要です。
　原発の維持・稼働・廃棄物処理・事故時の対策など、トータルには、他の発電技術と比べて、最も非効率的で、高くかかる技術です。貴重な国民の税金を、これ以上投資すべきでありません。
　原発ゼロをめざして、一刻も早く、原発の稼働をとめるべきです。

28878 個人 その他 ４０代 男性 「即刻、原発0」に！核に素手で触れる人はいない。ほ
ぼすべての原発直下に活断層。再び事故が起これ
ば、日本は再起不能に。政府は本腰を入れて再生可
能エネルギー開発に尽力を！2年程度の計画停電も
受け入れよう。

3.11の後、私たちは目覚めました。

電気のために、川や田んぼ、畑、美しい風景、普段の生活の営みを犠牲にするかも知れない原発に依存し続けるのは滑稽です。

私は、原子力発電所の現場で働くという選択肢を持ちません。
私の子ども達や家族、友だちが原子力発電所で働くことを望みません。

核廃棄物を誰も素手で触ることが出来ません。
一度事故が起きたら、放射能で汚染された大地に住むことは出来ません。
内部被曝をしてしまった人達を元に戻せる医療技術はありません。

事故が起きても起きなくても、掃除しに行くのは、社会的弱者です。

いくら経済が発展しても、電気が豊富につくられても、人の命や日々の生活を支える大地を失う可能性のあるシステムを私は選択しません。

私は誰一人として素手で触れないものと背中合わせに生きるより、新しい安全な技術に投資することを選択します。私たちは知恵と勇気で夢を実現させる力を持っていると信じます。

100年後のあるべき日本を、強く想像しましょう。

28879 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力の利用を即時に全て廃止。
原子力発電所を全て停止・廃棄してください。

万が一、フクシマのような事故が発生した場合、「日本に住めない、若しくは住んでいれば被曝する」といった状況になるのが目に見えているからです。

28881 個人 学生 １０代以
下

女性 原発セロシナリオ支持、即時稼働停止を求めます。 私たちこどもに、たくさんの核のゴミを残さないでください。普通に生活ができて、食べたいものを安心して食べられる、そんな当たり前の生活さえできなくなる原発は未来にはいりません。

28882 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電の即時中止と廃炉を要望します 原子力によらなくても電気は足ります。また再生可能なクリーンエネルギーへの転換を日本が世界に先駆けて行ってください。それが日本の唯一生き残っていく道であり、その成功こそが国際
競争力も高めると考えます。原発には事故のリスクが必ず付いて回りますし、すでにこれだけ国土の隅々まで汚染が進んでおります。すべての山のすべての木を切り倒し、腐葉土と表土を萩除
染するのでしょうか？原発の使用済み燃料はどう保管しますか？安全に長期間の保管は無理です。核のゴミ、廃棄物が増え続けたら？被曝する労働者と引き換えに原発を維持する？もうやめ
てください！今すぐ廃炉にしても多大なお金がかかるでしょう。遅れれば遅れるほどもっとお金が必要になります。もうやめてください国民の健康と命を危険にさらすことは国のすることではあり
ません！

28883 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発の賛否について、それに関する政府や電力会社
関係者のコメントについて

日々、原発についての議論に疑問を持っていたので、良い機会だと思い意見を書かせていただきます。
私は科学的知識を使った仕事をしております。ですから、原発や放射能について一般的な知識は持っているつもりです。個人としては原発を今までのように使用するのは反対ですが、今すぐに
止めろ、というわけではありません。自然エネルギー化をすすめるドイツですら、あと１０年かかるということですから、日本の経済を顧みず今すぐ、という感情的な意見には賛同できません。で
すが、政府も電力会社関係者も、口を開けば「原発は安全です」「原発がないと電力が足りません、だから動かします」「福島はもう安全です」「微量の放射能は健康に問題を及ぼしません」。原
発反対をヒステリックに叫ぶ人たちとどこが違うのでしょうか。私は子ども達に論理的思考、論理的説明を求めていますが、客観的事実に基づいた論理的な説明だとは到底思えません。日本を
動かす政治家たちは、日本の未来よりも、国民の未来よりも、次の選挙を見ているのではありませんか。そうでなかったとしたら、政治家なのに有権者にどう見られるか計算できていないことに
なるのではないかと思います。
日本を周辺諸国から守るために原子力の技術が必要ならば、そう説明してはどうでしょうか。自然エネルギーに移行しない理由をきちんと述べてはどうでしょうか。国民はバカだとお思いかもし
れませんが、我々有権者は、政治屋に投票し続けるほど愚かではないつもりです。ごまかしのない説明を求めます。
そして、パフォーマンス的な、風力発電を法外な値段で買い取るシステムはやめてください。現実的な手段を選ばれることを期待しております。

28884 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 現在の原子力発電が持続可能でクリーンなエネルギーというには程遠いこと。
地震国である日本において、事故が起きた際甚大な被害を引き起こす原発を保持することはリスクが大きすぎること。
また、いかなる状況下でも原発をコントロールできる技術が政府にも、事業者にも無いことがこの度の東日本大震災で証明されたこと。
以上の点から、全ての原子力発電所を停止し、廃炉の手続きに入っていただきたい。

28885 個人 無職 ６０代 女性 原子力に依存しない（原発０％）エネルギー政策への
転換を進める
ゼロシナリオを選択します。

福島原発事故が明らかにしたように、事故のリスクの大きさ、事故発生時の対策の困難さ、無能さ、処理方法の無い核廃棄物の増加又放射能汚染によって、
私たちの命と生活がおびやかされ続けている事など考えると安全重視の
再生可能エネルギーの拡大を進めるゼロシナリオを選択するべきです。
日本の未来に希望が持てるよう２０３０年までの可能な限り早い時期に原発比率をゼロにするべきです。

28886 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 3つのシナリオの中では、ゼロシナリオに賛成します。
2030年を待たず、できるだけ早期に原発をゼロにする
とともに、早くすべての核燃料や放射性廃棄物を安全
な状態にまで処理することが必要です。

私は3つのシナリオの中では、ゼロシナリオに賛成します。
2030年を待たず、できるだけ早期に原発をゼロにすることが重要です。
発電が止まっただけでは安全とは言えません。核燃料や放射性廃棄物を安全な状態にまで処理することが必要です。
将来にわたっての原発の安全確保や放射性廃棄物の処理費用を考えれば、早期に廃止するほど、トータルコストは下がる可能性があります。
25年前にはまだ技術が十分でなかったため、太陽光発電や風力発電では、エネルギー不足を解決することはできないと考えられました。その当時、原子力に頼らざるを得ないと考えたのは、仕
方がないことです。
しかし今は技術が発達し、太陽光や風力が十分実用になるようになったのです。このような再生可能エネルギーのさらなる開発・利用にもっと力を入れるべきだと考えます。

28880 個人 その他 ４０代 男性 【要約】
経済性・安全性に鑑みて，即時全原子炉廃炉が合理的だと考えます．
原発は，他発電法よりも高コストであり，使用済核燃料すら未解決である．また日本は地震頻発国であることから，福島の事故を起こしてしまった今，脱原発が理にかなっているのは自明です.
少なくとも現状では，やるべきこと(賠償，事故処理，安全保障）がまともに出来ておらず，我々に原発を動かす資格はありません．

以下二点に留意した意思決定を希望します
1) 自分の子供や親に誇ることが出来る行動．
（私利私欲や省益に基づく行動だと，恥ずかしくて正直に話せないと思います）
2) 自分の子供・親が福島や原発の近隣に住んでいることを仮定した意思決定．
（自分が出来ないことを人にやれ（住め）とはいえない筈です）．

「原発を続けるべきではない理由」
１．原発に関わる人々の 絶望的なまでの能力不足
  日本の原発村村民（原発事業者・官僚・政府）には，原発を安全に動かす能力はおろか資格すらないことが，福島の事故で明らかになった．さらに，これらの人々には，過去の失敗を反省し，
未来に生かす能力も欠けているようである．普通，事故原因を明らかにした後でなければ，本当の 安全対策は出来ないはずであるが，それすら待たず（出来ずに），偽りの理由（電力不足）で
再稼動を選択する始末である．全原発村民の即時退去を希望する．

２．100%安全な原子力発電所は存在しない
  不幸にも福島事故で，”想定外”の災害・原因が事故を引き起こす事が証明された．これは 低確率でも破滅的事故は必ず起こる証明であり，安全対策をいくらとっても，危険率0％の原発は作
れないことを意味する．原発リスクを回避する唯一の方法は，原発を持たないことである．原発事故被害は，現在技術では対応不可能・現状復帰不能であり，地震大国であり狭い国土の日本
は持つべきではない．

３．真の事故処理．補償は出来ない
  一度破滅的原発事故が起こると，原発サイトのみならず広範囲にわたって放射能物質で汚染される．この汚染は，高・低線量線量被爆を引き起こし，長期間にわたり健康被害を引きこす．特
に，飛散した微細粒子は，体内に付着し，深刻な内部被爆を起こし要注意である．原発サイトの収束（廃炉）自体は，数十年の作業で可能であるが，本当の問題は，その間に飛散・蓄積された
放射能物質による健康被害である．
この先，福島を中心に健康被害が懸念されるが，どの程度被害がでるかは立場（原発推進派・反対派）で見解が異なる．実際チェルノブイリの例でも明らかなように，種々数字が存在し，正確な
評価をするのは困難である．しかしながら，白血病．心臓疾患をはじめとした，（子供を中心とした）被害は，数年後から被害の急増が予想されることや，低線量被爆のリスクも無視すべきではな
いこと，予防原則から 最大限の，検査を含めた対策を講じることを切に希望する．

政府は盛んに，除染を宣伝しているが，実現程度や時期も不明 かつ 効果も限定的であり，また以下のように抜本的対策にはなりえない．
 ・放射能は消せないので，除染は 移染 でしかありえない（下流が汚染されるだけ）．
・対費用効果を見た場合，福島の山林地を含む全域を除染することは不可能．
・チェルノブイリでも25年以上たった現在でも放置された広大な土地がある（要するにペイしない）．
・汚染は現在進行中（福島原発由来）であり，真の原発事故収束なしに除染は無意味．

除染などで時間稼ぎするのではなく，帰還不可，復帰不可能な場所があるという現実を見据えた，誠実な対策を願う．

４．原発の永続性，経済性について
  原発もウランという天然資源を利用しており有限資源である．有限を無限にする夢の燃料サイクルは，稼動すらしておらず，また現存する使用済核燃料を長期的に保管．処理する目処すら
立っていない．この使用済み燃料は人類の手に余るものであり原発稼動により増え続ける．この負の遺産を次世代に残していくのは人道に対する罪である．コストを考えても，原発は，補償費
用を算定するまでも無く 高コストである．補助金等で，採算をあわせるのではなく， 発送電分離を進め，消費者が選択することを可能にし，市場原理に任せればどの電力が残っていくかは自明
である．

「求めたいこと」
■ 議論・決定プロセスの透明化
  未来のエネルギー戦略を決める国民的議論といいながら，決めるプロセスはまったく明らかではない．規制庁の人事案にしてもそうだが，（偽りの無い）数字に基づいた合理的．かつ科学的な
議論がなされているのなら，安全保障上の問題が無い限り公開できるはずである．即時 かつ 最大限の 情報公開 が可能な仕組みは，健全な産業育成に必要不可欠であり ひいては最大限
の大多数の人々の幸福につながる仕組みであると信じる．

■悪いことをしたら罰せられる 当たり前の仕組みをつくる
  悪いことや，（大多数の）国民に不利益になることをしても，必要な処罰がまったく行われない または 十分ではないところに，福島原子力災害対応不備をはじめとした諸悪の根源があると考え
る．
 
 例えば，今回の原発事故では，Speedyの情報が即時提供されなかったため，無用な被爆を強いられた人々が存在する．この情報公開遅延は，不作為による傷害罪である．代表者が会見で反
省の意を述べるのは茶番でしかなく，誰を処罰し，何をどう反省し生かし行くかを具体的に述べないと まったく意味が無い．当該システム管理者は，リアルタイムで情報を出し，必要な人に届け
る事ができたはずである．理由はどうあれ（省益？面子？）結果的に情報が届かなかったことは，自己保身を理由にした臆病者．卑怯者の所業である．

罰則と同時に，国民の為に貢献した人が，評価・出世する仕組みを作ってください．
これが日本沈没を防ぐ鍵の一つであると考えます．

以上

全原発即時全廃 希望
子供に誇れる行動 自子の福島在住を仮定した意思
決定 を切に願う．省益行動は恥ずかしくて正直に話
せない筈．また自分が出来ないことを人にやれ（住
め）とはいえない筈です．



28887 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発依存度ゼロシナリオを強く要望します。 この狭く自然災害の多い日本で、原発を持つことは選択肢としてはありえません。さらに安全性云々以前に、常に出続ける放射性廃棄物の処分方法も決まらず、再処理もメドが立たないような
原発をそもそも作るべきではありません。
広大な土地がある海外であっても、やはりこれから先の長い未来のことを考えれば絶対に原発を選択すべきではありません。その管理・運用・処分に少なからず人や自然が犠牲になります。現
在、原発がそこに存在するので、原発を活かしたいなどと思ってしまいますが、選択肢として無いという前提で、今後のエネルギー政策を考えれば、自ずとその方策は出てくると思います。自然
エネルギーの強力な推進、無駄な消費社会からの脱却を行うべきです。物にお金をかけるのではなく、人自身、サービスなどにお金を注ぐようにすれば、電気消費を抑えて経済の活性を行うこ
とも出来ると思います。中途半端な決断をするから、どこも活性化できない中途半端な状態のままになってしまいます、
こんな事故をおこして、まだ原発に固執すのは世界からも笑いものになります。
ゼロシナリオという大きな決断をして、そこにむけて歩んでいきましょう。

28888 個人 自営業 ３０代 男性 ２０３０年までのなるべく早い段階で、原発への依存を
ゼロとし、自然エネルギーへの転換を目指すべき。原
発を推進し容認してきた世代の残るうちにゼロシナリ
オを実現することが、続く世代へのせめてもの償いだ
ろう。

　私は、２０３０年までのなるべく早い段階で、原発への依存をゼロとし、自然エネルギー利用への転換を目指すべきであると考える。
　なぜなら、原発は、続く世代への負担が大き過ぎるからだ。確かに原発は、低コストで多大なるエネルギー生み出す夢の装置かもしれない。しかしその装置は、人類の存続可能性を揺るがす
ような物質によって成り立っていることを忘れてはならない。東日本大震災によって、その危険性が明らかとなった今、再び原発に頼ることは心情的にも実際的にも容易ではない。私たちの世代
は、つまるところ、原発を安全に扱うことはできなかったのだ。
　いま一度、人の営みの原理原則に立ち返り、私たちの世代が、誤った道に進んできてしまったことを、素直に認めなければならない。時すでに遅いが、このままの道を進んでいく程、私たちは
愚かであってはならない。
　すなわち、原発を開発し推進し、容認してきた私たちの世代の残るうちに、ゼロシナリオを目標とし、たとえそれがいかに困難な道であろうとも、それを実現すべく努力すべきである。それが続く
世代への、せめてもの償いであろう。

28890 個人 その他 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ支持。即時稼働停止を求めます 私たちの未来に、原発はいりません。ただ、普通に暮らして安心してごはんが食べたいのです。
地震の多い国なので、また大きな地震が起きて、福島のようなことがおきたら、どんどん住める場所がなくなります。自分が守りたいと思う景色があるから、原発には反対します。

28891 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを強く望みます。 福島原発事故により今後も地震の多い日本では原発事故を１００パーセント防止することは困難であることがはっきりしたと思います。また放射能汚染は全土に及び、大気、海の汚染は計り知
れません。内部被爆による健康被害もこれから甚大になるであろうと思われます。このような大きなリスクを承知でなお原発に依存する選択はできません。
先般福島原発の事故原因も明確でない中で国が再稼働を決定したことは本当に遺憾に思います。
これまでの原発に充てられた、また事故処理につかわれる税金を再生可能エネルギー、省エネ建築、製品にシフトすることで日本は世界のなかで脱原発のリーダーシップが取れると思います。
そのために不便や負担が増えたとしてもこれ以上環境を汚染しない、安心して生活できることの方を強く望みます。
政府には直ちに原発、再処理施設をを停止し廃炉にしてほしいと思います。

28892 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 地震が多い日本において、原発を推進していくことは、第２の福島を生むこと。原発事故で悲しい思いをしているのは福島だけではありません。愛する土地に住めなくなったり、農産物を、魚介
類を安心して食べられなくなったり、外で思いっきり遊べなくなったり…もうこんな思いをするのはたくさんです。子どもたちが普通に暮らせる未来を残したい、今、生きる大人には残す義務があり
ます。そのために、原発ではなく、自然エネルギーを推進していって欲しいし、そのための協力は惜しみません。

28893 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電の即時中止と廃炉を要望します 原子力によらなくても電気は足ります。また再生可能なクリーンエネルギーへの転換を日本が世界に先駆けて行ってください。それが日本の唯一生き残っていく道であり、その成功こそが国際
競争力も高めると考えます。原発には事故のリスクが必ずついてまわりますし、すでにこれだけ国土の隅々まで汚染が進んでおります。すべての山のすべての木を切り倒し、腐葉土と表土を剥
ぎ除染するのでしょうか？原発の使用済み燃料はどう保管しますか？安全に長期間の保管は無理です。核のゴミ、廃棄物が増え続けたら？被曝する労働者と引き換えに原発を維持する？もう
やめてください！今すぐ廃炉にしても多大なお金がかかるでしょう。遅れれば遅れるほどもっとお金が必要になります。もうやめてください国民の健康と命を危険にさらすことは国のすることでは
ありません！

28894 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電はすべて廃止すべきです。（ゼロシナリ
オ）原因が何であろうと福島のようになれば生活がで
きません。生活できなければ働くこともできません。今
回東京まで影響が出ていれば、間違いなく日本は崩
壊でした。

例え低成長でも、安全・安心の生活が必要だと思うため。
福島の汚染された地域に、いつになったら、人が住めるのか？誰もわからないでしょう。それを必ず元に戻すなど誰にも言えないはず。日本人ならできるかもしれない。でも、それが日本全国の
原発が壊れ、全国が汚染されたら、住むところはなくなり、除染もできなくなる。人がコントロールできないものは作るべきではないし、維持すべきでもない。

28895 個人 その他 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオ を支持致します。NASAをはじめとす
る世界の第一線の科学者間では、"地球温暖化の原
因はCO2というのは嘘"というのが、もはや常識です。

"地球寒冷化"に関する動画
http://www.youtube.com/watch?v=9G8kIKiKW5U&feature=youtube_gdata_player

世界が期待しているのは、100%脱原発です！！

28896 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)の原発０シナリオです。

危険な原発は即刻やめるべきです。

福島から、何を学ぶのでしょうか。

あの悲惨な事故から本気で学ぼうとするのなら、最高の安全性を持った
原発を作ったり海外に原発技術を輸出したりするのではなく、世界に
向けてはっきりと「脱原発」を宣誓し、廃炉技術を輸出するべきです。
どの国より安全に確実に廃炉ができる技術、日本ならできるはず。
なぜそうしないのでしょうか？
何に遠慮していますか？誰に配慮していますか？経済界ですか？
プラントメーカーですか？金融機関ですか？電力会社ですか？
ただ私たち国民のほうを向いていないことは誰の目にも明らかです。

また、私は福島県出身です。
(1)以外のシナリオは原発の増設の可能性を完全に否定していません。
福島の15万を超える避難民の前で、これからも新しい原発を作ろうと
笑顔で言えますか？「原発は絶対に安全です」と言えますか？言えま
せんよね？いまや原発の安全を信じる者はいません。
この選択肢は福島をないがしろにしているとしか思えません。

そして原発がなくとも、停電などしていないこの事実。
いま日本国内で動いている原発はたったの２基です。ここ関東も、東北も
北海道も、九州も中国も四国も北陸も、もちろん沖縄も、この部屋を
明るくしてくれている電気は、原発からは一切作られていないのです。
猛暑の夏であっても、です。電気は足りています。

どうか、どうか、賢明な決断を。
今やめずにいつやめるのですか？今こそ脱原発を！
日本国民としての切なる願いです。

28897 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。特に再処理には絶対
に反対です。

原発ゼロシナリオを支持します。特に再処理には絶対に反対です。トラブル続きの再処理を原発の延命に使うのは止めてください。再処理という建前により、核廃棄物の貯蔵プールを確保しよ
うとしているようにしか見えません。核燃料サイクルの破綻はすでに多くの国民の知るところとなっています。また、破綻を糊塗するためにプルトニウムをMOX燃料に加工して燃やすなどというの
は暴挙としか思えません。これだけ悲惨な原発事故を起こしたのですから、虚構の核燃料サイクルから脱却するよう決断をお願いします。原発はできれば即時停止を希望します。それができな
いのであれば、2030年には絶対にゼロにするよう決定してください。

28898 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを強く支持します。 東京に住んでいますが、ここに留まっていいのか、毎日悩んでいます。

私には、５歳の娘と６歳の息子がいます。そして現在妊娠中です。

子どもへの健康被害が無いか、本当に不安です。

知人は、岡山に引っ越しました。

そこでは、家族と別れてまでも放射線の被害から逃れようと暮らしている方たちもいるそうです。

人の命を奪うだけでなく、家族の絆までも壊してしまう原発は、私達の、これからの子ども達の未来に絶対必要ありません。

既得権益、経済の発展を理由に原発存続を訴える方たちには、自分の大切な人の将来を真剣に考えてほしいと思います。

ゼロシナリオを強く、強く支持します。

28899 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 私はゼロシナリオを選択います。 18年後に向けて原発0にすることでこれからの地球環境と人との関係を考えた上での意見です。18年後に再生可能エネルギーの割合を25％も上げれることができれば18年以降の未来では化
石燃料の使用量を18年後以降徐々に減らすことは可能ではないかと考えられます。
このことは経済の活性化、技術の向上という意味でも日本のため世界の為になるのではないかと思います。

原子力エネルギーは廃棄方法がいまだに見つからない物質を多く抱えている状態での発電方法です。地震大国日本に何万トンも眠り続けさらに眠りにつくまでも何年もかかると考えると日本向
きの発電方法ではないのかなと思います。
電気使用料が上がっても安心して暮らせることを望みます。

将来、子供たちになんであの時の大人たちはこんなに怖い目にあい悲しい思いをしたのに原発による発電方法を辞めなかったのかと思われたくはありません。

28900 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は万一事故が起こると取り返しのつかない事態
になる。また、放射性廃棄物を安全に処理する方法は
確立しておらず、つけを後世に残すことになる。よって
原発は即時廃止すべきと思う。

原発は万一事故が起こると取り返しのつかない事態になることは、福島第一原発事故で明らかである。地震多発国の日本では、原発保有のリスクがあまりにも多きい。また、放射性廃棄物を安
全に処理する方法は確立しておらず、つけを後世に残すことになる。日本は原発を中心としたエネルギー政策を大胆に転換し、原発は即時廃止すべきと思う。このままでは世界からも、ますま
す信用されなくなると思う。

28901 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 環境への影響、コスト、永続性などトータルに考えると
原発はもはや不必要なのではないか。

先の大震災がいくら未曾有のものであったにせよ、津波によって簡単に壊れてしまった原発。
壊れるだけではなく周辺地域にも甚大な被害をもたらし、故郷を失った人々もたくさんいる。そして放射能の人体に与える悪影響については未知な部分が多い。
２重、３重の安全策が講じられていようが、１００％安全なシステムなど存在しないはずですし、想定外の事態も起こりうる。
原発の場合、今回のように一度事故が起これば取り返しのつかない事態となってしまう。しかも事態の収拾には何十年という年月が必要でそのコストも莫大なはずです。

今回の事故で国民の原発についての意識はかなり高まっているはずで、原発をなくすことで起こるであろう電力不足、経済停滞も理解し耐えることができるのではないでしょうか。
もちろんＣＯ２削減など世界の中で日本の担っていかなければならない役割はあるとおもうのですが、これをひとつのターニングポイントととらえ、代替エネルギーの整備、開発に力を注ぎ、世界
のお手本となるよう努力しましょう。

広島、長崎、福島・・・こんな国は日本以外にはない。

28889 個人 その他 ６０代 男性 　原子力は一度危機に陥れば国土の保全と多大な人命損傷・人間破壊を来す。社会組織としての日本人にはこの複雑な技術体系と組織機構を使いこなす力量にかけていることを福島事故は
明らかにした。
　今回の三つのシナリオはまやかしである。福島第一原発事故以前の実際の稼働率を考えれば、15%が現状維持、20－25％は原発増設を意味する。
　福島の事故調査報告四つの内東電の出前味噌は論外として、政策策定のために急がせた政府事故調も調査期間と官僚の作文が入り政府よりのバイアスがかかった点から信頼不可である。
国民の目から見て信頼可能なものは民間事故調と国会事故調の結果である。公的に政府が依拠すべき国会事故調の結果が報告される前に大飯原発再稼働が決定され、そして、再稼働への
政府の動きに対する反発の大きさに押される形で、今回のシナリオが提示されたことに根本的疑問を感じる。本来、原発依存への可否は福島以前になされるべきであった。
　とは言え、このような形で国民の意思を問う試みは、たとえ後世への言い訳を意図したものであっても、また、マスメディアを通して多くの隠ぺい・目くらましを行った挙句、国民の声を誘導し作
為に満ちた世論操作を行った後のものであっても、一歩前進であると評価できる。あたかも、黒船来航に打つ手を失った幕府が諸藩の知恵を集めようとして、結果的に幕府の権威失墜につな
がった事実を想起させる。
　原子力発電は、地球が45億年かけて平衡に達っせしめた放射性同位体の均衡を人為的にやぶるものであり、その偏在を到来させる危険な行為である。東洋の古典の言い方をすれば、天地
の大道に根本的に反する行為であり、キリスト教的には造物主の意思に反する行為である。原子力の原理や使用済み燃料の行く末を知らぬ、いわば無知蒙昧な大企業経済人の多くは、現在
の経済の維持の視点からしかものを考えられなくなっている。このような偏狭な商人根性が古来、人間の正常な経済行動を歪め、社会の混乱を増大させ、結局は破たんにつながって来たことに
思いを致そうともしない。彼らは歴史的にも無知蒙昧である。その経済人のみに迎合し国民的視点を欠く高級官僚も、視野と哲学欠如、現在の技術文明の在り方に関する無知という点では同
罪である。
　現在の日本が真に考慮しなければいけないのは、全てを中央でコントロールしようとする社会組織が破たんしていること、全ての経済行為を同じ土俵の上で競争させ、あたかも大人の横綱と
赤子を勝負させるような仕組みに変えようとしていることである。このようなやり方はユダヤ人的コスモポリタニズムを基盤に置いたもので、富の偏在を極限に進め、必ず破たんを来す。我々が
望む幸福な生活とは、一方で地域社会と融和を保ち、社会の一員として自分を目に見える位置に自分を置いて健康で平和な人生を享受することではないか。その一方で、活動的であって冒険
もし、新しい企てが許される閉塞感のない世界に開かれていることではないか。国民の活力の基盤になるのは地産地消に代表される地域社会の護持と同時に、グローバリズムに代表される世
界に広がる視野と官僚的統制が少ない社会である。この矛盾する両者を社会の現状に合わせて実現することこそ政治家の役割であり、力量ではないか。
　エネルギー問題は、このような問題を根本から解決する契機を与える。東京・大阪圏を除けば、エネルギーの地産地消は可能である。地中エネルギーの利用を考慮した保温のしっかりした家
屋の普及に併せて、太陽電池、小水力発電、風力発電、バイオマス発電、および、地熱発電をスマートグリッドで繋げれば家庭でのエネルギー消費以上のものをまかなえる。幸い、日本の高学
歴社会や横並び主義、絶え間ない改良主義はこのような漸進的な進歩に大変向いている。このようなエネルギー形態の社会を到来させることは新しい産業を生むのみならず、余剰電力を地方
経済にもたらし、例えば多エネルギー消費の農業から高級輸出農作物を生み出すであろうし、安く電力を供給できれば地方の中心都市の産業的な復権をも齎す。そのための要になるのは自然
エネルギーの不安定さを解消することにある。その技術基盤の一つは大電力の安価な蓄電技術の確立であり、森林間伐材や稲藁、休耕田を利用したトウモロコシ等を原料とするバイオマス燃
料の併用である。但し、今回の大地震に誘発された原発事故に匹敵する火山の冬のような事態が起こる可能性を考慮し、3年間のエネルギー備蓄を必要とする。これらの併用が地方のエネル
ギー安全保障と発展につながり、生活の享受が地方文化の発展に繋がるまで持って行くことが政治の役割である。
　それでも、都会の活力と企業活動を支える大電力の集中は必要である。しかし、原子力発電をそのための担保とする考え方は、原発の廃棄物（使用済み燃料）の10万年に及ぶ安定保存の必
要性を考えれば、その費用と国土の保全に置いて到底肯定しかねるものである。今回、原発のｋＷ時当たりの費用が以前より使用済み燃料の経費を加算したものになったが、それでも300年間
に過ぎない。一体300年で放射性物質が無害化出来るなどと非現実的・非物理学的な発想が何処から出てきたのか。これ以上の長期にわたって現実的想像を働かせられないということだけが
真相であろう。我々が頼れるのは、化石燃料のけちけちな使用とバイオマス燃料の併用である。この面では、多くのイノベーションが必要とされ、多額の研究費用が必要である。しかし、もんじゅ
の維持や使われないままに終わる可能性の高い再処理工場の費用5,000億円以上をクリーンエネルギー開発費や節電・省電重要技術、新技術の開発のコンテストに回すことで、どれほど大き
な活性化と成果が齎されるか、政治家・官僚は考えたことがあるだろうか？大きな底力を持つ日本の化学産業・生化産業、機械・プラント産業、自動車産業、建築産業を信頼し、総力を挙げて前
向きに進む勇気を国民は持つべきであり、政治家・官僚はそのための政策開発の努力をなすべきである。

使用済み燃料のことを考えれば、提示された三つの
シナリオの内ゼロ％を主にすべき。本当のエネルギー
安全保障は自然エネルギーである。大電力の集中的
使用を安価に行いたい企業は化石燃料の効率的使
用を考慮すべき。



28902 個人 家事専
業

６０代 女性 原子力発電所を世界中から無くしたい。 チェルノブイリで原発の事故があるまでその存在について無知でした。しかも日本にもあるなんて、何にも知らない私でした。それから少し勉強し、反対運動にも参加しました。しかし自分の周囲
の人々の無知、無関心
には驚かされあきらめました。
今度こそ人々は思い知りました。今こそ福島の事故を教訓として原発ゼロを、すべての原発を廃止、再稼働反対です。そしてこれが最後のチャンスではないでしょうか。
政治家は足の引っ張り合いを辞めてください。脱原発を政治の道具にしないでください。私利私欲を捨てて政治をしてください。原発ゼロのためなら例えば三度のご飯が二度になっても、その他
かなり我慢できます。

　

28903 個人 家事専
業

８０代以
上

女性 日本の国を守っていく今の子供たちの未来に責任を
持たなくてはならない
謝って済むことでは無い

この火山国であることを知りながら原発を推進する愚
かなことは昔の日本人は他の方法を選択したであろう

いま世界中の高度成長期に作られた飛行機、橋、鉄道、建築、精密機、はては遊園地の器具にいたるまですべて老朽化してきているとき、老朽化する原発の怖さを世界中が知り、まず日本か
らやめませんか？

今度オリンピックで個人戦より団体戦の強さを世界に知らしめた日本の若さ、
力を合わせて廃止と決めて前に進みましょう。
国が自信を持ってリードすれば国民はついて行きます。
進む道が決まれば結果がでる。

福島の廃棄問題、一体どう決めるんです？日本人の欠点ーうやむやに：：：

福島原発も毎日が３．１１のまま状況でまたいつ爆発するという危険をはらんでいるのにまだ国民に内緒でいいんですか？

28904 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択し、また、即刻脱原発を望み
ます。

3.11の大震災より、今もなお続く被災地の方々の苦しみと復興の大変さ、郷土に戻れず離れ離れになっているご家族の状態、日本で子供を持つことへの若者の未来や世界中での健康への不
安恐怖、原発が安全でないと証明された今の世界と日本の現実を認識すべきであり、すぐに脱原発意外に選択は無いと考えます。
また、日本だからこその技術による企業での再生可能エネルギー開発の競争を促進し、援助すべきです。
病院などの機関を特別優先にした上での環境を守る節電体制に国民全体で協力し合い、脱原発への移行に伴い、現在原発のある地域を違う形で支えていく援助も在ると思います。
全ての、未来も含めた生きる命あってのことだと思います。それらに代えてまで必要な電力は、存在しないです。停電や電気が大変な中でも生活している国もいっぱいあります。震災後も日本国
中で節電を協力してきました。
震災以来続く、異常気象による世界各地の災害でも、自然に対する謙虚さを日本が今気づかなければ間に合わず、脱原発の覚悟は今を生きる人間としての未来への責任だと思います。

28906 個人 その他 ６０代 女性 即、原発中止。原発ゼロの意見です。
福島の原発事故の原因究明もまだなく、事故対策もない中、大飯原発を再稼働したことは納得できません。放射能汚染の危険性、特に内部被ばくの健康被害はチェルノブイリ事故で子供たち
に多く出ています。こういった事実をきちんと市民に伝え、そこから学ぶことが必要です。何よりも命を大事にした判断が優先されるべきです。環境の中に生かされている「人」であるという前提に
目を向けない政策は許されません。

28907 個人 自営業 ５０代 女性 私は、原発ゼロを選択します！代替エネルギーの開
発促進事業にお金（税金）を使って欲しいと思います。

今日は、広島原爆の日（８/６）です。原爆の唯一の被爆国の日本が自ら起こしてしまった福島原発事故・・恥ずかしいです！！原爆の犠牲になられた方々、福島原発の被災者の皆さんが原発
促進を喜ぶでしょうか？もしも、推進派の皆さんの家族に犠牲になられた方がいらしたら・・・果たして原発推進に賛成するでしょうか？今なら、立ち止まり進路修正することができます！いえ、今
しかできないと思います。美しい日本の国土を、海を、空を、そして日本人の心をこれ以上傷つけないことが今を生きている私たちの使命ではないでしょうか？人間も自然界の一部であって、自
然界の支配者ではないのです。これまで、人間の奢りによって、散々壊され、失ってきた自然を、今度は人間の手で取り戻す時期が来たのだと思います。私は、最近の異常気象も自然界からの
苦痛（怒り）の叫びに思えてなりません。今の日本は贅沢になってしましました・・昭和の頃が懐かしいです。モノはなくても、幸せでした。。また、節電が『アタリマエ』になるような社会を作りましょ
う！そのためには、法人や学校、大人達が率先して節電を実施し、子供たちに節電の必要性を自然に身につけられるよう手本を示していきましょう『真の幸せ』は何かと考えたならば、自ずと答
えは出るはずです。私たち人間は［自然界の一部]だという認識を、今一度国民全体が持つための第一歩として【原発ゼロ】から始める必要があると私はそう思います。どうぞ良心あるご判断を
お願いいたします！！

28908 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本の発展ため世界各国へ原子力エネルギーを活
用した商業ベースでの展開を図らなければならなかっ
た。しかし自国内において壊滅的な事故を起こした
今、原発ゼロシナリオへの技術開発で世界の先頭に
立つしかない。

　日本経済の発展、世界をリードする経済大国であるため世界各国へ原子力エネルギーを活用した商業ベースでの展開しその競争に勝つ。そのためにどれだけの費用をつぎ込んできたこと
か。その費用を全く逆の方向へつぎ込む決心をすることは日本経済復活の目標を失うことに等しいかもしれません。
　しかし、自らの国内で一発電所が壊滅するような事故を起こしてしまったことにより、その後の回復がいかに困難であるかを自ら証明してしまいました。万が一日本製の原発が事故（テロ・航空
機事故・自然災害等を含む）を国外で発生させた場合、その結果を知っていながら販売した日本人への世界の眼差しは相当に厳しいものとなることでしょう。このことから得られる利益に対し抱
え込むリスクの大きさを考えた場合、決して容易でないと判断しなければなりません。技術的な信頼はもとより倫理的な観点で判断された場合に許されることのないレベルと言えます。
　日本の進むべき道は、今回の事故により得た教訓を生かし、原発ゼロシナリオを目指して世界のどの国よりも早く効率的かつ安全にに現存の原子力発電所を廃炉へと持ち込む技術開発、原
子力に頼らないエネルギー産業の強力な推進を図ることです。
　便所のないマンションと揶揄されるような未完成な技術からの脱却の先頭に立つこと、それこそ事故を起こした当事者たる日本の正しい立場だと考えます。そして世界の先頭に立つ新しい技
術の開発こそが日本が経済的にも生き残る道ではないでしょうか。

28909 個人 その他 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」以外は考えられません 福福島原発爆発をＴＶで目の当たりにし、
政府の発表中もにも次々と爆発しているのに
科学者達は、当初「大丈夫だおじさん」になっていました

あの爆発を見ていて、原子力に希望を託す事は出来ません、
「全廃炉にすべきが」人として自然の感情ではないでしょうか？

日本国土は何処もかしこも地震プレートの上にあると言う事....そして
唯一の被爆国と言う事も忘れているのでしょうか？

原爆と原発事故
同じ苦しみを、また国民に与えています、愚かな繰り返しです...

とにかく
何をどう言っても、無理なのです！
地震列島のこの国で原発を続けるのは...

戦争を止められなかった日本国民も
今は「原発」を止める事が出来ると信じています

（コメント欄のフォントサイズが変えられのは、小さいサイズの文字が見え難く、コメント放棄する人がいるからでしょうか？多くのコメントを望んで無いのでしょか？）

28910 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 何か事故があった場合、人の力で放射能流出を止められないものを作るなんて問題外。
また何万年もかかってやっと消えるかもしれない核廃棄物は、一体どこに捨てられるというのでしょう！未来の人々の事も思えば、絶対にもう原発はやめていかなくてはいけないと思います。

28911 個人 自営業 ５０代 女性 この何十年間で、現代人が作った負の遺産になるで
あろうものを、今後何百年の未来の子供達に後処理
をゆだねるのは、本当に間違った考え方だと思う。

２０１２年８月６日は、日本国民全員が今までと違う心境で迎えたと思う。経済が低迷していても何としても立て直すという志も、儲かったらいいという戦略より、心を豊かにしたいと願う人が確実
に増えている。今なら立ち止まって振り返り、日本の原発政策はこれでいいのかと話し合える機会だと誰もが感じている。誰もが青い地球を残したいと望んでいる。止まらなくてもいいから、戻っ
て進むのもありだと政治は利権に振り回されずに指揮して頂きたい。

28912 個人 無職 ７０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 ２０３０年には日本の人口が減少に向かっているため、エネルギー政策は自然エネルギー、天然ガスを中心とする分散型エネルギーに転換できる。
日本はエネルギー多消費型産業社会から、医療分野や省エネ技術等で、競争に勝てる産業構造をめざし、人材を育てるべき。

28913 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ゼロシナリオを支持します 原発は安全ではない。

この事実が明確になった今、日本の未来の子供たちへ残すべきエネルギーシステムが脱原発なのか、原発維持なのか、言うまでもない。

もし仮に日本が今後も原発を抱えるならば、再度問いたい。
原発は安全なのか、安全でないのか。

東北地方太平洋沖地震と同規模の地震が日本大陸直下で起こったとして、それに耐えうる原子力発電所が作れるのか。可能性を限りなくゼロに近づけることはできるが、その可能性をゼロに
することは永遠にできない。

では原発に依存しない社会システムは作れるのか作れないのか。
答えは明確だ。
環境先進国であるヨーロッパでは、既に原発に依存しない、社会システムを作り上げている。

つまり、既に出来上がっているものから学び、移植するだけで、安全な社会システムが出来上がる。
実現可能性１００％である。

地震、津波の自然災害に人災が重なった今回の震災から、私たち日本人は何を学ぶのか。

そして未来の日本の子供たちに何を残すのか。

二度と同じミスを起こしてはならない。

そのためにはゼロシナリオしかない。

28914 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電をゼロにしてください。
自然エネルギーの開発に資金と人材を使ってくださ
い。
そのための協力は惜しみません。最初から無理と言
わないでください。
そのためには何ができるか考えてください。

昨年の3.11以降の福島をはじめとした日本の状況を見ると、幼いころから原爆の恐怖と酷さを学んできた、被爆地・広島出身としては原発ゼロ以外の選択肢はありません。広島の被爆者とその
子孫たちは今でも苦み、心を痛めています。
第2の原発事故が起こってからでは遅いです。現実に日本がなくなってしまいます。未来の日本を守らなければいけない、子供たちを守らなければいけない。と危惧しています。
原発ゼロにするために私たちがなにをどのくらい我慢しなければいけないのか、直接（メディアなどをを通してだけじゃなく）具体的に示してください。

28915 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択、ただし2030年までにといわず、
できうる限り早急に原発を廃止すべき。 　原発をゼロにすると停電が起きるという政府の説明はまったく不合理であり、根拠にも欠ける。設備容量は足りており、ピークシフト等の電力需要のコントロールで、電力不足はまかなえる筈で

ある。自家発電設備の普及は今現在も進んでおり、原発がないと電力を供給できないという事はありえない。
　シナリオでは、自然再生エネルギーの導入見込みが著しく低く設定されており、また原発を稼働しないと温暖化が進んでしまうような印象を与える。
　省エネの割合が、過去の実績とちぐはぐな、全発電量の一割しかないとされている点にも疑問がある。再生エネルギーの技術的進歩も換算されていない。再生エネルギーについては、ゼロシ
ナリオで電源割合が35％とされている点も不可解である。再生エネルギーの発電量が潜在的にもっと大きいことはすでに様々に試算されている。これらの事から、用意されたシナリオの質問設
定にはある種の恣意性があるように思われる。まずはその点を指摘しておきたい。

　危険性、（廃棄物処理、廃炉などもふくめた）最終的なコストを考えると、我が国は原子力政策を、シナリオに示される以上に大きく転換すべきだ。
　そのためには、まずは電気事業者に対しては、省エネ事業を促し、さらには、自然エネルギー発電業者の振興政策をとることを、今後のエネルギー政策の根幹とすべきである。日本は自然エ
ネルギー発電の先端技術をすでに所有している。
　また再生エネルギー電力普及のため、他の先進国のように電力の発送電分離、小売り自由化を進め、現在の、電力会社が地域を独占するやり方は後進的であり、改めるべきである。

また、世界唯一の被爆国である日本がどうして原発に依存できるのか、
国の発展だとか経済優先の思考はいい加減もう捨てて、国民が安心できる安全な日本を目指すべきだ。国民の多く、民意は脱原発なのは、各世論調査やデモの規模などみても明白だ。
政府はいつまでそれを無視し続けるつもりなのか？
民意を無視する政治家はいらない。

男性 以下の理由より「原発ゼロシナリオ」を支持する。1.原
発で電気を作ることで国土の汚染・健康被害を継続さ
せたくない。2.立命館大学の大島教授の推計および
GEのCEOの証言にあるように原視力発電は高コスト。

下の理由から「原発ゼロシナリオ」を支持します。
まず、原子力発電という技術自体の抱える様々な問題があります。(1) 甚大な被害をもたらした福島第一原子力発電所の事故は、いまだ原因の解明に至っていません。この事故により、原子力
発電の危険性が改めて明らかになりました。(2)日本は地震国であるにも関わらず、54基もの商用原発を建設してきました。近い将来、東海地方を震源とする大きな地震が起こるという予測もあ
ります。原子炉は十分な耐震性をもつ、とされてきましたが、しかし、前述の通り福島の事故の真の原因は未詳であり、国会の事故調査委員会最終報告も、地震による破損の可能性を否定して
いません。原発の運用を続けることはあまりにも危険です。(3)原子力発電によって出る放射性廃棄物の処理の問題は深刻です。再処理技術は完成のめどさえ立っていません。これ以上放射
性廃棄物を増やさないことは喫緊の課題です。(4)今後新興国で予想される原発建設ラッシュにともない、原子力発電の燃料である天然ウランが枯渇するのは時間の問題と思われます。(5)原
子力発電は定期検査時の作業員の被ばくが前提となっています（老朽化した原子炉の廃炉作業においても）。生命を文字通り削りながらの労働が不可避の技術は、完成した技術とは到底言え
ません。原発の運転は即刻停止すべきです。 (6)温室効果ガスの問題に関して、原発を減らすと、二酸化炭素排出量が増大するとされてきました。しかし、原発比率は二酸化炭素排出量や経済
成長率にはさほど大きな影響を及ぼさないとの研究成果があります（名古屋大・高村ゆかり教授 http://www.47news.jp/47topics/e/233056.php）(7)原発を廃止することにより原子力発電関連技
術が衰退することを懸念する声もあります。確かに廃炉のためには技術の維持発展が不可欠です。しかし、技術開発のために大規模なプラントを稼働させる必要はなく、実験用の安全な施設
が確保されれば充分のはずです。
次に、これまでの日本の原子力行政が抱える問題があります。国会の事故調査委員会最終報告は福島の事故は「人災」であったとしています。すなわち、原子力発電を担う事業者と、それを監
督・規制する側の双方に問題があったというのです。これまでの原子力政策は、原子力基本法に謳われている「民主」「自主」「公開」のすべてをないがしろにしています。具体的事例を挙げれ
ば、福島の事故後、SPEEDIデータが適切に公表されない事態が生じました。これは明らかに行政による隠蔽です（非｢公開｣）。さらに、規制機関である原子力安全・保安院が、原発推進の立場
にある経済産業省のもとに置かれ、規制者が有形無実化されていました。福島の事故以前、2002年に東京電力によるトラブル隠しが発覚しました。にも関わらず、反省もしかるべき改善も行
なってこなかったために昨年の事故が起きたのではないでしょうか。これは事業者と行政が完全に癒着し、一体となって原子力発電を推進してきた結果にほかなりません（非「自主」）。さらに、
市民が強く反対を訴えたにもかかわらず、現政権は大飯発電所の再稼働を強行しました（非「民主」）。以上から、事業者も行政も、原子力発電という技術を扱う資格を全く備えていないことは明
らかです。このように原子力に対する規制が機能不全に至っている背景の一つが、経済界からの強力な要請でしょう。今回のエネルギー政策の三つのシナリオについても、経済界からは、25
パーセントの選択肢でも不足だとの主張があると聞きました。この考え方は、従来の路線に従っていれば、特に苦労することなく、豊かな電力が手に入る、そういった安直な姿勢です。そして政
府もそれに追随しています。市民の立場からは到底容認できない状況です。大きな危険をはらむ不完全な技術を、規制機関が不十分なまま維持・拡大しようとすることには断固反対します。
日本は「資源が乏しい国」とされることがしばしばあります。しかし、太陽光、風力などの自然エネルギーを開発する可能性は十分にあります。日本の国土の特性を生かした地熱発電、潮力・波
力発電なども有望だと聞きます。これまで原子力のみに注力してきた結果、日本は高い技術力をもちながら、自然エネルギー分野では他国に大きく遅れをとっています。エネルギー問題の議論
では、原発推進の立場から｢代替エネルギーはコストが大きい｣「火力・原子力にとって代わるには時間がかかりすぎる」などの主張がなされることがしばしばあります。しかし、原子力は、使用開
始以来長い時間が経過しています。わたくしたちは、この国に適さない技術を無批判に推し進めてきたことを、今こそ反省すべきです。そして、国の進路を大きく変えていくには相応の時間が必
要なのは当然だと考えなければなりません。
以上のことから、「原発ゼロシナリオ」を支持します。
　なお、政府が国のエネルギー政策の方針を決めるとしている手順について付言します。仮に政府が、今回各地で行なっている意見聴取会やこのパブリック・コメントをもって「国民的議論」を行
なったとするなら、それは大きな誤りです。聴取会はごく限られた人しか意見を述べることができません。しかも、一部会場では電力会社社員の非常識な発言もあったと聞いています。なぜ「組
織票」的な行為を許す形で聴取会を行なったのですか。その後は改善されたにせよ、あまりにも思慮に欠けています。パブリック・コメントにしても、政府には周知する努力が感じられません。一
体、どこが｢国民的議論｣なのですか。こんなことで「議論が尽くされた」などとすることは絶対に許せません。政府は大切な情報を国民の目から隠し、その一方で国民の意見は聞こうともしていま
せん。強い憤りを禁じ得ません。パブリック・コメントに関しては、原発推進を志向する人たちによって組織的に取りまとめられた意見が多数寄せられることも危惧されます。この点について、聴
取会同様に重々ご配慮くださるよう強く求めます。

28905 個人 会社員・
公務員

３０代



28916 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを望んでいます。 原発を安全に稼働したとして、放射性廃棄物はどこへ行くのですか。
原発を無くすと日本経済が衰退するのですか。
どちらにもクリアになっていない課題が沢山あるのだと思います。けれどその課題の重大さを比べれば、原発の悪い副産物は、原発ゼロでしか解決しようがないです。舵取りを脱原発へ。
3.11から日本は変わりました。戻ってはいけないと思います。

28917 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は、被災前の状態をなるべく維持してほしい。 やはり、減少や依存しないという方向だと、現状の経済が間違いなく衰退するだけでなく、多くの貧困層を作りかねないと思います。産業の衰退が進み、製造業のますますの海外依存が進みま
す。もちろん原発関連の雇用のみならず、その他産業の雇用も海外依存が進めば減るでしょう。
今後は、原発の安全性を高め、岩盤などの条件の悪い箇所にある原発は止めざる負えないと思います。しかし、基本的にはそれらのチェック事項をクリアした原発については、再稼働すべきだ
と思います。
もちろん、原発以外のエネルギー開発も同時に進めていくことも大事だと思いますので、個人的にはうまく平行していければ、良いと思ってます。
ただ、今の段階で依存度0というのは、あまりにも極端すぎます。安全性を確認した原発から、早く稼働し、なるべく以前の水準に戻すべきです。

28918 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオに賛成します。 ドイツも脱原発に向かっている。

苦しい中でも脱原発を決めたのは何故か、
その理由を考えれば日本も勿論
世界のどの国も原子力とは
離れる必要があると思う。

広島、長崎を経験した日本が
原発にこれ以上依存していてはいけない。
世界に平和を発信する国になろう。

原発に依存している経済、
その代替策が早急に必要である。

28919 個人 学生 ２０代 女性 0% 唯一の被爆国である日本が原子力を推進していること自体不可解。
もっと自然を共存できるエネルギーを進めて行くべきと思う。

28920 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。原発は万一事故が
起きると取り返しがつきません。地震多発国にはリス
クが大きすぎます。また放射性廃棄物を安全に処理
する技術は確立しておらず、つけを後世に残してしま
います。

原発ゼロシナリオを希望します。原発は万一事故が起きると取り返しがつきません。それは福島第一原発事故で明らかです。地震多発国の日本にはリスクが大きすぎます。また放射性廃棄物
を安全に処理する技術は確立しておらず、つけを後世に残してしまいます。日本はこれまでの原発中心の政策を大胆に転換し、原発を即時廃止すべきと思います。このままでは世界からますま
す信用されなくなると思います。
（先ほど同一氏名・同一住所でパブリックコメントを書き込みましたが、どのシナリオを希望するか明記していなかったため、それを明記して再送しております。お手数ですが、先ほどのコメントは
破棄していただき、このコメントを正本としてくださるようお願い申し上げます。）

28921 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 高レベル放射性廃棄物を500年も地下保存するコスト
は電力料金に乗ってるんですか？当面は必要最小限
の原発は再稼働させるとして、最終的にはゼロを目指
すべきです。

当面は、安全度の高い原発を数基動かして、経済活動や人間活動に支障が出ないように電力供給量を確保してください。これは、今夏熱中症で運ばれる人が多いことや、今般の不況脱却を見
据えた場合、必要です。ただし、これは必要悪。概要のとおり、高レベル放射性廃棄物を500年も地下保存するなどというのは現実的ではないし、将来に負の遺産しか残さないので、是非ともや
めて欲しい。この施設の設置場所さえままならないのに、建設・維持・管理にかかるコストは、現在の電気料金に含まれているかというと、そんなことは考えていないのが現実ではないでしょう
か。電力コストは、燃料調達・発電施設の建設と維持・エネルギー変換効率に加えて、発電で生じた廃棄物の処理・処分についても含んだ、トータルコストを算出するべき。日本の国土に合った
発電法を模索すべき。太陽光パネルのコスト・発電効率が上昇しているので、当面それを推進するのは良いでしょう。ただ、原材料の問題を考えた場合、無限に生産できるものでもないので、代
替案が必要。風力、潮力、小規模水力、地熱など、多様化させれば、コスト・リスク・環境負荷も分散するはず。そもそも日本のような火山国で、地熱がほとんど利用されていないのは非常にもっ
たいないと思いませんか？アイスランドを見習いましょう。また、大規模ダムを伴わない、小規模水力発電なら、環境負荷を最小限にして地域の電力（とくに山間部において）を賄えるはず。とい
うわけで、原発については、是非ともゼロベースを基本に推進して欲しい。

28922 個人 家事専
業

５０代 女性 原発廃止と太陽光エネルギーの開発と推進 原子力は人間の手に負えるものではないし
手を出すものではありません。
世界で唯一原子力爆弾を投下され苦しんだこの国は安全を見据えたエネルギーを推進しなくてはいけません。
未来の国民が安全に暮らせるために。

28923 個人 無職 ７０代 男性 即時、原発をゼロにしてください。安全な原発などあり
得ません。命が第一です。電気は安全な手段で賄う
べきです。

東電福島第一原発事故により、原発の危険性が我々日本人にもはっきりと示されました。今までは日本では絶対に原発は重大な事故は起こさないとの「安全神話」を振りまいてきたが、それが
はっきりと否定されました。原発は一度事故を起こせば、今生きる人間だけでなく、後世の子孫にも重大な影響を背負わせてしまいます。もう今背負わせてしまいました。原発は絶対に事故を起
こしてはならない代物です。人が作ったもので絶対に事故を起こさないなどということは本来あり得ない。まして地震大国日本では、今後どこでどんな地震に襲われるかわからない。事故は今後
も起こると考えるのが当然です。さらに今まで溜まった膨大な放射性廃棄物はどうするのか。今後何万年も誰が責任を持って管理できるというのか。電気は、百害あって一利なしの原発に頼ら
なくても、化石エネルギー、再生可能エネルギーで十分に賄えます。重大事故を起こしていないドイツでさえ、原発ゼロを選択しました。原発の危険性を見据えての判断でした。深刻な事故に見
舞われ、これからさらに被害が続いているこの日本で、原発を選択することは正気の沙汰とは思われません。すでに背負ってしまった原発被害でさえ深刻です。今、大人たちが将来の子どもた
ちに放射性物質に脅かされない生活を保障しなくてはなりません。原発をゼロに今決断すべきです。

28924 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を望みます 多くの命が危険にさらされる原発より、自然再生エネルギーの取り組みを進めた方が現実的です。再稼働はしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。

28925 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロ」シナリオを支持します。 東電福島第一原発事故により、原子力事故の特殊性を改めて私たち国民に知らしめることとなりました。自国でこのような深刻な事故を目の当たりにしながら、今さら経済優先の政策は説得力
がありません。

政府は「国策で原子力発電を推進してきた」責任をどう果たすつもりでしょうか？

私は、福島での原発被災者の生活支援と事故の収束に政府が全力で取り組みながら、一方で原子力以外の自然エネルギー活用やガスコンバインドサイクルを含む発電方式を積極的に推進
するとともに、家庭や企業に節電技術が導入される政策を合わせて実施することこそ、政府のとるべき責任だと思います。

過ちは改むるに如かず。政府は今回の事故を猛省し、即時全原発停止と廃炉、そして「原発ゼロ」シナリオの達成を求めます。

28926 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択しますが、２０３０年ではなく速
やかにゼロとすることを望みます。

日本は地震と断層が多く、原発を立地させるには適しません。そのことは福島第一原発の事故で明らかとなったところです。発電方法としてはガスコンバインドサイクルが適当であり、速やかに
すべての原発を停止しガスコンバインドサイクル発電を中心としたエネルギー供給体制に移行すべきと考えます。
電力供給量が不足していないのに、あたかも停電が起こるかのごとく個人と企業の不安をあおり原発を再稼働させたやり口は、国民を愚弄するものです。
利権構造とは決別して、真に国民と国家の未来を守ることを選択して頂きたい。
一大事が起こった時に国民の安全を第一に考えてくれない宰相に政治を託せというのは無理です。一人ひとりの声をきちんと聴いて多数の意見を民意として取り上げて頂きたい。

28927 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオしかありません。聴取会の結果も発言希
望の７割近い圧倒的多数がゼロを選択しました。日本
は間接にしろ民主主義国家だと私は思っていますか
ら国民の声を真摯に受け止めて下さい。

ゼロシナリオを選択する個別具体的な理由は、原子力により身近で命を奪われた方、生まれた土地を奪われた方、将来の世代への責任を痛感している方等、多くの方が寄せていると思います
ので改めて言及はしません。問題はその意見を無視して原発を存続させる判断を、もし、万一、貴方達が行ったとしたら、国民の代表たる政治家として、公僕である官僚として、いや、人間とし
て、貴方達はどこを向いているのか？自らの選択を恥じることはないのか？を問いたいと思います。経済（お金）ではない、倫理、哲学の問題であり、貴方達が生きている価値を問われているこ
とを真摯に内省して頂きたい、そう願うばかりです。

28928 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を求めます。処理が不可能である
放射性物質を子どもたちや未来の世代に大量に残す
わけにはいきません。速やかに原発を止める必要が
あります。

　「原発ゼロシナリオ」を求める。これ以上、人体・自然を原発がもたらす放射性物質のリスクに晒すことはありえない、また、そのリスクを子ども世代、未来の世代に負わせることはありえないか
らである。
　具体的な理由は、以下の通り。第一に、原発の原料である放射性物質そのものの人体・自然へのリスクが高い。第二に、原発においては放射性物質のコントロールは難しく、非常時に素早く
リスクを排除できない（原発における核分裂は止まるまでに時間がかかりすぎる）。第三に、放射性廃棄物の処理は不可能であり、既に大量の放射性廃棄物が行き場の無い状態に置かれ、リ
スクそのものが蓄積され続けている。第四に、地震列島である日本においては、「安全」な原発立地場は無く、同時に「安全」な放射性廃棄物の保管場所もない。第五に、放射性廃棄物のリスク
は、１０万年とも言われている。そのようなリスクに責任を持つことのできる現代人はいない。こうして見たとき、原発の存続は、現役世代のみならず、子どもたち、未来世代に巨大なリスクをもた
らすことになる。
　今、チャレンジすべきは、原発に頼らない生活の確立、人体・自然に対して負担の少ないエネルギー分野への転換であり、その作業を通じて子ども世代、未来世代に安全な生活を手渡す準備
をすすめるべきである。それこそが勇気ある決断だと考える。

28929 個人 自営業 ５０代 男性 そもそも日本と言う地震が多発する国に原発の建設
が妥当なのか？私はエネルギー問題を語る前にそれ
を国に問いたいのです。即時原発0を進言します。

原発と言う発電システムそのものがこの国にふさわしいシステムなのか？
そこから考えて頂きたい。
世界でも有数の地震大国であり近年は太平洋プレートの活動が元とされる巨大地震が世界で頻発していいる状況でエネルギー確保の為に福島のような惨事を再び起こしてはいけません。
原発というシステムを維持するために一体どれ程のコストがかかっているのか？そして福島のような事故が起きた時にどれ程の損害補償が必要なのか考えて欲しい。おそらく専門家でさえ正
確な数字は出せないと思います。
最終処分の方法すら決められない核のゴミ、放射能が安全なレベルになるまで何万年もかかると言われていますが、そんな問題もどれ程のコストがかかるのか全く提示されていないのですが、
処分の方法が決まっていないのだからコストの算出もしようがないのが現状ですよね。
そんな状況の中で何故原発がローコストなどと言えるのか？不思議を通り越して呆れてしまいます。

原発にかけるコストを再生可能なエネルギーにまわせば数年で原発の必要性はなくなると思います、具体的には一般家庭に積極的にソーラー発電を補助するだけでもかなりの効果があると思
います、ただし売電目的ではなく自家消費の為のソーラー発電でなくては意味がないです、昼間発電した電力をバッテリーに蓄電して安定した電力を得られるようにするだけです、すでにそうい
うシステムはありますよね、なにも０から開発するわけではないので直ぐにでも出来るはずです、政府の英断を期待しています。

28930 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原発反対！ 今まで絶対大丈夫、事故はない！

と言っていたのは何？

国民をだましているとしか思えない。
　
政府＆国は国民の生命を軽く考えているようにしか感じられない。

うそつき政府の典型だな。

28931 個人 家事専
業

４０代 女性 原発由来のエネルギーはゼロにするべき。 原発由来のエネルギーは、ゼロにするべきだ。
再稼働などしている場合ではない。

実際は自然エネルギーで全てをまかなえると聞いている。
我々日本人は福島事故から学ばなければならない。

子供達に負の遺産を残してはならない。

経済が縮小しても、環境を、命を優先するべきだ。

（削除）

28932 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。日本人及び世界の
人々は昨年の福島第１原発事故ではっきりと分かりま
した。私たちはコントロールできないものを持ってし
まった、と。この地震国で原発を持つという選択はあり
得ません。

　今日はヒロシマへの原爆投下の日です。広島の被曝者と福島原発事故の被災者が同じ思いを共有しました。広島に落とされた原爆は原子力の軍事利用、事故のあった福島の原発は原子力
の「平和利用」ですが、両者が共有したのは「原子力への怒りと恐怖」「脱原子力」だったと思います。
　私は原発ゼロシナリオを選びます。現在、大飯原発が稼働していますが、これも即刻止めるべきです。１原発の安全神話は完全に崩壊しました。２原発が安価なエネルギーだという説も崩れ
ました。３原発の廃棄物の最終処分の手段がないままに原発を稼働していることが広く知られるところとなりました。この３つの理由だけでも私は原発を支持することはできません。１に関して
は、原発事故が起きると単なる一時的な被害ではなく、以後何十年もあるいはもっと長期に土地は汚染され、住民は目に見えない放射性物質が身体に及ぼす恐怖を持ちながら生活しなければ
ならないことを今、私たちは見聞きしています。
　チェルノブイリ、フクシマ、これ以上の地球規模の放射能のバラ撒きは許されません。日本は、原子力の「平和利用」は「平和」な暮らしを導くものではなかったという反省をすべきです。そして
「人類は未だ原子力はコントロールできない」という自覚をすべきです。「地震も津波も天災だが、原発事故は人災」ということが国会事故調査でも明らかになってきました。地震国の日本で原発
を持つという選択はあり得ません。原発ゼロという決断から日本という国の在り方の今後の方向が決まると思います。災いに学び、脱原子力、再生可能エネルギーの未来に歩み始めましょう。

28933 個人 その他 ３０代 女性 絶対にゼロシナリオを実現したい。再生可能エネル
ギーだけが代替案ではなく、CO2も少ないメタンハイド
レートを火力として使用する方法があるはず。平行し
て他エネルギーの開発もすすめていく。

ゼロシナリオを実現するためには、メタンハイドレートの利用が絶対必要だ。
北方領土、竹島、尖閣諸島。日本海側には良質のメタンハイドレートがあることがわかっている。
その辺りには他の資源もあるはずだ。
もともと日本の領土なのだから、堂々と資源開発してエネルギー問題に取り組んでいってほしい。
また、再生可能エネルギーはまだまだ発展途上だと考える。
自然から安定して良質なエネルギーを得るには、まだまだ開発が必要なのではないか？
風力を増やすことには反対だ。日本の自然界が狂う恐れがあるし、低周波が健康を害することもわかっている。
co2削減には、ブルーカーボンを実用化していく。
日本全体で取り組めば、原子力に依存しない社会を作ることは可能であると考える。



28935 個人 家事専
業

４０代 女性 優先順位では一番に、何よりもまず、福島、また福一
周辺の汚染地、風向きによるホットスポットと呼ばれる
高線量地域の方々を北海道や西日本に移住させて頂
きたいです。原発は出来るだけ早く停止して頂きたい
です。

恐らくは交通が福島で遮断され、福島以北への交通が途切れ、物資の流通の問題などあるかと思われますが福島を迂回する形の交通ルートを整備されることを提案します。何と言っても今で
も継続して放射性物質が漏れ続けている状況ですから除染や復興費にお金をかけるなら移住費として被災者に給付される方が賢明かと思います。広域瓦礫処理にはたくさんの企業が参加し、
雇用も興り、瓦礫処理地にたくさんのお金が落ちるかもしれませんが、被災者が移住後瓦礫はすべて被災地に埋め立てて頂きたいです。そこにかける労力は移住された方々の移住先の職の
斡旋に向けて頂きたい。移住された方々が優先的に職に就けるよう、各都道府県に働きかけて頂きたい。移住された先で、職労され納税されるのであれば、全体的に大きな経済損失は無いと
思うのですが。チェルノブイリのようにはならない、と本当に言えるのでしょうか、5年後、10年後のことを考え、今速やかにできることは、汚染地から安全な地への移住案の設立、施行と思いま
す。

原発に替わるエネルギーは天然ガス主軸でいいと思います。(京都議定書からは抜けて下さい。)

28936 個人 自営業 ６０代 女性 0シナリオを選択 放射性廃棄物の完全に安全な処理方法が見つけられていない現状で、プルトニウム等の危険なゴミをこれ以上増やすべきではない。次世代の人々の為にも即刻、原発停止を希望します。

28937 個人 その他 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。宗主国である米国の圧
力とはいえ、地震大国の日本に、原発をたてたこと自
体が間違いです。大地震がくればアウトという原発
は、経済的便益の前に、選択肢として成立していませ
ん。

３つのシナリオのうち、「ゼロシナリオ」を支持します。

まず、原発については、50年前に、米国の政策によって、軍事的な要素もあって、導入されています。地震大国の日本に、しかも活断層の上に、原発をたてたこと自体、理不尽なことです。これ
は日本人が尊厳をもって選択したエネルギーではありません。大地震がくれば人が住めなくなるような原発という発電方法は、経済的便益の前に、選択肢として成立していません。

現在原発を維持することを望む人々は、自ら原発を導入したわけではなく、過去の米国による政策を、それ以外の選択肢を生み出せないという理由で、受け継いでいるにすぎません。それは怠
慢です。

基本問題委員会の議論では 2030 年 30%程度の削減も可能という試算も意見として 出ていましたが、なぜか政府のシナリオでは省エネはたった 1 割で固定されています。省エネで30%削減し、
かつ、産業が利用する電力の価格を、ピーク時を高くする方式にすれば、原発が必要なくなってしまうのではないでしょうか。

28938 個人 無職 ５０代 男性 北海道では泊原発が停止していて夏の電力確保が難
しいと言っていますが、電力を盾にして、賛成意見を
募るというのは間違っていませんか？

できるだけ早い時期に原発０の日本に。福島での惨状を考えると、原発はなくすべきです。代替エネルギーの問題もあるでしょうが、放射能は、もう要りません。

28939 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオ 2030年時点ではなく即時廃止すべきです。
この夏の電力不足は発生していません。311以降、自家発電機は原発数基分販売されました。緊急時対応は原発なしでもすでに可能です。
原発を稼働しないと経済が成行かない理屈がさっぱり分かりません。正確な数字を出して経済学者に議論してもらって下さい。
原発の発電コストに原発関連（誘致、関連機構、廃棄物処理、廃炉、研究開発など）のコストが積まれていない。実際は低コストではない。
シビアアクシデントが起きたときに誰も責任をとれない。
廃棄物処理はうまく行っていない。どうするの？何万年も冷やすの？
再処理施設は大量の放射性物質を排出している。希ガスのクリプトンは野放し。
環境技術、自然発電技術のトップランナーであり、唯一の原爆被爆国の日本。
天然ガス、石炭など重油以外でも石油系燃料は確保できる。
ところで、ウランの埋蔵量は非常に少ない。再処理してプルトニウムを抽出しようとしているが再利用率が非常に低い。もんじゅは危険かつうまく行っていない。
止めるにもお金がかかる？廃炉コストがかかる？すでに買ったウランがもったいない？とにかく全部数字をきちんと出してもらえばすぐ判断できるでしょう。

28940 個人 その他 ５０代 女性 原発は危険であるのでなくすべきである　国がその方
向に舵を取ることを決断しそのために最善を尽くす方
針を明確に打ち出すべきである

まず原発が日本にもたらされた本当の理由をいまもう一度正しく国民に伝えてほしい
原発は安全であると言い切るには人類はまだまだ無知で無能であり傲慢である
謙虚にそのことを認め原発から撤退し自然の恵みを利用した社会にしていくべきである
私たちは福島の過ちを二度と繰り返さないためにたとえ我慢を強いられても快く受け入れる気持ちをもっている

わたしは今まで漠然と原発はよくないと思っていただけで何もしてこなかった
その反省にたちこの間以下のようなことを学んだ
原発が日本にもたらされた本当の理由
安全神話がいかにして作られそれを原子力ムラに係る人々がいかに巧妙に日本国民に伝えてきたか
そして原発なしでは存続し得ないような自治体を作り麻薬のように原発依存症にさせた
原発は海水を使用し海水温をあげるばかりでなく原発は放射性物質を事故がなくても排出しているのでその周囲ではがんが増えている
何年か後の福島の人々の健康状態が、まちがほんとうに心配である
日本に次の大事故が起こったらすむところがなくなってしまう
次の世代に申し訳にことをしてしまう　そのようなことがないように今ここに意見を書いている

28941 個人 学生 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。 「原発ゼロシナリオ」を望みます。
私には福島出身の知り合い・友人たちがいます。福島に暮らす人、県外に暮らす人、それぞれの在り方がありますが、いずれも共通しているのは、今も彼らは放射能の恐怖を感じ、そして自分
の故郷を汚されたという怒りと哀しみを抱えていることです。
それに対する対処方法、将来長く不確定のまま続く不安、子どもが生まれるという祝福すべき状況にありながらそれさえ懸念の対象になってしまう憂い。
これらが全て未解決のまま、なぜ原発を維持しようという体制を取れるでしょうか。そして使用済み核燃料の処理事情に関しても、全て不確実で不確定の状況のままです。
当たり前のことしか言えませんが、これが私の実感です。
再生可能エネルギーの供給が増え、原子力発電の需要が減退することを、心から望んでいます。

28942 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオです。
想像を超える大事故が起きました。もう、3，11以前の
ような無知で太平楽な生き方は出来ません。古い年
数の炉から即廃炉です。

今回、提示された３つのシナリオは納得出来ません。もっと民意を反映させてください。現在進行形で苦しんでいる福島をはじめ関東.東北の声を姿を見れば、出来るだけ早急に廃炉にすべきで
す。
解放された場で、討論を交わし、後世に負担の掛からない方法を全国民が一丸となって考えなければと思います。
処理の仕方も分からないモノに、現代の英知では解決出来ないモノに頼って生きていきたくない。生活様式は大きく変えても、生きていけます。
何千年も人が暮らしてきた土地に安心して子を生み育てることが出来ない土地を作ってしまった私たちの罪は重い。真摯に受け止め、一刻も早い原発撤退表明を。

28943 個人 学生 ２０代 男性 私は原発依存ゼロシナリオの立場を支持します。 私は原発依存ゼロシナリオの立場を支持します。
正直2011年3月11日の東日本大震災、そしてそれによって引き起こされた福島第一原発の事故まで私は原子力発電というものに関心を持っていませんでした。おそらく多くの国民そうであった
ように。それは率直に反省しなければいけないと思います。しかしこの原発事故を経験することによって政治家のみなさん、原子力専門家のみなさん、そうして東京電力のみなさん、全員が原子
力というエネルギーが未だ人類がコントロールできるものではないということを実感したはずです。私たちは国土の大きな部分を失い、安全な食物を失い、子供の未来を奪いました。そしてそれ
は半永久的に続いていきます。もちろん私たちが死んでからもです。原発事故が起きる確率は数百年に一度かもしれません。でもいつかまた事故を起こします。「次の事故は少なくとも私たちが
生きている間は起きない。」そんな考え方で未だ原子力エネルギーに依存しつづけるのがよいことでしょうか。私はそうは思いません。今こそ原子力エネルギーに別れを告げて、新たなエネル
ギー政策への転換を図る時です。6月に政府は大飯原発の再稼働を決定し、多くの国民の反対の声を押し切る形で、それを実行に移しました。これはただちに停止させて下さい。福島の人々の
心境を考えて下さい。

28944 個人 学生 ５０代 女性 原発は今この時点で全て稼働を止めるべき。福島の
事故は取り返しのつかない災難であるにも関わらず、
この地震大国で愚かにも再稼働していることは、世界
に対して恥ずべき行為だ。

国民の生活を守るということは、国民を危険に晒さないということではないだろうか。健康な土地と健康な国民があってこその日本であるのに、今の政府や官僚や経済界は自分たちの利益のこ
とで頭がいっぱいのようで本当に残念だ。悲しくてしかたがない。

原発を稼働させないことで、政府の誠意をみせていただきたい。
我々は今、あなたたちをまったく信用していない。野菜だって肉だって魚だって、放射能物質はゼロではないでしょう？私たちは安全量の放射法物質なんて口にしたくはないのです。原発由来の
放射能物質ゼロパーセントの安全なものが食べたい。
除線しなくて済む土地に暮らしたい。

近い将来、関東はますます汚染されるでしょう。我々はここに住むしかないのに、一向に状態は良くなっていない。
火力を使っていたら電気代が値上げなどと国民を脅すことばかりに力を注がず、真に国民の生活を守ることがどういうことなのか、もう一度よく考えなさい。

28945 個人 パート・
アルバイ

３０代 男性 0％、即刻全ての原発を廃止するべき。 人が制御できないものを動かしてはならない。

28946 個人 その他 ４０代 男性 原子力エネルギーの割合の選択肢は０パーセント以
外、ありえない。過酷事故、核のゴミ、廃炉の問題を
考えても、脱原発を進めるべきである。

　原子力エネルギーの３つの選択肢の中からどれを選ぶべきかと言えば、それは「０パーセント」である。２０１１年３月１１日の東電・福島原発の過酷事故により、たくさんの方が生活の場を追わ
れ避難した。また、高い放射能レベルで生活をしている方々もたくさんいる。しかも、４号機の状況を見れば分かるように、事故は未だに収束していない。
　このような過酷事故から学べることは、原子力発電所における過酷事故がひとたび発生したら、人間がその事故をコントロールすることは出来ず、大きな国土を失い、広い範囲の住民に取り
返しのつかない人的・物的被害を与えるということである。未だに、原発の過酷事故を絶対に起こさないという論理的な保証はなく、少しでもその可能性がある限りは、原子力エネルギーの利用
は倫理的に許されないと考える。であるから、選択肢は「０パーセント」以外ありえない。
　また、原子力エネルギーの利用には、必ず「核のゴミ」の問題が発生する。未だに、発生する「核のゴミ」すなわち「使用済み核燃料」の有効な処分方法が見つかっていない。最終処分は「地層
処分」だと言われているが、地殻変動が激しい日本列島において１０万年以上安定した「地層処分」を行うことは不可能だと考える。したがって、最低でも、これ以上「核のゴミ」を増やさないよう
にすることが当然だと考える。
　それから、原発の廃炉についてだが、未だに確立した廃炉の方法が存在していないし、実際に廃炉を成功させたことも無い。廃炉にするための研究が途上にある中で、見切り発車の状態で原
子力エネルギーの利用をすることには、当然、倫理的な問題がある。

　以上、三つの点から、これからの原子力エネルギーの割合の選択肢は、０パーセント以外にありえないと、私は考える。

28947 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はゼロにしつつ、温暖化対策目標を強化してほし
いです。

去年の震災と原発事故を経験した日本としては、原発の比率は、ゼロシナリオしかないでしょう！！

確かに電力会社の立場としては、今まで原発の建設に投資した資金や、今後の発電コストを考えると原発を稼動したいというのも、分かります。

しかし大震災を経験した今の日本で、そのような電力会社の利益を考えて、有害な放射性物質を生み出し、いつ起こるか分からない地震や津波で地震以上の甚大な二次被害を生み出す原発
を、今後も稼動させていくなんて、とうていありえないでしょう！

もし原発を今後も稼動させていくなんていったら、福島から避難している方々や亡くなった人達にも申し訳ないし、子供に「なぜ去年の震災であんな目にあったのに、まだ原発あるの？」と言われ
たら、返す言葉もありません。
（実際、去年の震災で原発事故がなかったら、政府も震災の対応のみに集中できて、復興ももっと早まったと思います。）

また、火力発電にいつまでも頼るのではなく、温暖化対策としても、太陽、風力、地熱、波力などの自然エネルギーの発電を増やしていく事を国策として本気で考えていく時期ではないでしょう
か。

28948 個人 その他 ５０代 男性 　2030年原発ゼロシナリオを選択します。原発の安全
神話が崩壊した今、ひとたび何かおこれば、人間に制
御できない原発の再稼働に反対ですし、もちろん今後
の建設にも反対します。

　3･11の福島第1原発事故において多くの放射能がまき散らかされ、人が住めない地域が出ている。原子力とは、このように人間とは、相容れないものであることが、今回の事故で明らかになっ
た。私たちは、チェルノブイリから学び、フクシマから学ぶとき、おのずと脱原発へと向かわざる得ない。
　なによりも原発から出される「核のゴミ」は、処理することはできず、長期間、何世代にもわたって保管にお金を使い続けなければならない。そのことを考えれば、そのお金を再生可能な自然エ
ネルギーによる発電、また新たなエネルギーの開発のために用いた方が、経済的に考えても合理的である。

28949 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 大飯原発は、再稼働をすぐに停止し、即刻、原発ゼロ
を目指して下さい。

福島の原発がまだ危険な状態にある。とても近い将来、大きな地震が起こりえる。原発の十分な安全対策ができていない。
もし、明日大きな地震が起きたら、津波が海沿いに立つ原発を襲ったら、どうなるのですか。
放射能を心配しながら、食料を選び、生活をしている今の日本の生活。普通に健やかな生活だとは思えません。
原発を維持することで、大量に生まれる核廃棄物。未来を生きる子供たちにそれを残すことに、反対です。
日本は、原発を持つべき国ではないと思います。持ってはいけないと思います。
よろしくお願いします。

私は以下を強く望みます。

 1.国内全ての原子力発電所の最短日程での撤廃、およびすでに再稼働した全ての原子炉を即時停止、撤廃すること

 2.現在の高エネルギー消費型経済社会からの脱却をふまえての、政策の転換を同時に行うこと

 3.日本が脱原発の模範となるような国づくりを通して、地球上の全ての原子力依存（原発／核兵器など）からの脱却への道を拓くこと

　上記の方策の途上で、多少のエネルギー供給における不便が生じても構いません。むしろこの機会に、一刻も早く極度のエネルギー依存型の社会構造、インフラ、生活様式、経済システムを
大きく見直し、持続可能な生き方のために持てる限りの技術と知力を注ぐべきです。そのためには、政治的な決断が必要です。

　その最大の理由は、以下の点が全くもって非倫理的であり、人間としての愛情が感じられないために他なりません。同時に国際社会に対しても極めて非人道的と思われます。

1. 犠牲となる弱者
　安全に制御するための科学技術および管理能力が未発達と言わざるを得ない原子力全般の政策と計画、その運営、事故後の処理活動、核廃棄物の取り扱いが、社会的弱者（女性、子供
達、高齢者、障がい者、不法労働者、零細企業など）、途上国の人々、生態系、そして将来の世代の犠牲の上に成り立っていること。

2. 利権の問題
　原子力政策、震災からの復興活動が、その本来の目的からはずれ、特定の権力者、業者、業界団体、官僚、元官僚、個人に対して利益が流れる仕掛け、またそれらの利権獲得や保持に不
利な情報が公開されない仕組みが見受けられること。

3. 経済成長の限界
　現在の経済社会計画が、常に右肩上がりを維持するという、（エネルギー源を含む）資源や環境などの限界を考慮しない、または共存しない非現実的な予想を前提として成り立っていること。
また、際限のない大量生産、大量消費を前提に成り立つ競争型の企業活動も、この限界を軽視する原因となっていること。

4. 理不尽な再稼働
　昨年の東北地方太平洋沖地震における東京電力福島第一原子力発電所の事故の原因究明、責任の明確化、今後の収拾計画や安全対策と医療体制の整備、および現存する原子力発電施
設のための防災策、廃棄物処理、今後の地震や天災の可能性や活断層などの危険性の再検証、テロ対策、エネルギー政策全般の明確化などがどれも終わっていないのにもかかわらず、停
止中の原子炉を再稼働するという無謀な決断そのもの。

　また、上記1、2、3の政治経済社会体制が見直されない限り、気候変動対策や再生可能エネルギーの促進に取り組んでも、長期的には同様の失敗を繰り返すと思われます。化石燃料が原因
とされる気候変動対策のために、原子力発電を推進しようという方策も、上記の点を踏まえると本末転倒と考えます。

　よって、新しい包括的エネルギー政策、および人間を含む生態系という命に重きを置く、持続可能な社会の構築へ向けての確固たる政治的決断を強く望みます。

28934 個人 その他 ５０代 男性 ・国内全原子力発電所の最短日程での停止および撤
廃
・現在の高エネルギー消費型経済社会からの政策の
転換
・日本が脱原発の模範となり、地球上の全ての原子力
依存（原発／核兵器など）からの脱却



28950 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。
今後、子どもを産んで育てていく世代として、このまま
では不安が大きいです。
子どもたちや、その子どもたちに、使用済み燃料など
の負債を残す原発はいりません。

自然エネルギーを効率よく作って使うために、いままで原発に向けていたお金やパワーを使えば原発依存から脱脚できるはずです。
電気を使い放題だった震災前から比べて、国民にも節電意識は浸透しているし、今すぐ原発をとめて不安をなくしてください。

28951 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー転換して! 広島の戦争と福島の原発問題。どちらも放射能汚染が関係してます。
放射能汚染のばらまきや人間や動植物への影響を考えると、稼働は反対です。

地震が起きるかもしれない永遠に起きないかもしれない。
戦争が起きるかもしれない永遠に起きないかもしれない。
俺たちが死んだあとの事は知らん。
今がよければとりあえずいい。

もうこういった目先の事だけ考えて、今が一番いいから大丈夫でしょ、というのはよして欲しいです。

何百年に一度の津波だから防波堤なんて何億もかけて作らないで良いのでは?の後にきた未曾有の災害。

気づきがあった時に修正しておかないと、再び惨事が起きるのではないでしょうか。

せめて、私が死ぬまでは日本に何もありませんように。
こう願うのは、団塊の世代までで良いとおもいます。

今は近隣国民が手を取り合ってささやかな幸せをかみしめて生活していく事を優先にしていく時代ではないですか?

ソーラーパネル、送電線の独占の緩和、動物植物と共存できる日本をこれから作っていきたい。

車にもソーラーパネルつけて石油との決別、できるのではないでしょうか。

28952 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持し、再稼働に反対します。 命が大事なくらしを取り戻すため、よろしくお願いします。

28953 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　原発ゼロシナリオに賛成する。最大の理由は、使用
済み核燃料などの高レベル放射性廃棄物の安全な処
分方法や、最終処分地が決まっていないこと。無責任
な原発の稼働は可能な限り、早期に取りやめるべき
だと考える。

　原発ゼロシナリオに賛成する。
　・最大の理由は、危険な使用済み核燃料などの高レベル放射性廃棄物の安全な処分方法や、最終処分地がいまだに決まっていないこと。仮に決まっても、以降数万年から１０万年もの間、人
間社会から隔離して、管理を続けなければならない。それだけの長期間、安全に管理が続けられるものか疑問。その作業やコストを後世の人々に委ねることは、無責任なツケ回しと同じだと思
う。また、その処理と管理費用のほか、これまでに（場合によっては今後も）立地自治体地に支払われる各種補助金などを勘案すれば、一部に言われているように、原発が他の電源に比べて低
コストという見解にも疑問を感じている。
　・原発が大きな事故を起こせば、多くの人々が住む場所を追われ、仕事を失い、また、人間が生きていく上で欠かせない水や空気や食料の安全性が脅かされることが、今回の福島第一原発
の事故ではっきりした。私は今、東京で家族と暮らすが、事故当日の風向きなど次第では、首都圏に暮らす私たちも、今の福島県の人々のような被害を受ける可能性もあったと聞く。国土が狭
く、地震国の日本に多数の原発を設置していることはリスクが大きいと思う。
　・政府や電力会社は、安全性には十分配慮するとして、大飯原発の再稼動を決めたが、大震災の前は「原発や六ヶ所などの原子力施設は絶対安全である。何があっても大丈夫なように、二
重三重の安全対策を取っている」と説明していた。私は、仕事の関係で青森市に在住していた９０年代前半に、電力事業者の人から直接そう聞いたことがある。その前提が覆った以上、認可さ
れてきたすべての原発の設置は事実上、無効であると思うし、震災後に改めて「安全性により配慮する」と言われても信用ができない。もとより、「絶対安全」などということはありえない。
　・仮に、今後しばらく、大きな事故が起きなかったとしても、冒頭に述べたように、その間に発生する放射性廃棄物は蓄積されていく一方であり、その処理、処分方法が未解決である以上、いず
れにしても原発の稼働はすべきでないと考える。
　・原発ゼロのシナリオが決まった場合、一部で言われるように、電力料金の上昇など、経済に悪影響が出るということはあるかもしれない。それについては、これまで原発依存度を高めるばか
りで、自然エネルギーや省エネ技術開発などに注力してこなかった政治の無策がまず責められるべきだと思う。その上で、私個人としては、経済的な負担増や省エネ努力などが求められること
になるのであれば、それを精いっぱい引き受けて、原発ゼロシナリオの実現に努力、協力する覚悟でいようと思っている。
　２０３０年と言わず、より早期の原発ゼロシナリオの実現を希望します。

無責任な原発の稼働は可能な限り、早期に取りやめるべきだと考える。

28954 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 核燃料エネルギーを運用する際の安全性が明確に示
されない限り、原子力エネルギーは容認できません。
原爆で原子力の恐ろしさを目の当たりにしてでも尚、
その力を利用しなければならない理由付けが不明瞭
です。

核燃料エネルギーを運用する際の安全性を明確に示してほしいです。施設の耐用年数が当初の規定を超える暫定処置が許される理由、使用済み燃料の廃棄方法が、なぜ、それで良しとされ
るのかがわかりません。曖昧に誤魔化された安全性だけを示されているだけでは、このまま原子力エネルギーを受け入れ続けることはできません。
非核三原則は、一体何だったのだろう。と、日々考えています。はじめから「兵器でなければ良い」との前提だったのでしょうか？あれだけの犠牲を目の当たりにしても尚、便利であることや経済
的に有利であらなければならない必要はないように私は考えます。

28955 個人 家事専
業

３０代 女性 原発０に賛成だが、、、１８年後に本当に０に出来るの
かという疑問が、あります。もっと一般の主婦にも解る
説明が欲しいです。何を基準に2030年という数字がで
たのか。。。解らない。

以前から、8月が来るたび、原爆によって苦しめられた国が、原子力により今があるのか、子供の時から疑問と思っていました。確かに国は豊かになったように思われますが。個人ではけっして
豊かとはいえない状況にあり。原発の有無にかかわらず、政府のあり方に問題があると思うので、その点は政治家の皆さん頑張って欲しい。

原爆と、原発の違いについて、今回の事故で知りましたが。福島の事故で私達の原発に関してどれだけ無知なのか、思い知りました。原爆、原発はいずれにしても、危険で命を奪うものです。

実際に、原発に頼らなくても、ちゃんと多少不便でも上手く利用して成り立っている国が世界には在るので、是非安全なエネルギーでの利用で世界に、
お手本となる国に日本がなるべき、ならないといけないはずです。
是非、今後の日本の為にも地熱発電など自然保護区域であっても原発という危険なエネルギーを使う事を思えば、多少の犠牲も仕方の無いことなのかと、感じています。実際原発は、豊かな
自然に悪影響を今回のことについても、及ぼしているわけですから。。。

28956 個人 自営業 ４０代 女性 ２０３０年までに原発は０にすることを求めます。 理由は、このまままた原発を推進していけば地球の未来はないからです。原発を推進する方達は、地球のことや個々の命の事よりもお金が先立っているように感じます。ですが地球全体が放
射能で汚染されたら、生命は生きていけなくなります。お金があっても命がなくなったら仕方ないのではありませんか？
電気がないと人々の生活を脅かすという理由で野田内閣は大飯原発を再び稼動させました。しかし現代は電気を過剰に使いすぎていると思います。もちろんこの意見もネットを使っています
が、私は自宅にエアコンも電子レンジもテレビもありません。現代人は電気を使うように仕向けられているだけだと思います。私が子供の頃は電気も薄暗かったし、電車も窓を開けて扇風機だっ
たし、店に入っても寒い位に冷房が入っていたりはしませんでした。温暖化で昔と気温が違うと言われるかもしれませんが、温暖化をおこしたのも人間が自然を破壊してきたのが一因です。電気
は暮らしを便利にしたかもしれませんが、やはり不自然な物もたくさん生み出しているはずです。特に冷暖房完備の中で育った若者は暑さ寒さに対して我慢がなく、対応力もありません。だから
余計に熱中症になるのです。
地球の未来を考えれば、今一度皆が節制して昔の日本のように質素に生活していくことが出来ないでしょうか？理想論かもしれませんが、理想を掲げて日本を率いていくのが政治を動かしてい
く方々の役割なのではないでしょうか。
目先の利益や自分達さえよければという考えは捨てて、もっと先の未来や地球全体もことを考えて原発の決議をしていただきたいと思います。

28957 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロを希望します。 原発での廃棄物処理の問題、地震大国で事故などの安全管理での問題、働く人、周りに住んでいる住民への健康への問題。
原発がある日本の未来を子供たちに託すことができません。
これは今の大人たちが解決する問題です。

節電商品や代替エネルギー、いろいろな工夫でそれが可能なのだと思います。

福島での事故は自然、地球が私たち日本人、人類に警告しているメッセージです。
省エネルギーで生活できる未来を日本が作り上げて世界に示すべきだと。

28958 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発ゼロを支持します。 日本列島はかなり地震の多い国です。原発の設置できる場所はありません。

28959 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオ支持
I 再生可能エネ
IIリスク
1 新たな原発の増設 国民の生命、国民、国の財産
国内、国外
2再処理計画
III電気需要低減要因
IVプランと実績値比較、V雇用等

28960 個人 その他 ４０代 女性 できるだけ早く原発ゼロにして欲しい。 この世の中に、絶対安全などという物はないのかもしれないが、一度事故が起きると、人の命も、大地も、水も、空気も汚染する原発は恐ろし過ぎる。
地震の多い日本には無理だと諦める勇気が必要だと思う。
原発ゼロを実現するためなら、電気料金の負担増も、喜んで引き受ける。

28961 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 水力、風力など自然エネルギーへの変換を切望しま
す。量子力学は素晴らしい学問だと思いますが、机上
の理論を生活エネルギーとして実用化する前に、学際
的に生態系への影響を慎重に検討すべきだったと思
います。

原子力発電所で危険な作業に従事するひとたちが、日雇い労働者だったことを知ってショックを受けました。誰かの犠牲のもとに成り立つエネルギーは存在するべきではありません。水力、風
力、太陽光などの自然エネルギーに変換するべきだと思います。資源も技術も十分に持ち合わせているはずです。経済学的な視点だけではなく、社会人文学、哲学、医学、生命倫理など学際
的な考え方を統括して、今後のエネルギー政策を決めるべきだと思います。

28962 個人 無職 ６０代 男性 3.11が私たちに示したことはまさに天啓。草木国土悉
皆成仏という日本の精神と原発は相容れません。今
回の苦い経験を世界に向けて活かすため、米・ソでの
教訓をフクシマで終わりにし日本が世界の範となるべ
き。

原発と核燃リサイクルを容認し推進することは、私たち人類の将来世代の可能性を閉ざし、国民の誇りを捨て去るに等しい暴挙です。67年前に同じ敗戦国となったドイツとイタリアが国家として
脱原発を宣言している今、日本だけが「加害国」の道を突き進もうとするのを看過することは出来ません。

ゼロシナリオを支持します。
I.  再生可能エネルギー促進
太陽光、風力、地熱発電のできるかぎり迅速な拡大が必須と思います。具体的な短期、中期、長期のプランを国民に示してください。また、再生可能エネルギー促進に、原発事故リスクを軽減
する効果を認め、復興財源をこの助成拡大のためにも使用してよいと思います。

II.　エネルギー生産・供給にかかわるリスクの低減について
1.　新たな原発の増設について
地球規模で起きる事象を人類は制御できません。地震等あらゆる自然現象による原発事故を起こさない、ということは不可能です。ゆえに、「原発の安全」はあり得ません。シナリオの数字の中
に、シビア・アクシデントに見舞われた場合のリスクが含まれていませんが、原発が継続運転される期間において、それらを想定しておくべきと考えます。
リスク1) 国民の生命が失われること



28964 個人 自営業 ６０代 女性 0パーセントへの移行 原子力に安全性はない。
しかも日本は地震国であり活動期に入っている。
原子力に頼らなくてもあらゆるエネルギーの利用は可能
まだ雇用創出に、なる。
今の福島の現状は世界的にも未曾有の事。
この解決の中にあらゆる新しい発想の創生や技術の開発をすべきである。
又それは可能ではないか。

28965 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電所ゼロでお願いします。 まず、完全制御できない時の被害が甚大すぎます。

自分の住んでいる町や田畑や山や海が放射能で汚染され除去できず帰れないなんてありえません！！

それに日本海ではメタンハイドレートが比較的簡単に手に入り、また藻油などの研究も進み、シェールガスなどの研究も進んでエネルギーが安く手に入りそうなのにわざわざ下手を打てば取り
返しがつかないエネルギーに日本国が進んで使用していく意味がわかりません。

原発は、人間で管理できる代物ではありません。

働いている人、災害時に救援に行く人、被災された人のこと、子孫のことを考えたときにとてもじゃないですがあっていいものではありません。

28967 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ３つの選択肢の中から選ぶとすれば、「ゼロシナリオ」
を支持しますが、2030年までの廃止ではなく即刻廃止
を希望し４つめのシナリオを希望します。

原発ゼロを目指す理由について
・福島の事故が起こった以上、もはやその他の原子発電所においても同じ危機に直面している状況であること。
・現状、福島原発の対処が未だ難航し、周辺地区には高い放射線量で汚染され続けていてもし同じ311と同じもしくは以上の地震災害が発生した場合、汚染地域が拡大されると予想できること。
・見えない放射能への不安とそのストレスが長く続くこと、このストレスはあらゆる生活の場面に影響しているためその原因は１つでも少なくしたいと強く望むこと。
・すでに原子力廃棄物の処理管理に置いて対応の策が見つかっていないこと。
以上理由において2012年度内に原発ゼロを目指し、火力発電などでまかないつつ、その他のエネルギーへの移行と蓄電開発実用を併用するなどの４つ目のシナリを強く支持します。

28968 個人 法人等 ３０代 男性 (1)エネルギー確保は国民生活保持の至上命題(2)効
率性・経済性・持続性がない原子力はエネルギー源と
すべきではない(3)化石燃料は過渡期としては必要で
あると言わざるを得ない(4)短期的にも長期的にも原
子力の選択は無い

(1)生産活動の根源の一つはエネルギーであることは疑う余地はない。その確保のために国家間の戦争が発生していることも疑う余地はない。限られた資源（地球、せいぜいは太陽）のなかか
ら、持続可能なエネルギー源、望むらくは自国において自己完結できるエネルギー源の確保は国民生活保持の至上命題の一つであると考えます。自国において自己完結できる、は理想である
かもしれないが他との摩擦を生じさせない大きな利点があります。

(2)自己始末すらままならない原子力発電は、効率性・経済性・持続性の全てについて劣っており、これを保持する合理がなく、米国ＧＥ社・原子炉製造業者ですら経済性がないと自ら発言してい
る。
いわゆる核燃料から発生するエネルギー量からの送電量については、既に技術的知見（元東電社員の方もおっしゃっています）から明らかとなっており、効率性の無さは反論の余地がない。
経済性の無さについては、今回の福一事故賠償で途中経過であるにも関わらず明々白々。以後の経営活動においては、保険の受け手どころか、引当金（見積不可能で別の科目なのかもしれ
ませんが、将来において通常操業または事故発生時における自事業所が出所の放射性物質に特定される賠償の損失に変わりはない）が計上できるかさえ危惧（もっとも「神話は絶対だ」と無
視すれば間違いなく可能）される。事業者による賠償では完済できず、その結果は公金支出が伴うことになり、国力減衰に直結する（福一賠償のとおり）。
持続性の無さは、核燃料となり得るウラン埋蔵量の少なさと輸入相手先とサイクル技術の無さに依存します。これらは、いずれの問題についても解決できるとの見込みは合理がない。
従って、原子力をエネルギー源とする利点を見いだすことができない。
(3)次善として依存せざるを得ないのは化石燃料である。昨今、声高に叫ばれている自然エネルギー活用は、持続性は保たれているが、太陽光は効率性・経済性が悪く、地熱発電は設置上の
法規制が多く、風力・波力発電は効率性が疑問視され、いずれも技術・推進環境が整ってはいない現状にある。では、これらの課題が来年度は解決されるのかといえば、その蓋然性は無い。再
来年度も同じであろう。従って、国民生活を保持するうえでは、過渡期として化石燃料は必要である、と言わざるを得ない。
(4)総じて、国民生活を保持するには原子力発電を継続することについては、リスクが大きすぎることからそもそも議論の俎上にはあがらない。短期的には従来原子力であったベース電源をも補
完できるよう水力・火力・既存の自然エネルギーを稼動させ、長期的（国内稼動５０基の原発が４０年の稼動を終える前までに）には自然エネルギー電源開発の技術開発に傾斜させ安定稼動さ
せるべきと思う。

28969 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存率０％の意見を支持します。それも2010年
代の達成をしなさい。今すぐに全原発の廃炉開始を求
めます。明らかな原発廃止の民意を実現しなさい。

０％のシナリオは天然ガスと自然エネルギーの割合を増やすことで達成できます。将来の世代の安心を考えれば必要な対策です。天然ガスの価格は下がっていますし、日本における数々の自
然エネルギーの現実性は疑うべくもありません。温暖化というまやかしで原発推進を行うことはもう許されません。

28970 個人 家事専
業

５０代 女性 安全の基準を明確化し信頼性を常に高め2030年には
原発依存度を15パーセントとする。
早めに原子力発電から撤退できるように技術開発を
加速し電力の安定供給をしながら原子力発電から移
行する。

現段階で18年後原子力発電をゼロにすることを決定すると電気の安定的供給を求めますます国外へ移してしまう傾向になる。そして、日本経済は減速し円安になる。円安になれば石油、石炭、
天然ガスなどの値段が上がり購入が難しくなる。国力は落ちてしまうだろう。防衛への負担も難しくなり他国とのバランスが悪くなる。

現在、国内に残っている企業に安定した電力の供給をしなければ企業経営は困難になり労働場所がなくなり失業率が高まる。移住は困難な時代である。電力の安定供給が、日本人の生活、
防衛を維持していくためには大変重要である。

原子力発電が不安と感じる原因

第一に事故が起きた時の安全確保の裏付け
第二に事故が起きないための安全確保の裏付け
第三に自分自身の放射性物質に対する知識不足

安全確保の裏付けと制度を上げ安全の基準を明確化し信頼性を常に高めつづけ2030年には15パーセントとする。そして、ウランはいずれ枯渇するので早めに原子力発電を０パーセントできる
ように技術の開発を加速しなくてはならない。
原子力発電における安全確保はもちろんであるが日本経済を安定化させ広い意味での安全確保も大切であると考える。

私は２０１２年１月まで請負で原発の配管サポート設計関連業務を３年間勤めた。その３年間ろくに教育を受けるでもなく、聞けば教えてくれるという状況下で働き、原発とはなにか。を理解しな
いまま業務を行なっていた。
古い原子炉の図面は手書きで現物寸法とは合わない。ついているものがまるっきり違うことさえある。いろいろな業務の中で、原子力なのにこれでいいのか？という疑問を持ったまま働き、去年
の東日本大震災でその疑問はある意味解消された。やはりこれではいけないのだと。

昨年の福島の事故があってから、活断層の多い日本で原子力発電所を保持することは国民にとって不利な点が多い。
地震が起きた時、安全装置が無事に発動する根拠が分からない。安全装置が地盤沈下で破壊され動かなかったらどうする？
広島の原爆投下、福島の原発メルトダウンなどを経験しているのにも関わらず、大飯原発を再稼働させる等、国民を人と思っていないとしか思えない。
広島や、福島の人々、風評被害を受けた人々。家に帰れず自殺した人。

反対大多数のこの中で、原発を保持していくことは大企業の税金・献金を失いたくないという【国】の欲張った気持ちなのではないかと思う。
現に電力は足りているではないか。
皆で節電すればいいではないか。そうすれば家計も地球にもやさしい。

もちろん税金は必要だが、車の通りの少ない場所に何億という税金をつぎ込み道路やトンネルを作るなど、こんな税金の使い方で日本は【日本】を維持することはできるのだろうか？
崩壊していることに気づいているにもかかわらず、臭いものには蓋をしろと言わんばかりの愚業。
一国民として、日本を愛する国民として、他国の人に「日本ってすごいんだよ！」と自慢できる日はくるのだろうか。と悩んでしまう。今は日本国民であることが恥ずかしい。

政府の皆さん。これでいいのですか？
日本人は日本を離れていくかもしれないのですよ？

正直、今の政府は信じられない。
政府に国民の意思が通らないのであれば独裁政権に近いことになるでしょう。
いいのですか？

また、現時点で原子力関連会社に従事している国民の就業先を自然エネルギー発電業務会社へ斡旋することを希望する。
地熱を使った発電等、国内でお金の循環が少なくなるとはいえ、日本国民の【命】にかえられるものはないはず。
【命】がなくなれば【日本】という国は存在しなくなるのです。
どうか、どうか人と動物、自然にやさしいエネルギー開発・利用を国を挙げて行なっていただきたいのです。

この事業を確立させれば日本という国はとても【かっこいい国】になり、国民満足度・幸福度も上がることでしょう。

お金

利益

地位

一度忘れてはいただけないでしょうか。

一国民として、日本はどうあるべきなのか、考え直してください。

そのうち母親になる私です。未来を子どもたちに繋げていくのは私たちなのです。

どうか、どうか、国民の意思を尊重した政治を行なってください。

日本の政治家ってすごいんだよ。って国民に言ってもらえるような政治家になってください。

28966 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 日本国内の原子力発電所はできる限り早急に廃炉に
すべきだ。
原発の代わりに自然エネルギーを利用し発電するべ
きだ。

本当はわかっているのでしょうが国は認めたがらない多様な健康被害を懸念しています。
「ただちに」の裏に隠された「のちに」の出来事であるチェルノブイリ。
日本国民はチェルノブイリの現在を知るべきだと思います。
もちろん但し書きに因果関係は不明とでも記載すればいいと思います。
知れば原発が原因なのは明らかなのですから。

なぜ、このような危ない物を日本という地震大国に設置したのでしょうか？
アメリカとのお金の絡みはあったのでしょうが、フクイチが爆発して放射性物質が拡散されてしまった今となってはこの国には不要だと気が付きました。
まずは火力で賄うべきです。この1年以上国や電力会社は手をこまねいて（いるフリをして）何をやっていたのでしょうか？
表面上ですが不足するかもしれないとわかっていながらなぜ手を尽くさないのでしょうか？
CO2が温暖化の原因とは思っていませんが、CO2の排出量なんて後回しです。
当面火力で十分です。
原価が上がるなんて都合は全く私たち国民には関係ありません。
こんな事故を起こしておいて会社の利益なんて考えているなんて本当にどうかしています。
値上げを要請する前にやることが山ほどあるでしょう。

事故が起こったときの補償料を含めて計算してこその電気量です。
そもそも利益から廃炉代は温存しておかなかったということなんでしょうね。
最初からそれを電気代に上乗せしてくれればよかったのですが、そうすればさすがに原発がクリーンで安全で安価だとはだれも思わなかったでしょうね。

原発があることによって健康被害が起きるのは常識です。
もし原発が体に害のないものだったら反対などしません。

原発を稼動しないという選択が国民の命や生活を守ります。
原発がなくなったときの雇用ですか？
うちはせっかく買った新居を手放して西日本に移住します。
主人は43歳。再就職はどうなるかわかりませんが可愛い子供たちの健康を守るために全てを犠牲にしていきます。貧乏になってもいいんです。子供が健康であれば。
雇用が、経済が、と口に出される方は、そもそも何のために働いているのかの原点に立ち返ってほしいです。

今度またどこかで爆発して立ち入り禁止場所を増やして国土を失わせますか？
それこそが国益を損ないます。
火力発電所が爆発したぐらいで失われる国土はありません。
莫大な補償を電力会社だけではまかないきれずまた税金投入などというばかなことをやっていると日本は本当につぶれてしまいますよ。
最近では本当は日本をつぶしたいという圧力があるのではないかと勘繰ってしまいます。

上記はもう既にお分かりのことと思っております。
問題は今後どうするかです。
国民の声を聞いてください。
そして実現させてください。
それが政治家の仕事です。
官僚の方々も本来の仕事を忘れないでください。
あなた方の子供や親や友人はこの日本で生きています。
将来子供が連れてきた恋人が被曝者だといやではありませんか？
産まれる孫が奇形児だと悲しくはないですか？

健康でありたいです。宜しくお願いいたします。

28963 個人 家事専
業

３０代 女性 原発０パーセントを支持します。



28971 個人 無職 ２０代 女性 原発依存度0% 原爆の日に、思ったことです。
「広島、長崎」を忘れない、繰り返さない、と掲げている日本で、なぜ「福島」を繰り返さない努力をしないのかが残念でたまりません。
今、たまたまインドにおりますが、インド人の知っている日本の地名は「東京、広島、長崎、福島」です。私は日本という国が、もっと良い面を世界にアピールできる国になって欲しいと願っていま
す。

28972 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 2030年までとは言わず、原発は即刻停止すべきです。

祖母の故郷が福島ですが、原発事故以来もはや人間の住める土地ではなくなってしまいました。

この責任を果たして誰がどのようにして取ってくれるのでしょうか？
いいえ、責任なんて取れっこない。取りようが無いのが現実でしょう。

政治家が辞職したり、賠償金が支払われたり。
そんなものは何の足しにもなりません。
我々はただ元の美しい山河を返して欲しいだけなのです。

まだ人類には核エネルギーをコントロールできません。
今回の事故で放射能に対する人間の無力さがはっきりと証明されたではありませんか。

事故から一年以上経過しても、未だに線量の高い地域が多くあります。
除染も困難を極めています。生きているうちには帰れない土地もあります。多くの国土を喪失しました。

もし再び事故が起き、ただでさえ狭い国土が再び放射能で汚染されてしまったら。
そのリスクは計り知れません。

物事に絶対に安全という事はありえません。
あの事故から何も学ばずに、また同じ事を繰り返すのはあまりにも愚かです。

世界に冠たる技術力を持つ日本です。
きっと原発に代わる安心できる発電方法、省エネルギーの仕組みを見つけられると信じています。

28973 個人 学生 ２０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択する。その主たる理由は、(1)事
故発生のリスク、(2)経済性に対する疑問、(3)使用済
燃料の処理の困難さ、(4)被爆リスクの転嫁には倫理
的問題があること、である。

(1)ゼロシナリオの選択を希望します。その主な理由は、(1)我が国の立地上、原発事故のリスクを０にすることが不可能であること、(2)原子力発電は、平時のランニングコストは他の発電方法に
比べて低いのかもしれませんが、使用済み燃料の処理や廃炉のための費用、事故時の賠償等を正当に評価すればその経済性にも疑問があること、(3)使用済み燃料が無害になるまでには数
万年が必要であり、その間人類が責任をもった管理を継続できるとは思えないこと、(4)原子力発電所職員の方々や、発電所周辺の住民の方々に被爆のリスクを負わせて電力を賄うことは倫理
的に問題があると思うことです。原発を廃止すればこの国の経済は成り立たなくなるとの意見もあるとは思いますが、人の生命や健康を犠牲にした上に成り立っている経済などという本末転倒
なものを許すわけにはいかないと思います。私はまだ20代の学生で、日本を支えている現役世代の方々からすれば、経験不足も甚だしいものであることは重々承知しております。しかし、嫌な
ものは嫌なのです。この選択は、私なりに原子力発電について調べた結果であって、おそらく今後どのような情報を得ても変わることはないと思います。政策決定の際には、(1)以外の肢を選択
する場合、私のように原子力発電に反対する将来世代の人間にその意に反する負担を強制することになるということを、過少に評価することがないようにお願いします。なお、(1)の選択肢は、
2030年の時点での依存率を０％にするというものであり、この肢を選択した場合であっても、現存する原発を一旦再稼働した上で段階的に廃止をしていくという選択肢も残されているように思わ
れますが、一時的な再稼働にも反対です。全ての原子力発電所の即時の廃止を希望します。

28974 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全原発を即刻廃止すべき
CO2による地球温暖化は信用できない
火力発電のコストが高いといのは信用できない

原発はあまりにもリスクが大きすぎます。また、実際に事故が行ったときの影響が広範囲、長期間であり、深刻な健康被害につながる可能性があります。
福島第一原発は津波で破壊されたとなっていますが、あれは浸水で電源を喪失したのが直接の原因ではないでしょうか？いくら防波堤を高くしても全施設を高い塀で囲まないかぎり浸水は防
げません。そもそも、浸水するようなところに非常用電源を設置すること自体が問題です。つまり、これは原因が天災ではなく設計上の問題、つまり人災です。
そもそも、どんな大地震でも壊れない原発を作ること自体が不可能ではないでしょうか。地割れや津波を起こさせるほどの巨大なエネルギーに耐えられる施設を人がつくれるとは思えません。
仮に、津波、浸水で壊れないように設計、建設できたとしても、
・多額の税金を投入して作ったスピーディーの情報を周辺住民に伝えない。
・大飯原発、志賀原発のように活断層の可能性のある場所の真上に原発を建設する。
・先の聴取会で「放射能はまったく健康に被害はない」と言い切る。
など、今度、大震災がいつどこで起こるかわからない、放射能が人体にどのような影響を及ぼすのかはまだ解明されていないというのに、原発を実際に運用する側の人間に、非常に危険なも
の・まだ未知の部分が多いものを扱っているという意識が欠落しているようです。チェルノブイリの事故や原爆の追跡調査、レントゲンの回数と病気との相関関係などによって、放射能が人体に
何らかの悪影響を及ぼすことは統計的に判明しているはずです。原発を扱うには人間として未熟すぎますし、改善されるとも思えません。このような状況下で原発を稼働させることは危険すぎま
す。子供を危険にさらしたくはないですし、こんな危険な国を残すことにも反対です。
　次に、火力発電についてですが、CO２の温室効果によって地球温暖化しているとのことですが、これは専門家の間でも疑問視されているはずです。CO２の排出量が急上昇した年代に温暖化
ではなく寒冷化した統計データもあるとのこと。CO２で地球温暖化が進行しているとはとても信用できません。
　また、コスト面でも日本は石油を高く買いすぎとのことですし、さらに、最近アメリカが石油採掘について新技術を開発し、近い将来石油の純輸出国になる見通しとのこと。本当に火力発電のコ
ストが高いのか、これも信用できません。

28975 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は２０３０年までにゼロにするべきである． 原発は２０３０年までにゼロ（全廃）にすべきである．

理由(1)
原発は絶対に事故を起こしてはならないものだが，事故は起きた．そして今後も事故が起こる可能性は決してゼロではない．

理由(2)
使用済み燃料がたまる一方であり，その処理にもコストがかかる．

理由(3)
原発の建設，維持，解体全てにかかるコストは莫大なものであり，燃料および使用済み燃料は我が国の持続的な繁栄にとって極めて危険な毒物である．

28976 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発0を目指すことを世界にアピールし国民や国外か
らの信頼を取り戻してほしい。核のない日本、省エネ・
クリーンエネルギー大国となるための技術や法律を発
達させる経済的政治的サポートを一刻も早く！

こうして、意見を求めてくれてありがとうございます。私はデモにはいきませんが、国民として、ここで反原発を訴えたいです。

原発は地震国日本では原発は危険すぎると思う。原発がなくなってほしい、出来る方法で一日も早く。
福島ではいまも16万人もの人が故郷を追われ、仮設住宅などで避難生活を送っていると聞きます。福島県の広大な面積が人が住めない土地になってしまいました。原発事故は、お金には替え
られない福島のふるさとを奪ってしまいました。同じ日本人としてとても辛く悲しいことです。これ以上の不幸を別の地域でおこしてはいけないと思います。政治がとかシステムがとか、実現可能
かとか、その前に人としてそう思います。

原発がなくなると温暖化が進むという人がいると思います。しかし日本は省エネ・クリーンエネルギー大国にこれからなれると思う。これから実績や説得力をもった日本の技術力をビジネスとして
国外が必要とすると思います。そして今は、まだ省エネ・クリーンエネルギーの力を高める方法・技術がまだ考えられていないし、実践されていないように思います。もっと経済的・政治的なサ
ポートをしてほしい。そうすることが将来の脱原発への第一歩ではないでしょうか。

電気が人に安心をあたえ、経済的にも大切だというのはとてもわかります。その恩恵をうけて今の私がいます。それでもなお、将来原発のない国を望みたい。そう思わせる事件がおきてしまっ
た。国民は今なにをどうしたらいいのかわからない混乱の状態にあると思う。もしくはいつかまた元にもどるだろうと目を閉じてじっと時がすぎるのをまっている。でも元には戻らない。少なくとも
福島は…。今は国をあげて将来原発0宣言をし、国民を導いてほしいと思う。

28977 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 福島の教訓を生かし、危険で環境にも良くない原子力
発電所を無くしていきませんか？

福島県で起こった悲しい出来事、これ以上の悲劇は欲しくないです。
それ以上の理由はいりますか？
住んでいた家を追い出され、得体の知れない恐怖に侵される日々。
これ以上の理由は無いでしょう？
それでも危険な原子力が必要な理由は何でしょうか？

本当に腹が立ってるんです、上手く言葉にできないくらい。
あなた方が見えないフリしてる意見はそういう事なんですよ。
しっかり見てください。

28978 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 全原発の即時停止、そして即時廃炉決定を強く希望し
ます。

2011年3月に発生した福島第一原発事故の収束も、1年以上が経つ今もまだ収束の見通しはない。「収束宣言」が全くの詭弁であることは、現時点での福島第一原発の状況を見れば火を見るよ
りも明らかだ。
原子力やその発電システムに明るくない私を含む、市井の人々に突きつけられている現実は、１６万人もの人々が家を失い、職を失い、地域コミュニティを失い、避難生活を繰り返し続けなが
ら、未だ帰る目処が立たない、という純然たる事実だ。
一発事故を起こしただけ、それも政府のいうように「直ちに人体に影響はない」レベルのものであるにも関わらず、だ。
こんなものが国内に５４基もあって、安心して生活を出来る訳がない。
即時廃炉作業に入ったとしても、燃料棒を取り出し、高濃度汚染物質の処理を完了するまでに何年、何十年かかるかもわからない代物をこれ以上捨て置く理由はない。一日でも早く全基停止し
廃炉作業に入るべきだ。
多少電気代が高くなろうともかまわない。電車の本数が減ってもいいし、原発をなくすことで出てくる弊害はいくつかあるだろう。しかし、それは家族や家や仕事や土地、およそ人間が「生きていく
ため」に必要不可欠なそれらとは比べ物にならない。
人間が人間たる生活を続けるために、原子力発電、ならびに原子力政策からの転換を強く強く求めます。

28979 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の利用は0を希望しています。 原発の利用は0を希望しています。
なぜなら、そう長くない高等な科学ありきの社会の歴史、わかっている限りでは
広く見ても数千年レベルだと思います。
特に原発が使われてからは、まだ百年に満たない。
ところが、原発の後処理、いわゆる廃棄物の処理には数万年かかるという
のはあまりにも無責任だと思うからです。
人間の生命、地球にある自然、これらに比べれば、電気の利用はもっと、
スマートに、最小限に抑えることができるのではないのでしょうか。
放射線、放射能、放射性物質、これから起こるかもしれない事故を
思うと、おそろしいです。

28980 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は必要。 新エネルギーの研究開発はもちろん大切ですが、太陽光発電や風力発電への性急なシフトは国民への経済的負荷が過大になるばかりでなく、その不安定性をカバーするために結果的に化石
燃料への依存度を高め、我が国のエネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがある。
世界的には新興国の経済成長に伴う資源獲得競争の激化が見込まれる中、資源小国の日本としては、高速増殖炉の実用化を視野に入れた原子力の活用は依然、必要不可欠です。
原子力発電は震災前以上の比率を維持すべきである。

28981 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年までに原発依存度をゼロに。と言いたいところ
ですが、すぐにでも全原発の廃炉を決定していただき
たいです。

東電福島第一原発の事故を経てもなお2030年までに原発の依存度を15％とか25％とか言う方が私には理解出来ません。現在大飯の２基が動いているだけで、あとは止まっているわけですが
この猛暑の中計画停電もありませんし、関電管内で言えば大飯を再稼働させなくてもすでに電気は余っていたと新聞も報じています。化石燃料を使えば温室効果ガスと温排水が出ますが原発
の膨大な温排水を足し算しなければその分の熱を拡散せずに済みます。化石燃料の産地は中東が主ですが、石油だけでなく天然ガスなどから熱効率の良いガスタービンを利用する複合サイ
クルシステムを開発してエネルギー供給源を分散させれば供給リスクも減ると思われます。もちろん風力太陽光などの再生可能エネルギーによる発電割合も増やしていけば、電気の量としては
充分に足りるのではないかと思います。それ以前に、そんなにたくさんの無駄な電気を使わずに済むような社会になりたいところですが。エネルギーを湯水のように使うのが文明国だとは思えま
せん。核燃料サイクルは、もんじゅがもう何十年も開発すると言ったまま止まっていて、その間使用済み核燃料は六ヶ所村と各原発のプールでいっぱいになりつつあり、全く機能してません。そ
れをやってる間に再生可能のほうをきちんとやっていただきたい。そして2030年までに原発依存度をゼロに、ですが、それまではまた大飯のように何処かで再稼働があり得るということですか
ら、放射能で人が住めなくなる土地ができる事故のあった福島第一原発の収束もままならないうちに別の何処かの再稼働をするというのは、いかがなものかと思います。外国から見ても、行き
たくない国と言われるのではないでしょうか。ですので、2030年までに原発依存度をゼロに。と言いたいところですが、すぐにでも全原発の廃炉を決定していただきたいです。

28982 個人 その他 ３０代 女性 １、ゼロシナリオを選択します。それ以外はありえませ
ん。

ゼロシナリオでは、２０１３年までに　と書かれていますが、
数々の事故を今までごまかし続けて、安全性が確保されたことはなく、
福島原発の今後も手つかずのまま、使用済燃料棒の処理の仕方も分からずにいる現状を踏まえ、
私は即時ゼロを訴えます。

原子力という選択肢はもうないんです。

28983 個人 自営業 ２０代 男性 原発ゼロ、早く止めろ！ 福島さらコントロール出来ないのに再稼働するな、早く止めろ。そして東電家宅捜索しろ、業務上過失障害だ。原発ゼロ、火力水力発電使え。

28984 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 1.ゼロシナリオ 福島の現実をみたら、ゼロ以外ありえません。今も苦しんでいる人がたくさんいるのです。福島の事故にしっかり向きあって欲しいです。

28985 個人 無職 ３０代 女性 1.原発ゼロシナリオを選びます おねがいします。
原発をうごかすことは、
作業員の方を被曝させつづけます。
ウランを掘る人を被曝させつづけます。
事故が起きたら、その地域の人は二度と帰れなくなります。
差別も生まれます。
原発はやめたいです。

風や、太陽、地熱発電などの、
再生可能エネルギーをふやしていきたいです。

どうぞよろしくお願いします。

28986 個人 無職 ５０代 男性 原発は即刻廃止 命にかかわる

28987 個人 学生 ２０代 女性 私は原発依存0%に賛成です。

出来れば即時に全原発の廃炉を決定していただきた
いほどです。
廃炉までに時間がかかっても、廃炉の決定ならすぐに
でもできるのではないでしょうか。

原発依存0%に賛成な理由はいくつかありますが、まず第一に使用済み核燃料を筆頭とした高濃度放射性廃棄物の処理がはっきりきまっていないことです。再処理をすれば大丈夫、という意見
もあるようですが、それで全ての高濃度放射性廃棄物がなくなるわけではありません。埋め立て処理であることが決定していても、それをどこにするかなんて全く検討がついていないはずです。
他国でも数十年～数万年は管理し続けないと言われている最終処分の問題は、避けては通れない問題です。それをまず最初に決めずに原発を動かし続けた政治家、電力会社たちは本当に
無責任です。
原発を動かせば動かすほど、核廃棄物は増えます。いいかげん、やめてほしいです。
サイクル計画も、非現実的であることを認めてください。発電していないもんじゅに多額のお金、私達の税金をつかうのはやめてください。

私は昨年20歳になりました。それまで選挙権もなかった私達は原発を使いたいなんて言っていません。それなのに、廃棄物の管理はずっと背負わされるなんて憤りを感じます。私達が要求して
いないのに、その影響をずっと受け続けるなんておかしいです。昨年の福島原発事故で多くの人が苦しみました。原発を選択していない、子どもたちもたくさん被害をうけました。これ以上、要求
していない原発のせいで苦しむ子どもを増やさないでください。



28988 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は即刻廃止 危険のみ、経済的にもリスクのほうが大きい

28989 個人 自営業 ４０代 男性 原発は一切いらない。人口が減少しており、そもそも
これから大きな電力を必要としない。国のエネルギー
政策の見直しが必要。これからの日本は観光立国。
原発は、観光立国にはマイナスである。

原発は一切いらない。理由：人口が減少しており、そもそもこれから大きな電力を必要としない。国のエネルギー政策の見直しが必要。これからの日本は観光立国。原発は、観光立国にはマイ
ナスである。日本は自然が豊かで、人が親切で、核をもたない。こうしたイメージで世界でブランディングできている。原発はマイナス要素でしかない。また、テクノロジーの国日本であれば、原発
に代わるエネルギーを直ちに開発していくべきである。

28991 個人 家事専
業

４０代 女性 (1)ゼロシナリオ希望。原発の廃棄物処理方法がない
まま、稼働は駄目です。
稼働するごとに生じる廃棄物を子孫に託すのでしょう
か？もう、過去には戻れません。勇気を持ち、私たち
の世代で原発をやめてください。

私たちの今の生活の為、日本の今の経済の為に、何世代も先の私たちの子孫に原発から生じる廃棄物を、手に負えないものを受け渡すのでしょうか？
一刻も早く、多少の目の前の利益の為に、原発を稼働させるのはやめてください。
数万年かかるとも言われている、恐ろしいごみを子どもたちに譲ることはやめにしてください。
わけもわからず、利益のために、原発を安全だと思い作ってしまった人たちに責任を取ってくださいとは言いません。
過ちは誰にでもあります。
でも、その過ちを繰り返してはいけません。
広島はウランの原子爆弾で、長崎はプルトニウムの原子爆弾で放射能の被害にあいました。
福島は原発の事故で多くの方が、苦しんでいらっしゃいます。
戦争ではなく、日本が作った、私たちの少し前の世代の方々が許してしまった原発のせいで、普通の生活をうばわれているのです。
戦争は終わりました。
原発も終わらせなくてはなりません。
勇気をもって廃炉にしてください。
日本国民の一人として、声を発するときだと強く感じ、このたび意見することにいたしました。
一日でも早く、原発から放射能廃棄物をださないよう、国内の原発のすべてを廃止することを強く望みます。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

28992 個人 家事専
業

５０代 女性 将来の原発比率は０%にするべきです。 原発の安全性など誰にも保証出来るものではありません。
原発の必要性など全く無い事が、次々に証明されています。
原発の経済性が優位と言うのは、嘘とからくりの上に成り立ち、放射性廃棄物の処理や最終処分に関しても未だ巨額のお金が投入されつつ実験段階のまま曖昧にされています。
こんな現状の中で、どうして原発を続ける事が認められるでしょう。
私たちは、原発のいらない社会作りをもう実現出来る確信があります。
嫌と言うほど放射性物質のリスクを知っている日本からこそ、原発ゼロ社会を実現させる責任があると思います。

28993 個人 その他 ７０代 男性 (1)即刻の脱原発、

(2)再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを活用した発電の促進

(3)電気を使わないで住める環境と省エネを促進

(1)について、子供たち（未来の）ために安全な国土の保全、と環境保護を
　促進して、全世界が核ｴﾈﾙｷﾞｰを利用しない、核兵器廃絶も包括した国際
　問題として提訴を発信する中核となり、ﾄﾞｲﾂとも協力して強い発言力
　行使、

(2)今国内各地に有る小規模な河川小川の水を利用した、簡便高効率な水力
　発電装置を見直して、地方自治体、村落、の発電の自由化、ごみ焼却
　炉を火力発電所として稼動させる、越谷市では、稼動中

(3)河川下水からのﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟを利用した冷暖房、廃ｴﾈﾙｷﾞｰを再生利用して
　高効率な省エネを促進、また無駄な待機電力のｶｯﾄを促進した、効率
　家電を作る、各家庭に太陽光発電装置と蓄電装置の設置（直流電力を
　交流変換せせず、交直両用で利用の家電とｼｽﾃﾑの構築）

28994 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 再稼動、ならびに原発の新規建造に反対です。
また、老朽化した原子力発電所は廃炉にしてください。

福島第一原発は未だ収束しておらず、福島県でも故郷に戻れない人が多数居ます。
そういった人が、未だ救われない儘、言い換えれば
事故が起きた後、対処の手立ての無いまま
このようなシステムは使用すべきではありません。

電力が値上がりしても、安全な方が良いです。
もし、原子力以外の発電方法が高コストだというのなら、
その分は、安全料として納得できます。

原子力以外の発電で生活がしたいです。

28995 個人 会社員・
公務員

６０代 女性
　　　　原発ゼロシナリオを望みます 　

　　　原発事故を二度と起こさないために、原発は即刻廃止してほしい。

　　　再稼働はやめてほしい。

　　　将来の子供達に核廃棄物をこれ以上残さないでほしい。

28996 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発ゼロシナリオ以外の道はありません。
経済や外交や産業や快適な暮らし等に暫くは支障が出るかもしれませんが、
生命や自然よりも大切な物はありません。
福島の被害は未だ何も解決していません。
万が一の時に首相が全責任を負ってくれるそうですが、
人も街も畑も海も公園の砂場も時間も全て元通りに出来るのでしょうか。
現時点でも電力不足が再稼働の理由ではない事は明白です。
使用済燃料の完全処理は誰が責任を持って見届けるのでしょうか。
地震列島である日本で原発は無理です。
地形が安定している北欧でも100％安全という事はありません。
三度の大規模被爆を経験した日本は世界の先頭にたって脱原発を進めていくべきです。

28997 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロを支持します。 国民が安心して日常生活を送ることができる国に戻してください。

28998 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオ を選択します。 太陽光・風力・波力・水力・メタンハイドレートなどで電力をまかなうことができる生活・産業スタイルを工夫すればよいから。

我が家はマンションですがエアコンは使っていません。

夏は７面ある窓やドアを昼夜全部開放して
無風状態の時だけ扇風機を使います。
寝苦しい時だけ頭を冷やしています。

冬は食卓下に
古い羊毛布団を敷いて
上に毛布を掛けると
コタツがあるかのように温かいです。

産業も、楽しく知恵を出し合って、
どんどん工夫を重ねて省エネできるはずです。

28999 個人 自営業 ６０代 女性 原発、やめて下さい。
自然エネルギーで対処出来る。
シュール革命というのもあるし。

貴方達もバカでないからわかる筈。
こんな地震国にこんな危険な物いっぱい作って。
それとどうして廃棄処理するの？
どの国もその答えはない。

29000 個人 自営業 ７０代 男性 性急な脱原発は経済的に悪影響があり不可。
当面原発を利用し、クリーンで大量・安定供給可能な
エネルギーが開発できたら、将来的に原発と置き換え
る。
シナリオ３か、経済繁栄するシナリオを別途作るべき。

性急な脱原発は経済的に悪影響があり不可。
当面原発を利用し、クリーンで大量・安定供給可能なエネルギーが開発できたら、将来的に原発と置き換える。
シナリオ３か、経済繁栄するシナリオを別途作るべき。

29001 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発の再稼動に反対いたします。また震災瓦礫の広
域処理反対いたします。

地球が怒っています。このままでは日本が、いえ、世界が滅んでしまいます。
この２つをやめたからじゃあ私たちは助かるのか、そんなことはないでしょう。でも人間はいつの間にか自分はエライと勘違いしています。私たちは地球という大きな生命体の中で生かされてい
る。もっと謙虚にそのことを受けとめ、今こそ物質文明から精神文明への転換を日本から発信するべきです。

29002 個人 家事専
業

６０代 女性 国民の意思で原発を停止させましょう。日本ならば、
日本人ならば出来ます。

地震の多いわが故郷。　今後東京直下型や南海トラフなどの共震が発生する可能性が否定できない我が国。　「もっとも経済的で生産的で、事故が少ない」とかつて信じた原発に関して、今一
度考え直しましょう。わが愛する国土の放射能汚染をこれ以上増大させるわけにはいきません。福島だけで十分です。

もう、立ち止まる時が来ました。私たちは子孫に何を残すべきで何を元通りにするべきなのか、考える時が来ました。原発停止は経済活動を鈍化させるかもしれません。しかし、大きな犠牲を
払ったとしても、今原発を停止させなければ、いつするのでしょうか？　大きな勇気を必要としています。　20年先、30年先、いえ、100年先の日本人のために、停止させましょう。そのためには国
民みんなで省エネに努めましょう。日本国民にはその勇気があると思います。　忍耐をよく知っていると思います。

29003 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つのシナリオすべてが、現状より電力費が増加して
おり、見直しが必要である。

電力費が増加するに伴い、国内産業の電力コストアップが確実であり、
企業存続が困難となる。このことで国内産業が低迷し、国外への企業の
移転がさらに進み、国内雇用が低下し国民生活に影響が発生すると考え
どのシナリオでも見直しが必要である。

私はもう何十年も、ある素朴な疑問を抱いてきた。それがこのたび福島の原発事故をきっかけにハッキリと理解できたので、ここに意見をまとめる。ぜひ参考にしていただきたい。

20年も30年も漠然と抱いていた私の素朴な疑問とは、広島・長崎のことだ。

「放射能の半減期は10,000年とか学校で習ったぞ。被曝は恐ろしいって。」

「すると原爆投下の日以来、我が国の国土が放射能で汚染され、五千年位は住めなくなるはず。」

「しかし、広島・長崎の地では、戦後普通通りの生活が60年70年と営まれている。これは一体どうしたことだろう？」という疑問だ。

それがこのたび福島の原発事故をきっかけにして、よくわかった。

これはマスコミ大手メディアや学校教育からは、よくわからないことだ。

自発的な読書やネット検索で、私はようやく理解することができた。

それは、第一線の放射能科学者が言った次のような言葉だ。

「広島の爆心地半径500m以内に生存者が78名いました。被曝は2,000mmシーベルトです。その後彼らはどうなったか？平均寿命以上に長生きしました。」

「自然放射線量の10万倍位の低レベル放射線は、かえって健康を増進する。」

「低レベル放射線の医療は『ホルミシス』といって、十分に研究され確立されている。効果も著しい。」

こういった、私の常識をくつがえす情報に接し、私の感情から、放射能に対する生理的な嫌悪感が消えた。

これまで、私の心の中にあった漠然とした放射能嫌悪感は、正しい情報に接する機会がなかったからだと気が付いた。

今、原発を止める時ではないだろう。ガスや石油依存が強くなり、原子力科学技術を失い、国力低下を招きかねない。

しかし、日本海のほとんど無尽蔵といわれるメタンハイドレードが採掘されれば、状況は変わる。そのときまでは、原発を稼働することに賛成である。

福島原発はよく止めた。世論や政府は古いデータに怯え、飯館村の方々は家に帰れないでいるが、本当に正しい科学データによれば、まったく問題ないという。政府は正しい情報により、正しい
判断をすべきだ。

28990 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電とメタンハイドレード



29004 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 すべての原発の即廃炉を希望します 2030年では遅く、できるだけ早い廃炉を願います。
いまだ震災の廃棄物の処理等進まない中での、大飯原発の再稼働に反対します。

こどもたちの将来が心配です。
日本を住めない国にしてはいけないです。
原発に依存しないエネルギーの開発、日本の技術があれば、必ずできるはず。
目先の利益にとらわれず、もっともっと長い目で考えてください。
子供達には未来があります。
子供達には、その未来を選ぶことができません。
大人しか、決めることができない、ならば、過ぎてしまったことはいまさら変えることができない、せめて、未来を選ぶ声をあげたいです。

石油に依存せず、日本のような水に恵まれた国なのですから、小水力発電を推進していくべきと考えます。

29005 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望 日本の未来のため。
これ以上、犠牲者をだして欲しくない。
地球を汚染してほしくない。
この悲惨な経験を無視して、前に進むような
日本であってほしくない。

29006 個人 自営業 ３０代 女性 2030年のエネルギー環境に関する３つの選択肢、も
ちろん(1)ゼロシナリオ
を私は選びます。

2030年のエネルギー環境に関する３つの選択肢、もちろん(1)ゼロシナリオ
を私は選びます。

震災以降、放射能被害で食べるもの、水　土、
大地からの恵みを身体一杯に感じたいけれど
それが自然にできなくなってしまった
空間線量を気にし、内部被爆などの危険を感じながら
食べる食事

もうこれ以上の放射能被害はうんざりです

私たちの世代はこれから生まれてくるこどもたちに
安心して暮らせる環境を大地を残す
そんな責任があります

放射能に怯えながら生活するのなんて
もうこりごり

私は原発ゼロを訴えます

29007 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」の選択を！ ３・１１の福島原発事故で明らかになった原発の危険性から、私たちの命を守るには、「ゼロシナリオ」しかありません。是非とも選択してください。

29008 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを強く求めます
福島県郡山市在住です

福島県郡山市在住です
３．１１以前、自分は原発に何の興味も持っていなかった。
そうしたら、原発が爆発し、自分自身が放射能汚染の爆心地に立つ当事者の一人になってしまった。
原発や貧困など、様々な問題に向き合わずにいると、いつのまにか、自分自身がその問題の主役にさせられてしまうということを身をもって経験した。
原発は私たちの日常を変えてしまう
私たち福島県民は、朝、子供たちにかけていた言葉が「ハンカチ、ティッシュ持ったの？」から、「線量バッチ持ったの？」へと変わってしまった。子供たちにとって何が必要なものなのか？原発は
今までの日常の持ち物さえも変えてしまった。
他にも、原発は子供たちから、避難のためたくさんの友達を奪った
校庭いっぱい使っての春の運動会も中止になった。
学校の屋外プールは使用中止になった。
広い教室にたった2台の扇風機で暑い夏を過ごした。
郡山に残った子供たちは、それでも毎日毎日、「行ってきます」と学校へ登校して行った。
福島県民は今こう願っている。
「私たちはただただあの3月11日前の生活がしたいだけなんです。何も気にせず、子供たちと笑いあって、出かけたり、おいしい食べ物いっぱい食べて飲んで、朝日を浴びて、時には雨に打たれ
て、家族の成長を楽しんで過ごしたいだけなんです。」
地震の巣の上に国がある日本で、原発を稼働し続ければ、第２第３のフクシマがおこりかねない。
ある作家の人がこんなことを言っていた。
「いまさらと、胃がねじ切れるような痛みは覚えるが、いまから、私たちが始められることはある。『まだ、まにあうのなら』。まにあわせなくてはならないのだ。」と。
原発はやめなければならないと思う
そのためには、一人一人が原発の問題に、正面から向き合いつづけるしかないのだということを、自分は３．１１から教わった

29009 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ支持します 原発は子供たちの未来に必要ありません。人間が制御できない核のゴミをこれ以上増やして、子供にその責任を押し付け、大人たちは大量消費・供給過剰の恵まれすぎた環境で悠々自適に
死んでいく世の中はおかしいです。官僚や一部の大企業の利益のためだけに推し進められてきた原発推進は、これ以上要りません。即刻原発を廃止し、原発に費やしてきた大量のお金を、自
然エネルギーの開発や震災地復興、原発被災者の支援に当ててください。
以上の理由で、ゼロシナリオを支持します。

29010 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即刻、全機停止。廃炉処理を！無責任な愚策
は止めろ！

即刻廃止の理由を記します。

・原発稼動時から数十年、核のごみの処理・保管方法が全く確立しないではないか。廃炉にしてもごみは出続けるが、電気の最大消費地東京に埋めてくれるのか？いいとこ盗りばかりするな。

・再処理、もんじゅもトラブル続き、世界では完全に手を引いている技術

・福1事故は収束していない。近隣県もだが、首都圏にも放射性物質が飛散している状況を放置している東電・政府は原発稼動を口にする資格がない。

・事故が収束しているなら、フクシマに首都・東電本社を移転しろ。

○人が制御できず、他人の命と引き換えのエネルギーなど要らない。

○それでも必要なら地産地消、東京湾や琵琶湖周辺に原発をつくり、核のごみも保管しなさい。

○私利私欲に走らず、目を覚ましなさい。あなたは日本人ですか？

29011 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力に頼らない社会を目指してください。
エネルギーを模索する企業を支援してください。
エネルギーが少なくなって成長が遅くなったとしても、
別の方面で世界から価値を発信できる国を目指してく
ださい。

ご存知の通りかと思いますが、このままでは何もかも行き詰まってしまうのではないでしょうか？
今一度、本来あるべき姿を描いて、良心にしたがって、ものごとをつくり直さないと行けないと思います。
そのために、日本がもっともっと魅力的になる必要があると思います。
原発の問題も、各国が魅力的に思えるような鮮やかな手法で解決しませんか？
たとえそれが痛みを伴うことであっても、100年先、1000年先には歴史的な決断になると思います。少なくとも私は今までの生活が出来なくなってしまうことにためらいはありません。当たり前のよ
うに電気も水もガスも使い、食べてきました。
それで環境がダメになるなら、もともこもないと思うんです。このとりとめも無い罪悪感は私が勝手に感じているだけでしょうか？誰もが薄々感じながらも、ちゃんと調べようとせず、見ないままっ
だったんじゃないでしょうか。こんな罪悪感を抱きながら他の国より裕福な生活を送っても、幸福なのでしょうか？
私欲を満たすために生まれてきたんじゃありません。でも普段の生活がそうなってしまうのなら、生きていることを素直に喜べないんです。

29012 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発ゼロのシナリオ」「原発１５のシナリオ」「原発２０
－２５のシナリオ」の３つシナリオから
「原発ゼロのシナリオ」を選びます。

「原発ゼロのシナリオ」を選びます。
理由
一、原発の運用技術が確立されていないこと。
一、原発の問題点の指摘を無視、検証せず今回の事故を起こしたこと。
その他の問題もありますが、上記２点からだけでも、
原発を早期にゼロにして、国民に安全と安心を提供することに、
国は努めなければいけません。

29013 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電の即時全面停止を求めます。 そもそもは倫理的な問題であり、巨大な事故を引き起こしておきながら政府や役人、電力業界は誰一人まだ責任をとっていません。これは経済問題ではありません。多くの犠牲をこれからも出
すであろう放射能問題は近い将来必ず刑事訴追を受けるものであり、そのような被疑者集団がいまだにエネルギー問題を仕切る事は違法であり、国際的に見ても異常事態であります。まず裁
判、その後に経済問題。
全く譲れるものではありません。

29014 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを求めます。 福島県で生まれて育ちました。水と空気が美味しく、新鮮な野菜と果物が故郷の自慢でした。しかし３月１１日の事故依頼、福島はすっかり変わってしまいました。故郷の自然が破壊され、住民
が放射能に怯えながら暮らす今の福島を思うたびに涙がこぼれます。これほど大きな喪失感を感じたことはありません。このような悲劇が繰り返されることが絶対にないことを強く望みます。福
島県はとてつもなく大きな犠牲をはらいました。福島県で起こったことから何も学ばずに原発を再稼働することは、決して許されることではありません。脱原発を強く望みます。

29015 個人 自営業 ３０代 女性 原発全廃を表明したドイツも、エネルギー関連では沢
山の問題を抱えています。
それらを考慮しながら、日本もいち早いクリーンエネ
ルギーへの移行を希望します。

ドイツ在住のライター。ドイツやフランス等のエネルギー関連について知識があるので、それに照らし合わせて書きました。

29016 個人 自営業 ４０代 女性 (1)　ゼロシナリオを支持します。 　今回の災害を契機に、現在の社会システムやエネルギー政策、私たちの価値観を変える時期にきました。
　原子力発電は、災害時の対策や使用済み燃料処理方法も不十分であることが、今回の災害で明らかになりました。専門家がいかに安全と言っても、不測の事態と言っても、起きたことに代わ
りはありません。科学技術は人々の生活に還元されるべきものですが、納得させられない技術に対し多額の投資を行う必要はありません。

　戦後、私たちは大量消費に価値を置き生活してきましたし、現在経済界政界はそのパラダイムを維持しようと躍起になってきました。大量消費に派生する環境破壊に対しては見ないように過
ごしてきています。現在に価値を置き自らの利益を追求するならばこのままでよいでしょうが、今後１００年、１０００年と地球の存続を望むのであれば、環境について直視すべきです。
　その点からみれば、原発は安全で汚染も少ないという考え方が出るのでしょうが、やはり今回の福島の放射能汚染の問題を無視することはできません。人々の健康を害し（放射能だけでなく、
二次的に移住を迫られることによる身体的精神的影響も含む）、住居や仕事を奪い、二度と使えない死の土地を作りだしてしまいました。これが「たまたま」「想定外」ですまされる事象でしょう
か。また経済的繁栄の観点からみても、日本の価値を下げ、流通を妨げ、産業を衰退させており、それは大量消費を求める人たちにとっても不利益なことでしょう。

　大半の人間は素人です。素人を納得させられない技術は本当の技術ではありません。地震の可能性が否定できないのであれば、即刻廃止を求めます。

29017 個人 自営業 ５０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき

29018 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。原発温存はナンセンス。次の巨大地震が起きればこの国は終わります。即時原発停止。自然エネルギー発電を推進して欲しい。

29019 個人 自営業 ５０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき。

29020 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発、原発ゼロに一票。原発に変わるエネルギー
開発は進んでおり、それを握りつぶしているのは原発
で私欲を肥やしている人たちです。日本国、将来を背
負う子孫を守るために原発は許してはなりません。

一部日本の大自然、福島、沿岸その周りの海、木・・・失われてしまいました。全ては目先の利益に目がくらんで大事なものを見失った結果です。自然は怖いものです。そして日本は地震国で
す。捨てられない危険なもの永久になくならない危険なものをつくる（原発）理由はひとつも見つかりません。少子化で日本国の将来が既に危ぶまれているのに、原発で日本をなくそうとするの
でしょうか。絶対反対です。日本は風が多く、また川も多いし、暑い太陽も夏の間に照り返します。十分のエネルギーを補給できるはずです。伊では全国で国民投票が行われ「原発ゼロ」に決定
しました。このような重大な決断を国民にゆだねるときは、大々的に宣伝し、選挙方式で意見を徴収するべきだと思います。伊に習って原発は廃止してください。日本国、将来を背負う子孫を守
るために原発は許してはなりません。

29021 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいりません。今すぐのゼロシナリオを国民は望
んでいます。

福島の事故以来、どれだけ多くの国民・国土を汚染し続ける気でしょうか？
様々な嘘が明らかになってきている今、これ以上私たちを騙し続けることは不可能です。
国策として、原発ゼロはもちろんのこと、代価エネルギーの開発に全力で取り組むことを希望します。

29022 個人 無職 ７０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
人類は、原子力をコントロールできる技術も、能力も持ち合わせていません。福島第一原子力事故は、そのことの証明するものです。この事故による被害は、「空間的」どこまでも広がり、福島県
だけでなく、この地小田原も放射能で今も汚染されています。被害は「時間的」にも長期にわたり続き、「社会的」面でも広範な地域の存続さえ危機にさらされています。原発事故のもたらすこれ
らの「異質の危険」を無くす方法は、原発そのものをゼロにすることしかありません。

29023 個人 自営業 １０代以
下

男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき

29024 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 子供たちに輝かしい未来を技術を駆使して循環エネ
ルギーを開発することが未来だと思う。０％に！！

再処理の筋道も整っていない垂れ流しの原子力政策。それを突破しようとする無責任な政治に怒りを覚えます。

29025 個人 学生 ２０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき

29026 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発に依存しない国にしよう。
その為のお金ならみんな出す。

将来的にどうせ使えなくなる原発を
いくつ作っても、未来はない。
太陽光、風力、波力、バイオマス
すでに技術はあるんだから。
定着させる事は作り上げる事。
原発を止めると経済どうこうとかいうけど、
新しく作り上げる方にシフトするだけ。
目に見える産業がそこにはあるでしょ。

29027 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私は原発ゼロをのぞみます。 グローバルな視点から見ても、未だに終焉の見えない福島原発を棚において、原発再稼働はありえません。世界は民主党を総理大臣を日本を笑っています。先日のオリンピックでの瓦礫より
作られたバッヂをつけての日本人選手団が入場を断られたのもしかり。世界はそんなに甘くありません。
なんとかして放射能を止めてほしい。レベル７の次元をことの深刻さをまるで理解していない政府、国民。国民一人一人が今目覚めはじめている。私も目覚めた。だから今、ここに書いている。
日本を愛しているから。日本人だから。



29028 個人 学生 ２０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張 このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。政府は自然エネルギー比率を増や
すスケジュールを国民にしっかり示すべき

29029 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電を停止し、自然エネルギーへ転換 原子力発電で使われたり、排出される核燃料が危険だと知りつつ、今までは見ないふりをしてきました。
そのことをとても後悔しています。
今すぐ原子力発電所を全て停止したとしても、使用済み核燃料をどのように安全に管理していくのか、子ども、孫、その先の子孫にツケを残すことになりました。
原子力発電を維持することに裂く労力を、使用済み核燃料の処理や自然エネルギーの活用に使うべきです。
極一部だけ開示された東京電力の事故直後のテレビ会議映像を見て、驚きました。これ以上ない危機状態について、全く対応できていないように見えました。
体制が全くできてないようですね。今後を考えても怖すぎます。
日本の技術は世界でも一流だと思います。
日本人の技術力をもってすれば、原発停止や自然エネルギー転換に伴う困難を乗り越えられると思います。
いまだに子どもに真実を伝えられずにいます。
子どもには未来に希望を持って生きてほしいので。
子どもたちに希望を与えられる未来をつくっていきましょう！

29030 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオの選択 未来ある子どもたちのためにも日本に住む人々の命を守るためにも危険な原発に依存するのではなく、新しいエネルギー開発をしてほしいと思います。
ゼロシナリオの選択を求めます。

29031 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の発電電力量は、原子力発電を０％にする(ゼ
ロシナリオ)が最も現実的かつ可能性が高いと考えま
す。発電開始後40年を経過した原子炉は廃炉とし、新
規の原発建設は行うべきでありません。

　他のシナリオに比してもっともすぐれている点は、新規の原発建設を行わずに済む点です。発電開始後40年たった原子炉は廃炉となるため、他のシナリオでは原発の新設が必須となってきま
す。
　そもそも40年以上経過した福島原発を継続稼働していたことにも、今回の過酷事故の原因の一端があります、老朽化した原子炉の延命は行うべきではありません。結論の先送りは後の世代
に大きな禍根を残します。
　さらに根本的な問題～発電の名のもとに大量のプルトニウム(原子爆弾の原料）を製造し続けるというジレンマ～から日本国民が脱却できるという利点も見逃せません。
　

29032 個人 その他 ４０代 女性 原発の即時停止と、その廃炉を求めます。 今、稼働中の原発の即時停止と、全ての原発の廃炉を求めます。
最終処理方法も決まっていないようなものをこれ以上動かすのは止めて下さい。
未来に膨大な負の遺産を持っていくのは嫌です。
コントロール出来ない事は、残念ですが福島の事故で理解出来ました。
コントロール出来ないものを動かすのは、もう諦めて、地熱など日本にあるエネルギーを使える努力をして下さい。

29033 個人 無職 ６０代 男性 原発は速やかに0%へ、2030年まで18年は待てませ
ん。

福島の事故により原発が事故を起こすと、その対処の困難さ、被害が人間や自然に与える影響の大きさを知りました。自然災害であれ人的ミスであれ、今後被害をなくすためには原発を止め、
即時にエネルギーの転嫁をするしかないと思います。0ベースは一番コストがかかると発表されていますが、ます発送電分離、電力会社の自由化をすることにより競争原理を導入すればコスト
ダウンにもつながると思うので、ますエネルギー政策の転換をお願いします。
今ある核燃料や核廃棄物の処理も国を上げて研究する必要があります。日本に核がある限り私たちはおびえながら生活しなければなりません。次世代にそんな日本を残したくありません。
ぜひ早急に原発ゼロへのかじ取りをお願いいたします。

29034 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「すぐに原発0」にするべき
選択肢の前提を操作して　まだ儲けたいのですか
恥を知りなさい　人殺し

大飯原発、志賀原発、敦賀原発の下に活断層。
地震学者は「巨大地震のサイクルに入った」と。
今までエネルギー開発の予算を　ほとんど自然エネルギーに振り向けることなく、原発につぎ込んできた間違いを　認めて、
せめてドイツ並みに　再生可能エネルギーの比率を25パーセントにするべく　自然エネルギーにつぎ込むことです。そうすれば　日本のいたるところで電気を生み出すことができるはず。火山国
である日本は、地熱発電に向いています。
もうけるために地熱発電の建設に圧力をかけてきた金の亡者たちは責任を取って引退するべきです。引退だけでは済まされない犯罪者だと思いますが。

電力会社が　なりあがる構図そのものが間違い。
独占させるから傲慢になった。

29035 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力のみならず全体的な情報の完全開示と隠蔽し
ないこと。秘密保全法の取り消し。

インターネットで見ようと思う人には全部見れるようにしてほしい。
今の編集されたマスコミの報道は信じられません。

29036 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持。大きなリスクのあるシステ
ムへの依存は許されない。一時的に化石燃料依存度
がふえても、自然エネルギーの開発を続ける事はでき
る。電力料金値上げについては、社会的弱者への支
援が必要。

たとえ一時的に社会的、経済的に困難がともなっても2030年時点での原発ゼロシナリオを支持せざるを得ないのは、もちろん、毎日のリスクの故ですが、また以下の三点にもよります。
１／原子力発電をめぐる意思決定の構造が非民主的かつ無責任であり、「長期的に依存度をへらす」という選択肢が継続的に尊重される保証がないこと
２／核廃棄物の処理方法がわからないのにそれを増やして行く事が後の世代への負担となること
３／原子力発電が平常時でも多くの人々の被曝を前提にしている営みであること

29037 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。
これ以外はありえません。即ゼロ。

これほど恐ろしい発電はありません。大地を汚し、海を汚し人間が住める環境は無くなります。地球はあっても地獄の地球になるでしょう。事故がなくても放射能は出ます。当然、人間がやること
は事故は起きます。何万年、何億万年放射能はなくなりません。経済より命でしょう。こんな簡単な論理も分からなくなって原発を進めるとは悪魔です。使用済み燃料の最終処分もできない今、
これ以上使用済み燃料を増やしていけません。すべての原発の再稼働をやめ廃炉の道筋を作ってください。これが子孫に命を繋げるわたしたちの役目です。先祖が繋げてきた命をここで汚し
てはいけません。

29038 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率について
は、０％です。

まずは、使用済核の処理が全てできないこと。今後も計画が立ってないこと。
今回の原発事故（福島県）を見ても、廃炉処理が全く進んでなく、目途も立ってないこと。
放射能は人体に対し有害であり、今回福島の原発事故の責任を東京電力・国は法的（裁判）に取ってないこと。

29039 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 下記理由により、2030年といわず、いますぐ原発ゼロを目指すべき。
・福島原発事故の被害の全貌、特に健康面での影響が明らかになっていない
・事故はいまだ収束しておらず、原因はおろか、現状も把握できていない

29040 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 日本の国土は地震が起きなくなる時代は来ません。原発はすべて廃炉すべきです。
また、再処理の高速増殖炉計画も中止すべきです。核廃棄物については、早急に最終処分について議論をすすめ、安全な処理に最大限に努力をすべきです。
未来には負の遺産だけしか残せない原子力発電で自分の時代の経済を潤し生活していくことが本当に豊かな生活だとは思えません。

29041 個人 学生 ２０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。 恥ずかしいことながら、東北から離れた所に住んでいたためどこか他人事のように感じてしまっている自分がいました。けれどこの春に原発事故の被害の大きさや、現状、そこに暮らす人々の
意見を知る機会がありこのまま何もしないで見ているだけではいけない、国民の一人として正面から向き合わないと、と感じました。だからと言って、今私に何かできるというわけではありません
が、いまだにしっかりとした安全性が確立されていないまま再稼働をしてよいとは思いません。電力不足の問題や原発によって経済が保たれてきたという事実はあると思いますが、その代替策
を考えてより良い方向に持っていくのが今なのだと思います。新たに何かを確立するのが難しいことは分かりますが、再稼働という安易なやり方に終決してしまうのはよくないです。また同じこと
が起きたらどうするのか、それこそ日本にはすむことができなくなると思います。

29042 個人 無職 ５０代 男性 1.ゼロシナリオ　を選択します。 最終核廃棄物の処理に、数万年の時間を必要とする原発事業は、人道に反する。また、原発事故の影響は、容易に数十兆円規模に達し得るので、経済的に非効率である。更に、原発に関与
する政府、電力会社、メーカー、監督役所、メディアが癒着していて、規制する機関が今まで実質的に存在しなかった。また、他の安全エネルギーは沢山存在する。以上等の理由で、原発は即
刻全廃すべきだ。

29043 個人 無職 ６０代 男性 人類の知恵の結集である原発は、日本の経済発展の
ためにも、今後も維持し、さらに増やしていくべきであ
る。
今回の事故だけをとらえて、脱原発を掲げるのは、間
違っている。

人類の知恵の結集である原発は、日本の経済発展のためにも今後も維持し、さらに増やしていくべきである。
福島第二原発では問題は起こっていないことから考えると、福島第一原発の事故の原因は地震ではなく津波による電源喪失であることは間違いない。
原発立地の安全性を考慮することは重要であるが、今回の事故だけをとらえて、脱原発を掲げるのは、間違っている。
他の原発の再稼働を早期に実施すべきである。

29044 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発0%シナリオを選択します。 事故収束も出来ていない。
核廃棄物の最終処分方法もはっきりしていない。
原発の廃炉方法も確立されていない。

先送りしていることがあまりにも多過ぎる。

29045 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電は必要 原子力発電は効率的で合理的なエネルギー技術である。東日本大震災でも原発を直接原因とする死者、健康被害はない。日本は原子力技術を推進
するべきである。

29046 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオしかありえません！！ただし、２０３
０年までにではなく、今すぐにです。そして世界が感動
するエネルギーのあり方を発信していきましょう！

(1)この地震大国で、原発があっていい場所はどこにもありません。
(2)たった数十年の電気のために、今後何百年、何千年もの間、危険な廃棄物を子孫に管理させるなんてどうかしています。
(3)自然エネルギーの世界最先端をの技術をもってして今だ国内で普及できないのは、「今すぐ原発ゼロ」の腹を括らないからです。原発がなくても、日本人の能力があれば豊かな社会は絶対
に築けると信じます。車を走らせ、飛行機を飛ばし携帯電話を作った私たち人間に、そのぐらいのことができないはずはないと思いませんか？できない理由を並べるのではなく、理想と夢に向
かってチャレンジしてこそ感動の人生、感動の世界。ぜひぜひ世界がアッと驚く日本発新しいエネルギーのあり方を発信してほしいです。

29047 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はいりません。
いますぐすべての原発を廃炉にしてください。
全力で取り組んでください。

今の政府の原発に対する対応が許し難いからです。

29048 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 ・原発の事故があってから、海外に住んでいます。私を含む多くの若者が、原発の安全性への不安や政府への不信感から日本を出たいと考えていたり、日本を帰りたくない国とみなしていま
す。現在日本にいる知人達の中にも、海外移住を計画している者が何人もいます。益々の高齢化社会で、若者やその子供達が海外へ流出してしまうことは、国にとっても大きな損失です。心か
ら安心して暮らしたり、子供を育てられる環境とならない限り、若者の海外流出は絶えないと考えます。

・日本は原発以外の自然エネルギー分野でも優れた技術を持っています。今回の原発事故を受け他国が代替エネルギーへ目を向けて行くにあたり、日本がモデルとなってこれらの技術を利用
していくことが、これからの日本の経済活性化の基盤となっていくと考えます。

・上記の理由から、原発の無い国を作っていく方が今後の見通しとして理に適っていると考えるため、原発ゼロシナリオを強く希望いたします。

29049 個人 その他 ５０代 女性 原発の完全廃止。 原発の完全廃止とそれに向けて直に行動を起こしていかなければならないと思います。原発事故の不安、起こった場合の安全性が確保されていないこと、そして核の廃棄物の処理が決まって
いないこと、これらの問題をどれ一つ解決できないままに、やり過ごしていくことは、将来の子孫に大きな禍根を残します。どこにも住めないということのないように、即座に廃止すべきです。目先
の便利さを優先して、将来につけを回していくことは、人類として愚かであると思います。ここ数十年あまりにも日本の生活は変わりすぎたと思います。使いたい放題にエネルギーを消費してきた
ことへの反省を国民の一人として感じております。

29050 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電をゼロにしてください。
無駄と思われる電気の消費を大幅にカットしてくださ
い。
原発ゼロでの社会生活・経済体制を整備してくださ
い。
核燃料サイクル政策を放棄してください。

原発は制御可能という方もいますが、東京電力福島第一原発の事故経過を見ても、とても制御可能とは言えない状況ではないでしょうか。
また、東電や政府のこの間の対応を見ても、いったん事故が起きたら取り返しのつかない損失を人間のみならず地球上の全てに与えてしまいます。
野田首相は、経済成長を阻害しないためにも、と大飯原発の再稼働に踏切ましたが、人間や地球環境を破壊してまで経済成長をして誰が得するというのでしょうか。交通事故でさえ、その運行
責任を個人も法人も問われるのに、今夏ふぃの東電の取り返しのつかない不始末は未だに掲示責任が問われていません。全く信じられないことです。政府の事故調査委員会の報告でも明確
に「人災」と指摘している事案にもかかわらず、関係者の処分、責任が誰一人問われていないのも納得できません。万が一事故が起きたら野田首相や電力関係者が責任を取るのでしょうが、ど
んな責任の取り方をするのでしょう。全員死刑にしたところで、いったん汚染された土地も空気も水も海洋もきれいにはできません。
とれもしない責任などという言葉を軽々しく使って原発政策を推進するなどとは、人道に反する罪どころか万死に値する滞在だと確信するものです。
原発ゼロを直ちに決断すべきです。

29051 個人 その他 ４０代 女性 私は夫とともに原発ゼロを選択いたします。 諸外国先進国の傾向を見ても、原子力に代わる、エネルギー導入に向けた動きになってきています。人間は使わないとなれば、新しい代替エネルギーの方法を考えるはずです。既に再生可能
エネルギーの研究は進んでるのはないでしょうか？去年の福島の事故も、今は犠牲者がないように見えます。しかし、原子力事故はこれから被害がわかるのではないでしょうか？過去の諸外
国で起きた原発事故をみると想像がつきます。これからの子供たちや将来の事を考えれば、最終的にゼロを目指すべきです。目先の損得で決めないでください。お願いいたします。

29052 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は、０％ 人の力で対処出来ない危険な物質を未来に残してはいけない。
地震国日本に危険極まりない原発を残せば未来は無い。福島を教訓にして二度とこの様な惨事が起きない様に即決して下さい。命より大切な物は無い。
使用済み核燃料の処理も大変だし、その費用も莫大な事をもっと公にし原発が安価でクリーンであるかの様な不確かな情報を改めて下さい。
絶対子や孫に負の資産を残さないで！！

29053 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発はいりません 原子力と人類は共存できません。
今だに福島を収束出来ず、放射能をまき散らし、使用済み燃料の処理方法も確立されてない。
内部被爆等、子ども達の未来は暗澹たるものです。
ここで再生エネルギーへの転換が決められなければ、日本は終わりです。

29054 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は即刻廃止するべきです。 原発の依存度について２０３０年時点での３つのケースを想定しておられるようですが、今現在日本列島全体における地震その他の地殻活動が従来に比して非常に活発化しており、いつ福島
原発事故の再来があってもおかしくないような状況の中で、２０３０年などと悠長に構えていては日本が滅んでしまう可能性さえあります。
　福島の事故でもはや関東圏はすべて土壌から何から汚染されています。（茨城で一番ましな地域と思われる我が家の庭でも今年８月時点で土壌汚染は４００Bq/kgを超えていましたし、関東
圏一体で８００Bq/kg程度の汚染はふつうにあります）、関東圏と同レベルの汚染状況であったウクライナのキエフなどでも、チェルノブイリ後６年後位から人口の急激な現象が始まり、２６年後
の現在でも未だ回復がみられません。先天性の奇形、病気に加え、現地での子供たちは皆健康に問題があり（ベラルーシでも今や健康に問題のない子は５人に１人しかいず、癌ではなくとも皆
が病気を保持している不健康な状態とのこと）、放射能の影響は遺伝子の損傷により世代にわたって引き継がれていくことがチェルノブイリの実態から明らかです。
　そして原発による放射性廃棄物の問題があります。未だに安全な処理方法や最終処分地さえ確立していないのに、とりあえず使用済み燃料プールにすべてを押し込んでいる現在の状況は、
ほんのわずかの地震でさえも原発の周辺で悲劇的な事故が起きる可能性を否定できません。（地震で格納容器自体に損傷がなくても、配管やプールのトラブルで何がおきるかわかりません。
今回の福島の事故でも原因は地震にあったと国会事故調が報告しています。）
　それに加え、従来の事故を起こすシステムのトップにいた人々が、あのような過酷事故後も誰一人背委任をとらず、トップであり続けている現況は、日本という国に真の悔い改めがないことを
示しているように感じられて仕方がありません。規制庁の人事をみても、今後原発の管理手法にドラスティックな変化があるようには感じられません。
　私たちの愛する国土と子供たちの未来のために、原発は即刻廃止すべきと考えます。
　

29055 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)原発即時廃炉

(2)再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの活用

(3)排熱のﾘｻｲｸﾙ

(1)核ｴﾈﾙｷﾞｰは暴走した場合の甚大な損失は、有益性を上回る、損失が発生
　しかも半減期間が長期であり、人類存亡の危機を招く

(2)
小河川、小川など地方に沢山有る小川の水力発電を認可小規模発電所の建設
太陽光・風力発電の個人住宅設置の義務化、を促進集合住宅は太陽光を集中
出来排熱も大量に発生するが回収も集約も容易いであるから研究余地があります。

(3)ごみ焼却工場の発電所化と下水熱の回収で冷暖房を行い無駄な排熱
を回収、直流で稼働する家電は太陽光発電の直流を利用できるように
方式を変える

29056 個人 自営業 ５０代 女性 2030年に原発0ではなく、今すぐ、原発0に取り組んで
いただきたい。

(1)ゼロシナリオ。今も原発事故は収束していない中、目先のことだけを考えて、地震国の日本で再稼働を進めるリスクが大き過ぎる。これまで原発推進にかけてきた費用や事故における損害
賠償等トータルに考えると、原発ほどコストのかかるエネルギーはない。使用済み核燃料の処理についても負の遺産を後世に残す功罪の大きいものとしか考えられない。



29058 個人 その他 ３０代 女性 支持できるのは「ゼロシナリオ」のみです。 原爆投下や3.11の原発事故、十分に教訓は得たはず。汚染された大地や水は即ち私たちの生命そのもの。海に国境はありませんから、もちろん日本だけの問題ではありません。
自然エネルギーのみで賄うモデル国もある。この期に及んで原発により何を守ろうとするのでしょう。もっと大きなビジョンを持てば、世界をリードする国になれると思います。今、守ろうとしている
小さなものよりもっともっと大切で大きなものが得られます。

29059 個人 パート・
アルバイ

３０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見 １．ゼロシナリオを希望します。

29060 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 福島の原発の処理も目途も立たない状況で、
あれほど危険な爆発を起こす可能性のある原発を
再稼動するのはありえない

今の日本国民で、原発が安全だと思っている人などいない。
万一の時に政府が守る気がないのも、ハッキリしたと思う。
これから起こってくる健康被害に、どれだけ政府がきちんと対応してくれるのか、誠実さに疑問を持っている。
原発には反対です。

29061 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギーに関して、電気のために命の危険と隣り合
わせの原発は反対です。

今までも原発以外にも電気を発電する、水力、風力、太陽光など様々なものがあります。どの発電にもお金（コスト）がかかります。しかし、原発に関しては、コスト以外にも命の危険が伴ってい
ます。日本の安全神話が崩壊した福島原発事故（人災）を教訓に即刻原発を止めて、「原発ゼロ」の国を作るべきです。

29062 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はゼロにして下さい。 福島の原発事故以来注目されていますが、それ以前から漏れ出す危険、そもそも人間の管理できる範囲のものでないものを造り出す危険は十分分かっていたはずです。何世代も先に続いて
いく命にとって良いと思われるものだけ選択して行ってほしいです。

私は４０代の８歳の子供と共に育とうとしている母です。
何もできない自分に日々歯痒さを感じつつも、原発を今後も使用し続けることには断固反対です。
お金より命です。それが自分も含めみんなに根づいた意識でないから原発がなくならないのだということはわかります。まず自分を改めなくてはならいないと思います。
しかし、国の政策を動かせる選ばれた立場の人こそその志を失ってはいけないのではないでしょうか？
どうか原発はやめて下さい。
お願いします。

29063 個人 法人等 ６０代 女性 私は、原発0を目指すべきと考えます。原発は、(1)地
球環境を守るエネルギーではないこと。(2)未来に核
廃棄物という負担を強いる物質を残してしまうこと。(3)
一旦想定外のことが起きると制御不能になってしまう
こと。

私は、原発0を目指すべきと考えます。
(1)地球環境を守るエネルギーではないことです。原発燃料を製造するのに、沢山のＣＯ2を出しています。昔学校では、空気を汚さない太陽のようなエネルギーと教えられたと記憶しています
が、けっしてそうではないと今では考えています。

(2)未来に核廃棄物という負担を強いる物質を残してしまうことです。原発を稼働させると、廃棄物が必ず出てきます。４０年使用した原発もいずれ廃棄物になるわけで、大量の廃棄物が未来の
子ども達に重くのしかかっていきます。今が良ければいいわけではないと思います。子や孫にそのような遺産は残したくありません。

(3)一旦想定外のことが起きると制御不能になってしまうことです。これは、不幸にも今回の福島第１原発で証明されました。日本は、地震国であり、火山国です。想定外は、山ほどあると思いま
す。女川原発は、あわや福島第１原発と同じ運命をたどるところでした。１本の電源が残っていたことで、福島とは違う結果になりましたが。

日本は、今回原発エネルギー0の時期がありました。今、思い切ってエネルギー政策を転換するべきと思います。過去に石炭から石油へそして原子力へ転換してきたように、原子力から自然エ
ネルギーへ。私は、きっとできると信じています。

29064 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー政策の見直し 原子力政策の見直しを　震災以降　食に対しての見方が変わっている
親は子供に対してかなり気を使っています、見えない放射能　政府.東電の
あいまいな情報　だれも信用できません
原発で出た使用済み燃料の廃棄についても何も決まっていない状態で進める
こんな政策は考えられません、今後は今ある原発の敷地内に太陽光や風力などの自然エネルギー発電を設置し　その他地熱などあらゆる発電方法で対応する
原子炉を一基作るお金があれば企業に発電装置の設置を義務ずけ補助金を付けてやれば、大きな屋根を持つ工場などはものすごい発電所になります
これをやっていけば日本中の屋根に太陽光パネルが設置され風の多いところには風力発電、自然エネルギーの日本　発送電分離で日本の企業も少しは潤えるのでは。＊今の補助金制度で
は企業側ではコストがかかりすぎ　せっかく全量買い取りが決まったのに足ふみ状態です　個人だけではなく
ぜひ企業にも補助を

29065 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」の選択を強く希望します。
今回のパブリックコメントでは2030年に照準を合わせ
ていますが、
一刻も早く「原発ゼロ」を決め、すべての原発を廃炉に
向けるべきだと考えます。

１．いまだに確固たる原因究明がなされず(発表されていないだけかも知れませんが)、
終息を迎えていない「福島第一原発」の事故が起きているにもかかわらず、
原発の安全性に疑問を抱きながら、また危険性と隣り合わせて生活しながら生み出す「原子力発電」は、
「いのち」と「経済性」を天秤にかけるようなものです。
今生きている私たちだけでなく、これから生まれてくる未来の子供のためにも、
すべての動植物、すべての地球環境のためにも、即刻、原発は無くすべきだと思います。

２．使用済みの核燃料をどのように処分するかが問われるなか、
放射能のゴミを出し続ける「原発」にこれ以上たよるのは、本末転倒だと思います。
処分の方法がなく、数十年の冷却後、数万年ともいわれる長い間、
完全密閉状態で保管しなければならないといった管理は、
自分たちの日々暮らす地球上を地雷で埋め尽くすようなものです。
このように核のゴミを出し続ける「原発」は即刻無くすべきだと思います。

３．安全でクリーンな「自然エネルギー」という選択があるなか、
常に危険が伴う原発をあえて使うことに意味技ないと思います。
原発関係者の雇用にしても、経済性にしても、自然エネルギーの安定性にしても、
すべてそれぞれに解決策が掲げられているなか、
常に一つ一つの重箱の隅をつつくように論点をすり替えるだけでは国民は納得しません。
「原発」や「化石燃料に委ねられた発電」以外でも十分な電力の安定供給が得られるよう、
国を挙げて取り組む時期であると考えます。
技術や実績が積み上げられてきた代替エネルギーの可能性が十分高まっている以上、
「原発」に頼る意味は皆無です。即刻、無くすべきだと思います。

以上

29066 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発０シナリオに賛成します。 原発０シナリオに賛成します。
・事故が起こればどうなるか。福島でまなんだはずです。
・使用済み燃料はどうするのか、危険なものはまた過疎地におしつけでいいとは思いません。
・地熱発電や、揚力発電など、事故がおきても影響の少ない発電方法がいくらでもあるのでは？蓄電技術ももっとすすんでもいいのでは？電力会社の機嫌を損ねないようにわざとしていないよ
うな気がします。
・これほどの明るさを望んではいません。多少不便でもがまんします。経済成長はこの先必要なのでしょうか？

29067 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 福島の事故をきっかけに、原発の大きすぎるリスクを知ったから。原発はただちに稼働を停止してほしいです。

29068 個人 無職 ７０代 男性 可及的速やかに「ゼロ」の方向へ進むべきだと考えま
す。その理由は、基本的理由、成長、原子炉技術維
持への懸念はないこと、石油ショックの教訓を生かす
こと、原子炉作業員の問題です。

（理由）
１．基本的理由
原子力発電は制御技術が確立していない。しかも一旦事故が発生するとその被害は他の事故に比べると比較することが無意味な程に厖大なものになる。特に可住国土が狭いわが国では逃げ
場すらない。
原子力発電は、少なくとも画期的な制御技術が確立するまでは使用すべきではない。
２．よく言われる原子力発電が成長経済を阻害するとの意見について
そもそも今の経済成長の中味はあまりにも水ぶくれ状態になりすぎている。江戸時代に戻れとまでは言わないが、便器の前に立つと蓋が自動的に開く必要性がどこにあろうか。GDPの中味に
はこのようなものがぎっしり詰まっている。
この酷暑もひたすら成長に励んできた結果（の温暖化やヒートアイランド現象など）によるものであることは疑う余地もなかろう。原子力発電再稼動をこのようなことのために捧げる必要は全くな
い。
我々は我々の文化や生活を冷静に見直して「成長神話」の呪縛から逃れよう。
選択３案を見ると、GDPへの影響は最大でも４６兆円の減、現在５１０兆円位とすれば「０」案でも４６４兆円の水準で、バブル最盛期の数字である。現在のGDPが多少低下しても左程支障はない
と言えよう。
物質文化から落ち着いた心の時代に再び立ち返っておだやかな人生を送りたいものである。
３．石油ショック時の教訓
昭和４８年石油ショック時には政府による機敏かつ大掛かりな総需要抑制策が展開され見事に奏功した。それは産業構造の変化にも及び省エネ体勢が定着した。
今回も当時の教訓を生かして新たな政策誘導による事態改善を図るべきであると考える。
４．原子炉技術維持について
脱原発で関連技術のレベル低下を懸念する見方もあるが、全原発を廃炉にすれば５０兆円レベルの新たな廃棄産業が発生すると考えればそのような懸念には及ばないことが分かる。
５．原子炉作業員の問題
原子炉作業員の実態はベールに覆われてよく分からないが、少ない公開情報によれば作業はおそらくかなり非人道的な労働によって支えられている懸念がある。そのような基盤に立った原子
力発電維持に妥当性は見出しにくい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

29069 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ（即時）を提案する。
原発は、ウラン採掘から核のゴミ処理までの二酸化炭
素排出量は大きい。その負担を後世に加算させては
ならない。再生可能エネルギー普及への予算配分を
増加させることを提案する。

　原発ゼロ（即時）を提案します。
　原発は稼働時に二酸化炭素を出さないだけです。
　ウラン採掘から核のゴミ処理まで（数万年単位の維持管理）の過程における二酸化炭素の排出量は、途方も無く大きいです。そしていったん事故が起こってしまうと、今回のように大惨事にな
り、日本経済が沈没してしまうほどの経済的打撃を被ります。
　また、損害は経済にとどまらず、お金に換算できないたくさんの社会的資源、個人的幸福、健康を奪います。
　原発の負の遺産を後世に押しつけるのは無責任だと思います。まずは、核の　ゴミを出す原発を廃炉にすることから始めましょう。
　もうすでに、新規の原発建設は不可能です。０シナリオ以外は、非現実的です。原発を稼働することは、誰か（原発作業員や周辺住民）の健康被害の犠牲の上に成り立つエネルギーを使い続
けることを肯定することになります。原発にまつわる不正義や差別に関する情報を、わたしたちは事故後に特に報道で知ることとなりました。もう、事故の恐怖や、原発にまつわる不正義とは決
別する時です。
　そして、再生可能エネルギー普及への予算配分を大いに増加させることです。それによって、地域に雇用が生まれるようなしくみを整備していきましょう。そのような方向性を打ち出せば、国民
は省エネの努力を惜しまず、原発ゼロ社会を安心して暮らすことができるようになります。
　いますぐ、原発ゼロをお願いします。

原発は要りません。ゼロです。
すぐにやめてください！！！
人間なら当然です。

本当の豊かさ、本当の幸せをもう一度考え直す時がきています。

それがお金や便利さではないと、
もうほとんどの人が気づいています。

普通に稼働していても、
原発周囲住民や作業される方の健康を害し、
人間の手に負えない負の遺産を後世に残してしまう原発。

今では移住も考えています。
このままでは日本の未来はない。

山口県では
つい１週間前に県知事選がありました。
選挙に参加したことのない人が多く参加し、
飯田てつなりさんを応援しました。
ボランティアで、お金などもらわなくても
汗を流してポスティングしたり、周りの人に伝えたり、と
動きました。
保育園の先生や、普通のお母さんやお父さんたちと自主的に勉強会も
開きました。

それはなぜか。
もう本当の豊かさについて
多くの人が気づいているということです。
国がおかしいということも。

残念ながら　飯田さんは善戦したにもかかわらず、
あともう一歩でした。しかし、
１８万５０００票は
１票１票の重みが違います。

その後もネットワークを広げ、
脱原発は当然のこととして、
その向こうにある
本当の豊かさを追求すべく、みんなが立ちあがっています。

たくさん言いたいことはあるのですが、
字数の制限もあるため、
ここまでにします。

意見を書く機会をありがとうございました。

もう一度書きます。
原発はすぐにやめてください。

29057 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は要りません。ゼロです。
すぐにやめてください。

私を含め、私の家族、友達、親戚、近所の人、職場の
人、
私の周り、みんなの意見です。



29070 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １．原発については「ゼロシナリオ」の選択肢しかない
し、原子力発電を速やかに停止すべきである。

自分の考えは、ドイツのエネルギー転換（未来のための共同事業）を提出した安全なエネルギー供給に関する倫理委員会の資料を参考にしました。ドイツの倫理委員会は、福島原発事故を次
ぎの三つの重要な点によって、人びとの原子力リスク感覚が変化したことを指摘しています。
(1)深刻な原発事故が日本のようなハイテク国家で発生した、という事実。
(2)事故後数週間たっても、損害規模、地域的ひろがり、破局見通しなどが不明なこと。
(3)今回の事故のプロセスは、原発の設計においては想定されておらず、技術的なリスク評価の限界が明らかとなったこと。
こうしてドイツは、原発事故が実際に起こることを自覚し、原発の安全性に信用が置けないことがわかり、国として、原発利用に責任をもつことができるかどうかを国民に提起するに至りました。
ドイツの倫理委員会では、『原子力エネルギーの利用やその終結、他のエネルギー生産の形態への切り替え等に関する決定は、すべて、社会による価値決定に基づくものであって、技術的あ
るいは経済的な観点よりも先行しているものである。未来のエネルギー供給と原子力エネルギーに関する倫理的な価値評価において鍵となる概念は、「持続可能性」と「責任」である』未来にお
ける「責任」をはたせるエネルギーの選択をすべきだとして脱原発を決定したのです。
ドイツ国民がくだした判断は妥当であり、原発事故を起こした日本の消費者として、原発における「安全性」「持続可能性」「責任」の価値評価は社会に受容できるものではないと思います。事故
の損害規模、地域へのひろがり、未来への影響見通しができないぐらい甚大な被害に及ぶこと、自然災害への備えは技術では対応できないことが明らかになった今、経済がどうの国力がどう
のこうのといって受容できるものではありません。原発は速やかに廃炉にすべきだと意見を提出します。

29071 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今後の日本が選択すべきエネルギー政策における原
発依存度は「ゼロ」とすべきである。すでに、この夏を
みても日本で稼動している原発は一機のみであり、十
分な対応を行えば原発がなくとも国民生活は維持でき
る。

今回の政府が提案した3つのシナリオなるものは、福島第一原発事故を教訓としておらず、そもそもの真相究明がされない中でこのような議論を国民に提案すること事態政府の無責任さを示し
ているものである。野田首相が大飯原発再稼動でを決定する記者会見においても、あたかも計画停電が起こるかのように脅しを国民に対する姿勢や、経済が優先なのか国民の安全が優先な
のかをごちゃごちゃにしたものである。
政府が取りうる優先事項は、国民の生活の安全が優先であり、そのためには、100年に一度でもおこれば、多くの国民の生活が脅かされる原発をゼロにしていくためにどうしていくのかを提案す
べきものである。それなのに、三択でまるでクイズを行うようなことを提案する姿勢が問題である。
また、テレビ報道でされたように、公聴会で電力関係者の発言を許すような政府の姿勢は国民を馬鹿にしている。
私は、現在、日本にある原発を建設中のものを含め廃炉とし、自然エネルギーを含めたエネルギー政策に転換することを主張する。

29072 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 制御できない原発から自然エネルギーへの転換を 原発によるエネルギー政策は、いろいろな産業復興の視点からも今の日本の経済にとってとても重要と思われます。しかし、原発は一度事故が起きた時には取り返しがつかないことが今回の
福島第一原発での被害で明らかになりました。いままで原発依存の体制から自然エネルギー産業への取り組みをすすめてみてはどうでしょうか。ヨーロッパでは取り組みが盛んですし、決して
日本の技術をもってすれば遅れることはないと思います。あとは政府のかじ取りだけです。孫子に残す明るい日本の未来のため、どうぞよろしくお願いします。

29073 個人 自営業 ６０代 女性 原発は直ちに停止してください。 いざという時に止めることのできないものを運転すべきではありません。火山国日本の54か所の原子力発電所は、54個の原子爆弾といっても過言ではないと思います。
大飯原発は直ちに停止。すべての原発を廃炉にすべきです。
使用済み燃料の処理も直ちに始めてください。
私たちが快適に生活することで、25万年間もの未来を放射能づけにすべきではありません。
一部の企業だけが潤い、このような企業のために日本中が放射能漬けになる危険を犯すべきではありません。
職を失う原発労働者の将来は、政府が対策を立て、東電と国がしっかり保障すべきです。
私たち一般国民も、節電、節エネルギーのために努力します。

29074 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発は即時停止し、省エネルギー・火力発電の効率
的な利用・再生可能エネルギーの技術開発を組み合
わせる」という第4の選択肢を提案します。

2030年までに原発ゼロでは遅すぎる。原発は即時停止する。省エネルギー・節電を促進するような料金体系に改正を。天然ガスを妥当な価格で購入し、効率的に利用する。送電システムを改
良する。再生可能エネルギーの技術開発を促進する。東京電力の維持のために税金を投入する必要なし、倒産させて損失を出させるべし。

29075 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年の原発依存０％「ゼロシナリオ」 今まで原発は安全と聞かされていましたが、３・１１の福島原発の事故で明らかになった原発の危険性。福島の友人がつらい思いをしています。放射能は、いったん外に出ると、生活環境を奪っ
てしまいます。同じ日本人として、原発をなくすと考えるのは当然です。すべての人が安心して暮らせる日本を確立してほしいと思います。

29076 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発は今すぐゼロにすべきです。目先の経済や利権
よりも人の命や環境、未来を優先してください。

電力不足になるとしたら、現段階で電気の使い過ぎ。国際競争力を言うなら電気を使わなくて済むようなことで世界に台頭していけばいい。電気料金が２倍になったってかまわない。電気は安い
ものではなく、それだけ高いものということ。子孫に「あの時なんで原発をやめなかったの？」と言われたら恥ずかしい限り。これだけ世論がうるさいのだから、一度原発をやめてみたらいい。そ
れで問題が発生したら、国民も考え直すし、それで政府を責めることはないだろう。今原発即廃止を宣言したら、国民から絶対的支持を取り付けられると思う。国民の支持より大切にして守ろう
としているものがあるのでしょうね。自民党をおろそうと頑張って民主党を支持してきたけど、このままいったらこれきりになりそうです。

29077 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発0%へむけて政策を協議するべき 私達の世代はちょうど子育てをしている人間が多い世代です。福島第一原発の事故で、未来に何を残すのかを突き付けられた思いです。使用済み核燃料も福島第一原発の廃炉もはっきりとし
た解決策がない今、これ以上原発を使うのは負の遺産を残すだけです。絶対に反対です。

29078 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 (3)２０～２５シナリオが適当。エネルギー基本計画を
見直すに当たり、クリーンで、災害に強いＬＰガスの位
置付けを明確にするとともに、都市部のセキュリティ
確保のため不公正なガス事業制度の改革を行う必要
がある。

　今般のエネルギー基本計画見直しの契機となった東日本大震災では、一つのエネルギー源に過度に依存することの脆弱性を明らかなものとした。
　原発に過度に依存することは避けるべきであるが、他方、原発依存度ゼロシナリオでは、原発に代わる有効なエネルギー源がない現在、我が国の経済や国民生活が成り立たないだろう。もち
ろん、省エネルギー、再生可能エネルギーの最大化を図るにしても、原発に代わる程の十分な供給力は期待できず、非現実的である。
　同時に、天然ガスシフトが叫ばれているが、これとて輸入せざるを得ず、過度に依存すればするほど、産ガス国からは足元を見られ、価格の高騰を招きかねない。化石燃料の中ではクリーン
で、シェールガスの発掘により、量的にも主要なエネルギー源になるとしても、一つのエネルギーに頼り過ぎるのは危険であることを学んだはずである。
　シェールガスの発掘により、同時に注目すべきはＬＰガスである。原油や天然ガスの採掘に随伴して生産されるＬＰガスは、シェールガスの開発により生産量の増大と安定供給が期待されるだ
けでなく、ライフサイクルベースでみたＣＯ２排出は、天然ガスと同等に小さくクリーンなエネルギーであるから、天然ガスと同様に重要なエネルギー源として、産業・民生部門における利用拡大
を図るべきである。
また、ＬＰガスは容易に液化し、簡易な容器で、全国どこにでも運搬し利用できる優れたエネルギーで、災害にも強いことを東日本大震災でも証明した。このようなＬＰガスをエネルギー基本計画
において天然ガスと同等なものとして、明確に位置づけるとともに、市場メカニズムによるエネルギーミックスを図るべきである。
　特に、都市のセキュリティの確保という観点からは、ＬＰガスを導管で供給する簡易ガス事業が、分散型（拠点型）エネルギーとして極めて有効と考えられる。しかし、現状は、一般ガス事業（い
わゆる都市ガス）の供給区域内では、ガス事業法上、消費者から簡易ガス事業を希望されても、事実上、事業許可が得られないことになっている。大規模、集中型のエネルギー供給への脆弱
性は電気事業だけではなく、複数の都府県にまたがって供給する一般ガス（都市ガス）にも言えることであり、平常時からＬＰガスの利用により都市部のセキュリティ確保を図るだけでなく、市場
メカニズムの活用による新たなエネルギーミックスを実現するためにも、消費者のエネルギー選択の自由を奪っているガス事業制度を改革して、公正なエネルギー間競争の環境を整備すること
が、エネルギー基本計画の見直しに当たって必要不可欠である。

29079 個人 自営業 ４０代 女性 原発依存度は０％の社会に！ 地震大国日本における原発は自殺行為そのものです。
それを知りつつ放置してきた40年。
これからは福島原発事故による放射能汚染を日本人は自分たちの業として背負って生きていくことになります。

同じあやまちはおかしてはいけない。日本の技術力をもってしたら原発ゼロの社会を作ることは可能です。

少しくらい電気が使えなくったっていい。
放射能汚染におびえる毎日より、ずっと健全です。

政治家は未来を見据えて決断すべきです。

29080 個人 自営業 ４０代 女性 2030年までのできる限り早期の、原発比率ゼロシナリ
オを望みます

私たちは「原子力発電」のシステムを制御できないということが
昨年の事故で明らかになりました。
それでいながら、原発を今後も私たちの技術として持ち続けることはありえず、
むしろ、手に余る使用済み核燃料の処理に関わることや、
停止した、また停止すべき原子炉の廃炉の作業に力を注ぐべきだと思う。
今ある廃棄物をできる限り、私たちの子どもや、その後に生きる人々に押し付けることなく、責任ある生き方をしなくてはならないと思う。
地球上で、この地上で、大事な子どもたちを思って、
私自身がどのような暮らし方をするべきかと考えたら、
惠みである資源を、謙虚な態度で分かち合いながら生活していくしかないと思う。

29081 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即刻ゼロにすべきである。その後、安全に運
転する体制や技術を整えた後、２０３０年には１５％を
めざすべきである。

　大震災による原発事故は対策を行っていれば避けられたものだった。対策を行わなかった理由は保安院の「寝た子を起こすな」というものだった。原発の問題はこれをみてもわかるように技術
的な問題よりは社会的合意であることがわかる。今回地震対策が不十分だったのは社会的合意リスク回避を技術的リスクより優先した結果起きたものだった。今後も原発のリスクは社会的合
意リスクにあることは明らかである。現政権がいかに原発継続体制をつくろうとも、次の選挙で橋下政権が誕生すれば原発はゼロにむけて大きく舵を切るだろう。原子力に依存できるかどうか
は選挙の結果に依存する。その意味でもはや原子力依存を続けることは不可能だ。
　一方、天然ガスは今後供給が増加すると言われているが石油ピークはすでにきたといわれており、長期的なエネルギー供給には不安がある。再生可能エネルギーやメタンハイドレート開発は
期待できるが、期待だけで終わる可能性もある。その意味で原子力という選択肢があると助かるのは確かである。
　エネルギーとしてはあったほうがいいが、社会的合意は得られない今の状況を打破する方法はあるだろうか。今政府は将来的に原発ゼロとか再稼動の原発を最小限にすることで世間のご機
嫌をとっているように見える。しかしその態度には原理原則がない。この延長上に社会的合意が得られることは絶対に無い。
　今回事故を起こした電力会社、政府、保安院に原発を動かす資格がないのは明らかだ。原理原則で動くならこれまで原発を動かしてきた組織が原発を動かすことは禁止すべきである。そして
それにかわる原発を安全に動かせる組織や体制を構築しなければならない。そしてあらたな組織や体制が安全に原発をうごかせることを世間に証明してはじめて原発の社会的合意ができる可
能性が生まれるのだ。つまり新たな原発を動かす組織、体制ができるまでは原発はとめるべきなのである。
　あらたな原発用組織、体制が社会的合意を得ればその後は安全を前提に原発をできるだけ長く動かしたほうが効率的だ。当然安全を前提にすれば古い原発や活断層の疑いがある原発は即
刻廃炉にする必要があるだろうから、原発依存度が現状どおりということはありえない。１５％程度が妥当なところだろう。
　今は円高であり、火力が増えても経済的損失は少ない。将来的に原発をゼロにするよりは今原発をゼロにし、社会的合意を得ることに全力を注ぎ、円安、エネルギー高が進むと見られる将来
に原発を動かすことにしたほうがりこうな選択である。
　なお、それをせずに今のまま原理原則なしで社会的合意がとれたような格好をして原発を動かしていくようであれば、それは危険な選択であり、同様な事故がまた起こる可能性があるので、そ
のような危険な原発はなるべく早くゼロにしたほうが良い。電気は値上がりするかもしれないが、日本は将来的に電気を大量に使うような産業で稼ぐより、知的生産性を高めた産業を育成すべ
きなのである。
　とにかくもっとも必要なことは原発に関して原理原則に従う姿勢を作ることであり、そしてそれは現時点で原発再稼動を認めないことなのである。

29082 個人 無職 ５０代 男性 ゼロシナリオを選択します。原発は機械であり、機械
は壊れるものです。原発が壊れたら取り返しがつかな
いということを、チェルノブイリとフクシマが教えてくれ
ました。この機械は動かしてはならないのです。

ゼロシナリオを選択します。原発は機械であり、機械は壊れるものです。原発が壊れたら取り返しがつかないということを、チェルノブイリとフクシマが教えてくれました。この機械は動かしてはな
らないのです。

29083 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「原発を０％にする　ゼロシナリオ」です。「原子力ム
ラ」に関わる人たちや財界の利益を守るために、人間
の「いのち」を捧げるわけにはいきません。

いまだに、福島第一原発の原因究明もなされていないなかで、将来原発を何パーセントにするかという質問を国民に投げかけること自体に疑問を感じる。もちろん、国民的議論は必要であると
思いますが、今回回答を求めている１５％も２０～２５％も、新たな原発をつくるかあるいは４０年以上経つ原発を使い続けるかの選択である。その点も国民に明らかにした上で意見募集すべ
き。
　現在の子供たち、将来生まれてくる新しい命に、これ以上原発のゴミを押しつけるわけにはいかない。しかも、原発への依存や存続は、明らかに財界、「原子力ムラ」のひとつまみの人々が利
益を得るためのもので、人間の「いのち」と引き替えにはできない。

29084 個人 無職 ４０代 女性 ３つの選択肢の中では、原発０％を選択します。 ３つの選択肢の中では、原発０％を選択します。
使用後の放射性物質の処理方法も確立されないまま、自然災害の非常に多い日本にこれだけの原発建設を許してきたのは、国民の関心の薄さだといわざるをえない。
いまはっきりと、原発ゼロの未来を選択したい。

今回の福島の原発事故で、東電･国ともに、大規模な事故が発生した場合には原発を制御できないということが露呈した。それなのに謙虚に危険性を検討し、あらゆる可能性に備える姿勢はみ
られず、むしろ問題から目を背けて根拠のない安全神話を打ち立てることに汲々としてきた過去の対応があきらかになった。
土地を水を汚染し、健康を蝕まれて得る経済発展に未来はない。

例えこの先、原発事故が起こらずとも、老朽化が進む原発の廃炉後の対応はどうするのか。すでに先送りできない段階に入っている。今、原発使用をゼロにしても、使用済み放射性物質の処
理問題は子孫代々に引き継いでいかねばならない、重い荷物だ。

日本は原発から撤退し、再生可能エネルギーを選択する。
はっきり国内外に決意を表明し、開発、実用化に対する遅れを取りもどしていく。未来への道筋をここでしっかりここで立て直すことを選択します。

29085 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 将来の子どもたちに、これ以上の原発の廃棄物を残
すわけにはいきません。絶対に原発はなくさなければ
なりません。

「ゼロシナリオ」、絶対に「ゼロシナリオ」です。これからの子どもたちを守るために自然エネルギーに転換すべきです。

29086 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオ 危険であるため。
どんなにメリットがあっても、どんな理由をつけようとも絶対に反対。

29087 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択。
すべての原発を即時廃炉に。
東電を潰し発電と送電の分離
地域分散型のエネルギー供給
自然エネルギーの大胆な推進。
福島原発事故の徹底的解明と、責任者の厳しい処
分。

原発ゼロシナリオの選択。
そもそも原発はいざという時、人間の手に負えないもので、原爆と同様に
放射能の被害は余りにも広範囲に及ぶ。
現在、ほとんど原発が稼動していないにもかかわらず、この暑い夏でも電力は
十分に足りており、にもかかわらこの危険な原発を稼動させようとするのは、
国民の生活を考えてのことではなく、原子力ムラの利権と、原爆を作るための準備としか思えない。
また、海に流す原発の排水はそれ自体放射能を含んでいる温水であり、自然環境、漁業に対する影響も甚大である。
福島原発事故で世界中に放射能を撒き散らしておいて、原子炉を輸出するなどということは許されることではなく、恥を知れと言いたい。
原発の電気料金が安いというのも全く考えられない。そこには原発の建設費や地元へのばら撒きの金、事故処理の何兆円もの金が含まれていないからだろう。アンフェアーだ。
東電に関しては一刻も早く会社更生法を適用して、社屋や問題の病院を始め諸施設の売却、子会社の整理をし、発電送電の分離をすれば電気料金の値上げどころか、値下げも出来る。
一刻も早く大胆なさまざまな自然エネルギーへの転換が求められていると思う。

29088 個人 その他 ６０代 女性 福島事故解決、解明出来るまで、原子力発電はやら
ない。

技術力日本の進み方です。資源が無くても、他の資源を見つけ、利用、活用に進むべきです。
その為にも教育に力を注ぎ、子供を大切に育てるべきです。
安易に便利なモノ、経済的？安い！と言うだけで、利用すべきではありません。安全なモノで。貧しくても、安心して暮らして生きましょう。
キット！キット！好いモノが見つかるはずです。

29089 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はいりません。
原発０％にし安心して住める日本にしてください。

あれだけの数の国民の声を聞いているにも係らず、なぜ再稼動するのでしょう。
あれだけの数はまだ一部分だという事がわからないのでしょうか。
国民の声を聞かず強行し何の得があるというのでしょうか。

これだけの国民を敵に回したらどうなるかそのうち結果が出ると思います。

29090 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 すべての原発を直ちに停止し、全ての原発を廃炉に
すること。
国の政策として、再生可能エネルギーを推進するこ
と。

福島原発事故を見るに、原発は地震大国である日本では、あまりにも危険なものだと感じます。
放射能の被害は遺伝子を傷つけ、使用済み核燃料を自分達の後の世代に押し付けていくことになります。
この国に安全安心に住み続け生きて行く為に、原発から撤退し再生可能エネルギーに力を入れていく事が、今こそ必要ではないでしょうか？
このメッセージを受け取った人が、同じ人間として、私と同じ思いを共有してくれることを願います。



29091 個人 無職 ７０代 男性 速やかに原発はなくするべきである。 ひとたび原発が事故を起こした場合の被害は想像を絶する深刻なものであることは、昨２０１１年３月の東京電力福島第一原子力発電所の事故で明らかになった。ここ川崎でも高い放射線量の
ホットスポットが各所に今も生じている。そもそも地震列島の日本に５０数基もの原発を造った政治の責任は重い。再びどこかでメルトダウンに至る原発事故が起こらない保障は全くない。将来
の世代にそのリスクを残すことは許されないことである。加えて、廃炉には数十年単位の時間と莫大な費用がかかり、様々な被害も予想される。また、使用済み核燃料の処理には、数百年から
数万年という途方もない時間と厳重な管理を要するといわれる。それを１００％安全に管理する（させる）保障があるのか疑問である。このような現在および将来にわたって大きなリスクをもつ原
発に依存すべきではないと考える。日本人は遅まきながらそのことに気が付いた。今こそ、速やかに原発はなくす方向に政治は決断すべきである。幸い、日本は海に囲まれ、水力発電や風力
発電、太陽光発電、その他新しい技術開発による自然エネルギーによる発電を活用し、また、電力浪費型社会・生活を抜本的に見直して、原発に依存しない安全・安心なエネルギー政策に転
換すべきである。国民の総意によってそれは十分可能だと思う。政治はその方向の明るい展望を国民に早く示し、牽引すべきである。

29092 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発の危険性･非情性は３．１１で証明された。どんな
に有効･有用なものでも人の尊厳・命･生活・ふるさと
を奪うものは使うべきではない。１５シナリオ・２０＾２５
シナリオも同様で０シナリオ以外は考えられない。

騎西高校や南相馬市でボランティアをした。福島の人たちの話を聞いた。どれだけの理不尽を受けたか。理不尽などでは言い切れない悲しみや怒り、つらさを決して忘れてはいけない。福島ば
かりではない。放射能の影響で仕事が出来なくなった人、何を食べれば良いのか、どう子育てをしたら良いのか、その影響は計り知れない。経済も確かに大切だが、人として生きることのほうが
もっと大切だ。原発は人としての尊厳・命･生活・ふるさと、その他失ってはいけないものまで奪い去ってしまった。もうそのことに気がつき、使うのはやめよう。０シナリオにすべきだ。また、出来る
と思う。政府も市民の声を形ばかりでなく、しっかりと受け止めてほしい。除染した土を国会に集めたらちゃんと考えてもらえるのかなぁ

29093 個人 無職 ７０代 女性 （1）ゼロシナリオ・・・2030年の原発依存度をゼロにす
る。
に賛成します。

放射性核物質をこれ以上地球上に作り出さないこと、これこそ大事なことだと思います。
どんなに安全を期しても、原子力を作り出している以上、廃棄物としての核物質は無限に増えていきます。原子炉の安全が問題ではありません。放射能を出す核物質が作り出されることが問題
なのです。原発依存度ゼロ以外に選択肢はないと思います。　原子力以外の方法でエネルギーを作り出すことを考えていくべきだと思います。
経済発展のみを追い求める態度は人間として間違っていると思います。

29094 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発「ゼロシナリオ」を選択します。 原子力発電を継続することは、現在のわたしたち及び将来の子どもたちにどうすることも出来ない危険な放射能を残すことです。使用済み核燃料をどのように処理するかの技術も場所も全く不
確定な中で、原発を稼働していくことは出来ないと思います。

29095 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の即時廃止（いますぐにゼロの判断を） 　私はゼロシナリオを強く支持いたします。
　それも３０年をかけてではなく、即時、原発の廃止を希望いたします。
　東京電力福島第一原発事故から約１年半、わたしたち宮城に住む住民達は、いまだ事故による肉体的・精神的ダメージを受け続けています。
　事故以前に、事故への警告があったにもかかわらず、電力会社や規制機関（国）がそれを無視し、事故を引き起こしたことは複雑な構成要因を持った「人災」であったことを示していますが、複
数の事故調査報告を経た現在に至っても、事故前となんら変わらない状況で、原発が再稼働され始めた現状に、大きな不安感・危機感を抱いています。
　私は２人の子供と妻、そして両親という家族を持つものですが、即時廃止に伴う経済的ダメージや日常生活のおける規制をできるかぎり受け入れる覚悟を持つに至りました。
　原発ゼロ、日本そして日本の国民がそこからリスタートすることを強く希望いたします。
　

29096 個人 自営業 ５０代 女性 ヨーロッパ先進各国同様に、日本も原子力発電から、
再生エネルギーを主体とするエネルギー政策へ、積
極的に早期転換することを希望するため、「ゼロシナ
リオ」を強く支持します。

地震多発国である日本に、原発は危険極まりない。
今回の福島原発事故において、海水汚染を含む地球全体の自然破壊は、世界中の人々に甚大な被害を与えた結果となり、このことに関しての謝罪が国際的な公の場で行われていないため、
多くの外国人は日本人を「無責任な国民」であり、「日本は原発を保有する資格なし。」と公言している。
また、前述のように、地震帯の上に載る国であるという、他国とは事情が異なる日本に原発は無理。
ヨーロッパ各国の電力事情を、需要と消費の両面から調査し、再生エネルギーへの早期転換を図るべき。

29097 個人 学生 ２０代 男性 原発依存は、すぐにでも０％を目指すべきだ。「2030
年」という期限を設けることに不安を感じる。「経済」と
いう脅しに屈せず、脱原発に向けて、「今」から動き出
さねばならない。

2030 年の原発依存度について：原発依存は、すぐにでも０％を目指すべきだ。　「2030年」という期限を設けることに不安を感じる。現在の政府には、中長期的な視野が足りない。期限を設定す
ることで、それまでは何も議論が進展せず、「経済に悪影響」という脅しのもと、流れにまかせて原発が動いていくのではないかという不安がある。脱原発に向けて、「今」から動き出さねばならな
い。

29098 個人 学生 １０代以
下

女性 原発を再稼働してください。 電気代の値上げに困っているからです。

29099 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ支持
原発は日本に一切いらない

被爆国であり、非核三原則という世界に誇れる考えを有する日本に、安全の保証もなにもできない原発などいらない。

原発は福島やチェルノブイリなどでもわかるように、いざ事故がおこれば核兵器となにもかわらない、政府や大企業の利権のためだけに、美しい日本、いや地球をこの世代で滅ぼしてはいけな
い、

あきらかに負の産物、今すぐ全撤廃すべきです。

明日、再び大震災が起こる可能性もゼロではないですよ、
全停止、全廃炉を即時決定するべきです。

日本は決断すべきです、本当に豊かな生活は、経済の繁栄などではありません、人間もおごりを捨て、自然の一部であることを、理解すべきです。

29100 個人 無職 ４０代 男性 即時の原子力発電所０％を希望します。技術的な真
の原因解明が終わっていない現在、もう一度「次の
３．１１」は間違いなく起こると思われます。従って、事
故の有効な再発防止策は全原発停止以外にあり得ま
せん。

「原子力発電事業」からの撤退に伴う諸問題についてこそ、広く国民的議論を行うべきではないでしょうか。原子力継続の前提として行われてきた「核燃料サイクル」は経済的に見れば破綻して
ます。これが将来上手く行くと本気で思っているのはごく一部の原子力業界関係者で、上手く行かないと困ると思っているのは青森県と福井県です。

現在、青森県六ケ所村にある再処理見通しが立たない膨大な使用済み燃料は、核燃料サイクル中止が決まれば各地の原発に戻す約束になっています。それにうより、福井県を初めとする各
地の原発では燃料プールが満杯になって２～３年で再稼働が不可能になります。原発も核燃料サイクルもＳＴＯＰしてしまえば、福井県と青森県の地域経済は抜本的に産業構造の見直しが必
要になるのは必須です。これを議論する必要があります。

また、原発廃炉後の（汚染された）建造物及び「使用済み核燃料」の保管方法について、まだ何も議論がなされていません。これには原子力政策のリスクを国民に説明してこなかった政府と電
気業界の怠慢を強く指摘しておきます。

原子力委員会からは、「再処理したプルトニウムをMOX燃料にして軽水炉で燃やし、使用済み燃料自体の量を減らす」ことが提案されていますが、MOX燃料自体が福島第一３号機の事故で明
らかになったようにあまりにも危険です。

「廃炉＋核燃料全量直接処分」の実現に向けて、国民的議論の喚起をお願いします。

29101 個人 法人等 ５０代 男性 原発はゼロです。福島で3度目の被爆を受けた日本
は国民を生命・財産を守るため核の利用を廃止するこ
としか選択肢はありません。再生エネルギーの開発
し、世界のクリーンエネルギー先進国になりましょう

災害大国の日本で原子力の安全性は保てません。核自体、まだ人間がコントロールできる科学分野ではないことが今回の事故で立証されました。コスト面を見ても、最終処理にいたる管理費を
みても核エネルギーは高すぎます。政府は日本の先進技術を生かして再生エネルギー開発プロジェクトをつくり、再生エネルギー産業を育成しましょう。公共事業並みの投資をすれば、確実に
エネルギーの転換も可能になってくると考えます。　　　　　　　　　　　　　　　私の住む釧路市は日本で唯一の石炭を生産している街です。今日の新聞で、会社が掘った石炭を利用すため30億円
かけて火力発電所をつくり釧路地域のエネルギー自給を行う計画を立てました。今のエネルギー効率を見れば、二酸化炭素の排出量は現在の半分以下に抑えられます。電力会社に任すので
はなく地方自治体がエネルギーの自給を考え、そこに政府は補助金などを支援することを検討しましょう。
北海道という広大な大地には多くの土地があります。太陽光や風力地熱など再生エネルギー投資可能な地域です。
再生エネルギー分野への国家財政投資は地方の産業の育成にもなるし、日本の国際的な先進産業として世界をリードしていく産業分野になると考えます
　

29102 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発はもういりません
原発ゼロの日本にしてください

29103 個人 その他 ５０代 男性 経済活動を最優先にするのではなく、国民の安全を
最優先することから社会構造を考えるべきと思うた
め、原子力発電はゼロにすべきと考える。

福島の事故で、原子力発電の安全神話は崩壊している。にもかかわらず、原子力発電を再活動すること自体が、国民の安全を軽視しているといわざるおえないと考える。
また、現在の再稼働は原子力発電を続けることで、利権を守ろうとするものの為に行われているとしか見えない。何故なら、原子力発電が無くても、電力供給能力が十分あるため。そのことは、
関西電力の発表でも原子力発電を行うのは、電力不足のためでないとはっきり言っているし、発表の数字の細工からも分かる。

29104 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は０％でなくてはならない。 まず燃料である放射性ウランの危険性が、原発稼働の全行程で毒性をばら撒くことは看過すべきでない。採掘・加工・輸送・運転・廃棄物処理と常に人類と自然環境を汚染する。
安全な原発などありえないが、かなう限り安全に稼働させようとすると、経済的に成り立たない。
東電福島第一原発の事故は経済性優先、安全を後回しにした結果だと思われる。
子々孫々のことを考えると、全原発を廃炉にし、省エネ生活を推進し、できるだけ私たちの世代で原発の後始末が進むようにすべき。

29105 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 日本の全ての原発は直ちに廃炉へ！ 現在も福島原発からの放射性物質の放出が続く中、これ以上原子力を使用した全ての事業からは撤退を！これほどの地震大国日本に原発の設置は不可能。使用済み核燃料の保管もままな
らないのにこれ以上原子力発電をしてはならない。新しい発電の仕組みの開発に全力を注ぐべき！日本の技術力なら簡単に進めると思う。企業側も本気になれるように政策をとるべき。
こんな簡単なこと、わかりませんか？

29106 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年に向けて原発依存度を0％とすべきである。
電気代の大幅増、社会全体の利便性の低下、経済へ
の悪影響があったとしてもである。

そもそも地震大国のわが国に原子力発電は適当ではない。
地震に対する安全基準の絶対性も、フクシマを経験した今となっては到底信頼できない。
代替エネルギーの開発に全力を尽くすべきである。

29107 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 廃棄出来ない核のゴミが出る原子力発電所を全て停
止して廃炉にしてください。

戦後６７年たってからあらたな原爆の情報が出ている始末。今のこの状態も５０年後には「こんなに大変な事態でした。」とやられかねない。すでに放射能の悪影響ぐらいは人類でも分かってい
るはずです。健康に生まれ健康に生きる権利を求めます。

29108 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発０％を強く望みます。 福島原発で安全ではないことがはっきりしたし、処理や、対応がし切れていないからです。

どうか本気で国民の安全、安心を考えて原発０％を叶えてください。経済や雇用の問題も確かにありますが、優先されるべきは「命」であり、一人一人の生活です。

政府や官僚の方は原発０％のために力を発揮して欲しいと思います、国民もその為なら協力します。

29109 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます 原発はもう時代遅れ
原発はあぶなすぎる
やってる意味が無い
税金を無駄遣いするな
国民をバカにしすぎてる
何故私達が原子力村の能無し官僚達を養わないといけないのか
今すぐ止める事を強く要求します

29110 個人 無職 ６０代 女性 すみやかに原発ゼロに 「ヒロシマ」「ナガサキ」に原爆が落とされてから67年目の夏。追悼式でも、改めて、原爆被害の悲惨さが訴えられました。
一度、放射能被爆をすると、1年や2年の短期間だけではなく、子孫への影響を考えると、長期に亘り、その被害が継続します。
また、核のゴミ処理はそれ以上にかかります。
危険な原発は、２０３０年と言わず、すみやかに「ゼロ」に向け、廃炉の準備を進めていただきたいと思います。

29111 個人 その他 ４０代 男性 ３つのシナリオでなく、現在稼働中の原発をただちに
稼働ゼロとすることを求めます。２０３０年までにすべ
ての原発を廃炉する事を求めます。（深刻事故からい
まだ事態収束のめどがたっていない福島第１原発は
除く）

原発には以下の理由で反対し、現在稼働中の原発をただちに稼働ゼロとすることを求めます。
(1)福島の事故を見る限り、原子力は人間が管理できないということは明らかです。
(2)原発稼働には被ばく労働を大量にうみます。命を犠牲して動く原発はまさに殺人機械です。
(3)稼働中の原発は放射性物質を外にまき散らしており、まさに危険極まりない汚染源です。

＜原発ゼロに伴う付帯要求＞
原発に関わる労働者は孫請けなどまさに重層的な雇用構造で雇用主として安全に配慮することについて無責任な体制でした。
そこで原発産業はすべて国有化し、全労働者は国が責任をもって直接雇用し、安全管理を強化し、労働者の生活を保証して下さい。
廃炉にともなっても被ばく労働が発生するので最大限の安全性を確保してください。

原発推進は環境や労働者や住民の健康を破壊する国家犯罪です。これまで原発推進してきた官僚、政治家、企業、学者などはまさに犯罪行為をしてきたと思います。
この犯罪行為についてきちんと歴史的検証し、国として謝罪してください。
大飯原発再稼働を決めた野田首相はまさに国家犯罪者です。ただちに大飯原発を停止し、謝罪の上、辞任することを求めます。

29112 個人 自営業 ６０代 女性 反原発です。現在稼動している原発は直ちに停止し
て下さい。

原子力に頼るエネルギー政策に反対です。それに変わるエネルギー確保に国民も政府も一日も速く知恵を絞るべきです。５０年後１００年後の日本や地球の事を考えましょう。エネルギーのた
めに命を犠牲にしたくありません。産業界も命合っての
産業です。

29113 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 3つの選択肢のなかで「ゼロシナリオ」を支持します。
2030年といわず、できるだけ早期に原発比率をゼロす
るべく、再生可能エネルギーの導入、省エネルギーの
推進、化石燃料のクリーン化を進めるべきと考えま
す。

原発はひとたび事故が起これば、広大な地域を汚染し、多くの人々の生活の基盤を奪い、多くの人々に健康被害を及ぼす危険性があります。事故が起こらなくても、原発によって生み出される
廃棄物を安全に処理する技術も場所も確保されていない現状でこれ以上の廃棄物を生み出すことは将来に多くの重荷を負わせることになります。原発をなくし、いまある原発を安全に廃炉にし
ていくことが必要です。
再生可能エネルギーについてはひとつひとつは不安定電源である面は否定できませんが、組み合わせていくことで安定的な電源にしていくことは可能であり、また地域でのエネルギーの地産
地消を進めるべきでもあります。
省エネルギーについては、「エネルギー・環境に関する選択肢」の資料では2010年を現状としていますが、現実では2011年の福島原発事故以来、故人の努力の範囲内での省エネは劇的に進
んでいます。我が家でも2011年4月以降の毎月の消費電力は前年比－３０％前後となりました。2012年に4月以降でも前年比をさらにマイナスする状況続いています。食器乾燥機などいくつか
の電気製品を使うのをやめ、少し省エネを意識するだけで３０％以上の省エネができているのです。
私の仕事場でも営業時間の変更、冷暖房の効率化などにより、やはり３０％程度の省エネが実行されています。
さらなる省エネ技術の発展などにより、資料にあるよりも大幅な省エネが可能そなることでしょう。

29114 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発、ゼロシナリオを支持します。 省エネでも十分生活が維持できます。現在のライフスタイル、社会構造を見直すことが第一だと考えます。それは私たち国民ひとりひとりがすべきことであり、また政府もそのようなスタイルを支
持する姿勢をもっと明確に打ち出すべきです。
自然エネルギー、確かに現時点では原発に比べて非効率かもしれません。しかし、次世代の安全な環境を継承するためにも、自然エネルギーによる持続可能な社会を目指すべきではないで
しょうか。

29115 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即時全面停止。将来の原発比率の選択肢に
は原発全面再開を目指す業界と利権官僚の作為が
ある。原発即時全面停止から、新たなエネルギー政
策を展開すべきだ。パブコメ・意見聴取会はアリバイ
工作に過ぎない。

２０３０年の原発比率など問う意味はない。それに恣意的な選択肢だけを提示する意味もない。こうした方法には、原発全面再開を目指す業界と利権官僚の作為と誘導がある。原発は即時全
面停止。原発を止めたうえで、どのように電気をやりくりしてゆくかという問題に取り組む以外に方法はない。供給不足というのも、年に５０時間ほどのピーク時需要からみたゆがんだ議論でしか
ない。原発をすべてとめてもやってゆけることはこの夏の需給状況が明らかにしている。原発を動かすのは電力会社はじめとする原発利権の維持のために過ぎない。また、政府は、パブコメの
募集など行っているが、その結果をどう集計し、どう公表するのか、それに対してどのような対応を取ってどのように政策策定に生かすのか、まったく明らかにされていない。パブコメの募集自体
が、『国民の貴重なご意見もうかがいました』というアリバイ作りのための一工作に過ぎない。意見聴取会についても同じである。意見の発表者の選定等について、政府自身のやらせともいえる
恣意的な工作が明らかになりつつあるが、それこそ、もともと国民の意見を聞く気などなかったのだということを明らかにしている。すべて、『原発ありき』という決定事項、官僚・政治家・業界・御
用学者が、原発ムラの利権を擁護するために作り上げた既定方針を法制化するためのアリバイ工作に過ぎない。官僚と政府は、原子力発電の今後数十年にわたる継続と核燃料サイクル事業
の継続を、国民の声など当然無視してごり押しすることをすでに決定している。日本国中の原子炉を可及的速やかに、すべて再稼働させることに向けて、原子力規制庁の体制を整えようとして
いる。この事実は原子力規制委員会委員の人選からも明らかだ。委員長候補の田中は、これまでの原発推進を担ってきた原発ムラの幹部である。田中等の選出には、なんとしても原発は動か
すのだという、利権官僚の傲慢な意思表示がある。人選をやり直せ、という署名やデモ、議員たちの抗議の声も、原発利権官僚・政府は、当然のごとく無視するだろう。それは法で禁じられては
いないし、そうしたところで自分たちが罰せられることもないからだ。



29116 個人 家事専
業

４０代 女性 2030年までの原発比率の選択肢しかないが、将来0
にしていくというのはゆるぎない目標であり、その期限
を30年にするか、40年にするか、50年にするかという
選択にすべき。
今回あえて選ぶなら0である。

福島原発事故が起こって被害状況が日々露わになり、東電や国の無責任なこれまでの対応が明らかになるにつれ、どんなに「安全対策を強化する」などと言われても、原発を安全に動かすな
どと言う事は決して無理であるし、事故が起こってもだれも責任を取らないと言う事がはっきりしている。
震災まで原発の過酷事故が起こらなかった事が不思議なくらいで、今後国内の全ての原発を廃炉にし、使用済み核燃料を安全に保管できない限り、いつまた同じような事故が起こってもおかし
くないのである。
福島の人々の悲劇がいつ自分の身に降りかかってもおかしくない状況で、心から安心して生活する事ができない毎日を送っている。
人間として健康で安心できる毎日を送りたいという最低限の権利さえ奪われている状況で、まだ原発を存続させようと言うのはあり得ない。
また、好きなだけ電力を使用して快適な生活を送っておいて、核廃棄物の処理は後世の何の恩恵も受けていない子孫に押し付けるなどと言う事も決してやってはいけない。
今現状でも途方にくれるほどの核廃棄物の量である。この廃棄物の処理をどうするか議論もせずに、原発比率だけを決めてしまうのは間違っている。
もうこれ以上廃棄物を増やさないためにも、一刻も早く原発を廃止する努力をすべきである。
Co2については、排出量ばかりが取りざたされているが、浄化する事も考えるべきである。植物や微生物の力を借り、排出したCo2を相殺する事も積極的に取り組むべきである。
不要な道路をどんどんつくり、緑地をアスファルトで覆う行為は温室効果ガスの影響をどんどん加速させるものである。
緑化促進は同時に気化熱で気温も下げてくれるので、エアコンの使用も減らす事ができる。
わたしが子供のころはエアコンが無くても生活できた。
それはいまほど地面がアスファルトで覆われてもいなかったし、コンクリートの建物も少なかったから、気温が異常に上昇する事もなかったからだと思う。
今の様な都市環境では積極的に緑化対策をして、少しでも過ごしやすい環境を作るべきである。

29117 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 選択肢として提示された３つのシナリオではなく、原発
はゼロにし、温暖化対策目標を強化した第４のシナリ
オを支持します。

原発事故後、私たちの命、健康、暮らしが危険と隣り合わせにいることに気づかされました。原発でエネルギー消費型の生活が作られ、知らず知らずに当たり前の様に暮らしていました。将来
のこどもたちのためにも健康で安心して暮らせる環境をつくるために、危険を伴う原発を０にし、電力消費社会の構造そのものを見直しの政策を強化をおこなってください。

29118 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電に反対です。政府は福島第一原発事故の
弊害を真摯に受け止め、事故の収拾に全力をあげる
共に、被災地の救済に傾注してもらいたい。自然エネ
ルギーの導入に全力を入れ、原発ゼロに向けて力強
く歩むべき。

1回たりとも起こってはいけない規模の事故が起き、「安全神話」が崩れたことで、原発の位置づけは180度変わってしまったと認識すべき。
「原発のコストは一番安い」と宣伝されてきたが、ウソであることが明らかにされている。
特に使用済み核燃料廃棄物の処理方法にも展望はなく、負の遺産を未来の子供たちに押し付けていくことは、責任ある大人として許せない。
原発は、推進してきた経産省、電力会社を中心に一部の人たちの思惑や利害のために、巧妙に普及してきたものだ。今回の甚大な被害をもたらしているにも関わらず、誰一人責任を取ろうとし
ない体質、都合の悪いことは隠蔽するなど、とても人間性が疑われるし、これからのエネルギー政策について決して任せるわけにはいかない。
ピンチをチャンスにかえるべき! それは元に戻ることではなく、明るい未来をつくる「自然エネルギー」で成り立つ社会だと思います。

29119 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　重要なエネルギー基本政策を付け焼き刃の国民的
議論だけで決めるべきではない。
　再生可能エネルギーの普及も不透明なことが多い。
原子力発電を比率を数合わせ的に下げようとすること
にも疑問が残る。

　政府は２０３０年の電源に占める原子力発電の比率を、「０％」「１５％」「２０～２５％」とする３案を示し、どの選択肢が望ましいか、国民に意見を求める手続きを進めている。
　私は、国の将来を左右する重要なエネルギーの基本政策を付け焼き刃の「国民的議論」だけで決めるべきものではないと思っている。ましてや福井県の立地地域の議論もないまま、その方向
性が決まろうとしている。
　国家の安全保障、地球環境問題、日本経済など、まだまだ課題は多い。再生可能エネルギーの増加を促す政策は必要にしても、火力発電に頼る現状など、世論動向だけで、短期で国の将来
を論ずるには無理がある。
　再生可能エネルギーの総発電量に占める比率は現在、大型水力を加えても約１０％だが、政府は２０３０年には２５～３５％に引き上げる方針だ。このまま普及が順調に進むかどうか、問題点
がいくつかある。
　一つは買い取り価格をどのように設定するかである。
　政府は今後、新制度の普及状況や上乗せ価格をどうするかを詳細に説明して国民の理解を得られるか、また、産業との関係だ。電気料金は家庭はもちろん産業にとって、不況下にあって、値
上げが許される環境でないことだ。
　また、風力発電による騒音被害や地熱発電による自然破壊への懸念などの問題点もある。太陽光や風力は天候次第で発電量が大きく異なる不安定さも指摘されている。
　エネルギーの議論に、単に時間をかければいいというわけではないが、再生可能エネルギーの普及がどこまで進むのか、目標はいいとしても不透明なことが多い。無理に原子力発電を比率
を数合わせ的に下げようとすることにも疑問が残る。
　３０年以降をどう見据えていくのか将来展望を描くはずの原子力発電と再生エネルギーのあり方、比率を増す火力発電のコスト増や温室ガス放出増など、国家の戦略にも通じる。各電源の選
択の幅を大きくしておくことも現実的な対応だと思う。

29120 個人 学生 ２０代 男性 私は原発推進案を支持したいと思います。また、原発
ゼロ案には断固反対です

１、原子力発電以上に効率よくかつクリーンに、そして安定した電力を供給できる発電方法がないからです。
　ただ、これは大前提となることですが、安全性が保証されなければこの案は意味のないものになってしまうことを先に述べておきます。
　そのためには今ある老朽化した原発を廃炉にし、より効率よく安全に電力を供給できる最新型の原発を建設、稼働させることが必要だと思われます。

２、２０３０年の目標の数値を見てみると、太陽光発電機を持つ家庭が現在の１２倍になるよう、そして風力発電に至っては２０倍以上という目標に設定されていますが、あまりに非現実的な数字
だと思われます。もちろん、政府としては補助金を出すなどの対策をとられるかと思いますが、間違いなく現在よりも少子高齢化社会が進んだ日本でそれだけの予算を捻出するのは非常に困難
だと思われます。

３、原発ゼロ案に断固反対の理由として、火力発電の比率が異常に高いことが挙げられます。火力発電によるＣＯ２の発生が地球温暖化を加速する恐れがあるということです。また、化石燃料
はメタンハイドレートの安定的な掘削技術が確立されるまで海外からの輸入に頼りきりになり、国際的に非常に弱い立場に追い込まれかねません。

４、水力、太陽光、風力、地熱、バイオマスといった再生可能エネルギーがある、と言われているが、水力と地熱以外(これらも条件によっては)安定に電力供給できる発電方法が無い点です。日
本経済において電力の安定供給は絶対条件です。不確定要素の多い発電方法で全発電量の２５～３０％も依存するというのはあまりにリスクが高いように思います

簡単ではありましたが、以上で私の意見とさせていただきます。

29121 個人 自営業 ４０代 男性 ３つのシナリオで言えば、ゼロシナリオを支持します。
また比率だけを問うていますが、全体の消費エネル
ギーを半減するくらい強い意思で、社会の省エネを促
進させてもらいたい。

3.11以降、日本は今までの価値感が大きく変わったパラダイムシフトの中にあると思います。
使用済み燃料の最終処理も決まっていない、人類が存在していないかもしれない遠い未来にまでつけをまわすような核燃料を、これ以上増やすわけにはいかないと思います。福島の原発事故
でそのことがわかりました。これからは最終処理の技術に特化した研究を世界に先駆けて進め、世界の核軍縮や核の廃絶に道しるべを作り、世界平和に役立てればいいと思います。

原発エネルギーの代わりに自然エネルギーがすぐにとって替えられないというが、まずは全体総エネルギーを減らす努力をすることだと思います。家庭でいえば、生活の効率化や自然環境の
取り込みによる温熱環境の改善など、植物の力や日本にある豊富な水も利用すれば、今すぐにでも取り組めることがあると思います。公共施設は率先して環境改善を図るべきだと思います。
自然エネルギーとして何でも太陽光発電に頼るのではなく、昔の日本人の暮らしを見習い、自然環境でも省エネの工夫があると思います。

こうした取り組みを得ながら、リサイクル可能な自然エネルギーの開発に取り組み、より効率的な太陽光発電、太陽熱利用、風力、地熱、水力、の新しい技術を日本人なら考えられると思いま
す。

日本は今チャンスだと思います。世界に先駆けて社会の省エネを促進させて、その技術を海外に輸出し、地球環境に配慮した国として世界の見本になれることでしょう。
そのためには生半可な目標ではなく、国民にはっきりとした目標を掲げ、努力をしてもらう覚悟を示すことが、国家戦略ではないでしょうか。
そのためにもゼロシナリオのもと、具体的な道筋を国民に示してもらいたい。

29122 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオしかありません。
本当はすぐにでもゼロにしたい。でもこの選択肢から
選ぶならゼロ。
３０年にゼロという目標をたててそれを目指すのは日
本人にならできる。

福島の惨状を目にしながら、なお原発を稼働させていこうというのはもう理解不能。政治家、経済界の人々の認識能力、倫理観を疑います。
そもそも原発は経済だけで割り切れる問題ではない。社会、文化、価値観という側面での制作判断も必要だ。安全技術の成果を見るだけでは原発私用にっちての社会的同意を得ることはでき
ない。
ドイツ政府は福島事故の直後、技術者専門家を委員とする原子力委員会とは別に、原子力の専門家は入れず、哲学者、社会学者、聖職者などで構成された「安全なエネルギー供給に関する
倫理委員会」を招集した。この問題を「倫理」で切るというわけだ。その結果次のような理由から、一時的な負担がかかろうとも脱原発の方向へ舵をきる必要があるという結論を出した。
１．原子力はほかのどんなエネルギーより問題が起こったときのリスクが大きい。
影響も世界的規模となる
２，放射性廃棄物の放射能は今の世代だけではなく何世代にもわたって残る。

この答申を受けて、ドイツ政府は判断をし、昨年７月には脱原発法案が成立。
私は全面的に以上のような考え方に賛成です。

いったい原発事故が起こったのはどこの国でしょうか？
これ以上、日本は世界に対して恥をさらしてはいけません。
これこそ国益を損なうことだと思います。

29123 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 脱原発への政策転換を求めます。再生可能エネル
ギーを活用し、「(1)ゼロシナリオ」を基本に制度の設
計を進めてください。事故が起こった場合、責任が取
れないことが明らかになった以上、原発依存は考えら
れません。

原発を続けることは、将来の子どもたちにどうすることも出来ない危険な放射能を残すことです。使用済み核燃料をどうするかの技術も処分場所も不確定な中で、原発を動かしていくことは出来
ません。「(1)ゼロシナリオ」しかありません。

29124 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 25-30シナリオは、原子力も含むエネルギー選択の多
様性を維持する点で評価できる。
経済成長とエネルギー需要の想定を成長戦略と整合
性を取るべきである。

日本経済は、安定した電力供給によって支えられていることは、疑う余地がないところ。
その電源燃料としての化石燃料には埋蔵量に限りがあり、原子力の平和利用は、安全を最重視した上で、維持すべきである。
原子力関連技術は、世界に誇る日本の産業技術の柱のひとつ。
今後も平和利用前提で、発展させるべき分野である。

29125 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。
原発を０にすることは、今後の日本の経済にとってマ
イナスにはならないと思います。

東日本大震災で、原子力発電というシステムの脆弱さに私を含め、日本国民の大部分は初めて気が付いたと思います。

原子力はまだ人類が完全に制御できるシステムではありません。
特に日本のような地震の多い国にとっては、他の国々より危険性は大きく、一たび事故が起こった場合は取り返しのつかない事態になることは福島の例を見れば明らかです。

また、今回東京電力の賠償責任の問題を見ても、事故が起こった場合の経済的損失は莫大なものになります。

事故が起こらない場合でも、最終的な核廃棄物の処分コストや、廃炉のコストを考えると決して原子力は他のエネルギーに対して経済的なエネルギーとは言えないと思います。

自然エネルギーの利用促進を積極的に進め、原子力以外のエネルギーの利用効率の向上を技術的に進めることにより安全で安心な生活を国民に保証することが一番重要と考えます。

福島の事故により、日本以外の国々へも放射能汚染の被害が生じています。日本が原子力を０にするという目標を持てば、国際的にも評価されるでしょう。

29126 個人 家事専
業

６０代 女性 １、ゼロシナリオを選択します。
２、次の２点の実行を求めます。
　イ、原発を迅速に廃止すること。
　ロ、自然エネルギーを推進すること。

１、ゼロシナリオを選択する。
物事に絶対安全ということはありません。
飛行機は、基準に従い安全に設計され、製造されて、訓練を受けたパイロットが操縦しています。
それでも墜落や着陸失敗等々の飛行機事故が生じます。
ただし、飛行機事故があっても次の事情から事故後も飛行機は公共交通機関として機能してきました。
　イ、事故被害が（下記の原発被害と比較し被害の程度、被害範囲、被害の継続性等において）限定的といえること。
　ロ、飛行機と同機能の代替交通機関がないこと。
　ハ、安全基準は世界的に承認されていること。
このような事情から、飛行機は事故があってもなくなることはなく、再発防止を講じることによって、事故後も飛行することが許されてきました。
ところが、原発事故については、飛行機事故とはまった様相を異にします。
　イ、原発の安全基準が不透明であること。
　　　何が安全であるか、安全基準はどうあるべきか分かっていません。このような安全基準が不透明な原発は、速やかに廃止すべきです。
　ロ、事故被害の甚大性
　　　例え、安全基準が明確になったとしても、事故が発生しないことを保証するものではありません。
 （地震･津波、隕石の落下、飛行機の墜落、ミサイル攻撃、操作ミス、設計エラー、保守の不備、材料の腐食等々によって、事故はありえます。絶対安全とはいえません）
　　　事故が、一度生じた場合には、３．１１に見るようにその被害は甚大で、広範囲にかつ子々孫々にまでその影響は続きます。（被害の程度、被害範囲、被害の継続性等）
　　　飛行機事故とは相違し、速やかに原発は廃止すべきです。
　ハ、代替の発電方式
　　　われわれは、もともと原発以外の発電方式を持っています。原発に代わる発電方式はたくさんあります。
　　　代替の発電方式があるわけで、リスクが大きい原発は速やかに廃止すべきです。
　ニ、核のごみ処理
　　　使用済み核燃料の扱い技術が確立できていません。危険な核のごみがたまるばかりです。
　　　飛行機事故とはまったく異質の危険を有する原発は直ちに廃止すべきです。
２、次の２点の実行を求めます。
　イ、原発を迅速に廃止すること。
　ロ、自然エネルギーを推進すること。
上記イ、ロの意見の理由は前述の１にある通り。

29127 個人 無職 ７０代 男性 原子力の依存度は20～25％が必要と考えます。 １、Ｆ１の大災害を経験した後においても、当面、原子力の経済的優位性は維持　されるでしょう。地球規模でなされる自由経済活動で日本が生き残り、国民の　生命・財産を守り、国際的な地
位を維持するために、相対的に経済的優位性の　ある電源は必須です。
　　一方、安全性については、起こしてはならない大災害を引き起こしてしまっ　た日本として、原子力を開発・利用する資格はない、即時０％を目指すべし。　との意見が多数を占めています
が、冷静に国益を考え、子孫への負担軽減を願　う時、今でも安全な原子力開発を目指す価値があると考えます。
　　事故発生の確率を限りなく低く抑える技術開発は日本の智恵を結集すれば可　能です。防災・減災計画の充実よりも優先すべきは事故発生をなくする、安全　な原子力開発に資源を集中す
べきです。
　　日本の動向に左右されることなく導入される開発途上国の原子力依存度の上　昇を見るに付け、日本は安全な原子力開発利用でも世界をリードすべきです。

２、安定的な電力供給を保証するのは、原子力に優位性があります。有限な資源　の価格高騰・変動を避けられない気象条件などを考慮すると、実績が証明する　ように、原子力は電力供給の
基幹電源であり続けます。
　　質のよい安定した電力供給が保証されてはじめて、世界を先導する産業技術　が維持できます。

３、地球環境維持の観点から、原子力は優位性があります。化石燃料の利用によ　る排ガスの影響は、地球規模で我々の生態系に確実に不可逆的な影響を及ぼし　続けます。
　　高レベル放射性廃棄物は取り扱いを慎重に行えば、我々の手によって生態系　から隔離できる技術を我々は持っています。

29128 個人 法人等 ６０代 女性 現在ある原発は、すべて廃炉にして、原子力発電によ
るエネルギー使用は0にする。廃棄物もリサイクルで
きる自然エネルギーに即刻変換すること。

わたしは、30年前から、原発使用、もんじゅ、プルサーマル燃料、再処理工場に反対してきた。
理由１）現在54機の、未使用の核燃料を、使うと、その核廃棄物は、核反応で、放射能が莫大になり、その制御技術は確立していない。この技術を持たずに、まさに「トイレのないマンション」状
態で、見切り出発しているところに、原発使用の未解決苦悶の問題がある。現在の、核廃棄物でも廃棄できない。これ以上増やすのは無責任すぎる。
　例、福島第1事故原発の、4号機の使用済みプールの核廃棄燃料棒取り出しだけでも、技術的未確立、莫大な費用がかかっている。作業員の被爆が免れない。
2）未来の子どもたち、生命、地球環境の汚染は、これ以上許されない。
３）今後、廃炉、歌廃棄物処理に、研究者が養成できるか。作業員の被爆を防げるか、難問を抱えている。犠牲の上の、経済繁栄は、本末転倒、祈りを大事にする社会の構築を即急にして欲し
い。

29129 個人 法人等 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオ　A．国内の原発を即刻廃炉にすべき
B.全国１０万本の使用済み核燃料の処理　C.電力会
社の総括原価方式の経営を廃止　D.発送電分離を実
施　E.効率的火力発電・再生エネルギー発電の推進

・廃炉するにしても、これから数十年の処理年数がかかる上、そこから出る放射性廃棄物や、各原発に貯蔵している使用済み核燃料の処理方法さえ、科学技術的にも政治的にも解決されてい
ない。
・電力会社が原発にこだわるのは、総括原価方式という悪弊のためである。また、それをベースにした電源３法にむらがる地方行政の悪弊である。
・地域独占の電力供給体制は、新たな電力供給の障害であるばかりでなく、再生可能エネルギーの開発を阻害している。
・原発にかけていたコストを太陽光発電、風力発電、地熱発電などの研究開発に移動すべきである。
・化石燃料の資源開発が、国境問題にまで発展している今日であるが、化石燃料の電力に占める割合は、しばらく大きいものであろう。日本の排他的経済水域を含めた資源開発に力を注ぐ必
要がある。



29130 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロに賛成します。 私は現在、ホットスポットと呼ばれている放射線量の高い地域に住んでいます。子供は3歳と4歳で小さい子供を育てるには厳しい環境に住んでいると思っています。福島の原発が爆発した後は
遠方へ避難し、精神的にも経済的にも苦しい思いをしました。国は想定外の事故だったと主張していますが、今後も想定外の事が起きる可能性があると思います。血税を使わなくてはいけない
原発、必要だとは思えません、安全性にも問題があり、使用済みの燃料は何万年と地球に影響をもたらす物を使用する。地熱発電や太陽光発電など、安全性の高い地球にやさしい発電方法
に切り替える時期なのではないでしょうか？
私は原発反対です。

29131 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電所を、0パーセントにするに賛成です。だ
から原発ゼロシナリオを選択します

原発ゼロシナリオを選択します。絶対安全な原発はなく、ひとたび事故が起こると甚大な被害を及ぼします。また、コストだって、原発を廃炉にし、核燃料サイクルを止めれば、莫大な維持管理
費を大幅に減らすことができ、再生可能エネルギーの導入や火力発電用燃料による増加分を考慮しても電気料金は現在より安くると思います（どうしてこんなあいまいな言い方をするかという
と、企業や政府の発表の仕方が信用できないからです）。
また、原発の報道も、最近は大手マスコミも、やっと重い腰を上げて報道をするようになってきました。

29132 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロでも十分日本は大丈夫！！ 今まで原発の為に使っていたお金で地熱発電、潮流発電、潮汐発電、波力発電など島国ならではの自然エネルギで十分日本の電力は賄える。何しろ未だに処理方法の無い放射性廃棄物も出
さないのだから。原発がなければ江戸時代の様な生活になる、貴方はそんな生活に耐えられるのかなんて嘘！！個人の家でも小規模風力発電、太陽光発電、充電池と高断熱住宅などやり方
は幾らでもある、今まで何しろ原発をやりたい人達が金儲けの為にミスリードをしてきただけ。今しばらくは火力発電に頼らなければならないかも知れないが、ここを踏ん張れば日本は変われ
る。頑張ろう！！

29133 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 当然原発は０％にするべきです。原発の存続はありえ
ない。自然エネルギーにすみやかに切り替えるべき。

原発は０％にするべきです。こんに狭い国土、火山活動の活性期に入った日本列島では無理な技術だ。４号機が倒れたら、北半球がダメになる。あななたち官僚や国会議員、大企業の社員が
死ぬだけではないんですよ。他の国、生き物すべてに死がふりかかる。センガクとかホッポウとか言っているが、福島の国土はすでに永遠に失われました。それに気がつかない振りをしている
官僚も政府も議員も無能すぎる。
自然エネルギーにすみやかに切り替えるべき。そのために日本の技術の粋を集めて、逆に世界に提案すべき。日本は唯一の被爆国であり、原発事故を多発させた国だ。産業についても、ちゃ
んと現実を見据えて、戦略の転換が必要だ。

29134 個人 無職 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持し、今すぐ原発をゼロにしてくだ
さい。すべての原発の即時廃炉を求めます。

いまだ福島第一原発の事故は収束していません。4号機の使用済み核燃料プールは傾き、野ざらしのままです。未使用の燃料棒を取り出すだけでも10年単位の時間がかかるに違いありませ
ん。さらに、内部にはがれきに埋まった燃料もあります。

事故の原因は、津波ではなく、地震そのものだということを国会事故調の報告書が示しています。なぜなら、現在ある原発は新しい耐震基準を満たしていません。なにより、活断層の上に建てら
れています。

こうした危険極まりない原発が、福島第一の４基以外にも、まだ50基もあります。再び過酷事故を起こして、第二のフクシマを繰り返したくありません。

過酷事故だけではなく、これまで長年被ばく労働が続けられてきました。多くの「小さな」事故が隠蔽されてきました。情報も閉ざされてきました。そして現在でも正しい情報開示はなされていませ
ん。

原発の事故により、東北・関東地方のみならず、濃淡の差はあれ日本の全国土が放射性物質により汚染されました。太平洋側の海洋は汚染されたのは言うまでもなく、このままゆくと、海洋汚
染は日本海側、遠くはアメリカ大陸まで広がってゆくことでしょう。

毎日放射性物質を気にしながら、外出し、食材を選び、マスクをして生活しています。こうした生活は、外部被ばくと内部被ばく、そして精神的なストレスを引き起こしています。

大飯原発を今すぐ止めてください。原発の再稼働をしないでください。発送電分離、自然エネルギーを推進してください。

お金よりも命が大切です。命がなくなれば、お金があっても意味がありません。

以上の理由から、私はすべての原発の即時廃止を求めます。

29135 個人 自営業 ６０代 男性 １、ゼロシナリオを選択する。
２、次の２点を求める。
　（１）原発は速やかにその全てを廃止すること。
　（２）原子力規制委員会の人事案を撤回すること及
び首相は辞任すること。

１、ゼロシナリオを選択する。
意見１について
地震・津波等の自然災害、飛行機等の墜落、テロ攻撃、作業員の誤操作あるいは機器の損傷等々によって、原子力発電事故は生じます。
一旦事故が生じた場合には、3.11事故（人災）に見るように原子力の制御不能の状況となり、地域全体、場合によっては日本全体が壊滅的な被害を受ける危険があります。
この様な危険を回避するには、原発の廃止しかありえません。
国民と将来の国民のために、速やかに全ての原発を廃止する必要があります。
.11事故（人災）に見るように原子力の制御不能の状況となり、地域全体、場合によっては日本全体が壊滅的な被害を受ける危険があります。
この様な危険を回避するには、原発の廃止しかありえません。
国民と将来の国民のために、速やかに全ての原発を廃止する必要があります。

意見２について
（１）原子力規制委員会委員候補5名の内、田中俊一氏、島崎邦彦氏、中村佳代子氏及び更田豊志氏は、原子力推進団体との関係が深く、かつ、推進団体から報酬を受けている人々です。い
わゆる「原子力ムラ」の住人に準ずる人ないしは住人の方々です。
この様な人々に、原子力規制を任せるわけにはいきません。大島賢三候補を除く他の委員候補を撤回することが、健全な原子力規制を進めるうえで必要となります。
（２）野田さん（首相）は、3.11の復旧・復興及び住民の帰宅も実現できていません。このように3.11に対する責任も全うできてない状況で、かつ、原子力規制委員会発足を待たずに、暫定安定を
言い、大飯原発の再稼働を容認し、加えて、将来の事故に対し、自身が責任を取ると発言しているようです。どのような責任を取ることが出来るのでしょうか？
彼の認識の誤り・無責任及び国民の脱原発の願いを踏みにじる大飯原発再稼働容認の行為等は、国政のトップにある者がいわゆる「原子力ムラ」の住人となり、ムラの代表となっている感があ
り、首相の資質に疑問を持つ原因となっています。
原子力規制委員会の委員候補者の撤回が、原子力規制に必要である以上に、この様な首相の下での原子力規制は事実上不可能であり、野田さん自身が首相を辞任する必要があります。

29136 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 シナリオ０しかない。 原発は０％にするべきです。こんに狭い国土、火山活動の活性期に入った日本列島では無理な技術だ。４号機が倒れたら、北半球がダメになる。あななたち官僚や国会議員、大企業の社員が
死ぬだけではないんですよ。他の国、生き物すべてに死がふりかかる。センガクとかホッポウとか言っているが、福島の国土はすでに永遠に失われました。それに気がつかない振りをしている
官僚も政府も議員も無能すぎる。
自然エネルギーにすみやかに切り替えるべき。そのために日本の技術の粋を集めて、逆に世界に提案すべき。日本は唯一の被爆国であり、原発事故を多発させた国だ。産業についても、ちゃ
んと現実を見据えて、戦略の転換が必要だ。

29137 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存度ゼロ。即廃炉。 一気に、廃炉にすることはできるのか。
そういう疑問の声があるかもしれません。出来ると思うんです。
キューバという国は経済封鎖という恐ろしい逆境を、国の方針でうまく転じて「長期的に」ではなく一挙に、国家レベルで有機農業へ転換しました。このキューバの大転換は世界の国々が注目し
た良い事例です。このように、日本も原発事故をキッカケにすみやかに原発から脱却できるはずです。この惨事を目の当たりにして、すぐやらなきゃダメでしょ。

29138 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 電気料金の値上げだけでなく、二酸化炭素の増加の
問題や経済活動に対する影響を考えると(3)案に賛成
する。

　原発依存度を5％以上下げる場合、再生可能エネルギーの割合をどのように増加させるのか。
　たとえば現在の太陽光発電でも電気料金のおよそ2倍の価格で買い取りをしている。もしこれが全家庭全事業所全工場に普及した場合どうなるのか。発電した電気を2倍の価格で売り、その
半分の値段で電気を買う。結局高く売った電気代が買う電気代に上乗せされ、電気代は高くなり太陽光発電の設置費用がすべて自己負担となりはしないだろうか。
　他の再生可能エネルギーはどうか。水力発電はもう限界だろうし開発コストもかかる。地熱・風力・潮力にしても開発費用がかかるだろう。
　さらに、エネルギー安保の問題もある。石炭・石油・天然ガスなどほとんど輸入に頼っている現状では、国際紛争が起きた場合安定供給されなくなることが考えられる。そして、需要の増加によ
り価格が高騰し日本の産業などが輸出で稼いだお金が輸入に使われる。現在の経常収支以上に赤字となり、日本は貧乏になっていく。
　原発を止めることは、戦後すぐの日本に逆戻りすることになるので絶対に反対である。

29139 個人 家事専
業

５０代 女性 「ゼロシナリオを選びます」 「ゼロシナリオを選びます」…こんな原発事故があって、しかも地震大国日本のどこに原発の安全が約束されるのでしょう。自然エネルギーだけで賄えないから原発に頼る、ということはつまり誰
かが言ってたように「穴が開き、沈みかけた船にまだしがみついている」だけなんです。思い切って船を捨て、難しくても自力で泳ぎきることが今の日本に求められていると思います。しかも「一部
の人たちだけが潤う原発」があることによって他のエネルギーの促進にブレーキをかけていると思います。お金よりも命と安全を守るために「ゼロシナリオ」以外の選択はありえません。

29140 個人 自営業 ４０代 女性 15シナリオ
資源の少ない日本ですから、
今存在するウランエネルギー、発電設備を有効に活
用すべき
ウランは使い切らないと、廃棄が大変なことになる。

我が国も当初仏国のエネルギー政策と同じ
原子力は二酸化炭素（地球温暖化防止）の切り札との政策を進めてきたと思いますが、

福島3.11の人災から
今までブラックボックスとなっていた原子力村の隠蔽・所得権益・癒着、安全性などがやっと露呈することに

視角は違いますが、日本は地震国であり仏国とは安全面での問題が有ると、また人口密度が高いところにも問題点が

結論ですが
世界の人口爆発のなか、地球の資源をどう有効的に安全に使うか
そのお手本になれ可能性のある国が
先進立国”日本”だと

日本だけでなく、世界のトップランナーとして
遠い未来に向けたエネルギー政策に、
知識、技術、資金を使ってもらいたいと思います。
（私欲ではなく公民の為に）

29141 個人 自営業 ７０代 男性 原発ゼロ、直ちに脱原発を希望する。日本には原発
の専門家はいない福島第一の事故対応の拙劣さ、四
つの原子炉で立て続けに爆発を起こした。無能で、隠
蔽体質で、改善を行わない、電力会社では事故は防
げない。

原発ゼロです、直ちに脱原発をやりなさい。原発何パーセントなど原発管理が出来ることが前提です。
日本には隠ぺいはすれ、技術の向上、改善に前向きな電力会社はありません。
地震国である日本に原発の専門家はおりません。過酷事故対応が出来る技術者はおりません。
原発の設計思想が事故対応を考えた設計になってません。電力会社に改善の意欲がありません。
ベントが分からない、水素の行動も分からない、計器類の故障も分からない、
隠蔽だけは一流です。
事故原因も解明できない無能な東電の技術陣、原子力村の先生と言われる専門家連中に原発が管理できますか。
日本は地震国です、地震では機械類は壊れ故障しやすいのです。
安心安全のため原発ゼロが望ましいのです。再度、放射能汚染を起こすと日本人の住み家がなくなります。
覚悟次第で再生可能エネルギーなど新エネルギーへの転換は早期に可能です。
日本には技術も資金もあるのです。原発ゼロでも去年も、今年も何も問題はありません。無駄使いしなければ電力はあるのです。

29142 個人 自営業 ５０代 男性 原発は即刻全てを停止して全てを廃炉にして下さい。 世界中の生命の危機を救うことと、処理技術も能力も無いのに無責任に未来に押し付けるのはやめよう。
新しい処理技術を開拓して世界に貢献出来る様に頑張ろう。
廃炉及び廃炉に関する技術の研究開発、代替エネルギーシステムの設置及び研究開発等新しい雇用も増えるはずです。

29143 個人 その他 ５０代 男性 「原発ゼロ」明確なメッセージが日本を再生 今秋、大飯原発を停止。社会的弱者を保護した上で、原発ゼロの電力受給見通しに基づいて、節電、計画停電、ピークカットを実施。再生可能なエネルギー環境を地方自治体単位で３次３カ年
計画を立案。３年ごとに住民投票を含む検証を繰り返しながら、同時に地域分散、自立型の産業構造への転換を促す。

29144 個人 法人等 ５０代 女性 原発は絶対ゼロをめざしましょう！！ 私は福島第一原子力発電所がある福島県の隣県に住んでいます。東日本大震災の原発爆発の後、夫と次女は千葉県の長女のところに避難しました。ところが、長女が住む千葉県流山市は
ホットスポットだということが、後にわかりました。流山市に住んでいた長女夫婦・孫（当時6歳）そして次女までも放射能を浴びてしまったわけです。
あの爆発の時に正確な情報を流していたら、こんなにも多くの国民が被曝しなかったわけです。
また、原子力発電は安全・安全と言われていたにもかかわらず、この間の再稼働しかり、事実の隠ぺいしかりで、もし本当に“安全”と信じているのなら、事態の収拾に原発に賛成している政治
家・科学者・電力会社のお偉いさんは事故現場に行くべきです。

私は後悔をしています。自分の原発に対する知識が浅かったことを。大切な子どもや孫を無知が原因で被曝させてしまったことを。
原発がなくなると日本は停電になって、急病人が助からないと脅されていますが、考えてください。日本の黒いダイアモンドを国策で採取しなくなったのはなぜですか？日本は、自然に恵まれた
国です。風も水も地熱もあります。国がお金を出さないで、研究を進めていないことが問題なのです。
原発は絶対ゼロ！！と私は訴えます。

29145 個人 その他 ５０代 男性
日本は大至急、再生可能エネルギーの切り替えを行
うべきです。この事業に
税金を使うことは、国民の大多数が納得すると思いま
す。
原発依存度を０にして下さい。

チェルノブイリ・福島の原発の事故からも、人類と原発は、共存できません。使用済み核燃料の処分さえ、安全に行うことができません。また、地震の多い
日本には、安全神話は、通用しません。国は、国民の命と健康を守ることを
第一に考えて下さい。国が豊かになろうが、国民の命や生活を失わせては
なにもなりません。再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰに、大至急、転換し、原発依存度を０に
して下さい。

29146 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロを早急に決め，再生可能エネルギーへの協
力を国民に呼びかける．

　使用済み核燃料の処理は極めて困難で，大きな災いを子孫に残すことになる．
原発再開は十分注意してなされると思うが，核エネルギーの取り扱いについては，科学的にも技術的にもまだ不明な部分が多く，文字通り「想定外」の事態が
起こる可能性を否定できない．一旦過酷事故が起きると，今回の東電福島第一原子力発電所の事故が示しているように，その影響の大きさは計り知れない．
　再生可能エネルギーへの転換に対して，日本には技術があり，国民にはそれを
推進していく能力がある．その方針を早急に決定し，国民に協力を呼びかける
と，「想定外」に進展すると確信する．それによって雇用も生み出されるし，
新しい技術革新も進み，そして何よりも国民が志を持って日本の再生に取り組むことができる．

29147 個人 法人等 ５０代 男性 原発を０％にすること。そして、自然再生エネルギー
への転換を国民の協力を得ながら、国の責任で進め
てください。

いまだ、どのような時でも安全に出力コントロールや制御などができる技術が完成されていない核エネルギーの使用に反対します。また、運転によって大量にうまれる、核廃棄物の処理ができ
ない中での運転継続は、人類だけでなく、地球を滅ぼす行為です。すでに、日本は、福島原発事故で、全世界に取り返しのつかない環境破壊を与えました。その反省を示さない、原発運転再開
は、国際社会の中で許されるものではないでしょう。また、福島のみなさんはじめ、故郷を追われた国民に対する裏切りです。今の環境は、地球が生まれて育まれた結果であり、経過です。その
環境をできるだけ汚さず、バトンタッチしていくことが、今を生きる人類の最低限の責任でしょう。一部の人間の金もうけのために、地球を犠牲にすることは許せません。

29148 個人 家事専
業

４０代 女性 原発0シナリオに賛成します。 持続可能な地球を維持していくため、廃棄に100万年の時間を要する核廃棄物をもうこれ以上増やすことはできませんし、
もうこれ以上の不安は欲しくありません。
もし自分の町に原発があったら・・・、
どう考えるでしょう。
東京都千代田区永田町に原発を建設し、稼働する。となったらどう思いますか？
未来の子供たちの安全を考えたら原発0以外のシナリオはあり得ないと思います。
目先のことを考えるのももちろん必要ですが、
それよりもっと影響が大きい「地球の未来」を今こそ考え行動する時だと思います。
そのためには
段階的にではなく、まずは決めてその立場に立つことから始めないと、もう手遅れになるのではないでしょうか。
大きな痛手はあると思いますが、それは我々がいかに今まで無関心でいたか、その代償だと思いますし、
ここで原発を認めてしまうと、いつの日か本当に取り返しのつかない大きすぎる痛手を我々ではなく、子供たちが払うことになるのです。

わたしは原発0シナリオに賛成します。



29149 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発比率はゼロシナリオでいくべき。 福島原発事故は、未だなにひとつ解決されておらず、多くの人々が苦しんでいる。
核廃棄物の処理問題も抱えている以上、原発比率はゼロシナリオで行くべきである。
政府の提示したシナリオでは、石炭火力の依存が大きく、省エネがたった一割の見込みになっているが、国として率先して省エネをすすめ再生可能エネルギー自然エネルギーを最大限に導入
し、温暖化対策との両立を考えた第四の選択肢が必要である。

核燃料サイクル問題も国民的議論に含むべきである。
原発ゼロの期限を決めるべきである。
電力自由化、発送電分離のシステム改革も視野にいれるべきである。

原子力発電による核廃棄物の管理という負の遺産を、
これ以上、将来の日本子孫に背負わせるべきではない。

29150 個人 その他 ４０代 女性 原発による発電を断固拒否します。 ３．１１でわかったように、自然の力の前で、私たち人間が作り上げたものなど、ひとたまりもありません。平和が続いていた日本で、想定外だったことが起こりました。そして、私たちが扱いきれ
ないものが、外に飛び出して、取り返しがつかなくなってしまったのです。（今だに、更なる被害の可能性は残されています。）こういうことを、二度と起こさないためにも、人々が安心して暮らせる
ためにも、クリーンなエネルギー源が可能であるなら、そちらに以降するのが、当然の流れだと思います。事故を起こしてしまった国の責任の取り方を、世界に示すには、クリーンエネルギーを
推進し、日本が誇るテクノロジーで、世界を明るく照らしてください。世界が認める日本という国づくりを、お願いします。

29151 個人 家事専
業

６０代 女性 原子力発電の稼働停止を要望します。

全ての原子力発電所を廃炉にする事を要望します。

理由　：　放射能汚染が地球上の全ての生き物動植物に危険を及ぼすから。

国民の為に、でなくて結構です。

『あなたのご家族の為』に、そして『あなたご自身の為』に、原発を廃炉に向けてください。

以上

29152 個人 自営業 ６０代 男性 2030年度までに原発依存度ゼロ即刻停止、廃炉をお
願いしたい。

地震が多発する日本に原発は不適当。
また原発自体、ゴミの処理も出来ない。
そんなエネルギーを世界が推進するのは間違っている。
時間をかけて代替エネルギーを開発推進すること。
その前に政府が国民に企業に
事故が収束してないこと、エネルギーが不足すること
節電が必要なことをこれまでの
生き方を変えることを説得すること。

29153 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 実現可能で現実的な3案とすべき。料金、雇用、経済
に与えるやCO2排出量の削減を考えると、今、人類が
持っているでは原子力にある程度頼るしかない。

生活や産業に与える影響を考えると、30パーセント以上の原子力が必要。将来的には技術革新に期待するが。大切なのは時間軸。

29154 個人 学生 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 　全原発をただちに停止するばかりでなく、すぐに廃炉の工程にとりかかるべきです。なぜなら停止していると原発労働者は仕事を失ううえにただ維持費がかさむだけですが、廃炉は何十年も
かかるのでそのあいだ原発労働者は十分仕事を与えられるからです。

　発電量を試算すれば原発再稼働なしでも十分やっていけます。

　万が一停電した場合、老人の熱中症増加や難病患者の医療機器停止が心配だとよくいわれますが、そもそも大規模な停電は原発の有無に拘らずいつでも起こりうるものです。原因としては、
台風、落雷、竜巻などの自然災害ばかりでなく、人為的ミスまであります。後者の例としては、2006年8月14日にクレーン船が旧江戸川を航行中に誤って送電線を切断してしまったため、首都圏
の約140万戸が5時間あまりにわたって停電したことを挙げられます。ですから、原発の有無と大規模停電対策とは切り離して考える必要があります。つまり、ふだんから、老人に水分補給を呼
びかけ、難病患者に非常用電源を配布すべきなのです。

　節電による生産力低下を心配した大企業がいま工場を海外移転しているというのはデマです。この1年数ヶ月の間に工場を海外移転させた企業は、原発事故以前から円高対策として着々と
計画を進めてきたところばかりです。例えば、原発事故の半年前に行われたあるアンケートでは、製造業1566社のうち245社が「海外へ進出する意向がある」、またそのうち120社が「3年以内に」
と答えています。現実的に考えればわかりますが、企業が、準備期間もなく、海外の現地に送り込める人材もなく、その受け皿となるコネクションもない状態から、短期間で自社工場を海外移転
できるはずがありません。

　節電による生産力低下よりもむしろ、原発過酷事故の放射能汚染のほうが、生産部門にとってはもっと大きな損害をもたらすということを、一流企業はよく認識しています。例えば昨年7月18
日、スズキの福社長が、もしも浜岡原発が再稼働すれば自社工場を周辺から遠隔地へ移転させなければならないため静岡県知事に適切な判断を求める趣旨の発言を、共同通信の取材のな
かで行っています。

　再生エネルギー開発はビジネスチャンスです。これまで原発産業がこの拡大を抑えていました。いま取り組めば世界的な流れの先端に立てます。

　以上により、原発をただちに停止するとともに廃炉にとりかかること、そして再生エネルギーの開発に全力で取り組むことこそが、合理的であり、疾病リスクも低減できるばかりでなく、また経済
成長の契機も見込めると断言できます29155 個人 自営業 ３０代 女性 原発依存度は0％。その他のエネルギーでつなぐ。既

存の原発は廃炉にする。日本は、海外受注も含めて
新規原発は作らず、廃炉技術を磨いて世界にお詫び
をするべきである。

・事故により汚染された地域の一部は、半永久的に人が住めなかったり、作物が作れなかったりと、とりかえしのつかない事態になっているため。そのことにより多くの方が自殺するなどして命を
落としたことについて、深く考えるべきである。もちろん、病気のリスクを負ってしまった子供たちの将来についても同様。
・現存する原発は必ず、事故は起きる。これは設計を担当した方々も証言していることで、あとは事故の程度を減らすことしかできない、つまり事故は避けられない。

29156 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所の稼働は再開すべきでない。
地熱、風力、太陽光を中心とした自然エネルギーへ至
急転換すべきである。

原子力は人類がコントロールできる代物ではない。
少なくとも世界有数の地震大国である日本は原子力発電をすべきでない。さらに、そもそもそういった負の部分を全く覆い隠して安全神話を作りだし、シビアアクシデント対策を必要なしとしてき
たこの国のあり方自体が日本的であり、戦前戦後から３．１１以降もその体質はまったく変わっておらず、こういう国が原子力を保有することは危険極まりないと考える。
総理は原子力の再稼働に自らが責任を持つというがなにをどう責任を持つというのか。３．１１原発事故の責任をとった者がいるのか。結局、後のことは知らない、である。政治家のこういう無責
任な選択は倫理に反する。
原子力に頼らないと電力が不足するという言説も信用に値しないが、万一、一時的にそういう事態が生じてもそれは予測可能な範囲である。これに対して、原子力発電の事故は、予測不能、収
束不能である。
以上のことから、日本において原子力発電は選択すべきでなく速やかに他の自然エネルギーに転換していく必要がある。

29157 個人 家事専
業

５０代 女性 すべての原発はできるだけ早く廃炉にすべき。地球規
模で地震多発期がきている今地震大国日本での原発
稼働は自殺行為。安全になるまで何十万年もかかる
負の遺産を、これ以上子孫に残すべきではない。

…とはいえ、今あるものを早速処分するにしても、20年では無理かも。予算的に廃炉より復興を優先させていただきたい。
それにしても再稼働は必要ないと思われる。原発を稼働させるだけでだれかにお金が入る今の状況はすぐさま改善していただきたい！本当に電力不足なら再稼働もやむなしとは思うが、ちゃん
とした資料を提出して納得出来る根拠を示して欲しい。
古い火力発電所の整備に予算を！代償エネルギー開発にもちゃんとお金をかけて政府主導で長期プロジェクトを組む。
使用済み核燃料については、地下深く埋めるだけでは駄目だと思う。何か画期的な処分方法がないか、最高の頭脳をもって研究させる。
原発を擁する地元については代わりの雇用を考え、原発廃止と共に寂れて行くのを防ぐ。
方針をきちんと政府が示した上で、一般に広く知恵を求めるべきでしょう。

29158 個人 無職 ６０代 男性 原発は全廃しか選択肢はありません。地下水ならずと
も取水場（河川・湖）に
流れ出したら取り返しがつかない。すぐに止めても３０
~４０年かかるんでしょ！？　即止めて新しいシステム
構築しましょう。

日本は典型的な地震国。原発は適さない。しかも一旦事故が発生すると制御不能。　こんなおそろしいシステムにまだすがりつくつもり！？
原子力村の面々は深く反省し、総力をあげて新しいクリーンエネルギー供給システムを構築してください。将来の子供たちのために。

29159 個人 家事専
業

７０代 女性 ２０３０年までに原発依存度は０にする。原子力は人
間が制御出来るものではないと判った。さらに「使用
済み核燃料」の危険度を知るにつけ、その処理の解
決法も見い出せない現状を思えば、断じて原発は廃
止すべき。

福島の事故で明らかになったように、原発の安全性は皆無。他の原発でも活断層などで危険性はさらに高い。
世界的に「原発は過渡的エネルギー」と見なされている。原発にこだわり続ければ、この先世界の潮流に取り残されることになる。政府は、原発事故を体験した今「脱原発」への良い機会ととら
え、「再生可能エネルギー立国」の姿勢を打ち出すべき。その為にあらゆる道筋と支援を整えれば、経済界も更にその方向に動くと思います。

29160 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 自然エネルギーの推進を希望すると共に電力システムを地域分散型のエネルギー供給ができるように改革してください。

29161 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 即！原発を０に！！自然エネルギーで未来の子ども
たちが安心して暮らせるように

放射能の怖さを3.11で実感しています。自然エネルギーで電力は賄えることも国民はわかっています。今の大人たちが未来の子供達の事を考えて安心して暮らせる国にしていかなくてはいけな
いです。今が良ければいいではなく未来を見据えて考えてください。今すぐ原発を0に！！子どもたちが笑顔で暮らせるように。

29162 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 過去の負の遺産である使用済み核燃料の保存や処
理を考えると、稼動をゼロにしたところで、自然災害等
による放射能汚染リスクは避けられない。最小限の利
用で他のエネルギーの補完として利用いていくしかな
い。

使用済み核燃料」の保存、処理を含め、原発稼動によるリスクアセスメントを電力会社任せではなく、政府として責任をもって実施し、残存リスクを国民に開示しなければ、国民の不信感は払拭
されない。

29163 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は早急に全数廃止すべきと考える。 福島でこれだけの被害が出ているのだから、原発＝安全はありえない。
国はもっと真剣に新しいエネルギー政策を考えるべきだ。
誰かの利権のために、また、誰かの立場や地位を守るために原発を利用しようとしてるようにしか見えない。
原発は絶対反対！！

29164 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢」について｡

2030年までに原発依存度を
私は
★ 0％（原発を全部無くす）にする
を選択します｡

電気があるとか無いとか､経済云々とか､そんな事より
長年お守りを必要とする核のゴミを出す事そのものが無責任であり､
原発を推進すると言う事は､どのような政策に対しても無責任でいられる
政府とみなします｡

大体原発が稼動していた時からここ20年は不況だったではないか｡
経済降下を原発の有無のせいにしてはならぬ｡

29165 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は即時に中止し、施設は廃止。福島第一
原発事故の原因究明ができず、現在稼働している施
設にも活断層など未確定な要因が発生している。私
たち原子力をコントロールする術を持っていない。

原子力発電は即時に中止し、施設は廃止すべきだと考えます。
福島第一原発事故の原因究明ができず、現在稼働している施設にも活断層など未確定な要因が発生しています。
私たちは廃棄物処理もふくめた原子力をコントロールする術を持っていません。

29166 個人 無職 ５０代 男性 私は、2030年における原発依存度を(1)ゼロシナリオ
が良いと思います。
しかし、、原発をゼロにした場合のエネルギー不足に
関しては、十分な議論が必要と考える。

福島原発の事故が完全に収束しておらず、原因究明からの事故が起こった際の対策がなされていない今、原発の稼働は許されるものではなく、2030年における原発依存度は(1)ゼロシナリオを
選択します。しかし、原発をゼロにした場合のエネルギー不足に関しては、十分な議論が必要と考える。

29167 個人 その他 ７０代 女性 原発ゼロ！ 地震大国日本が原発を持ち続けるのは無理

核と人間は共存できない

29168 個人 無職 ４０代 女性 原発依存度を０％
自然エネルギーに転換するべきである。
すべての原発を停止するべきである。

いつまた震災がおこるかわからない。
また汚染されれば、日本は大変なことになる。
いつもあかるく、必要のない電力を使用している現状を変える時期である。

29169 個人 その他 ６０代 男性 エネルギーは原子力発電を使用しないで、供給できる
エネルギーに見合った社会を作るべし

事故の収束もできないものを所有すべきでない。今回の福島原発事故では、多くの方々の命と健康と未来を奪ってしまった。そして、地球に計り知れない放射性物質を撒き散らし続けている。こ
のようなものを保有すること自体が許されない。

29170 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 クリーンエネルギーを消費したいと思っています。

原発の電気は、必要ありません。

宜しくお願い致します☆

29171 個人 家事専
業

５０代 女性 人民あっての国家です。
逆ではありまえません。

わが国は、１度は他国から原子力爆弾からの放射能を浴びてしまいました。
以来戦後を通して、放射能の脅威を、他国にも発信続けてきました。
それが、２０１１・３・１１で、自ら再度、国土の３分の１近くを放射能で汚染してしまいました。
国土が使えなくなった、失った、戦争に負けたと同じです。
他国がこれを引き起こしていたら、「バカな国だ」と思いませんか？
あきれた事です。

原子力を使ってエネルギーを造る。
何も無いものから何かを造るのは大変です。
今あるものを工夫して造る方が、はるかに簡単でローコストでしょう。
たとえば日光、風力、波力・・・とか。

わが国は地理的に見て、ロシアや中国、北朝鮮に近い非常に厳しい場所に位置しています。防衛に対して、アメリカの協力が不可欠なのはわかります。

自民党時代に、非核三原則に違反していた事を国民は既に知らされました。、
しかし、国土・国家の存続も危ぶまれる今回の原子力事故に対しては、アメリカに、「生活に直結する現状況ではもう協力できない、完全防備の実験施設の中でないと原子力製造はできない」
と、
電気製造には原子力を使わない事を明言すべきです。

またこの際広く国民に、上記のような状況と、わが国の安全はアメリカによってもたらされている事を、再度確認してもらう事が必要です。
わが国は過去からずっと敗戦していて、アメリカにより対面を保っているだけなのだ、という事です。
アメリカの国防を己の利益と考えなくてはならないのだという事と、福島の事故とはワンセットであることを、国民は考えなくてはいけません。
そこを踏まえた上で、今後のアメリカに対しての協力的原子力研究を考えるべきです。
決してわが国の産業にしてはいけません。



29172 個人 無職 ６０代 男性 原発依存度は将来的にも30％程度までは必要と考え
ます。

3.11の事故（失敗）で原発を止めるというのはあまりにも短絡的と思うし、日本の経済を考えれば原発の電力は必要です。今でも国力の低下は著しいのに、これ以上にGDPが下がるのは我慢で
きません。絶対反対の人たちは、この事も考えているのでしょうか。
火力を増やした時の地球温暖化は放射能以上に問題があるでしょう。
ただし事故を教訓として、徹底的な安全対策が必要だし使用済み燃料問題も廃棄方法を決めるべきです。
しかし将来革新的な技術開発等で、自然エネルギーのコストが大きく下がった時には原発は速やかに廃止するのが妥当と考えます。

29173 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロしかありえない！ 日本のような地震国が原発をこれ以上維持するのは無理。フクシマがもう一度起きたら日本壊滅。

29174 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 長期的な日本の将来、子供達の未来の生活を考える
と、少なくとも原子力の比率は25パーセントは必要。

日本のこれまでの発展は科学技術に支えられたものであり、ここで原子力を捨て去ることは、現在の情緒的な安心感のために、発展を捨て去ることはになる。日本が江戸時代の鎖国の状況で
あれば、貧しい中で生きて行くことが可能かもしれないが、グローバルな現代では深刻な経済の長期的な低迷へとつながって行くリスクが高い。再生可能エネルギーの発電コストが下がり、蓄
電池のコストが大幅に下がるのであれば可能性があるが、そうしたことを前提に考えるのは絵空事。学者の実験に的なシナリオに我が子の未来を託すわけにはいかない。

29175 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 条件付きで１５％シナリオ支持。条件は3年後の見直
し。再生可能エネを３０％導入することは不可能。エネ
ルギーは国の存立の根幹、冷静に現実的な視点で議
論すべき。現時点での選択は国家100年の計を誤る

大きな天災や事故があった場合、世論はその被害の大きさに目を奪われて、極端な意見に走ることは歴史が証明している。福島事故は確かに悲劇だが、長い目で子孫の繁栄、安寧を考える
べき。我が国は無資源国で貿易による財で世界各国と良い関係を作りつつ、エネルギーを確保していかざるを得ないことは変わりようがない。安寧は願っていれば得られるものではなく、犠牲
や努力は必ず必要。したがって、当面は原子力発電を慎重に運転しつつ、冷静に将来を見据えつつ選択をしていくべき。原発は努力によって安全に運転することはできる。

29176 個人 家事専
業

４０代 女性 命と環境を殺す危険な原発を即時廃止し、すみやか
に持続可能な自然再生エネルギーへの転換を望みま
す。

放射能に対する術を持たない人類にとって原発＝核エネルギーは持ってはならないものです。
福島原発はいまだに封じ込めさえ全くできておらず、放射性物質を私たちの暮らす環境中へ放出しています。
土地を海を空気を汚染し、その影響は日本だけではなく海外へも及びます。
これは世界の国々や人類以外のすべての生物、そして地球という惑星そのものに対し日本が加害者となっているという事です。
そうした中で日本が原発を捨て、自然エネルギーに転換するというのは責務であります。
原発事故の原因の究明も責任の所在も曖昧ではっきりしない中、国民の声を無視し大飯原発の再稼働を行い、そしてこの期に及んでもまだ原発路線に戻ろうとするのは何より被災者の皆さん
を冒涜する行為です。
今こそ国は「主権在民」という基本をしっかりと自覚し肝に銘じ、その声を聞きこれからの国の在り方を方向づけるべきです。
いくら国が企業利益を優先して守っても、このまま放射能汚染が広がれば少子高齢化の中で国民が健康を害し、日本国民という種自体が途絶えることになるでしょう。それは日本という国自体
の滅びを意味します。
政治家も官僚も分かっているはずの事です。
自分たちの在任期間が何事もなく過ぎれば良いというのではなく、未来を見据えて行動するのは直接行政にかかわっている皆さんに課せられた使命です。
どうか未来のために一人の人間としてどう行動すべきかお考えください。
そして未来のための英断を行ってください。
多くの国民はそれを支援します。
よろしくお願いします。

29177 個人 無職 ４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《経済復興には国民の「未来への希望」というエネル
ギーが必要だ》

毎年、再生可能エネルギー比率が増えていくことが国民の活力を生み出す。
放射能の危険から開放されれば、日本は飛躍的に成長する。

・再稼働はしない
・もっと省エネルギーの取り組みを進めて下さい。
・もっと自然エネルギーを推進して下さい。
・再処理の廃止を決めて下さい。

29178 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私たちは、文明が目指してきたものの中で、過ちを謙
虚に踏まえ、地球の未来を守るために「(1)ゼロシナリ
オ」を目指すべきと考えます。

東電の原発事故が起こって１年半が過ぎようとしている今、事故現場の復旧が不可能に近い状況であることや各地の放射能の数値を見ても、私たちは完全に誤った道を進んできました。この
過ちを踏まえることなくして、目先の生活や効率化を求めることはもはや許されません。越えてはならない一線を明確に自覚すべきことを我々は学ぶべきです。そして、真剣に地球の未来を守る
ために科学・技術を発展させなければなりません。人間として、本当の生き方を考えるならば、答えははっきりしているでしょう。原子力に頼ることは止めて、自然と向き合いながら生きていくべき
だと考えます。

29179 個人 学生 ２０代 男性 15シナリオを支持します。 経済的な理由において、0シナリオは国民が負担しきれないとおもいます。
技術的にも、20年で自然エネルギーを原発に置き換えるのは不可能だと思います。

29180 個人 無職 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 本当は事故前からわかっていたことですが、現状の福島及び日本全国の被害、混乱を見て、どうして今後も原発を使用しようということを考えられるのかわかりません。
自動車や飛行機と比較して、ゼロリスクなどありえない、という意見を言う方も多いですが、事故の規模が違いすぎます。残念ながら、福島の事故で、既に我々が生きている間に解決できない被
害が出ているのです。

事故をゼロには出来ない、という点では、確かに自動車や飛行機と同じです。それは、推進派の方々も同意見でしょう。
つまり、これから一つでも原発を動かそうという決断をするのであれば、つまり今回のような大事故を視野に入れる、許容するという意味になります。

私はとてもそんなこと出来ません。

確かにピーク時は工夫が必要かもしれませんが、現状日本の設備でほぼ電力は足りています。大幅に足りないならまだしも、だいたい足りているんだから、もう選択の余地はないでしょう。あと
は、様々な工夫をしていくしかありえないのです。

今一度、今回起きた事故の被害を思い出してください。

原発を動かすということは、また同じような被害を生み出すきかっけになるということを。

29181 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 原子力発電所は危険なので早急に廃止し、自然エネ
ルギー発電の開発普及に全力を挙げることを希望し
ます

原子力発電の危険性は今回の福島における件で立証され、さらに事故が起きたことによる被害は想像をを絶するものであることも立証されました。
　だからと言って原子力発電を今すぐ止めると経済に打撃を与え、国民生活にも多大な影響を与えると言う意見もありますが、日本は地震国であり、地震対策をしっかり行えば安全であると言う
論理もありますが、それらの話は間違いであることが今回の件で証明されたと思います。
　これからは、経済目標をすべての国民が安全に、そして安心して暮らせることに重点を置く方向に変え、今までのようなＧＤＰ至上主義から、ブータン国のような国民総福祉の向上を目指す方
向に変えるべきと思います

29182 個人 その他 ５０代 男性 提示された三つの選択肢の中では、30年に原発依存
度を０パーセントにすべきだという案をとるべきです
が、本来、原発は即時廃止にすべきです。

事故がないとしても放射性核廃棄物処理には300年から100万年程度は時間がかかります。事故や地震があった場合には、大きな放射線被害が予想され日本政府が賠償できないほどの被害
が発生する危険性があり、世界の他の国々にも多大な環境被害を与えます。火力、水力、風力、太陽熱党の発電で電気は足りています。即時廃炉への道を進むべきです。愚かな温存はしては
いけません。

29183 個人 無職 ７０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《経済復興には国民の「未来への希望」というエネル
ギーが必要だ》

毎年、再生可能エネルギー比率が増えていくことが国民の活力を生み出す。
放射能の危険から開放されれば、日本は飛躍的に成長する。

・再稼働はしない
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。
・再処理の廃止を決めてください。

29184 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 福島第一原発の原因究明がはっきりしないうちは原
発再稼働は納得できません。宮城にも何等かの被害
が及び生活に影響が出ています。今回の地震で想定
外の事故があることを認識させられました。原発ゼロ
を望みます。

　安全神話に踊らされて不安を感じながらも原発反対の声を上げられずにいました。福島原発の事故でいまだに１６万人の人が故郷を追われ、避難生活を強いられている現状を重く受け止め
なければならないと思います。

　ひとたび事故が起きると地球規模で被害が及び、世界の国々に対して日本は加害者になります。

　確かに電気の恩恵は大きく電気に頼る贅沢な生活に慣れていまった今となっては、使用電力に制限がかかるといろいろな場面に支障をきたすことになりますが、人間が本来生活するには何
が大切か原点に返って考える必要があるのではないでしょうか。
贅沢な生活を見直し子や孫の世代が安心して暮らせるきれいな故郷、きれいな地球を引き継ぎたいと思います。
日本の科学技術と日本人の心意気で原発に頼らない代替エネルギーはきっと開発できるはずです。
　

　期間限定、理由限定の原発再稼働には反対です。今すぐにでも原発ゼロを支持します。

　「きれいな故郷を将来に、命を脅かされる生活から安心して暮らせる日本への舵取りをお願いします。

29185 個人 その他 ３０代 女性 原発０％を支持。
時期は２０３０年ではなく即時撤廃。

核と共存はできない。
誰かの犠牲の上に成り立つ原発なんて要らない。

29186 個人 無職 ５０代 男性 全ての原発は再稼働させることなく廃炉とする。大飯
原発も速やかに停止。
放射能や二酸化炭素を出さない自然エネルギーによ
る発電の比率を上げる。

私は広島で被爆した母を持つ被爆二世です。今だに続く被爆者の苦悩を目の当たりにしてきました。小学生の頃から原発は原子力の平和利用だと教えられてきましたが、平和利用のはずの原
発で、これまでに多くの人々が放射能被害で苦しんできたことを知りました。日本のみならず世界中の原爆実験場や、原発のためにです。平和利用は原爆の非人間性のカモフラージュに過ぎま
せん。アメリカは直接被爆の影響のみを強調して、内部被爆により何十年も人々を苦しめてきたデータを明らかにせず、否定してきました。
原子力の平和利用はまやかしです。
原発内で作業して生計を立ててきた人へは、今後何十年もかかる原発廃棄へ向けての仕事を保証し、原発を抱える自治体へは補助金に頼らずに立ちゆくための援助をし、一刻も早く自然エネ
ルギーによる発電への転換をすべきです。

29187 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は、震災前以上の比率を維持すべきであ
る。

太陽光発電や風力発電への性急なシフトは、国民への経済的負荷が増し、日本経済の成長を阻害し、失業者の増加を招くことになる。
福島の事故を教訓に、原子力発電の安全技術を高め、原子力による電力供給システムを改善・発展させていくべきである。
そして、世界トップレベルである原子力発電の安全技術を世界に供給していくべきである。

29188 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロを強く願います。
再稼働せずになくなって欲しいです。

自然を予測することは不可能だから。農作物を安心して食べたい。美味しい空気、お水を口にしたい。自分の世代だけではなく、これからの未来を。地下でしか生きられなくなるのは嫌です。宜
しくお願いします。

29189 個人 その他 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択 福島での原発事故に関して、事故原因やその対応に関して、国民に納得される形での責任が取られていない。今後に対しても危機管理対応があまりに不十分なので反対します。

29190 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 0％にすべきです。最終処理技術・最終処分場が確立
していない中では早期に０％にすべきです。節電の提
案は明確にお願いします

廃炉後の処理が技術的にもまた最終処分場も明確になっていない現状の中で、原発に頼ることは将来を考えると、問題だと思います。自然エネルギーなど再生可能エネルギー中心にすぐすべ
きです。原発にかかる費用で各家庭の屋根にソーラーパネルなど設置したほうが良いと思います。福島の事故を真に教訓にし、将来にわたって安心してすみ続けられる国づくりをしていこうで
はありませんか。

29191 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原子力発電所は０シナリオで進めていただきたい。 現在も、仮設住宅にすんでいる方々を、納得させられるだけの理由はありません。

29192 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 実現可能で現実的な3案とすべき。料金、雇用、経済
に与えるやCO2排出量の削減を考えると、今、人類が
持っているでは原子力にある程度頼るしかない。

生活や産業に与える影響を考えると、30パーセント以上の原子力が必要。将来的には技術革新に期待するが。大切なのは時間軸。

29193 個人 無職 ３０代 女性 原発がなくても電力が足りている現状、１０万年先ま
で管理が必要となる核廃棄物を生み出すような発電
は必要ない。全原発の即時廃炉を求めます。また、高
速増殖炉も危険な上に1ｋｗも発電していない為廃止
を希望。

原発がなくても電力が足りている現状、１０万年先まで管理が必要となる核廃棄物を生み出すような発電は必要ありません。全原発の即時廃炉を求めます。また、高速増殖炉も危険な上に1
ワットも発電していないため、こちらもすぐ廃止してください。

福島第一原発の事故後の経過を見ていますが、東日本の半分以上が避難を要する地域となった今も、基準値を事故後に改悪して住まわせつづけ、生産活動をさせつづけていることは罪です。
即時廃炉をしない場合、その理由と万が一の事故の場合の補償、避難経路等を全国の原発から200キロ以内の地域すべてに対して発表してください。

29194 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。自然エネルギーを推進してください。

29195 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 国のエネルギー戦略は中長期のビジョンが重要であ
る。再生可能エネルギーがシナリオ通り増え、結果的
に化石燃料や原子力比率が下がっていくのなら問題
無いが、実証も無いまま拙速な判断を行うことはリス
クが多い。

福島原発の事故は確かに重大で多くの課題や問題を提示した。然しながら、それ以降のﾏｽｺﾐ報道や政治の論調は、その反動で、全て「原発と電力会社が悪」と言った論調に偏向しているよう
に感じられる。また、この間、大量のＬＮＧ等の購入で、多額の国富が毀損されており、その分が仮に被災地の復興に回ればとの考えもある。そのようなことを勘案すると、国家のエネルギー戦
略をＣＯ2問題等も含めて、冷静に判断するには、まだまだ世の中全体として環境が整っていない
と思われる。（政治家も中央地方を問わず、専門的検証も無いまま、ｴﾈﾙｷﾞｰ問題
を政治利用すべきではない）
国全体のｴﾈﾙｷﾞｰ構造を変換して行くのには、最低限10～15年程度の期間は必要である。まずは現実的視点で、各原発の安全性を確実に評価し供給力を維持しつつ、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの普
及にも努め、5年ﾋﾟｯﾁ程度でその結果を検証した上で、国全体のｴﾈﾙｷﾞｰのﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵを判断すべきである。加えて、安全保障等の視点からの議論やﾁｪｯｸも必要である。
論点が多少違うが、震災直後でもない今夏に、軽々に「計画停電の可能性」と言ったことで、世の中を別のﾘｽｸにさらしたことは問題である。電力は目には見えないが、大きな物理量を持った現
物の基礎用益と言う事をもっと認識すべきである。

29196 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は０％とするべき 再生エネルギー開発を最優先させ、少々の不自由を覚悟で取り組むべきである。

29197 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発即時撤廃を希望します。 その理由
・福島原発の影響については、今後数年の間に現れてくると思うが、このような惨状を日本の中で二度と起こすべきではないと考えるため。
・これからの日本を担う子供達に原発の影響を与えてはいけないと考えるため。
・現代の技術で手に負えない原発を持っているべきではないと考えるため。
・今は地震の活発期であり、いつ何時東日本大震災と同等以上の震災が起こるとも限らないため。
・パブリックコメントの３案は全て2030年を基準にしてあるが、2030年に設定した根拠が薄く、その事から３案全てに賛同できないため。

29198 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー対策について 原発については、詳しくありませんが、小規模原発は安全という記事をどこかでみた気がします。今の形は確かに危険であるのと、廃棄物の問題は解決していないようにあるので、縮小するべ
きと思われます。
また、メタンハイドレートは日本海側の方が質がいいらしいですが、試掘は太平洋側と聞いてます。
新しい安全なエネルギーは十分検討していると思いますが、さらにお願いします。

29199 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発は、絶対「ゼロ」に。 　私は福井県出身です。福井県に原発ができたときは、全く無関心でした。知ることも無く、知ろうともせず、再稼動の今、本当に恥ずかしい限りです。江東区東雲には福島県浪江町等から避難
されている方々が1300人もいらっしゃいます。お話を聞く機会が何度かあり、聞きながらいつも心が苦しくなります。「何もいらない！かえりたい！」「帰りたいけど帰れない！」「孫のことを考える
と本当につらい。『おばあちゃん、私はお嫁にいけるの？』っていわれるんだよ。」「孫は、東雲から八王子の高校まで通った。登校拒否になったこともあった」「那須まで逃げて新幹線で東京に来
た。着の身着のままサンダル履きで。知らない家に水をもらいに飛びこみ、おにぎりをもらって涙が出た。トイレは穴を掘って・・・。戦争のときと同じ・・・」等、涙ながらに話され、私は何もできない
ことに罪悪感さえ感じます。福島の集会、東京での集会、官邸前の行動、学習会、福島の被災地への連帯行動、被災地の物品購入などできる限り参加し、自分でできることを続けています。住
民のみなさんは、何も悪いことをしていないのに故郷を追われ、「東雲を出たらホームレスになるしかないのか。地震だけだったら何とか頑張って家を直して福島で暮らせる。原発さえなければ」
耳に残って離れません。原発再稼動に賛成の人や国会議員さんたちはどこに賛成の理由をあげているのでしょうか。未来を背負う子どもたちにどのように託すのでしょうか？街なかの人々は一
生懸命節電もしています。乱暴かも知れませんが、賛成の国会議員さんたちや賛成の財界の方々は、お孫さんたちやご家族ともども原発被害の被災地で暮らして体験されたらいかがでしょう
か。そして、ご自分の家を被災者の方々に開放してあげてほしい、と思ってしまいます。「原発ゼロ」にしてください。私は、知らなかったことと、知ろうとしなかった自分を恥じ、できることで行動を
していきます。



29201 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
理由は、原発は「安全」では無かったからです。
原発をゼロにする時期は、「即時」です。

１．福島で今なお「避難生活」を余儀なくされている人たちの立場に立つことが重要だと思います。福島の人たちに「私たちは国民では無いのですか？」と言わせた原因が、福島原発事故です。
２．「絶対に安全」とは言い切れないから反対です。
「絶対に安全」と言うのであれば、人口の多い地域や、都市部にも建設できるはずです。
３．「原子力ムラ」と揶揄されるほど、これまでの利権構造が明らかになりました。原子力政策を推し進めてきた人たちへの信用は出来ません。
４．原発事故の「原因究明」がされていません。原子力政策を推進してきた人たちの自己保身が、真の「原因究明」を妨げています。
５．「コスト」が安い、「環境に優しい」という事がまやかしだっだ事が明らかです。
６．将来的に「原子力」の軍事利用に対する疑念があります。
７．人間とはどうあるべきかが今こそ「原発事故」を通じて向き合うべき事です。「経済」をどう立て直すかではなく、「再生可能エネルギー」をどのように構築していくのかに、全力を注ぐべきです。
自然と人間性が豊かな国家ビジョンを、世界に発信していくべきだと考えます。

29202 個人 その他 ６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 使用済み核燃料の処理もできずに、廃棄物を積み上げていることは生物体である地球を絶滅に導いています。
子供たちの未来のために、原発は全廃すべきです。
未来と便利さのどちらを取るか問われたら、国民の答えは自明です。
比較は愚問です。未来があってこそ便利さは追及できます。
地震大国の日本で、「予想外の未曽有の・・・」福島の原発の事故が二度と起きない保証と根拠は示されていません。

29203 個人 自営業 ５０代 男性 全原発即廃炉すること。政府がその方針を定めれば、
日本人は団結します。代替エネルギーの利用も加速
します。間違いなく景気回復しますよ。

今後、原発の廃炉は全世界共通のテーマとなります。今、日本が先駆けて原発廃炉を進めれば、そのノウハウは全世界に売れます。
さらに、代替エネルギーのノウハウも売れます。

この方向に日本の希望、未来があるのではないでしょうか？

29204 個人 家事専
業

３０代 女性 １、ゼロシナリオを選択します。 今の子供達やこれから産まれて来る子供達に、大量の核廃棄物や廃炉作業を押し付けて、自分達だけ便利な生活を送るのは間違ってると、思うからです。いっぺんに廃炉作業に入るのが難し
くても、今すぐ始めることは出来ると思います。

29205 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発による発電を今後ゼロにする政策のみを期待し
ます。

栃木市に住んでおります。2011年3月11日からのことは鮮明に覚えております。
大地震と津波の恐怖、そこに加えて、一向に改善されず、最悪の事態をもたらした福島の原発。
あの、原発事故が、戦後、工業だけでなく、農業、漁業で全日本人が不断の努力で培ってきた、メイド・イン・ジャパン　ブランド＝安全、高品質、高性能、高付加価値　を　ずたずたに切り裂いた
こと、　原子力推進に携わった方、自覚があるんでしょうか？
あの原発事故がなかったら。日本はもっと景気回復は順調でした。
ブランドイメージを傷つけられ、食べ物皆不安にかられ、電力不足で節電をしいられ。
一体、東京電力に、それを推進する政治家の方に、日本人はどれだけの犠牲を払ったのか。
そのうえ、検証も不十分、金額も出さずに、賠償も滞りがちなうえ、原子力が低コストの発電形態だなんて。誰が信じられますか？どなたがおっしゃるのか？
技術者の技術が高くても、その運営を任せられる方が見当たらない以上、他の方法で発電してください。
頭のいい方が原子力村にはたくさんいらっしゃるんでしょうから、他の方法を考え出した方だけはそのポジションをキープなさればいいじゃないですか。
今後もしばらくは原発を動かさなきゃならないなら、関係者の方はすべて、ご家族とともに原発周辺にお住まいを移していただき、いざ非常時には迅速に現場で対応していただきたいと思う次第
です。

29206 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 現時点では、原発は絶対必要だと思います。国家の
必要電力の３０％は最低限確保すべきです。

日本を取り巻く国際情勢は、まったく予断を許しません。中東等産油国地域での様々な紛争、ロシアとの領土問題、北朝鮮の暴走、中国の露骨な覇権政策等に鑑みると、化石燃料の安定的確
保は、おぼつかないであろうことは、私たち素人の目から見ても明らかです。先の震災の原発事故が直接原因で亡くなった方はいたのでしょうか？むしろ脱原発運動が原因で、電力不足に陥
り、無理な節電を国民に強いて、熱中症で死亡した方が多数発生したことのほうが、大きな問題ではないのでしょうか。マスコミの偏向報道、政治屋達のお粗末な国家運営により、日本国は誇
張ではなく、国家存亡の危機にあるとおもいます。政治屋は、マスコミは、日本国を亡きものにしたいのか。許せません！

29207 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　原発は全廃すべき。これに伴う原発施設の雇用、経
済対策等を含む代替エネルギー政策を早急に国にお
いて決定すべき。地球温暖化問題を含め未来のエネ
ルギー問題について、国民的論議の喚起が必要。

　原発は、核廃棄物の処理そのものが確立していないことに現れているように、現代科学はまだ完全に制御できるだけの状況にない。
　いわんや、地震列島とも呼ばれるわが国において、ひとたび原発が大地震等の災害に遭遇すれば、人的、財産的、文化的損害は計り知れず、取り返しのつかない事態が起きることが目に見
えている。
　これらのことから、原発は全廃以外にないと思う。
　もちろん、これに伴う原発施設の雇用や関係地域の経済対策、財政的負担について、また原発に代わる自然エネルギーを中心とする代替エネルギーの対応について、早急に国において政
策決定することが求められる。
　併せて、世論の大半は原発はなくすべきとの方向になっているが、地球温暖化問題を含む未来に向けたエネルギーのあるべき姿について、企業や国民の論議を喚起することが必要だと思
う。

29208 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電力の安定確保のため，安全性を確認した上で，原
発への依存率は現状の２５％程度するのが望ましい．

再生可能エネルギーについては，安定供給やコストの問題があると思われ，近い将来に，これらに電力供給を頼るのは不安．安定供給やコストの問題が解決しない限りは，我が国産業の国際
競争力を損ねる恐れがあり，再生エネルギーについては，技術革新により供給やコストの問題が抜本的に解決された後，これへの移行を考えるべき．そてまでは，安全性を確認した上で，原発
への依存率は現状の２５％程度するのが適当．

29209 個人 無職 ６０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発０」ではなく「即刻、原発０」を主張

　このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というものです。日本の多くの地震学者が「巨大地震のサイクルに入った。」という共通見解を示しています。再び事故が起きれ
ば、日本は再起不能です。
　政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示してください。

29210 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 どの案も机上論であり選択肢にならない。もう一度議
論をやり直すべき。各々の原子力比率を実現するた
めには、どう資源を確保しつつ、日本の社会、経済構
造を変えていくかという、いわば「国家総動員計画」が
必要だ。

どの案も、実現への具体計画が示されず、机上論にすぎない。もっと包括的に議論し直べきではないか。

原子力比率ゼロを実現するためには、代替のエネルギー源をどうするか、現実には国際的に天然ガスを確保する必要があるが、国民にその覚悟があるか。米国から輸入するには、TPPなどと
セットの話であり、農業分野の決断がいる。サハリンからの調達にはロシアとの外交が制約となる。中東からのシーレーン確保はいまの安全保障体系で大丈夫か。再エネはコスト負担、省エネ
も社会影響が大きく、社会・経済の構造を変える覚悟がいる。日本から電力多消費産業がなくなる、８月はみな夏休みになりその分春秋は土曜日も働くなどの変化を想定すべきではないか。

一方、原子力比率２５％を実現するには、今までの電源開発促進税を基盤とする地元対策や、規制体系では国民の納得は得られない。新しい推進政策の体系が必要になってくる。場合によ
り、原子燃料再処理を含め、原子力は国策会社という選択肢もある。政府、国民にその覚悟があるか。

軍隊用語でいう「兵站作戦」、すなわち目標達成のために、いかに武器、兵員、食料・燃料を確保し、前線まで輸送するか、というバックヤードの努力が軽視されている。再エネで原子力ゼロなど
というのも、今のまま原子力再稼動して普通にやっていけるというのも、精神論にすぎない。今次の政府の議論の進め方も、世論動向も、国としての資源戦略を軽視して開戦に至った７０年前を
想起する。

29211 個人 家事専
業

６０代 女性 原発比率０％に賛成します。難しいかもしれませんが
これを目指してほしいです。

むずかしい事はわかりませんがゼイタクをへらす取り組みをしてほしいと思います。
不夜城のような日本のままだと子供の教育や健康にもよくない。
もっとゆっくり人と向きあえる時間を作るべきです。
一日中オープンしている店なんておかしいです。
皆、少しずつ欲望をおさえる生活イコールエコにつながるのでは？

29212 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発４０年寿命廃炉、原発ゼロ。再稼働は、人災、自
然災害への安全確認、事後発生時対策、責任所在、
補償明確化前提に容認。廃棄物処理、廃炉の費用を
明確に電気料金別枠表示。原発発電相当30%を消費
電力削減。

原子力は、現在の技術では廃棄物処理ができていない。管理には、人間が保証できる期間を超える数万年という年月が必要。次世代にツケを回すような無責任な判断をしてはいけない。安全
策をいくら重ねても人災、自然災害から絶対に逃れるということは、不可能で安全ではない。今回の福島原発事故からスイス政府が行った原発廃止政策に賛同します。しかし、国際競争、経済
事情から再稼働は厳しい条件を付け、容認する。
電力の安定供給については、昨年夏に関東地方で15％の節電を達成した。今後、国民の意識、技術革新を推進し、原発の発電量相当の30％節電を目標にする。更に機器の更新、コーエネ技
術の革新、導入により使用電力を可能な限り削減する。特に事業所、家庭に重点を置く。地中熱、下水排熱などの技術開発、実用化、普及を促進する。再生可能エネルギーの導入、太陽光発
電は、事業所、工場、学校など公共施設、新設の大型建物、鉄道の駅など幅広い範囲で導入を進める。小型水力の設置を促進し、安定電力を増やす。潮力、波力の実用化を併せ推進する。
原発に係っていた費用をこの節電、コージェネ、再生可能エネルギーの開発、普及事業に充てる。
照明機器の省エネ化だけでも１０-２０%の節電余地がある。地中熱利用でも冷暖房費が２０%程度低減可能で、その他老朽化機器の更新、新技術革新なども踏まえると、中長期的には、２０３０
年には、２０１０年比５０%程度消費電力を削減できるのではないと、期待する。大変な目標だが、国民の意識、覚悟が必要であるが、国民の70％が原発廃止に賛同しているので、政府は、その
技術的な検証を行い、目標設定、指針を示してほしい。

29213 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 発電に関しては多くの手法が確立しているため、国民
のリスク低減のために効率やコストだけに限らず、原
子力発電施設を安全なサイトだけに限定して運転させ
る。

私は原子力施設で働いております。診療用放射線の利用、加速器を使用した新製品開発は推進する。ガンの治療に伴う医療照射用原子炉は仕方がなく妥協する。どのような発電方法でもリス
クは伴うので、日本国内における発電場所及び方法の分散化の実施、並びに東西で異なる周波数による電気の融通化を行うことだと思います。

29214 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナオリを支持するが、大事なことは政府が原発
からの撤退をまずは決断すること。原発の新増設禁
止法を制定し40年廃炉ルールを厳格に守るなら15シ
ナリオもありうる

　ゼロシナリオを支持します。ただし、仮に原子力発電などの施設の新増設を禁止する法律を制定し、40年廃炉のルールを厳格に守るのであれば、再生可能エネルギーの普及状況などをみな
がら、15シナリオを選択することもありうると思います。大事なことは、原子力いまだ人類にとって未完成の技術であり、制御しきれないものであるとともに、いったん大事故がおきれば時間的・空
間的・社会的にとりかえしのつかない危険（異常な危険）をはらむものであるから、年限を別として（前述の通り最大40年を上限として）、原発からの撤退をまずは政府が決断するということです。
実際に政府や自治体は福島第一原発と同規模の事故が起きる想定をして災害計画をたてているように、福島のような事故は二度と起きない保障はなく、だとすればこのような事故が再び起き
ることは、他にどのような利点があっても社会として容認できるものではありません。加えて、福島の事故があの規模で済んだのは一つの「幸運」でしかなく、民間事故調の調査でも明らかに
なったように、一歩間違えば首都圏3000万人が避難せざるを得なくなるようなより深刻な事態もありえました。そのような大事故が起きることを想定しながら運営されるエネルギー技術というの
は異常と言う他ありません。ゆえに、原発は依存度を下げるだけでなく、まず撤退する決断をしなければなりません（撤退までの時間は、必要ならもう少し時間をかけて国民的に検討してもよ
い）。つまり、原発のもつ危険はゼロシナリオが想定している各種のコストをすべて許容しても克服せざるをえない課題として認識されるべきだということです。また、原発撤退の決断なくしては、
再生可能エネルギーへの支援も、原発撤退を穴埋めする緊急の火力の準備なども、本腰が入りません。なお、原発の依存度を下げて再生可能エネルギーを増やしていく場合に、家庭の電気
料金などへの転嫁はできるだけ行うべきでなく、原発の推進に使われていた予算を回すことでできるかぎり抑制する必要があります。

29215 個人 無職 ６０代 男性 「０パーセント」案に賛成。「徐々に他のエネルギーに
移行」などという余裕はない。(1)事故の危険性(2)原子
力村のいい加減さと利権への執着、を考えれば他の
選択肢はない。

０パーセント案に賛成。「徐々に他のエネルギーに移行」などという余裕はない。(1)事故の危険性(2)原子力村のいい加減さと利権への執着、を考えれば他の選択肢はない。
(1)について　　「福島の事故の原因究明はまだ終わっていない。内部もまだ見ることができないのだから。津波ではなく、地震によって相当に決定的な不具合が起きたらしい」「再稼動が見切り
発車である。今準備できていなくても、これからする計画があればいいのか？楽観的な予測の上での稼動は事故前と同じ」…以上はもう世界の常識と思われる。
原発導入時に大活躍した元首相の政治家が「飛行機だって落ちるだろう。それでも我々は飛行機に乗り続ける。原発も同じことだ」と発言していた。とんでもない発言だ。飛行機事故と原発の事
故はダメージが質的にちがう。事故の次元がちがう。ただこの政治家の発言で一つ正しいのは「これからも飛行機事故が必ず起こるように原発事故も必ず起こる」ということだ。
(2)について　　　最近(八月七日現在)の報道を見れば明らかだ。隠蔽と根回しと不正…。原発を動かし続ける限り、必ず彼らの悪あがきによって犠牲者が生まれる。

１）【２０３０年時点で原発の比率として１５％以下を目指す理由】について
　　(1)　長期的には、脱化石燃料、脱原子力の循環型エネルギーの持続型社会の　　　確立をめざす必要がある。
　　(2)　その第１ステップとして、２０３０年までに、原子力は、既設のもので
　　　安全操業が保証できるものに限定して稼働する
　　　　　　　→　　２０３０年での原子力比率　；０～１５％
２）【２０３０年時点での自然エネルギーとして３０％を目指す理由】について
　・エネルギー使用量の削減をめざした生活、産業の確立に向けて努力すること　　を前提とすると、電力使用量は
　　　　民生用　　現在　　約５０　→２０３０年（２０％減）４０
　　　　産業用　　現在　　約５０　→２０３０年（　５％減）４８
　　　　合わせて　現在　　１００　→２０３０年　　　　　　８８
となり、化石燃料（石炭、石油、天然ガス）は、現在の使用量を超えないようにするとすれば
　　　　　　　　　　　　　（現在）　（２０３０年）
　　　　節電　　　　　　　　　　０→　　１２
　　　　原発　　　　　　　　　３０→　　０～１５
　　　　石炭、石油、天然ガス　６０→　４３～５８
　　　　自然エネルギー　　　　１０→　　３０
となる。

３）【自然エネルギー利用についての従来型の発想の問題点】について
　これまでのバイオマス利用については、欧州などの先行例に学び、地域の組合などの団体活動として進められているものが多い。しかし、たとえば組合方式で進めるとすれば、現在の農林業
に見られる国際的コスト競争力が弱いものに陥るおそれがある。
　この轍を踏まないためにも、歴史の中にヒントを見つけるとすれば、次の２つが挙げられる。
（１）江戸時代中期以降の奥出雲たたら製鉄
奥出雲のたたら製鉄量は、全国の５０％以上、約２万ｔ／年に上り、その生産のために、１０万ｔ／年近い木炭を要した。たたら製鉄の経営者である鉄師は、松江藩の藩林の管理も任せられ、こ
の広大な山林を利用して樹木の成長にあわせて２０数年サイクルで計画的に伐採し、山を荒廃させることなく必要な炭製造用の樹木を得られるようになった。
（２）１９５０年以降の日本の製鉄業
１９５０～１９７０年に日本の高度成長の引きがねになった製鉄業に見られる以下の体験は参考になる点が多いと思われる。
(1)　もとになる基本技術は、北欧、ドイツ、アメリカなどの技術であった。
(2)　それらを取り入れて、
　　　・大型化
　　　・各工程の効率向上
　　　・システムとしてもの、エネルギーの循環使用のシステム作り
　　　・品質向上
などを推し進め、経済的に世界のトップランナーになるとともに、１９７０年台以降、国内産業の中では、環境対応の第１走者にもなった。

４）【自然エネルギーを３０％に増やし、かつコスト競争力があるものにするために】について
　太陽光、風力についても、固定価格買取制度に甘えることなく、コスト的に競争力にあるものにすることに努める必要があるが、ここでは現時点では量的、コスト的に期待感の低いバイオマス
エネルギーについて、「脇役的」役割を越えて、「エネルギーの主役」になるための方策を示したい。
　量的には、循環型を保ちながら全エネルギーの１５％、あるいはそれ以上を目指すことが可能である。とくに循環型であるバイオマスは、エネルギーの代替と合わせて、炭酸ガス吸収量を増す
というダブル効果を発揮できるのが魅力である。
　そのための方策をキ―ワードで言えば、上記の江戸時代の奥出雲たたら製鉄、
１９５０年以後の日本の製鉄業の歴史に学んで、
　・総合的思考（→　無駄をなくする、）
　・適正規模　（→「地消」に拘り過ぎない）
　・効率アップ（→　最新技術の取り込み）
　・柔軟な思考で、年間稼働率のアップ（→ソフトなシステム）を目指す
ことである。
　従来のバイオマスのエネルギー利用の問題点の１つは、特に生木の場合には、水分を５０％以上含まれているので、輸送距離がたとえば３０ｋｍ以内に限られていたことである。バイオマスの
この水分の問題を解決して中長距離の輸送を可能にできれば、「地消」に限定することなく、現在、多くは未利用のバイオマスを、年間を通しても安定需要に結びつけることが期待できる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

29200 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 　原発を１５％以下とするために１）、自然エネルギー
として３０％２）を目指し、　とくにバイオマスについて、
従来型の発想３）を超えて、コスト競争力があるものに
することが重要である４）。



29216 個人 その他 ５０代 男性 原発再稼働をやめ、すぐに原発0％に！原子爆弾の
恐ろしさや原子力発電の脅威は
一般市民に大きな負担をかけているか解っているの
か？原発を廃止しないと全世界から日本は認められ
ない国になる！

次代の世代に原発というこんな大きな負の遺産を残す事は、認めない。
しかも、福島の状況さえも何十年かかる事が明らかになり、すでに次代に迄及んでいるではないか！最新の技術を開発しないとメルトダウンは解決できない？信じられない現実。何が経済優先
だ？。
働き手が被爆者。老人ばかり、税金は上がる、行政関係の身も削らない？誰が国を担うんだよ。外国から呼んでくるのか日本に住みませんか？って。
俺が政治家関係者なら命をかけ現場で働くよ。国民の代表なんだから。実際私がやって出来る事があれば、福島原発の弁の一つも命と引き換えに締める事くらいやる！いつでも呼んでくれ！
子ども達の未来が少しでも良くなるのなら、俺の命捧げるよ。是非メールください。その場で被爆料など関係なく死ぬ迄やってみせる。了承されれば、喜んですぐ向かいます。先の短い人生、人
の為に死を持って人生全う出来るなら願ったりだ。カワイい息子達を殺させてたまるか。本気です。そのかわり、作業の途中で危険だから中止して逃げて下さいといったことは、受け入れない。
命と引き換えに最後迄作業遂行するのが条件だ。メールを待っているので返事をください。私は次世代を守り抜きたいだけだ！六ヶ所村の件も既に数年前東電の前を通りデモに参加したが、そ
の団体がどこからか圧力を受け潰れた。でも俺はへこたれない個人で国に立ち向かう！2児の父親だ！子どもの為なら怖いものなぞ何もない！

29217 個人 自営業 ４０代 男性 全国にある原子力発電所は即廃炉にするべきだと考
えます。

原子力発電については、生理的に、倫理的に、人道的に「もう必要はない」
と考えています。今回の震災で起きた取り返しのつかない被害を教訓とし、新しい日本のあり方を考えていかなくてはいけません。
戦後「核の平和利用」の名の下に、原子力発電所を建設するという流れが出来たと聞いています。高度経済成長を遂げるまでは、大変意義がある政策だったのではないかと思います。しかし、
その後も都市への一極集中と、（私が暮らす様な）地方の衰退の構図は変わっていません。エネルギーと食糧を地方へ依存するという時代から、21世紀型の「小さな暮らし」と「多極分散型社
会」へと変わっていく必要があると考えます。震災以降、大量消費と一極集中型社会については、多くの国民が疑問を感じる様になってきました。経済成長だけが国の豊かさではありません。こ
れから、世界に向けて日本の次のステージを示していく必要があるのではないでしょうか。エネルギーと食糧を「少なくとも自分の家庭の分は」自給出来る様な社会にしていく必要があると思い
ます。
各地の原発を再稼働させるという政府の方針が変わらない限り、国民の感情は収まらないでしょう。どうか、冷静な判断をお願いしたいと思います。

29218 個人 法人等 ５０代 男性 日本政府は、電力会社・原発推進省庁・産業界から独
立した公正な規制機関を設置し、すべての原子力発
電所を停止し、廃棄物の無害化、また再生可能エネ
ルギーの開発に全力を尽くし、送電網を自由化すべき
である。

（1）核拡散、核テロリズムの危険性がある。また、その防止のためとして社会的自由が制限されたり、危険回避に必要な情報まで開示されなかったりする。
（2）大事故の危険性がある。
（3）平常運転時にも、環境の放射能汚染、労働者の被曝を伴う。
（4）数万年を超える管理を必要とする高レベル放射性廃棄物をはじめとして、大量かつ種々雑多な放射性廃棄物を発生させる。
（5）エネルギー利用のメリットを得る者と危険性を引き受ける者とが、地域的あるいは世代的に不公平である。
（6）プルトニウムを本格的に利用しようとすれば世界中をプルトニウムが動きまわる事態となり、核拡散、事故の危険性を大きくする。他方、現実にはその蓋然性が高いようにプルトニウムが本
格的に利用できないとすれば、ウランの資源量は石油と比べてすらはるかに小さく、原子力利用の抱える問題の大きさにまったく見合わない。
（7）原子力は電気しかつくれないためにエネルギーの利用形態を電気に特化し、省エネルギーに逆行するとともに、電気が止まったら何もできない脆弱な社会をつくってしまう。
（8）原発では電力需要の変動に対応できないので、原発を増やせば調整用の他の電源も増やすことになり、ますます電力化をすすめることになる。
（9）原発は事故で運転をとめることが多く、しかも出力が大きいため、電力供給の安定性を脅かす。その対策として、低出力で運転しながら待機している火力発電所や揚水発電所を必要とす
る。
（10）原発は大都市から離して建設されるために、超高圧の送電線を新設しなくてはならない。経済的に大きな負担となり、鉄塔・送電線に大量のエネルギーを消費し、送電ロスを伴い、環境の
悪化をすすめる。電磁波の害もある。また、長距離送電は電圧・周波数の維持を困難にして、この点でも電力供給の安定性を脅かす。
（11）核燃料サイクルの関連施設、原発のために必要となる他の電源や送電の費用、研究開発費などをふくめた原発のトータル・コストは、きわめて大きい。その経済的負担を軽減しようとすれ
ば、定期検査期間の短縮など、安全性を犠牲にする対応策をとらざるをえない。
（12）以上のような原発の特性は、エネルギー計画から柔軟性を奪い、エネルギー源の多様化を阻み、エネルギー消費を小さくすることや、分散型エネルギー源を開発することを圧迫する。
（13）将来の大量エネルギー供給が強調され、エネルギー問題／環境問題を本気で考えることの邪魔をし、エネルギー政策の意思決定から市民を遠ざける。
（14）電源三法交付金などにより立地自治体の財政に一過性の膨張をもたらし、地域内に賛成・反対の対立を持ち込み、地域の自立を妨げる。
（15）情報の隠蔽や捏造、操作が（国内でも海外でも）常につきまとう。

29219 個人 無職 ４０代 女性 脱原発すべき。自然エネルギーをもっと積極的に取り
入れ１００％自然エネルギーを目指すべき。

「脱原発」すべきです。
原発は危険で、人の手に負えるものではありません。そこに存在するだけで放射能は漏れ続けています。事故があれば必ずダメージが大きく環境も人体も汚染します。
廃棄物の処理問題も解決していません。こんなに危険なゴミを将来にわたって堆積し続けることは罪です。

脱原発すると地球温暖化にすぐさまつながるとも思えません。
自然エネルギーで電力の１００％をまかなうつもりで、国をあげて推進するべきです。
日本には、自然エネルギーを活用できる素晴らしい技術をもった企業があります。
それらの企業の技術は、自然エネルギーにシフトしつつある外国政府に積極的に採用されています。どうして、日本は自国の素晴らしい技術を使わないのでしょうか？
もっと、そうした技術を積極的に登用し、補助をし、そうした企業が成長できるようにサポートするべきです。

目先の利益にとらわれず、今こそ正しい決断をするべきです。

放射能に汚染され、住むところを追われ、被ばくにより多くの深刻な健康被害がでること。
こうしたことを避ける努力ができるか否かが、国のリーダーシップを問われると思います。

29220 個人 無職 ６０代 男性 脱原発 使用済み核燃料の処理ができないのに原発を稼動していれば、核のゴミは増え続けるばかりです。（地中に埋めることは将来に負をのこす、現代の大人たちで始末をするべきだ、子供、子供
子供　子供　子供ーーーーに背負はせてわダメダ）。即廃炉とするべきだ。二度とあってはならない福島の悲劇。

29221 個人 その他 ５０代 男性 地震などの災害に原発は脆弱だということがはっきり
した。その結果について、果的に対応できないし、回
復不可能な損害を与えることもはっきりした。この技術
は封印すべきで、原発依存率は０％にすべきだと考え
る。

一般に、技術進歩の過程で生じた害悪は、金銭的な賠償補償によって、回復することが期待される。しかし、日本のような島国で、原発事故かもたらす損害は、金銭的な手法によって回復する
ことはとうてい不可能だということが、フクシマの事故ではっきりした。たしかにこのような理由である技術を封印することについては、封印することによって失われる利益も衡量するべきだという
反論がある。そしてそのような衡量の結果、わたしは、やはり、原発はもつべきではないという結論に達した。フクシマ級の事故がもう一度起きたら、日本の国土と財政はどうなるのか。したがっ
て原発依存率は速やかにゼロにすべきである。

29222 個人 家事専
業

４０代 女性 「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主張。
各地の原発の直下に活断層があり、多くの地震学者
の見解も「巨大地震のサイクルに入った」です。すべ
ての原発を即刻廃炉にして下さい。

「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主張します。
各地の原発の直下に活断層があり、多くの地震学者の見解も「巨大地震のサイクルに入った」です。次の大地震が起きれば、どの原発も福島第一原発の様に爆発の危険にさらされています。
全ての原発は即刻停止・廃炉にして、再生可能エネルギーの開発と普及に注力するべきです。
再生可能エネルギーが普及するまでの間は、火力発電（石炭、ガス）でつなぎ、病院や介護施設など生命に係る場所に停電の危機が起きないよう対策をとる必要があります。

29223 個人 学生 ２０代 女性 即刻すべての原発の廃炉を求めます。2030年までに
0％ではなく、今すぐすべての原発を廃炉にしてくださ
い。

原子力発電は、何かの犠牲の上で成り立っています。

今回の事故からも分かるように、加害者である東京電力には公的資金で支援がなされ、福島をはじめとする放射能汚染された地域には十分な支援がなされないばかりか、放射線管理区域に
匹敵する場所においても、この1年半、18歳未満の子供をはじめ避難の権利も確立されず、普通に生活することを強いられている人もいます。また、自主避難で多額の負担を強いられながら十
分な補償をされていない人もいます。放射能汚染された地域に住む人だけではなく、そこに大切な人たちがいる人々も精神的苦痛ははかり知れません。住むと決めた人々にも、たくさんの迷い
や葛藤があります。1度事故が起きればたくさんの人が引き裂かれ、どんなに対策をしようがもう元には戻らないのです。

普通に生活することすら奪われた私たちにとって、原発の再稼働はこの世で最低最悪の侮辱に値します。

原発の安全性など、この世に存在しません。国民のための原発も存在しません。再稼働される原発は、すべて電力会社の利益のためであり、経産省など役人のための原発です。

福島第一だけでなく、すべての原発は作業員のみなさんの被ばく労働の上で成り立っていることも挙げられます。作業員だけではなく、さらなる事故が起きる前に、今後さらなる被ばく者を増や
さないために、原発は即刻廃止すべきです。

新しいエネルギーの開発のみならず、省エネルギーのための技術開発にも力を注ぎ、全世界へ向けて、日本はここまでやれるんだ!とアピールする良い機会ではないでしょうか？

29224 個人 家事専
業

３０代 女性 原発について 原発以外のエネルギーが確立されてないのに、原発０に向かってるのに疑問感じます。エネルギーなくては発展もできないし、商売もできません。
うちには小さな子供達がいます。電気が不安定だと、怖いです。
子供は暑すぎたら、すぐ熱中症になってしまうし、食糧の保存にも電気は必要です。
今年の夏も何人も節電で熱中症になってます。
電気が止まってしまったら、何人も老人や小さな子供達がまた死んでしまうとおもいます。これは名前をかえた国の殺人になると思います。
早く全国の原発を再開に安定した受給を希望します。

29225 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)ゼロシナリオを強く希望します。 人知を超えた原子力を今後のエネルギーの選択肢に入れることに反対です。
事故から１年と５ヶ月経った今でも福島第一原発に手を付けられないことを見れば、いかに危険なものに私たちが頼ってきたのかがわかります。
いま日本は沈没しかかっています。このまま沈んでいくのはいやです。
地震（津波）国の日本において、海辺が立地条件の原子力発電を選択することは自殺行為に思えます。
原子力から自然エネルギーへの早急な転換をのぞみます。

29226 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「３案のうちであれば０シナリオ」 今回の原発事故で、原発事故が現実に起きること、起きたときに取り返しのつかない被害が発生することがわかりました。
また、原発事故の原因は、人のミスであることはわかりました。（どのようなミスかはこれから追及されるのでしょう。）
今回の事故によって、原発の安全性については、民主主義や法の支配と言った統治の機関も誤りを見逃してしまい、原発があることを前提に安全を追及することには、限界があることがはっき
りしました。
いま、できることは、原発を動かさないこと。その上で、必要なエネルギーをどうするか考えることです。
０シナリオも、しばらくは原発を動かすことが前提となっており不安、不満がありますが、３つの中では０シナリオしかありません。

29227 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 全原発の即時撤廃を希望します。 地震大国日本での原発稼働は絶対反対です。
福島の事故も未だ終息せず、高い放射能を撒き散らし続けてているにも関わらず、大飯原発稼働を民意に反して強行した政府はあまりにも独裁的です。

29228 個人 自営業 ４０代 女性 各原子力発電所の寿命に応じ順次廃止し原発依存度
０％にすべき。その間永続可能な自然エネルギーへ
転換をはかるべき。

放射性廃棄物の長期安全管理は不可能。ウラン鉱石にも限りがあり、採掘時に人命被害が出てアンフェアトレードだ。一時的なエネルギー確保のために、未来永劫にわたり、様々なリスクを伴
うのは愚かなこと。永続可能で安全なエネルギーを一刻も早く選択することが、多少の経済ダメージがあっても長期レベルから見たら賢い選択だ。

29229 個人 無職 ４０代 男性 原子力依存率0パーセントへ
原子力発電再稼動即日全停止へ
福島原発の放射能漏れによる被害は取り返しのつか
ない最悪の結果となりました。命の安全が第一で経済
その他の問題は後回しです。

原子力依存率0パーセントへ
原発をやめてしまえば、新エネルギーの伸びるチャンスです。新エネルギーで
世界で儲けて雇用を拡大しましょう。

29231 個人 無職 ６０代 男性 大戦で唯一の被爆国日本は、長年にわたってその被
害に苦しんできた。その後、核の平和利用の名の下
に原発推進政策が進められてきた。だが今やその危
険性が、自国で証明された。原発０は、当然の国民的
選択だ。

　日本は、人類がこれまでに経験したことのない最も残酷な悪魔の兵器によって攻撃された。その惨劇は、日本国民だけでなく、世界中の人々に、国と国の間はどのようにあるべきか、またたと
え国際的問題が生じたとしても、どのようにして解決されるべきかを提起した。その結果、国際連合が生まれ、日本では、新しい憲法が制定された。これらは、世界中の人々の英知を結集した犯
すべからざる世界の歴史的文化的遺産である。
　ところがその後、世界で優位な位置を確保しようとして、核軍拡競争が始まった。人類は、多くの犠牲の上に得られた教訓を忘れてしまったのだろうか。否、忘れたわけではない。何故なら、そ
の後核兵器を使ってしまおうかという瞬間があった時も、踏みとどまってきたのである。さらに、核兵器を無くしていく方向での国際的取り決めも、少しずつだが進んできた。
　このような中にあって、「核の平和利用」という名の下に、原発推進政策が進められてきた。著名人などをコマーシャルに登場させ、地球温暖化対策にも効果的なエネルギーとして、宣伝した。
しかし一方で、地震、津波、等をはじめ災害列島の日本では危険性が高いという指摘も早くからあった。原発の立地する地下には、断層帯があることも指摘されていた。また、国会でもメルトダ
ウンの可能性があると指摘されていた。それにも拘わらず、一切を無視して「大丈夫です」としてきた。いわゆる安全神話だ。そして今回の悲劇が起きてしまった。
　ここで、目が覚めなければいけないのに、どうして再稼働に固執するのか。国民にとっては、不可解千万。だから、今まで考えなかったことまで考える。ドイツは、脱原発の方向を明確に選択し
た。日本は、何故自立的志向ができないのだろう。アメリカの顔色ばっかりうかがっている。また、原発関連大企業の意向ばかり気にしてる。そうとしか見えない。
　使用済み核燃料の問題もある。長年にわたって、国民が恐怖におびえつつ、しかも財政的負担に耐え続けていかなければならないというのは、誰が考えても理不尽だ。しかも、多くの原発は
耐用年数を過ぎようとしている。逆に言えば、今こそ決断すべき時だ。広島、長崎、第五福竜丸、そして福島。これ以上国土をそして国民を悲劇に耐えさせる根拠は何処にもない。そして、代替
のエネルギーの可能性がないかというとそうではない。多彩にある。
　原発０。この方向しかない。世界中の人々が、唯一の被爆国日本の賢明な選択を見守っている。そして、その方向は、称賛されこそすれ、決して非難されることはない。
　

◯示された選択肢について
　エネルギーのシナリオは、原発の比率を変え、それにあわせて他のエネルギーで調整するだけでなく、社会システムや産業構造の転換もあわせて検討すべきである。にもかかわらず、マクロ
フレームが共通でかつ産業界のヒアリングに基づき粗鋼生産量などは現在よりも大きく増加するなど、今後の将来を現実的に見通しているとは言いがたく、事業者の願望に基づくような値が採
用されており、ベースとなる社会像が非現実的である。
　今回提示されたシナリオの大前提として、2010年から原発依存度を減らす、化石燃料依存度を減らす、再生可能エネルギーを大幅に引き上げ、省エネルギーを進める、CO2排出量を削減す
る、それに基づいたシナリオとして示されている。しかしながら、温室効果ガスの目標は本来1990年比であり、それに基づくならば大幅削減や対策が必要となる。そういったことからも今回提示さ
れていシナリオは、十分な温室効果ガスの削減やエネルギー転換を果たしているとは言いがたく、本当の意味で選べるシナリが存在しない。

◯コストとリスクについて
　まず、現在のシナリオでは、原発をゼロにすることの負担がことさらに強調されている。しかしながら、原発を維持することのコストやリスクが示されていない。
　原発の価格は決して安くないことは、コスト等検証委員会で既に明らかにされている（下限が8.9円/kWh）。現在も莫大な補助金や研究資金によって成り立っているだけにすぎず、さまざまなリ
スクを考えるならば今後低下することは考えられない。また事故リスクへの対応や廃棄物処理に係るコストが増大すること、そういったコストが原発維持シナリオには含まれていない
　加えて、事故があったにもかかわらずリスクを明示せず、原発の安全性をことさら強調し、本質的な潜在的危険性をもった技術であるという認識が電力会社を始めとする管理者側の意識とし
て薄い。事故を起こす可能性が将来にあたってありえないことはありえない。という前提のもとでのリスク対策が必要だろう。事故リスクを受け入れる覚悟を原発維持シナリオには求めるべきで
ある。

◯再エネ増加の影響について
　また、再生可能エネルギーの増加によって、電力料金への上乗せ分によるコストの上昇、産業の空洞化が言われているが、実際のところ本当にそのような状況が生まれるのか、単純な経済
モデルでの検証にとどまり、十分な検証がなされないまま喧伝されているところがある。また、企業の海外への移転理は、労働コストや原材料へのアクセス、市場としての有望性であると言われ
ている（ものづくり白書）。
　例えば、ドイツでの電力料金の大幅な上昇が再エネの増加のせいだと言われているが、実際にはそれは正しくないことがドイツ国内の調査によって判明している。それによれば電力料金値上
げの85％は他の要因であるという報告が2011年にドイツ環境省から発表されている。加えて、DIW Berlinの調査では、再生可能エネルギーのせいでの値上げはわずかという調査結果を発表し
ている。
　将来的に再生可能エネルギーの価格は、今後低下していくが化石燃料はもちろん原子力の燃料価格自体も上昇していく。それに対して再生可能エネルギーの増加は雇用を生み出すことにも
つながる。何よりも政策のあり方次第で、疲弊している地方に持続的な仕事を生み出すことができる。経済モデルには反映されることのないその意味を重視すべきである。

◯意見聴取方法について
　パブリックコメントの募集にあたり、FAXや郵送を受け付けているが、WEBからダウンロードしない限り意見を述べることができない。インターネットから意見が出せない人がダウンロードしてプリ
ントアウトしてということがそもそもできるわけがない。
　また、デモなどで実際に原発に反対する人間があれだけの数、集結している。その事自体を選択の結果として重く受け止めるべきである。

◯本当に原発を維持し、増加できるのか、その責任は
　福島以前でさえも増設、新規立地は非常気難しい状況にあった平成13年に行われた大阪会場での意見陳述人として意見を述べ、資源エネルギー長官に本当に原子力を推進できるのか、で
きなかったらどうするのか、誰が責任を取るのかという投げかけを行った。その時の答えは何としてでも行います。という回答だった。しかしながら現実には、この時の13基増設は結局達成され
ず、その後再度見直しを余儀なくされた。
　このことからも言えるのは、原発は決して当てになるものではないということは明らかであること。そして、今回また原発を推進するとなった場合一体誰がその責任を取るのかということを再度
確認したい。
　今回検討を行なっていた各会議・委員会のメンバーの6割以上の年齢が、60代以上である。2030年を考えるにあたり、将来の責任をどう持つつもりなのか、それを問うていただきたい。少なくと
も私は自分自身の選択に責任を持つつもりであるし、もてる年齢でもある。

29230 個人 法人等 ３０代 男性 原子力発電は、2030年までのできるだけ早い段階で
ゼロを目指すべき。また温暖化防止のためにも、省エ
ネルギーの推進とそれによる再生可能エネルギー比
率の増加とそれを達成するための社会システムの転
換を進める



29233 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します エネルギー・環境に関する選択肢で、ゼロシナリオを支持します。
再稼働反対です。

福島原発の事故以来、国民が意見を言えて正式に公開される場所が
重要だと感じています。

原発のある日本では、福島原発事故のような事が他の地域でも繰り返されないように願うのみです。再稼働によって事故が絶対におこならない保障はありません。

一部の企業だけのための原発ではなく、
すべての国民が安心して暮らせる日本を希望します。

ゼロシナリオを支持します。
再稼働は反対です。

29234 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。 原発のごみ処理ができない。処理に未来永劫的な時間が必要。また日本が地震国であってこれからも地震がある予想が次々専門家から出されている。活断層の上にのってる原発があっても
尚稼働しようとするなんてどうかしてる。

いままでほとんどのお金が原発に使われてきたからもっと安全な代替エネルギーにお金を使ったらいいものができるはず。太陽光、火力、水力、地熱、藻、風力・・・たぶん私が知らないエネル
ギーもどこかで開発されているはず・・。日本中（いや世界中）の智慧を総動員したらきっといいものができるはず。

今も福島の人たちは故郷に帰れない。土地を捨ててまで使わなければならない原発って一体何だろうと思う。こうしている時でも、放射能が垂れ流し状態である。土地も家も仕事も人もなくなっ
ても尚、原発を使い続けるという人の気がしれません。地震・津波での死者・行方不明者はほぼ数字が出たけど、いろいろな苦しみから自殺者が増えているようです。放射能による死者は出て
いないしこれからも出ないと東京電力の人が言っていたけど、放射能のせいでいろいろ失った苦しみから、自殺してしまう人はまだまだ出てくると思う。原発がらみの利権ある人たちはたくさんの
人の命や苦しみの上に成り立っているのだと思う。人の幸せを奪ってなお金儲けする人たちって一体何だろう。原発でお金をもらってる人たちは、麻薬がいけないと言われても尚吸い続けての
に似てる。麻薬ならその人、本人に返ってくるだけだけど、原発はたくさんの人を巻き込む。日本がまた原発を採択するようなら日本のレベルは本当に低いと思う。日本の現状を観て原発0を採
択したドイツはまっとうだし、立派。羨ましい。

日本も早くまっとうな日本になってほしい。もう経済が第一の世は終わってる。たくさんの犠牲を出した今、ここから変わらなければ、日本の将来はない。
29235 個人 会社員・

公務員
６０代 女性 「ゼロシナリオ」を基本とし既存の原発を稼働させな

い。
新規に原発を造らない、廃炉を進めることで安心でき
る暮らしを心から求めます。

日本が地震列島であることは、福島のような事故が起こらないという確約ができない。事故があると社会的、経済的に取り返しができない。1年半も経過しているにも関わらず、多数の農業難
民、各地に避難している住民の将来への不安を取り除けない状況が続いている。
放射能廃棄物の処分は未解決の課題であること。コストの面において、原発が優位だという政府、企業の考えはおかしいと思うこと。

29237 個人 その他 ５０代 男性 (1)原発ゼロシナリオ 放射線の被曝は、子どもや孫にも影響があり、何十年または何百年という長きにわたり、悪影響をおよぼすものです。
このような危険をまきちらす原発再稼働は絶対に許せません。
人類の生命の安全のために、政府は、原発ゼロを決断し、原発に変わるエネルギー政策をすするべきであります。

29238 個人 自営業 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。 「ゼロシナリオ」を選択します。
１．原子力発電は、危険な発電方式です。一旦事故が起これば、放射能汚染を引き起こし、人間を含めた動植物及び自然界を破壊してしまいます。取り返しのつかない被害を引き起こす原子
力発電は、即刻、停止し、廃炉にすることです。
２．使用済み核燃料や放射性廃棄物の最終処分地やその処分方法が確立されていません。そのような原子力発電は、即刻、停止し、廃炉にすることです。現在、青森県の六ヶ所村の施設の
プールは、全国の原子力発電所から集められた使用済み核燃料でほぼ満杯です。これ以上、核のゴミを増やすべきではありません。六ヶ所村の施設から放出される放射能ガス（クリプトン、キ
セノン、トリチュウム等）は、莫大な量です。これらのガスは、フィルターで取ることができません。垂れ流しです。
３．原子力発電は、エネルギー効率が極めて悪い発電方式です。発生した熱エネルギーの全部を電力に変換できず、外部に捨てており、放射能を排出し、海水を温め、魚介類を死滅させるな
ど、環境破壊を引き起こしています。原子力発電所を建設するには、多量の石油、鉄、コンクリート等を含め、たくさんのエネルギー資源を使用し、環境負荷が大きいことです。
４．原子力発電所を稼働させることは、被爆作業員を増やすことになります。被爆せずに原子力発電所を操業することはできないのです。原子力発電所の作業は、下請けのさらに下請けの作業
員があたり、被爆し続けている現状を認識しなければなりません。いままで、放射線障害で体を蝕まれた作業員が、どれ程いるか知っていますか？その人たちを犠牲にする権利はありません。
犠牲者を出し続ける原子力発電は、即刻、やめるべきです。
５．核燃料資源（ウラン）は、石炭・石油・天然ガス・水力等に比べ圧倒的に貧困です。採掘作業を行っている国の作業員の被爆の実態をよく認識すべきです。その人々を被爆させ、犠牲にして
まで、日本の原子力発電所を稼働させる権利はありません。犠牲者を出し続ける原子力発電は、即刻、やめるべきです。

29239 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電を減らしてほしい。 こんにちは。

東京在住で子ども3人を育てている者です。
原子力発電所の事故により、食べ物の産地をえらび、ご飯やお味噌汁に使うお水は購入し・・と必要最低限の配慮しかできませんが、
日々、気遣うことが増えました。

先日除染された水元公園では、毎年多くのどんぐりがすずなりになり、子どもたちは拾うのを楽しみにしていましたが、
昨年は、放置されたままでした。

子どもたちの被曝を蓄積しないように・・20年後に体調不良や甲状腺異常を引き起こすことのないように・・と思っています。

もう一度どこかの原子力発電所で、大きな事故がおきたとき、
日本の国から輸出されるものを、先進国は買わなくなるでしょう。
輸入すらストップされるかもしれません。

日本で、とれる作物や魚介類も食べられなくなるかもしれません。

そして、今後の日本は2040年すぎには8800万人程度に人口が減り、電力消費の総量も今よりぐっと落ちるはずです。
この先、人口が劇的増加することも、景気がよくなることも、
戦争に参加するなどしないかぎりないでしょう。

こじんまりと、終息して落ちついていくという着地点をみすえるとき
原子力による発電をつづけるほど、電気が必要な社会では
なくなっていくのかなとおもっています。

そう思うと、、
やはり事故確率が高くなる古い原子炉から廃炉にし、ゼロを目指してほしいなとおもっています。

日本は世界有数の地震国です。プレート境界型の巨大地震やM7以上クラスの直下型地震、それ以外にも震度6弱以上の揺れを伴う地震はかなりの頻度で発生をしています。一方原発は震度
6以上で何らかのトラブルを伴うことが多く、炉心がダメージを受ける可能性があります。このことは、刈羽、福島第一、女川などで実証されました。（福島第一においては、地震によるダメージの
可能性が国会事故調査委員会で指摘され、津波が無かったとしても、炉心溶融を起こしていた可能性を指摘。）
また、そのように地震及びそれに伴う津波などにぜい弱な原発を管理するシステムも、事故調査委員会で指摘されたように、事業者が実質指導的立場になり規制する側は「虜」となり、安全を
監視する体制ができていませんでした。福島第一の事故後も、情報が出てきませんでした。例えば、東電は事故の加害者であるにもかかわらず、個人情報保護を楯にして、電話会議の様子も、
音声など消し、事実がしらせないようにしました。そして大飯原発がまだ安全対策が完了していないにもかかわらず、首相の安全宣言により、再稼働させました。このように、いまだに安全な原
発管理が実施されない状態が続いていると言えます。そして中部電力や東京電力のように、事業者は、過去20ｍ～30ｍ近くの高さの津波があったことは歴史に記録されていたにもかかわら
ず、津波の想定、津波の威力に対して真摯に対策を考えることをせず、根拠もなく原発は安全だという世論対策に重点を置いてきたように思われます。さらに、名古屋の公聴会では、中部電力
社員が、「福島では死者が出ていない」という発言をし、事業者がその重大性を認識できていないのではないかとさえ感じさせました。このような姿勢・認識は、安全運転・管理以前のことで、とて
も原発の運転を任せられるものではありません。
このように、原発そのものが震度６以上の揺れに耐えられない、いったん暴走を始めたら、事故を何十年も収束させられない、事故の被害は破滅的である、使用済み燃料の処理問題に解決策
が見えない、規制・管理体制・管理技術が確立されていないことなどが事実として眼前にあるいま、原発は０％を漸近線として減少させるべきです。
さて、福島原発事故から、ＳＰＥＥＤＩの効果的な運用がされていれば、放射性物質から国民の被爆を軽減することがわかりましたが、効果的な運用はされませんでした。莫大な国家予算を使い
ながら、効果的に運用できない例として歴史に刻まれることになりました。例え原発の稼働が無くとも、使用済み燃料が保管されている以上、どんな事故が起きるのかわかりませんので、
SPEEDIをつかい、原発立地・燃料保存地域の各種気象状態を想定した、事故時の放射能拡散予想を行い、各自治体に放射性物質汚染予想ハザードマップを作製し、公表するべきです。
さる、2011年3月11日以降、
下記（参照）のような要請をホームページを通して国に複数回行いましたが何の返事も頂けないままです。
そして、ハザードマップも作成されないまま、今大飯原発が再稼働を始めてしまいました。もしこの地域で冬に事故があれば、放射性物質は数時間もたたないうちに広く、濃尾平野に降り注ぎ、
人々はその地域で生活できなくなり、日本の経済も破綻し、歴史上これ以上ない程の惨禍が起きると考えられます。
今日本人は、解決策のない危険な原発とその核燃料をこんなに多く持ってしまった事に不安を感じ苦悩しています。安全で美しい国づくり、人々が幸せに暮らすことのできる国づくりが、過去に
もまして強く求められるべきです。
懸念の日本経済は、原発がなくても、法律の改正や根本的な教育体制が変われば、新たな技術開発やシステム開発がされ、長引く不況からの脱却と経済の再生につながる可能性さえあるの
ではないでしょうか。
私たちは自身を振り返り、地震国日本では消し去ることのできない原発のリスクを避け、未来を見つめて、原発なしでも、より魅力的な国、強い経済、住みやすい社会をつくろうという意識を持つ
ことが、私たちに求められていることだと思います。
日本がその方向に向かうことができるよう、政府は正しく判断し行動することを願います。
（以下参照：抜粋です）
しかしながら、もし事前に或る程度の情報として、国民が放射性物質の拡散の状況を予め知っておくことが出来れば、さらに効果的に国民の被爆を軽 減することが出来ると考えます。よって、
日本に存在する原発に事故（レベル6～７程度）がもし起こった場合の放射性物質の拡散予想を、それぞれの原発において、また、日本の四季に応じた諸気象条件における、たとえば冬期の北
西風（西高東低）の場合とか、移動性高気圧や低気圧の通過する状況などなどにおいて、シュミレー ションを行い、各地方公共団体にそれを提供し、ハザードマップ的に国民に情報を提供する
ことができれば、万が一の時に国民の被ばくを相当軽減出来 るとものと思います。
そのように考えから、名古屋市を訪れ、ＳＰＥＥＤＩの情報を受け取り、災害対策を行う部署を尋ねましたが、貴ホームページに或るように、名古屋市
に情報が伝わることも職員は把握をしていませんでした。したがって(名古屋市の)どの部署が担当するかについては全く検討もしていない状況です。それで、早急に検討をしてほしい旨も話しま
したが、それは国から何も聞いていないということで、返事はいただけませんでした。
もし、名古屋市の担当が決まれば、そちらを通じてSPEEDI によ諸季節における放射性物質拡散のシュミレーションの作成とハザードマップの作成及び市民への情報の提供をお願いをつるつも
りです。
つきましては、もし事故が起きた場合、情報が地方公共団体へどのように提供されるのかをご教示頂けますでしょうか。
また、事故を想定しSPEEDI　のシュミレーションによるハザードマップの作成に関しての見解をもしお持ちでしたらお聞かせをお願いでき ませんで
しょうか。

地震国日本は原発立地に適しないし原発管理も十分
にできないので事故のリスクは避けられない。法律を
改正し教育体制を見直し社会システムを変えれば、原
発なしでより強い経済と安全な国土にすることができ
る。

29232 個人 会社員・
公務員

６０代 男性

◎原子力発電所の廃止を求めます
　東京電力福島原子力発電所の事故以来、原子力発電所(原発)に対する関心が高まっています。最近では大飯原発の再稼働問題で、経済優先で再稼働を求める意見があり、一方で、反対す
る人々の大規模なデモも起きています。そこで、原発に対する私なりの考え方をお示しします。

(1)放射性廃棄物問題が解決不可能
　原発からは、様々な形態の、多量の放射性廃棄物(廃棄物)が排出され、その廃棄物からは放射線が出ます。放高濃度廃棄物は多量の放射線を出し、低濃度廃棄物でも自然界のレベルをは
るかに超える放射線を出します。放射線には、アルファ線、ベータ線、ガンマ線があります。アルファ線、ベータ線は厚さ数mmのアルミニウム板で防ぐことができますが、ガンマ線は透過力が強
く、それを防ぐにはコンクリートであれば50cm、鉛であっても10cmの厚みが必要です。このような放射性物質を含む廃棄物が各原発で大量に発生しており、しかも、どんなに科学技術を駆使して
も、その放射能を消去する方法がないのです。従って、各原発とも年を経るとともにどんどん廃棄物が増え続け、処理にとても困っています。現状では敷地内に保管するしか方法がないので
す。
　この状況を、よく「トイレのないマンション」と比喩されます。人間の知恵で処理できない問題を抱えるいるが故に、人間は原発に手を染めてはならないと考えています。

(2)人による制御が困難な事態が存在する
　廃棄物以外でも、設計思想の想定通り運転ができていればよいのですが、ひとたびその想定に反し、人による制御が困難な事態が起こると、福島の事故の通り、大変な惨事を引き起こしま
す。ひとたび放射性物質により汚染されると、放射能は人間の知恵では処理できないが故に、その地域は人の住めない地域となってしまいます。
　もし、圧力容器や格納容器内で、核燃料を制御できない事故が発生、水素爆発、水蒸気爆発、あるいは可能性は低いものの核爆発が起これば、これらの容器内の核燃料そのものが吹き飛
ばされ、その周辺は福島の事故どころか、広島や長崎の原爆の時にも近い最悪の状況になるかもしれません。
  こんなリスクを背負ってまで原発が必要でしょうか。人がコントロールできないものを人がつくってはいけない、子孫に残してはいけないのです。

(3)老朽化が進行している
　国内の原発の多くは、当初の使用期限の４０年を超えてきています。しかし「新たな原発が住民の反対等でなかなか建設できない」「廃炉には膨大な費用と膨大な量の放射性廃棄物が出る」
こともあって、その使用期限を延ばす動きが顕著です。問題の先送りです。"形あるものいつか壊れる"の格言の通り、年々故障や事故の危険性が増加しているのです。もちろん老朽化対策は
するでしょうが、その対策ができない部分もたくさんあるはずです。特に、核分裂をさせる圧力容器や格納容器などは、部分的補修ができても、大規模改修や交換はできないでしょう。原発の老
朽化により、想定外のことがおきなくとも、ある日突然老朽化に伴う大事故が発生することは明らかです。

(4)北陸にある原発で事故が起これば住めなくなる中部と近畿
　日本列島の卓越した風は、北～北西風です。一方、原発の集中している地域は北陸地方周辺です。このため、この地域の原発で事故が起こると、その影響は、風下の中部、近畿に集中しま
す。まさに、福島級の事故が起これば、名古屋、京都、大阪等大都市圏を控え、１千万人の人々が住居を失うことでしょう。避難する場所すらなくなるでしょう。
　福島原発周辺の方々には、大変な被害に遭われて誠にお気の毒でしたが、実は最も汚染された地域は、風下の南～南東の海上だったはずです。不謹慎ないい方ですが、風下地域が海だっ
たことがせめてもの救いでした。

(5)電力の節約と地産地消発電
  電力を節約すれば、また電力を消費する地域でまかなえば、原発は減らせます。電力を際限なく使う生活スタイルを見直し、無駄な電力消費を押さえることで電力の節約ができます。また、電
力消費を押さえる産業構造への見直しも大きな節電成果を生むでしょう。
　さらに、エネファームやガスタービン発電等による、地産地消型の電力供給システムの構築も大きな節電成果を生みます。遠い原発から都会まで延々と送電するため、電力の５％、100万kW
級の原子力発電所６基分の送電ロスが発生しているのです。
　電力も、エネルギーも、食料も、資源も、効率的に、大切に使用しなければならないのです。対価をを払っているから好き勝手に使うのではなく、これらは「大自然の恵」であった、と感謝すれ
ば、節約し、無駄なく、効率的に、大切に使用することができると思います。

男性 ◎原子力発電所の廃止を要求
(1)廃棄物問題が解決不可能
(2)制御困難な事態が存在
(3)老朽化が進行
(4)北陸にある原発で事故が起これば住めなくなる中
部と近畿
(5)電力の節約と地産地消発電

29236 個人 法人等 ６０代

（１）
わが国の国家方針を決めるにあたっての第一の視点は持続可能性である。
地震大国の原子力発電所を廃止することは前提的必要条件となった。
当社は本件選択肢は「ゼロシナリオ」を選択すべきと考える。

（２）どの程度のコストをかけるか
三シナリオのコスト差額は、発電コスト年間1兆円。系統対策コスト2.5兆円。省エネ投資20兆円。実質GDPは、原子力依存度に最大20兆円程度の差が予想されている。しかし、事故惹起時の損
失はこれを大きく上回る。
よって資料に示されたコスト差は原発を存置する理由付けとはなり得ない。
またわが国の成長政策については国際政治経済学上検討に付されるべき課題である。20兆円とは、米中合算GDPの1％未満の金額でしかない。
より大きな視点からの国策の策定が求められていよう。

（３）どの程度の時間をかけるか

29240 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 わが国の国家方針の第一、持続可能性にとって原子
力発電所の存在は相反するから、「ゼロシナリオ」を
選択すべき。コスト差額は事故惹起時の損失が大きく
上回る。国家基本方針策定とエネルギー政策の位置
付けが必要。



29241 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 電力は、日本の国力の要です。その国力を低下させ
るのが原発廃止です。節電が美徳のように宣伝され
ますが、原発の安全性を向上し、原発稼動は従来以
上にしても良いと思います。

原発稼動は従来どおりかそれ以上やっても良いと思います。

29242 個人 その他 ３０代 女性 2030年　原発ゼロシナリオを支持します。 2030年といわず、原発は即刻停止、廃止に向けて動き出すべき。

＊日本のような地震多発国に原発を作ってしまったことが　そもそもの間違い。
先を考えれば使用済み燃料の処理などの問題が発生することは目に見えていたはずなのに
見切り発車のような状態で原発を推進したかつての政府に憤りを感じている。

＊チェルノブイリを見ても、今回の福島の事故を見ても、一度事故が起これば取り返しがつかないことになる。原状回復は困難で住民への影響は計り知れない。

＊他のエネルギーに比べて原発は低コストだというが、使用済み燃料の処理費用や
事故が起こった際の対応に掛かる費用等は計上されていない。

＊使用済み核燃料の処理や保管はどうしていくのか。地中に埋めると言っているが、それも地震が来たら大変なことになるのではないか。長年に渡る管理を誰が責任を持ってやっていくのか。

＊これ以上「負の遺産」を未来の世代へ押し付けるべきではない。

＊昨年、節電を心がけ我が家では30％の節電を達成、今年もその水準を守っている。
つまり企業だけでなく個人でも待機電力を減らすなどの細かな努力を積み重ねれば
消費電力全体量を削減することは可能。

＊東京や大阪などの都市部では　無駄な看板やイルミネーションなどが多い。
そういったものを規制するなど、もっと努力が出来るはず。

29243 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３，１１震災後、福島県のみならず、全国各地で放射
線被ばくの問題が、内部被ばくに関して神経質になっ
ています。二度と福島原発のような甚大な被害が起こ
らないように、すべての原発を廃炉して頂きたい。

３，１１震災後、福島県のみならず、全国各地で放射線被ばくの問題が、内部被ばくに関して神経質になっています。二度と福島原発のような甚大な被害が起こらないように、すべての原発を廃
炉して頂きたい。
特に、未来ある子供達にこのような危険と不安を取り除くためにも、すべての原発を廃炉し、今起きている放射線被ばく（放射線量）ゼロと早急にすべての地域の除染について、国の補償で予
算化して頂きたい。

29244 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 現時点では、原発は絶対必要だと思います。国家の
必要電力の３０％は最低限確保すべきです。

日本を取り巻く国際情勢は、まったく予断を許しません。中東等産油国地域での様々な紛争、ロシアとの領土問題、北朝鮮の暴走、中国の露骨な覇権政策等に鑑みると、化石燃料の安定的確
保は、おぼつかないであろうことは、私たち素人の目から見ても明らかです。先の震災の原発事故が直接原因で亡くなった方はいたのでしょうか？むしろ脱原発運動が原因で、電力不足に陥
り、無理な節電を国民に強いて、熱中症で死亡した方が多数発生したことのほうが、大きな問題ではないのでしょうか。マスコミの偏向報道、政治屋たちのお粗末な国家運営により、日本国は誇
張ではなく、国家存亡の危機にあるとおもいます。政治屋達は、マスコミは、日本国を亡き者にしたいのか。許せません！

29245 個人 自営業 ２０代 女性 原発ゼロ、再生可能エネルギーへの切り替え、電力
の選択を可能にしてほしい

一児の母です。これまで電気を何気なく使ってきましたが、
福島第一原発事故で、原子力発電はいくら技術が発達したとしても、
人間の手には負えない巨大でおそろしいエネルギーであると感じています。

今では保育園の牛乳を飲ませるのをやめ、北関東、東北の食物は
一切食べません。いくら検査をして大丈夫だと言われても
信用できませんし、子供の未来の為に出来ることをしたいからです。

これほど原子力発電に固執する理由が私には解りません。
命あってこそ、次に健康があってこそではないのでしょうか。
経済発展も大切だとは思いますが、これほどのリスクを背負ってまで
原子力を保持する必要を感じません。
廃炉にしても何年も放射能を抱えていかなければなりませんし、
決して合理的では無いと思います。

再生可能エネルギーにもリスクがあるのならもっと語られてほしいですし、
原発に抵抗があるのに電力の選択が出来ないことが辛いです。

段階的に廃炉にし再生可能エネルギーへのシフトを強く希望します。
よろしくお願いします。

29246 個人 その他 ６０代 女性 「安全神話」や「クリーンな発電」は大嘘でした。政府
は、国民を欺くことをやめ、人類と共存することが不可
能な原発を全面的に廃炉することを決断し、速やかに
具体的取り組みを始めるべきです。

電力会社、政府とマスメディアは、原発の危険性ーー事故ばかりではなく、通常も多くの作業員を被ばくさせ、多量の温水を海に流して生態系を破壊し、人類の手におえない放射性廃棄物を大
量に生み出すことなどーーを隠し、安全神話を振りまき、その一方で事故への対策を怠ってきました。その結果、ほぼ必然的に起きた人災が福島の事故であり、しかも、誰もその責任をとらず、
何万人もの人々の生活を破壊し、被爆させておきながら、刑事責任も問われないという不条理がまかり通っています。首相が、自分個人が取れるはずもない責任を取る、といった無責任極まり
ないことを約束することも犯罪的な行為です。デモに参加せずとも、脱原発を望んでいる国民が多いことを直視し、国民の要請に誠実に答えることが政治家の責任であり、そうしないことは、国
民を裏切り、産業界と電力会社の利益に奉仕した政治家として歴史に名を残すことになるでしょう。

原発の再稼働が、国民の生命・健康や暮らしに対する大きな危険を顧みず、電力会社の経営と産業界の要請に応えるためのものであることも明白です。また、原発を他国に売ってもうけようと
することは、人類の公共益を損なう犯罪的行為です。

国内の電力事業を、利益の最大化を図る企業に任せておくことはやめるべきです。科学的知見に基づいてできるだけ客観的な判断を下せる専門家や市民の代表を加えた公正・公平な組織の
監視下に置くべきです。

29247 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発存続を認められない理由
・国土と未来の日本人を守るため。
・地震・津波大国の日本で、原子力というリスクの高い技術を、安全に遂行できる技術・人材・能力がないため。
・使用済み核燃料の処分方法につき、メドすら立っていないため。（再処理および高速増殖炉に係る事故と税金の無駄遣いも含めて。）
・他にいくらでも発電方法があるため。
・費用対効果のアンバランスさ。（事故時の被害の大きさが尋常でないため。）
・事故時の関係者（特に上層部）の責任逃れの姿勢をみて、原子力に携わる立場の人間を全く信用できなくなったため。
・福島原子力事故で、どんなに被害が出ても、被害を受けた国民につき、国が救済しないという姿勢がはっきりと分かったため。
・持続可能な自然エネルギーにシフトするため。
　→今後の日本企業の成長可能性のある分野なため。
　→地球環境に優しいため。
　　（原発はCO2を出さないというが、そもそも、現在の"温暖化問題"が人間の出すCO2と明確に関係があるのかが疑問視されている。
　　　仮に、温暖化問題が正しい場合、原発の温排水が海洋、ひいては地球の温暖化に非常に問題になっていると思われる。）
・原発がなくても、(本気で取り組めさえすれば)電力供給に全く問題がないことが分かったため。
　→311前の東電は、日本で一番多くの原子力発電所を有していた電力会社。
　　それが、2012年の猛暑にも、何の問題もなく電力供給している現状。
・原子力推進は、それをしないと使用済み核燃料を"資産"として計上してきた電力会社の会計上の問題、およびいわゆる"原子力ムラ"の利権を守るためでしかない、としか感じられないため。
　→過疎の原発立地の経済を守るというのであれば、当面は廃炉に係る雇用などの需要が生まれるはず。
　　どちらにしても、政府が原発は原則40年と言っている以上、原発立地地域が未来永劫、原発だけで地域活性できるわけがないので、全原発を即廃止して、廃炉の手続きに入っても、
　　地域経済が即大ダメージを受けるわけではないはず。（今のまま、中途半端に止まっているよりはよっぽどマシ。）

29248 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はなるべく早い段階でゼロとする。人口減少率を
上回るペースで、エネルギー必要量を減少させる。太
陽光や風力等、人にも自然にも優しいエネルギーを充
実させる。電気への依存度を下げ、ガスへの依存度を
高める。

原子力は、そのエネルギーを生み出す力を人間がコントロールできない（今回の事故においても、地震の発生という事象はあったにせよ、コントロール不能の状態になることが明らかになった。
チェルノブイリを含め、このことはこれまでの事故を踏まえても自明のことである）。
加えて原子力は、使用済み核燃料を安全に処分することができない（地中に処分する、というのは本来の処分とは言えず、将来にツケを回すことに他ならない）。
つまり原子力というのは、仮に生命の「命」を大切にしようとするならば、そもそも使ってはならないエネルギー源である。このことからすれば、現在地球上に原子力発電というものはあってはなら
ないものであり、即刻廃止すべきである。
が一方でこれまでの政策により、原発は現に存在しており、また産業界はもちろん、一般家庭における生活でもすぐには原発ゼロとするのは難しい状況である。
今回、政府としてエネルギー政策のビジョンを固めようとされていることについては大いに賛同する。一定の時間をかけて、あるべき姿への道筋を明らかにするためにも、この時点で原発ゼロ、
エネルギー消費の抑制（電気が際限なく利用されてきたこれまでの流れを踏まえれば、電気利用の縮減＋人口減によって10％を超えるエネルギー消費の縮減は十分可能と考える）の方向性を
ぜひ明らかにされたい。
経済や産業への影響ももちろん重要ではあるが、それらも「命あっての物種」である。まずは命を守るために、原発を着実にゼロに近づけていく英断と行動力を強く希望する。

29249 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年までに原発比率０％を希望します。 　福島第一原発事故で、今までいかに国と電力、原子力産業、研究者がそろいもそろって、安全対策を軽視してきたこと、ひとたび原発事故がおきれば、大地も空気も水も汚染され、元通りには
二度とならないことが明らかになりました。住民も故郷を奪われ、何より家畜、ペットすべての動物が置き去りにされ、飢え死にし、今も現地では残された動物達が放浪、繁殖し続け、とてもボラ
ンティアの手にはおえない現状です。
　私は福島の事故が起こった責任は国と原子力産業、原子力推進研究者にあると思います。事故の後始末もできていないのに、大飯原発を再稼働させるなど、正気の沙汰ではありません。世
界でも反省のない国として恥ずかしくありませんか？国際社会に放射能をまきちらした責任もあります。
　国民の過半数は原発反対だと思います。「原発がないとエネルギーが足りない」という前提ではなく、消費するだけの社会ではなく、「どのような社会なら原発なしでもやっていけるか、国民と動
物と自然を守れるのか」、国は率先して考えていくべきです。国民の意思を無視していると、滅びると思います。

29250 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。早急に原発は廃炉にし、
核廃棄物の最終処分を実現すべきです。

日本は人口も減るし、必要なエネルギーは少なくなるでしょう。
地震、津波だけでなく、テロや人為的なミスの可能性もあり、早急に廃炉にすべきです。福島原発事故により、原発が安価なものではないことが自明となりました。廃炉技術への投資を増やし、
世界の原発の廃炉に協力しましょう。
再生可能なグリーンエネルギーに積極投資して、世界のエネルギー革命に寄与しましょう。当初は高価でも、需要が増えれば技術革新も進み、長期的には必ず安価になるでしょう。

29251 個人 その他 ６０代 男性 原発は直ちに廃止するべきです。 　私は、昨年秋に福島市、飯舘村、南相馬市、いわき市を訪問しました。福島市内でも放射線管理区域より高い線量の中、子どもたちも含め、市民が生活を余儀なくされていました。放射能が
不安でも、生活上福島にとどまらざるを得ない人たちがほとんどです。将来、内部被曝などによってどのような影響が出るのか、とても心配です。
　そして、原発事故被害者に対して、補償が全く進んでいないことに怒りを覚えました。年間１ミリシーベルトという基準に基づいて、避難を希望する人には生活費、居住費、仕事補償等すべての
補償をすべきです。原発のコストにこのような補償費を入れずに、原発についての選択の議論をすることは非常に問題です。
　このような非人間的な技術は、そもそも用いてはならないと考えます。放射性廃棄物も処理しようがありません。原発を一刻も早く止め、これ以上廃棄物を増やすことをやめなければなりませ
ん。
　従って、まず、原発はやめるという結論を出すべきです。その結論を出せば、やるべきことはおのずと決まってきます。至急に省エネ対策を行うこと。そして、再生エネルギー普及のためにでき
ることをすべてやることです。
　以下、原発がなくてもやっていける論拠を列記します。
１、政府の資料でも、原発がなくても最大電力需要量以上の設備容量があります。ピークカットやピークシフトなど電力の需要をコントロールすることで原発がなくてもやっていけます。
２、世界で効果をあげている「排出量取引制度」を日本でも実施すべきです。
３、２０１１年８月、東京電力管内では前年比で １６．８％の節電を達成しました。省エネではもっと大幅削減を提示し、そのための政策を導入すべきです。
４、原発をやめればCO2排出が増えるとしていますが、石炭よりも CO2 排出が半分程度の天然ガスの利用割合を積極的に増やす再策を推進すべきです。
５、太陽光、風力、小水力などの再生可能エネルギー推進を政府の最大課題と位置付けた取り組みをすべきです。日本の技術力、財政力を総動員すれば、短期間でのエネルギーシフトは不可
能ではなりません。
　福島原発事故を経験した我が国として、一切の言い訳はやめて、原発即時廃止、再生エネルギー１００％の道を選択する義務があります。そして、世界の見本となるべきです。

29252 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発によらないエネルギーへの転換を強く要望す
る！

日本国民全員の力を信じて欲しい！！いままでが30%なら、0%を目指せるはず！！！お願いだから一度でも試させて欲しい！！！！計画停電の時同様、本気で取り組めば電気に頼らず生きて
いける。世の中便利になりすぎて、エネルギーに限らず偏ってきてしまった。昔の日本の程々の便利さを思い出して、バランスを取り戻したい。

29253 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオでいきましょう！ フクイチの事故をきっかけに、強く反省し、勉強しました。どの発電方法にも、長所も短所もあります。けれども、原子力発電は最も有害度が高い。

放射性廃棄物という危険なゴミを常に出し続ける発電方法で、こんなにも電気を作っていたとは‥と、愕然としました。

初期費用も時間もかかるかもしれません。けれど、出来る限りゴミを出さない＝再生可能エネルギーの開発に、力を集中する。これは、日本だけでなく、近未来の地球すべての場所で必要とさ
れる、ニーズの高い分野です。

日本は、オイルショックも乗り切った技術大国です。できるはずです！

グリーン政策大綱においてできるかぎり早いシナリオを想定すべきである。
遅くとも2030年には原発依存「ゼロ」とすべきである。

（４）事故リスクをいかに管理するか
原子力発電に関しては事故リスクは管理できない。
核物理学的ふるまいに関しては制御もできないし、事故後の処理もできない。
破局的事故は必ず発生する。一度発生すれば、わが国の財政、農林水産、製造、サービス、国際信用等あらゆる基礎価値は著しく毀損する。今回の福島事故は原子力発電を廃止する契機と
すべきである。

（５）
わが国は国家方針を明確にしなければならず、エネルギー政策はその一環である。
わが国は金融、統括、製造、研究開発、物流、販売等あらゆる面でアジア中核拠点としての競争力を喪失している。債務残高の対ＧＮＰ比率は２２０％に達し、少子高齢化、労働人口減少、市場
縮小、医療社会保障費の増加に歯止めがかからない。国債担保たる家計金融資産と国家債務の差額は４００兆円を割っている。大企業や資産家が、日本での高い税負担を回避する傾向も強
まっている。移転価格税制等の税制改正にも限度がある。国内から毎年１０兆円もの国富が逃避している現状ときく。
こうしたなか、持続可能な国家像とはどういうものなのか知性を集約する必要がある。
原子力発電の存在は、わが国の持続可能性と相反するものであり必ず廃止しなければならない。
日本の将来を担うべき福島の女学生が、差別や出産を心配して暮らしているあり様をみるとき、
知性がこれに反応しないというのであれば、人権も民主主義も与えられたお題目となり、国際社会のなかでわが国は取り残されることになりはしないか。国富とは貨幣によってのみはかられるも
のではないのではなかろうか。



29254 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 男性 原子力発電　２０～２５％を少なくても守るべきです。 今盛夏で節電節電とＰＲされています、節電は良いことだと思います、
しかし、中小企業者の大半は大変苦しんでいます。電力は需要に対して１０％位の余裕が必要です。
　日本は原発被爆国です、そのために原子力に対しては非常に敏感です。
その国民が原子力の安全平和利用を推進し、世界一の安全性を最大の重点管理技術を確立してきました。
日本国は化石燃料は国内には０です、その為に原子力の安全技術をより推進してゆくべきです。
天然ガスは世界的に需要が増大しています、価格が高騰しています、今政府が
自然エネルギーの利用を推進していますが、自然環境の破壊や天候による不安さがあります。また、自然エネルギーを利用にはまだ発電には時間と費用が係ります、コストが高くなると、今で
も電力料は世界的に高いのです、日本は
加工貿易国です、電力料は高くなでば、製造業者海外へ出て行き、国内がより空洞化が進み、日本国が自立不能になります。
ここは是非とも安全な原発を推進して、安定的な貿易国を維持すべきです。
　是非原発を３０％以上えお目標に設定してください。

29255 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １.原発依存度を直ちにゼロとすること2.使用済み核燃
料を増やさないこと、3.“平成24年8月から原発依存度
ゼロとなるシナリオ”も用意すること、4.原子力の安全
確保は無理との認識に立つこと、を求めます。

1.原発依存度を直ちにゼロとすることを求めます。
2.使用済み核燃料を増やさないことを求めます。
3.使用済み核燃料の処理方法を決めて、実行に移すことを求めます。
4.平成24年5月に北海道電力泊原発停止後、一定期間ですが“原発ゼロの状態”が実現しました。
エネルギー選択に関しては、“平成24年8月から原発依存度ゼロとなるシナリオ”も　　用意することを望みます。
5.「文書“エネルギー・環境に関する選択肢”」の7ページに記載された“（2）エネルギーの選択を行うに当たって重要となる4つの視点”について意見を述べます。
　(1)“1）原子力の安全確保と将来リスクの低減”に関して・・・現在の　　　技術では原子力の安全を完全に確保することが無理であることが判明　　しています。「原子力の安全確保」という表現
を「原子力の危険性の　　低減」と書き変えるよう求めます。
　(2)”３）地球温暖化問題解決の貢献”に関して・・・これまで、原子力　　は発電時にCO２を排出しないことから、“原子力が環境にやさしい　　　エネルギーである”と認識されてきたようです。こ
の認識には疑義が　　あり、“水力・火力等の発電方法と比べて原子力が環境にやさしいの　　かどうか？”再考を求めます。なお、私は、地球温暖化問題解決の　　　貢献のためにも原子力依
存度を減らす必要があると考えています。

6. 文書“エネルギー・環境に関する選択肢”」の8ページに“（1）原発依存度を下げ、化石燃料依存度を下げ、CO2を削減できるシナリオを用意する”との記載がありますが、“原発依存度をゼロと
した後に、化石燃料依存度を下げ、CO2を削減できるシナリオを用意する”と改めるべきです。

7.一般市民には、脱原子力を希望するにも関わらず、電力の安定供給に不安を覚えることを理由に、原子力発電を許容する意見の方が一定数存在するようです。・・・・
東日本大震災以降、東京電力は原発に依存せず電力の安定供給を求められ、あらゆる手段を用いて平成24年7月現在には原発に依存せず電力の安定供給を達成しています。
政府と電力会社は“原子力が無くともあらゆる手段を用いて電力の安定供給を達成する”との意思を日本国民に伝え、電力の安定供給に関する国民の不安を払拭すべきです。

8. “エネルギー・環境に関する選択肢”作成に当たり、原発依存度を下げる方向性が定まっていることには安心しました。
シナリオ作成に当たっては、民間企業および一般家庭での自家発電導入（太陽光発電等を含む）を支援する施策を推進すること。節電、省エネを通じた産業育成・経済発展を推進することを求
めます。
9.原発依存度をゼロにすると、沖縄電力以外の電力会社の収益は悪化するものと思います。
シナリオ作成に際して、発電量、送電網の維持とともに電力会社従業員の雇用を守ることに配慮を求めますが、電力会社が国有化されることは許容されることと考えます。

29256 個人 その他 ４０代 男性 ３つの選択肢のどれかと言われれば、「ゼロシナリオ」
を選択しますが、2030年といわず、なるべく早い段階
で原発比率がゼロになるような政策誘導をお願いした
いと考えます。

　先の福島第一原発事故については、いまだに責任の所在が明確にされず、被害補償や除染などについても明確な方針が示されていません。また、海洋への影響、他国への影響などについ
ても十分に分かっているとはいえない状況にあります。今回の事故で、原発の「外部費用」の大きさを改めて理解することができました。
　一方で、大飯原発なくとも、この夏のピークを越えられる（越えられた）ことも確認されています。確かに、今後の化石燃料価格の高騰や、温室効果ガスの排出などを考えれば、火力発電に過
度の依存をするべきではないと思いますが、少なくとも「電気が足りないから」原発を動かす、ということは合理的な判断ではないと思われます。
　これらを踏まえまして、一日も早く脱原発を実現し、なるべく早期に再生可能エネルギーの割合を増やし、蓄電池技術などに資金を投入し、火力発電への依存からも段階的に脱却すべきでは
ないかと考えます。

　今回の「国民的議論」は、多くの国民から非常に高い関心が寄せられており、その点では大いに意義があったと思います。しかし、議論のための期間が短いこと、また、議論のための情報が足
りないこと、あるいは、このパブコメや意見聴取会、DPなどの結果をどのように政策反映させるのか、などについて事前の設計が不十分であること、などが指摘されています。
　今回の国民的議論を、大きな国民的議論の第一歩とし、もっとじっくりとかつ多くの方の知恵を結集する形で、さらなる議論へと発展させる必要があると思います。もちろんその際には、とりあ
えず「原発を動かしながら考える」のではなく、「立ち止まって考える」べきであろうと考えます。

　また、今回の選択肢の議論において、途中で選択肢として落ちてしまった「市場メカニズムの導入」をぜひともお進めいただきたいと思います。具体的には、「電力の自由化」です。個人的に
は、値段が高くても、原発由来の電気ではなく、自然エネルギー由来の電気を使いたいと考えていますが、その選択肢が与えられていないことが大きな問題だと考えます。そして、原発の電気
を使いたい方には、ぜひ、外部費用も含め、きちんとコスト負担をしていただきたいと考えます。

　唯一の被爆国であり、大きな原発事故を起こし、国際社会に多大なご迷惑をおかけしてしまった日本から、「脱原発」という流れを起こしていくことが私たちの義務だと考えます。

　どうぞよろしくお願いいたします。

29257 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー・環境に環境に関する選択肢が３つ挙げら
れていますが、福島第１原発の事故により安全が担
保されていないことが現実となったことを踏まえると
「０」以外に選択肢は必要ないことは明らかだ。

原子力発電の事故により、放射線が広範囲にばらまかれ多くの人が家をを失い、家族を失い、地域を失いました。また、放射線の影響が及んでいる場所においては多くに人々を不安や恐怖に
陥れています。
　しかるに、福島第一原発の事故の原因もわからず、ましてや１年以上たっても事故の終息の確定的なめども立たず未だに放射線がダダ漏れしている状態です。また、放射性廃棄物の処分も
現状の科学ではできないというのが現実にあっては、将来にわたって原子力発電を続けるなど人類の未来にとって無責任極まりない暴挙としか言いようがありません。また、活断層の調査も適
当になされた結果が今であるならば何をか言わんやです。
　原子力発電は将来的にゼロにするしかありません。議論すべきはゼロにするための道筋である。そのためにはしっかりと将来のエネルギー政策に原子力発電ゼロを明記し、それに至る過程
を確立すべきです。そのための議論を早急にやりつくして政策としていくべきである。
　なお、示された概要では水量発電が軽視されているが、ミニ水力、マイクロ水力などの水力発電も電力の地産地消電力として大いに活用すべきである。

29258 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロを選択します。
　原発はいったん事故を起こしたら、取り返しのつかな
い深刻な事態を引き起こすことは、福島の惨状を見て
も明らかです。
　危険な原発との共存はできません。

原発ゼロを選択します。

　そもそも日本のような地震国に原発を導入したことがまちがいです。福島のような事故は、全国どこで起こっても不思議はありません。
　いったん事故が起きれば、人々の暮らしも地域、経済も破壊されることが、今回の福島の事故で明らかになりました。事故原因もいまだ明らかになっていません。この段階で大飯原発の再稼
動が強行されましたが、その大飯原発の下にも活断層がはしっている可能性が指摘されています。関西の場合、琵琶湖に放射性物質が降れば壊滅的な打撃を受けるのは明らかです。
　また、いわゆる核のゴミの処分方法も確立されておらず、未来の国民にも、外国にもそのつけを押し付けるわけにはいきません。
　要するに、核は人類にはまだ制御できないもので、われわれは核に対して未完成な技術しか持っていません。技術的にも未完成な原発が地震国日本に54基もひろがってしまってのは、国の
政策とそれに群がる利権集団が「あとは野となれ山となれ」と進めてきた結果です。
　国の政策によって進められて来たものなら、国の政策によって方向をかえることが可能です。太陽光、地熱、風力、小水力など、どれをとっても日本の技術水準は高いものと聞いています。こ
こに国民の英知と予算をそそぎ、新しい安全なエネルギーの開発をしていくときだと思います。

29259 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
原発の安全性が確保されていない現状ではゼロシナ
リオしかない。
大飯原発の再稼働を見ても最初に結論があり、安全
対策が後付になっている。

　福島第一原発の事例が示すようにトラブル発生時に安全に停止できない設備は運転すべきではない。
　不幸にして最悪の事態が発生しても放射能が拡散しないような最低限の対策は必要不可欠である。

　大飯原発3.4号機の対策をみても気になる点がいくつかある。
　(1)　高さ11.4メートル以下はシールした。
　　　　津波を想定した対策と思うが海水が入らない補償はないし、シール状　　　態を継続するのは大変な労力を必要とする。
　　　　ほかの対策がシールが出来ていることを前提に実施されているような　　　気がする。
　(2)　高台に電源車を配置した。
　　　　福島の事例を想定し、放射能環境・津波・がれきがある状態で電源の　　　接続をどのように実施するか難問が残る。

　再生エネルギーの確保について広く国民からアイディアを募集してはいかがでしょうか。
　（例として）
　(1)　屋根材料を太陽光発電素子で作り、南側の屋根に使用する。（瓦の代わ　　りになるもの）
　(2)　工作放棄地に太陽光発電設備が設置できるようにする。
　(3)　日本海のシェールガスを採掘する。

　一部の人で行うワーキンググループだけでなく多くの知恵を集め、新エネルギーの開発を行うことが経済の再生にもつながるのではないでしょうか。
　そのためには省庁のわくを超えた協力、規制緩和が必要になります。

29260 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 脱原発！！ 地震がまたいつおきるかもしれない時に、原発を再稼動することは、国民にとって不安が大きいです。福島の悲劇を繰り返さないようにお願いします。

29261 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー政策「原発ゼロシナリオ」の決断を切望 １、もんじゅや六ヶ所再処理工場などの「核燃料サイクル」に関しても、国民的議論に含めてください。

２、省エネや再生可能エネルギー導入の可能性にもっと目を向けて下さい。
海洋生物に与える影響も考慮して調査研究は必要と思いますが、水力発電「ネプチューン」等。

いわゆるエネルギー資源が少ない日本ですが、知力、開発力は世界レベルのはずです、埋めるという安易な処理方法しかない放射性廃棄物にまみれて、自滅の道を選ぶのではなく、日本は、
別の道を切り開くことができると信じています。
話は逸れますが、原発問題だけでなく、一般ごみ、産業廃棄物による自然破壊も忘れてはならないと思います。

３、また、原発による経済効果にしがみつくのではなく、ここも知恵をしぼって農業開発等雇用を生み出す努力をすべきではないでしょうか。

人間が生きていくために本当に必要なものの中から、雇用は生み出せると思います。

原発マネーで一時的に潤っても、このままでは、近い将来、日本も世界も放射性廃棄物の問題により、安全な食べ物、土地を探して彷徨う難民になりかねません。

世界に先駆けて、原爆、もんじゅ、原発事故等これまでの負の経験を生かして、環境大国日本として、世界中の人々、これからの日本を支える子孫に恥ずかしくない国でありたいと願っていま
す。

つたない文章で恐縮ですが、誤字脱字等がありましたら、お詫びいたします。

今、そしてこれからの日本のために、ご英断をお願い致します。

29262 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 三つの中から選ばなければならないというのなら、選
択肢(1)のゼロシナリオを支持します。
他の意見でも良いというのなら即原発０です。

もう騙されながら生きていくのがいやだからです。

29263 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電には絶対的安全対策がないだけでく、処
理不可能な廃棄物が蓄積し、人類を将来に渡って危
険にさらすものです。全ての原子炉の廃炉を決定し、
省エネ社会と代替エネルギーの構築に全力を尽くす
べきです。

　福島原発事故では絶対的な安全対策などないことを知らされました。災害は地震や津波だけではありません。偶発的な事故やテロのような人為的な事故もあります。これらに怯えながら原発
と共存しなければ発展できない社会であってはならないと思います。
　原子力発電は仮に事故を免れたとしても処理不可能な破棄物を蓄積し、自然界を汚染し、人類を危険にさらします。今度の事故では処理困難で保管しなければならなかった使用済燃料棒ま
でが大量の放射性物質を拡散させました。危険で処理不可能な核廃棄物をさらに増やしてなりません。
　政府は、原子力発電の停止がエネルギー不足で社会・経済に重大な支障があるという理由で大飯原子力発電所の再稼働を認めました。しかし、全ての原子力発電が停止しても、この1年間
は国民の節電意識の高揚で乗り切りました。　政府は、直ちに全ての原子力発電の廃止を決め、省エネルギー社会の構築と代替エネルギーの開発・導入に全力を尽くすべきです。

29264 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 支持(3)　資源の少ない日本において、原子力発電は
必要。石油や天然ガスに逆戻るのはコスト面、国防面
で危険。自然エネルギーはまだコストがかかりすぎ
る。

もともと資源の少ない日本だから、原子力発電を進めてきたはず。技術においても世界トップレベル、今回の東日本大震災でも地震には持ちこたえ、津波とそのあとの処置が悪く、被害が広
がった。時のトップが悪すぎた人災である。そして、問題のなかった浜岡原発を止めに入った前菅首相の判断は間違っている。菅前首相の個人的な原子力発電反対論者が勝手にとった、日本
を衰退させる判断である。東日本大震災で日本の経済が落ち込み、そのあと節電で、さらに企業の生産が落ちている。震災の復興も遅く、もっと復興の投資が積極的であればもっと経済効果が
あったはず。それが、今度は日本中の原子力発電のストレステストをするため、すべての原発を止めたのは罪に値する。復興の逆の判断をした政府は、いったいこの国をどうしたいのか、日本
を衰退させたいとしか考えられない。また、資源の要らない原子力発電に力を入れてきた結果、日本の原子力発電の技術は世界トップクラス、震災がありながら、他国からの発注があった。もっ
と発展的に考え、今回の震災を教訓として、さらに原子力発電の安全性を高める方向に持っていくべきだ。隣の中国は2050年までに、原子力発電所を５００にすることを日本の政府は知ってい
るのか。アメリカも同様に原子力発電を推進している。感情論としては、原爆を落とされた日本、その怖さ、恐ろしさも体験しているゆえ、反対される人々がいることも知っている。しかし、国家とし
てやらなければならないのなら、国を発展させることなら、断固決断して、原子力発電再開を押し切るのが真の政治家ではないか。原子力発電再開は当たり前、国民全体に問うべきことではな
い。すべきことは、一国早く、東日本大震災の復興と、福島原発の後処理。マスコミから流れる情報、数値もいい加減である。国は、世界基準で進めるべき。福島原発事故で被害にあった方々
の生活が一日も早く正常に戻るためにも、この国を衰退する方向には絶対に反対。今まで通り、原子力発電所を維持すべき。

29265 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 安全性を信頼できなくなった危険な原発はいらない。
放射能物質による汚染は日本だけではすまされない。
生きる環境を壊さない電力システムを望む。

29266 個人 無職 ６０代 男性 原発は即刻停止し、全廃すべきです。
福島の現状を冷静に直視した時、賠償金などでは解
決できない人間破壊・自然破壊を感じます。東電も政
府も何人も責任はとれません。

政府は人・物・金を代替エネルギーの研究・推進に、従来原子力に投入した以上に本気で投入すべきです。そうすることによってしか日本経済の復活は不可能です。原子力に頼る社会・経済は
過去のものになりつつあり、頼らない社会を作っていくことが新しい日本経済再生のチャンスと考えます。経済界は感情的に目先の利益にとらわれず、冷静に判断すべきです。

29267 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
有形無形の未曾有の被害を今も出し続ける原発。
1年以上経って収束もしてないしその原因もはっきしせ
ず、対策もできていない。
ゼロシナリオ以外考えられません。

原発がこれだけ日本にあって今も稼働しているにはそれなりの大きな理由があると思います。
たぶん一般庶民の私からは想像も理解もできないような理由があると思います。
簡単にはなくせないと思います。
しかしその大きな理由もやはりこれだけの被害を出し続けている今、通用しない。
通用させてはいけないと思います。
日本は諸外国に比べたら政治家、官僚、お偉い方々は良識がある方だと思っていました。
でもその認識は甘すぎたと痛感しています。
そう思って私はこのコメントを送るという行動を起こしました。
今すぐゼロシナリオに向けて国民全員が動き出さなければならないと思います。

29268 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 (1)原発ゼロシナリオ 福島の原発事故の後、今も住んでいた家に戻れずに、避難し続ける方が大勢います。
この方たちに何の罪があるのでしょうか？
政治が、国民のためにあるのならば、一番に考えなければいけない事は、二度と原発事故を引き起こさない対策をとるべきです。
原発がある限り、事故が起こる可能性があるのです。
目先の利益を優先させるのではなく、人命第一の政治をして下さい。
そのために必要な第一歩は、高らかに原発ゼロを宣言して、代替エネルギー政策を進めるべきです。



29269 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢は、ゼロシナリオを
支持します。

２０１１年３月１１日の福島第一原発での事故により、原発の安全神話は崩れました。事故前、政府も各電力会社も、決して事故など起こらないと口をそろえて言っていたはずです。事故の原因
も充分に検証されていない状況で、有効な対策などとれるのでしょうか。今後「想定外」の災害が起きないという保証はどこにもありません。また、たとえ二度と事故が起きなかったとしても、放射
性廃棄物の処分をどうするのでしょうか。最終処分場の選定さえ困難な状況で原発を動かし、新たな廃棄物を日々作り出していくのは理性的な行動とは思えません。即刻すべての原発を廃炉
にすることが困難であるとしても、もっと安全なエネルギーに移行していくという目標を掲げ、そのために予算と人々の智恵を使うなら、期限内に原発をゼロにすることは可能であるはずです（実
現可能であるという前提でシナリオが作られているものと考えます）。再生可能エネルギーを基幹エネルギーに据えることが難しいとしても、二酸化炭素の排出を抑えるためには、原発よりむし
ろ火力での発電をより効率的に行う研究を進めることが重要であると考えます。以上の理由で、エネルギー・環境に関する選択肢は、ゼロシナリオを支持します。

29270 個人 無職 ６０代 男性 今すぐ原発稼働をゼロにされたい。原発の新規建設
など大反対だ。

日本は有数の地震国であって、巨大地震にともなう津波発生が過去に指摘されていたにも拘わらず、エネルギー資源の乏しさを理由に危険な原子力発電に依存してきたことが、そもそも間違っ
ている。「今すぐ原発稼働をゼロにされたい」という理由は、一つには世界の科学者が、核エネルギーの制御は人知では極めて困難と指摘していること、二つには日本が歴史的に地震活動期に
入っていること、三つには原発立地に向いていない箇所に原発が設えられていることを申し上げる。もし第二のフクイチが発生したら、日本の政治経済・産業はずたずたになり、日本は滅亡して
国民は世界への流浪の民と化する。原発に負うエネルギー供給は今後、廃止すべきだ。将来の電力エネルギーは水力発電、地熱発電、太陽光発電に依存するべきだ。そのためにたっぷり予
算をつけた国立地熱発電研究所などを設け開発促進を促すべきだ。当面、極力節約に努め、家庭用蓄電器などの開発に尽力するべきだ。電力エネルギー不足の段、電力料金の値上げは止
む得ない。産業の海外流出も止むを得ない。また現在の処理済み核燃料は、直接処分しか手があるまい。しかし地震国日本で、地下深く埋設して何万年も安全管理出来る場所があるのか。

29271 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します！ 原発ゼロシナリオを希望します。
経済も大切ですが、それは全て「生きていてこそ」の話。
今後は医療費も増えるでしょう。
事故処理も終わってないのに、原発再稼働することが理解できません。
原発いらないです！

29272 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択する。 想像もつかないぐらいの膨大な費用が発生し、命を脅かす原発はこれからの日本が維持するべきものでない。ほかの電力供給システムを考えるべき。

29273 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発はゼロにしてください。再稼働にも反対です。 まず私が一番言いたい事です。
　今回、ゼロシナリオ、２０３０年に原発依存度を１５％シナリオ、２５％シナリオ、どれを選択したとしても、核廃棄物の問題が残るということです。
　２０１１年１２月末までの原子力発電に伴って生じた使用済み燃料を仮に全て再処理しガラス固化体にすると、約２４，７００本（NUMOのHP）。
　これだけの高レベル放射性廃棄物を何万年も「地中で安全に処分・管理」するという途方もないことを私たちの世代が未来の子孫たちに背負わせているのです。
　政府は、3つのシナリオは使用済み核燃料をすべて再処理して核燃料サイクルを実施するとしていた従来の方針を修正し、再処理せず直接地層処分する選択肢もあり得るとしました。　しかし
使用済み核燃料を10万年埋設できるという最終処分場を建設するメドは立っておらず、青森県六ケ所村の再処理工場や各原発のプールは満杯に近付きつつある中、大飯原発が再稼働し、使
用済み核燃料はどんどん増えていくばかりです。
　トイレなきマンションと言われ続けてきた原発が、廃棄物問題に目をつぶって稼働され続けてよいはずがありません。
　地層処分とは地下３００メートルより深い岩盤の中に埋める。
　放射能が低くなるまで１０万年以上もそこで保管し続けることになります。
　放射能が１６分の１になる１０万年後まで誰かが掘り返さないようにするために、
どうするのかを真剣に話あっているそうです。（※１０万年前はネアンデルタール人の時代です。人類で最初の文字体系が発明されたのは約６千年前です。）
　年間１０００億円としてもトータルで１京などという天文学な金額がかかります。
　先日経団連のシンクタンクでは２０５０年までには少子高齢化などで日本は先進国から転落の恐れと予測が出されました。日本という国は（管理する団体は）１０万後まで存在しているのでしょ
うか？放射能漏れの監視や不慮の事故の対応など、高レベル放射性廃棄物を維持・管理して行けるのでしょうか？
　政府は、今回のエネルギー選択において、核燃料サイクルはすべての燃料を再処理する現行の「全量再処理」路線から撤退する方針を強く打ち出してきました。
　真剣に廃棄物問題を考えれば、核廃棄物を増やさないためにも原発の廃止しか解決策がないことは明らかです。

世代間の一票の格差
　少子高齢化が進むにつれ、有権者に占める老齢世代の比率が増大し、その結果、老齢世代の政治的発言力が増加しつつあります。
　強い政治的発言力を持つ世代が、これからの将来を担うはずの若い世代や選挙権を持たない世代に負担を押し付ける結果になっていると思います。
　一票が思い地域には高齢者が多い。政策などをみて若い新人に投票してみてもなかなか結果に反映されない。田舎の若い世代は特にそう思っていると思います。
　古い歌を歌う人や大臣が頻繁に顔をだすマスメディア・テレビの影響が決定的となる。
　国民投票を希望しますが、将来を担う年齢比で割合を変えて欲しいと思います。
　将来世代はその政治的意思決定に関与できない。これは、今日の日本の「民主主義」が有する欠陥であると考えます。

29274 個人 無職 ３０代 男性 いまだ処理の方法や、運用の安全性が確立されてい
ない原子力は、実用に不安がある以上使うべきでは
ないと考えます。また、ゼロシナリオより自然エネル
ギー、省エネ部分は増やせるはずです。

　東日本大震災が起こり、原発に関わる人たちの過信や怠慢が明らかになり、地震等の災害の予測がつかない日本では原発はゼロにするというのが理性的な判断だと思います。
　ましてや、いまだ核廃棄物の最終処分場が決まらない中、どんどん核廃棄物が増えていく現状などは無責任だと思いますし、福島から出る廃棄物の処分場も決まらない中、どうして原発を使
い続けようと考えられるのか私にはわかりません。
　逆にこの機会を、自然エネルギーへの転換点として捉え、また省エネ家電の普及などを促せば新たな産業として日本は世界をリードしていけるのではないかと思います。
　原発をゼロにすることも悲観するようなことではなく、日本は原発の運用から最終的な処分方法まで確立することができると証明できれば、それはそれで技術を海外へ輸出していくこともできる
と思います。
　以上の理由で、原発をゼロにしつつ技術を磨きながら、日本にしかできない新しい社会の形を目指していくべきだと思います。

29275 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。 放射能はいったん漏れてしまったら何もできない、近寄ることさえできない危険なものであることを知った今、原発を使うという選択肢はない。
負担の先送りはやめて即刻廃炉を目指すべきだ。

29276 個人 自営業 ６０代 男性 全原発の即時廃炉及びACTAの審議中止とTPP締結
反対。

世界で唯一の被爆国が今回の震災で多くの被爆者を生んでしまった。この国の
未来を託す子供たちを守るために全原発は即時廃炉に向かわせるべきである。

ACTAは全ての情報を国家が検閲出来るように考えられたもので自由主義、民主主義
の観点から到底受け入れる事が出来ない物である。国民の目を口を塞ぎ民意を
誘導する悪法に他ならない。

TPPは障壁無きと言う言葉で表わされる様に、国民の全てに関わる大問題で有る、米国の目的は日本を巻き込む事、参加を議論して各国のGDP比を見れば明らかで有る。
食糧の問題では世界中で問題を引き起こしている「モンサントの遺伝子組み換え種子」
日本は現在なんとか国民皆保険を保っているがこの保険も当然問題提起されるだろう。
金融や労働をも含めて多くの問題が起こるであろうTPPは絶対反対である。

29277 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年の原発依存0%「ゼロシナリオ」を採択すべきで
す。

3.11以後、放射能汚染への不安やがれき処理の問福島原発、住民やこどもたちへの健康被害など、何一つかたがつかないまま、この国は、再び原発依存に進もうとしています。国民は脱原発
を望んでいます。福島のような悲劇を、二度と起こしてほしくないからです。脱原発により、計画停電中や不自由な生活を送ることになってもかまいません。それよりも、日本の未来のために、世
界に先駆けて、原発から脱出する。それが、今回の放射能汚染により世界に迷惑をかけた日本のあるべき姿だと思います。

29278 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ
を希望します。

安全な原発はこの世界に一つもないです。
お金もうけの為の原発も一つもいりません。
電気は十分に足りています。
日本も原発ゼロをめざして早く動き出していきましょう。
みんなの安全な未来の為に。

29279 個人 学生 ２０代 男性 2030年の原発依存度を決定するパブリックコメントや
国民意見聴取会での意見評価方法について，私は大
学等の高等教育機関に所属する学生に意見を問うべ
きであると考えています

先日，2030年における原発依存度を決定する3つのシナリオが提示され，国民意見聴取会の結果では約7割の意見が「原子ゼロシナリオ」であったという報道を知りました。
一方，この国民意見聴取会に参加した方の多くは高齢者であったという報道も知りました。本来，国民全体の意見を聞く上では，年齢や性別，職種等でばらつきがないような意見聴取が必要で
あると思われますが，一体どのように対象者を決定したのでしょうか？例えば，平日に固定電話によって対象をランダムに決定する場合では，対象者の特徴が限定されてしまうのではないで
しょうか？
未来のエネルギー政策を決める上では，もっと若者や将来の経済活動に直接関与する人々に意見を問うべきではないでしょうか？
私は，そもそもこのような重要な国策を「国民へのアンケート」で決定しようとする動きに強く反対しています。
しかし，せめて実施する場合には，より正確に国民全体への意見を反映してほしいと考えています。
そのため，私は，この問題に最も直接的に関わるであろう，現在の若者に意見を問うべきであると考え，これまで実施した「電話によりランダムに選ぶ意見聴取」だけでなく「大学等の高等教育
機関に所属する全学生を対象とした意見聴取」も行ってほしいと思います。
また，この問題に対する答えを3つのシナリオのみに絞ってしまったり，期限をつけて決定してしまうことも行わないでください。最低でも，再生可能エネルギーに関するインフラの設備や実験期
間を考慮し，数年単位での調節を行っていくようにしてください。
本当によろしくお願いします。

29280 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 早い時期での原子力事業の撤退と自然エネルギーへ
の転換を求める。

以下の理由から、早い時期での原子力事業の撤退と自然エネルギーへの転換を求める。

・原発の過酷事故を起こし、広大な土地、地域住民の生活、そして多くの命が失われたこと
・津波、地震などの自然災害が頻発する日本では、原発立地に不適であること
・どんな安全対策をしても、想定外の事象が起こる可能性が十二分にあること
・使用済み核燃料の処理法、最終処分の道筋が全く立っておらず、非常に危険な核のごみ問題を後世に先送りしていること
・現在でも、２基の原発の運転で充分電力がまかなわれており、原発の必要性は、電力会社の利権のためとしか考えられないこと
・地熱、風力など自然エネルギーの潜在的能力が十二分にあること

29281 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はいりません。 　家族が、はなれ離れに暮らさなければならない原発。
　見えない放射能の内部被ばくを恐れる毎日。子どもを持つ不安な親の気持ちがわかりますか。
　福島から避難した人たちの、じぶんだけ逃げたという心の葛藤を、考えたことありますか。
　家畜やペットは餌が届かなかったり、つれて避難できず餓死しました。
　今、普通に暮らしている日本人から、家族をとりあげ、ペットを餓死させたら、どうなりますか。
　考えれば簡単なことでしょう。
　原発はいりません。
　原発が必要な人は、その人の家族や大切な人に、被ばくしてもらいましょう。
　そして、不自由な生活と、家族やペットと離れ離れに暮らしてもらいましょう。

　　お金では解決できないつらいことが多すぎて、震災以降、頭が整理できません。震災の医療支援にいきましたが、復興だけでない、国がしなければならない方向を、見失ってはいませんか。

29282 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発0を目指す運動に賛成します。節電等で、原子力
発電はすぐにやめても問題が無いということは夏の取
組からも証明されています。今後は自然エネルギーを
活用できるよう、開発を進めていくべきです。

未来の子どもたちの生活を守るために、上記意見を提案します。

29283 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は０を希望します。原子力に頼るのは危険すぎま
す。

故郷を追われたくないです。地熱・水力・風力・火力・・。日本人は知恵のある民族なはずです。未来も日本で子孫達が暮らせるように、知恵を使ってください。目先のことにとらわれず、ピンチこ
そチャンスと方向転換して、世界に誇る日本にして欲しい。原発はコストが、一番かかると思います。
廃止するにしても何年もかかります。
それでも、日本は生き残る為に危険な道から軌道修正をしなくてはなりません。
地震の国に本は、ひとたび地震が起きれば、その土地に原発があったら、住めなくなるのです。
家族ばらばらになる国なんて、滅んでゆく国となります。
知恵と努力、今の日本人は未来に責任を問われています。
私も、そして、国も責任を感じて生きなくてはなりません。
未来を守る為に。

29284 個人 自営業 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 福島第一の事故で学んだことで最も大きな事は
原子力発電所というものは安全でないということです。
どんなに「安全」と唱われていたものでも天災の規格外のスケールの前に、
もろくも事故、しかもその被害規模が計り知れない事故となって、
眼前してしまいました。

今回の事故が人災であった、天災であったということはここでは問いません。

単純に「安全」でないというのがまず一点。

そして放射性廃棄物の最終処理の問題が解決していないというのも
原発推進を指示できない大きな理由の一つです。

ここ数十年で加速的に進んだ原子力政策というものの落とし前を誰が取るのでしょうか？
何世紀先も放射能を放ち続ける放射性物質というものに我々は責任を物理的に取れません。
それを最終的に処理するのは未来に生まれ未来に生きる人たちです。
処理できるという確約もないまま危険なものを未来に放り投げるということは、未来に生きる人たちの安全な生を脅かしていることではないでしょうか。

最終処理の問題がもう一つの点です。

最後にもう一点。倫理的に許容できません。

福島第一の事故で多くの人が文字通り被爆し、ここ東京でさえ今も低線量で被爆し続けています。
被爆は幼い子供達から優先的に起こります。
つまりこの国はもはや「子供を安全に育てることができない国」です。
しかし国民がこの国に課している事、日本国民でいるということの担保は、「この国には未来があるだろう」という保障です。
子供を安全に育てることができないということは、この国の未来を保障していません。
つまり国が国の体裁を保てていません。

このような事態を招いた原発という存在が、倫理的におかしいとしか思えません。

29285 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発存続シナリオの優位性がはっきりしない 経済面、環境面での原発の優位性がしばしば主張されてきた。しかし、シナリオごとの総括（表２）を見れば明らかなように、発電コスト、地球温暖化解決への貢献、化石燃料輸入額など、ゼロシ
ナリオ（追加対策後）と他の二つのシナリオとの差は僅少であると言わざるをえない。重大事故によるリスク、放射性廃棄物の管理など解決不可能な問題を考慮するならば、原発存続のシナリ
オを選択する合理性はありえないと思う。
経済的負担に目を向けるならば、脱原発の持続的な運動と比較して、消費税反対運動が低調であったことから明らかなように、国民は経済的負担の軽減よりも安全を強く求めている。ゼロシナ
リオがもたらす程度の経済的負担は十分に受け入れられるはずである。

29286 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２５～３０シナリオを支持する。
原発比率低下を目指す方向性に賛成だが、感情論
的・性急な考えには大反対。

原発比率低下を目指す方向性には賛成である。
自然由来の電力ソースが主流を占めるまでには相応の時間を要する。
加えて、コスト影響も無視できない。
これらの課題をいかに軟着陸させるかを検討し、実行するには相応の時間が必須である。
感情論にもとづいた性急な議論ではなく、電力需給バランスの見通し、我々一般市民が被るであろう影響（節電対応・経済影響）を十分考慮し、冷静かつ客観的な議論が必要だと考える。
経済・産業の発展・弱者（電気の存在に命を委ねざるを得ない高齢者・病弱者等）を犠牲にした選択肢はあってはならない。
したがって、リーズナブルな軟着陸が求められると考え、それが２５～３０シナリオと考える。



29287 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ。再稼働反対。脱原発。 原発を保有し続けようとする態度に、命の危機と絶望を感じます。原発事故は地球規模で汚染が広がります。世界中の生きる物たちにとって危険な箱を持ち続けるのはやめにしたいです。子供
たちに、原発をやめた国だと教えてあげたいです。

29288 個人 家事専
業

２０代 女性 ３つの選択肢、どれも反対。
東日本大震災前の原発稼働率を維持するべき。

原発を減らしたら、電力不足が本当に心配。島国である日本は、エネルギーの確保が困難であると思われる。
安易な考えで脱原発をすすめていくのには反対。
これからの国のことをもっとしっかり考えるべき。

29289 個人 家事専
業

６０代 女性 原発による発電は、できるだけ早い時期にゼロにして
もらいたい。
「ゼロシナリオ」を選択します。

再稼働した大飯原発をすぐに止めてもらいたい。
そして、全国の原子力発電所を、廃炉にして欲しい。

原発がなくても十分電気は足りているとの調査が、各方面から出されています。福島の事故で、原子力がいかに人間がコントロールできないものであるか、事故があった場合、人間にも自然に
もいかに取り返しのつかない惨事を引き起こすか、私たちは学びました。
その福島の事故が、収束の見込みも立っていないのに、大飯原発を再稼働させた政府の決定は、国民の不安を無視したものです。
是非、すぐに再稼働を止めていただきたい。

持続可能な社会にむけて、自然エネルギーへシフトしてもらいたい。
日本の高度な技術をもってすれば、自然エネルギーの開発は、すぐにでも原発による発電を必要でなくする事ができるのではないでしょうか。
政府が技術開発にテコ入れして、国を挙げて取り組んでもらいたい。

そして、世界で唯一、原爆と原発事故の両方を経験した国として、原子力開発を反省し、廃炉への道筋をつけ、世界を技術でも倫理でも、高い見識で引っ張っていける環境大国になってもらい
たい。

もうこれ以上、人や自然を放射能で汚染するのはやめましょう。
29290 個人 会社員・

公務員
４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択して下さい 原子力発電を継続することは、わたしたちの生活を脅かすだけでなく、将来に渡って危険な放射能を残すことになります。

次の世代に安全安心な生活を残していくことは私たちの使命です。
そのための選択肢は「ゼロシナリオ」しかありません。

29291 個人 無職 ７０代 男性 原発比率２５％以上に賛成。これ以下では日本経済、
国民生活が破綻。ＣＯ２削減の国際公約も守れなくな
る。
　また、火力燃料輸入増のため、年２兆円から３兆円
の国富が毎年流出するだけ。政府は数字で説得せ
よ。

日本は輸出立国であるため、電源が火力中心になれば製造業の輸出コストは大幅に上がり、競争力がなくなっていく。そうなれば企業の国外脱出、国内雇用の縮小、リストラが進み、国民所得
も減っていくことは明らかである。そうなれば税収も減っていくため、想像を絶する増税や各種公的保険料の値上げが現実になる。０％支持者は自らに降りかかってくるこのような事態を覚悟し
ているのだろうか。そうとはとても思えない。各種の将来予測数字を政府は公開して、０％がいかに非現実的なことかを国民に知らせるべきだ。０％支持者は、政府や電力会社が儲けのために
原発を維持したいのだと言っているが、とんでもない暴論である。原発支持者の方が正論だ。
　原発は放射能が危険だから０にせよというなら、レントゲン検査やＭＲＡ,ＣＴなどの医療機械も拒否すべきではないのか。これらも使わないというのか。そうではなかろう。
　広島、長崎の住民は原爆投下後、除染をしてから住んだのか。６７年後の今でも、８０歳以上の住民が健康に大きな支障なく生きているのだ。これを考えれば、年間２０ミリシーベルト程度の低
線量を浴びても何の問題もないはずだ。もし現在の手厚い賠償額や除染費用の支出を続けた場合、２０年３０年後に何の問題も起きなかったとしたら、壮大な税金や電力料の無駄使いになる
ではないか。避難地域の住民も早く帰還できるではないか。広島、長崎の例を見れば、そうなることは明らかだ。
ＣＯ２削減の国際公約も、原発事故後まだ正式に変更が認められていないが、０％支持者はこれをも反故にして良いとでも思っているのか。
とにかく０％支持者は近視眼的な考えから原発反対、再稼働反対を唱えているにすぎない。
政府は、３０年の各種予想数字を公開して、断固原発維持を死守すべきであり、それが国民にとってもためになることを正面から説得すべきだ。
野田首相が明後日の８日に反原発グループと面会するというが、その時には上記正論を堂々と話すべきだ。

29292 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 どの選択肢も経済的負担は大きく、産業や雇用等に
影響を及ぼすことは明らかであり、より負担が少ない
選択肢(3)を基本として、国民生活への影響を勘案し
た論議を重ね、最終的には国民の利益に資する判断
をすべき。

国の根幹であるエネルギー政策は、国民生活や雇用、産業・企業活動に極めて大きな影響を及ぼすものであり、思想や理念などに左右されるものであってはならない。

国民的な議論を行うにしても、各選択肢を実現するために、国民生活や雇用、産業・企業にどのような影響あるのかを明確にした上で、国民の判断材料として分かり易く示す必要がある。
有識者の声には、各家庭に与える影響や失業率の増加など様々な指摘があるにもかかわらず、分かり易く公開されていないことは、広く論議を行う上で極めて大きな問題である。
脱原発、原発反対などの一部の世論もあるが、そのことが国富や経済社会に及ぼす影響並びに、雇用や国民生活に多大な影響や負担を強いられることも含めて、今回示した内容で判断でき
るのか疑問である。

また、今回示された各シナリオは、過度なCO2排出制約や省エネ、再生可能エネルギー導入を前提としているため、電力料金の大幅上昇や経済への悪影響が不可避であり、企業の海外移転
や国際競争力、国内雇用への影響などは十分に検証されていない。

政府は、喫緊課題と中長期的課題をキチンと峻別した上で、エネルギー政策の見直しを進めるべきであり、産業空洞化や雇用喪失の大きな要因となっている電力不足と電力価格上昇懸念を早
期に解消すべきである。

また、中長期的課題への対応にあたっては、大衆迎合に流されることなく、将来の日本のエネルギー安全保障、持続可能な経済成長、地球環境保全を基本理念に据えた上で、雇用や技術・人
材がしっかりと確保された持続可能な社会形成となるよう要望する。

29293 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発比率0％希望 電気代高くても我慢しますよ。
日本は経済力より「世界一安心安全な社会」を目指してみては？
その分コストが高いのは当たり前。

29294 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロを望みます。
２０３０年には原発がなくなって欲しい。
再稼働せずにこのまま原発がなくなって欲しい。

子供たちのためにも安心できる未来がいいから。
安心して海産物や農作物を食べたい。
自然派エネルギーをすすめたいから。
二度と原発事故を起こさないためには原発をなくすのが一番だから。
分散型のエネルギーシステムの方が安心だから。

29295 個人 自営業 ４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択いたします 理由(1)：事故が起こった場合、放射能で元には戻せない為

理由(2)：事故が起こった被災地がやられ損となる為
　　　　今まで原発立地を支持してきた地域では、事故前はせっせと金を配り、事故が起こると救済を急ぐどころか１年半たった今ですら見殺しにされている様子を見ている為

理由(3)：散々安心安全を繰り返して言ってきた電力会社・学者・政府が国民対して謝罪して処罰並びに組織を一新が図られていない為

理由(4)：原子力規制委員会の人事が異常な為
　　　　事故があったにもかかわらず懲りていない為

理由(5)：情報の開示が不十分、隠蔽されている為

以上の理由によりゼロシナリオを選択いたしました
　
　

29296 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発はただちに０％にしてください 原発はただちに０％にしてください。
先の福島第一原発の事故で、原子力と人間が共存できるものでないことを証明しました。原発を稼働させる限り核廃棄物がでます。その処理をする技術も未確立です。半減期もとてつもなく長
く、何十万年もかかります。今の電気のために、その負の遺産を子どもたち子子孫孫に残していいはずがありません。
また、原発を稼働させるということは、必ず誰かが被曝します。たとえば原発の近くに住む住民や原発作業員などです。一部の人の命を危険にさらしながら、自分たちはのうのうと儲ける、こんな
ことは許せません。誰の命も大切です。
原発推進に莫大なお金をかけていますが、やめてください。ただちにそのお金は再生可能エネルギー開発に使ってください。
経済より命が一番大事です。すべての原発をただちに廃炉にしてください。

29297 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます エネルギー政策や経済の問題等で、すぐに原発ゼロは難しいかもしれませんが、まずは現在動いている原発をまず止めていただきたい。
そこから廃炉の方向で動いてほしい。
地震大国の日本で原発を動かすことは日本のご先祖様にも土地やかみさま、未来のじぶんのこどもたちに対してもいけないことだと思います。
私はたくさんの電気も富等も望みません。おそらくそう考えているひとがほかにもいるはずです。

29298 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロを望みます。
２０３０年には原発がなくなって欲しい。
再稼働せずにこのまま原発がなくなって欲しい。

子供たちのためにも安心できる未来がいいから。
安心して海産物や農作物を食べたい。
自然派エネルギーをすすめたいから。
二度と原発事故を起こさないためには原発をなくすのが一番だから。
分散型のエネルギーシステムの方が安心だから。

29299 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー政策は、より透明度を高く、コスト面、事故
時のリスク等を手御量的に評価して決めるべきであ
る。

放射線取扱主任者の資格を持ち、専門的な知識をもつ者としては、原子力発電自体に問題があるとは思わないが（津波想定の甘さがあったことは事実だが）、立地自治体へのこれまでの手厚
い補助金や電力会社内でのコストも含めて、高い透明度をもってデータを公表し、事故時のリスクの定量評価も含めて議論すれば、原子力も必要なエネルギー源足り得ると考える。

原爆による被ばく、福島原発事故の歴史があるからこそ、誰もが安心して安全に利用できるように、知識およびリスクの共有を図るべきである。
これまでのような絶対安全であるといった思い込ませや、これによるリスク管理体制の減弱化、上記のような不透明な支出の必要性から生じるコスト管理の甘さなどの拙い行政管理は改め、明
確な意識と議論、決定意思をもって行政管理に臨むべきである。既に一般市民の間には意味もない放射線への恐怖やこれに乗じた疑似科学的な考え方、商売がはびこる結果となっており、十
分な知識を持たずに判断し煽動する政府や報道機関の罪は非常に重い。

普通の諸外国はそのような気質と体制を持っているにも関わらず、醸成されぬままうまくことが運ぶところが日本の特殊性であり、一面的には良いところでもあるかもしれないが、非常事態発生
時にはこのような甘さは却って対応をまずくするだけであると考える。

29300 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)のゼロシナリオです。それ以外、考えられません。 (1)では、将来０ということですが、原発即時廃止を選択します。全部、ゴミとしてください！
原発村にはうんざりです。

彼らに原発を安全に運営する能力があるとは思えません。
ただちに、廃炉していただきたいです。

29302 個人 無職 ４０代 女性 エネルギー源を減らすのは愚作です。 今でもどれだけ熱中症で人が亡くなっていると思われているのか？
クリーンな代替エネルギーなどで問題なく日本が動くようになるまで、原子力はとめるべきではない。
地震などの対策を国民が納得するまで施行し続けていくべき。
ガソリンなどは入ってこなくなる可能性がある。
国防の面からも止めてはいけない。
政府は国民の生活、財産を守る義務があるはず。
付け焼刃でない、日本の未来を考えての決断を期待します。

１原発の必要性
　原発は下記のような特質があり、資源小国の日本にとって最も望ましいエネルギー資源であり、これを最大限活用することは日本の国益に叶うものである。ただし、福島原発事故の反省を踏
まえ、今後、安全性を大前提に導入していくことが重要である。
（1）輸入エネルギーの依存度を低減し、エネルギー資源の多様化を図ることができる。
（2）石油およびLNGの中東を含む特定地域依存度を減らし、輸入エネルギーを分散調達することができる。
（3）原発は準国産エネルギーとして備蓄効果があり、日本のエネルギーセキュリテｲの向上に寄与する。
（4）化石燃料に比べ温室効果ガスの排出量が少ない。
（5）コスト的にも他の電源に比べ遜色がない。

２自然エネルギーの問題点
　太陽光、風力、地熱、中小水力、バイオマス等の自然エネルギーは温室効果ガスの排出量が少ない利点があるが、下記のような問題点がある。
（1）原発や火力発電に比べ、発電コストが高く、買取制度によりその導入を奨励する必要があり、電気料金が高騰し、国民負担が増える。
（2）自然エネルギーの買取制度は、ドイツやスペインでも見られるように買取価格が下がれば導入量が減少するというジレンマを抱えており、普及に伴い、国民負担が少なくなることは期待でき
ない。
　　また、太陽光や風力は世界的な競争が激しく、国内市場を海外メーカーに席巻されるおそれがあり、買取制度で国民が負担した電気料金上乗せ分を国内メーカーではなく、海外メーカーに
献上することになる。
（3）日本における自然エネルギーによる発電可能量には限度があり、原発０のケースの自然エネルギー比率35％という数字を2030年に達成することは不可能である。
（4）特に太陽光および風力は気象条件に左右されるため、利用率が低く（太陽光は～12％）所定の発電量を賄うために火力発電や原発に比べ設備容量が数倍も必要になる。
　　太陽光は広い敷地が必要（たとえば山手線内側65ｋm2で約100万ｋｗの設　備容量になるが1日平均は12万ｋｗという小水力並み）であり、風力は陸上では国内適地に偏りがあり、洋上では
コストが割高になることや漁業権の問題がある。
（5）太陽光や風力等の分散電源は電圧や周波数を許容値内に制御するために系統連系上の工夫が必要であり、送電線敷設費も考慮する必要がある。
　　将来的には特定の地域におけるスマートグリッドの活用が期待されるが、あくまでも小規模なローカル電源としての活用であり、広域および産業用電源としては原発と火力発電に頼らざるを
得ない。

３脱原発の危険性
　福島原発事故とその甚大な影響を思うと今だに生々しさとやりきれなさが重くのしかかっているが、今後の日本のエネルギーの選択は、わが国の将来のあり方に大きな影響を及ぼすことか
ら、ポピュリズムに迎合した一時の感情的な議論ではなく、将来を見据えた冷静な判断が望まれる。
　脱原発を選択した場合は下記のような問題があり、日本はやがて沈没する危険性がある。
（1）燃料費の上昇と自然エネルギーの買取価格の上乗せにより電気料金が高騰し、企業の国際競争力の低下と海外移転の急増を招く。これに伴って産業の空洞化と下請企業の倒産が増え、
雇用の減少と景気の悪化が深刻になる。
（2）化石燃料の輸入急増が貿易収支の悪化を招くとともにエネルギーセキュリテｲ向上のため化石燃料の備蓄強化が必要になり、わが国の財政状況も深刻化する。
（3）原発の代替電源として火力発電が急増すると温室効果ガス排出量が増え、国際的な約束である温室効果ガス削減目標を達成できないばかりか炭酸ガス排出権買取の増加により電気料金
の上昇を招く。
（4）上記のような脱原発に起因する産業の空洞化、雇用減少、貿易収支の悪　化、エネルギーセキュリテｲの脆弱化、温室効果ガス削減目標未達成による国際的な信用失墜等がやがてわが
国の国力衰退を招き、国債急落、大企業倒産、失業者急増、税収急減、社会保障制度崩壊という負の連鎖により、日本がデフォールとし、沈没することが危惧される。

４まとめ
　約1000兆円の負債を抱えるわが国は、現状でもギリシャやスペインのような財政悪化による破綻の危険が指摘されている。
　脱原発は、今後も運転可能な貴重な国民的財産を活用することなく、ドブに捨てるようなものである。また今後、わが国の先進的な原子力技術を日本のみなら
ず世界各国に提供し、活用するという機会を葬り去るものであり、脱原発という選択肢は不適当である。
　脱原発による日本沈没を回避するため、原発比率を少なくとも20～25％が適当であり、更には１／３の比率とすることが最適と考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

29301 個人 自営業 ７０代 男性 2030年におけるエネルギー政策の3案のうち、「原発
20～25％」が適当である。選択肢にはないが原発の
安全性を前提に原発比率１／３が最適である。



29303 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電の比率は30%程度が不可欠。自然エネル
ギーが20～30%は実現不可能

原子力発電の代替は火力だけであるが、我国の最大原油輸入国のサウジアラビアは2028年には原油輸入国になるなど燃料高を国民負担で凌いでも安定輸入は出来ない。天然ガスの救世主
と目されているシェールガスもリグ数が減っており
生産量は増えない。太陽光発電は元々稼働率は20%以下で且曇り等で瞬時に発電量が極端に減ってしまい、日本産業の元である良質な電気の供給で出来なくなる。まして風力発電は適地が
極端に少なく大容量はありえない。太陽光発電先進国のドイツでは稼働率が低く、10%程度賄うのが精一杯にも拘らず固定価格買取制度が行き詰っており、国民の負担が大きくなりすぎてい
る。
そもそも自然エネルギー20～30%は技術革新への依存度が高すぎ、国としての方向性に織り込むのが間違い。

29304 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロの日本を！！ 原発に変わるエネルギー資源はあります。

唯一の被爆国である日本が原爆・３．１１から何も学ばないのでしょうか。

原発のない安心して暮らせる未来を。未来の子供たちに！！

29305 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発によるエネルギーは０％を目指して、計画をた
て、エネルギー自給を目指すべき。

たかが電気、されど電気。現代人の生活に電気はかかせないが、どのように作り出すかを考える時、誰も責任をとることのできない、原発は選択できない。事前に想定できない事故が起きる可
能性は、どんな施設にも起き得るけれど、その結果を誰も責任をとることができません。さらに、事故が起きなくても、最終的な核燃料の処理は、出口のないトイレと言われます。そのようなも
の、次世代に引き継ぐわけには行きません。
日本の技術を結集し、エネルギーの開発をすすめ、また、節電の智恵を絞る方向が、正しい道のように思えます。
このような意見を出したからには、私自身、自分の生活を見直す気持ちを持っています。このタイミングだからこそ、逆に国民全員の協力が得られます。うまく、その力を利用して、環境立国日本
を目指しませんか？

29306 個人 無職 ７０代 男性 2030年までに原発による電力の割合を０％にする。 原発は、３．１１で明らかになったように、人の健康と空気・土知・環境に対するその被害影響が半永久敵に及ぼします。このような発電装置は即刻廃止すべきです。2030年までに廃止するので
は、それまでにまた事故と被害が起こるのを許すことになります。
再稼働も即刻停止にして、廃止すべきです。
エネルギーは原発以外の方法でまかなうことができることが欧州の事例からも、また日本の識者やシンクタンク（たとえばCASA）によって提言されています。
一刻も早く原発を廃止することが大部分の国民の切なる願いです。
政府は民主主義の政治を貫く意志があるなら、原発廃止に踏み切ることを求めます。

29307 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 提示された３つの選択肢の中では２０～２５シナリオを
選択するが、いずれの選択肢も大幅な電力コストの上
昇が予想され、規制の強化や負担増は企業経営や国
内経済に大きな問題を生じさせると考える。

　２０１０年に対する２０３０年のＧＤＰの実質成長を約２割と見込む中、１０％の節電を含む１９～２２％の省エネの想定は、非常に高いハードルであり、実現可能かどうか危惧される。
　２０３０年に再生可能エネルギー比率を３０％とするには、現在設置可能な全ての住戸（１０００万戸）の屋根に太陽光パネルを設置し、全国４５０箇所（東京都の１．６倍）に風力発電所を設置
する等、実現がかなり難しい想定がされているが、ゼロシナリオではさらに追加の厳しい規制や経済的な負担をして３５％迄引き上げるとされており、企業活動や家庭生活において著しい支障
が出ることが懸念される。
　急激な原発稼働率の減少、無謀な省エネ推進や再生可能エネルギーの引き上げ、天然ガスシフトは、基幹電源の不足や電力コストの上昇となり、企業経営や国内経済に大きな打撃を与える
こととなる。
　したがって、いずれの選択肢においても現実性に疑問があり、見直しが必要であると考えるが、限定された３つの選択肢から選ぶとすれば、より現実的に近い２０～２５シナリオを選択する。

　安定安心安価な電力の確保が国内の経済活動には何よりも重要である。
　当社が保有する石炭火力による自家発電力を有効なエネルギーの一つとして考えていただき、以下の規制緩和をお願いしたい。
　(1)自己託送制度の利用緩和
　(2)コンビナート内特定供給制度の規制緩和

29308 個人 家事専
業

５０代 女性
稼働するだけで放射能をまきちらし、処理のできない
有毒な廃棄物を生み続ける原発はすぐに辞めるべき
です。この世を「風の谷のナウシカ」にする天に唾する
ことはもうやめにしましょう。

３，１１以前は原発は安全と漠然と思っていました。震災以降、地上波のニュースと本能とのギャップからインターネットを観るようになりました。表に出ていることとのあまりの違いに、驚きと恐怖
の連続でした。政府と東電は国民を欺いていたのだと感じました。放射能の内部被ばくは後になって出てくるのだそうです。特に細胞分裂の激しい赤ちゃんや子供に。
たった50年のあいだに、私たちの生きている時代に、54機も原発を作ってしまったのです。
後世の人たちに恐ろしい核廃棄物を残すことはもうやめにして、しっかり今までのそのゴミを片付けることに向き合っていくべきです。そして被害を被った人々に真しに対応していくべきです。

29309 個人 家事専
業

６０代 女性 原発はいらない 健康にきおつけて人生を過ごしてきたのに、政府の考えで人生を変えられるなんてひどすぎる、母としてこれから孫達と楽しい人生を過ごそうとした時に原発事故、いくら選挙で自分の考えで選
んでも国は、憲法で守られてる命すら守ってくれないきれいな空気きれいな国土を求めます

29310 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 原子力発電所の再稼働反対について 私は、原子力発電所の今後の運営を反対します。

なぜなら、絶対安全であると保障できないからです。

次の世代に、きれいな安全な地球を残すために、原子力発電所という、多大なる危険性のあるも

のは必要ないと思います。

電力を発生するのに、ほかにも安全なもの、あること知っているのに、それを利用しないなん

て・・・。国民のことを本当に考えているならば、原子力発電所は廃止してください！

29311 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択肢として提示されたシナリオではなく、「原発はゼ
ロ」にしつつ「温暖化対策目標を強化」する第４のシナ
リオを支持します。

・原発比率について：支持できるシナリオは「ゼロシナリオ」しかありません。
「原発で死んだ人はいない」と述べた電力会社社員のかたがいましたが、本当にそうでしょうか？津波の被害を受けていない自宅から退去させられ、これまでの生活、人生のすべてを置いたま
ま知らない土地でゼロからスタートさせられた人たち。それに絶望して自殺されたかた。一週間のうち45分間しか外で遊ぶことができない福島の子供たちと、それを心配する親。農業、漁業、畜
産業、飲食、サービス業に携わる人たち、直接、間接の被害を受けていまも苦労と心労が続く人たちに、「ゼロシナリオ以外」を推進することは、人としてできません。
・温暖化対策について：３つのシナリオいずれも、現状の25％削減目標から格段に低くなっています。原発ゼロを目指しながら、同時に温暖化対策も進めることができます。自然エネルギーの普
及目標について再考を願います。

29312 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 島根原発3号機の増設と、大間原発新設によって達成
する「15シナリオ」は島根県民として断じて許せない。
「ゼロシナリオ」で脱原発への政策転換を明らかに示
すべきである。

「15シナリオ」は、原発を40年で廃止し、島根原発3号機の増設と大間原発の新設によって達成する計画です。脱原発への世論が高まる中、先の見えない福島第一原発の廃炉プロセスを先送り
した新たな危険を生みだす原発の新増設は、島根県民として断じて許すことはできません。既設の原発を全て廃止し、核燃料サイクル計画から脱却して、「ゼロシナリオ」を軸に脱原発へ政策転
換を明確に示すべきです。

29313 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 (3)２０～２５ｼﾅﾘｵを選択します。なお、ｴﾈﾙｷﾞｰ基本計
画の見直しにあたっては、都市ガス供給区域内にお
いて、簡易ガス事業を規制しているガス事業制度の
改革を行うべき。

　今回の東京電力の原発事故により、多くの人が過酷な負担を強いられている状況をみると、原子力発電に過度に依存することは避けるべきであるが、一方、原子力発電に代わる有効なエネ
ルギー源がない状況においては、原発依存度ゼロシナリオでは、電力の安定供給が損なわれ、我が国の経済や生活・安全の確保がなされるか、非常に懸念される。省エネルギー、再生可能エ
ネルギーの最大化を図るにしても、その不確実性も指摘されており、現実的な選択としては、２０～２５のシナリオであると考えます。
　原発の依存度低減を補完するエネルギーとしては、天然ガスシフトが叫ばれているが、これとて輸入せざるを得ず、過度に依存すればするほど、産ガス国からは足元を見られ、価格の高騰を
招きかねない。
　天然ガスと同様に、注目すべきはＬＰガスである。ＬＰガスは災害に強く、クリーンでかつ容易に液化し、簡易な容器で、全国どこにでも運搬し、全国で約２４００万所帯に利用されているエネル
ギーである。また、中東産ガス国からの輸入に偏っていたが、シェールガスの開発により、随伴ガスとしてLPガスの生産量の増大と安定供給が期待され、天然ガスと同様に重要なエネルギー源
として、産業・民生部門における利用拡大を図るべきである。
　特に、都市のセキュリティの確保という観点からは、ＬＰガスを導管で供給する簡易ガス事業が、分散型（拠点型）エネルギーとして極めて有効と考えられる。しかし、現状は、一般ガス事業（い
わゆる都市ガス）の供給区域内では、ガス事業法上、消費者から簡易ガス事業を希望されても、事実上、事業許可が得られないことになっている。大規模、集中型のエネルギー供給への脆弱
性は電気事業だけではなく、複数の都府県にまたがって供給する一般ガス（都市ガス）にも言えることであり、平常時からＬＰガスの利用により都市部のセキュリティ確保を図るだけでなく、市場
メカニズムの活用による新たなエネルギーミックスを実現するためにも、消費者のエネルギー選択の自由を奪っているガス事業制度を改革して、公正なエネルギー間競争の環境を整備すること
が、エネルギー基本計画の見直しに当たって必要不可欠である。

29314 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。この3つの選択肢の中
からどうしても、というのならば(1)以外ありません。

ゼロシナリオでは「2030年までに」と書かれていますが、私は即時原発ゼロを訴えます。現実に2012年5月5日からの約2カ月弱、原発ゼロで日本は動いていました。
1.東電福島第一原発事故で、ひとたびシビアアクシデントが起こればそれは人間の手には負えないことが日本人のみならず全世界の共通認識になっています。
2.日本の社会システムとして、危険極まりない原発を維持することは不可能です。自由な報道、批判、討論が行われず、大きな利権構造の前には、何もないことになってしまうのですから。
3.地球温暖化炭酸ガス説は、いまや、日本でのみ喧伝されています。地球は冷温期に入っているという学説、太陽の黒点の影響が強いという学説…確定学説はありません。なぜ、ここまで日本
で炭酸ガス犯人説が喧伝されるのか、ここにも利権構造があります。原発も生成エネルギーの2/3は温水として海水温を上昇させているではありませんか？？
4.原発は、ウラン採掘から原発の事業所内、核生成物に至るまで、人間の被曝なしには成立しえない発電です。人の命を犠牲にして電気を得るって、ありえないことです！非クリーンエネル
ギーです。
5.野田首相、政治家の皆さん、電力会社の皆さんをはじめ原子力発電推進派の方々、一人の人間として子や孫にこんなものを押しつけて良いのですか?
6.原発ゼロ、ガス火力発電+再生可能エネルギーで、新しい価値観・経済を日本から発信することが日本の再生と考えます。3.11前に戻ってしまうことは、長引く閉塞感をさらにひどいものにする

29315 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ
福島の原発事故で、原発の事故がいかに恐ろしいこ
とがはっきりしました。
安全神話は崩壊したのですから、少しでも事故の可
能性があるものは停止・廃棄すべきです。

原発事故の後始末にはあまりにも膨大な費用と長い時間が必要です。原発可動がゼロのときも、日本ではどこも停電は起きていません。電気が必要ならば、それを補う方法を採れば良いので
す。英知を集めてください。
なぜ、政府が原発稼働を言うのか理解できません。何か陰で脅しがあるかのようです。

29316 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発「ゼロシナリオ」を支持する。2030年と言わず、可
及的速やかに「ゼロ」にすべき。地震大国である日本
で、人々が暮らせなくなるリスクを背負ってまで、原発
を稼動させる必要はないと考える。

■「原子力発電」という技術自体の抱える問題

(1)東京電力・福島第一原子力発電所の事故は、いまだ真の原因解明に至っていない。
(2)日本は地震国であるにも関わらず、54基もの原発を建設してきた。
近い将来、東海地方を震源とする大きな地震が起こるという予測もある。
「原子炉は十分な耐震性をもつ」とされてきたが、福島事故の真の原因は解明できておらず、国会の事故調査委員会最終報告も、地震による破損の可能性を否定していない。
(3)原子力発電によって出る放射性廃棄物の処理の問題は深刻である。再処理技術は完成の目処さえ立っていない。
(4)原子力発電は（廃炉作業においても）定期検査時の作業員の被ばくが前提となっている。生命を文字通り削りながらの労働が不可避の技術は、完成した技術とは言えない。
(5)廃炉のためには技術の維持発展が不可欠であるが、技術開発のために大規模なプラントを稼働させる必要はなく、実験用の安全な施設が確保されれば充分であるはず。

■これまでの日本の「原子力行政」が抱える問題

国会の事故調査委員会最終報告は福島の事故は「人災」だったとしている。原子力発電を担う「事業者」と、それを「監督・規制する側」の双方に問題があったというのである。

これまでの原子力政策は、原子力基本法に謳われている「民主」「自主」「公開」のすべてをないがしろにしている。

（1）福島の事故後、SPEEDIデータが適切に公表されない事態が生じた。
これは明らかに行政による隠蔽である（非｢公開｣）。
（2）規制機関である原子力安全・保安院が、原発推進の立場にある経済産業省のもとに置かれ、規制者が有形無実化されていた。
福島の事故以前、2002年に東京電力によるトラブル隠しが発覚したにも関わらず、反省も、しかるべき改善も行なってこなかったために、昨年の福島事故が起きたのではないか。これは事業者
と行政が癒着し、一体となって原子力発電を推進してきた結果にほかならない。（非「自主」）
（3）日本中、全国各地で、市民が強く反対を訴えたにもかかわらず、野田政権は関西電力・大飯発電所の再稼働を強行した（非「民主」）。

事業者も行政も、原子力発電という技術を扱う資格を備えていないことは明らかである現在、大きな危険をはらむ不完全な技術を、規制機関が不十分なまま維持・拡大しようとすることには断固
反対する。

以上のことから、私は原発「ゼロシナリオ」を支持する。

29317 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 早期に原発比率ゼロに。最終的には持続可能エネル
ギーに。化石燃料の依存度を下げていき、再生可能
エネルギー、省エネを実施。

原子力ない持続可能なエネルギーを目指す。

まず、永続的なエネルギーとは何かを考える。
それは原子力や化石燃料に頼らない自然のエネルギー(地熱、バイオマスエネルギー、風力、水力、太陽光など)に他ならない。
・化石燃料も元来地球が溜め込んだ自然のエネルギーだが産業革命以降の消費速度には限界がある(枯渇問題)。また温室効果の問題もある。
・原子力も再生可能様エネルギーであるが使用済核燃料の処理問題から、不完全なエネルギー循環システムと言える。また永続的に少量の汚染を発生し、事故を起こし甚大な被害を出すリス
クを常に内包している。

そして、長い目で見た時、地球に残すシステムとして環境を破壊する恐れのあるものを作るべきではないと考える。
産業革命以来、世界各地で産業汚染は続いている。
また昨年から福島の原子力発電所の事故により放射能汚染は広がっている。
原子力の問題も包括的に見れば産業汚染の枠に入るのではないだろうか。
これらを含む産業活動に寄る汚染を食い止めるべきである。

地球に住むモノの義務として、地球環境の保全を最優先に考え、そこに帰属する意識を強く持たなければならない。
生活環境のために地球環境を破壊するのではなく、地球環境保持や浄化のために生活環境を合わせていくべきだ。
人類を含む地球上の生物(将来誕生する生物を含む)にとっての最良の道を考えるとき、この観点が最も重要ではないだろうか。

法律で汚染源の蛇口を閉め、汚染の源を断ち、既に汚染してしまった地球を浄化するシステムを構築する必要がある。
この提案がすぐさま実現可能ではないことは分かっているが、目指すことはできる。諦めず理想を目指す努力が必要不可欠である。

これらの事由により私は原子力ない持続可能なエネルギーを目指すべきであると考える。また今回の原子力問題を契機に原子力を含む人類が直面している諸問題を解決していくべきであると
主張したい。

29318 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 中長期的には、原発依存度を0パーセントにするべき 現段階では、原発事故が起こったときの対応が十分とは言えないことが、今回の事故ではっきりした。
原発事故の被害は、日本全土に及ぶため、原発を稼働するなら、事故が起こったときの対応・処置に関し、全国民に説明し、理解を得る必要がある。
また、原発の稼働により、放射性廃棄物は増加する。放射性廃棄物の安全な処分方法は決まっておらず、これ以上、放射性廃棄物を増加させることは危険である。

原発事故時の対応および放射性廃棄物の処理に関し、適正な対応がない現段階で、これ以上、原発稼働を容認することはできない。原発依存度を0パーセントにするべきである。



29319 個人 家事専
業

５０代 女性 私の意見は、原発ゼロです。
私達には、この地球を守っていく義務があります。
ですから、地球を絶望的に汚染する恐れのある原発
は、決して認める事はできません。

私の意見は、原発ゼロです。
私達には、この地球を守っていく義務があります。
はるか昔から受け継がれてきたこの地球を、美しく、住みやすいまま、私達の子供たちに受け継いでいく義務があると思います。
ですから、地球を絶望的に汚染する恐れのある原発は、決して認める事はできません。
人間や他の生物が住めないような星に人間の手でしてしまうなんて、決して許される事ではないと思います。

原発をやめた為に、今の人類の経済や科学などの発展が少し遅れたとしても、それよりも、地球を、私達の命の源を守る事の方が、はるかに大切だと思います。

震災前は、原発は安全という言葉を一応信じていました。しかし、震災があって、福島の事故が起こり、安全対策が不十分だった事がわかった今、「こうすれば安全」などという言葉は、二度と信
じる事ができません。

どんなに慎重に慎重を重ねて安全策を練ったとしても、想定外の事が起こるのが自然というものなのに、せっかく専門家が指摘した最悪の想定さえ無視して、安全性よりも経済性を優先させて
しまった人間の弱さが、今回の大惨事を招いたのだと思います。いくら反省したって、原発がある限り、何十年・何百年の間にはまた、同じことを繰り返す恐れもあるし、もっとひどい災害だって起
こりかねないし、テロの標的になる恐れもある事を考えれば、原子力を持っているという事自体がわざわざ危険を抱えている事になります。

今更原発をやめるのは、大変な事なのはわかりますが、私達一人ひとりが、少し前の時代に立ち帰って、電気を使う量を減らす事は、不可能ではないはずです。
確かに、次々と便利になっていくこの生活を戻すことは、難しい面が沢山ありますが、目先の事よりも大切な事が何なのか、分かっている人は本当に沢山います。私達は、それができるはずで
す。

どうか、今がどうとか、日本がどうとかでなく、人間として進むべき道を、正しく判断して下さるよう、お願い致します。

29320 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 日本は自然災害が多く、福島第一原発事故では自然
の脅威が証明された。島根原発周辺も活断層が存在
し、住民は常に不安を抱えている。絶対的安全のため
「ゼロシナリオ」の早期実現を求める。

日本は地震、津波、台風など自然災害の多い国です。福島第一原発事故は原発の安全神話を崩壊させ、自然の脅威を証明しました。島根原発周辺にも活断層が存在し、いついかなる時に大
地震が発生し重大事故につながるかわからず、住民は常に不安を抱えています。絶対的な安全を実現するには原発をなくすしかありません。「ゼロシナリオ」を早期に実現するよう求めます。

29321 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 松江市にある島根原発に事故が生じれば、県都機能
を失い、多くの人が危険にさらされる。1,2号機再稼
働、プルサーマル計画の実施は断じて許せない。「ゼ
ロシナリオ」による早期脱原発社会を目指すべきだ。

島根県には全国で唯一、県都市である松江市に島根原発があります。市の中心部からわずか10kmのところにあり、万が一事故が生じれば多くの人が危険にさらされ、県都機能を失います。既
設の1、2号機の再稼働、プルサーマル計画の実施は断じて許すことはできません。そのため「ゼロシナリオ」を選択し、早期の脱原発社会をめざすべきです。

29322 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 新規原発建設は2030年への原発依存度を下げる議
論に逆行するものであり、今こそ既存原発の廃止・核
燃料サイクル計画から脱却し、「ゼロシナリオ」を軸と
する脱原発への政策転換を明確にすべきです。

2030年に向け原発依存度を下げる議論が行われている中、島根原発３号機など新たな原発の建設はこれに逆行し新たな危険性を生みだすものです。今こそ政府は、既存の原発をすべて廃止
し、原発の新増設やプルサーマル・高速増殖炉をはじめとする核燃料サイクル計画から脱却して、「ゼロシナリオ」を軸に脱原発への政策転換を明確に示すべきです。

29323 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 正しき者は強くあれ！！間違った世論に同調せず、国
の未来を考えてエネルギー政策を推し進めよ。反原
発は日本の衰退であり、国防の危機に繋がる。真実
を国民に知らせるべできある。

・間違った世論が構築されているなかで、大多数の意見を聞くことは、日本の危機に繋がる。少数意見であったとしても、それが正しき方向性であるならば、日本の将来のためにエネルギー政
策を推し進めていただきたい。

・正しき情報を流すべきである。
　原発問題はただのエネルギー政策ではなく、日本が国際社会の中で生き残る術であることを伝えるべきである。イラン問題、南沙諸島における中国の領土拡張問題等、石油に頼ることの危
険性が非常に高くなっている。また、第二次世界大戦突入への反省をするなら、エネルギー資源を国外に頼るのではなく、日本独自に確保することが如何に大切なことであるかを考えるべきで
ある。

・現在の科学技術においては、原発が日本のエネルギー資源の核であり、安全保障を考える上でも原発が必要であることを様々な媒体を使って伝えるべきである。

・将来に亘って、原発がすべてではなく、原発に替わるエネルギー開発にも早急に取り組み、予算を付けるべである。

・いつ分かるか分からない地震を恐れて原発を停止している愚かさに気付くべきである。原発を止め、節電に日本全体が取り組んでいるが、それによる熱中症で亡くなった方をどう考えるのか。
目の前で既に亡くなっている人を放置することが国のあり方ではないはずである。

・年間自動車事故で亡くなる人は減少しており、車両の安全性の向上も一因になっていることを考えると、原発についても、即廃止という論調は如何なものか。
火力発電においても、様々な技術の向上を通して安全性を高めてきているはずである。原発においても今回の事故を教訓として安全性の向上を図るべきである。

29324 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 「ゼロシナリオ」に沿った政策を求めます。地震や台風
など自然災害が多い日本では、安全に「絶対」はない
と考えます。自然エネルギーへの早期転換を考える
べきです。

「ゼロシナリオ」に沿った政策を求めます。地震や台風など自然災害が多い日本では、安全に「絶対」はないと考えます。自然エネルギーへの早期転換を考えるべきです。

29325 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％にすべきです。福島原発事故の原因究明も事故
の収束も出来ていません。
子々孫々まで影響を及ぼす放射性物質の恐ろしさ、
「原発ゼロ」の決断を総理大臣に求めます。

地震国日本でいざ事故が起これば技術的にコントロールできません。福島浪江町の友人は帰る見通しさえ持てていません。原発に頼らないエネルギー政策に転換すべき時期です。

29326 個人 無職 ６０代 男性 できるだけ早い時期に原発依存をゼロにすべきだと
思う。
再稼働は絶対反対。

核エネルギー利用は人間が手を出す技術ではない。
生命の源である染色体そのものを破壊する放射能と人間は共存できない。
原発事故は他の生物や地球そのものに害を与えるものであり
人間の自分勝手な都合（経済発展）でやるべきでない。

29327 個人 その他 ７０代 女性 原発、すべて廃止に！ 本当のことを知らされず、昨年３．１１より、普通に生活してきたことが、とても
悔やまれてなりません。5年、10年後、どれだけの人が発病するか、とても心配で
す。あと、遺伝子の影響、どーなるんでしょう？
日本人よりも海外に住んでいる人々のほうがとても詳しく、現状把握ができてるなんて！

29328 個人 家事専
業

４０代 女性 原発の即時廃炉を求めます。一度事故が起きれば、
何世代もの間、放射能汚染によって大きな被害を及
ぼします。絶対の安全は有り得ません。事故が無くて
も作業員の被爆、使用済み燃料の処理等問題が有り
すぎます。

私は今回の原発事故によって、今まで住み慣れた茨城県から三重県に移住しました。最初は、政府の言う「直ちに影響はありません」という言葉を信じたいと思っていました。しかし、過去の原
発事故の被害等を調べていくうちに茨城県も既に安心して子育てできる環境では無いという確信を得、苦渋の選択として移住する道を選びました。
事故後の国の対応にも、強い不信感を感じています。
なぜスピーディーの予測結果を迅速に公表してくれなかったのか、放射性物質を含んだ放射能雲が茨城上空を通過していった時、学校では全く何の考慮もされず、野外活動が行われていまし
た。その後も文科省は学校に対して注意するように指示するどころか、基準値を変更し、心配する母親の声を子供にストレスを与えると言って封じ込めようとしました。
その後も、瓦礫の拡散、原発の再稼動と国民を愚弄するような政策を無理やり推し進めています。
私は三人の子供の母親として、どうしても今の現状を許すことができません。政府の無策により、既に私たちは被爆させられてしまいました。福島の人たちは更に厳しい生活を強いられていま
す。少しでも国民に対する誠意があるのなら、人間の体や環境に害のあるような原発は即時止めるべきです。そして、速やかに全原発を廃炉にして下さい。
たかが電気を起こすためにこれほど多くの犠牲を払うのは、あまりにも馬鹿げているし、未来の世代に対しても無責任過ぎます。

29329 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 脱原発への政策転換を求めます。再生可能エネル
ギーを活用し、「ゼロシナリオ」を基本に制度の設計を
進めてください。事故が起こった場合、責任が取れな
いことが明らかになった以上、原発依存は考えられま
せん。

脱原発への政策転換を求めます。再生可能エネルギーを活用し、「ゼロシナリオ」を基本に制度の設計を進めてください。事故が起こった場合、責任が取れないことが明らかになった以上、原発
依存は考えられません。

29330 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は必要だ。 安全対策を日本の技術力で推進するべき。

29331 個人 自営業 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」と言う意見にも疑問を感じます。原子
力発電所は必然的に普及したものと考えます。今後、
ＩＨやオール電化、電気自動車と年々電気の需要の増
加が見込まる中、節電要請だけで乗り切れるのでしょ
うか。

　近年、日本中が、ＩＨやオール電化、そして、電気自動車と年々増々電気の需要が見込まれます。半年間は灰色の世界である雪国生れの私としましても、今後、ロードヒーティングや街路灯の
一段の普及、電気による融雪が、もっともっと普及して、屋根からの転落事故もなく、明るく住みやすくなればいいなと思っています。
　交通の便の悪い地方では、車は必需品です。地方では一家族一台でなく一人一台なのです。よって、価格の安い、中古車や軽自動車が多いのです。
　また、外出先から帰ってきたときは、コタツかストーブで手足を暖めたり、風呂にも入り温まりたいです。
　しかし、１ドル８０円と円高にもかかわらず原油価格の上昇で、灯油代やガソリン代が１８年前（当時も、現在と同様円高で１ドル８０円でした。）に比べ倍くらいに上昇しています。
　国民一人一人ではわずかかもしれませんが、北陸地方では寒冷地手当も減額され相当生活に響いています。
　また、日本全体を考えたとき、原油価格が倍くらいになったことで、同程度の原油の輸入量で倍の金額を海外へ出金していることになるのです。原油の輸入額の増加分を日本国民為の他の
就職支援やロードヒーティングや電気による融雪支援にまわせれば良いのではないでしょうか。
　グリーンエネルギーについて、風力や地熱、バイオ等々言われていますが、「ゼロシナリオ」を主張する人達は、立地、規模、メンテナンス等はどのように考えていますか。
　立地はあなたの家の隣ですか？田舎ですか？。
　人間が作ったものには必ず耐用年数があり壊れます。それを常時メンテナンスしていく必要があり、それに携わる人が必要です。小規模であったり、遠隔地であったり、海上であったりしてはメ
ンテナンスも困難です。
　原発の安全点検期間を従来より長くすることや今の保安院(解体…腰掛は駄目です)でなく自衛隊のような組織で、常時、全原子力発電所を管理し、避難、誘導もできる特別組織を編成するこ
とで克服できるのではないでしょうか。
　私は、生活必需品である電気、ガス、水道、電話、ガソリン、灯油等は低価格で安定供給するのが、文化的生活を憲法で唱っている国家の役目だと考えます。
　収入が減少している現在、電気料金も月額５千円～１万円、ガソリン代や灯油代も一家族で月額５千円～１万円と安価に提供していく必要があると思います。国民に格差があってもいけませ
ん、せめて都会の人並の料金(生活費)にしていただきたいです。
　そして、心も見た目(景観含む)にも「明るく(朗るく)」「暖かく(温かく)」「元気に」をもっとうに、文化的な生活を孫の将来につなげたい。
　外国の人から、安全で景色のよい日本に行ってみたい、住んでみたいと言われるような国作りをしていただきたい。

29332 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを選びます。
自然再生可能エネルギーへの転換を。太陽光発電に
もっと補助を出して欲しい。
我が家も太陽光発電を設置する予定。

原発事故が起これば地域が崩壊する。

29333 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 島根原発3号機の増設と、大間原発新設によって達成
する「15シナリオ」は島根県民として断じて許せない。
「ゼロシナリオ」で脱原発への政策転換を明らかに示
すべきである。

「15シナリオ」は、原発を40年で廃止し、島根原発3号機の増設と大間原発の新設によって達成する計画です。脱原発への世論が高まる中、先の見えない福島第一原発の廃炉プロセスを先送り
した新たな危険を生みだす原発の新増設は、島根県民として断じて許すことはできません。既設の原発を全て廃止し、核燃料サイクル計画から脱却して、「ゼロシナリオ」を軸に脱原発へ政策転
換を明確に示すべきです。

29334 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロ、削減シナリオの反対 原発のマイナス意見ばかりが先行し、プラス面がほとんど議論されていない。
本当に原発が無くなった時の状況はだれもが容易に想像できるはず。節電、電気代の高騰、社会活動の低迷、景気悪化、失業者の増大は目に見えている。
また、原子力があることは国防においても大きな抑止力になる。原発＝危険、ではなく、原発＝安全・未来エネルギーということを強くアピールしてほしい。

29335 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロを選択します。 放射能を無力化する技術を持たない以上
何を言っても言い訳になりません。
数年以内に原発ゼロを求めます。

29336 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。日本勤労者山岳連盟（会員数２万人）は、２０１１年１２月２０日に「『原発ゼロの日本』をめざし、再生可能・自然エネルギーへの転換を求めるアピール」を発表しま
した。その中で、『原発ゼロの日本』をめざし、エネルギー政策の抜本的な転換で地球温暖化にストップをかけ、豊かで多様な日本の自然を次世代の子どもたちに渡すことを呼びかけています。

29337 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 日本は自然災害が多く、福島第一原発事故では自然
の脅威が証明された。島根原発周辺も活断層が存在
し、住民は常に不安を抱えている。絶対的安全のため
「ゼロシナリオ」の早期実現を求める。

日本は地震、津波、台風など自然災害の多い国です。福島第一原発事故は原発の安全神話を崩壊させ、自然の脅威を証明しました。島根原発周辺にも活断層が存在し、いついかなる時に大
地震が発生し重大事故につながるかわからず、住民は常に不安を抱えています。絶対的な安全を実現するには原発をなくすしかありません。「ゼロシナリオ」を早期に実現するよう求めます。

29338 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します これまで我々が原子力発電の恩恵を受けてきたことは否定できません。
しかし、人類最大の原発事故をお越し、それが未だに収束できないというこは、人類が扱うべきエネルギーではないことを示していると考えられます。海洋の放射性物質の広がりなども日ごとに
酷くなっていると思います。
未来おけるエネルギー政策の源発の比率はゼロしかありません。
そして、安全で地球にもやさしいエネルギーの供給方法を早急に探る必要があると思います。
政府や関係者の方々は、ここで大きな愛、勇気を持って一度足を止めて、地に足を付けて、日本の子どもたちと我々を育む地球のためにゼロシナリオへ舵をきっていただきたい。
温故知新という言葉があるように、古き日本のよさをもう一度学び直し、日本人が日本人として世界のひな型となっていけるような「知」を導き出せるよう団結していきましょう！
ありがとうございました。

29339 個人 無職 ６０代 男性 原発はコントロールの効かない事故を起こせば特異
な被害をもたらす高価な代物であり、核廃棄物の安全
処理もできない。原発は廃炉の技術を開発すべきで、
日本の原発が止まっても電気は余っていることは証明
済だ。

研究開発なら生物・医学、兵器などを含め何をやっても良いというものではない。その１つが「原子力」開発である。福島原発事故をジャンボ機の墜落事故と同列視した政治家がいるが、原発温
存派・推進派はこの類とあまり変わりがないようだ。ヒロシマ、ナガサキ、スリーマイル、チェルノブイリ，ＪＣＯそしてフクシマの事件、事故をよく理解していないようである。福島第一原発事故発
生時の日本政府と原子力関係機関の対応、対処もまったくお粗末で国民を必要のない被曝をさせてしまった。今も地震国に生活する国民は、原子炉と使用済み核燃料プールの崩壊を恐れて
いるにもかかわらず、関西電力の「火発」を止めて「大飯原発」を再稼働をする暴挙に大きな怒りと不安で国家信頼喪失となっている。推進派は人の命を守るよりも「経済至上主義」の虜となって
いる（原発の電気がいちばん高いという試算もあるのだが）というしかない。「フクシマ」の被曝者に、もうすでに「ヒロシマ」の被爆者に類似した患者が出ていることを御存知だろうか。同じことを
繰り返さないためにも原発は即無くすべきである。電気は全国平均で電力ピーク時でも１６％以上有り余っているし（ＩＳＥＰによる）、CO2は温暖化の主犯では無いことも分かっているのですか
ら。この猛暑でも計画停電がないのは幸いである。政府の恫喝と騙しに国民はもう騙されまい。今政府が「原発ゼロ」宣言を発すれば、研究機関と企業は一気に代替自然江ネルギ―利用開発
に邁進するはずである。



29340 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電をなくしてください 昨年３月１１日の東日本大震災において、東京電力福島第一原子力発電所の事故があり、福島県や宮城ではいまだに放射能汚染により暮らしが脅かされています。
日常の食べ物、人体への影響、農畜産業経営の困難さ・・・心配は尽きません。

若い世代はこれから何十年も放射能汚染の問題にさらされることになります。
とても心配です。

私たちの暮らしは、原子力発電により産業が発達し多くの恩恵を受け、必要以上に便利な社会が作り上げられてしまいました。
それは決して喜ばしいことではありません。

便利なものを作った政治家や技術者や企業が、放射能事故を終息できないこのような現実はあってはいけません。

私たちは未来の子供たちのためなら、喜んで不自由な生活を選択します。
そして、原子力に頼らない新しいクリーンエネルギーの開発を急いでくさい。
技術力の優れた日本の力を今こそ結集させるべきです。

すぐできることは早急にやってください。
岩手県葛巻町のクリーンエネルギーの取り組みを全国へ広めるなど、出来ることから始め、地震国の安全を担保してください

29341 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオ支持します。

原発は即座に廃止！
2012年：０％

(1)原発は機械である。機械である以上、事故は起きる。
事故を起きた場合、福島のように、破局的な被害をもたらす。

(2)事故が起きなくとも、放射能被ばくによる健康被害を伴う。

(3)使用済み核燃料の始末をつけることができない。

(4)経済面からみても、大変に高いコストがかかり、不都合。

＊原発は、即刻、廃止、廃炉へ。

29342 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所の利用について たとえ、1000％安全が保証、確認されたとしても、事故は起きます。
自然または、人為的な事故の可能性は完全に否定できるものではありません。
テロや戦争などの破壊目標にされる可能性は十分あります。
広島や長崎で受けた被曝経験を持ちながら、自ら 原爆と同様な危険な施設を日本に作り、何時でも攻めてくださいとばかりに維持する行為をどう思いますか？
福島での事故の処理も十分にできない日本人の脳みそで、同時に幾つかの発電所が破壊された場合に対応できますか？誰が事故処理に行きますか？行けますか？
将来日本人が住めない国、日本列島と成り得ます。
そのような国にするかどうか、今現在の日本人が決定できるのです。
電力が足りる足りないの問題ではありません。
経済や雇用などの問題でもありません。
将来、日本人が住める国であり続けることができるかどうかの危機的な問題です。
眼前の便利性、経済性だけを考えないでください。
将来に日本を残すかどうかはあなたの判断で決まります。
今が一番大事な時です。

29343 個人 法人等 ３０代 男性 原発は日本にとって必要です。電力確保は国家にとっ
て生命線です。
特に日本の原発は、安全であり福島の事故において
も死者が出ていないことでも示されています。

今後、日本のエネルギー事情を考えると、化石燃料に頼るのは中東の政治的不安定さを見ると危険。
また、風力、太陽光エネルギーなどはまだ高コストであり、電力の安定供給はできていない。
そういう意味でも、原子力発電は早く再稼働していくべきだと思います。

29345 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロを希望します 日本列島が巨大地震サイクルに入っている中
大飯、志賀他ほぼすべての原発直下に活断層があり
再び事故がおこれば日本は再起不能な危機に陥る。
即時全原発の廃炉を希望します。

29346 個人 その他 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持。
放射性物質を安全に取り扱う技術が未確立の状態で
は、原発の再稼働にも反対です。安全が確認できて
いないからです。
代替エネルギーには、火山国・日本では地熱発電を
考えます。

「ゼロシナリオ」を支持します。
いったんは、「原発ゼロ％」になった今、「15シナリオ」も「20～25シナリオ」も原発への依存度をより増すことになります。2030年まで（今から18年後）には、多くの原発が耐用年数を迎え廃炉に
なっていくのですから、2030年までに原発依存度が急激に減っていくことは想像に難くないと思います。
原子力発電は、使用済み燃料棒の安全な処理法なども未確立の未熟な技術です。燃料費が安いから、とかCO2を排出しないからと、こじつけていますが、経済性や環境に与える影響を語るの
は、放射性物質を安全なレベルまで低下させる技術を確立したときにしていただきたい（今盛んに行っている“除染”は単に洗い流しているだけだから、それは技術と言えるものではありませ
ん）。また、停止中の原発の再稼働についても、ひとたび臨界に達した燃料棒は放射線レベルも上がって、安全に処理するのが難しくなると聞きます。放射性物質を安全に取り扱う技術が未確
立の状態では、原発の再稼働にも賛成できません。安全が確認できていないからです。

代替エネルギーとしては、再生可能な自然エネルギー、特に地熱発電を考えます。
日本は火山国ですから、可能性は充分にあると思います。
そして誇り高き電力会社の方達には、既存の温泉施設などへの影響のない（少ない）地熱水脈の研究と、既に放出してしまった、また現在処理にもてあましている放射線と放射性物質の無害化
の研究に力を傾けていただきたく思います。
それこそが、のちの世代にツケを残さない、エネルギー施策だと思われます。

29347 個人 自営業 ６０代 男性 三つの選択肢からあえて選ぶとすれば、
(1)ゼロ・シナリオを選択します。

　「2030年」シナリオでは遅すぎます。原発のリスクはあまりにも大きく、自然災害が巨大化する中で猶予はありません。
   直ちに原発の再稼働をとりやめ、すべての原発の廃炉を決断し、次のステップである石棺や核廃棄物の処理という重く困難な課題に立ち向かうことが必要です。
　エネルギーは再生可能な自然エネルギーに全面的に依拠するシステムを構築していくこと。公益性の非常に高い電力事業の民営地域独占形態をやめ、自治体を中心に住民が統制できる新
しい経営体をつくっていくこと。私たちの暮らしを見直し、省エネルギー社会を実現していくことを望んでいます。

29348 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発の比率は、ゼロシナリオしか考えられません。 福島原発事故では、多くの人が大変な被害に遭い、土壌も海水も汚染されました。また、日本は海外からの信用を失くしました。

事故以来、原発に関してはお金の動き等、不信感しか感じません。
廃棄物の処理問題等、何も解決できていないのに、原発を動かすのはおかしいと思います。

再生可能エネルギーの推進と、メタンハイドレート等の次世代エネルギーに力を入れていただきたいです。

29349 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 0％をめざすべきです。核廃棄物の管理技術が確立し
ていない以上、どこかで廃棄物の産出をやめなけれ
ばならないことは自明です。

数万年、数十万年単位の未来は国家百年の計以上にプライオリティの高い問題だと思います。

29350 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は負の連鎖。　今こそこの循環から脱却すると
き。

２０３０年には原発ゼロでお願いしたい。

替りに再生可能エネルギーの研究更に１歩２歩進め
て欲しい。

経済効果とか？　謳ったとしても　少しでも生命に危険因子の残る原子力発電　それを止めない理由が全く分かりません。　原発反対の意見は　どうしてもこうスルーされるのか、理由はどこか
全く違うところにあるのかもしれませんね。　再生可能エネルギーでどうして電力を賄えないのか、　そちらからの切り口で世界を立て直してほしい。

２０３０年は今の子供たちが大人になっています。
今の一部大人たちの理由で、未来の大人たちに負の財産を残したくない。
今の多くの良識ある大人たちの手によって　悪習から脱却しないでどうするのか。

29351 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本という天然資源に乏しい国が世界の中で明るい
将来を持って存続し続けるためには不安定かつ高コ
ストな再生可能エネルギーに過度に頼ることなく原子
力エネルギーの安全かつ高度な利用に取り組むべき
である。

福島の事故は『想定外』という言葉で片付けられるほど安易な事故ではなく、安全神話を盲信しそれに寄りかかった関係者の無責任さは別途検証されるべきものと思います。
しかしながら、日本という天然資源に乏しい国が世界のなかで明るい未来を歩むためには、感傷的・感情的になりすぎることなく冷静に日本のエネルギー問題は論じられるべきである。
現在、私は東南アジアの国に駐在していますが、多くの日本の製造業が高コスト・エネルギー供給の不安定さを嫌って東南アジアの国に工場を建設することを真剣に検討しています。世界経済
や日本経済が右肩上がりの拡大基調を歩んでいるのであれば、新しく建設された工場はその会社の生産能力を増やし、増大する需要に応えるためのもので、日本の工場にプラスして建設され
ますが、現在のように需要の増加も大きく見込めず市場への中国企業の進出も激しさを増している状況では、日本の元々の工場の殆どは閉鎖される運命にある。工場の閉鎖のみならず工場
で働いていた従業員も正社員であれば配置転換や退職金の割り増し等のなにがしかの配慮がなされているようですが、パートや期間従業員や派遣社員は何の保証もなく『雇い止め』となって
います。この動きが全国的に大規模になると失業や生活保護という社会問題にも発展しかねず、日本という国の活力を大きく損なうことになるでしょう。
また、再生可能エネルギーが脚光を浴びていますが、本来エネルギー、特に電力は
１．必要な時に
２．必要な量
３．安価に供給されるべきもので、発電コストが火力発電の何倍もあり、必要に応じて出力を加減出来ない再生可能エネルギーでは製造業のみならず、家庭においても受け入れることは出来ま
せん。
また、火力は最新型のガスタービン複合発電で熱効率は６０％程度でありCO2の発生は不可避であり、最近は原発事故の陰に隠れてあまり話題になっていませんが、地球温暖化に拍車をか
けるものです。
日本には三菱・東芝・日立と世界的に見ても珍しく原子力企業が3社あります。PWR・BWRとかの議論はさておき、各社の原子力部門を各社から切り出して、国からもある程度出資して『日本原
子力』なる国策会社を作り、本当の意味で安全な原子力発電所を研究開発して世界に提供することが福島の事故で環境に排出した大量の放射性物質の贖罪となるのではないでしょうか？

29352 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ支持」 「原発ゼロシナリオ支持」
自然エネルギーにするべきです。そのための技術も日本にはあります。

29353 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 すべての原子力発電所は、直ちに停止して、廃炉に
する。

地震国の日本には、危険すぎる。
事故が、起きれば、重大な損害が、発生し、収拾することが出来ない。
そのリスクは、あまりにも大きすぎる。
放射性廃棄物の処理やその管理を人類だけで、責任を持てない。
政府や役人、電力会社には、運転する資格はありません。
事故の責任を取るべきです。

意見

１．化石エネルギー依存は不安要因を増大
世界の人口がもし現状の横ばいでも、後進国のエネルギー消費が拡大するので、益々多くの化石燃料が消費される。　人口が増加している現在、一層その消費は拡大し、採掘可能な化石エネ
ルギー資源の枯渇と共に価格が高騰し、必要な量すらも確保できなくなる恐れがある。　オイルショックや産油国の意向による石油価格の高騰がその実例である。
この結果、化石エネルギー資源の奪い合いとなっている。　陸上のみならず、海底エネルギー資源確保のため南シナ海、東シナ海、北極圏で排他的経済水域を巡る紛争が生じている。
このため、化石燃料を主体としたエネルギーは供給面での不安定が益々高まる可能性が大きい。
日本にとっては地政学的に遠距離からエネルギー資源輸送ルートが確保される必要があることも、更なる不安定要素である。
比較的小規模で数多くの設備を必要とする再生可能エネルギーは、多くのメンテナンス要員が必要となると思われ、発電コストに加え、この面でもコスト的に弱点となろう。
ウラン資源には限りがあるが、核燃料の再処理までを含む新たなエネルギー開発により、エネルギー資源の需給が長期的に緩和される可能性が大きい。
日本にとって、将来におけるエネルギー分野の主流となる供給源は原子力エネルギーしかない。
しかも温暖化対策にもかなう。

２．世界の勝者を作るエネルギーの安定供給
エネルギー活用という内容を、それによる「食料増産と余力→産業興隆→技術開発→高性能武器製造とその実用化」の流れのベースとなっていると認識すると、世界の有力な民族はエネル
ギーを豊富に使うことにより、高性能の武器をより多く活用して、他の民族を征服して来た。
歴史的にはスペイン人の鉄砲による中南米の征服、生産力に裏付けられた多量の銃器によるイギリス、フランスによる植民地拡大、清朝の周辺国への膨脹、ロシアの中央アジア、シベリアの
征服等が挙げられる。
アメリカの武器弾薬の物量、更には原爆によるに太平洋戦争での日本の敗北も含まれる。

３．「力が正義」の考え支配する世界と核アレルギー
過去も、現在も、未来も「力が正義」となっている考え方は世界で支配的である。
現在、核兵器と原子力開発、ミサイルと宇宙開発、海軍（原子力潜水艦）と海洋開発はこれらの象徴となっている。（これを支える各種ITCのハイテクもあるが。）
北朝鮮の核実験に対し、当時のアメリカ　国務長官が日本に核の傘を保証する言辞で日本国内の核武装論議すら封じ込めたように、同盟国アメリカも含めて日本の周辺国は日本が核エネル
ギーで世界に優位に立つことを望んでいない。　従って、日本人の核アレルギーを出来る限り、長く持たせ続けようとして、反核運動を支援している。
地球温暖化対策の一つとして、中国等が原子力コンテナ船を検討している。　日本はかって原子力船「むつ」を建造したが試運転で、「放射線漏れ」と叩かれ、メディアによる風評騒ぎで実用化
への道がつぶれた。　核アレルギーのため、原子力船の技術向上、ノウハウの蓄積が図れなくなった。　そのため世界先端の原子力船建造を出来ず、原子力潜水艦へ結びつく技術的ベースが
無くなった。　この轍を踏まないようにすることが、今回のエネルギー基本計画の選択で肝要なことである。

４．原子力エネルギーへの対応
今回の事故で、原子力発電所の安全性に欠陥があったことが判明したからと言って、すぐに基本的な考えを変えることは誤りである。
事故を大きな試練として、欠陥をなくすハード面の技術開発、異常事態に対処する運用方法や法制度などのソフト面を整備することは、原発エネルギーを主とするために不可欠である。　新しい
ものや、新しい技術を取り入れるためにはリスクがある。　リスクを出来るだけ明確にして、それをミニマイズすることが、これまでの先人の授けてくれた智慧である。
更には、遅れ遅れになっている、使用済核燃料の再処理技術によりエネルギーのリサイクルと廃棄の方法の迅速な確立が必要である。
原子力発電所の非常事態について、就任時にも何らブリーフィングを受けていない事を管元首相が国会事故調査委員会で発言していた。　このような認識は、本人の職責の無知を示すが、安
全神話と、核アレルギーにより肝心なことが放置されたことが明らかにした。　原子力村と言われるような一部の人間による行政、技術分野の囲い込みとをなくし実情を広く公知することと共に
一方では一部原発反対デモに見られる反国益的な核アレルギーの払拭が必要である。
パブコメ等が広く行われる事は、核アレルギー払拭の良い機会である。　しかし数十年続く職業的な反核のメンバーによる団体の声のみが大きく、ましてや電力会社の個人参加も排除する様な
事ではまっとうな意見が封じ込められる懸念がある。
更には、諸外国のやり方の良い点をどんどん取り入れることが重要である。　これは、輸出競争を勝ち抜くためにいやおうなしに必要となるので、技術力向上のため国策としても輸出振興を継
続すべきである。

５．結論
エネルギー基本計画として選択肢第３案を採用すべきである。
現在、脱原発は技術革新における「挑戦と応戦」のスパイラルから、日本が脱落することであり、自主自立に反する道を選択することになる。

29344 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 選択肢第3案を選択すべき。　脱原発は技術革新にお
いて、日本が脱落することである。　その結果、エネル
ギー面での日本の自主自立への道が閉ざされ、長期
的には日本は北アジアでの落後国となる可能性大。



29354 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は200％安全ですか？ 原発については様々な意見があると思います。
ただ私が知りたいのは200％安全なのか？ということです。
「想定外」など論外です。
「極めて可能性が低い」や暫定(正式な決定がなされるまで、仮の措置として、とりあえず定めること)基準は事故の可能性があることを示していることに他なりません。
絶対に安全でなくてはいけないことを私たちは3.11で学んだはずです。
同じ過ちを繰り返すのは愚かなことです。

多くは日本経済の為には原発が必要というお話になりますが、経済よりも命です。
そこに住む方々の命と生活を脅かしてまで自分たちの生活を豊かにしようとは私は思いません。
是非もう一度、考え直して頂きたいと思います。

本日、枝野経産大臣が反原発の代表者と会うのは「公平性」や「透明性」を欠くと仰っていましたが、始めから政治の世界にそんなものはありませんし、
世の中は公平でも平等でも透明でもありません。
今更そんな言い訳でお茶を濁さないようにお願い致します。

29355 個人 無職 ７０代 男性 直ちに、運転する原発はゼロにすること。 どこの原発であれ、さらに１基の原発が福島のような事故を起せば、日本の国土は人が住めなくなり、日本は滅亡する。電力不足や経済活動維持のために、そのような危険性を有する原発を１
基であれ運転する必要はない。多少の生活の不便さ、貧しさの中でも、美しく安全な自然があれば、幸せに生きる気力と能力を日本民族が持っていることは、縄文時代から昭和20年の敗戦ま
での歴史を振り返れば明らかである。現世代の目先の経済的利益や便利さのために、これから生まれる子孫たちが住む国土を失う可能性のある原発依存を続けることは、愚かな選択と言わざ
るを得ない。

29356 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ただちに原発の再稼働をやめ、原発にたよらないエネ
ルギー構造に転換していくべき。東日本大震災で、原
発の安全神話は明らか。これだけの放射能被害に責
任をとらない電力会社の姿を見れば原発の再稼働は
ありえない。

１、東日本大地震は、地震列島の日本で、巨大地震が原発をおそえばどれだけの被害になるかを明らかにした。これまで、政府・電力会社・学識者・マスコミあげて安全を喧伝してきたが、その
根拠が崩れ去った今も「安全」を語ることが信じられない。直下に活断層を抱えている可能性のある原発も多く、もし次に巨大地震がおきればどれだけの被害になるか、想像もできない。これだ
けの放射能被害に責任をとろうとしない電力会社の姿や、まともな対策もないまま「安全」が確保されると大飯原発の再稼働を認めた政府を見るならば、「安全」な原発は一つもない。国民の命
を守ることを第一に考えれば、原発ゼロ以外の選択はあり得ない。

２、原発にたよらないエネルギー構造に急いで転換していけば、原発ゼロでも、二酸化炭素排出量を大幅に減らすことができる。日本は、地熱や水力などの自然エネルギーも豊富で、太陽光、
風力、バイオマスなど含めれば、十分に対応できる。原発が遠距離につくられることも一要因として、エネルギー転換の損失も３０％に達しており、技術的に対応することで、二酸化炭素削減が
期待できる。

３、人類の未来を考えたとき、原発はもちろん化石燃料の有限性からも大量消費型の社会が持続することは考えられない。今回の震災を機会に、生活や産業のあり方、一部の利益を優先して
命をないがしろにするあり方を、国民的な議論をすすめるべきではないか。原発１５％（４０年で廃炉になることを想定すれば、新規の原発建設もありうる水準）、２０～２５％の選択肢を出すこと
に意味があるのでしょうか？国民の命と生活に責任を負った政策判断を強く要望する。

29357 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 絶対反対！必要ないです。 人間の手に余る技術を使うべきではない。未来に対しての責任をとれないのだから、使用しないのは当たり前

29358 個人 無職 ７０代 男性 原発事故を防止するための最適の手段は原発を使わ
ないことだ。使用済み核廃棄物の無害化が不可能な
のだから，核エネルギーは人類と共存できるものでは
ない。したがってゼロシナリオ，即廃炉を強く求める。

私は「原発ゼロシナリオ」を選択します。その理由は以下の通りです。
 (1)福島第一原発事故のような事故を再発させないための最善の手段は原発を動かさないことである。
 (2)原発は，ウラン鉱採掘じょうから各廃棄物処理までのあらゆる過程で，しかも10万年にも及ぶ後世にまで，他者に被曝を強いる非人道的，非倫理的なものである。

(3)核エネルギーは人間がコントロールできるものではない。
(4)日本国土は地震の巣の上にあり，地殻は活動期に入っている。
(5)原発が地球温暖化防止に役立つという言い訳はまちがいである。
(6)女性が安心してこどもを産める社会のためには原発を廃炉にすべきである。
(7)原発がもし事故を起こせばその被害は無限大である。住民の方々の生活を破壊し，ふるさとを奪い，大地を，海を，空気を汚染してしまった被害を復旧させることは不可能だ。
(8)核廃棄物を無害化する方法はあり得ない。

代替策:--
自然エネルギーは既存のシステムでは「必要な時にあるとは限らない」ためまったく頼りにならない。「必要な時に必ずある」頼りになる自然エネルギーになるように根本的に別なシステムを創り
出すことが必要である。すなわち風力と太陽光により作り出された電力を，必要な時に使えるように貯めておくことである。蓄電池はそのための一手段であるが，価格と容量の点で問題がある
ので，揚水式ダムを使う方式を提案する。
風力と太陽光による電力は，既存の送電線とは別に敷設した専用の送電線を用いて，専用の揚水ポンプを稼動させるためだけに用い，電力のピーク時には，上部ダムに貯めた水を使って水力
発電させるほうしきである。電気エネルギーを水の位置エネルギーに変換するための損失は伴うが，自然エネルギーを頼りになるエネルギーとして活用するためには止むを得ないものと割り切
るべきであろう。特に北海道のような自然エネルギーの宝庫と言われる地域では，地域の電力会社の規模が大きくはないため，既存のシステムのままでは，自然エネルギーによる電力量を吸
収し得ない状況にあるので，提案する方式にすれば，そのような制約はなくなり，自然エネルギーの宝庫としての恩恵を享受することが可能となるであろう。
このシステム構築のためには多額の設備費を必要とすることはもちろんであるが，経済産業省が唱導する「原発からグリーンへ」と転換するための投資と考えるべきであろう。
また国内での仕事量をふやし，地方の活性化に資するところ大なるものがあろう。

負担増；－
原発を廃炉にするとなれば，電力会社の原発施設は不良債権と化してしまい，必然的に赤字操業に陥ってしまうであろう。そしてその恐怖が電力会社を原発依存に駆り立てている。原発推進と
いう国策を，脱原発に切り換えるからには，原発施設を国が買い上げるのは当然であろう。その負担は国民の上にのしかかるのだが，歴代政府が積み上げた莫大な赤字の上に積み重ねるこ
とを国民は甘受しなければでらないであろう。その負担増を国民は覚悟するであろう。
以上

29359 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 0シナリオを目指すべきと思います。危険な原発を維
持する為の費用を、再生可能エネルギーや、森を壊さ
ない電子書籍等の技術の後押し、福祉等の人材拡充
に使って頂きたく、省エネルギー生活も実践せねばと
考えます。

原子力発電は、CO2を出さず、大きな電力を生む事ため、
これまでの国民生活を支えてきたことを知りました。

事故を経た今、人の技術で危険性をコントロールできない原子力発電は、
いかに速やかに処理し、他の方法に切り替えていけるかが本当に重要と考えます。

原子力発電を支えて下さっていた多くの方々に、今必要な職種への転換などを
細やかに支援する政策も必要では、と思います。

街は、豊かさ・快適さが追求されて、とても明るくなっていますが、
個人的には、少しずつ勉強をしながら、足るを知る生活をしていかねばと思います。
未来の人々・生き物のために。

29360 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
再稼働に反対します。

核は人間に制御できるものではないと思います。
現在その処理方法が確立されていない放射性廃棄物を次世代に持ち越すなど許されることではありません。
今再稼働してしまえば、またずるずると自然エネルギーへの切り替えのタイミングを失うのではないでしょうか。
日本の風土を活かした自然エネルギーの開発も、日本の技術を以ってすれば可能だと思われます。

29361 個人 家事専
業

６０代 女性 もちろん0％を支持します。今すぐ再生可能な自然エ
ネルギーにシフトしてください。トップが舵を切ることが
最も重要です。財界ではなく国民の声を聴いてくださ
い！倫理面を掲げて産業界を国が主導してください。

　私は、柏崎刈羽原発の炉になっている所に、18歳まで住んでいました。高校卒業後は、東京に出てきていましたので1970年前後に起こった原発誘致や関連のことにはほとんど無関心でした。
ところが、3.11後、マスコミも今まで隠されていた様々なことを報道するようになりました。そのひとつ｢原発マネー｣という番組で柏崎刈羽原発導入のいきさつを知りました。情けないのは、当時の
柏崎の財政が厳しかったから原発を誘致して、おまけに当初はなかった｢電源三法｣を作れと政府(田中角栄)に要望していたというのです。これには、愕然としました。
　父(2000年に他界)は、そこで農園を経営していました。大正二年生まれの父は、昭和初期に、もともと祖父が持っていた土地の松林を一本一本掘り上げ開墾して、桃、メロン、スイカ、他様々な
野菜を作っていました。経営は順調でした。生前父は、ほとんど原発については語らなかったのですが、一言｢日本の発展のためには仕方ない｣といっていました。
このようなかたちで、日本は54基もの原発を作りました。その裏には様々な国民の犠牲があったわけです。
　日本では、地球の表面積平均の約130倍の率で地震が発生していて世界の地震の約1割が集中しているそうです。こんな危険な所にある原発を動かしてよいのでしょうか？。私自身も今まで
あまりに無関心だったことを反省しております。
　我が家の屋根には、7年前から太陽光発電機が載っています。自然エネルギー導入のためなら、銀行に預けている預金を出資にまわす用意もあります。国民に出資を募ってもよいでしょう。福
島の子どもたち、私の孫たち、他国の人たち、地球上の全生物にとって原発は、脅威です。再稼働反対はもちろんです。即刻脱原発の方向に舵を切ってください。

29362 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　「ゼロシナリオ」を支持します。 　自然エネルギーの拡大に努力すべきです。
　大都会の電気の無駄使いをやめて、全国民が節電に努めれば、やっていけると考えます。

29363 個人 その他 ６０代 男性 世界の中で最も地震が集中的に発生している日本に
原発を設置すること自体狂気の沙汰である。直ちに原
発依存度はゼロにすべきである。

世界の中で、地震と津波が集中する日本にそもそも原発は設定すべきでない。アメリカも地震発生地域には原発は設置していない。
すでに直下型地震が原発に与える影響は、柏崎刈羽原発が中規模地震であっても極めて深刻なダメージを受けていることからも明らかである。
日本のどの原発でも、想定を超える地震による破壊の危険はたえず存在している。ふたたび日本が原発の事故により放射能で汚染されることは許されないし、まさに日本沈没となることは避け
られない。
美しい日本の自然を、国土を汚染することは大犯罪であり、政治家が万死をもってしても償いきれないものである。その危険が残る以上、廃炉にする以外に選択肢はない。
原発の即時停止とともに、代替エネルギーの集中的な研究と実用化の中にこそ、当初の負担増があったとしても日本の長期的な発展につながっていくものである。
再処理工場ももんじゅもこれ以上莫大な税金を投入して、汚染の危険を増大させることは許されない。

29364 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はいらない 子供たちに、住める地球、住める日本、食べられる食料、飲める水、遊べる野外を残したい。
少子化がどうだこうだって、子供を産めづらく子供を遊ばせにくくしていては元もこうもない。

今、現に私たちが「原発要らない！」といっているが、さて子供が大きくなったらどうだろうか。
あの震災を経験した子供たちは、大人になったら「なんであの時原発をストップしなかったのか？」と聞くに違いない。

子供たちが大人に不信感を抱く前に今すぐやめるべき！
子供たちに恥ずかしくないように、やめるべき！

29365 個人 家事専
業

４０代 女性 日本全土、原発0％に。 小さなこども2人を育てています。

福島第一原発事故以来、食べ物、飲み物を始め、こどもたちに悪影響あろうことを
避けながら、生活しています。
こどもは本来、外で元気良く遊ばせるべきなのに、外部被ばくが気になってしまいます。
放射能汚染は、目に見えない分、忘れてしまわれがちですが、それが怖ろしいのです。
体内に入れば、確実に私たちの細胞を破壊していきます。
新陳代謝が活発な幼子は、大人に比べて少量の被曝でもその影響は甚大です。
大人は子どもを守る義務がある。
自分さえ良ければいい、そんなレベルの話ではないのです。

今後、3.11のような想定外の地震、津波が起こらないと言えますか。
大人のエゴで、こどもたちの明るい未来を奪わないでください。

原発に頼らず、自然エネルギーで世界のリーダーになったほうが、日本の未来にとっても良いのではないでしょうか。

どうか、命の尊さを良く考えていただきたい。

原発0％にしてください。

29366 個人 その他 ５０代 男性 当然原子力発電には反対です。再生可能エネルギー
への転換をすぐに図るべきです。

暴れ出したら人類に処理できないものなど作って良いはずがない。原子力発電所はすでに何度も暴走している。原爆も日本は経験している。日本は世界有数の火山国である。また何万年も放
射能を発する使用済み燃料など処理の仕方も確立されていないのに、どんどんそんなものを作ってしまうのは、ごく一部の利権に目のくらんだ愚か者のエゴでしかない。そんな危険なものをたく
さん作って、子孫達につけを回すなんてありえません！！！原子力発電には断固です。

29367 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロを望みます。
２０３０年には原発がなくなって欲しい。
再稼働せずにこのまま原発がなくなって欲しい。

子供たちのためにも安心できる未来がいいから。

ゼロシナリオを支持します。

私は元々、理工系出身で積極的な原発支持だったので、福島の事故は大きな反省材料となった。が、その反省に立った現在においても、原発の全てが安全性に重大な問題があると考えている
わけではない。東京電力のような杜撰な管理体制ではなく、真に合理的な監視と運用が可能なら、単に安全性の観点からは残せる原発もあるのではないかとは思っていた。

しかし、先日の大飯原発再稼動にまつわる一連の杜撰な政府対応を見るに、この国には、原発の合理的な監視と運用は困難であるとの認識に至った。あの程度で再稼動を認めるような認識
の甘さでは、到底、原発の長期的な安全運用は不可能である。

加えて、２０３０年の我が国に原発は不要だとも考えるに至った。

震災後の我が国に必要なのは、国民の多くが理解できる分かり易く明確なビジョンであり、ゼロシナリオは非常に分かり易い国民的な目標たり得る。その実現可能性の困難さを非難する声もあ
るが、実現困難な目標は掲げないというのであれば、そんなものはビジョンではなく、単なる「予定」に過ぎない。今政治に求められるのは、そんな消極的な現実主義ではない。多少は達成に困
難が伴いそうでも、震災後の新しい信念に基づいた高い理想を掲げるべきであり、それこそが震災復興の国民共通の旗印となり得る。震災復興とゼロシナリオは、元来は別の話かもしれない
が、別の話にしてはいけない。

つまり私は、原発が単純に危険だからゼロにすべきというのではなく、震災復興を成し遂げる新しい国造りの過程で、原発は最早必須のアイテムではなくなったと考えている。原発を残すより
も、ゼロにする方が、震災後のあるべき日本の新しい姿として理想的であり、かつ、それは実現可能だと考えており、ゼロシナリオを支持するに至った。

高い目標を掲げ、それに向かって努力した結果として、２０３０年の時点でゼロシナリオが達成できなかったとしても、それはそれで構わない。高い理想とは、掲げること自体に意味がある。要
は、その理想を実現するために法整備が進み、国民の共通認識となること自体が、ゼロシナリオを選択する意義とも言える。他のシナリオでは、妥協の余地が大きすぎ、それすら達成できない
ような骨抜きになりかねない。

また、ゼロシナリオ実現のためには、単純に既存の原発を再生可能エネルギーや火力に置き換えるだけではなく、送電ロスの解消も実現して欲しい。現在のように、東京のための発電を東北で
行い、長い送電網で非効率に届けるような、莫大な送電損失を当然の前提とするような方式は、絶対に改めるべきだ。

既存の送電網の超伝導直流送電への転換と、そもそも送電ロスの少ない地産地消を前提とした再生可能エネルギーの新設は、セットで実現しなければならない。そうすれば、省エネ推進で２０
１０年比で発電電力量を１割減らすというシナリオの前提から、更に現在の送電ロス分の６％についての余裕を生じさせられる。

今回、３つのシナリオが発表されてから、選択をすること自体がナンセンスとの原発推進の側からの批判が厳しさを増しているように思える。彼らは、先送りすれば原発反対の気運が低下し、原
発推進が再び可能となると考えている。そのような抵抗のための論理に屈することなく、政府が今ビジョンを示してくれることを、私は切に願っている。間違いなく、今こそ決断の時であり、今決め
なかったら、この先は二度と機会はない。

29368 個人 その他 ３０代 男性 原発の安全性とは別の、震災後のビジョンとしてのゼ
ロシナリオ支持と、送電ロスの解消。そして、今決断す
る必要性。



29369 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロを支持。太陽光など再生可能エネルギーの
普及に力を入れてほしい。

原子力発電は事故のリスクももちろんですが、使用済み核燃料の問題も大きいと思います。自分達で処理出来ない核のゴミを何世代も先の人々に押し付けるのは非常に傲慢なやり方だと思い
ます。

29370 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオで進めていった方が世界の為だけ
でなく日本の将来の為にも平和的に解決していけま
す。

原発は一旦、事故が起こると３．１１から１年半あまり過ぎた現在の日本の状況を見てもあきらかの様に収拾がつきません。もちろん他の発電所もリスク（発電量が不安定、化石燃料の高騰）は
もちろんあります。
ですがそれ以上に原発は使用済み核燃料（六ヶ所村のリサイクル工場は現在も稼働のメドは立っておらず、今後リサイクル出来るかどうかも不明）、再び事故が起こった時の対処方法（本当は
地震で配管も壊れたが、結局津波で決着。が、防波堤を作って本当に耐えられるのか疑問）は未だ解決していません。
国民の話し合い、説明を疎かに原発を再稼働させたい為、地震が起こった場合の耐震シュミレーションも過小評価、電力不足による国民が安全に生活出来ないと脅迫に近い曖昧な政策が憤り
を感じます。
ただ真夏のピーク時に少し足りなくなる（本当は十分に足りる）だけの為に原発を稼働させるのに意味があるのか本当に疑問です。それでも心配ならば一番電気量が多くなる数時間を企業に節
電義務（定休日の導入等）を守らせれば停電にはなる心配はありません。
その代わり国民には節電義務をさせてはいけません。それこそ国民の生活を脅かすことになりますから（現に信号機を止めて人が亡くなり、自宅療養の方が亡くなる可能性がある）。
原発が無くなるとどうしても発電量が少なくなりますので一時的に火力発電に頼り、持続可能な太陽光、風力など自然エネルギーを推進していった方がエコロジーの国、日本国を再建出来て日
本国民が幸せになれると思います。

なので私の結論は原発は無くす方向で舵を切った方が良いという事です。
ちょうど今が転換期に入る良い時期です。

29371 個人 無職 ７０代 女性 電力に占める原発の割合をできるだけ早く「ゼロ％」
にしてほしい。

安全と信じてきた原発が、福島で大事故を起こし、いまだ多くの人々が悩み苦死んでいます。これからは、人にも自然環境にも安全な、不安な使用済み核燃料を出さない『自然エネルギー」に一
刻も早く、政策転換していくべきです。

29372 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 完全なる脱原発です 廃棄物の処理もままならず、ましてその方法も知らない現状で今後どのように対処するのか明白な提示もありません。広島、長崎、そして福島。日本国としていかなるダメージがあり得るのかを
何度世界に知らしめる必要性があるのでしょうか。
経済の問題？御冗談ではありません。今必要なのは、すぐ中止することです。その決定をすれば多くの企業は生き残りを工夫します。こうして、今の80台、90台の方々は日本の活性を実現した
のです。日本の政治に関わる方々の柔軟な政策の切り替えを期待しています。

29373 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 安全神話が崩壊し故郷に戻れな住民の思いや、子を
持つ親の心境としては、ゼロシナリオで進むべきだと
思います。福島の悲惨な出来事が今後１％でも起こる
可能性がある以上、原発再稼働には賛成できませ
ん。

3.11で原発は安全ではないということが明らかになりました。福島に長年すんでいた方たちは戻れない状態となり、子供たちを含め多くの方々が、内部被爆の可能性が否定できずいまだに健康
診断さえ出来ず、不安な毎日を過ごしている現状です。そしてがんの発症は１０年後２０年後も継続的に診ていかなくてはならない結果となってしまった「原発」を再稼働させる理由はありませ
ん。節電やエコは国民の合意を得られる政策だと思います。脱原発で日本も新たなエネルギー政策を展開する時期だと思います。

29374 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の再稼働は行わず、原子力による発電は、0％を
目指すべき。

未曾有の大事故をおこした「福島第一原発」、この地震国日本に安全な原発などあり得ません。想像を超えた大規模な地震が実際に起き、またさらにいつ起きるか、あるいは起きる可能性がす
でに報告されているのです。
当然にも「ゼロシナリオ」を求めます。

29375 個人 自営業 ３０代 女性 「ゼロシナリオを支持します」
再稼働反対。

命を脅かし、発電効率が悪い上に海の温度を上げ、稼働させるだけでも被爆者を産み、地域産業と住民を金でもの言えぬ奴隷にしたて上げる「核」利用・原発の根絶を望みます。
ゼロシナリオでは段階的ゼロ、とうたっていますが、本当に希望するのは「即廃炉」「再起動反対」です。
どのシナリオにもいえるのですが、もっとガス利用「ガスコンバインドサイクル発電」やその可能性に、本腰を入れて国は考えるべき。国民は電力会社の今後を決めているわけではない。
また、CO2による温暖化の説なんてものはデタラメだと、世界の科学者たちが口を揃えて言っています。地球規模での利権絡みの金巻き上げ構造から潔く身を引き、ありとあらゆる可能性と再
生可能エネルギーの実現に向けて、血眼になって取り組まない限り、もうこの国に未来はないと考えます。

29376 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 提案されているシナリオのうち「ゼロシナリオ」を強く望
む。

提案されているシナリオのうち「ゼロシナリオ」を強く望む。

平成23年3月の事故により発生した会計上の費用のみを勘案しても、原子力発電が低コストではないことは明らかであり、加えて、多くの市民が、現在もなお、精神的・物理的苦痛にさいなまれ
ている。こうした様々な負荷が、長期間に亘って、国民生活に与える悪影響の重大性を認識されたい。
したがって、
（1）原子力発電の即時停止と原子力発電所の撤廃を望む
（2）発電量の不足は、比較的、建設費・運営費の低廉な、天然ガス発電所の新設で補うことを望む
（3）（2）においては、従来の電力会社ではない会社が自由に参入できるよう制度設計をすることを望む
（4）長期的には、温暖化効果ガスの排出の少ないエネルギー、ならびに、再利用可能でありかつまた安全なエネルギーへの転換を図ることを望む。
（5）（4）においては、政府による補助金などだけではなく、市場機構の健全な競争と技術革新を促すような施策を考案することを望む。

29377 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０をめざすべき 原発事故の可能性を０にするには、原発を廃止するしかないと思います。
事故の被害があまりにも大きすぎます。事故の可能性を０にすべきです。

次の世代に少しでもいいものを残したいと努力すべきです。
いいもの、どころか、とんでもない量の核のゴミを次世代に残している現状をなんとか打開すべきです。

福島の事故原因の究明を徹底的にするべきです。これは人災です。

日本は原発廃止を目指すべきだと思います。

29378 個人 自営業 ５０代 男性 ０％。直ぐに全停止をして廃炉にする。再生自然エネ
ルギーなどに転換し安全な国づくりを求む。

理論上、暴走する核分裂を要する技術の上にある原子力発電はすぐにでも全停止し廃炉とする。今後は新エネルギーで産業勃興を計り、安全な国にするよう求める。

事故絶対ゼロの証明ないのに、現に起こっている事故が処理できないことがイヤと言うほど証明できてるのに原発を存続させられない。もちろん有用性について無視はできませんが、何よりも
国民の、人間社会においての健康問題に直結する事項をないがしろには出来ません。

「許された危険」という観念が車や鉄道の存在についていわれますが、危険が大きすぎるのに対し有用性としてそれしかなく不可欠というものではない。原発によるある意味効率的な発電による
電力が得られない困難もこの余りにも到達していない技術を見過ごして存続させることを許す理由には到底なり得ない。

原発は安全神話の中で存在してきた。 しかしおよそ「安全」とは対局にあることが判明した。 いまストレステストなどという安全確認方法が推進派によって操業再開のために用いられているが
「安全」は「まあ大丈夫そうだ」であってはならないところ日本の原発の実情はまったくその域にもないもので危険きわまりない。

早く、日本のお家芸でもある、新しいエネルギー産業を勃興させ、経済復興と安全な国を実現すべき時が来たと思う。

29379 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
原発は速やかになくしてください。

「原発ゼロシナリオ」を選びます。
命を軽視し、未来を台無しにする危険な原発はなくしてください。
安全な自然エネルギー政策を進めてください。
それが被爆国である日本の取るべき道だと思います。

29380 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は、いずれは、不要になる方向でかんがえるべき
ではあるが、現時点では、無くしてはなりません。それ
に替わる基幹エネルギーが、未だ見つかっていない
からです。

原発を停めると、日本に危機がきます。電力量が不足し、電気代があがり、経済不況は、深刻化します。空洞化がすすみ、失業者が増大し、貧乏国へと、堕ちていきます。
また、原発は、侵略からの抑止力にもなっているのです。原発があるということは、もしもの時は、核爆弾も造れるということを意味します。
中国は、このことを非常に危惧しています。

29381 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電の段階的な早期全廃と電力会社の経営
の合理化について。

原子力発電については、その安全性については安全ではない（リスクがある）ことが分かっていながら、安全であると（リスクがないかのような）宣伝を行うことで推し進めてきた（今なお推し進め
ようとしている）構造が明らかになったと言える。

原発自体が危険であり、コントロールできないリスクがあることと、廃棄物処理の観点から考えても持続可能な発電方法でないことを認めて、国民に説明し、段階的でも良いので、できる限りリス
クを小さくするためにも早期の全廃を遂行して欲しい。

その一方で、発送売電の分離を行うべきで、送電部分はインフラとして中間的な位置づけで多くの企業が利用する前提のモデルを構築すべき。発電企業体が送電インフラで電気を流通させ、
実際に過程に販売する企業体を設けるべき。

必ずしも同じではないが、ガソリンについても、ガソリンの調達する企業があり、道路を使って運び、ガソリンスタンドで供給している。ガソリンは輸入でリソース固定されているが、電力の場合は
もっと柔軟な構造になると思われる。

コスト意識が全くない現在の電力会社の体質が今日の状況の元凶であり、国有化をするのではなく日本航空のように一旦破綻させて、経営陣を入れ替え、解体すべきだったし、今からでもそれ
は可能であると思われるのでそのようにしていただきたい。

以上です。

29382 個人 家事専
業

６０代 女性 第二の福島が起こる前に全国の原発を廃止すべきで
す。核燃料サイクル政策は初めから破綻していた事を
認め、再生可能エネルギーの開発に努めて下さい。
どうかこれ以上の犠牲を出さないで下さい。

１）大地震震源分布と原発立地点分布が多数重なっているのは、少々の例外を除けば世界中で日本と台湾だけである。このような危険な立地は事故前からわかっていたにも関わらず、無謀に
稼働してきた原発を、今こそ廃止すべきである。
２）核燃料サイクル政策の破綻は今や明らかである。システムが完成していない上に、原子力に伴う安全性や周辺環境の保全、かかる費用（結局は国民が負担する。）など、問題は山ほどあ
る。正しい情報を開示した上で、国民的な議論が必要だ。（そもそも使用済み核燃料の処理方法も決まっていない原発を稼働し続けるのは、子孫に対して無責任である。）
３）先に原発ありきの発想では、どれだけ再生可能エネルギーを増やせば良いのか、どれだけ企業や国民が省エネ努力をしたらよいのか、どれだけ新エネルギー開発を促したら良いのか、議
論が進まない。まず、原発はないものとして、可能な方法を探るべきである。

29383 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 国を動かしている人達にも、守るべき人や物があると思うのですが、現在の政治状況を見ると、どう考えても人の心がない人達が動かしているとしか思えません。今の状況を作り出したのは、大
人達の責任だと思います。未来を託す子供達の為にも、原発に依存しない社会へのシフトを早急に実現して下さい。全ての原発の再稼働に反対します。日本は、またさらなる大地震がいつ起き
てもおかしくない状況にあります。福島の悲劇を繰り返す事だけは避けなければいけません。どうか、人として当たり前の政治判断をお願いします。

29384 個人 学生 ６０代 男性 原子力発電の再稼働をやめ、原子力発電への依存を
0％とするよう求める。

原子力発電の再稼働をやめ、原子力発電への依存を0％とするよう求める。
1.地震国である日本には、そもそも原子力発電は適していない。東日本大震災と福島原子力発電所の事故でその危険性は明らかになった。
2.国家安全保障の立場から、一度事故が起きると、解決が難しい原子力発電はきわめて危険な存在である。
3.原子力発電による廃棄物処理技術が全くできていない。危険な廃棄物はただ貯蔵されて増え続けている。危険な状態がどんどん進行してしまう。
4.核武装を断念するきっかけになる。これまで核爆弾にすぐに転用できるプルトニウムをため続けてきたが、この膨大な量と日本の技術力は、周辺諸国の大きな軍事的脅威となってきた。原子
力発電を断念することで、各国のこうした日本に対する不信を払拭し、積極的に平和を各国に呼びかけられる。
5.原子力発電は膨大なコストがかかり、利権構造を生み出してきた。脱原子力発電により、国家財政に資するばかりか、不透明な原子力関連の財務構造を一気に解消できる。
6.自然エネルギーに恵まれた日本で、これを利用した発電への研究が、原子力発電への依存によって遅れてきた。原子力発電0％によって、再生可能エネルギー開発の研究が一段と進むと思
われる。

29385 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発０％が望ましい。 この度の福島の原発事故を再び起こしてはならないから。
多少の不便は承知でも迷わず原発０％を選択いたします。

29386 個人 無職 ６０代 男性 選択肢として示された3つのシナリオではなく、早急に
原発ゼロにしつつ廃炉作業を進める。電力不足は政
策により回避できる。原発は福島事故の収束、最終
処分場の目処が立たない事から、再稼働はすべきで
はない

何よりも優先すべきは全原発の停止であり、早急の廃炉に向けた取り組みである。大飯を含め早急に全原発を停止し、廃炉作業に取りかかる事で無駄な経済負担（形だけの堤防作りや、見か
けだけの安全対策など）が不要になる。原発停止による電力不足は、既存の火力発電などで補うことが出来る。また、テレビ放送の電力ピーク時（日中）および深夜時間帯の休止などによりまた
ピークカットのための優遇電気料金などで補うなどの施策により防ぐことが可能である。自然エネルギーの推進はもちろん必要ではあるが下級の課題ではない。原発のアキレス腱は過酷事故
が起きた場合の収束方法がないこと。および核廃棄物の処理方法、最終処分場の目処が全く立っていないことである。この二つの課題が解決できない限り原発は再稼働はしてはならない。原
発を維持するのであれば、福島原発事故を収束させ、最終処分場を確定し処分方法を決めてからする事が必要である。

今回の意見募集は選択肢が不適当であり、趣旨自体が間違っていると感じます。ここでの期限やシナリオが、これまで効果を上げずに誤った状況を構築してきた従来方針の延長にあり、より事
態を誤った方向に進めるものであると感じています。
こうした企画に関しては、PC環境でクラウド化が進められているように、エネルギー事業でも大規模な箱物から脱し、小規模発電を統合する方針で「今すぐに」進めるべきだと思います。具体的
には、ビルの屋上や個人宅の屋根を利用し太陽電池を設置することなどが挙げられます。こうすれば金に群がり事業の足を引っ張る人たちも抑えられ、余計な費用が発生しなくて済みます。電
気代が上がるなどの、原発推進派による世論誘導がすでに見られますが、反原発の世論を、文句を言うだけでなく自宅を太陽光発電に変更するなど、自分も参加する形の建設的な運動へ誘
導する、というのも必要だと思います。また、電力会社を追い詰めて、国が配電網を買取るのも有効な手段だと思います。そうすることで、小規模電力会社がユーザーに使用量のペナルティを
負荷する現行体制を改めることができ、大規模電力会社の傲慢な独占状態を改善することができます。

原子力に変わる代替技術については、国の方針次第でどうとでもなります。これまで、国が芽を摘んできたものを育ててやればよいだけです。これまでも、ネタはいくらでも転がっていたのです。
太陽電池に関しては、自民党政権が補助金打ち切りを決めるまでは、世界でトップでした。政策により優位性を失った典型的な例です。この結果が中国企業に身売りする企業まで出し、日韓半
導体協定同様に日本を追い込みました。
また、これまでの施策は、独立行政法人を通して行われてきました。しかしながら、彼らには実績目標が課されており、投資しなくても成功するような「安全な」事例にしか資金が分配されていま
せん。そのため、本当に育てるべき技術が資金を得られず、消滅するか海外に流出するかしか選択肢がありませんでした。こうした審査に関しても、大学の先生や企業ＯＢといった、狭い範囲で
しか技術を見られない人たちが担当することで、可能性を狭めてしまっている現状もあります。これまでの審査体制自体を完全に除去し、あらたな体制を至急確立せねばなりません。また、これ
までの不公正な審査を別の識者のもとで精査しなおすことも必要です。
某独立行政法人の事例では、すでに実施している大企業の成果の一部をこの独法での成果として発表しているような事例が多く見られます。それでも大企業が売上げを伸ばし税収を上げてく
れればよいのでしょうが、現状では、不況による負債の穴埋めにまわされてしまうので、国からの投資はまったく意味がありません。また、こうした独法の事業所が首都圏の一等地にあったり、
発表に高級ホテルを利用するなど、あまりにも無駄遣いが過ぎるように思います。

選択肢についてはゼロシナリオを即座に、というのが私の結論です。
再生可能エネルギーは電気代が上がるといった原発推進派の世論操作が見受けられますが、原発の費用計算に入れていない保険料や地方へばらまく費用等もきちんとコスト計算に入れて比
較するべきであると思います。太陽電池のコスト計算では、一般企業ゆえに通常のコスト計算をしていますが、原子力発電に関しては、誘致に際する説得費用や使用済み燃料の廃棄費用、有
事の際の積み立て費用や保険料等、除外している部分が多すぎます。これらを含めて計算すると、現状算出値の10倍以上の費用になるはずです。こうした部分を秘密裏に国民負担とし、安価
なエネルギーだと嘘を言っている部分が許せないと思います。こうした裏で動いた資金に関しては、政治家や役人の個人の不正として、彼らの私有財産から回収すべきであると思います。
代替案については、これまでも、いくらでもありましたが、前述のように国が芽を摘み、消失もしくは海外流出してきました。たとえば、NEDO、JST、産総研、物材研などで、応募もしくは登録され
ている技術を、これまでと違った識者によって見直せば、ネタはいくらでも転がっています。私自身でも対応できるくらいです。再生可能エネルギーのコストが高いとの意見が多く見受けられます
が。、前述のように原子力を同じ土台で計算すると、決して高いわけではありません。また、上記独法の審査ではじかれた小規模ベンチャーの技術の中に、画期的な技術があることを忘れない
でください。

以上をまとめると
[1] 原子力は即時停止作業を開始し 小規模発電をいますぐ推奨する 並行して 小規模発電の統合と逐電網構築を即時進める

29387 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを即座に。小規模発電を統合し、並行し
て逐電網を構築。反原発運動を参加者自身が太陽光
発電を自宅に設置する方向などへ誘導。原子力代替
技術は、これまで国が芽を摘んできた技術を掘り起こ
す。



29389 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオです。 核廃絶と言いながら、核と同じ被害の出る原発を日本中に配置しているのは、日本人絶滅を狙っているのでしょうか？１００年も前から発明されているフリーエネルギーを真剣に実用化して下さ
い。各家庭で配置できるので、電柱や電線もいらないし、景観もいいです。いま、このときに変わらないでいつ変われるんでしょう？原発が安全と言うのなら、東京や大阪に作ればよかったのに
～たった５０年程のエネルギー確保のために、放射能が無害化されるまで何百年もかかるものを、未来の人に渡したくないです。フリーエネルギーが完成するまで、江戸や明治の頃の生活に
戻ってもいいです。

29390 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本のエネルギー政策はいまだに原発依存に固執し
ているように思われる。原発は今の科学では到底制
御できない。また地球温暖化にとって有害である。

原発が環境にやさしいエネルギーと電力会社、政府は言うが、原発の熱を下げるために海の水を使い、暑くなった海の水を垂れ流しいており、海水温度を確実に上昇させており、地球温暖に
とって有害であることは明らかです。また福島原発事故により、多くの方がふるさとをすて、職業をすて、生活全てを奪った。またチェルノブイルでもそうであったように、今後、数年後には内部被
爆の悲惨な結果が私たちを恐怖に陥れることになる。国民にとって、地球環境にとって、原発にメリットがないこと、また現在の科学では制御できない原発を将来の世代に思い負担をかけてよい
の深く検討すべきである。欧米諸国は安全でクリーンなエネルギー政策に転換、展開しようとしており、いずれ国際社会から日本は孤立することを憂慮する。日本の技術で安全でクリーンなエネ
ルギー政策に転換し、資本を投入すべき時である。そうすることで雇用は確保され、経済も発展すると考える。

29391 個人 学生 １０代以
下

男性 原発ゼロを支持します。 そもそも原子力発電は日本に向いていないと考えます。日本は地震の多い国であり、大きなリスクを伴う原子力発電ではどれだけそのリスクを軽減するための対策を打ったとしても、リスクをゼ
ロにすることはできません。つまり、原子力発電では事故が起こった場合、他の発電方法と違い、放射能の問題が必ず付きまといます。
昨年度から各地の原子力発電所での発電がストップしましたが、日本全体で節電を実施することで足らない電力をまかなうことができました。このことも、私が原発ゼロを支持する一つの理由で
す。必ずしも原発で電力不足をまかなう必要はなく、節電など他にも方法はあります。
そして、今脱原発をしなければ、その重荷を背負うのは現在の行政を担っている50代や60代の方々ではありません。重荷を背負うのは私たち10代や20代の若い世代であり、そのまた次の世代
の人々です。日本の未来のために勇気ある決断を期待しています。

29392 個人 無職 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオ   選択します。 直ちに停止、廃止にすべきと考えます。廃棄物の処理計画もないまま益々増えます。また何より、国民、国家の安全第一に考えるのであれば一刻も早く再稼働、原発廃止と思います。利権構造
の犠牲になりたくない。どれだけの危険物かはご存知かと思います。目先の電力、経済など不安をあおっていますが、自分の大切な家族が被曝したら、考えれば迷うことなく出る答えだと思いま
す。このコメントもこ国民の意見と言いながら周知されていないように思います。ごく一部の専門家の意見だけを参考にするんじゃないんですか。常に諦めてきた国民はもう許しません。

29393 個人 無職 ６０代 男性 今すぐゼロにすべき。
放射線による環境汚染の危険をゼロにし日本を絶滅
させないため原発をゼロに！
真に安全・安心して暮らせる環境にやさしい、自然豊
かな日本を守ることが
必要。

試算費用では、あたかも原子力発電が有利にみえるが核燃料の処理が現時点では
明確でなく費用が不明のまま又関係市町村への援助費用、事故補償費が不明確等
ﾄｰﾀﾙｺｽﾄでの比較がなされておらず正確さに欠けた試算になっている。
又安全面でも現時点で福島の事故でさえまだ終息していない。　　　　　　　　補償面、住居等まだ何も解決されていない中、人間が人間として生活できる環境が確保されていない。
万が一事故が起きたらでなく、すでに事故が起きており、日本は地震国であり同様な事故は起こり得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戦後、多くの人が豊かさを求めて必死に働いて
きた結果、何が残ったのか？　　確かに国民が豊かになり、欲しいものは手に入り見た目には良くなったきた。　しかし最近は格差社会になり勝組、負組と言った社会でとても豊かになったとは
言えない。国内の空洞化、大企業政策そして自分のことしか考えない政治屋の中で日本大不幸社会になりつつある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして原発を優先する事で放射能による環
境汚染が進めば国内に住めない日が、いずれ来て日本が絶滅する心配がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　従って真に国民のためと言うなら原発関連費用を地球温暖化対策を含めた将来の
エネルギー政策へ向け日本を絶滅させないために原発ゼロを推進し、真に安全・安心して暮らせる環境にやさしい、自然豊かな日本を守っていく必要があると考える。

29394 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを希望。 原発をなくし、もっと自然エネルギーを活用することを考えたほうがよい。
こどもたちの未来のために

29395 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 １５シナリオを選択する。但し、省エネ等の費用負担
の経済への影響、未確立技術の開発費用と実現性の
見通し等、経済論的、科学的な見地から冷静な議論
を行い、柔軟なシナリオ修正を行うことが必要である。

　現時点では、限定されたシナリオの選択によって拙速に結論を出すことよりも、理性のある議論を行い、柔軟にシナリオを修正して行けるような設定が必要である。その理由は以下の通りであ
る。
　原発再稼動反対の運動が非常に大きくクローズアップされている一方で、原発ゼロによって引き起こされる日本経済に対する悪影響は正しく伝えられていない。例えば、原発ゼロシナリオに含
まれる再生可能エネルギー３５％という数字は、技術的な大ブレークスルーがない限り、電力コストや社会コストの増大を招き、日本経済に取り返しのつかない打撃を与えることになる。国内産
業にとっては、原料代、燃料代、為替等、他の変動費や需給動向などの変動要素もあるため、エネルギーコストだけでは判断できないが、中長期的には、エネルギーコストの増加分を吸収しき
れずに、事業撤退、海外移転等の選択肢を取らざるを得なくなる可能性もある。
　また、いずれのシナリオにおいても、２０１０年比約２割の省エネルギー達成のため、約８０兆円から１００兆円の省エネ投資を見込んでいるが、その中には現時点では技術確立されていない
案件も多く含まれており、また政府の成長戦略との不整合性も合わせて考えると、その実現性については疑問視せざるを得ない。このようなことを国民が認知しないまま、原発を止めるか続け
るかの選択を求めるやり方では、原発ゼロのシナリオを支持する意見が多数になる可能性が高い。
　現在の世論に鑑みれば、中長期的に原発縮小の方針を取らざるを得ないが、一方で原発の性急な全廃は、上述の通り、日本経済の崩壊につながるため、三つのシナリオから敢えて選ぶとす
れば１５シナリオ、というのが今の考えに最も近い。しかしながらこのシナリオでは、使用済み核燃料の処理方法がはっきりとしていないこと、再生可能エネルギー３０％という数字は現実的では
ないこと、などの修正すべき重大な問題を含んでいる。
　一方で、米国中心のシェールガス革命により、化石燃料の可採年数は飛躍的に伸び、再生可能エネルギーへの転換には時間的猶予ができることになる。この時間的猶予を利用し、国民が正
しく議論できる情報を共有し、シナリオを現時点で固定するのではなく、状況の変化に応じて柔軟に修正して行けるようにすべきであると考える。

29396 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発は０％にしてほしいです。
ゼロでお願いします。

放射性核廃棄物のゆくえはどうなっているのかと調べてみると、
完璧に安全になくす方法はないことが分かりました。
廃棄物処理の方法が確立されないまま、そのことさえ明らかにされず
原発を稼働し続けるのはおかしいと思います。
安心して暮らしていきたいという気持ちに尽きます。
子供や孫のためにも、未来に負の遺産は残したくありません。
ですから、原発は０％を望みます。
２０３０年までに０％になっていますように。

29397 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はゼロしにして、他のエネルギーを使うべき。 福島原発の事故をもっと深刻に受け止めるべき。このような大惨事を起こす可能性のあるもなのを使用することは、絶対に認められない。

29398 個人 法人等 ７０代 男性 現有原子力発電所はすべて稼働させるべきだ。 　原子燃料が挿入されている原発は、稼働しなくても地震・津波等による自然現象に対する危険度は稼働した場合と同じように有ると思います。
　
　今回の巨大津波による被災事故を起こした原発の内、操業中の原発はいくつ有りましたか？

　稼働停止中だから原発の安全が保障されるものでは有りません。

　この様な思いから、原発の稼働をさせて国民全員が稼働運転状況に関心をよせるような体制づくりが重要だと考えます。

　次に経年原発は危険だとの考えも疑問に感じます。検査期毎に劣化したパーツは交換され、改良された装置・装備に更新されて、稼働年数が積み上がったものと受け止めています。電力業
者が保守負担に耐えられる間は40年といわず50年でも稼働させても支障はないと考えます。新しい原発だから安全・安心度合いが高いとは思いません。

29399 個人 家事専
業

４０代 女性 即刻、原発を停止して、すべて廃炉にしてください。そ
して、核の後始末や廃炉にかかる事業に税金を使っ
て、廃炉産業を産業として、原発周辺地域に還元して
ください。

核のゴミの処理もできないのに、原発を動かし続けるなど、自殺行為です。その後始末を誰がするのですか？人は今だけのためにいきているのではない。未来にバトンを渡すために生きてい
る。未来にこんなお荷物を背負わせてどうするのですか？

それに活断層があるかもしれないのに、無理やりの大飯原発再稼働。これこそ集団自殺でしょう。でも民意は集団自殺は嫌だと言っているのです。聞こえているでしょう？
即原発をすべて廃炉にして、前へ進みましょう。

29400 個人 自営業 ４０代 女性 世界から原発０を実現させるべき！！日本はその導
となる責任がある！！

この問題を考える時一番してはいけないのが　経済や利便の問題と命の問題を同じ土俵で議論する事です！ましていち企業の利益のためなど言語道断！！
推進派は「滅多にある事ではない！」位の事を言い！政府はどこまでが”地元か”の無能な議論！世界のどこで事故が起きても当事者だ！賛成派の上にも反対派の上にも！そして電力の恩恵
に預かってない人々や自然動物の上にも放射能は降り注ぐんです。そして一番の理由は例え100％事故が起きなくても使い続ける限り核廃棄物は私達の子供や孫の未来を脅かし続けるので
す。地球上で今生きてる人にしか今の歴史は作れない　時代責任は全ての人にある！傍観者は存在しない！福島の沢山の犠牲者の死を無駄にしないためには　日本人にしか出来ない発
想！新しい価値観！後退でもなく現状維持でもない次の世代への提案がしいては日本国の再興にも続く道であると確信するからである

29401 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 コスト的にそして、安定的に日本の電力を賄うのは、
原発による必要があると思います。そして、地震や津
波更には、他国の侵略による爆撃への対策として、惜
しみなく安全対策費用を投入する必要があります。

昨年の東北大地震により、福島の原発が津波被害に遭い、その結果の放射能漏れなどで、国民感情がマスコミの意見誘導もあり、原発は怖いので、他のエネルギー原で日本の電力を賄うほう
が良いという意見が多くなっているようですが、冷静に考えれば、現状原発以外に、低コストで安定的に電力を供給できる方法は無いと思われます。すでに民主党は２００９年の選挙で政権を
とって以来、水力発電を止めているので、火力発電に頼っていますが、油代がかかりすぎであり、ましてや中東からの供給もホルムズ海峡を閉鎖されては、安定的に入手できるかも疑問です。
　太陽光発電や、風力発電も進めているようですが、低コストで安定供給が出来るとは言い難い状況です。
　結論としては、当面は原発の安全性を高め、５０年後を目途に新たなエネルギー開発に国家プロジェクトとして、取り組まれてはいかがでしょう。
　尚、日本に原発があることで、その気になれば原爆を作ることが可能なので、中国や北朝鮮などの他国を侵略する意図を持っている国々にとっては、国防的な意味合いとして、抑止力となっ
ていることも事実であり、それを嫌って中国は日本にスパイを送りこんで、左翼勢力に入り込んで、原発反対を煽っているとことも知らなければなりません。

29402 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ０％にすべきです。福島原発事故の原因、事故後の
対応など国民が納得できていない。大飯原発再稼働
しなくても国をあげて節電を行えば電力は足りると思
う。政府はその事に必死になるべきです。

地熱、太陽光、水力など自然絵ネルギーの推進に国はお金を使うべきだと思う。ヨーロッパの国では自然エネルギーを活用して電力を作っている国があり、その施設を作るのに日本企業の技
術が使われているとテレビで紹介されていた。日本にもそういった自然エネルギーや技術があるのだから、原発を作る必要はないと思う。原発が環境に優しいといわれてきたけど、そんなことは
ないと福島の事故ではっきりわかった。政府主導で再生可能エネルギーへとシフトするべきだと思う。

29403 個人 無職 ８０代以
上

女性 原発はゼロパーセント。０パーセントにしてほしい。
この国から無くしてほしい。

原発がある限り安心して暮らせない。
福島原発の事故はこの地震が多い日本では
起こるべくして起きたことだと思っている。
大飯原発や福井の原発で事故が起きたら
私が住む場所も範囲に入るので安心はできない。
もんじゅをとめてほしい。
原発はこの美しい日本には似合わないものと思います。
日本ならではの自然を愛する気持ちを今一度とりもどし、
世界に誇っていきたい。
原発を０％にしてください。

29404 個人 自営業 ６０代 男性 原発依存0シナオリにすべきです。 いろいろ反対の理由はコメントされていると思いますので省きますが,原子力発電ありきではなく代替エネルギーのインフラを速く造ってください。プレートの重なるこの国で審査も欺瞞に満ちたな
かで原発を造って来た事を恥じてください。原発がなければエネルギーがない？コストがかかる？そのための英知を集め努力して来増したか？民意を反映できなくて何が民主国家ですか？国
民の命守る事を最優先にシナリオを作るべきです。福島の現状を思うと命の事を語る首相の姿を見て心底むかつきます。

29405 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 現在日本国内に存在する原発はすべて廃炉にし、新
たな原発は今後設置しない。電力自由化を促進させ
るために、送電線を一般民間企業、市民団体に開放
する。

今回の事故を1年以上経っても収束することができないという事実から、世界の技術の結集させても今後原子力発電所を安全に稼動させることは事実上不可能。日本国内にある100％の原子
力発電所を廃炉にするための技術の向上と国家予算配分を始めてほしい。

すでに再生可能エネルギーの技術は高まっているのにもかかわらず広まって行かないのは、一つには送電線が電力会社の管理下に置かれていることがある。送電線網を一旦国有化し、民間
企業・団体も自由に送電が可能になり、市民は自分の好きな電力会社から電力を購入できる仕組みを整えてほしい。

アジア・アフリカ諸国では、日本よりも小水力発電やバイオガス等の小規模エネルギー開発が進んでいる。そういった事例から学び、コミュニティー単位で発電できる仕組みを政府で整えて欲し
い。
民間が身動きの取れないがんじがらめのエネルギー政策を、もっと企業、民間が参入しやすい形に変更して貰えれば、自ずと再生可能エネルギーが広まっていく機運はすでに高まっている。

野田総理は、大飯原発の再稼働に関して、「国民の生活を守るため、自分が責任をとる」旨の発言をしましたが、責任をとるって？何？と思いました。一つの会社などの存続云々とは次元が違う
のです。事故が起きたら、どう責任を取るのでしょうか？その時はご自身は総理ではないので関係ないとでも考えているのですよね。野田総理の言葉には、国民のためを思うあつい思いは感じ
られませんでした。やはり、経済界の方たちへの配慮が一番で、われわれのことはどうでもいいと考えていると思います。もし、大飯原発の再稼働をせず、国民の皆さんへ、力を合わせて危険な
原発の依存から脱しようとメッセージを伝えれば、多くの国民の皆さんが野田総理を認めたと思います。原発がなければ経済が立ち行かなくなる、生命維持の器機を利用している方を危険にさ
らすと、必要性を説明していましたが、そもそもリーダーシップっていうのは、理念ありきで、どのように物事を進めるかが重要であり、原発に依存する理念があるからあのような国民を思ってい
るかの発言は心を打たないのです。正直に経済界の強い要望があり、国民の皆さんを危険にさらしますが、経済を衰退させることはできないのです。と言えばまだ、ああそう言う考えなんだと感
じることができましたが、いかにも国民の皆さんのことを第１に考えた決断ですとご自身に陶酔しているようでしたよ。
原発の安全基準も、なかったと同じですよね。事故への備えが不十分でも、誰もそれを指摘せず、指摘するものは排除される、おかしいことをおかしいと言えず、それでいいと認識される。周り
がそんな感じなので、自分たちはいつも正しいと思い込み謙虚にならない。いまどきのリスク管理としては時代錯誤です。東電は先進的な会社だと信じていましたが、残念ながらトップは危機管
理ができず、リーダーシップも発揮できない会社でしたね。しかし、吉田所長はじめ現場の方は文字通り命がけで対処していただきました。あの方たちが退避していたらと思うと、恐ろしいです。
菅前総理もやり方には、問題があったかもしれませんが、どうにかしないとまずいと強い意志で対応してくれました。他の総理でも同じ対応でしたでしょうか？
私は40代なのであと、長くて40年ぐらい生きられたら、まあいいでしょう。しかし、子供たちはこれなら７０、８０年も生きていくんです。自分の子供が保育園にお世話になっている時、園長先生が
「子供は社会の宝なのです。自分の子供とかよその子供とか、子供がいるとかいないとか関係なく、社会で育て、子供を社会に役立つ人に、未来を素晴らしいものにしていくのは、その子供たち
なんです」と教えてくれました。初めての子供でよくわからない子育てを必死でしていましたが、そうか、大きな視点で子供に向き合い、自分の子供だけでなく、他の子供にも、大人になった時に
世の中を支える人になれるように関わらないと強く思いました。今になっては、素晴らしい未来の前にまず健康で過ごせるのか、原発事故が起きたことで、しなくてもいい苦労をするのではない
か、子供たちにそんな思いをさせていいの？自分の子供がどうのではないのです。
そういうほんとに漠然としている不安、せつない気持ちは、今の原発が動いている状態では払拭できません。もうすでに被爆の影響がみえないところで始まっているかもしれないのです。それな
のに、今更、０%ですか、15%ですか、25%ですかなどと、議論すること自体理解に苦しみます。
原発をもう動かさないことは、私たち大人が子供たちに今しなくてはならない最低のことなのです。では、エネルギーをどうしていくのか？これから人口は減少していきます、これまで通りのエネ
ルギーが必要であるわけではないのです。政策として原発に依存しないことを掲げ、身の丈に合ったエネルギー、自然再生エネルギーの開発、物を作ることばかりでの雇用や経済の発展を求
めず、電気を使いたいたけ使う生活からのほんの少しだけでも変えていくことで、生きていくしかないのです。私は、専門的なことはわかりません。でもこれまでの電気使いたい放題の生活では
なく、原発に依存しない電気で身の丈に合った生活を選びます。、たとえ電気料金があがってもです。そういう次元で、原発のことを考えているのではないのです。
はじめは、このコメントに何を書くか、もちろん初めてのことなので、少々悩みましたが、入力し始めると、止まらなくなり長文になりました。全国から集まったものを一つ一つ丁寧には読んでもら
えないと思いますが、自分の考えをこういう形で表現できたことはよかったです。何もしないより、母として子供たちに今、できることをしたと思います。私は特別立派な人ではありませんが大人と
して恥ずかしくない生き方はしたいと思います。多くの人が原発０と意見していただけるよう、また、それを受けて現実にしていただけるように願います。

29388 個人 その他 ４０代 女性 原発０．このまま大飯原発の稼働を止めて、どの原発
も再稼働させないでください
すでに、福島原発の事故で多量の放射能が拡散され
ました。その状態で原発はあり得ません。

[1] 原子力は即時停止作業を開始し、小規模発電をいますぐ推奨する。並行して、小規模発電の統合と逐電網構築を即時進める。
[2] 反原発運動を、文句を言うだけでなく自分で太陽電池を設置するなど、各自の努力を必須とする方向へ誘導する。
[3] 独立行政法人を整理し、過去の公募事業を精査し、不公正な審査を洗い出すと共に、摘んでしまった芽をもう一度生き返らせることができるか再検討する。
[4] 原発誘致などで発生する、コスト計算に含まれない費用を明確にし、再生可能エネルギーと同なじ環境でコスト計算する。その際、隠されていた部分は政治家や役人の横領として処理し、彼
らの個人資産から回収する。

以上、私の意見を申し述べさせていただきました。



29406 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 私は、原発はいらないと思います。なくなったら、無く
なったなりの生活をします。

爆弾があたら処理をするじゃないですか、いつ爆発するか分からないものを
置いとくなんて怖いです。
電気がなくなったら、大変とかいうけど、本当に大変なのか、やってもいないうちに言わないでください。

米がなかったら、うどんを食べた時と同じじゃないですか？
原発が無くなったら、別のエネルギーを考えればいい。

これ食べたら死ぬかもしれませんよと言うもの、口にしますか？
ここに置いとくと、爆発するかもしれませんよ？と言うもの、置いときますか？
ましてや、自分達の何台も先の人達に、その処理を頼むなんて。

健康、環境より、大切なものなんか本当はないと思います。

29407 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 選択肢の中では２０－２５シナリオを選ぶ。産業維持、
雇用維持のため低コストで安定した電源が必要。ま
た、エネルギー資源のない日本にとって安全保障の
面からも準国産エネルギーとなる原子力は不可欠。

　3つのシナリオは全てCO2排出量を２５％程度削減し、再生可能エネルギーを３０％程度とした上、原子力の比率を問う内容となっている。コストや設置可能性がまだはっきりしない再生可能エ
ネルギーについて、今回のシナリオで問うような内容になっていないこと自体おかしいのではないか。まずは１５％程度とし、産業などへの影響が無いことを確認しながら進める必要がある。そう
しないとエネルギーコストの上昇によって産業や雇用を維持できない可能性があると考える。
　また、CO2削減についても他国に比べ突出する必要はないのではないか。もしこの実現のため排出権を金で買うなどしたらますますコスト上昇を助長する。他国では発電用燃料は主として石
炭であり、我が国もこの方向を、技術面を含めて検討し採用すべきである。
　原子力は福島の事故を踏まえ、古い設備のスクラップをし、安全性を吟味した新鋭に切り替えて使っていけばよい。CO2削減や純国産エネルギーとしてエネルギー源の多様化の一手として使
えばよいのではないか。また、現在も紛争の続いている中東からの石油やLNGが止まった場合のことを考えるとエネルギー源の多様化は是非とも実施する必要があると思う。

29408 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年には脱原発によって、原発依存はゼロ％とす
べきだと思います。

地震国日本において、福島の悲劇を二度と繰り返さないためには、科学技術として未だ不確実、未成熟な原発を無くす方向へ向かうことが絶対に必要だと考えます。

29409 個人 自営業 ５０代 女性 2030年度原発依存度０％を支持します 危険すぎる原子力はエネルギーとしての利用は不適切です。今後3.11を上まわる災害が起きる可能性は十分考えられます。それが福島原発事故から学ぶべき事です。日本は大きくここらでシ
フトチェンジする機会を自然から与えられた。今までと同じく原発維持を続けていたなら絶対に後悔する日がやって来る。最悪の事態は考えたくありませんが、人の発想を超える事は起きる、そ
れに備えるなればこそ０％の支持となります。

29410 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ゼロシナリオを推し進めるべき 福島第一原発事故にわかるように、原子力は日本にある以上事故が１００％おこらないことはありえない。稼動し続ける限り同じことを繰り返すことになりうる。そのリスクをなくすためにも、再生
エネルギーの利用を推し進め、国民にも省エネを訴えていくゼロシナリオを目指すべきである。

29411 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオでお願します 3.11東日本大震災で、原発の安全神話が吹き飛ばされた以上、原発はすべて直ちに停止すべきだと考えます。もう一度原発事故が起きたら、すべてがおしまいになってしまいます。
高度経済成長時代のモーレツ社員的な働き手がいなくなっているので、責任を持って原発を稼動できる電力会社はないはずです。
東電事故の会見などで、「思う」「期待される」というあやふやな言葉が乱用されていますが、あやふやな言葉を使うのは科学技術者ではありません。断定できるまで研究を積み上げていくのが
科学技術者です。福島原発事故関連でマスメディアに出てくるのはあやふや言語圏の人たちなので、その面でも原発は稼動してはいけません。

29412 個人 自営業 ５０代 男性 即刻原発は0にしてください。 今度、福島と同じ事故が起きれば日本は終わりです。

経済がどうのこうのと言えなくなります。

経済の発展と国民の生命、財産とはまったく別物です。

29413 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持 福島の原発事故により、我が国は一部国土を失ったに等しい。それも、これから開発をしようという離島などではなく、すでに人の暮らしがある国土をである。
万が一のことがあれば（地震に限らず、テロなども含めて）、原発によりさらに国土を失いかねない。それが想定ではなく、現実にあったのだから国土防衛という観点からしてもゼロシナリオを支
持せざるを得ない。それも、すぐにである。

我が国の自衛隊も「万が一」に備えて、多額の防衛費がかかろうとも国土防衛にあたってくれている。それも、ここでいう「万が一」は政治的手腕による危機回避という別手段も併存しながら、「万
が一」に備えて展開している。

しかし地震は回避の手立てが無い。いくら政治が頑張っても、誰が祈っても起こるものを止める努力すらできない。それであれば、いくら代替の費用がかかろうとも、経済的犠牲があろうとも、国
民生活の水準が下がろうとも、国土防衛のためには止むを得ない。国土防衛の心配がある時に国防費の心配を誰がしますか。

これは、国のありかたをも考える国民的選択である。費用の問題としては、今までのエネルギー政策の中で財産形成をしてきた高齢者層、企業に負担をより求めても良い。相続税は大幅に強
化、消費に繋がる贈与は税負担を軽減。消費税率のＵＰも国土防衛のためには止むをえない。新しい国家のあり方を支えるエネルギー開発には税的な優遇をあたえ、国家戦略として取り組
み、成果は海外へ売り込めば良いのでは。

簡単にはいかないだろうが、そのように思います。

29414 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します ・30年後、人口減少時代において現在と同様の電力量は必要ないと思います。省エネ技術もすすんでいることでしょう。
・放射性廃棄物の処分の方法が確定していないなか、今ですら最終処分ができないのに、これ以上「核のごみ」は出したくありません。
・福島第一原子力発電所事故の原因の分析と、安全管理、過酷事故への対応が充分に検討されているようには思えません。
・事故の際の住民への避難誘導、安全確保が十分に行なわれるとは思えません。わたしの家族は原子力発電所から30キロ圏内に住んでいますが、これまで一度も避難訓練や放射能が大気
中に出た際にとるべき措置についての情報を発電所や政府から提供されたことがありません。万一の事故の際に、安全に行動できるか不安です。
・原子力発電所で働く方々の被爆、ウラン採掘や核燃料加工の現場、再処理工場や処分場で働く方々の被爆と過酷な労働について知りました。リスクの高い労働に従事する方々が必要な原発
というシステムに反対します。
・再生可能エネルギーの開発により力を注いでいただきたいです。

29415 個人 法人等 ３０代 男性 エネルギーの選択が争点になっていますが、生命や
健康を選択するか、経済を選択するかだと思います。
ゼロシナリオしかありません。原発ゼロに向けて何が
できるのかの知恵を出し合ってください。

　福島第一原発事故のように一度事故が起きれば被害は大きいことは明らかです。安全性が確保されればとも言われますが、１００％の安全はないと思います。
　福島の子どもたちが将来にわたって健康でいられる可能性は１００％ではないと思いますし、そうした子どもたちが大人になって健常児を産む確率も１００％ではないと思います。そうした不安
を抱えながら生活し、「原発がなければ…」という思いがあるにもかかわらず、エネルギーがなければ快適な生活ができない、産業活動が維持できないなどと言っている場合ではないはずです。
　危険な原発をすべてなくし、エネルギー政策の転換を図っていくことが国の役割だと思いますし、それが福島をはじめとする東北に対する責務ではないでしょうか？

29416 個人 無職 ５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 福島第一原発の事故や、全国の原子力発電所に溜め込んでいる使用済み核燃料のことを知った今、原発から生まれた電気を使いたくありません。現在停止中の原発は全て再稼動せず、再稼
動させてしまった大飯原発も速やかに停止することを求めます。その上で地熱発電所などベース電源となる発電設備を早急に開発し、電力の安定化を図るべきです。
放射能は危険です。病院に行けば危険だと書いてあります。PET検査をするときは隔離された場所でするし、トイレだって隔離された場所でしか行けないようになっています。PETで使われる微
量な微弱な放射性物質でさえ危険なことは専門家ならみんな知っています。
その放射性物質を大量に作り出す原子力発電所はとても、とっても危険です。直ちに止めましょう。子供たちや未来の人類のためにも。

29417 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は我が国にとって必要である。 新エネルギーの研究開発はもちろん大切ですが、太陽光発電や風力発電への性急なシフトは我が国のエネルギー安全保障を著しく損ねる恐れがある。
そもそも、福島の震災での原発の被害がマスコミで報道されているとおりなのか疑問です。福島の震災での原発事故では、原発による人、動物の死に至ることはなかったはずです。
震災後も世界の趨勢は原子力発電の導入・維持・拡大であり、脱原発を決定した国はほんの少数に過ぎません。
我が国は福島の事故を教訓に原発の安全技術を高め、原子力による電力供給システムを継続・発展させていくべきです。
原発ゼロには断固として反対します。

29418 個人 無職 ７０代 女性 選択肢として提示された３つのシナリオではなく、二酸
化炭素削減と原発０を同時に進める新しい選択肢、原
発は即廃炉にし再生可能エネルギーの利用に国を挙
げて取り組むこと、を提案します。

　昨年３月１２日以後、私たち福島県民はずっと原発事故に悩まされてきました。食べものや水は汚染されていないか、汚染された土壌はどこへ持ってゆけばよいのか、子ども達への影響はど
うなのかなど今でも不安や心配の種は尽きません。避難区域から来て仮設に住んでいる人も見てきました。ふるさとへいつ帰れるのか、これからの生活設計をどうしたらよいのか皆大きなストレ
スをかかえて生きています。
　こういう中で原発にについては否応なく勉強してきました。その中でわかったことは、ウラン鉱石の採掘から廃炉までを考えると、原発は決してクリーンなエネルギーではない、つまり二酸化炭
素の排出量は非常に大きいということ、人類は現在放射性物質を制御できないということです。
　発電という面だけを取り出して原発はクリーンというのは間違えています。発電によって作られる高レベルの廃棄物の処理は次世代に先送りするのは無責任きわまりない恥知らずの行為と考
えます。又鉱石の採掘などで先住民を犠牲にしているのも非難されるべき行いです。しかもいったん事故が起こればその影響は深刻で地域を越え後々まで続きます。
　これからの日本のエネルギーを考える上で、一番大事なことは地球上の全ての命を大事にすることです。温暖化はもちろん防がなくてはいけません。そのためにするべきこと、それは再生可
能エネルギーの利用をもっともっと進めることです。日本には利用できる再生可能エネルギーが沢山眠っていると知りました。
　これまで原発に使っていた金を再生可能エネルギーの利用促進のために使えば再生可能エネルギーの利用は飛躍的に増えるはずです。エネルギーも地産地消を基本として小規模発電を増
やすことも大切と考えます。仮にしばらくは今より電力不足になったとしても知恵と努力で乗り越える力を日本人は持っています。

29419 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０～２５シナリオを選択します。 　原発の依存度を低下させていくことには賛成するが、直ちになくすことはできない。後始末をするためにも原子力技術をもっとレベルアップさせる取組みが必要である。
　原子力発電の危険性は十分にわかっていたことであり、そのリスクをとっても資源のない日本は原子力に依存することを判断している。そこには原子力技術先進国になることを自負していた
筈である。我々にはその選択をした国としての、国民としての責任がある。
　原子力に依存しない社会を作るためには、原子力を安全に有効に利用しながら、段階的に安全に適切に廃炉や燃料処理を進める技術を作り上げていくことが必要である。残念ながら、現在
の技術で直ちに永久的な安全性を確保した廃炉や燃料処理を適切に行えるとは思えない。現在の技術レベルの未熟さが福島第一原発の結果である。世界最高の原子力技術を作り上げること
が原子力に依存しない社会を作ることへの最短距離にある。これからの研究技術開発に依存しなければならないことが山ほどあるはずである。そこから逃避してはならない。
　今ある設備、今ある燃料を安全に有効利用し、最終的に恒久的な安全が得られるような、より高度な原子力技術を目指すこと、そこで培われたより安全な原子力技術を世界に展開し国際貢
献をしていくことが、世界で唯一原爆を被爆し、想像を絶する大地震大津波を引き金として発生した原子力発電所事故を経験した国としての大義であり責務でもある。
　今ある原子力を安全に適切に運用し、原子力技術の研鑽に努めること、それと同時に、日本の経済を建て直し、技術立国日本の復権を図ることが日本の目指すべき道である。

29420 個人 家事専
業

６０代 女性 地震国日本では危険な原発にたよるべきではない。
自然エネルギーの開発にもっと力を入れるべき。

福島の、故郷を追われたまま帰れない人たちが大勢居るのに野田首相は
「国民の生活を守る」などとどうして言えるのでしょうか。
どうしても原発稼動が必要なら少なくとも、福島の人たちが元の生活に戻れるようにしてあげてから考えるべきでしょう。
自己の後始末もできないのに再稼動するなど言語道断です。
もっと安全な自然エネルギーに切り替えるべきです。

大飯原発を強引に再稼動して、もし明日にでも地震が起きて福島と同じことに
なったらどうやって責任をとるのですか。
「責任をとって辞任します」では困るのです。辞める人は簡単でいいけど、
住む場所を放射能に汚染された人たちは、首相が辞任しても住む場所がなくなってしまうのです。地震国日本で全国に散らばった原発。活断層の真上にあるかもしれない原発を平気に稼動さ
せている政府の想像力のなさには呆れて言葉もありません。
もし自分の家族がそこに住んでいたら、と考えてみてください。
絶対安全と言うのなら、家族で原発の街に住んで下さい。

もっと為政者は想像力を働かせてください。
電気は必要です。でも、原発が稼動しなかったときもみんな節電に心がけ
なんとか生活できました。
多少不自由な暮らしになっても放射能に怯えて生活するよりはましです。

29421 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオに賛成します。脱原発のための省エネル
ギーを国民全員で取り組むべきだと考えます。日本の
技術を持ってすれば、脱原発を補う再生可能エネル
ギー、自然エネルギーの開発は可能であると確信し
ています。

唯一の被爆国であり、数少ない原発事故の体験国である立場を受け止め、核兵器を含めた原子力は一切持たないという日本人としての信念を貫いて欲しい。
そして、原子力に頼らない国際的態度と新しい生活の可能性を日本が率先して世界に示し、先導していくべきだと考えます。

29422 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロ 子供達に明るい未来を残すために、原発はゼロにして下さい。

自然エネルギーの発展を妨害せず、積極的に推し進めて下さい。

29423 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 三つの選択肢から選ぶとすれば「２０～２５」シナリオ
になる。ただし向こう約20年間におけるエネルギー需
給事情の状況変化の際には政策を転換するなど柔軟
に対応していただきたい。

原子力は資源の乏しい我が国がグローバル競争に勝ち抜く為の必要不可欠のエネルギー資源である。不幸にしてこのような大災害が発生してしまったが一部のヒステリックな世論に左右され
原子力を減少させるシナリオを書くのはあまりに拙速ではないか。
原子力の安全性を高め安価なエネルギーを国内に供給しグローバル競争に勝ち抜くことが日本の選ぶシナリオではないかと考える。

29424 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します。

再稼働反対
原発はいらない。
ただちに原発０％へ。

弱い者に犠牲を押しつける原発。

子供を守れ！

自然を守れ！

放射能から守れ！

原発、ただちに止めて！

29425 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
人の手に負えないものから脱するべきです。
今回の事故を例外と考えるべきでもない。
本気になれば常に新しい物を生み出してきた日本は
原発に変わる資源を開発できる。

人間は自分の手に負えないものを持つべきではありません。原発事故が起きた時。誰も近づけない、もしくは誰かが命を犠牲にしないと近づけない、何が起こっているか調べることができない、
事故後も何十年も封印しなくてはならない、そんなものに頼る生活から脱するべきだということを、国民の誰もが強く感じたはずです。事故後も何十年も人々が苦しみ、元に戻らない、そんな危
険なものは捨てるべきです。国民の生活でもっとも重要なものは安全です。

今回の事故を特別なことで、前代未聞の地震がなかったら、津波がなかったら、迅速に対応していたら起きなかった、例外だと考えるべきでもありません。事故はいつでも起きる可能性がありま
す。危険なものを持つということは、事故の時にどれだけ対応できるかのシナリオを何重にもやりすぎるほど準備すること。１つが欠けたせいで機能しなくなるというのは最低限の安全対策がで
きていなかった証拠です。

日本は常に新しいものを発明し、発達してきた国民です。今は原発ありきで、原発を作った以上利益を政府や電力会社が考えているのがありありです。無理だと決めつけず、全国民を挙げて本
気で脱原発を目指してほしい。何十年かかってもいい。絶対に原発ゼロの社会を日本は世界に先駆けて作れる国民です。

原爆が落とされた日本は、平和の国として武器を持たない精神を今まで築いてきました。それを貫くことが唯一の被爆国としての使命だと考えてきました。今は同様に、原発事故のあった国とし
て、原発ゼロの国として世界に安全をアピールできる国として新しいスタートを切りたいと切に考えています。平和で安全な国。それが日本ではありませんか？



29426 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー資源の開発について、中途半端な対応を
しないでいただきたい。

　昨今の環境問題と隠蔽情報の暴露に伴うお粗末な対応が目立っている状況で、今更建前のみでごまかせるとは流石に考えていないとは思いますが、隠蔽体質は今後とも変わらないでしょ
う。隠蔽し世論の関心を喚起させたくないのであるのならばお粗末な対応をしないでほしいものです。結果からみても、いい歳をした大人が小学生の隠し事や中学生の完璧と同じレベルの仕事
しかできていません。
　さて、電力に関して原発の稼動は当然です。現在の供給に占めている比重を考えれば停止は考えられません。しかし、今回の原発事故（対応不十分な結果から生じた人災）を踏まえると縮
小・代替エネルギーの開発は必然でしょう。物見遊山や責任転換・責務放棄に対しての追求が徹底していない状態で、料金の値上げや、電力会社幹部の給与に関する制裁がほぼ無い状態で
税金を注ぎ込むのですから、程度が知れます。既得権益の保持に力を入れすぎて国力を減衰させていることを理解してください。
　代替エネルギーについて、すでにいくつか提案・稼動しています。どれも効果は微々たる物ですが、力の入れ方ではアメリカを上回ることができるでしょう。環境をいじるのではなく、環境を利用
したエネルギー開発を進めてください。

29427 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はゼロにし、自然エネルギーの開発に力を入れ
るべき

私は一児の母親です。原発のリスクを考えた時、それはあまりにも大きく、たくさんの人の幸せを一瞬にして奪う恐ろしいものです。また、処分方法さえ決まっていない核廃棄物の問題を、私は
私の子供や孫にできるだけ背負わせたくありません。それは命の問題で、大きな問題であるエネルギー問題より、さらに、さらに比べようのない大きな問題です。メディアなどでエネルギー問題
がどれほど大きく取り上げられても、命の問題が一番重要であることは紛れもない事実で、変わることはありません。

私は今、期待する政党もひいきの政党もありません。けれど私は次の政権を選ぶ際には、期待度や他のマニュフェストは度外視し、原発の全廃を明確な時期を定めて目指す政党に間違いなく
投票します。私にとって原発問題は何よりも重要な問題だからです。

29428 個人 その他 ４０代 女性 原発をなくすと、電力供給の不安定化を招くだけでな
く、火力発電に頼らざるを得なくなり、電気料金値上げ
も免れない。日本経済にも大きく影響する。もちろん国
民一人一人の生活にも大きく影響するので、非常に
困る。

日本の産業、特に、製造業が、電力供給の不安定化により、さらに国外へ移転し、空洞化が起こるのではないかと非常に心配。原発をなくすことで、私たちの生活にどのような影響があるのか
を、冷静に考えるべきだと思う。原発さえなくせばいいというような感情論になってしまっているように思う。
また、原発をなくすというのならば、まずその前に、原発に代わる代替エネルギーの開発をするべきだと思う。それがないのに、国内の原発の稼働をすべて停止するというのは、単なる感情論と
しか思えない。

29429 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電ゼロプランに賛同します 真実がわからない
でも未来が読めるとか森羅万象全てを把握してるとか
そんな人は居ない。
そんな中、人それぞれの意見を吸い出そうとする
このシステムは素晴らしいです
大切なものが何か考えて
いろんな人の意見で進められます様に。
このシステムが真っ直ぐに進められます様に願います。

29430 個人 家事専
業

４０代 女性 １．ゼロシナリオを選択します。
原発即刻廃止

経済・国の発展より、国民の健康・幸せが優先です。不自由は我慢します。

29431 個人 無職 ６０代 男性 ゼロを提言します。原発は原因が何であれ、一度事
故を起こすと近づくことさえ困難で、長期間甚大な被
害を及ぼします。原発は、人間のコントロールできる
代物ではありません。

1．日本は世界で有数の地震国であり立地に適した場所はない。よしんば原発が今より格段にシステムの安全性が向上し、津波対策がされたとしても、いったん想定以上の大地震が起きたら、
原発が土台諸共動き・傾き、燃料棒が破損、格納容器・配管等に損傷が及べば、今回の事故と同様のことが繰り返され取り返しができない事態となる。
2．放射能を減衰、無害化する方法が物理的な時間経過しかない（化学的処理が不可能）。安全に使用済み燃料を取り出し、放射性廃棄物を管理するにしても、無害化するのに何万年も掛か
る。今の人間が責任を持てるのか？
3．極端な話、通常の爆弾で人的被害があっても爆死、怪我、火傷等、一時的な惨事で済むが、放射能は遺伝子レベルに悪影響を及ぼし、がん・疾病発生確率が増し次世代へ悪影響が出てく
るのは必至。長崎で多くの悲惨な事例を見てきたから分る。
4．放射能の影響で避難を余儀なくされ地域社会が長期間にわたり崩壊する。土地、山、川、海は汚染され、子供たちは外で遊ぶこともできず、米、野菜、果物、魚など農漁民の生業を奪い、消
費者は長期間、食糧として食することに不安を覚える。また、地球規模で放射能をまき散らす。
5．経済的にも原発が安いというのは作られた話だと思う。電気料金に上乗せされている原発促進の費用や、費用から除外されている廃炉費用、使用済み燃料処理費、政府予算にて賄われて
いるもんじゅなどの再処理実証他関連費用を含めれば、経済的にもなりたたない筈。事故処理費用は別途国民負担。
6．ウラン資源も無限ではなく、此の儘埋蔵量は50年程度しか持たないとの報告もある。目先の経済効率のため、わずか50年ためにこの危険な原発を使うのは無謀過ぎる。また、燃料の寿命を
延ばすため、使用済み核燃料の再処理燃料化を図るなどは更に危険を伴うので止めてほしい。

いったん事が起これば手の施しようがない核物質、また、無害化するのに｣何万年も掛かる原発に依存するのは止めよう。原発を止めるため、既存発電の効率運用を図りつつ、同時に自然エネ
ルギーの普及、英知を集め技術開発を図る。我々も電気ずくめの生活を見直をすれば、原発ゼロは実現できる。

29432 個人 その他 ３０代 男性 原発はなくしていくべき 2030年までに原発依存度ゼロシナリオを選択してもらいたいです。
知れば知るほど現状の技術では原発はいらないものとの思いが強くなりました。
今回の福島の現状をみれば現状ある原発を再稼働するということも反対です。
所詮は電気をつくることにこんなに危険で金のかかるものを選択するリスクを負うことはないと思います。
原発のような巨大施設を電気を使う場所から遠いところにつくるより、もっと小規模で分散化でき、使う場所の近くで発電できる技術を追求するほうがよっぽど経済的だと考えます。
一番の問題点は発電すればするほど放射性廃棄物が増えることであり、ましてやそれを処理する技術がないのにまだ続けるというのは狂気の沙汰でしょう。
いったいたまりにたまった廃棄物について誰が責任をもって管理し処理するのでしょうか。
後世のひとたちにそのつけを押しつけることになる明白です。今できることはこれ以上増やさないことだけであるのだから、やはり原発は止めるしかないと思います。
未完成である技術を使っている原発を推進してきた政府やメーカーの責任を追及することも大切だと思います。今の日本の政府やお偉いさんは責任をとらない人が多すぎます。
ゼロシナリオは十分可能だと思います。自然エネルギーへのシフトも大切だと思いますが、まずは今使っている電気量を減らすべきです。
それにはやはり使えば使うほど料金が高くなるという仕組みを企業にも導入すべきだと思います。そうすることで省エネ製品の普及も加速すると思います。
とにかくゼロにするという決定をすることで、企業もそれに対応する努力・製品、技術の開発をすると思うし、日本の企業はそれを乗り越えることができると思っています。

29433 個人 無職 ５０代 女性 原発反対です。 原発が絶対安全は有り得ない、今回の地震による被害を見て国民全員が確信していること。
使用済み燃料・放射性廃棄物の処理もままならない現状で、未来の地球はどうなってしまうのか・・・、今考えることは原発がなくても電力がまかなえるような手段を考えること、そして福島の人た
ちに、故郷を返してほしい。

29434 個人 無職 ４０代 女性 原発依存度は2030年までではなく、今すぐにゼロにし
て下さい。

ウラン鉱山や原発で働く人が被爆し、事故が起きれば多くの人が被爆し命を削られてしまうことがわかったから。
核廃棄物の処分方法がないから。
事故による経済損失が大きい。その上、金より大事な命や健康、家、子どもがあそぶ場所が失われてしまったから。
今すぐやめなければこれらが増えていくだけだから。

29435 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 0パーセント 地震列島である国に、原発は危険過ぎ。
また、もんじゅを動かすのは、言語道断。
代替エネルギーの開発にこそお金を掛けるべきであると思います。

29436 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の再稼動をせずに原発依存をゼロにせよ。
高レベル放射性廃棄物の処理技術は未確立。福島第
1原発事故の教訓は、事故が起きれば、環境、産業、
子ども達にはかり知れない健康リスクを与える。

今後のエネルギー政策の基本には、国民のいのちと健康を守ることをまず第1にかかげるべきである。
原発は、その運転の経過の中で、高レベルの放射性廃棄物を必然的に作り出す。これを安全に処理できる技術を人類はもちえていない。
放射性物質が環境中に漏れ出せば、人類は、これをコントロールは出来ない。
また、地震国日本において安全な地域はなく、今回の福島第1原発事故と同じような事故が発生する可能性はどこの原発にも存在をしており、絶対安全であるとの保障はない。とくに今回の事
故は、必要な安全対策を十分おこなわなかったことによりおきた人災であり、現在日本にある原発５０基についてもの安全性については大いに不安を持つものであり、安易に再稼動をすべきで
はないと考える。
電力は、再生可能なエネルギーに順次切り替えて行く事が再生可能な循環型の社会を作っていく基本になると考えます。
電力の地域独占についても方針転換をして、安全な電力を国民が選べるような仕組みになれば原発はなりたたなくなるだろう。
企業の利益を優先させるのではなく、国民の安全からの政策転換を強く望みます。
それが、レベル７の苛酷事故を起こした国の取るべき人類へのメッセージであると考えます。安全は、いのちは、お金では買う事ができません。

29437 個人 無職 ６０代 男性 原発はゼロにしましょう。休眠中の他の発電方式を動
かし、省電力に務め原発25％分に置き換えましょう。
そして同時に電力の自由化を進め、電力会社の独占
体制を打破し、新エネ開発に原発と同じ額を補助しま
しょう。

小生は無論原発ゼロ派です。欧米ではフランスを除き、原発依存度を下げるか、廃止する方向で世論が合意を見ています。これだけの災害を受けながら、いまだに原子力村が権力を握って世
論を誘導しようとしている日本の反省のなさにはただ唖然としています。太平洋戦争の責任のとり方にも共通する現象です。原爆被災国でありながら原発大国という矛盾した国は世界中の７不
思議です。徹底的な反省と根本的な思索転換が日本人には必要です。
東電の電気代値上げ案の計算記事が今朝の朝日新聞に出ていましたが、私の家では30アンペア、300ＫＷＨ以下ですので値上げ幅は600円程度です。そして驚くべきことは私の家の電気使用
料は計算例の最低レベルだそうです。電気代値上げに文句をいう前に使用量を減らせばいいのです。そうです原子力をなくするには25％の電気使用料を節減すればいいのです。簡単なことで
す。25 ％の節電は1970年代の世界に戻ればいいのです。無駄な浪費を節約するだけで達成可能です。自分は電気を無制限に使って、計画停電や電気代値上げに悲鳴を上げ原子力やむなし
という姿勢をとるように仕向けることが、政府や電力会社の戦略なのです。電力会社は1970年代の石油ショック以来、電力使用は節約して無制限に使いましょうという隠れた戦略で、電気メー
カーの省エネ機器の開発を促してきました。現在の社会を見ると24時間コンビニ、東京の不夜城をなくしましょう。先ず電力を節約しましょう。これで原発をなくして、その上で火力発電の資源枯
渇問題と地球温暖化問題を話し合い、自然エネルギーの活用と開発政策を話し合いましょう。地球温暖化問題は原発推進派の国際的戦略（謀略）です。この順番を間違うととんでもない誤謬と
自己矛盾におちいり、原子力村と政府の思う壺にはまります。

29438 個人 無職 ５０代 女性 原発比率０を支持します。温暖化防止対策も、重要な
問題ですが、それとは、別の次元で、原発は止めなけ
ればいけません。

原発は、完成されていない技術です。廃棄物処理は、もんじゅの見通しが立たないまま、途中で投げ出されていると考えます。温排水も、二酸化炭素排出以外の温暖化や環境破壊と考えます。
また、福島でも、緊急事故時に、重大事故になればなるほど人間が入れず、遠隔操作でしか弁が開けないという放射能の宿命ともいうべき、問題で、あれほどの事故になりました。電気代がど
うであれ、そういう次元ではなく、原発を廃止する。その上で、エネルギー政策を考えるべきです。自然エネルギーを化石燃料で補いながら、スマートシティの構築など、今まで原発にかけてきた
税金をそちらに振り向け、脱原発技術で世界をリードできる技術力が日本にはあると思います。

29439 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 リスク分散と価格交渉の面からエネルギーの多様化
を維持するべきである。経済性、雇用の確保、地球温
暖化対策も十分に考慮しエネルギー構成を選択すべ
きである。選択するなら20-25のシナリオである。

以下の理由である。１）経済性　電気料金がこんなに上昇しては、家庭の負担が増大し、消費活動が停滞する。価格転嫁のできない企業が倒産し、失業率も上昇するものと考えられる。日本の
経済が発展し、雇用を維持していくためにも経済的要素も十分に考慮しエネルギー構成を選択すべきと考える。２）エネルギー価格　原子力がなければ、足元を見られて、化石燃料の価格が上
昇する可能性が高い。３）再生可能エネルギー及び省エネルギーの実現性　どのシナリオでも実現可能性はかなり低いと思われる。４）地球温暖化対策　原子力の安全基準を厳しくして稼働す
ることにより化石燃料の消費を抑えて、CO2の排出量を低減すべきであると考える。
我が国のエネルギーをとりまく状況は、刻々と変化するものと考えられる。もっと柔軟性をもって、適宜検証して適格に対応していっていただきたい。

29440 個人 無職 ７０代 男性 原発への理解のためには正しく放射線を怖れる教育
が大切である。そうして、原発を代替するエネルギー
開発を国として進めてほしい。３０年後の原発依存度
は２５％程度が適切な目標と考える。

　３．１１巨大地震による福島原発事故は当の電力会社や国ばかりでなく、多くの科学者をも驚かす事故だった。その安全性に疑問を抱かせる事故の原因は４つの事故調査委員会や関連学会
で明らかにされるであろう。私は事故後の住民対応のまずさのうち、事故前を含めて、住民・国民の放射線に対する理解のための正しい教育が行われていなかったことに、住民不安と影響をこ
んなにも大きくしたと感じている。
　私は、事故後にいろいろな講演やマスコミの記事で、正しくない放射線の理解のさせ方に出合った。「放射線はゼロになるまで危険である」、「放射線は低線量でもがんを発生させる」、「幼児
や子供への内部被ばくの危険性」について、正しく理解させるにほど遠いだけでなく、不安を掻き立てる意図を感じるようなこともあった。ヨーロッパの一部の科学者から移入の「ホットスポットモ
デルによると内部被ばくはもっと危険」、「原爆の被爆者の中には黒い雨によって”ぶらぶら病”が発生した」などがあった。さらには「やる気のない、無気力な子供が福島から出るかも知れない」
という講演や「福島市や郡山市の避難場所も危ないからすぐに逃げなさい」などと言って帰ったヨーロッパの科学者もあった（これらは科学的に実証されていないことばかりである）。ＮＨＫなどの
報道に出演した専門家の放射線の障害に対する適正と思われるコメントも吹き消され勝ちであった。　放射線のいろいろな障害を引き起こす、被爆線量にはそれぞれの障害に対してしきい値が
あることは、福島が起こるか否かに関わらずに明らかになっているものが多い。このような相関を無視、または無知の講演や記事が１６万人と云われる多数の故郷に帰れない人を出したとも思
う。
　もう一点、正しく放射線を怖れる教育が大事な点がある。科学が技術として発展してきた時、人類に良いことばかりでなく、悪いこともしてきたが、プラスティック抜きに我々の生活は成り立たな
いことも事実である。海の汚染のような悪い影響でも、必ず人類は解決できると思う。しかし、科学が絶対と云うほど解決できないことがある。２万年もの半減期を持つ放射性元素もあるプルトニ
ウムのことである。そのことから、核燃料サイクルは国として断念し直接廃棄に転換すべきである。その上で、核燃料廃棄物の最終処理の現実的な方法は安全な地下への埋め立てである。こ
れを実現する段になって、当該地域の住民に対する、正しく放射線を怖れる教育が重要になってくる。ひとり残らずそれを理解してもらうことなどは不可能であるが、どこかに最終処理をしなけ
ればならないことは、電力会社や国の責任であるばかりでなく、国民も避けて通れないことである。
　今後、国が予算を投じて行うことは、原発の安全性を担保する技術開発、世界に４００基以上ある原発を廃炉にするための技術開発、そして、原発に頼らなくても良くなるまでに再生可能エネ
ルギー開発などの企業・消費者を支援すること、核融合を含む新エネルギーの研究開発である。それらを前提に原発依存を２５％とすることにしたい。
　
　

29441 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ２０３０年までに原発依存ゼロシナリオに賛成ですが、
安全性が疑われるため今すぐに全ての原発をやめて
欲しい。

福島原発事故は津波の前に地震そのものによる損傷があった可能性も否定出来ないと報告されています。そしてその原因もまだはっきり解明されていません。今日本は地震の活動期に入って
ると言われていますし、活断層の調査も十分になされていないと思います。大地震は明日にも起きるかもしれませんし、その場合また福島のような原発事故が起こらないとも限りません。
また事故が起きたら原発は大変危険で、その放射能による影響は広く長い期間に及ぶことも福島原発の事故で明らかになりました。
未だに避難している人、二度と故郷に帰れない人、仕事を無くした人、家族がばらばらになってる人、戸外で思い切り遊べない子供たちなどまだまだ原発による被害は続いています。事故は収
束などしていません。
安全基準も暫定で大飯原発は再稼働されました。安全対策も万全でないのに、許されないことです。国民の生活が第一と言うなら、経済優先でなく、国民の声をきちんと聞いていますぐ原発を
止めて下さい。
技術の発達した日本ですから、もっと自然エネルギーの開発を進め、また省エネルギー製品等の開発もこれからどんどん進めていってほしい思います。
多少の不便があっても事故や放射能の危険におびえないで、安心して暮らしたいと思います。

29442 個人 自営業 ４０代 女性 原発の比率は、ゼロシナリオを支持します。 物事に『絶対』はありません。
今回の福島のことで、それは嫌と言うほどわかったはずです。
プラスに向かう想定外ならば歓迎ですが、マイナスの想定外は許されるものではありません。

命はかけがえのないものです。
そして人生は輝かしいものであって、悲しみに暮れて費やすものではないのです。
福島の方々始め、多くの日本人に悲しみと苦悩を与えたのは何ですか？
それを良く考えていただきたい。

そしてこの地球は日本だけのものではありません。
この問題は地球規模の問題です。

自分たちで元に戻せないものを作ってはいけません。
私たちは神ではないのですから、分をわきまえ、自分たちの手に余るものは手放さなければならないと思うのです。

現代社会ではエネルギーを多量に使用することは避けられませんが、代替エネルギーを見つけること、開発することは可能なはずです。
誰もが明るい未来を描けるようなエネルギー政策をお願いします。

29443 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (1)原発0シナリオ
原発事故の被害は甚大。コスト高い。電気は足りてい
る

原発事故の被害は甚大。コスト高い。電気は足りている。

29444 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の再稼働は許しがたい暴挙であり、原発は今す
ぐに廃炉の手続きを進めるべき

　福島の原発被害は、人間の生活を根底から瓦解させ、また人々に甚大に精神的、経済的、社会的な被害をもたらしている。

原発は、今回の事件でわかるように、そもそもリスクを内包している装置であり、そのリスクは実は人間がコントロールでるものではない。。

このような先進国では経験がない事実を直視した時、どのような理由があろうとも原発の運転を認めることは、歴史と人類とそして福島の人々への侮辱であり、冒涜であることは明らかだ。

民主党政権は、人からコンクリートへというスローガンで政権をゆだねられたが、その今のありようは国民の失望と失笑そして怒りを買っている。

このうえ、なおも愚かな選択をすることは、政党としての正当性の根本がを揺るがすことであり、『国民の生活が第一』というそもそもの理念に立って、原発ゼロを実現すべきだ。

現政権ができる最後の人々への奉仕はこれ以外にない。



29445 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 いくら安全なものを原発に求めたとしても地震大国と
小さな島国であるこの日本では
原子力エネルギーはリスクが高過ぎます。
何かあったらもう逃げ場はありません。
このまま進めてしまうと滅亡へと向かうと確信しました。
昨年の震災でやっと目が覚めました。
原発が日本列島をまるで花壇を囲むかの様に存在することに
恐ろしさを感じます。
ですので原発再稼働も反対です。
またゼロシナリオには火力65％とされていますが、火力だけではなくて
自然エネルギー、省エネでももっと出来ると思います。
お金儲けを謀るなら、時代は既に原子力では無いと思います。
もっと人の命を大切にする方向で、お金をかけて、お金儲けをして下さい。
違うエネルギーへとシフトするべき時代が来たと思います。

ですのでゼロシナリオを支持致します。

29446 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 事故を反省し原子力発電の安全性を更に高め、原子
力を将来も基幹電力として維持、発展させ日本は原
子力発電のリーダ－として世界に貢献する。化石エネ
ルギ－は縮小し温暖化防止する。再生エネは可能な
限り導入する。

（１）基本的な考え
　基本問題委員会は１回、新政策大綱は何回か傍聴した。原子力反対派、賛成派、中立派、いろいろな方の意見を聞いた。反対派を代表する某ネットワーク代表、消費者団体事務局長、情報
室代表、大学教授の論は原発、ＦＢＲ，再処理の危険性、事故に対する怒りに終始し、発展性がなく、この先日本は石器時代に戻るのか、と思えた。
　原発を抱える自治体代表、知性の全く窺えない某県知事も国の責任に執着するのみでこの国の発展を見据えた主体的、建設的な発言は残念乍らなかったが、国際的な視野を持たれた方々
からは国際社会に於ける我が国の役割を冷静に考えることが必要で、エネルギー政策に於ける原子力の位置付けと事故の処理、被災地対策、事故原因究明、再発防止は別次元で議論する
べきとのもっともな意見が出された。
　然るに今回のエネルギー選択を巡る議論は電力会社、及び原子力村への反感、恨みの延長線としか見えず寂しい限りである。世界の趨勢として今後広まる原子力発電を安全な技術として仕
上げ、世界のリーダーになろうと云う日本の意気込みを込めて欲しい。

（２）具体的な意見

１）原発依存度は維持、又は高める
　あらゆるエネルギーに長所、短所がある。安定供給（安全保障）、経済性、環境適合性、そして福島を教訓とした安全性と云う各視点プラス「現実的な導入可能量」が重要であるが今回の選択
肢では再生エネ、火力の導入が現実的とはとても思えない。

２）化石燃料依存度は従来方針とおり大幅に減らす。
　ＣＯ２は物理的に発生国が削減するべきでありクレジット購入は絶対量の削減にはならない。昨今の化石燃料輸入増でＬＮＧさえも日本は高値で買わされている。これが世界の現実である。
無駄に外貨を減らすのではなく原子力の安全性向上開発費に向ける。

３）再生可能エネルギーは実現可能な限り開発、導入する
　導入先行しているドイツでの比率がたったの３％に留まっている理由を分析し、期待値での議論を進めないこと。又、固定価格買取り制度は技術革新の阻害要因であり、再生エネルギーの本
格導入には制度の定期的な見直しが必要。現状での国民負担増には断固反対である。
　国民に新たな負担を求めるのであれば原子力の安全性向上対策費として充当する。

４）新電力には供給責任を持たせる
　このままでは空洞化が進もうとしている国内市場では余ってしまう電力を高値で売りたいのは分かるが、ＬＮＧ，石炭を燃やすのは温暖化対策に反するので止めて欲しい。又、安定供給の責
任を持たせる制度が必要である。

29447 個人 学生 １０代以
下

男性 2030年までに0％を選択するけれど、本当は今すぐ廃
炉するべきだと思っています。

ぼくは、原発は今すぐ廃炉するべきだと思います。

まず、核のゴミを捨てる場所が決まっていないからです。原子力発電を続けるならまず核のゴミ捨て場を決めなければなりません。ところが、原発を推進している人はそれを決めないまま進めよ
うとしています。まず、それを決めてから推進するべきだと思います。

次に、原子力発電所を運転すると、余計な熱をたくさん海に捨てることになるからです。
原子炉の中では300万キロワット分の熱が出ています。その300万キロワットのうち100万キロワットを電気にしているだけで、残りの200万キロワットは海に捨てています。こんなに海を温めたら、
海の生き物の種類が変わってしまうと思います。

そして何より原子力発電所は事故が起こったら食品や空気や水や土などが汚染されて取り返しの浮かないことになってしまいます。この間、広島のしいたけからも３３０ベクレルのセシウムが出
てしまいました。そのシイタケを給食で使ってしまった学校もあるそうです。ぼくはとても怖いと思いました。放射性物質を閉じ込められないなら原発はやってはいけないと思います。

原子力発電の代わりとして、ぼくは自然エネルギーを推進するべきだと思います。自然エネルギーの中でも太陽光発電と地熱発電はいいと思います。太陽光発電は、一つ一つの家に取り付け
れば各家庭で発電することができて、災害の時停電のリスクを分散することができると思います。また、日本は温泉が多いので地熱発電にも向いていると思います。地熱発電は国立公園の中
にあることが多く開発が難しいですが、未来のために法律を改正して進めるべきだと思います。また、発電を開始するまでに時間がかかりますが、その間はガスコンバインドサイクル発電などで
賄えばいいと思います。

ぼくは、きれいで安全な水や空気や食品や土などがある国に住みたいです。だから、原子力発電所を今すぐ廃炉してほしいです。

29448 法人・団
体等

会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢のなかでは２０－２５シナリオを選ぶ 今後の日本の国民生活と産業の死活を制するエネルギー政策の決定は慎重にまず、原発事故と災害の総括をお願いしたい。
今回のシナリオは、化学産業の成長にはマイナスであり、国の成長戦略との整合性を取って貰いたい。
エネルギー・地球温暖化等の地球規模の課題解決には、科学と技術によるイノベーションが必要である。
研究・開発に対する国家予算の思い切った傾斜配分が必要であり、革新技術を検討し、エネルギー政策への積極的な取り入れ実施していただきたい。

29449 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 自分たちの手に負えないものを使って生活するのは嫌だから。また、そのツケを未来の人や動物に回すのは嫌だから。何か事故があってからでは遅いから。
原発はやめて、自然エネルギーにシフトしていけるような取り組みをしてください。

29450 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを願います 将来に負債を残してはいけないと思います。
電力会社の原発の減価償却は特別に認めればよい。命が一番。

100年を見据えた政治を。

29451 個人 家事専
業

６０代 女性 出来るだけ早い時期に原発をなくして欲しい。 「原発は安全です」と信じ込まされて生活してきましたが、安全でないことがわかりました。
いつ、事故が起きるかと心配しながら生きていくよりは、不便さを感じても孫やまたその孫たちのためにも原発のない社会を提供していきたいので、政府はその舵取りをしてください。原発を利用
しないで、エネルギーを調達する方向に行ってほしいです。

29452 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロの「脱原発」以外考えられない。 原発による放射能汚染はひ孫の代になっても身体に深刻な悪影響を与えるし、環境破壊も国の存亡が問われるほどである。生体が存在できないほどの破壊力を持つ原発を、福島の事故が起
きてなお、これからも使用する考えをもつのか理解に苦しむ。　電力は風力発電、ジェネレーターによる発電、火力発電など、原発以外の電力を使用する。それで電力が不足するのであれば家
庭の時間を決めた停電（昼間等）をして対応したらいい。24時間電気を使用しない国は地球レベルでみるとまだまだ多い。

29453 個人 自営業 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオ　消費税増税が次世代の為というが、
国家が破たんしても命はなくならないが災害で原子力
事故が起これば、どれだけの命に影響を及ぼすかわ
からないのであれば国家として人間のエゴより命を最
優先すべき

目標が(1)ゼロシナリオであっても、それを実践するのには目標の期日には間に合わないかもしれないが。3.11で所詮人間は自然の猛威には勝てないことは十二分にわかったはずで、また災害
が起こった際に、100％安全を担保できないのであれば、今のままの電力供給を続けるのではなく、代替エネルギー、蓄電などの発想に国家としてシフトすべきであると思います。

29454 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー選択について、2030年における原発比率
をゼロとすべきである。原発を削減することによって発
生するコストと事故による人の生命・身体への損害を
比較できないからである。

エネルギー選択について、2030年における原発比率をゼロとすべきである。
なぜなら、地震が多い我が国では、極めて危険性の高い発電である原発を建設するのに向いていない。のみならず、福島第一原発の事故を見ても明らかなとおり、電力会社、政府ともに原発
を安全に管理するができず、事故が発生したときには、甚大な損害が発生するからである。
そして、原発比率をゼロとすることによってコストが増えるとの主張は、失当である。国家は、人の生命・身体をまず第一に守るべきであるから、人の生命・身体に莫大な損害を及ぼす原発をコ
ストが安いからとの理由で、維持すべきではないからである。
さらに、原発から発生する核廃棄物を処理する目途が立っていないのに、原発を稼働することは、将来の日本国民に対して極めて無責任な態度である。
したがって、2030年における原発比率は、ゼロとすべきである。
以上

29455 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発依存度0%シナリオを支持。そして同時にグリーン
エネルギーや、電力会社民営化、積極的な省エネル
ギー対策についての提案。

今回3つの提案がありましたが、2と3は共に40年廃炉を遵守した場合、新たに原発を建てなくては達成出来ない数値であり、あれだけの大惨事が起きてなお、原発をまだ増やそうという考えに
は到底賛成しかねます。
地震の多い日本には原発の様なハイリスクの発電システムは不向きだと思います。使用済み核燃料の有効な処理の仕方も分からない以上、未来の人達に私達のツケを回すことも嫌です。
また、ゼロシナリオも肝心の時期の明記がないのでより具体的にしていくべき。2030年までにと言わず、なるべく早く達成できる様な具体的政策を打ち出して頂きたいと思います。
省エネルギーに関しても、本気で取り組めば今回の予測でなされている10%を大きく上回れると思います。16%の削減ができた実績もあります。国民の意識も高まる今、こちらも国をあげて取り組
めば効率的に電気を使っていけるはずです。
グリーンエネルギーですが、日本にはたくさんの温泉があるのでその熱を利用した発電や、島国なので波をエネルギーに変えることも出来ると見聞きします。
公的な予算をこういった研究をしている団体に是非あてて頂きたいです。
国の政策としてグリーンエネルギーを推していくことはもちろんですが、独占して取り組むことには心配があります。何事も嘘偽りなく公に情報が開示されるような形で是非、地球に優しいエネル
ギー作りにも力を注いで頂きたいのです。
ＣＯ2削減に関しても、これまでと同様に力を注がなくてはなりません。
原発依存度も下げつつ、石炭などの枯渇燃料への依存度も下げていかなくてはならないと思います。文字通りいつかは枯渇する燃料ですから、いずれは何か代わりになるエネルギーを考えな
くてはなりませんよね。そういった点においても、グリーンエネルギーは環境への負荷が無いので有効なエネルギーではないでしょうか。繰り返しになりますが再生可能なエネルギー=グリーンエ
ネルギーへのシフトチェンジを進めていくことは、原発依存度下げることと共にCO2削減にも通じます。是非CO2削減も諦めず取り組んで行きましょう。
同時に電力を消費者が選べることも進めていく事も良いのかもしれません。
これまで何となく使っていた電力も、どのように作られ、どんなメリットとリスクがあるのかを開示した上で消費者に選択を迫る事は意識を高める事に通じるのではないでしょうか。何事も知ろうと
しなければ頭に入りません。なので電力が民営化された暁には、プロセスを踏まえ選択するので自ずと環境を配慮する気持ちを個人にもたらす事ができるのではないでしょうか。
また電力会社が一つしかないのに、顧客をバカにするような判断がなされた事にも遺憾を禁じえませんでした。大惨事を起こしても責任を負わない。つけは結局私達が電気代を多く納めてまか
なう…普通の会社ではあり得ないですよね。市場を独占し国からも守られていたが為にこんな馬鹿な事が起きてしまったと思わざるをえません。第三者機関が監査に入ったり、市場を公にする
事でクリアーされると思いますので、是非こちらも取り組んで頂きたいです。
最後に、私は秋に出産を控えて居り、放射性物質で汚染された世界にこの子を産み出す事になってしまい、これまで私達がいかに興味を持たずに生きてしまった為にこんな世の中にしてしまっ
たと…悔やんでも悔やみきれないです。大後悔です。
これ以上私達の子孫が困らぬ様、生まれてきてよかったと思える環境づくりを国を挙げ、一緒に取り組んで頂きたいと思います。今ならまだ遅くないと思います。
権力者の大きな力によって、私の様なマイノリティーな意見がかき消されない事を望みます。パブリックコメントとのことなので是非公に意見を聞いてください。原発推進派の意見を10聞いたら、
反対派の意見も等しく聞きましょう。
やっぱり民意は無視されるとがっかりすることのない、公正なジャッジを希望します。どうぞよろしくお願いします。

29456 個人 無職 ４０代 男性 　脱原発 (ゼロシナリオ)を支持します。
　（２０３０年を待たず、今すぐ原発ゼロにする。
　核燃料サイクルは即時廃止し、全量直接処分とす
る。）

　意見の理由は、
（１）福島原子炉事故に見られるように、大事故は起きるし、その被害は数十兆円規模である。即時原発ゼロが根源的対策である。
（２）核廃棄物の最終処分どころか中間貯蔵にも難儀しているので、これ以上廃棄物を増やさないためには即時原発ゼロしかない。膨大な処理費用の軽減もできる。
（３）ウラン鉱山から最終処分に至るまでの被爆労働の軽減とこれに伴う直接間接費用の軽減。

（４）原発がコスト的に天然ガスなどによる発電に抗し得ないことは、原発他発電プラントメーカーのGE社長も認めているところである。また、原発０でも、電気は足りているし、足りなくなることは
ない。
　原発０は電力会社の経理上の問題に過ぎない。
　原発はコスト高なので、再生可能エネルギーで十分代替可能であり、かつ、ウランと違って輸入しなくて良いし、アメリカやIAEAのひも付きではないので、エネルギー安保からも極めて有効で
ある。
　原油やガスの輸入に関しては不安定になるのは、イラクやリビアやイランに見られるようにアメリカが圧力をかけたり介入したりするから。日米安保によってむしろ現地での権益を喪い、日本
のエネルギー安全保障を損なっている。輸入が不安定になったらというなら、石油ショックの時のように、アメリカの中東への介入にせめて賛成せず、協力すべきでない。これで、輸入の不安定
さも軽減できる。

29457 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の割合に関しては、ゼロシナリオを支持します。
ただし、温暖化への対処という点からはいずれのシナ
リオも不十分です。

　先ず、原発の新設は明らかに不適切です。つまり「原子力発電の新設、更新が必要」（エネルギー・環境に関する選択肢（以下「選択肢」とします）12ページ）な20～25シナリオは論外。このよう
なシナリオが示されること自体が不適切だと思います。

　また15シナリオについては、今ある原発を安全度などに関係なくすべて再稼働して40年の減価償却が終えるまで使い続けるものです。

　福島の事故の経験を踏まえれば、大切なのは、原発の依存度を減らすということではなく、原発自体を減らすことだと思います。つまり新設はもちろん論外として、既存の原発も15シナリオのよ
うに自然体として使い続けるのではなく、意図的に、可能な限り減らす必要があります。つまり、ゼロシナリオ以外にはありえません。

　また、「選択肢」3ページには方針として「中長期的には原発依存度を可能な限り減らす」とあります。今回の選択肢は三つのシナリオ全てが「可能」であることを示しています。

　なお、福島の事故の有無に関わりなく、原発の危険性、その技術の未熟さ（核廃棄物をどのように処理するかさえ決まっていません！）を考えれば、原子力発電は減少させ、省エネを進め、か
つ、小水力、風力、太陽光などの再生可能エネルギーを増加させていく（省エネ、再生可能エネルギーに投資していく）ことが、今回「選択肢」7ページにも掲げられた4つの視点全てにおいて適
切だと考えます。

　繰り返しになりますが、原発依存度という観点からはゼロシナリオしかありえませんが、ゼロシナリオ（他のシナリオでも同様ですが）では温暖化対策が不十分です。温暖化対策は原子力発電
なしでも充分に行うことができるもので、それは福島の事故以前から多くの人々や団体が主張してきました。更に、省エネや再生可能エネルギーの推進は、短期的にコストが上昇することもある
かもしれませんが、制度設計を適切におこなえば未来への投資であり、産業、雇用に資するものです。

　温暖化対策の具体案をここで挙げることはしません。上にも述べましたが、原発に頼らない種々の対策案が既にあります。福島の原発事故を起こした国にとして、かつ、いわゆる「京都議定
書」の名前となった都市を持つ国として、原発ゼロと強力な温暖化対策を進めるべきだと考えます。

29458 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発０を願います。
原発はもういらない。
無くしてほしい。

福島出身です。同郷の友人が苦しむ姿をみました。
人間にコントロール出来ないものを人間関係が扱ってはいけないとおもいます。



29459 個人 無職 ３０代 女性 原発依存度０を指示致します 絶対安全がないと国内で証明された今、まず『原発０』と結果を決めて、国全体で３０年後には確実に０になるべき動きが必要と考えます。
『原発０』が難しい理由はキリがない程出てくると思います。
ただ、何かあった際に家族を今の非難区域等の汚染された場所、または近辺に住まわせる事が出来るかと問いかけた時に『原発０』以外考えられません。
もし自分の家族がその立場だったらと、イメージして政治が進むことを望みます。

29460 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電所はすぐ止めて、廃炉にすべきだです。
原子力に頼りたくありません。誰かの安全や健康や生
活を犠牲にしてまで豊かな生活を続けるつもりはあり
ません。少しくらい不便でも他の方法を使って電気を
作りたい。

原子力発電は、未来の電力を担うものではなく、すでに時代遅れになったエネルギーだと思います。そして誰かを犠牲にしないと維持できないという問題があります。自然エネルギーは、そのよ
うなことがありません。
原子力はその原料のウランを掘削するところから他の国の人を犠牲にしたり環境を破壊したりしてしか生み出すことができません。原発の設備も老朽化しているところもたくさんあります。
廃炉にすると決めたところで、そこからまた新たな技術や産業が必要になり、雇用も創出されることでしょう。廃炉の先もながいことです。今決めたいと思います。
官邸前の抗議行動には、子どもが2才と小さいのでまだ参加したことがありませんが、いつもネットの中継を見ています。
子どもたちは（10才、7才、2才がいます）家の中で「さいかどー、はんたい！」と大声で歌いながら、楽しそうに歩き回っています。テレビやネットの映像で見た人々の楽しそうな、そして素直な気
持ちを、敏感に感じ取っているのだと思います。
私たちの子供たちが大人になる頃には、誰も原発事故の恐怖におびえることがない、誰もセシウムが入ったきのこやブルーベリーや牛乳の心配をしない、そんな日本になってほしいです。
よろしくお願いいたします。
(削除)

29461 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 当然「ゼロシナリオ」です。ただ、政府のシナリオはい
ずれの場合も地球温暖化対策は不十分なので、エネ
ルギー転換だけでなく省エネルギーの道筋を含めた
シナリオにしてください。

まず原発の是非について。エネルギー政策、経済成長の視点も必要だが、何が正しいのかという「哲学・倫理」の視点で考えるべき。福島の原発事故がいかに多くの人の命、生活を奪ったか。
地震列島日本に安全な原発などありえない。まずは国民の安全と生活を優先すべきである。さらに、原発は原発労働者の高線量被ばく、ウラン採掘労働者の被ばくなしには稼働できない。人権
を無視した労働に支えられた繁栄など「悪」である。次いで、廃炉後の解体や放射性廃棄物の始末の問題。これら未解決の大きな課題は、私たちの子孫に残される。またどこか外国に持ってい
けばいいという問題でもない。だれかを犠牲にしなければならない、悪徳に満ちた原発など絶対反対である。
原発を即時停止するとともに、再生可能エネルギーの研究に即座に取り掛かってください。
先日、福島県浪江町の馬場町長の生の報告を聞く機会がありました。いまだに塗炭の苦しみを味わう被災現地の首長の意見には大きな説得力がありました。政府は福島の声に耳を傾け、脱
原発の現実的なシナリオを早急に構築してください。
あわせて地球温暖化対策の観点から、省エネルギーへのとりくみに力をいれてください。

29462 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年時点の原発依存度について、「20～25シナリ
オ」に賛同いたします。

・化石燃料には限界があります。
・再生可能エネルギーの普及も限界があると考えます。
・節電もこれ以上は無理でしょう。
以上から、原発の有効活用は必要と考えます。

29463 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択。事故発生率はゼロではなく、発
生時には国の一部以上を損なう可能性がありこのデ
ンジャーは許容できない。それを考量した場合、他シ
ナリオと比較したゼロシナリオの経済的負担等は許容
できる。

ゼロシナリオを選択する。
以下「エネルギー・環境に関する選択肢」に記述されているエネルギー選択にあたる４つの視点に沿って簡潔に意見を述べる。

先ずは原子力安全確保と将来リスクの低減であるが、過去おおよそ５０年間の間に今回レベルの事故は２件発生しており、この実績からすると今後の重大事故発生確率はゼロではないと考え
る。今後の安全対策や技術革新によって事故発生確率は限りなくゼロに近づける事が出来るのであろうが、大規模天災、故意を含めた人為的多重ミスやテロ等までを鑑みると依然として発生
する可能性が考えられる。発生確率が完全にゼロではなく、一旦事故が発生した場合には、人類の手によってはコントロールや修復ができない結果をもたらす可能性（デンジャー）は現在生き
ている我々の世代に取って許容できないし、将来の世代に対しての責任としても許容すべきではないと考える。

次にエネルギー安全保障であるが、ゼロシナリオ（追加対策後）の化石燃料依存度は65％と２０１０年の現状程度になると「エネルギー・環境に関する選択肢」にレポートされており、ゼロシナリ
オを選択する事によってエネルギー安全保障上の問題が現在より悪化する事は無い為に許容すべきであると考える。確かに他２つのシナリオに比べて化石燃料依存度は１０～１５％高くなり、
エネルギー安全保障上のリスクは若干高くなるが、上記原発事故発生時のデンジャーと比較するとこのリスクは当座敢えて引き受け、例えば日本近海でのシェールガス開発等での本リスク低
減努力を引き続き行うべきであると考える。

３番目の地球温暖化問題であるが、ゼロシナリオ（追加対策後）の二酸化炭素排出量は１５シナリオと同じ１９９０年比でマイナス２３％であり、２０～２５シナリオのマイナス２５％と比べても大き
な遜色は無い為にゼロシナリオで問題ないと考える。

最後のコスト抑制、空洞化防止であるが、「エネルギー・環境に関する選択肢」表２にあるゼロシナリオ（追加対策後）の実質GDP予測（２０３０年）の平均額は６０２兆円で、平均額が一番高い２０
～２５％シナリオの平均６１２兆円との差は僅か約１．５％（６０２÷６１２＝９８．５％）であり、この経済的な機会損失は原発事故発生のデンジャーを考量すると経済界として甘受すべきであると
考える。一方家計負担に関しても、ゼロシナリオの家庭電気代は予測値の平均で２０～２５％シナリオの最安値の電気代と比較して月２千円、年間で２万４千円の増加であり、年間の平均家計
収入５１６万円（平成２４年１～３月総務省統計局データ）の僅か０．５％未満であり、原発事故のデンジャーを排除するために国民として負担出来る額と考える。

以上

29464 個人 家事専
業

３０代 女性 未来の子供達の為に脱原発を。 原発推進派の方々に、人の心があるなら今すぐ辞めて下さい。
賢い人の集まりなら、原発に頼らず人々が生きて行ける方法も考えられるはずです！
放射能に汚染された食べ物に影響を受け易いのは子供達です。
私達の子孫が、五体満足で健康に暮らせるような地球をバトンタッチしてあげるのが、私達の役目だと思います。

29465 個人 家事専
業

３０代 女性 原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきだと思いま
す。

専門家が「絶対に安全」と言えないものをこれ以上稼動させるべきではありません。原発事故のせいで今も未来も故郷に戻れない人たちが沢山います。事故のリスク、事故が起きた時の対策の
不充分さ、未だに解決できない核廃棄物の処理問題が山ほどあります。原発の近くに住めますか？住みたいと思いますか？今も放射性物質が検出される作物は沢山あります。基準値以下だ
からといってわざわざそれを外国が買うと思いますか？日本の評価を下げてまで再稼動させる価値はありません。

29466 個人 無職 ７０代 男性 　ゼロシナリオ、ただし「なるべく早期に原発比率ゼロ
に」ではなく、「直ちにゼロ」とし、低エネルギー社会へ
の世界の先導役となるべきです。

めるしかありません。もちろん、廃炉の過程、使用済み核燃料の保管等で、細心の注意が必要であることは言　当然ゼロシナリオとすべきであり、しかも「なるべく早期に原発比率ゼロに」ではな
く、現在再稼働したものも直ちに停止し、原発のない社会、低エネルギー社会に向けた努力で、世界を先導すべきです。
●理由1：原発の事故は絶無とすべきです。
　原発の事故はあまりにも過酷であり、決して起こしてはなりません。
　原発再稼働を認める人たちは、原発事故の恐ろしさを理解できていません。福島の被害は大変重大なものでしたが、気象条件によっては放射能汚染範囲は首都圏を含むもっと広大で、汚染
強度はもっと高くなっていた可能性が十分あります。
　例えば大飯原発で大事故が起これば、かなりの確率で近畿圏・中部圏が汚染され、大量の避難民が発生するとともに、私たちは琵琶湖の飲み水、広大な農耕地を失うことでしょう。国内で受
け入れる余地のなくなった避難民は世界中を流浪することになるでしょう。それも、受け入れてくれるところがあればの話ですが。日本は福島の被害を受けたにもかかわらずその教訓を学ばす、
世界中を死の灰で汚染させたと非難されるでしょう。
　原発の事故は二度と起こしてはならないのです。原発の事故の原因は地震に限らず、火山噴火、航空機や隕石の落下衝突、原発稼働装置の誤作動、運転員の勘違いや誤操作など、いくら
でも有り得ます。原発の事故を絶対に起こさないためには、原発の稼働をやうまでもありませんが。
　福島の事故原因が明らかになっていないのに、大飯原発は安全であるなどと言えないことは明らかです。
大飯原発の再稼働は撤回すべきです。
●理由2：原発はなくても電気は足りています。
　幸い、原発がなくても電気は足りています。関西電力は原発を再稼働するために、火力発電を維持拡大する努力を怠り、ことさら発電能力を低く見せかけています。原発以外の発電設備の拡
充、更なる節電、電力会社間の相互融通などで、原発以外での電力供給余力を高めることができます。
●理由3：地球は有限であり、無限の経済成長はあり得ません。
　地球の地下資源は有限であり、エネルギー需要の拡大を伴う経済成長には限界があることは明らかです。人類が長い将来にわたって尊厳をもって生き続けてゆくには、再生可能な資源・エネ
ルギーの開発と、低エネルギー社会への転換が必須です。日本はそのような世界への努力の先導役となるべきです。
●結論
　私たちの子や孫に尊厳ある生存を保障するには、世界から一刻も早く原発を無くし、低エネルギー社会への道筋をつけるべきです。

29467 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」 核燃料サイクルは事実上破たんしている。すでに処理場もいっぱい。廃棄費用と遺伝子に対するリスクを考えると、決して原発は安いとは言えない（GEのCEOも意見しております）。何よりも遺
伝子を傷つけることは地球上の生物の長い歴史を壊すことになり生き延びれなくなる可能性があるから絶対にダメ。原発は即時撤廃お願いいたします。

29468 個人 自営業 ４０代 男性 原発依存０パーセント、および再稼動なしの全原発廃
炉を希望します。

事故が起こったときには、取り返しのつかないことになります。電気料金が上がっても節約すれば生きていけます。事故が起これば生きていけません。命が一番大事です。

29469 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所は絶対に必要です。資源の無い国の未
来を考えれば当然のことです。反対派の方々はその
恩恵を理解していません。

原子力発電所は絶対に必要です。資源の無い国の未来を考えれば当然のことです。反対派の方々はその恩恵を理解していません。火力発電等の、原子力以外のエネルギーを考えた時にも、
今後の世界情勢を見ても安心できる材料は、どこにもありません。そのような情報はあまり発信されない現状に、とても憤りを感じます。エネルギーの確保もままならない新興国の現状を見るに
付けても、痛感します。電力は経済の維持には欠かせません。反対派の方々の思考停止には、幻滅しますし、政府のはっきりしない姿勢にも寂しさを感じます。お隣の国中華人民共和国など
は、原子力発電無しには、１４億人の生活を豊かにすることすら出来ない考えから、２０５０年までに５００基の原子力発電所の計画があると聞きます。こうした事が現実ならば、原発問題は国内
の問題ではない事が、容易に理解できます。日本の国民はもう少し大人になるべきです。現代文明を否定したり、先人たちの努力を否定する人たちには、便利な世の中に対する感謝がありま
せん。産業を衰退させる分けには行きません。原発は生活を守る為に、絶対に必要です。

29470 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 脱原発（ゼロシナリオ）
原発０％、自然エネ４５％、火力５５％
使用済み核燃料の再処理止める

政府案では、火力６５％としているが、既に自然エネで４５％は確保可能と考えます。
原発は、要りません。世界で唯一の被爆国である日本に原発は要りません。原子力の平和利用などと言う、虚言は聞きたく在りません。子どもたちの未来を考えるべきです。

29471 個人 自営業 ５０代 女性 原発依存度即時ゼロの選択しかないです。
原発は、危険なだけでなく、コストが高いのです。
国民の安全を考えても、国力の衰退を防ぐためにも、
原発からの即時撤退が最良の選択です。

　２０３０年時点での原発依存度を基準にしたシナリオしか提示がないのでは、福島第一原子力発電所の深刻な事故を経験したのに、政府の危機感が希薄すぎるので、恐ろしいというのが実感
です。地震の活動期にある日本列島で、活断層の調査も完全にされぬまま、各種安全対策も不十分のまま、原子力発電所が置かれているのに、再稼動までして、危険性を高めています。

　即時原子力依存からの脱却しかないです。

　０シナリオであれ、２０３０年まで原発稼動が前提であるから受け入れられません。

　２０～２５％シナリオであれば、今後、運転４０年で廃炉される原発を考えると、新規の原発を設置することになってしまいます。

　現時点で、即時原発を廃止したとしても、膨大な使用済み核燃料を何万年という単位で長期に亘り安全に保管し続けなければならないのです。費用は想像もつかないほどに膨れ上がるでしょ
う。地震があれば、使用済み核燃料であれ、危機的な状況に直面するかもれないのです。また、使用済み核燃料の最終的な処理方法は全く確立されていないのですから、費用は現時点で予
想できないのです。
　現在ある原子力発電所も、何時かは廃炉になるが、廃炉費用も大きいです。また、一度事故が起きれば、賠償の費用は予想もつかないのです。

　原発は、危険なだけでなく、コストが高いのです。アメリカの原子炉メーカは、原子力産業から徐々に手を引いています。原発稼動をする費用があるなら、それを代替エネルギーへの投資に振
り分けるべきです。

　国民の安全を考えても、国力の衰退を防ぐためにも、原発からの即時撤退が最良の選択です。
29472 個人 会社員・

公務員
４０代 女性 30年後原発比率0％シナリオを選びます。 30年後原発比率0％シナリオを選びます。

自然エネルギーの推進をもっとすすめてください。
日本には、太陽光や風力・波力だけでなく、地熱発電や振動を電気に変えるなどいろいろな取り組みができると思います。これまで原子力の推進や再処理のために掛けてきた費用をそちらの
研究・普及に振り向けてください。結果として、原発事故の不安をもつことなく暮らせるだけでなく、エネルギーの自国での自給ができるようにもなるでしょう。

29473 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。原発依存度を0％にするこ
とを望みます。

ただちに原発依存度を0％にすることを望みます。原発が稼動せずとも電力不足に陥っていない現状を踏まえ原発を廃炉化し再生可能な自然エネルギーに移行すべきです。

29474 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電０％大賛成！というより０％にしなければ
ダメだとおもいます
国民の不安をとりのぞいて、ゼロからの出発を！

もっと常識的に考えてください。１番大切なこと、その次に大切なこと、この順番を間違えないでください！

１番はもちろん生命です。もしこの先も原発を稼働させるような事が有れば、国民は不安でしょうがありません。ずーと何十年、いや何百年この不安をかかえることになります。
安全な再生可能エネルギーの時代になろうとしているのに、１基でも原発が稼働すれば不安は無くなりません。
原発を稼働させることにより受益をうける一部の人達はよくよく考えて下さい、今よりももっと先の事を考えて下さい。原発がなくても人は知恵を出し新しいやり方を考えていきます。はっきり言っ
て一部の人達のエゴで原発を稼働させようとしている事には未来を感じられません。
今こそ、ゼロからのスタートです。そして清々しい気持ちで生活できる事が生きて行くうえで大切な事と思います。

野田総理は「大飯原発は私の責任で再稼働します」と言って原発再稼働を指示しましたが、責任って何ですか？軽々しく責任と言ってほしくありません。
とれもしない責任ですよ！

29475 個人 家事専
業

４０代 女性 原発比率は、０であるべき。国内の原発は順次、廃炉
に。大飯も、即刻停めるべき。

福島の惨事の後、政府が、いったい、なにを手が打てたというのか？
やったことといえば、嘘と言い訳と、隠ぺいと、身内同士の庇いあい。
補償もろくろく進まず、除染？ちゃんちゃらおかしい、できるはずもない。
住民が自助努力で削りとった土も、引き抜いた草も、雨が流し風が吹き飛ばしている。ご自分たちの知能指数の低さに、総じてひざを折って国民がつきあってくれるだろうと？そう、お考えか？
入学前の幼児ならいざ知れず、なにを、他人様にそこまで甘えが通ると？原発を守り通すためなら、さてさて、人様に、どのような迷惑かけても、かまいません。と、既得権にあぐらかくのは、あさ
ましいにもほどがある。事故が起こって、それの結果が、償いきれないものであると、わかったうえで。なにゆえの、再稼働？ふざけるな。
罪を犯せば、罪滅ぼしの第一歩は謝罪と、補償、それをおえても、二度と繰り返さないというのは絶対の常識。政府は、それらの、どれも、するきがない。
選挙をしろ。うわべだけでも、再稼働反対と叫ぶ議員をこちらはえらぶ。
自分が責任を取ると、ほざいた、時の首相殿。その責任は、どう、とる？私財を一銭残らず吐き出して、身内累々と腹を切るか？そこまでしても、償いきれるものではない。そこまでする気もない
くせに軽々に、責任をとれると発言する時点で、その人間に指導者の資質はない

29476 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 将来的には脱原発、原発ゼロの社会を目指して 現在稼働中の原発を廃炉にするという技術を確立させることが第一です。放射性廃棄物の処理も含めて。そもそも、原子力の研究については利用方法・技術ばかりを優先的に行っていました
が、放射性廃棄物の処理については原発が稼働を始めてから研究を始めました。
そもそもこれが間違いだったことを認めなければいけません。
チェルノブイリ事故を他人ごとに見ていて、事故が起きたときのシミュレーションを怠ってきたことも認めるべきです。

今後も原発利用を推進するならば、直ちに100パーセント安全なものでなければ納得できません。
代替として火力発電は大気汚染の心配や燃料費の問題もあるでしょう。

でも、技術大国日本が今早急に代替電力を開発することは不可能ではないはずです。
原子炉を廃炉にする技術が確立できていないことが本音だと思います。
現在、原子力の研究をしている学生やこれから学ぼうとする学生には国費で全額奨学金を与え、原子炉や廃棄物処理の研究をさせることが今後の日本のためになることだと思います。

私たちの親世代が原子力発電を導入したことにより、私たちの子供や孫、何世代にも渡る放射能汚染にさらされる危機を作っています。
今がよければよいではなく、未来の日本の子供たちを守るために原子力ゼロを目指してください。



29477 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢は原発０％シナリオ
が唯一無二の方法と考えます。

　理由は、原発を少しでも維持するとした場合、重大事故発生時に多大な犠牲者が広範囲にそして将来に渡り生まれてしまうこと。現在の人類では手に負えない可能性があること。そして、核廃
棄物の処理もままならないことです。
　加えて、核抑止力として利用しようとする一部の勢力がいること。さらに、原発を攻撃されればそれが核ミサイルでなくても原発自体が核爆弾と化すからです。地震や津波どころかくらげにも弱
い原発がです。
　さらに、エコなエネルギーという触れ込みも怪しい。ウラン採掘時の他国の被爆者を生んでいる事実や、エネルギー精製の過程で二酸化炭素を発生させている問題は正面から議論されていな
い。コストの問題もしかり。
　政治家・官僚・企業・金融・学者・マスコミ等原発マネーにがんじがらめになった日本社会は、これらの人々が牛耳っている。福島の重大事故に至った経過やその後の対応をみれば、これらの
権力者が合理的で、安全で、国民の幸福のために無心で行ってきた原子力政策ではないと知りました。原発を止めようという発想ではなく、既得権益を手放すのかという発想でしかないのでしょ
う。少しでも原発を維持することを認めればすぐにでもその権益に群がり拡大しようとするでしょう。
　最後に電力も足りている。大飯の２基でもう夏も半ばです。子供たちに顔向けできる社会を作りたい。
　もし、原発を維持するのなら、東京の電力は原発を東京に建ててまかないましょう。

29478 個人 家事専
業

６０代 男性 次世代に付けを残す原発などは直ちに止めるべき
だ。原発を止めても停電は起きない、政府や電力会
社の発表が原発を推進するためのものであることが
明白になってきた。福島の皆さんの意見にこそ真実が
ある。

　福島第1原発事故は本当に終息したのか、冷却能力を失い燃料がメルトダウン、溶けた燃料が何処にどのような状態であるかもわからない状態と聞く、後何年冷却し続けるのかも定かではな
い。
　何故大飯原発再稼動させたのか。あの斑目委員長ですら「少なくとも１次と２次の両方が実施されないと安全は確保されない」といっているにも関わらずだ。運転再開を求める地元の主張は地
域経済衰退の歯止めといったものだがもし大事故が起これば関西経済圏が吹き飛んでしまう。将来の恐れよりも今日に糧が大事とは。世界からの笑いものになる。
　原発で出た放射性廃棄物はどうなるのですか。捨てる所もない

29479 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。 原発の安全神話はくずれました。あれほど「安全だ、安全だ」といっていた政府や電力会社にだまされました。もう信用はできません。そもそも人間の力には限界があって、暴走した原発をコント
ロールするなんて無理です。
また、原発がなくなると「電力が足りない」といっている電力会社のいうことも信じられません。国民が電気を使えば使うほど電力会社はもうかるわけだし、そのためオール電化だ、なんのと電気
をたくさん使うように仕向けてきたのは電力会社です。エネルギーは足りないのではなく、電力会社の利益のために、無理に使っているだけです。無駄な夜間照明、夜間のテレビの制限、省エネ
自動車の普及など、あらゆる分野で省エネルギーをすすめてください。

29480 個人 学生 ２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」に賛成。原発は事故の危険性だ
けではなく放射性廃棄物の処理問題も抱えている。現
在休止中の原発を全て再稼働しなくてすむよう対策
を。日本の原発を全て廃止されることを希望する。

福島原発の事故で原発の安全性・必要性が公に問われるようになりましたが、それ以前から私は原発に反対です。経済発展を優先させるのではなく、今のモデルそのものを見直し、持続可能
な発展のしかた・エネルギーの使い方を模索するべきです。
原子力は「クリーン」なエネルギーではありません。原子力から得る発電は安いということで、目先のお金を優先して開発を進めたわけですが、放射性廃棄物をどう処理するかという問題が今で
も後回しにされています。原発の最も危険なゴミ、高レベル放射性廃棄物が無害になる期間がヨーロッパでは10万年、アメリカの基準では100万年にもなると計算されています。日本で地震の影
響を10万年にわたって受ける可能性がない場所など存在しません。今全ての原発を停止したとしてもゴミは残ります。
今回のように、事故によって放射能汚染が起きた場合、人体への影響は証明が難しく、調査も十分になされていません。症状が出てくるのは何年も経ったあとで、被害を受けるのは今の政治家
ではなく、原発を押し付けられた地域の人たちや子供たちで、それが何代にもわたって続きます。そのような国で、安心して暮らしたり子供を産むことはできません。
目先の利益のために問題を後世に押し付けることをやめ、これらの問題をどうするのか、日本の未来を真剣に考えてください。

29481 個人 自営業 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオに賛成 どうやって処理するかわからないものを、使い続けることはやめて下さい。
子どもたちに、こんなに恥ずかしい物を残したくないです。
原発をゼロにすることで、生活が不便になったとしても、受け入れます。

大企業だけでなく、国民の声を聞いて下さい。

3歳と5歳の母より。

29483 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つのシナリオの中では、20-25シナリオに賛同する。
資源小国として、オイルショックなどを経てエネルギー
の多様性を確保し、安定的なエネルギー供給に努め
てきた日本が、原子力を手放すことには反対。

選択肢の中では、エネルギー調達リスクを考慮すれば20-25シナリオに賛同する。

しかし、全てのケースに当てはまるが、過剰なCO2削減目標や無理な省エネによる国民負担の増加や、電力価格上昇は、国内産業の保護や雇用確保のためにも見直しが必要と考える。これ
からの少子高齢化社会を支える、現役世代や若者の雇用の場を奪うような施策は採用すべきではない。また、国際競争力を確保し、企業が収益を上げることができなければ、税収も減少し、被
災地復興のための資金も底を尽いてしまうのではと危惧する。原子力の技術を改善、活用し、安価で安定的な電力供給を実現することで、国内産業の活性化、国民の健全な生活を確保すべき
だ。

省エネやＣＯ２削減を否定するものではないが、政府シナリオでは経済合理性に合致しておらず、実現性は乏しいと考えられる。逆に、将来、燃料価格が上昇すれば企業としては費用対効果が
改善し、投資も進むものと思われる。

再生可能エネも同様に、否定するものではないが、現時点では実現可能性や合理性に欠けている。ドイツの例でも分かるように過剰なインセンティブを与えることで導入量を増加させても、国民
負担が増加するだけでメリットはない。これも、将来燃料価格が上昇すれば自然と導入量が増加するのでは？太陽光パネルなどは、製造コストの安さから中国には太刀打ちできず、現状での
導入量の拡大は日本の富を海外へプレゼントするよなものでは？

原子力については、安全面を技術で改善し、安心面については、国や政府、技術者がきちんと説明し（原発の安全性と合わせて放射線に対する教育も重要）理解を得ることが重要と考える。（と
もすれば、放射線＝ゼロに近いほうが良いという知識不足からくるスーパーのばかげたＰＲもやめさせるべきだ。東北復興の妨げにしかならない。つまらぬ表示があるから、そして知識がないか
ら、少しでも放射線量の少ないものを消費者は選んでしまう。結果、東北の農産物が売れず、困っている人を更に困らせていることを政府も認識すべきだ。原子力や放射線に対する知識不足、
教育不足が問題をこじらせている）

まとめとしては、２５シナリオをベースとしたエネルギーの多様性を確保しながら、無理なＣＯ２低減対策や省エネ目標をより現実的なものに見直し、国内産業の競争力の維持と雇用の維持を実
現できるシナリオに再構築すべきと考える。

国がどうあるべきかという議論をする中で、原子力比率のみが議論の中心となっており、各シナリオを選定したときの生活（収入や雇用）が議論されていないことで、将来、「こんなはずではな
かった」となってしまうことを懸念する。（本当に、失業者が今よりも更に増加し、電力不足に陥り国内産業が低迷したとき、誰が稼いで社会保障を実現するのか？　といったことが多くの国民に
理解できる情報発信をしていただきたい。）

29484 個人 家事専
業

５０代 女性 原発はいりません。ゼロシナリオを支持します。 原発がなくても、生きていけます。皆でエネルギー政策を見直し、皆で倹約し、皆で新たなクリーンエネルギーを開発できるよう、協力していきましょう。

29485 個人 自営業 ４０代 男性 回答：ゼロシナリオ。原発ゼロ＆再生可能エネルギー
主体の社会を早急に実現し、その技術・ノウハウの輸
出国として世界をリードすること。廃棄物処理の目処
もなく原発新設はありえない。従って他のシナリオは
ない。

いま日本は、世界に突出したブランドを築くチャンスにある。

脱原発の姿勢を世界に示し、注目を集め、再生可能エネルギーという新しい技術・ビジネスの市場を築き、リードすることで、経済的な再生を図ることも可能になる。そのためにも他国にはでき
ないことをいち早く実行することが必要。そのためには「ゼロシナリオ」を決然と示すことで注目を集めることが重要。これを実現できれば国民は日本を誇りとし、海外からも高い支持を受ける国
際的なリーダーの地位を確実にできる。

第一に、放射性廃棄物の処理の見通しが立っていない現状で、原発は次の世代やその次の世代に負担と災いを残す施設になっており、これを続けるのは未来の世代から振り返ると迷惑でし
かない。

第二に、上記の問題が明らかになっているにもかかわらず世界が原発をやめられないのは目先の経済効率と、原子力ビジネスの利権構造でがんじがらめになっているため。311の大震災、大
津波の天災と、東京電力福島第一原子力発電所の大事故の人災を体験した日本は、このしがらみから抜け出せるチャンスを手にしている。他の国には踏み切れない決断をできる最大のチャン
スをいま手にしている。これを逃すと原発と手を切れない諸外国と同じ状態に落ち込んでしまう。だからいま決然と態度を表明すべき。

第三に、外国から原料を輸入することなく、自前で発電できる再生可能エネルギーの比率を高めることはエネルギー戦略としても最優先すべき。火力も原子力も輸入を前提にしており、常に原
料を断たれるリスクを負っている。国内で自給自足できる状態をめざすのは極めて合理的。

以上、日本という国のブランドづくりの観点からの主張をまとめました。

個人的な主張としては、いますぐ原発への依存をゼロにしてほしいと考えています。すでに福島で国土の一部を失い、多くの人々から故郷を奪い、流民状態にしてしまい、「絶対に起こらない」と
言い続けた事故により広範囲に放射性物質をばらまくという事態を招きながら、なおも平然と原発を再稼働させる政府に対して不信と怒りの念でいっぱいです。責任を取れるわけがないものに
ついて「自分の責任で」などと空疎な言葉を吐く首相にも大きな失望と不信感を覚えます。

いま国民の目は原子力産業に対しても、電力会社に対しても、日本国政府に対しても不信の念でいっぱいで、原発が推進されてきた歴史、福島原発の事故、事故後の対応や大飯原発再稼働
など一連のできごとを通じて、明らかに「長期的な国民の命・幸福より経済界の目先の安定」が重視されていることを実感しています。信用できないと感じています。ぜひとも早急に信用を取り戻
していただきたいと思います。一刻も早く「原発利権まみれ」ではないことを証明しない限り、この不信と不満は蓄積され続け、やがては日本の経済も治安も国体も台無しにしてしまいます。い
ま、そういう危機的にあることを敏感に感じ取るセンスのあるリーダーの出現を切望します。

29486 個人 家事専
業

６０代 女性 ２０３０年の電力に占める原発の割合を「ゼロ」を希望
します。

原発は生物にとって危険すぎます。使用済み核燃料の処理も地下に埋める方法は後世に悪い影響を及ぼす可能性があります。

29487 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発は一度事故が起こると被害が多大であるため
・企業や家庭のソーラーパネル設置に国から全額補助
・安価な天然ガスの輸入
・自然エネルギー開発
・上記研究のための資金等の補助を優遇

29488 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ・原発ゼロシナリオを支持します。原発のように手に負
えないものを利用してまで、エネルギーを作る必要は
ありません。

・デンマークやドイツのように他の国で起こった事故（チェルノブイリや福島）を自国に反映し、リスクの高すぎる原発から撤退するべきです。
・自然エネルギーへの転換は初期投資はかかるでしょうが、長期的視野で考えると必要であると思います。いつまでも石油燃料に頼るわけにもいきません。
・原発が生み出す雇用は一時的一部の地域のみです。一旦事故が起こったら、広範囲・長期的に被害を及ぼし、莫大な経済被害を生み出します。
・産業界の省エネルギーの取り組みを進めるべき。

29489 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 段階的な自然エネルギー化への歩みに基本賛成で
す。ただし、原子力利用の研究等をやめて欲しくはあ
りません。様々な環境的・社会的変動を想定して、一
切の芽を摘んでしまわない賢者たる選択（中庸）を望
みます。

いくつかの先進国が宣言しているように、日本も脱原発への歩みを選択し、自然エネルギーの活用技術に向けた基礎と応用研究、インフラ整備を進めることは国策としても重要と考えます。し
かし、自然エネルギーのみで日本の需要電力の大部分が賄える日が来るのは、全て順調に進んだ場合でも５０年以上先の話になると思います。その間をつなぐ発電システムとして、「火力・ガ
ス・石炭」だけを主軸に選択することは、天然資源を産しない日本にとって危険な選択とも思われます。原発存続の選択とどちらが危険なのかは正直、判断できません。
　メディアと社会ムーヴメントにより、除草剤DDTがWHOの勧告で使用禁止となり、一切の研究開発が完全にSTOPしました。一方で激減したはずのマラリア原虫媒介蚊（ハマダラ蚊）が数を増や
し、子供を中心としたマラリアによる死者数が復元してしまいました。DDTの使用禁止は正しいです。ただし、研究や安全利用への道までをも完全にSTOPすることが本当に賢者たる選択だった
のか、「たら・れば」の世界を比較をすることができず腑に落ちません。
　原発や原子力エネルギー利用の道も同じであって欲しくはなく、緊急停止（制御）に関わる技術開発、危険な原発の廃炉と安全な建設地や設備の再設計、危機対応に関する基礎と応用研究
など、例え将来、日本で全く使わない日が来たとしても、負の遺産になることはないと考えます。急いては事をし損じる。完全廃止にも再稼働にも等しく言えることだと思われます。

29490 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電は即刻稼働を止めて、廃炉の措置をとっ
ていただきたい。

原子力発電は人間のコントロールのできない部分が多すぎ、また核兵器に置き換わる危険な装置だと思います。即刻稼働を止めて、廃炉の措置をとっていただきたい。
その代わり、太陽光発電などをたくさんの家庭が導入できるよう補助金の制度を拡充していただきたい。

29491 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 福島の原発事故で明らかになった原発の危険性から
私たちの命を守るには、「ゼロシナリオ」しかありませ

福島の原発事故により、多くの人が避難している現実を忘れてはいけない。原発が危険なことは、誰の目にも明らかである。原発を廃止しなければ安心して生活できる日本にはならない。

29492 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は絶対廃止。将来は原発ゼロ希望。 将来に遺恨を残し,放射能におびえながら生きて行くのは絶対嫌です。福島県民の気持ちを思ったら絶対に原発推進はできない。原発関連産業の恩恵にすがりつく人や利権に関わる人の思い
通りにはさせない。原発推進する政党や団体は支持しない。

29493 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　明確な根拠もなく再生可能エネルギーに過度に期
待している。安全性を今まで以上に高めたうえで原子
力発電を活用するべきである。

・発電原価を無視し太陽光発電に金をつぎ込んでも、その金はほとんど中国、韓国に流出する。
・原油、ＬＮＧの購入に多額の国費が外国へ流出する。
・エネルギー不足、電気代高騰により国内産業が国際競争力を失う。

１．多様なエネルギー源が必要
・原子力を減らすと短期的には化石燃料に頼らざるを得ない。
・長期的には、再生可能エネルギーを拡大することが必要だが、下記の問題あり。実質、化石燃料頼みにならざるを得ない。
・したがって、原子力は引き続き重要な電源であり続ける。
２．再生可能エネルギーは頼りにならない（基幹電源にならない）
・風力、太陽光発電の発電量は自然任せで、不安定であるため、(梅雨時など、太陽光出ない時など)バックアップの電源が必要で、これは化石燃料にならざるを得ない。
・風力、地熱は立地が限られ、適地はすくない。地熱発電は安定しているが立地に適した場所は少ない。
・太陽光は簡単に設置できるが、得られるエネルギー密度は低く、広大な場所が必要。また、太陽光発電は、設備容量の１２％しか発電できない。＝＞不安定でバックアップ電源が必要なだけ
でなく、太陽光で発電した電力は非常に高価なものに付く。＝＞電気代に乗せると産業競争力を失う。
・太陽光のようにエネルギー密度の薄い電源を多用することは、膨大な廃棄物を生み出すことになる。また、パネルを作るのに投入したエネルギーの何倍のエネルギーが寿命中に生み出せる
のか。ほとんどごみを生み出すだけでエネルギーを生み出せないのではないか。
３．エネルギー　セキュリティ
・過去のオイルショックに懲り、準国産エネルギーとして原子力を推進してきたはず。＝＞イランのホルムズ海峡封鎖発言など、状況はその時よりも悪くなる可能性が有る。
再生可能エネルギーは基幹電源になりえないので、脱原発をしたら化石燃料に頼らざるを得ず、化石燃料の購入に膨大な国富が流出し、日本の経済は今以上に脆弱になる。
４．地球温暖化防止(二酸化炭素排出量削減)
・二酸化炭素排出量の25％削減はあきらめるのか。
・25％削減しても、大気中の二酸化炭素量は増え続け、今より増加速度が下がるだけで、本質的な解決策にならない。本当は排出量を限りなくゼロにしなければならない。＝＞頼りになるのは
原子力しかない。
５．エネルギーコスト
・日本が化石燃料を買い集めれば世界的に、価格は上昇する。＝＞世界中にインパクトを与えるし、日本の経済に大きな悪影響を与える。
・化石燃料は有限であり、2030年と言う中期でなく、さらに長期を考えるとコストは上がって行くことは間違いない。
６．廃棄物の問題
・わが国は年間11億トンの二酸化炭素を排出している。これを薄く広く大気中に放出してしまえば、回収して管理することは出来ず、現世代は痛みを感じないが、地球温暖化という形で後の世代
に付けを回すことになる。一方、原子力の廃棄物は年間せいぜい数千トン？であり、この量であれば人間が管理していくことは可能。二酸化炭素よりもはるかに扱いやすい。
７．安全性を高めた原発を作ることに注力すべき
・津波により、大きな事故が発生したが、これを機に技術の粋を集め、安全性を高めた原発を作ることに注力すべき。そのことが、日本が世界中に寄与できる道である。
・新しい規制組織を作るのはそのためであろう。
８．まとめ
一国が経済的に反映していく上で多様なエネルギー源を持つことが必須。再生可能エネルギーに頼ることは、バックアップ電源の必要性から実質的に化石燃料頼みにならざるを得ないし、実現
できない場合のリスクがあまりに大きい。したがって、エネルギー　セキュリティ、地球環境問題(二酸化炭素排出量削減)、エネルギーコストの面から、2030年時点で原発による発電比率は20～
25％が必要。というか、さらに高い数値を目指すべき。事故がおきて原発に対する厭戦気分が蔓延するのは理解するが、冷静になって、日本が50年、100年先にも繁栄して行けるように、合理
的な判断をしなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

29482 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 再生可能エネルギーに頼る事は、実現できない場合
のリスクが余りに大きい。エネルギー　セキュリティ、
地球温暖化防止、エネルギーコストの面から、２０３０
年時点で、原発による発電比率は２５％以上必要。



29494 個人 学生 １０代以
下

男性 (1)のゼロシナリオを選択します とにかく早く原発は全てなくなってほしい
これからまた事故が起こったら
誰が責任を取っていくのですか？
結局何があっても背負わされてしまうのは未来を担う私たち若い世代です。

貧乏でも皆いっせいにならなんとかなります。
だって戦後はそうだったでしょう？
その中にも幸せを感じることはできたはずです。

自分だけは豊かに暮らしたいと
思う人がいるから
原発はなくならないのです。
お金で買えないものにこそ
幸せが見出せることが多いのに
気づかないのですか？

日本は自然エネルギーが豊かな国です。
原発の出力している分はしっかりまかなえると
計算が出ています。

29495 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロに賛成。今すぐゼロにすべき。今後のエネル
ギー政策に今回の提言や、パブリックコメントをきちん
と反映させること。原発規制委員会の人事等につい
て、中立的で公正な人選を求める。

使用済み核燃料の処分方法は未だ確立されず、核燃料サイクルは失敗続き。ウランの埋蔵量も地球上にたいしてない。大きな事故は人の命を奪うだけでなく、事故の処理に使うエネルギー量
だけでも、発電で得るエネルギーを上回り、全く元が取れない。低レベルの被曝でもＤＮＡを破壊され、障害を残す。百害あって一利なしの核使用は今すぐやめるべきだ。

29497 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオ希望 複数の地殻プレートが複雑に重なり地震に定期的に襲われる日本、原発の至近で地震があった場合、巨大津波に襲われた場合、今後も福島と同じ事故が起きないという確証はありません。

福島にしても災害対策は万全と言いながら、結局は指摘されていたにも関わらず津波対策の不十分さが露呈しました。また他の原発でも、あってはならない活断層の上に建っているなど、原発
の稼動を優先する電力事業者の安全対策軽視は、国の将来事態を危うくするもので許されざるものです。対策不実施・隠蔽には厳重な刑事罰が必要です。

火力発電・水力発電の事故が例え有っても、帰還不可能な土地ができる様な甚大な災害にはなりません。福島北関東広範囲にわたって農業や林業漁業、観光産業、その他各種産業に与えた
被害も他の発電方法ではありえないほど広範囲で長期化しました。福島の避難民の方々の経済的・精神的な苦痛はもちろん、東日本全域の一般市民に与えた精神的な苦痛も広範で看過され
るべきものではありません。

今後、プレートの歪みの蓄積による巨大地震が予想される限りはこれ以上原発の新設は許されるべきではないし、特に、活断層の上にあるもの、津波対策が十分に行われていないもの、老朽
化しているものは即時廃炉にするべきです。

しかも、理想としていたリサイクル燃料としての姿は実現する可能性が見えず、当初のメリットは減衰しています。

国政には原発を諦める勇気が必要です。それは後退ではなく決断の勇気として国民から称えられるものとなります。

29498 個人 自営業 ７０代 男性 原発は現在の技術レベルである限り推進すべきでは
なく、速やかに廃止すべきである。

過去原発は安全であるという神話を信じていたが、今回の福島原発の事故を目の当たりにして、これまで知らなかった事実を知ることとなり驚きかつ反省している。これまで反原発は一部の主
義者?の政治的な動きと見ていた自分が間違っていたことを知らされた。福島の原発により周辺の住民が避難を余儀なくされ、家族がバラバラになったり、家、田畑を失う人が出てきているのに
政府も東電も何ら有効な手立てを立てず、いたずらに時間が過ぎている現状を政府、国会議員、霞が関の官僚たちは何も動いているように見えない。要するにこうした事故に対する対処案が
見当たらない、いやわからないと言うことだろう。特に使用済み燃料の処理については巨大な予算を浪費して、結局有効な方策をいまだに見いだせていない。世界中が同じ状態だという現状
は、やはり、「トイレの無いマンション」と揶揄される所以だ。少なくとも処理方法の技術が確立されるまでは、もう原発は止めるべきだと思う。このような課題を、次の世代に先送りをして好いのだ
ろうか？国家財政の問題先送りに政治生命を賭けるより、今政治家が政治生命を賭けるのはまさしくこの原発問題であり、こんなことを国民に意見を聞いて判断するような悠長な余裕はないは
ずである。これまであまりにも知らなさ過ぎたことを反省するとともに、政府の適正な、責任ある判断を求めたい。早く、本当の意味で福島の除染を急ぎ、避難を余儀なくされている人たちを救済
していただく様切望する。

29499 個人 その他 １０代以
下

女性 (1)のゼロシナリオを選択します とにかく早く原発は全てなくなってほしい
これからまた事故が起こったら
誰が責任を取っていくのですか？
結局何があっても背負わされてしまうのは未来を担う私たち若い世代です。

貧乏でも皆いっせいにならなんとかなります。
だって戦後はそうだったでしょう？
その中にも幸せを感じることはできたはずです。

自分だけは豊かに暮らしたいと
思う人がいるから
原発はなくならないのです。
お金で買えないものにこそ
幸せが見出せることが多いのに
気づかないのですか？

日本は自然エネルギーが豊かな国です。
原発の出力している分はしっかりまかなえると
計算が出ています。

29500 個人 無職 ３０代 男性 2030年度原発0%を選択します。日本は地震活動期
入っています。2030年度では遅すぎるので即刻廃炉
を。

１．日本はもとより世界的にも地震活動期に入っており、日本において原発稼動・設置は適さない。これに加えて、これまでの活断層の有無の判断を見るに判断するための資料が電力会社、ま
たは関連会社が用意したもので信憑性に大きく欠けるものだったこと、また断層の長さの過小評価したことなどの理由がある。
２．燃料の処理方法(燃料再処理施設・高速増殖炉による燃料再利用含む)が確立していない現在、これ以上の核のゴミを生産する原発稼動は許してはならない。「次世代に問題を残してはなら
ない」というがこれこそ「次世代に問題を残してはならない」ものである。
　燃料処理が先送りにされ、それにかかるコストが見えにくくされているが、これを含めた全体のコストを考えた場合、原子力は他のどの発電よりも高コストであり、あまりに不経済である。
３．次にシビアアクシデントが起きた場合、これを受け止める余裕はこの国にはもう無い。
４．福島第一原発の収束も事故原因解明もまだな状態での原発再稼動は認められるべきではない。
５．原子力委員会、原子力安全委員会、原子力安全・保安院の総括なく、原子力安全・保安院のメンバーの規制庁へのスライド、原子力委員会メンバーの規制委員への就任が決まろうとしてい
る。また各電力会社(首脳部はもとより末端に至るまで)にも反省は見られない。この様な体制が存続する限り、原子力政策・利用を預けることはできない。
６．原子力関連施設の稼動は海水温の上昇、低レベル放射性物質の排出、塩素剤の海洋排出等で生態系を破壊している。
７．被曝労働の問題。ウラン燃料掘削工夫、原子力関連施設従業員、付近住民等、彼等に対する被曝。これをヨシとしない。

　我が国は災害大国である。我が国には我が国にあったシステムが必要である。災害などで電気などがストップしても困らないようにオール電化は避けるべきである。ガスはガスボンベかガス
パイプライン(いざという時には各家庭にガスボンベを取り付けられるようにすること)など工夫が必要であると考える。
　先の大地震では「1ヶ月以上もの間停電した」という話もあった。中規模以上の公園・自治会館などの公共施設・災害時の避難場所・小中学校などにソーラーパネルと小型風力発電機とセット
で蓄電器を設置してはどうか。

　熱を電気に、光を電気に変換し遠路はるばる発電所から各消費者へ送るのは大変なロスである。もっと熱は熱、光は光として利用すべきではないかと思う。発酵ガス式のバイオマス発電所で
副次的に得られた温水、あるいは工業施設などからの温排水を各消費者へ供給し、冬季は温水暖房として利用する。需要の低い夏季は低温熱発電で電気に変換しても良い。光は光ダクトなど
で昼間照明として使えば良いと思う。

　「原発が全て止まると江戸時代に戻ってしまう」という言葉が出たが、この言葉から「江戸」と云う都市が「徹底的なリサイクルが成されたエコ都市」であったことを思い出した。またこの時代は
「金は天下の回りもの」といって商家が積極的に「一旦懐に入った金をまた市場に戻し、その還流でもって市場全体で経済発展をしよう」という思想があった。全てが全てを「江戸時代に戻せ」と
は言わないが思想的な意味で「今一度江戸時代に立ち戻るべきではないか」と思う。

29501 個人 学生 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 原発は危険なものであることを日本は身をもって体験したのではないのでしょうか。
世界の国では脱原発によって生活しているところもあると聞きます。
いずれ日本も脱原発をしようと思うのであれば、思い切ってゼロからスタートするぐらいの取り組み方で臨まなければ、いつまでたっても危険なものは日本からなくならないと思います。
日本を安全な国にし、多くの人たちが安心して暮らせる国になるのであれば、そうずるために一人ひとりが何をすなければならないのか見えてくるはずです。

29502 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオを希望します。 　３つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」を希望しますが、２０３０年に原発ゼロでは遅すぎます。
　福島原発事故により地球環境を放射能で汚染してしまった日本としては、すべての原発を再稼働せずに廃炉にすべきです。
　それが無理な場合でも、一部の学者等によってであれ、高いリスクの可能性や、事故になった場合の被害の大きさが指摘されている原発は、再稼働せずに（すでに再稼働してしまった原発は
停止して）廃炉にしてください。
　原発はどんなに安全対策のレベルを上げても、想定外の事故により居住できない地域が出来てしまうほどの被害をもたらすリスクはなくなりません。
　環境へのＣＯ２の排出抑制は地球温暖化対策として重要ですが、環境へ放射性物質をまき散らすことは、ＣＯ２をまき散らすことよりもはるかに悪いです。
　原発稼働によって生じる放射性破棄物は、隔離は出来ても無害化することは出来ません。
　これらを考えただけでも、一刻も早く原発ゼロを達成するべきです。
　また、放射性破棄物の再処理によってプルトニュウムを取り出すことにも、同様の理由で反対します。

29503 個人 自営業 ６０代 男性 原発はいらない。 そもそも、原発が今後何パーセントにしていくかなどどと、国民に聞く内閣の品位が疑われる。
原発を再稼働させることが前提でものごとを進めようとしている。
原発事故がおきた時点で、電気が足りなくなることはすでに分かっていたことである。もう１年半を過ぎる。この間政府は代替えエネルギーについて、アクションを起こしたか？疑問だ。たとえば
１．新築の家には必ずソーラーパネルを設置。
２．１に加えて家庭向けの風力発電装置を設置。（蓄電池を含む）
３．各自治体に大規模風力、ソーラーを義務付
４．各温泉地に地熱発電所を設置。
５．電力の発送電の分離
６．太平洋に眠る、メタンハイドレード開発
７．日本海に眠る、石油の開発
ざっと思いついただけどもこれだけある。
新幹線を作るよりこっちが先だろう。
また、東電は清算して国有」とし、解体して売却。
発送電分離のスタートにすべきである。
福島第一発電所は燃料を取り出すなんて夢みたいなことを言ってないで、
全体をコンクリートで固めてしまえ。除染を含めてできないことを、時間をかければできるような言い方はやめなさい。原発近隣の人たちは２度と帰れないんだから。謝罪と補償を国がやるべき
だ。

原発ゼロシナリオ」を支持します。
理由
1 持続可能な社会形成に原子力はそぐわない
2 我が国のエネルギー自立と安全保障に反する
3 再生可能エネルギーの推進を妨げ、新たな雇用創
出を阻む

「原発ゼロシナリオ」を支持します。
理由
1  持続可能な社会形成に原子力はそぐわない
持続可能な社会のトリプルボトムラインである「環境」「経済」「社会」の全てに原子力発電は大きなマイナス効果を及ぼしている。環境の要素では、今回の福島第一原発の大事故に象徴的に表
れている核汚染である。非常に長期にわたり広範囲に放射能汚染を及ぼし生態系への深刻な影響を与えることは明白である。
また気候変動防止にもかえって悪影響を与えている。気候変動防止には化石燃料から再生可能エネルギーへのエネルギーシフトと低エネルギー消費社会への転換が不可欠であるが、原子力
発電はこれまで、再生可能エネルギーへのシフトを妨げてきた（民間投資の妨げ、国民の関心そらす、政府のエネルギー開発予算の原子力発電への圧倒的傾斜など）し、これからも原子力を
用いるとなると同様のこととなろう。
経済の要素では、再生可能エネルギー関連産業、低エネルギー社会構築関連産業の成長の妨げとなる。スマートグリッドも含めて、この分野は極めて大きな将来性のある分野である。しかし、
原子力発電を続けることはこれらの分野の成長の妨げとなり、日本の国際競争力の低下にもつながる
社会の分野では、福島第一原発の大事故でより明白になったように、原子力発電は立地自治体の自立を妨げ、また大電力消費地と原発立地地域との社会的な格差と相互に他者に依存せざ
るを得ない歪な社会をつくる。さらに福島第一原発の大事故により、超長期にわたって故郷を失い、地域を分断され、生活を破壊された人を生み出したように、人間のコミュニティそのものを破
壊する。

2  我が国のエネルギー自立と安全保障に反する
原子力発電は、我が国のエネルギー自立と安全保障のために必要だという主張が電力会社や原子力ムラの人々からなされるが、これは全く誤った考えである。原子力発電に必要なウランは
海外資源であり輸入に頼らざるを得ない。核燃料サイクルの技術は世界的に見ても未確立で、より大きな核汚染の危険を伴う。
我が国のエネルギー自立と安全保障には、我が国にあるエネルギーを基盤とする必要がある。我が国にあり、しかも気候変動の原因となる温室効果ガスの発生を大きく低減できるのは再生可
能エネルギーである。環境省等の調査データをもとに、賦存量ではなく厳格に実際に立地可能な再生可能エネルギー量を見積もったところ、陸上風力発電だけで2010年に日本の全原子力発
電所が発電した電力量に匹敵するとなった。これに海上風力、太陽光、太陽熱、地熱、バイオマス、小水力、波力、海流等の再生可能エネルギーのポテンシャル量を考慮すれば、日本はエネル
ギー資源小国どころか再生可能エネルギー大国にもなれる。エネルギー自立と安全保障を唱えるなら、原子力はゼロにし再生可能エネルギーの推進に投資と技術を傾注するように政策の転
換が必要である。

3  再生可能エネルギーの推進を妨げ、新たな雇用創出を阻む
すでに再生可能エネルギーによって全電力の20%を賄っているドイツでは、それによって既に38万人の雇用を創出している。またメルケル首相は、2020年にはドイツで最も雇用数が多い自動車
関連産業と同じくらいの雇用を、再生可能エネルギー関連産業は創出するであろうと明言している。人口、ＧＤＰとも日本の約2/3のドイツでこのような雇用が生まれるなら、日本ではより大きな
雇用創出につながることになるであろう。また再生可能エネルギー推進に必要となるスマートグリッド化も大きな新しい事業と雇用を生む。
それに比べて原子力発電の雇用は限られていて、しかも地域雇用の多くは被曝の危険を伴う作業である。
これまで我が国は、原子力ムラに集う企業、専門家、官庁、政治家等により意図的に原子力の安全神話、安価が喧伝されてきた一方で、再生可能エネルギーを過小評価してきた。また九電力
会社による地域独占より、再生可能エネルギーの推進のための社会制度が全くと言っていいほど作られてこなかった。そのため、日本の再生可能エネルギーの投資と技術開発はすすまず、世
界的にも非常に有望な産業の育成と雇用創出を逃してきた（我が国の2010年の再生可能エネルギーの投資額はＧ20中11位という酷い状況である）。また国のエネルギー関係の研究開発予算
も大半が原子力に注がれてきた。このように原子力は再生可能エネルギーの推進を妨げ、新たな雇用創出を阻むものでもある。

以上、まだ多くの理由があるが、日本の将来、世界の未来を考え、生命を大切にするなら2030年を待たずに即時に原子力をゼロとし、再生可能エネルギーの飛躍的拡大を進めるべきである。
なお、再生可能エネルギーの飛躍的拡大に際しては、地域の主体性を大切にし、志なき企業の参入により地域が混乱を起こさないような政策、社会的枠組みが必要である。
また併せて、多大な弊害がある電力会社の地域独占を早期に廃止「分割民営化」し、新規事業者、市民共同発電等の参入の障壁をなくす必要があることを付け加える。

29496 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等



29504 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)のゼロシナリオを選択します

すぐにでも原発を全てなくしてほしい！！
原発は政官財だけのためのものだ！！

とにかく早く原発は全てなくなってほしい
これからまた事故が起こったら
誰が責任を取っていくのですか？
結局何があっても背負わされてしまうのは未来を担う若い世代です。

貧乏でも皆いっせいにならなんとかなります。
だって戦後はそうだったでしょう？
その中にも幸せを感じることはできたはずです。

自分だけは豊かに暮らしたいと
思う人がいるから
原発はなくならないのです。
お金で買えないものにこそ
幸せが見出せることが多いのに
気づかないのですか？

日本は自然エネルギーが豊かな国です。
原発の出力している分はしっかりまかなえると
計算が出ています。

29505 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を指示します。 千葉県東葛地域は福島第一原発から２００km地点にありながら、放射能汚染が起こり”ホットスポット”になりました。初期の被曝の影響がどんな風に子どもたちの将来に出るのか、誰にもわか
りません。本当に悔しいです。
放射能は、知らないうちに私たちに忍び寄り、小さな子どもたちからその健康や命を蝕んでいきます。生命と共存することは出来ません。

子どもたちの未来にきれいな日本（世界）を残すために、
再稼働しないでください。
大飯原発の再稼働を中止してください。
全ての原発を直ぐに廃炉にしてください。

原発の過酷事故は、一度起こしたら責任は誰にもとりきれません。
福島原発の事故の処理に、私たちの税金が一体いくら投入されるのですか？
過酷事故がもう一度起こったら、その時は税金をいくら使うのですか？
「原発事故は起こらない」という安全神話はもう通用しません。

原発を動かすだけで生み出され続けている「放射性廃棄物」の行き場は地球上にありません。
未来に処分を押し付ける無責任は、今すぐ止めてください。

原発以外で発電してください。今でも十分出来るはずです。
自然エネルギーに転換できるよう、政策を進めてください。
地域分散型の発電を奨励するよう、政策を考えてください。

子どもたちに、放射能汚染の無い、あたり前の未来をください。

29506 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)のゼロシナリオを選択します

すぐにでも原発を全てなくしてほしい！！
原発は政官財だけのためのものだ！！

とにかく早く原発は全てなくなってほしい
これからまた事故が起こったら
誰が責任を取っていくのですか？
結局何があっても背負わされてしまうのは未来を担う若い世代です。

貧乏でも皆いっせいにならなんとかなります。
だって戦後はそうだったでしょう？
その中にも幸せを感じることはできたはずです。

自分だけは豊かに暮らしたいと
思う人がいるから
原発はなくならないのです。
お金で買えないものにこそ
幸せが見出せることが多いのに
気づかないのですか？

日本は自然エネルギーが豊かな国です。
原発の出力している分はしっかりまかなえると
計算が出ています。

29507 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーを拡大すべ
きです。そのことが、すべての人の幸せと新しい日本
の経済成長にも寄与するはずです。

田舎に住む人を犠牲にするような現在のエネルギー政策には到底賛成できません。絶対安全というならエネルギーの大消費地である都会のど真ん中に立てるべきである。

29508 個人 その他 ４０代 女性 〔日本のエネルギー選択 ３つのシナリオ〕について、
「ゼロシナリオ」を強く希望します。

そもそも、原発を導入したこと自体、最初から大間違いでした。
日本のような地震大国には、原発は危険が大きすぎます。
「いつ起きてもおかしくない東海地震」を考えても、原発は、絶対に反対です。
時間がかかるのはわかりますが、2030でも遅すぎると思います。

東日本大震災での原発被害に、いまだ解決を見ないこの状況で、
原発の再稼動や工事の再開など、なぜ持ち出せるのでしょうか？
政府や東電は、本当に責任を感じているのでしょうか？

原発は、絶対に廃止すべきです。

また、東日本大震災の被害がいまだ解決を見ないこの状況で、
しかも電気料金値上げといいながら、
東電職員のボーナスなど、とんでもない話です。

29509 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力「ゼロシナリオ」に賛成します。
広島・長崎・福島。
これ以上、日本に放射能による被爆の地を増やして
ほしくありません。

私は原子力ゼロシナリオに賛成です。

平井憲夫さんの「原発がどんなものか知ってほしい」（http://www.iam-t.jp/HIRAI/pageall.html）を読みました。
最近では、福島の牛たちの悲惨な状況を写した写真展を見ました。

意見の概要にも書きましたが、これ以上、日本に放射能による被爆の地を増やしてほしくありません。

2010年実績で原子力は26％ですが、20～25シナリオでは現状とほとんど変わらないということ。現状と変わらないシナリオでは、いつまでたっても危険で不安な国のままということです。

本気で日本を安全な国にしようとするなら、経済優先ではない思い切ったゼロシナリオに変えなければならないでしょう。

一時期、原子力発電が全て止まった期間がありましたが、それでも皆生活は出来ていたわけです。
日本の技術力・開発力、あらゆる知恵を集めて原子力に代わるエネルギーを生み出すことも決して出来ないことではありません。

以上のことから、私は原子力ゼロシナリオに賛成です。

29510 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します 今まで高度経済成長に伴い、おおくの電力を消費して当たり前のような国になってきました
でもそれが原子力発電所のおかげであることを、国民はあまり認識できていませんでした
電力会社にまかせきりでほとんど報道されなかったことがひとつだと思います
原子力発電所を建設するときは、数多くの市民が反対運動をしますが、結局絶対安全という安全神話を盾に建設がはじまります
しかし、安全神話は崩壊しました
完全に崩壊しています
そして今日本にある原子力発電所のほとんどが半世紀以上前に設計・立案されたものであり、今の時代に全く反映されていないものだと思います
福島第一原子力発電所の事故処理にこれからたくさんの技術者がとられていくはずです。
今すぐには無理だとわかっていますが、将来設計をたてるなら原子力発電所を作らず、クリーンエネルギーに力をいれていくべきだと考えます
原子力発電所を稼働しても、使用済燃料の保管庫のスペースが近い将来埋まると報道されています
なお、昨年度同様我が家は日々節電を心がけています。国民ばかりが節電しても意味がないと思います。新規建築の商業施設には必ずクリーンエネルギー設備を義務づけるなど、政府主導
で日本をきれいな国にしてください。世界が真似したくなるような国になることが子供たちへのプレゼントです。
宜しくお願いいたします

29511 個人 その他 ５０代 女性 最大限の安全性を担保した原子力は再稼動して2030
年にはシナリオ２or３を目指す。原子力中心の議論で
はなく３案に共通の高い再エネ目標は実現可能か、そ
のためのコスト負担のあり方等も十分に議論すべき。

エネルギー自給率がわずか4％の超小資源国の日本ではすべてのエネルギーの選択肢・電源供給に懸命に取り組むべきであり、1970年代以降の石油危機を経た石油を代替する安定供給の
基幹電源としての原子力発電という選択肢を拙速に放棄すべきではないと思う。反原発デモや各地での意見聴聞会では福島の被災者の方々への共感・罪悪感に端を発する感情論からシナリ
オ１といった早期の脱原発が声高に主張されているが、国家戦略を左右するエネルギー安全保障は最重要課題であり、感情論とは整理して、短期的には最大限の安全性を担保した原子力は
再稼動すべきと考える。そのためには福島の事故の原因究明、各地の原子力発電プラントの事故炉との差異、現段階での出来うる限りの安全対策等について、政府、9月発足予定の原子力規
制委員会には国民に向けた説明責任があり、早急にわかりやすく納得できる説明・情報提供を要望したい。また３つのシナリオでは原子力比率ばかりが俎上に上っているが、(1)全シナリオでの
2030年再エネ比率目標（25～35％）の実現可能性、(2)実現のためのコスト負担の現実性・妥当性（経済状況・税制改革等による国民負担の増大を踏まえると国民、個々の消費者にとって過大
すぎないか等）、(3)再エネ目標達成のためのコスト負担の財源・手法（誰が・どのように負担するのか）、等々についても冷静に十分な議論を尽くし、国民合意を形成すべきである。

29512 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「原発はすべて即0」「即廃
炉」「もんじゅも即廃炉」

火山国である日本は豊富にある地熱発電を促進すべきだ。温泉地は飽和状態にある。人気のない温泉観光地は地熱発電を誘致して町起しをすればよいのではないか。国も地熱発電への補
助を。
もんじゅは百害あって一利なしである。一刻も早く廃炉にするべき。

29513 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 『「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する御意見
の募集』の件

１、 0％（原発を全部無くす）
大企業だけではなく、個人宅、個人営業店の節電をもっと徹底し、自然エネルギーにシフトしていけば、原発は絶対になくせるはずです。
全世界に迷惑がかかります。一刻も早くやめてください。
よろしくお願いします。

29514 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存０を希望！ 原発依存社会を脱却したい。経済優先の思考をやめましょう。住む人、住む場所がなければそもそも経済などない。安心して住める日本を子どもたちに残しましょう。私たちの未来を消してはい
けません。脱原発依存。０％を希望します。

29515 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電は、日本にとって重要であり、経済の発展
のみならず、国防上においても必須である。

現在、日本が安定的に確保できるのは、唯一核エネルギーであり、当面、経済の成長、豊かな国民生活の維持発展を可能にする上において、他国によるシーレインの封鎖の事態や他国の化
石エネルギー資源に頼りすぎることは、国防上においても非常に危険である。また、ソーラーや他の再生可能エネルギーは、まだまだコスト的みても、量的にも十分な確保は不可能である。
日本の原子力発電技術は、世界でも最も高いものであり、安全性においても優れている。より安全な核エネルギーとするためにも、原子力発電は、推進発展させることは重要である。

29516 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年の稼働原発はゼロとすべき。 エネルギーの浪費を大きくカットし、省エネ推進と自然エネルギーの早急な立ち上げにより、早期の脱原発を実現すべし。

私自身、５人の子どもの父親です。

子どもたちに安全・安心な未来社会を提供するのが私たちの世代の役目です。

狂乱のようなエネルギー消費を抑え、自然エネルギーの迅速かつ早急な立ち上げにより、持続可能な社会へ向けて最大限の努力をすべきでしょう。



29518 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電は今すぐにでもゼロにすべきです。 本当に電力不足になるのか大変疑問です。
経済界が生き延びるための発言としか受け取れません。
広島、長崎、第５福竜丸、そして原発事故、核の恐ろしさを身をもって体験した日本は核に依存すべきではないと思います。
多くの国民は３．１１以降節電を実行しています。
原発ゼロを決定すれば国民は従います。
今の政府、以前の政府は信じられませんが、あっとう的多くの国民を私は信じることができるからです

29519 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を再稼働せず0％にすることを求める。 原発が存在する限り、事故のリスクは避けられない。事故が起こると多大な被害が長期間、広範囲におよぶことになる。使用済み核燃料の安全な処理方法も確立されていない。火力発電を中
心に太陽光、風力、地熱等の再生可能エネルギーへの政策転換が必要。電力市場の自由化による電気料金の引き下げが必要。

29520 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発依存度は０％に。
ピーク時の電力をまかなう仕組みとして太陽光や風
力、地熱などの自然エネルギーの開発を進めるととも
に、家庭用蓄電池を設置できるように補助してほし
い。

私の知人が福島県で教員をしているのですが、原発事故以降、学校も地域も家族もバラバラになっているそうです。放射能の影響がこの5年、10年で現れてくると思われますが、それ以前に今
も進行している心の病が心配です。こうした人にとって「原発再稼働」は、いわば自分たちに起こったことを政府が目にしていないのではないかということ。フクシマを忘れてはいけない。まずそう
思います。
また、先月から朝日新聞などで報じられている原発作業員の「被曝線量隠し」はこの原発という産業で防ぎ得ないものだと思います。被曝限度の線量を軽く超えてしまう現場で働かせること。こ
れは命のやり取りをさせていることにほかなりません。危険な現場で短時間で働く作業員を下請けに任せず、電力会社が丸々一生の面倒を見るならまだ筋が通りますが、そのような労働者を
大勢雇わないといけないとなるなら、原発の人件費は決して安いものではないはずです。逆を言えば、そこまで徹底して責任を持てる体制がないと、安心して原発稼働などできないと思います。
電気料金の値上げが産業へ影響するといわれていますが、そもそも原子力発電が安いものではなかったということ。危険な原発をやめ、自然エネルギーや蓄電技術の向上にお金がかかるな
ら、電気料金をもう少しあげてもいいとさえ思います。国が原発関連で回しているお金を丸々自然エネルギー開発や蓄電池補助に回せば、電力の問題は解決にぐっと動くと思います。
よろしくお願いします。

29521 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １ゼロシナリオ：事故から1年半。被害は甚大で今も収
束していないが電力会社はじめとする原子力村は先
日の意見聴取会のとおり反省するどころか居直ってい
る。彼らから一刻も早く原発を取り上げすべて廃炉
に。

１ゼロシナリオ：事故が起こって1年半。事故の被害は甚大で今も収束していません。しかし、電力会社はじめとする原子力村は先日の意見聴取会を見てもわかるように反省するどころか居直っ
ています。こんな人たちに危険な原発を任せておけません。廃炉作業でさえ任せられません。一刻も早く彼らから原発を取り上げてすべて廃炉にしてください。あんな人たちに任せていたら日本
は滅びます。これはエネルギー問題ではなく日本の存亡に関わる問題です。
　私もつい先日までは原子力村にだって生活があるだろうと思い、10年ぐらいかけて段階的廃炉にすればいいと考えていました。ところが、あの居直りっぷり。そしてあれは一部の意見というの
ではなく、原子力村の正体そのものだったというのがわかりました。彼らもそれだけの覚悟があるから居直ってるのでしょうから、もう配慮する必要はありません。彼らと我々が心中することなど
ありません。

29522 個人 自営業 ２０代 女性 原発を全てリセットするべきだと思います。 今の時代なかなか難しいかもしれませんが昔はないのが当たり前。今は何においてもやり過ぎていると思います。電力にしてもすぐ手に入れられる便利さが私たちをダメにしているからリセット
してみんなに気づかせるべきだと思います。昔の人はすごいとよく言いますがそれが当たり前…。今の時代がおかしいと思います。

29523 個人 その他 ４０代 男性 原発に一切依存しないエネルギー政策への転換を切
望する。
日本人と日本の国土に受け入れられる政策の選択こ
そ、将来世代への最大の遺産である。

唯一の被爆国である日本が、今や世界最大の放射能汚染加害者として厳しい目を向けられている。「日本は目先の利益に拘泥するあまり、多数の被爆者を犠牲にしながら愚かにも未だに何も
学んでいない」と蔑視されているのは（五輪代表の扱いを見ても）明らかである。
かつて福沢諭吉は「国の政治水準は国民の水準を表す」と云われたが、その通り、政治の責任は国民の責任である。戦後の繁栄を享受しながら今日の原発事故＝人災に至る下地が着々と造
られていたことに我々は気づかなかった。
しかし、我々の愛する国土を子孫に残せる選択肢は、これまでの手法ではなく、「原発に一切依存しない」エネルギー政策への転換以外にないことに、ようやく日本人の大多数が気づいた。国民
の健康と安全を守る政策であれば、国民は必ずこれを支持することを確信している。国民の存続なくして国の存続なしーーー企業や諸外国の利益を優先することなかれ。
（これまでのように）利便性ばかりを追及する持続不可能な虚構の繁栄など望まない。日本人は「身の程・身の丈に合った」謙虚な生き方を選ぶことで、地に堕ちた国の信用を少しずつ回復して
ゆけると考える。
日本人と日本の国土に受け入れられる政策の選択こそ、将来世代への最大の遺産である。国民の安全を守ることは為政者の使命である。賢明な政治判断が今、求められている。

幼い子供を持つ親として（４０代医師）

29524 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発0%へ政府が舵をきる様､考えを改める事を望みま
す｡

日本の原子力政策は国が安全と国民に謳い続け電力各社と共に
推し進めてきましたが､福島の事故により､100%安全等無い事が
国民の知る事となり､原子力､ 放射能の脅威は､人間並びに地球上
の生命､環境に計り知れない影響を及ぼす事の対応が今の技術では､
難しい状況である事｡
更に原子力発電に伴い出る核廃棄物の処理も起動にのっていない今日の
状況では､  これ以上原発を推進する事は危険と考え代替えエネルギーへの
転換を推進する時期にきたことを物語っていると考えます｡
5年～10年以内に現在の原子力発電所の廃炉をし､ 他の発電システムへ
推進した方が良いと考えます｡
全世界で他国の原発と地震大国の日本のでは条件が同じとは言い切れないし
国は原発の安全対策をこれからもしていくと言うでしょうが､
狭い国土で一旦､原発の事故､災害が起こってしまうと､取り返しの
つかない状況になると考えます｡

29525 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 臨月を迎え、生まれてくる子どもの将来を考えると、日
本のエネルギー政策に原発を加えることには反対で
す。０％でお願いします。核廃棄物の問題が解決して
いない状況で、稼働すること自体が無計画で無責任
です。

　いまだ水俣病事件が解決していない、水俣市で生まれ育ちました。チッソが垂れ流した水銀を食物連鎖を通して取り込んだことにより失われた命や健康は、誰がどうあがいてももとに戻すこと
はできません。半世紀以上が経った今も、苦しんでいる患者の方はいらっしゃいます。認定制度や救済策から漏れてしまった方々も同様に、健康被害に悩まされる日々を過ごしています。そん
な現実を見てきました。
　今回、起きてしまった福島第一原発事故。ここで放出されている放射能に関しても同様のことが言えると思います。これから先も海や大気中の放射能が食物連鎖を通して人間の体に取り込ま
れていくことでしょう。放射能が安全ではないことは誰の目にも明らかです。１００％事故を起こさないなんてあり得ません。もうすでに汚染されてしまった日本列島を、これ以上、汚したくありませ
ん。少しでも綺麗な環境を次世代に残していくことが今を生きる私たちの責任だと思います。

29526 個人 その他 ６０代 女性 原発はただちに０％にする。 福島の事故を体験して、原発の恐ろしさと負の遺産を残すことに、今の時代の大人として、未来を担う子供たちへの責任を感じた。
エネルギーは足りているという試算は、様々な学者が出している。
また、緑の産業（廃炉産業・修復産業）などや自然エネルギーなどの産業を発展させることで経済の緩やかな発展が期待できる。世界に先駆けてそういう国つくりが、今日本に必要であり、それ
が原発投下国日本・３・１１の原発メルトダウン国日本の唯一の生きていく道だと思う。

29527 個人 その他 ６０代 男性 人類は原子力を完全には未だコントロール出来てい
ない。人類がこの地球上に住み続けることを可能にす
るためには原発は将来的には０にすべきです。

大飯原発の再稼働も早急すぎます。福島原発事故の原因究明がなされぬまま、安全対策も不十分のままです。国民の安全を守ろうとしているとはとても思えません。
既存の原発運転するにしろ想定外の無い安全対策を施し、耐用年数で運転を停止し、廃炉を確実に行うことが大切です（核廃棄物の最終処分はどうするのでしょうか、教えて下さい）したがって
原発への依存度は少しずつ減少して行くことになります。
そのためには今脱原発の方向性を明確にし、新たなエネルギー源の開発を促すべきです。そのことにより新しい技術開発や産業が発展すると思います。日本再生にもつながります。

29528 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します

原発はいらない！！

とにかく原発は要りません。
地震が多い日本、自然の力に悩まされることも多いです。
だからこそ
せっかくだから自然の力をお借りしましょうよ！

技術が優れているのに
いいことに使わなくて
気持ちよくなりますか？

どうだ！いいことしてるだろう！
と世界各国に胸を張れる技術が
たくさんあるはず。
眠っているはず。

人間はいいことをしているときの方が
モチベーションがあがるんだそうです。
であれば自然エネルギーの転送の開発、設置など
時間も技術も費用も
見積りよりたやすくできるかもしれませんよ！

原発で利を得るのは
市井の人々ではありません。

29529 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを決定し原発立地市町村には新しい地
域経済復興の施策を実施することを求めます

一度汚染された土地は元に戻りません。原発に頼らないで生活できる環境と条件を整えることが、政治の最優先課題です。

29530 個人 自営業 ７０代 女性 ゼロシナリオを選択する。２０３０年を待たず、直ちに
実現すべきである。使用済核燃料の始末ができず、
地震による大事故がいつ起きるかもしれず、労働者
の被曝が避けられない原発は直ちにやめるべきであ
る。

意見の理由は以下のとおりである。
第１に、福島の事故原因が解明されていない。同様の、あるいはそれ以上の地震が日本中のどこで起きるか判らない。しかも今は、地震の活動期である。配管が複雑に取り巻いている原発が
大地震で壊れることはむしろ自然である。
形あるものはいつか壊れるが、壊れた時に、人が修理するために近づくことさえできないのが原発である。やめる以外に選択肢はない。
第２に、使用済み核燃料をはじめとする放射性廃棄物の始末ができない。
この狭い国土、美しい国土のどこを核のゴミ捨て場にできるだろうか。すでに日本は核のゴミを大量に抱えてしまい、今の大人たちに出来ない難題を子どもたちに負わせてしまっている。一刻も
はやく、さらなるゴミの排出を止めねばならない。
第３に、平常時でも、そのメンテナンスには労働者の被曝が避けられない。他人の命や身体を犠牲にしなければ得られないものは、たとえいかに欲しくても諦めなけれなならないのが道理であ
る。

電気は、別の方法でもつくれる。どこまでも際限のない経済成長はありえない。どこかで、発想を切り替え、足りなければ足りないなりの暮らし方を見つけていくべきである。このかけがえのない
地球、私たちの日本を滅亡させてはならない。今こそ、政治の英断が望まれる。

現在ある発電
【火力】
●コスト高い　●安定供給できるか？　現時点では、燃料を輸入できても、他国の政治状況・紛争等で海上ルートが封鎖される可能性が考えられる。

【水力】
●八ッ場ダムを建設中止にしたり、今現在どういう状況なのか？　計画性がないにも程がある。

【風力】
●土地の狭い日本には向いていないらしいが？設備投資？賄える電力は？

【太陽光】
●設備さえすれば、ただで電気が使えそうな印象だが。
●今でも太陽光は電力の買取価格の方が高く、売電価格の方が安い。　電力会社は太陽光で損をしている。　収支が成り立たない。普通の会社であれば、太陽光比率を上げることは、経営とし
てありえない。　なぜ損をするような買い取り価格に国が介入するのか？実質、国営なのか？赤字になれば、税金投入か？

■『たかが電気』という方もあるが、今の日本に電気は必要です。

■これから原子力発電に代わる新しい電力がすぐに出来るのだろうか？
だとしても、コスト面、初期投資。人材教育。など必要になる。

■多数の意見が必ずしも正しいとはいえない。マスコミは、公器として公平な立場で、責任を自覚して報道すべき。反原発よりの報道ばかり。報道で世論を誘導？

■菅前総理が、“脱原発”を煽った責任は重大。思いつきとしか思えません。電力の専門家ですか！？
国防を含めて、国民の『生命・安全・財産』を守るのが、税金を集める理由でしょう？

■６７年前原爆投下の被害を受けた日本であるからこそ。二度と悲劇を起さない為にも、原子力の平和利用を世界に発信すべき。

■現に『平和を愛さない隣の大国』は、核兵器を大量に保有している。

■ウイグル、チベットなどを侵略していることをマスコミは報じない。日本の国民は、事実を知らされないまま平和ボケの中にある。
反原発は、お隣の大国に向けて、まずすべき
。

■アジアの国々の為にも、原子力発電は抑止力として遺すべき。と考えます。
原子力発電の技術は、世界最高の日本。海外に輸出をしているんですね？

■エネルギー資源のない日本。
この度の原子力発電所の事故を教訓として、さらに安全性を追求し、今は、原子力エネルギーも使うべき。

■将来に係る問題である。
子孫に、高額な電気代、不安定な電力供給体制を遺さないように。

電気エネルギーの専門家、国を預る選ばれたみなさま、賢明なご決断を願います。

日本国の未来のために　　・・・隣国の植民地などならないように

29517 個人 家事専
業

５０代 女性 脱原発に反対。そもそも福島原発は、当初予定通り高
台にあれば、津波被害は免れたのではないか？　な
ぜ予定の場所より低い場所にしたのか？　今現在、
原発以外に『安定的に』『電気代を安く』供給可能な発
電はない。



29531 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 地婦連はヘアスプレーの脱フロン化をいち早く提案
し、詰替用品の普及・省エネラベリング制度の必要性
を訴え、実現させた実績を持つ団体です。一層の省エ
ネと地域の創エネ推進を心掛け、ゼロシナリオを選択
します。

「私たちはゼロシナリオを選択します。」

　　福島第一原発事故による、取り返しのつかない放射能汚染被害と今なお苦しむ多数の人々を忘れることは出来ません。捨て場のない原発からの廃棄物処理問題も深刻です。さらに地震列
島の我が国では、地質学者は各地にある多くの活断層が連動する可能性を指摘しています。原子力発電は重大事故が発生すると余りにも過酷な事態を生じ、賠償を含め膨大なコスト負担を消
費者に強いるため、次の世代には残し難い電源です。なるべく速やかにゼロにする必要があります。
昨今、残念なことに極端な大雨・竜巻など地球温暖化による異常気象で災害が多発する一方で、ようやく固定価格買取制度がスタートし、環境負荷の低い再生可能エネルギーの積極的な導入
が模索されています。我が国では温暖化対策の上でも、電力システム改革と並行する形でエネルギーの地産地消を飛躍的に推進する必要があり、今後これらの小規模電源の分野は国民の期
待を背景に大きなマーケットとなることは必至でしょう。
また火力発電への依存度を抑え、化石燃料の消費量や調達コスト、発電コストを少しでも抑制するためには、既存の高効率な新技術の導入が急がれるとともに、蓄電池の開発や省エネ型エネ
ルギー産業の新規参入が期待されます。
ゼロシナリオを選択する場合、私たち消費者は暮らしの中のエネルギーのムダ使いを再チェックし、出来るところから創エネに心掛けることが求められます。さらに、多様化する再生可能エネル
ギーの安全性はもとより、電気料金の適正化問題についても監視します。果たして料金が妥当かどうか、総括原価方式の見直しを行い原価の透明性を確保する必要があります。
　

29532 個人 その他 ６０代 女性 国が電力会社から原子力発電を買い取って、停止の
ままとし、財源に応じて順次廃炉しにしてほしい。但し
1-2基は用心の為に例外として廃炉にしないでほし
い。

国の原子力発電の買い取りは、一度に全部とは云いません。予算を立てて危険度が高い原発を順次買い取っていってほしい。以下がその趣旨です。

(1)原発を止めると電力会社の資産が減り倒産する会社も現われると聞きます。国が買い取ることにより電力会社に資金の余裕が出来電力会社も新しいエネルギー開発に参入することが出来
ます。また、買取約束ができていたら、国が直ぐ買い取らなくても国への債権となり、電力会社は倒産することはないでしょう。

(2)関西電力は原発を再稼動させたい為、電力不足を言い立ててきましたが、この電力不足量がどんどん変り情報を正しく公にしていません。国が原発を買い取る事により、原発を再稼動する
口実に電力不足を言う必要がなくなり、情報の公開を行いやすくなり、本音の議論が出来るでしょう。

(3)このような条件の下で原発を速やかに止めるが、1か２基を用心の為いつでも再稼動できる状態にしておく。今の段階で、電力会社間で電力を融通すれば、電力は足りると思います。そして、
再生可能エネルギーが徐徐に化石燃料発電に取って代わってくるでしょう。しかし、何が起るかわからない世界情勢ですので、一番安全な原発１基か2基を残しておく事にしたらどうか、と思いま
す。

最後に、私は電気代の値上げでこれらの費用を賄うのではなく、原発廃炉増税により実現して欲しい。財産税等富裕層の個人に、より負担が掛かるような税の新設を望みます。
29533 個人 会社員・

公務員
５０代 女性 原発は0％とすべきです。それが賢い人類の選択だと

思います。
特に日本人である私たちは広島、長崎の経験があり
放射能の恐ろしさを一番知っている国民です。

日本は今回の福島の事故で、万全と思える安全対策をしてもなお予想できない事態が起こるということを体験しました。
ましてや放射能は目に見えず、また無害になるまでに地球規模の年月がかかります。到底人間の手に負えるものではないと思います。
今の時代の人びとが作ったものが後世の人びとにどんな影響を及ぼすのか想像もできません。後世に責任が取れないようなものは手を出してはいけないと思います。原発を地球上からなくす
べきだと考えます。

29534 個人 自営業 ４０代 男性 原発０％を支持。2030年ではなく即時全停止を強く訴
えます。

311以来、今日にいたるまでに、多くの国民が放射能に苦しみ、恐怖し、悲しみ、ついにはたがいに憎しみあうまでになりました。
しかしその代わりに、ひとりひとりが多くのことを学びました。
ひとつ、安全な原発などありえないこと。
ひとつ、福島第一原発からの放射能漏洩はとまらないこと。
ひとつ、福島ではいまなお子どもを含む多くの人々が被ばくを余儀なくされていること。
ひとつ、放射能汚染は福島のみならず関東圏にまでおよび、いわゆる放射線管理区域となっていること。
ひとつ、このままなんの手段を講じなければ上記地域において甲状腺がんや白血病をはじめとする健康被害がおもに子どもを襲うこと、そしてこれから生まれてくる子どもには奇形のリスクが高
じること。つまり未来そのものが閉ざされること。
ひとつ、かように非人間的である原発が、実は電気エネルギーのためではなく、電力会社の利益のためにのみ存在していること。
ひとつ、現時点で原発なしでも電力は充分足りており、電力不足および計画停電などがすべて脅しにすぎないこと。代替エネルギー云々せずとも、即時全停止できること。
ひとつ、その即時全廃を実行しても、日本は半永久的に核のゴミという十字架を背負わねばならないこと。にもかかわらず原発を動かし続けるということは、核のゴミをいま以上に増やし続ける
こと。
ひとつ、原子力の推進および奨励が、連綿と続くアメリカの政策にもとづくこと。
ひとつ、非核三原則などもよとり方便であったこと。
他にもあげれば枚挙にいとまがありませんが、最後にもうひとつ。
あるいは知らないままのほうが幸福だったかも知れないこれらの事実を知った国民は、それぞれの立場において小対立することはあっても、「対原発」という命題においては固く結束し、今後い
かなる圧力にも屈することなく、断固として反対の声を上げ戦い続けるであろうこと。

以上の理由で原発即時全停止を主張します。

最後に、ひとりの子の親として私情を記しておきます。
おまえたちは子殺しだ！

29535 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ！！に賛成です。 原発ゼロ！！
地震国日本、何を考えているのでしょうか。絶対やめるべきです。
国内で処理に困るような、廃棄物を増やすのも問題です。
もっと、自然エネルギーに力を入れお金を掛けて欲しいです。

風力は、維持費がかかることもあるとききます、
太陽光をもっと取り入れてはどうでしょうか。

チェルノブイリ後のヨーロッパのどこかの国の原発ゼロをTVで見ました。
太陽光と水力発電だったようです。
動いたのは、１人の母でした。
子ども達の未来を思うと、安全さを追求するべきです。

国会議事堂や都庁の屋根に太陽光発電を設置し、
お手本を示してもらえませんか。

原発反対、目の前の利益や便利さで、安易に動いて欲しくないです。
もっと、じっくり考えて、原発以外の方法で日本が頑張っていきましょう！

29536 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０にすべき。 福島の原発の件があれば、誰しも原発廃止を思うのは当然では無いでしょうか？
先人たちが守ってきた、この極東の島を生物が住めなくなってしまったら、どうするつもりですか。自然発電に切り替えることを望みます。太陽光発電、地熱発電、風力発電それらの新規事業に
シフトし、原発利権があるのなら、それらに関わる人たちを自然エネルギー事業に転職させれば、いいのではないでしょうか？日本のではなく、世界から原発はなくすべきと考えます。原発技術
を輸出するのではなく、自然エネルギー技術の先駆者となりそれらを、世界に輸出すべきです。良い機会ではないでしょうか？日本はスピーディーな決断が出来ずに、後手後手に回る事が良く
あると思います。今回はそんな猶予は有りません。江戸時代は電気はありませんでした、しかし人間は生きてきました。電気は今の生活になくてはならないものになっています。電気を得るため
に、命を危険にさらし、電気は空気のように当たり前と思ってきた現代人は目覚めたのではないでしょうか？電気の前に命あってのものではと。原子力は人間の領域ではないような気がします。
日本人が古来から抱いていた、自然に対する畏敬の念を、いまこそ復古すべきです。

29537 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ０％にすべきです。原発は事故が起きたら人間の力で
は制御できないことは福島が証明しています。そんな
危ないものに頼る生活はやめてください。

１５％、２０～２５％は新たな原発建設、再稼働前提の案でありそのことに触れられていません。電力が足りないと言って再稼働を強行しましたが嘘であったことは明白です。福島で起こったこ
と、正確な情報も知らされず被曝した国民、避難途中で失われた多くの命、捜索に入ることもできずに放置された多くの命、「グローバル化」を言う前に守るべきは国民の命と暮らしです。まず、
原発ゼロから再生可能エネルギーを全力で取り組むべきです。

29538 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 安全性とそれに係わるトータル的なコストの面におい
ても、「ゼロシナリオ」が妥当であり、国民の生命を危
険にさらすようなエネルギー政策は一刻も早くやめる
べきである。

原発に関しては、災害や老朽化によるシビアアクシデント対策が十分ではないことが専門家によって指摘されていたが、すべての対策を行うとコストがかかるということで、十分な対策がとられ
てこなかった。しかしどれだけコストをかけて安全対策を行っても、絶対に壊れない原子炉を作るのは不可能であり、一度事故が起これば、他のエネルギー源による発電所とは比較にならない
甚大な被害を及ぼすということを、私たち国民は昨年の福島第一原発の事故によって思い知らされた。また原子力発電を続ける限り、放射性廃棄物は生み出され続ける。核燃料サイクルはす
でに破綻しており、これ以上、未来の人々にツケを回すべきではない。よって「ゼロシナリオ」を支持する。
[CO2排出について]
原発は発電時にはCO2を出さないが、核燃料を作る段階や、原子炉を動かすためには電気が必要であり、放射性廃棄物の処理や使用済み核燃料の搬出・運搬、長期に亘る冷却・保管などそ
のすべての過程を含めると、CO2排出量は他のエネルギー源と比べても、決して少ないとは言えない。
[再生可能エネルギーについて]
太陽光・風力発電等の再生可能エネルギーは、普及するまではコストがかかり、設置や維持にかかる費用や電気料金等における負担の国民的理解と合意が必要だが、世界的に需要が拡大し
ており、長期的にみれば再生可能エネルギーの普及に力を入れていくことは、原発に替わる新たな雇用を生み出し、日本経済を活性化させる大きな可能性を秘めている。
[省エネと化石燃料]
関西電力は今夏の電力不足を理由に大飯原発3・4号機を再稼動したが、その後火力発電所を停めて供給量を調整しており、不足どころか余剰状態であることが明らかになった。国民は震災以
降節電に努めており、今後も節電・省エネを実施するとともに再生可能エネルギーを拡大していくことで、エネルギー源における化石燃料の占める割合を下げていくことは可能である。

29539 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力比率については、３つの選択肢の中で15シナ
リオが最も実現可能なシナリオと考える。しかし、共通
の前提である「過剰な省エネと節電量」、「過剰なコ
ジェネの導入量」の想定については、見直す必要があ
る。

20年後の省エネ、節電量、コジェネ導入量をいとも楽観的に過剰に見込んだ上で、原子力の比率を「ゼロ」、「１５％」、「２０－２５％」と単純化して区別すこの選択肢は、国民にエネルギーミック
スの転換がいかにも安易なような誤解を与えるもので、本来あるべき「エネルギー政策」の議論を、原子力比率の人気投票にすり替えてしまっている。

反原発でない人間を「御用」や「ムラ側」と呼ぶなど、魔女狩りのような異常な社会環境で、経済性、現実性を無視した「好き」、「嫌い」だけを基準にした任投票は、決して国民的議論などではな
く、政府の政治責任の放棄である。

しかし、無効票は投じたくないので、敢えて原子力比率として選ぶとしたら、という観点で15シナリオを選択した。既設の原子力発電所については、、活断層などのリスク要因と地点特性に応じた
安全対策を総合的に勘案して再稼動を決めるべき。40年を過ぎたものでも一律廃止ではなく、定量的に評価すべき。また、新規の開発は難しいかもしれないが、建設中のものは最も高い安全
性を備えているはずであり、それが確認できれば運転させるべき。

一方で、共通の前提である省エネ、節電量、コジェネ導入量については、その根拠が基本問題委員会においても十分議論されておらず、事務局のアリバイ作り的な資料が示されているのみ。
（省エネについては、省エネの大家である中上氏も懸念を表明している。）これらについては、具体的な対策と費用を示した上で、経済的に可能なレベルに見直しが行われるべき。

29540 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。２０３０年までのな
るべく早い時期に原発ゼロを達成するというシナリオ
ですが、可能な限り早期にすべての原発を廃止して
ほしいです。

福島で起きた原発事故は今なお困難な状況を抱え、多くの人々の生活と健康を蝕んだままです。原爆を２個も落とされた日本でありながら、一旦制御できなくなるとあらゆるものに計り知れない
ダメージを与える放射能汚染の恐ろしさを、これまで周知することもなく、原発は安全でクリーンでコストも抑えられるとポジティブなイメージだけで推進してきた施策をいま改めなければ、第２第
３の福島がくり返されてしまいます。
自然災害に、テロに、どれほど万全な対策をとっても絶対というものはないのなら、放射能汚染を生む原発は日本に限らず人類は利用すべきではないと考えます。核のゴミの処理すら解決して
いないというのに、将来の世代に大きなお荷物を背負わせておいて自分達の経済発展だの幸福だのを求めるのは大きなエゴではないでしょうか。
日本はさらに少子高齢化が進み、人口縮小の道を進むことは明らかですから、日本経済の行く末は困難なものになるでしょう。原発ゼロにシフトすれば電気代は跳ね上がり、産業界では海外流
出が進んで国内の雇用に空洞化が生じると危惧する声がありますが、だからこそ国を挙げて再生可能エネルギーの研究開発、普及を急ぐべきです。原子力村に注がれてきた巨額のお金をこ
ちらにまわせばスピードアップできるはずです。一個人として、これらの施策のために生活が厳しくなる事態を覚悟しつつ、日本という国が真の意味での国民の生命と生活を護れる国であってほ
しいと願います。

29541 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は、原爆を載せた飛行機に乗ることと同じ。ゼロ
シナリオを支持します。

福島第一の事故で、1号機～4号機まで爆発していたら、これだけの被害では済まなかったはずです。全ての原発を即刻廃炉にすべきです。経済は、国あってこその物です。安全に住める場所
どころか、人間そのものが滅んでしまって、誰が「『経済を守るために』とか『人々の暮らしを守るために』原発を徐々に廃止することにした…」等と言えるでしょうか。災害はいつ来るかわからない
です。原発は即刻廃炉にすべきです。事故が起こった時に、「対策を取ろうとしていた矢先だった…」とよく言われますが、廃炉以外の対策を取ることは、対策を先延ばしにすることと等しいです。
これは、日本だけでなく地球の存亡が掛かっている問題です。原発がなくても電力は充分にまかなえます。それどころが、自然エネルギーの開発が目覚ましく進むでしょう。有名なハーバード大
学サンデル教授の公開講義で、何とハーバード大生が「危険だからと言ってあなたは飛行機に乗るのを止めますか？飛行機そのものを無くしますか？原発を止めるのはそれと同じです。」と
言っているのを聞きました。彼は誤解しています。飛行機の安全性と利便性は他の乗り物よりすぐれているかもしれません。しかし、原発事故で失われるものは、飛行機事故で失われるものと
は桁が違います。原爆を積んでいる飛行機を誰も飛ばさないでしょう。あるいは原子力飛行機を誰も飛ばさないでしょう。それは一旦事故が起こったら、搭乗者の被害だけでは済まないからで
す。次の原発事故が起こって目を覚ましても手遅れかもしれません。今、目を覚ますべきです。

29542 個人 家事専
業

５０代 女性 国へ総力あげて、原発ゼロに舵をきるべきです。この
世で一番大切なのは人の生命だから。

原発ゼロを訴えたいと思います。理由は、この世で一番大切なのは人の生命だと思うからです。経済や便利さは二の次にすべきです。福島の原発事故はまさに人災。原発はゼロにすべきで、
早急に代替エネルギーへの開発に全勢力をつぎ込むべきです。海外では、ドイツの例などを見本に、ゼロへの展望を国民すべてで考えることが肝要で、本来なら、国民投票をすべきと考えま
す。
東京電力は、ＪＡＬのように会社の整理をし、東電の資産を売却し、人件費のみならず、企業年金も３０％カット、送電を分離し、電力会社を複数作る形にする。
東電以外も関西電力はじめ、すべて、一社独占体制を変える方向で進めるべきです。競争のない所に、英知も価値も生まれない。まして、世界一高いという電気料金を引き下げる仕組みが全く
ない現状は、異様であり不健全です。電力会社が、経産省はじめ、官僚の就職先となり、国会議員は官僚の言う通り動き、すべてが円のように回って利権を追っている、まさに、３流の政治、我
欲にまみれた体制が生んだのが、昨年の福島の原発事故でしょう。
本当に日本を変えられる勢力が台頭してほしい、と心から願うばかりの昨今です。

29543 個人 その他 ４０代 男性 原子力ゼロの環境立国を 原発の安全神話はすでに崩壊したことは、国民周知の事実です。
いまだに人間がコントロールできるかのようなプロパガンダはすでに通用していません。
ドイツが福島の事故を見て、すぐに脱原発に舵を切ったように、当事者の日本も決断の時です。
電力会社、内閣、経団連など、推進派の意見は「こころ」の問題を勘定に入れていません。
国力を支えるのは、すべて国民の、こころ、意志、やる気ではないでしょうか？
311後、不透明になっているときに、まず国民が希望をもてるスケッチを描いていただきたいです。
いま必要なのは、脱原発、そして環境立国へ向けた公共投資ではないかと思います。
国民の不安を払拭し、こどもたちに美しい日本を残せるような英断を望みます。

29544 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロを求める。理由：事故による被害の全面性・
回復不可性。日常的な放射能や温排水の放出。作業
員の被曝。放射性廃棄物の管理技術の不存在。15％
シナリオの非現実な前提と使用済み核燃料再処理の
継続の問題。

原発をできるだけ早い時期にゼロにすることを求めます。理由は多岐にわたります。(1)福島第一原発事故が示したように、原子力施設での事故は、被災者の生活の全面的かつ回復不可能な
破壊、広範囲で永続的な生活環境や食糧の汚染、それに伴う発癌リスクの増大や持病の悪化をもたらします。(2)原発は、事故が起きなくても日常的に微量の放射能を含んだ温排水を排出し、
周辺海域の水生生物を死滅させ、放射能の海への蓄積をもたらします。(3)使用済み核燃料の再処理施設は日常的にも原発の数百倍の放射性物質を気体や液体の形で環境に放出し、汚染を
もたらします。(4)原子力施設の保守点検時に大量の作業員が被ばくします。他人の大きな健康リスクを前提として成り立つ発電技術は、倫理に反します。(5)数万年にわたって放射性廃棄物を
安全に管理する技術は存在しません。(6)エネルギー・環境会議の「選択肢」の文書を読むと、原子力の存続を前提とするかのような論拠のみが列挙されていて、エネルギー技術の倫理的・社
会的側面が考慮されていません。(7)「15％シナリオ」の前提は、原発50基の再稼働、稼働率80％、耐用年数40年というもので、どれも非現実的です。すでに福島の10基、浜岡の3基、東通1基、
女川の2基、もんじゅ、柏崎刈羽の7基などが、すでに再稼働不能ないし困難となっています。だとすると、建設中断中の原発の建設が必要になりますが、これは国民の合意が得られません。(8)
「15％シナリオ」は使用済み核燃料の再処理の継続を前提としていますが、これ以上のプルトニウムの発生は無責任です。プルトニウムは強毒性と核兵器転用可能性の高い物質です。これを
消費するための大間原発の建設は無駄です。



29545 個人 自営業 ６０代 男性 原発をゼロにして再生可能エネルギーに転換する。
全ての命の存続形態、ＤＮＡが損傷され農林水産業
の基盤が壊される事態を三度も経験した日本国民に
とって、人間社会と生態系に適合的なエネルギーへ
の移行は必須。

昨年3月12日～15日、福島では原子炉が相次ぎ爆発して放射性物質が広く飛散し、空気や飲料水、土壌などを汚した。その後も海、空、地下水へとヨウ素131等高濃度の放射性物質が流出し、
イカナゴ、茶、牛肉など次々と食品汚染が検出された。福島原発の近隣地域では、生物生産の労働対象である稲ワラ、飼料や農地、漁場など農林水産業の基盤が、半減期30年の放射性セシ
ウムなどで数百年という長期にわたり汚染されてしまった。利潤（ベネフィット）-コスト（費用）を生命、生態系にたいする安全性、適合性よりも優先させるという資本の市場原理主義が引き起こし
た結果であった。

放射性物質の摂取は、人をはじめ動植物すべての命の存続形態（DNA）を損傷して、細胞の健全さと成長を阻害してしまう。生命を生産する基礎産業、農林水産業の条件が壊されるという未曾
有の深刻なことが日本で三度起きてしまった。これ以上起こすと日本国民の生命、生産基盤、生態系に数百年にもおよぶ深刻な危害が及ぶ。

「核の平和利用」という名の下に米国から日本に原発を持ち込み、「原発利益共同体」を形成して「安全神話」を作り、推進してきた人達には、ここに立ち至っても、原発が「時間的、空間的、社会
的に異質の危険性をもつ」ことが理解できず、この継続と、あまつさえ、惨事復興や輸出による利潤追求さえをも画策している。彼らには安全で安心な、自然と人間社会との適合的な物質代謝
（循環）が持続的な社会の発展にとって必須だということが分からず、利潤第一主義の害悪に毒されきっている。こうした勢力に対する社会的規制が必須の課題となっている。

29546 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発断固反対。原発『ゼロシナリオ』支持。 国民の生活を守るとかいって放射性廃棄物はどうなるんですか？
今後何万年、誰も責任を取れない問題であるのに何故まだ原発を使用するのですか？地球は自然は日本の政府が破壊して良いのですか？
人間は電気が無い時代から生きてきました。電気が無くても生きられますが、
自然が無ければ生きて行けません。
野田首相は国民の声を無視してパフォーマンスのみでこれからも無視
し続けると思います。これから放射性廃棄物やセシウム、プルトニウム、
その他等、原発のせいで大勢の人間が苦しむ事を考えると、
僕は野田あるいは日本の政府がテロリストにしか思えません。
麻原彰晃よりたちのわるい日本史上最悪のテロリストで人殺しであると思います。
金のためでは無く地球のため子供の未来のためをどうか考えて欲しいと
心から思います。原爆で吹き飛んで全てを失っても、やり直して来た日本人。
原発が無くなれば必ず新しい物を創造するのが日本人だと思います。
大人しい日本人を我慢の限界にまで追いつめないで下さい。

29547 個人 その他 ４０代 男性 原発はすぐには無くせないと思いますがせめて１０年
～１５年くらいの目標を持って原発をゼロにするべき
です。

私は以前から原発に対しては東海村の施設でも臨界事故、高速増殖炉もんじゅでのナトリウム漏れ事故など危険と隣り合わせの技術だと思っていました。しかし、チェルノブイリみたいな本当に
深刻な事故までおこることなど思いもしませんでしたし、原発をゼロにして電力をまかなうことなどできるのかという思いもありました。しかし、福島原発の事故はそうした私の思いだけでなく全国
民の考え方を一変させたと思います。事故以降、国民の原発やエネルギーへの考え方も大きく変わったと思います。今や政府や電力会社の「安全神話」など誰も信じませんし「安全だ」といわれ
ても信用ができません。子育て中の私も含め、放射能汚染への不安は今後何十年と続きます。そんな中、国民の多数が反対しているのに原発の再稼働を行ったことで不信はさらに広がりまし
た。政府は国民の意見に耳を傾けるべきです。今、本当に原発が必要なのか考えるときです。いったん過酷事故が起きればその影響は私たちの想像を超えた時間、空間で広がることが福島事
故で示されました。仮に今後事故が起きないとしても高レベル放射性廃棄物の管理など誰が責任を持てるのでしょうか？世界では原発見直しが広がってきています。インターネットで見ましたが
日本の地熱エネルギーの潜在能力は原発１２０基分に相当する研究結果もあるそうです。しかし、国有地などの制限で開発できないとのこと。こういう分野こそ規制緩和して再生可能エネル
ギーに力を入れるべきです。風力、太陽光などまだまだたくさんあります。こうした開発に政府や電力会社が総力をあげて原発をゼロにすることを目指すべきです。私たちも日常生活のエネル
ギーの使い方を考えなくてはいけません。

29548 個人 その他 ２０代 女性 原発は即刻廃止、全機廃炉にすべきと考えます。
3つの「エネルギー・環境に関する選択肢」から選ぶの
であれば、ゼロシナリオを支持します。

私は原発で働きたくありませんし、大切な人に原発で働いてほしくありません。
いのちより大切なものはないからです。
私は原発の近くに住めません。

29549 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発いますぐ全廃 原発は日常的に放射能を放出しています。
平時でも作業員は被曝をまぬがれません。
廃棄物の処理は絶望的です。
もんじゅは廃棄するしか選択肢はありません。
六ヶ所村の再処理工場は原発一年分の放射能を一日で排出しています。
地震大国の日本で安全な原発はできません。
現存している原発の下、近くに活断層がかなり有るはずです。
一度苛烈な事故が起きると日本は終わります。

そして３月１１日事故は起きました。どんな事があっても起きないと説明されていたのにです。今後福島県を中心に放射能による病気が現れるのは、残念ながら事実です。
福島の東電第一原発４号機が崩壊したなら、首都圏は壊滅します。
そうなると日本は沈没してしまいます。
事故は収束したと野田総理は言いましたが、とんでもないことです。
事実を正確に理解していないのです。
脱原発に舵を切り、様々な電源を作るべきです。
１９５７年以降何十兆という税金が使われてきたはずです。
それらの税金を原発以外のエネルギー開発に振り向けるべきです。
活断層があっても無いことにされたり、小さくされたりしました。
過去の様々な疑惑を公表し誤りを正し、安全な日本にするべきです。
絶対安全な機械は存在しません。もう一度東電のような原発事故で日本は終わりです。脱原発に今すぐ移行して下さい。原発無しで電力は足りていると、政府の機関が公表しているではありま
せんか。

29550 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します 人間が処理できない、ごみを今後も増やし続ければ、我々人間だけでなく地球上のすべての生物、地球が滅びます。

29551 個人 その他 ６０代 男性 ２０３０年における原発の割合は０%でなければならな
いと思います。
休止原発の再稼働をやめ、原発０を一日も早く実現し
てください。

核廃棄物処理技術は現在、未完成です。私たちの現在の豊かな生活を維持するために原発を利用して、多量の廃棄物を出し続け、その最終処理を１０万年後の子孫にまでゆだねるというのは
あまりにも無責任であると思います。ましてや、我が国を含む、世界のほとんどの国で、最終処分場さえも決めることができずにいます。このような状況の中で、核の利用の推進は無責任かつ
無謀なことです。
　核反応と生物は共存が難しい。医療などを除いて核を利用するのをただちにやめ、自然(再生可能）エネルギーに変えていくべきだと思います。

29552 個人 その他 ３０代 女性 一部の権力者の利益のための原発は不要などころ
か、国民への虐待だと感じます。
原発を使わなくても、今までの手段に加え自然エネル
ギーの利用をすれば、十分電力は補えます。

一部の権力者の利益のための原発は不要などころか、国民への虐待だと感じます。
原発を使わなくても、今までの手段に加え自然エネルギーの利用をすれば、十分電力は補えます。
それでも電力不足を理由に原発利用をするならば、電気の使用量を制限することを選択します。
本当に電力が不足しているなら、なぜ今年の夏は節電を訴えないのですか？

29553 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電の即刻廃止 原子力は人間の力では制御できない魔物であることが分かった。地震国でこの魔物を使い続けることは日本の国土の破壊を意味する。使用済み燃料の処分ができない原発を運転し続けるこ
とは、核の今後の処分や使用に大きな疑問があり、世界で唯一の被爆国では決して手を染めてはいけないもの。
我々被災者は、郷土を追われ家を失い、土地を失い、仕事を失い、コミュニティーを失い、家族がバラバラになり、未来おも奪われた。この原発事故であなた達は何人の命を奪ったと思っている
んですか？避難が長引けば長引くほど、また自ら命を絶つ人が増えるでしょう。ろくな保証もなく、口先だけの東電や国はこの先も犠牲者を作り続けることでしょう。今一番被災者が求めている
のは、しっかりした将来の見通しと、補償の確約です。精神的慰謝料、月額10万円。こんなふざけた金額に慰謝料などという言葉は使わないでほしい。基準を作った人達がいかに「他人事」とし
か見てないことがわかる。東電の請求フォームもこの10万を慰謝料としているため、私は本来の慰謝料を請求できないでいる。様式の再考を願う。最後に、現在停止中の原発の再稼働はあっ
てはならない。我々の二の舞は避けてほしい。ましてや東電には原発を運用する資格はない。東電の原発の再稼働はあり得ない。「もんじゅ」のような何十年と巨額を投資してもモノにならない
危険物は即刻廃止して、次世代エネルギーの研究・開発に回して欲しい。

29554 個人 自営業 ７０代 女性 原発を減らして夏の電力不足が起きると、熱中症で倒
れる人が増えます。「生命を大切に」というなら、熱中
症に弱いお年寄りや体の弱い方のことも考えてくださ
い。原発を減らすのは反対です。

原発を減らすのは反対です。

29556 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します。厳罰再稼働に反
対します。

千葉市在住のシングルマザーです。３歳の男の子を育てています。
子供は魚が好きでしたが、福島の原発事故以来、食卓に魚を上げなくなりました。福島では今も放射性物質が海に流され続けています。毒物を含んでいることが分かっている食品を、幼児に食
べさせることは出来ません。秋鮭も、戻り鰹も、サンマも、三陸のワカメも牡蠣も口にすることがないまま成長するのかと思うと不憫ですが、現状では仕方ありません。
子供は外遊びが好きでしたが、福島の原発事故以来、砂場にもアスレチック場にも足を踏み入れなくなりました。砂や落葉は放射性物質を吸着するからです。砂山やトンネルを作ったり、自然
の中で思いきり体を動かしたり、子供として当たり前の経験をすることなく成長するのかと思うと不憫ですが、仕方ありません。海水浴など考えられないことです。
福島の原発事故以来、日本列島の関東より東側は、安心して子供を育てられる環境ではなくなりました。列島全体が地震帯に位置する日本に原発が存在する限り、今にも大事故が起こる可能
性は拭い去れません。
子供の、ひいては日本の未来のためには、脱原発以外の選択肢は有り得ないと考えます。
よろしくお願いします。

29557 個人 無職 ６０代 男性 ２０３０年に向け、原子力発電への依存をなくす「ゼロ
シナリオ」を選択すべきである。

放射線の影響評価に関しては、研究者の間の共通の理解だけでなく、一般大衆から信頼されるコンセンサスが必要と考えるが、現時点ではそうしたコンセンサスが得られていない状況で、今回
の事故に伴う放射性廃棄物の中間処分場の設置さえも進んでいない。この状況を勘案すれば、今後、使用済み核燃料や放射性廃棄物の処分を進めることは極めて難しいと考える。個々の人
間の寿命に比べ、使用済み核燃料等の放射能の減少に要する時間は大変に長く、今後の数世代あるいはそれ以上の長期間に渡って、たかだか３０～４０年の原発稼働によって得た利益のつ
けを押し付けていくことになる。また、福島原発事故の影響は極めて大きく、数年に止まらず数十年の長期に渡り、どのような影響が出続けるか、推し量ることも困難と思える。早急に、再生可
能エネルギーの効率的かつ高度な利用技術の開発及び、省エネルギー技術開発を進めるとともに、生活の省エネルギー化の推進を図り、２０３０年に向けては、原子力発電への依存をなくす
べきと考える。そこに向けた取り組みはすぐにでも開始すべきである。

29558 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 3.11の東京電力福島第一原子力発電所の事故で明ら
かな原発事故の危険性から私たちの命を守るために
はゼロシナリオしかありません。

原発事故以降、線量が高く除染も進んでいません。除染の終わった家庭でも、汚染された表土など除染によって出た土などは、家庭に敷地内に保管するしかない状況で、常に放射の不安に怯
えての生活です。
原発から遠く離れて暮らす福島市民でさえ、放射の恐怖に怯えながらの生活です。
私たち、人類が安心して暮らせるためには、原発ゼロシナリオしかありません。

29559 個人 無職 ６０代 男性 未来に負の遺産をこれ以上増やさないため、原発は
ゼロにすべきです。

福島第一原発の事故をきっかけに、原発には関心の無かった私も原子力についてずいぶん文献を読み漁ったものです。そして、知れば知るほど、この国での原発推進がいかに危ういものかを
知りました。
たとえば、原子力発電を維持するために立地地域周辺で避難計画を策定、演習する、さらには、万一の放射線防護のために安定ヨウ素剤の備蓄が義務付けられる…。そんなことまでしなけれ
ば安全が確保できない、というより、そこまでしてもなお不安が残る発電システムを、今後も継続させようとは誰も思わないでしょう。
このまま原発を稼動し続ければ、未だ解決の目途も立っていない使用済み燃料をさらに抱え込むことになります。使用済み燃料の再処理といっても、リサイクル率が低い上に、システム稼動時
の環境汚染は原発の稼動時とは比較にならないほど大きい。それに再処理は放射能を無毒化するものでもありません。
これ以上未来の世代に私たちの物質生活のつけを回さないよう願うばかりです。そのためなら私は、多少の生活レベルの低下もあえていといません。

29560 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
原発はいりません。

福島の原発の問題、責任がクリアになっていないのに、
なぜ再稼働するのでしょうか？

29561 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の再稼動をしないで下さい 日本は火山国であり、技術的にも不安定な原子力発電は大変危険です。
エネルギー需給問題を理由に原発を再稼動させるのではなく、少ないエネルギーでまわせる社会を作っていくべきだと考えます。
どんな理由があろうと、人々の安全を犠牲にして、エネルギーを作ることに反対します。

　財閥金融や大企業などの原発による利権構造が明らかになった以上、2030年０％シナリオすら、原発利権の保護と新たな利権に移すためのモラトリアムとしか国民の目には映りません。大地
殻変動期に入った今、もう一度原発の甚大事故を起こしたら、利権業種も含めて日本経済は完全に壊滅します。したがって３つのシナリオはどれも現政権や霞ヶ関の危機意識の希薄さを示す
以外の何ものでもありません。
　今回の原発事故で半径170km圏内居住禁止という事態が想定されました。170kmというのは、原発が密集する日本では事故のドミノ連鎖もあり得ることを意味します。１つの原発で甚大事故が
起きれば、次々に近隣の原発を放棄せざるをえなくなり、日本の全原発の制御不能すらありえることを意味します。日本の原発内に蓄えられている核燃料の総量を考えれば、それは人類どころ
か全生態系を壊滅するインパクトを持っています。揺れる大地に住み、自然に畏敬の念を持つ日本人の作法とは対極にあるのが、大自然すら超克し自らの繁栄のためには全生態系をリスクに
さらしてもいいという傲慢さであり、その究極の現れが核利用です。全生態系をリスクに晒してまで、繁栄する権利は人間には無いという哲学が必要です。即全原発永久停止は国家安全保障の
急務であるとともに、臨界を伴う原子力利用の全面禁止こそ、広島長崎、福島を経験した日本の哲学、国是として世界に強く発信すべきです。

　一方で原発はCO2を削減するとされていますが、植物の成長を促進するCO2が本当に気候変動の最大原因なのか検証すべきです。欧米が産油国を牽制する意味から温暖化原因をCO2とし
た、いわいる温暖化詐欺を疑ってみるべきです。むしろ核利用も石油利用も「物質に封じ込められていたエネルギーの解放」という意味で同一。余分なエネルギーの解放こそ気候変動の原因と
見るべきです。
　気候変動防止には無尽蔵にあると考えられる再生可能エネの利用と省エネこそ重要です。地球の自転、マントル対流、大気現象、太陽など現にある自然の巨大なエネルギーの流れに、バイ
パスや迂回路を作って利用する技術だからです。コントロールして利用することで、自然災害といった負のエネルギーを正のエネルギーにする事も可能です。また社会の再生可能エネ化は、エ
ネルギー防衛上も、また国際的な資源争奪戦を緩和する上でも大変重要です。
　安心安全平和こそが日本が目指すべきブランドイメージであり、なかでも、『安心』は投資や経済活動を促進する礎となります。大多数の国民が支持する安心なエネルギー政策への急転換こ
そが生活様式の急変化を生み、新需要を爆発的に喚起させ低迷する日本の景気を急回復させます。日本人の貯蓄率が高いうちに、この生活の急転換に官民一体となって取り組み、世界に先
駆けて脱原発のライフスタイルを確立すべきです。
　具体的にはまず、各企業の電力の再生可能エネによる自給自足体制づくりに国が融資すべきです。原料費ゼロですから電気代の分、融資は国に返済されます。また、国内に限って融資を行
えば、企業の海外流出防止のみならず、海外企業も日本に誘致できます。
　このためには法改正をし、有閑農地をメガソーラーに利用できるようにし、海上の風力発電利用権や地熱源を売却または貸借可能にし、再生エネによる発電所を作りやすいよう法環境を整え
るべきです。
　短期的にはエネ効率の良いガスタービンですが、こちらは日本近海に大量にあるメタンハイドレードやバイオマスメタンの活用が有利となるよう進めるべきです。メタンはCO2の20倍もの温室
効果のあり放置すると危険です。燃やしてCO2に変えるべきで、メタンの活用は大変な温暖化対策となります。
あわせてオーランチキトリウム（ディーゼル油を作る藻）や人工光合成などの新技術開発も官民一体となって進めるべきでしょう。
　また電気と違い、遠方に送ることのできない熱源の利用も重要です。各住宅や施設での太陽熱利用や、地下に送風孔を埋設して空調に使う地熱利用も普及すべきです。蓄電設備の促進もも
ちろん忘れてはなりません。
　この再生可能エネ活用社会の促進のためには、現電力会社には原発再稼働も電気代値上げも認めず、国策として赤字に転落させ、送電網の国への売却を余儀なくさせ発送電分離を断行す
べきです。これにより、初めて多数生まれた再生可能エネの余剰電力の売買がより速やかに進み、国が主導してスマートグリッドが構築できます。また、送電網利用料という収入源を国が確保
し、再生エネ融資の原資や、福島の賠償費用捻出を国が責任を持って継続的にできるようになります。
　新エネ戦略だけではなく、廃炉も巨大なビジネスとなります。ドイツですら廃炉は大変な危険を伴う人海戦術で行っています。日本のロボット技術で安全な廃炉プラントを各原発立地地に作り、
原発補助金の名を『廃炉補助金』と変えて、地元に廃炉産業を育成すべきです。安全な廃炉技術の確立は、世界が脱原発に向けて動き出すための希望となるだけではなく、今後、全世界で生
じる巨大な廃炉ニーズへの先行投資になります。電力会社は、国の巨額な補助により世界に先駆けた廃炉技術の開発が可能となるはず。寿命を迎えつつある世界の原発の廃炉ニーズの独占
も可能です。電力会社は『廃炉ビジネス』でこそ儲けさせるべきです。また日本の技術はここに活かされてこそ、世界に尊敬されるものとなります。

　本質的に危険な核を無理矢理安全なものにして推進する科学ではなく、核から脱却し、自然界の流れに人間の諸活動を調和させ安全な世界に向かう科学への方向付けこそ、福島第一原発
を経験した日本の政治がとるべき政策です。最速の脱原発立国を目指す政策こそ、国際社会で尊敬を勝ち得、『安心』の日本ブランドを再生し、ダイナミックに景気を急回復させ、『核に頼らな
い』日本と世界の共存繁栄を押し進めます。脱原発の機運高まる今、どうか、国家の緊急課題に『原発からの最速の撤退』を掲げて国民を鼓舞して下さい。

０％支持。但し即時０％を強く支持。地殻変動期の
今、最速の脱原発が安全保障上の急務。需要は成長
ではなく変化が生むという観点から、逆に最速の脱原
発こそが爆発的需要を生むベストシナリオのエネ政策
です。

29555 個人 会社員・
公務員

５０代 男性



29562 個人 家事専
業

６０代 女性 原発依存度ゼロ。核燃再処理しない。ゼロシナリオを
選択します。

今回の福島原発の人災により、国家が国民にささやき続けた「原子力平和利用」という言葉の欺瞞性が、今、白日の下に曝け出されてしまった。この事実に、心の底から怒りを覚えない国民は
皆無であろう。
文化に対する感度の鈍い政治家には、即刻退場してもらいたい。
１３００年以上、積み重ねてきた文化を大切に思う気持ちがあれば、
「ゼロシナリオ」は当然の選択である。
「ひとにぎりの政治家と原子力村の人間達だけの日本ではない」ことを、
よく噛みしめてほしい。
そういう愚かな人間達と、可愛い孫まで巻き込んで心中したくはない。
昨年の福島事故の時には、恐怖の心を抱えて、娘や孫たちと東京から岡山まで避難した。新幹線の中が、重い沈黙に包まれていた事を忘れない。車中、誰もが大きな不安を持っていることを
痛感した。
それなのに、まだ喉元も過ぎないというのに、ポンコツの原発が再起動？
電力不足を吹聴しても、もう騙されません。
その手は、東電で経験済み。脅しには乗りません。
電力会社のヤクザ体質は承知の上。
放射能で汚染された東京から奈良に引っ越しましたが、これでは毎日がロシアンルーレットの心境。
福島で東北・関東の文化を破壊して、大飯で京都奈良も射程に入れようというのでしょうか？
これでは、文化度の低さを世界中に露呈しているようなもの。
戦争中のアメリカでさえ、京都・奈良は避けたというのに。
国民の怒りはどのようにしても、正しい選択をしない限りは納まることはないでしょう。
何故なら、全てのカラクリを知ってしまったからです。
さあ、どう思いますか？
それはこっちが聴きたいです。

29563 個人 その他 ４０代 女性 即時、原発依存を０％にするべきです。 一度事故を起こしてしまえば、何代も先の子孫にまで害を及ぼしてしまうような原発は、現在の私たちが最大の努力を持って、廃止してしまうべきです。

29564 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発再稼働せず、ゼロ（理由の注１．）にすること。再
生可能エネルギーの目標値をあげ、火力の燃料シフ
トとあわせ、2020年に温室効果ガスを25％削減するシ
ナリオを立案することを要求する。

１．福島第一原発事故は、被災住民を始め多くの国民の健康権を根こそぎ奪ってしまった。今後のエネルギー政策の視点の第一に憲法にもとづき、国民の健康権を守ることを明示することを求
める。

２．原発を再稼動せず０％にすることを求める。原発は、クリーンエネルギーではなく、CO2を大量に発生させる（注２）。日本では、従来原発の増設による発電量の増加とともにCO2の排出量は
大幅に増えてきた。原発は他の発電と違い夜間に発電をとめることが出来ないため、夜間電力の活用の名の下に24時間社会や、オール電化などエネルギー多消費構造が推進されてきた。原
発が多消費構造社会の軸になっているのである。15と20～25シナリオはいずれも新たな原発の建設に向かう計画である。

３．脱原発と地球温暖化対策は両立することを前提とした選択肢の立案を求める。脱原発と地球温暖化対策は両立できる。今後CO2：25％削減を視野に、(1)エネルギー多消費社会構造を改
め、(2)発電ロス、産業、運輸、業務、家庭の全ての分野毎に省エネ目標を明示すること。(3)また、省エネ技術の開発（省エネ家電や低燃費車など）の促進など省エネルギー政策の強化をおこな
うこと。

４．脱原発、かつ100％再生可能エネルギーの選択肢を設け、その道筋を示すことを求める。太陽光、風力、バイオマス、地熱、中小水力など再生可能エネルギーへの転換についてIEA（国際エ
ネルギー機関）加盟国の最近20年間の変化をみると再生可能エネルギー比率が後退し、かつその比率が3％と最も低いのが日本である。100％再生エネルギーにむけた大胆な政策転換が不
可欠である。

５．地域分散型の発電とすることを明示すること。また、「脱化石燃料」で100％再生エネルギーにしていく過渡期に火力での調整に、当面CO2の排出を出来るだけ減らす火力発電の強化と燃料
については石炭からCO2排出の少ない天然ガスへの燃料シフトを明示すること。

６．以上の取り組みで、雇用を増やし、経済を発展させつつ、CO2：25％削減が可能である政策とすること。
（注1）2010年現在の原子力発電は26％として提示されている。2011年の福島原発事故後、福島第１・第2原発、女川原発、日本一危険とされる浜岡原発などが当分の間動かないこと、発電開
始後40年以上たった原子炉は廃止するという前提で考えると、15％シナリオでも新たな原発の建設に向かうシナリオであると考えられる。従って、選ぶとすれば我々の選択肢は0％シナリオしか
ない。
（注2）ウランの核分裂自体はCO2を出さない。(1)しかしウラン鉱山からウラン鉱を掘り、精錬して天然ウランとし、3～4％の低濃縮ウランに濃縮する家庭で大量の化石燃料を必要とする。また、
使用済み核燃料を冷やし キャスクにつめて処理場まで運ぶ過程でも多量のCO2を出す (2)さらに出力100万KWの原発は 300万KWの電力を生み 電気として利用できるのは100万KWで残り

29565 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 シナリオ(3)（20～25%）が必須 電力量、コスト両面で現状の原発代替が可能にならなければ、原発を廃止、縮小することは、企業の国際競争力を低下させ、多くの失業者を生むことになる。将来的には原発ゼロを目指すにし
ても、企業の競争力維持を確保しながら適切な施策を望む。

29566 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 １、ゼロシナリオきぼうします
２、もんじゅは、はいろにしてください。
３、かくねんりょうさいくるもやめてください。

　いちしみんとして、じせだいのこどもたちのためにいけんをのべます。げんぱつにははんたいします。
ふくしまげんぱつのひがいは、とうほくのみにとどまらず、にほんこくじゅうにひろがり、あめりかにもほうしゃのうがとどいています。しょくもつ、みず、くうきがおせんされました。にんげんがいきて
いくひっすじょうけんがすべておせんされたのに、このじょうきょうをにほんじんなら、しらないはずはないのです。
　こんなすみにくいにほんになってもまだ、けいざいせいちょうをのぞみ、エネルギーのじゅきゅうりつをあげることのみをかんがえ、げんぱつをがいこくにゆしゅつしようとするのはまちがっていま
す。いますぐげんぱつをとめ、はいろのじゅんびをしてください。にほんのこくどをおせんしないでください。ちきゅうじょうのいきもののためにもかくをりようすることはやめてください。これから、ど
れだけほうしゃのうのひがいがでるかわかりません。なんだいにもわたってびょうきでなやまされるのはとてもつらいことです。
　こっかいぎいいんのかたはとうほくだいしんさいでちょくせつひがいをうけたひと、かんせつてきにおせんされたものをしょうひすることでひがいをうけるしみんがいることをしっていますか？
とくににゅうようじ、こども、にんぷがとうきょうにはもうすめないと、きゅうしゅうやかんさいにてんきょしていること。
　しごとのかんけいでとうきょうをどうしてもはなれられないひと、とくに、ひばくのきけんどのたかいひとたち（にんぷ、にゅうようじ、こども）はいまだに、がいしゅつもきょくりょくひかえていたり、が
いしゅつしたらそのあとはにゅうよくしてほうしゃのうをおとし、いえのなかにほうしゃのうをもちこまないようにしていたり、せんたくものはしつないにほし、みずはにしにほんやがいこくのミネラル
ウォーターをかい、かいものではさんちをかくにんしなければかわない。そんなじょうきょうをしっていますか？
　おわりのないさきがみえない、くるしいじょうきょうのなかでくらしていることをしっていますか？
ひさいちのひとたちのけんこうはどうですか？
ふくしまでこのまますんでいてだいじょうぶですか、とうきょうのおせんよりいいわけがないのに、このまま、こどもやにんぷさんをほおっておいていいのでしょうか。はやくいじゅうさせてあげてくだ
さい。すこしでもあんぜんなものをたべさせてあげてください、きれいなくうきのところでせいかつさせてあげてください。
ほうしゃのうのはんげんきはなんまんねんとききました。きのとおくなるすうじです。
　エネルギーのしようりょうをへらしましょう。でんきをつかわずからだをうごかしましょう。たがいにたすけあいましょう。こどもやまごのためならできるはずです。しぜんエネルギーのかいはつふ
きゅうがおくれるなら、それまでのあいだがまんします。みながしあわせにくらせるしゃかいをつくるためならどりょくします。くうきやみずまでおせんしてしまったら、もうこのくににはすめなくなりま
す。いますぐにげんぱつをとめてください。わたしたちがあんみんできるようふあんをとりのぞいてください。

29567 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の存在は生命と社会の維持にとって大変危険な
もので、あってはならないことが明確です。速やかに
原発をやめ、廃棄燃料は子孫に影響を残さない安全
な方法で処理を進めていきましょう。

スリーマイル、チェルノブイリそして福島第一原発事故と三度の大原発事故で、原発は安全に管理できないことが明確になりました。一旦事故が発生した場合、人間の手では制御できないのが
原子力です。とすれば原発の存在は生命と社会の維持にとってあってはいけないものです。シナリオでは電気料金や経済影響をいろいろ斟酌されていますが、これはコストの問題ではないこと
です。
また地球環境という点から見ても、温暖化の危機の前に原発事故ですでに重大な環境危機を起こしてしまいました。
世界的な原発からの脱却はまだまだ時間がかかることですが、少なくとも日本ではすぐに原発をなくす方向に踏み出し、世界にも訴えていくべきです。

ゼロシナリオでは2030年までの間に速やかにとありますが、現状は大飯原発を除いては稼働していないので、大飯の稼働停止と合わせて停止・廃炉をすすめましょう。

停止・廃炉後の燃料の存在は深刻ですが、子孫に影響を与えない方法での処理を進めるのが国の責任です。

日本のエネルギーは原子力以外のものによることになります。英知を集め環境に優しい低コストエネルギーの開発をすすめましょう。
同時に国民のさらなる省エネルギーも個人の努力に任せるのではなく、研究開発を進めましょう。

29568 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 (1)原発ゼロを選択します。
全ての原発を廃炉にするべきです。

ヒロシマ、ナガサキ、ビキニ、フクシマと日本は四度の被爆をしました。
その被害は、悲惨であり、今もなお続いて、ヒバクシャを苦しめています。
放射線は人間がコントロールできない非常に危険なものです。このように常に危険が伴い、放射線物質を毎日生み出し続ける原発を稼動させなければいけない理由はありません。
世界に誇る日本の技術を最大限に活かせば、自然エネルギーで発電は可能です。
原発ゼロにむけて、動き出してください。

29569 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を再稼動せず0％とする。憲法25条に則り国民の
健康権を守るべき。再生可能エネルギーへの転換と
省エネ政策の強化、火力への燃料シフトで2030年温
室効果ガス25％削減政策をめざすべき。

東日本大震災後、原発は全く信頼できない。どれだけ多くの人々が現在も苦しい思いをされているか。子供を持つ親としても次の世代への責任は大きい。住民の健康を保障できない原発の再
稼働は絶対に許せない。
国は太陽光発電やその他の再生可能エネルギーへの転換をもっと推し進めるべき。地球温暖化対策も同時に進めていくべきだと思う。

29570 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロ希望します ２０３０年までに必ずゼロにしてっください。

29571 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロのシナリオを選びます。 原発ゼロのシナリオを選びます。
今の自分たちだけ良くて、子どもたちの将来に、未来の人々に放射性廃棄物や原発廃炉処理という膨大な負荷を残すような生き方はもうやめましょう。

29572 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 （１）ゼロシナリオに賛成です。 原発は、地震災害の多い島国日本には、合っていない発電方法です。
たとえ廃炉にしても、問題は山積しています。しかし、福島県の悲惨な現状に学ばないのは、問題を先延ばしにするどころか、最悪の場合、日本の国力を更に弱体化させることになります。
今、生きているものが、勇気を出して止めなければ。
政治家、官僚の方々も、一人の人間として考え素直に行動して下さい。
もっと、自然エネルギーを推進する方に力を入れて下さい。
世界はそう言う方向に向かっていることは、明確です。
科学者でなくとも、子どもでも分かることです。
未来を守って下さい。

29573 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを強く支持します。3.11の経験は科
学技術のリスクをしっかりと認識して対応する必要性
を教えてくれました。経済効率で原発を続けることは、
福島の今も続いている不幸を踏みにじることです。

管理できない核を放棄しないと安心できないからです。

29574 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電比率を最低でも20～25％以上確保願いた
い。

太陽光発電、風力発電などの再生可能エネルギーでは、原子力発電の代替にはなりえず、電力不足になることは明らかであり、国民生活に苦汁を与えるものである。
また、原子力発電所の停止を補うために老朽化した火力発電所を運転しているが、化石燃料の大量購入に伴う国益の損失、中東の政情不安定に伴うエネルギー安全保障への懸念、二酸化炭
素の大量放出による地球温暖化の促進、老朽火力発電所のトラブル停止による電力不足への懸念に伴う産業の空洞化・雇用の喪失など日本の将来に何一つメリットはない。
海外、特に中国は今後多くの原子力発電所を建設し運転して行く計画であり、日本は高度な原子力技術を維持しながら海外への技術指導を行うべきで、そのためにも原子力発電所はなくして
はならないと考える。
中国でメルトダウンが起きれば、黄砂のように日本に放射能が降り注ぐことになる。

29575 個人 無職 ６０代 女性 原発は、未来ある子どもたちの生命を奪う恐ろしいも
のです。
一刻もはやく全廃すべきです。
自然エネルギーへの転換を強く求めます。

福島の原発事故で、絶対に安全はありえないことが立証されました。
仮に震災がなかったとしても、運転そのものによる核廃棄物の処理も膨大な経費と地球の汚染を考えるとき、未来ある子どもたちに負の遺産を絶対に残してはならないと考えるからです。

29576 個人 家事専
業

６０代 女性 原発０パーセント。２０３０年まででなく今すぐ原発０。 理由。福島の原発はいまだに収束できず、広範囲にまき散らされた放射能を無毒化する技術を人間は持っていないから。
人間には原子力を制御できない。
地震列島の日本は、どこででも大地震がおこる可能性があり、東日本大震災の時のように、想定をはるかに超えた大津波に襲われる可能性が大きい。
こんな小さな国土の日本で、第２の原発事故が起きたら、放射能の被害が甚大で、多くの森や畑・川や海が汚染され、未来の子孫に悪影響を及ぼす。
日本は原発は捨て、廃炉の技術や再生エネルギーの開発・メタンハイドレードの実用化などに政府が税金を投入するべきだと思う。
新エネルギーの技術は世界に売れる。経済も良くなると思う。
それまでは徹底的な節電でしのぐ。
だいたい真夏の数時間に合わせて電力の供給を考えるなんて愚の骨頂だ。
少なくとも東電管内では原発を稼働させなくても、今年も電力は足りている。
原発が一番安いなんて、まやかしはやめてほしい。
福島の賠償金だけでも莫大な金額になるはずだ。
廃炉費用も莫大だが、使用済燃料棒、放射性廃棄物はどうするのだ。
発送電分離も進めてほしい。
個人も電気を選べるようにしてほしい。

29577 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）
再稼動、新設はしない。

40年廃炉、新設無しであれば2030年以降は15％を下回る数値になるはずで、この選択肢の設定自体に疑問を感じる。
事故を収拾する技術力を持たない現状ではゼロリスクではないと稼動すべきでないが、地震多発国である日本においては事故リスクが高すぎる。また核燃料サイクルが機能していなく、核廃棄
物を適切に処理する方法も見つかっていないという一事のみでもゼロシナリオを選択するのが当然と考える。
原発ゼロシナリオの場合の経済的打撃、電力不足を指摘する意見は全く根拠がない。これまでの議論で出てきた提案（ピークをずらす方策や、代替エネルギーへの積極的支援当等）で十分電
力は賄えると考える。また自然エネルギーやスマートグリット等に新規参入するビジネスチャンスを考えると大きな経済効果がある。またそのビジネスモデルを海外輸出するという将来的展望も
描ける。国内において脱原発、海外へ積極的原発輸出というねじれは必ず国際的に批判されるであろう。ゼロシナリオにおいて経済的打撃を被る可能性は既得権益者においては否定できない
が、彼らも自由競争において経営努力をするべきである。

29578 個人 無職 ５０代 女性 (1)原発ゼロを選択します。
放射性廃棄物の処理方法は未解決です。
地震国日本で、第二第三の福島原発事故が起きる危
険性の高さを考えたら原発ゼロにしてエネルギー供給
をしていかなければならないと思います。

放射能は、目に見えず、においも無い。いつ、内部被曝が起っても気づかない。福島の子供たちは、そんな内部被曝の危険性と隣りあわせで暮らしています。放射能被害は、数十年経っても解
決しないということは、チェルノブイリ事故の現状を見ても明らかです。
いのちや健康、日々の暮らし、また国土そのものを破壊したり影響を与えるものです。そんな危険性を遠ざけることが必要ではないでしょうか。
原発を動かさないと経済に支障をきたすと言う人もいますが、再生可能エネルギーにシフトしていく新たな研究開発や産業を考えるのも政治や経営者の責任ではないでしょうか。

29579 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3つのシナリオはいずれも実現可能性や経済に及ぼ
す影響など問題が多い。

わが国がとるべき選択肢としては原子力を含む多様なエネルギー源の維持の考えに立ち、より現実的なものに再構築する必要がある。そのために福島第一原子力発電所事故の徹底的な原
因究明の結果を基に、科学的根拠に基づいた新たな安全基準の早期確立など、安全性確保への不断の政組みと行政の透明性向上により、国民の原子力発電への信頼を回復する。同時に、
今回の原子力事故の経験を踏まえた安全技術の向上に積極的に取組み、世界の原子力発電の安全性向上に貢献する。成長戦略との整合性を図るとともに、省エネ、再エネの導入見通しを、
費用対効果を含め現実的なものとする。この結果増加すると見込まれる化石燃料確保に向け、資源外交や日本近海の資源開発に官民一体で取組む。再生可能エネルギーの高効率化・低コス
ト化の技術革新に官民で全力をあげて取組むとともに、技術革新の阻害要因となりかねない現行の固定価格買取制度は見直す。地球温暖化対策税や企業別JF出削減目標の設定など企業活
力を損なう政策はとらない。国際約束をする温室効果ガス削減の新たな中期目標は、実現可能性や国民負担の妥当性に加え、国際的公平性も十分分析しながら、エネルギー政策と表裏一体
で時間をかけて慎重な検討を行う必要がある。



29580 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 (ゼロシナリオ）
新設原発は造らず、自然エネルギー利用技術の進
歩，発展に努め、シェールガス等の開発により、原発
を速やかに廃炉にすべきである。

　我々は、原発事故以前から節電を行ってきた、それは、原発および原油から造られた電気を利用しているからである、しかし、このような恐ろしい原発事故など起こるなどと考えたこともなく電
気を使ってきてしまった。
　今回の事故により多くの人々に最悪の影響を及ぼし、子孫のため深く考え直さなくてはならないと強く感じた。
　原発はコストを考えれば火力より安価で、二酸化炭素を排出せずとわいえ、使用済み燃料の放射能の処理方法も、処理費用も決まっていないことを考慮すれば、自然エネルギー利用の技
術、普及をはかり、日本近海に埋蔵されているというシェールガスの開発を待って速やかに原発を廃炉にし、災害に対し安心して暮らせる日本にすべきである。

29581 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき》

エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力すべき》

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。

他国が日本の原発事故を知って、国民を守る決断をしているにもかかわらず、現在も多大な国民が不安から立ち直ってもいないのに、なぜ当事者である日本という国が、「国民を守る」方向へ
と転換しようとしないのか。

また、他国で日本の技術によって原発以外の発電手段が取られているのに（地熱発電等）、なぜ自国の技術を活用しようとしないのか。技術大国であることを誇って来た日本。まずは国民を守
る為に利用してほしい。

そして豊かな自然、地形を利用した自然エネルギー比率を増やしていくべく、計画を立てて、国民にしっかりとスケジュールを示すべき。

29582 個人 法人等 ６０代 女性 日本にある原子力発電所のすべての稼働を停止し、
廃炉に向けて準備を進めていくべきである。そして再
生可能なエネルギーの開発に力を注ぎ、日本から世
界に向けて再生可能エネルギーの技術開発を発信す
べきである。

原子力発電は、人類はもとより地球上の生物に有害な核の廃棄物を大量に排出し、その処理方法は解明されておらず、いつ解明されるかもわかっていない。
それは我々人類の子孫につけを回し、子孫を食い物にして生きていることであり、絶対に許されない。
そしてなぜ、莫大な金のかかる原子力発電から撤退し、再生可能なエレルギーの開発に向かわないのか。
原子力発電は安くて安全ということが、全く嘘であることを我々は知った。
原子力発電がなければ電気が足りないということも嘘であることが分かった。
日本人の持つものつくりの力や、科学技術を生かして再生可能なエネルギーで世界をリードしていくべきである。
それは結果として、日本経済発展にもつながるのではないか。
今のままでは、子供たちに未来はない。

29583 個人 法人等 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。原発は即時ゼロとす
べきと考えます。

原発の安全について触れる前に、そもそも何10万年も廃棄物を安全に保存することや、そのリスクを将来にわたって取ることはありえないと考えます。自然エネルギーなどの代替エネルギーの
転換を政府が先導して実践すべきと考えます。

29584 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発0の時代を作って下さい 福島の事故から考えても、原発0をお願いします。原発に頼らない日本を作って下さい。

29585 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。

風力・水力・地熱・太陽光発電を推進してください。

最後まで責任の持てる、人間が管理できる発電技術をお願いします。

29586 個人 家事専
業

６０代 女性 ０％です。　”原発を止める”が前提である。　再生可
能エネルギー開発と、そのエネルギーだけで可能な
暮らしを創造することかが（真に国民の幸福を願うな
ら）政治の役割だ。

　このパブリックコメントは、原発存続のためのたんなる手続きの一つでしかない、と不信感でいっぱいながら・・・
怒りでいっぱいで・・それにしても一体全体どうしてこうなのか？　　頭も良くない普通の、平凡な人生を生きてきた婆には全く理解できない！！！。

　ふつうの人々が安心して暮らし、幸福な未来を描ける社会をつくるのが政治の仕事であるはずだ。　　原子力発電はそのどちらにも反する。

　原発を続けたい人たち、エリート企業人　官僚、学者、マスコミ関係者たちは皆、頭の良い人達だと思うのだが。　このたびの福島でおきたことが、見えないのだろうか？感じないのだろうか？
被災者の今を、未来を想像できないのだろうか？不思議でならない。
とっくに、その良い頭とともに、感じる力、想像する力も高く売り渡してしまったのか・・・？　　　　いったい何に？誰に？何のために？

　原発存続のために知恵を使わず（あーもったいない！！）、原発ゼロの社会構築のために、真の智慧をつかってください。

　真の智慧を失った人たちに未来を委ねることはできません。

　いま居る小さい子供達、これから生まれる子供達、そしてこの婆も安心して、生きて、死ねる社会を望みます。　　　原発はいらない！！！

29587 個人 家事専
業

４０代 女性 稼働率は、20～25% 原発は、必要です。侵略目的をもつ国家に対する、核技術があるという意味での抑止力としても。今、廃炉にしたら、経済面で、日本は、没落し。国家競争力の低下により、軍事政権国家にシー
レーンを取られ、国土を買い占められ、無血開国に追い込まれて、その国の自治区になる可能性が高いと思われます。

29588 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択です。原発を続けることは将来
の子供たちに危険な放射能を残すことです。使用済
み核燃料の処分場も方向性も決まらない中で原発稼
働は反対です。

私たち大人が作った原子力発電所で事故が起きて初めて、私たち人間の力では
どうすることも出来ないことが分かりました。
２年や３年で解決すらなら、作った私たち大人が責任を取れますが、原発事故が収束して落ち着くまでに３０年以上かかるのでは、未来ある子供たちに負の遺産を残すことです。子供たちにこの
ような負担と不安を背負わせることはできません。すべての原発を廃止し、原発ゼロの社会を目指すべきです。

29589 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。しかも、中長期的に
ではなく、即時に原発廃止を求めます。
現在、稼働している原発はすぐに停止し、すべての原
発を廃炉にむけて、処理を進めていただきたく、お願
いいたします。

原発の即時全廃を要望するのには、大まかに分けて、2つの理由があります。
その第一は、原発が非常に危険な燃料で動くものだからです。福島第一原発やチェルノブイリ原発の事故から、私たちは放射能がどれほど恐ろしく、人間の手には負えない、処理不能なもので
あることを学びました。今回の福一の事故に際し、低線量被ばくには閾値がなく、「ただちには影響がない」といった発言が繰り返されました。一定量以下の被ばくの場合の健康被害が定かでは
ない場合、表現の仕方によっては、問題がないかのように受け取られかねませんが、きちんと考えれば、リスクがないとは言えない、つまりリスクの可能性があるということになります。しかも、
遺伝子を傷つける、発がん率が上がる、免疫力を低下させるといった、他の化学物質や薬剤なら、すぐに廃止の方向に向かうような害をもたらす毒なのです。
しかも、細胞分裂の活発な低年齢者ほど被害を受けやすいという、厄介な性質をもつ毒です。自らを守る力の弱い者にほど牙をむく、たちの悪さです。
しかも、その多くが分解が遅く気の遠くなるような年月に渡り、毒を出しつづけるのです。そして、人類はそれを解毒する手立てをまだ開発できずにいます。封じ込めることにすら、大きな困難を
伴います。
また、閾値がわからないということは、その恐怖にさらされている人々の精神をもむしばみます。はっきりと致死量がわかっている毒の方が、はるかに扱いやすいですし、対処のしようもありま
す。閾値がわからないことで、人により判断がまちまちになり、本当のところは誰にもわからないわけですから、疑心暗鬼に陥り、わが子を大切に思う親のストレスを増大させ、時によってはノイ
ローゼになりかねません。人により、基準がちがうことで、人間関係をもむずかしくさせ、家族の気持ちをバラバラにしてしまうことも起こります。
そんな家族間の亀裂は、社会全体の亀裂につながっていきます。今の日本の状況はまさにそうではないでしょうか。放射能は実質的に毒性をもつだけでなく、精神や社会までをも脅かす猛毒な
のだと思います。
このような恐ろしい放射性物質を原料とする原発は、すぐに封じ込める必要があると思います。この地震大国の上に、猛毒をまき散らす爆弾を放置しておくなど、国家の自殺行為に他なりませ
ん。
第二には、経済的な理由からです。原子力発電が決して安上がりなものでなく、無駄な予算を浪費し、ゆがんだ経済的なシステムにのっとているものだということが、今回の事故以降、露見して
きました。原発マネーは麻薬のように地域社会を廃人化させ、一部の関係者のみが潤う仕組みになっています。巨額の赤字をかかえる日本は、こんな無駄で将来性のないエネルギーシステム
から脱却し、安上がりで地域社会にとって希望を持てるような、再生可能エネルギーを推進していくことが急務です。地熱、小水力、波力、海上風力など、さまざまな自然エネルギーを開発して
いくことで、地域経済を活性化させることもできると思います。それを国策として、前向きなエネルギー政策を立て、原発から即時脱却していくことを、強く求めます。
真に日本の国の将来を思うなら、原発ゼロの道を選択すべきです。

29590 個人 無職 ６０代 男性 原発比率０パーセントを支持。ただ、２０３０年がベスト
の時期かどうかは検討の余地あり。

将来的に原発に頼らない国つくりを目指すことは論を待たないと思われます。このような、ある意味で不毛な論議には早々と決着をつけて、わが国は一日も早く、廃炉や高レベル廃棄物の処理
などの難しい課題に全力を挙げて取り組むべきでしょう。すこし大げさに言えば、それだけが将来の地球を救う、唯一の道だと思われます。

29591 法人・団
体等

会社員・
公務員

法人等 法人等 原発をゼロにする推進を進めること。 「3.11福島原発事故」で明らかなように、原発の危険性から私たちの命を守るに「ゼロシナリオ」しかありません。原発を稼働し続けることは、将来にわたって危な放射能を残すことであり、使用済
み核燃料の処分技術や処分場所も不確定な中で原発を稼働させることはできません。自然エネルギーへの政策転換を図るべきです。
　地震国日本では、近い将来にも大規模な地震が想定されています。その中で、原発の安全性を確保することは不可能です。「ゼロシナリオ」しか私たちに安全を確保する道はありません。
　放射能汚染は、長期間にわたって私たちの生活環境を奪ってしまいます。故郷を失い、「命」が脅かされている福島県民のことを考えれば、原発をなくすこと重要であり「ゼロシナリオ」しか選択
肢はありません。
　福島原発事故の教訓から「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努めるべきです。原発立地市町村には新しい地域経済復興の施策を実現することを求めます。

29592 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 当然、ゼロシナリオを選択します。これまで言われて
いた「原発はクリーンで安全だ」というのが実際は危
険だということが福島原発事故で証明されたので、国
土や国民を失うような政策は一切行わないでくださ
い。

当然、ゼロシナリオを選択します。これまで言われていた「原発はクリーンで安全だ」というのが実際は危険だということが福島原発事故で証明されたので、国土や国民を失うような政策は一切
行わないでください。私たちは、子孫に美しい自然を残す義務があると思います。今後新たな原発の稼働・建設に反対します。
また、国際社会から見ても原発事故の原因や事故後の対応や、終息がまだなのに新たな原発の建設は許されないと思います。太陽光発電などのクリーンエネルギーへの転換と省エネ家電の
開発や人口減少などもあるので今後の電力も現在よりは少なくても済むと思います。

29593 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電力会社、内閣府、経済産業省や保安院へ非難があ
りますが、元を正せば４０数年前から自民党政権を選
択又は無関心だった我々一人ひとりの責任です。今
は、次世代に向けて、最善の方法を選択出来るかと
いう時期です。

今までのエネルギー政策に関する間違いを出来るだけ早い時期に認識し、望ましい選択肢を決めることが重要です。まず最も早期に解決するべき重要な判断は核廃棄物の処理方法とその収
容場所です。私の個人的な意見は利益を得たものが負担すべきと考えます。たとえば福島・柏崎刈羽の核廃棄物は東京・神奈川・埼玉・千葉等の首都圏で供給電力比率に応じた配分で保管
する事が基本であると思います。供給元の福島県・新潟県に押し付けるのは道義的に反すると思います。受給者負担を受け入れるべきです。次に電力に利用する輸入原油又は天然ガスにつ
いては、今後継続化可能な収支が獲得可能かという判断をする必要が有り、またCO2排出による地球温暖化のリスクを次世代に負わせて良いのかという観点から、原子力発電は継続する必
要が有ると考えます。確かに放射能というリスクがありますが、今の世代が原油や天然ガスを大量に使用し、地球温暖化が懸念されているこの時期に継続するのは不条理この上無く、利己的
な世代と思われても仕方が無いと思います。現時点では何とか既存の原子力発電所を稼動し、時間を稼ぎながら次世代に向けた最も最適なエネルギー政策を確定するのが最も早く、コストに
見合う選択と考えます。但し、この選択をする場合には欧米の様な事故の発生を前提にした安全性を常に追及し、今回電力会社が対応しなかった、ベント又は津波対策等を積極的に取り入れ
るべく、安全審査機関に外国人を導入して視野を広げる工夫が必要です。また、それはすべて公開の場で議論させて、文書化しどの時点で、どの機関が事故発生時に原因を作ってしまったか
を検証出来るシステム化と後世に名が残るような厳しい罰則規定がが必要です。そのような対応をしないと、今後の困難な改善は無理と考えます。

29594 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 １５シナリオに賛同します ・原発への依存は可能な限り削減すべき

・しかし原発をゼロにして、化石燃料への負荷が高まるのは環境面・エネルギーの枯渇問題の面から考えても良くない。

・再生可能エネルギーへの転換が求められるが、現在の日本の経済状況から鑑みても、導入の速度は速くはないと思われる。

・また、節電を推進し原発を減らしていかなければならない時に、電力会社がオール電化の営業を行っているのはおかしい。
政府としては分散型エネルギーを薦め、オール電化への転換が出来ないようにしていかなければならないと思う。

29595 個人 無職 ６０代 女性 原発依存率は０パーセントにして、再生可能エネル
ギーに変換する

チェルノブイリや福島の事故やその後の被災者の現状を見ればいかに原発が恐ろしいものであり、そのことが理解できた今、私たちは勇気をもって、原発をなく差なければならない。
地震国日本の全国に原発が存在することは、日本のすべての人を脅かせている。
また、原発で、海水温も上昇し、温暖化にも影響しているという現状などもある
さらに、現状では処理できない恐ろしい核のゴミは増え続けるばかりで、そんなことを続ければ、地球を汚染しつづけ、人類の未来はない。
一刻も早く、原発をなくし、再生可能エネルギーの開発を進めるべき。

29596 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 エネルギー・環境に関する選択肢 3・11の福島原発事故で明らかな原発の危険性から私たちの命を守るには「ゼロシナリオ」しかありません。

29597 個人 家事専
業

６０代 女性 原発に頼らないエネルギー政策への転換を希望しま
す。
私達大人は、未来を築く子どもたちへ、負の遺産を残
してはならない、間違いを認め、修正する勇気を子ど
もたちに示す責任があると考えるからです

「豊かさとはなにか？」
「この豊かな生活を手放すことが出来るか？覚悟はあるか？」と、よく言われます。
私は、団塊の世代ですが、子育ての時にもずいぶんいろんな？？を持ちながら、経済優先父親不在の子育てをしてきました。まさにバブル期。経済発展こそが豊かさの象徴であり、夫達は、新
しい商品開発、消費生活推進の先頭をひた走りに走ってきました。
　でも、子育て中の私達は、いくつかの疑問を持っていました。経済発展の恩恵を受けながらも、片方で犠牲になるものの大きさも見えていたからです。
生物としての「おんな」は、「生きること」の勘みたいなものが働きます。
２０１１年、ある意味日本に残された数少ない「豊かな土地」・・・経済発展には置き去りにされていたかもしれないが・・・そんな東北の地をおそった津波と原発事故。ここで私達は、学ばなければ
ならない。何を捨て、何を残すか。子どもたちに胸を張って、「あなたたちにこの豊かな自然を、ともに生きる、共に助け合い、譲り合う豊かな文化を残したよ」と言い切れるか！！
原発を動かすということは、核の廃棄物を果てしなく生み出すと言うこと。しかも、核廃棄物の無害化の技術は未開発。ただただ、垂れ流し、地中に埋めるといっても、もう限界。
一見豊かな生活の影には、負の遺産を後世に積み残し、今の私達でむさぼり食い尽くしていいのか！！
今こそ、「私達は、間違っていた。絶対安全などありえない。福島は人災だった。こんな過ちは、二度と起こさないためにも原発に頼らないクリーンエネルギーの開発と省エネ世界の構築に努力
します。この水と緑豊かな日本の自然と協調する先人の知恵を子どもたちの世界にもそのまま残します。」と、子どもたちに胸を張って言いたいのです。
『核と人類は、共存しえない』、たいへんな勇気のいる決断を、どうか後世の子どもたちのため、日本の未来のために決断していただきたいと切に願っています。
国を挙げて、新しいクリーンエネルギー開発と事業、原発労働者は優先的に雇用。それまでの生活保障は国がする。未来の子どもたちを見据えて、「これからの国のかたち」が、胸を張って示さ
れるなら、それに共感できるなら、少々の不自由さも税の見直しも厭うものではありません。

29598 個人 その他 ５０代 男性 原発の即時運転停止を望む。理由は、
１放射性廃棄物の廃棄方法は技術的に確立していな
い。
２原子力発電の関係者全員に驕りがある限り信頼で
きない。
３供給量に応じた消費を考える国民が増えている。

以下の理由により、「原発の即時運転停止」を求めたい。（政府が提示するシナリオのうち、ゼロシナリオでも生ぬるい）
 １．放射性廃棄物の廃棄方法に関する考え方は、技術的にまだ確立しておらず、これ以上「見切り発車」状態を受け入れることはできない。また、廃棄コストさえ計算もできないような状況では、

採算面の比較検討はできない。
 （１）高レベル放射性廃棄物の処分方法について、資源エネルギー庁放射性廃棄物等対策室が「放射性廃棄物のホームページ」で説明するが、以下の問題点があると考える。

 (1)危険物とわかりながら、「将来世代にまで監視の負担を負わせることはできない」という理由で『長期管理』の選択肢を放棄するが、将来世代に負担を負わすことができないと判断するなら
ば、その発生を停止させることのほうがむしろ重要である。

 (2)『地層処分』とは、簡単に言えば、可能な限り放射能漏れを起こさないように密封し、地下奥深く（３００ｍ以上）埋めて、後のことは何が起ころうと預かり知らない（神頼み）という考え方のよう
に見える。では、ここで用意されている、ガラス固化、オーバーパック、緩衝材、岩盤等のバリアに関する実証実験がどの程度行われているのか疑問。理論はもちろん重要だが、実証された理
論でなければ用を為さない。

 (3)原子力発電環境整備機構は、平成１２年以降、高レベル放射性廃棄物の最終処分場候補地を公募しているが、未だにどの自治体も名乗り出ていない。福島原発の事故後では、なおさら候
補地は出てこないと判断するのが自然だろう。この状況で、高レベル放射性廃棄物を増やし続けるような選択はありえない。

 (4)核燃料サイクル計画は技術的な完成を見ていない。高速増殖炉・もんじゅは平成３年の試運転開始以来正常な稼働ができず、米国は核燃料サイクル計画を中断し、使用済み核燃料の直接
処分の方向に大きく舵を切っている。このような情勢で、これ以上この計画に固執することは避けるべき。

 （２）原子力発電は、発電コストに遜色はないというような見方もあるが、上記のような状況では、正確な廃棄コストが計算されているとは考えられず、したがって、発電コストの比較ができるはず
がない。

 ２．今や「原子力発電は危険」ということは国民全員の共通認識になっているのに、関係者は未だに「安全」という理由で操業を企図する。ここにあるのは驕りだけであり、誠実さは微塵も感じら
れない。原子力発電操業の関係者全員に「原子力は危険なものだが、最大限の努力により、事故防止、被害拡大の防止に努める」という謙虚な考え方が醸成されないかぎり、福島事故の再来
は避けられないように思う。
（原子力発電は「工学的」なものであり、いつ何時起きるかもわからない想定外の事態に、逐次対応してこそ操業が可能であることを、再度自覚し、国民に対しても十分に説明したうえで理解を
求めるべき）

 ３．２０３０年のエネルギー供給量を２０１０年の１０％減とする前提条件を置く根拠が希薄。もっと低い数値にすることも十分可能。
まず、年平均ＧＤＰ成長率の実績は、１９９５年度から２０１１年度までの１７年間の平均が０.８２％、２００２年度から２０１１年度までの１０年間の平均が０.７９％というトレンドにあって、しかも今
後、労働人口の減少が予想される中、さらに成長率は落ちると思われる。にもかかわらず、エネルギー供給量が年１％の割合で増加するという仮定は非現実的で、基礎になる数値はもっと低い
はず。



29599 個人 その他 ４０代 男性 環境問題，化石燃料の価格不安定，再生可能エネル
ギーの信頼度，電気料金の低水準維持，産業の海外
流出回避などから，「２０～２５シナリオ」しか考えられ
ない。

　東日本大震災による，福島事故の教訓を十分に踏まえつつも，資源を輸入に頼り，海外との連携も出来ないわが国にとって，安全・安心して電気を使うことができ，持続可能な経済成長，環
境保全を同時に達成していくためには，「最低でも２０～２５が必要」である。
　世界的にも，どんどん原子力開発がなされている実態からすると，日本の技術を世界に活かしていくべき。
　低廉な料金でなければ，産業の衰退，海外進出が顕著となり，日本経済が持たなくなる。
　ＣＯ２環境対策をどうしていくのかも念頭におくべき。
　欧州では，再生可能エネルギー買取制度による，料金高騰が問題視されている。大きな屋敷の金持ちが税金で補助を受けてパネルを設置して，アパート住まいの庶民が，高く買い取った電
気料金を払うことになる仕組みをどこまで拡大していくのか。
　一時の感情論だけではなく，将来にむけ，論理的・客観的・定量的データや諸外国の事例を十分検証し，少資源国日本にとって，どのようにエネルギーミックスを行い，安定した電気を確保し
ていくのか，冷静かつ慎重に判断していくことが求められる。
　メディアは，脱原発などの偏った報道が目立つが，今，完璧な発電方式がない段階では，日本の将来ビジョンにむけ，メリット・デメリットをしっかりテーブルに載せて公正で良識のある判断が
できるように務めるべきである。

29600 個人 自営業 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」の選択肢を選びます。安全で、ク
リーンで、未来を志向した、中央集権的でない、地域
に根ざした再生可能なエネルギーにシフトするべきで
す。

原発は、立地地域の汚染と住民と原発労働者の被曝を前提としたエネルギーです。世界各地の研究で、立地地域の発ガン率がそうでない場所より高くなっています。また、原発労働者は毎日
被曝をしながら、労働を続け、多くの人が癌になって死んでいます。その因果関係の立証が難しくてもです。

また、原発から出る核のゴミは、何十万年にも渡って管理をしないければなりません。いったい、そのようなことが可能なのでしょう。それは、大事な時間とお金とエネルギーをずっと使い続ける
ことであり、そんなことをわざわざする必要があるのでしょうか。

また、今回のようにひとたび事故が起これば、原発はとてつもない汚染とそれにともなう不幸を引き起こします。その責任をこれまで誰も取って来ていません。実際、責任を取ることは出来ないで
しょう。それほどまでのリスクを負いながら、原発を続ける理由は何なんでしょうか。

原発で潤う地域はあります。それは電源三法によって可能になっています。しかし、これは危ない原発を田舎に建設し、それが可能にするお金の流れに依存させるシステムを作ります。それは、
地域において持続可能な経済システムを生み出し、維持するものではありません。その証拠に原発が止まると即座にその地域の経済システムは疲弊してしまいます。

それゆえ、地産地消のより小さなシステムに基づく、安全で、クリーンで、持続可能な、地域の人々が安全に暮らすことが出来る自然で再生可能のエネルギーシステムを作ってほしいと思いま
す。それは既に多くの国に於いて可能になっています。それが日本で出来ないはずはありません。日本程のハイテクの国で、原発のようなローテクのテクノロジーを続ける理由はもうないと思い
ます。

これまで、莫大な予算を、核燃料サイクルや原発につぎ込んできました。これまでの投資額を考えると、そこから手を引くのは難しいと感じられるかもしれません。しかし、不要なもの、既に機能し
ないもの、危険なことが証明されたものを、使い続けなければならない理由はありません。国民には既得権益はありません。少々高い電気代を払ってもいいから、多くの国民が、安全なエネル
ギーを求めています。

私たちは歴史の転換期にあり、エネルギーのシフトをするときに来ていると思います。勇気を持って、進んでいってほしいと思います。

29601 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ０シナリオに賛同します 原子力発電については有事の際のリスクが高く、将来的に無くしていく方向で進めるべきではないかと感じている。
原子力発電脱却による電気料金の高騰、再生可能エネルギーの開発不足や設置資金不足などから早急な転換は困難であることは想定できるが、それでも取り組んでいく必要がある。
現在は発電事業への新規参入については現行の電力会社の電気買取制度にて発電事業のみ参入への門戸が開かれている状態であるが、送電や配電についても新規参入できるよう取り組
んでいかなければ競争力は生まれない。
送電については現行の電力会社の送電設備を別会社化するなど分離することが一番スムーズなのではと思う。
配電についても事業化できるような仕組みを作り、需要家が発電会社を選択できるようにすることで再生可能エネルギーの技術力向上やサービスの向上がより見込まれるのではないか。
原発を無くした上で、現行の料金体制を継続するために、発電・配電事業への新規参入を行いやすい仕組み作りを行うことで、競争力を高めることを促していかなければならない。
東日本大震災で得た教訓から学ばなければならない。
多少の負担はあったとしても、再生可能エネルギーなど、リスクの低いエネルギーを活用していくことで日本のエネルギー需要を支える事が可能になるような取組を進めていく必要がある。

29602 個人 その他 ７０代 男性 シナリオ設定は時期尚早と思います。しいて3項のシ
ナリオから選ぶとすると０パーセントシナリオを目指す
べきと思います。

今回の福島の事故を踏まえて、地震津波の影響、重大事故が発生した場合の組織体制とその運用面等全ての面での原因究明がしっかりとなされ、また、それらに対応する対策が実施されたこ
とが、しっかりとオープンな形で国民に示され説明されているとはとても思えません。その意味で原子力発電の安全性についての見極めが一般の国民にはできない現状にあると思います。現状
では今回のようなシナリオ設定について一般の意見を求めるのは無理な段階で、非常に誘導的な感じが否めません。このままの現状では日本で運転されている原子力発電の安全性にはいま
だ疑問符が付き、同じような事故の可能性が秘められていると強く感じております。今回の大飯原発の再稼働も含め、なし崩しに事態を進めていく政府のやり方には非常に疑念と憤りを持って
おります。このように安全性が担保されていない段階でのシナリオ設定には０パーセントで答えるしかないと思います。

29603 個人 無職 ７０代 男性 原発の比率は、０にすべきです。 ただちにすべての「原発」を停止すべきです。福島の原発事故からの教訓はこの一語につきます。経済活動と人の命と天秤に掛けることは出来ません。
野田内閣の「大飯原発再稼働」許可は間違っています。関電の八木社長は国民の節電協力は、一昨年に比し「９％・約240万ＫＷ減少した」と記者会見で述べました。これは、危険な「大飯原発
３・４号機の発電量、236万ＫＷ」とおなじです。国民は福島の悲劇を自らの問題とし「原発０」の答えを出したのです。全国で広がる「原発０」の声を政府はしっかりと受け止めるべきです。

29604 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は０％にすべきです。 第一に、原発ごみの最終処分先について未定なこと。見切り発車で使用し続けても、いつか限界がくることは目に見えています。

第二に、原発の発電コストは他の発電方法に比べて安価だと言われますが、最終処分先も未定なので、廃炉費用までを含めたコストなのかわかりません。原発のいい面だけを見てコストを算
定しているのではないでしょうか。原発に投入されてきた税金も、コストには含めているのかもわかりません。

第三に、震災時の政府・電力会社の対応が国民の健康を最優先したものとは言い難く、信用できないこと。４０年で廃炉にするといいつつ、いつのまにか例外を設けようとしているのも納得でき
ません。

エネルギーや雇用は他の発電方法でまかなえばよいし、国民の安全以上に経済を優先すべきではないです。そもそも物心ついて以来ずっと不況なので、経済優先と言われてもピンときませ
ん。むしろ再生可能エネルギーの開発によって経済を活性化しようという、前向きな気概が政府に必要だと思います。

29605 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発２０３０年には絶対に0％にしてください。 処理できない大変なゴミを、「今の生活を維持・成長させる」ために未来の人たちに生命の危機や生活出来なくなるような負担を与えないでください。

今も日本全国地震の恐れがあると聞きます。いつ起こるかも知れない惨事に今の原発の対応などではとても不安です。
２０３０年を待たずして「原発0」を目標にしてください。

日本の技術なら絶対出来ると思います！
日本の工夫力なら出来ると思います！
宜しくお願いいたします。

29606 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発0を実現すべきです。原爆により史上例のない大
惨事に遭い、更に福島の事故多くの人が被害に遭
い。日本国の枠を超え、この事故の為地球の核汚染
は、日本人、21世紀の枠を超え重大な人類に対する
瑕疵です。

日本だからこそ、原爆と同じ未だ制御の出来ない核を使った原発は、使用すべきでは、ありません。「絶対に安全」と声高に多額の費用を使い宣伝しながらも、原発を受け入れざるを得ない僻地
に多額の原発マネーを使い、そこには、たくさんの利権を付け、いつの間にか国全体の電力を原発無しでは、立ち行かないような、状況を作っておいて、原発が、なくなれば原発立地地域に落
ちるお金も、産業界の電力も賄えないと、まるで麻薬のような罠です。
　国土の狭い日本に、さらに原発事故による国土の喪失は、命取りです。また、今回の福島の事故により、私たちは、地球全体につながっている空を、そして海を汚してしまいました。今もその
汚染は、続いています。どう世界中の人々に、そしてこれから生まれ来る子孫にお詫びをすればよいのでしょうか。次のの福島は、私たちにとっても、人類いや世界中の生き物にとっても、起こし
ては、いけないことです。何故なら核は、扱えるものでは、無く、事故は、必ず起こるからです。

29608 個人 その他 ６０代 男性 今すぐに原発依存をやめ、原発の廃炉、原発新設禁
止、核燃料の封じ込めに進むべきである。また、速や
かに、自然エネルギー拡大をはかり、既存大電力会
社の独占体制を排し、電力供給の競争を図るべきで
ある。

　原発は安全性を確保できない、制御できない技術であることが明白である。危険極まりない装置を造り動かすことは、もうやめにしよう。
　核汚染の先行事例であるチェルノブイリの事故の政治的決着は、日本における有機水銀中毒や原爆被害者の認定などとそっくりで、いかに被害を小さく見せるかに奔走している。日本ではこ
れから、事実を科学的に学び、今後の汚染を検討する必要がある。いまや日本は唯一の被爆国どころか、世界の人々と自然に対し、核汚染の加害者となった。自然を過小評価せず畏敬の念を
持って、世界の人々に謝罪し、原発を速やかに廃し、自然エネルギーの採用と核汚染対策の先進国となることが、エネルギー・環境上も、テロ対策上ももっとも安全を保障する道である。原発の
燃料源を外国から買い、後始末を外国に依存してきたのだから、原発が安全保障になると言うのはうそである。
　自然エネルギー拡大を妨げる要因には、電力供給の独占と送電手段の独占がある。これらを打破することが第一に必要で、これにより自由競争のもとで自然エネルギー利用は飛躍的の増大
し、夢物語ではなく現実となる。
　1970年代の節電を思い起こし、新たなエネルギー需要を制御し、需要の絶対値を小さくしていく方策を採るのが政治である。自治体と人々の努力で、ゴミの総量が減少しているように、先頭に
立つ者たちの本気の問題である。ごみ問題と同様、核のごみも、捨て場はない。なお、当方ではテレビを持たないが、生活に支障はない。エネルギー不足による生活の破綻という脅しへの対策
こそ、政治がすべき仕事だろう。必要なところに責任を持って供給し、いらないものを野放しにしたり優遇することをやめてほしい。

29609 法人・団
体等

無職 ６０代 女性 ０％シナリオを支持します。
(1)原発には福島第一事故が示した生命に関わる破
壊力があり認められません。
(2)原発のみがエネルギーではないのだから安全性を
持った可能なエネルギー資源への転嫁を強く求めま
す。

福島原発事故による多大な犠牲と損失などに対して、今後の安全性も復興すら具体的にすすまなくい中で東北の被災地に対して人道的に原発再開のみならず今以上に供給し続けることは許
されない。
将来の日本の国民が犠牲になることを原爆被災の国がしてはならない。
原発０％を実現させることを未来の子供たちのために強く求めます。

29610 個人 法人等 ７０代 男性 ・意見聴取会の運営方法は納得がいかない。仕切り
直しすべきである。
・自然エネルギーの見通しが確実でない状況下で、２
０３０年時の自然エネルギーを前提にして割合を選択
させる方法論はおかしい。

意見概要：
１．納得のいかない意見聴取の方法：
　政府の電力会社社員の意見を排除する「意見募集のやり方」は言論の自由を無視するもので、国民として到底容認できない。国民を代表する政府の取るやり方ではない。従って、意見聴取の
仕方そのものの在り方から、仕切り直す必要がある。また、意見聴取会に参加する人達は概ね原発反対に強い関心を持っている人に偏るのは、当然なので、こういったやり方で得られた結果
を、国民の意見だとするのは、サイレントマジョリティーの意見が反映されないので、強く反対する。
２．自然エネルギーの実現可能性：
　また、選択すべき案が３つ提案されているが、実現可能性が低い案を提案の中に含める事自体、国民を欺くもの。自然エネルギーの可能性は、ドイツ、スペインの現状を見れば、不確定要素
が大き過ぎる。ドイツでは１０年間、１０兆円かけて開発した太陽光発電量は高々３％である。再生可能エネルギー３０～３５％はどうすれば可能か、説得性に富んだ説明を示すべきである。先
だってのプライムニュースでの古川担当大臣の答えは、それが机上の空論であることを示していた。大臣さえオーム返しの説明しかできない提案内容がどうして実現できるのか、子供でも判る
話ではないか。このような幻想に立脚して、日本の将来が決められて良いはずはない。議論の枠組みからして仕切り直す必要がある。
３．成長戦略のまやかし：
　３つの選択肢の前提は平均成長率を１．１％にしている。ところが、政府は日本再生戦力で成長率を２％程度にする目標を掲げた。それでは電力が不足するのは目に見えている。だとすると、
０．１５、２０～２５％を前提に検討することの根拠はまやかしではないのか。検討の方法や前提は矛盾しているので、仕切り直しすることが望ましいのではないか。
４．エネルギー政策の恒久性を重視すべき：
　さらに、エネルギー問題は国家１００年の重大問題である。政策が時の政権に大きく左右されること自体深刻な結果を招く可能性がある。これまでの民主党の管政権の無責任で滅茶苦茶な政
策、むしろ愚かと言ってよい対応を思えば、民主党政権の方針に疑いを差し挟まざるを得ない。現在からの抜本的な変更は国民を不幸のどん底に陥れる懸念が大きい。それ故、議論の在り方
から問い直すべきである。
５．冷静な議論を！：
　今、多くの国民は福島事故で異常な心理状態にある。避難民には大変な同情を禁じ得ないが、国家１００年の計は冷静に議論されるべきである。反原発に対して確信犯的心情を持つ枝野大
臣から見ると、不安定な国民感情は、成功するかどうかは別にして、リスクの大きい３提案を決定する上で、好都合である。民主党の反原発議員は、「国民が反原発の幻想から目がさめないう
ちに、ことを決めてしまおう」という魂胆が見え見えである。国の将来を真に憂えるなら、大事な決定を焦ってしてはならない。
　

29611 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は、なくす方向へ 人が、制御できないものを使用するべきではない

原発をなくすことを前提にエネルギー政策、経済政策、あわせて将来の道筋を検討していくべき

29612 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを選びます。それ以外を提示することじ
たいがおかしい。他の発電方法で事故った場合、それ
が原因で多くの国民が健康に生きられなくなるとか、
その土地に住めなくなるようなことが起こりますか？

名古屋版市民聴衆会「市民が選択するエネルギーと環境」に参加しました。環境省・国家戦略室の加藤聖氏が説明にきました。私はどれかを選ぶとしたらゼロシナリオを選びます。ゼロシナリオ
以外を３１１以降も提示することじたいがおかしい。このシナリオではエネルギー全体の話になっているが原発と他の発電方法と比べることじたい疑問。他の発電方法で事故った場合、それが原
因で多くの国民が健康に生きられなくなるとか、その土地に住めなくなるようなことが起こりますか？原発はなくても電力は余っていることが分かった。なんのための再稼働か、何のための原発
増設かを知りたい。電気を作るためじゃないのに原発をやりたい真意を知りたい。（核兵器の材料調達ですか？）今の仕組みでは電力会社は原発を止めない。国が仕組みを変える必要があ
る。この国家戦略室が示す３つのシナリオは一般市民が思い描くものとかけ離れている。ゼロシナリオであっても現状の延長線にすぎない。「有識者」たちが考えたこの先の日本の生活は、今
後も高成長の社会、つまり大量生産、大量消費、大量廃棄を前提としている。電気自動車が増えるだの、ガスよりIHが増えるだの言っている。もう高成長、高エネルギーを止めた方が良いという
発想が一般市民の中にある。生活そのものを変えなきゃ未来はないと思う。私たちは３１１以前の生活には、３１１以前の意識には戻れない。ゼロシナリオを採用していただけますようお願い申
し上げます。

直ちに、というのは無理にしてもドイツの有り方を手本にし原発は廃止すべき。
東電をはじめとする関係会社、原子力安全・保安院の中に『原子力』を正しく理解している人間が、一体何人いたのか？　記憶に新しい所では東海村JOC臨界事故――冷却水をバケツで入れ
た話は、大笑いになったが、今日に至るまで、その関係者の知識、危機管理レベルは全く変わっていないのではないか？　もとより保安院などというものは何の役に立たない事は分かってい
た。彼らは単なる公務員に過ぎない。そんなレベルの輩に『放射能事故』の始末など出来ようはずもない。3.11から1年4カ月―　彼らはその職責において何をし、何をしなかったのか？　何が出
来なかったのか？　現状を見れば明らか。にも拘らず、政府は原発の稼働を決定し、実行した。
『総理大臣としての私が責任をもって…云々』　笑止千万！一体どんな責任を持つ？　唐突と言って良いほどの短期間で原発の導入に走った中曽根氏以下、原子力に群がり甘い汁を吸った人
間が数多いる事は公然の事実。事故の可能性、リスクについてはこれまで言われて来なかったわけではない。だが、すべて聞かぬふりをして簡単に考えて来た東電をはじめ、関わった輩のそ
の中の誰か一人でも責任を取ったのか？　それを目の当たりにした今、彼らの言う原発安全神話が非常に空虚な物であることを我々は知ってしまった。
地元に渡される補助金は何の為のもの？　原発がある事で雇用が生まれ、お金が落ち経済が回るのだから、寧ろ余計に税金を払ってもらっても良いようなものだ。だが、現実にはそうではな
い。大きな補助金が下賜されるのだ。原発に危険性が無ければ補助金を渡す筈がない。リスクを抱えてもらう代償として渡す補助金だ。だが、地元の人はそれを自分達が勝手に使って来た。本
来は、住民の数に不相応な建物を建てるべきものでもなく、自分たちの生活を豊かにするための物でもない。何かあった時に、その補助金を使って生活を支えるべき為のものの筈。それがいつ
の間にか本質から離れてしまった。原発マネーの甘い汁を吸った経験のある人々は原発が無ければ生活が出来ない、という。どこかおかしい。
大飯原発は繋がる道が一本しかなく、何かが起きればどうにもならない場所だ。だが、自分の責任においてとやらで稼働を決定した総理。3.11は想定外の規模の災害だった、というが、自然を
相手に想定の内で済むようなことがどれだけあるというのか。そんな馬鹿な事を言っている輩にいかなる責任が果たせるのか？
3.11に関して色々な問題点はあるが、前例のない被害だったので復興に関わる費用の多くを負担せざるを得ない、と覚悟している。だが、今後の稼働に関して、その原発に何があろうと費用を
負担する気はない。補助金は現地の人に分け与え、無駄な箱物を作るためのお金ではなく、万一の事があった時に備えるための物である筈。あくまでも万一の時の為に現地に落ちた補助金を
プールし備えて頂きたい。3.11の脅威を知りながら、この事態に至って新たに原発の稼働を願った地元の諸氏に、間違っても被害者面をして頂きたくない。その覚悟で原発を受け入れたという事
なのだろうから。何もなく、安全な物なら補助金など出る筈がない。
50年近く前、『石油40年枯渇』というテレビ放送を見、その頃からエネルギーについて大きな関心を持って来たが、火山帯の真上にある日本にとっては、地熱発電が一番使い易いと考えている。
大きな設備である必要はない。どこを掘っても温泉が出て来るような日本、それぞれの地域で出来る事。地熱発電なら何かの事故で損傷を受けても放射能は出ない。
ある温泉地の人曰く、『地熱発電をして温泉の白い色が透明になったり、温泉脈が代わったりしたら困る』　確かに温泉が出なくなれば大きな問題だろう。だが、調査によっていろいろな事象を想
定出来、対処が全く出来ないとは思わない。また、中には白濁した温泉が好きな人もいるだろう。だが、多くは温泉の色だけを目的として行っている訳ではないはずだ。
帰郷も出来ず、慣れぬ生活に不安を感じながら日々を送っている人々が未だ多くいる。その人々に向かって、我慢せよなどとは言えない。が、現実には我慢を強いている。それに少しでも報い
る事が出来るとすれば、3・11原発事故の現実を可能な限り明らかにし、二度と同じ轍を踏まない方向に舵取りをする事だけだ。
原子力な大きな力ではある。だが、それを操れる人間が殆どいないのがこの国の現状だ。にも拘らず原発マネーの美酒にどっぷりと浸かった輩は、『原発安全神話』に寄りかかり都合の良い事
のみを口にし、悪い事は『想定外』の下、変わろうとはしない。
海に囲まれ、プレートが入り込み、断層だらけの土地の上に危うい均衡を保っている日本という国。山岳地帯が多く、2割程しか住む場所が無い国土。放射能が拡散しても何があっても逃げ場
のない国、それが日本。そんな国に原発など作るべきではない。
電力が足りないからもっと作れ、もっと、もっと…　一体どれだけあれば満足するのか？　おそらくどれだけ作っても満足は得られないだろう。所詮いたちごっこ。そんなもう終わりにし、あるものを
使って生きる事を学ぶべき。我が家はエアコンはあるが基本的には使わない。『限られた資源である電力が不足し、必要な人が使えないという事があってはいけない。幸い、体温調節機能の劣
る乳幼児や老人、病人がいるわけではないから』というのが以前からの主張。昨夏、部屋の温度は30度を下回る事は殆ど無かったが、爽やかな涼しい夜を迎える事が多かった。エアコンの使
用を停止した人が多かった為、室外機から排出される熱気や湿度が少なかったのだと判断している。多くがエアコンを使えば当然蒸し暑く不快な夜になる。本来エアコンなど弱者の為の物の筈
だが、エスカレーターの本質が代わってしまったように、自分が快適に過ごす（楽をする）為の物に変わってしまった。皆がエアコンを控えれば町の気温は間違いなく下がる。

29607 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力をコントロールする信念と責任を合わせ持った
人間が殆ど居らず、危機管理の出来ない現状、日本
という国の環境から考えても原発は不適。直ちに、と
言わないがドイツの有り方を手本にし、原発は廃止す
べき。



29613 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 遠い将来は、原発ゼロにしましょう。 ２０３０年を区切りにした場合、あと１８年しかないため、原発以外に効率のよい発電方法が確立されるかどうか分かりません。
１００年後の世界は原発ゼロであってほしいです。
２１００年には原発ゼロになっているよう、政策を考え、取り組みを進めて欲しいです。

29614 個人 自営業 ５０代 女性 原発依存ゼロシナリオを選択します これまで原発について無関心でしたが、今回の事故発生で、大きな危険性を知りました、それは日本だけの問題ではない。危険性が有る限り再稼働させてほしくありません。

29615 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。ただし、自然エネルギー
（地熱発電、太陽光発電、など）への移行割合を増や
して、火力の割合をもっと減らすことはできるのではな
いでしょうか。

地殻変動期といわれているこの時期にまた巨大地震がやってきたら
そのときにまた福島原発事故または、それを超える被害が及ぶのは間違いない。

福島原発事故後の対応からも、人類、自然界に、甚大な被害をもたらす原子力を扱いながら、十分な安全対策がとられていないということが露呈した。
また、その安全対策の検証が不十分なまま大飯原発の再稼働に踏み切っている政府のやり方にも同意はできない。

人の手に負えないものを５４基も作ってしまったこと
こどもの未来を考えたときにただただ申し訳ない

これ以上原発を増やすことには到底同意できないし、原発事故から日本が立ち直り、学ぶ姿勢があるとすれば、自然エネルギーへの
移行を確固たる決意で実行し、こどもたちの未来、人類ひいては地球環境をこれ以上破壊しない姿勢を示していくべきだ。

自然エネルギーへの移行にコストがかかるということで、国民に負担が増えたとしてもそれは、いたしかたないと思う。

国、政府、国民が総力を結集して、こどもたちの未来を守るために自然エネルギーへの方向転換をするのは今しかないと思う。

29616 個人 無職 ３０代 男性 ゼロシナリオ 　日本のような地震大国で原発の絶対の安全を保証するのは不可能です。また使用済み核燃料の処分方法も確立していない上、安全審査に携わる機関が全く信頼できない以上、原発はすぐ
さま全廃するべきです。
　当面はガス火力を主力として、同時に自然エネルギーと省エネ技術の普及を計る事を希望します。

29617 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 すべての原発をすみやかに停止させ廃炉にすべき。
再処理工場は閉鎖すべし。

福島原発事故の原因、被害の程度、補償の行方など、一年以上経過しても解決できずにいる我が政府・東電には原発を管理する資格はありません。
使用済み核燃料の行方、日々の原発での被ばく労働をみても、核エネルギーと人類は共存できないと考えます。

29618 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率について
は、0％にしていただきたいです。

福島原発の事故により、原発の危険性は明白なものとなりました。

事故後１年以上が経過していますが、事故現場の原子炉は事故当時の状況そのままであり、いまだに放射能汚染は広がるばかりです。

現在の人類は、原発を安全に利用することは不可能だと分かりました。

将来の子供たちと地球環境を守るためにも、原発はすべて即時に廃炉するべきと思います。

電力はすでに充分足りている状況ですし、安全な発電方式は、原発以外にもたくさんあります。

これからは、安全で地球環境にも優しい発電方式を推進して行くことが、最も無駄がなく、合理的なエネルギー対策ではないでしょうか。

ぜひとも日本政府には、今後世界の見本となるような、次世代エネルギーを推進、利用する日本を目指してもらいたいと思います。

29619 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電の発電割合は、現状を維持すべきであ
る。

　資源を持っていない日本が、現在の経済力を持つにいたったのは、工業力によるとこらが大きい。現在の状況下において、原子力発電の割合を下げ、主に火力発電に振り分けた場合、電気
料金が高くなり、生産現場、特に中小企業への打撃は、大きくなる。ひいては、雇用問題にもなりかねない。
　また、再生可能エネルギーの開発を急ぐとしても、安定したエネルギーには、なりにくい。特に政府が奨励している太陽光については、変換効率が高くても２０％程度であり、天候にも左右され
るため、安定したエネルギー源とは言えない。その他のエネルギー源（地熱発電など）についてに、開発までに相当の年数がかかるうえ、コスト的にも、原子力程度のコストに抑えられる確証も
ない。
　原子力発電設備は、日本の技術的輸出品目としても、高い位置づけにしなければならない状況でもあり、国内の原子力発電を減らしていけば、技術開発能力にも陰りが出る。
　よって、将来の電源割合について、現状を維持することを提案します。

29620 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 選択肢の中から一つだけ選ばなければならないので
あれば、２０－２５シナリオを選択する。いずれの選択
肢も電力コストが上昇することになっているが、経済
の先行きが不透明な状態で極端な設定は実現不可
能と考える。

世界経済や日本経済の先行きが不透明な中で、電力コスト上昇による家庭や企業の負担が増大するのであれば、一向に経済の転換点は見出せないのではないだろうか。いずれの選択肢も
電力コストが上昇するが、原子力の力を借りることができないゼロシナリオではどこまで家庭や企業が負担を強いられるのか検討もつかない。家庭では月１．１万円の電力料金アップの試算に
なっているが、実際の生活ではどの生活用品、日常品も電力料金が上乗せられた値上げの形となって家庭の負担となるだろう。昔のように右肩上がりに給与が伸びない中で、生活コストだけが
上がっていくのはより一層個人消費を下げることになるのではないか。また企業も電力コストが上昇することによって、競争力を失っていく可能性がある。過度な円高が続く中で輸出を主体とす
る企業は手取りが減っていき、さらに電力コストアップということになれば、ますます海外生産指向となり、国内産業の空洞化も考えられる。企業の活力を改善させていくことが給与となって一般
消費を高めるものになるのであれば、極端なシナリオを選ばず、２０－２５シナリオを選択し、段階を経て方向性を見定めるべきではないだろうか。

29621 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ・2030年の原発依存率は0％を強く要望する。
・本パブリックコメント募集プログラム自体に問題点が
あると思われる。

・いったん事故が起こった場合のダメージが計り知れないことは、先の福島原発事故で明らかになっている。そのようなリスクのある電源を使い続けるべきではない。

・核廃棄物の処理方法について全く見通しが立っていない状況で、原発を稼働し続けることは大きなリスクである。稼働中の原発だけでなく、廃棄物も有事に対して無防備である。

・原発より安全で低コストなエネルギー源を、今こそ本腰を入れて開発してほしい。原発が低コストであるというのは為政者、既得権益者が作り出した神話であることを今回思い知った。

・安全保障上の核技術開発の永続とは分けて考えてほしい。何故、原発が必要なのか、理解できない。

・国民に広く意見を求める方法として、今回の施策は不十分である。全国公聴会も絶対的に不足しているし、パブコメ募集について国民に広く告知されているとは思えない。恣意的であるとさえ
感じる。

29622 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロを希望します。
現在止まっているものは、そのまま廃炉に、動いてい
るものも速やかに止めてください。

いろいろな情報がありますが、福島で爆発してしまい、地震が多い日本では危険なものだとわかります。
安全でみなが使えるエネルギーを考えて実現していく時だと思います。

29623 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロを支持します。 原発ゼロシナリオに賛成です。電力や経済ももちろん大切なのですが、やはり人々の住み慣れた街を奪ってまで稼働させることが、「国民を守る」ことになるのか疑問に思います。このパブコメを
書くにあたって資料を読んで、経済効果や二酸化炭素への影響など、原発の長所も短所も考えました。でも、豊かな生活以前に、そこに人がいる以上、安全に安心して暮らせる場があってこそ
だと思い直しました。個人的には安全を犠牲にしてまで便利な生活をしたいとは思いません。唯一の被爆国で地震大国でありながら、こんなにも原発に頼って発展してきたやり方を、考え直す
時期だと思います。
原発を止めるのはそれなりにリスクが伴うと思います。原発が無い分、日本に適した自然エネルギーを発展させる必要がありますし、私たち国民の生活も、原発なしでまかなえるくらいのエネル
ギーで生活する覚悟が必要だと思っています。節電をすると病院などで電気が使えなくて困る、というニュースもよく耳にするのですが、病院のような重要なところは通常通り電気を使い、それ
以外で節電をするということは可能なのでしょうか。便利なものを手放すことはできないかもしれませんが、少し手間をかけてでもそれぞれが普段の生活のレベルを下げる意識を持っても良いの
ではないかと思います。

29624 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％にすべきです。福島事故の原因、事故後の対応、
終息が出来ていないのに、新たな原発建設や再稼働
前提の提案は全く納得行きません。

原発事故は、地域の経済や生活、自然、人間らしく生きるためのものをすべて破壊してしまったと思います。原発を動かすなら、100％安全でなくてはならないと思います。福島の事故の原因対
応すら出来てないのに、絶対安全の保障はないとおもいます。
絶対安全の原発はないと思われるので、生活を破壊しかねない原発の稼動は許せません。

29625 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」の２０３０年段階
の全電源に占める原発の比率について(1)０％を支持
します。

必要性を全く感じません。何故なら原発がなくても電力は足りるからです。「エネルギー・経済統計要覧」によると過去の日本全体の発電能力と最大電力の関係では原子力がなくても最大電力
が発電能力を超えたことがないからです。問題なのは電力会社が地域を独占している為お互い融通しないことと５０ヘルツと６０ヘルツの世界でも例をみない不合理状況によるからです。前者
は電力会社同士が融通しあえば解決（関西電力の不足懸念を中部電力に要請した事実でも解決は明白）。後者は技術的にはすぐ対応可能なので国民の支持をちゃんと取って（すぐとれると思
われます）予算計上し実施すれば良いと思います。アメリカのワールドウオッチ研究所は全世界の発電容量はすでに２０１０年の段階で自然エネルギー（風力、太陽光など）が原発を上回ったと
発表しており脱原発は世界の潮流なので日本が世界に逆らい続けていくのはデメリットだらけで意味がありません。このように国内外で原発の必要性を感じない以上、早急に原発推進の仕組
み（法律や原発マネー）や自然エネルギーを抑える仕組み（法律や妨害）を改善していきましょう。今、日本に必要なのは国民的議論や原発国民投票です。どんどんやりましょう。もし自然エネル
ギーを推奨していくのでしたら効率の悪い風力やコスト高の太陽光よりも小さな川や水道局の水力を利用して発電する小水力や地熱発電を進めていけばよろしいかと思われます。内閣府の皆
様にはお子様やお孫様がいらっしゃいますでしょうか。我々が彼ら達に安全で安心の日本を残して行こうじゃありませんか！！。

29626 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 福島の原発事故より、今後は、原発に変わるエネル
ギー開発がいいと思います。

太陽光を各会社や建物、家庭設置し、各電力会社は原発以外の発電所を動かし、夜間や天気により電力会社は電気を供給するのはどうですか。基本、電気も自給自足、でも、それでは電力会
社が従業員を抱えて倒産では大変ですよね。
ですから、太陽光の設置やメンテナンスにのりだす。
また、今まで通り、電気も供給します。
ざっとこんな感じですが、震災で電気がこないのが長かったのもありこのように考えました。

29627 個人 その他 ６０代 女性 その他としてまとめられてしまうのを防ぐため、エネル
ギー環境に関する選択肢はゼロシナリオを選択しま
す。

本来は、2030年に原発０ではなく、今すぐ、全ての原
発の停止を要求します。

温暖化対策として、直ちに、再生可能エネルギー比率を増やし、省エネ目標を挙げるべきです。

現状で、１基の原発でこの猛暑を乗り切っているので大丈夫と思いますが、万一、電力不足で発生する停電に備えて、道路、病院等人命に関わる個所は除外する配線網を、各電力会社は作成
すべきです。

使用済み核燃料の処理の議論を、まじめに始める時です。
大量の劣化ウランや、ましてやプルトニウムをどのように安全に管理できるか、また、その何万年もの管理コストは如何程か、明示してください。
アメリカの様に、劣化ウラン弾として何処かに撒くことは、日本に限って、決して無いと思います。

29628 個人 無職 ６０代 女性 原発は要りません。 将来の廃棄などを考えると安全などということはありえません。
今回の東北のこともどう考えるのでしょうか。
原発以外のエネルギー開発にもっと真剣に取り組んでください。
なぜそんなに原発にこだわるのでしょうか。

それと、節電といいながらテレビに映る国会や電力会社の映像でだれも暑そうな顔をしていない！
国民が汗をかいているのに恥ずかしくないのでしょうか！

29629 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「ゼロシナリオ」に賛成します。 私が住む東海地方は、近い将来、大地震が起こることが想定されており、いつも不安を抱えて生活しています。そんな中、去年の福島原発事故から、原発の恐ろしさも痛感しました。私たちの、
将来の子どもたちの命を守るためにも、「ゼロシナリオ」の実施を強く求めます。

29630 個人 無職 ６０代 女性 ２０３０年の原発比率は０％にする。できれば即刻運
転停止し廃炉にできるものから順に廃炉にし、火力、
水力、風力、太陽光発電等原発以外の方法で発電量
を確保する。節電および省エネルギー政策を推進す
る。

福島第一原発の事故により、原子力発電はひとたび事故が起きれば人間がコントロールできるものではないということが私たち国民に明らかになりました。
特に日本は地震が多く、あらゆる原発立地地も今回の福島のような危険が伴う。
壊滅的な被害をもたらした福島原発事故をきっかけとして、エネルギー政策を原子力発電以外に転換するべきである。ドイツが即刻政策を転換したように日本こそが政策転換をおこなうべきで
ある。

現在でも原子力発電所は放射性物質の処分方法が決まっておらず、膨大な量の核のゴミはただ各地の発電所、六ヶ所再処理工場に保管されているだけで危険極まりない。

原子力発電による安定的な電力の供給がなければ国家経済が破たんするなどという経済界からの要望はまさに人間の命より、お金が大事ということで、私は人間の命を犠牲にしてまで国家の
繁栄などをめざすべきではないと考えています。各種の資料によれば原子力の発電コストは安くなく、安全神話とともに国民は間違ったあるいはねつ造したデータしかこれまで与えられてこな
かったと思います。福島の事故以降であっても東京電力および政府の隠蔽により国民は多くを知ることができません。

各地の意見聴取会では原発０％を支持する人たちが一番多いとの新聞記事を読みました。国民の民意は原発0％です。この意見を反映させ、新エネルギー政策は原子力発電以外の発電方法
を基本とするべきと考えます。

29631 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発賛成です！ 日本の電気代は世界の中でも高額です。
世界でもっとも安全だと言われている原発にも関わらず、国が利用を控え、火力発電や、不安定な太陽光発電などにしてしまったら、電気代がますます高くなります。
国の経済状況もどんどん悪くなる一方です。

昨年の震災は、辛いことではありましたが、原発の事故で亡くなった人は１人もいません。
しかし、節電でなくなる人は、今年に入って何人になったでしょうか？

原発が危険だというなら、代替エネルギーの研究を急ぎ、それが実用化できるまでは、原発を利用した方が国民のためであると思います。

29632 個人 家事専
業

３０代 女性 ３つの選択肢では「ゼロシナリオ」を支持。
但し、２０３０年時点ではなく「直ちに停止」を求める。
地震大国での原発再稼動及び使用済み核燃料の再
処理は反対。地熱、天然ガス、蓄電器を有効活用して
欲しい。

知恵と良心と学習能力のある日本人なら、
ゼロシナリオにチャレンジできると思うしすべきと思います。

また、地震大国であり事故対応能力もない日本では、２０３０年ではなく、直ちに原発と核燃料サイクルから撤退して欲しい。

原発の代替手段としては、太陽光や風力だけでなく、「地熱」や「波力」の自然エネルギー、「蓄電機器」の有効活用と普及促進を求めます。地熱、波力の活用を促進して欲しい理由は以下の通
り。

・エネルギー安全保障の面で、自国の資源であり資源量も豊富で有効。
・CO2を排出しないので、地球温暖化問題解決にも貢献できる。
・コスト面でも、資源輸入が不要で発電稼働率が高く有効。
・天候に左右されず一定の出力で運転し続ける安定性もある。
・アイスランドでも、過去の石油危機をきっかけに、地熱と水力を主電源に転換した実績がある。日本もやればできるはず！
・アイスランドやニュージーランドの地熱発電機器は日本の技術で、技術的にも日本は先進。
・もんじゅをやめ、その開発費や維持費を、採掘・建設費や研究費に回せば、２０３０年までにはもっと増やせるのでは？

以上、一部の人の利権のためではなく、正しい方向に日本が向かうことを願っています。

29633 個人 無職 ６０代 女性 「２０３０年原発比率０％の政策」を選択する。 公開された東電の原発事故のテレビ会議の映像を見ると、東電には原発事故の真相を徹底的に究明する責任感がなく、原発事故の制御能力がないことがよく分かりました。

政府が「原発の安全宣言」をしても、福島第一の事故で原発事故は人間が制御不能なものであることが分かったので、できるだけ早期に原発ゼロにする工程表を作成することが必要です。

「原発比率ゼロ」のシナリオを採用した場合の課題・問題点を洗い出し、それをどう克服し、政府・産業界・旧原子力ムラが一体となりオール・ジャパンで脱原発のエネルギー政策を推進するよ
う、全力で取り組むことが必要と思います。



29634 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 私は、２０３０年までに日本が原発依存０％になること
を望みます。

核の被害を受け、そして今も苦しみ悲しみを背負う日本人にとって、生活のエネルギー源がまたその元となる原子力に頼ることは、何重もの苦しみを抱えるものだと思うからです。原子力に代わ
るエネルギーを研究、開発、そして実際のものにできる技術がすでにあるはずです。国を挙げて取り組んでいくべきです。どうして、国会では反対か賛成かの議論ばかりなんですか？進んでくだ
さい、未来へちゃんと繋ぐための議論をしてください。日本人としての魂と志を、世界に見せてください。こんな日本じゃ、私たちのご先祖様があきれてしまいます。私たちは日本人です。素晴らし
い民族です。心をなくさないでください。原子力がなくても、幸せに暮らせます。子どもたちの笑顔を残していけます。これ以上、この豊かな土地で、核によって、あらゆる恐怖によって、命が傷つ
きませんように、切に願います。

29635 個人 家事専
業

６０代 女性 安全と言われ続けてきた原発が、今回の福島の事故
により安全神話は崩れました。全ての原発を即刻停
止し廃止することを切に望みます。

(1)目に見えない放射能を除染する困難さ、放射能による人、食物、動植物、自然への影響。未来を担う子ども達や命を生み出す女性の母体への影響等、事故が起きればその及ぼす被害は計
り知れません。
(2)原発の内部に入って事故の現場を確認することが出来ない危険な装置であることも今回の事故で明らかになりました。
(3)この狭い国土の日本で、しかも地震多発国の日本で、また事故が起きないという保証はなく、万が一起きたら、非難する土地を探すことも困難になるでしょう。
(4)使用済み核燃料の保管方法も確立されておらず、ごみ置き場の無いものをこれ以上増やすことの理不尽さを考えても、原発を推進していくことは不可能であると考えます。

29636 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ３つのシナリオ選択、というだけでなく、原発は限りなく
ゼロに近づけていく、という方向性と、その理由をもっ
と打ち出してほしい。

2030年には大人になる、今の子供達の意識につい
て。

8月までに2030年までのエネルギー計画を決定する、というが、提示された３つのシナリオの中から選び、その通りに進める、という風に見えてしまう。
必要なのは、“限りなくゼロにしていく”という方向性と、その理由をはっきり示す事が重要だと思う。理由は、添付されている資料の冒頭にあるように、
　(1)　たとえ安全性が保障されている、といっても、100％という事はない
　(2)　ずいぶん長年にわたって原子力廃棄物の処理の問題は解決されていない
　(3)　再生可能エネルギーや、消エネルギーは、経済に利益をもたらし、
　　　その方向で発展すれば、日本が海外にアピールするチャンスになる。
この記述に同意する。そして、よくわかっているのだと、少し安心した。
そのような理由から、シナリオ３はありえない選択だと思う。グリーンエネルギーなどの開発や、消エネルギーなどは、開発する人間がどんどん増えてきている事が確かであり、年々議論しなが
ら案を発展させていくべきだと思う。
　今回の震災を経験し、原子力発電所の事故を目の当たりにし、計画停電を経験した、2030年に大人になる、子供達の意識の高さを知っているのか、と思う。
学校にかかわる人でなければ、わからないと思うが、震災後、けなげに“自分にできる事”は何か考えるようになっている。　これはけっしてバカにできない“土台”になると今の政府に解ってもら
いたい。いずれこの中からエキスパートが出てくる。今の大人の“なまぬるい考え”で可能性をつぶしてはいけない、とおもう。
　最後に　私は原発依存の国での子育ては、大変不安を感じます。
　
　女の人の“子供を産まない”　選択は増える、と思います。
　国民が不安を感じ、子供は少なくなれば、経済に大きな影響を与えるのではないでしょうか？

29637 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
私は、長崎県出身で、戦後生まれですが小学校の同級生に被爆二世の友人がいました。この友人は５年生の時に体調を崩して学校に来れなくなり、その後どうしているのかわかりません。日
本は、広島、長崎に原爆を投下され、核爆発によって多くの人命を奪われるとともに被爆された方々は今日も被爆の後遺症に苦しんでいます。
昨年３月の福島第一原発事故による放射性物質の大量放出によって、福島県民１６万人が避難生活を余儀なくされるとともに関東の方々の生活も原発事故による放射線物質に脅かされてい
るのが現状です。福島原発事故が証明したことは、原発は人間がコントロールできないものだということです。地震大国の日本に、コントロールできない原発は必要ありません。
再生可能な自然エネルギーへの転換こそが、原爆被害と原発事故を起こした日本の責務です。

29638 個人 家事専
業

４０代 女性 原発の比率はゼロシナリオを支持する。それも一切の
再稼働せず、直ちに廃炉の作業をすすめていってほ
しい。２０３０年までなどという考えではなく、子孫に負
の遺産は残さないようすぐに議論をしていくべきだ。

まことに残念なことに世界唯一の被爆国である日本が、自国民に対して被曝をさせるという原発の大事故を起こしてしまった。東北、関東一円放射性物質に汚染され、太平洋の汚染状況もすで
に地球規模となり深刻度を増すばかりである。食べ物、空気等を常に警戒し、安心して子供を育てていける国にはもはや戻すことができない。原発が事故を起こせば取り返しのつかなくなる事
を、身をもって体験した。そして、これから起こるであろう深刻な健康被害に対して、非常に恐怖を感じる。これは公害という犯罪ではないのか。政府、公官庁、企業は、経済と自分たちの利益の
ために国民全体の健康と安全を考えていなかったことがよくわかった。これからの日本は地震の活動期と言われ、もはや原発は国民の生命や財産にとって、リスク以外の何物でもない。これま
で原発を推進してきた者たちは、今後原発を稼働させる資格はない。原発事故を起こしてしまったことを反省し、責任をとり、国民にわびるべきである。今こそ利権を排除し、公務員という国民に
仕える立場から、国民の意見を政策に反映するべきである。

29639 個人 その他 ４０代 男性 リニア　モーターカーの様に　電磁石式　にする事　そ
れと　半径３０キロ内の　土地を　全額買い上げるの
では無く　半分借地にして　５０年後に　返却すれば良

その借地に　太陽光発電を敷き詰めて　儲け分を　地主に還元すれば　良い。

29640 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 再生可能エネルギー、自然エネルギーにするいい機
会だと思います。

このまま原発から出た廃棄燃料棒を永久に増やしていく事自体、無理があります。いつかは止めなければならないと誰しもが思っていると思います。それを止めることが出来ないのは、地元民
が原発に頼って生活しているからです。原発を自然エネルギーに替えて、地元民が今度は自然エネルギーによって生活が成り立っていけるように考えて欲しい。

29641 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 下記理由から、既存原発をすみやかに廃炉にするとともに新規建設を中止する必要があります。

１）原発は、人間が100%安全に運転・制御できない技術である。
　　さらに、稼働で発生する放射性廃棄物の処理技術・方法が確立できていない。
２）どんなに確率が低くてもいったん重大事故が発生すると、何十年にもわたって
　　その悪影響が人間・環境に残る。
　　また、その対策のための費用が莫大となる。
３）地震・自然災害の多発国である日本は重大事故発生のリスクが高い。
４）代替エネルギー政策を早く確立することにより、新エネルギー技術で世界的に
　　優位性を発揮できる。
５）直近でも既存原発なしで電力供給は満たせる。
　　今後、日本社会の少子化・省エネルギー化により、エネルギー需要の増大は
　　少ないと予測される。

29642 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発比率は原発の技術的な安全性判断によって決定
する。再生エネルギーと核燃料サイクルの両方に対し
て研究開発を進めつつ、様々な発電システムを組み
合わせ、不測の事態にも備える電力ネットワークを構
築する。

今回、エネルギー・環境に関する選択肢として原発比率を基準に0%、15%、20-25%の3つのシナリオが提示されていますが、これは原発比率をゼロにする、半分にする、そのままにするという3択
と同じことかと感じました。現在の原子力発電所に関する意見は、原子力発電所の即刻廃炉を求める反原発、原子力発電所の安全性について客観的な判断がなく推進しようとする推進派の2
極化になっています。冷静に考えますと、どちらの主張も感情論に基づく物になっているように感じます。そのような背景の下、原発比率の削減目標を決定して、3つのシナリオの中で判断すると
なると、我々日本人の感覚からいうと、最終的には間をとって15%のシナリオに落ち着くように感じます。

福島第一原子力発電所の事故により、多くの人々が避難生活を余儀なくされ、今もなお福島の方々は苦しい状態が続いています。福島第一原子力発電所は津波によって深刻な被害を受けま
したが、一方で女川原子力発電所は津波の被害を受けながらも被災者の避難所として役割を果たしました。福島原発事故の政府事故調査委員会の報告書から福島原発の事故は明らかな人
災であると報告されています。両発電所の違いについて議論を重ね、原子力発電所の対する安全性を技術的な面において誰にでもわかる基準を設けることで、原子力発電所の安全性につい
て正確に判断できるかと思います。その基準に基づき現存する原子力発電所の安全性を判断した後に、運転可能な原子力発電所の数によって、原発比率を決定することが妥当ではないかと
思います。

日本ではこれまで火力、水力、原子力、風力、太陽光といった様々なシステムを用いてきました。当然のことながら各発電システムにはそれぞれ、長所と短所があります。各シナリオでは今後不
足するエネルギーを再生エネルギーで補うということになっていますが、再生エネルギーの発電には、発電量が天候によって変動するといった不安定な面があります。現在の技術力では再生エ
ネルギーの発電では電力の安定生産の部分で不安があるため、現在のような節電生活が必要となる可能性があり、我々国民への負担が大きすぎるように感じます。

再生エネルギーだけで日本のエネルギーを全て確保することができれば素晴らしいことだと思います。ただ残念なことに、現在の日本の技術では理想論にすぎません。また、核燃料サイクルに
ついても同じように日本のエネルギー問題を解決するために始まったと思います。こちらも、現在の日本の技術では理想論にすぎません。資源のない日本にとってエネルギー問題は永遠の課
題です。資源確保という面から課題を解決するのであれば、再生エネルギーと核燃料サイクルの両方に対して研究開発を進めていくことが必要ではないかと思います。どちらのシステムが良い
のか判断するためには、技術的に進化を遂げ、新たな技術が確立され、十分に信頼できると判断できるレベルに達して初めて、日本の将来のエネルギーを託せるのではないでしょうか。研究開
発には時間がかかります。将来的な戦略として両システムの研究を進めつつ、同時並行で様々な発電システムを組み合わせ、不測の事態にも備えることができる電力ネットワークを構築するこ
とも必要かと思います。

最後に、日本は1941年に資源エネルギーを確保するため、太平洋戦争に突入したという苦い経験を持っています。資源が乏しく、世界で唯一の被爆国である日本が、福島第一原子力発電所の
事故を契機に原子力発電の是非を判断することは、日本の原子力利用の在り方だけでなく、世界のエネルギー情勢や核セキュリティの確保などにも非常に大きな影響を与えます。まず、我々
が行うべきことは、なぜ福島の事故が起こったのか、その原因を明らかにし、被災した方々や世界の人々に提示することだと思います。その上で、二度と同じ事故を起こさないよう反省し、安全
な原子力発電には何が必要で、それが実現可能なのか、実現できないのであれば原子力発電所のない社会をどうやって構築するのか、その部分に関して議論を重ねることこそが「国民的議
論」だと思います29643 法人・団

体等
法人等 法人等 法人等 安全が確認されるまで稼働はするべきではない 原発は無くなるのが理想とは思いますがエネルギー需要等を考えると難しいのかも知れません。

１００％の安全が確認されるまでは稼働をしないのが当然かと思います。
事故については様々な場合を想定して訓練やマニュアルがあるのでしょうが報道で知る範囲では災害や天災時の対応が不十分のように感じました。

どのような不足事態が発生した場合でも安全に停止して放射能漏れやメルトダウンの可能性をゼロにできない限りは稼働してほしくはありません。

29644 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを進めるべきです。 私が求めるのは原発ゼロのシナリオしかありません。
原爆を受けた唯一の国として原子力のエネルギー利用で原子力の恐ろしさを有効利用に変えて抑え込んでいたと考えていたのは間違いだったのです。
日本のような地震大国でどこに発電所を作ろうがどこに核廃棄物を埋めようが地震で絶対に何の損傷もないと確信できるところは一か所もないのです。日本が核に汚染されて元日本の捨てら
れた列島になってしまうことの無いように、どんな苦労があっても今原子力を捨てなくてはいけません。
新しいエネルギーの開発に国は援助するほうが東電に援助するよりも未来の為になります。エコと効率そして新エネルギーの開発を進めることがエネルギー先進国としての日本の新しい姿を
作るものと確信しています。
国は日本の美しい未来の為に今何をすべきか、今しっかりと国民の意思をくみ取って下さい。

29645 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオが理想的。それが無理でも15シナリオ。
20～25シナリオは論外と考えます。

人間の作ったもので、絶対的安全性を保証するものは存在しません。どのような発電方法でも、事故や故障を100%なくすことはできません。そういう前提で、事故が起こった場合の被害が広範
囲かつ長期に及ぶ原発からは、できるだけ早い段階で「卒業」することが望ましいと思われます。20～25シナリオでは、40年で廃炉という原則をあてはめると、原発を新設しなければならないと
聞きます。それでは、原発推進と何ら変わりありません。
経済発展第一とする戦後の国づくりのあり方では、万が一原発事故が起こったとしても、「国の発展のために一定の犠牲はしょうがない」という考えもあったのかもしれません。しかし、そのような
超資本主義の国づくりの時代は、エコノミックアニマルと呼ばれた頃に飽和を迎え、もうとっくに終わっているはずです。このことに政府がしっかりと向き合い、ゼロシナリオを目指してみてはいか
がでしょう。
ゼロシナリオを目指すことで、経済界への影響が懸念されているようですが、エネルギー問題なしでも、これからの日本は、中国や新興国によって追いつき追い越されていくでしょう。しかし、世
界経済の頂点であることと国の本当の豊かさや国民の幸福度とは直結していないことは、今までの経験からわかっています。国や経済のために国民があるのではなく、国民のために国や経済
があるのです。これからの日本は、「国民ひとりの安全を守るために経済的犠牲があったとしてもしょうがない」といえる懐の深い国づくりをしていただきたいものです。

29646 個人 その他 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」　：　２０３０年時点ではなく、すべての
原発を「即時廃炉」にし、再生可能エネルギーや
シェールガスなどへシフトするべき。

「すべての原発を即時廃炉」の理由
１．東京電力福島第一原発の事故により、土地を追われ、今なお避難生活を送る１５万人もの人々。放射能による被ばくの不安に怯えながら日々生活する多くの人達。避難途中や避難生活で
亡くなった入院患者の方達やお年寄り。絶望し自ら命を絶ってしまった人も少なくない。このような多くの苦しみを生み、今後また同じような事故を起こさないという保証もない原発は、どんな理由
があろうとも即刻廃止すべき。
２．このような大事故でなくとも、配管漏れなどの事故は今まで数え切れないほどだったし、原発の通常運転時においても、放射性物質の環境への漏出や作業員の被曝は日常的にある。
３．原発から出る高レベル放射性廃棄物の安全な処理方法は今だ確立されておらず、このような核のゴミの放射線レベルが十分に下がるまでには約１５万年という想像もできないような時間が
かかることは周知の事実である。これはもう人間の力で管理する範囲を超えているし、日本のみならず未来の人類に大きな禍根を残すものである。このまま先の見通しもなく核のゴミを増やし
続けるのはすぐに止めて、廃炉や、今まで生み出してしまった廃棄物の処理方法の研究に力を注ぐべきである。
４．今回の事故で、多くの国民が被曝してしまった。今後これ以上の被曝を防ぐため、汚染がより少ない地域への避難を含めた様々な対応が必要である。また長期にわたる住民の健康調査、
低線量被曝やその治療法の研究も進めるべきである。

・「ゼロシナリオ」の完了時期を「2030年まで」とした場合、その期間の危険性と無駄なコストを看過することは出来ません。
・2030年までの省エネの割合が発電電力量の約１割とされていますが、
もっと大幅に削減する目標を掲げ、そのための施策をするべきです。
・化石燃料への依存度が2030年に65%と増加するとされていますが、
化石燃料、特に石炭への依存から脱却して石炭火力発電所を減らし、
CO2排出量の少ない天然ガスへの移行を図り、さらに新たな燃料調達の開発を促進すべです。
・再生可能エネルギーの割合を「ゼロシナリオ」で35%としていますが、
世界的に技術開発が進んでおり、導入実績も増えているところで、
もっと高く見込めるという試算があります。電力では６割程度とすべきです。
さらに、選択肢として提示されていませんが、電力以外に使用されている
熱や運輸などの一時エネルギーにおける再生可能エネルギーの割合も、
５割程度、と高い目標を設定するべきです。
・どのシナリオも温暖化対策を軽視し、脱原発すれば温室効果ガスの排出が
増えるかのような内容ですが、上記のように省エネ・再生可能エネルギー・燃料転換
の強化を重視した、新たな施策を立てるべきです。
・「ゼロシナリオ」で核燃料サイクルの中止が謳われています。これも可能な限り
速やかに、再処理の中止・埋設による直接処分への転換を行うべきです。
・これらのシナリオに入っていませんが、電力システムの変更を明確に打ち出すべきです。
現在論じられている、法的な発送電分離ではなく、所有権の分離を行わないと
今の枠組みを変えて電力会社が自由競争を行うことが出来ません。
また、電力使用者の節電や、各地域の需給バランスを柔軟に取るための設備建設の
促進など、スマートグリッド構想を立てて実施していくべきです。
・「ゼロシナリオ」は、国民の負担増や厳しい規制を匂わせていますが、
新たなビジネスチャンスが生まれる可能性もありますし、
一時的な痛みは、より望ましいエネルギー社会を構築するための
未来への投資と考えるべきです。

「ゼロシナリオ」であっても、18年間、現存する老朽化した原発を延命して使用したり、
あわよくば新しい原発を建設するつもりなのだと思いますが、どんなに政府と電力会社が
「安全だ」と言って報告書を出しても、国民はもうそれを信用することが出来ません。
どのような監視機関を設立しても 原発に巨大な利権が絡んでいる以上

29647 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「ゼロシナリオ」に賛成します。さらに、2030年まででは
なく、可及的速やかに原発の停止・廃炉作業の開始を
望みます。



29648 個人 その他 ５０代 女性 選択肢のなかでは原発ゼロ案を支持しますが、この
案も不十分です。
全原発を即時停止し、核燃料を安全な場所へ保管す
ること、
省電力の徹底化、地域ごとに発電と消費を行う仕組
みを作ることを提案します

地震が活動期にはいっているいま、日本のどこにも、原発を本当の意味で安全に稼働できる場所はありません。また、原発から出る核廃棄物を安全に保管できる場所も、国内にはありません。
　福島の現場で、いまも身を張って働いている人々がもしいなければ、一見平和に見える現在の日本の日常は、すぐにも崩壊するのです。その事実を直視すれば、これ以上、原発を稼働してお
くという選択肢は、ありえないはずです。

　原発の建設時に、同じだけの出力を持つ火力発電所が建てられているはずです。すべての原発を即時停止しても、国内の電力は賄えます。今すぐに、すべての原発を停止し、それらの核燃
料を安全に保管しなければ、日本の国土を守ることはできません。
　
　そのうえで、大規模発電・大規模消費の構造を完全に変えるべきです。
　
　発電を、大きな独占企業に集中させるのではなく、地域ごとに、小規模に発電を行い、その電力で生活できるような、電力の地産地消の仕組みを早急に作るべきです。
　これから、この地球上で人類が平和に安定的に暮らしていくには、グローバリゼーションではなく、地域性を十全に活かす、ローカリゼーションの考え方にシフトしていかなくてはなりません。
　
　そのための施策を、希望いたします。

29649 個人 学生 ３０代 男性 ・原発は極力早期に全廃（事故のリスク、廃棄物管理
の困難さ）
・原発廃止スケジュール作成と、それに間に合わせる
代替エネルギー開発計画策定
・代替エネルギー技術先進国として、経済・外交上有
利に

　福島の事故を教訓に、原子力エネルギーに依存しない社会を作るべき時が来たのではないか。事故のリスクに対する住民の恐怖心、実際に事故に至った場合の責任問題、日々増え続けて
いく核のゴミ・・・原子力発電所は、相当センシティブな理由が無い限りは、合理的にその存在を説明できるものではない。少なくとも無事故神話の崩壊後の現在、完全に合理性を失った。

　ここまでは一般論であるが、再生可能エネルギーの開発を進めるためにも、脱原発の行程表を作成して、それに間に合わせるべく再生可能エネルギーの開発をしていくべきだというのが筆者
の意見である。すなわち、遠い将来には再生可能エネルギーへ依存せざるを得ない時代が必ずやってくるが、早期に開発しなくてはならないというプレッシャーを今敢えて官民双方にかけてみ
ては如何であるかと言いたいのだ。

　迅速に再生可能エネルギーの開発を進め、他国に先んずれば、経済的にも優位となるし途上国相手の経済支援（原発ではなく）のツールとしても使える。

　原発を使い続けることで廃棄物は増え続け、再び事故が起きる事になるを常に恐れながら暮らす子孫と、再生可能エネルギー技術の輸出で経済的優位性を再び手に入れ、安定と安心を手
にした子孫と、二つのケースを思い浮かべていただきたい。どちらのケースに至ったときに先祖としての責任を果たしたと言えるかは火を見るよりも明らかだ。

　なお、火力や水力などは安定供給を図るために引き続き使用し、相当の事情があれば増設を認める事とするべきである。水力の増設余地は国土になさそうだが、実現可能であれば、排除す
るものではない。

29650 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電の継続、廃止について、また継続にあ
たって永続とするのか、期限を決めて０％とするの
か、本当に国民投票を行うべきではないか。

原子力発電所については、今回の事で国民の安全に対する信頼感はなく、再稼動については不快感を感じる。国として一時的な再稼動が必要であるという判断を行うならば、今後いつの段階
で０％とする事が出来るのか、しないのか国民の納得の上で電力行政を進めるべきである。大切とは感じるが使えばなくなっていく電気を生み出すために、あまりに多大なリスクを負い、そのリ
スク管理の為に人･物･金が費やされる。今回の事で、「～～～のようになったからもう安全です。」という説明はこと、原発については国民の理解は得られないと思ったほうが良い。海があり･地
震多発地域であり、火山がありという中で日々を重ねる中で老朽していく構造物の完全無欠な安全性を基準とした原子力発電はありえないと感じる。
国民として内部被曝で繋がる長崎･広島･福島以降の核被害の土地と空気は、許せ得ない。原発の再稼動は断固反対。そして国はこの件に関しては国民の気持ちを本当に尊重するべき。パブ
リックコメントだけでなく本当に国民投票を行い、民意をとったらどうか。
国として今後の１００年を舵取る今大事な時期です。
子ども･孫･ひ孫の代の安全責任を我々が取りましょう。

29651 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力は現在最も有用性の高い電力である。これを
情緒的な観点で判断することは日本の国力を下げ、
安全保障上も危険である。原子力を保持しつつ、より
安全な新エネルギーの研究・開発へ政府は力を入れ
るべきである。

福島原発の災害前、日本の原子力発電は総電力の30％を占めており、将来的には40％以上とする計画であった。これを急に0％にするなんてキチガイ沙汰である。その理由を以下列記する。
(1)電力コストが上がり経済的な負担が増える。国民生活・公共施設の機能・企業活動等相当な負担が生じる。(2)現在老朽化した火力発電の再稼働等で急場しのぎの対策をしているが、CO2
問題、環境汚染等思想的に矛盾する（技術の昔帰り）。(3)エネルギー自給率が極端に下がり、エネルギー安全保障上極めて危険である。(4)福島原発は地震災害ではなく、津波災害である。耐
震上はM9.0にも耐えた（近接女川原発も無事であった）。さらに安全性を向上することが、国際的な評価につながる。(5)福島の放射能による死者は0人である。むしろ風評被害・政府の対応策
のまずさにより、実害が多く出ている。現在日本各地で原子力反対のデモが行われているが実際は一部の人たちの情緒的運動に見える。マスコミもこれを過大広告し世論を代表しているがご
とく論評している。上記(1)～(5)の視点を冷静に評価してみれば今この日本が取るべき方向性はおのずと見えてくると思う。結論として原発の安全性を高める作業を早急に実行し、現在は保持し
つつも、将来的な技術革新により安全で、効率的な新エネルギーに移行することを期待する。そのため政府は新エネルギーの研究・開発に力を注ぐべきである。現在取沙汰されている再生可
能エネルギーはあくまで補助的なエネルギーであることを認識すべきである。

29652 個人 家事専
業

５０代 女性 ３つの選択肢の中より、(1)の原発依存度０％を選択
いたします。
地震大国である日本に原発を導入したことがそもそも
間違いで、更に地震期に突入したと言われている今、
即刻０％にするべきと思います。

ひとたび何か起きれば、人が近づくこともできない程に危険で、どうにも手のほどこしようが無いような物を、どうして造ってしまったのか、悔やまれてなりません。
しかも役目が終わっても、危険度は変わらず、何世代にもわたって管理が必要ですし、後始末の場所も世界中でフィンランドに研究施設があるのみ。
リサイクルなどしたら、更に危険な放射性物質を生み出すことになる。
何をどう間違えて、安価と見込まれたのか。
管理費に処分場建設、そして、何か起きた時の補償金、こんなに多額な出費と負担を強いるエネルギーを造りだしたこと、そして日本に５４基も建設したことは間違い以外の何物でもありませ
ん。
例え、一定の期間、エネルギー不足による苦労を伴ったとしても、将来の安全と健康のため、今すぐに脱原発を実行していただきたいです。毎週金曜日に集う方々の行動も、同じ気持ちの表れ
です。
多くの方の思いです。

１年半近く過ぎても、日常の平和を奪われ、ご苦労の続く被災地の方々の様子に胸が締め付けられる思いがします。安全策が万全とは言えない原発がある中、同じことが２度と起こらないとは
いえません。

利益より、国民の声、国民の命に重きをおいた政策に期待します。

29653 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はいらない！ 福島の現状をみると同じことは絶対繰り返してはいけないと思う。

29654 個人 無職 ７０代 男性 「選択肢聴取会と討論型世論調査について」意見を述
べます

「選択肢聴取会と討論型世論調査について」
 事務局等の予想に反して、前者の結果が”原発０を目指す”が最も多いと報ぜられています。後者も選択肢が３つに絞られていることや原発の発電コストについての疑問が噴出しているようで
す。
　これらは、調査が始まる前からＮｅｔではいろいろと取りざたされていて、資料データそのものの信頼性が疑われているようです。資源エネ庁もそろそろ本気で真面目に民意を確認するには何を
すべきかを良く考え、かつ庁内で議論されたら如何ですか？　何はともあれ、今後は包み隠さず結果を全て公表され担当審議官殿や副大臣級のコメントを添付されて国民に発表されるようお願
いします。その上で、”エネルギー国民会議”にかけられるようお取りはからい下さい。
・資料作成上の留意点（今後）大地震や巨大津波等の発生確率が高まりつつある今日、想定した地震の加速度や津波高さも明示しないと、その耐性評価は当てになりませんから、どこの電力
会社のなに原発のコスト試算値はこうなりますというような記述も、本来は必要と考えます。このような試算値は計画段階で示されるべきものでしょうが、多分、”企業秘密”として公表されること
はなかったでしょう。しかし、不特定の多くの国民の生命・健康に影響するかもしれないことは、かつ、過酷事故が発生したら、政府が即ち国民の税金が投入されることは必然ですから、本来は
計画段階の設計審査資料も原子力規制委員会に提出されるべきものと考えます。現在凍結中の新原発をいかにすべきかが、近い将来必ず大きな問題となりますから、今から準備すべきことと
考えます。
　　以上　　8/7 AM

29655 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私はゼロシナリオを支持します。と同時に、再生可能
エネルギーの研究、開発に、より積極的にシフトする
シナリオも希望します。

この度の震災、原発事故を経て、私たちは、私たちの立っている現実を直視し、より良い未来に向かって新たな選択をしなければならない時が来ていると感じている。私たちがめざす未来の生
活像をしっかり見据え、判断してゆく必要がある。

原発は効率性、安全を強調してきたが、必ず生じる放射性廃棄物のコントロールが困難であるとわかった時点で方向転換すべきであった。

厳しい省エネが必要になるとしても、明確な未来社会を見据えることで、新しく生まれてくるものがあるはずである。

地球温暖化と同様、後手に回らぬように、今こそ国をあげて再生可能エネルギー利用へ舵を切るべきである。

29656 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロ」しかも「即時にゼロ」を支持する。50基す
べてを廃炉。発・送・配電分離と総括原価方式廃止を
速やかに実行する。天然ガスを中心に、地域密着型
の小規模再生可能エネルギーも活用する。

「原発ゼロ」を支持する。シナリオでは2030年までとしているが、「即時にゼロ」にできることは、5～6月に2か月近くの間、日本は「原発ゼロ」を体験したことで実証した。真夏・真冬のピーク時を含
め、要は国民の意志・選択の問題に尽きる。
国民世論を無視して、政府が強行した大飯3・4号機再稼働はとんでもない。すぐに停止し、50基すべての廃炉に向けて転換しなくてはならない。
発・送・配電分離や総括原価方式廃止を速やかに実行することも必須。しくみを根本から市民主体・地域中心に変えていくべきだ。
当面は天然ガスを中心におく。地球温暖化危機説とそのCO2原因説は信憑性が大いに疑われており、もちろん省エネは重要だし自然破壊は避けなくてはならないが、火力発電を過度に忌避す
るのは間違いである。
再生可能エネルギーも活用すべき。既に日本が高度な技術を持つ地域密着型の地熱や小規模水力、研究開発に取り組んでいる洋上風力・波力など。ただし、資源搾取や廃棄物の問題、環境
破壊や過剰投資が起こらないようにすることが不可欠。

それにしても政府の提示した3つのシナリオには虚偽や偏った予測など問題が多い。中間の15に誘導する意図が見え見え。
具体的には、省エネに対して悲観的な見込みが設定されており、省電力1割とは低すぎる。
また、コストについての虚偽的操作が著しく、原発にかかる膨大なコストの恣意的ネグレクトがある。地震国日本で福島での事故のようなことがあった場合の損害賠償費用は莫大にかかるし、
原発を続けることによる安全対策費、系統費用、放射性廃棄物の処理費用（そもそも処理する技術もなく将来世代への負荷）といった莫大なコストにも言及がなく、全く現実的ではない。原発比
率が高いほど発電コストが安いなど、もう誰も信じない虚偽シナリオである。さらに、天然ガスはわざと日本の無策な高コストのままで見積もっており、悪質な手口を弄している。
原発は、実は超高コストであり、科学合理性ばかりか経済合理性もないことは世界的に常識化しているのだ。
核燃料サイクル・再処理もとうに破綻しており、「20～25 シナリオ」は論外。
原発新設などありえず「15 シナリオ」もまやかしである。
要は、いつ「ゼロ」にするかの3つのシナリオにするべきだったのであって、「即時ゼロ」が最も合理的であるうえ、多くの国民の望むところであろう。

29657 個人 自営業 ４０代 女性 基本的には25%シナリオを支持します。 【原子力発電について】
・化石エネルギー調達に関わる問題は無視できるものではないので、日本独自技術、自己調達可能なエネルギーである原発技術を絶やすことには不安を感じる。

・原発に関して安全基準と、事故防止のための設置・修理等の手順について見直しをした結果をニュートラルな立場から判断できる資料で解りやすく公表してほしい。

・原発を停止していることで経済的逼迫が続いている。明確な手順を踏んで民意を説得し、速やかに再稼働へ向けて行動するべき。

・そもそも福島の事故への不適切な政府介入、明確な理由のない浜岡原発の停止など、誤った政府判断が原発を取り巻く感情的な問題を起こしていることを自覚し、適切な政治判断をしていた
だきたいと強く思う。

・瓦礫処理、福島等への差別的な言動に繋がる放射能に関するセンシティブな反応と風評被害についても政府主導で正しく広報していただきたい。

【自然エネルギー等について】
・自然エネルギーを開発することも同時に行われるべきだが、現在の買取法は太陽光とその他自然エネルギーとの買取額の格差、価格固定の期間の長さ、技術支援に関してなど不備が大き
いと感じる。

・自然エネルギーの種類と新エネルギーについて、専門委員等を策定して一定の企業だけを利するためではない技術研究を推進していただきたい。

どのような監視機関を設立しても、原発に巨大な利権が絡んでいる以上、
電力会社はどんな手を使ってでも原発を温存し、新たに作ろうとすることは明白です。
可及的速やかに、エネルギー行政を方向転換して、原発に関連する交付金
（それは私たち国民が払っている税金です）を打ち切り、
新たな再生可能エネルギーの開発促進にそのお金を回して下さい。

使用済み核燃料は増加する一方で、核燃料サイクルは全く目処が立っていない、
そこに莫大な税金が注ぎ込まれていることを私たち国民は知っています。
率直に言って、日本はそんな無駄なことに税金を浪費できる状況ではないはずです。

「脱原発は感情論だ」という意見をよく聞きますが、故郷を汚染されて失った
福島の人たちの感情を忖度できず、毎日行われている大規模なデモを無視し、
電力会社や経済界の意見ばかり取り入れる政府や官僚は、
国民一般が望む政治を行えるはずがないと思います。
70年代以降、市民による現在のような規模の抗議活動が起きたのは初めてです。
何があっても大して声を上げて来なかった国民が、ここ3,40年の中で初めて、
看過できないと行動に出る、それほどの事態だということです。
福島の人達への、通り一遍の施策の心無さ、それはどこかの地域でまた同じような
事故が起きても、政府・官僚が同じような態度を取ることの証左です。
原発立地の自治体の住民だけの問題ではなく、国民全体が、
政府は国民も国土も十分に守ることが出来ない、何かあっても適当に補助金を
払って後は見殺し、故郷を去って自力でどこへでも行けと言われるのだと、
感じ取っているのです。

私は、福島原発事故は、原発利権に目の眩んだ関係者全てが引き起こした
人災であり、日本の歴史に汚点を残した恥だと思っています。
あの災禍を経験しながら、最大の被害者である方達の感情も、多くの国民感情も汲むことなく、
18年間ものうのうと原発を稼動するのなら、日本政府は言語を絶する恥知らずです。
国のリーダーである政府・議会・官僚が、ただ現状を維持し、既得権を守ることに汲々として、
大きな決断・転換を避ける、私たちはそんな人達に国の未来を預けたくありません。
そして、国民がいつまでも、原発で作った電力をジャブジャブ使いたい放題に
使いたいだろうと考えるのは大きな侮辱です。
福島と同様な事故を２度と起こさないためなら、多くの国民が一時的な負担を
耐えるでしょうし、税金の使い道を変えることを望むでしょう。
去年と今年の企業や市民の節電努力を見れば、明らかです。
福島原発の事故から、国民の意識は大きく変わったのです。
そして、政府への信頼も大きく損なわれたのです。
もし政府・官僚がそれを認識できず、変わることが出来ないのなら、
いつか必ず、政府・官僚のしがみついている枠組みも大きく揺らぐことになるでしょう。
どうぞ、真摯なご検討と、日本の未来のための英断をお願い致します。



29658 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 原発事故の教訓を学び「ゼロシナリオ」を目指し、自然
エネルギー開発の技術発展を促す予算投入をはかる
べきです。パブリックコメントは「ゼロシナリオ」を前提
に、そのために何をすべきかを問う内容にするべきで
す。

１．福島第1原発の事故の重大・深刻な状況、事故によって生活を根底か崩　されいまなお避難生活を余儀なくされている実態を直視し、かつ原因究　明が全て尽くされていない中で国のエネル
ギー政策として原子力発電を　電力供給電源に加えるべきではありません。
１．これは、エネルギー政策の基本的課題とされている「環境保護」「エ　ネルギー安全保障」「経済成長」という観点に照らしも言えることで　　す。即ち、「環境保護」について言えば、この度の事
故による放射性物　質の放出は環境破壊そのものであり、「エネルギー安全保障」について　ウラン濃縮などアメリカに依存した極めて「不安定」な燃料であるこ　　と、さらに「経済成長」を支える
にはこれも極めて「不安定」なことが　事故を通じて明らかになりました。
１．何よりも事故を通じて、原子力は「未完の技術」である事が明らかに　なりました。しかも、使用済み核燃料の後処理技術が確立されていない　ことも六ヶ所村再処理工場の現状を見れば明
白です。「トイレなきマン　ション」というたとえが現実になりつつあるのです。
１．現在のようなエネルギー自給率の低下を招いたのは自民党のエネルギ　ー政策によるものです。国内資源を生かす資金投入を怠り、コストだけ　を重視した安易なアメリカなど他国依存に
走ったからに他なりません。
　　自然エネルギーは、国内資源であり、しかも量的にも豊富です。原発　に依存しない電源開発を基本に据え、技術開発に、人的育成に計画的な　資金の投入・活用をはかることでエネル
ギー自給率の回復をはかる道を　切りひらくことができるのです。
１．原発事故の教訓を生かすエネルギー政策、原発に依存しないエネルギー政策こそが今こそ求められているのです。

29659 個人 家事専
業

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。
遠い未来にわたる放射性物質の管理は無理。
福島事故を経験した世代が現役のうちに脱原発を。
再生可能エネルギーを活用し電力の地産地消を目指
すべき。

私は原発ゼロシナリオを選びます。

何万年単位で人間による管理の必要な放射性廃棄物を生み出すようなシステムは、人間は手放すべきです。すでに世界中で大量のそれが作られてしまったことは事実ですが、これ以上増やし
てはいけません。人類がその知能や人口を何万年も先まで今の水準を保ち続けられる保証なんてないからです。将来人類の知能が低下したり大規模な人口減少が起きたりしたら、原子力施
設や放射性廃棄物の管理ができなくなるはずです。想像力を備えた人類は、人類が絶滅した後の地球のことまで考えるべきだと私は思います。

2030年までに原発ゼロにすることは相当難しいことだとは思います。ただ、福島の事故を経験した世代が現役のうちにゼロにしないと、実現できなくなってしまうと思います。戦争の記憶がすで
に日本人のほとんどから失われてしまったように、数十年後には何事もなかったかのように原発依存に戻ってしまうはずです。そしてまた事故の痛みを忘れた次の世代が、人為的なミスで新た
な事故を招くかもしれません。

今後は、今まで原発に頼ってきた部分か、それ以上を再生可能エネルギーで賄うべきだと思います。風力・地熱・太陽光・水力など、どれをとっても１つ１つを見れば安定供給に不安があります
が、多種多様な方法を組み合わせれば各々の弱点は相殺されるはずです。そして、今のように限られた数の発電施設で大きな発電をするのではなく、小さな発電施設を無数に作り、地産地消
の形にすべきです。そうすれば市民の電力に対しての関心も保ち続けられ節電につながります。

脱原発と再生可能エネルギーの推進策の形がはっきり示されれば、そのための費用負担を嫌がる国民は少なくなるはずです。今、電気料金の値上げに反対の声が大きいのは、エネルギー政
策や電力業界が結局なあなあで今のまま行ってしまうのでは…という不安があるからです。

29660 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持する。二酸化炭素の排出も核廃
棄物も、利己的すぎる考え方も、地球の住環境と人の
精神環境を破壊します。社会問題を、個人個人の視
野の狭い利己的な発想で解決しようとするのは、改め
る時だ。

政府が、原発ゼロに向けた行動を本気で始めるなら
そのために日常生活に起る不都合な問題を受け入れ
対処する心の準備は、できています。

何世代にも渡って、子孫の命を脅かすほど
恐ろしい負の遺産を残してまで作られる電力など、買いません。

政府が原発から手を引かないなら、個人が
再生可能エネルギーによる、エネルギーの自給自足を
目指していくしかないと思っています。

個人個人の利己的な発想で
解決するには、問題が深刻すぎます。

世代を越えた超長期的な発想で、解決していきたい。

29661 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 3つの選択肢のうち、20-25シナリオを選ぶが、エネル
ギーセキュリティーの観点から大きな不安を持ってい
る。

今回の論点として、人命vs経済ととらえられる議論が見受けられるが、エネルギーセキュリティーが確保されない場合の影響は非常に大きく、全停電が発生した場合の病院における人命介護、
交通信号ストップによる事故等による人命への影響は、計り知れない。
20-25シナリオを選択しようとすると、福島の事故の大きさを理解していないような言われ方をするが、エネルギーセキュリティーを考えず原発廃止を唱えることは、無責任な発言であり、現実の
理解がなさすぎる。
原発の技術は一朝一夕には確立できず、一度開発を止め、研究者等を含めた環境を失うと、復活することはほとんど不可能である。エネルギーセキュリティーの確認なしに、ゼロシナリオなり
15シナリオを選ぶことは、日本での研究体制に致命的なダメージを与え、世界では原発が使用されているとき、日本は何の武器も持たず、傍観するような立場となる危険性がある。

29662 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロを望みます。 個人個人の電気消費量を少なくする努力とオルタナティブエネルギーの開発努力によって、原発ゼロへ！！短期的に化石燃料の使用が高まったり、温暖化が進んだとしても原発事故が起こる
よりよい。電力会社と政府の癒着をなくして欲しい。
天下り反対。

29663 個人 家事専
業

４０代 女性 【原発ゼロを希望】福島原発の事故を受けて、原発安
全神話は崩れました。未来の子どもたちのためにも、
危険な原発は廃炉にし、自然エネルギー政策へのシ
フトを希望します。

原発は、核廃棄物の処理の問題未解決、活断層上に建っている危険性、事故後の放射能汚染、被曝の問題あり、原発作業員の被曝のリスクの上に成り立っているため、原子力エネルギー政
策の継続はやめるべきと考えます。

29664 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロを希望します。 今すぐゼロがいいです。

29665 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ・原発0を望みます
・超党派｢原発セロの会」の政策提言を支持します

国で最も大事なのは、次世代が健やかに育つことです。でなければ国の未来はありません。
その命を育む国土を汚染することは、これ以上許されません。
今すでに、子どもをおおらかに、健やかに、育てる環境ではありません。食べることから、外で遊ぶことまで神経を使い、また同様な事故が起こる可能性に怯える異常な日々です。福島はもちろ
ん、離れた地域においても同様です。拡散、蓄積する放射能汚染の害は遠く及び、地球規模の環境危機です。
「子どもが健やかに育つ国」を目指すことは国のあり方として当然のはず。そこを基軸に考えれば少なくとも事故後に原発を稼働する選択はあり得ないことです。

｢経済最優先の社会」がもたらしたものは、人間の真の幸せとはかけ離れていたものだったことは、震災以前から語られていました。昼夜の区別なく働き心身ともに病んでいく企業戦士や、己の
利益のためなら人の命などお構いなしといった大人の姿を見て育つ子どもに明るい未来が見えるはずもなく、子どもの心の育ちは今最悪な状況です。加えて放射能汚染です。
もう「経済のため」などということは理由になりません。
今、多くの国民が次世代のために、立ちあがって使命を果たさない為政者に向かって声を上げています。
この声を受け止めず、嘘、ごまかし、詭弁…で自己の利を通そうとする姿は、一大人としての責任すら果たしていません。
改めてください。本来の使命を果たして下さい。世界中が注視しています。

29666 個人 無職 ６０代 男性 　私は選択肢の3つのシナリオからゼロシナリオを選
択します。それも、今すぐ原発をゼロにすべきだと考
えます。

　私がゼロシナリオを選択し、今すぐ原発をゼロにすべきだと考えるのは、何よりも放射能の不安や恐怖の無い暮らしと未来を求めるからです。
　そのために行政府は省エネルギー政策をさらに強化し、自然エネルギーの推進に努めてください。原発の廃炉、核燃料サイクルからの撤退、核廃棄物の処分に向けた産業、学術の振興に、
経済力を振り向けてください。
　地震の巣といわれ、大震災後にはさらに地殻が不安定化しているといわれるこの日本に、もはや原発を置いておくことはできません。安全性の根拠に乏しい原発再稼動や、フクシマの惨禍を
無視するような原発の輸出は、もはやモラルの問題でもあります。私たち日本人は苦しむ同胞を横目に、安い電気を享受したり、外国に放射能セットを売ってまで豊かな生活をしたいとは望みま
せん。
　原発ゼロ、そこで手に入る電気で暮らす生活で十分に文明的だと思います。さらに後の世代を思うとき、大量の放射性廃棄物や今回の原発震災で放出されてしまった途方も無い量の放射性
物質を引き継がせるその罪を重ねるわけにはいきません。
　事故が無くても原発労働では一定の被爆は避けられませんし、事故収束に向けて働く現地での被爆労働を考えると、誰かの犠牲の上にエネルギー社会を築いてはなりません。どうか原子力
発電なき社会にしてください。

29667 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、「原発
ゼロシナリオ」の採択を前提としたシナリオの再精査
を希望します。

原発および自然エネルギーの経済合理性は、国内および世界のメジャープレイヤーの動向にも左右されると考えるが、現状のシナリオについては過去３０年政府が築いてきたビジョンの延長線
上、すなわち「手なり」での経済試算といえ、今回の事故を受けた将来ビジョンおよび将来への国家戦略的見通しが欠けた議論ではないか。

報道によると、GEのジェフ・イメルトCEOが原発に対しトーンダウンした発言が目立っている。これは、中国、インドをはじめとした世界的な電力需要の拡大を背景に、火力発電用ガスタービン、
風力発電用風車、さらにスマートグリッド技術を生かした広範な電力インフラ設備などの一括受注を狙い、世界市場で攻勢をかける体制を固めたことが背景にある。これは我が国も見習うべき
姿勢である。

我が国の家計への影響も重要であるが、アジアのスマートグリッド時代に向けた将来ビジョンが求められている状況下においては「原発ゼロ」は好機ととらえるべきであり、国内で一層のイノ
ベーションを実現するためには官民のリソースを原発の維持に振り向けるべきではない。新エネルギー政策から生み出される経済的価値が、より大きな国家成長をうみだすものと考える。

29668 個人 無職 ８０代以
上

男性 科学技術は、新しいほど「不確実性」が大きいもので
す。原発はわずか５８年、未完の技術でもあります。
「核」技術は、パンドラの箱を開けてしまったようです。
「即刻廃炉」へのパラダイムシフトを願います。

　科学の世界には「不確実性」という言葉があります。科学が生み出す技術は完ぺきではなく、常に不確実なものがあるとの考え方です。科学技術は人為であり、それを活かして活用していくう
ちに、新たな知見を積み重ね、技術の完成度を上げ、リスクを含め不確実な部分が徐々に少なくなっていったのが科学技術の歴史と考えます。
　原子核技術は、１９４５年の人類史上初の核実験から６７年、世界初の原発（ソ連）稼働は１９５４年ですから５８年の経験しかありません。この時間をどう評価するかは立場の違いで異なるで
しょうが、科学の歴史から考えると、新しい技術であることには違いありません。
　核開発・原子爆弾は「戦争に勝つため」が最大の目的であり、リスクを含む新技術の不確実性などが考慮の対象外であったことは当然のことで、いわば典型的な見切り発車です。
この流れが原発につながり、使用済み核燃料の処理、廃棄物の処理方法が確立されないまま、今日にいたっています。
　原発を推進しようとする立場は、新技術に付随する「不確実性」を軽視し、安全性のみを強調、「安全神話」を作り上げてきました。
　３・１１で「人為の限界」が見事に証明されました。「想定を超える」云々は言い訳に過ぎません。
　人類の叡智は、これまで数えきれない科学技術を開発、今日を作り上げてきました。しかし、今回はこれまでと違います。それは「核」だからです。かつて「太陽をとらえた」との表現がありまし
た。「核」を解明すること自体を否定するものではありませんが、「核」であるがゆえにその「不確実性」は計り知れない大きさがあります。核爆発という現象が、生物を含む地球環境にどれほどの
影響をもたらすか、世界唯一の被爆国としてわが国の経験があります。
　「核」はパンドラの箱だったかもしれません。でも、箱のふたは開いてしまったのです。
　効率のみからみれば核エネルギーはすぐれているかもしれません。しかし、その手法を誤った際の惨禍は、他の科学技術のそれと比較にはなりません。さらにわが国は世界でも有数の地震
国です。
　私たちはヒロシマ・ナガサキで「核」を教えられ、フクシマをイエローカードと考えることは出来ませんか。
　原発は、即刻廃炉の道を選ぶべきと思います。
　一方からはエネルギー不足、経済への影響が叫ばれでいます。警告を無視して、また「想定外」が起きた場合、それこそわが国の存亡に関わるのです。
　撤退することは前進よりも勇気のいることです。
　いま求められているのは、「パラダイムシフト」と考えます。

29669 個人 その他 ３０代 女性 今すぐに原発ゼロシナリオを望みます。
再稼働はしないで、全ての原発を今すぐ廃炉にしてく
ださい。

私たちの子孫や地球に負担のないよう、美しい自然を残していくためにも、
再稼働はしないで、今すぐ全ての原発を廃炉にしてください。
地球も自然も動物も人も皆いのち、繋がっています。
これ以上、いのちを無視した馬鹿げた行動はしないでください。
これから先に繋がるいのちを大切に考えてください。
お金より、電気より、いのちを優先させてください。
地球にも自然にも負担の少ない自然エネルギーを推進してください。

29670 個人 その他 ６０代 女性 原発はなくすべきである。 原発の事故後、結局何も元通りになっていない。
多くの人は事故の負担を押し付けられているのを解消しないうちにまた事故が起きる状況にするのは許せない。

事故が起きない場合も原発はなくすべきである。
廃棄物の処理ができない状況なのに推進すべきではない。

すぐに手を引くべきである。

29671 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 (1)原発ゼロシナリオを強く支持する。福島原子力発電
所の爆発は、放射能物質をまき散らし、空気や水や大
地を汚染し続けている。原子力発電が稼働している限
り第２の福島の悲劇から逃れられない。国民の命を守

(1)原発ゼロシナリオを強く支持する。福島原子力発電所の爆発は、放射能物質をまき散らし、空気や水や大地を汚染し続けている。原子力発電が稼働している限り第２の福島の悲劇から逃れ
られない。国民の命を守れ。

29672 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発なくても電力は足りる。原発はいらない。 戦後経済の発展は敗戦から高度経済成長へと著しいものがあった。その資本主義社会の競争原理が格差を生み、グローバル化とともに日本経済のマネーゲームは、日本国民の雇用・生命を
奪う結果となり格差とともにその差がさらに広がり底辺層が厚みを増している。電力会社は勝ち組とでも勘違いしているのか、競争がない独占企業の電力会社は何をしても黒字になる仕組み
だ。人件費や発電に使う燃料費、発電所の修繕費などが、企業や一般家庭からも容赦なく単価調整で徴収される事にも憤りを感じる。原発事故はまた起きたんだ。もう起こせないんだ。地球、
いや宇宙規模での既に犯罪者である。国を代表する企業の理念が世に灯をともすそれで得る利益追求という目先の経済観念ではなく、地球を人類を守る事が先決である。21世紀の戦争と原
爆と原発の誤り、100年周期でしか変わらない世代、22世紀に繋げる21世紀にする事が重要であり、そのためにも原発はいらない。目を覚ませ。その使命が電力会社にもとりわけ日本政府にあ
る。

29673 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発はゼロにすべきです。 日本列島は、地球を覆っている十数枚のプレートのうち４枚のプレートが衝突している場所にあります。昨年３月に発生した東日本大震災は北米プレートの下に太平洋プレートがもぐりこんでい
る場所で起きたことが明らかにされています。この他の場所でも近い将来に必ず大きな地震を起こすことが予想されています。このような世界的にも稀に見る地殻変動が最も激しい地域に日本
列島があります。このような場所に原発を作ったことが，原発事故を引き起こしました。原発事故を一旦起こしたら取り返しのつかない事態を引き起すことを何十万人もの人が身をもって体験し
たのです。自然現象を侮ってはなりません。人間が予測することには絶対はありません。予想外のことが起きたから今回の事故が起きたのです。危機管理の観点からは予想外のことが起きた
ときに大惨事になるようなものを作ってなりません。放射能汚染は末代まで続きます。
　今回の東日本大震災による被害は確かに大きかったのですが、そこに加えての原発事故が復興を妨げています。今後、放射能汚染による様々な問題が発生してくることが予想されます。そ
れは単なる推測ではなく、日本が２度も被爆し（第五福竜丸の事故も加えると３度）、それによるデータが蓄積されているからです。新たな被爆者を作ってはなりません。
　今方向を転換して、原発依存から脱却をすれば日本は世界からも認められるでしょう。しかし、同じことを２度繰り返したらどこの国も助けてくれないでしょう。そんな自己本位的なことをいって
おられません。放射能汚染は一国の問題ではなく、地球全体を放射能で汚染してしまいます。
　これまで原発のためにつぎ込んできたお金を代替エネルギー開発に振り向ければ、今の日本の科学技術の水準からすれば急速に発展するでしょう。今が決断のときです。

29674 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを希望。 3.11以降の原発事故に対する東電と国の対応をみていると頭に来ることばかりです。１年以上たった今でも普通の生活ができずにいる大勢の方々のことを思うと不憫でなりません。そして何より
も子供たちの未来が心配です。原発が「安全だ」「クリーンだ」なんて信じられるわけがありません。国民の命よりも大切なものはないはずです。原発の再稼働、建設は断固反対です。他のエネ
ルギー利用にもっと真剣に取り組むべきです。いのちと経済を天秤にかけないで！

29675 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする 広島に原子爆弾が投下されて以来、日本人は被爆の恐ろしさを十分に知っている。昨年の大地震後、天災と人災が重なり、日本はまた、被爆国となった。今度の被爆は日本が戦後手に入れた
豊かさの代償に何を失ったかを示唆している。電力を得るために原発はいらない。
少しぐらい貧しくても、不便でも、心豊かな落ち着いた、安心できる生活を望みます。



29676 個人 その他 ４０代 女性 「ゼロシナリオ」希望 「ゼロシナリオ」しかありません。早急な原発ゼロを求めます。そもそも核廃棄物処理も出来ないのに、そしてこんな地震大国、しかも活断層のうえなどに原発をなぜ作ったのか、後先考えずに、
まじめで勤勉な日本人がやった事なのか、今ではとても信じがたい。しかも福島の事故後、原発をやっていくのはとても恐ろしい事だというのはみんなわかっていること。目先のお金とエネル
ギーがほしいがためにやる原発はいらない事は分かりきった事。一部の人（原発をやって得する人）以外は誰もこんな危険な事はやりたくない。今回の事故で、小さい子供を持つ者はいまだに
放射能汚染されてない食べ物を探して子供に与え、そしてそれはまだ続く。ホットスポットに住む人はいまだに被爆の恐怖に怯えながら引っ越す事も出来ない。被災した人々の生活はいまだに
安定していない。がれき処理などと称して汚染されていない場所まで汚染を全国に広げている。それらの事をちゃんと解決できずに、原発の安全性や次世代エネルギーの議論なくして、このよう
な不自然な状況でも再稼動をしてしまった事は信じがたい。一度福島のような事故が起こると、人間は太刀打ちできず、その代償ははかりしれない。
原子力を後退させるためには、火力発電所の復旧、増設、自家発電の強化を最優先しなければならない。石油、石炭、天然ガスは５００年以上はあるとみられている。技術が確立しているこれ
らのエネルギーが妥当であるのは異論もない。しかし現実には「電気が足りないから毎年我慢することになる」という脅しのもと「時間のかかる自然エネルギーに税金を投入するか、原発を再開
するか」という「悪い方向」だけを選択させようとしている。資源が豊富にあり、世界が例外なく火力発電の強化に進んでいる中、そのデータを報道せずに日本だけを別の方向に進ませようとして
いる国の責任は重い。
原子力発電の売上高は一年に五兆円、それに税金五千億円を投入していた。これを当面、電力会社は原発の運転を止め、経営失敗の責任を取って新規火力発電については収益を期待しな
いとする。その他の火力発電での収益は三分の二をしめるから、電力会社の経営責任を三分の一の収益減少を意味する。これほど日本を混乱させたのだから納得性があるだろう。原発の廃
炉、核廃棄物の処理、格納にこれまで原子力の開発などに使用していた税金五千億円を投じ、青森の再処理工場の運転を停止すれば原発の停止に関して余分な出費はないはず。青森の再
処理工場は原爆を作るためで、放射性物質で汚染されたものは２．６倍になるのだから処理をしないほうが格納する使用済み核燃料は減少する。「再処理」よりもそのまま地下に埋める「直接
処分」の方が数兆円も経済的である事が明らかになっている。原発の処理を現在の税金の範囲で出来るので、コスト面での火力発電の増設は「通常の電力会社の増設計画」で出来る。つまり
電気代のアップはないという事だ。このパブリックコメントの事を知っている人はどれくらいいるのだろう。こんなに大切な事をあまり公にせずインターネットなどばかりで広報していることは疑問
だ。テレビやラジオなど多くの人が分かる広報をするべきだ。しかも期限が短すぎる。意見聴取会の問題点は、発言者は事務局で選ばれた九名のみで不透明で不公正だ。二百名程度の参加
がみこまれているが会場からの意見や討論は一切認めない進め方で何のために多くの参加者を募集するのか疑問だ。震災以降、政府の国民目線ではないやり方にはあきれてしまう。今まで
は、礼儀正しく真面目で勤勉な日本人であることが誇りだった。でも今は違う。恥ずかしく思う。誠意ある日本に戻ってほしい。子供たちのためにも、不の遺産を残すべきではない。

29677 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 (1)ゼロシナリオ　しか考えられません。
国土あってこその日本であり、国民です。人が住めな
い国土をこれ以上つくってはなりません。一刻も早く、
脱原発すべきです。原発と日本の発展は両立しませ
ん。

原発と人類は共存できません。被爆国としてはっきりとその立場を貫くべきだったのに、日本はここまで来てしまいました。
頭で逃げ道を考えたり、論理をこじつけたり、地元をだましたり、金をばらまいたりして福島の事故にいたってしまいました。が、事実としては、はっきりと、原発と国民の暮らしは両立しません。そ
のことが原発事故によって証明されたといってよいでしょう。
この地震国日本で、またテロで、何らかの理由で、さらなる原発事故が起こらないとは言えません。いくら想定しても、人の頭では想定しきれない。何かが起こればそれに誰も責任をとれないの
です。
また、原発がなくても電気は足りています。欲や不安にかられて原発を残し、この国土に住めなくなっては元も子もないのです。
日本は、原発をなくし、自然と共生して平和を創りながら生きていく、新しい国家像を打ち出していくべきです。そのためならどんな協力も国民はするでしょう。
何よりも国土を守りましょう。放射能に汚染されない国土があってこそ、人が暮らせる。日本の発展もある。それは、今までの発展とは違いますが、自然と共生して生きてきた日本人のまごころを
表現し、取り戻すことになり、世界へのメッセージ、人類の希望になるはずです。
新しい日本を創りましょう。

29678 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発(ゼロシナリオ)を支持します。国土が狭く人口
密度の高い日本に原子力発電は向いていない。新た
なエネルギー方策への転換を望みます。電力会社の
独占を含め、現状を改善すべく、新たな方向性を探っ
てほしい。

原子力発電は安全を維持するのにコストと技術がかかりすぎるし、今後いつ大きな災害、テロ、人的事故というリスクも大きい。加えて、使用済み核燃料再処理の方法が現時点で存在しないと
いうのが絶対的に問題。密封して地中深くに埋めるなどという未来の人々に危険なゴミや困難な課題を押しつけるという無責任な方法では納得できない。未来に負の遺産を残してはならない。
また、今後少子高齢化が進む中で、極めて管理が難しい施設の維持管理が可能なのか疑問。今の時点で方向転換してほしい。

電力不足が懸念されるといわれるが、節電についてももっと徹底的に考えれば可能だと思う。また、各都市レベル、各家庭レベルでの自家発電の普及について余地があるのであれば、もっと検
討・研究を重ねてほしい。火力発電についても安全ではないので依存度、利用度を減らす方向にもっていって欲しい。

29679 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

2030年に原発0ではなく、即刻、原発0に！
政府は本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽力
すべき

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。前提自体が国民を騙すトリックだ。再び事故が起これば、日本は再起不能になる。自然エネルギーへのシフトを、早急
に始めるべき。

29680 個人 その他 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」を支持します。 日本が、安心して暮らせる美しい国であり続けることを希望します。

29681 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。分散型の再生可能エ
ネルギーを構築すべきである。

　原発ゼロシナリオを支持する。分散型の再生可能エネルギーは地方に新たな経済効果を生み出す。例えば家畜から出る大量の糞尿は、バイオマス発電の資源である。農家が主体となった
協同組合やNPO法人が発電事業を展開できれば、第一産業は日本の重要なエネルギー源となる。疲弊した地方経済を救うのは原発マネーではない。小規模水力発電も農村部には有効であ
る。新たなエネルギーシフトは地方経済を自立させる可能性がある。
　また原発はいったん事故が起これば、重大事態となり、国土の一部が放射能汚染によって失われることになる。国民にも放射線被害が起こる。これは国家の安全保障の問題でもある。もん
じゅのような高速増殖炉が福島第一状態になれば、水をかけることもできず（ナトリウムと反応し大爆発となる）、手の施しようもなく、ただ見ているだけだ。これは地球の終わりを意味する。
　放射性廃棄物の問題も重要である。１０万年もの間、安全な状態で管理することができるだろうか？
　以上から、原発はすみやかに廃炉にすべきである。

29682 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 今後の日本の経済のためにも、安定した市民生活の
ためにも、より安全な原発を推進しすることを希望しま
す。
一部のヒステリックな反原発活動により、日本の将来
が左右されてはなりません。

・まず福島の事故は１０００年に一度ともいわれる天災によるものでした。危機管理対応などに問題なしとは言えないものの、あのレベルの地震と津波にあって、原発による死者が出ていない点
は、日本の技術がきわめて優秀だったと言わざるをえないと思います。

・私は小売り業（食品スーパー）に社員として勤務していますが、昨夏の計画停電の際には、生活必需品の入荷もままならず、戦争経験のあるお年寄りのお客様に商品がないのに「私たちどうし
たらいいんですか。お願いだから売ってください」と泣かれ、大変つらい思いをしました。
また売り場も消灯で薄暗く、営業時間も短縮・・・と、お客様には大変不便をかけ、売り上げも落ちし、ビジネスの将来と自分自身の雇用に対し不安を感じざるをえませんでした。

・原発廃止により電気のコストが上がれば、今後日本の経済状況はさらに悪化し、現在年間３万人と言われる自殺者の数も増えていく恐れもあります。原発事故で１人も死者を出していないの
に、反原発で自殺者や熱中症の被害者を多数産み出してしまったら、反原発論者はその人らに対し責任をとれるのでしょうか。

・原発に代わるエネルギーの開発については、石油エネルギーは中東情勢に常に左右され、再生可能エネルギーはドイツで電気料金の大幅値上げを招き撤退、と現実的には難しいのが実情
です。
日本の安定と、なにより市民生活を守るため、原発再稼働による、安定したエネルギー供給を希望します。

29683 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロを推進してほしい。 私は恥ずかしながら、薩摩川内に引っ越して初めて川内に原発があることをしりました。そのおかげでこの町の財政が潤っていること、しかし恐怖や不安を感じている人もいることを直接見聞き
しました。私はこの地で妊娠しました。原発付近にはできるだけ近づかないようにと地元の方に教えていただきました。そう言われて、初めて私自身も不安を覚えました。さらに、子供を出産直後
に東北大震災がおこりました。今もなお何一つ解決できていない状況で、原発を作れても後の処理方法がない状態で、再稼働や残す選択はできない。子供に、そのまた次の世代に本当に残し
たいものなのか、今一度考えてほしい。原発を稼働させないと電気の供給不足が起こる、町が大打撃を受ける。私は逆だと思う。原発をとめれば知恵がでる。新しいエネルギーの仕事が増えて
いく。自分達が困らない生活ではなく、これから先も困らない生活を考え行動していかなければ何も変わらないのではないでしょうか？目先の利益はいいです、本当にこれからの日本のための
政策をお願いします。子供を持つ一主婦の心からの願いです。

29684 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力比率２０～２５％を支持します。再生可能エネ
ルギーがどれだけ導入されるか不透明なうえに、国内
のエネルギー自給自足が確約できないなかで、原子
力をやめる選択肢は安易すぎると思います。

政府が示した３つのシナリオから選択するのであれば、２０～２５％を支持します。脱原発依存の方向性は否定はしませんが、再生可能エネルギーも含めて、国内で安定的にエネルギーを自給
自足できるような新たなエネルギーが開発され、原子力に頼らなくても大丈夫と確信がもてるまでは、原子力を数値で縛って制限すべきではないと考えます。０％や１５％を選択した場合に、再
生可能エネルギーが計画値まで伸びなかったり、石油、ガス、石炭が、輸入先の政情不安で制限されたら日本のエネルギーは何に頼るのでしょうか。この夏の節電でも、原子力は反対だけど、
停電はもっと困るいう話も聞きます。原子力の停止により、燃料代３兆円も増加すると言われています。当然、電気代の大幅な値上げは覚悟しなければなりません。音楽家　坂本龍一氏は市民
集会で「たかが電気のために」と発言された聞きました。坂本氏ほど有名な方であれば、裕福な生活を送り、音楽活動・コンサートで大量の電気を消費しているのではないかと想像しますが、今
後電気は使用しないと宣言したとは聞きません。電力不足による停電、大幅な電気料金の値上げ、企業の海外移転による雇用の場の喪失などを、「たかが電気のために」と割り切って、国民は
本当に受け入れる覚悟があるのでしゅか。確かに、福島県の皆さんのことを思うと、これまでのように原子力推進とは言い難い状況ではありますが、エネルギー問題は日本の根幹に関わること
です。一時の感傷や流行に惑わされたり、選挙を念頭に国民受けをねらった判断だけはしないように、日本の将来を考え長期的な視点で冷静な判断が必要と思います。

29685 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオしかチョイスはありません。 昨年３月の事故以来、これだけ国民の反発が大きく、政府も危険性を全く拭えていない原発。なぜ再稼働・増設する案が提示できるのでしょうか。
今までうまく隠してきた様々な背景も、国民は知ってしまったんです。もう、政府が逃げおおせることはできないんですよ。これからは、全原発を廃炉にして自然エネルギーへ転換するのを、民間
まかせにせずに政府がエネルギー政策を転換しなくてはいけません。また、代替エネルギーとして考えうる全ての選択肢と転換のスパン及びコストを、曖昧さが残らない形で提示すべきです。そ
れは国民が考えることではなく、政治家が今までの責任を取る形で、最重要課題として取り組むべきです。
原発は生態系も変えています。人間のエゴで、生物たちの在り方まで変えてしまうことは許されないと思います。青い地球は青いままに、原発の副産物で核兵器が生み出されることのないよう
に、日本が安全に暮らせる国への一歩を踏み出す時です。国民の声をしっかり聞いてください。

29686 個人 その他 ６０代 男性 全ての原発は、即廃止！ 原発０％選択でも、２０３０年までに全廃するというシナリオ。しかし東海沖地震は４年以内に７０％の確率で起きると言われている。それはまた福島同様、関東に設置されている原発もこの４年
以内に７０％の確率でダメージを受ける可能性が高いという事。そもそも地震国日本で原発を稼働させること自体、国民の安全と安心を守るべき政治家の取るべき道ではない。しかも使用済み
核燃料の処理法が定かでない現状で、その原発を途上国に輸出するとは言語道断。核兵器と原発は紙一重。核の平和利用とは、原発を推進する連中の詭弁に過ぎない。先に日本中の原発
が全て止まっていた期間でも、電力不足にはならなかった。我々の知恵と努力で、原発に頼らない社会を造るのが政治家の役目。この国を滅亡させたくなかったら即、全ての原発を停止し、廃
炉に向けて舵を取るべきだ。後悔先に立たず！

29687 個人 自営業 ６０代 女性 ゼロシナリオに賛成です。2030年にゼロではなく、即
刻、全原発を廃炉にすることを望みます。

(1)明日にも地震が起きるかもしれない地震大国日本にとって、エネルギー選択としての原発利用はリスクが大きすぎます。命がけで電力をつくる必要はありません。
(2)今夏の猛暑日でも電力供給はまったく問題ないことが実証されています。
(3)それでも不安というならば、液化天然ガス火力で発電し、その間に再生可能エネルギーの促進をすれば、すぐにも原発ゼロは可能です。
(4)原発を動かすことは日常的に被曝労働者を生み出すことになります。そのような方法での電力供給は望みません。
(5)一番の問題は、核のゴミ処理方法が未確立であることです。この問題がクリアできない限り原発を使うことはできません。未来の世代に負の遺産を残さないということは、地球に生を受けたも
のとしての最低限のモラルでありましょう。

29688 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は無くして下さい。 危険です

29689 個人 無職 ６０代 男性 原発はすぐ廃止し、自然エネルギーに切り替えましょ
う。

福島原発の事故を見れば、人類と原発（核）は共存できないことは明らかです。
まして、地震国日本で、活断層の上の原発を稼働させていることは、自殺行為にも等しいことです。
すべての原発を廃炉にして、太陽光などの自然エネルギー中心に切り替えてください。

29690 法人・団
体等

法人等 ５０代 男性 原発は即時に停止し、廃炉へのプログラムを実行す
べき。電力は、代替発電への研究を深めるとともに、
かつての排ガス規制法律のような節電規制をしっかり
行うべき。

3.11によって私達はオリから出してならないとんでもない怪物を開放してしまった。この怪物は対処すらできない使用済み核燃料である。今まで「絶対安全」「事故想定すら必要なし」という幻想
的な原則の上で信用し安心していたが、もはやどうしようもない段階に来ていることに気づいた。
事故を起こした原発の収束作業はもちろんだが、他の原発などが大量に抱え込んでいる「廃棄物処理」にまつわる懸念・危険性・リスクを考えると、「産業が危い」、「電力会社が倒産」「大量の
失業者｝、他、どんな懸念・危機・リスクを犯してでも、もうこれ以上廃棄物を出し続けるべきではない。

29691 個人 自営業 ５０代 女性 原発に関してはゼロにし、地球温暖化などの対策も考
えた自然エネルギー利用をもっと増やす。

原発をなくすこと＝火力発電を増やすことという短絡的発想はやめませんか？
もっともっと自然な発電方法を研究開発したら良いと思います。
原発はゼロに、そして人間は意識を変えて、もっと節電し、（節電＝クーラーの温度を上げるだけではないということ）
もっと自然によりそった生き方を考える時期なのだと思います。
地球の為にも。

29692 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを求めます。安全に処理できない原
発はいりません。自然エネルギーの取組みを進めて
下さい。

まず原発を作ることで周辺の環境破壊が起きます。生物の生態系を壊します。原発から排出される水で海水の温度があがります。そのことで地球温暖化に影響を与えます。原発はクリーンエネ
ルギーではありません。常に核兵器をかかえて生活しているのと同じです。地震がなくてもそこにあるだけで害です。今回の福島原発事故の影響は今後何十年も続きます。温暖化の前に人々
が健康に過ごすことができません。そのような原発はいりません。今皆エネルギー利用について真剣に考えるときです。無駄なく過ごす知恵をつけ、自然エネルギーの開発に力をそそぎ、自然
と共存して生きていくことが大切です。原発はいりません。

29693 個人 家事専
業

７０代 女性 原子力発電所の閉鎖ー原発ゼロ政策を要求します。

省エネの全国民的運動を奨励し保護することを要求し
ます。

自然エネルギーの開発・拡大やエネルギー生産・消
費の地域内流通促進政策を要求します。

１、原発ゼロ政策を要求します。
　　　原発事故をゼロにすることは不可能。
　　　排出される放射性物質によって国土を汚染し、広範囲にわた　　　る住民から生活・経済的土台を奪い、内部被爆に怯える子供　　　をつくり、そうでなくても狭い国土に汚染・不毛の地を創
り　　　ーこうした状況は絶対にさけなければなりません。
　　これがエネルギー政策の大前提

２、その上にたって１を可能にする諸方策を推進する。
　　　＊風・波・太陽・地熱などあらゆる自然力の利用を全国民・　　　　政府が全力で研究・実践する。
　　　＊家庭・地域・企業・公共機関などエネルギー消費側は決意　　　　をもって省エネルギーにはげむ。
　　これらの実施には各主体の学習が不可欠です。そのためには
　　関係機関が持てる資料を隠しだてせず公表することが不可欠で　　す。

３､使用済み核燃料の処分方法も難問題です。この度の震災がれき　の処分ですら見通しがつかないのに、有害放射性物質をこの先半　永久的に出し続ける使用済み核燃料をこれ以上増加さ
せてはなら　ないことは明白と思います。
　
以上、原発ゼロ政策を強く要求します。

　



29694 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 比率０％を希望します。 機械設計を生業としていますが、一介の機械設計技術者として、工業製品は斑目氏が言うようにどこかで「割り切り」を持って設計されることはよく理解できます。従って、安全はある仮定の上で
定義されていて、常に「想定外」が残ります。

ですから、原子力技術が「割り切り」と「想定外」を持ってよい技術なのかどうか、がポイントの一つだと思います。
仮に、福島同等の事故が再び起きたとして、放射能汚染が発生した場合、低線量被曝が問題になる訳ですが、その危険性については様々な意見があり、今現在も定かではありません。症状が
出るまでの期間も長く因果関係も証明できず、むしろ明確になっては困る研究ですから今後もしばらくはその影響は明確にされないでしょう。
そんな中で、この技術を追い続けることに疑問を感じます。危険が定かでなくとも可能性があるならば、その危険が一切発生しない選択が一番合理的です。リスクを侵してまで追うべき技術で
しょうか？

また、核燃料サイクルに費用を注ぎ込み、成功を楽観的に期待する一方で、自然エネルギーへの投資状況と悲観的な展望は対極的です。
更には、処理方法がないままに継続的に発生する放射性廃棄物への対応やその万年単位での長期管理が累積します。
その投資状況や経済的インパクトを思えば経済合理性の観点からも妥当な判断とは思えません。

また、安全保障の観点からも原子力爆弾をわざわざ自ら抱え込むようなことをすることとなる原発の保有はリスクが大きいと思います。日本国に危害を加えることを考えたら、原発の冷却配管を
一部寸断できれば近傍30kmは立入禁止の土地にすることができるのです。

民間の会社単位では、それぞれが目先の経済合理性を追わざるを得ないのですから、よほど倫理的に優れ、視野の広い経営者に恵まれた会社以外は会社規模でできる判断は短期的な利益
がベースになってしまいます。
民間企業と同じ目線で考える国家では長期的に妥当な判断ができないのは明白です。国家の運営は企業の経営とは違う物差しで行うべきだと考えます。

この狭い地震列島の中で原発事故が続けば大切な国土も失われますし、食糧の自給率にも影響が出ることになります。そしてそれは原発のある田舎だけに留まらないことも今回学びました。

国は、目の前の危険ではなく、長期的なリスクを回避するビジョンとして、０％を示して欲しいと思います。

29695 個人 その他 ３０代 男性 20～25年後をめどに原発は原則すべて停止すること
を前提に今後のエネルギー政策を推進するべきだと
考えます。代替エネルギーは(1)地熱、(2)メタン・ハイド
レート、(3)シェールガスとします。

コストを考えると、原発を停止して以来日本は燃料確保の為に貿易赤字となっており、これが長く続くと国の経済力が低下する懸念があります。一方で20年後を考えると他国での原発稼働の増
加により原発の燃料であるプルトニウムなどの価格が高騰する可能性が高い為、如何に輸入に頼らずにエネルギーを確保するかが重要になると考えます。現状よりもエネルギーの輸入依存
度を下げることがコスト面、エネルギーの安定的な確保、および安全性を高めることに寄与すると考えます。

29696 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 大飯原発の即時停止、現在停止している原発の再稼
働はせず、すべての原発を暫時廃炉する。あえて選
択肢から選べば原発のエネルギーに占める割合は0
パーセントを支持。

国が、国民の命と財産を守ることをその使命とするならば、震災以来福島で起きたこと、対応、そして現状を見たとき、「まずは原子力発電をやめる」以外の選択は考えられない。電力不足に
よってもたらされる懸念として、産業の空洞化や、障害や病気によって停電時に命が危険にさらされる人たちのことが例にあげられるが、これらは原発事故以前に既に存在していた問題であ
る。原発が動いていても、前者について効果的な対応は模索中であったし、後者については万に一つの事態として問題として看過されてきたとさえ言えるのではないか。いずれにせよ、どちらも
原発が必要な理由にはならないし、原発があれば解決するものでもない。むしろ、この度の大事故によって明らかになったのは、原子力発電がいかに多くの人の犠牲の上に成り立っていたかと
いうことである。立地を巡って地元の人たちを引き裂いてきたこと、原発マネーでがんじがらめにしてきたこと、稼働において現場作業員の人たちの健康と命を危険にさらしていること。そしてひ
とたび事故が起きたならば、人は、原発から逃げるしかないということ。にもかかわらずこの国の責任（権力）ある人たちは、逃げるための正しい情報を隠し、逃げる場所も用意することはなく、挙
句は逃げる必要はないとまで言い出すかもしれないということ。暴走した原子炉を、高名な専門家集団やエリート電力社員たちはどうすることもできなかったこと。収束のために実際に作業する
のは、地位も保障もない現場の人たちであり、その人たちの命と健康は事故前同様置き去りにされていること。そして、実はすでに日本全国の原子力発電所で核廃棄物が累々とたまっているこ
と。その行き場がないこと。…等々が、福島の人たちが逃げ惑う姿を目の当たりにしてようやくわかった今、この国の原発は、即刻停止、暫時廃炉以外ない。国を挙げて、また産業界の威信をか
けて、その現実に向けて道筋を示してほしい。人の命が守れなくて何の経済か、成長か。しかも原発がなくても産業界ともども十分にやっていけるという試算も出ている。まずは本気でそれらの
情報を集め、速やかにすべて開示すること、本気で精査することを求める。また、その作業と並行して、早急に我々が自由に電気を売り買いできる体制を整え、私たち消費者が電力会社に対し
て不買行動ができるようにすることを望む。加えて、資本主義のルールにのっとって、株主や金融機関にも応分の責任をとらせ、東京電力を市場から退場させることができるよう、法改正するこ
とを望む。その上で、足りなければ（足りないに決まっていますが）福島の人たちへの十分な賠償、支援は税金を使って行うこと。そうすることによってわずかでもはっきりした形で、これまで無知
無関心を重ねてきた責任の一端を私たちも果たすべきと考えるから。原発を捨てることは大きなチャレンジだと思う。でも、とてもとても希望を感じる。我々の人知と金を、どこまで担保すればい
いのかわからない原発の安全のために使うより、原発のない世界の実現に向けて使いたい。その大きな軌道修正は、原発推進の当事者だった自民党にはできないのだから。迷走を繰り返して
きた民主党政権だけれど、今からでも遅くない。新しい人々を頭脳に加えて、脱原発の地図を私たちに、世界に、示してほしい。

29697 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０１０年の実績と同じ又は原子力の比率を上げた方
が良いと思い、(3)２０～２５シナリオを選択します。

３．１１の事故は発生してしまいましたが、安全対策を万全に実施すれば、原子力ほどＣＯ２排出量を削減し、安価なエネルギーはないのではないのでしょうか？原子力ゼロは理想ですが、エネ
ルギーの安定供給は可能でしょうか？安定供給ができなければ、日本の産業は成り立たないと思います。また、電気料金の上昇によりコストが上がり、海外の安価な製品に負けてしまうと思い
ます。理想を議論するのも解りますが、安全対策を万全に実施すれば、今までと同じように問題ないのでしょうか？

29698 個人 無職 ６０代 男性 私は、４つの選択肢の中では次を支持します。
『ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。』

　福島における原発災害は、原子力の恐怖を改めて世界に再認識させるものになったと思います。世界の原発事故は、よく知られるチェルノブイリ原発やスリーマイル島原発ばかりでなく、評価
レベルの高低はあるにしろ、かなり頻繁に起きているようです。ですから、「電気を造り出す工場」としての原子力の施設はかなり危険だと考えていた人は、少なからずいたと思われます。私も直
感的にはそのひとりでした。「原子力発電なんて、なるべく止めたほうがいいのになあ」といった程度には。
　しかし、なぜ「原発は危険なものだ」という意識が広く共有されなかったかといえば、おおむねは政府や電力会社による、経済効率やクリーンエネルギーの喧伝が功を奏していたからでしょう。
その欺瞞に異議を唱え切れなかった私たち世代にも責任があるかもしれません。その点で「原発ゼロ」にしようという主張は遅いにしろ、当然だと思います。
　地震や津波は人知を超えた天災ですが、原発事故は人間自らがもたらした人災です。しかも、多くの事故がどんなに苛酷でもいずれ過去となりますが（当事者の心的障害としては別ですが）、
原子力の事故は放射能により、とてつもなく厄介な災禍を、長期的かつ広範囲にもたらすのです。こんな「工場」は一日でも早くなくしたほうがいいに決まっています。
　物理学者たちが生み出した理論に、物理学に疎い私たちが対抗するのは稚拙かもしれません。また電力不足を謳う経済学者や財界に、抗う術はありません。でも、直感を頼りに、非科学的な
叫びを徒手空拳でおこなうことこそ、いま大切なのではないでしょうか。廃炉までの道程は大変ですが、人類が絶滅しかねない「便利な危険」よりも、子や孫たちに「不便な安全」を選択したいと
思います。

29699 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。現在の体制、人材、電力
会社では安全対策や事故対応に対し大いに不安であ
る。今後の電力は火力をベース+自然エネルギーで供
給。安全な廃炉技術の確立。

昨年の福島第一原発事故により、様々な問題が露見してしまった。例えば、東電の安全対策の不備、情報の隠ぺい、政府の危機管理能力への不信感、規制機関（原子力委員会、原子力安全･
保安院の事故予防に対する認識の甘さ、原子力ムラ存在など…
　よって現在の体制、人材、電力会社では安全対策や今後（起こってほしくはないが）事故が起こった場合の対応が出来るか不安である。また情報の不開示や改ざんがあとを絶たないので不信
感もぬぐえない。
　また活断層上や近隣に建設している原子力発電所がある中で、最新の知見で詳細に調査しないまま再稼働させるのは、危機管理能力に疑問を持たざるをえない。
核燃料サイクルにしても再処理、直接処分とも技術が確立したとは到底いえないのにも関わらず、使用済み核燃料を増加させる事は将来世代への大きな負債となる。
　原子力発電への代替発電として、GTCCやIGCCによる火力発電をベースとして、地熱発電や風力、太陽光など自然エネルギーを組み合わせて電力供給をする。LNGの価格の対応は各事業
者が個別に購入しているのを一括購入や長期契約などにより購入するように国が指導する。
　家庭には太陽光発電+蓄電池(EV)や燃料電池などの普及させる政策を策定する。（太陽光発電+蓄電池(EV)や燃料電池は電力のピークシフトにも有効です。)
現在の原子力発電所は国が電力会社より買い取り、国及び信頼の置ける民間企業の責任のもとで廃炉を進めてほしい。また安全に廃炉可能な技術を確立するための研究費用を国が予算化
して活用してほしい。

29700 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー政策について、原発への依存を限り無く0
ゼロに近づけるようにしていく必要があると考えます。

永続可能なエネルギー、クリーンエネルギーの比率を上げ、地震は起きて当然の国だと言う大前提でエネルギー政策を構築して頂きたい。
想定外と言う言葉を軽く使わないでほしいと思います。
想定できたはずですから。
 
今の原発を取り巻く、原発を稼働する事でお金が沢山回って来る仕組みを根本から正さなくては、また同じ悲劇が繰り返されるだけでなく、経済的にも、世界的道徳観もレベルの最低な国家と
見なされます。
国民は、気づいてます。
方向シフトは可能な事です。

これ以上、絶望させないで下さい。

どうか最後のお願いです。

29701 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は、ゼロシナリオを支持します。 今回の福島原発事故は、今でも避難生活を強いられている人々、健康被害の恐れに苦しむ人々など取り返しのつかない事故になった。ゼロシナリオで、それなりの経済的負担や生活の利便性
の制限があるかもしれないが、地震国日本で絶対原発は安心とはいえない。鹿児島も川内原発を抱えており他人ごとではない。、再び今回のような事故が起きれば生きることを奪われてしまう
かもしれない。それよりも、ゼロシナリオにより新たなエネルギー開発、無駄な電力使用の削減などに国民の英知を結集すべきだと思う。それが、今回の事故への最低限の償いではないだろう
か。

29702 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電は、震災前以上の比率を維持すべき。 新エネルギーの開発は遅れており、太陽光発電や風力発電では電力供給が不安定であり、しかも国民の経済的負荷が過大になる。
また世界状況から見て、石油への依存度を高めることは危険に思われる。
日本は福島の事故を教訓に、原発の安全技術を高め、原子力による電力供給システムを継続発展させていくべき。

29704 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 私はゼロシナリオを推進します。東日本大震災の時
のような被害を繰り返さず、全国民が安心して暮らせ
る国を目指してほしいと思います。

震災があるまで原発のことを考えたことはありませんでした。しかし、あの出来事から私たちが普段使用しているエネルギーの恐ろしさを知りました。今まで何気なく使用していたエネルギーには
便利さの反面そのリスクも備わっていることと、いざ震災のようなことがおこると人間はほぼ何も対処できないということがよくわかりました。
近年の天候の変化や温暖化、ゲリラ豪雨等環境が確実に変わってきています。生態系のバランスが崩れているのです。今の日本は少しずつですが再生可能エネルギーの採用へ向かっていま
すがまだまだだと思います。
国として積極的に再生可能エネルギーの増加へ意欲的になり、国民への援助体制をしっかりとするべきだと思います。
国家の意見として間違った方向へ向かなければ各家庭、各個人もついてくると思います。
30年後にゼロシナリオになり、安心して豊かに暮らせる国になっていることを希望します。

29705 個人 家事専
業

７０代 女性 原発を０に。 日本、世界の平和と存在を祈年する

29706 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電に代わるエネルギー源が開発されるま
で、原子力発電をゼロにすべきではない

エネルギー問題は、産業や国民生活のインフラとして基本的な部分である
資源の乏しいわが国では、原子力発電に対して、代替えが可能なエネルギー源が開発されるまでは、原子力発電を放棄すべきではない

また、石油や天然ガスなどは、海外より海上輸送によりその多くを入手している
シーレーンに問題が発生すれば、ただちに影響を受ける

エネルギー防衛上の問題からも、より安全な、原子力発電と開発を行い、世界に貢献すべきである

29707 個人 自営業 ６０代 男性 即刻原発０％にする
を支持します。

　放射性廃棄物の保管期間は、１０万年～２０万年だそうです。
果たして、こんな危険物を、途方も無い長期間、安全に保管できるものでしょうか。
１０万年もの間には、地震、火山活動、大陸移動などの地殻変動が、かなり起こるでしょうから、地中の保管場所が安全という保障はない。また、テロリストに狙われないとも限らない。
こんな負の遺産を将来の子孫に残してはいけない。
　福島の他に、もう1ヶ所原発事故が起これば、日本列島は分断され、日本は終わるでしょう。かなりの国民が、海外に避難しなければならなくなるでしょう。
贅沢、便利、ばかり追い求めないで、原発なしで出来る、昔の生活レベルに戻ればよい。
がまんも必要です。

震災後、「原発は危険」という現実を私たちは目の当たりにしました。もし、どうしても原発を再稼働しなければならないのなら、国や電力会社は「原発は安全」の理由を具体的に示し、国民の理
解を得ないといけません。それが道理というものです。それが、土地を追われ、故郷を失い、避難住民となり、人生を大きく変えられてしまった福島の人々への筋というものです。

「危険な原発」を動かしてまで電力は必要ですか。年に数日の夏のピーク時のためですか。ほんとに足りないなら、その分、何か工夫を重ねて乗り切り、再稼働を回避することはできないので
しょうか。
そもそも電力が足りないというのは、国（経産省）と電力会社の主張です。どうしても再稼働させないといけない事情を抱えた側の言い分を鵜呑みにするわけにはいきません。彼らは資産を守る
ために必死です。なりふりかまわぬ手を使って利得を維持しようとしています。まずは専門の第三者が電力供給のデータを正確に検証すべきでしょう。実際、大飯原発の再稼働にあたり、関電
は、再稼働と電力不足は直接の関係にないと公の場で明言しています。

事故前まで、私たちは電気を浪費していました。煌々と明かりを点け、気ままにスイッチを入れ、浮かれていました。反省しなければいけません。
これだけ電力が足りないから、その分、○％節電してくれ、計画停電に協力してくれ、そうすれば、再稼働はしなくて済むというのなら、私は喜んで引き受けます。それが再稼働反対と引き換える
私のリスクです。
では、再稼働賛成の人々は、どんなリスクを引き受けてくれるのでしょうか。
電力の大消費地である都市圏にいて、受益だけを求め、危険は原発立地の過疎に押し付けたままですか。それとも、重大事故が起きたら、真っ先に現地へ駆けつけ、事故処理に奉仕いただけ
るのでしょうか。
原発による電力のベネフィットは享受するが、原発のリスクは引き受けないという考え方はエゴそのものです。【ゴミ処理処分施設や基地、火葬場や墓地、必要です、でも、私の家の近くはダメ。
東北の復興を応援しています、義援金も出しました、でも、ガレキは私の街に持ち込まないで】と人々のいう考え方と同根です。

近年、プレート境界上にある世界の国々で大地震が頻繁に発生しています。地殻変動が活発になる時期を迎えているのかもしれません。日本でも、つい先日、長野北部で大きな地震がありまし
た。新潟の原発の近くです。震度２以上の地震は各地で毎日起きています。地震多発国の日本に原発は不向きなのです。
ご承知のとおり、自然は、人間の都合に関係なく、人間の想像をはるかに超えた猛威をふるいます。起きてからの結果論では遅いのです。

原発に代わる電力の安定供給策はないから、再稼働は必要。原発に代わるエネルギー策があるなら代替案を示せと言いますが、そもそも、水力にしても、火力にしても、再生可能エネルギーに
しても、みなどれも一長一短あります。
原子力は核廃棄物を出し続け、それらを今後10万年にわたり最終処分場にて安全管理しなければいけないという致命的な短所があります。
しかもそれは安全に稼働していての短所です。事故が起きたら、人間が近づけない、すぐに事故処理できない、土地や海が汚染され、除染には莫大な費用と人力が必要になるという決定的な
短所まであります。

危険な放射性物質は人間の五感では検知できません。被ばくしているのか、汚染しているのか、計測しないとわからないのです。逆にいえば、計測しない限り、被害を受けたかどうか証明する
術がありません。
チェリノブイリの事故で石棺に固めるために駆り出された20代30代の民兵は20万人といわれています。そのうち約10万人はこれまでに死亡しているそうです。しかし、因果関係は認められないと
して、国は彼らを公式に被害者としてカウントしていないのです。
都合が悪くなれば、安全基準値は変えられます。戦時中を思い出せば、わかりますが、被害や影響があまりにも大きくなると、国は事実を隠そうとします。大本営発表のような嘘をつきます。広
島、長崎の被爆もそうですが、さまざまな放射線障害が出ても因果関係を解明できなければ、被害者はいないことにできます。そういう事態がこれからの福島で起こらないことを願うしかありま
せん。

今後も原発を維持しようとしたら、「原発は安全」とするために、莫大な対策コストが必要になります。また、原発の廃炉処理コストや核廃棄物の貯蔵管理コストも加算されます。原発がないと電
気料金が高くなるというのは一時的な話です。原発を動かすにも止めるにも、一度稼働したら、どちらにしても莫大なコストが永々とかかる仕組みなのです。この先、電気料金・税金ともに上げな
ければ国の財政はやっていけなくなります。
それらの請求書は、原子力ムラに流れた金まで上乗せされ、国民に回ってきます。国の借金と合わせ、その膨らんでいくツケを後世にも支払わせるつもりでしょうか。それこそ国民の生活が成り
立たなくなります。

29703 個人 自営業 ５０代 男性 安全に絶対はない。核は人間の手に余る。制御でき
ても人類史以上の管理を要する廃棄物を生み続け
る。事故が起きれば、国家財政は破綻し、国土を失
う。原発は危険である。経済と安全を天秤にかけた賭
けは止めるべき。



29708 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを選択する。再度の原発事故は日
本列島・世界を汚染する。原発廃棄物の最終処分策
もない。電力需給の詳細データを示さない脅しと世論
誘導をやめよ。再生エネルギーの拡大等によって電
力は足りる。

原発ゼロシナリオを選択する。
　再度の原発事故は、日本列島・世界の放射性物資による汚染をもたらす。東日本大地震は日本列島の地震の危険を一層拡大した。原発廃棄物の最終処分策もないまま、地震列島で原発に
固執するのは未来社会への無責任である。これを無視して、電力需給論議すること自体が人類社会に対する倫理の欠如というべきである。
　電力需給バランスのためのあらゆる手立てを動員し、再生可能エネルギーの積極的拡大、必要な節電に努力するなら、電力は足りる。(自家発電能力等をふくむ）電力需給の詳細データを公
表せず、脅し(計画停電）と世論誘導を何故行うのか。電力は足りていることがすすけて見える。
　被爆国日本が、放射性物質の拡散によって何故、加害者になろうとするのか。
　東京電力福島原発事故の教訓は、危険の警告を無視してはならないことであった。国会事故調報告を棚上げして、危険への対応策がないままに、再稼働に走り、情報の偽造、隠ぺい、口先
だけの発言で、被災地福島を無視し続けているのは、国民を侮辱する行為である。以上の事態は、日本社会の政治・経済・マスコミ等の中枢が、原子力ムラでこれまでまき散らされ、現在もまき
ちらされている覚せい剤にマヒしており、メルトダウンが進行しているから、としか見えない。

29709 個人 自営業 ４０代 男性 制御不能で、有害な放射能を排出する原子力発電
は、廃止すべきです。

人間に危害を加える為。

29710 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを選びます。 原発はリスクが大きすぎます。原発事故以来いまだに苦しい生活をなさっている方が大勢いらっしゃいます。自然エネルギーを推進します。あらゆる自然エネルギーを開発するための費用を確
保していただきたいです。

29711 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発全機廃炉
再生可能エネルギーの早期開発
蓄電機の早期開発

福島の原発でもわかるように、原子力を人間が制御するという事は不可能です。
福島の核爆発で世界中に拡散された放射能は、その時人を死に至らしめるだけでなく長期的に体内に蓄積された放射線による内部被曝により、さらなる健康被害を全世界の全生命に与えてし
まいます。
今後、あのような悲惨な事故が起こらない可能性はありません。
そのような恐ろしいものを持つこと自体間違っていました。
今現在、原発はなくとも電気は足りています。
この状況下で至急の再生可能エネルギーと蓄電機の開発を望みます。

29712
* 2005
番と同
一提
出者

個人 無職 ５０代 男性 (1)　０％　を支持します。 前回のよくわからないままうだうだ書きましたが、O％希望と書かないとその他とみなされると聞きました。そのため再度書きます。0％希望です。断固０％です。メタボのノブタさん、よろしく。

29713 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原発のある社会には安心して子供を産めないし、このままでは未来を安心して子供たちに引き継ぐことができません。
事故などが無くても、原発が稼働しているだけで放射能が漏れており、それが花粉症などさまざまなアレルギーの原因になっているとも聞いたことがあります。
自然エネルギーを実践している外国から見れば、日本が安全な自然エネルギーに切り替えないのは不思議だそうです。
チェルノブイリや広島・長崎で放射能の怖さは充分わかっているはずなのに、なぜ未だに経済優先の決定が下されるのでしょうか。
今こそ、命を、未来を優先した決定を下してください。
よろしくお願いします。

29714 個人 その他 ５０代 男性 選択肢はゼロシナリオです。 原発は人類の力では制御不能です。原発を使用することは自然界の動植物への影響を考えても人類のエゴです。自然や子孫のために情けないことは今すぐやめましょう。ノウモアフクシマ。

29715 個人 自営業 ３０代 女性 原発依存度ゼロシナリオですすめる事になるでしょ
う。
2011年３月11日の震災で、自然災害は人間の予想を
遥かに越えており、
人間が制御出来ないような、原子力発電所は人類の
存続に関わります。

原子力発電所をゼロにして、2030年、というと今年生まれた子供たちも就職して
働いているのではないでしょうか？
わたしは、今の子供たちが大人になった時に、原子力発電所に携わる仕事を
して欲しくないです。それは、未来の納税者たちに早死にして欲しくないからです。
原子力発電所は、事故がおきると、その地域に住めなくなるほど危険なものだからです。私達は水を飲み、呼吸して、食べ物を取らないと生きていけません。
空気や水や土壌を汚染する原子力発電所は、ゼロにしないと人類の存続に関わる事だからです。
そして、また今なおいつどこで地震や津波が起きて、どこの原発が被害に遭うかも分らないから、ゼロになるでしょう。

29716 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを願います。即時、脱原発。廃炉を
希望します。

原発は即時廃炉。原発ゼロシナリオを願います！

・日本は地震の多い国
・使用済み核燃料の処理の仕方が確定していない状態で、これ以上核のゴミを増やしてほしくない。（今までの核のゴミすら処理できていない）
・作業員の方の被ばくを強要。
・周辺の方、そして海などに放射能汚染を広げている
・電力会社に、不明瞭な利益。

以上のことなどからも、原発に反対、再稼働に強く反対いたします。

今まで以上に、自然エネルギーの開発、発展に力を入れ、予算を増やしてください。
国民の意見は脱原発に向かっています。一部の人の利益のために、原発維持をするのはやめてください。

29717 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本国内における原子力発電はすべて無くすべきと
考えます。

地震大国である我が国で、隠ぺい体質の今の電力会社に危険な原子力発電を継続する資格は無いと考えます。今回の大震災によりそれが明らかになりました。
電力会社が公表する情報は、すべて自分たちに都合が良いように加工されています。
また、現時点では使用済み核燃料の最終処分の方法が決まっていない我が国では、原子力発電を行う資格がありません。未来の子供たちに責任を押し付けることになる原子力発電を継続す
ることには断固反対します。
福島原発の事故から、何を学んだのでしょうか？ひとたび、事故が起きれば、周辺住民はもちろん、日本国民すべてが被害を被るということ。世界中の国々からの信用を無くすことになります。

将来、この国を背負う子供たちが、安心して暮らせるように、我々が原発撤廃しなければなりません！

29718 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 即刻原発０％にする
を支持します。

　福島の他に、もう1ヶ所原発事故が起これば、日本列島は分断され、日本は終わるでしょう。
自然エネルギーに期待します。
生活レベルが落ちても我慢しましょう。

29719 個人 家事専
業

４０代 女性 原発はすべて停止し、原子炉の安全な廃炉処分を望
みます。

原発は、事故が起きてからではとりかえしがつかないし、廃棄物処分の方法についても、不確かで、原発が存在することは現在、未来の地球人のいのちを脅かすことになると思うからです。一
時の快適さや、経済的効果、お金のために、かけがえのない地球環境、命をだいなしにしてしまうことは、人間にとって本末転倒な行為と思います。

29720 個人 無職 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。
核武装に断固反対だから、です。
絵に描いた餅だった非核３原則を、今こそ実現するべ
きです。

原発ゼロシナリオを選びます。
できれば、原発と言うのもやめて、中国語の核電のように、核エネルギーであることを明確に意識できる名称に変えるべきと思います。英語でニュークリヤと統一しているように、核とは違う印象
と錯覚するような言い分けは、するべきでないと考えます。
２１世紀をどう進むかの意思統一が不可欠と考えます。よく右とか左とかくくりたがる人がいますが、何事につけ、人間としてどう思うか？が基準と思います。アメリカ型の市場経済があらゆる環
境を破壊しているのは明白で、昔は電気などなかったわけですし、死ぬのにお金は持って行けません。途上国を裕福にして売りつける・・・そんな繰り返しをしているから米・ロ冷戦にいまだに巻
き込まれてゼニゼニし、野村證券を筆頭に株屋はインサイダーだらけになったり、うつ病が増えたりしているんだと思います。
世界人権宣言など、どの国も絵に描いた餅で、おかしな中央集権の国ばかり。誰だってされたらイヤと思うことを、してはダメと思います。
過去にサハラやビキニで核実験していましたので　日本が唯一の被爆国とは思いませんが、あらゆる核実験による放射能で近代にガンが増えているのに、それを是正しようとしない中央集権
は到底支持に値しません。もちろん地球人として、他国に対しても同様の尺度で見ています。

29721 個人 その他 ４０代 男性 1番の、『2030年までに原発ゼロシナリオ』を選択しま
す。

本当は即時ゼロを望みたい所ですが、2030年までにゼロという
政府が歩み寄ってくれた案に十分賛成いたします。
この案を出してくれた事に感謝します。

即時ゼロというのは
確かに色々問題もあると思います。

2030年まで事故がない事を祈って
順次廃炉にしていただければ
それで十分です。

あとはこの意見の結果をちゃんと参考にして
国民が何を望んでいるかを
理解し、それを実現して頂きたいです。
ゼロシナリオが大多数ならちゃんとそれを実現して下さい。
無視しないで下さい。

普通の一般市民の素人なので、具体的な代替発電案は
提示出来ませんが、新しい発電方法に補助金を出したり、
送電分離を早く実現させたりして下さい。

よろしくお願いします。

頑張って下さい。

29722 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。、即時にエネルギー
政策から原子力利用を前提としない形で考えていくべ
き。電力会社の独占ないし寡占状態の存続は経済立
て直しの大きな障害であリ、即刻市場より退出すべ
し。

電力会社各社の原子力発電所についての安全性、情報の透明性、顧客である企業、家庭向けの対応等を見ていると安全軽視、技術向上意欲の低下、顧客ニーズに対する無関心が強く感じら
れる。これは競争が無い分野における企業の停滞、非効率、陳腐化の典型的病状であり、通常市場においては淘汰さるべきというものであろう。問題は当該劣後企業である電力会社が重要な
社会的、経済的資源である電力を独占的に供給していることである。
健全な市場を前提とする資本主義体制において、当該企業を産業、家庭の犠牲の下に存続を許容することには、何の正当性、合理性も無く、グローバル経済においては、致命的な誤りであ
る。
根幹的な資源の一つである電力については、ただちに供給を合理的に行える企業の参入を促し（グローバル社会ゆえ海外からの参入も否定できない）そのために解体される電力会社の資産
（本来公共財である、電力料金の負担により成されたもの）である送信網等は市場構築のためのインフラとして利用するのが妥当。
原子力については、その危険性を含め最終処理の方法も確立していないいわば人類が踏み込むべきでない領域であり、不毛な最終処理、リサイクル等に資金、人材を投入するよりは、供給面
での自然エネルギーの追及、需要面での省エネルギーといった今後グローバル社会での必要性が確実に見込まれる分野への選択と集中が肝要と考える。
財政上困難であれば少々乱暴だが、日本中制御不能な原発の存在は莫大な劣化ウラン弾の集積だから、防衛予算の装備費は削ればよかろう。東電の幹部でも配置しておけば、十分な抑止
力になるのでは？

29723 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを望みます。 地震国・日本に原子力発電所があることの恐ろしさを３・１１で実感しました。
「住み慣れた家があるのに帰ることができない」「被ばくの恐怖と隣り合わせの生活を強いられる」そんな場所は絶対に増やしたくありません。

絶対に安全な原発は存在しないのだから“ゼロ”を望みます。

29724 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ０％で！ 2030年までにと言わず、今すぐにでも原発依存度は0％にしてほしいです。
日本は原爆被曝国として核絶滅を訴えていたはずです。
その日本が原発事故を起こし、海に大気に…世界に放射能を放出している現状は、とても悔しくて仕方ありません。
今からでも、日本は脱原発へ向かうべきです。
それが、未だに収束しない原発事故を起こしてしまった日本の取るべき道ではないでしょうか。

そして、瓦礫の広域処理を中止し、日本国内に流通してしまっている放射能に汚染されている食材も0ベクレルの物のみ流通させるようにきちんと管理し、高線量地域に住む人々（特に子ども）
の移住などをして国民を放射能汚染から守るような対策を早急にお考えください。
無理な除染や、無理に瓦礫の広域処理を進めるよりも、その方がお金もかからないのではないですか？
大切な税金の使い道は、もっと日本国民を守り、日本国民の為に使われるべきだと思います。

29725 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 再生可能エネルギーについては、政府案よりも増加を
抑制させて現実的な施策で行うべきである。３ケース
とも適切とは考えられない。

1.電力多消費産業の衰退
電力多消費産業の中には電炉製鉄業などCO2削減や環境循環型社会に大きく寄与する産業がある。
電力多消費でありかつ国際競争力が必要なアルミ精錬関係については、既にカナダ等電力安価な地域に偏在している。電炉製鉄業に関しても同様のシフトが考えられる。
現在よりも政府案の3パターンではどれも適正でなく、電力料金が上がる場合には、今まで国内立地で実施していた産業までもが海外へシフトすると考えられる。
軽工業は既に海外移転のしやすさからも、すでに新興国シフトが進んであり、電力価格についても国際競争力がなくなれば、重工業についても立地を含めて海外へ移転することが考えられる。
2.原子力発電について
原子力発電所はすでに国内立地しており、今後も維持管理は必要である。
廃炉にしたとしても、原子力で使用した土地は今後も原子力関連の産廃事業等を行う場所として立地せざるをえないと考える。
安全問題に関しても今後技術を磨くべく産業であり、海外においては原油、天然ガスの偏在を含め地政学的なリスクの少ない原子力は国家のエネルギー政策として必要と考える。
原子力の新技術であるトリウム型の開発等期待されるため、今後も原子力技術を磨きエネルギー政策として進める必要がある。
3.電力エネルギー政策の方向性
再生可能エネルギーによる発電でなく、蓄電技術や揚水発電を増やし、電力の平準化及び余裕を作るべきと考える。
蓄電技術に関しては自動車等の電気化が今後進むと考えられ、再生可能エネルギーよりもより現実的な選択肢と考える。

29726 個人 その他 ６０代 男性 原発は０にすること。 福島原発の原子炉の被害状況も確認できない状況で安全はあり得ない。使用済み燃料の処理もできないのでは原発を稼働することは許せない。
再生可能エネルギー政策を進めることは世界の流れです。
原発ゼロと地球温暖化対策を両立する真に持続可能な選択肢が必要です。

29727 個人 その他 ６０代 男性 原子力発電は危険なので再稼働しないでください。 現在福島原発事故のために多くの方々がまだ避難生活を強いられている中で、今だにその対策も十分に行われず、解決もしていないし、解決できる見通してもないのに、他の地域でまた事故
などが起こった場合更に被害を増やすことになってしまいます。放射能を無害にする手だても見つからないのに、これ以上危険なことを繰り返すことの無いように、放射能を出し続ける原発は廃
炉にしていただきたいのです。

29728 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ３・１１の原発事故で原発の危険性が明白になりまし
た。自分たちの命を守るには、将来的に原発ゼロにす
べきです。

　原発ゼロを早期実現してください。我が家の長男は自衛隊に勤務しています。あの３・１１大震災で、昼夜を問わず、休日返上で、半年近く救助・救援・復興支援に従事しました。命を救うため
なので当然のことですが、その間親は次のことをとても心配していました。いつ福島に行かされるのか……と。幸いにして、福島に行くことは避けられましたが、そんな心配をした人が、たくさん
いたことと思います。
　今すぐゼロは困難かと思いますが、２０３０年までに計画的にゼロは可能ではないでしょうか。原爆の唯一被爆国である日本でこんな事故が起こることは、今後あってはなりません。

29729 個人 その他 ５０代 女性 2030年までに原発の比率を０％にすべきと考えます。
原発は安くも安全でもありません。放射性廃棄物や廃
炉となった原子炉の問題も解決していません。将来世
代に負の遺産を押し付けるべきではありません。

原発は安くも安全でもないことが判明しました。運営する国も電力会社も、安全対策よりもただ原発を維持すること、自分たちの立場を守ることを考えていることもわかりました。放射性廃棄物は
これまでも蓄積していますし、これからも原発を維持する限り出続けます。廃炉となった原発の処理と共に、どうするか決めないまま廃棄物を出し続けています。これからの世代にこのような負
の遺産を残すべきではありません。原発をどうやって維持するかを考えるのではなく、日本の持つ技術や震災でも発揮された日本人の協力的な姿勢を、自然エネルギーの活用に振り向けるほ
うが将来的に建設的と考えます。過疎に悩む地域に巨額の補助金を投じて原発を誘致させるのではなく、地域がそれぞれの特徴を生かして地域でつかうエネルギーをつくることをすすめるべき
と考えます。



29731 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発を希望します。 福島第一原発の事故により広範囲で国土が汚染されました。
原子力は今の科学ではコントロールが難しく、日本は地震や津波災害が多く発生する国であるため、確率がどうであれ、いずれまた福島と同じような事故が起こりかねません。
また、核廃棄物の処理方法も確立されていない状態で稼働し続けるのは、未来を抵当に入れるのと等しいと感じます。
生まれ育った日本をそのまま子孫に伝えて行きたいと心から願います。

29733 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 はじめから原発削減の議論は片手落ち。 今回検討中の選択肢を見ると、原発を減らすことが始めから前提となっている

ようですが、その結果国民が多大な被害や損害を被った場合の結果責任からは

政府として免れることは出来ないということを先ず確認しておきます。

すなわち、津波により原発事故が起きた。だから原発は危険だ、減らすべき

だ・・・という短絡的発想が見え隠れしますが、今回の事故の結果、放射能

で死んだ人は何人いたのですか？　また節電、節電といわれ無理が祟り、熱中症

で亡くなった人達に対して政府としてはどう責任をとるつもりなのでしょうか？

更に、中国の核ミサイルが何先発も日本を狙い、中国。韓国などが原発を推進

しているこの時期に核抑止力としての原発を減らせばどうなるか素人でも分かる

筈です。最後に、国民を守る気のない為政者に税金を取る資格はないことを

助言しておきます。

29734 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 将来的には脱原発へ向かうべきであり、現在の段階
では、安全性が確認できない限り再稼働すべきでは
ない。

福島原発事故は、まだその全貌が明らかになっておらず、東電はその責任が明確になると利害に大きく関わるため、真実が隠されている。どのような原因で事故にいたり、何が失敗してそれが
拡大したのかと言うことを説得的に説明できなければ安全性の確保は出来ない。安全性が確保できなければ、いつ福島のような事故が起こるか誰にも予測できない。従って、それが分かるまで
は再稼働をすることは、危険を承知でやることになるので反対である。

原発は、使用済み燃料の処理の問題が確立していないので、将来的にはゼロにすべきである。日本でもっとも期待できるものは地熱発電の方ではないかと思われるし、それ以外でも日本の技
術は十分比率を高める能力があるはずだ。原発については、現段階で安全性が確認できないのであるから、これをゼロという前提で、その間を化石燃料による火力発電で補うと言うことが正し
い。

大飯再稼働のように、デタラメな安全性確認で再稼働することがないように政府に要求する。

29735 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
福島第一原子力発電所の大事故が、全く終息処理ができていない状態で
なんで他の原発を再稼働できるのですか?
野田首相が責任をとるといっていますが、どのような責任が取れるのですか
もう一度、事故が起きたら、日本は世界に向かってどのような責任が
取れるのですか?
使用済み核燃料の最終処理方法も見つからないまま、原発を稼働させようと
する考えが全く分かりません。
原子力発電は絶対に反対です。

29736 個人 無職 ７０代 男性 2030年段階の全電源に占める原発の比率は０％を選
択します。
危険な原発はすぐにでも廃止すべきです、そのために
経済が下降してもやむおえない。

生活が苦しくなっても原発は廃止すべきです。

29737 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ０シナリオに賛成ですが　火力に頼りすぎると温暖化
が進み　グリーンエネルギーでは　食糧不足なる

以前　藻を使った石油が紹介されていた　日本政府が支援してできた新しいエネルギーに期待したい　技術国日本　被爆国日本　日本しかできない取り組みを期待したい

29738 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロを望みます。再稼働しないで原発をなくしてく
ださい。

この小さな国で3.11のような事がまたいつ起こるかもしれないと思うととても不安でなりません。１００％安全でなければ原子力は使用してはならないと思います。
これからの未来を希望あるものししてほしい。
まずは安心して安全な生活をおくりたい。
自然豊かな日本を壊さないでほしい。
原発はいらない。核廃棄物は増やすな。六カ所の再処理工場をとめてほしい。

29739 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 政府が日本をどのような国にしたいのか、経済成長率
をどう考えるのか真剣に考えてほしい。そのような観
点から、しいて選ぶとしたら3番の原子力比率20～25%
のベストミックスしかありません。

エネルギー政策は安全保障よりも大切な国家戦略です。こんな短い時間で議論するテーマではありません。もっと時間を掛けて、安定供給、コスト、環境それぞれを考えた検討が必要です。再
生可能エネルギーも必要ですが、農業適地にまで商売目的で設置するのはいかがでしょうか。食料需給率を考えるべきだし、再生可能エネルギーには蓄電技術の飛躍的進歩がない限り代替
え発電が必要です。また、地球温暖化問題はどうするんですか、本当にもっとデーターを提示して冷静に議論出来る状況の下で議論するべきです。更に、原子力停止により原油購入増加金額
が年間三兆円とも言われています。安全最優先を基本に早期稼働を目指して、オイルマネーで産油国に支払う金額を除染への復興費用とするべきです。

29740 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 　原発事故後の保障が、まったくできてない。放射能
の無毒化でも、できなければ、安全な原発などない。
　使用済み核燃料の、処理が、これからも安全な方法
がない。

　事故後の保障を、するために電力各社は、数十兆円規模の積立金が、なければ運転などするべきでない。保険も入らないで車を運転できないでしょう。今もそれを、やっているし、もっとやろう
としている。
　使用済燃料を、何万年も保管出来ないし、再処理の高濃度廃棄物も同じで出来ない。いまだ処理方法が確立されてない。処分場所もどこもない。

原子力技術は未完成です。なぜなら核廃棄物最終処分場も決定していない段階では、核燃料のサイクルは完結していないからです。もし最終処分場が決定したとしても、それで核技術がクリー
ンであるとは言えません。なぜなら最終処分場とはただ単に核廃棄物を10万年の間、見ないように、近寄れないようにしておくだけの施設であるからです。

核廃棄物の問題も含めて、原子力発電技術は怠慢な先送り政策に支えられています。高速増速炉もんじゅも未来の技術待ちです。未来には何でも解決できているはずだと言いながら何も解決
していない。それどころか、未来待ちのあいだに無駄なお金、労力が浪費されている。例えばもんじゅの場合、毎年200億円超のお金がナトリウムを冷却するためだけに使われており、全然発電
などしていない。

原発をやめることにより、エネルギー・ソースの多様性が失われると主張する原発関係者がいますが、それは誤りです。今まで原発によって無駄使いされてきたお金を再生可能エネルギーに回
せば多様なエネルギー技術が日本を救います。
2030年は18年先ですから逆に18年前から現在を見るとどのような技術的進歩が期待できるのかがわかります。例えば携帯電話は18年のあいだに素晴らしい進化を遂げましたし、自動車もテレ
ビも過去の18年間を切り取ってみれば素晴らしい進化を遂げたことがわかります。

携帯電話と比較するのは無謀かもしれませんが、再生可能エネルギーには風力・太陽光・地熱・潮力など多彩な技術があり、その中の1つでも携帯電話並みの進歩をしないとも限りません。あ
るいはそれらの多彩なエネルギー・ソースを効率的に組み合わせるためのスマートグリッドが目を見張る進化を遂げるかもしれません。原子力という1つに賭けるよりも、グリーンエネルギーの
多様性にかける方が、よく投資関連で言う「全部の卵を一つのバスケットに入れるな」（リスクを分散させよ）との教えに従うことになります。原発という一つのバスケットに卵を入れ過ぎるとバス
ケットが破れた時にほとんどの卵は落ちて割れてしまいます。しかし再生可能エネルギーの多彩なバスケットに少しづつ入れておけば、全てが失敗することはないのです。

原発も同様に18年前からの技術にどのような進歩があったかと見てみると、せいぜい現状維持が精一杯であったことがわかります。つまり全然進歩していません。例えば、15年前(1997年3月11
日)に動力炉・核燃料開発事業団東海事業所の「アスファルト固化処理施設」で火災・爆発事故が発生しています。六ヶ所再処理工場は1993年に着工してその13年後の2006年からアクティブ試
験が始まりました。それから様々な種類の11件の事故が報告されています。現在は19年たっていますが、まだ完成には至っていません。
このことを見ると、原子力技術は進歩どころか同じようなレベルの事故を繰り返しています。最終的にはとうとう福島第一の事故という未曾有の事態を引き起こしてしまいました。
これらを踏まえると、18年後にどちらに期待できるかといえば、原子力発電より、再生可能エネルギーの開発であることは明らかです。

以上のように原発を止める理由が数多くあるのに加えて更に、原発の管理が杜撰だからという理由もあります。つまり電力会社と官僚は原発の運用を正しく行うことができないほど無能です。
わざわざ私が申し上げなくてもそれは現実に証明されてしまっているのです。原発事故が起こる前には、電力会社と官僚が原発は絶対安全だと宣伝していました。しかし原発事故は起きた。原
発事故は、失敗しても次はうまくやります、といった類のものではありません。一度失敗したらそれですべてやめなくてはならないほどシビア（重篤）なものです。地震や津波が想定外だったか
ら、などは理由になりません。なぜなら原発は絶対安全でなくてはならなかったし、電力会社や官僚がまさにそのような状況ですら安全を保証するとおっしゃっていたからです。
ここに来てもまだなお、原発を推進しようとしているのは、それらの失敗を認めたくないだけであり、過去の失敗を認めない人間は当然反省をしていません。

原発事故の際、放射線で直接亡くなった方はいないという主張がありますが、それは飲酒運転したくせに誰も轢かずに家に帰れたことを自慢すること以上に悪いことです。数々の対応を怠り付
近の住民の命を危険に晒したことは事実ですから、原発の安全性を何ら証明するものではありません。酒を飲んで運転して事故を起こさずにたった一度家に帰れたからといって、それが飲酒運
転の安全性などを証明しないのと同じことです。
しかも、国会事故調査委員会によると、事故直後の約三週間、避難区域になった二十キロ圏内の病院と介護老人保健施設で、少なくとも六十人が避難後に死亡したそうですから、原発事故が
間接的な原因で亡くなった方はいらっしゃるわけです。それらを無視して、直接放射能で亡くなった方はいないというのは責任逃れの詭弁です。

罪を憎んで人を憎まず、という言葉があります。罪を犯した人にも止むにやまれぬ事情があったのだから、その罪を犯すに至った理由を考えましょうという意味です。原発事故という大きな罪に
至った経緯には長い歴史があります。日本がかつて原発という選択をした理由。目立った産業がない地方が原発誘致に至った理由。十分な地震対策や津波対策が行われてこなかった理由。
それらを考えて人を憎まないようにしたいものです。国会事故調査委員会が、今回の事故が人災だと報告したように、電力会社が安全をないがしろにする体質であったことや、安全対策を監督
する組織が不十分であったことは明らかです。そしてこれまでの原発の歴史そのものが、原発技術を短期間で安全なレベルまで引き上げるのが不可能だということを既に証明しています。日本
は、すべての原発を速やかに廃炉にして、グリーンエネルギーへ転換すべきです。

29730 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
原発の安全管理が杜撰で事故の危険性が高い。原
発をやめて再生可能エネルギーにシフトすることによ
り、エネルギー・ソースの多様性を高め、日本の国力
を強めることが可能です。

現状から我が国の未来を鑑みた場合シナリオ０でも不十分であり、即時廃炉を掲げ、省エネ対策強化と再生可能エネルギーの割合を高める［シナリオ０α］を追加し審議することを提言する。

■もう一つのシナリオ［０α］が必要な理由

１，地震国日本での原子力事業の危険性

2030年までに地震が起こる確立は非常に高く、次の地震によって稼働中の原子力発電所が甚大な事故に至る確立を人間の技術で0にすることができないことは、東京電力福島第一発電所の
事故の発生経緯や事後処理から明確な事実となった今、原子力発電事業、再処理事業、もんじゅ、などの関連施設が日本に存在することが国際社会に大きな危機感を与えている。国際協力
の見知からも、原子力発電所を即時廃炉し、関連事業の終了と施設の解体、残された核エネルギーの処理に早急に着手すべきである。

２，放射性物質の排出

2011年3月11日に発生した地震により甚大な事故を起こした東京電力福島第一発電所から流出し続けている放射性物質は大気中に蔓延し、太平洋に垂れ流された放射能物質に関しても数兆
ベクレルという今まで人類が経験したことのない累計となってもまだ、この事態を止めることができない状況の中で、さらに重ねて再稼働した原発からも放射性物質を排出するという行為は、人
類の未来に巨大な危険を与える愚行として、国際社会から批判されて当然であり、ましては先進国としての我が国の判断として大きな誤りである。原子力発電所の即時廃炉しか選択することは
できないと考えるのが妥当であろう。

また、当団体が活動を行っている南太平洋の島国の将来を考えれば、現在海洋中に垂れ流しにされている放射性物質はやがて同エリアにも拡散し、食物連鎖の中で濃縮し、主に自給自足で
生きている南太平洋の人々の食料として摂取され内部被爆につながる事は明確で避けられない未来であり、それによる影響は甚大なものになるであろう。対して、南太平洋諸国から日本のエ
ネルギー政策に批判的な声が聞こえてこないのは、長年行ってきたODAや島サミットでの拠出による口止めの効果であり、ビキニ環礁で行われたような放射能汚染に同諸国が甘んじる姿勢に
あるわけではないことも注記しておきたい。

３，地球温暖化防止対策の強化

鳩山前首相が国際社会へ公約した温室効果ガスを2020年までに1990年比で25％削減するという数値目標は、現在でも高く評価できる有効な数値である。この目標を実現するためにも、シナリ
オ［０α］では、1990年比で50％の省エネルギーを実現可能な目標として掲げ、再生可能エネルギー割合を50％まで引き上げる内容がふさわしい。その為には、現在独占体制にある各電力会
社の解体、送電分離への早急な移行。そして、個人や新規電力事業者による再生可能エネルギー導入に際しての規制緩和に加えて、まやかしの補助金事業だけに頼らない、実のあるインセ
ンティブを抽出し実行する必要がある。その為にも、いままで官僚と広告代理店に丸投げし、意思決定へ国民の意見をどのように反映するのか具体的な道筋も示さず、国民の声を聞いたという
アリバイ作りに使われて来た形式的な公聴会などの国民参加の場も大きく変えなければならない。

■シナリオ［０α］を支え実現する国民議論の実現

「広く国民的議論を」という政府高官の台詞とは裏腹に、国民対話の場として用意される公聴会は政府と広告代理店が用意した出来レースとやらせの横行が日常茶飯事であり事実上機能して
いない。パブリックコメントにおいても、本来の目的である専門家からのアドバイスを広く求める機能は矮小化しており、対立するステークフォルダー同士の投票行動の様相を見せている。このよ
うなシステムでは国民が何を望んでいるのか？が、判断をしなければならない政治家に届くことはなく、結果的に悪政が続くことの一因となっている。

特にエネルギー政策に対しては、現時点での決定に長期間に渡り影響を受ける若い世代からの意見を集めることが大切である。その為にも、インターネットや携帯端末を活用することは有効だ
と考える。スマートフォンなどを活用してのアンケート調査での各選択肢へのポイントの集計だけでも充分方向性を見極めることはできるであろう。このようなネット利用の調査で大切なのは、正
確性はもちろんであるが、結果に対する政府の説明責任の確実な実行にあると言える。国民が求める方向に対して、政府が選択する方向の差異を丁寧に説明していくことが重要である。
現在の10代～30代のネット世代は、周辺から無視されることに非常に敏感であり、逆に、緩やかに受け入れられている状況においてこそ、自分の意見を発言できるという特徴がある。アンケート
調査の結果、自分の回答が選択されなかったとしても、その理由を丁寧に説明することで、参加意識を創り上げていくことが大切である。その為には、官房機密費の廃止、記者クラブの廃止な
ども含めて、政府が自主的に自らの説明を透明に公開できる場を作っていく努力と行動も必要である。

■最後に

国民の英知を集め行動をまとめていくことができれば、省エネルギー５０％＋再生可能エネルギー５０％の目標は2030年を待たずに実現可能である。その結果、全ての原発を廃炉にし、温室効
果ガス２５％削減という国際社会に向けた公約を果たすことができるだけではなく、国民と国家のエネルギー安全保障を確立することができる。政治は経済の為ではなく国民の命を守ることにあ
る。経済が成り立たなければ国民の命が守れないのであれば、経済が無くても国民の命を守れる方法を模索し実践するのが政治であろう。本来の政治の信念に立ち返れば、今後、原子力発
電所を稼働させることは考えられないはずであり、即時廃炉を目的にした「シナリオ０α」の選択を強く提言する。

特定非営利活動法人 Tuvalu Overview
代表理事　遠藤秀一（ツバル国環境親善大使）

29732 法人・団
体等

法人等 法人等 法人等 シナリオ０％を選択するがそれでも不十分、全原発即
時廃炉、省エネルギー５０％＋再生可能エネルギー５
０％を目標にする新シナリオを策定し、非核と再生可
能エネルギー社会の両立こそが国際社会の中の日本
の役割。



29741 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発はいらない。 ・危険極まりない原発は、すべて即停止、即廃炉にするべきだ。地震大国の日本
  の国土に54基もの原発を建てたとは、信じ難い悪魔の所業である。
・たとえ電力不足で停電になろうが、電力会社や銀行が立ち行かなくなろうが、
  止むをえない。ことは人類の存亡がかかっているのだ。
・処理する技術も場所も無い使用済み核廃棄物を、負の遺産として未来永劫に残す
  ことは、何人も許されない。

29742 個人 無職 ７０代 男性 電力会社の地域別独占体制をやめて、発電事業を自
由にすれば、市場原理により、高品質低コストの電力
供給が可能になるはず。発電に利用するエネルギー
比率を、独裁国まがいに国家管理してはいけない。

今回のパブリックコメントにあたり、提示されている３つのシナリオを検証すると、いまだに「原発は安全・クリーン・低コスト」という神話に基づいているように感じた。「福島の事故は、１０００年に
一度の大津波によるものだから、今後９９９年はこんな事故は絶対に起きない」と言わんばかりである。大半の国民が心底から恐怖を感じた「原発事故の恐ろしさ」からは、敢えて目を背けてい
る。福島事故以後、全国的に地震が多発していることを考えれば、安易な再稼働により、原発事故が立て続けに発生する可能性は、決して少ないとは言えまい。これは、電力が足りないとか、
電気代が高くなるなどの次元を超え、国家を崩壊させる政策ではないのか。
　政府や国会などが諮問した事故調査委員会の報告書は出そろったものの、いまだ、検証はなされていない。まして、現地に立ち入っての原因調査は、高放射能により、当分は不可能である。
東電は「事故は津波によるもので、地震で破壊されたのではない」と言うが、その根拠もない。原子炉内の冷却水がなぜ漏れたのか、高い場所にある４号機燃料プールまで津波の直撃を受け
たとは考えにくいなど、疑念は数多く、真相解明には程遠いと言わざるを得ない。
この時点で、将来のエネルギー比率を決めようとするのは不謹慎で有り、軽率、拙速のそしりは免れまい。
政府の最大の責務が「国民の生命・財産の保護」だとすれば、今、決断すべきはこんな事ではなく、福島第一原発事故の徹底的検証が完了し、必要に対策が取られるまでは、「すべての原発を
動かさない」ことである。
各シナリオでは、自然エネルギーや火力発電の比率まで決めているが、これが「政府の仕事」と考えているのだろうか。政府が行うべきことは、１０電力会社による「地域別独占体制」をやめて、
「電力の完全自由化」を促進することではないのか。海洋エネルギーなどの研究開発には、強力な支援が必要だが、既存の原発などに対する総括原価方式はやめ、事故発生時の賠償も、原
則事業者の負担とすべきである。
誰でも自由に発電事業に参入できるようになれば、市場原理に従って競争が起こり、高品質の電気が低価格で購入できることになるはずだ。
言われているように、原発が「安全・低コスト・クリーン」であるなら、原子力発電の事業者が増えるだろうし、自然エネルギーに挑んだ会社は成長できないだろう。あるいは価格が高くても、「安全
な電気」を国民が選ぶかも知れない。それこそが本当の意味で「国民の選択」ではないだろうか。少なくとも、独裁国まがいに、発電に利用するエネルギー比率を、国家が管理してはならないと
思う。

29743 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私は原発ゼロを支持します。とにかく絶対に原発はい
りません！

安全神話が崩壊している今，原子力推進はありえません。人間はもちろん，生き物，水とみどりを脅かす原発はいりません。自然エネルギー政策を推進し，安全な国造りをめざしましょう。

29744 個人 無職 ６０代 男性 「原発比率は0％にすべきです」
福島の事故は収束せず、多くの方が避難しています。
原発事故の解決の技術はなく、核廃棄物の処理の方
法もなく将来世代に多くの負担を残します。早期に原
発から撤退すべきです。

今後の電気は原発なしでも充分賄えます。
1.今夏の電気の需要は国民の節電意識も高まり、大飯3・4号機の稼働がなくても賄えています。
2.再生エネルギー開発・普及で原発分以上を確保の急ぐべきです。技術開発と普及が進めば、価格も下がり、負担も少なくなります。火力発電も減らしＣＯ2削減を進めます。
3.再生エネルギーの普及が進めば、エネルギー自給率が向上し、経済効果も高まります。
4.日本再生の戦略として位置づけて、原発ゼロに全力をあげるべきです。

29745 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオはＣＯ２や経済的負担がありますし、２０
～２５シナリオは使用済み核燃料の最終処分が決
まってませんし、１５シナリオで最終処分などに活かせ
たり、輸出できる技術の研究を奨励するのが良いと思
います。

この問題については様々な論点がありますが、昨年の福島第一原発のような事故の危険がある以上、原発は使わないというのが一番の理想であることは間違いがありませんが、電力使用量
が上がる夏場の医療・産業界、そして家庭における熱中症対策にまで与える影響を考えると、やはり現状では使用しなければ仕方がないと考えます。
しかし、ここで既に見落としてしまいがちなことがあります。それは原発を再稼働しなくても、使用済み核燃料が各原子力発電所にあるということです。ですから、原発を再稼働しようがしまいが
危険性ということについては、同じではないかと思います。ただ、使用済み核燃料の最終処分ができない現状にあっては、稼働させる数はそんなに多くできないのではないかと思います。
そこで原発を使用することを前提で考えると、原子力の研究をもっと奨励すべきではないかと思います。再処理や最終処分、技術の輸出等を考えると、例えば放射性物質の半減期を早める研
究で可能となれば、最終処分場が少なくて済むでしょうし、海外にも売り込んでいける技術になると思われます。そしてこの技術の場合、半減期を短くすることができれば、ほぼ原発で使用中に
行うことになり、その分エネルギー効率も上がることになると思います。加速器を使って、原子核の陽子や中性子をさらに分解して素粒子を観測する研究がなされていて、原子炉の制御に関す
る成果が得られているかどうかはわかりませんが、得られていなければ、そういったことはやはり無理なのか、その方面への応用の観点がなかったのか、ということを整理してみても良いのでは
ないかと思います。
そこで、この三つのシナリオからすると、稼働数を減らして研究をしていくことを考えれば、１５シナリオが妥当ではないかと思います。ゼロシナリオは、どうしても温室効果ガスが多くなるか、省エ
ネ製品の広範囲での規制による経済的負担を強いる等、環境や家庭への影響が大きいと考えられます。かたやＣＯ２の削減が世界的に求められていたり、消費増税をするという時だけに、こ
のシナリオは避けておきたいところだと思います。２０～２５シナリオについては、やはり使用済み核燃料の処理が決まらない中では難しいのではないかと考えられます。

29746 個人 家事専
業

６０代 女性 原子力発電を無くしてほしい 廃棄にしても汚染されたときにしても人間の手におえないものであるから

29747 個人 その他 ６０代 男性 全原発はは即廃炉をめざして再稼働させないで。 あなたの町内に原発を建てさせますか。あなたの家のそばに放射性廃棄物（死の灰）を受け入れますか。あなたの子供や孫に死の灰をあなたは遺産として残したいですか。誰かの犠牲の上に
立って原発を運転して電気を得ることはやめましょう。再生可能エネルギーへの道を今こそ選ぶべきです。

29748 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 核の平和利用はありえないのでは？福島の事故で核
と人類が共存はできないことが立証されたと思うので
す。核のごみがたくさんの今の状況でこの先の処理を
考えると果てしないと思います。これ以上増やしたくな
いです。

　日本に落とされた2発の原発の影響と、チェルノブイリの事故後の影響、今現在泊村でがんで亡くなる方が北海道の中で一番多いという事実など考えて、核と人類の共存はありえないと思いま
す。
　「平和利用」という名目で電力エネルギーとして核を利用してきたわけですが、今回の福島の事故で、「安全な原子力発電所はありえない」ことが一般人の私達にもよくわかりました。
　技術を開発してきた方たちには敬意を覚えますが、この核というエネルギーは人類に制御できるものではないのではないですか？制御しきれないのに、そのことを一般に知らせずにいたので
はないでしょうか。
　一度放出された放射能が威力を失うのには10万年はかかると聞きました。ただただ恐ろしいです。核開発に費やす費用と時間と人材を、「脱原発」に向けて、是非使っていただきたいです。私
達の子ども、孫、そのあとの世代の人類のために切にお願いいたします。

29749 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 3つの選択肢を前提にすれば、ゼロシナリオしかあり
得ないが、さらに可及的速やかに、すべての原子力
発電所の廃炉を決定し、原子力発電から撤退すべき
である。

2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢を前提にして意見を表明するならば、2030年の原発依存度を0％にする「ゼロシナリオ」以外に選択の余地はないと考える。しかし、このシナリ
オにおいても、何年後に原発ゼロを達成するかの具体的目標が明示されていない点に、大きな不安を感じる。すでに事実が証明しているように、わが国の原子力発電所を、すべて停止しても、
エネルギー供給に大きな支障がないことが明らかになっている。2030年までと言わず、可及的速やかに、すべての原子力発電所の廃炉を決定し、そのための工程表を作成すべきである。地震
多発国であるわが国で、今後も原子力発電所を維持するのは非現実的である。一旦破滅的な事故が発生した場合、きわめて多くの人々と、貴重な国土に修復不可能なダメージを与えること
は、福島第一原子力発電所事故が証明してしまった。そして、今後、同様の事故が発生する可能性は、原子力発電所を維持していく限り排除できない。また、原子力発電に要するコストは、最
終処分方法すら決まっていない使用済み核燃料の処理費用や、寿命が来た原子力発電所の廃炉費用を考えれば、火力発電等のコストに比べて、決して低くないどころかむしろ高くつくであろ
う。まして、今回の福島第一原子力発電所事故のような、破滅的事故が起きた場合に要する費用は、想像もつかない。民間企業である電力会社は、当期決算で赤字を回避することを至上命令
としているから、化石燃料の輸入代金の高騰に音を上げているが、国は目先の損得にとらわれず、文字通り「国家百年の計」を見据えた判断をしなければならない。これ以上、将来世代にツケ
を回さないためには、ただちに原子力発電から撤退しなければならない。原子力を使わなくても、電気を作ることはできる。自然エネルギーが十分に電力需要を賄えるようになるまでの間は、天
然ガスを中心とした火力発電の増強でつなげばよい。経済界には、ただちに原子力発電から撤退すれば経済成長に打撃を与えるという意見があるようだが、それこそ既存の枠組みの中でしか
物事を考えられない硬直した発想と言わざるを得ない。新しい送電網の整備、新エネルギー源・発電技術の開発等は、新しい国内需要の喚起につながる。これをビジネスチャンスと考えること
ができない経団連には失望を禁じ得ない。どのような化学的手段をもってしても廃棄物を無害化できず、放射能が低減するまで無限に近い時間を、じっと耐えなければならない原子力は、人間
が手を出してはならない禁断の技術である。人類全体が、原子力の利用を永久に封印するために、わが国はその先鞭をつけて原子力発電から全面的に撤退するべきだと考える。

29750 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 全原発は稼働停止に向けてください。そして現電力会
社存続よりも国民全員で発電コストを負担し安全でク
リーンなエネルギー政策を始めてください。

地球温暖化の原因の一つとも考えてもいい（高温水を海中へ放出）や
放射性廃棄物の処理技術の未確立と、受け入れ先自治体が決まらない事
六ヶ所村核燃料再処理工場においても放射性廃棄物が満杯している事など
世界的情勢にあわせても脱原発が正しいと思う

29751 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオ　唯一の脱原発シナリオ これからの未来のため子供のため地球のため
原発依存からの脱退は不可欠です。
切実にそう思います。

29752 個人 家事専
業

５０代 女性 原発のない未来を子どもたちに残したいと思います。
自然エネルギー、再生エネルギーへの転換を強く希
望します。

人類が処理しきれない原子力発電は持つべきではないと思います。ましてや、被ばく国でもある日本は、率先してそうあるべきです。日本の技術力を存分に生かしてください！

29753 個人 無職 ４０代 女性 絶対に原発ゼロ（シナリオ）にして下さい！ 戦後の政策として、政治家・経済界・電力会社の利権の為に原発政策が勧められて来た事が世間に露見しました。
福島の事故により、国民は原発が安全でない事、最終的な廃棄物処理の捨て場所も決ってなかった事も知りました。
子供でも分かる事です、捨て場所もない物を何故作るのか。人間の手では制御しきれない原発を、まだ福島も収束してないのに何故再稼動するのか。
福島のむき出しの原発施設を見て下さい。国民の声を聞いて下さい。
政策は政治家の独裁で決める事ではないです。国民が決める事です。
一刻も早く全ての原発を止め、膨大な原発にかけてきたお金で、新しい安全なエネルギー政策に力を入れるべきです。

29754 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力エネルギーはまだ人間の手でコントロールでき
ません。研究は続けたらいいと思いますが、原発をエ
ネルギー源とすることは早すぎます。すぐに原発はや
め、そのためには何が必要かを考えましょう。

　雨や竜巻など地球規模での異常な気象状況があり、さらに日本周辺での地震の可能性が高まっている。こうしたもとで、何があっても安全な原発は存在しません。　それなのに安全でない原
発を動かして、もし事故となれば大量の放射性物質が世界中に再びばらまかれることになります。そうした事態にならないよう、いくら万全を期しても事故が起こる可能性はゼロになりません。他
の問題で事故の可能性がゼロにならなくても、ほぼゼロになれば動かすというのはあり得ますが、原発の場合、完全にゼロにならなければ動かしてはいけないと思います。
　それは世界中にばらまかれた放射性物質は、どうやっても回収できないからです。回収できない以上、自然環境が、人間が必ず被害を受けることになります。そうなった場合、個人や一国家
が責任をとれるような問題ではありません。
　原発を直撃するような天災、事故が起きなくても、原発を運転する限り生み出される核廃棄物は次々と生み出されるばかりです。すでに保管する場所もなく、処理することもできないまま、とい
うのが今の状態です。しかも核廃棄物の保管場所で事故が起こり環境に漏れだせば、これも回収のしようがありません。
　関わって働く人、国民が被爆しないと管理、運転、処理できないような原発はすっぱりあきらめて、他の方法でエネルギーを確保することを考えましょう。

29755 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発１５シナリオを選びます。 原発１５シナリオを選びます。家族のために安全な将来を願うため。

29756 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率はゼロ％にする 私たちは３．１１で原子力発電の恐ろしさを知りました。
どのような事故が発生したのか？どのような被害があるのか？どれだけに影響するのか？
被曝した広島、長崎の人たちの事が思い浮かびました。

先の国会事故調査委員会の報告でも指摘されたように、原子力行政は国民を守るという視点に立っていませんでした。これは委員会の報告を待つまでもなく私のようなものでさえおかしいと
思っていました。おかしいことを「おかしいから直そう」としなかった日本人の性でしょうか。
?
私の仕事はプラントの運転ですが、無事故を目標に訓練も行います。しかし、ヒューマンエラーは何年たっても根絶することはできず、その度に設備改善と意識向上を図り少しでも被害を小さく
する活動を行っています。私たちのプラントによる事故被害は限定的で近隣住民の方達には被害はおよびません。設備がある以上事故は根絶はできません。万が一の事故も起こり得ることを
今回の原発事故は明確にしました。大変な代償を払った教訓です。
私たちの生活のために、将来の子供たちに負の遺産を押し付けるのは止めるべきです。私たちは喜んで困難な生活を引き受ける勇気を持つべきです。

29757 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギーの原子力の割合を０にするべき。安定供
給の確保・環境への適合・経済効率性の「３Ｅ」と「安
全（Ｓ）」において全く原子力発電を続けることの道理
が得られません。自然エネルギーへの転換を求めま
す。

エネルギーのおける原子力比率を直ちに０％にすべきです。「安定供給の確保」「環境への適合」「経済効率性」のいわゆる「３Ｅ」と「安全（Ｓ）」において考えても全く原子力発電を続けることの
道理が得られません。
まず、安定供給という点において、化石燃料だけでなく鉱物燃料であるウランにおいても枯渇する可能性はああります。また、採掘中の被ばくや生成過程においての被ばくで、生産が激減する
可能性は低くないことは、この世界情勢を考えれば容易に推測されます。
環境への適合については、いわゆる核のゴミと呼ばれる高濃度放射線廃棄物の最終処理が明確に決まっていない現段階において適合できているはずもなく論外です。
経済効率性という点においても、原子力村と呼ばれるような一部の政治家や大企業が、税金を食い物にする事を考えると決して経済的とは言えず、原発立地に関して多くの税金が名目を不透
明にしながら使われ、放射性廃棄物の最終処理をめぐり使われた資金、研究開発費と称し湯水のように使われた税金、企業献金や原発推進の科学者への献金など、あまりにも計上されない
お金があり、それらの税金や献金などを総合的に考えれば、国民が支払うコストは決して低いものではなく、原子力発電は、電力会社や政府がいうような決して安い電力でないことは明らかに
なっています。
最後に安全性においては、福島第一原発の事故が物語るように、ひとたび事故が起こり収集がつかない状態になった場合に多くの国民が多大なる犠牲を強いられなければならなくなります。
今後、被ばくが原因で、癌の発生など否定はできず、死者が出るかもしれません。その答えすら出ていない段階で「安全」とは決していえません。
現段階において「安全」ということは、先の事故の前に電力会社や政府が言い続けた「安全神話」に他なりません。
このような原子力発電の稼動について決して賛成できるものではありません。

また、現在の電力事情において電力不足は起きるはずもありません。電力会社の利益のために、原子力発電の必要性を固執し、「計画停電」などを脅しの手段として、国民に原子力発電を強
要するやり方に対しても、決して信用できるものではありません。そのような企業が、１００％の安全を保障できるはずもなく、直ちに規制すべき対象であると考えます。

将来の子ども達に安全なエネルギーを残すことが、われわれの世代に課せられた使命と考えます。そのためにも、原子力発電に固執するのではなく、自然エネルギーへの転換をすすめていく
必要があり、そのために多くの税金を使うべきと考えます。

29758 個人 その他 ７０代 男性 (1)ゼロシナリオ選択
政治経済は国民の安全な暮らしを守ることが前提で
す。
原発推進は経済界からの見方ではないでしょうか。

使用済み核燃料の処理方法がない決定的な欠陥エネルギーだと思います。ネジ１本までの安全確認は不可能だし、それが重大事故につながるのが原発の怖いところです。怖いものだから大
都市の近くに作らなかったのではありませんか。車の事故とは違うのです。クレーム処理のレベルではありません。ましてや、浜岡のように地震想定地区の真ん中にあるものは速やかに停止す
べきです。
代替エネルギーについては、脱原発が日本の方針になったとたん大学、企業、研究者が積極的に開発を始めるでしょう。
政府も資金をつぎ込むべきです。
日本の新エネルギーが世界を救う日が必ず来ると思います。

29759 個人 家事専
業

５０代 女性 ０％、しかも、できるだけ早く原発を廃止してほしい。
「国民の生活を守る」と言う以前に、国民の命が脅か
されない方向に道をつけてほしい。

今現在も福島の事故が収束していないというのに、同じ場所で、あるいは、他の原発で、再び大地震や津波がきたら日本は立ち直れないほどの打撃を受けるでしょう。大勢が死に、空気も土地
も長い年月汚染される。なぜ、お金と命のどちらが大事かと比べることができるのでしょう？毎日のように地震が起こるこの国で、原発は恐怖の元でしかありません。一日も早く原発を廃止して
いただきたいです。



29760 個人 家事専
業

５０代 女性 脱原発にまっすぐに、迷わず進むべきなのは明白で
す。地熱発電・風力発電・太陽光発電等の開発促進
に舵を切る政治的決断をしてください。

（１）原子力村の責任をはっきりさせ処分すること。
元々断層が各所にあり、地震国である日本で、１億の人口の日本（まして製造業がどんどん海外に移転しつつある日本）で、原発が５０基あることが異常事態で、原子力村を野放図にしてきた
自民党政府の責任は重大であるし、最悪であったと国民の皆が思っています。一部の人間の既得権益のために、どれだけ国家のイメージが崩れ、国民の健康が害され、次世代の若者たちの
希望がゆがめられたでしょうか？この不信を回復するのにいったいどれだけの時間がかかると想像ができますか？それ以上に福島の最終的な解決方法はしっかり考えているのですか？無知・
無能で強欲な政治家を踊らせ、甘い汁を吸ってきた君達経産省の高級官僚たちは何も責任を感じないのですか？あなたの子供や孫までこのつけは回るのですよ？東電・原子力委員会・経産
省の役人に自殺者が出ないことが責任を感じていない証拠ではありませんか。
（２）新しいエコエネルギー拠点として福島を再生。
一刻も早く原発を全て閉鎖し、同時進行で、他の地熱。風力・太陽光発電等への移行を進めるべきなのは明白です。政治的決断で即決してください。そして、福島の汚染地域は、居住が当分無
理なら、それをむしろ利用して、騒音公害のある風力発電や、場所をとる太陽光発電の拠点にして、新エコ発電拠点として再開発を進めるべきだと思います。その他の原発依存地域も同様にエ
コエネルギー拠点として雇用等を確保していくことも考えればよろしい。
（３）原発の処理
これこそ、どあほな原子力村学者と東電達に知恵を絞らせればよい。
（４）国民への情報開示
これらすべてを、政府直轄でトップダウンで行い、短期５年、長期２０～３０年で進める。そして、随時、エネルギー移行進捗状況と原発処理状況を国民に情報開示すべし。

以上です　すばらしい日本の自然を取り戻してください。明治を引っ張った優秀な官僚をみならっください。国民を馬鹿にしないでくれ。馬鹿じゃないぞわれわれは。

29761 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 リアリティのある政策選択に向けた議論を行うため、
各シナリオが大前提としている様々な技術の革新・進
化の見通しについて事業者ヒアリングを行い、その結
果を国民的議論のための情報として広く開示すべき。

全シナリオで、相当量の再生可能エネルギーの導入拡大と省エネ・節電対策の強化を前提としている。各シナリオの再生可能エネルギー比率は、「ゼロシナリオ」で30～35%、「15シナリオ」およ
び「20～25シナリオ」でも25～30%となっている。基本問題委員会がまとめた報告書「エネルギーミックスの原案」によると、この再生可能エネルギー比率を実現するためには、水力、地熱の増強
が見込めない中で、太陽光発電と風力発電の電力量を現状の数10倍にまで高める必要がある。このためには、「エネルギー・環境に関する選択肢(案)」の表３に示されている通り、太陽光発電
については、既築、新築に関らず、現在設置可能なほぼ全ての住戸の屋根に太陽光発電を導入たり、耐震性が弱い等により現在設置不可能な住戸も改修して導入したりする必要がある。風
力発電についても、発電所設置が可能な風況の良い場所が東京都の2倍前後もの広さ必要となり、そこに実際に大量の風力発電所を建設する必要がある。加えて、太陽光発電や風力発電は
出力が不安定であるため、この出力を安定化するための蓄電池技術開発や系統安定化対策で相当の技術革新や設備投資が必要である。
将来の電力需要、省エネに関しても、基本問題委員会がまとめた報告書「エネルギーミックスの原案」によると、専門家から「民生部門に関する十分なデータがない中で省エネルギーの効果を
算出することは困難であり、意味ある推計は出来ない」、「現行のエネルギー基本計画に織り込まれている省エネ対策ですら難易度が高く、その実現に向けた対策を先ず行うべき」といった”20%
省エネの困難性”を指摘する意見が出ている。一方で、「20%省エネも達成可能」と主張する委員もいるが、その意見は「べき論」が大半であり、根拠の具体性に乏しい。加えて、電化率は年々着
実に上昇している事実があり、今後、電気自動車の普及も拡大すれば、省電力どころか、逆に電力需要が増大する可能性も否定できないとの専門家の意見もある。
以上の理由から、「責任ある政策」を立案するためには、各シナリオの大前提となっている省エネ20%や25～35%までの再生可能エネルギーの導入拡大が達成できない可能性とその際の対応も
考えておく必要がある。
原子力についても同様である。一定規模の原子力を維持する「20～25シナリオ」では、原子力を利用し続けるための原子炉安全技術の進化、規制改革による安全強化を大前提としている。
上述のように各シナリオは、様々な技術の革新・進化を大前提としている。「絵に書いた餅」ではなくリアリティのある議論を行うためには、複数の事業者から各技術の革新・進化の見通しについ
てヒアリングを行い、その結果を広く客観的に示すべきであると考える。また、現実として目標を達成できない電源が生じた場合の、各シナリオの政策変更の柔軟性についても評価して示すべき
であると考える。

29762 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。すべての原発を廃炉にす
ることを希望します。

福島の事故がまったく収束していない。誰も責任を取らない。避難している人たちも未だに普通の生活ができない。地震大国の日本において、原発と共存することは不可能です。
どれだけの人が被爆していて、これからどんな影響がでるのか。
チェルノブイリの事故の経験も全く生かされていません。
将来の日本が心配で仕方がありません。
安心な食事がしたいです。

大飯が事故を起こせばやっとわかってもらえるのでしょうか？
想像すれば原発なんてものは動かせる理由はありません。
廃棄物の問題もどうするんでしょうか？

いち早く廃炉を希望します。

29763 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
本来であれば、即時ゼロを望みますが、この選択肢し
かないのであれば、(1)を選ばざるを得ません。

福島第一原発の事故原因もはっきりせずに、いまだに放射能を出し続け、コントロールもできていません。
排出し続けている放射能で、日本だけでなく、世界中に脅威が広がっています。
これ以上同じ過ちを絶対におかしてはいけません。
活断層の上にある原発までも稼働させるなど、絶対にあってはならないことです。

また、今も増え続ける核廃棄物の問題も深刻です。
若い世代に核廃棄物を押し付ける訳にはいきません。
これから何百年にも渡って管理し続けなければなりません。
それに使う電力はどれくらいなのでしょうか？
核燃料が発電したよりも多くの電力で冷やし、管理していかなければならない原子力発電は非効率あることは明らかです。
火力、水力、太陽光、地熱、風力でそんなことをする必要はありません。
コスト面でも疑問があります。
実際、米GEのCEOも原発はコストが掛かりすぎ、将来性がないと述べています。
これから生まれてくる子ども達は、生まれたときから核のゴミと向き合わなければなりません。
原発を即時に停止し、すべてを廃炉にし、一刻も早く再生可能エネルギーにシフトしていくべきと考えます。

29764 個人 学生 １０代以
下

男性 原発依存度0％案に賛成する 福島の事故の収束は形だけで、未だ人々が暮らせる状態とは程遠い。
あれだけの大事故があったのにも拘らず、国民に対して十分な説明も無く、風評被害の防止とパニックの回避にかこつけてデータを後出しにしてきた政府と東電への信用は、今では原発に対す
る信用よりも低くなり、ほぼ0に等しい。

地震大国の日本に絶対安全な地域など無い。今、国が掲げている廃炉までの40年という期間のなかで大地震が再び起こることも想像に難くない。
次に事故が起これば日本経済は愚か、国の存亡にかかわる問題となる可能性は十分にある。真剣に再発防止を考えるならば、多少のリスクを負ってでも要因を取り除く必要があるのではない
だろうか。

もう「想定外」で言い逃れはできない。すぐさまの原発0％実施を望む。

29765 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」（脱原発）を望みます。 一度作ってしまった核物質は、なくせません。
人間にも地球の自然にも廃棄物の処理は出来ないし、コントロールもできないです。
誰かの命が犠牲にならないと、原発は動かせないとも知りました。
疑えば、犠牲になる人を作るためにわざわざ格差をつけているようにも見えます。
一部の人の利益のために原発を動かそうと、盛んに電力不足や二酸化炭素の増加と騒ぐのも、もう嘘だということは、皆が知っています。
お金がかかるというのも、今の仕組みが悪いだけです。
たとえお金がかかっても、生き物の、とりわけ次世代を担う子どもたちの命よりも大切なものは無いと思います。
福島事故の検証もきちんとせず、なぜ安全だと言えるのか…再稼働は信じられませんでした。
地震大国で、廃炉にするまでに何年もかかるのだから、今すぐ全原発は廃炉にすべきだと思います。
このパブリックコメントも、あまり知られていません。国民の意見を求めるなら、もっと本気で、大々的にするべきだと思います。
よく国民の声を聴いてください。よろしくお願いします。

29766 個人 自営業 ５０代 男性 原発はすぐに廃炉にすべきです。 使用済み核燃料の安全な処理方法が無いにも関わらず、核廃棄物を排出し続けることは、将来の地球に核のゴミを残すｺﾄだと思います。
将来の日本、地球の事を考えればとても原子力を使用することには賛成できません

29767 個人 家事専
業

２０代 女性 １、ゼロシナリオを選択します。
私は即時、原発ゼロを訴えます。
私たちの命や暮らしを脅かす危険なエネルギーはい
りません。

地震大国日本が原発を稼働することは危険すぎます。
原発事故が起きれば、美しい自然や命輝く地球は汚され失われ、元通りにすることは出来ません。命が守られるなら、町がこんなに明るい必要もありません。不便になっても命は何にも変える
ことは出来ません。
私は日本が大好きです。私たち若者がこれから担っていく日本の未来に、命や暮らしを脅かす危険なエネルギーはいりません。
政府は「今（自分達）のため」の「今」を選択するのでなく、
「未来を見据えた、未来のため」の「今」を選択して下さい。
原発はいりません。再稼働は絶対に反対です。すべての原発の廃炉を望みます。
どうか国民の音でなく声にしっかりと耳を傾けてください。
私たち国民に目を向けて下さい。未来を、見据えて下さい。
私は即時原発ゼロを訴えます。

29768 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを希望します。

２０３０までにゼロの選択肢しかないのですが本当の
希望は今すぐにゼロです。

原子力爆弾を落とされた日本に原子力発電所があるなんておかしい！

子供や孫の未来に放射能の恐怖に怯えて暮らすなんて絶対させたくない！

国民を無視して東電の国有化・・ふざけるな！

大手銀行や原発メーカーの言いなり・・ふざけるな！

国民生活守るためだんて野田って人が言ってたけど本当に守るなら原発とめるでしょ！

こんなに入力の面倒なパブリックコメントちゃんと意見を反映させてくださいよ！

29769 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」の設定 「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努力すべきです。
そのことが、新しい日本の経済成長にも寄与するはずです。
そもそも今の日本は、贅沢な暮らしをしるぎています。例えば食料の多くを食べないで捨てている現状など、節電のために電気の使用をひかえればよいものがたくさんあります。
節電の努力を国全体でおこない、新しい自然エネルギーによる発電システムを構築するまで、質素な生活を送るべきです。

29770 個人 自営業 ５０代 男性 日本は原発ゼロシナリオを選択すべきだと考える。 福島の原発事故は地震や津波の天災ではなく、東電の人災である。根拠の無い安全神話に麻痺した、お役所仕事で、電力独占の東電の原発はゼロ以外の道は無い。なぜなら原発は実はもっ
と本当はコストが高い、原発にかかわる全ての経費がコストに反映されていないから、次に原発にそれだけかかるコストを他の自然発電の研究開発にかければ、自然発電で電気は十分まかな
える、そして電力会社を民間企業が参入するようにすれば、もっと競争原理が働くはず。そうすれば、今のような情報を開示しないような危ない東電ではいられなくなる、そして何より原子力爆弾
の被害を受けた世界で唯一の被爆国である日本は原子力自体いらないのだ、なぜならプルトニュウムの処理は何十年かかってても処理できないからだ、そんな危険なものを次世代に渡したく
ない。

29771 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はすみやかにゼロにしてほしい 福島のことをみれば原発の危険性は明らか。
どんなに耐震化をしたとしても、自然の脅威にはかなわない。どんなにきちんと管理をするといっても、人間のすることに絶対ミスはしないと断言はできない。危険性が大きすぎる。廃炉するにし
ても、何十年の月日がかかりその間も危険は持続する。そんなものを後々まで残していくべきでない。すみやかに原発ゼロを進め、代替エネルギー政策に本気で取り組むべき。

29772 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発完全廃止というのはおかしい。
経済発展をしていくためには、日本の持つ高い技術力
を駆使して、安全な原発再稼働を目指すべきである。

民主党に政権交代なってから、いろいろな分野で変な方向に国民が向いているかのような風潮になっている。
米軍の普天間移転問題しかり、オスプレイ導入反対しかり、原発も一緒。
政権基盤が全然しっかりしていないから、左翼マスコミとそれに煽動される一部国民がさも全体意見のように偉そうに反対している。
自民党の肩持つわけではないが、自民党にもいかんところがあったが、国の発展や国民の安全・幸福を追求する姿勢は民主党の１００倍あった。
しかし、今の自民党にもあんまり期待できない。
民主党には責任を取れと言いたい。国民をばらばらにしている。国を弱体化させている。

29773 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 今すぐ大飯原発を停止し、すべての原発を廃炉にして
ください。未来の日本のためを思えばこの選択しかな
い。

今すぐ大飯原発を停止し、すべての原発を廃炉にしてください。未来の日本のためを思えばこの選択しかない。
　なぜか。問題は使用済みの核燃料にあると思います。どんなに安全に運用しても、使用済み核燃料は生み出されます。ウランがあと70年で枯渇するといわれています。ということは今から新し
い原発を作っても、60～70年くらいで燃料がなくなります。
後に残されるのは危険なごみだけ。
　使用済みといっても、毒性が劣化しているわけではない危険なごみの保管にいったいどれだけの
費用がかかるのか。いつまで費用を負担しなければならないのか。そして誰が負担するのか。
　フィンランドの映画で10万年後の安全という映画を見ました。10万年安全に保管しなければならないというのです。
　日本の歴史は有史以来せいぜい2000年です。10万年間未来の日本人に費用を支出させるのですか。たかが半世紀の利用で。
本当に安全について考えるならば、これ以上放射能物質を生み出すべきではないと思います。

未来の日本のためを思えばこの選択しかない。

29774 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 政府から示されている３つの選択肢は非常に極端で、しかもかなりバイアスがかけられているように思います。
優先順位を間違えてはいけない。
福島で起きた原発の事故が未だ収束の方向に向かっているのかどうかすら、誰にもはっきりわからないという状況の中で、「原発ゼロ」に向かわないというのはあり得ない、というのをまず出発
点にすべきです。
人類にはコントロールすることができない「原子力」というものを、あたかも扱えるかのように錯覚して発電所を作ってしまい、それが未曾有の事故を引き起こしたことの反省を何故この期に及ん
でもできないのか？理解に苦しみます。
原発をゼロにすると化石燃料の使用量が増える、それに伴い国民の負担が重くなる、ということが必要以上に強調されているようにも感じるのでそこの是正も求めたい所ではありますが、だか
ら折衷案としての「１５シナリオ」..ではなくて、では、どうやって国民の負担を重くしないでゼロに持って行けるか、という順序で考えて頂きたい。
更には、示されている案では、省エネは１割で固定となっていますが、ここももっと突っ込んだ設定（と選択肢として、例えば１割と２割と３割、など）を考えるべき。１割の設定のみでは、「１５シナ
リオ」へ導入するために適切な省エネ率は１割、というのを最初に試算して、それを全シナリオに当てはめようとしているように見えます。
そして、再生可能エネルギーの導入見込みに関しても非常に甘いと思います。再生可能エネルギー先進国であるところのヨーロッパ諸国を例にとると、地続きでエネルギーをやり取りできるドイ
ツ他中央ヨーロッパと日本を同じように考えることはできない、という意見が必ず出てきているようですが、これに関しても、では、どうやったら同じ程度の導入率まで高められるのか、を検討し、
選択肢として入れて頂きたい。原発ゼロ＝化石燃料依存ではなく、再生可能エネルギーを推進して行く前提で何故考えられないのでしょうか。
どの項目に関しても、選択肢がなく、「決めつけた」条件の中で予定調和的な結論に持って行こうとしているように感じられてなりません。
ので、示された３つの中では極端に見えるようではありますが、No choiceで「原発ゼロシナリオ」を選択したいと思います。



29775 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオで 原発を今すぐやめてください。
既に買ってしまっているウラン燃料も返品してください。
日米原子力協定をてっぱいしてください。

29776 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はゼロでいいです 原発事故は恐ろしいものと感じました。
放射能は目に見えず、臭わず、感じることができないゆえに気が付いた時には被曝しています。
安全神話を作り、市民を守る事を考えてこなかった政府、業界は絶対に信用できないし許せません。
未来に負の遺産を残さないでください。

29778 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度を減らすことは断固として反対です。
原発の安全性を高めながら依存度を高めるべきで
す。依存度を減らすことは、生活の安全、産業の安
全、国防の力を下げ日本がつぶれ国民が不幸になり
ます。

今、稼働している原発が少なすぎて、家庭の電気、会社の電気、工場の電気など節電していますが、その結果、律儀に節電しているお年寄りが熱中症で亡くなられています。原発事故の放射
能で死んだ人は一人もいないのにです。どちらが国民の生活を第１に考えているのでしょうか？
　工場とかの節電で経済が落ち込み、給料が下がり、また失業者等が増え、会社が倒産し、自殺者が増えています。どちらが国民の命を大事にしているのでしょうか。
　再生エネルギーがまだまだ安定して供給できないし、技術が上がっても自然任せのところがあります。安定して供給できない分、結局火力発電が大事となり、その元である石油に依存度が高
くなります。石油はご存じの通り不安定であり高額です。電気代が高くなり、国民の生活を圧迫し、経済が不安定となります。どちらが、国民の命を大事にしているのでしょうか。
　また、国防上、原発を推進している独裁国家中国に対して危うくなります。
　などなど、原発依存度を下げることにより、国民の命が非常に危うくなります。国は、原発依存度を今以上に上げることで、国民の生命と財産を守るべきです。

29779 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発比率20～25％案に賛成です。安全確認した原発
から粛々と再稼働していき、より安全な原発にリプ
レースすることで、バランスを取りながら、無理せず
徐々に火力・原発依存度を下げていくべきです。

現時点で国民投票を行えば、原発ゼロが多数意見となるかもしれません。これは一時の感情的なものも含めある程度はやむを得ないものです。しかし日本のような資源輸入国が、火力に大幅
依存することはエネルギー安全保障やCO2削減の観点から非常に危険なものです。
福島の事故調査報告も出ていますが、まだ国民に納得されるものではありません。私は個人的には、福島原発事故は津波による全電源喪失が最大要因であり、それに対する備えを怠ってきた
電力会社、政府（安全保安院）による人災と思っています。
エネルギー・環境戦略への政府の対応として重要なのは一時の国民感情に流されることなく、良いと思われる将来のエネルギー・環境戦略の方向性を包み隠さず提案して理解してもらうことだ
と思います。
原発についても、より安全を目指しウラン以外のトリウム原発等も含めた研究開発は持続するべきです。ただしもんじゅのように安全性が確保できないものは廃炉にすべきで、核燃料サイクルも
破たんしています。
将来的には鉄腕アトムのように、市街地近郊にも設置できる安全な小型原発が可能な発電システムを期待します。
自然エネルギーについても過大な期待は危険です。基幹電力に使える水力、地熱、バイオマスはより増加すべきだが、不安定な太陽光や風力はピーク電力用として割りきって、ある一定以上
の依存は避けるべきです。
反原発デモや世論の動向に流されることなく、自信を持って将来のことについて国民に説明してください。

29780 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。福島の惨状を見れば
原発が人類の手に負えない技術であることは明らか
です。人々の暮らしを守り、子どもたちの未来のため
に自然エネルギーへのシフトを早く実現してください。

原発ゼロシナリオを選択します。
福島の原発事故はいまだ終息したとは言えません。多くの福島の人々が故郷を追われ、慣れない地での避難生活を送っています。事故を起こした原発周辺はもとより何十キロも離れた場所で
も放射能による汚染で、不安な日々を過ごす人々が大勢います。特に未来ある子どもたちが健康を心配しのびのびと外で遊べないことは、心の面からも大きな影響をうけ、将来が本当に不安
です。
ひとたび暴走すれば制御不能になる原発の事実が判明しました。
それなのに、大飯原発の再稼働は国民として許せません。
福島の事故で、周辺の産業もダメになりました。土が汚染され農業がダメになりました。海が汚染され漁業がダメになりました。人が住めなければ、商業も工業もなりたちません。
命がなくなれば経済も何もありません。
核のゴミの問題も解決できていません。人類の手に負えないのが原子力です。
六ヶ所での再処理も直ちに中止の決断をしてください。
電気は自然エネルギーにシフトすべきです。原発につぎ込んでいた研究費や地元にばらまいていた交付金を自然エネルギーの技術開発と設置促進に使ってください。
私たちは安心して暮らすことのできる日本を望んでいるのです。

29781 個人 無職 ７０代 女性 原発エネルギー廃止政策を支持します。
地球温暖化防止政策も推進すべきです。

人類の普遍の理念として、人間の生命・身体の安全を前提にすることが政策の最優先課題です。
私たちは、原発の安全神話は、福島原発事故により完全に崩壊したことを認識せざるを得ないこととなりました。
福島原発の修復の見込みは定かではありませんが、福島の関係者に及ぼした直接的な健康被害の実態は、長い年月を経過しないと明確な把握が出来ないことは、チェリノブイリが教えてくれ
ます。原発に依存して生活してきた社会構造を根本的に建て直す時間と経費を考慮しても、原発の問題性を素直に受け止め、原発ゼロを目指すことが合理的結論だと考えます。
人類の英知により、地球の持続可能性を前提にしたエネルギー政策を選択することを希求します。

29782 個人 学生 １０代以
下

男性 原発０シナリオを選びます。 原発０シナリオを選びます。

いつ大地震・大津波が来るかも分からないのに、事故れば原発立地地域一帯をダメにしてしまう発電施設なぞ、断じて許せません。
そもそも、被爆国であるこの日本が、核を使い続ける理由なんてありません...原発だって、事故れば原爆と変わりません。そのことは福島で証明済みです。

地域に危険をおしつけて原発を続けるよりも、太陽光・風力・地熱・波力・潮力・バイオマス・小水力発電等々の自然エネルギーを全力で推し進めるべきです。
今原発に出しているカネを自然エネルギーに回せば、その開発で大きな雇用が生まれるはずです。原発をなくして雇用が危うくなることはないはずです。

未来の世代に危険なものを残さないでください。

宜しくお願い致します。

29783 個人 自営業 ５０代 女性 「２０３０年に原発０」ではなく、「もっと早期の原発０」を
主張
原発の技術的危険性以前に、日本には正しく運用す
る能力がない。

電力が足りないといいながら、新東名高速道路の公衆トイレにウォシュレット完備というような例をみても、国を挙げての危機感の欠落としか思えず。そういう感覚で電力不足を説かれても説得
力がない。原発に投じた同じ予算と時間を再生可能エネルギー開発にあて、経済復興もその中で。

29784 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。省エネルギーと再生可能
エネルギーに力を注げば、経済の振興も可能。日本
は命と故郷を守る国であると胸を張ってほしい。

原発稼働に反対する理由は、以下の４点です。これ以上稼働の余地を見いだそうとする理由すら理解できません。命、大地あっての経済です。即刻稼働を停止するよう望みます。
(1)命を脅かす廃棄物の処理ができず、稼働を続ける限り子孫に押し付ける汚染物質の量を増やしていくことになる。
(2)今回の事故で「おそらく安全が守られるだろう」という楽観の上でしか成り立たない技術であることが証明されてしまった。
(3)電力会社の事故対応を見ていると、人命・人権軽視が甚だしく、自分たちの引き起こした問題への責任感が全く感じられない（事故の責任を感じる前に、防止策に責任を持ってほしかった
が）。そのような企業に原子力という危険な技術を預けるわけにはいかない。
(4)原子力を研究してきた学者の対応も同じ理由で、結局彼らはなんの役にも立たず、彼らの話は全く信用できない。
事故以来、実際に省エネと再生可能エネルギーの開発は進んでいます。国が本格的に援助をするなら、すぐに成果は見えてくるはずです。今回の事故を本当に悔やみ、故郷に戻れない方々
の苦しみを本当に理解しているのならば、原子力は一刻も早く封印すべきではないですか。そういう人間らしい心が動かす国であってほしいです。

29785 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。地震の災害リスクももちろ
んですが、どのみち高速増殖炉の実用化が不可能で
海外のように直接処分できるような地盤の無い日本で
これ以上核のゴミを増やすのは早急にやめるべきと
思います。

再生可能エネルギーの拡大やメタンハイドレートの可能性など、以前は現実味が無いと思われていましたが、近年では高速増殖炉の実用化より実現可能なことになってきているのではないで
しょうか。
東日本大震災で、災害が予測不可能な想定以上のことが起こる可能性がある以上、暴走・爆発すると人間が制御できない核エネルギーに頼るのはリスクが高い選択だと知りました。
さらに、海外のように直接処分できるような何千年単位で安定した地盤も無い日本で、たとえ現状の原子炉が安全に運用できても、結局、核のゴミ問題は残り、未来に問題を押しつけることに
なってしまいます。
これまでの経済発展に核エネルギーは不可欠ではありましたが、ここを転換期として核エネルギーに頼らない道を選択していただきたいです。一時的な経済活動の減速はあると思いますが、逆
に新しいビジネスモデルも誕生するでしょうし、長期的に考えれば安全・安定的な経済成長も可能なはずです。
政策の方向性を変えることに批判や諸問題はあると察しますが、皮肉ですが東日本大震災がくれた機会を無駄にしないでください。関係各所の皆様の英断を期待しております。

29786 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオで行くべきだと思います。
原子力以外の自然電力開発に税金を使ってください。

原子力発電所の事故により、生活、人体への悪影響が発生する可能性が０％で無い限り原子力による発電をしては駄目です。

悪影響の発生０％はあり得ませんから、必然的に原子力の選択はゼロとすべきです。

29787 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電を全て廃炉にする 原子力発電は猛毒発電です。事故が起きて猛毒が大量に撒き散らした事実から目を逸らさないで下さい。一刻も早く原発を全て停止して廃炉する事を望みます。

29788 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 2030年を待たず、できるだけ早く原発ゼロにシフトす
べきである。３・１１の事故の収束などおぼつかないう
えに、使用済み燃料処理不能の現状からも、一刻も
早く原発をとめ、廃炉作業に入るべきである。

今年一月にはじめての孫を授かりました。その孫の妊娠中から、母体ともども放射線による低線量被ばくを心配し、生まれてからは母子が生きるための空気、水、食べ物等々、環境への不安は
尽きません。
東京に住む私たちでさえこのように不安であるのだから、引っ越しもままならないフクシマの方々の不安と恐怖はいかばかりかと察するにあまりあるものです。
いったん事故が起きればこれほどまでもダメージを与える原子力発電のリスクをもっと真摯に受け止めるべきです。政府は目には見えず次々に人が倒れるというような害がみえないからといっ
て放射能被害を過少評価しています。チェルノブイリの事故から何を学んだのでしょうか？フクシマは２０３０年までに人々が住めるようになるのでしょうか？
フクシマをどうとらえるかが、今回のエネルギー・環境に関する選択のカギだと思います。
国が政策として原発ゼロを明確にすれば代替エネルギーの開発や、省エネルギーの技術はどんどん進みます。原発にかけたコストを自然エネルギーの開発・普及に回せばよいのです。生命
最優先の原理に基ずくエネルギー政策を求めます。
安心して、子を産み、育てられる環境を次世代に伝えていくことこそ私たちおとなの責務であると考え、原発ゼロシナリオの早期実現を求めます。

29789 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー・環境に関する選択枠 今回、政府から議論のたたき台として３つの原発依存度で区分けした内容が示されましたが、私は２０３０年からのエネルギー政策という事でなく、今から脱原発が良いという意見です。理由は
核燃料は人が扱えないものだと言う事を今回の事故で私達は知ったはずですし、暴走したら止められない、近寄れないという危険なものだからです。また、今この瞬間に大地震が来てもおかし
くありません。地が割れるかもしれません。誰にもわかりません。安全安心という事はないと考えています。脱原発ですと火力が増え、温暖化を加速するというような意見もあると思いますが、今
まで原発を使用していても日本は温室効果ガス削減目標は達成していません。そして、脱原発を実行するには同時に発電損失の利用加速や、再生可能エネルギー推進の政策、インフラで使
用する化石燃料の使用率を減らすなどの省エネ対策も平行できる行動力が必要だと思います。私達が同じ過ちを犯さないためにも脱原発の方向で進むことを願ってやみません。

(1)原発の発電コストは高い
原発周辺地域の「地域振興」を名目とした交付金、放射性廃棄物の保管・廃棄費用、廃炉費用、そして特に福一事故以降に問題となっている安全対策費等々をきちんと算入すれば、原発の発
電コストはむしろ割高と言える。
原発の発電コストが安く見積もられているのは、そうした莫大なコストを後の世代に付け回しにしているからである。
原発は小規模事故でも点検のため稼働を停止せざるを得ないので安定供給も保証されず、その意味でもコストに見合わない。さらに、(4)でも述べる重大事故発生時の被害回復費用は他の発
電方法の比ではない。それらのコストを電力会社が担えないのなら、原発を許可すべきではない。

(2)放射性廃棄物の廃棄先はどこにもない
放射性廃棄物の最終廃棄場を受け入れる自治体は全国のどこにもない。そもそも、日本のような狭い国土に廃棄場所などあろう筈がないし、世界中のどの国も受け入れてくれない。こんな状態
で放射性廃棄物をいつまでも増やし続けていい訳がないので、可能な限り早期に全原発を停止して廃炉作業を開始すべきである。

(3)数十年以内に代替エネルギー実用化の公算大
シェールガス革命により、化石燃料の枯渇や高騰の懸念は当分なくなった。さらに太陽光発電の効率は飛躍的に向上している。日本は世界第3位の地熱発電ポテンシャルがある。地上・海上風
力発電なども有望。オーランチオキトリウムや核融合炉の研究も進んでいる。
こうした中で、原発は数十年以内に確実に時代遅れとなる。
とりわけ高速増殖炉｢もんじゅ｣のような極めて危険で実現見込みがなく予算を浪費するだけの事業は直ちに放棄して、安全な代替エネルギーの開発に予算投入すべきである。
いずれ世界が代替エネルギーに移行することは明白なので、福一事故を契機として、日本が他国に先んじて全力で開発に邁進することこそが技術立国を維持する最後のチャンスである。

(4)原発事故の原状回復は事実上不可能
ドイツ政府が原発全廃を決めた重要な理由に「原発には払拭できない『残余のリスク』があり、重大事故が起きれば被害が大き過ぎてリスクを算定できず、被害を回復することもできない」という
ものがあった。実際、そのとおりだと思われる。ただでさえ国土が狭い日本は、福一事故で国土の一部を失ったに等しい。貴重な国土をこれ以上失うリスクを冒す訳には行かない。

(5)テロ・戦争によるメルトダウンのリスク
原発には事故だけでなく、人為攻撃を受けるリスクもある。国内のどの原発でも、死を覚悟した武装コマンドが1個分隊（10人前後）もいれば容易に占拠でき、意図的に暴走させ得る。そのような
致命的リスクは、他の発電方法にはない。保守系政治家の中には「核兵器開発の能力を保つために原発は必要だ」などと言う者もいるが、原発自体が安全保障上の致命的弱点であることを認
識すべきである。

(6)諸外国に「日本は愚か」と言わせてよいのか
福一事故であれだけの醜態を晒し、世界中に迷惑と心配をかけて、それでもなお反省せず原発に固執し続ければ、日本は「自分で自分を正すことのできない愚かな国」との謗りを免れない。

(7)脱原発の最大の障害は「原子力村」の無責任
現時点で稼働している原発はたったの2基。このことだけを見ても、原発は日本に不必要な施設であることが分かる。未だに原発推進を掲げる政治家、官僚、財界人が少なくないのは、脱原発
をすれば彼らの「原子力村」が壊滅的な損失を被るからであろうが、彼らはこの度の事態の責任を取り、我欲を捨てて損失に甘んじるべきである。

以上の理由から、日本政府は直ちに原発ゼロ政策を国内外に発表し、経済界や研究機関との連携の下に綿密な廃炉計画を策定して実行に移すのが至当である。

29777 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)原発の発電コストは高い(2)放射性廃棄物の廃棄
先はどこにもない(3)数十年以内に代替エネルギー実
用化の公算大(4)原発事故の原状回復は事実上不可
能、等々の理由により、原発はゼロにすべき。

理由１：経済合理性喪失で原発への投資不適格
　福島事故を実際に経験し、命の値段が高い先進国日本社会での原子力発電事業は、信頼性喪失だけでなく、経済合理性を喪失しました。福島原発の大放射能公害では、加害責任者の1人
も刑務所にすら入っていませんが、電力会社に社会的責任があると思います。このため、事業継続に必須な事故リスク（想定確率と額）への超高額な損害保険料金や安全対策費用等で、原発
コストは膨大であり、経済合理性を喪失しました。日本での社会的責任を果たす原子力発電は、高価格燃料系の火力発電よりも更に、電気代高騰を招きます。
　経済合理化の旗手・日本経団連は、電力コスト高騰を招く投資不適格な原発推進ではなく、地域独占電力企業のリストラや電力貿易を含む競争市場化等による日本での高価格電力料金の
是正を主張すべきです。

経済的理由の補足(1)：エネルギー安全保障は国際経済活動
　国家国民存亡に関わる国家安全保障（national security）ですら、冷戦解消を受け、大国間の安定ではなく小地域・組織による不安が対象になりました。たかが国民生活の維持に関わる日本
でのエネルギー安全保障（energy security）は、金を出せば買える自由貿易的経済活動になり、“国際的エネルギー需給信頼性”と表現すべきです。エネルギー安全保障面からは、著しく高コス
トな日本での原発事業継続よりも、より安くより信頼できる電力や燃料の国際貿易制度の整備に注力すべきです。

29790 個人 自営業 ６０代 男性 原発への信頼回復が絶望的になった大事故を経験し
た日本では、原発ゼロシナリオを選択すべきです。理
由１：経済合理性喪失で原発への投資不適格、理由
２：経済的・環境的な短期・長期の原発代替電力策が
現存



29791 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 福島の事故を受けて、なぜまだ稼働に賛成する人がいるのか、全く理解できません。
福島の方々、事故現場で働く方々。その立場に自分はなりたくないから、そして自分の子どもにもさせたくない、そして、きっと誰もがなりたくないはず。それならば無くすしかない。弱い立場の人
だけが過酷な現場にいなければならない社会はおかしい。せめて命だけは脅かされずにみんなが暮らせる社会でなければいけないと思います。

29792 個人 無職 ７０代 男性 可及的速やかに全原発の廃炉を訴える。 (1)原発の安全性は、福島第一原発の事故によって根底から覆された。
　地震列島日本での原子力発電は、国民と国土を破滅に導く制御不可能な
　設備である。
(2)使用済核燃料処分の方向も技術もない現在、こんな危険な物質を
　子孫に引き継ぐことは出来ない。
(3)美しい日本、自然と共に生きる日本、安全で平和な日本にしていくのが、
　日本国民の義務であると考える。

29793 個人 自営業 ４０代 女性 当然「原発ゼロシナリオ」を求めます。 当然「原発ゼロシナリオ」を求めます。それも即廃止です。
捨て場所もない、捨て方もわからないゴミがでるものを、これ以上未来を生きる子どもたちに押しつけるわけにはいきません。
代替エネルギーの選択肢はあると言われています。火力発電をもっと効率化、クリーンに性能向上させることは、いまの技術をもってすれば十分可能と思われます。
自然に対して、人間はもっと謙虚であるべきです。
ある委員長候補者が、「放射能は人間がコントロールできる」と言ったそうですが、なんという傲慢でしょう。自然の恵みを少しだけ分けていただく、という謙虚な姿勢で向き合うことが、自然と人
間が共存できる唯一の方法です。
原発は必要ありません。

29794 個人 家事専
業

３０代 女性 再生可能エネルギーによる発電を促進する政策を
行ってください
新しい雇用も輸出産業も生まれます
原子力発電所はできるだけ早く廃炉にして、放射性廃
棄物は安全に保管、もしくは処理する方法を考えてく
ださい

再生可能エネルギーによる発電を促進する政策を行ってください。
電力会社に発送電分離をさせてください。
再生可能エネルギーで発電した電気の買い取りに上限を設けないでください。
原子力発電の開発や建設にこれから使う予定のお金を回してください。
再生可能エネルギーでたくさん発電したらたくさん儲かるような世の中にしてくれたら、日本中の多くの人が再生可能エネルギーに関わるようになって、雇用も生まれて、再生可能エネルギーに
よる発電の開発も進んで、蓄電池の開発も進んで、あっという間に驚くような安さで電気が作れるようになると思います。
今、世界中が再生可能エネルギーに注目しており、発電や蓄電の研究も行われています。
ここで、日本が国を挙げて再生可能エネルギーの活用に乗り出せば、国内だけでなく海外にも発電機や蓄電池を売れるようになります。
新しい輸出産業ができます。
逆に言えば、手遅れになると、海外で安くて性能のいい発電機や蓄電池が売り出され、国内の再生可能エネルギー関連の雇用は失われ、発電機や蓄電池は輸入することになります。
原子力発電所については、４０年経ったものや活断層の上にあるものは廃炉、それ以外のものも動かすのは最低限にし、再生可能エネルギーによる発電が普及してきたら、速やかに廃炉にし
てほしいです。
日本は歴史を見ても、これからもけっこうな頻度で大きな地震が起こると予想できます。
地震大国に原子力発電所がたくさんあるのはすごく危険だということが、福島の原発事故でわかりました。
いくら耐震、耐津波、耐電源喪失などの対策をしても、その想定をさらに超える天災や人災が起こらないとは言えません。
原子力発電所は数十年しかもたないのに、安全対策には莫大なお金もかかります。
また、原子力発電では危険な放射性廃棄物が出ます。
これを濃縮して燃料にするという試みも、より危険な物質を作ることなので、反対です。
放射性廃棄物は、処分する方法が決まっていません。
地中深くに埋めるという話も、候補地がないと聞きました。
発電所そのものが危険で、さらに、処分する方法も決まっていない危険なゴミが出る発電方法はできるだけ早くやめてください。
そして、放射性廃棄物は濃縮せず、安全に保管、もしくは処理する方法を、科学者の方々や、私たち国民と一緒に考えてください。

29795 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電即時停止・原発０へ 原子力発電が安価・安全と言われているが、会社自身で被害をすべて保障できない時点で、安価とは言えない。事故レベルも最悪になり、これが安全といえるのだろうか。そもそも独占企業が
故に、管理やコスト意識が無かったと思われる。プルトニウムの処理方法も決まっていないというなら、原子力使うな。被害者、使えない放射区域をこれ以上つくならないで欲しい。

29796 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 将来的に原発を廃止することには賛成です。しかし、
拙速な議論も拙速な行動も不要だと思います。あくま
で経済合理性のある評価を行った上で、必要な時間
を掛け、【安全に】廃炉に向けて進めていくべきだと思
います。

まず、柏崎刈羽原発や玄海原発など、直下型の大規模地震に耐えた実績のある原発があることから、それを参考に、少なくとも前述２つの原発以上の安全対策を行うことは、早急に対応する
べきだと思います。
加えて、福島原発が被害を受けた津波対策については、原因究明を含めて対策を検討し、必要な対策を他の原発にも施すべきですが、一律すべて同じ基準である必要は無いと思います。これ
も経済合理性の評価の下、実施していただきたいと思います。

現状、原発が担う予定だった電力供給を、火力発電に頼っている状況ですので、LNGなどの燃料費が原発の維持費に【加えて】掛かっている状況であるため、費用が予定以上に掛かっている
状況です。
そのため、稼働可能と判断された原発から順次再稼働していくべきとおもいます。
原発を再稼働させることによって代替の火力などに掛かる費用を、代替電源の研究開発に投資するべきだと考えます。これは３０年単位での研究開発を行うべきだと思います。
そのグランドデザインがない状態は問題だと思います。

なお、原発の再稼働の評価は非常に難しい問題だと思いますが、客観的な判断ができる人材を意思決定に参加させた上で、基本的なことは従来からの原発に関わってきた専門家に任せるべ
きだと思います。

現状、古い火力発電所などを稼働させているため、そこでの事故が心配です。一刻も早く、まずは稼働させられる原発の再稼働と、代替電源の研究開発に向けたグランドデザインを示し、原発
廃止へのロードマップを示して頂きたいと思います。

29797 個人 自営業 ５０代 女性 2030年に原発0ではなく、即刻、原発0を主張します。 福島の原発事故の経過をみて、原発が今日本にあり、稼働することの
危険性はとてつもなく大きいことがわかった以上、即刻停止し、廃炉にする事のみが、日本の未来を永続させる唯一の道だと思う。

29798 個人 その他 ３０代 女性 国自体が自然エネルギーへと乗り換えるべきだと思
います。

国や東京電力、各県の電力会社自体が風力、太陽光、太陽熱、地力発電の自然エネルギーに乗り換えて取り組むべきだと思います。結局かかるなら早い段階の方がいいです。海流発電は無
いんでしょうか？　早い海流の地帯に巨大なプロペラを並べ海流の力で発電させることは危険なのでしょうか。定期掃除に危険が伴うのでしょうか。しかし良いアイディアだと思います。養殖所も
増やすとか、その一部で藻や海草培養からエネルギー変換するとか。一部道路上に強化伝導パネルを敷き詰めて通行時に圧力で電気が発生し近隣家庭へ電力供給できるシステムとか。
ドイツや北欧は自然エネルギーを実行できています。日本でも自然エネルギーへの完全移行は可能なはずです。他の国に出来て日本に出来ないわけがないです。出来るはずです本当は。
どうか自然エネルギーを推し進めてください。お願いします。
あとは完全リサイクル条例発令や、リサイクル工場を増やすとか、アイドリングストップ条例を地域から始まって国で法律化させるとか。
もっと街中自体に緑を増やすなどなど。それらはいずれも持続可能な自然に優しい物事です。

29799 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力ゼロシナリオを支持する。その理由は、原子力
が無責任体制のもとで進められており、経済的優位
性もなく、温暖化対策としても破たんし、地域間・世代
間の差別構造を生み出すものであるからである。

１）無責任体制
今回の福島第一原子力発電事故に見られるように、現在の電気事業者が事故の責任を負えるものではないということが明らかになった。しかも、今回の事故によってだれも責任をとっていな
い。しかし、電気事業者は相変わらず、原発の利益のみを享受しようととしており、極めて無責任な体制が続いているし、国もそれをただそうとしない。このような体制の存続そものを許すことは
できない。

２）経済性優位性も破たんしている。
原子力の経済的優位はないことは明らかである。事故リスク費用や政策経費を含めれば、原子力の経済優位性は崩れていることはコスト等検証委員会の検証によって一定程度明らかになっ
ている。さらに、事故リスク費用については、2010年度の原子力の発電量が40年間続くことを前提にしており、極めて非現実的だ。今、短期的かつ表層的なコストのみを見て安いと勘違いする
べきではない。

３）温暖化対策としても破たんしている。
　政府はこれまで原子力推進を温暖化対策の主要な柱とし、その目標を過大に掲げてきた。しかしその目標はあまりにも非現実的だったため、達成されなかった、その一方で、ほかの手法がな
おざりにされてきたことも事実である。原子力は温暖化対策としてはその実現可能性という視点からあまりにもリスクの高い手法であり、とるべき手法ではない。

４）原子力は差別の構造を内包している。
　原子力による電力の便益を都市部が享受し、一方で立地地域はその事故リスクを引き受けている。ここに1つの差別構造がある。そして、現代人が原子力による電力の便益を受ける一方で、
未来世代は、原発の廃棄物の処理のリスクを負担することになる。ここに第二の差別構造がみられる。公正の観点からこうした差別構造を内包した電源を推進するべきではない。

29800 個人 自営業 ７０代 男性 原発比率はゼロにすべき。その理由：事故が起きた時
の損害と影響が大きすぎる（2）保守安全対策費用、
使用済み核燃料の保管･処理費用、老朽原発の廃炉
費用が高すぎてコスト的にも不利

原発比率は2030年を待たず、なるべく早い時期にゼロにすべき。理由は、福島の事例でも明らかなように、日本の自然条件において絶対の安全は期しがたく、かつひとたび大事故が起きた時
の損害と国民生活への影響が大きすぎるのに対し、安全確保及び事故防止（テロ対策を含む）のための保安対策費用、使用済み核燃料の保管･処理費用、寿命に達した原発の廃炉費用など
が高すぎ、他のエネルギー源に比してコスト的にも不利であるから。将来のエネルギー政策として、日本には更なる省エネ及び再生可能エネの最大利用に向けた社会の構築をはかって行く手
立てが残されている。今すぐ手を打てばまだ間に合う。

29801 個人 その他 ３０代 女性 日本の国のエネルギー政策に関して，原発ゼロシナリ
オを選びます。

福島の原発事故については，国も東電も，そして消費者である企業や生活者である私たちも，責任をとっていません。この責任の所在を明確にし，しっかりした賠償がないかぎり，今後も同じ過
ちが繰り返されます。
今後の短期的・長期的な原発の安全対策や，放射性廃棄物の最終処分についても見通しのないなか，老朽化した原発を再稼働したり，新たに原子炉をつくることは，経済的・環境的・倫理的に
完全に無責任だと考え，国の運営として間違っていると思います。原発ゼロは，スタートではあって，ゴールではありえません。ただ，他に選択肢として選ぶことができるものはなく，このシナリオ
を選びました。内閣府には，国民の意見をより細かく，丁寧に拾い上げてくれることを期待します。

29802 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 使用済み核燃料の処分方法が無いのであるから、こ
れ以上増やさないために即刻原発を停止して火力発
電所を再稼働させて欲しい。電気代が上がるといって
も国土や人命を失ってまで守るべきものではないと考
えます。

大飯原発をはじめ、全ての原発の再稼働に反対します。
新聞報道からも火力発電所が稼働すれば、原発を運転する必要がないことは判ります。

(1)福島事故の責任者が処罰されていない。
（現時点で電力会社や原子力委員会、保安院など誰も責任を取っていないということは、東電だけでなく全ての電力会社の原発運転が無責任体制のままでなされていることの証明です。）

(2)福島の事故が収束していないのに、まだ動かそうというのは理解出来ない。

(3)今度、事故が起これば国が滅びる。（天皇陛下も許さないと思う。）

(4)この期に及んでまだ原発を動かそうというのは国賊である。

(5)経済が大切というが、1次産業は経済ではないのでしょうか？

(6)原発でなくでも電気は作れる。

(7)関西では関西電力の意向に自治体までが言いなりになっているが、これは自治体が発電所を持つ必要があることを示唆している。

29803 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 自然に対して謙虚になれば、日本列島に原発は、や
はりダメです。

高度成長この方、結果ありきで原発が電力供給のおおよそ30％を占めるようになってしまった。3.11でそのずさんな管理と丸投げの実態等が、初めて国民の前に露呈されたような格好だ。次の
世代の事を考えると、導入のいきさつへの現代史そのものに戻って、大反省を行うべきだ。

原発ゼロは必須だ。
未来の産業を志向するなら、原発みたいに、他にないから使うというものを売るのでなく、We want what we want!　の原点に戻るのが産業の本道だし、ビジネスだ。

少なくともプルトニウムを分解できない以上、人間社会全体は、原発から取り出したエネルギーで多少豊かに暮らすべきでない。
地底に埋めたとして、原発が使われ続けて膨大な分量の廃棄物が地中に埋まっている状態は、はたして持続可能なものだろうか。
サラ金から借りた金で長く幸せに暮らせるかというのと同じだ。

しかも原発事故の被害というのは、長期間にわたってその地域が全く使えなくなってしまうという壊滅的な性格だ。一地域の産業、生活、文化、農業、漁業、伝統、自然等全てが破壊されるのだ
から、安い電力とは言い難い筈だ。昨日まで成功していた事業が、事実上強制的に破綻状態にならされるのが原発事故だ。
産業の為に原発維持を言う人たちは、このマイナスをコストに計算しているのだろうか。

当面の経済面へ配慮し、たとえば2030年が2040年になったとしても、ゼロシナリオだけは、決して放棄すべきでない。

10年内に、やること。例えば関西と関東のHzが違うような状態を解消。各地で電力を融通しやすくする。
重くなく廉価な太陽光電池を開発普及させる。
太陽光のみならず、太陽熱からも発電可能にする。小規模な住宅でも自然エネルギーからの発電が多少でも可能になるような、廉価なシステムを開発する。電気を貯めておける方向の研究を
はじめる。桁違いの省エネ家電のアイディアを集めて実用化にむけて研究をはじめる。。。等、等。

若い、既存派閥に属さない研究者を世界から募集してはいかがでしょうか。

トな日本での原発事業継続よりも、より安くより信頼できる電力や燃料の国際貿易制度の整備に注力すべきです。

経済的理由の補足(2)：電力コスト国際競争力は、電力企業リストラ等で可能
　日本と準先進近隣競争国の韓国・台湾のkWh当りの産業用電力料金を比較すると、日本14円・韓台７円であり、ニ倍もしているそうです。燃料コストは、日本５円・韓台４円程度で、ほぼ同じと
推測しますが、日本の運営コストは韓台の三倍の９円です。地域独占に由来する日本電力の超高コスト体質を半分にリストラすれば、日本でも10円弱に下がります。また、火力発電で価格上昇
の燃料コストも、ＣＯ２低減費を加味した低価格石炭と、より安価調達の天然ガスとで、逆に低下すら可能です。

理由２：原発代替電力策が現存
2.1　短期的な経済的・環境的な電力策が現存
(1) 市場競争的な電力需給構造の最適化、経済的な省エネ活動の制度化は、容易です。
(2) 化石燃料依存度は上昇するが、経済的・環境的な天然ガス・石炭技術が現存します。
　当面は、緊急代替用の超高価な石油系発電でコストアップがありますが、近い将来、安い天然ガス輸入や超安い石炭火力増強で緩和されます。一方、火力発電増加で、CO2排出量は増加し
ますが、安い排出権、高性能技術の採用と海外移転、海外植林等によるCO2排出量低減策が現存します。

2.2　中・長期的な経済的・環境的な電力策が現存
(1) 中期的には、日本の半値の低廉な海外電力自由貿易の創設が可能です。
　既に欧州にあります。東アジアでも、超高圧直流送電技術で、経済的に可能です。
(2) 長期的には、低コスト・安定供給・高環境性の自然エネルギーが高度成長します。
　太陽光・蓄電池で、NEDO予測を上回る年率３割もの劇的値下りが進行中です。太陽光発電が、経済的、安定供給的、大量土地資源的に、日本の１兆kWh電力の主力に成長するのは、三十
年先ではなく十年先の目前だと予想します。
　蛇足ながら、産業革命以前の薪炭等の自然エネルギー生産は農業でした。農林省は、自然エネルギー生産を、食料生産と両立させながら、農業基本法の精神である食料・農業・農村の発展
の中に復権させるべきです。



29804 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 福島原発テレビ会議を見て、枝野氏が事故当時国民
に言った「直ちに人体に影響があるものではありませ
ん」は実に空々しく、何の根拠も無く出任せを言ったと
しか思えません。人間が制御できない原発は廃炉す
べきです。

福島原発テレビ会議を見ていると、音声が残されていなかったり、画像がぼかしてあったり、ピーという音で音声が消されています。これは、国民に事故の真相を隠そうとしている証拠で犯罪で
はありませんか。このように、事故の真相が明らかにされないまま、大飯原発を再稼動させるのは何故ですか。電気が足りないからですか。オイルショックの時を思い出すと、街のネオン、ライト
アップ、パチンコ店の自粛など、国民が皆で節電し危機を乗り越えました。福島原発の事故後、ドイツでは直ちに原発廃炉の声明を出しました。日本ではどうしてできないのでしょうか。政、官、
財、斑目氏を代表とする御用学者、広告費で首を抑えられたマスコミが一体となった「原発推進村｣があるからでしょう。国民の命と引換えに、利益を追求することは許されません。地球上に放射
能は不要です。核廃棄物処理もできない原発は廃炉にして、クリーンエネルギーを開発して下さい。

29805 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 今こそ脱原発を日本も実現すべきだ。風力、水力、地
熱発電へのシフトを！

３．１１のような大事故を経験しておきながら、それでも原発を推進する政府の方針は間違っている。前々から原発の危険性というのは指摘されてきたが、今こそ日本は進んで、世界に先だって
原発反対をするべきだと思う。ヨーロッパの各国が脱原発を進めている中、それでも原発を再起動させるという姿勢は、もはや遅れている、ダサい、保守的としか言いようがない上、国民のこと
を無視しているとしかとらえようがない。日本という国は治安もよく、経済も安定しており、世界からの評判も悪くないとてもいい国だと私は思う。しかし、一番の弱点は何に関しても保守的なとこ
ろだ。まず何か最初に新しいアクションを起こすことができない。今回の原発問題に関してもそうだ。古い伝統、文化を守ることも大切だが、日本政府としては殻を破らなければならないときもあ
るのではないだろうか。原発事業に多額の資金が使われるのであれば、その分を水力・風力・地熱といったより安全でクリーンなエネルギー源の開発に費やした方が、将来的にきっと効果的で
より安全な暮らしが可能になると思う。今回の３．１１で犠牲になったたくさんの方々もきっとそれを望んでいると思う。そういった政府の姿勢が本当の民主主義なのではないだろうか。原発一つ
起動させることによる代償は大きすぎます。ぜひ、脱原発、政府の強い姿勢、国民の意見に沿った本当の民主主義を見せてください！！

29806 個人 無職 ６０代 女性 原発依存度０％を目指します。 原発はひとたび事故が発生すれば、福島原発事故でもわかるとおり、人々の健康と生活を危険におとしいれます。環境への悪影響は計り知れません。事故処理と生活保障に巨額の費用がか
かります。太陽光などの自然エネルギーへの転換に一時的に費用が掛かったとしても、安心、安全な将来のためには、ただちにすべての原発を廃炉にすべきです。

29807 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持致します。
原発を今後も続けると言う選択はありません。日本は
地球を取り返しのつかない核汚染をしました。日本は
核エネルギーに頼らない　選択をする義務を世界に
対し負っていると思います。

ゼロシナリオを支持します。

福島原発事故から　１年たって　事故調査委員会の報告が出そろいましたが、いまだに　原子炉の内部の調査は　行われておりません。事故調査委員会報告そのものが　中間報告であると認
めています。なによりも　今回の事故で　地球にまき散らされた核汚染物質の量や範囲は、詳細に報告されておりません。
地震、津波が日常の日本で５０基以上の原発を今後も安全に運転を続けることは不可能です。

２度目の原発事故を　引き起こすことは　許されません。
地球環境と世界に対し、潔く原子力発電から撤退し、核エネルギーに頼らない日本社会を実現すること。このことこそが、今回の事故を引き起こした東京電力と日本政府の世界に対する唯一の
贖罪であると私は考えます。

29808 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は1つもいらない、ほしくない。 原発のような危険ではない、他のやり方で電気が作れれば一番いいと誰もが思うはずだ。そして実際原発でしか電気はつくれないのではない。いままでどれだけの研究者や有識者が原発以外
の電気生産を提案してきたか。それを覆す意見も政府からなく、曖昧な逃げ腰な意見で聞く耳を持たない。ほんとうに出来ないのか？ほんとうに足りないのか？政府の意見は説得力がなさすぎ
る。これでは納得できない。

今だに東北の人たちは苦しんでいる。子供達も苦しんでいる。私たちも心苦しい。みんな苦しいのにどうして痛みがとどかないのか。日本の経済が衰退する、電気が足りない、色々言うが、どう
してそれを回避出来ないのかきちんと説明してほしい。どうしても原発は最善だとは思えない。みんなと力を合わせて乗り越えようとしているのに、美しい日本を守ろうとしているのに、一番逃げ
腰なのは政府。一部の人たちの、エゴイズムで日本は亡くなるかもしれない。世界中の人たちが応援している中、世界で唯一の被爆国の日本が世界に態度を示すチャンスなのに、失望するば
かり。国民の意見も聞けない汲み取らないファシズム国家になってしまった。

原発はいりません！！なくすことは出来るのにしないのはなぜですか？？？なくす事をやってみる事もしないのですか？？？

29809 個人 家事専
業

７０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見
『２０３０年に原発０』では無く『即刻原発０』を主張。
日本の将来、子供達の未来を心から考えるならば、原
発は不要。
日本は世界中に原発０の範を示すべき。

『安全性』と「使用済み核燃料対策』この事に目をつぶってテーマを決める事自体納得出来ません。それに目標の２０３０年の根拠も不明です。
こんな重大な国の方向を決めるのに数ヶ月とは、何故そんなに急ぐのでしょうか？それに、こんな重大な問題をパソコンでしか知る事が出来ないのも納得出来ません。

29810 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は事故が起きると放射能を出し自然界を破壊す
る。原発のリスク管理を徹底しても人間はミスを犯す。
自然災害、テロでも事故は起きる。事故がなくても原
発核廃棄物は管理不可能である。原発ゼロにすべき
である。

今回の福島の事故でも明らかなように、原発は事故が起きると自然界を破壊し、多くの人が住みなれた土地に住めなくなる。つまり、放出された放射能により人間は被曝し、海も川も土も汚染さ
れる。福島の事故は原因究明の段階であるが、自然災害であり、人による怠慢と判断ミスであると思われる。このように原発事故は人間のミスから起きるし、自然災害でも起きるし、テロによっ
ても起きる。たとえ事故が起きなくても原発による核廃棄物の管理に関しては、EUでは10万年、アメリカでは100万年の法規制があるほど困難なことである。これらのことから考えても、原発は完
全になくすべきである。

29811 個人 無職 ６０代 女性 ０パーセントを支持するが、２０３０年までにではなく、
全原発の即時廃炉を切望する。命を脅かす発電を安
易に使用すべきではない。フクシマを教訓として、私た
ちの生活、経済活動の在り方を見直す時だと思う。

１、地震の多発する日本列島，更に、地震の活動期に入った現在、１日の猶予　もない、また、福島であった以上の地震・津波の可能性も考えるべきだ。
２、一旦，事故が起こると、人間の力で収束させることができない。人間が生
　きる為に必要な水・大気・大地が放射能に汚染され、そして、食べ物も安全　なものがなくなる。
３、事故がなくても、原発は放射性廃棄物を生む。これ以上、子孫に負の遺産　を残してはならない。
４、作業員の被ばくを伴う発電は人道的に許されない。

29812 個人 自営業 ４０代 男性 2030年までに原子力発電所0%にして下さい あんな危ないものさっさとかたずけて下さい
そこにお金が生まれる図式が有るため
増えただけで安全性考えれば70年代に
この流れにしたのがおかしいと小学生ながら
思ってました
それでは安全な自然エネルギーにお金がうまれるずしきの方が
無駄金だが、人類は繁栄するだろう

29813 個人 家事専
業

６０代 女性 　福島の事故のようなことが　又起きたら　日本は、
沈没すると思います。
早く原発を止めて、全てを廃炉にして、核のごみを処
理して、地震がきても
大丈夫な　そして、安心して住める国にしてほしいで
す。

　今もって、福島の方は、仕事、住むところ、今まで築いてきたもの、全てを失い又家族が、ばらばらになり、常に放射線の被害を気にして生活しなければなりません。瓦礫の問題も原発の事故
さえなければ各地で受け入れがスムーズに行ったと思います。日本は、地震国です。今回の事故がなかったら　こんなにたくさんの原発があることもしりませんでした。政治家と企業と地元とで
目先のことだけで　再稼動とはとんでも無いことです。
　人の命と経済とどっちが大切ですか？　命あっての経済だと思います。
また　核のごみの処理も決まっていないのに　原発を稼動し続ければ　ごみは増えるばかりで、日本はさらに危険度が増します。除去作業も膨大な費用と、時間が掛かります。完全に除去出来
るとは、とても思えません。山、水、農地、宅地
全てが元の通りになるのには、気の遠くなるような期間が必要だと思います。
　今　日本で生活している多くの人は、口にしている食べ物の全てにも、不安を感じながら、生活のため仕方なく、食べている人が多いと思います。個人では、全ての食べ物の、放射線量を測る
ことが、不可能です。
　脱原発に、政策を転換させて、グリーンエネルギーを　フルに活用していけばいいと思います。みなも今までのような、電気の使い方でなく、限るあるエネルギーを節電して、生活スタイルを変
えていけば、いいと思います。
また、原発とは違う、雇用が生まれてくると思うし、費用も原発の事故処理に莫大な費用がかかることを、考えれば、グリーンエネルギーのほうが長い目で見れば、コストが安く済むと思います。
安心安全が、第一です。

29814 個人 無職 ６０代 男性 東日本大震災で原発事故が起きて原子力（原発）が
いかに危険なものがわかった今、いっときも早く原発
をなくすよう進めるべき

地震大国の日本、今の状態は家の中に起爆装置が取り付けられたダイナマイトを置いているような状態、福島原発の事故で原子力の技術が全く未熟、技術が確立されていない事が判った今、
全力を挙げて自然エネルギー等に置き換える事を目指すべきです。一部の人が経済の事を心配するが発電エネルギーの新技術の取り組みで日本の産業は心配はないと思う。
　現政府　特に首相は責任を持つと発言しているが次に原発事故が起きたら日本は破滅にむかう。破滅させてどんな責任をとろうとしているのか。野田総理は外面で言っているだけで仮面をか
ぶった破壊屋、腹を切っても単なる一つの命が消えるだけ、現代が日本の歴史の最悪の時代ではない事、未来がある日本自然の豊かさを残る道を歩んでいただきたい。
　東海、近畿等で原発事故が起きたら日本は破滅誰も住めない島、日本沈没だよ！

29815 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを希望します。
放射能の影響を一番受けるのは小さい子供たちで
す。

日本の将来を背負う子供のために、安全で環境を汚さない電力を使うことが当然だと思います。

29816 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持します 原発が安全だとは思えません。
今回の震災以前にこのまま原発を使い続けた場合の廃棄物処理に疑問を持っていました。
震災での事故の真実も解明されていないのに、再稼働とは今の政府に対して絶望感を感じています。
このパブリックコメントの選択肢のが3つあること自体にも疑問を感じます。

29817 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 商用の原子力発電を動かすために税金を使うのを止
めてください

原発が必要だという意見もあるとは思いますが、税金を全く投入しないとしてもその意見のままなのでしょうか？原発立地地域に対しては直接、間接と色々な方法、理由付けで税金が使われて
います。それを目当てに必要と言っているようにも思えます。もし、原発を残すというシナリオを選択するのであれば、最低でも税金の投入を止めてください。もし、原発０にするのであれば廃炉
のために税金を使ってください。

29818 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発反対！！ 万が一の時の安全性が確証されておらず、また使用後の廃棄物処理もできないまま蓄積されていっているにもかかわらず、それをまだ続けようとしている事は、とてもおかしいと思います。その
ようなリスクがある限り、やめるべきです。私は原発に絶対反対です。

29819 個人 学生 １０代以
下

女性 原発よりも太陽光発電や波力発電などに変えて行っ
たらいいと思います。
そうしたら国民の不安も消えて、皆、笑顔で仕事や勉
強できるいい国になります。いい国を作るために、み
んなで仲良く頑張ってください!

原発よりも太陽光発電や波力発電などに変えて行ったらいいと思います。
そうしたら国民の不安も消えて、みんな笑顔で仕事や勉強できるいい国になります。いい国を作るために、みんなで仲良く頑張ってください!

29820 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを提案します。
ゼロシナリオの中で、自然エネルギーの開発を進める
べきです。中途半端に原発の依存を残してはだめ。こ
れからは本格的に自然エネルギーを主体とした開発
を進めるべきです。

福島の事故を踏まえて考えれば、当然のことです。
広島、長崎を経験しました。広島で降伏すれば、長崎は原子爆弾を落とされずに済んだというのが定説です。

今度も、福島だけでなく、まだ他に事故があるまで、この国の政府は学ばないのでしょうか。福島の事故が起きる前に、どれだけ原発は安全だ、と喧伝して
大ウソをついてきたのでしょうか。原子力に関わる政官財は一切信じられませんし、福島原発事故の責任を取るべきです。

また放射性廃棄物の処理が決まっていないのに、なぜ、やれるのでしょうか。
放射性廃棄物の処理が実現できない以上、原発ゼロにするべきです。

29821 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存度０％を目指す事を選択します。 今回の福島第一原発の事故で痛感したように、私達は原発をコントロールする事は出来ません。何万年も残る核のゴミをこれ以上増やして、子ども達に一体なんと説明しろというのですか。
毎日、確かな食材選びに頭を悩ませています。
チェルノブイリの、悲惨な子ども達を知っているでしょう。
日本の基準はまだまだ甘過ぎます。
再生可能エネルギーにもっと予算を割いてください。
原発で、金儲けをする事をやめてください。
地震大国に原発などいりません。

29822 個人 自営業 ４０代 女性 原発は即刻廃止、２０３０年までに依存度を０％にす
べきです。一時は技術大国として知られた日本、再生
可能エネルギーの開発推進、輸出によって、その地
位を再確保すべきです。雇用も拡大し国家イメージ
アップです。

原発は即刻廃止すべきです。
この３つの政府案の中から選ぶのなら、２０３０年までに『０％』です。

一時はハイテク大国として知られた日本、再生可能エネルギーの開発推進、輸出によって、また新たにその地位を確保すべきです。しかも、即刻開発に今まで以上の取り組みを進めることで雇
用を拡大できます。二度も世界史に残るような大きな核の被害にあった国というのは日本以外になく、国家のイメージ戦略として、クリーンなハイテク国家、を先頭を切って推進すべきです。

シンガポールなどに口火を切られる前に対処すべきです。このままでは日本は、人口も減少中であることだし、何の特徴も主張もないアジアの小国に成り下がります。
２００８年、、、私は３ヶ月シンガポールに滞在しましたが、ほぼ毎日ニュースで「１０年後までに日本経済に追いつき追い越している」というキャンペーンが展開されていましたが、まんざら大判風
呂敷きではないかもしれない、このまま日本が下降しつづけていくなら実現可能だ、と思いました。

また、日本は地震列島と呼ばれるほど国全体が地殻変動の激しいプレートの上にありますが、今も原発を保有するヨーロッパや北米東部プレートを避けた立地です。大地震のリスクを知りつつ
の再稼働は常識的にみても異常事態です。
ちなみに北米では原発は環太平洋火山帯を避けた東部に位置し、地下もチェルノブイリ事故の８０年代以降、一つも新しい原発を設置していません。

誰がみても、福島の原発事故は収束しておらず、今も放射能を漏らし続けている地震国日本が、原発に固執し続けるのはおかしいです。
あと５、１０年経った時、健康被害の話が日本中でふき出てくるのは必至です。が、日本だけならともかく、健康オタクの多い北米西海岸からもそういった報告が増え、日本が国家規模での裁判
沙汰、補償問題に至ることも十分考えられます。

そんな予算、今の日本、１０年後の日本のどこにあるんですか？今、目の前の福島の事故以降の対策も不十分きわまりないのに原発に固執するのは、世界にむけて、国家としておろかな失態
をさらすことでしかありません。

29823 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所の即時停止 原子発電所の即時停止を提案します。
私は保守です。今までの原子力政策も肯定してきましたし、エネルギーの少ない日本においてはこのクリーンエネルギーとしての原子力は必要不可欠と考えていました。
しかし、この度の震災での甚大なる被害を顧みるに、この地震帯国日本において、原子力発電という考え方は甚だ厳しくなったと感じざるを得ません。
安全基準を大きく覆された状態での原子力政策の継続は、国家としてエネルギー政策上、あまり良策とは思えないのです。
これだけの国民感情の中、意地を張って原子力政策に固執するのではなく、逆に原子力を即時停止するくらいの大きなメッセージを世界に先駆けて示すことが、日本のアイデンティティを確立
することにもつながるのではないでしょうか。
目先の利益を追えば、今ある原発を動かさない理由はないのでしょう。
しかし、内閣府には、大局観をもって、国家を運営していただきたいと思います。
損して得とれではないですが。
先人たちが築き上げたこの日本。我々の代で歯を食いしばって復興させて行きたいと思います。

29824 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存度ゼロシナリオ 1.いったん事故が起きたときの被害の深刻さ
2.人体はもちろんその周辺の環境汚染の拡大
3.低レベル放射性廃棄物の処理，保管等の不安
4.原発は燃料代が安いと言われてきたが，事故が起きたときの被害を考えると決して安くないということ



29825 個人 学生 ２０代 女性 15シナリオに賛同する。ウランも有限の資源である。
使用済核燃料の再処理を行うと同時に原発依存性を
低下させていくべき。また、再生可能エネルギーは技
術革新により発電効率が向上してから多くを導入すべ
きである

私は、15シナリオに賛同する。
　原子力発電は確かに危険性が高いかもしれない。しかし東北地方太平洋沖地震において、東北電力管内にあった女川原子力発電所は、福島第一原子力発電所のように事故を起こさなかっ
た。適切な予防策、対処法を持ってすれば安全性は保たれることを証明しているのではないだろうか。また、核燃料を全て直接処理することは資源の少ない我が国にとってもったいない。再処
理して使用できる部分は最大限に使うべきである。今すぐ使用済核燃料を直接処理しようともガラス固化体試験が未だ実用化レベルに達していない状況でどう処理するのか。廃炉にした原子
力発電所跡地はどう利用されていくのか。その部分が不明瞭である。原子力発電の燃料となるウランは特定の国・地域に頼らなくて良いため化石燃料に比べて安定供給ができるであろう。
　しかし、多くの化石燃料に比べれば可採年数が長いとしてもウランにも限りがある。ウランも化石燃料のようにそこがつきそうになれば価格が高騰することは目に見えている。今、原子力の依
存度を大きく低下させなくとも将来的に原子力に頼らない発電を進めていかなければならない状況に陥るだろう。2030年、私は38歳。また同じ議論をするのはごめんである。今から徐々に原子
力を減らしていければこの問題は大きなものとはならないだろう。
　また、化石燃料は確実に減らしていくべきである。化石燃料は有限のものであり石油やLNGはウランよりも可採年数が短い。少なくなってくれば価格も高騰するだろう。2030年に現在と同じ水
準の価格である保証がない。化石燃料の大部分を輸入に頼っている日本において、化石燃料に依存することは非常に危険である。
　再生可能エネルギーについてはエネルギー資源の輸入がないこと、CO2を出さないことなどから増やしていくべきである。しかしながら、地熱をはじめ多くの再生可能エネルギーの開発は原子
力発電ほど進んではいない。このような状況で、あと18年で再生可能エネルギーを大幅に増やすことは難しいであろう。技術革新を試み、より効率よく発電できるようになってから、徐々に増や
していくことが望ましいと考える。
　最後に、原発をゼロにしたときのベース電源は何となるのか。現状では化石燃料を大量に使う火力発電になる。再生可能エネルギーを拡大させるのは良いことだが、ベース電源として安定供
給することは厳しいであろう。蓄電ということも一つの方法だが、現在の技術ではエネルギー損失が非常に大きい。今、焦っても将来に繋がらない。また負の遺産と呼ばれるものをつくっていっ
てよいなど誰も思っていないはずである。慎重になりすぎて何も進まないのでは意味がないが、着実に少しずつ進んでいかなければないのではないのだろうか。

29826 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを要望します。 これまで、価格と危険性を天秤にかけた結果、原発は推進されてきていたように思うのですが、今回のことで危険性の重みが増した以上、原発を推進する理由がなくなってきているように感じま
す。結局、そこまで安価ではないというデータも各所から出てきているようですし、原発をなくす動きに進むのが自然ではないかと思います。

29827 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 私は３つのシナリオのうち「ゼロシナリオ」を支持します。福島第一原発がまだ安全といえない状況の中、どうして原発を支持できるでしょうか。一刻も早い脱原発を望みます。

29828 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを希望。
ニュージーランドは先進国で原発がない。
これ以上原発を利用するのは、時代遅れだ。

イタリア、ドイツのように日本も原発をなくしていくべきだ。

29829 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを選択
(1)現在の技術では事故が起こった場合、放射能の無
毒化は不可能。
(2)放射性廃棄物の安全な処理、保管にかかる経費を
明確に計上した発電コストの比較資料が必要(現在は
不明確)。

「ゼロシナリオを選択」

(1)地震の多い国土なので、絶対に安全な原発などありえない。その上、放射性物質の無毒化は現在の技術では不可能。再び福島原発のような事故が起こった場合、放射能に対して対処療法
を行うしかない現状では、このまま原発を続けることに不安がある。

(2)原発の放射性廃棄物は半永久的に保管する必要があるが、現状は最終処分場もまだ決まっていない。将来に渡る放射性廃棄物の安全な処理、保管にかかる経費を明確に計上した上で、
原発と他の発電方法の発電コストを比較した資料を国民に明示してほしい(現在は不明確)。そうしない限り経済的に正確な判断ができない。

(1)、(2)の理由から、現状ではゼロシナリオを選択せざるを得ない。

29830 個人 自営業 ４０代 女性 原発は即ゼロにすべきです。 　電気を作るために原子力を使う必要はありません。
　
　必要のないもののために命と自然を犠牲にするなど愚かすぎます。

29831 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
即原発ゼロへ。政府は再生可能エネルギー開発に尽
力すべきである。

日本の原子力技術力には全く信頼していない。CPU開発、インターネット技術、自動車等、最新技術のどれもとっても元は米国や他ヨーロッパ諸国からの技術輸入である。日本が得意なのは真
似をして安く作って安く売ることだけであり、未だその技術力は完全に引けを取る。いみじくも原子力技術力の無さを今回の福島原発の人災とも言える事故で露呈している。標準的なことは出来
ても創造的、独創的な知恵が出せない。これからはせめて再生可能エネルギーの開発に無い知恵を絞るべきである。それとて独創的なアイデアの創世には期待できないでいる。

29834 個人 自営業 ４０代 男性 原発即時撤廃 次世代エネルギーへのシフトチェンジ
の具体策を提示

理由が必要ですか？福島を見てください。

29835 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電で生まれる核のゴミについて、日本は真
剣に考えるべき。エネルギー政策にすり替えないで、
環境保全と言うなら、人類が何十万年も手におえない
ゴミを出しながら原子力発電を続けるべきではない。

原発がないと電力が不足するなどといって、目先の不安をあおる国の姿勢は、はなはだ疑問です。

意図的なのか？忘れてしまいたいのか？分かりませんが、原発を動かす最大のリスクは、過酷事故が起きようが起きまいと必ず増える『核のゴミ』ではありませんか？そのリスクを、国民すべて
に分かりやすいように示して、それでもなお原子力発電を選びますか？と問うべきです。

現代の技術では、核のゴミを１００％無害化などできないのでしょう？
過酷事故はコントロールできないのでしょう？
『除染』だなんて言いますが、放射性物質を別な場所へ移動させるだけ。
それらの影響を、人間の技術では軽減させられないのでしょう？

福島は、時が経てば経つほど、苦しんでいます。
ふるさとを追われ、ばらばらにされました。
放射線の影響を避ける自主避難の数の多さに、残る私たちは不安を毎日感じながら暮らしています。

放射能は、確実に人体や生物を蝕むのです。
地球の環境を考えたら、原子力発電はやめるべきです。

29836 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電は、大事です。今回の原発事故でも、放
射能で死んだ人はありません、むしろ、報道やガソリ
ン等の値上がり、放射能の規制強化による、不利益
からの生活苦のほうが、大変です。

安価で安定した電力の供給は、国防とともに国の繁栄の基礎となるものです。民主党は、ダム建設を制限した以上、その責任をとるべきです。風力発電や太陽光発電では、安定性やコストパ
フォーマンスの点で問題があります。また、火力発電、では、燃料の輸送やコストが、他国の政治事情で危機的な事態を生じる可能性が、大きい。マグネシウムを使った燃料等も研究されてい
るようですが、実用化を急ぎたいものです、当面は原子力発電に頼るのが、現実的です。強調したいのは安定した、安い電力を供給しなければ、多くの会社が倒産し多くの人々が、失業、治安
は乱れ騒動が多発するような社会になってしまうということです。
　また、国防上も原発は、良い効果をもっていることも認識すべきでしょう。

29837 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)原発０％を希望します。
２０３０年よりも早い段階で！！再稼働はナシです。

原発事故後も、原発を再稼働しなければと
言いますが、実際去年も今年も電気は足りています。
福島はまだ収束していないばかりか、まだ放射能を
だし続けています。これに伴う実害の方が、日本経済を
破綻させかねません。福島事故を教訓に、脱原発へ日本
が率先して立ち向かうべきです。時代は、もう次へのシフト
を促しています。古いシステムから日本が率先して抜け出し
て下さい。

29838 個人 その他 ７０代 男性 ゼロシナリオを支持し、脱原発を推進すべしと考えま
す。
危険な原発は非倫理的なビジネスです。
自然エネルギー開発は技術開発を促進します。

国民の生命の安全と安心な生活を最優先にして、それを揺るがしてはなりません。
原発はコスト高に加え技術的に未完です。危険極まりなく、事故は世界中に迷惑をかけます。地震国の日本でやるべき事業ではありません。

自前の自然エネルギーへの挑戦は日本を豊かにします。原発への投資は後ろ向きであり、前向きの投資をすべきです。

文明の転換期です。明るい未来を招く選択をするべきです。

地震で原発は安全ではない事が証明されました。
正直、今回の事がなければ“原発ゼロ”とは
思わなかったでしょう。
あと、政府の対応・電力会社への不信感も
かなり大きいです。

我が身がかわいいのはわかります。
でも、すでに内々の事態ではないんです。
今が良ければいいという問題でもありません。
将来・未来のために！！

今まで依存していた原子力発電をなくすのは
とても大変な事だと思います。
私たちにもしばらくは不便な生活があると思うし、
電力会社で一生懸命に働いてる方にも
家族がいることだろうし…。
でも、日本全体で協力し合って乗り越えましょう！！

政府にはうんざりです。
本当に日本・未来を想って活動してる政治家が
どれほどいてるのでしょうか…。
あんなにたくさんの政治家がいて、
それこそゼロに近いのではないでしょうか。

国会を観ていても、
寝てる政治家・隣の人と笑いながらずっとしゃべってる政治家・揚げ足ばかりとる政治家・今するべきでない議論ばかりする政治家…
嘘や口先だけ・自己満足の政治家なんか入りません！！

真の政治家の方にお願い申し上げます！
原発ゼロ目指して、国民と力を合わせ頑張りましょう！！

１．原子力利用は行き詰まりが明らかで持続不可能。
（１）どこから見ても原発・核燃サイクルが破綻し持続する見通しがないことは明らか。高速増殖炉が技術的、経済的に破綻し、放射性廃棄物処理の見通しもなく、増え続ける使用済み燃料をサ
イトから持ち出す口実だけのために危険極まりない再処理を強行し、結果、無意味に増えるＰｕを減らすために危険で採算性もないプルサーマルをやるという「愚行のスパイラル」に追い込まれ
ているのが現実。
（２）現実問題として、３・１１以後の世論の下で原発の新設は不可能であり、既存炉の寿命とともに減って行かざるを得ない。４０年廃炉守るだけで2030年には１５％に届かない。
２．破局的事故の危険性が排除できない。
（１）フクシマですら最悪ではなかった。今度こそ国家崩壊、全国民難民化もありうる。
（２）立地審査指針を素直に適応すれば地震列島の日本に原発はありえない。
（３）耐震基準のバックチェックすらいまだにできていないのに再稼働するという危機感のない政府、電力の下で安全が確保できるはずがない。
（４）安全保障の立場からも海岸線に脆弱な原発を林立させているのは愚の極み。
３．脱原発のエネルギー供給は可能
（１）原発なしで電力供給が可能であり原発を動かす理由は電力の経営問題にすぎないことは昨年、今年の事実が証明。
（２）日本は再生可能エネルギー技術の最先進国であり再生可能エネルギー資源大国。
（３）省エネ、DSMなどエネルギーの徹底効率利用、再生可能エネルギー開発に国を挙げて取り組めば構造転換は可能。
４．「原発を無くすと経済にダメージ」はもう一つの神話
（１）ドイツを代表とする欧州諸国は再生可能エネルギー産業で雇用も経済もプラスの実績。電力独占に牛耳られた経済界の脅迫宣伝にすぎない。
（２）経済成長と電力消費量は自動的に連動しない。
（３）地域分散、自給型エネルギー供給への転換で地域経済の活性化など「もう一つの道」を目指すべき。
５．原発・核の利用は倫理に反する
（１）１０万年後の人類・全生命にまでツケを残す廃棄物問題、ウラン採掘から製錬、原発の運転、維持管理、廃炉など、核燃料利用の全過程においてヒバク、環境汚染を前提としなければ成り
立たない技術である。
（２）使用済み燃料再処理は、利用見込みのない大量のPuを生み出し、核拡散の危険性を高め、核武装の誘惑を生む。
（３）原発も再処理、廃棄物など核施設も、地域住民を金と力で抑え込み、地域社会を分断・破壊して立地。立地後も補助金、寄付金など原発マネー中毒の地域としてしまう。
＜まとめ＞
あらゆる意味で原子力はすでに破綻し衰亡するしかない過去のシステムである。既存原発の大部分が、たまたま地震の平穏期に、ずさん極まりない安全基準や設計審査によって建設されてき
たことを思えば「安全基準と安全規制で事故リスクを制御するというアプローチ」はまるでロシアンルーレットであり「原発を利用しないというアプローチ」しかありえない。
誰の目にも明らかな「核燃サイクル」の虚構にしがみつき、安全規制をごまかし危険性に目をつぶり、長期的な戦略転換の意思もなく当面の経営維持のみのために原発にしがみつく電力会社
を中心とする原子力ムラの姿は、あの無謀な太平洋戦争に突き進み、敗戦必死の事実に眼をそむけ、無謀で無意味な作戦を重ね、挙句に竹やりで戦車に立ち向かえと言った旧軍部の思考停
止ぶりを思わせる。
この原子力ムラと一体となって展望なき無謀な政策を進め、ついに数十万の国民の暮らしを奪い命を脅かすし広大な国土の汚染を招いた政府の責任は重大である。政府は今こそ国家百年の
大計にたって抵抗勢力の妨害を排して、全力で大胆な政策転換に進むべきである。

29833 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを支持。
2030年を待たず可能な限り早期に原発ゼロに。再処
理中止。もんじゅ廃炉。使用済み燃料の乾式貯蔵。原
子力規制員会の原子力村からの独立確保。

29832 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオ



29839 個人 自営業 ３０代 女性 原発依存度、ゼロシナリオを強く強く希望しま
す！！！
２０３０年と言わず、今すぐ脱原発をすべきです！！！

福島第一原子力発電所の地震による原子炉の破損（東電も国も認めていませんが）そして津波による電力の喪失による水素爆発、そして放射能の放出。
私の生活は一変しました。

その前の年の秋に結婚して、これから子供と考えていた時に、考えてもいなかった出来事でした。放射線を気にしながら洗濯物も布団も干せない、飲食物も気にしながらの生活、私は外出時、
夏の暑い今もマスクの生活をしています。それは、これからの自分自身の子供のため、少しでも被曝をしないように、頑張って生活をしているのです。傍から見れば、精神的におかしく見られて
いるかもしれませんが、それでも納得がいかないのです。

もしあの忌まわしい原子力事故さえなかったら、自然豊かなこの福島で、のびのびと楽しく暮らしていたはずなのに、バラまかれた放射線のせいで、大地は汚れ、人々の心も荒れています。

もとの福島を返して！！私たちの幸せを返して！！

地震列島の日本でこのまま再稼働して、同じ過ちを繰り返すことになってもいいのですか？私のように悲しい思いをする人が、日本中に増えていくことが、我慢できません。国は即、再稼働を止
めて、新しいエネルギーの開発に尽力すべきだと思います。

絶対、ゼロシナリオでお願いします。

29840 個人 自営業 ３０代 女性 原発依存度、1のゼロシナリオを選択します。私がこれ
から応援したり、考えたりしていくエネルギーの選択肢
の中には、原発はありません。

原発依存度を基準に、1ゼロシナリオを選択します。

廃棄物の処理方法がわからないものを多く後世に残すエネルギーは、
私がこれから、応援したり考えたりしていくエネルギーの選択肢の中には全く無いからです。

今まわりを見ても、地方では地域の中で自給エネルギーを考えている場所があり、
若い世代の人たちでも、自宅の電気を見直したり自家発電に取り組んだりと、原発に頼らない新しい生き方を模索している人も沢山います。
そういった小さな目覚めを、国は後押しできるような、新しいエネルギーのあり方に取り組んでいってほしいです。

29841 個人 無職 ８０代以
上

女性 ゼロシナリオを希望します。
長崎出身なので、親戚には原爆の被害を受けたもの
もいます。

放射能がどれ程人間に影響を与えるかは原爆と原発で、わかっているはずです。
高度成長期を過ぎた日本は、これから世界に、原発を使わず国を豊かにするやり方を世界に示すべきです。

29842 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は、(1)のゼロシナリオを支持します。原子力発電所
は即時廃炉へ向けての作業を開始していただきた
い。

地震多発地帯に位置する日本において、原子力発電所程向いていないものはありません。地震や津波等の災害時の危険性、さらには核廃棄物の処理方法など確立されておらず、地中に埋設
するにしても、場所の確保も難しいと考えます。現在ある原子力発電所においては、すぐに廃炉へ向けての「廃炉産業」という形で、関係施設で働いている方々を雇用していただきたいと考えて
います。今後、私自身、地方選挙、国政選挙において、原子力発電について推進、維持する考えの政党、候補者には一切投票しないつもりです。以上、簡単ですが、私の考えを申し上げまし
た。

29843 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択肢で示されたところでは、「原発はゼロシナリ
オ」、更に温暖化対策を強化する必要があると考えま
す。

昨年3月11日、忘れもしません。福島原発事故では、多くの人が大変な被害に遭いました。そこで生活していた人々が、何年何十年もかけて築き上げて来た生活の基盤が、一夜にして奪い去ら
れました。そして、故郷にいつ帰れるともわからず、避難生活を未だに余儀なくされています。
そんな犠牲の上に成り立つ原発は、なくしていかなくていかなければなりません。福島原発事故が明確にした事故のリスク、事故が起きた時の対策の不充分さ、未だに解決できない核廃棄物
の処理問題など、様々な問題を抱えるエネルギー政策に、これ以上頼るわけにはいきません。
同時に、世界的に深刻化しつつある温暖化問題にも真剣に対処していくことが、日本が世界の中で果たしていくべき役割です。

29844 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発ゼロ」シナリオを望みます！2030年ではなく今す
ぐに！「原発を無くすか無くさないか」ではなく「無くす
ためにどうするか」に知恵と力を結集しましょう！原発
ゼロの実現は、国民の知性と理性の勝利です！

地震を止めることも、放射能を消すことも人間にはできない以上、原発と人間は共存できないと思います。
チェルノブイリの今、福島の今を見れば、このまま原発を持ち続けることがどういう結果になるかは明らかです。原発ゼロに向かって舵を切りましょう！

「原発ムラ」を構成している方々、「原発は、この利権構造はもともとなかったものだ」と諦めてください。電力会社のみなさん、誇りを持って「本当に人が幸せになるエネルギーづくり」の先頭に
立ってください！

29845 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 我が国の危機的な国力衰退を避けるため、原発依存
度は(3)20～25％を選択すべき。また、各地で開催さ
れた意見徴収会においては、多様な意見を徴収すべ
きであり、電力会社関係者を排除したことは、極めて
不公平。

　現在、我が国は、全国的に、深刻な電力不足に直面しており、節電を余儀なくされている。また、各地の老朽化した火力発電所をフル稼働させて需要に対応しており、必要な定期点検や送電
線のメンテナンスができず、いつトラブルが発生してもおかしくない綱渡りの情愛が続いている。この状態が続けば、火力発電所のトラブルによる大規模停電のリスクがあるとともに、火力発電
による燃料コストの増大等により、電力会社の経営環境が悪化しており、電気代の値上げなど、国民生活にも多大な影響を与える。さらには、国内工場の海外移転や原子力技術の衰退など、
我が国経済への影響は計り知れない。
　このため、長期的スパンで、原発依存度を徐々に下げるとしても、2030年時点で0％や15％の依存度とするのは非現実的であり、代替エネルギーを確保することは極めて困難であると考え
る。
　また、先日までに、各地で開催された意見徴収会においては、国民の多様な意見を徴収すべきであるにも関わらず、反原発派の反発を受けて、電力会社関係者を排除する方針に安易に転換
したことは、極めて不公平である。
　さらに、原発の再稼働問題に関して、現在の原子力安全委員会が規制庁の発足遅れを理由に原発の安全性審査を放棄していることは、行政の継続性の観点から、明らかに怠慢である。現
在、大飯原発以外の原発は停止状態にあるものの、原子炉や燃料プールには核燃料が装填されている状態であり、安全上のリスクは、原発が稼働しているかどうかはそれほど関係ないので
はないか。安全性が確認され、地元の同意が得られた原発は早期に再稼働させるよう、強く希望する。

29846 個人 自営業 ４０代 女性 原子力の事故は人間のコントロールを超え、その被害
は甚大です。３案の中では０％案を支持しますが、こ
れらにとらわれず速やかに全国の原発停止と、自然
エネルギーへの早急な転換を望みます。

　チェルノブイリや福島の事故からも分かる通り、原子力はいったん事故を起こせば人間のコントロールを超え、その被害は甚大で、安全な環境に回復するのに何年かかるのか誰にも把握でき
ません。環境の回復は、お金で解決できる問題ではありません。
　しかし、今回のエネルギー政策に関わる資料を見ると、結局は「お金がいくらかかるか」ということしか論じられていないように感じます。これはエネルギー問題を経済の視点だけに矮小化して
いると言えます。エネルギーは生活のために必要です。しかしそのエネルギーを生み出すために、生命や国土に破壊的なリスクをもたらす恐れのある原子力を使い続けるのは、あまりに無謀な
判断だと思います。このリスクは経済コストの問題を十分に超えています。
　日本は地震国であり、地震と津波の被害はたびたび起きています。これはもはや想定外とは言えません。そうした国土に、何十もの原子力発電所を設置していることの潜在的なリスクを、真剣
に見直す時が来ています。
　また、原子力は使い続ける限り、核廃棄物を生み続けます。その処理方法はいまだ定まらず、狭い国土の中で、捨てる場所も決まりません。子孫の代まで危険物として厳重な管理が必要な核
廃棄物を、これ以上作り続けるのは愚かに思えてなりません。
　私は、提示された３つの選択肢の中では０％案を支持しますが、これらにとらわれず、速やかに全国の原子力発電所の操業停止と、自然エネルギーへの早急な転換を望みます。一時的に経
済的なコストがかかるとしても、そのことによって被る経済的損失と、原子力を使い続けることによってもたらされる生命と環境に対する潜在的なリスクを比べれば、前者の方がずっとましです。
　また同時に、太陽光や風力など、国内における自然エネルギーへの転換を強力に推進することで、将来的に世界のエネルギー産業をリードすることも可能でしょう。
　子孫の代に安全な環境を残していくのは、今生きている大人たちの役目です。核廃棄物を作り続け、被爆や放射線量を恐れる社会ではなく、持続可能な自然エネルギーによる安心な社会を
残して行きましょう。

29847 個人 家事専
業

４０代 女性 「ゼロ　シナリオ」を選択する。 エネルギーの選択肢、テレビでもよくみかけます。
未来のためには、原発に依存しない道を歩んでいくべき
と、思います。
原子力が未だ安定しないエネルギーである限り、
それに頼ってはいけないと思います。
新しい自然エネルギーの開発を、
国民の多くが望んでいると感じます。
子供たちのための施策を、どうかお願いいたします。

29848 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 これまで電力を安定的に供給されてこられたことには
感謝と敬意を表するが、原子力発電は0が望ましいと
考える。現状で再生可能エネルギーがまだ未熟だとし
ても、だから辞めるのではなく、伸ばして頂きたいと思
う。

知らぬうちにこれほど原発の世話になっていたかと驚き、無関心でいたことに反省もした。これまで電力の安定供給に尽力されてこられた方々には感謝と敬意を表する。
一方で、一たび事故が起きると取り返しのつかないこともまざまざと見せ付けられた。瓦礫の処理が一向に進まない理由の一つに放射性物質の処分場所が無いことが上げられている。
エネルギー問題だけに区切ってみれば、なるほど原子力発電は夢のような技術だが、その核のゴミの処理場が無いと聞けば、実は悪夢であったと気づく。
原発が安全に稼動したとしても、たかだか100年ももたぬうちにあの箱を新しく更新せねばならぬなら、安全に速やかに廃炉にする技術は必要不可欠である。狭い国土の日本では、核のゴミの
やり場など、（一般のゴミの埋立地にさえ苦労するのに）よほど原発敷地内に中間処理施設併設を義務付けでもしない限り確保できまいと思う。つまりは、エネルギー問題を核のゴミ問題に変換
しているだけで、総合的な解決、安心なくらしには結びつき得ないと考える。
今手にしている技術を捨てて、画に描いた餅ともしれぬものにシフトするには勇気がいると思われるが、やり方で何とか工夫したい。
例えば1桁くらいなら残しても？と思った時期もあったが、やはり原発０を願うのは、やはり恐怖を拭いきれぬからかもしれない。
たかだか自然災害にちょっと耐え切れるかもしれないから安心だとか言われても、クラゲが取水口に大挙して押し寄せるとか、原発を取り巻く送電網が遮断されるとやっぱり危ないとか、素人目
には原発攻略法のような事象がぽつぽつ紹介されている。悪意ある集団に狙われても、本当に安全なのか、不安を禁じえない。しかもご丁寧に日本全国どこの都市でも狙えるように原発が設
置されている。実際には問題が起きないとしても、「狙ってますよ」と脅されたとき、国民は恐怖に耐えうるのか疑問。
原発関係者には是非、今後は安全で速やかな廃炉などの分野で腕を振るっていただきたく思う。

29849 個人 その他 ７０代 男性 「ゼロシナリオ」以外あり得ない。今求められるのは
「原発ゼロ」に向けてどのようなプロセスが必要かとい
う国民的論議を起こすこと。「命と安全」を最優先にし
たうえで「経済」をどうするか、という議論こそ必要。

まず「３つのシナリオ」という設定がそもそもおかしい。なぜなら福島事故を経験した日本として、「百の言葉より１つの事実がより重い」という立場で、国の方針として「原発ゼロ」の国民的合意を
はかることこそが求められているからである。（ドイツの素早い対応を見よ）　政府がやるべきことは、「原発ゼロ」に向けてどのようなプロセスが必要かという国民的論議を起こすことである。従っ
て「３つのシナリオ」の中では，ゼロシナリオ以外あり得ない。
第１に，福島事故は収束どころかその原因すら解明されていない。３つの事故調も引き続く「調査・解明」を求めている。この段階で将来の原発稼働を前提にした議論など成り立たないはずであ
る。ましてや再稼働など論外。
第２に、「命と安全」と「経済」を秤にかけるようなやり方はおかしい。
「原発を動かさなければ日本の経済は衰退する」「将来は脱原発を目指すが，当面は原発を再稼働させる」・・これらは福島事故の教訓を全く学んでない。
原発がいったん事故を起こせばどうなるか，目の前の福島の現実を見れば明らかである。「命と安全」を最優先させた上で，いかに「経済・生活」を守るか，という視点こそ今重要である。この点
でもドイツから学ぶべきである。
第３に，「原発ゼロ」にしても，電力・エネルギーは再生エネルギー中心で十分まかなえることをはっきりさせるべきである。ヨーロッパの先進国に学ぶだけでなく，我が国は自然・再生エネルギー
の宝庫であり，技術力も十分ある。（かつて太陽光発電世界１であったことや，世界各国で日本の技術が活躍してることを見よ）。地域に密着した多様な再生エネルギーの開発は，新たな経済
発展と地域再生の起爆剤ともなる。もちろんそれには一定の時間がかかる。過渡的には現在の火力、水力などをフル稼働させ、天然ガス発電を急いで増設すること、我々国民も企業も可能な
限りの節電（高齢者や医療・福祉施設等への配慮は必要）に努めることで原発なしでもやっていけることは政府の資料からも明らかである。
最後に，世界有数の地震国日本でそもそも原発を作ることが間違いであったという点とともに，１０万年先の子孫にまでつけを回す核廃棄物や使用済み核燃料をこれ以上増やすことが許される
のかという問題である。４つのプレートがぶつかり合う日本で安全な地層処分など望むべくもない。今必要なことは、１日も早く「原発ゼロ」を実現し，核廃棄物の安全な処理のための研究開発に
全力を注ぐべきである。

29850 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後の原子力発電につき、すみやかに0%にすべきと
考えます。

巨大地震の確率が高まっている中、0％の目標として、2030年では遅いと思います。先の福島原子力発電所の事故で絶対安全はないことが分かった今、できるだけ速やかに原子力発電を放棄
すべきです。

29851 個人 自営業 ５０代 男性 福島の原発事故をふまえて、われわれは原発が地球
上では危険なエネルギーだと知った以上、ゼロシナリ
オを要望する．

我が国は狭い国土でしかも、地震多発国でありながら国民の叡智と、自然を畏怖する心でここまで発展した国である。それは経済的発展のみならず、世界もうらやむ文化と自然を育んできた。
そんななか、国策としてきた原子力によるエネルギー政策は、その恩恵を今までは受けてきたがその実体を国民から隠蔽し、また我々国民もよい面だけで原発を黙認してきたと言える。東日本
大震災で、原発政策の裏側も我々の知るところとなり、毎週金曜日に行われているように官邸前の脱原発デモやそれが飛び火したものが各地に起こっている。
情報が完全に公開されていない中で、安全だと言われても福島事故前の安全神話が崩壊した今、もはや政府、電力会社、原発関連産業、経済団体、マスコミの情報を鵜呑みにはできない。ま
た、パビリックコメントでの意見募集に於いても恣意的にゼロシナリオを選びにくくするような項目も見受けられる。原発を推進するのはシステムとして、破綻しているのはもちろんだが、もっと深
い問題点がこのことを端緒に内在している。このまま情報を公開せずにまた、政府の責任でなどと言う理由で再稼働をどんどん許せばこの国の統治は難しくなるかも知れないところにきている。
政府は、事故で苦しんでいる人たちにもっと目を向け、今国民の直接行動している意図を汲み取るべきだ。再稼働はせず、エネルギー政策はどうあるべきかを数年かけて反原発、民間を含め
た国民合意の元の独立機関で政策決定すべきだ。

29852 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ○　3.11の福島第一原発事故を経験し、国民が恐怖
にさらされたにもかかわらず、原発再稼働には、怒り
と疑問しかありません。私たちの未来を守るために
は、「ゼロシナリオ」しかありません。

○広島・長崎でチェルノブイリで、いったい何がおこったのか、3.11の大震災と原発事故が何を人々にもたらしたのか考えなければなりません。原発がなければ、日本の電気が足りないと脅され
ているだけです。一人一人が電気の使い方を考え、企業も一緒に節電に取り組み、生活スタイルを考え直すことが大事です。そうすれば、原発エネルギーは不要です。

29853 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電をゼロに！
代替エネルギーの開発促進で、核のない世界をめざ
したいです。

私が原発の再稼働に反対なのは、津波や地震による事故が心配だからだけではありません。
原発が稼働することによって産出される行き場のない使用済み核燃料ゴミや、
核の原料となるプルトニウムが増えるのも心配です。
これ以上危険なゴミを増やしてはいけない！！
とこころから思います。

原子力の平和的安全利用をうたいながらも、
いざ原発が事故になってみたら人間は放射能という化け物を持てあまし、
説いて御太刀打ち出来ずに逃げるしかない状況になっています。

福島第一原発の事故のおかげで故郷を失い、
地域社会も失い傷ついている人々が実際にいることを忘れてはならないと思います。
そんな思いを抱えながらも、
自分たちと同じ思いをする人がこれ以上増えないようにという
被災者の方々の声も忘れてなならないと思います。

人間の手に負えないものは
これ以上増やしていはいけないと思います。

どうか原発をゼロに！
お願いします。

29854 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は一基も要りません。 地震国日本が原発を持つ事は地球をよごし日本の人々だけでなく世界中の生き物全体に害を及ばす事を自覚し即刻手放す決断をしなければならない。エネルギー源として他の手段があるの
に原発に固執するとはモッテノホカです。被爆国であるのに何故？小さな国土で住めなくなる場所が出来るのに何故？経済の為と言う盾で政治家や一部の企業の利益の為に馬鹿な判断をし
ない様に日本国民一人一人が判断と決断を間違う事無く表明したいと思います。

29855 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は、直ちに廃止すべきです。
今すぐに廃止しても、使用済み核燃料の処理はいつ
までかかるのか見通しはないといわれています。一刻
の猶予もありません。

　福島の原発事故の解明もなされていない状態で大飯が再稼働したことは、国民の声を無視しての決定であると思わざるを得ません。
　福島で起こったことは、大飯で起こらない保証は全くないどころか、断層など、危険性はさらに高いと思われます。
　大飯原発が事故を起こして、琵琶湖に放射能の汚染が広がれば、近畿の住民はどうして飲み水を確保したらよいのでしょうか？
　回避できない危険性がある以上、原発は今すぐ廃止するべきだと思います。



29857 個人 学生 ２０代 男性 ゼロシナリオに賛同。経済成長や産業の発展は、国
民の生活のために重要だが、健康に安心して生きる
権利より尊いものはない。

脱原発がいかに不可能かを考えるのではなく、不可能を可能にし、全ての人が豊かに暮らせる社会を築くためにはどうすべきかを、日本人一人一人がよく考え行動すべきであり、政府にはその
ために必要なサポートを期待したい。
活発な議論の場、自由にアクセスできる情報などなど。困難な課題を前に、政府と国民が手を取り合い、立ち向かっていける未来を期待する。

29858 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオに賛成です。起こらない、想定外の事故
が実際に起こって、たいへんな被害が出たのですから
「同じような事故が近未来に再び起こるなんてめった
にない」と考えること自体、ナンセンスです。

活断層の存在が現時点で確認されているか否かにかかわらず、日本列島はいつどこで巨大地震がおこっても不思議ではない、ということは多くの地震学者が認めているとおりです。そうした国
土に原発を設置することは、人々の暮らしを損なえども利益になることはこれっぽちもありません。
原発を一気にゼロにすることは計り知れない規模の経済的ダメージを招くという説がありますが、本末転倒です。原発を全廃すると維持した場合よりも電気代が高くなり、家計や企業にダメージ
を与えるといいますが、もしいくらか高くなるとしてもそれは社会が受忍しなければならない費用です。その負担が不当だというのは、言い換えれば「お金がすべて」という発想に他なりません。
「たとえ事故が起こっても、被害には補償すなわちお金を出すから被害者はそれで我慢せよ」と言っているのと同じです。また、「高い電気代に耐え切れず企業が海外流出する」という話もありま
すが、そうした話も一種の「脅迫」に他なりません。そんなことで海外に移転するような「薄情な企業」を引き止めるために、原発の危険や事故の被害を我慢しなければならないとしたら、日本に
暮らす人々は奴隷並みの扱いをうけていることになります。
ドイツに勝るとも劣らない経済大国としての誇りがあるのなら、かの国同様、勇気をもって原発を全廃し、新たな社会設計を試みる、国の経済も人々の暮らしもしっかり守れる社会をつくること
が、誇るべき日本の道だと考えます。

29859 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
今すぐにできないのは仕方ないけれど、あんなひどい事故があったものと共存していこうというシナリオよりも、どう終らせていけばよいか、何に転化していけばいいかのシナリオを考えていけた
ほうが夢がある。安全で自然にも私たちにも優しいエネルギーを！

29861 個人 学生 １０代以
下

男性 原発はいらない
無能な政治家もいらない

まず最初に述べたいことは、このパブリックコメントなどを形骸化させずにきちんと政策に反映させるべきだということだ。国民の原子力発電に対する考えを聞くという名目で開催された意見聴取
会で得られた意見も含めてである。その意見聴取会で、七割もの人々が原子力発電０パーセント案に賛同した。原発ゼロの方向に舵を切るにはこれだけで十分である。「フクシマ」以降、脱原発
に向けた流れが（日本を除く）世界中の政治の中で急速に拡大している。そんな潮流に唯一乗っていないのが、こともあろうに過去に人類が経験したこともなかったような大事故を起こした張本
人であることは国民として恥ずかしい。即刻すべての原発を停止し、廃炉にするべきだ。核廃棄物の処分方法も確定していない状況で、これ以上核のゴミを増やし続けるわけにはいかない。今
現在も何十万人もの人が原発事故により故郷を追わたままの状態で、事故の全貌をいまだに国民に対して公開すらしていない状態で、オフサイトセンターもない状態で、その他数々の対策を
先延ばしにしている状態で、国民の同意もとれていない状態で、大飯原発を再起動することがいかに矛盾した行為であるかは小学生でも理解できることである。即刻大飯原発を止めなさい。先
日の広島での祈念式典での総理の発言に、「我々は世界で唯一の被爆国として、核兵器の廃絶に向けて果たすべき義務がある。」との内容があった。発言の矛盾に気がつかないのか。核兵器
の前に福島原発をはじめとする５０の原発をどうにかしてほしい。武器なら核、平和利用なら原子力といった考え方が通用しなくなったことは３．１１ではっきりしたではないか。
世論調査で内閣支持率が２割や３割なのにその内閣が成り立っている。一方で反対が過半数の大飯原発再稼働が強行された。民主主義に反するでしょうこれはどう考えても。せっかく高学歴
の頭持ってるんだからもう少しそれを活用してください。少し立ち止まってよく考えてください。
誰のために未来のエネルギー政策を決めようとしているの？今の日本を、政治を牛耳っているおじさんおばさんおじいさんおばあさんのためではないでしょう？僕は１７歳です。僕らの世代が今
後の日本の主役なんです。そんな未来の主役たちに、核発電（こう呼ぶのが適切でしょう。）という、これ以上ない厄介者を遺さないでください。
それでもどうしても何がなんでも絶対に原発を動かしたいなら、原子力ムラの内部のなれあいをも含めた原子力発電に関するあらゆる情報を公開した上で原発国民投票を実施するべきです。さ
らにその有権者に、我々未成年も含めてください。公正な情報さえあれば、適切な判断は僕らにもできます。
「真面目と本気は違うんだよ。」新聞記事で読みました。僕は真面目ではないかもしれないけれど以上のことを本気で考えています。騙されません。みんな同じです。子供だましの説明で原発存
続に民意を誘導できると思ったら大間違いです。
最後にひとつ。みなさん、恥ずかしく思ってください。あなたがたはテレビの前の子どもたちに、あんな汚い大人にはなりたくないと思われているんです。外国からは、日本て変な国だなとおもわ
れているんです。その一部としてみなされることが僕は悔しい。この思い届きますように。

29862 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は0％にすべきです。
電力は自然エネルギーに転換すべきです。

原発の安全性は誰にも保障できません。原発は爆発しなくても、核汚染物質の安全な処理方法が確立されていないので、危険です。
今回の事故の被災地域の除染も、被災者の生活保障もできていないのに、自分が責任をとると言って大飯原発を再稼動させた総理大臣は、何をもって責任をとるつもりなのでしょうか?原発推
進を続ければ日本中が核物質に汚染され、事故が起きれば世界中に放射能を撒き散らし、日本は世界から孤立してしまいます。
原発以外にも選択肢はあります。原発の予算を自然エネルギーに回して下さい。

2030年で原発ゼロを希望します。

まず最初の問題として再稼働があります。私は基本的には再稼働には賛成です。世界的に見てLNGを始めとした資源の下落が見られますが、島国の日本でEU諸国と同値で輸入するのは厳し
いかと思います。様々な商社やガス会社等がガス田（シェールガス含む）の権益を獲得しておりますが、それらの資源が日本に入ってくるのはまだ先かと思いますので、コストの面からひとまず
電力の安定供給を考慮したときに原発の再稼働は必須かと思います。しかし、おいそれと簡単に再稼働するのは反対です。大飯原発3,4号基のような、無責任で強引な再稼働は原子力産業の
崩壊を意味します。大飯原発3,4号基の再稼働は、本当に最悪の手法だったと思われます。

再稼働に関しては、まず第一にこのパブコメで問われている長期的なエネルギー問題を国でどのように進めるかを国民に提示する必要があるかと思います。その長期的な提言をもとに、どの
原発を再稼働するか吟味し、(1)火力で充分需給バランスの取れている地域の原発、(2)稼働年数が40年以上の原発（40年廃炉の徹底。例外は認めない。）、(3)安全対策に莫大費用のかかる原
発（活断層対策含む）、これら三つの条件のどれかに当てはまる原発は、他の原発を再稼働するのと同時に廃炉にする必要があるかと思います。
原子力行政にとって不利益となることを同時に打ち出すことで初めて国民は再稼働に納得するのではないかと思います。またこれらは今後の原子力行政にとって、長い目で見れば大変有益か
と思います。今までのような不都合となる事実を、隠蔽、改竄、捏造することは信用を大きく損ない、信用を回復することは困難になります。今の原子力業界は、自分に不都合なことも粛々と行う
ことで信用を回復する必要があると思います。

そのように再稼働及び廃炉の基準を明確にし、2030年までに火力（LNG及び石炭）の増加、蓄電技術の確立、自然エネの高効率化、国民の節電意識の徹底、省エネ製品（電球、家電、自動車
等）の普及を目指すべきかと思います。そのような活動を国策として進めることで、2010年度の原発比率25%をカバーすべきかと思います。
省エネ技術や蓄電技術を国が後押しし開発を進め、その分野で世界をリードする国内産業基盤を構築する必要も感じます。
しかし同時に、原子力の研究開発は現状より縮小はしても維持する必要はあると思います。国内の原子力の技術力を安易に放棄する必要はないかと思います。また、廃炉技術を確立するため
にも、やはり人材の確保は必要かと思います。

また人口動態を考えれば必ず日本は人口が減ります。そうなれば電力の総消費量は自ずと今よりも下がると考えられます。総消費量が減ると考えられる中で、果たして原子力発電が本当に必
要なのかも考慮すべきです。

また原子力の問題点として、事故を起こすことで他の原発の再稼働も難しくなり、長い期間を用いて国民感情を考慮し説得しなければならないです。たった一度の事故でこのように全てがストッ
プしてしまう電源というのは、安定供給の面から見てもいかがなものかと疑念が生じました。

核燃サイクルは即時撤退を希望します。
既に取り出してしまったプルトニウムの処理は私にはアセス含め方法が分かりません。しかし国外で処理を行っていない使用済核燃料に関しては、各々の原発で乾式キャスク保存にて50年程
度の中間貯蔵することで対処する案を支持します。どのような方法でも次世代にまかせる問題なので、50年後に、改めて再処理を行うかどうか決めても良いのではないかと思います。
そのためにはこれからの世代への徹底した教育が必要になると思います。今までのような臭いものに蓋をする教育ではなく、放射線（放射能）というものがどのように危険で、どのように利用で
きるか、原発が一度でも大事故を起こせばどうなるか、福島の人々がどのようになったのか、それらの教育を今後の世代へ行うことが必要になるかと思います。

最後になりますが、火力を始めとした他の発電方法にも、技術的な問題、政治的な問題、環境問題、コスト問題、当然そのような様々な問題があります。
しかし311の事故により原子力発電は国民に大きな不安を与えてしまいました。この事実は国民から消えることはなく、実質的に原子力産業の終わりを意味しているかと思います。原子力業界
（政府、規制組織、学会、事業者、原子炉メーカー、その他関係者）の不誠実な言動に愕然としております。巨大な技術であるが故に、その基盤は誠実でなければなりません。しかしそれが真逆
なものであることが広く周知されてしまった事実は、原発に反対するには充分すぎる理由です。

以上のことから私はゼロシナリオを選択致します。
国民にとって最良の選択をして頂けることを期待しております。

29856 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。資源の乏しい日本に
おいて厳しい選択かと思います。しかし昨年の事故に
より原発を取巻く環境が擁護できないほど不健全なも
のであることが暴露されました。持続は不可能かと思
います。

１．各シナリオの評価
(1)「0シナリオ」は、資源小国日本として不可欠なエネルギーの多様性の確保を放棄するものであり、認められません。
(2)「15シナリオ」は、原発についての判断を先送りするものであり、政府として責任あるシナリオと言えず、認められません。
(3)「20～25シナリオ」は、中長期的にある程度原発を維持することで、エネルギー選択の多様性を確保する姿勢が鮮明である点については評価できます。但し、このシナリオでも電気料金の上
昇は大きく、国民生活が厳しくなるとともにものづくり産業の国内での事業継続は極めて困難なものとなります。省エネ・再エネ等の想定に関して、実現可能性や経済性の観点から見直しが必
要だと思います。
(4)なお、原子力発電については、今後設置される新たな原子力規制機関の下、今まで以上に厳格な安全性確保の仕組みを早急に確立し、原子力行政に対する国民の信頼を回復するととも
に、原発立地地域の理解と納得を得ることが前提であると考えます。

２.現実的なシナリオとするための視点
(1) 基本的な視点
(1)「20～25シナリオ」は、中長期的に一定程度原発を維持することで、エネルギー選択の多様性を確保する姿勢が鮮明である点については評価できます。その際、福島第一原発事故の原因究
明と、対策技術の反映による安全性の向上と国民の信頼回復及び地元の理解が前提となります。
(2)「20～25シナリオ」をベースに省エネ・再エネの前提を見直し、現実的なものとする必要があります。
(3)エネルギー問題や地球温暖化問題は、技術革新や国際情勢など、将来の不確定要素と不可分の問題であるので各種の政策については、少なくとも3～5年を目途に検証し、時々の情勢に
応じた見直しを可能とする柔軟な制度設計が必要です。

(2)CO2制約の問題点
(1)政府の経済影響の分析結果では、CO2削減制約が有る場合と、無い場合の数字が併記されていますが、CO2制約が無い場合（すなわち、過剰な省エネを前提としない場合）、経済に与える
影響が著しく小さくなることが明記されています。今わが国に求められているのは、震災からの復興と国民生活の立て直しです。そのためには、電気料金の上昇を抑え、国民生活やものづくり
産業への影響を極力小さくするという観点から、余りにも過大な省エネの前提を見直し、過大なCO2削減レベルを緩和することが、現実的な解と考えます。
(2)いずれのシナリオも「▲25％」という数値に拘る余り、非現実的な省エネや再エネを織り込んでいるため、私たちの生活や雇用、産業活動に多大な影響を及ぼす結果となっています。エネル
ギー起源CO2排出量を国内分だけで、1990年比▲21％～▲25％削減するためには、限界削減費用が他国に比べて何倍にも高くなり、国際的にも極めて突出したレベルとなって、著しく国際公
平性を欠いています。従って、「▲25％」という過大なCO2制約を取り外すことによって、より国民生活を重視した現実的な省エネや再エネの比率に見直すことが重要です。

(3) 省エネの見直しの視点
GDPが増加するとエネルギー消費量も増加します。たとえば、1990年から2007年の最終エネルギー消費量対GDP弾性値は＋0.59となっています。これに対して、今回示されたシナリオでは、経
済成長に伴うエネルギー消費量の拡大を織り込んでいないばかりか、過大な省エネを前提にしているため、2010年基準で-1.0となっており、とても現実的とは言えません。

(4) 再生可能エネルギーの見直しの視点
再生可能エネルギーの導入については、25～35％となっておりますが、現行エネルギー基本計画では、「最大導入」を前提として2030年の再エネ比率を20％と想定しています。現行のエネル
ギー基本計画策定以降の2年間で、再生可能エネルギーの技術レベルに大きな変化が見られない中、2年前に「最大導入」としたレベルを上回る導入は物理的にはあり得ず、今般のシナリオが
非現実的な想定であることは明らかです。

(5) 見直しを行う上での重要な視点
(1)公益財団法人地球環境産業技術研究所（RITE）は、8月3日「エネルギー・環境会議選択肢に替わる選択肢の提案」を公表しました。ここでは、「25シナリオ」をベースに、以下の２点を前提とし
て、政府の経済成長見通しを最低限確保し、一方でCO2削減にも配慮したよりバランスの良い代替戦略の検討を行っています。
i)限界削減費用について
世界各国の目標は、30～50$/tCO2が通常考えられているレベルです。本来これと同じレベルが合理的ではあるが、日本が世界最高の対策を実施していくため、敢えてこれを上回る150$/tCO2
程度の限界削減費用の対策まで実施することを想定しています。
ii)再生可能エネルギー比率について
再エネ比率は、現行のエネルギー基本計画並みの22%を想定しています。

(2)この「25改シナリオ」では、2030年のエネルギー起源CO2は「1990年比▲6％」（GHGは▲9％）となり、原発25%のシナリオの経済影響を分析すると、2030年のGDP損失は参照ケース比で2%程
度であり、失業率の増大、可処分所得の減少なども大幅に緩和される見込みという分析結果が示されています。これは、客観的、定量的な分析に基づき、温暖化対策と経済成長を両立させる
可能性を探る上で極めて重要な示唆であると考えます。

３.おわりに
本来、エネルギー問題や地球温暖化問題は、技術革新や国際情勢など、将来の不確定要素と不可分の問題であることから、各種の政策については、少なくとも3～5年を目途に検証し、時々の
情勢に応じた見直しを可能とする柔軟な制度設計が必要だと考えます。

29860 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25シナリオをベースに国民生活や経済成長を守
るため省エネ・再エネの過大な前提を見直す必要が
ある。技術革新や国際情勢等を考慮し3～5年を目途
に、必要に応じて各種政策を見直せる柔軟な制度設
計が必要。



29863 個人 無職 ６０代 男性 我国の盛衰にかかわる大事を、原発がほとんど止ま
る異常事態の中で、拙速に決定してはならない。専門
家による慎重な検討と、政治家による責任ある決定を
すべき。基本的に原発推進に賛成で３択なら２５％し
かない。

１、戦後の日本は先の大戦の被害の大きさから現実を無視した平和主義に陥り、拉致問題に気付かず、基地問題にも結論が出せないなど我が国の安全を脆弱にしている。同様に原発事故の
大きさに驚き、国民は一種のショック状態にある。先の平和主義と同様で原発を０にしなければ問題は解決しないという短絡的な空気が支配している。この中で国の行く末を決定しては同じ愚を
犯す恐れがある。万一エネルギー政策を誤れば日本の衰退・滅亡を招きかねない。特に今の政治は大衆に迎合する傾向がある。日本の行く末を誤らないためには８月に結論を出すとした方針
を見直し冷静な雰囲気の中で専門家の叡智を集め、政治家が大局を見て判断すべきである。
２、エネルギーを制した国が世界をリードしてきている。２０世紀は化石燃料を中心にして世界は動き、我が国も大量に消費してきた。しかし、その時代は変わりつつあり、変えねばならない。原
子力、再生可能エネルギーとのベストミックスを実現する時代である。
(1)化石燃料は枯渇が進んでいる。燃やして無くすのは惜しい。資源として可能な限りリサイクルをして活用すべき。また高騰する化石燃料を買い続ければ国の冨も流出する。化石燃料に戻れ
ばＣＯ２対策は先送りとなり、地球規模の深刻な状況を招く恐れがある。これ以上化石燃料に頼るべきでない。
(2)期待される再生可能エネルギーは不安定であり、高価すぎる。その弱点を補う方法を研究し、解決を見るまで平行して原発を稼働することである。
３、原子力は今回のようなリスクや廃棄物の処理の問題などがある。しかし次の点で欠点を補って余りある。
(1)原子力の燃料となる核物質も地球の重要な資源である。無駄に放置するのではなく、安全に利用することで、化石燃料などの枯渇の時期を先に延ばせる。
(2)日本のように資源のない国にとって、中東の非常事態などで化石燃料がストップするリスクは大きい。やはり長年使える原子力はその意味での安心材料となる。
４、我が国は不況の最中に震災に遭遇した。その解決のためには総合的に国力の充実を図らねばならない。国力の向上は日本の安全保証や国際的な信用力の維持に結びつく。
(1)福島の事故は技術が未熟だったから起きたのではない。日本の原子力技術は世界一である。今回身をもって事故を経験したからこそ、最も安全な原発を開発できる国となった。また世界に
それを提供し貢献する責務がある。
(2)国力は経済力だけではない。知識や技術の他に国民の前向きな意識や積極性も不可欠。今の困難な状況を後ろ向きにとらえるのではなく、乗り越えていくのだというたくましさをもたなくては
いけない。たたきのめされても立ち上がる姿勢こそが求められている。
５、おわりに
　世界は厳しい競走の時代に入っている。隣国の韓国、中国をはじめ新興国ほど原子力の開発に意欲的である。現在の原発０という危険な空気が他国の思惑で醸し出されていることも考えなく
てはならない。思わぬ情報の力が働く時代である。最初に述べたように、国益を思えば拙速は禁物である。将来のエネルギーの展望は時間をかけるべきである。
　現実的には当面、原子力を利用しつつ、それに代わるエネルギー源を開発する。より安全で安定性の高いエネルギーが生まれて初めて原発の時代が終わる。その日が一刻も早く来るように
総合的に施策をたて、着実に推進すべきであろう。

29865 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 条件付で
原子力エネルギー活用を支持します。

通常、事故などが起こった場合、その利便性と被害の大きさを比較し、どちらを取るかの選択を、社会的に決定します。交通事故がおきて多くの方が亡くなっているのに、車を無くそうという議論
にならないのはそのためです。
しかし、原子力発電所の存続にかかわる問題は、一般的な事故が起こった場合と、同様な議論はできないと考えています。それは、以下の３つの理由によります。

１.放射能による被害の場合、人の存続を確率でしか論じることができない為に、命の価値があいまいになってしまうこと。
２.放射性廃棄物が人体に影響のないレベルになるまでに数万年かかるのに、原子力発電所を数万年使い続けるほど埋める場所を確保できないこと。
３.使用中の燃料棒が、単独で存在できないこと。（ほかのあらゆるものは、途中でやめられるし、安全な状態にすることができる。）

しかし、残念ながら、以下の理由により、原子力エネルギー活用を支持します。
1.安全保障上、エネルギーの確保は最優先項目であり、未来において、他国と交戦状態になったとき、ＬＮＧの航路を確保できるとは限らず、もしくは、航路を確保するために交戦状態になってし
まう可能性が大きいため、戦争をしないという選択肢のために必要だと思います。
2.原子力エネルギーは、まだまだ魅力的な側面も持っているのに、それを引き出しきれないまま、日本にその技術がなくなってしまうのは、未来に対する可能性をつぶしてしまうから。莫大なエネ
ルギーを利用する技術が、未来に現れたとき、原子力がなければ、その芽をつんでしまう。現に、電気自動車が現れようとしていますが、電気自動車用の電気が、火力発電所で作られる電気な
ら、ガソリン車の方が良いと思います。
3.今、世界は、資本主義社会であり、経済的に優位であり続けるためには、自前のエネルギーが不可欠です。

ですが、原子力はやっぱり怖いので、向こう10年間に、以下の確立をお願いしたいと思います。
１.白血病患者すべてを根治できる医療の確立。がん治療の確立。10年後の福島県での、がんによる死亡率が、世界で一番低い地域にしてほしいと思います
２.放射性廃棄物を短時間で無害化させる技術の確立。何万年も待てません。
３.燃料棒を単独で取り出しても、空気で冷却されて、溶けない技術の確立。
絶対に大丈夫ということはないにしても、これなら大丈夫だと、多くの人に賛同してもらえる技術を開発する必要があります。
４.原子力にかわるものとして、核融合に目途をつける事。

以上です。

29866 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即刻脱原発に舵を切るべきである。 一旦、事が起こればとりかえしのつかない事故となってしまい、人が住めない土地となってしまうことになることが福島の事故で明らかになった。地球温暖化以前の最悪の環境破壊技術である
ことが明らかになった以上、日本は世界をリードして脱原発へと舵を切るべきである。また使用済み核廃棄物についても、その処理法が確立していないなか、これ以上核廃棄物をつくりだしてし
まうことは未来に行きる者の権利を剥奪してしまうことにもなりかねない。大飯を即座にストップするとともに、全ての原発を廃炉とすべきである。

29867 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)放射能漏れ事故が再び起きたときに誰がどういう
責任をとるかを明確に決めてください。
(2)日本の核廃棄物の処理計画について具体的な場
所（地名と番地）とスケジュール時間管理を明確に決
めて下さい。

(1)放射能漏れ事故が再び起広域に渡る除染の費用は誰が責任とりますか？
健康被害の補償費用は誰が支払うのですか？
経済活動の補償費用は誰が支払うのですか？
実際に福島で事故が起き、未だ責任の所在はあいまいなままです。
(2)原発事故の補償費用や核廃棄物の処理費用まで含めると原発はコストが高いです。

29868 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 使用済核燃料の最終処分方法も決められない状況
で、原子力発電をスタートさせた事に対する反省が無
いばかりか原発を押し進めようとする姿に我慢できま
せん。

将来を担う子供達に、マイナスの遺産を残して言い分け出来ますか？一部の身勝手な人間に、子供達の未来を奪う権利は誰にもありません。今の政府に将来の姿が全然見えてない事に失望
感さえ感じます。

29869 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私はゼロシナリオを選択すべきだと考えます。
何を基準にシナリオを選択するかというのは、経済性
ではなく、安全性です。
ゼロシナリオを選択した上で、経済的な負担を最大限
軽減させる方法を考えるべきです。

私はゼロシナリオを選択すべきだと考えます。
何を基準にシナリオを選択するかというのは、経済性ではなく、安全性です。
現時点で原発は安全対策ができているとは言えず、今回の福島の事故のように一旦事故が発生すれば、多くの人が通常の生活ができないような甚大な影響を与えてしまいます。また放射性
物質は非常に長期間滞留し、影響を与える時間も長期間になります。福島はいつ人が住める土地になるのでしょうか？
また核廃棄物の処分方法も決まっていない状況で、そのリスクを非常に長い期間にわたる将来に持ち越すことは人道的にありえません。
ゼロシナリオを選択した上で、経済的な負担を最大限軽減させる方法を全力で考えるべきです。いち早く舵を自然エネルギーに向けて切り、政府が方針を示すことで新しいエネルギーの技術開
発やコスト削減につながると考えます。

29870 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 福島の事故の原因究明もできていなく、責任の所在もウヤムヤにし、誰も責任をとっていないまま、皆が被害にさらされ続けている現実に目を瞑ることはできません。
私は、国や東電の対応は不信感が募ったまま、1年半がすぎ、信頼回復の期待も一向に持てません。
信頼なき方々に、原発というリスクの高いエネルギーを牛耳られることに強い不安があります。
今まで原発ありきで、再生エネルギーの研究は費用も時間もかけずの日本でした。
ぜひ、代替エネルギーの研究に力を入れ、その様を国民に見えるようにしていただきたいです。
政局や自己保身にばかり懸命な方々を日々見せ付けられるのは苦痛です。
あらゆる、確かにおかしいことなのに、それがまかり通っている日々に、自分が信じていた“日本”という国の姿に、愕然としています。

29871 個人 無職 ６０代 女性 ゼロシナリオを選択。理由は
・この地震国に原発は危険すぎる。
・このシナリオ以外は将来の原発ゼロが不確定。
・原発に関わる人とシステムが信頼できない。
・核廃棄物をこれ以上増やすべきでない。

福島の事故から１～２週間は、今までの人生で最も恐怖を感じた日々でした。4基の原発のうち1基でも爆発したら、もう誰もどうすることもできないと、毎日ほとんど眠ることもできずテレビとパソ
コンの前で不安におののいていました。もう絶対にあのような事故は御免です。電気料金が上がろうと厳しい省エネが必要だろうと、あんな思いをするよりははるかにマシです。日本のような地
震国に原発をおくべきではない。絶対安全と言える土地は日本のどこにもありません。数十年かかる福島第一の事故処理中にも、また地震や津波が襲うかもしれません。可能なら即時、それが
無理でも2030年よりも少しでも早く原発ゼロを達成してほしいです。15および20～25シナリオは、2030年時点でゼロでないのみならず、その先も原発が残る可能性が高いので、受け入れられま
せん。
福島の事故後、いろいろなことがわかってきた中で一番ショックを受けたのは、原発に関わる「人」と「システム」が私たちを全く守ってくれていなかったことでした。現在に至っても事故の反省に
基づく意識改革が進んでいるとはとても思えません。原発に関わる「人」の考えが変わらない限り、事故は違う形でまた繰り返す。この国は原発を持つ資格がないと思います。
核廃棄物の問題にしても、原発を続ければますます処理のあてのない廃棄物が増え、後世に大きな災いを残します。「トイレのないマンション」というたとえがありますが、いったいどうするつもり
なのでしょうか？
将来を考えれば、原発にこだわるよりも、国をあげて再生可能エネルギーや省エネの研究開発をしたり、CO2の発生が少なくて少しでも安価な化石燃料の輸入や採掘に力を注ぐ方が、はるか
に日本の国益になるのではないでしょうか。

＊「エネルギー・環境に関する選択肢」についての意見
・元になる量（2010年と2030年の発電電力量）が異なっているにもかかわらず、比率だけを前面に出す提示の仕方はおかしい。本文中には1.1兆kWh→1兆kWhと減ることが書かれていましたが、
「はじめに」の中で「発電電気量1割減」を比率と共に記載し、実態が正しく理解できるようにしてほしかった。
・再生可能エネルギーのうち、水力発電の占める割合を示してほしかった。
・2030年までまだ18年もあり、再生可能エネルギーや化石燃料に関する技術革新、省エネ技術は急速に進むと思われますが、シナリオは技術革新やその経済的影響をどのように見積もってい
るのでしょうか？（かなりネガティブに見えますが…）

29872 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発については、事故による影響の大きさと安全性に
対する不安、放射性廃棄物問題など、問題が大きく、
次の世代にツケを残す問題ばかりなので、将来的に
は原発依存率ゼロを目指すべきだと考えます。

2030年における原発依存率をゼロとし、かつ二酸化炭素排出量を抑えるためには、相応のコストがかかることは理解しています。しかし、原発がもつ本質的な危険性、事故のリスクや放射性廃
棄物の問題は、お金で解決できるものではなく（交付金というお金で解決しようとしてきたのかもしれませんが）、次の世代にツケを残す問題ばかりであるので、原発に依存しない社会システム
の構築にコストをかけていくべきだと考えます。
再生可能エネルギーだけでなく、高効率なコージェネシステムへの切替や蓄電池による電力需要平準化など、エネルギー供給に関する状況は、原子力しか選択肢がなかった50年前とは大きく
異なります。これらの新しい可能性を育て、原発を無くそうという世界的な流れを作ることが、唯一の被爆国という背景を持ちながらフクシマという大きな原発事故を起こしてしまった日本の使命
ではないでしょうか。

29873 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。
安全管理が完全にできない泥船には乗りたくありませ
ん。

「安全だ。」「問題ない。」「大丈夫。」こんなセリフを会見などで良く耳にしますが、このセリフを口にする人達は自宅の近辺に原発があっても同じ事が言えるでしょうか？
原発は危険な代物です。危険であればある程、管理は完全完璧を求められなければならないと思います。
安心は信頼信用から得るものです。なのに、目先の有利に嘘を重ね続け、その結果が今のゼロシナリオです。子供が親に嘘を重ねてバレた状況と酷似します。
時遅し。既に信用はゼロ。回復の見込み無し。原発を無くして初めてスタートラインに立つ。

原発ゼロシナリオを選択します！

29874 個人 自営業 ５０代 男性 原発0%シナリオの選択と15%シナリオの問題点など 原発0%シナリオを選択したい。
そのうえで以下に関連する意見を述べさせていただく。

そもそも3パターンのみの選択という決め方がナンセンスで横暴である。
この決め方であれば、賛否両論ある中では、中間的な原発15%シナリオ選択が多くなることが想定されるし、またそれぞれの選択率にかかわらず、政策決定者はやはり中間的な原発15%シナリ
オを採用する方向性が強くなる。
原発15%シナリオは中途半端で、非原発エネルギーの開発及び運用、原発エネルギーの運用の両方に力が分散され非効率となる。
原発0%を方針とし、それに向けて再生可能エネルギーの開発、普及、運用に国力を注ぐべきである。
原発15%シナリオでも、原発新設はなく、安全性の担保で既設運用すれば経済的損失は低いとされるが、この場合、核廃棄物処理の問題が解決されない。
これは原発0%以外のすべてのシナリオで残る問題である。
また担保されるべき安全性であるが、これは先の事故を見て明らかなように、どれも不確実で、なによりも事故の被害性が甚大であるので、そもそもリスクという言い方でヘッジされるべきもので
もなく、二度とあってはならないものである。
自動車は事故を起こすから乗らないか、という議論とはレベルが全く違うものである。

逆に原発0%で問題になるとされる経済的損失については、ある程度やむを得ないと考える。
ただコストの問題はシステムの普及度合、新技術によって将来的には解決されていくはずである。
むしろ、コストを払ってでも再生可能エネルギーの環境性、安全性が優先されるという、高いスピリットを持ちたい。
また今の日本には、ドイツという0%シナリオの先達から(反省点も含め)その手法を見習うことができるというメリットもある。

ご検討のほどよろしくお願いいたします。

今回のエネルギー政策の選択肢については、実現性や技術的課題を十分に分析・評価できていないうえ、またいずれのシナリオも電気料金の高騰を前提としており、国民生活や産業活動に壊
滅的な影響を及ぼす可能性がある。将来、エネルギー不足やそれに伴う更なる就職難などになれば、子供が安心して暮らせる世の中になるのか？大いに不安がある。今回のシナリオでエネル
ギー政策を決めるのは、国民生活に多大の影響を与えるのみならず、将来への不安から子供を持つことを控えさせ更なる少子化が進行するなど、将来世代に顔向けができない大きな失政に
なる可能性がある。
資源のないわが国では、一定量原子力に依存しないと国力の維持は困難であろう。今後を考えても、国際紛争、エネルギー価格の動向などなど、予測しがたい事態に柔軟に対応するには、原
子力は何％という硬直的な目標を掲げるのは賢明でなく、最新の情勢や技術動向などを取り込み、価格、量を見極め、エネルギー確保戦略を立案、見直していくのが妥当である。
日本経団連が出している意見に賛成である。
国際的に妥当で低廉な電気料金にできる、実現可能な方向性を出すべく、更に時間をかけて産業界の意見も十分に汲み取り、地に足の付いた議論により、エネルギー政策を再検討すべきで
ある。
（エネルギー政策で重要な視点）
・エネルギーの安全保障、国家間の経済競争、快適な暮らし、地球温暖化防止などの観点から、安く、温室効果ガスが少ない、国民や産業が必要とする電気を確保するためのどうするかを考え
るのが国の政策である。特に、経済成長の上ぶれなどが生じても問題なくエネルギーが確保できる弾力性を有しておくべきである。
十分なエネルギーが確保できず、確保できた電気も高額では、産業の空洞化が進行し、未来の世代の働き場所がなくなる。国力の弱体化は、覇権主義を強める中国を利するだけでもある。
・原子力の再稼動問題で、現状の電気エネルギー確保が脆弱である。また、貿易赤字が示すように、火力発電所の燃料代として、これまでより年間３兆円強という膨大な国民の富が海外に流
出している。まずは、現在におけるエネルギー確保を優先課題として進めないと、国が持たない。
（今回のエネルギー政策の問題点）
・太陽光発電の大幅な増加を見込んでいるが、技術的、コスト的に実現は困難であろう。実現性、コスト等を今一度ゼロベースで再検討すべきである。
再エネ買取制度では、高額で電力会社が買い取ることとしているが、その付けは国民が負担することとなり、ドイツの例を見ても持続可能な制度とは言い難い。また、太陽光パネルも中国等の
アジア製がコスト競争力を有し、日本国民の富をアジアメーカーに渡すだけという問題のある制度ともいえる。最低でも国内製太陽光パネルの使用を進めるべきではないか？ここでも、既に空
洞化が進行していると認識する必要がある。
・風力発電の大幅な増加を実現するとしているが、立地に当たっては風況、道路事情だけでなく、周辺住民の騒音問題、バードストライクなど、解決すべき課題が多く、導入見込み量を過大評価
していないか再検討すべきである。
・また、自然エネルギーは、気象条件により発電量が極端に減少するため、その場合の対策を実施しなければ、有益な電源とはならない。バックアップ電源としての火力発電所や蓄電池など二
重投資が必要であり、コストアップを招くばかりでなく、儲けの出ないバックアップ電源を作る事業者は果たしているのか？実現性の検討が必要である。
・省エネルギーに過大の期待を寄せているが、実現性に疑問がある。産業活動が活発になれば電気の使用量は増加せざるを得ず、トータルとしての電気使用量を下げる政策はナンセンスであ
る。産業の空洞化を防ぎ、将来の世代に国内での就労場所を確保するのが現役世代の役目である。産業界が必要とするエネルギーを十分に確保する政策であるべきではないか。
また、家庭についても高齢化により、自動化や快適性の更なる要求から、新たなライフスタイルの到来により、電気に頼る度合いが増加するのではないか？その中で、高齢化社会に有益な新
たな産業も芽生えるかもしれない。人類は発展の歴史であり、現状の生活スタイルをベースにエネルギー必要量を考えるのは問題がある。今から２０年前に現在の生活レベルやエネルギー消
費量が予想できたか？今以上に電気に頼る快適な暮らしを求める国民に応えるエネルギー政策でなくてはならないのではないか？

29864 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 資源のないわが国は、一定量原子力に依存せざるを
得ない。原子力は何％という硬直的な目標は賢明で
ない。日本経団連が出している意見に賛成である。産
業界の意見も十分に汲み取り再検討すべきである。



29875 個人 その他 ４０代 女性 原発は絶対ゼロで。自然エネルギーにもっと予算を。 原発再稼働にお金使うくらいなら、自然エネルギー開発、普及促進に回して下さい。

日本は世界に比べ、自然エネルギー開発大きく出遅れてます。悲しいほどに。
原発ムラの論理はもう通りません。

太陽光は既に開発済みで各家庭・企業がとりつればいいだけ。お金あるのにつけてない所ほとんどでしょう。

貧乏な我が家ですら2年前につけてます。雪国でも３割以上自給できます。夏は１００％近い。

地熱と太陽光でほとんどの電気まかなえるのでは？

30年前からやっていれば実現できた。

無駄な原発への投資・事故処理・廃棄物処理、原発作った人、責任とってください。

人間がコントロールできない原発、放射能、ただただ迷惑な存在です。

一刻も早くなくして欲しいです。

29876 個人 無職 ７０代 男性 放射能被害に関する過剰反応は日本経済を破滅させ
る。特定の原発比率の提示は無意味。現在原発以上
に危険なシステムを許容している。それに比べれば反
原発は感情的に過ぎる。反原発を政治的に利用する
輩が多すぎる。

世界の趨勢は脱原発ではなく増原発である。原発なくして先進国、新興国の別なく一国の経済は成り立たないというのが世界の良識ある人々の常識である。今後世界の原発が倍増するであろ
うことは周知の事実である。（現在世界の４２７基稼働に対して建設中の原発は７５基計画中のものは９４基である。これらの殆どがが福島事故で中止になったとは聞いていない。）チェルノブイ
リ事故を起こしたウクライナ、その影響を受けった隣国のベラルーシでも原発新設が続いている。政治的圧力の怖れがあるロシアの天然ガスより国家としては安全だとの選択である。スリーマイ
ル島原発事故の米国も原発のない経済は考えられないとして原発新設に進んでいる。全世界で最も太陽光発電に適しえいる広大な砂漠の産油国サウジ、カタールでも資源枯渇後の電源とし
て採用したのは大量の原発である。ドイツ、イタリアなどの脱原発志向の国は不足分は電気を他国から買ってくるだけ。計画が挫折、失敗してもいつでも原状復帰できる環境にある。そのような
恵まれた国は僅かである。日本はそうはいかない。脱原発で一度衰退した経済を原状復帰するのは至難の業である。資源も食料もエネルギーもない日本は経済が衰退すれば、エネルギー、
食料を他国に買い負けすることになり、国民は悲惨な生活を甘受しなければならなくなる。現状のまま成長しなくてもよいという主張は成り立たない。世界は、特に新興国は成長を続ける。そう
なれば日本経済は没落あるのみ、国力の低下は国の安全保障さえ覚束ないということになる。原発比率を提示し選択させる設問は何の合理性もない。無意味な設問である。原発比率選定の
数字は合理的根拠は全く示されていない。俗に言う鉛筆を舐めて作った数字であろう。最初から数字ありきは愚かしい提案である。今原発以上に危険なシステムを使っているのに、原発不可と
の意見は受け入れ難い。冷静な判断によらない放射能アレルギーである。自動車の交通事故による死者は年間数千人である。２０～３０年間を考えれば数十万人が命を落としている。自動車
交通システムを許容することは、必ず人を殺すシステムを平然と受け入れていることである。その恐ろしさ、被害は原発事故の比ではない。自動車をなくせばこの事故は皆無になる。それを選
択する人はいない。原発の子供への影響を恐れ移住する人がいる。移住先での交通事情が悪化すればその危険は放射能の影響の何十万倍になるだろう。登校路での児童の死傷事故が頻
繁に起こっていることを考えれば誇張ではない。原発稼働反対をするより、登校路の車の乗り入れを阻止する方がより子供の命を守ることになる。なぜこんなに危険なシステムを維持するの
か。それは皆自己の利便性のためこの殺人システムを廃止する気はないということである。なぜ原発でこの考えが成り立たないのか。それは正しく放射能を恐れよという事がなされていないか
らで、ただ感情的に恐れているからである。人類はシステムの重大な事故を克服しより安全なシステムを構築することで発展してきた。原発とて同様であるべきである。反原発を利用して己の保
身を画策する政治家、生活の糧にする評論家、ジャーナリスト、企業家などが多すぎる。彼らは近未来の日本の経済の成功にに責任を持たなくてはならない。

29877 個人 学生 ２０代 女性 原子力発電所は、すべてすぐに運転を停止し、順次で
きるだけ迅速に廃炉にすべきだと思います。

福島の原子力発電所の事故では、水素爆発により放射性物質が広範囲にわたって拡散しました。これまでに世界で起きた同様の事故、および放射能に関する研究から、その影響がこの先長
い年月にわたって続き、人々の生活に制限を加え、将来の健康に予測のつかない被害をもたらすことは明白です。さらに、事故から1年以上たった今もまだ、事故現場が完全に安定した状態に
ない上、避難生活を送る人も大勢います。政府の次々に再稼働を目指す姿勢が理解できません。この事故を教訓にして、原子力発電所を稼働すべきではないと考えます。再び「想定外の」災
害が起これば、同じような、あるいはもっと甚大な被害を伴う事故が起きる可能性は誰も否定できないはずです。リスクがゼロでない以上、原子力発電所は稼働すべきではないと思います。よく
原発停止による経済活動の停滞が懸念されていますが、お金と人間とどちらが大事なのでしょうか。問うまでもないでしょう。事故の全面的な情報公開もまだなされていません。稼働する原発の
安全性を主張されても、その裏側に一般に公開されていない情報があるのではないかと疑念を抱かざるを得ません。真に国民のための政治をするならば、原子力発電所はすべて即運転を停
止して、できる限り早く廃止してください。

29878 個人 その他 ３０代 女性 「1.シナリオゼロ」を希望します。
２０３０年までに原発をゼロにしてください。

原子力以外のエネルギーで生活できるような未来を作りたいです。
今すぐにゼロにしたいですが、無理だとしたら、わが子のために、せめて未来はゼロにするべきです。

いまだ福島に帰れない流浪の人のお話も聞きました。
広島長崎原爆、そして今回の福島第一、これだけ被爆汚染の被害を受けたのだから、世界がどうではなく、日本国民はゼロで生活できるはずです。あとは実行するだけ。

実際今もセシウムを気にしながら、検査している高い買い物をしつつ、食事から水からすべてが不安の中で生活しています。
事後報告では子供の命は守れないので。

海や空気を通して世界中に今もなお被害を広げ、人が近づけない、手に負えないような物は、やめるべきです。
どうか国民の意見を聞き入れてください。お願いします。

29879 個人 会社員・
公務員

６０代 女性
(1)原子力発電は要りません、絶対に．
(2)新しい原発を作らないこと．原発輸出はしないこと．
(3)現在の原発は、段階的にでも廃炉にしてゆくこと．

今回の福島第一の事故原因、被害の全容が充分に解明されていないこと、日本は地震大国であること、放射性廃棄物処理方法の未解決、これだけを見ても、原発再稼働はあり得ない決断で
す．野田総理は「私が責任をとる」と言われてびっくりしました．とれるんですか・・・？？？なんという言葉の軽さ．
　私の職場は、茨城県立医療大学、土浦市近郊の阿見町です．ホットスポット、放射能重点調査区域です．この春より、大学内の草木の植生が異常です．葉の巨大化、花の狭小化とすぐに枯
れること、雑草が巨大化し、２ｍ位のものがニョキニョキグロテスクに生え、一部は本当にあり得ないくらいに曲がりくねっています．これが放射性物質降下の影響なのかどうか、素人には言い
切れませんが、明らかに今までとは植生状態が異なっていて不気味です．若い人が生活している場所なのでとても心配です．丁寧に調査して下さい．そして、ネガティブ情報であっても、どうぞ
国民が考えられるように公開してください．政府と私たちが一緒に、ともに取り組めるように進めてください．
　私は先回の選挙で期待して、民主党に投票しました．（でも、今は、ほとんど絶望しています）現在までの原発推進化路線について、知らずにいたあるいは知っていても他人事としてきた私たち
自身の責任もありますが、良く知らせずに原発推進をしてきた自民党の責任は重大です．そうした点も明らかにしながら、国民の声を真摯に受け止めてください．原子力発電は要りません、絶対
に．

29880 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 大飯原発稼働の即時停止及び、停止している全ての原発を再稼働させずに廃炉にして頂きたいです。一旦事故が起きたら人間の手に負えないものを使い続け、処理できないものを生み出し続
けるのは人類だけでなく地球全体を破滅に導くものであり犯罪です。

29881 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年までに原子力依存率０％を目指すゼロシナリ
オを支持します

原子力発電所の事故により、日本の国土は著しい汚染をうけることとなってしまいました。再度同様の事故がおきれば日本に住むことができなくなってしまうでしょう。また資源の乏しい我が国で
はエネルギーの安全保障上も再生可能エネルギーの技術開発に力をいれエネルギー自給率を高める方向へ進むことが望ましいと考えます。

29882 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。原発では安全が確保されない以上、原発によるエネルギーに頼るべきではないと考えます。個人、企業における省エネはもちろんですか、地域分散型の自然エネ
ルギー供給システムを構築していただきたいです。原発にかんする資金を自然エネルギー開発や省エネに寄与する建築資材等の開発にまわすなどし、迅速により安全なエネルギー確保に舵
をきってください。また、新しい自然エネルギー分野において、日本企業が今後世界にほこる技術を開発し、リードしていくことを望みます。脱原発により、日本が新しいスタートをきることを切に
願います。

29884 個人 無職 ３０代 女性 ３つの選択肢のうちからはゼロシナリオを選択しま
す。
原子力の使用及び原子力行政について、信頼できな
いためです。

震災のち福島第一原発の事故をうけ、当時妊娠中だった私は幼い子供をつれ遠地に一時避難しました。
低線量被曝のデータはほとんどないと知り、このような環境においてしまったことを心の中で子供たちに何度もわびました。
水、食物、空気まで気にしなければならない生活に、原発事故の恐ろしさを実感しました。
生活の根幹が脅かされているのです。贅沢のための電気ならば喜んで節電します。冷蔵庫も電子レンジもトースターも掃除機も、子供たちに与える水や食べ物に困るくらいならなくて構わない
のです。

私はようやく言葉のやり取りができるようになった子供たちに、なるべくはやくこの国から出て行くように教えています。この国の政治、特に原子力行政が変わらないのであればこれからもそう教
えていくつもりです。
人の命より経済を優先する国に未来はないと思います。

３選択肢のうちからはゼロシナリオを選択しましたが、実際は2030年までの継続も賛成できません。原発は即時廃止すべきと考えます。

29885 個人 無職 ６０代 男性 '30年原発ゼロは当然として、すべての原発は直ちに
廃炉にすべきである。地震国日本の原発の安全性は
保証されていない。次の過酷事故の可能性は高く、起
これば日本は破滅する。早期の脱原発は子孫への責
務である。

意見：30年原発ゼロは当然として、すべての原発は直ちに廃炉にすべきである。
理由：１．地震国日本の原発の安全性は保証されていない。福島第一原発の事故では、国会事故調の報告にもあるように。地震による原発そのものの破壊が疑われている。日本は地震活動
期にあり、大地震の可能性も高い。このまま再稼働では次の過酷事故は避けられない。また、過酷事故は地震だけでなく、スリーマイル事故、チェルノブイリ事故の例があるように人為的ミスに
よっても起こり得る。次の過酷事故が起これば、日本中がさらに放射能汚染され日本は破滅する可能性が高い。原発推進派および脱原発派の一部は「安全神話」にまだすがって、「当面の安
全」を前提に原発を運転して経済の浮揚を画策している。しかし、安全は言葉ではなく具体的なものである。専門家が安全性について警告している場合は、「安全だ」という一部専門家の意見を
根拠とせず、客観的なデータに基づいた徹底的な検証が必要である。原子力安全・保安院は、福島の事故から何も学んでいない。福島第一原発の事故をはじめ、これまで人類が経験した過酷
事故は原子力発電が人間がコントロールしきれない技術であることを示している。近近にも大地震が来て過酷事故が起こる確率はゼロではない。
２．使用済み核燃料の始末の方法が確立されていない上、その見通しも無い。これ以上使用済み核燃料を増やして、その後始末を子孫の負担としてはならない。プルトニウムサイクルは、増殖
炉もんじゅの現状とプルトニウム保有量と安全性を勘案して放棄すべきである。
３．原発労働者は被爆を強いられている。原発労働者の差別的犠牲の上に成り立つ文明は倫理的に許されない。
４．代替エネルギーは、当面天然ガスを使い、諸外国に比して遅れている再生可能自然エネルギーの開発も急ぐ。電気の単価は見かけ上高くなり、経済の困難は予測されるが、そもそも、原発
の安価な電気代は、使用済み核燃料の処理費、廃炉の費用、事故時の補償を先送りしたもので、もともと比較の正当性を欠いたものである。過酷事故による国民の破滅的困難を考慮すれば、
即時原発ゼロを選択せざるを得ない。
　そもそも示された３つの選択肢は少なくとも原発を2030年まで18年間使い続ける意図を持ったもので、このような恣意的民意誘導は、国民を見下したものである。次の過酷事故が起こった場
合、国家戦略室の責任者は刑事告発される覚悟だろうか。次の過酷事故は「想定外」ではないのだ。国の存続と子孫の生存を脅かす原発の稼働は、地震国日本では即刻やめるめきである。

29886 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

2030年に原発０にするのでは遅すぎます！ 今すぐに
でも０にしてほしい！
エネルギーの確保ができ次第、大飯も止めて、早急に
原発０にするべきです！

大飯原発の下にも福井県の原発の下にも活断層があると言われています。
日本中どこで巨大な地震が起こってもおかしくありません。

福島の事故を経験したのに、そんな国が原子力発電を続けるなんて、普通に考えて
ありえません。なぜ続けるのですか？　他のエネルギーでやれるでしょう。

2030年なんて言ってられません！

29887 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「2030年に原発0」を主張 可能なら「即時、原発0」
このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持
される」に思える。
前提の2030年が何処から出てきたのか？　核のゴミ
の事実もに伝えて

「2030年に原発0」を主張　　できうるなら　「即時、原発0」

残念ながらこのパブリックコメント募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というものに思えます。
前提の2030年が何処から出てきた数字なのか？　説明も無く、ただ%の選択で意見を聞いたことになるのでしょうか？
今後2030年までの原発を稼動させた時に発生する核廃棄物の量 など判っているものは発表すべきです。ましてや処理方法すら決まっていない使用済み核燃料などは、少しも増やしいたいとは
思いません。
再び事故が起これば、日本は再起不能になります。一日も早く政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべきだと思います。

2030年の原発比率3案の内(1)ゼロシナリオを支持します。
原発比率を先に決めればその数字を目指した原発ありき路線で新設やリプレースも必要となり経済合理性の観点から日本の為にならない。

理由

手続き的、経済的な観点から
現段階で2030年の原発比率を先に決めるのはプロセスとしておかしい。
本来であれば原子力規制委員会が発足した後、国民の理解が得られる形で原子力の将来を決めて部分的に再開するべきでしょう。
日本の原発は立地からして無理があり欧米並みの安全性や事故対応性を確保しようとすれば他の電源に比し著しく費用がかかり経済合理性の観点で劣ります。
原子力規制委員会が今後構築することになる安全基準や事故対応基準に国民の理解を得た上で経済合理性の観点から残して稼働させる原子炉を厳選するべきです。
先に述べましたが数字を先に決めて進めるのであれば(1)ゼロシナリオの他は選べません。既存原子炉の内、残すに値する原子炉だけでは(2)15％シナリオは達成不可能となる公算が高く新設
やリプレースが必要となり完全に経済合理性が消失します。
原発新設分、シェールガス革命により今後世界的に安価に推移することになる化石燃料高度利用を後退させれば日本経済に悪影響を与えます。

実務的、技術的観点から
そして再生可能エネルギー大量導入するにも原子力は邪魔になります。
原子力は一定出力しかできず再生可能エネルギーの出力変動吸収には大変な蓄電コストがかかります。
火力主体原発ゼロであれば出力調整自由度が高く大量の再生可能エネルギーの出力変動を良く吸収し蓄電コストも安上がりとなります。
原発ゼロにより揚水発電を再生可能エネルギーが優先的に使えるのも見逃せません。
今は昔と違って原発代替電源が技術的経済的に確立しています。
 リスクがメリット不相応に大きい原発はできるだけ早く卒業するべきでしょう。

セキュリティの観点から
セキュリティ確保の優先順位
 (1)土地；生存できる空間があること。
 (2)空気；風向きを気にせず健康に悪影響ない呼吸ができる事。
 (3)水；飲んでも大丈夫な水が安定的に確保できる事。
 (4)食糧；食べても大丈夫な食糧が安定的に確保できる事。
 (5)エネルギー；暖をとり農機具を動かし人や物を運ぶ交通機関、工場を稼働できること。
 (6)経済；経済破綻せずにいられる事。
 (7)地球温暖化の防止；

 東日本大震災、福島事故はセキュリティのなんたるかを身を以って知る機会を与えてくれたと思います。
 原発には上位(1)～(4)を決定的に危うくするリスクがある事が福島事故により周知されています。
そして今後更に高コストとなる事がはっきりし(6)さえも危険にさらします。

 原発はひとたび大事故を起こせば広範囲の土地を丸ごと駄目にして水や食料の供給を不可能にします。
 2011年以降、日本は地震活動期に入ったと言われています。各地の最大予測震度や最大予測津波高さも次々上方修正されています。それでも安全な原発とするための費用は想像できませ
ん。

エネルギー安全保障だけを考えるのではなく総合的に日本の安全保障を考える時、2030年原発比率として(1)ゼロシナリオを目指すべきなのは明白です。
化石燃料調達の多角化など原発に頼らなくても盤石のエネルギー安全保障を得ることは可能です。

29883 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年の原発比率3案の内(1)ゼロシナリオを支持し
ます。
原発比率を先に決めればその数字を目指した原発あ
りき路線で新設やリプレースも必要となり経済合理性
の観点から日本の為にならない。



29888 個人 自営業 ５０代 女性 エネルギー問題へのお願い エネルギー問題についての希望、まとめの結論を先に書きます。

「段階的に脱原発」＆「新旧エネルギー施策の指針やメドや結果報告（ロードマップ）を都度、公開」して欲しい（目標達成出来なかったことも正直に。修正も見直しとして必要）。また、どのエネル
ギーにおいても万が一の事故時のため、それぞれの担当責任者をきちんと立て、責任の取らせ方を大まかにでも設定して欲しい。既得権益の徹底した排除。
---------------

エネルギー問題は、福島の事故により後戻りが出来ないところまで国民の心情は（潜在的なものを含め）来ている筈で、これを一部だの一過性だのと考えるのは浅薄と言えましょう。同時に経
済を守るのも大切な問題で、しかしそれが一部の大企業にのみ特に有益に働き、またそうすることで効率を図ろうとするなら、それまた浅薄です。そういったバランスの悪さは、福島事故のよう
な害悪となって私たちに必ず牙をむくことになるのです。

私たちは「放射性廃棄物の処分場」それだけでなく「その処理法」を見出せない限り、安易に原子力発電を選択すべきではありませんでした。もちろん石油などにも環境への問題点があります。
それらの問題点を解決していく努力と方策をしてこなかったツケが、今まさに来ているのかも知れません。

「なぜそうして来なかったか？」なぜなら様々なエネルギーを組み合わせたり、その為にシステムを作り上げメンテナンスをし指導し監理することは大変なことだから、でしょうね。大量生産のよう
にバーッと作ってばらまけばそれほど簡単なことはない。監理する相手もシンプルだ、一部には既得権益もつきそうだ…。しかし私たちは、それでは問題の解決にはならないことにもう気付いて
いる筈です。そして今こそ、切り替えていく時期なのだということも。

それらに向き合う覚悟をどうかしてください。腹をくくってください。一刻も早く次の足掛かりを作るべく、指針を立ててください。そしてそれを（どうせ国民には理解出来ない、きちんと読みやしない
と思わずに）公表してください。質問には正直に答えてください。良い顔をしようとしたり誤摩化そうとしたりすれば問題がよりこじれることも理解している筈です。

次世代エネルギーの構築は大変な労力だと思います。しかし、やりがいのある仕事でもあるでしょう。わたしたちは、同じ国民であるあなた方にこの重要な問題を今まさに願う気持ちで託してい
ます。

どうぞよろしくお願い致します。

29889 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ希望です。
福島原発の事故を見て、原発はいらないと思った。
事故が起きても全く状況の把握すらできない。制御も
できない。
手に負えないものであることがよくわかった。

福島原発の事故は、状況の把握ができていなかったのではなく、隠していたのではないかとも思います。

事故当時テレビでは「安全」「メルトダウンはありえない」等、事実と違う根拠のない報道ばかりしていました。

それ以降、テレビは見なくなり、政府の言うこともどこまで本当なのか？と疑わしく思うようになりました。
信頼できなくなったことが残念です。

原子力に頼る発電はもうやめませんか？
政府の信頼を回復するには原発ゼロシナリオしかないです。

29890 個人 家事専
業

３０代 女性 即時の原発ゼロシナリオを支持します。 昨年起きた福島での原発事故に対し、人々は未だ目に見えぬ放射性物質の存在に怯えています。
電力の供給が、日々の暮らしが、このような危険極まりないものの上に成り立っているという事実に政府は目を向けるべきだと思います。
国民を守るという観点からすると原発は即刻無くすべきものだからです。

代替エネルギーにシフトすべく、その研究開発にもっと尽力すべきです。
我が子の未来が、危険な事故の可能性が無く、また、使用済み核燃料を生み出すことのない、クリーンな自然エネルギーで電力を賄う世であるべく、今、即時の原発ゼロシナリオを支持します。

29891 個人 自営業 ６０代 男性 原発の利用は、従来比率以上を求めたい。つまり、三
つの中から選ぶのなら最高の比率を求める。

原発以外の利用率を高くするのは、コストがかかること及び石化燃料の供給に不安がある。つまり、電気代が高くなるのが目に見えていること、そして、供給が十分されないばあいの経済活動
への影響が大きいと思われる。

29892 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発、再処理共に停止。短期の電力不足も、90年以
降・地震リスクの低い物を新発電普及まで（5年程）に
限って使用。中期的には天然ガス発電（コージェネ活
用）で、将来は「地熱発電」を主軸に据えた発電にシフ
ト。

　現時点で再稼働した大飯3,4号機は比較的新しい物では有りますが、認可過程での活断層評価の方法に問題があると思われ、災害やテロに対するリスクも不透明です。また全国の原発に言
える事ですが、武力攻撃やテロに対する想定も不十分過ぎます。
　そのため今回の事故を契機に、商業用原子力発電、核燃料サイクル、プルサーマルから全面的に撤退すべきです。
　熱効率も悪く、その六割以上を海水温の上昇に費やしてしまう原子力発電は、科学的に見ても非常に効率が悪い発電方法です。そこで熱効率の良い天然ガスによる火力発電・コージェネレー
ションの積極活用で20年程の過渡期を設け、その間に我国の天然資源を最大限活用した地熱、洋上風力、メタンハイドレートの採掘技術確立、木質バイオマス、バイオエタノールの活用、宇宙
太陽光発電…等の新技術を国家戦略の主軸に据え、同時に疲弊した産業と科学教育の再生を図る好機と捉えてはいかがでしょうか？
　危険性が大きく、効率の悪い原子力発電は、蒸気機関車を通勤電車に使用するが如き時代錯誤的用法と言えます。
　因習と前例踏襲主義に固執せず、現在の世論を冷静に捉えるならば、莫大な費用を浪費した「もんじゅ」や「核燃料再処理施設」からの撤退に対して「国民的コンセンサス」を得られる唯一にし
て最大のチャンスではないでしょうか？
　今後の原子力政策として、原子力エネルギーの宇宙開発での活用や、廃炉・除染技術、放射線遮蔽材の開発、放射性物質の無害化、地層に依らない直接処分（太陽突入軌道への投入、安
全な容器・ロケット等の開発など）を進める事によって現在の優秀な人材の活用と技術の向上も図れ、汚染によって多大な迷惑をかけた国際社会への貢献も可能だと考えます。

29893 法人・団
体等

法人等 ５０代 法人等 放射能は、いったん外に出ると私たちの生活環境を
奪ってしまいます。故郷を失った福島県民のことを考
えれば、原発をなくすことが重要であり「ゼロシナリオ」
しか選択肢はありません。

放射性物質は、種類によって半減期が何十年、何百年以上のものもあり、もし原発事故により漏れると一生自分の故郷に住めなくなる可能性があります。仮に事故が起こらなくとも放射性廃棄
物の処理方法も確立されていない現状から、原発の建設から廃止までのコストや事故が起きた場合のリスクを考えると決して安くはないことが明白です。以上のことを考慮すると「ゼロシナリオ」
しか選択肢はありません。

29894 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は使用済み燃料をどうするかも決まっていなく、
また日本のような地震国には合わないので選択肢
は”ゼロシナリオ”にすべきと思います。

ゼロシナリオを選ぶ理由：
原発は使用済み燃料をとこにどう処理するか気待ていない、日本の様な地震および津波が起こる可能性のある国にはそぐわない。
福島の事故でわかるようにひとたび事故が起これば、付近の住人に多大なる被害を長期にわたりもたらし、また原発で作業をする方々にも健康被害が及び、あらゆる面で人的被害が甚大であ
る。
その被害は経済面でも甚大で、汚染された土壌を除去、冷却水や、その他の汚染分質の保管、事故を起こした原発の補修から、放射性汚染の抜き取りから、廃炉作業までなどなど長期にわた
り莫大な費用がかかることは明白。
又、原発事故が起きたことで日本に対する信用も低下し、外国からの観光客の減少、外国企業の移転など悪影響があります。
原発に代わり、自然エネルギーである、太陽光、風力、地熱発電、などなどの研究を進めて％を高めるべきです。
又、もっと省エネ対策に力を入れて新しい技術などに助成金も出すべきと思います。

29895 個人 自営業 ４０代 男性 　とりあえず、原発0シナリオを選びます。
しかし本来は「即刻、原発0」とゆう選択肢があるべき
だとおもいます。

　３つの選択肢、どれを選んでも、前提が「2030年までは原発が維持される」というもの。これは、問題です。最初から「2030年までは原発を動かす」という以外の選択ができません。
　野田首相が未来の子孫に負の遺産を残さないために残消費税増税が必要と言うなら、処理出来ない放射性廃棄物を生み続ける原発こそ、未来への負の遺産です。即刻廃止するべきと考え
ます。
再生可能エネルギー開発に進めるべきです。

29896 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」の選択を！ 原子力発電に頼らざるを得ないエネルギーの現状は分かります。

ただ、原子力発電は原子力を用いた発電であり、原子力は今現在人間の手では、制御不可能です。
先の大震災において、そのことは明らかであり、また、使用済み核燃料の処理方法も未だ確立されていません。

そのような原子力発電を選択することは絶対にできません。

ぜひ、「ゼロシナリオ」を将来の日本のために選択し、原子力発電に依存しないエネルギー政策を今後推進していただきたいと思います。

29897 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電には反対です。将来は「０」を目指すべき
です。政府が本気でやめる覚悟を示すことで「知恵」
が働くものと思います。原発を続けた場合、必ず再び
事故は起きます。

幻想から目を覚ますべき、核は人類ごときが管理出来るものではありません
福島の原発事故では対応できる組織やシステムが存在しないことが証明されました。原発を続けた場合、再び事故による悲劇が起こることは明白です。その場合
日本が滅亡する事も想定されます。流民化した国民が受ける悲劇はそれこそ「想定外」となりましょう。誰か責任が取れますか？原発推進の方？・・誰も責任を取らない現状で、信用するなどあ
りえません

29898 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発を全廃する（ゼロシナリオ）を支持します。それと
同時に、太陽光発電などの自然エネルギーへの移行
を希望します。

原発は無くして下さい。すべての原発の廃炉を希望します。
目の前にいる子どもに、私たちの世代の負の遺産を押しつけてはいけません。
これから生まれる子ども達の誰も被爆させてはいけないと思います。
原発の電力から太陽光発電や風力発電などへの移行が必要だと考えます。
政府は自然エネルギーの発展のために税金を投入して下さい。
５０年後の日本ではなく、５００年後の日本を想像して、政策を考えて下さい。
期待しています。よろしくお願い致します。

29899 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発全てを取り巻く構造が資本主義の上に乗っかっていて、共感出来ない。
ある一部の人が原発で儲けて大金を手にしている意味がわからない。
福島の現状が解決していないのに、原発を続ける意味がわからない。
東京電力の組織そしてその上に立つ幹部たちの事故後の対応の甘さそしてその電力会社に危ない不安定な原発の経営をまかせることは出来ない。
電気が多少なくなっても家庭生活はそんなにこまらない。

29900 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 即時、原発ゼロシナリオ 地元茨城では旧動燃のアスファルト固化施設の火災事故・JC0臨界事故等、繰り返し事故が起きている。原子力発電所等での事故は取り返しがつかない。一刻も早く原発をやめるべきだ。

29901 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。
原発は使用済み燃料の処分も曖昧な無責任で危険
なエネルギーであるため。

未来ある子供たちに負の遺産を残すべきでありません。
原発は使用済み核燃料の処分方法も決まっていない、無責任なエネルギーです。原発事故後、生活は一変しました。子供たち孫たちには、このような日本にいてほしくないと思っています。原
発はできるだけすみやかに廃止すべきです。
まずは、電気の発送電分離と電気料金の総括原価方式の廃止を行うべきではないでしょうか。

29902 個人 無職 ７０代 男性 ゼロシナリオを選択します。原子力技術は未完成であ
り、思わぬ事故で、全て
の生き物に、また子孫に深刻な影響を与えます。ゼロ
シナリオで経済的マイナスがあっても、それは我慢す
べきものです。

東電の原発事故は、｢安全神話」が完全に虚構であることを示しました。また
ひとたび事故が発生すると、時間的にも空間的にも責任を負えないほどの深刻な影響を発生させることが分かりました。原子力はまだ使用してはいけない技術なのです。経済的理由から｢安全
を確保しつつ」原発に依存するのもやむを得ないとの意見がありますが、安全を保証できはしないでしょう。経済的｢打撃」がどうあれ、長きにわたり全ての生物に悪影響を与える惧れがある原
子力を、われわれの都合で使用するのは、倫理的に許されません。
日本国は他のエネルギー技術の開発、実用化に向かうべきです。これまでに
色々な技術が研究開発されているが、｢原発｣優先の政策であったために、実
用化に至っていない、ともいわれています。そうしたクリーンな研究開発を
支援・育成するのが、本来の政治の役割です。
原発は日本の輸出産品で、「脱原発は国家の成長戦略に大きなマイナスを与
える」と心配する人がいます。しかし、そうした経済構造(一種の中毒）に
なってしまっていることに気づかねばなりません。日本は軍事産業への依存を
限定し、平和産業で成り立ってきました。｢死の商品」で成り立たせる経済成長は、福祉社会の確立という本来の国家目的に全くなじまないものです。

29903 個人 無職 ５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」
 ２０１２年内に、原発は、即時、停止すべきです。

原子力発電は、放射性廃棄物の処理の問題もあり、即時、止めて、別の方策を採るべきです。

既に、原発が無くても電力はまかなえています。
節電努力があるから足りているのでしょうが、それを行いながら、以下のことを並行して検討し、エネルギーバランスを国家戦略として工夫すべきです。

現在の「電力会社」が、発電・送電・配電のすべてを担っている状況をまず変えて、民間や個人が売買電に対して「選択」出来るインフラ作りを国策としてすべきです。それにより、太陽光・風力・
水力・地熱といった様々なエネルギーの活用が、今まで以上に（規模や用途も含めて）多様に安定的に発展すれば、日本が海外に、それらを展開してゆく最大のチャンスだと思います。



29905 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発による発電をただちにゼロ！原発の存在を2030
年にゼロにする!

原発を稼働してでる核のゴミをどうするのか？日本人だけでなく、人類の危機の可能性があるものを続けること、それは現代人のエゴでしかない。未来に命を繋ぐ責任が、今、この瞬間の我々
にある。
原爆投下から、たくさんの教訓があるはず。もうこの辺でしっかり反省しなければ、人類の未来はない。
戦争をしない！と思うことの同じ。無差別の被害を受けないようにと、感じることだけ。
ちょっと想像すれば分かるはず。自らが被害に遭わなければ分からないでは遅い。

29906 個人 家事専
業

７０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見。原
子力発電＝０を支持します。発電後に発生するゴミ、
核廃棄物の処理について、全く解決が付いていない
段階で継続し続けることは、断じてしてはならない。

現在すでに六ヶ所村の廃棄物貯蔵システムは満杯近く、そのゴミは只貯蔵しておくのみで、子々孫々に及ぶ未来にゴミを押し付けるだけでなく、一度大地震が発生し、大事故を起こせば、日本
はおろか、地球全体を破壊するかもしれない。人間のコントロールできないエネルギーに手を出した過ちは、今、多くの国民が気づいたこの時に、直ちにやめなくてはならない。歴史的この時の
為政者の勇断を切望する。

29907 個人 無職 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持し、2030までの出来るだけ早期に
ゼロにする

原発の安全性を誰も保証できないし、使用済み燃料の処理問題も解決できないので、ゼロにするのは最善と思います。

29908 法人・団
体等

法人等 ５０代 法人等 放射能は、いったん外に出ると私たちの生活環境を
奪ってしまいます。故郷を失った福島県民のことを考
えれば、原発をなくすことが重要であり「ゼロシナリオ」
しか選択肢はありません。

放射性物質は、種類によって半減期が何十年、何百年以上のものもあり、もし原発事故により漏れると一生自分の故郷に住めなくなる可能性があります。仮に事故が起こらなくとも放射性廃棄
物の処理方法も確立されていない現状から、原発の建設から廃止までのコストや事故が起きた場合のリスクを考えると決して安くはないことが明白です。以上のことを考慮すると「ゼロシナリオ」
しか選択肢はありません。

29909 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロの日本を望みます。
今回の福島の事故を見れば、これからできる限り早く
原発を使わず電気を作る方法を考えてください。

日本国民の健康、子供たちの未来を考えたときに原発のない日本を実現したい。今回の事故で原発は人間の手に負えるものでなかったことがよくわかりました。電気代が安いとか高いとかそう
いう問題じゃないと思います。

29910 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電は0シナリオを強く希望します!!
現代を生きる人類の責任として、今以上の環境汚染リ
スクは許容できず、脱原発を選択せざるを得ません。

今回の福島の原発事故において、放射能をコントロールする技術が皆無であることを初めて知りました。
原発稼働のリスク・放射線の危険性について教育を受けることなく、その善悪を考える機会も持たずに成人してしまいました事、その無知さを大変悔やんでいます。

安全な食・屋外での活動・未来を夢見る子育て。。。そのすべてを失ってはじめて、決して回収することのできない放射能の残酷さを憎むようになりました。

健康な身体＋心の安らぎがあっての、人生の幸福です。
誰かの命や生活を犠牲にしてまで、経済を優先することは、人道ではないと思います。
そのリスクが判明した以上、原発稼働は絶対に反対です。

私は子供の頃、日本の義務教育を真摯に受け、従順に勉強しました。
そして、日本の社会・大人たちを信じて生きてきました。
絶対に国に守られていると、疑うこともなく幸福に育ちました。

そんな私が、原発事故以降の不誠実な政府、善意を持たない自治体、子供を守ろうとしない小学校校長達をずっと見てきて、怒りと絶望しか感じないのです。

もう、原発にはうんざり！！

今の子供たちも、いずれモノ言う大人になります。
これからの世代が、社会に不信感を持ち、「危険な日本に生まれて不運だった」と思うようでは、電力云々、経済云々より、それこそ危機的な国の衰退になると思います。

命のバトンを次世代につなぐ大人の責任として、どうしても原発を止めたい思いです。

29911 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 原発ゼロシナリオを希望します。
・地震国日本に原発の安全は成り立ちません。
・東京電力福島第一原発での人災事故を受け、今後、国や企業に原発を託することができません。
・原発は安価な発電媒体ではないことが明らかになりました。廃棄物処理や管理料を含めれば企業が運営しえるものではありえません。また、今後も核廃棄物を増やし、未来に負の遺産と負債
を増やすことは、原発の恩恵を受けたこの時代で止めるべきです。
そして、
1.　原発をいつまでにゼロにするのか明言がされていない。
2.　省エネの見込みが甘い。
3.　電源構成の化石燃料・石炭依存度が高く試算されている。
4.　ゼロシナリオでの規制や制限を強く印象付ける記載がされている。
5.　自然エネルギーの導入見込みが甘過ぎる。
6.　温暖化対策と原発ゼロは天秤にかけるものでは、ない。
7.　核燃料サイクル、再処理が選択できない。
8.　電力自由化や発送電の分離などのシステム改革に触れていない
等問題点があるように見受けられますので、これらの再度検討・問題の明確化が必要かと考えます。

29912 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発０％はもとより、化石エネルギー源の使用の削減
も目標としたエネルギー政策を推進して欲しい。

気候変動と化石エネルギーの枯渇が避けられない現状で化石燃料利用の削減は当然であるが、「原発がクリーンなエネルギーである」という妄想からも脱しなくてはいけない。原子力は今だ人
間がコントロールしきれない技術であり、一旦事故を起こすと回復不能な被害が出る。そして、核廃棄物の安全で完全な処理方法も無く、次世代に負の遺産を残す。原発の建設時に排出される
ＣＯ２量を考えると、決してクリーンで安全なエネルギー源ではない。以上の理由で原発は０％を目標として欲しい。

29913 個人 無職 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します！！ 原発はすべて廃炉にしてください。
福島第一原発はまだ収束していません！！
原発の再稼働に大反対です！！

29914 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今の時点でエネルギーの選択をすることは、拙速であ
る。比率などは今の時点では考えずに、自然エネル
ギー、火力、原発を安全を考えながら運用するべきで
ある、決めるのは未来の技術を確率してからが良いと
思う。

原発の比率は少ない方が良いだろうが、自然エネルギーは現状では絵に描いた餅である、まだ現実的に広く使える状態ではない、この先どれだけの技術革新ができるか不透明である。火力を
増やすのは言語道断、原発の技術もどこまで進むか未知数である。今から手足を縛らず、様々な技術を向上させて本当のベストミックスを探るべきである。

29915 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。核燃料サイクルも廃
止し、2030年よりもっと早く原発をゼロにするべきで
す。

原発ゼロシナリオを支持します。核燃料サイクルも廃止し、2030年よりもっと早く原発をゼロにするべきです。
なぜなら、
(1)原発をこれからも運転するということは、再び大事故が起こることを覚悟するということだ。
(2)被曝を前提とした産業は非人間的である。
(3)未来世代に放射性廃棄物をこれ以上押しつけることは倫理的に間違っている。
(4)原子力関係の審議会も行政も、過去から現在まで原子力村の財・政・官・学のメンバーに牛耳られている。そこでは公然と談合のようなことが行われ、何を指摘されても反省もしないほど腐敗
している。これが福島原発事故の根本的な原因である。

「エネルギー・環境に関する選択肢」（以下，「選択肢」とする）に対する
コメント：

世の中には本当は無い方が良いが，他に良い方法がないために止むを得ず許容
するものがある．これを「必要悪」という．原子力発電は「必要悪」なのだ
ろうか？

スリーマイル島でレベル５の事故が起き，チェルノブイリでレベル７の事故が
起き，それらの教訓を十分に生かさないで，福島の事故が起きた．事故がもた
らす被害の深刻さを冷静に直視するならば，原子力発電は出来れば無い方が
良いシステムであることは明らかだ．さらに今後，過去の教訓を生かすに
しても，経済的に有効と考えうる対策には限界があり，想定外の自然災害，
人為的ミスによる事故は100%排除できるわけではない．そして一旦事故が
起きた場合は，金銭面もさることながら国民の健康的な生活をとても補償
できるものではない．

では，悪ではあるが必要なものなのかどうか？
原子力発電の事故の可能性とその被害の深刻さを許容するほどの利益とは
何か？それは経済性と地球環境への負荷にあるというのが，原子力発電を
容認する人たちの主張であり，「選択肢」を作成した動機である．

経済性の基本は電気料金の設定にあり，それは発電コストと密接に関連して
いるが，それ以外に政策的な要因も加味しなければならない．つまり原子力
発電に関しては通常の費目のほかに原子力発電に特有な放射性廃棄物の処理
費用，核燃料サイクルをはじめとする原子力関連技術の研究開発費用，発電所
立地地域への様々な協力金，さらには事故により生ずる莫大な損害を想定した
補償費などが適正に計上されているのかどうか，国家戦略室のホームページに
公表されているデータからは追認できないため，発電コストの比較が原子力
発電依存のシナリオに有利なように誘導されているのではないかという疑問が
ぬぐえない．

地球温暖化問題に関して化石燃料は不利である．しかし「選択肢」の試算では
温室効果ガスの削減率は1990年対比，ゼロシナリオで23%，20～25シナリオ
で25%となっている．2%の削減を優先して原子力発電の危険性を容認する
おろかな選択は取るべきではない．

そもそも，「選択肢」で触れているように，電力供給の20～25％を原子力
発電に依存する前提として「原子力および原子力行政に対する国民の強固な
信認が条件である」とすれば，東京電力福島第一原子力発電所の事故とその
事後対応，およびそこに至る原子力政策に関して,もはや国民の信認が消滅
している以上，原子力発電に依存する2つの選択肢は意味を成さないことに
なる．

さらに，原子力発電が安全で安価であると主張するならば，現行エネルギー
基本計画を捨てて原子力発電依存度を低減するという動機が理解できず，
「選択肢」を設定すること自体，論理的におかしい．

最後に，パブリックコメントを政策決定にどう反映するのか，具体的な取り
扱いが明確でないのはフェアではない．たとえばパブリックコメントの大多数
がゼロシナリオを支持する結果であった場合，原発依存度を2030年までの
できるだけ早い時期にゼロとするエネルギー・環境戦略を決定するのが責任
ある選択である．そうでなければ，パブリックコメントに応募する意義は空
しいものである．

29904 個人 無職 ７０代 男性 原発は，事故の可能性を排除できず，事故の影響の
過酷さを考えると，
可及的速やかにゼロにすべきである．国民の安全が
確保できる範囲で経済性，
地球環境改善を検討すべきである．「選択肢」はフェア
でない．

１．人類は濃縮ウランを扱える段階には無い

濃縮ウランを作ことはできても、リスク管理は方法が全くわからない、人類の科学はまだそういう段階にある。

メルトダウンした部分の処理の方法は世界中の頭脳でも全くわからない状態である(こちらの研究も続けなければならない)。
チェルノブイリのように石棺しても、当該地域が現在はまた危険な状況にある。

フクシマのレベル7の事故は、津波の来る前に発生していることから、原発施設崩壊は地震に因るものと考えられる。
フクシマ原発事故の特に2号機の内部がどうなっているか見ることができなければ、チェック機構が無能なこと、電源複数設備準備が無かったこと、ベント用の弁のシステムが事故では作動しな
いこと、リスク下での運搬路・物資・人間の事前の配備など以外での詳しい原因究明ができない。
人口密度の高い地震大国の海岸線に56基、廃炉中８基、この多数の原発を、未だに利用決定している日本を世界はどう捉えるだろうか？

また、予備未使用および使用済み燃料棒は、たてや内の非密閉プールの水の中に入れてある。
プールが壊れたり傾いたり転がったりしたら？
原発撤廃になっても完全に処理が終わるまでは不安だ。

放射性物質は狭い国土で広範囲に広がり、第1次産業にも多大な悪影響を及ぼす。

もしまた第二のフクシマが起これば
日本は国土も国民も経済も失いかねない。
特に次世代をになう幼少児・若年層の健康は、何歳まで就業に耐えられるものであるか予測がつかない。

２．放射性廃棄物処理をさらに増やしてもよいのか？

放射性物質の影響は医学的に確定していない。
チェルノブイリやフクシマの人間が実験台だ。
半減期だけでも数百代も先の子孫が受け継ぐことになる。
処理にかかる費用も先延ばしにして減っていく就業人口にになわせることになる。

処分や管理方法も暫定的なものと捕らえている それで安全が確保されたか？ ドイツの核廃棄物保管庫が老朽化のため 地域住民に白血病が増加している

29916 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを支持
火力発電シェアを再生可能エネルギーと逆の割合に
する。
労働人口確保と、自然エネルギーシェアで外貨、及び
日本政府信用(核をばら撒かない・CO2削減)を獲得の
ため。



29917 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％を選択します。原発は再稼働せず、必ず廃炉にす
べきだと考えます。再生可能エネルギーへの転換を
早急に進め、地球温暖化対策も進めるべきだと考え
ます。

東日本大震災では、この栃木県も大きな被害を受けました。福島原発事故の放射能による農作物の被害も甚大です。その福島原発の事故原因の究明もされず、事故の処理もできていない現
在、原発再稼働はあり得ません。同時に2030年にＣＯ2の25％削減という国際公約の後退も許されません。原発ゼロとＣＯ2の25％削減は両立できます。原発に予算を回すなら再生可能エネル
ギー推進に予算を回すべきで、直ちに原発ゼロへ向けて政策のかじを切ってほしいと強く望みます。福島原発事故のような経験は、もう二度としたくありません。あのような事故が起きたら、日
本経済がどうのこうのなどと言っている場合ではなくなるのですよ。政権政党の皆さん、そして原発を推進する、いわゆる「経済界」と言われる中にいる人たちも目を覚まして福島などの現実をよ
く見てほしいのです。そうすれば、必ず「原発ゼロ」という結論になるはずです。国民、庶民の目線で、政策を考えてほしいと強く訴えたいです。
　最後に、このような国民からの意見募集については、とてもよい企画だと考えます。しかし、８月１２日までというのは、あまりにも早すぎませんか？もっとより多くの国民からの意見を聞くため
にも、時間をかけるべきだと思います。ぜひとも、この意見募集の締め切り日を延長して、より時間をかけて国民の意見を聞いてください。お願いいたします。

29918 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は「ゼロ」にして頂きたいです。 今回の東日本の震災で福島のみなさんのような苦しみを最後として、放射能のない安全な暮らしを望みます。
日本が自然エネルギーの先進国になり、世界にアピールするようになって欲しいです。広島、長崎の原爆の経験、震災での福島の経験を忘れず、原発のない暮らしの大切さを世界に向けて発
信して国際社会のリーダー的な立場になって欲しいです。

29919 個人 家事専
業

４０代 女性 ０シナリオを要求します
即時廃炉に決めて下さい。

即時廃炉を要求します。日本国内は原子力発電以外の発電による電気供給のみで賄って下さい。今の現状を見て将来を考えればそれ以外はありえませんし可能です。

29920 個人 家事専
業

６０代 女性 (1)0％を選択します。
２０３０年時点を待つまでもなくできるだけ早く。

今まで原発の存在ということに考えもなく過ごしてきましたが、
生活を奪われた福島の人々の現実を見れば、わが身に置き換えるまでもなく
(1)以外の選択肢は考えられません。
不安定で危険な豊かさより、つましくとも安心して暮らせる生活を
子供たちに残す責任を感じてます。

29921 個人 家事専
業

６０代 女性 原発反対、即停止を。 (1)?? 原発事故は一旦起きると自分たちだけで処理や収束は不可能。影響は国境を超えて広がり、世界の問題になる。

(2)?? 原発から生み出される放射性廃棄物の問題は我々世代では解決不可能、将来長い年月にわたり後世の世代に負担を押し付ける。

29922 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 次にいつ大地震があるかわかりません。
明日かもしれないし次の瞬間かもしれません。

地震や津波がなくても原発事故は起こりうるし、
事故の責任は人が取れるものではありません。
福島の事故を見て本当によくわかりました。

政治家も官僚も何の責任も取っていないし、
そもそも取ろうともしていません。

もんじゅ含め原発は即廃炉にすべきです。

29923 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 安全だと思いません。
築40年の物件に住みたいと思わない。古いし、耐震性かわ不安だから。そんに古い建物の中に核があるなんて、ましてまだ動かそうとするなんておかしい。
事故を経験しても原発を動かすのは何故なのかわからない。福島第一の事故は終わっていない。
使用済み核燃料を棄てる場所だって確保できないのに…

電気の為に命の心配をしなければならない。
子どもたちが安心して暮らせるように…切に願います。

29924 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロシナリオの選択を希望します。 経済優先より、地球の未来を大切にしたいから。

29925 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力は、完全に信頼を失いました。原子力発電の
真の安全が確立し、それが国民に理解され、信用され
るまでは、日本人が活用するエネルギーとして、選択
肢にすら入りません。

　原発については、放射性廃棄物の処理問題、テロへの対策に大きな課題があると考えていましたが、少なくとも自然災害に対しては完璧な安全対策がなされており、原発を取り扱う会社や政
府は、原発の危険性や事故時の取り返しのつかない事態のことを完全に理解しコントロール下に置いていると信頼していました。
　しかし、実態は、安全基準は、電力会社や関係する人々に莫大な利益がでる水準に設定し、他の自然エネルギーのほうが高コストエネルギーになるようにしか安全対策にお金を使っていな
かったということが福島第一原発の事故で明らかになりました。大きな問題は技術的な問題というよりも、原発に関わる人間の問題であり、これまで何十年もかけて築いてきた原発への信頼は
完全に失われてしまいました。一度失った信頼を回復するためには、膨大な時間と努力、お金が必要です。原子力は完全にコントロールできれば、人類に大きな力となることは否定しません
が、我々の社会の存続のために今後活用していくエネルギー源としての選択肢として議論ができるものにもう一度なるためには、原発を取り扱う仕組みの整備をゼロから行い、技術革新もあ
り、おそらく何十年、何百年もかけて真の安全を確立し、信頼が回復されてからです。そこで始めて、他のエネルギーと費用対効果の議論ができます。短期的、中期的には、どんなに経済への
影響や停電リスクがあっても、日本社会は、原発なしで乗り切るしかありません。

29926 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 子どもたちが将来不安なく過ごせる安全・安心で持続
可能な社会をつくるため、脱原発を強く要望します。

　以前から原発の安全性や廃棄物処理などの課題が問題となっていましたが、３・１１の福島原発事故で明らかになった原発の危険性から私たちの命を守るには、「ゼロシナリオ」しかありませ
ん。原発を続けることは、将来の子どもたちにどうるすることもできない危険な放射能を残すことです。使用済み核燃料をどうするかの技術も処分場所も不確定な中で、原発を動かしていくこと
はできません。
　私たち国民の生活や子どもたちの未来、そしてこの「日本」という国を守るために「ゼロシナリオ」を決定し、原発立地市町村には新しい地域経済復興の施策を実施することを求めます。

29927 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電を出来るだけ速やかに廃止する。 原子力発電技術は廃炉の最終処理までが確立しておらず、学術的実験段階にあるにも関わらず見切り発車で商業化してしまっている現状を正すため。
東京電力の原子力技術や管理能力はまともとは思えない。事故後の対応はどろ縄式であり、また素人から見ても対応が素人的過ぎてほとんど対応能力が無いと思える。自己当初を省きその
後を見た場合でもである。ましてや他の電力会社の能力が勝っているとは考えられない。すぐれているのは卓越した隠ぺい力である。
事故の原子力発電炉の構造を新聞等で見せてもらって素人なりに思ったのは欠陥原子炉であることです。通常事故等異常が有り壊れた場合は重力により物体は落下する。その下部の構造が
複雑で脆弱である。素人が見ても燃料に異常が起き落下すればメルトダウンは必須である。多分動作する原子炉を作るのがやっとで原始的絶対的な安全装置を備えるレベルの技術がない状
態で制作されたものと推察される。
他の制作物（自動車、電車、飛行機）等に比べ事故が起こったときの被害規模が
何万倍、何百万倍有りながら、比較してその安全対策、管理の重大さが認識、実行されていない。
以上、否定的要素をあげれば限がなく廃止せざるを得ない。

29928 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ０％にする（０シナリオ） 私は、国に対して、現在、見直しを進めている「エネルギー基本計画」に、段階的な原子力発電の廃止と、大幅な省エネルギーの推進、将来的に自然エネルギー100％の実現をめざすことを盛
り込むよう、声を上げることです。原発以降大半は原発反対だと思います。原発から半年がたち、ニュースでも取り上げられることが少なくなった今こそ、各地で生まれている小さな活動、反対運
動、署名に参加してくことが大事で、近くの活動に目を向けて一歩を踏み出すことが大事だと感じました。そして周りの関心の少ない方への声掛け等一人一人が積極的に行うことが大事だと感
じました。
そして、もう一つ、私たちが出来る事とは、省エネです。原発が必要といわれる世の中を変え、安全・安心なエネルギー社会を実現していくには、各家庭が省エネ・節電を実行することが必要で
す。使わない家電製品はコンセントから抜くこと、冷房暖房の設定温度に気を付けたり生活の中でできる工夫をするのはもちろんですが、すぐに全ての家電を変えるのは無理ですが最新の省エ
ネ家電に買い買い替えてみる事等です。最初は出費になると思いますが、長い目で見れば経済的にもよいと思います。

太陽光発電エネルギーは、火力発電のように石炭等の燃料を使わず、発電の際、二酸化炭素等の温室効果ガスをほとんど排出しないため、地球温暖化防止には効果的だと思います。今は、
夜間の発電等、まだ弱点もあると思うので難しいとは思いますが、今後地デジ化のように強制的に各家庭で太陽パネル設置等、太陽光発電エネルギーに移行できるよう住宅用太陽光発電導
入支援対策費補助金等の充実に力を入れていくべきだと思います。

29929 個人 その他 ７０代 女性 ５４基の全原発を即時撤廃必須である。世界の中で
原子爆弾を体験し、第五福竜丸の水爆被害を浴び
た、日本から脱原発を全世界にアピールするため、国
民投票で意思を表明したい。

多くの命を犠牲にした第二次世界大戦。それは、非民主主義の社会の中で多くの人が知らないうちに巻き込まれていった。気がついたときは、平和の「へ」もいえない状況になっていたのであ
る。戦後の民主主義の中でも、利権がらみで、政府は国民の声を聞こうとせず、間違った方向に国がうごこうとしている。もし、原発問題さえなかったら、福島の復興は福島とそれを支える多くの
人の力で、ドンドン、復興への道は進められたはずである。それを阻んでいるのは放射能の問題であり、其の苦しみは、今尚解決をしたおらず、また、政府も東京電力もきちんとした責任をとろう
ともしていない。政治家は、東北よりも次期選挙しか頭にないことが見え見えであろ。余りにも、東京電力が独占企業であったために、其のおごりは国民を愚弄していることにほかならない。東
北の責任をキチンと取り、隠蔽の横行をけん制するだけの政府の力がない現在は、民主主義の実現は当分望めない。ここに、少しでも国民の意思を反映した国民投票のシステムで社会を寄り
よい方向へ進めるしかない。

29930 個人 自営業 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオ 「2030年」とありますが、現時点で原
発なしで電力が足りる方法を考えて「即時原発ゼロ」
を実現すべきと考えます。 「原発ゼロ」の実現前に深
刻な事故が起きれば日本は壊滅すると思います。

(1)ゼロシナリオ

 「2030年」とありますが、現時点で原発なしで電力が足りる方法を考えて「即時原発ゼロ」を実現すべきと考えます。 「原発ゼロ」の実現前に深刻な事故が起きれば日本は壊滅すると思います。

「原発なしで電力は足りている」という主張には確かな根拠があります。 「採算」や「利権」よりも「安全」を最優先し、その上で電力不足を回避することは十分に可能だと思います。

29931 個人 その他 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。“即時ゼロ”です。
2030年ではありません。

一度投稿しましたが、どれを選択するか明記しなかったので、再投稿します。選ぶのは「原発ゼロシナリオ」です。ただし即時ゼロです。2030年まで待ちません。この国民にとって不利な選択肢3
つしか用意しなかった事を不快に感じています。今すぐに原発を廃炉にし、止めている火力発電所を動かし、自然エネルギー政策を進めてください。毎日、放射能の数値を気にして生きるのは
もう嫌です。

29932 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオ
「2030年」とありますが、現時点で原発なしで電力が足
りる方法を考え「即時原発ゼロ」を実現すべきと考えま
す。
「原発ゼロ」実現前に深刻な事故が起きれば日本は
壊滅すると思います。

(1)ゼロシナリオ

「2030年」とありますが、現時点で原発なしで電力が足りる方法を考え「即時原発ゼロ」を実現すべきと考えます。
「原発ゼロ」実現前に深刻な事故が起きれば日本は壊滅すると思います。

「原発なしで電力は足りている」という主張には確かな根拠があります。
「採算」や「利権」よりも「安全」を最優先し、その上で電力不足を回避することは十分に可能だと思います。

29933 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 　次の世代に放射能におびえる生活を残してはならな
いと思います。福島に太陽光パネルを並べるという考
えはないのでしょうか。

　残留放射能で住めなくなった地域に太陽光パネルを並べて、太陽光エネルギーを確保できないものでしょうか。太陽光エネルギーはたくさんの土地が必要だというイメージがあります。もし、そ
の土地に人が住めないのなら、それを逆手にとって、なぜ、次世代エネルギーの確保を考えないのでしょうか？

29934 個人 無職 ７０代 男性 　原発事故の原因を確認しているので、それらに対応
すればよい。
　技術というものは、事故を起こして初めてその問題
点が分かる。今回の経験を生かすことだ。

　技術力のある日本で原発事故が起こった、驚いたドイツとイタリアは、原発を止める方向に動いた、それは先の戦争に負け、今度は原発に負けた国である。
　戦争に勝った国と負けた国との違いは、原発事故が恐ろしいと騒ぎたてる国と、事故の直接の原因は何か、その対応はどうなっていたか、それらに対応の違いである。
　今日のようにインターネットで騒ぎ立て、物事が流れて行くことは非常に危険なことである。甚大な事故であったことから、被害者の気持ちを察して原発の必要性を明確に説明していないように
見える、その辺も問題がある。
　一方で、甚大な事故であったことから、我が国の１次エネルギー事情を考慮せずに、インターネットで危険であるとデーターを流し、市民を踊らせ、企業の説明等都合の悪い説明は、やらせと
称して聞き耳を持たない。これらは問題だ。
　今回の事故は、津波による予備電源の喪失でその事による空焚きであること、またその対応に問題が指摘されている事で、それら確認した事を最大限に活かすことだ。
　我が国では、地震についての研究は進んでいたが、津波については盲点であった。技術というものは、気付かないものについては、無力である。今回これらのことが分かったのでそれらに対
応すればよい。
　

処分や管理方法も暫定的なものと捕らえている。それで安全が確保されたか？；ドイツの核廃棄物保管庫が老朽化のため、地域住民に白血病が増加している。
今までの廃棄物に加えさらに核廃棄物を増やすことはすぐに止めなければならない。

原発耐用年数40年、廃炉に40年（スピードアップできないのか？)

３．原発のコストは本当に安いのか

日本の原発は、設計施工がきちんとしていなく(部品がさかさまに取り付けられている・耐震設計は一部・ベントフィルタープラントは皆無・炉内の高圧力でベントピストンが作動できない)、リスク
対処のソフト(事故の際の物資の輸送や人員の要請や配備など)も全く準備されていなく、安価に建設している。
また、地域への補助金、事故が起きたときの補償を含む処理、老朽および事故による廃炉の処理、1000年以上の放射性廃棄物の処理(処理保管施設が老朽化すると建て替えねばならない)な
どをコストに計上していないからランニングコスパ的には安く見えるだけだ。
世界中の保険会社の原発に対する評価は、国家予算並み。保険をかけられない。

１．２．３．により、
重大な事故の可能性が高い原子力発電を採用することは、日本の将来の労働人口を、国民の健康を害することで、減らす可能性がある。コストも増す。
また、実際に事故を起こす危険を知りながら使用し続けることで、日本の政府は世界から信用されなくなる。
故に、2030年までに原発の完全撤退を目指すべきであると考える。

４．電力をどう賄っていくのか

初めの原発の発想は将来の電力大量需要を見込んでの素晴らしいアイデアだったと思う。ただ、濃縮ウランを人類は自在に扱えるようにならなかった。人口密度の高い狭い国土の地震大国に
は自殺行為だということがよくわかった。

資源の標本箱日本が、化石燃料に頼るだけでは、不安が残る。
CO2排出の問題もある。
水力発電は自然破壊の問題もある。
再生可能エネルギーの推進を是非採用するべきだ。

現状では確かに再生可能エネルギーのシェアも少なく、コストもかかる。
それは原発がローコストで安全であるという神話で、再生可能エネルギーの開発に力を入れていないのが大きな原因だ。
採択決定がなされ、大量の需要が見込まれ、補助金も出て、開発や競争が進めば、コストも下がってくるものと期待している。
理系離れが進んでいるとはいえ、日本人の開発能力は素晴らしいものがある。国民を信用したい。賢いのは、政府の人間だけではない。
再生可能エネルギーの開発で世界をリードできれば、日本は経済的にも国際信用度も高まるはずだ。
フクシマの事故を目の当たりにして震撼したのは、日本だけではない。世界で原発離れが進んでいる。
これはチャンスだ。
先行したものが勝機を征する。

これを決断するのは大変勇気がいると予想できる。
しかし、現状維持に甘んじようとする姿勢では、ジリ貧になるだけだろう。
シェールガス・メタンハイドレードも併用可。

肝心なのは発想の転換とアグレッシヴな姿勢だと思います。
やるなら今をおいてない絶好のチャンスです。
美しく健全な日本を次世代につなぎたいものです。
どうぞ英断をお願いいたします。



29935 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発０シナリオに賛成します 人類に制御不能なエネルギーは利用すべきではありません。
国民一人一人が努力し、不要なエネルギー消費は減らし、自然エネルギーの利用比率を高め、原発エネルギー利用は０にすべきだと強く思います。

29936 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発!即時撤廃を! 原発なしでも電力供給に差し支えないという事実｡
｢絶対に事故はおきません!安全です!｣と言い続けてきたが現況に至ってる｡核燃料廃棄物の処理も出来ないのに無責任に増やし続けて後世に禍根を残す事が許されるわけがない｡大きな利権
や問題が絡み合っていて困難なのは分かるがもういい加減目を覚まし決死の覚悟で勇断して下さい。即時原発ゼロを強く要求します。

29937 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 環境に優しいエネルギー 地震大国における原発はリスクが高い。
すでに原発の恩恵は受けた。
おかげで経済成長をとげられて、日本の技術、知識は世界でもハイレベルに達した。
日本人はもともと自然とともに生きる習慣が根底にある。
東日本大地震は、日本人に問いかけているように思える。
人間が地球上に住んで行ける生き物なのか。
この機会に世界に先駆けて環境に優しいエネルギーを、目指すは自然サイクルに組み込まれるエネルギーを開発する。
日本の技術と知識の粋を結集して行う課題だと思う。

29938 個人 家事専
業

３０代 女性 １．ゼロシナリオを支持します。それ以外には考えられ
ません。

１．ゼロシナリオを支持する理由は、原発がもともと必要なかったものだからであり、現在も必要なく、未来においても必要ないからです。
そして、非人道的なエネルギーだからです。
原発なしで夏を越した前例を作ってなるものかというような大飯の再稼働があった今夏ですが、電気が足りないというのが嘘だということはもうほとんどの国民が知っています。
そして、そもそも原発と言う物はアメリカが核戦略のために日本に押し付けたものであることも多くの人が知っています。つまり、電力とは何ら関係なく、アメリカの圧力によって建てられた戦略的
な代物です。
事故を起こさなくてもウランの採掘での被ばく、原発内での被爆労働を強いる上、事故を起こせば人間の根本である土地や食や健康を突然すべて失います。
先日TBSで報道があったように、ABCCを全身とする放影研の理事も自分たちのデータは内部被ばくは研究してこなかったので福島には活用できませんと言っています。
http://onodekita.sblo.jp/article/57310342.html
福島事故での放射線被害は気にしなくていいと論理的に証明できる機関はこの世にないはずです。研究されてこなかった（禁止されていた）のですから。
核はその一時だけでなく、子々孫々にまでわたって被害の出る非人道的な兵器です。アメリカや世界の各政策の隠れ蓑になっているような、核の燃料置き場のような施設はもう必要ありませ
ん。

29939 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選びます。核燃料サイクルの実現が
困難な状況で、エネルギー自給を高め、世界において
技術的にリードおよび貢献していくために、フロンティ
アである再生可能エネルギーに注力すべきと考えま
す。

(1)ゼロシナリオを選びます。核燃料サイクルの実現が困難な状況で、エネルギー自給を高め、世界において技術的にリードおよび貢献していくために、フロンティアである再生可能エネルギー
に注力すべきと考えます。原発は、社会的条件、自然条件が厳しい日本では、適切な立地箇所がありません。需要地に立地できず、送電中に多くをロスしてしまうので、効率もいいとはいえませ
ん。トータルコストがかかり、発生する放射性廃棄物の処理方法や廃炉の技術も確立されていません。最後は、法律や税金で面倒を見なければならず、あるいはそれでも見切れず、誰の採算
にも能力にも責任にも合いません。(1)ゼロシナリオを選びます。

29940 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 提示された3つの選択肢から選ぶなら、迷わずゼロシ
ナリオ。ただし、2030年目標ではなく即刻ゼロに。

原発はクリーンでも、低コストでも、温暖化対策のエネルギーでもない。新規建設の段階から地域を分裂させ、雇用対策にも過疎化対策にもなっていない。プルサーマルは核廃棄物を増やすだ
けだし、最終処分方法すら決まっていない。何より安全ではない。福島第一原発は、どれだけ多くの、取り戻しようのないものを奪ったか。被災者の心情に真剣に心を寄せれば、再稼働などあり
えない。即刻全原発を廃炉にすべし。

29941 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 選択肢を用意したときに項目ずつの背景や計画、条
件が揃っていない状態で選ぶのは初期の選択で有
効。最終方針の基準にするには不足。

分かりやすい項目を挙げることは、幅広い人達に向けての配慮であったとしても、国の経済、生活、歴史をかえて国際問題にもなるような内容には、項目ごとにプラン(計画・実行条件・要点)が
書き添えられて要約されるべきではないと思う。
どの項目を選ぼうとも、自由に変更できるようでは選択肢の用意では、意見を聞き入れた結果を重視するという誠実な意思を感じない。
決定選択肢なら、プランが必ず必要で、省略していいものではない。

29942 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 この国を守るために「ゼロシナリオ」を決定していただ
くようお願いします。

　地震国日本では、近い将来相当大規模な地震が想定されています。私が住んでいる地域も海に面しており、近い将来東南海地震が起こるといわれています。もし地震が起これば当然津波も
押し寄せ、甚大な被害を受けるでしょう。それは防ぎようがないので、とにかく逃げて何としても助かろうと思います。でももし福島のように近くに原発があればと考えると本当に恐ろしくなります。
　地震は起きても止まります。津波は来ても引きます。しかし放射能はいつまでも残ります。ただでさえ自然災害が起こりやすい国なのに、危険な原発を動かし続けるのはおろかとしか言いよう
がありません。一刻も早く原発を止め、「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努力すべきです。そしてそのことが、新しい日本の経済成長にも寄与するはずです。私たち国民の声
をしっかりと聴いてください。どうかよろしくお願いします。

29943 個人 自営業 ３０代 男性 提示された３つのシナリオのうち「原発ゼロシナリオ」
を支持します

　提示された３つのシナリオの中で、２０３０年時点での原発の比率がゼロとなるシナリオを支持します。なぜならば、昨年の東日本大震災に付随した福島第一原子力発電所事故で、ウランやプ
ルトニウムなどを利用する原子力発電が孕む大きなリスクが国内外に露見し、これ以上の原子力発電所の建設や稼働継続を前提とした改修は、決して容認することは出来ず、そのためには、
一時的には化石エネルギー（主に火力発電）の比率を上げるざるを得ないでしょうし、それと同時に自然エネルギーの開発に注力する必要があるからです。原発から撤退するためにも多大なコ
ストが必要であることも理解しております。しかし、原発事故が一度でも起きると、その収束のためには原発からの撤退に必要なコストよりも、比較にならない程のコストが必要になりますし、原
発事故が起こった際には放射能汚染が国内外へと広がることを意味します。原発の運用をこのまま続けるということは、これらの原発事故のリスクを次世代に対して抱えたままであることに変
わりはありませんし、地球環境の面においても、ひいてはおこりうる事故のリスクを含めた長期的なコスト観点においても、提示された３つのシナリオの中においては「原発ゼロシナリオ」しか、私
は支持することが出来ません。まずは原発をゼロにすることを第一目標にしつつ、同時に自然エネルギーの開発へリソースを振り分けることも必要です。そして、自然エネルギーへの投資は、
国際的なエネルギー戦略における競争力にも貢献してくれるであろうと考えます。

29944 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオにしていただきたい もう、原発は作って欲しくないです。
そっこく、原発廃止希望。
日本人はみな被爆しています。
死にたくはないのです。
不便でも、国の地位がさがろうとも、家族や友人などと幸せに平和に
暮らして生きたいです。
何のために生きるのか。
死ぬために生きるのか、生きるために死ぬのか。

29945 個人 無職 ７０代 女性 原子力発電の再稼働に反対
４０年たつ原発の稼働の中止
新しい原発の建設に反対
自然エネルギーの促進
送発電線の自由化。

福島原発の事故のため何万という人たちが故郷を離れて避難生活を送られています。故郷へ帰れる保証もなくまるで難民です。事故の詳細もまだ分かっていません。
政府は再稼働に反対する国民の声を無視して大飯原発を再稼働を認めました。

わたしたちはこの夏は電力がたりない、計画停電が必要だと電力会社に
おどされてきましたが、実際は電気は原発なしでも余っています。
電力会社も政府も正確な情報は国民には一切だしません。
核燃料の廃棄物の処理方法もありません。子供や孫の世代に何万年にもわたる
わたしたちの核のゴミをおしつけたくはありません。

　安全な自然エネルギーの開発で新しい仕事も生まれます。
なによりも安心して人間と共存していけます。放射能の
心配のないエネルギーの開発を要望します。

29946 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発比率20～25％を選択します． エネルギー戦略、今後の経済・安全保障を鑑みて
原発比率２０から２５％を選択します．

まず、エネルギー戦略についてですが、２回のオイルショック以来、脱石油政策を行い、原発の技術開発を進めてきました．これまでの技術の蓄積を放棄することはこれまでの努力・優位性を捨
てる愚かな行為です．また、現状では再生エネルギーにより現状の電力量を支える保障もありません．

次に経済ですが、今後の原発ビジネスを放棄するのは愚策です．５０００億規模の受注を逃します．その上、液体燃料・石油の購入で貿易赤字が発生します．また、電気代の上昇・生産コストの
上昇による物価の上昇で、経済が悪化します．
日本人が国内でいくら努力をしても、お金が海外へ流出して構造的な不況に陥ります．資源のない日本が経済力を失ったら、あとは観光で細々と生きていくしかありません．

最後に安全保障ですが、日本が他国の原発建設を請け負わなくても、他国が請け負い世界から原発が消えるわけではありません．中国での原発を請け負うことで
中国での事故のﾘｽｸから日本を守れます．また特定の燃料に頼ることは安全保障上良くありません．この点は再生エネルギーで賄えるとの意見がありますが、現状電力量を確保できる保証が
ない限り、ＬＮＧ・石油に依存する可能性が残るわけですから、危険な選択をしようとしていると考えます．

これらより、当面は原子力発電の信頼性を挙げつつ、時間を掛けて代替エネルギーの開発を進めるべきと考えます．そのためには原発比率２０から２５％とするのが妥当と思います．

29947 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。原発が爆発したときの負
の影響は、果たして正確に算出されたでしょうか？先
が読めないリスクよりも、先が見えるリスク＝経済的
マイナス、を取るべきだと考えます。

　私はゼロシナリオを支持します。
　
　原発をなるべく早期に撤廃しようとすることは、対価として経済的な負担を我々国民に強いることではあるでしょう。しかし、今回の福島原発が起こした事故の経済的な影響は果たして正確に
は何兆円になるのでしょうか？もちろん、ここで言う「経済的な影響」には電力会社への経済的打撃や除染にかかる費用が含まれますし、「節電」によって蒙った損失も含まれますし、放射能の
被害を被った人々の健康チェックにかかる費用も含まれるでしょう。食品の放射能検査にかかる費用も当然含むでしょう。
　　しかしそれ以上に重要なのは、おそらく直接的に「経済的な影響」とは見なされないであろう、「事故がなければ必要がなかったもの」の経済的な影響をどう見るか、ということです。長年生活
してきた土地が汚染されて住めなくなった人々の精神にもたらした影響は、おそらく数値では測りがたいものがあるでしょう。現に、福島に住んでいる方への結婚差別や福島から来た子どもへの
いじめが起こっている、という報道もされています。もし同じ値段だとしたら、規制値以内とはいえまだ放射能が検出される野菜を、放射能が検出されない野菜よりも優先的に買う消費者がいる
でしょうか？故郷をけがされただけに留まらず、目に見えない放射能による影響を、原発被害を受けた方々は蒙り続けていますし、それはまだ続くでしょう。
　さらに、放射能の影響はすぐに可視化されるものではなく、顕在化するとしても、これから長い年月がかかります。また、長い年月がかかるということはそれだけ他の因子も増えることになり、
「放射能の影響」のみを限定的に数値として取り出すことも難しくなります。専門家の間でも「放射能の影響」についての意見が異なっているということは、「放射能の影響」（少なくとも、少量被ば
くの場合については）については未だに「わからない」ということではないでしょうか。被災者はこれから数十年にわたって、この「わからない」を抱えながら生きていかなければならない。これもま
た、直接的に「経済的な影響」として可視化することが困難な、原発事故の負の影響でしょう。むろん、これらの苦難は、電力会社からの「賠償金」の数値のみには決して還元しえないものでしょ
う。いったい、これら全体を正確に数値化できる人間はいるのでしょうか？
　
　原発が「ある」状態は、常に第2、第3の福島を生むリスクを抱え続けるということです。このリスクがどのくらいの確率なのかは、地震予知が未だ不完全である以上、誰にも確言することができ
ない。さらに、原発事故が起こったときに撒き散らされるのが、放射能である、ということも事態を複雑にしています。
　原発ゼロシナリオを日本が選ぶ場合、経済的な負担はもちろん発生しますが、それは先の読めることです。しかし原発がある限り、「先の読めない」事態はそれだけ続くことになります。それは
「経済的な負担」に還元しうるものではない。原発は「先が読めない」からこそ怖ろしい、ということを、我々は今回の福島原発の事故で嫌というほど思い知りました。もしそれでも原発を延命させ
るというのならば、それは今ある他の原発が今回のように壊滅するリスクを受け入れるということになります。それは原発が建っている地域を、可能性が未知数である賭けに晒すということと同
義です。「福島」以前、その賭けは、勝つ確率の高いものだと思われていましたし、私もそのように思っていました。しかし「福島」以後、その賭けは、負けると取り返しのつかないことになるという
ことが誰の目にも明らかになってしまいました。しかもその「負け」の全貌は未だにはっきりと見えてはきていません。

　以上の理由から、私は原発という「賭け」からは可能な限り早急に降りるべきだと考えます。原発が「ある」ことによって生じるリスクを最小限にすることが、国の政策として何よりも優先されるべ
きです。

29948 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発はいりません 生物の代表として

29949 個人 自営業 ４０代 男性 東海・東南海・南海地震が発生すれば、先の原発事
故の何倍もの被災者や経済的負担が生じ、日本経済
は破綻する。問題を先送りせず、即刻原発を停止し、
数年内に化石燃料から再生可能エネルギーに移行す
べき。

　このコメントを書いている現在までの過去１ヶ月の間（2012/07/08/23:00:00～2012/08/07/23:00:00）に、日本の領土・領海内では大小合わせて14090個の地震が発生しており（Hi-net 高感度
地震観測網のデータより）、日本は文字どおり地震大国である。過去に繰り返された大地震の中で、東海・東南海・南海地震はまた近いうちにほぼ確実に発生すると想定されており、中央防災
会議 防災対策推進検討会議 南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループは、「東日本大震災を超え、国難ともいえる巨大災害」と位置づけている。いずれもM８～M９の巨大地震と共に４
～10m前後（最大30m程）の津波が発生する可能性がある。これらの地震により原発施設が破壊され放射能が拡散した場合、東京電力福島第一原発事故の何倍もの人的・経済的被害が想定
される。原発は全て即刻停止し、核燃料や核廃棄物等の放射性物質は安全な場所に安全な状態で保管する必要があろう。核燃料サイクルは全然回っておらず、原発を動かし続けるだけ使用
済み核燃料は溜まり、捨て場もない。
　なお、原子力エネルギーは、厳しく設計・管理された実験室レベルにおいては、核物理学を理解した研究者によって取り扱われており、一定レベルの安全性が保たれていると予想される。しか
し、原子力発電所を設計・施工・稼働・運営する企業の手に渡った時点で、研究室レベルでの精密さや安全性よりも、経済性や効率化の方が優先されている様に見受けられる。原子力発電施
設・設備の問題に加え、原発を経営する人々や発電所での作業に従事する末端の人々は必ずしも核物質についての知識が十分とは言えず、結果として被爆隠しや事故隠しなどと言った「無知
による愚かな行動」が続いている。このような状態では、たとえ原子力発電技術が研究室内で安全に管理できたとしても、全国に散在する原発施設でも同様に制御され、安全に稼働していると
は到底考えられない。複雑で巨大なシステムは多くのヒューマンエラーを含み、ミスによって解放された制御不能の原子力エネルギーは、想像を超える危険性をはらんでいる。
　地震や人為ミスにより発生するであろう数々の原発事故で繰り返し莫大な予算を使う前に、即刻全原発を停止し、ここ数年のうちに再生可能エネルギーの開発に集中的に資金を使い、経済
的にも生物学的にも生き残る道を選択する。

29950 個人 無職 ６０代 女性 原子力発電はただちに中止すべきです。 まず第一に、福島第一原発の事故で明らかになったように、原子力発電は一旦事故を起こすと人間がコントロールすることができない。放出される放射能は人間の健康を損ない、自然環境を
破壊し、人々の築いてきた生活を根こそぎ奪い、未来を奪う。事故を起こさなくても、原発から生まれる核廃棄物は処理できず、放置されたままである。放射能と人間は共存できない。第二に、
世界でもまれに見る地震国である日本での原発稼働は危険きわまりなく、人々の安全を守れない。第三に、原発がなければ電気が不足するという政府や電力会社の主張は事実に基づいてい
ない。政府の資料が、日本には原発がスタートして以来、原発による電気がなくても夏のピーク時の最大使用電力を上回る発電能力があったことを示している。
ドイツ、スウェーデンなど世界の先進国は、原発から脱却し、安全なエネルギーの開発を進め、現実のものとしていっている。日本もその技術において優れたものを持ちながら、国内ではなく、
外国で実践しているという。日本は、世界に先んじて、原発をやめ、人間と共存できるエネルギーの実用化に力を入れるべきである。今こそその機会ではないか。政府は何よりも人々の安全と
安心に責任を持ってほしい。私たちおとなは力を合わせて、子どもたちに健康に生きていける日本を残す責任がある。

29951 個人 無職 ６０代 男性 原発に依存しない日本を目指すのであれば、「将来的
に原発ゼロ」ということを前提にいくつかの選択肢を準
備すべきだ。その選択肢の中に、直ちに全ての原発
を廃炉にする、という項目があれば、自分はそれを支
持する。

　直ちに全ての原発を停止し、廃炉にすべきである。政府の意見集約の選択肢、集約方法に疑問がある。
　原発に頼らない日本を目指すのであれば、先ずは将来的に原発０を前提に、選択肢の例として、(a)速やかに全ての原発を廃炉。(b)１５年後に全ての原発を廃炉。(c)３０年後に全てを廃炉。と
いうような選択肢を考えるべきである。それに、政府が原発の寿命を４０年と言っていることを踏まえて(d)４０年後に廃炉。を加えてもいいが、あまりに遠い話なので、非難を受けるに違いない。
（だいたい４０年という数値もいいかげんである。）
　これから新しい原発は建設できないとなると、政府の提示した３つの選択肢は意味がない。必然的に原発０になるからである。何とか原発を維持していきたいという考えが見え見えである。大
飯原発の再稼働はその極みである。（実際は電力は足りているようだが百歩譲って）電力が足らないというのであれば、足らない期間だけ限定的に稼働すればいい。足らないときに火力発電と
いうのではなくて、足らないときに原発というように発想を転換すればいい。国民の目には、政府及び経産省は何とか原発を維持したいというように写っている。
　ドイツは１０年後の２０２２年までに原発を止めると決定した。日本とは事情が異なるとは言え、日本でもできないことはない。
　経済活動を心配されているようだが、もっと日本人を信頼してもいいのではないか。それは節電に取り組んでいる姿を見れば容易に分かるはずである。
　一方ではエコ技術の進歩、再生エネルギーの普及と技術進歩などどんどん押し進めていけば、ドイツよりも早く脱原発を達成できると考える。上の(a)(b)(c)３つの選択肢の場合、経済を維持し
つつ、また医療現場や高齢者福祉の事等を考慮しつつ、国民はどの程度我慢せねばならないのか、というのを専門家を交えてシュミレートし直すべきである。
　それから集約方法である。広く国民の意見を、と言うのであれば、アンケートをとるなりすればいい。自分のようにインターネットができる人はまだいいが、それのできない人は結構多い。有識
者階級と言われている人たちでも、家庭でインターネットをしている人は、考えているほど多くはない。ましてや、職のない人や高齢者はなおさらである。
　そもそも、「広く国民の声を聞きました」というポーズだけじゃないのか、という不信感が広く国民に広がっている。どのように意見反映をするのかということも明らかになっていないからである。
　原子力規制委員会の人選も不可解である。いわゆる「原子力ムラ」出身の委員（具体的には田中俊一氏）は排除すべきである。これまで推進してきた立場の人を、規制する立場の委員長に据
えるというのは、とんでもない話である。国民は納得しない。
　意見集約の選択肢、集約方法、大飯原発の再稼働、規制委員会の人選などなど、国民を愚弄しているとしか思えない。



29952 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発から出るプルトニウムが安全になる期間は一億
万年。

その間大きな地震は？本当に安全と約束できます
か？

もう原発はいりません。放射能もプルトニウムも全て
やめていきましょう。

福島の原発＝リスク＞メリット
事故でヒトノカラダ、動物、生体、土地、海への影響
その影響の真実をもうみんながしっています。

未来へどんな影響が出ても。今がべんりならいい
そんな人はどこを探してももういませんよ。

みんなが真実に気づいています。
どんなに騙しても。どんなに安全性を訴えても
原発よりもっと安心で安全で子供たちが大きくなった時に
喜んでくれるような未来を残しましょう。

地球が喜ぶ選択をしていきましょう

同じ地球に住まわせてもらっている仲間として

29953 個人 家事専
業

４０代 女性 原発の全廃を前提とした今後のエネルギー計画及び
予算案の策定を求めます。

　原発は日本の自然条件に合っていません。毎日毎日、食や命の不安を抱えて生きていくのは嫌です。リスクを嫌う日本がナゼ、原発の事となるとこんなにも意固地になるのでしょうか、

　日本は次のステップにいかなければなりません。海洋における発電システムの開発も随分進んでいると聞きます。原発はこれ以上無理です。次にもし事故が起きたとしたら、（たとえ小さな事
故でも）日本は終わりです。

　まずは発送電分離。新規発電方法を普及させるための法整備。現在フル稼働する火力発電の燃料であるＬＮＧ購入費の補助など、出来る事はあるはずです。

　電力の値上げも、脱原発という明確なビジョンを示した上でなら、国民は納得します。原発を存続させようとするからこそ、反発を招いているという側面もあるとおもいます。

　この度の原発事故で、日本は信用を失いました。それでも、温かく援助してくださる世界の方々。そのためにも、日本は新しいエネルギー開発に力を注ぎ、新エネルギーにおいて、世界をリード
していけたら最高です。

　中部電力が原発を存続させようとする裏で、燃料調達に関して新しい分野に切り込んでいく姿に私は感動しました。私達は出来ると思います。ここで、一つになりましょう。各電力会社にこれ以
上ムダな出費をさせる事がないよう、早く原発をなくすというビジョンを示すべきです。

　核のゴミを国内処理する事も９９．９９９９パーセント無理な話なのです。かといって、モンゴルなど、外国を巻き込むのもやめてください。本当にこれ以上あがくのは無理なのです。今まで投入し
た資金もドブに捨ててもらって結構です。メルトダウンよりは１０００００倍ましです。

　

29954 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原子力発電の比率は2030年は０に。明日、地震が起
きないと誰が保障するのか。活断層の恐れのある大
飯原発は即時停止し、明日から０％にすべき。
代替エネルギーは無尽蔵。原発は危険、核のゴミ捨
て場もない。

(1)原発は事故が起きると、被害を食い止められない。福島原発は１年５ヶ月後もメルトダウンへの対策が立てられず、ふるさとを汚され、更なる放射能被害の恐れがある。１０年後に症状が出る
ガンの対策も立たず、若者も、原発の作業員も恐怖を抱えたままである。
　最大の注意を払っても、事故が起こらない保障はない。テロ攻撃、航空機事故など対策が不可能なものによる爆発、汚染の可能性もある。これによる死者や被害者が出た場合、原発を推進
する政府はどう責任を取るのか。日本の産業とエネルギーのために犠牲になれ、我慢しろというのか。
　もともと原発を都市部に作らせず、都心から離れたところに建設する考え方は、都心から遠い人は被爆してもよい、都心から離れた国土は汚染してもよいという差別の上に成り立っている。危
険と差別に満ちた原発は即時廃炉にすべき。
(2)原発を動かし続ける限り、核のごみは増大する。自分の生活の場や地域、ふるさとの山や森を核のゴミ捨て場にしたい人はいない。もし、原発を推進するなら、推進を許可する国会議員の自
宅の庭を核のゴミ捨て場にすることだ。推進企業の本社の地下も核のゴミ捨て場にすべきだ。
(3)海に囲まれた日本は波動エネルギー、火山国なので地熱エネルギーなど自然エネルギーは無尽蔵だ。国が安全な自然エネルギー推進に力を入れれば、日本は短期間のうちに必要なエネ
ルギーの生産が可能になるだろう。そのためには、電力会社の独占体制を改め、市民が電力会社を選べるようにすることも必要だ。それにより、安全なエネルギーの開発は加速する。

29955 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 ゼロシナリオ以外考えられない！！と思う。 危険で、処理もまともにできない原子力を使うことは間違っていると思うから。

29956 個人 家事専
業

４０代 女性 原発0シナリオに向けた施策を支持します。 温暖化防止に向けて火力発電削減の国際的要請に答える必要性が高いことは認識しますが、福島第１原発の事故を間近にみた今、温暖化のリスクを原子力発電のリスクで到底相殺できるも
のではないことを実感。原発について、未解決の核廃棄物の処理問題、原発で働く方々の健康リスク、メルトダウンなど事故に対応する費用や補償、まずこれらのコストを改めて正確に算出す
ると、それは莫大なものであると思う。実際にミクロレベルでは、福島第１原発の事故は、子供の食事や一時避難のために家計に与える経済的負担は相当なもの。このロスを、省エネルギーや
再生エネルギーの推進に向けて必要な経済的負担に向けられたら、どんなに有意義だろうと思う。
このように３つのシナリオを提示されると、両極端を見せることで真ん中のシナリオへ誘導されるような感じを受ける。まず原発０シナリオを前提とし、起こりうる課題の整理を指示した、先日の野
田首相の発言は一歩踏み込んだ姿勢で評価したい。

29957 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持 原発がなくても市民は生活していけます。
もしも多少の不便があったり電気代がかかったとしても、
子ども達や人々の健康を脅かすものは必要ないです。

29958 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 割高な太陽光発電の料金を強制的に電気料金に反
映するのはおかしい。各自が買いたい電気を選ぶよう
にする。価格は発電所のコストにする。

７月から始まった、太陽光発電の割高コストを強制的に電気料金に上乗せするというのは自由化に逆行している。太陽光発電の電気を使いたい人、原子力の電気を使いたい人、それぞれ各人
が買いたい電気を選択するようにすれば、選ばれる電気は伸びて、選ばれない電気は衰退する。その結果は全ての国民の意見である。価格はそれぞれの発電方式ごとに決める、これぞ民主
主義、これぞ自由経済。

29959 個人 自営業 ４０代 男性 「2030年にゼロ」ではなく、「今すぐゼロ」

これ以上、国民、国土を失ってはいけない。

この震災で、原子力発電の危険性は十分にわかったはずだと思います。

人類の扱えるエネルギーではありません。なんとか無事故で稼動できたとしても、いまだ核廃棄物が処理できないのは事実です。

責任は取れないけど、いまこれが必要だからとは、大人の判断では有りません。

そっこく原発ゼロでは、とても不便で経済活動も滞り、社会が成り立たないといわれますが、それが日本のチカラなのです。

身の丈にあった生活をすべきです。

原発の無いその環境でこそ、日本人の叡智が磨かれ、世界に通用する真に独立した国になると思います。

これだけの国土を失ったいまこそ、最大限の知恵と勇気をもって、未来にすすんでもらいたいです。

29960 個人 家事専
業

４０代 女性 （1）ゼロシナリオ・・・2030年の原発依存度をゼロにす
る。

ゼロシナリオが、非現実的という意見もありますが、
子育て中の身としては、子供たちの未来のためにも、地球のためにも
原発ではなく自然エネルギーを利用した方法を研究してほしいと思います。
そのためには、多少の経済的負担も仕方ないかと思います。

29961 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 経済の事よりも命や地球の事を本気で考えて下さい！

小さな島国であり、地震大国の日本に原発は、必要ありません！

原発の恐ろしさをもっと勉強して知ってください！

今こそ自然エネルギーにシフトする時なのです！

29962 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は０とし、更に温暖化対策目標を強化したシナリ
オを支持します。

福島原発事故では、多くの人が大変な被害に遭いました。この度の事故により、大地、大気、水、遺伝子といった大切なものを傷つけてしまいました。未来の子孫へ受け継がなくてはならない大
切な共有の財産を今の私たちがこれ以上、ほしいままにするのは、もうやめたいです。自分自身の生き方として、これまでのような社会の選択肢に加担したくありません。この被害は、もはや単
純にお金に換算し得るものではありません。

このような原発のエネルギーにこれからもずっと頼ることはできません。原発はなくしていかなくていかなければなりません。
同時に、世界的に深刻化しつつある温暖化問題にも真剣に対処していくことが、日本が世界の中で果たしていくべき役割です。

日本には、IT技術、省エネ家電技術、自然エネルギーの発電技術、潜在的な自然エネルギーがしっかりあります。
世界が共に分かち合い、平和に、将来の世代への責任ある選択は、早期に原発は０とし、更に温暖化対策目標を強化したシナリオしかないと思います。

足の引っ張り合いの政局を乗り越え、政治家と、国民が本当に共に信頼し合える関係が構築して、日本がよりよい選択ができるようになることを心より望んでおります。

29963 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 提示された3つのシナリオの中で、現実的なものは、
15シナリオである。

原発比率を下げて行く努力は必須である。しかし、エネルギーコストＵＰによる産業への負担を必要以上かける事で、産業の体力を低下させる事となり、私たち国民の生活や、雇用に大きな影
響を及ぼす事につながる。
従って、原発比率を下げつつも、エネルギーコスト面でも上昇割合が比較的少ない15シナリオが良いと思います。

29964 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は、原子力発電は即時全廃すべきだと思います。 原発事故が起こった際のリスク、電力供給不足が起こった際のリスクを比較してみて、前者のリスクの方がはるかに危険で、負うことができないものだと思います。

29965 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年の原発依存度
(1)ゼロシナリオに賛同
(2)15シナリオ、(3)20～25シナリオのいずれにも反対

もし自分の家、もしくは自分の大切な人の家のすぐ近くに原子力発電所が造られると聞いたら、いかがでしょうか。日本のエネルギー政策に携わる全ての方々に想像して頂きたい。放射能を浴
びると死に至るだけでなく、少量であっても自らの身体、そして自分の子孫にまでも延々と遺伝子異常が受け継がれてしまうという危険性を認識している限り、誰しも安心して暮らしてはいけない
でしょう。
私が震災後ボランティアで関わった福島県で震災に遭われた方々は、食事が出てくる度に産地を調べ、「福島産と茨城産は絶対に食べない」と言っていました。「自分は外部被ばくをしてしまっ
たから、できるだけ内部被ばくをしないようにする。子供の食べるものについては特に注意している。」と話してらっしゃいました。毎日毎日、このように神経を尖らせて生きていくのはいかに辛い
ことでしょうか。活動期間中、山菜の天ぷらを見ながら、「毎年裏山で山菜を採って食べてたのよ。もう二度とできないわね。」と悲しそうに仰ってたご婦人もいました。原発は人々のささやかな食
事の楽しみさえも奪ってしまったのです。
自分や大切な人の人体に影響がなければ、それでよいのでしょうか。
原子力は本当に安価ですか？コストには事故があった際の賠償金の額も入れるべきです。最も広範囲にまた長期間に渡ってコストがかかる筈です。
原子力は本当に安全ですか？本当に環境に優しいでしょうか？放射性廃棄物や使用済核燃料の安全な廃棄の仕方もしっかり定まっていないような現状で、少量ずつだとしても危険物質を積も
らせていき、子孫にツケを回していくだけです。そもそもこんなに危険な物質を「最小限にする」では不十分だとは思いませんか。生物や環境に悪影響を及ぼす物質は「無」にしないとなりませ
ん。「無」にできないのならば、頼るべきではありません。
原発で事故があったときの連絡体制をしっかりさせることには、「事故が起こりうる」との前提があります。原発の事故は本来絶対に起こってはいけないのです。少しの放射能漏れも許されては
いけません。それができないのならば、撤退すべきです。それよりも、無駄な電力を使わないように法整備をしていく等の方が大事ではないでしょうか。電気使用量の節約を国民に促すようなし
くみを作り、同時に地熱発電等の資源も技術もある再生可能エネルギーに本気で注力して頂きたい。原発が無くなるのであれば、私は今以上進んで節約に励みます。本当に無駄に使われてい
る電気はないのでしょうか。大都市の街は明る過ぎますし、ちょっとは我慢がいるでしょうが、計画停電などにならなければ少しくらい電気を使わなくても生活にそこまで支障はなくやっていける
ことを、昨年の節電で既に国民は学んでいると思います。思い切って原発撤廃と謳ってしまった方が、それなら節電が必要だと意識付けされ、大半の日本国民は節電達成目標に向けて普段の
生活を見直し懸命に励むと考えられはしないでしょうか。
お願いです。もう人類の生命にとって取り返しのつかないことを生むようなシステムはここで断ち切って頂きたい。ご検討宜しくお願い致します。

29966 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)使用済燃料等「原発と不可分」、(2)耐震基準や津
波対策等「設計条件と安全ポリシー」、(3)「官庁・規制
当局の立ち位置」、(4)「政治家の説明責任」、(5)「安全
保障」を恣意的に混ぜすぎ。いまの(3)(4)が前提なら
再開反対

仮に原発の稼働を再開する場合に、原発のシステムだけを切り離して考えるのではなく
・いまの電力会社の意思決定・情報開示
・いまの規制当局の実態
・政府が住民保護を最優先するのか
など、コンテクストの前提を明確にしてほしい。

例えば、Speedyの情報が開示されなかったことは、単に知らなかったという言い訳はともかく、政府や規制当局が、
・住民に役立つ情報を最大限探し提供する
という原点を持っていなかったために生じたことと考えます。

仮に政府や規制当局が探したなら、文科省傘下の日本原子力研究開発機構（国の機関）にこの手の専門家がたくさんいることは自明。
あるいは気象研や高エネ研の開示データや、彼らが常時、取得しているデータあるいはデータ取得能力からしても、政府と政府機関が住民サイドに立つことを明確にする場合には、提供できる
データが質量ともに違ったことも自明。

そもそも再臨界が懸念されたときに規制当局が自前で中性子を測定しようとしたら、それを生じたかは容易にわかった。測定システムや能力は上記の機関にある。
専門家がこれを誰も知らないことはあり得ないし、もし本当に知らなかったとしたら、国は政府機関の優秀な職員を使いこなせていないし彼らの声を聞こうとすらしなかったことになる。
よって、政府や規制当局は、それを故意にしなかったと言わざるを得ない。

規制当局が、変われない場合には、実態として規制できていない・ガバナンスができていないことになる。それであれば、私益追求の電力会社にほぼ委ねる以上は、結局、彼らと彼らが作るシ
ステムを完全に信頼することはできないから、早急に脱原発でできるだけ早くに０％化も止むを得ない。

一方で、政府も規制当局も含め、電力会社をきちんと規制し、ガバナンスをし、リードできるならば、必要な安全対策を講ずることを前提に、原発自体のリスクは基本的に評価できるので許容で
きるレベルなのであれば、安全保障やエネルギー需要・代替エネルギー見合いで比率を決めて良いのではないか。

政府や規制当局は、事故後１年半の諸々を通じて自分たちが規制あるいはガバナンスもリードも説明責任も果たせず、住民第一ではないことを説明し続けてきていることになる。
住民あるいは国民が情緒的・感情的な議論をすることの良し悪しはあるが、政治も行政も信頼を失ったままでは、原子力システムを使いこなすことはできないのではないか。



29967 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 私は「ゼロシナリオ」を支持します。理由は、人間の未
熟さや天災などで原発事故が起これば、後世を生きる
子どもたちに、絶望的な負の遺産を残してしまうことに
なるからです。

　私は「エネルギー・環境に関する選択肢」に提示された３つの選択肢のうち、「ゼロシナリオ」を支持します。
　その理由は、東電福島原発事故を経験し、一度事故が起これば、その被害は甚大で深刻で、しかも未だに解決の見通しが立たず、それは後世に責任をとることができないほど長期化するも
のだということを知ったからです。
　加えて、事故をきっかけに、それまで情報も少なく考えることもなかった、原発に関わる人間の未熟さが引き起こす危険性と脆さ、放射能を浴びる危険な作業をする大勢の人を生み出している
ことなどを見聞きする中で、原発を取り巻く人間を含めたシステム全体に対して強い不安、不信を抱いたことも理由のひとつになっています。
　たとえ「ゼロシナリオ」によって、経済への影響が大きく、経済的負担が重くなってしまったとしても、私たちはそれに耐え、克服していかねばならないと思います。そして、２０３０年以降を生きる
子どもたちは「ゼロシナリオ」を選んだ私たちの選択を、快く受けとめてくれるものと信じています。
　今の生活水準や快適さを無批判に受け容れるのではなく、後世の子どもたちに「原発事故をきっかけに、日本のエネルギー政策を変えてくれてありがとう」と云ってもらえるような、歴史の批判
に耐えうる「ゼロシナリオ」を選び、夢と希望をもって苦難を乗り越えていきたいと思います。

29968 個人 学生 ３０代 女性 2030年に原発ゼロではなく、即刻・原発ゼロを主張 原発を残すための議論ではなく、なくしてもよいシステムを創るための議論をしていただきたい。

首都圏で生活している人間として東北で作られた電力の恩恵を受けていたが、誰かが苦しむようなシステムだということに今回の事故で気づかされた。

原発に頼らない社会、誰かを犠牲にしない社会を目指していきたい。
そんな日本に暮らしたい。
そうでなければ子供を産み育てることは考えられない。
どうか開かれた議論をお願いしたい。

29969 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。原発で電気をまかなわな
いと、日本の経済が大変になる、ということで原発を
動かして、また何か事故が起こったときに、責任をもっ
て対処できるような人はいないからです。

ゼロシナリオに賛成する理由は、核燃料がもったいないといっても、燃やせばほぼ未来永劫なくなることのない毒物ができて、それを処分していいような場所は日本のどこにもないからです。原
発をとめても核廃棄物は出ますが、動かすともっと出ます。原発事故で出た放射性物質はもって行く場所がありません。廃棄物の処理にコストがかかりすぎると思います。また、過去に予測され
た地震はなく、日本のどこでも地震が起こる可能性があり、原発の造られているところも安全ということはありません。古くなった原発は地震にかぎらず、壊れることも十分考えられます。福島の
事故を収束させるため今も危険な仕事をしている人たちがたくさんいます。これ以上原発に事故が起こった場合、対処できる人手は足りないと思います。そもそもそういう危険な仕事を人にさせ
てはならないはずです。そういうことより、放射性物質による汚染で現に住めなくなった土地ができてしまった。これ以上また住めなくなる土地ができてしまったら、日本はおしまいです。日本は自
然の美しさに根ざした伝統のある国だと思います。子孫にこの国をどういう形で残すのか。その責任が今生きる者にはあると思います。原発をとめる悪影響がさまざま宣伝されていますが、日
本人がこの国で安心して生きていくこととはかりにかけるのはおかしいと考えます。

29970 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロを望みます 我孫子市もホットスポットになってしまいました。校庭・通学路・庭・公園等の高線量を実際に見た時の悲しい気持ちがわかりますか？その中で子育てする親の気持ちがわかりますか？
東葛地区の焼却灰一時保管場問題も進まず、除染も進まない状況を作り出しています。千葉県の対応も市に丸投げ状態で最悪です。国が県に丸投げをしているからではないでしょうか。
国・東電が責任と向き合わずに経済優先にして東北・関東を被爆させ続けて見捨てている。
地震活動期に入っているにもかかわらず、安全対策・活断層調査もせずに再稼動させたことに不信感がつのります。国民は納得していません。
実際に毎日大変な思いで子供や家族の被爆を抑えたくて苦闘しているのがわかりますか？
福島原発事故の情報隠蔽をして、多くの国民に初期被爆をさせてしまいました。そして近い将来多くの健康被害が出てきた時も、因果関係と認めずに国民を見捨てるのでしょうか。

日本の知能と技術力を最大限にいかしてエネルギー転換を望みます。
再び原発事故が起きたら日本は駄目になります。日本だけでなく世界にも放射能汚染を撒き散らしてしまい日本の信用も更になくなるでしょう。
経済優先より国民の生命・健康を守り、子供達への負の遺産をなくしてほしい
原発で子供達がこれ以上被爆をしないようにしてください。

29971 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオでお願いします。 昨年の事故、それをきっかけに原子力について学ぶ機会を得ました。
原子力は安全！それは、違うことが証明されてしまいました。おろかにも国民は騙されていたんですね。
原子力がなくても電力は足りますので、2030年まで待たずに原子力ゼロにできると思いますし、すべきではないでしょうか。原子力ムラの圧力がどれほどのものか一庶民にはわかりませんが、
国民の命よりお金が大事な国に未来はないと思います。
国のずさんな対応で日本国民は苦しみ、海外からはあきれられているのが現状ではないでしょうか。子ども達がかわいそうです。

29972 個人 自営業 ６０代 男性 　人類は２０世紀はエネルギー大漁消費型社会（高エ
ネルギー社会）として、地球環境問題を発生させて来
た。
　２１世紀は省エネルギー社会・少消費型社会（低エ
ネルギー社会）へのシフトが不可欠。

　今回の日本のエネルギー選択３つのシナリオからは、3.11東日本原発大震災を踏まえて下記の理由から我々に残された選択肢は原子力ゼロ％の選択肢しかないと考える。
１．我が祖国ニッポンは列島そのものが無数の活断層の上に乗っている地球的位置にあるということ、常に災害と隣り合わせの中で自然と共存共生していかなければならない国土の上で日本
民族は営みを続けていくことを太古から求められていることを片時も忘れてはならない。過去の原発事故、スリーマイル島やチェルノヴィりの教訓を生かさなかったゆえの福島原発大震災であっ
たと肝に銘じなければならない。
２．再生可能エネルギーは、小規模で地域的エネルギー供給に優れ、且つ自然災害に対してもフレキシブルな対応が可能である。3.11後においてもなお産業界を中心に原発再稼動によって安
定的に電力供給を確保しなければ日本の産業は完全に空洞化する。国が崩壊するとまで述べている人々がいる。世界が、地球が我々に最後の再生へのチャンスを与えてくれたいう意識を微
塵も感じられない人々である。
３．風力エネルギーは無尽蔵な資源であるが、安定供給のため日本の風土に合った風力発電施設の開発により新規の雇用を地域に創出することが必要である。バイオマスエネルギーは木材
残渣、家畜糞尿、生ゴミなどをメタン発酵させ、メタンガス発電、コージェネレーション（発酵や発電過程で発生する熱も地域暖房に利活用）としてチェルノヴイリ原発事故後、国策としてスウェー
デンやドイツで普及促進している。
４．欧州のエネルギー政策は、これまで（1972年頃）の大量消費を根本的に見直し、化石燃料であるウランを消費する原子力から自然エネルギーへの転換をスタートさせている。
５．スウェーデンの政策では、炭素税などの導入より化石燃料を半減、自然エネルギーが全体の４０％を占める。2050年までに全化石エネルギー消費を半減させ、大部分を自然エネルギーにシ
フトさせる戦略が進行中である。
６．デンマークの政策では、風力発電を15年間で100倍を達成。1970年代のエネルギー自給率５％から現在自給率110％にアップ。今後30年でエネルギー消費を20％削減し、再生可能エネル
ギーを全体の１/３にする戦略。
７．ドイツの政策では、エコハウスの推進で電力消費量を抑制、1972年以降脱石油、1986年以降脱原子力を推進、3.11福島原発震災を経験し全原発廃炉を3年前倒しすることを国策として決
定。2002年再生可能エネルギー100％達成の集落「バイオエネルギー村」誕生。2012年1月現在、ドイツ全土に約80のエネルギー自給の「バイオエネルギー村」が誕生している。
以上、着実に実践している国々を参考にしてわが国も一刻も早く議論をしながら日々を無駄にせず実践することが、次世代を世界から孤立させない唯一の選択肢と考える。我々に残された再
生への時間は残り少ない。（文責：(削除) ）

29973 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発の比率は「ゼロシナリオ」にすべきです。 現状での電力確保のためには、必要なのかもしれませんが。今回の福島での事故でも未だに後始末が出来ていない、誰も責任がとれていない様では原発を動かすことに反対するしかありませ
ん。
事故が起きた時の対策（放射能除去など）、使用済み核燃料の後始末など今の技術、知恵では、どうしようもないことばかりです。この先、放射能汚染で苦しむよりは、電気を使えるだけに抑え
ることのほうが大事です。そして原発の研究よりも原発に代わるエネルギー開発に力を入れて欲しいと思います。

29974 個人 その他 ４０代 女性 脱原発／０シナリオ支持です。
核廃棄物の処理能力も無いままで原発推進、維持は
根本からが誤りではないですか？
一部の者だけの利益とチカラを優先させる破滅の道
は選択しないで欲しいと願っています。

ノルウェーの核廃棄物の貯蔵施設をTVで知りました。
とても　恐ろしく　不安になりました。
人間の手に負えない物を　人間は支配しようとして
支配出来なかった。　支配され、滅びていくのは人間だと
有識者は確信しています。
もう
無能な私達にでも　そのくらいの事は分ります。

国の出す答えは

それでも　原発再稼働。原発推進。　なのですか？

それは　今までと変わらなければ　そうなるのでしょうね。

世界が注目する今、日本は　新しい決断を決めるのでしょうけれど。

29975 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）
原発の放射能の怖さについて、3.11以前から不安に
思っていました。3.11以降、放射能に汚染された土
地、食べ物…。こんな恐ろしい発電システムはいらな
いと心から思います。

原発からでる放射能のゴミ…処理もできずにただ溜まるばかり。置場もなく、ただ地下深くに埋めることしかできない。日本の狭い国土には、どこも安全な所などありえません。今までため込んだ
ゴミを考えても、未来の子供たちに残したくはありません。
人間の営みなど、自然の前ではちっぽけで無力だと思います。
自然の偉大さ、大切さを忘れずに、少しでもきれいな地球を未来に残していきたいと思います。

29976 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ希望 子供たちの安全な未来のために原発ゼロを希望します。
安心で安全な持続可能エネルギー（太陽光、風力、地熱など）への転換、推進を強く望みます。

29977 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持する。 震災による津波により安全ではないことがはっきりしてしまった以上、地震国である日本においては原発は不適合である。その国にあったエネルギーの生み出し方を考えるべき。昨年の節電の
夏を身の回りの無駄をなくすということで乗りきることができたと思う。自分の快適さを追及することばかりではなく、みんなのエネルギーをおたがいさまの気持ちでありがたく使わせていただくと
いう意識改革でさらに節電ができるのではないか？もちろん病院など必要不可欠な場所への供給というようにプライオリティをはっきりとつけた賢い消費をしていくことだと思う。都会のビルの冷
房温度を少し上げただけで、夕方に涼しくなった去年の夏を忘れないようにしたい。

29978 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をこれ以上作らない。新しく作るなら自然エネル
ギー系の発電所を！

論理的なことは言えませんが。
断層が所狭しと走っている日本では、福島と同じ状況が他の原発で起こらないと１００％言い切れない。
使用済み核燃料は、結局どうすることもできず、地下に埋めるしか手段がない。どこの地下に埋めるのか？そこの土地の人たちは絶対に反対するだろうし、今後使用済み核燃料が増え続けて
いくのを容認するかどうかといえば、明らかに答えは否。

現在の日本の電力の２５％を原発で占めるという案は、新しく原発を作るということをしなければ達成出来ない案。
どうせ新しい発電所を作らないといけないのであれば、未来の見えない原発よりはもっと他の発電所を建設するよう思考をシフトするべき。
これだけ技術力がある日本で、原発以外の日本国にあった発電方法が考えられないわけがない。

29979 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島の教訓を踏まえれば原発ゼロは当然。まず方向
性を決めて政策を総動員すべき。3.11以前に核燃料
サイクル政策は破たんしていた。まず一日に５千５百
万円も浪費するもんじゅを廃炉にし、再処理も中止す
べき。

福島の教訓を踏まえれば2030年原発ゼロは当然。まず方向性を決めて政策を総動員すべき。3.11以前に核燃料サイクル政策は破たんしていた。まず一日に５千５百万円も浪費するもんじゅを
廃炉にし、再処理も中止すべき。

29980 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電の発電比率を０にする。 東日本大震災で福島第一原発は、津波で破損したのではなく、地震によって原子炉設備に損傷したことは、原発事故調査委委員会の報告からも言える事であるが故、日本における原子力発
電の地震による耐震性は確保出来ていないと言える。
事故による避難生活を余儀なくされている大勢の方々が未だ多く、放射性物質の飛散によって居住の制限、生産活動の制限、市民生活の制限が福島県を中心に近隣市町村、離れた他県にも
影響を及ぼし、世界唯一の被爆国としていながら、放射能の驚異を２度まで経験し、原子力発電の安全性は国民が納得出来ないまでも受け入れられる安全性が確保出来ていないことから、即
刻原発の稼働をやめ、発電比率を０とし、廃炉とすることを要望します。
原発が稼働しなくても、廃炉することで原発作業従事の雇用は維持され、雇用影響は小さいと思われる。また、使用済み核燃料の廃棄方法も決まっていないなか、原発の稼働によって使用済
み核燃料は増加してしまう。その使用済み核燃料は、プルトニウムで言えば半減期が２万年余りと途方もない時間がかかり、未来永劫、最重要危険物質として子供達に託さなければならず、そ
の量は今後増やすべきではないと考える。

29981 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 元に戻せないものは100％利用しないで！
原発はいりません。

子どもたちの将来のためにも「元に戻せないもの」は使わないで生きます。
しっかりと未来を描いて創造して生きます。
まずは日本から、そんな精神で生きましょう！
だから原発はいりません！
不便くらい承知です！

29982 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギーの原発依存比率を即時ゼロにするべきで
す。ゼロシナリオに賛成ですが、2030年まで待つ必要
はありません。

私は東京都練馬区の病院に勤務する内科の医師です。2012年8月の時点において原発の稼働は大飯の一部の原発のみです。現実に現状の日本の経済活動に支障をきたしていません。昨年
の東日本大震災以降、練馬区は計画停電の区域に指定されました。停電時の対応については病院のみならず、在宅の人工呼吸器や在宅酸素療法の家庭の心配もしました。しかしこれらの電
源は高いエネルギーを必要とする機器ではなく、あらかじめ分かっていれば蓄電池の対応や患者の搬送で事故を防ぐことができます。大飯原発の再稼働の際には、この突発的な停電の危険
が理由にされましたが、突発的な停電を起こさないようなシステム作りが緊急の対策であり、可能な技術であると考えます。実際には家庭用の在宅酸素の機器はバッテリー内蔵の機器に交換
が進んでいます。また、患者は電源の入らない酸素ボンベを外出など、日常的に使用しており数時間の停電程度であれば、命に関わる事故を避ける対策は可能です。これはエネルギー総量の
問題でなく各個人、各戸のエネルギー管理の問題であり技術的に対応可能な問題です。電気を使用する時間や内容を調整すれば、原発分のエネルギーを使用しなくても安全で十分な医療は
可能です。他の分野でも同様のエネルギー管理は可能と考えます。

29983 個人 自営業 ６０代 男性 エネルギー問題に関して国がその政策を誤ることが
一番の問題で、日本の原子力政策を今以上に高度に
充実したものにする以外に日本の将来はないというこ
と。それは単に資源小国だからというだけの理由では
ない。

国家戦略としてのエネルギー問題でパブリックコメントを受け付けること自体が現政権のエネルギー政策に対する自信のなさを露呈している。国家戦略はあくまで高度な政治判断を求められ
る。外交問題も含め政策全てに専門の知的判断が要求されるのである。先の大戦で日本が敗れたのも日本のエネルギー政策の失策といっても過言ではない。２発の原子爆弾を落され敗れた
ことは何とも皮肉なことだ。戦後日本が原子力発電に力を入れてきた背景には圧倒的に資源が足りない日本の現実がある。福島原発の事故が今回のエネルギー問題の引き金になってはいる
が、それで原子力発電が全て悪いという論理は、事故を起こした車があって、車が全て悪いという論理と同じで短絡的だ。ただ原子力発電は絶対に事故を起こしてはならない。福島原発の事故
は地震や津波対策の大いなる不備による人為的なものだ。その責任は政府・東電にある。全ての原発は、地震、津波、テロ、等から絶対的に守られなければ稼働してはならない。その責任は
政府にある,と同時に原子力発電は早急に進めなければ日本の経済は悲惨なことになるだろう。日本は核・放射能アレルギーに侵され病んでいる。これを是正するには核・放射能などの正しい
知識を持つ以外にない。そして医療技術と同様に核を完全にコントロール出来る高度な技術を持つ必要がある。それが核廃棄物の問題も解決するのだ。そうした技術を日本が持っていれば外
交戦略上原爆以上の核抑止力となるのだ。世論に翻弄されて今エネルギー政策を過てば日本の未来はない。

29984 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 　ゼロシナリオを支持し、全原発をこのまま再稼働せず廃炉にすることを求めます。

　原子力は、福島第一原発のような過酷事故が起これば国土にも国民生活にも壊滅的打撃を与えるばかりか、事故処理や賠償を考えると、国家経済を破滅させかねない究極の不良債権で
す。また通常に稼働したとしても、さまざまな保障や隠れコストが膨大で、けっして安い電源ではありません。さらに、ウラン採掘から通常稼働、定期点検、そしていまだ答えのない核廃棄物問題
まで、多くの人と自然生態系を放射能汚染と被曝のリスクにさらす点、生命と共存できない技術です。
　もう一つ原子力に関わる深刻な問題は、「推進」という結論ありきの情報操作、情報隠し、ヤラセ、札束で頬を叩くような地域分断その他によって、民主主義のプロセスをを決定的に歪めてしま
う点です。この半世紀、日本は原子力政策によって民主主義的に大きく停滞・退行し、「学習能力のない社会」になり果ててしまいました。その硬直と驕りが、福島第一原発事故を招いたので
す。そもそも、放射能汚染のリスクを僻地と下請け・孫請けの下層労働者に押しつけなければ成り立たない原子力は、差別を構造化する非民主的な技術であり、採用すべきではありませんでし
た。
　福島第一原発事故に学んで、生命と共存できず、民主主義を歪める原子力から、いますぐ撤退をはじめなければなりません。全原発即時廃炉は、日本に新しい時代を開き、省エネ／節電や
自然エネルギー発電によって経済を復活させる道です。
　ただし、ゼロシナリオの省エネ目標が2030年で22%という設定は控えめすぎます。大胆で多様な方法を用いれば、生活の利便性を損なうことも、経済を衰退させることもなく、2030年までに電力
消費を半減できます。これと地域分散型の自然エネルギー促進を組み合わせれば、化石燃料への依存度も2050年までにゼロにできるでしょう。



29985 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 　原発立地はお金の力で人びとの安全への不安を押
し込めたものであり、地域の人間関係や地域経済を
崩壊させた。原発をなくし、地域を再生することは国の
責務である。

　私たちの町で、10年近く前にある住民投票がありました。それは、｢原発誘致の是非を問う｣ものでした。誘致を望む人たちの理由は、町の主たる産業である漁業・林業がじり貧の今、町を存続
させるためには原発誘致しかないというものでした。住民投票の結果はおよそ３：７で誘致反対が多数でした。これをもって原発誘致の話は終わったのですが、私にとってその数字は賛成した人
びとが３割もいるという意味で大変な驚きでした。
　お金、人、物すべてが中央・都市に集中していく中、疲弊する地方に対しお金の力で人びとの安全への不安を押し込めて原発を作ってきたのが原発推進の国策の姿だと私は思っています。賛
成派の人だって，「絶対安全」なんて、だれも思っていないのです。先日旅行で六ヶ所村と東通村を通りかかりました。正直に言って，私たちの地域同様に何もないところでした。すごい規模の原
発関連施設がありました。立派な建物があるなと思ったら原発のＰＲ施設でした。申しわけありませんが原発関連施設を受け入れたのも無理はないと思ってしまいました。
　そのお金にがんじがらめになって、原発なしでは全く地域がたちいかなくなっている姿が，今、立地自治体の首長さんたちの姿から見て取れます。方々の「安全論議なんてどうでもいい、住民
を食わせるためには一刻も早い原発再稼働しかない」という思いをテレビ報道の画面から強く感じます。とても悲しいことです。
　私の住む町の隣に長年中電が原発立地を画策した芦浜という土地があります。そこでは、賛成反対を巡って肉親同士さえもがいがみ合い町を二分する諍いになって、反対側の人びととは口
もきかないような様子になってしまったそうです。原発や公共事業に関わる利権構造は、長年その土地に住み暮らしてきた人びとにとって大切な地域を崩壊させたもの以外の何者でもないので
す。芦浜に関わる人びとの話を聞いてそう思いました。
　もう、そんな悲しいことはやめにしましょう。立地自治体に対しては、国の責任で地域の人びとの穏やかな暮らし、落下傘のようなお金に頼らなくてもいい生活を取り戻させてください。また、日
本に住むだれもが安全・安心な生活を送れるようしてください。
　私は「ゼロシナリオ」を選択します。

29986 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します 電力よりも、経済よりも、平和で健康に暮らす権利の方が重要なはずです。

29987 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「節電＝経済・産業の衰退」と短絡的な図式を用意せ
ず、冷静に無駄を見直せば、無理せず節電し、経済に
は大した影響を及ぼさずに立ち行くことは可能。

「電気を使う分だけ電気を作る」時代から、「いかに使わない生活を送るか」を考えるべき。

「経済がダメになるから電気が必要＝原発が必要」という余りにも短絡的な、しかし思考力停止の人には効果的な脅しのシナリオが用意されているが、まずは現状の電力の収支を克明に分析
し、公開すべき。それをせずに「電力不足」と言い切るのは、日本国土を深刻に汚染する危険を孕んだ原発を再稼働する理由には不十分すぎる。

電力不足に陥るのは、「猛暑日の昼過ぎ3時間」など、1年を通じて時間数にすればほんのわずかにすぎないはずで、その点を論じず、点的な電力不足を線のように演出して問題点をすり替え、
国民に「電力不足神話」で洗脳しようとしている様は、原発の安全神話を恥ずかしげもなく広めていた人々と何ら変わりない。というより、同じムラが陰にいると思うのは当然の流れ。

例えば猛暑日の半日だけ、余裕ある大企業がオフィスの無駄を見直すだけで、圧倒的な節電になる。各部署に設置されたコピー機を1台にまとめる、トイレのウォシュレットは3～4台に1台だけ
に絞る、エアタオルを辞める、など、これを大企業だけで徹底して行えば、最低線の節電をするだけで、病院や工場などには何の影響もなく、電力消費を抑えることは普通に可能。

考えたり分析したりするのを怠けて、国の存亡が関わるほどの危険な原発を即動かしてしまえと考えるその思考回路が非常に危険。

29988 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオ　原発即刻停止・廃止 ・原発が自身で壊れない保障は全くない。
・巨大な、複雑な装置、安全の確認はできない。
・再び、原発が壊れれば日本は崩壊する。
・福島原発崩壊後の政府の対応、信用できない。
・使用済み核燃料をこれ以上増やしてはならない。

29990 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 子どもたちのために「ゼロシナリオ」を決定し、安心し
て暮らせる国づくりをすすめていただくよう、強く求め
ます。

原発の運転を続けることは、将来の子どもたちにどうすることもできない危険な放射能を残すことです。使用済み核燃料をどうするかの技術も処分場所も不確定な中で原発を動かしていくことは
できません。
　また、地震大国である日本は、近い将来、東日本大震災以上の大規模な地震が想定されています。その中で原発の安全性を守ることは不可能です。「想定」の範囲でクリアできない問題であ
ることは今回の地震で学んだはずです。
　原発に依存する国のあり方から脱却するときは今しかありません。福島をはじめとした東北で苦しんでいる多くの人々、毎週末おこなわれる原発への抗議活動に参加する多くの人々・・・。国
民の願いを受けとめ、自然エネルギーの拡大や私たちの生活スタイルの見直しをはじめとした、原発に頼らない日本のあり方を模索していただきたいと思います。

29991 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリを支持します。
安全性に疑問のある原発より順次廃炉を要望しま
す。

・学生のころより、原発には疑問があった。その時の最大の問題は、使用済み燃料の処理についてでだあったが30年後の現在でも何ら解決されていない。自分達の利益のために将来へ先送り
するのは、もうやめるべきである。

・将来のエネルギーはシナリオにある太陽光や風力の他、多くのエネルギー源があるので活用すべきである。米を原料とするバイオエタノールは特に期待できる。

・シナリオの試算は人口減少、産業の変化を考慮していないように思われる。
労働者人口の減少、企業の海外移転で電気消費は少なくなる。

・環境問題とエネルギーは別問題。地球温暖化には疑問がある。

29992 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 使用済み燃料の処理方法、原子力のコントロール、いまだに事故の実態さえつかめない点を見ても、明らかに手に余る技術と思わざるを得ません。また、事故後の政府対応で全く何の責任もと
れない現状を見てもこの国では原子力は不可能であると言わざるをえません。自然エネルギーでは安定した供給ははかれないではなく、しのごのいわずにやれ、と福島の魂を持つものとして思
います。

29993 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発再稼働は必要 今回の福島原発事故の教訓から、日本の技術を生かしてさらに安全性の高い原発を作ることが必要だと思う。
人間が作ったもので、絶対に安全なものなんて一つもない。飛行機だって、車だって事故を起こせば人が死ぬ。安全性が保証されないから、全てなくしましょう。というのはあまりにも短絡的で消
極的な考え方だと思う。
 
原発がなくなったら結局国民に負担が回って来る。自然エネルギー、聞こえはいいがそれだけで日本電力をまかなう事は出来ない。そして化石燃料による発電に頼らざるを得なくなるとするな
ら、今度は安全保障の面でも不安が出てくる。
 
輸入する際には、必ず海を通らなければいけないが、その海をもし他国に占領されるような事態が起これば日本は戦争せずとも他国の支配下に置かれる事になりかねない。
 
日本を取り巻く、国際情勢も大変厳しい状況にある中で本当に原発をなくすだけで子どもの未来が守れるのか？
 
政治家の方々には、自分の立場を守る事ではなく日本の未来の為に、今本当にすべき事は何なのかを真剣に考えてほしい。

29994 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発反対、絶対０％の依存度にしてほしい。 理由の第一は、先の東日本大震災で明らかになった地震大国において原発は絶対危険すぎる。第二に原発が安全に動いていたとしても危険な廃棄物の処理の手だてがないこと。この２点だ
けでも今後の経済成長などが下がるなどと言って脅かしているが、自己の賠償や廃棄物の処理の費用を考えると今からでも新しい太陽光や海流、など新しい発電技術への支援と新しい油田
（オイルサンド）やガス電の開発などを進める方がコスト的にも安上がりとなると考えます。
　それ以上に国民に安全・安心が確保されます。
　また、オスプレイのような危険な物を米軍のいうまま国内に持ち込ませて、アメリカ軍と同じことしか言えない現政府に呆れます。
　国内でオスプレイが墜落して国民に被害が及んでから何を言っても始まりません。日本国政府は日本国民の安全を守ることが第一の使命ではないでしょうか？
　そもそも、原発もアメリカの意向で持ち込まれたものですよね、戦後６７年まだまだ日本はアメリカに占領されているように思います。
　政府は、形だけでなくプライドを持って真に日本国民のための政治を行い、アメリカから独立してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

29995 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロ?シナリオを支持します。 被ばく労働者抜きには成り立たない未熟で差別的な原発は、ゼロ（廃炉）にすることを切に望みます。
また、同時に核燃サイクルも即刻停止し、再生可能ネレルギー、省エネルギーへのエネルギーシフトによるイノベーションと、地域活性化にチェンジすることが命も国土も守る政策と信じ支持しま
す。

29996 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー安全保障の確保が最優先。脱原発ありき
の議論は大きな誤り。代替エネルギーが充分でない
ならば、エネルギーを確保する選択肢として原発を死
守すべき。必要ならば25%以上に増やすなど柔軟に対
応を

今の政府には国を発展させる長期ビジョンや戦略が大きく欠けている。脱原発ありきの議論は大きな誤り。資源小国である我が国にとって、代替エネルギーが充分でないならば、エネルギーを
確保する選択肢として原発を死守すべき。原発の安全性は国や企業の努力で高めることができる。
エネルギー安全保障を確保するのが最優先。エネルギー政策はエネルギー安全保障とセットにしなければ、誤った政策になりかねない。東日本大震災や、それに伴う福島の原発事故で感情的
になっている国民に、意見を求めるのは大間違い。エネルギー安全保障の問題があるのに、国のエネルギー政策に、素人である一般市民の意見を取り入れるのは大きな誤り。反原発・脱原発
論が勢い付いているので、今の政府のやり方では原発賛成意見が通りにくい。原発比率の意見聴取会から電力会社社員を締め出したのは「言論封殺」であり、民主主義の理念から程遠い。世
論が正しいとは限らない。国益や国の発展など考えてもいやしないマスコミが扇動する今の世論は大変危険。原発ゼロシナリオなどが通ったら衆愚政治の極みだ。国民も国も、自分で自分の
首を締めるようなことをしている。国を没落、破滅させる方向に導かないでもらいたい。

29997 個人 自営業 ７０代 男性 ３つのシナリオから敢えて選べば「０％」です。「即廃
炉」が正しい選択肢です。地震列島の上の「原子炉」
は危険極まりなしです。2度目が起きたら日本の全て
が失われます。政治家や官僚は目を開くべきです。

「即廃炉」を熱望します。今回の３つの選択肢の設定は間違えてます。
「０％」にしても、設問では「30年まで」温存しようと言うのは、電力会社の利益確保の狙い以外考えられない。
稼働せずの温存は不自然で、再稼働が見え見えである。
今回の大飯原発の再稼働にしても、最初は「電力不足による停電」への危機感を煽り、そのうち「国民の生活を守る」にすり替えて来てます。その上、極めて不完全な「安全基準」をでっち上げて
再稼働を決めた民主党政権・野田政権及び自分のことばかり考えて仕事をする官僚達に最高級の危険物を任せる訳には行きません。
国民の生命や健康を守らずして、「国民の生活を守る」とよくも言えるものである。
詐欺集団の野田民主党政権と腹黒官僚達に原発の運営を任せることはできません。
即廃炉です。
原発は、よく「トイレのないマンション」に例えられます。
使用済み核燃料の処理も出来ずに、原発の再稼働は大反対です。今でも格納炉内には使用済みの核燃料が保管され絶えず水で冷やされ、また稼動によりそれが増え続けることになります。
また、福島の事故のようなことが起きたらどうするのですか？野田親分は、責任が本当に取れるんですか？
民主党政権及びかって推進してきた自民党の方々は是非目を開いて、将来の国民の生活を本当に守れるように目を開いて欲しいです。
我が家には、3歳になる孫娘がいます。この子供達が安心して生活ができる国であることを願ってます。
即廃炉にして下さい。
再稼働しないと原発立地地域の経済力の低下がよく言われます。再稼働による労働力の雇用確保が叫ばれます。これは本当に建設的な方策でしょうか？
労働力の雇用確保による地域経済力の維持ならば、「廃炉」による雇用確保も可能ではないでしょうか？これは30年、40年とかかります。新規の原発の耐用年数に匹敵します。
ただ、この作業は危険度が高いことは素人目にも分かります。そう言う方々への労働条件確保にお金がいるなら、「国家事業」とすることを前提に、そのための増税には協力します。
将来の国民への負の遺産をきっぱりと断ち切る決意を国民としても覚悟すべきと思います。
このパブコメが、政府による「国民のガス抜き」仕掛けに終わらせないように汲み取って下さい。

29998 個人 自営業 ３０代 男性 原発0%の、ゼロシナリオを希望します。
選択の前提が2030年までになっていますが、即刻0%
を希望します。

原発は即刻0%にするべきです。

原発事故があれば、人や他の生物は命や健康を脅かされ、安全に住む場所も失います。
被害は想像を絶する広範囲に及ぶ可能性もあります。事故時のリスクが非常に高く、例え壊れる確率が少ないとしても、賭けで営むものではありません。あってはならないものです。

その上で日本が、地震国であるにも拘らず、原発を建設したことは一層愚かな行為といえます。
また事故の原因は災害だけではなく、紛争やテロも考えられます。原発の存在は、核爆弾を自ら抱えているのと同じです。一回のテロ行為で、国民や国土を広く失うことになりかねません。

放射性廃棄物の処理も問題です。ほぼ無害化まで何万年も管理することは、人類の歴史を考えれば不可能です。
子孫や未来の生命への押し付けも無責任です。過去の人間となる私たちは、実際には止めること以外の責任は取れないのです。それでも未来に被爆で苦しむものが現れるかも知れません。
原発は倫理的にも許されないものだったのです。

福島の事故を忘れてはいけません。原発をなくす理由は、現に目の前で起きていることで充分です。誰も責任を取れない、取らないことが明らかになりました。責任を取ろうにも、失ったものは元
通りにはなりません。不安など心理的なもの、社会の混乱、間接的な被害も、原発事故の被害であるとしっかり認識する必要があります。

不幸にも核爆弾と原発事故の被害を受けた日本は、核を無くす決断をするには一番相応しい国です。
危険なものは無い方がいいのですから、脱原発のモデルを確立すればその面で有利な国となります。出来るとわかれば見習う国も出るでしょう。代わりとなる産業を起こす。生き方を変える。今
まで価値観を超えて日本独自のノウハウを蓄積することが、チャンスになると思います。
原発はやめましょう。

29999 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年までの日本のエネルギー政策は原発依存
０％「ゼロシナリオ」しかありません。

そもそも地震大国日本に５０基もの原発が作られている自体、正気の沙汰とは思えません。近い将来大地震が起こることが想定されている中、日本国民は時限爆弾を抱えて生活しているような
もの。福島原発で証明されたように、原発に絶対安全は、ないのです。経済を守るために国民の命、生活、子どもたちの将来を犠牲にしていいのでしょうか。そんなはずはありません。「ゼロシナ
リオ」を決定し、自然エネルギーの拡大、研究に努力すべきです。時間がかかろうともそれが日本の経済成長に必ず寄与するものとなります。原発依存に明るい未来はありません。
唯一の戦争被爆国日本が、終戦から６７年が過ぎた今、自国の原発事故で被爆者を増やすことを世界の人々はどう思っているでしょうか・・・

１．私の選択について
　「ゼロシナリオ」を選択します。

２．エネルギー・環境に関する選択肢についての感想
　各種資料を拝見してみると、
・環境問題で重要なのは、CO2排出削減である。
・原発での発電することは、CO2削減に有効である。
というような考え方が中心になっていると感じますが、私はこの考え方に違和感を感じざるを得ません。原発から生じる使用済み核燃料の処分問題は、CO2排出削減以上に重要な環境問題で
あるはずなのに、そのことが過小評価されているように感じます。

３．使用済み核燃料の処分問題について
　ここでいう処分問題というのは、核燃料サイクルの是非というよりも、むしろ最終処分問題のことです。使用済み核燃料の直接処分にしろ、核燃料サイクルで生じる高レベル放射性廃棄物の処
分にしろ、いずれは何らかの最終処分をを行う必要があります。現時点では安定な地層中に埋設処分する案が有力であるようですが、このような処分方法は現実的に（政治的な意味でも）可能
なのでしょうか。
　福島の原発事故以前でも、最終処分地の候補がいくつか挙がっていますが、いずれも住民の反対により、現段階で決まっておりません。福島の原発事故を経験した今日では、ますますその
決定は難しいでしょう。
　そもそも、たかだか50年程度の原発の歴史において、断層の活動性の有無が問題となっているのに、1万年単位の管理が必要な地層処分で安全性が保たれるとは、到底考えられません。
　1万年後といえば、この日本という国さえどうなっているか分からないほどの長期間です。そのような、ずっとあとの世代までつけを回すような問題は、可能な限り少なくすべきです。したがって、
使用済み核燃料の排出をできる限り少なくする必要があり、そのためには原発を可能な限り速やかにゼロにするしか方法はありません。
　もっとも、現段階で発生してしまった使用済み核燃料は、何らかの形で処分する必要はありますが。

４．CO2排出削減について
　CO2排出削減問題は、地球環境を考える上では重要と考えますが（異論もあるようですが）、このことと原発稼動問題をリンクさせるべきではありません。
　CO2排出削減は、CO2回収技術を実現する、高効率火力発電を導入する、再生可能エネルギーの割合を増やすなど、代替手段はいくらでもあります。

５．発電コストの負担の考え方
　原発ゼロを選択した場合、確かに短期的には火力発電の割合を高くする必要があり、その分発電コストが上昇するでしょう。私の考えは、そのコスト上昇分を負担してでも、原発ゼロを目指す
べきと考えます。
　これまで、原発を含め大量の電力で、豊な暮らしを享受してきましたが、その一方で、原発の問題について「考えないふり」をしてきたことが、今回の大事故の遠因ではないかと考えます。数万
年の管理が必要な使用済み核燃料の問題を後世に残してまで、原発に依存した豊かな暮らしを送ることが本当に正しいのか、一度立ち止まって考える必要があるように思います。
　また、再生可能エネルギーや、高効率の発電、送電技術の開発促進、導入を進めるための政策も強力に進めるべきです。そのために電気代が上昇しても、多くの国民は納得できるのではな
いでしょうか。

29989 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。
1万年単位の管理が必要な使用済み核燃料の最終処
分が現実的には極めて困難である以上、その総量は
可能な限り少なくする必要があるためです。



30000 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを選択します。その理由は第一に事故が
起これば破局的な被害が避けられないこと、第二に原
発のコストが割安であるとの試算に問題点があるこ
と、第三に原発は温暖化防止に役立たないこと。

ゼロシナリオを選択します。
その理由は
第一に福島第一原発の事故でも判るようにひとたび事故が起こってしまえば永遠に回復できない破局的な被害が出てしまうということです。福島第一原発では、未だに内部がどうなっているの
かも判らない、毎日、どれくらいの放射性物質が海洋に流れ出しているのかも判らない状態です。原発は安全だと言い続けて、このような状態を引き起こした張本人たちがそのままの顔ぶれで
安全宣言をして大飯原発を再稼働させてしまったのは、国民はおろか、全人類・全地球上の生命に対する冒涜以外のなにものでもありません。

第二にエネルギーコストの問題があります。シナリオ比較によると原発を稼働させた方が、発電コストが下がるとされていますが、必要なとき必要なだけ発電することのできる火力などと比べ、
原発は出力調整が難しく、需要の少ない夜間等でもフル稼働するため、極めて効率の悪い揚水発電を併用しなくてはならないこと、また、原発は電力消費地から遠く離れた場所に建てられてい
るので送電ロスも含めるとシナリオに記載されているほどのアドバンテージはありません。さらに老朽原発の廃炉にかかる費用はこのシナリオに反映されているのでしょうか？
電力料金だけの問題ではありません。原発を稼働し続けると、原発立地自治体への交付金も必要です。しかも、原発は稼働している間中、大量の核分裂生成物を生み出し続けます。これは10
万年以上にわたって厳重に保管・隔離しなければならないにもかかわらず、今現在、日本ではこの最終処分場の場所さえ見つけることができずにいます。最終処分場の選定、建設、10万年に
及ぶ管理の費用も原発を存続する限り膨れ上がり続けるのです。これらは全て国民の税金から賄われるものです。少しぐらい電気料金が安くても、原発の存続のために増税が行われるのであ
れば、国民の可処分所得は減り、景気は後退、租税回避のため、産業や雇用の空洞化は免れません。しかも、原子力の電気を使っていない沖縄県民にまで、税負担を押しつけることなどとうて
い許されるはずがありません。

第三に原発は地球温暖化問題の解決には役立ちません。原発がCO2を出さないというのは発電をするときだけの話で、ウラン鉱山から採掘、濃縮、燃料加工など、前工程において莫大な量の
CO2を排出しています。資料の「地球温暖化問題への貢献」の中に、「国内のCO2排出削減を進めていかなければならない。」と書かれていますが、「国内」だろうが「国外」だろうがCO2の温室
効果に違いはありません。使用済み核燃料の保管、中間貯蔵施設、最終処分場の建設・管理（10万年）にも途方もないCO2の排出を必要とするでしょう。
さらに、温暖化というのはCO2だけで決まるものではありません。温暖化は地球が受け取ったり、発生させたりした熱と宇宙空間に放出された熱の兼ね合いで起こるものです。原発1基が稼働す
ると、毎秒70tの水を引き込んでその水温を7度上昇させて海に捨てています。また、毎年1tもの核分裂生成物を生み出し続け、長年にわたって猛烈な熱を出し続けるのです。CO2の削減は地
球温暖化を抑制するための手段であって「国内」のCO2削減だけを目的化するのは本末転倒もいいところです。


